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る 秘密の 鍵の 


はおが、 J 紳の蒂 なて ふ 原始的 觀 なじ 


を 反覆す るの 外、 富 乂必靈 の 內面じ 


醬 甘ん がちめ じを、 むぶ 命ど稱 する 


$ f を揮 ザ もやを や。 


や 0 吾人は 聊か 日暮れて 道 猶遠矣 の 
威が なき 能は ず〇然 らば 敎育 家は お 

巧 善 惡のお 巧 準縄を お まど 因襲さ^^ 

の 情 方 じ わらて 口說 ずるの み じして 
徒弟の 必 理的狀 態に 應 じて 其 個性を 

掏 冶す るを 熙 巧せ るの 謗な きを 得る 
ず？ 香 入を して 文字 あるを 憂を しの 
獲を 發せ しむる は决 してを をなる 意 
ホに 巧け， る： お 育の 意味 じあら ざるの 
みならず、 赤ぶ 名審 どす る 巧 じあら 
ざる ザし 0. 真 化を 實 なる 物質的 文明 
の 富 從ぞじ 至らて は、 其 身 んで 
其 也 お々 食 じ、 夕< は是れ n ィンの 
巧 靈 にして、 ダラ-- め-餓鬼なる のみ 
黄を 方 能の 思想は 郎も i が脊 巧の 
始 じして 併せて 其 終なら 0 
要するに 吾人 乂頻の 通 癖た る 宫書自 
賛は進 ホ 向上め 致敦化 C 其 現 巧の 政 
治の 万能 じ 、 む 薛 し、'' 巧學の 万能を 夢 
あし J をは ま敎め 万能を 鼓吹し、 お 
くは 黃 をの 巧 能を 祟 巧す るは 俱じ與 
じ宫 巧で 能の 謬見 じ おづ〇 吾人は を 
おおでめ を會 をを ずる 利害 幸 藤のを 
.めじ 猛が どして 谣力的 活動を 開始す 
るを 目的 どし、 人類 共を の 大義た る 
巧 直ま義 、及 機會 均等 ホ 義を資 際 じ 
履 一け する じ盡粹 せざる すらず、 其經 
浮な' る 進化論め 巧 相の 說明じ 魔 喜し 
て 世. 巧が ホなる 自我のを を' > 發 達に 
掛 しての み 造られた るが 姑 < じ 妄信 
ず もは 盖し莽 違 も 巧 酷し 交 謂は ざる 
巧らず 0. 是じ 於で か 吾人は 有 ゆる 現 
化义 巧の 狹隐 じ對 する 驻 のかき 不平 
の氣を 化き て、 新時代の お 潮を 馨醒 
し縷禮 する をな て 刻下の 喫累 要務な 
々とま 張す るに' 禱路 せず、 則ち 薦蘇 
の 滴を 引き、 雜 煮の 惋を 代へ て、 靜 
かじ ホ ホ ゐら冀 望 ある 薪を を迎 ふる 
を 巧て 欽快 ど する 者 化 0 
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In 寸鐵 ホの 始めて 秀 筆を 呵し W . 論 

陣を張らし ょ り 僅 か じ 數閱巧魔駒奔^ 
逸して をに 馬齡 をが ふ 威 慨眞じ 無 曇 i 
唐人 S 藻 じ 富 《る 審て瞻 つ 
て 曰く r 天地は 萬 物の 逆旅 じしで ホ 
巧 化の 避 客 化」 とが ある 哉 言 や 
一!^ 哲满明 先生 も) 曰 巧び 晨 なり 
之 云へ ら然り タイム じ 巧 震な < 
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斗酒を 傾けて 意気 天を おく 
も 巧 逝な かじ 巧 着を 檢 して 貯金の 額 
を 歎 ふる も 巧 化耍者 巧が 不思 緊裙お 
じ 消長 をら 人間に 踰衰ゐ る 
も 眞理は 傲 乎 どして 渝る 
i なかるべし 爾巧 益益 善 
歲 劍を禪 はん J を 期す 
I ■み 權礙 張黨の 飛將キ 

ヤツ トホ乂 ホ ブグア 'スタ 

1 じめ て 支那 婦人服 欄 巧 
巧の 利益を 辯 やる £縷 機 
數 モ言矣 

R 聽漱の 一 婦人 哪もお _ 
ぶして 問 ふて 曰く 夫す 白 
身は 如何 直じ實 巧す る や 
杏 やど 流 おの 女 ホ ホも镑 
麟頗 優げ 

g 突飛 ど 轉舉育 働 どは 
ホ國 夫人め 短所 也 白 信な 
き 珍 說を發 をして な悔シ 
リを 撫でん どす る も不於 
縮 痴奇荐 } 
过^^:2 がけ 


3 M . 


硬 おじ 詩 典 湧 I 

く ゐち筆 初め 

雜煮 腹いで 熟 i 

ば やどが 巧 哉 I 

散策 や 雜袭の 
腹の 巧 便 ど 
骨牌 取 人妻の 
身 も 唐れ け • 


か 歌 俳 巧 


新年 や 二 化の 服 じ 巧 目立 

大 おの 御せ 豊 なる 初 目 出 

. 〇 

ま 藤を 郞 


太白 
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ダ ラン - 、ビ！ 
VJ 脹 ゎしく 
舊 新年の 送迎 じ 
下 巧の 嗦 しきを j 

耳 じして の 
徽 酒じ醉 ふや 陶 I 

然 、ラダ 1 タ ー 
の 傍 じ 安樂 おす 
を 寄せし 暖 みに 
詩想の 惱 やみい 
つし かじ 夢路へ 


^ '. . 少 ^ V 



ん •苗：^ が t お據 
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號砲 一發の 轟き おいて 遠を の 窺 笛が 
池る 時、 頻りに 鳴る 0 • 
新ら しき 年 ど 共 じ 新ら しき 時化は ホ 
た り、 をへ るず は 醒めよ、 亡びん ど 
する 人は な活 せよ ど 濁 叫む た 0 




雪 じ 明けて 新年の 句 じ 難ず 宿酔 じ. る 基督 敎 徒の ビブ ケン 暗殺 审 件の 撰 


句な き 吾を 起して 何ぞ拳 初め 
〇 


おじ 願して ヒ說 紛紛 歐 ホの 菊 紙筆を 

揃へ てを 擊 


御 參奉巧 大正 ょらは 御 禁術旧 虫 確聞ず る じ 拷閒巧 责は张 甥に る 
I お 水を ポンプ じくめば 何ん となく 必~ら ざるの みならず 一部な 敎伽樂 3. 膊 
I 淋しき アメリカの 春 東 ホ 1 人を 指 嗽せ る證跡 乂膨然 たるが 如し 
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烏 兎 巧巧焉 、地軸 幾旋轉 、朝 陽轉 躍して が 鹽劇一 

瑞雲 搖曳 して 氣霸議 、着 秋其舊 裳を 脫し て脖日 巧 

じ 改まら 人 ふ 随て巧 新なる を 得たら 〇盖し 證爾ど 
して 嘯 動を 持澈 する 吾人は 旦に 錄揚ず ごして® 運 1 

の 消長を 說 き、 夕に 詢詢ず どして 時 攀の得 ホを 諭 
じて なて 窃か じ 自書自 贊を事 どす る も、 之を 字を 

じ 於け る 自然の お 眼よ ら觀 ずれば、 徒ら じず 天 化 
地 じ踞脊 して ザ醒キ 辞ぶ 境 じ 巧 健す る. 一 糧のあ 塊 I 

じ 外なら ず 〇而も 新陳代謝は 自然の 天則な 6 ど 云 
ふと 雖 、年 M 歲化 相似、' 年年 歲歲人 不同、 昨は 


救 ホなる が 如 < じ謗稱 して、 を 巫 ご自を ごを 標搂 
ずる 巧國め あお 家は、 異口同音 じ內は 盛に 弊政め 
改革を 疾呼し、 かは 頻りに 締盟を が ど録睹 の證を 
1 敦 ふす るを ま 張して、 なて 人類 全般の 霜逊 たる 巧 
かを 維持 促進す すろ を聲言 X ながら、 一面 じがを 
は 辭を國 力の 均衡、 國權の 擁護 じ籍主 L 、 强か熟 
を 獲し 優の 劣を 呑 わを 巧て 嘗然 のな 務 なら ごすみ 
は是れ 明明を 白の 事實 じあらず や〇然 らば 世界が 
政治家は 鹽 隣の 道 德を廢 ず L て、 人 おお おの 太 塞 
じを < 巧を ま 義 ぶび 機會 均等 ま義を 貫徹 せんどす 
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な 顔の 美少年 も、 今は 旣じ 化して 白 頭の ち大 翁た 

らん VJ する は、 英雄 じ 非ざる 鈍器^: の 吾人を し 

て 偶 「巧 首 則 模糊」 の 城め るを をれ ざら しむる 巧 I 

0、 彼の 人. 口じ附 炙せ る 奇僧一 化が 巧が の 詠の か I 

きは 按ずる じ 頗る 徹底せ る 人を 觀 なら ご 巧 謂矣〇 

抑 吾人 人類が 世界の 舞 臺は最 化 過去の 一年間 じ 

がて、 幾何の 變化ど 進 ホ ごを 赢も 得た る 乎、 所謂 

熱 也なる 眞理の 兜 明 じ 化り て、 文明の 推搜ど 理想 

の 向上 VJ の 方 巧 じ 幾何の 好お績 を舉げ 得た bv 」 を 

すず 〇假か 無患識 的なる じ もせよ、 宮巧巧 能を 棵 

端じ鲜 重す る倾 向が、 確か じ 現代文明の 最大 缺點 

たる こどを 曝露す る じ 至ら ざら しず 〇 彼の 世 ホの 


る 一斤の 誠意を 有せざる 者乎〇 彼等め 自聲 する 政 

治 万能の 思 おは、 可憐なる ち 億のを をが 利害 禍福 

の 問題を 根本的 じ解决 する の權威 ぁらや 否や、' 吾 

乂 甚だ 疑な き 能は ず 0 

織つ て科學 者を 顔み るに 彼等は 义 動もすれば、. 

事 每じ隨 意の お斷 どを 義 どを 下して 科學の 利刀は 

截然 どして 天地 間の 何物を も南斷 しまら ざれば 炼 

まざる がか < じ强 辯して、 A 類の 智識 的 慾 ホのを 

々益々 ザ領 巧を 擴 めん どす るを 自賛ず ど雖 、僅か 

じ 一二 万 觸の朦 超を 大洋に 泛べ 得を こどと、 數十馬 

力の 飛 巧 器を 蒼臂じ まらし め 得る こど ごを 0 て 直 

じ 科學の 万能を 立證 せんど 試む るは、 餘らじ 自然 
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年 立 言 



苔 人の 抱負 


ぶま 張 おホ颜 が學乂 

香' 社 今み の擴 張は 盖し祇 中 W 人、 
善 謀 傑闕の 賜なら ど賽 ふご 雖 、が 化 
湖讀者 諸君の 熱烈なる 刮情ど 助力と 

じ俟 つじ あらざる ょ b は焉ぞ 其旗皴 

陳 をの 夫れ 如斯 堂堂たるを 稱んや 〇 

吾人は 化 機會じ 於て 裘 & よも 讀者諸 

ちじ 掛 して 深厚なる 謝意を をす る 巧 

化 0 
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I ， 吾 A の 孤影 ヶィ お始めて を 筆を 提 

げて論 擅 じ 見わん とする や、- 夕難亦 

夕艱、 當時ぷ 紐間胞 社を じがけ る鐵 

中の 録 々を 0 て 鳴 b し 醇香ザ 人の 如 

きは 「橋 詰 や ここ じ も. I つ 求 お」 の 

おかを 货 せて、 吾人の 巧 力ぶ 或は 跌 

榻 一' 夕 のが 夢 ど 化せん ことを 化 愛せ 

られ たる じ 似た り〇 而も ま 入の ぶ强 

なる、 飽を 自己の 所 倍を 巧げ ず、 邸 

ち 背 水の 陣を 布き て 孤軍 サ潭 、號を 

盡わ 乃を 閱 する じ 従 ひて 其 本領を 發 

がし、 栅く讀 者 諸君の 認識す る所ピ 

なら、 爾後 特に 多大の 閒情赵 巧勢ピ 

を縣 ふす る じ まれり ど雖 、巧閒 皆ぶ 

慘 潜、 辛 じて 巧路 難の 第一 麗 巧を 過 

ぎる を 得た るは、 顧みて 巧 かに 堯 が 

たるを 禁中る 能は ざ^ 者 をら を 0 

'遮莫 、化讓 一二 义お ± をして 操 狐の 

紫は 經營實 じ 錐 中の 難事 じ屬 ず、 俊 

巧が 髮爲 めに 霜を を ゆるを 致せり 

嘆が しめたる は 盈化ど 謂 ふべき 哉 

な 間 巧々 化を 敎 育の 巧め じ 新聞な 

だの 必要 ど 偕 値 どを 說 き、 化 もてな 

て 輿論を 善導す るの 機 願 どなさん ご 

す 一る 者 ぁれ 共、 恭し 吾人の 抱 貧 近 小 

じして 眞 個に 言論 文 韋の權 威を 利用 

して 現が 文明の 進展 じ 貢献す るな く 

んば > '柯を 0 て か 龍く 其 天職を 竭す 

じ' 堪 ゆべ けんや 〇 なじ 於て か 吾人の 

抱負は 遇大 ならを るを 得ず、 然れお 

學 発の 徒が 簿書堆 禪じ沒 類して 時務 

にを 涉 なきを 遠の 遠 じ 做 はん どせ ず 

或は) 部の 勘體 若く はを 權の 化才ご 

なをて 無 貴 巧の 議論を 上下し'、 羊 頭 

を揭 げてク 巧を 賞る が 如き 誇大の 大 

を がらざる べきを 巧す 0 

想 ふじ 新聞は 人類 歴史の 縮圆 じし 

て 併せで 時化 思潮の 明鏡 化〇隨 つて 

一 吾人の ま 張の 峻嚴 じして 端正なる ベ 

きは 是れ將 た 遠大の 抱 貧を 實 現し、 

人類め 渡を を編述 し、 椅 化の 思潮を 

批 がせん どず る 唯一無二の ホ 織なる 

を 貧覺せ すん ば あらず、 なに 彼の 銷 

で吳 王の 爲 めじ 勞 し、 夕に 越 ホの 巧 

めに 辯 じ、 烏を 指して 瞧 ごし、 馬を 


がんで 鹿 どず るが 如きは 牌 薄者才 T 
の亞流 じあら ざるを 人の 斷じ - V - 島し 

公 公 <JA 公 < JA <1 <!<! 公 <1 ム <1 

祷 ざる 所、 庶言宿 筆、 傑らず 傷らず 
眞個じ ザ 胞どホ A ごの 聯統 どな b '\」 
讀あ諸 おず 索め 眷顧ど 誘 鞭 どに がる 
むからん VJ 欲する は遙に 吾人. のモッ 
い レを^。 •を 社 今次の 磁張じ 際し 雜 
んで 吾人の 抱負 ど ホ 振 ミを を じする 

赏他恵 あらん や 0 

. ■ -♦ 二- - --■ 

米國 人の 氣 象’ 

■大正 逸民 
太 苹洋は H ホ兩國 修好 通 梅の 大術 
なり、 兩國 はこの 大 術を 通じてが 親 
をを が 進し、 其 物 宵 思想を を 易す 0 
而 して H 本は が 齒體义 政治 じ 於て を 
然乂 國ど異 b たるぶ 礎の 上 じぶつを 
なて 化 點じ關 しては 舊も接 觸の餘 地 
なし ご雖 、ぶな 外の 事象 じが >」 H 本 
の ホ 國じ學 ぶべ きらの 必ずしも I ニニ 


紐 宵 お 領事 化现 '領聲 

.巧 野 夕太郞 巧 



じ 止まらず 0 想 ふじ ホ國 々日の 艘语 

敬 達を 齋 せる 巧 飄 力は 抑々 を 邊じ么 

を 索むべき やの 問題は、 ホ 國じ巧 遊 

ずる 日本人の 腦禪じ 必ず 湧 おすべき 

第) 疑問 じして、 之に 對 ずる あ 解は 

巧が 國の艘 當を逮 を かがす る贊 牌と 

爲 すべき もの ぁらん か、 ホ留贈 域の 

廣大 、其 地貌 、地文、 地勢の 恵潍、 

天 輿の 當源 等ホ眞 じホ國 今日の 叛當 

發 逢を 肋が したる 大族 巧なる こど 固 

ょり 疑を おれず ご雖 、是 等は 寧ろ 米 

閣 の殺當 のが 巧た る じ 過ぎず、 がま 

因は 盖し別 じ 化て がす、 何 VJ なれば 

是 等の 當 源、 锁 域は ホ だな て 化 巧 ± 

の 上 じ右來 棲息した る巧甸 人の 狀態 

を說 明す る じ 足らず 〇义 中米 南 ホ 諸 

國が 均しく 天與の 惠澤じ 浴し 而も 猶 

發 達の 比較的 遲 緩なる 所のを 說 明す 

る じ 足ら ざれば な り〇 然 らば 則 も 化 

著大なる 發逮の 最大が 巧は 是 等の 惠 

澤 、是 等の が 牌を 利用し 活動す る 人 

民の 気を じ 職 もせ ずん ば あらず 0 

盖し义 明發逮 のぶ 嘘は ホして 婿殊 

なる 人 柿の 獨 おじ も あらず、’ 义宗敎 


邀傅 等の 力 じ もめ‘ b ず、 將义 智力の 
慑越じ も あら 乎、 唯 進取が、 樂概的 
氣み (王 ソマ) の獅漫 したる 社會じ 
外なら ざ もんず 0 - 

進化 的氣象 ミは 何ぞ や、 ホ 國乂の 
氣 をの 如き 則 も是れ なら 〇巧國 め 現 
化 哲人 「ベンジャミン、 キッド」 氏 
ド； 著 「慕 西 文化が 論」 じ 述べて 曰く 
乂國叛 赏發逮 の お® は乂國 じがて 
巧る を 得べき 梅め て減激 集約なる 
制 巧ぶ 親ず の 下 じ 天 輿の 資源、 化 
力の 恶巧じ 常め る媒乂 なる 地域の 
上 じ 巧 はれた る じ 化る' 

VJ なし、 更に 進んで 斯る 事態を をみ 
出した る 化み 巧 因を 巧理 的じ說 明し 
斯る發 達の が 態は 「過去」 及 「現 
が」 の 力 じ おし 「，ホ 巧」 が 常じ最 
後の 勝利を 獲る 社 曾 じ 於ての み 之 
を 見る を 得 巧く 「ホ ホ」 が 常 じ' 「過 
ま」 及 r 現が」 の 力 じ戚服 せらる 
る社會 じを をて は 之を 見る を 得ず 
ピ爲 せら 0 ’ 

所說 聊か 難髓 、を蕃 なるやの 嫌 あ 
ど 雖 、今が 論旨を 平易 じ 解 すれば 
斯 るが 態を 巧て、 進 ホの 氣象 をる 社 
曾に のみ 之を 見る を 得 巧き 現象なら 
.こ爲 すじ 化ら 0 

化說じ 依れば 進 ホ どは 「ホ 巧」 を 
0 て 「過去」 及 「現な」 の 事例 標準 
じ 超越せ しむる を 口ふ〇 例へ ば節單 
なる 一例を 示せば、 メト曰 ポリ タン 
生命が 險蹟を 0 て 紐 育の 最高 盧な b 

ピ なすは 則 も r 過去 及 現 化」 の樣準 

じして、 近 X 完がず 巧き ゥ グゥ ォグ 

ス の离慶 はが じ 之ょ ら裔 きこと 幾 層 

な bvj いふは 是れ則 も 「ホ ホ」 の 超 

越 也。 ' 


kv 


又 この 說 じょれば r 適 ま 及 現 巧」 

をな てま 离、 至大の 窮極 ど爲 すは 則 

ち 是れ退 ホ停滯 を意眯 する もの じし 

て、 巧 及、 羅縣 、おくは 支那 じ 於け 

る 幾夕衰 類のを 綾は 其最ち 著しき 例 

證 なら どし、 之を 「巡 ま 及 現 化」 の 

ァス セン ダン ジ 1 ご 稱す〇 然^ じ 之 

じだし 泰西 义 化の 眞惹義 なる ものは 

r 巡 ま 及 現 化」 ょら 一曆 偉大 じ、 

曆巢离 じ、 一層 善类 なる 「ホ ホ」 を 

生み出 さんどす る氣 象なら 〇么 をを 

ホの エマ ンシ ぺ！ シヨ ンピ爲 す ど 0 

巧ず る じ 斯る氣 象は がし も 泰西の 獨 

専 じは ホず、 彼の 湯の 盤 銘じ苟 じ 日 

じ 新に する H 日 じ渐 じし 义日じ 新 じ 

せんど 日へ る、 或は 詩 じ 巧は 舊 巧と 

雖も其 命 維れ 新な り ど あるが かき 

皆是れ 支那 じ 於け る 一 化の 氮 象を 頌 

へる もの じ 非るな きず、 巧 邦に 於け 

る 維新 中興の 偉業の かき 亦廢 A 顯著 

なる 一大 實 列を 示す もの ピ云 ふべ し 

化說を 祖述す る ものは r を 前 結 後」 な 


を 巧 邦み 熟語に 就いて 恰もを く 叙 上 
両极の 思想を 化 一巧 おじを 普せ をを 
見ん、 則 も r 举 前」. ごは 「ホを じを 雨 
する 思想を 暗ボ .)、 「絕 後」 どは 「過 
まぶ 現在」 のみ じ 殺 抑を 巧す る 思想 
のを 现な bvj なず お得ん ず 〇 : 
夫れ 宜覺 自信は 倘性 進化の' 厥 動力 じ 
して、！％ ッ ド」 め 巧說 「ホ來 J じ掛ホ 
る 希 謀を 指す ものなる じ 反し、 謗大 
が惶は 進化の 大潮 じが か 術 性を 「現 
な」 じ 停止せ しめ 又は r 過 ま レ じな 勸' 
せしめん どす る あ 想 じ 外な t ず 0 
惟 ふじ 巧國 最近 二 大戦 役の おお、 國 
民は 著しく 其自覺 自信を 搔 むる じ 至 
れ 6、 是れ甚 棒ぶべし ど 雄 も、 自覺 
旨 信の 病的®^ たる 誇大が 慢 の病繫 
ホ 化 間 じ 萌芽せ しじ 非る なきやを 疑 
ふ、 あれ でら 吾人は ホ國歷 をの 随所 
じを 現した る 進取 的氣 象じ徵 し、 化 
のかき 病 獎は斷 じて 其の 巧慶 お的氣 
をには ホず、 並 戦勝 じ醉 ひたる r 部 
聴々 を 巧の 病獎 .じ ホ ずん ぶ 一時的 變 

調なる こピを 確信す る もめな り、 遽 

莫病獎 は 一時的 又は 一が 巧の なぶな 

て病獎 たるを をはず、 謹 じ 化】 お樂を 

治す る じ 非 中ん ち 遂に 或は 搞疾ど 

なるこ VJ ゐ らんを 度る 〇 

日本が 展 々たる お あ 進 ホの 大潮 じ駕 

して 巧强じ 遇れ ざらん どせば、 幾夕 

の 事物 じ 於て 化く 智識を 世が じ寬む 

るの 必要、 今猶ほ 昨の 如し、 是れ蕾 

じ 維新 當 時に めける 新 H 本の 精神な 

るの みならず 义現 今の 大方 かたるを 

失は ず、 否、 建 固な ホ 日本 民族を 指導 

し ホら し 大精紳 ホ 實じ茲 じな す もな 

からん や 〇 

ング〇 チ クソン 民族 優勝の 秘訣は 
寶 じせ ハ隆 々 VJ して 燒 よざる 向上. ェク 
七グ シオ グ的 精神 じあら、 ホ 國の詩 
聖 曰 ング フエ ロ！ 詠 ふて 曰く 

「悠寞 たるを 寫 忽も聲 あり 


が や實じ ぶぶべからず、' 签じ巧 民族 
が 通の 始祖た み皇 あを 元首ぶ 仰げ 
强き 血族 的 觀聊の 止 じ 凰 家を 形成せ' 
、も ホ國の 固体は 實じ 人類 進化を 上の 
' I 偉觀 じ- 3 て、 万古 不 厳、 永 途渝ら ざ 
.る、' 义類お 寮の 根本的を おじ 其基擁 
を 摸く ものなる をな て、 化、 あ國 
民 的摇 神は 天 踩ど奥 じ 無窮 じして 證 
ム遊 去、 現を、 ホ ホ 等め かぅ 觀 なをを 
越せる 巧 右み 遠め 眞理 、’ 天地 五行の 
：： エン メンホ じ 其禱を 比すべ 去 A のな 
れ ばな 是を 之れ 疑 ふを は鶴大 が： 
搜 め繫資 じあ 反 翁なる 他の 掠觸 、則 
も自腔 自邸の 暗 魔じ妈 がれた ぶ もの 
な-^ 〇 

樂 觀的氣 あどは 柯ぞ や、' 巧く 有 ふが. 
る 物質的 あ 道徳的 圃雞及 逆 攒を猶 へ， 
て 之を 排樂 し、 i 旦 敗る {こど ゐる 
も猜ほ 能く 糞が どして 最後の 勝利 じ 
巧て 據進 する もの 之を 剛毅 樂觀の ± 
ど 云 ひ、 西 難 及 逆境の 跪す る 巧 ごな 
て盧氣 沮喪す る もの 之を 悲觀 弱行 
の 徒 ど 謂 ふ 。 ' 

±巧 をの 徑診 じぶ れゐら 「坐ず るは 
'起つ よりも 安樂 じ、 跌す るは 坐す る 
よ b ら巧樂 じ、 巧す るは 跃 すを' より 
も 安樂な り」 ご 悲觀弱 巧の お 懐を を 
はし 得て がなら、 主 国の 穂衰稅 弱* 
寒 ふせざる すけん や 0 
人を 多恨、 世 路隨ク たり、. ホ 人 能く 
化の 樂觀 的氣 象の 陶冶を 受け、 社會 
も ホ 沿く 化の 氣 象を なて 滿澄 する じ 
非ざる よ-^ は、 乂留天 おの 資源を な 
てす ど 雖焉ぞ 能く ホ 日か^^^ を 期し 
得ん や 〇化両 周 じがけ る 進取 的ぶ 象 

と樂觀 的氣象 どは 時 じ】 虛一盈 あ- 
じ 雖 も、' 常 じ 両國巧 通の 大衝 たる 太 
平洋を 渡りて を 流 補 鞭し、 冀 くは 東 
西 文明の 飄和 がを じ 資せん こどを 〇 


廣 吿 


エクセ 八 シオ 八 門- 

天籍殷 々として 星の 膜つ 
る じ 似た-^」 

From the sky , serene and mr - 

voi ミを だ， like availing を ar . 

巧 xo 巧 LSIO 巧！ 

Longfe ご o\v 

過 ま 五十 年間 日本が 万邦の 長所 じ 就 

てを び 得た る學 術、 お藝 、ぶ 思 あ實じ 

枚 擧じ遠 ぁらず、 然も ど 雄、 是等 万般 

の 智識 思想を をみ おした る 巧 文化の 
泉 源を 插養 するな くして 徒 じ 其 末流 J 一 
たる 交 化の 形式の みを 逐 ふは、 余 其 

可なる 所 5 を 見ざる なら 0 

若し 夫れ 斯る 進取 的氣 をを なて 巧國 

体 及 國民的 精神 じ 及ぼす 影響を 憂處 

する もの ぁら どせば 是れ 巧圖あ 上み 

事歷 、特長を 號視 する もの じして 其 
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紐 育の 新聞紙 じ 望む 

.离讓 .讓吉 
經濟 上の 原則ね る 需要供給の 狸は 

社會 万般の， .事物に 甘て て' 況< 適用 さ 
るるので あるが、 之を 新聞紙 じ 向つ 
で 適用す る壤を じがて 特に 趣味 ある 
I 観察を 擅 まま じする 事が 岀 ホる 〇我 
ス がを 地方を 旅行す る 時じ自 みが 視 
I 察して 見 度い ど 思 ふ 都 巧が をのが 讲 
r 般を 知る じは 巧 ± 地 じがて 發 がす 

る 新聞を 讀 むじ 限る 0 之は 新聞紙 其 

1 物が 複雜 なる 其 地方の 人情 世態を 萬 

して 世人 じ おかずる の 稻寫雜 ど爲り 

I 或は 特禪の 閒題じ 願す る 輿論の 向背 

栽く は 利害得失を 叙して 硏究 者の 參 

を どなす からで ある 〇言 ひか ゆれば 

が A の 知らん ご 欲し、 聽 かんど 聲む 

需要 じ醬 して^ 薪 聞 紙は 遺 城な く 其 

がが を 供給し 得る からで ある 〇從巧 

當巧じ 於て 發巧 された 输聞 紙が、 充 I 
みに 巧留 同胞の 希 塔： じ 副 ふて 居た か 

又は 相當 じ發途 して 巧れ る や 巧 やは 

別 ごして、 あは 將巧じ 於て を 達すす 

き餘 地が あち、 かつ 從巧 じ此 して、 

ヨリ 立ち 優つ た 新聞紙を 必要と しは 

せない か VJ 思 ふ。 

第 r じ經濟 上から 觀 察する ど一僞 

云 千 刃 至 お 千 ホ 巧の 間を 往 ホして ゐ 

る 回ホ墳 易の 一二み の 二は な ニユ！ ヨ 

> クの巧 本人 じ 化ろ て經營 されて ゐ 

る〇 して 見る ど韻數 じがて 他の 在が' 

地に 夕 つて 猜 る；.！ も不妈 はらず、 事 

業に 於て は遙 かじを 要なる 地位に 巧 

を 0 '殊に 巧 外の 經濟が 態を 間斷な < 

1 注 患して 緩急 事を 處 する 上 じ 於て 信 

賴 する U おる ザき 渐聞 紙の あ 巧を 项 

嬰 どす るのは 扫 聞の 理 である 0 

.第二 じ 日米 閒め國 際觸係 上から 觀 

察する ど おじ 一廢の 必要を 威 中る 0 

現が の ぉ 米 欄 係は 四 五 年 前 じ 比して 

較や 小康を 得 わ やう じ 解释し 樂觀し 

て 居る 人 も ある やうで をる が、 之は 

甚だ 輕卒 なる 考 でぁつ て、 今後 细何 

•なる 問題が 起きで 巧ない £ も 限らぬ 

のみならず 人 也の 變觀が 他が に 比し 

てを ぶ ムいホ 國じ對 する 巧國 民の 態 

度は 須 らく 愼重 綿密なる すきを 要す 

I る' 〇假 もじ ホ 國民必 の お 背を 風船 球. 

と p どして をへ て 見る ど、 化 風船 豫は風 

十 || の 吹き 迴な しじょ つで 西に がく か 東 

I に 飛ぶ か譯 f ぬ 0 をし H 本の 爲じ不 

I 巧 益な 方面 じ 化 風船 球が 飛びて 日米 

兩慰 のず かを 寒 ふやうな 形勢が 見 ゎ 

た 時 じは、 社 曾め 先覺 を* 指導者を 

: 拭て 冶 巧す る 新聞紙は 衆 じ 先んじて 

極力 雨を の 親善 じ 努め 新聞紙 どい よ 

大劇 扇を なて、 化 風船 躁を良 巧なる 

を歷じ 煽ぎ 返へ す 義務を 有する ので 

1 ある 〇而 して 此 義務を 遺诚な < 果た 


し 得すき 有力なる 新聞紙は 地勢 上當 
巧を なて 最も 適當 なり W 信ずる 〇就 
中な 留 同胞が 精神的 じ おた 物質的 じ 
向上 進 ホを 圖る上 じがて おじ 世人の 
要求を 充た すじ 足る 可き 新聞紙の 巧 
なが 必要で ある 0 
却說 、如斯 有力なる 新聞の 必要が 
あら、- かつ 將ホ發 達ず 可き 餘搭 あり 
ごすれば、 か 何なる 稱 類の 新聞が ょ 
いかどい ふじ、 私 一個の 考 をい へば 
輕 便で 要領を 得た もの だ ど 思 ふ〇自 
みの 經驗 をな て 他を 傳 する 譯 ではな 
いがを 自 事業 じだ 殺されて 居る もの 
は' 米國 のを 新聞 或は 日本のを 新聞を 
一か讀 破す る タィムがない 〇 夫れ で 
日米 兩國及 世が の重冀 なる 出 巧 事を 
衡單じ 摘 載し で】 目の 下に 其 大綱を 
誠が する こどの 出 巧る 新聞が あれば 
確か じ 世人の 要求を 滴ぶ せし むる じ 
ぶる であらぅ し、 世人 も ホ 巧 新聞を 
授けて 發 達せし むる でる らう VJ 思 ふ 
巧 じ 新聞 其 物の ま義 どま 張は か 何 ど 

いふじ 之は を經營 者の 人格 如何 じ 依 

る こどで 巧々 の 容暖す 巧き 限らで な 


ころ じ 散らばつ て 居る みら 何等の 見 
る 可き 物がない 只 整然たる 道路 じあ 
斯燈の 光が 散點 する のみで 何の 爲じ 
中央を 國と 命名した のか 一寸 解ら な 
かつた h 併し 退いて 靜 かじ 考 へた 時 


が 一. 井 保 固 巧 


裔を讓 ま 巧 


報 


繁 


i 二 




じ 吾輩は 米國 人が 過 ま 現な を ホ 巧の 
犧牲 どす る 遠大なる 理想 及 抱負 ホ じ ~ 
其 計蠢じ 敬服した、 而 して 彼等の 理~ 


じ圖る どい ふ 巧必覺 悟を なて 藤 世の 
要訣 V > し 日露 戰 役の 爲じ 餘義な < さ 
れた 二十 億圓の 借金な どは 可成 早 < 
退して 現 巧の 苦境 ょら 脫し 子、；’ スト 
ゼ子 レ！ ション じ 迷惑を かけな やぅ 
じ 努力せ ねばならぬ 若し 化 精神を 沒 
却して 現が じ 甘ん ずるが かきを ゐら 
ば 吾々 六 千万 同胞の 前途は 頗る 危し 
と 云は ねばならぬ 0 
巧 上は 甚だず 凡な 言葉で ゐ るが 平凡 
な 言葉 も 之を 實際 じ應 巧し なければ 
何等の 効果がない、 吾輩は 終らに 臨 
むで 特に 在米の 靑年 諸君 じ化华 凡な 
言葉を 應用 せられん i を 希望す る、 
繰返して いふ 過去 現 化を ホ 巧の 爲の 
犧牲ど するどい ふ； は 治 國の柴 道で 
あミ齊 をの 秘訣で るる、 處化 の纖纔 
である 而 して 文明 進 ホの 巧、 ほ 族を 
展の 根本 要義で るる 


想は S 十餘 年後の 今 曰 じがて 實 現さ 

吐 ■お 

れ 中央を 園は 名實 兼備へ わるもの ご 


いが、 おが 當巧じ 於て を 行す る新賴 

め 態度 じつき ホ- 聲し 度い 事は、 飽迄 

る 平誠實 なる 可き は 無論、 を 稱の閒 

題を 批 巧す るじ當 つては 巧め て愼重 

殻の お 拳 錐を 採 b 、 决 して 地方 小 新 

聞 紙の 雷间的 態度 じ おづる こどな < 

人 ふを 新た じし、 就會を 指導す る 上 

じがて 眞 個のを 典 的機關 たらん こど 

を 祈る もので をる 〇 


過 宇 現 ぞホ來 

•が ホ 保 固 

お々 數モ 載の 歷を じ邀 ぼつて 段 族の 

盛衰、 國 をの 輿 亡を 鑑みる 時 じ當つ 

て 吾輩が 最も 痛切 じ歷 おの 偕 値と 其 

敎訓 ごを 感ずる のは 人間 處 世の 要 道 

どして 吾等の 採るべき 方針で ゐる夫 

れは過 ま 及 現 化を ホ 巧の 犧 おごず る 

事で ある 〇 

吾輩が 明治 十二 年 じ 當巧じ 巧て 實じ 

不思議 じ 思つ たのは 彼の セント ラグ 

パ！ クでゐ つた、 當時同 パ！ クのホ 

致は 賓じ 寂莫 たる もので- < 家が 巧で 


なつて 當 ホ々 街の 膨脹は 更じ大 なる 
ホ ホ じ 向つ て 化 ホの 視線を 集めん と 
しつ、 ゐる〇 

ホ 巧の 爲じ過 ま 現 巧を 犧牲 とする の 
喪は 單じ 一巧 街の みでは ない 一國、 
一家、 一身の 健を なる 發 達を 遂げん 
ど する じ祕 治、 經濟 、を お 其 化を 通じ 
て 撼お的 じ 適用 せらる 可き 千を 不應 
の 根本 要義で ぁる、 支那の 現狀 、王 
すを の 衰退は か 何なる 理由 じぶ < か 

を考 ふれば 直ぐ じ 解る、 就中 朝鮮の 

减 むは 最も 適が なる 敎訓で ゐミ朝 

鮮じ秀 山が 多い のは 彼等の 祖先が 殖 

林 ど 云ふ國 家な 年の 長 計を 懈 たつね 
結果で ゐる郞 ち 上は 帝王 ょら 下は 廉 
おじ まる 迄 ロハ 管ら 現 巧の 榮華 じを こ 

がれて 後世 子孫を 慮 かる MJ をな さな 

かつた 當然 の應報 どい ふ 巧き でる る 

然る じ 現 巧 世を じ 其 雄を 誘つ て 居る 

英ホ獨 傭人が 爲 した 事業を 見る ど 彼 

等衰 おの 祖先 どは 化で 正 反對の 

事を 爲 して 居る、 刻を 近代 じ ホ かれ 

ば レ セップの スエズ運河、 セ シグ ロ 

! ズの亞 非 巧 加 縱貫鐵 道、 ビス マ ー 

クの ホ 國 統一、 リン n 1 ンの南 化 調 


和、 柯れも 其 抱負 VJ 計盡 どを 遠き ホ 

巧 じ ホめ て 居らぬ ものは ない 〇吾々 

日本人が 今日の 位置 體 面を 巧ち 得る 

のは 吉 旧が 陰、 西鄕巧 州、 木夕 を 允、 

大乂保 甲 東、 福澤諭 ま、 新 島 襄其他 幾 

多の 諸 先輩が 遺した 賜物で ぁる、 吾 

々は是 等 先人の 遺業を 繼 承し あじが 


べき子キタト、. ゼ子ン^シヨンの 

幸福 利益 どい ふ、 とじ 身必を 傾注し、 

爲る事 成す 事 明日の 爲 め、 明 ザの 爲 

め、 を 世子な の 爲めご 思 ひ 填を じよ 

つては 自個 j 身を 棄て j ちま 巧の 巧 


目 本雜貨 の縣ぞ 
粗製濫造の 繫審 

近 藤を 十 郎君 誤 

新報の 記 覆 某 お、 余の 俗務 じ 忘 殺せ 
られ 居る じ も 巧 はらす r 搜 々ホ 斑して 
新年 號じ巧 欺 愚見 $ 送せ ょど 欧な 
する； 甚だ 急で ある、 余は 元 ホ 其が 
じあら ざるの 故を 巧て 巧 S 謝絕 しね 
めで あるが、 終に 某 君の 敏 >む じ 動か 
されて 止む，^ ず 3 にを がの' 一端 
を陳 ベて 聊其责 を 塞がぅ ど 思 ふので 
るる 0 

聞く が 如くん ば 故 國の資 易み 算は殆 
ど 壹億圓 にあき 輸入 超 巡を 巧て 乂あ 
元を の 巧 慕を 閒ぢ たさぶ ふ ミで あを' 
か、 誠 じな て 寒 也に 堪 b ぬみ 第で ゐ 
る、 巧ら じ宣 目的 軍備 渡 張 や、 無益 
なる 蝴牛巧 レ' 一の な爭じ 熱#*^ るのを 
避け、 御 瓦じ國 力充實 W を ふ 大閒擢 
じ 着眼して、 本年 じ 於け る輸巧 貿易 
の 恢復の 满 めじ】 層 0 豁为 をす る ミ 


近 藤を 重郎巧 


が 急務 中の 急務では るるまい ず 0 

今 試み じ 生糸、 茶 等 じみで 輸お賓 易 

の 中勒の 位歷を 占めつ、 ある H 本雜 

貨の將 ホを 豫測 する じ、 彼のが 謂 新 I 

酱卖術 品の かきは H 露 戰ず前 8 物 


濫赏の 結果 ど 現ず ま 郝晶の 流行 激ィ J 
じ應 倒せられ 准る が爲 めじ、 其贩路 
の 回復は 暫 らく 時期の 巧 ホを 待つ の 
必要 るれ 共、 普 遇の 雜貨 'じ 讚して は 
ねピへ 恐るべき 獨逸晶 の 競 まるる A 
前を 必ずしも 悲觀 する 譯 はなから 
，ス VJ 信ずる、 唯大 資本を 擁する デバ 


•— トメ ント 、ストア 1 や少 くど も 



本の 飄 通のを 易なる ホ 巧が 率先 赃勉 
して 雜貨 を' ソン ドが する がが じ、 從 
ホみ 資本を なて 自本雜 貨を專 間にな 
扱へ る 小 賣樂濟 が大打 擊を受 くる じ 
まつた のは 旨 然の勢 ご 謂は ねばなる 
まい、 郎も 日本 雜貨 の小寶 業者た る 
吾々 は 單じ化 巧の か < H 本雜貨 のみ 
を 專間ゾ ーして 「獎 巧は 日本人の 巧舖 
故 H 本 おの 外は 取扱 ひませ. ぬ」 では 
目 然經濟 が 取れ 惟くなる でぁらぅ 公 
，思 ふので ある 〇 

而 して ー ホ じ义化 人口を 開けば 日本 
雜貨の 組 製 濫造を を擊し 巧-原 巧の 那 
邊じ存 する やを 硏 巧せ ずして 專ら罪 
を 故國の 製造 家じ歸 して 居る 樣でゐ 
る、 彼の 大滞 興の 如き も囊じ 歐ホ漫 
遊を 終^て 歸 朝せられ たる 後、 盛 じ 
雅製 濫造を 戒め‘ b れね樣 でぁる、 夕 
併 B 本雜貨 粗製濫造の お獎が 故國の 
製造 家舊 巧の 惡 習慣 じ 基く か 勿論で 
をる けれ お、 之が 改善 進 ホの 策を 講 
せず、 否、 寧ろ 益々 其獎 凄を 巧を せし 
むる のは 其 罪 正にな ホの 注文 者 じる 
ら ど 謂 ふべき おあらぅ、 夕數の 「ホ 
!グ セ ー ラ ー ス」 が 例の 「大く かつを 
く」 'じ 云 ふ 無理無体なる 注文を 鑛發 
强 制して 故 顧の 製造 家を 腿 おする が 
爲 めじ、 製造 家 も 亦 其 意を 迎 ふるの 
を 機な きを 致さる、 結果 どして 組 製 
濫造を 敬て する じ まるのは 明白なる 
經路 である、 ホで あるから み じして 
ぶな 善 進 ホの 賞 際が 施策を 爲ず じぁ 
ら ずん ば、 巧 巧 じ 築き上げ たる 日本 
雜 貸の 地盤を ホ 國のポ 場 じ 失 ふの 恐 
れが橫 つて 居る、 是 れは决 して 雲煙 
過膨視 すべき 輕 々たる 間 題では ない 
ので ある、 余は 大正 二 年の 劈頭 じ 於 
てが じ 一般 卸 業者、 ぶび 其 取み 業 若 
等の 猛然 どして 反省 せん J を 化が し 
度い ので ある 0 ( 文責な 記者) 


腕の 延ばし 處 


一一 弄 物 虚曾社 紐 育 支店を . 
瀬を を 之 か 
目 本の 人口 も 段々 じ殖 •口て ホね 〇吾 
々が-か 學檢の 先生から 敎 はつた 時代 

じは* 巧 國の乂 口は 「四千 万 同胞」. 

を 鳴へ たもめ である 〇 然る じ閒 もな 

れが五 千 方 どなら、 々や 進んで' 

; r み 千万 同胞」 ど稱 せらる る じ まつ 

た 〇 . が 論 こめ 総数の 中 じは 朝鮮 もを 


まれて ゐ るが、' 事 實上巧 地の みで 年 I 

々五十 巧の 人口が 增 加しつつ ぁる こ 
VJ は 統計 まの 示す 巧で、 化 結 あは お； 

ホ 如何なる 豁 響を 我 國 勢の 上 じ 及ぼ 

すす 含 かとの 間 題は 現在は 激か將 ぶ 

を 通じて 永遠に 巧 政府 當局 をを 苦し 
め、 褒國志 ± の 臘媒を 疲らす 大間題 I 

でぁる 〇吾 々門外漢は 斯 かる 難 間 題 一 

を 捕へ て嚷 々する の 資格は 有たぬ が 
兎にも角にも 慕爾 たる 東海の 一 孤島 1 

じを り 餘る乂 口を 詰め込んで 靈 箱み 

隅を 箸で ほじ < る やうな ミジメ なを 

が 競 爭を績 けて 巧く 事は 出 巧のから 

我 日本 國 民ぶ 是が非でも 否が 應 でも 

嫌 はれ やうが 僧 まれ やうが. 大じ 海外 I 

じ發展 し、 大陸 じ 膨脹して 世界を 相 

手に 生ぜ 競 爭の腕 競べ をす るので ゐ 

る〇 さて 化 巧た 起る 問題は 阿れの が j 

が 我 民族の 廊を 延ばす に 最も 適當な 
り やで ある 0. 化 守 南進 か、 米 國あ民 
か、 抑 ホ 南 ホ 殖民 か、 旨み じは 更ら 
じみらぬ 只巧國 民は 阿で も 彼で-*!^ 外 I 

じ 延びなければ ならぬ と僖 ずる 黏じ 
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於て が 人と 異ら ぬ、 然る じ おが 歸朝 I 
する 度 じ 甚だ 面白く 威 じない は 吾 
國の靑 年が 不絕 訪ねて ホて 米 國じ連 
れて 巧つ て 吳れろ ど賴む 事で ある、 
f と雖も ホ國じ ホれば 金塊が 道路 I 

に 散らばつ て 居る》」 ば 思は ぬで あら 
ぅ而 かも f は 所謂 成功を 說< 巧を 

物に 誤られて 何は がかれ ホ 國じ來 さ 
へ すれば いど あつて 居る、 甚だし 
きは 朋友 親戚 世間 じ おする 化 裁 上自： 

身の 虛營 > むを 滿 足さす 爲じ渡 ホを 企 
'つるを さへ ゐる 、愚なる 哉では ない 
か、 男子 身を 立つ るの 地が 獨ら ホ國 
のみ じ 限られた 譯 ではない、 なのを 
を 忌 揮な く 云は すれば 吾 國の靑 年が 
腐を 延ばず すき 磨は ホ爵 ょら も却ク 
て 支那で をら ぅど 思 ふ、 おがず 夏歸 
朝の 序で じ 支那の 南方を 視察して 媒 I 

く 感じね 事 ば 词國め 民必が 過去の 化 
止 的が 態から 脫 して 脉 々刻々 に變移 I 

しつ i をる； でる つた、 畢竟 世界の 
大势が 自然 じ 支那 人を して 舊 習に ス 
チックす るのを 許さぬ のでを らぅが 
(巧 下 第 四面へ く) 
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の 動搖じ 際して^ 皇室 ホ じ 民間の 富つ で 類ん なる じ 至る 巧き な， 
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腕の 延ばし* 


'巧 

四 


一一 

ュ 


(第！ 二® ょら 績 く) 

風俗 習 憤の 變ら巧 < 巧 樣は實 じ 著し 

いもので がか も 吾 明治の 初 巧 時代を 
あ 傑させる 如 巧 民 必じ急 数な 變 化を 
示す 時代 じは 必ず 其 あじ 乘ず 可き 虛 
瞧 をを ずるら ので 其 虛隙じ 進入して 
之を 利用し 化て なて 靑年 立身の 計を 
爲 すのは 蓋し 策の 得た る ものでは ゐ 
るまい か、 旦つ 地理、 人禪 、風な、 文 

明の 程度な どから ホ 乂 陸 其 他 ど比较 

して 考 へて 見る ご 支那は 吾 國の靑 年 

が 事を 成す じ 巧 巧 甚だ 夕 しど 思 はれ 
、固ょ ら廣東 人な ではを 巧 恃穗の 
商業 的 天才を 巧して 居る し H 本人の 

勢 方は ホ だ 化 地 ホ じ 及んで 居 •ぶいが 

おし 吾邦の 靑牟が 健 實な覺 悟を 巧て 

現 時の 機會を 利用 すれば 色々 な そ 面 

じ ホ麟を 延ばす 餘 地は 充みゐ ると 葛 


へる、 


tn 


ク 

新 

靖 


i な 上の 如くな は 支那を なて 腺を 延ば 
I すの 所 どいつね が夕併 おは ホ 園 や 南 

米 じ 巧くな ど 勸め るので はない、 旣 

じ 吾 民族の 海外 膨脹を 可な々 くみし 

\」 居るな 上は 自己の 牲質じ 適を した 

ルての 機を を 用ゐて 世を 到る 巧じ權 

がるが をし い、 就中 ホ國 じ巧留 して 

庭る 闊胞 のかき は 大いに 奪つ て もら 

ひ いので ある、 只な は 花の かき 希 

结じ滿 もた 靑年 諸君の 廊を延 げす じ 

I 比敦 的が 便 多い ± 地 だ ど 思つ た 巧を 


熟知を 誠せば 巧して 誤解 じ陷る 事な 

く 彼の 邑 犬 怪しむ 所 じ 巧 ゆるの 陋を 
學ぶ 必要 ぁらざる べし 然る じ ま 日本 
人の 性 精 も化惡 なじ 富む か爲 めか 往 
々じして 偏 狹の弊 じ陷ら 東を じ 巧 化 
せ ば 省ら 鬧縣 他縣 両人 稠間じ 親疎の 
別を 立て 海外 じぁれば 旨然 巧み 人間 
じ墙 壁を 築く 殊に 彼等は 同胞 間 じを 
つては 滿 腹の 意を を發 をす る じ拘は 
ら ず外國 乂じ對 しては 殆ど 巧 路の人 
じ掛 する か 如し、 今や ホ國じ 巧て け 
本人 じ 對し一 極の 排日 思想 流行ず る 
は 同胞の 共 じを 認 する 巧な らん 固ょ 
ら 化の かきは 或は 一 補の なお 的 思想 
ょら 化 脂せ し 所な きじ をら ざれで 余 
をな て么を 見れば 尙 他じ大 なるお 本 
的を ほの がする を 否認し 能は ざるな 
ら 、が 人の 習 僧は 可成 化默を 守る を 
健 重す るか 故 じ ホ 國乂の 如く 進んで 
旨 個を 廣吿 する の擧じ おでず 表情 じ 
乏しく、 淡 治なら 中、 人 どを 際ず る じ 
常に 自個 のま 張を 隱敝 して おて 之に 
對 す、 あじ 屢然り ど 答 ふべき をが ど 
答へ 否 ど 答 ふべき を然り ど 應 じ戰々 
競々 どして 一 じ 彼の 意 じ 逆は ざらん 


宮鈴 太. 郎巧 


一 述べて 我 か 新報 新年 號の餘 白を 埋め 

る J じした 
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人種 間 題 

正を 銀 巧ち 巧を 一宮 鈴 太 郞巧談 

I 世界 將來の 問題を 察する じ 人 禪の事 

最關 ，むする じ堪 .口たり、. < rH 或は 平 

が Vi いひ 人 禪排斤 どい ひ、 人道 ピ い 

ふ 何れも 皆此 問題 じ 根底を 匯 かざる 

はなし 元 ホ人雜 排斥は 人の 固有 性 じ 

して 人 か 初て 知己な き 者に 避 おせば 

直 もじ 發 せん VJ するな 情なる べしみ 

は 化 じ 於て 化 資質 かおして 先天的 か 

おた 後天的な るかを 說 かず 然れ でも 

此 性癖 か 屢社會 碑' おの 大道を 巧 寒す 

る荆棄 どなら 义屢 進化 順路の 踐巧を 

脚 難なら しむ 廢巧 どなる を 信ず、' 之 

れを < 乂じ 雅量な き 印を じして 狭 慮 

でして磊落の襟懐を火くじ基かずん 

な あらず、 然 らば 吾人は か 巧 じして 

一之を なを 化ん ごず るか 么 かが 本 的な 

霞は 么れ ホょ 6 遠大の 事業に ムて 

哥 一夕 じ 能 く-- i 得べき じ 非ず、 お ま 

吾人を 巧て 之を 觀れば 若 之 じ 新な 

要 索を 加が する じ 於て は大じ 化惡性 

を 矯正ず るを 疑は ず 郞も雨 者 相な の 

研究 是れな 若を じ 巧せ 情を 研 巧 


し 風俗 慣習の か 巧を 察し 巧 じ 両者の 



を勉 むる かがし 化の かき おおは 遂に 

ジヨ ー ジ 、ケナン」 巧 巧 外の 米 火を 
して 日本人は 到底 不ザ 解の 乂拂 なら 
ご 云は しむる じ 至りし な b 充ょり ホ 
國乂か 「ケナン」 巧 じ懷ひ U 本人の 眞 
性を 硏究 せず 直 もじ 日本人の 不同化 
を說 くは 甚だ 非なる ら而 かも ー ホ じ 
於て 日本人 かす 成自 個の 廣吿を 避け 
て 外人 じ 接近せ ず 飽くまで 間 胞間じ 

其 知 ぶを 求めん どず るか おじ 議論の 

曲直を 言へ ば罪獨 ら义乂 じあり ごは 

言 ひ 難し 實じ現 化の 狀 態は 共 じ 両者 

相 瓦 じ隔墙 をが b て 相 見 ゆる 者の か 

しを 化嬌 壁を な 破ず る 事を 得げ 巧 じ 

圣く乂 稀 排斥は 消滅すべく、 化墻壁 

をが 破す るは 一 じ 相互の 諮 解 じ勉む 

る じみるべし 化の 如くせ ぼ 旨然じ H 

本人 も 世界的と なり 平が 的 ごならな 

に 初めて 眞じ列 端と 比肩す る 地位 じ 

進む 事を 得 可 けん 0 

世は 益 物質的 どなら 祖會 のを 際は 

益 經濟的 趣 ホを 帶 ぶが じ 刑 益のを 換 

を 度外視す るを 際は 眞じ 永續 する 者 

じあらず 自利 じ敏 じして 他 利 じを か 


なる はみ してを じ圓滿 のを 證を 維持 
ずる 所な じあらず 自ら 摩 重 せられん 
ど 欲せば 先づ 他を 愛ず べし 彼 じ恩惠 
を 施す 彼れ 柯ぞ怨 をな てと じ 報いん 
や 陵を 笑は しめん ど 欲せば 先づ 巧よ 
ら 笑つ て么じ 進め 総て 化は 巧 對的じ 
して 若 我 じして 化づ爲 すべき 地位 じ 
あれば 必ず 進んで 之を 爲し彼 若 其 地 
位 じあれば 彼れ 旨 然じ其 巧 動じ ぉづ 
るな らん、 盖し 化の 如きは 個人 或は 
國 家の 立脚 點 じよら 夕少 異ならざる 
を 得ず 而か もま 人は ホして 徒ら じ お 
び 妾 6 じ 誰 ひ ホの 陽春 白雪の 高 格調 
を 歌 ふ 奢を して 强 いて 其を を 巧な 琴 
を斷 たし めん VJ 欲する を じあらず 乂 
稱排 巧は 致 も 吾人の 忌む 巧なら ど雖 
之を 過 けんか 爲じ 自》 のま 張を 犧牲 
じ 供し 飽くまで 從 順なる べしと いふ 
であらず 之れ 却て ホ圃 人の 資質 じ 反 
す實 じホ國 人は 或觀 じがて 最も 嚴格 
なる 國 おじして 彼 か 一度び 勘 覆の 言 
を 信じな ち 其 誤解を 發 見せば 絕勒じ 
其 入' を 信 やざる じ 至る おじ ホ 菌人じ 
對 する 巧 際 秘訣は 常 じ眞率 じして 能 
其 立脚 點を 明か じする を 要す 嘗て 
余は 之を 一紳 ± じ 聞く 米國締 人は 决 
して 巧言 か 色を なで 欺かる； おじみ 
-ず眞 じ其盧 志を 發を ザる 者を がむ 
ど 余は 化 言を 閒き實 に ホ 國乂の 品性 
か 自然に 彼等 婦人 じ 因て 發 表せら 
を 知れら、 化必 をな て すれば ホ國 
人と 閲 化する 敬て 難き じあらず 旣じ 
彼等 ミ树 化する i を 得 ば 進んで 緩て 
の 人 禪ど銳 を 的を 證を爲 す ホを 易な 
る ザくな に 巧 謂 世界が 平 かの 實を現 
戍 ず； VJ どを 解ん ご 

がる じ 近時 人稱 問題 流 巧の 結柴之 
を 巧て 一輔の 磯 業 ど爲す ものを 叢 出 
し 或は 論說じ 或は 演舌じ 其 平和 策を 
剣 建す るを 說く 彼等の いふ 巧みして 
誤り あるじ あらず 然れ でも 其 誠意を 
欠き 其 眞理を 解せ ず 實際じ 鈍 じして 
現 社 會の實 が じ 反す 今 試に 巧 平和 論 
者 じ 問 ふじ 彼の 息女を なて 化 乂稱じ 
嫁せ しみよ VJ 言は r 彼の 答辨や 推測 
する じ餘 b あらん 「々1 子 ザ ー」 氏は 

實 にホ國 じがて 平和 論を の銳 々たる 

をなら む然れ でも 彼 旨 身の 製を か 鋼 

鉄 艦の 材巧 たるを 中止す るの 勇な け 

れば 到底 彼の 言を 信ずる じ 足らず、 

纖 つて 現 時流れ のがが 會議 なる 者を 

見よ 彼等は 集つ て 何事を 議 ず か巧議 

决 案を 見れば 一 も 現 社 會じ實 がし 得 

べき 者 じあらず 元よ b 牢が會 議は將 

巧の 理想 じして 現 化 適確のを じ 非ず 

とせば を じ 論 ホる 限ら じあらず、 然 

れ ども 化 理想 實 巧な 前 じ 於て が 現 巧 

じ必耍 なる 諸 满の間 題 ある 巧し 然る 

じ 之を 端いて 彼の 如き 空論を 弄ぶ 吾 

人は 彼等の 暢氣 なる じ 驚かざる を 得 


中 彼等 か 常じ實 巧ず ベから‘^ る 問題 _ 

を議 巧す るは 之れ 彼等の 秘訣 じして 
若實 巧し' 得べき 問題を 議 巧せ 弓 ごせ 
んか 却て が 本 的じ卒 巧を 破ら 國際間 
の 紛摄を 釀し遂 じ 會議を 根を ょら 滅 
却す る じ まらん、 然れ でも 吾 入は を 
じ 於て を然 平和 會議 か無效 なる 巧し 
くま 張す る老じ ホず、 其 結果は 
多少の 效 あを 實 現ずるな るすん 即ち 
夕數の 異邦人 一を じ會 しが 其 意見を 

開陳す るを なる かな じ 自然 じを 互の 
風俗 習慣の 異同を 發 見し 大じ怠 おの 
疎 遙を爲 す ど 共 じ 漸< 外を じして 彼 

も 人なら 巧 も 人なら 眞理 はお 揣 じが 

せず乂はおず天然の法則內じ働く統 

は 人世のを 命なら、 誘 解は 化生 命 

の 巧なら て ふを を 傍- て、 彼等 か 故 

國じ歸 還せ ぼを 之を を 衆 じ 吿げ化 傅 

導 じ 化ら あ 後間を じ 巧 期待す る 目的 

をを 成す る じ 至る 巧き な も、 之れ 毕 

が會畿 じ附帶 ずる 唯一の 利 盛 じして 

他じ11:|1^?の剌益ゐ るを知らず元ょ 
ま 人は 巧く いふを 巧む 者 じ 非ず 而 
事 實は斯 < 云 はしむ をを 巧 せん、 吾 

人は みして 過當の 言を 化かず 巧を 推 

して おを 測れば 勢 正 じ 化の かくなら 

ざるを 得ざる な -^0 

本論を 終は る じ 際して 其 代表者の 

資格 じ 願し 一言を がまん ど 欲す、 を 

巧の 代表者を 見れば 何れも 圈 陋の専 

問 家 じあら ざれば 世事 じを き 學者义 

は {良 憲の 威風を 籍る 一呂 おなら ざるは 

なき かかし、 實じ 化の かきは 無能の 
會議 をして 签 無能たら しむる 所な じ 
して 吾人は 撰擇 者に 學 むじ 外 國ゴじ 
精通し 常識を ちし 大勢 じ 徹底ず る 名 
± を 出さん 事を 0 て せんどず るを な 


豪 よら 當然拂 下げら 

の鮮 からざる べきを 豫 想し、 之を 買 一 

收 せんどして 東西 じ奔 をせ る、 恰も 

辕羣の 甘き じ 就く かかき 觀ぁ 

_ 而も 事 實は查 然豫想 じ 反し、 藝術お 

の 巧 煤 じ賣買 せらる t もの 却つ て 例 一 

年 ょら 僅少な b しは 一ず 觀 たらずん 

ば 非ず 0 

我 山中 巧會 -1 ユ！ ョ—ク ま 店の が も 

昨年】 月 未、 奉 天府の 淸朝寶 庫 じ 所 I 

藏 せらる {化寶 の、 拂下 ある 巧き 旨 

の 電報を 阅地お 張 中の 本店 員よ ら受 

領 し、 又 幼を の 伯父 じ該當 


病氣 中に 就き 

年始の 禮を缺 く 

高見 豊彥 


を 賀廣吿 


のし、 又 幼を の 伯父 じ該當 せらる わ 込！！ 
'、恭 親 豪 じ緣由 深き 某々 ホ 面ょ： 一^^^^ 
ゾ、 同 親王を 巧藏の 寶物拂 下げ ゐる 一 nr 元日 一 


淸國の 動亂と 
支那 美術品 


山中 荫曾 ニユー 育ま 巧を 
牛 蓬 第二 郎 

東洋の 藝術か 泰西 人 ± の 注 藍を 喚起 
せし は 今日 じ 始まりし 事 じ 非ず、 去 

れで數 年 前幽醒 S 亂な來 、支那のを 

类術 おじして 稀世の 珍 寶の績 々外 邦 

じ 輸出せられ しょ 6 、 藝術 批評家 等 

か 化を 爭 ふで 之 か 研究 じ腐必 し、 富 

豪 者 流 ホ 么か寃 集に 熱中し、 ずゃ歐 

米の 上流 人 ± じして 苟も 美術を 口 じ 

ずる ものは、 支那 美術を の 一般を 知 

ら ざるを なて 化 辱 どす るかき 狀あ 

誠 じ 盛な りと 言 ふべ し 0 - 

去る から じ 前年 巧の 動 亂即も 大淸ホ 

簡 のをを、 中華 民 國の建 創 じ 際して 

も 機を おる じ敏 なる 歐米 人の 事 どて 

斯業 じ 従事せ る 商 買 人 等の 淸國じ 客 

遊せ る もの 頗る 多く、 淸國 社を 組織 


ら 、同 親王を 巧藏の 寶物拂 下げ 

ベく ピの 情報 じ 接せし か ぼ、 巧 員の 

二は 巧を 巧々 渡 淸の途 じ 就きし 巧 
第な 

舉天寶 庫巧藏 のか 寶の かきは、 發 途^ 
じ 先ち て 精細なる 目錄 まで 入手せ し 

事 VJ て、 着 淸前己 じ 十み の 研究を 爲 
したる か、 元ょ ら淸朝 五な 年歷 代め 
ホ 王 か 豪を 權 威に 化せて 寬 集せ し處 
どて、 稀 化の 珍什の 夥多なる 人を し 
て 驚倒せ しむる もの あら、 恭親 王家 
は 皇族 中の 首班 じ 列せ る 事と て、 巧 
贊 庫の かきは 軒 字せ 連り、 宛然た 
一大 类術 館を 爲せ bo 
今 巧 巧 巧 食 か買收 して ュユ 
_1 廻送せ しば、 即も恭 親王 家 所藏じ 
かぇ-一:^しものなり、 奉天寶庫中のも 
の 及び 北を じ 於け る 皇室の 寶 物は 
故 ありて 拂 下げの 機運 じ 至らず、 

現 狀の儘 じて 世に出で ざるす し 
彼の 淸皇 宮室の が 寶の偷 能 じて 競賣一 
せ せらる 巧し 云々 VJ ゐ らし 流 說の 
がきは、 畢竟 說傳 じして 猿洽 なる 巧 
i 赏か爲 じな す 巧 あらん どせ しもの、 
强 も亦甚 しさ 言 ふ 可し 〇 前年 巧の 兵 
i 觀じ駭 し、 淸國 上下 社 脅か 夥しき 勸 
搖を 受けな から、 淸國常 豪の 家^の 
ホ 場じ賣 買 せら. る i 物 多から ざ 6 し 


巧 

ニュ！ 

1 五 


旦 

-ク巧 十四 巧 


ア火 バニ I 

洋食 巧 


藤 田 巧 弟 


恭 贊新禱 


大を牵 一巧 一日 


藤 森 孝道 




y ク 


贊ぶ 


不相變 御 引 立 么稱秦 願 上 お 
大正 二 年 一巧 元旦 


自由 亭 

關野庄 八 


曰 本雜貨 

たろ し賣 

巧 場 じ— せらる 4 ミか^ 一 さいい 錄御羹 S 代— 

は、 蘿し其 所な する 處 なくん は ホす ポ をを 巧 

龍 藤 小川 商會 


が 七ず 回の 改革 じ 當り淸 人の 商賣か 

多く 兵烫其 化の 災禍 じ 際 遇し、 今猶 

人必 お々 たるは 其 一な ゎ、 义遮 次の 

を かは 脚 匪の 變亂の 如き ものと をが 一 

ぶ お 質を 異にし、 且つ 黃 輿、 お义等 

一め 人 ± の 之を 統一せ る をら て、 外人 

一一を 了 重 じ 庇 保せ し ょら、 淸 人は 一 じ 

ちれの 珍 かを 賓を 擧げ て、 か 乂觀管 一 

一の倉 庫じ委 巧し、 を あじ 巧燒じ 出さ 

一ぐ る ば 其 二な な 0 

茹 上の 事情の 下 じ、 一時 淸國 市瘍じ 

- 跡を 結つ かおき 觀 ある 支那 美術品 も 

化 曾の 秩序の 恢復 せら' な i じ從 ひ、 

; 漸ホ化 じ 苗で 來る 可き は 疑 ふを 須び 


ii ず、 歐米じ 輸送 せらる！ 珍寶 、ホ從 


T'JVKITO . OGAWA & 00. 
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國語國 字 養 案 


第 i 
第】 節 


鑽二節 


窠ご 一節 
第 四 節 


第二 章 

箸 一章 


時な 誠 之 
論 

なを 案 ノ說明 
言語 學上二 於 ヶグ日 
本 諮ぶ 日本 文を ノ位 
置 

特ユ 英語 ヲ撰 ミシ理 
由 

本案 採用 ノ 利害得失 
本案 實行 一一 就 テノ希 

望 

日英 文法 上ノ 調和 

作例 

國語固 字な 良案 

( 漢語 漢字 排斥 英語 卜國語 混用 ) 

巧 論 

日本 ノ現 巧. ノ國宇 國語程 錯雜ン テ 

六ヶ シク 不便 ナグ者 八 化を-一 類例 ガ 

無不〇 ソノな 良ヲ 要スグ トイ フ n 卜 

-數 十が 巧ノ 懸案 デ 其な を策户 大喪 

了 ノご露 二歸； 事 ヲ得グ 0 

《こ 漢字 ヲ 制限 整理 シテ徒 巧ノ假 

名を リまユ な 良 スすシ トノ說 

日 進 巧 步ノ 世ノ中 'V 思想 モ從ツ テ 

緻密 トナ リ錯 雜シテ 巧グノ 三、 思想 

ヲを示 スが 言語 ヤ义 宇ヲ 制限 スグ n 

トバ乃 チ 思想 ヲ制踞 ス ^ 卜 同ー ダ 、' 

I 行 パ： 八す ラ ザグ n. ト デ、 同ー ノ 思想 

ヲ漢譯 スグ瑞 を こ、 區 々ユみ ググノ 

.モ止 ムヲ得 ナイり 义 漢字 ヲ 使用 シブ 

A 彼ノタ T ぷ クイタ^ < 如キ 便利 ナ 

器械 モ 使用 スグ コト ガ出 巧ヌ〇 なを 

案卜 ' ゾテ V ホモ 下策 卜あフ 0 

( 二 ) 漢ぞヲ を 廢シテ 假名 文宇ノ ，い、 

ヲ專 巧スグ トノ說 

I 假名 文字 ナ レバ 敎 習 - こ 便利 ザ、 义 

タイプライタ ー モ 使へ グダ、 漢語 ヲ 

假を デ書イ テ ' ィ巧ノ 事 ダヵ、 意味 ガ 

通おズ 、假名 ノ會ダ 今日が 巧 シテ居 

八 ヤ否ヤ モ剩ラ ヌを樣 ユ巧グ 事 ダ 其 

i 實用巧 デ ナイ 明 ヵナ 證據デ アグ 0 

( ごご " 1 マ 字 專用說 

々日 ノ 大勢 上 0 1 マ 宇 採用 一 自然 ノ 

戴*- ア日 本ユが ヶグ画 字な 良說 ノ最モ 

お カナ グ モノ ザ、 巧を モ化說 二 賛成 

タア グダ 從巧ノ 曰 1 マ 宇式^ 漢語 本 

を デ アグ ヵラ 式卜 同様 二 同音 異 

義 、同義 異音 ノ 言語 ダ タイ ヵラ 錯雜 

瑕亂 スグノ ミナ ラ . ズ 、を 人滕 手-一 漢 

語ノ 熟語 ヲ 製造 ス グ世ノ 中、 么ヲ發 

i 示スグ * 一口！ マ 寧ブお テシ テ^ 假名 

同樣 到底 敲解 スグ 3 卜 '一 お 來夕〇 

巧冀ノ なな 案 パ 化 不便 卜錯雜 ブ避ヶ 

而ヵモ 旨由ユ 緻密 二 明瞭 二 意思 ヲ表 

苯ス グをュ 英語 及で ー マ字ヲ 採用 シ 

壤語 及藻ぞ ヲを廢 セント スグ ノダア 

グ〇從 ホ / ロ ー マ 字 ま 卜異ナ グ處 - 

棵ホノ 漢語 本位 ヲ 英語 本位 ュ なメン 


トス 作ノダ アグ 0 ii レ 迄、^ 日本文法 
トィ フ骨組 ノ中ユ 漢語 ヲ 筋肉 トシ、 
日本語 ヲ 血液 トシ タ〇 我輩 ノ 案モ閒 
ジク骨 組 八 日本文法 デ、 唯が 筋巧ヲ 
英語 トシ H 本語ヲ A 液 トシ テ 活動 セ 

シメ ン ト スグノ デ アグ 0 

R 上、 J 我輩 ノな 度案ノ 巧論グ アグ 0 
みこ 我輩 本論 ヲ S 章 こみ チ、 妨メ 
こ 本案 ノ 理由 ヲ 說巧シ 、か-一英 語ヲ 
混用 ス グー ー就 ブか巧 ニシテ 日英 文法 
ヲ 調和 ス巧 キずヲ 述べ、 終ブ ニが 例 
ヲ揭グ テ 本論 ヲ 終、 ィグ コト トス グ 〇 ’ 
先覺諸 ± ノ 批評 卜敎 示トヲ 賜-ラ パ 
誠 こ 幸 デ アグ 0 

.第】 章 

な 良案 ノ說明 

第一 節 言語 學 上-一巧 ヶグ H 本 語 
日本 文字 ノ 位置 

言語 學上 カラ 世界 ノ嘗 語ぶ 文字 ヲ類 
別ス グニ^ 其 見 ホ ニ ヨヴブ 補々 ノ區 
別ノ方法'^ ァグガ本論二干なァグ立 

臟 カラ 曰へ バ下ノ か ク區別 サグ、 

第】 〇 言語 ノ上 カラ ロへ バ 、單言 

語 ( 〇 日 osyllab 复卜複 言語 ( Po ヴを la 


時 技 誠 之 氏 



ble て 二を グ 、 〇 

第二、 文字 ノ 上々 ライへ バ章標 文 

字 (呂ミ gram ) 卜晉 符义字 ( phn 。 

gri て 二を グ、 

現巧ノ 世が ノ 言語、 义字ヲ 上 ノ晓別 

こ化リ テ見グ 時 ', 支那 語', 嚴晉語 デ 

漢 宇^ 章 表 文字 デ アグ 〇歐 来ノ 言語 

、一 何 レモ 複音 語 デ 其 文字 ごちな 文字 

ダ アグ 〇處ゲ 日本語' > 如何 卜 見ンバ 

言語 ぷ 々ライへ バ 、勿論な を 諮デア 

グダ 文字 系み ライへ バ 、章標 文字 ナ 

グ 漢宇卜 音符 文字 ナグ 假名 トノ诞 用 

ダ アグ 〇單音 語 卜章賴 文を 〇而 シブ 

復音 語卜音 铭 文字 〇 コンガ 言語 卜文 

トノ 宜然ノ 調和 デ アグ 〇然グ -1 日本 

ノ 從巧ノ 漢文 假名を リ 文-か 論、 前 

ユ述 ベタ 假名 ノ會式 ノ义モ n ンをノ 

ヴ 1 マ 字 會式ノ 文 デモ 單昔ノ 漢語 ネ 

位 デ、 巧言 語 系 卜文宇 系 トニ 於ブ到 

底 調和 スグ コト お ホヌ〇 我輩 ノ H 

英 混用 案ニョ レバ、 言語 系 卜义字 系 

卜 ''調が ダ デ キグ〇 ゴンダ 化 ホノ假 

名 ノ會ヤ n ; マ 字 曾 ゾ成巧 セず グ所 

0 こシテ 我輩 ノ案ノ 成功 ス ベネ ヲ信 


ズグ富 語學上 ヵラ ノ理を デ アグ 0 
第二 節 お 二 英語 ヲ撰 ミシ 理由 
復音語 ノ中ザ 音符 文を ヲ化 巧ち 处 言 
語 ^ 歐ホ即度語等少ク ナ イ ダ、 其中 
デ特二 英語 ヲ撰ン ダ 理由-、 英語 ガ 
現 化ぶ お 巧 二が テ モ最モ 廣ク用 キラ 
グ 、言語 デ アリ 义 日本 ノ 地形 上 東 こ 
化 ホを 衆國 、加を 太、 巧二濛 洲ナグ 
大 英語 國三 隣接 シブ 语グト 文法 上英 
語ボ娜 、獨語 ョブち 日本語 卜 調和 ス 
グ上二 於テ隊 蒂ダ少 ナイ々 ラ デ アグ 
化說 明八餘 リをキ ニな グガ 故-一 略ス 
第ー ニ锁 本案 採用 ノ利 舊将失 
我等-本節 二 於テ實 用上ノ 利便、 經 
濟上 時間 學 カノ 當 略、 敎育上 ノ衞あ 
純 英語 ノ 書籍 ヲ讀ム コト ノ楷が トナ 
グ コト、 本案 ニ ヨリ ブ書キ タグ 書物 
新幽 英語 國 ほ-一ち を 易-一 敲解 セラ 
レ、 從テ 東西 意思 ノ疏逆 ヲ助ヶ 化が 
平和 ノ 基礎 ヲ ナス 事 〇ま那 トノ卞 係 
國民性 二 及 ぉス駭 響等ヲ 論述 セント 
欲 スンド モ 紙面 限ブ アグ ヲ巧 ブ略ス 
第 四 節 本案 實行二 就 プノ 希望 

( 一 ) 文章 ノ 体裁 ご 盲 文) 致體ダ 漢語 
漢文 句 調 垂廢シ 純日本式 义 典ヲ傻 
活セ シメ、 尙之ヲ 整理 スグ事 0 

(二) 言語 上 ノ横級 制度 0 まを system 
ヲ廢ス グ事〇 乃 チ 代る 詞ノ複 雜ヲ應 
シテこ 皮 スグ事 〇御ノ 字ノ亂 用ヲ廢 
シ 、又 敬語 ノ時二 受動' 刹ヲ用 ユグ事 
等ヲ 廢ン衞 單ナグ 敬語 解 丈グヲ が ス 
グ 事。 

(一二) 男女 ノ 税別-ー ヨリ テ ま 口語文 字ヲ 

異 >1 ヌ グ 事'" 楷級觸 N 觀念卜 女子 ノ 

無敎脊 ナブ ン 時化 トー ー起 因セグ モノ 

ナ グすシ 〇此隔 別- 繁雜卜 不便 ヲ增 

スノミ ニ シテ更 二 益 ナシ〇 鬧义同 語 

こな メ度シ ト思フ 0 

^ 四) purlntuation ノ wlark ホ ニ capital 

I 、 e なさ ノ用ヒ 方^ 化ブ 英語 二 徵フ事 0 

丟) 現巧ノ 日本 ノ 0! マ 字 総 リ方こ 

^ 補々 ノ 方式 アブ、 义 日本語 ノがリ 

稀々 アリ 〇亂雜 三シテ 統ー ナシ 、 n 

レ' ノ 調査 委 貸會ヲ 組織 シブ ーを スグ 

事 ヲ要ス 〇 H 本 三 ナキ晉 漸次 敎育 

シ 五十 昔譜ヲ なな 增加 シブ 其 拂巧ナ 

モド、 モ少シ 學理的 こシ度 イト 思フ 

獨 リホナ ドニ 就 ブモ巧 輩 ニモ 多少 ノ 

惹見 ボア グガ 、一例 ヲ 曰へ バ 、橫ノ 

ゥ行 二が ブ子管 ノ後ノ U ノ字パ 省略 

スグヲ す トス グ據 をガ タイト 思フ 

蜘蛛 Kvimo , 舉： K 目 0 酷； umi , 墨戶 

Smi , ノ如シ 

樂ニゴ 马 

日英 义法 上ノ 調和 

本案 實お上 日英 文法 ノ上 二於ブ 調が 

ダ蹈難 デて ンバ 隨ブ實 行モ函 難ゲア 

グ ボ、- 實際上不說巧 ノ お ^ 少ナ イ〇 

巧 下 順み 二 調が ノホ法 ヲ陳べ ヤゥ〇 

二) ミ U 己 英語 ノを 詞ヲ 海用ス 


グ --- 就ブノ 不調が- 單 、復 、數ノ 間 題 
ノミデ アグ 〇 我輩 ノ考デ パ 巧 說ノみ 一 
詞ボ 復數ナ グ 時 二 復數 ノ 形 ヲ 巧じ 
日本語 ノ 名詞 ボ模 數ナグ 時' ご 姿 空 P 
ボ單模 同形 ニ テ用ヒ ラグ、 如 ク帶二 
單數ノ 形 ヲ巧ヒ ブ义勢 上單復 ヲ廊刷 
スグ事 トシ テ モ別二 差 支 無 イト 思 
フぶ as 夕 / 閒趙 '一 後 禮詞ノ 章 二陳べ 
ヤウ〇 

(二) Pronoun , 英語 ノ 化を 詞ヲ混 
用 タグ 據を ク ナイト 思フ〇 然グこ 
H 本語ノ 化ぶ 剖 漢語 ノ 輸入' 卜〇を 
をち stem ノ 思想 トヲ 混を シブ 繁 一、 
第二 人稱ガ 非常 二錯雜 シブ キグ〇 巧、 
僕、 拙 奢、 手前、 其 他 又を、 君、 を 
殿、 ぁなた 等 郁々 デ アグ 〇併 シ純粹 
ノ 日本語 頗 グ 衞單デ規則置 シ イ ノ 
デ アグ カラ 是非 模を セネ バ ナラ ヌ〇 
又 日本 三、 ィ 女性 ノ第ご 一人 稱ガ無 T 力 
ラ コンパ 错 遷スグ ぶ耍ガ アグ 〇下こ 
舉ダ タグ-巧 輩ノ 創造 デ アグ 0 
が こ 漢字 ノ爲メ ニ 忘却 サンタが 則に 
シキ 化 名詞 ヲ别擧 ショウ 0 
. (こ Personal Pronoun 
墙幾 お錢 
1. "Ware ( we ) ゴ 、ミ era 
( You ) 穿 3 ( You 】 2 a 3 ril 
( TJhey ) 曲 ミミ a . 

(至 le , を臀) IVIar ミ a . 


(苗 e ) 齿 ミ® 
( S す) 岂肖〇 


( の ) ヴ ーす rrogativ® pros 213 

(what) 00 re* 》 ani. 

.(who) 口 fl' 3 , 「 rare. 

Whi 昏 • Dochi, Dono. 

8. R 々ま xi ミ I ざ nil 

君 yself. W 窝 ami. 

Yourself. 穿皂 Iml. 

田ごゴ 害 式 . ！ ^ aga 吕 一 . 

田 さ self, s 器 ii. 
liBelf- siogaml. 
ourselves- づ " 弓 enlgan. ご . 

4 - Dem ご nHtrat.KC づ ronosl 

ジ - を rc i?ono 
Th に Ko ミ 穴 ono 
That を e. A— 

5 indefinite Pronoun 

A^ay one. car® Demo 

、ご ly t;hing e き 0 Demo 

巧 ais 江 . ibutive Pronoun 


EHh ミ！ _ 

夕を he こ 


That を cbi を i ご i 
4 昆 s さ 么立 

Whkjh D 含 至 




り.. - i が _.&>*马ミ， 三 .ミ & 


化グ 〇 : Ak を i Flo 与 ミ 


を〇ヤ ミ' Ivgb ノ形 トナ グ巧 前ノ語 


ご 云 英範ノ 形容詞 ボ a 本語ノ あ詞聚 ヲ見岀 三脚 難ナグ 鳩を ガ尸グ カラ 


ヲ形お スグ時 英語 ノ 形容詞 ノ巧三 
2 ; 1义 户 ？ ^ 0ヲ加フ ろ室云夏邑 さ一一 ーー旨口， 
oiuholic no を 3. 

( 四 ) 英語 ノ 形を 詞ガ 英語 ノを 前ヲ 
形を スグ 時', 英語が ニョグ 〇 "Boa 己 ’ 
tif 已ごミ vor. 

4 . V を 

英語 ノづミ ブト H 本ゴノ Vei ミ 實 、ソぶ 

を 趣 ヲ異ニ シブ キグ〇 巧 語ノ户 
.0 P ミ 至 ミ， 2 . Gender, 3 . Numb さ 
4 . "Tense . 产 Vo 家 6 . 这 ood, ノ六 
ッノ モ係 二 3 リブ 夏 lect ス ^ 力 日本 I 

語 ノ verb 唯後ノ S ッ ホノ 干係 こ が 
ブ hif 蚕 t ス八〇 英ゴノ ver ブヲ 瑕用ス 
八 鶴 合 二戶化 テ英就 g / verb 户並 円違ノ 
現な 格ヲ巧 ヒブ么 こ 英語 ノ な。 二蠻 

八 m ( 爲 ) ナ八肋 動詞 トミ b 。 二當 
ar ( 被 ) ナ八胁 觀詞ヲ 姉へ 其 infl? 
す in ニ ヨブ ブ 4 . 5 . 6 ■ノ千 係 ヲ示シ 
ブ 不自然 デナ ク义 調和々 保 タグ、 觀 I 

雜ナを nse ャ 300 ( 1 ^ 相當グ H 本語ノ 
助動詞 ノ朗ヶ ニ ョリ テ 明 一二 巧ス コト 
ダ お 來八〇 が - 一 ar(to be) 卜 S ( を ) 

ノ in ごを § ヲ示ス 〇 

al . (を be ) 

『utllre araii 与 吉 bo 
Past i 5 atta \va 夕づ .ミで 
巧 一 - 凄 §t aril ー タミ。 
i-niperative are b 巧 

. 可 uUirc . ご ro wi ご 一. ミ 

( を ) 

、\ctivo Passive 

S で n づ二 11 clu 穿 ren \\ 直 1 be cio 豈 

兀 itii dkl 死 areta さ done 
Xu clc 穿ち u ミ deme 
穿 do 化 are be don な 
穿と ち 吉 do 化 aryo 一 ご一一 cedono 
例へ バ m 本語ノ ctu (が) ナ 八字ノ 
inflo ご tion 卜 英語 N strike ナ卢宇 二 S 
トミ' ノ助 勸ノ詞 hif lection ヲ 郝へ夕 
八 樵 合 ヲ示セ バぶノ 如シ〇 

A-otive I ぶを ミ 0 
13 •總 巧 觀 


グ 


I 矢聽 完查ナ グミ 著。 二 V つ ナリ訟 べつを 

ナブ ノ形ノ 上 二更 二 51一 §, si, 等ヲ 

加フ严 コト ダ誦 和 / 上.々 ラ 極 剌デア 

卜思フ 0 

6 . POs な 0 S 苦 〇 巧 . 

Po 琪 position 户 英ゴノ psporition 二 

相 當ス八 ダ 日本 ゴザ 户荀 も； N 0 旨义 

巧 3110 un ダす ンバ其 次 こ V 必ず ' I 

Po 晋〇西 itio 。 ダが 赚乂其 用法 モ 齋頗 I 

严鞭雜 ダア八 ダ、 要么 Postp 善 ti§ 
Noun 卜其次 二來グ 言葉 トノ干 係 
ブ結ビ 付 ケタ 八 篇メノ 小サナ 言葉 デ 
〇 巧 チ 30 U 。 ノ oa 累 ヲをム 
言 樂ザア 八。 

次 二 まナグ H 本ゴノ Postposition. ヲ 
英ゴノ Prepo 寡 ion 卜對照 シブ 示 サウ 


打 

〇 

S 

S 

P 


み 

み 

S 


がが 

ぶ I ， 
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の 輩を 忘れて 闊 がの 大 おを 者 へても 
らひ ぉぃ 。- 

- 4 巧を は 甘く 政ぶ 食を 樵 縦す る さ、 
政ぶ 轉も巧 巧フ五 力） の 集ら だから 
默從 する だら ぅ、 也 配な のは 今 U な 
後 お 中 府中め 別が 解ら な/、 なつて 不 
祥举か 起ら わ ば 善い が どい ふ； だ、 
▲之を 要するに 今み の 巧閣ぶ 解じ關 
して 父 武両派 何れ じ 罪 あ b や u 1 ; 倘 
帥 蝴のお 爲が忿 耍か财 政の 敕 巧が あ 
にを 奥で あるか、 ぶが 棒 じ 凝け た トー 
でな くもく 是非 曲がは 論じられ むい 
小 新聞の 夕， \ が 外が を 見た ‘ 計 b で 山 
縣が 等の 巧斷 派に 伽 人め 疆歲を おび 
せ 掛ける のは 威 也せ 3、 韩楽 封み の 
見た おて は巧賴 H 下の 鼓义耍 務は圉 
力の が蔚か 第： て ある ど お ふ 0 
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.00S 


す 5 坡 多き 朗始巧 十ぶ 伞ど大 あお 年く 

か 一 時 じ ダ！ ドバィを する から 年 巧 
I の 御 睁歲じ 掛し敬 患を 装し 度、 巧 用 
I を 兼ねて ボ 巧の 有力 家を 訪問す る ミ 
じした、 何み 敬意を 表ず るので をれ 
一 ば 順 巧 どして 下町から 始める 可し ど 

梁！ じフ 。ント 脚め 

I , ■ を属 巧が 巧を ' 

一を がふて 本閒儀 S 郞巧 どを 暗が 治 巧 

で會 つた、 杂業談 、贸 ぶ談 など 面を 

い 話を 聞い ね 後 じ 人稀繁 お 論を 間 か 

された 両を共 じ 不一ち 賞 巧の 巧樂 が ど 

i 見へ ホ々 お 人 おのす 寶ぶ 持つ て 巧ら 

I れる本 蘭 巧 じある 小 供め お 眞は黃 信 

I おの 御 ホ 供 衆で スタブ ン烏 A 温かき 

值 をの 後 庭で 篇し たもめ である、 ホ 

I も 化為眞 はぶの ぶ 人め を じぁつ わめ 

I を もらつ て ホて 掷尴 したので あるが 

1 若し 無斷擴 栽. の 那を寶 めら れ たら 甚 

で相濟 みませぬ ど 謝罪す る隨ら だ、 

: ’！ ， か 接が 治 巧の 乎 化 お 



散 i が 買じ必 邮を敝 いだ 餘 A をな て 

吞ザ ー人 おの 人間を 製を する を お 巧 

の赖方 ゃ實じ 驚いた るかな でを く 敬 

服した、 本 間 氏は を 诫畴の 人、 おが 

英和 學校 出身で みぇ、 ァノ贺 をよ 然 

たぇ おい 颜 をして がて 明治 五 年 化 ど 

は腳 かお ム い、 を 借 おは 神 口の 人、 

が ホ ニ 拾餘年 閒ぷ業 專閱の 腕を 鍛へ 

で A である、】 時間 計らして 化賤を 

か 鞭し 今度は ： 

::; 本 綿花 會 社め H 殺 增雄巧 

を甜 . ふた、 が勒 曲で 伺つ た 巧を 中す 

ピ御演 は 朝鮮まで 靑ゴ 動が はを をい 

たもの、 ホ 巧 巧 身の 法學卜 'で 近々 歸 

一朝ず 可き 山 旧 巧の 後 巧で ある、 前々 

を おのが が おは 過 勞のお 果神經 裳 菊 

を 起し ア シナ 瓣慘の 巧を を げられ た 

が n 殷 氏は 寡 育沈默 一見 禪巧 ホの や 

うだから 間違は あるまい、 ぶ 棟なら 

ど 新年 〇尽 をを おんたが おのが じ 


総領 華 館の が 巧 領事 
じ 敬 恵を ぶした、 が々 な 御嵩 妊を が 
聽 した 後 r 時に お 野さん 貴下 じ も j 
つが ザ 碟吿を 巧しても らい 度い もん 
です が」 ど 巧 おすぶ ャァ傻 かぁ耿 
円だょパ 」どずを扳られる、 

I 尤もを まな 巧でから 餘ら五 キス ぺ 
クト ちして おな かづた が 併し 言つ て 
巧 なきや あ 類です かちな 一 」 どやつ 


しいが しが か谐 をな て 巧る ど 可い な 
、、、パナマ 迷が 竣成 後の H 义貨易 
六 阔借熟 どち 那の將 ホ、 新 巧 徵と今 
なの 批 政盤翊 、は 何ぅ でしょぅ ど當 
怠 即妙の お b で； 巧 巧の 卢た n おじ 
ぶ盧 するど、'、 ィャ じが 巧 運河 問趟 
护 諸 ホ 面から 觀 お研绳 した 結 おを を 
めてから でなくて は總 つた 蓝を も岀 
:: 化； が ': 触 ，；， 化，， 巧 ’ 


たら r 


.化い つは 酪 どい V 'ィ^ 


、 - 柯 でも 巧 ぁ一 の 十一 1 1 M 总彼 でも 
母の 虫藥 、谦お W おじで もな つた-, っ 
拙 おを を拂 ふや ふな 巧き 巧のを る 虫 
藥で なて 貴 あ 業者の 嬰， 求じ應 ずるん 
だな パ；； iw 思つ た、 イャ其 ご 御 邪 
魔を、、、 ド！ アを 開け V- 御鄰 め . 


'输領 爭館谢 

じ 敬を を おしむ 一飞 ャァ觀 時、 親 聞の . 

ホは だぅ だね、 今 巧は ザ 文を 入れる 

ビ いふ、 とじ やが 乂 いじ やる 可し ピ 

雜が御 一巧 葉を 聰 いたから 乘氣； i なつ 

た譯 でもない が ホ 化 無 n み 拙 おも 巧 

父 蘭 親 裤のホ 窓を 縷 々昔 上 じ 及んだ 

前 巧の ム田 巧は 挪巧獨 おで 外を をの 

が 驗じ义 第し 進んで々 = の 地位を 巧 

たピ いふ セ少ッ ' メ 1 ド マンで 一な 不 ^ 

轉 が 飯。 がかを し V 」 がむ がろ 姆 藍の 

萬 巧を 速 あずる 時な では 人の あ 肉を 

剌 しかを わぐ るの 趣きが るつ た嫩を 

遇を S 化お雜 をが て 泳た 人 閒は槪 し 

ては おを いふ もの だ、 然る じ瑞官 補 

に ザる ど 凡てが 强ク でが る、' 風 彩は 

巧が嵐ご，色が ^ 11{おが眞ジ がぐで肅 

禍 たる： 侧のホ 円ザ紳 L 、 卜： おな 態 ほ . 

を - がず 中 じ； 柿のを 燃を 込め V - るが 

をを る ど 巧 化が 化 じりが 除の 裝舉を 

化ぐ 巧め ぶぶ 代の 纖 かたびらを 籍 

て帶 校に _s パつ たどい ふ 評 利の あるの 

も 無理は ない、 H 向の 國は巧 崎 ('す 

國の鄰 b ) で 小 巾 巧を あへ たど 餅'、 

から 鎖 --^ 帷 '^說 もがが 喊 ではないだ 

ろろ 离 がの お 身で 中々 の 勉強 娘、 

な々 ピ して 内外 赞 がの 甚 観を 諮 破す 

るの 外、 近頃は 猛 んじ佛 ゴを硏 をし 

て识 る、 前を が 巧で める、 をめ 巧い 

お氣の 勝つた 诲たあ 揃 ひの 氷が ふ 旧 

をのない 上品な 敏提 で靜酱 ぶの 巧. 巧 

掘、 廣ヶ 關の乂 おも ' ニユー 巧： 止 副が 

事の 人 逃 じは 中々 巧んだ が 鬼 巧 化 鍋 

線 盤の 外々 父を やる どい ふ 評 刺 じ や、 

、、餘 針な 事を しやべ る ど 化ら むる 

からぶ 處 々々じ 棚上げて 御 向 ひげ 

立を 銀が 戈が 

じ 敬 恵を おする、 斯ぅ 敬 患の 卸 巧を 

やつて は 敬 怠 却つ て轉 おじ 見. •りる か 

知らね が 拙を 獨得正 化； 邊間 落の ぶ 

らう 常がない から 自 かで 女必 をして 

參 上した、； ' 持さん 何 か： つ 新聞 じ 

氣脯を 化いて 吳れ ませぬ か、 む！ お 



ない、 悄款 問題 U 旣じ ホい 柯 、け 其 內 

何 か 請う スど 、ぶ々 しく 塔を な ねら 
れ る 、'' 巧 盛 周到 流 •あじ 御 職掌 辆だピ 
威必 、夾 から お洋 通報の 晦巧 じ對す 
るぶ お、 り 本 A は 解 义人じ なれな ど 
例の 如 / 、 氣擺當 . る 可 かふず、 がふん 
じ顚 論を 出さぅ かピ 思つ て 柄る； 却 社 
' 5 考 へどは 聊か 述 つ；」 るが 么ら御 職 
を 柄ど批 へぼ 無 巧ちたい 、' 氏は あ ホ 
人 柿 閒趙に 趣 化を ' 城 じて 朵人 化' けの 

した 妍呢 をし V がられる、；.‘ ダラ ー ス 

ンド 、七 ン少」 の ; 本館な； 夕乂が 

に 趣 ホを がつ てがる 所此 人の 裤 色、 

ホ 巧 山 本 化 雄 かぶ じ も ' いな h の アム 

ビシ 3 ンは雜 かじ 氏の 胸中を 化 ホし 


副と が 人の が 枝 氏 

じ 敬 思を . ぶす る、 巧の 闕字 なな 論は 

狐が 竿を ぶ 礎 どした U を 化かの なな 

が 中 勝太郞 巧ぶ お 



壤で旣 化 十が 間め 研を じぶ るら の 本 

號じ游 せられ だる 御 おぶ は 威 謝の 外 

なしで あるが 御隨 巧で 拙 あは 雌 字 方 

から 八方 攻擊 をぶ つて々 じが 搞 がた 

え 2 、 一 1 扁藥祗 おから 二 巧 目のを 擊 


を 巧け わ ぼよ いが ど シク、、 ミ 胸が 搞 


み 巧した、 時な 巧の 特色は 迫らぬ 巧 
j じを つて 疆 くいへ ば ノ ：ー ィ •イム ども 
一友 はれる、 ボブ、、 i 黛の' 一人 拙 あな 
では 巧 じ 傲つ て 今少し 餘裕め ある 人 I 

間じならゎば不可ん、 ' 釋 { ごし_>し餘一 

おあ：.^めが訣を詩ゎる w 踰庵法、 が： 

呼吸、 ぶな でず かご ヒッ？ ^ らう どす 
る ど爲智 課の 

箱 麗巧肉 氏 

ォィ 新賴盧 借リが あるなら が/'、 返さ 
んど 活字を 抑 へられる ぞ 、、、拙者 ' 

親 I 义の 階り は 御が らんが 可 化たら 
十 ッ巧顿 お惜も おい もんです パ 八 — 
どや b 退す VJ 先 化す かさず、 何だか 
借 . 0 - 逆が. £：' さうな おいが をして るせ 
じは をん つた、 だう も 化を ち 巧には 
雜摇 巧あ銜 巧 巧を がめ 蘇 お 橋ぶ を 根： 

等の 諸 巧 何れ ぞらぬ ほか 黛のと 本館 
がが るから 拙 お如き 速 慮 深い 巧は い 
つも ' ィデ メられ る、 併し M 义化 貸の 
ん； は ホ 巧 お 身なら ざれば 商贿 巧み j 

の 逸物で 如が 巧敕理 的で ある、 尤も I 

パ 給は 相 當じ肢 る やう じ やが おッヶ 
プピは 某 だはて 救 捕 的 じ お ホて ゐな 
いさう C や、 をく 化ぶ 接の 那 だな、 
、、化を ぶ 化を 罷り 引つ 下つ V スト 
リ ー トじ 出る ど - 化に ぶ 崎ず ゥォ 'グ巧 
は 無 救め ん閒 ごい ふ 勸物义 の 名 お 衆 
じょつ で 巧 かられて & る、 拙 ぷらホ 
魁 おの： み'^ だな どぶ ふピ おけなく 
たる、 六衔じ 出て で ' グじ乘 る、 化の 
滿 たる やうな 巧 人 ど 3 ボ の 端 さ 
ん どか 拙ぶ をがん で乘 つて & る、 矢 
娘た 人の A から ホる 溫 まらが 强 いや 
ふで 相 ハ悚な 電流が 拙 おの お臟 六ぶ じ 
ジ "> ! ッ 、ジ '> ! ッ ■こがに る、 が 氣 
かが おくな つむ お ザ 常が 巧ぶ ：' 千 四 
巧 十四が」 なしく 下がして 六 時じ絲 
社し、 巧 字 難 神 - のへ グプ をした、 巧 
お U 敬旌を おした かを 炎は ぶの 通 - 
- 委細は ホ號じ 御披あ 中す 〇 ( ホ お ； > 

巧 木 桃 ザ おのが 興 旧、 大む师 巧、 

所 網 カウント ホ 橋 氏、 關化 巧 、 - 

村 井が 岡 巧、 が 井 氏、 絶が 組の 斌巧 


岛山 巧、 高木 巧 巧 化 


內闕 .の 更迭 


ゥォ八 街の 

十 階 U お論黨 

A 愈々 讯阅寺 N 關も 寂滅 ど ホて 化さ 

ん ホが つ： ホた わ、 電報 じ もる ど 輿 

論は 乂 いじ 政ぶ 巧觸じ W 情し どる や 

ぅじ ' やが H 本人の 輿論。 ん かおには 

ならん ょ、 併し 內觸な 解の 巧 もが お 

師問趙 じ 化る. こ替 へに 吾 冀大 いじ 意 

見 あらだ 〇 

錠 一 H 下の 媛を 钥が じこ 側 帥 閒をお 

爲 する が爲 めに 過よ ニケ 年間の が 政 

な 讚を 破攘 しかつ 巧 外 じ おして H 本 


の 信用を 疑は しめねば 縄ら が兽 か。 
いどい ふ雜 由が 聞き おい もの だ、 巧： 

が 駐找は 例々 が お 落 でも 聞/、 の權が 
が あ b 當 W おが 邮等 かめ 力 法で 我我 
じ 知らし みる 義 がが ある' の だ、 化 も 
旧 中 軍 あ 局た は 陸軍 伽の ホ おの 一端 
を發滚 したが 彼れ 位の 說 明では まだ 
ぶかの 碑' - S ご 詔め る譯 じが かね、 巧 
等の 聞かん ど 欲する 巧は 柯 なじ 巧 速 
二個師 蝴を增 加せ ねに 國 泉が 危 ほい 
かで ある、 露轉が 恐い のか、 遼萊巧 
借地の 超 還じ備 へる 爲 か、 化しは み 
满乘化 策の U 實か〇 
A W をは がげ 計 冀じ央 化して 內觸を 
'两閒 寺 おじ 讓ら 渡し、 おは 遇ぶ 二 年 
間财 なが 政の 載 巧 じ 腐 也した、. 而し 
て 今や お師間 狸の 巧に 其 整 巧を 放擲 
する. こい ふの だ、 がで おへねば なら 
ぬ こ' どは ながが が 政ぶ 針か數 々變更 
して； をせ！ 3 ど U 本の 信用を たふ审 
で、 山 本 氏は 縱か 入閣 常時の 卿' 想を 
赏 おせせ ざるを も、 少 くご も稱 々 G 
る 情 替を排 して 神が の： 端を 速 せん 
ど 試みた じ淫 ひない、 さぅ して 化み 
力 かは 内外に 對 してえ 少の惊 がを 從 
てがた、 外が か、 巧閒 のがを を觀お 
するど 山 本 じ も 氣の遍 だ、：：： 本の 爲 
じ も逛破 S ■ 

A 併し だむ 化て 带 物は 滚燕両 雨から 
觀 む/、 もやを がな 刺斷 は. > せない ょ 
或は 增帥間 趣は 巧 嫌を 排 して 化 わせ 
ねぶなら ぬ. 邱 山がん るから 解ら お、 
巧し ホ 稍お嚳 ならの どい ふ 至が 解れ 
ば 我 常 ' U おんで 巧が じ堪 ゎる、 一旦 
が あいぶ 進む で舉 威： 致み 態度を 採 
る、 た記臉 しどいて もらい 巧い ミは 
:一 十が 記の = 本人は''.: a はがら しむ 
可し 知らし わ 可から ず，^ なんてい ふ 
お まの なおを おぶ ぬ ホで ある 0 
A 巧 阁巧內 關が一 陸 かの 巧に お 解し 
たを を 難ず る 人 も あるが 么は陸 おを 
測を 顯 まね 人で ある、. ZF 官制 じ H く 
乂 が 底み 官 じほ せらる ミ あは 現な 
の將を ごす i ご あつて'、 巧 爪の 中 じ 
「乂中 お」 どもる 懊 ち すれに 現役の 乂 
中 おじ 非 ざれに 陸 かたる 能は やどな 
るの だづ 政ぶ 侍 貴 じは 現役の 大 おが 
ない、 h を 粉ず 山縣 さんじぶ みを 賴 
むだ、 雜絶さ H た、. 内閒 U ■ 閣 かを 
か •、でも 成 ホせ 3、 おが、 化 ホ お 脚 も 
かく 化 被む でる ょ、 左る じても 陸が 
萬 能の なをを 仰いで る やぅ じ や H 本 
阐 K のぶ 恣 政体 も 頗るが しい もん さ 

▲.て お 田 干が ごか お： H どかい-如の も 

强ち稱 聞の いふ 逝，。， にはが か ぬれ 山 

縣 さんぷ じ强 むのは 威 情を なて 政治 

を巧郑 t て もら L 化く じ L を 4^ 勿 

論 人間は 城 精の 動物 だから 諸驴お •ぶ 

や々 じ矿 わかぬ 併ん 斯 かる 大閒 題の . 
起きた. 場を じは 光 お 諸氏は 自 じ； み I 
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米國 置み やけ 

- 享大學 校長 

故激た 藏巧談 
'、渡米の 目的 

予か 今回 渡米した る 目的は 米國現 時！ 

の 教育、 殊に 婦人み 高等教育 じ關す 
一般の 傾向を 視？ る i ど 本年 H i 

本 じ 於て 組織され たる 歸一協 會の趣 
旨 0 的を 米國 人じ紹 かせん どず るに 

ゐら き、 予か 最初の 渡 ホは 二十 一二 歲 

の 時 じて 二 年な 餘新英 巧 じ 於て 大學 

敎 育を 受け 後ち ミ 年間 寄宿を 或は 家 

庭 じ 巧 入して ホ國 婦人の 高等 敎 育を 

研究ず る 傍ら 一般の 生活が 態を 観を 

せし を 0 て今圓 二十を 目 じ 渡 ホして 

，其敎 育の 進 ホ 文物の 變遷 かか 巧じ大 

なる を 視るも 別 豫じ想 外 VJ は覺 わず 

尙現 化の 狀態や 今後の 發 達を 比較が 

お H 月の 旅 巧 じ 於て 視察す るも大 が- 

の 推測を 巧す じ 誤ら 少な かる 可き を 

信ずるなら 〇 

一一、 巧 米郁胞 の變遷 

二十 年 前 じ 於け る 曰 本人の 狀 態は 其 

释度 甚だ 幼稚 じして 知識 及 實質上 巧 

等 見る じある 可き ものな からき 無論 

當時 ど雖も 日本 靑 年の 渡米 者は 数を 

ぁ b しも 現ずみ かく 充をじ 其 意志を 

實 がする の 保な く機會 もみ々 らしな 

•其 後を は禪 々なる 方面よ ら觀察 

硏究し 今よ ゎ 六 年 前 じは 米国 じ臟ず 

る 巧 外の 報 吿を鬼 集して 巧を したる 

結 あは 猶予 じ 滴 足を 與 へず、 巧 ホ 同 

胞じ關 する をの 見解は 轉 や悲觀 的な 

左を をれ ダ A き (なお 3 く 一!‘ を rn 本 

入は 六伞前 旣じ發 展の實 力を みし 居 

たる 當 なら ど 思考す 或な 速記者の 聞 

違 ひなら むか) 然る じ 今回 渡米し で 

其實 がを 視 祭し 之を 0 前の 狀 態と 比 

一軟 すれば 實じ宵 礫の 差 あら、 殊に 布 

连及 加州 じがけ る巧留 者の 發達ど 進 

ホは 實じ呵 驚 もの じして 豫お 外の 變 

繼な り、 固よ ゎ 前途 じ 幾夕闽 難の か 

ぜ する 事實無 きじ ホざる も 巧 留間胞 

あ 慕 礎 かお じ擊固 どなりた るは 事實 

じして 最早 憂慮す を じ 足らす VJ 信ず 

一巧 俄を なまの 大學じ 巧る 日本人 學生 

じ 就ての 感 あを 述べん じ 二十 牟前じ 

は 大學內 にが 胞の學 をは 極めて 少数 

ならし か 現今は 割る 處夕數 の 日本人 

學化 ぁり 其學生 等の 深き 經驗义 はお 

巧の ホ 望 等を 聞 < じ眞 ごじ 傾 聽じ値 

ひずる もの あるを 發 見して 大 ひに 滿 

足せら、 只を じを るし <予 の 注嚴を 

巧が たる 事實は 何れの 大學じ 巧く も 

日本人 學 生のを 巧を 賞揚す る 者な き 

事 之な b 斯は 藍し 支が 共和 欧府 のが 

ホ ど おじ ホ 人の 意向 か 凡て ま 那じ注 

かれた る じ 因由 するど 思は る 化乂國 

じがけ る 支が 留學 生の 增 加は 年 ど 共 


じ 盛んなる か 上 じ 彼等の 中 じは ホ國 I 弱 S なる 傾向を 巧し 眞巧目 じ 宗敎の 
、 ごぉら ， ノ a . > L^AI J 效梁を貴興せしむる如き事は如何ど 

疑は しむる じ 至れ b 、 實じ 化の 狀態 


人を 驚かしむ る 程のを 才 るら 且 をく 

は 政府の 狸拔學 生なる をな て 相當の 
社を 的 位 潰を が もつ i 十を じ 勉學す 
る 占 を 得る じ 反し 日本人 學 生の 多 < 

は 自活 妍學の 普學を なれば 護々 勉强 
時間の 不足ょ b 後 ホの ホ 輝を 發 輝す 
る MJ 能は ず體 面を がつ 上 じ 於ても 餘 
裕ゐる ま 那人學 生 ど 化 鞍して ホ國乂 
偏を 的 傾向を 帶ば しむる は 化を 得 ざ 
る 所なら、 が 之 現 時ホ國 一般の 社會 
的 傾向は 稍 や 階級 制度る 歡 こぶの 風 
あ-^ 隋て勞 働 若を 輕視 ずるが かきを 
樣 なれば 其 結果 どして 日本人 苦學生 
じ おする 間 情を r 城め し 理由 無き じ ホ 
ず、 而も 予の 見た る自 本人 學生中 か 
上の 膝 害 あるじ 不 拘邁往 勇進して 寧 
業 修得 じ 汲々 たる 者を きは 大 ひじ 意 
を强 ふす ぶじぶ るなら 0 

一二、 巧 留间胞 ィ」 婦人 

々回の 渡米 じ 於て 最も 予を暮 ば レめ 

し事實は 夕數 の ^敎脊を受け し H 

本 婦人のを 加せ し I なら、 予は 初め 

て 巧哇じ 着せし 化 ホ 桑 潘騒府 巧 俄を 

こユ ー 靑等 じがて 數夕の 家庭を 訪閒 

せし か 何れも 西泮人 じ恥ぢ ざる 家庭 

を 維持し 其モ 供の 敎宵じ 於ても 聊か 

か點 のをす るを 發 見せず、 化 事は を 

く予 をして 寇 外じ滅 せしめし 巧な り 

がれで も實 際な 米 同胞のを 教乂 '力 じ 

比软 すれば 家庭を なず る 者の 少數な 

るは 之れ 亦 意外 じして 夕數の 日本人 

は ホ ー ム ラィフの 溫籍を 化き、 不絕 

蔡蘭 努力を 繼 けつつ 有る じ 拘らず 常 

じ 液莫を 感じて 冀の 妙が ある 生活を 

ホ ふ 能は ざる 事は 殊に 予の 遺械 どず 

る 所 じして 其 能力の 發 達を 害する は 

巧 論感其 健康を も 傷 ひ 遂に 小成 じを 

ん ずるの 止むな きじ 至らし む、 故 じ 

吾人は 將來 ホ國じ 於け る H 本人 か 相 

當の 配偶を ホめ て 益々 立 波なる 家庭 

'を 組織す るを 望んで 立まざる な" 

四、 ホ 國社會 が 態の 變遷 

今日 ホ國の 文明は 盛 物質的 趣 ホを 帶 

び 之を 一一 二十 年 前と 比較ず る じ 非常 

の 相 逢 あら、 人類の 生活難は ロハ：！！ 本 

じがけ る 常 蒼 語なる のみならず、 ホ 

國 じがても 間樣の 現象を 發 をす、 を 

.庭を 活は益 ホ テグ 生活 ど變じ H 常 ホ 

巧は 殆んで 駕械的 滕迫じ 制御せられ 

て 精神的 生 巧の 發展は 旣じ其 前ず を 

斥' 除せられ づ {あるか かし、 化の か 

き狀 態の 改善は 禪稱の 方法 あらん も 

其 最大なる は 一 じ 宗敎の 感化 力 じ 待 

つの 外 他に 良法な からん ど 信ず、 元 

よ b 現今 ホ國じ 於け る萬敎 力の 蘇 礎 

は 大じ葦 固 どなり あじ 將 巧の 發展じ 

馳し 何等 間が する が 要な き 者の 如し 

ど 雖も其 一般 じ 及ぼず 感化 力は 益 薄 


は 本國じ 於ても 今日 岡 樣の條 向を あ 

する をなる か 殊に 巧 ホ 日本人は 注意 

して 娘 本 的じ自 個の 品性を 改善し 巧 

て大 なる 慰まを 享 くるの 必要 ゐ b ど 

威ず 〇 

五、 奮 問題 

尙目下 ホ國じ 於て は ホ だ 移民 聞 題 じ 

關し直 じ 解决を 見る じ 至らざる 者の 

かし 余を なて 之を 見る じ ホ國が 日本 

人の 善を な も 硝子を 泥 入す るは 最も 

必要なる のみならず 尙 日本人 も 自ら 

其實力 智識を して 胳巧 じを 度せ しめ 

んご 欲せば 大 じを 意せ ざる 可らず、 

實じ米 固は 事物の 中ふ點 なる がな じ 

ち 爲の靑 年が 益义國 して 諸 ホ 面じ發 

媛し 0 てが 其 素志 貫徹 じ 努力す るは 

兩 園の 爲め大 なる 有益 事業た るすき 

を 信ず 殊に 日本人が 米國 人と 提携し 

て 東西 义 明の 調 かを 圖ら なて 世み 平 

和の 媒介 者ィ J な b 搂じ 新ね なる 大义 

明を 康出 する お 最あ鹽 なる 者なる ベ 

し、 元ょり 現 崎 じがて 之が 實巧じ 幾 

かの 階 寒 S は 止む 巧らざる 者なら 

んも 化の かきは 决 して 永 义 的のを じ 

ゐらず ど 思 ふな b (ホ 完) 
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塚 柳 崖 皮は 今回 摄題 のかき 小冊子を 

をな しね も、 I 本書の 內容 は歐州 旅行 

ま內 彿英獨 諸国 化留巧 人の 化 所 其 他 

必 巧なる 事項を なて 充 たされ 世ホ漫 

遊を の爲 必須 かく 可から ざるを 善 化 


人 事往來 

化ぶ 銀が 員大ず 實作 氏は 歎乂漫 
遊の 途次 先月 未 巧 巧 向 ふ 六 ヶ月 間滯 

化め 豫を 

鲁山旧 穂 氏 H 本 綿花 テキサス フオ 

トウ ヲ ー スキ： 管の 崎 巧は 視察の 爲 

め 四 五： =1 閒滯化 ... 

農が 務 省が 險 謙を 島が 化 一二が 氏 
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H 本 よら 着を 近 H 當 巧に 巧 着すべし 

♦おが 組の が 井 保 固 氏 ば 本 巧 十六 

日出 發歸 朝の 途じ 就く 由 


参が 幽体の 祝贊 

♦を 督敎 修道 會じ ては 去る 十二 巧 
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充 巧じ完 をなる 新聞紙 どしての 責巧 
を あすす し 0 

英义蘭 中 じある 米 國諸大 みの 巧 像は 
ウイ グ ソン 巧な 下 何れも 本 化の 請を 
をれ自爱して寄贈せられた る^<:>の特 
じ 記して 謝意を ます 0 


触 吿 

本紙は 一巧 元旦を 0 て 新を 號を發 巧 

する 當 ならし 處巧 字の 整 巧 ど 巧 麻 ホ 

手不足の 巧め 本日を なて を 巧の 止む 

なき じ まらし は 社中 同人の 大いに 遺 

城 どす る おな b 、 而 かも 十 1 月末 日 
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馨 最近 政界の 渡 欄 

I 衆 妓ぉ鐵 貴 馬 巧鹿郞 
一天 下の 大局から 打算して は截じ もが 
かぬ 例の 增師 問題が 晦 ましくな つで 
でら、 な 友 曾の 有象無象 共が 互 じが 
ホ數 みを 聴の 下から 流しながら 留巧 

I 運勸を 遺つ た 甲斐 も、 あら 情な や、 

お 淡ぶ 無賓 巧， どを 異字词 義ミ公 得 給 

ふ® 園 ホの かがが 巧を つた 酬は テキ 

メシ 散々 寺の 寶 物を 質舉 じして 借を 

ばして 見た もの、 國お VJ 申ず 擅 家 連 

を籠辭 する のじ 用 かた 巧 政 制 巧や摄 

I 制を ぞもゴ テ 付いた 揚句の おが 思は 


新井敏 


邮巧 



て かちず f な議 曾の 銷院前 じ 儘 主 

j 一二 斗を 横ち ょじ 被つ ての 一目 山隨德 

乎、 不徽 から 虎の 威を 假る篮 棒ぶ 政 

I をを 員が 泣いても 怒 つても モ ー 脈は 

上ツ ねら 矣〇 醜絕猶 結の 政治的' 往生 

を 遂げた 巧圈 寺巧閱 のが 後 塞は どを 

へば、' 元よ b 胸に 一物ら 十 物 も ある 

官瞭 系の マン マ VJ 曾 尾よ く居据 はる 


ドク トグ 高見 豊を巧 


巧 M 詞 ？一 



こ' 

ぞ も' 

r % • 

ff * 冢 




Jr 


は必を なれで、 仲間の 手前 一應 はな 

方ち 候な で VJ 申舊 化が の _ 蒙 傑を 鳥渡 

-當 つて 見た なれ ど、' 後乂齋 先生 到底 

晋び 內閣を 組織す る 勇氣ら 政見 も あ 

つた もの じ るらず、 ソコゲ 巡 番は寺 

:巧ビ リグ ン將 軍じ姻 はつた の だが、 

I 解 軍は 所謂 一 かの 武 巧、 自身 じ 政 友 

I 會化議 ± の 買 化 や、 中央 黨の 操蹤が 

j 出來 ぬ： 悲し さ、 大男 総身 じ智惠 がま 

てら 給は ぬので 痛し 巧し の 煩悶 型の 

贺< あつての 後、 一層 化千歲 一遇の 


巧微 をを 逸する よ' ら や、 淸滿 や、 芳 
川なん ゲ じ內閣 をみ 領 される よりは 
巧を を 引き おすの 優れる じ 如かず ど 
お 軍 相 應の戰 客を 講じて 愈、 が じ 太 
郎赶 者を 雲の 下人 じした 次第で あら 
さ、 夕併尉 巧を ソコを 推移させる 
じは 外部 じ 於け る 政ぶ 會 連中の 運動 
に壓せ ろれ たるは み 論なる 可く、 西 
亂 寺和尙 や、 巧 敬の 狸 巧 ホな ども 帖 
をじ議 與し嚴 けば 第一 溝會が 駒會さ 
れた後 じを 協 ど 精. 窓投 をの チャンス 
も あ b て自發 等の 踏み潰された 面目 
玉 も かしは 恢 なの 盟が あり、 且つ 後 
H 太郞 冠者の 巧言 じ 鳥が がいて 誰か 
化ら はない かとい ふ 時 じ^ 舊 をを 溫 
めて 二 わびな 權を 把握ず る 時 もゐる 
可し ど の 助を エ化 性に 釣られて、 極 
カ ビブ ヶン 內閣の 紙 織 じ反對 したの 
で 御 坐ら-ステ 0 

巧し 能 b 間違つ て寺內 伯の 內閣が お 
巧て は 従前の 巧掛 上、 如何 じ 若 子は 

巧變を 仕度い が 山、'. でも、 お 師閒題 

じだ 對 して 結 厨豫筹 の不が 立と なり 

場を じがら ては 解散を 賭さね ぼなら 

ず、 去りと て 化 解散 風は 黑巧 病より 

恐ろしい 手を ばからで ゐるじ 依つ て 

何 VJ かウ マイ ホ 品を 遺ぶ 必要 も あら 

旁、 た 鉢が 太 郞通者 じ 廻は b 廻は つ 

た 次第 どが せらを i サ 、な 新 內閣閣 


員の 御面相 如 初 ど拜し 奉る に、 基は 

{VJ ばから 花のを の 姐なら 良い が 

ド レモ 太郞强 者の 秘 Ht 官 泣な 先 

を 達、 辛 ふじて 外務 じみる 可き S 菱 

の 高 巧さん ご 後藤、 大 滞の 兩あ 丈が 

ィクラ カ 押しの 巧く 連中ら しい 譯で 

大藏 には おを の 腰巾着た る 巧满憐 ± 

が 意氣揚 々ど 乘这ん で 「委細 御 怠 じ 

が じ 奉る」 ホ 第、 総理の 傅か 使 じ 差 

向 適當な 役で あらぅ、 無論 助 政の 手 

綱は 萬 事を の 思 巧 次第なる ベく、 陸 

を じは 山縣 系の 寵话 たる 新 大將木 越 

女 綱 巧を 擔ぎ 入れて、 軍人 派を 化め 

込み、 內務 じは るの 股 化の 隨一 どし 

て、 惡ラッ 、口 g 川を 佛 庵を 凌ぎ、 重 

接 通し？ 印附) 山縣 をを の餘風 ある 

劍術 師範 おた る 大浦兼 ま 先生を 任じ 

て、 鬼面 政黨 崖を 威嚇す るじ備 へ、 

遞信 ど鐵道 じは 外 剛內柔 、大 じを 爵 

閣下 ど 栽 氣相投 ずる 和製 グ ー ズ氏逆 

戾ち どなち て 內閣の 中堅 どなら、 農 

巧 おじは 新進の 野 ふ 家 じして 政 ホ じ 

ホ ホ ある 仲 小路を を おじ、 巧 法文 部 

のが 食 じは 一. 寸 意外なる が 室、 柴旧 

二 巧を 加へ たるな ど 都て 是官 僚の 風 

をに 滿 ちて、 和氣 謗々、 不言 實巧、 

而 して 夫下秦 平、 國家 安穩の 瑞徵顯 

然た bvj 上申べき 次第 柄で 御座る 謂 

唯 誠 じ 0 て 難 有から S は 国民で あら 

ふ、 巧 年 豪雙俗 じ道樂 ども 申す ミ 


勉强 どを 兼ねて 佛京化 り、 ジョン、 ジ 
ヤッ ク、 ^1' ソーの 民約論 位は 義理 
じも讀 むだ 當 の巧闆 寺和尙 は、 衆議 
院 には 絕對を 教を摧 する 政ぶ 貪を 有 
し、 昨今は 貴族院 ド も 相 應の词 情を 
を 有する のみ か增師 問題に 關 しては 
一般 國 民の 有力なる 後援 ぁる も 巧は 
ら中サ アベ グ黨 のボ. ー ィ コットを 頂 
載して 四 背 八苦、 陸相の 後任 か 御座 
らぬ VJ て 早速 辭 任を 中 出で、 巧 巧の 
を 約た るが 政 整理 も 親 制 なぞ も あら 
ば こを、 無 貴 巧じ爲 政の 局 じ 當らホ 
無意が じ內賴 を投け 飛ばす、 外交は 
神 系 過敏、 內 治は 旨 治 權揉剛 、國民 


可し、 曰く 巧、 口く 何、 鳴 巧 彼等は 矢 
張ら閔文同稲の シ ン サ ン ど同じく言 
じ 癸 じしで 行 じを じ、' 腺 前の 小事な 
じ 拘泥して キ ふ' じて 其 日---- の 御ぶ 
を 濁す じ 過ぎぬ お 様では ない ず、 將 
巧 じ 於け る國 蓮の 發 おとか、 民族の 
寮脹 とかい ふ大 問題の 實際 的が 兜た 
るべき 政治 思想 かか 斯 幼稚で ぉつて 
は 果してを < 巧界 的の 進 ホを 爲し得 
る じ 至る でゐ らぅ か ダゥ ヵ、 いつも 
は 暢氣め 我輩 ピ雖も 最を政 海の 波滿 
じたいす る國 民の 態度の 冷々 淡々 た 
b 空々 寂々 たる じ 想 倒して 實じ必 細 
い 威 じを 曜 さず じは 盾ら 打 だい.、 鳴 


謹贊 新年 
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は あれで も 無き か 如く 蹈ん だら 徽つ ： 

たらの 憂き目 じ 逢 ひなから 「へ 一 矢 

ッ 張な さんか 巧 蘆な さら なきや 治ま 

らな いのですな」 などょ 自家の 巧 害' 

休戚 じ 願す る 間 題じ對 して 隣 邸の 盜 

難、' 對 岸の か災を 見ぶ ど 间樣ど 也 得 

居る 實狀 である、 而も 叫 嗅して 曰く^ 

憲政 有終の 美を 濟す 可し、 曰く 輿論 

政を S 實を擧 ベ 可し、 曰く 大じ 巧较 

をな 善して 外を を 伸張す 巧し、 曰く 

がな を 葦 固 じして 國 力の 堆 進を 謀る 


巧 第二の 維新は 遂に ホる の 秋 なきや 

否や、 我輩は 茲じ 於て か國 おの 惰眠 

を譬醒 して 政党な 造の 急務を ホ 張し 

たいの だ、 彼の 政 友 曾 や 中央 黨 やど 

ク して 居る 圓民黨 なでは 要する 

に 御 都を ホ義の 集を 体の みサ 。臭 化 

縣 頑を などから 轉 蔑され つ i るるな 

んゾは 寧ろ 當然 どい ふ 巧き であらう 

ジャ ，- ナィ カ、 もよ ッぴ りを 憤を 洩 

したる で 溜飮か 降らた 樣 だ、 妄言え 

敬。 ■ ' 
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•ボ巧 目 本人 
間の 年贊 


I 御 屠蘇で 御座る 數の 子で 候 ど 目の 迦 

る やうな 年の暮れ も 十二時を を圖じ 
1 鳴らず がエ 攘の藏 笛と おじ 明け まし 
てぉ自 出度う 今年 も 不相變 牛の 年 だ 
から ボ チ^--.-- 御禮 廻ち を やら ませう 

ど 言つ たか 言は ぬか 细ら ねで 上は シ 

グ ク ッ ト ョ ブ下は ゴ プ ロ ン キ ャ ッ 

プめ乂 々じ まる 迄 ホン ノリ 顏 じて 巧 

內 同胞が 迷 度の 旅の 一里 おを 越した 

ぇ 摸 横は 左の かし 

療領 f 宅 誠 暗中 なれば を 式の 

I 拜贊 式は 遠慮した るが ロハ 個人 VJ して 

疫沼野 巧じ舊 年中の 摩讀を 謝した る 

I 人々 多 か' らき 

•を會 化 商店は 何れもが 業 例 じが 

つ. て 巧 員 諸 巧の 勞を 慰し 諸氏は 巧勞 

I 余： を 懐中して 夫； 命の 洗濯を 爲 した 


♦を 巧亭 

- 東洋 俱樂部 一 H じを 木 桃 ホ 組の 

I 祝賀 會ゐら 、五日 じは 词俱樂 部員の 


堀赞を利 4 ^¥^|^^をを招 き 

て 盛宴を 張る ザく と 日 じは せ 田 化 村 

一 商 曾の 祝賀 會ゐる 答 

A おが 巧理店 じがて はまる 一一 一十) 

おが 組の 怠 年會ぁ b ホる 十 一 H じ 

は 名を 屋巧 業"？ 窓 曾の 新年 會 ぁる も 

尙ほ陆 巧は 近 H 一大 端 宴を 狼り 顧客 

を 招きて 新年を 視 する 由.''' 

A 朝 H じがて は 元旦に 間 館の 新年 

I 宴 會を關 き 中中の 盛會 なりき 

瓜 東京 館 じて は 一日 例 じ 依り 間 館 

の 新年 會を闕 き大じ 知を を おが せら 

會 ずる 者 H ホ 人を して 四十 餘名化 歌 

舞蹈を 十を の 祝意を 表し 閉 食せ るは 

午後 十二時な 6 き 

A 岡 巧 旨由亭 じて は 等しく 一日 同 

亭の 新年 宴 曾を 開き 知邑顔 客を 招待 

せら 

A 開 盛亭は ホ 六日 新年 就 贺會を 催 

して 大いに 馨應 する 由尙ほ 十一 日 同 

亭じ 於て n 0 ン ビャ 學生會 の 新年 宴 

替 あるす し VJ 

; ▲常 盤 お亭 ぶ佐义 間球瘍 じて は 除 

格より 先づ 巧け まじて お 目 度う 迄で 

盛ん じ御馳 をせ し爲め 顧客 二 J 

惠比壽 顔 大いに おつて ぃ •か 

A 料亭 大和 じが' 飞 はま 一二 十一 日 野 


澤 崖の 忘年 會ゐ り无旦 じは 间鲁 0 祝 
贊會 あら-て お徳 女 おの 愛嬌 じ チヤ！ 
ム されて 皆 十二み の 微を盡 せら VJ 
A 西材中 西、 比 裏 大正 旅館 及 東洋 館 
は 夫れ ぞれ 顧を を 招きて 盛んなる 新 
年 宴 曾を 開きたら 

♦不都合 格 まる 齒醫 者が 篤なる 男 
は 永年 當 地に あらて 齒科醫 を 業 ごし 
傍ら 學校じ 通 ひ 短た る 人間なる が 某 
紙の 研 報じ ょればが 人は 化稻 大成功 
とやら を爲 して 歸 朝した VJ ゐ 飛 
んだ 大成功 も あつた 者 かな 彼は 歸國 
0 前 病氣じ 罹ら 小を ド クタ ー じは 非 
常の 厄 かを かけねる じ も不拘 一言の 
おが もな < 立 去 b たる 由、 又 本社 じ 
は 己拾餘 弗の 廣吿 料を 引ッ かけ コソ 
借 倒し 大成功 じて 大お をを やつ 
たり、 去年は 國 ぷ信彌 どい ふ 仁術の 

大が大 お八 弗 どい ふ廣吿 料を お倒し 

て 失敬し 一新 聞 崖な どは 恐ろしくな 

いを どと 空 意 張を 爲 しおる 由斯 かる 

ィ カサマ 物の 冷が 績 おする は眞 面目 

じ 仁術 じ從 事し 居る 醫師 諸を の體巧 

じどり 巧 背し きみ 第と いふ 可し 

♦有利なる 洗濯 所賣 度し 本紙 廣吿 

の 通りな り希舆 者は 本社へ 申を まれ 


•盛巿 短信 


◎歲晚 の 慶事が 商 巧ま乂 令閨 靜子 

ホを ヘス トゥクの 御見舞 ゐら 十二 巧 

十 H 午前 玉の おき 男 お出を 夫妻の 歡 

び斜 ならず 晃 とかを 巧ず 共 じ 極めて 

健勝なる 由 目お度し-'— 

◎ H 本人 會の 大會 及び 新年 宴 曾 一 

月 初旬を 期し 间會第 四 回 寒 巧 大會饼 

じ 新年 妾貪關 催め 事 じ 役員を じ 於て 

决 をせ るを 嚇 かし 盛 犬なら む 

◎賴巧 子 講の計 晝亟巧 じ 於け る理 

が 家 どして を 評 ある 加 藤 菊み 郞 巧の 

を 企 じて 新春 巧々 賴せ子 譲の 計畫ゐ 

らを飄 機 願の 一巧ね らし めん 答な-*^ 

どる ふ 吾 入は 巧 じ 其が 功を 鹽む 

◎间胞 の 奮發稳 年巿贺 不振の 影攀 

を 蒙ら 居る じ も不拘 大正 二を い吉辰 

を 卜し巧 か 新 事業を 經绣 しス發 おの 

途を講 せん もの ど 寄.々 智惠 裳を 絞ら 

居る ホ 化 願く はみ 範を 示せ 


い 事は 申さん、 年寄の 冷水 ナン カは 
营 じを 爵 閣下の 御身の 毒た るの みな 
らず實 除 憲政の 毒で 御座る ょ- 4 乍 併 
一体を 体 ツマ ラス 刺客な でが 飛び出 I 
して】 人の 山縣を 殺しても、 拾 人の 
官僚 的 人物を 屠 つても、 將た 亦巧乂 
千 人の 斌迷者 流を 生裡 めじした 處で 
夫が 何の 益 じなる ものず、 反て 煤を 
じ 依つ ては 輿論 玻 治の 前途 じ禍 する 
かも かれぬ 位の 者デヤ ▲ソン ナ 天下 
の 至 愚なる 蠻的巧 動を 演 せずに、 幼 
稚 なる 國 おの 政治的 思想を 啓發 して 
精 意 投を黨 や、 が 膽相照 派を 文明 的 
じ 撲滅して、 新火國 民の 眞 意志を 化 
まする 有力な ぶ ポプ チカ グ 、バ ー テ 
T を 組織して 正々 堂々 ごを 僚 的、 專 
制的のサ1べ 八黨イ」奮戰すべ きのみ 
サ A サ I ベ グ黨の 金城 鐵 壁は 何が. こ 
謂 ふと 例の 忠君を 國專 賣權の 行使 デ 
ヤ ナイ々、 國 ほか ホン トウ じ' 憲政の 
本義を 理解し、 併せて 其 運用 じ i 
しさへ すれば、 サ！ ベる 黨の 級厦ナ 
ン ザ、 なし ツ鹿 一を じら 値しは セン 
デヤ ー ナイ 乎 A 然る じ 彼の 現在の 腐 
化し 切つ て 盾る 政黨 ナン ゾを 信賴し 
て 大切の 大切の 參な權 を 濫用され て 
ボン ヤリ然 どして 居る 樣デヤ 、誠 じ 
0 で必 細い 譯デヤ 々ラ、 イツ ソ 、山縣 
をを がは して 憲法 中止で もす るか 與 
勘兵衔 ダ、 然る 後 じ 始めて 大 なる 儀 

牲を拂 つた i じ 御氣か 付かれて 第二 

の 維新 か 出 ホ 上る ど 云 ふ 筋 書 じナグ 

力ち 知 レン テ 


♦長 廣を椿 山 莊の御 ま 人を でる ク 

て、 チーべグ黨の本曾たる山縣をが 
殺され 損つ たどを ふでは ない ず、‘ 悪 
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巧を 律 事 巧ヲ巧 巧ぶ 

一、 を 親 一な 巧を か 巧换 

♦赴 ゾ早川 巧み 巧を 

ユ巧ブ 聞を 七ち 巧丄 


巧 5 a 

::5 卽な育 ポプ 々 ドクな 1 产 

坤 化 S 受ハ卞 田 香 I 

化 マ y ユ； 、ダブ， ユ 

T ゥタ ド 法律事務所 


•洗濯 所賣 度し 

A フでン 、淀 濯 當械其 他 一巧 完備 

▲ぶ— 巧 五十な 上 


A ミ！ 辛军 弗ょ ら 

0 上の 化 乂ゐも 

ま 人歸朗 じかき 得意 附の儀 一切 賣渡 

し 度し 

▲數 年間 S 醫 したる も をれ 

ば 賣買契 S 晉ょ ら^ 

を 得 巧し 

を賣 渡しの がは】 巧-ー ユ！ 育 新報 社 

じ 委任し ゐれば 御 希望の ホは 同社へ 
申込 まれ 度し 
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A JAPANESE STUDENT’S 
REFLECTIONS 
Continued む 〇の pa が わ 

s ね 打 d a long continued s れ ain ii— 
time of wEir. The Pai 巧 ma Cana； 
is ready for れ affic and' you are in- 
tent on 比 e capt;UT*e of かち \vorlcl，‘【 
markets; but:, remember， you can- 
not hold them long with liquor- 
dul 的み r お ns. 

As a little bay, I once overheard 
Japanese mother say to her hu を 
iband, when he 1 00 k ね the perni- 
ckms 分 k も ‘(Think of our cMc!r 州 
They will follow your example ir 
かお habit which is the ve&y が te 
jto moral degeneradon. Look が 
jour neighbor がが San. Twe 打な 
years ago, his む かが was sc 
巧で ai 比 y t!mt he could walk for 
'miles without stepping aside from 
|his own rice field. I\:ow his son 
;com だ わ us for le む -o が r pickled 
radishes and at ten at night, for 
I 比 e が t ba か，" all on account o を 

the drink habit. \V が e 饥げ cM 
jdren to walk a simi 佔 r pa 比， wh が 
jwouid they say of us? Even ぉ 
jthe grave, I could not sleep. 

' What this frail Japanese mother 
|did for her children, the A 打: lerican 
woman can, and should do for her 
Ichildren， and for h が husband and 
;l>rothe だ. Am が ican Women, you 
jare creatu 化 s of artl Wlisit Phiciia 
icurved your Matures a むが what 
みじ打 な Y を？ If your h のれ s be equal- 
ly beaut け 111, れ will be your purpose 
Ito cast intoxicating liquors into the 
jocean, as your わ re お th が s ca が tea 
jinto Boston Bay. - 
] The Uquor problem cannot be 
が ue ; it is a national and ml;enia- 
tionai issu も a 打 d no politic お party, 
む to local option, nor is it a s ね te 
jas such, can solve the proWem. 
lAinerican voters should force the げ 


-—he camps in front of Port Arthur, 
luring the 民 usso-Japan だ e War, 
his articles on Japanese charac- 
l:eristics which appeared in the 
•ecent i が u が of the Outlook, and 
his study of the Russian exile 
が st;e 打 1 ha Siberk， George Kennaii 
has invariably cHsplayed a surpris- 
ing energy and determination tc 
make a thorough-going study tc 
reach the bottom of the questior 
it hand and has generally su じ 
だ eded in making it;s correct anc 
truthful intierpr が ation. When there 


が e so many wrkers on the field こ quotations, and fact も the nnmbe 


George Kennan on the Korean 
Conspiracy Case 

In his CO び だ popdence sent : from who, either malidously or 口 ii.vit; 


d 打 だ ly. engage in tlie work of i us 
representing every important shita 
tioii that comes to notice clay b: 
day, it is at lea が reassuring to tin. 
sense of love of れ uth and ju>ftic* 
that an 110 tie が and con な ant effor 
■should be made by such a vreli 
known writer as i\Ir, Kennan. t- 
seek truth 的 r il;s own sake. Hi 
recent article f n the Korean Csu 白 
Cel も bi-e お obvi the result o 
such effo け， and we quote here it 
concluding pa け， as follows : 一 
In the light of th だ e な at:eraen た 


5 增式 

篆擊邊 

が-. 薇 



of which might be largely increas- 
ed, what just ぶ cation is there foi 
repr だ en ね tives in the Hcnise to the お sertions かが "the Japanese 


enact laws prohibUmg the manu 
お cture, sale and impo け atio 打 
alcoholic beverages, except for 


are cletiermmed to si:amp out the 
f Church in Korea け； か sit the reli- 
gious persecution" there amounts 


j jme も ’cinal and が ierit ぶ c purposes, to a "fierce か agonade"; and かが 


: an<l_should app eal t o tb fiir Pres 


iident to convene an International out extends to the wiping out 


i Anti-Liquor Congre が . The sup- 
pression of the liquor traffic, how- 
jever, should not be enforced im- 
Imediate か， since honest men, whose 
icapital and labor な re inv だ i:ed in 
the industry, need time to prepare 
ifor their future. It may be that 
；the 弓 olution of the problem will 
.come with woman’s suffrage. Here 
: however, I shall not discuss this 
igreat movement. 


"til 己 Japanese -proeramme — ぶ おが 


the Chri が ian movement ，，？ So fai 
as I can see. the only basis foi 
such charges ミ s the fact that, aftei 
Durham White Stevens had beer; 
a が assisted by a Korean in San 
Frandsco, a む er Prince Ito had 
been a が assin が ed by a Korean 
Chri が ian at Harbin, and after nine 
hundred and twenty-six members 
)f til だ 王 i Chin Hoi (a Korear, 
society friendly to the Japanese) 


had been murdered by Korea] 
patriots- in various parts of tin 
peninsula* the Japanese Govern 
ment made an effort to prohet it 
se け ， its serva 打 !; s, and れ s frie 打 cU 
by arresting and prosecuting 
hundred or more Chri が ian con 
yert:s: 、 v わ 0 were trying to kill the 
f Governor General. Tms is not ar 
attack on Chri が ianity, or Christ ; な 
打 1 お sio 打 aH が . It is merely an at- 
tempt to re が ra お seditious a け i の t) 
that has recently 1;aken the fonr 
of conspiracy to a がが sin がた 
The Japanese Government en 
courages now, and has always en 


politics by missionaries, 
the old Korean regime, hundreds 
け not thousands, of defe 打 sd が s 
Koreans pro ただ ed Chri なお nity in 
)rder to が cure the protection th が 
t afforded . 1 he American mis- 
ionaries at that time enjoyed ex- 
erritorial rightis, an も with the aid 
'■f an American M おお t:er who had 
limself been a m お sionary, the} 

V ぴ e often able to defend theii 
uit ミ ve converts む om oppressior 
ind i 打 ju な kre at the hands ひ f erne] 
ind corrupt Korean official ん にな. 
dually, and perhaps unconsciously 
;oi：ne of 1 : 1 巧 m began to exert poli- 
tical powei- outside their 
field of work, and to regard them 
selves as champions of the weal- 
again が the が rong in purely civil 
and secular controversies. か .'h が 
the Japanese took control of tht 
)emnstd も the が お m が s of ふ ese 
missionaries to prot:e け their n が ivt 
Gnverts from aggre だ ion often led 
0 coilisKiis with the Japanese 

.uthon むが. In many caws the in 
erf 巳 ren じ e of the m お skmaries was 
o じ btl が s right, but in some c ぉだ 
t was wrong ; and the Japanese 
fficials, who had their own idea 
vith regard to the management of 
vorean a 丹 airs, thought that reli 
子 i us teachers should confine them 
elv が to reug の us in が riictkm. 

As the government of the coim- 
- y gradually but steadily む n 
、ro、 でん missionary in 1 ;erference in 
ivil affairs b が ame. i だ s and 1 だ 亡 
nece が ary or ju が 巧 able, and の osi 
)f the Chri が お n workers, Anier- 
: can as well as European, ce おお 
■0 support their Kor な n converts 
n non- religious coiUent わ 打ん A 

お w, however, were loth to relin 
luish the power th お they had 
Tice ex が dsed; and when they had 
が hat s が med わ 比 em good and 
fricie 打 t reasons they took the 
ふ le of the Koreans again な tht 
Japanese administr が ion. This the)- 
have now done in the conspiracy 
case. Such missionan’e も however 
do not repre が nt the whole body 
of Chri が お 打 workers in the pen 
insula. That body consists of 
nearly five hundred members, and 
it is doubtful whether a majority 
of them approved tlie statement 
made to the Continuation Com 
m れ t:ee of the Edinburgh Con- 
お rence. The fact th が the nam が 
of the sign げ s of th お s ねた me が 
were not given in the newspapers 
比が originally published む （"Japan 
Mali,，， Augi 巧 t 巧， 巧 1 2) would 
seem わ お cliche 比が the men who 
believe in the intientio 打 of the 


Underpue が iai. 

1 he Re に £>r. S. し . Gulick ， 
author of ‘‘臣 volution of the Japan- 
だ e," who is one of the wise が and 
most successful missionaries ミロ 
the Far Ea が， pti 山 ished recently 
in the "Japan Evangelist;" an art- 
icle on the Korean conspiracy case, 
11 which he said : 

From the United States comes 
[he definite charge that the Japan- 
ミ &e Government is del あ era た ly per- 
secuting Chri なお nity. in spite, 
lowever, of appe な ra 打 ces, I believe 
こ he charge to be an error, due to 
misrepresentatiion of facts. That 
the Japanese Governmc 打 t ミ 打 Korea 
intends to ejd;ermhia 1 ;e, or .e-ven 


couraged, legitimate Chri が ia 打 wo み 
among the Koreans; tmt it obj がむ] "apane が Governm が t わ "wipe out 
now, and always ims obje け e も tc 
what it calls "intermeddling ir 


比 e Chri が ia 打 movement in Korea" 
are neither numerous nor in 


泛 れお夕 ’ r れ はたつ お筑 な款て 大使に のき 隊實他 H 雪" 

訓 のじの 然嚴 つた おじ し 龍る て赛摩 ら誠 化小臣 中飛 則は じ 大參大 = 新 
諭な 诘势れ 正 朕ら じ 巡 、神體 艦® I をき じ 盛 二を 空 巧の 五 巧 小 巧 •觀百 募 
せ 勤 おを どじ々 、於が 筑の 砲列の な須 聖典を 載を 船を 列 十の の 艦 苯 
ら じせな も し 日 後て し 摩 眠 どじ 二て 臾代 をのせ 酿 はさを S 巡 渡 ま新最 
れ 化して 世て 巧ち 後 艦 ら拜 接隻海 じの 參 端て け 経 四ぶ 渡洋 數じ S 霸 
化る む 蠢ホ且 め 新つ はた 觀 近を 岸 し 一 觀艇遠 おへ 哩 しど おは 鳳 T る 
も ，〇 る 達の 戰て陛 經て渐 も 船ず 護を て 美せ は < 測ず 其 河 注 及 巧 凌に お 
二 どす 海簡 化す 下を 次 驚よ る衞離 觀ん が 參丸 金ホ內 せび 十を は S 
十 を 巧 軍 力 艦に よ 渡 第 か り や 渡れ 踏 ど ど 巧 巧は 子二鑑 ら氷五 巧 横 S 
一 £ お 力の 除は ら長 一す の忽ど さ 下 思し 觀じ 文大哩 之れ 蕾 おげ 覆 
を は 軍は をを 彼 拜は别 ベ 万 も しせには 滿者 加ち おじかた おのう に ホ 
の 一を 日 達観 等謁 巧よ しを お渡ら はれ 艦を は 並 指 渉 旗 わ 等 戦れ が ミ 
祝 じし 進を 其に 仰れ！） ごのる 濤れ 御ね 飾 おら じ 揮 ら艦 化を 翻た け 十 
砲 汝て巧 喜 規對付 も 第あ歡 轟を 平 乗る の 載 其 外の 二た 大加 艦ら る 二 
ミ 等 之 ホぶ 律し ら御 五は 聲 々襯戶 艦 程 ホ し 他國下 個ら 艦へ 其當 海月 


persecute, し hn なの 打け y as such, is 
リ mply mcredibl も Sut, in view 
of the information it has certainly 
been receiving from - the gendar- 
w! の •た， it would not be s れ 互 打 ge were 
the Government:_General to suspect 
the Church of being perverted j 
from it さ' む lie function and of being! 
made a nursery of disloyalty and! 
sedi わ on.... Unless Japan お お Isei 
to her record for the pa が fort 扩 
years, she is not persecuting Chris- 
tians or Chri な ia 打 ity, but merely 
seeKing to root out what is believed 


to be disloyaky, 
anarchism/^ 


sedition, and: 


僞 もた 夫ず は 巧の ク盡皇 た 目ィ去 

をに るれ け あじ 事 トカ陛 らをム る 
確ァ もがで 親 依な グを下 、驚ス 十 
め ゥの爲 極 書れ りッ 係よ を か 紙 二 じは じで グ 

ん卜 なめ 力を ば 〇 ク賴ら はすは 月 百せ 19 b グ 1 
どグら 曠運グ 、而 靴さ间 前に 華 S I ん —1；： 卜 X 
し ッ云職 動 氏靑し 上れ 巧 大足が 十 i ど r 氏べ 
たク ！ のしよ 木て じたに 統る 通曰證 すの 日 曰 
る 社 〇 をたら 大間 がる 向領可 信の 2 ま 目 巧な 

じじ あじる 取 使 通て がつ グ きど 二 1 みら 

、電じ 由 も り 並 信 發密て 巧 設しュ 器 を イロ 
グ話 か ら失 おじの 表の 曰か 事て 1 g 
氏に 本 巧 敗す 高 附す親 露 巧を 巧ョ f をブ V 

のて 社 還に 使 卒記可 書 猜巧猶 外 1 史 ク、 白 
が 其は さ. 終か大 すしを が 治 載の ク ^ 

書眞 商れ ら を 巧る と アぶ天 _し 巧夕 


ふは 方な 國協 1 才右實 取る 天位 ど 目 役 

• 所 事 法る 民の '八の 無 お 處皇を 言下 某 
な實 をを の外ブ ィ記 化しな 踏 おへの 巧 
しの 譲な 不 を！ 才事 のじき 下す り處は 
1 十阳 ■■がず て 信を ド 州 夕瘦運 ものる 〇 巧 答 
— — な 巧 米を 員 巧シィ 造動靑 親某尙 等へ 

を し國世 長は ン ム說し 木 書巧當 のて 
知 ピ議界 じ 書 シ^な た离 云の 地 言、 
ら言會 じ 寄を ナ 紙り ら 年々 談じ明 本 
ずへは 示せ ホ チ 上 ど な両 じを がを 件 
ど b 速す 斯國 1 じいで 大付 聞て 爲じ 
し 〇 か陋の 議巧现 へい 使て く 資す 踊 
で 珍に 劣如會 のはら ふかは じほを し 
巧 旧 適の き 上 ドる 0 事同柯 、ゐ 巧グ 
等大當 巧は 下ク る 因は 親等 明る ま 氏 
い 依の 爲米 両夕 やじ 事 書 知 治 地ず は 

ら はは 頃 


の滿 

眞鐵 

ネ目道 

事 


たど 露一 1 藏 •道ち ず しよ 議両渡 路じ嘗 
る 〇 國若大 の パ 巧 がらに をを 緩會て 
後^、ホ し臣 譲 リ耶巧 歸質覺 相 お し 一、 
ち リ化日 苗 渡 マ 無 めら し書談 の兼ブ 
之 マ 淸本奈 をン耶 、てね のせ 計て マ 
を ン 鐵が壤 繁 はの 廟絕 ら をし 畫希ン 
ノ は 道ち S 國同 間謀掛 、おじを 望が 
ッ 化の お 1 じ理 じか じがを 、說し 渡 
ク の 賣錫香 ホ 由が 何 其る 為を きお 日 
ス姐渡 逆ち めの一 らと不 じせ も 巧る の 
巧き じを 答 し 下れ もす ホ し 之 お 化 際 
じ 巧 應讓へ じじた 爲 をが 後を 鐵 が、 
諮議 や 渡て 時化 ） すま お 之を 道を 伊 
ら をん せ 曰 の淸 〇 を 巧 まを 諾の貫 藤 
ホ經 しば < 大鐵後 得せ 那廟し 譲鐵を 


を 

開 

の 


H 

前 

の 


龐 Z 秦 
上 ご 天 
じ會ホ 
於社國 

てに お 
左ゐ領 
のる 事 
かス ’（： 

く 卜し 

發 レて 

ま 1 目 
せ卜下 


本 


近 


信 


爲關ノ どろ 者ム 

めし 1 其ず のス 
目 絕ブ大 主 提宮ン 


わご ど 仙 斤 鑽量內 巧を 實一 ♦てると 

じ 雄 同を 每 一目 及哩 云に 口 小 發事化 し 决め留 
自 も樣 巧に 區は其 五へ をよ 包ま あ 件 者し 巧を 
動 之に し S 域 十な— 百 ば々 ら截 すら じじて 國が 
革を 取 第 仙に 一外 哩五 ホ實 巧す 柯關あ ホには 
を 取を 八を 於 斤の 千 十 曾 施 制しれ し ら 國其兩 
鱗 扱 ふ隨增 てを 八哩哩 有す 度 取て ずは 讓國 
乂ふ其 域す 一限潭 千な のる の 纏 本 云 無渡旣 
し 事 他は 第 斤 度 便四內 者新大 め 社々 謀を に 
自 どなが 二 五 ど 原 巧みに 小な たは の 申 承 
らな 敗も區 仙な 域哩 じし 包 革 る 他 申这認 
鐵れし 外 域ち しじ 千 巧て 郵 一に 茲 みせ 
道む 易國 巧が 致を 八 五々 便ネ 篇聞 みしる 
じ殊 きお 上 量 便 もな 十 其 制 年 ど这 を 者 者 
化に 小便を 目 税ホ哩 哩槪度 一 しみ 爲 など 
らが包 焼 一一は 包り IS 要は 月 追た せら 認 


下斟グ 部す 議殿ド 程 巧 紙を 巧 S 月は は 其 崖ら 5 >當 む 運が す 
尙巧 及み 其が じ ンな 家 帯 見 部 日日 A 普 被 又み 同ボ ♦ る おん 盧 
ほじび ぶは 基が のち すは すじとは 1 通 害は じ 廣じ及 膊事會 民 も 
解 么ュを 連 度て 講ど ら實る 絹る 千號 のを ホ 第 造が び 造' ご おじに 
决を 1 認巧 を 蘭 和 云 其に 事 織 ら八一 者 蒙國八 紙て 五 巧な じ 巧 お 
じあ ジ せの 越 會談ふ 眞 精を 雜 〇 巧 八よ れ煙 衔带ク 巧 帯る はち お 


ま絕ァ し 要 b 中 
らせン も あ 一な 
ざん 諸 只に 致る セ 
る ど 島ア對 す談ン 
がせ 讓 ドし るお卜 
かる 渡リ殆 じは ゼ 
しがに アん至 巧！ 


僞緻 得な 尙八 八ら ら草 及を ブの 二べ 大 をず 
をな べき は 十 化 少ど會 の 使 ス發十 し 影 典る 
がるし を 遂二〇 く 云 班： 十 用 マ見雖 蠻 ふわ 
別 者 乍な 視を云 重 ふは 四す ス 、 をるな 
しじ 去て すと 二 〈 、最 町るな 十 蒙 どじ 
難て お 能れ 月 S 番紙 多のを 前 巧 ら共化 
き專 弗く ば 十年號 質く 酒を よ しじ 顯 
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共 じ 御 還 幸 遊ばされ たる 由 
♦日本 ジャブ 巧 化の 巧 蘭人を 怒る 
頃自 ジャヮ じがけ る 日本の 運送船 業 
は益發 達を ホし ジャフ 及びを 洋諸國 
間の 運送 じな ふ 和 蘭 船は 殆んど 日本 
船舶の 爲 めじ 其 業務を 失 ふじ まらし 
結果 同 島の 商業 會議所 及 摄巧會 は 共 
じ 速を してけ 本船 舶じ勒 する ボィ コ 
ブトを 爲し 旅館は 目 本 荷物を 取扱 ふ 
勞働 若の 宿 巧を 拒む じ 致り し爲め H 
本 船舶の 苦難 一方ならず 日本 外務省 
は 化 報 吿を得 直 もじ か 蘭を 府 VJ 談判 
を闕始 せら ど 云 ふ 

♦日本 か 學ホピ 時事問題 大 が江庐 
掘女學 おじ 虫曜會 どい ふ 有ら 此會げ 
目的は 女子 常識の 發 達を 企 圖 する も 
のなる か 頃日の 報吿レ 因れば 新聞の 
S 面說 事に のみを 目せ し 女ず はず や 
社 曾の 趨勢 じ 伴 ミ」 漸く 時事 間 題 じ 
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古 俄蠢の 

設置に 就て' 

が 傲を 同胞の 爲 めじ S 個の 機關か 

必要で ある、 j は淸 潔な 健るな ホ！ 

ム 、，二は 並 ハ間惠 おを 發 ぶし、 間胞の 

同廠を 体じ掛 する 自覺を 養成し、 直 

ク お閒剌 益を が 譲す る 機 醜で ある、 

而 して 致 後に が 畜機關 で、 これは 鬧 

胞勞役 清の 間 じが 畜の巧 風を 養 ひ、 

同胞み 間に 最もを しい 資本の 集 穂を 

臀を 上に 無くて はなら ね機關 である 

あ 去 r ヶ年 間、 我輩は ホ！ ムの剣 

獲じ關 して 傲 方を 潜つ たので ぁつた 

か、 幾々 かぷ巧 あを 化む る 事を 得た 

ので、 過去の 經 験と お驗 じが ふて な 

丈つ た 一が の 自覺也 ごじょ つて 第二 

驚 S の 磯關を 創立した いどる ふ將ホ 

の ホ かを 巧した めで ある 0 ' 

二： ユ； 育 新聞社の 甲榮健 一 巧 か巧藥 

じ勸め 且つ 巧が を 同胞め 爲 めに 其 一 

I 頁を 削いて 本 涧を展 いて 下さる 事 じ 

なつた のは 勞せ ずして 我 誰の 円 的の 

幾 ホを 達した か 第で、 ザ 薬 若め 御が 

窓と ' 、 - H 义 週報 社の 一 奴 おお ピめ御 

莖力 どを 深く 謝する ので ある 0 

巧 藥戍千 かな 十ー ニ 年 じがて は 等ら 

本澗 ホび に 本： 斯聞 紙の 腐め じ 猫 力を 

注 中して 幾を め 巧 あを 藥げ たいので 

ぁる わ、 巧 俄 ホが 留词 胞歲若 もぶ 樂 

の 意中を 肘 度して み 綱のを 展 、維持 

じ餘 力を 巧へ て 頂きたい 0 

閒く かかくん ばが ボ树胞 中 じは 本 

滿の劍 帯を 目して おかお かお 巧た 位 

こ考 ふる 人々 も あるを ふで、 こけ 拽 

，も 本 . 稠嫂獄 めて 必要な 所 巧で ある、 

箭聞 紙じ對 してが 盧を拂 はね 子を は 

必ず 如柯 かした 人々 セ 香 人は がるん 

々贷爲 めじ 夕乂の 注 患を 拂 はねば む 

ら ぬ ^ 了 巧 これは 错み 自じ货 してが 惹 

を拂 なね 蓮 中に 攀官か 最も 巧 盧を挪 

ふ . ど 間 棟で 夕く說 巧す る をらない 0 

I 樂じ 制戲磯 願た るか 果 から 赁 つて 

I も渐 邸が のが 化は 甚だ 明確て ある、 

j 脚 ホ 知の 通 - 爺の 權 力、 先 藥のお 

萬、 が 接さん の ホ 富、 わ 婆 可ん め 御 

を 愈、 脚 かの 必 お、 などを を然 離れ 

遠が つた お 外 じ 於て は綠 b 自家 獨を 

ホ義 や、 自も化 巧ホ義 がわ はれて、 

を 會學を か說哄 した 巧 則な 外 じ 奪 も 

' 一 答 個人を 制魏 し、 獎繳巧 遮す るが が 

知 無い ので ある、 斯る缺 堀に 於て す 

'I ら舰 劇が の 樹は奧 火な ものでぁる、 
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化 外 何等の 確 威を 巧 巧す 事は 出 ホな 


恐らく ば 巧 俄 岡 胞閒じ 自覺を 
化いだ 旗 所も廣 ろい 韶米刺 加の 地 じ 
澤山ゐ るまい、 上先樂 から 下 後進 じ 
まるを、 ホ どして 秘端 なお 利を 機榜 
して、 を 利を 無視ず る 傾向を ホして 
短る、 先輩は 何 じ 敗 兵謁ホ おか ど 蘇 
つた 脈で な藥を 見下し、 後谁は 何に 
巧 刺々々 速 かご 少しも 敬 葱を 拂 はず 
二者 殆ん で無關 係の 狀態 にある、 
先達 後進の 腳 巧は 韓退 之を 巧つ て 知 
るべき おは あるまい じ、 ホ 俄を の U 
本人 じは 是非 絳退 么か必 嬰で ある 0 
斯 巧に 消 掠 的から 觀 然しても 本欄 

の劍 おは 實 にが 意が で、' ぶし 校 株 的 

じ 巧 動したならば 殆んご 限 巧は 無い 

めで ある、 巧 誰は お識 あの 後援 じよ 

つて 本 網に がて 火い にを 動 せん V 一針 

畫 して 揖る〇 


白眼 臺 ょり 


; "•ご 

說が 


疎に 化 あのが じがる 人々 も お 锁をお 

攝 して 其が がを 化す 上 じ 於て 巧閒巧 


が 俄を の寒氣 はな あ 外 じ氣樂 にお、 

無 夕 すは 株め てが 氣じ兒 わが、 をな 

ホ 針 上 索 外 じが 都を なる にょるべき 

か、 働 U は 深山が り、 物 借 も 比贼的 

じ 低廉、 ぞ恥叛 はな々 繁盛して、 ジ 

ヤッ ー . ン 、ゥ s' — タ ー を ホめ、 紗 にを 

々中 一二 乂チ ヨブ スィ も 開かれます か 

ら ね、 ィヤ乂 丈 ホ でげ ず、 どい ふが 

演氣 、何は さて 御結攝 なみ 第、 川-み 

のない ザ ホ じ 御座 破、 嫁な 巧の 火 製 

ザなる は 高は ず も か。、 フア スト 

クラスは 引 張 b ダ n 、 セ コンド 记撰 

採に をひグ 9 ! ン は -' 、 一： マ' ムス ケ 

グを引 上る お ホ、 夕物 巧の 火光な 巧 

すら キヤ リメ ット巧 じがて 腺を おひ 

がらる、、 趣 化、 M 時 も不族 氣い* 龍 仙 

ずらな 脈 おのべ ー ス 'メン トに馳 けを 

めげ 巧處 じは チック、 こ； じは フ " 

ック 、タキ シ ^ ~ ド、 どな 氣 のが L 巧々 

が 投げが てた お下りを 鄰 の藥视 おか 

ら拾 化の ベンジンで 潔め 上げて ぶが 

な クリスマス かお 巧る-こ いふなろ し 

い 調法な 時節な - り、 巧し 謀 巧の 巧プ 

ブンス 、アグ バ！ 卜 など 御 入 ' 用の 節 

は柯時 じても 白眼を のべー スメ ン 

じ 御 案 お 致す ベ < 、ぶ すれぶ が 仙の 

ベンジン じて 率 足る 可く 候 0 

を 十 ' 側 じがら ては わ懲か 深い A けに 

御 多 だに がらせら る ^ は 御ぶ ごが じ 

板、 お 領举阳 が 巧、 お 水 御 若が、 が 

ホの が 煤 - がが 巧御經 化、 殊にが 彌を 

人の お ゐる淸 水 御ち がは！： 部の 贞巧 

が ど デスクを 鞭ぶ つて 叙 > む じ 抑：； こ 糊 


とを 利用して 外務省を ィャ六 平 巧の 

= 本 民族を して 紙 解の 處を をを 研 兜 

せしめん ど 努め がられ 候、 先 = 1 ぶ 

人の 爲 めに'、 お呼びが せの 巧め にす 

るが 留班哄 願の かじ 就て 出 頸 致し 候 

處 が幾牺 成らず ど 御 おが： 流の 特お 

を發 蹄せられ 龍 仙 恐 入つ て 退 巧教し 

お、 龍 仙 嫌んで 樂 ずるに 御考 がは 最 

忠 實じ路 K 制限 法を 腳わ ずる 御！ 人 

じ お、 巧し 御 閑暇 もがら ばを 潘排 H 

本部 じ 乃を 化り とふ 女せ ょご 御中 送 

み可然 候、 ぶ 俄を 領带 館の か； る閒 

趙じ對 する 御解释 、態 巧、 议び 御處み 

に 就 V-H 下が 巧を 集めて 切ら じ硏化 

中 化、 不 U 本 鹏じ收 めて 前 橄者ど 後 

進 巧 どを 懲戒し 化 父御を 紋わ 柴を诗 

のをを 巧な 巧； 忙中 おを 求めて 巧 
、むを しがが 0 

が锻じ 高がの - 巧 才 、阿部 巧 ホ ぁつ 
餘稍用 公 御お抖 じが、 离が近 ょら 
ず父遽 ぅからず るよ 兹を 操榜 しで 巧 
せ ホる 巧は 淫け ざれで、 モソ ット近 
ぷ . 9 を ふ。 もの ごな 想した 速 中 一け 端， 
ろい ぶかる 趣 化、 デ々 タンは 毕ろ巧 
述 • 一呂 おみを 令 なれで . ； ' 巧裝 は。 ほ あ 
い 心まず、 ん 燃 - つ、 ろな しみて 閒 き、- ょろ 

びてき どい ふ 巧 化の 阿部 氏 じ 

ら V- If テ カ タンめ をに 染んピ b ど 

いふなが る 酷が にが、 要するにみ々 

の 世が けを も强 ‘U いおらず 诞 -r へき 

は 唯だ闕 がわみ、 帆 部锁が ホに 6 巧 

巧毁 せられょ 0 ■ 

が 俄 わ U 本人 中 お！ > お たたる li 、 山 

りお 濟夕こ A が靑 ザを 9 : 一人也、 〇 

ホの みすら 持 t> こなせ！ 2 ホが み W 胞 

小、 巧 弔に 解 ホせ ‘':' る： は 化 一; んめ 

み、 御邮 がけで 化-門 十 互 ザに がける 

巧 郵は雜 帥の 剖；：：： し V - がか せんとす 

る處な b '、 ； 邮 元老 ホに 巧 お 自愛し -^ 

胞の爲 めじ. 斩化 おを 隅 かれん 半を 

あ’ 唱 致し 极〇 

化舆巧 田巧观 化を 引で けられた がみ 

お 人は 颇る 奴ぶ 家 化、 义 桃め V- あ-晒 

る 一人物に が、 だ 人は 銭 巧挪が 

が W 巧 锐潑の 下 じがる 閒 は越轉 9, 他 

滿 る； なきを 信じ W 胞の爲 めじ 御 

健が を 斬 b 帖〇 

と 八が 前、 が 内 ヶンゥッドめ 化に ぶ 

もて あ をら 倒かん 寒き 夕、 惭觸 をぶ け 

つて 谢-資 をを 将 たの 代 四郞化 巧かず 

义 恥が み 火を じ 於 V- ビ ー 五ッ ホ 、 デ 

イ！ かを 位を 得られし は々 界 の」 を 

お、； ' 火げ ホに が、 お 人は 旧 化 お 

かおが 兜を 火ぶ し帶が じぶ 滅 $ 記 傑 

を播 さむん 車を が 巧し 巧 紫して 不 も ' 


巧 俄を 共を 貪 じ 於て は 巧 夏を 湖し U 
み 旅が 蝴を 組織し！ ニヶ パの 豫を じて 
を 國を觀 化せん 計莖じ 候、 こ. わ ホを 
がの か 率、 M 人 も 遮すべからざる が 
機會じ お、 妻 おを がが 帯せ. 找き 人々 
、両親の 顔を 巧した き 人々、 其 他 か 
巧なる 人 じなりても 最も 經濟的 じ 目 
的を 速す る 機を じ 校、 勿論 殿様 旅が 
等を 欲する ホ 合は 斯る 旅' れ闕を 要せ 
ぎるべく 而 して 旅 •れ愧 も 巧る 人物を 
耍せ ずが、 お 人は ホ 縣會翰 部 かが ふ 
I 可き 闲難や 繁雜な ホ 數を御 氷 知の 上 
じて 是非 針 窠を實 がせら れん 事を 勸 
巧す、 又 M 胞の夕 數か化 機を 刺 用し 
て 或が 弗、 營ヶ 巧、 い .総 裳を なて 化齒 
の風尤 におし、 携 をを 温め、 恩愛 S ' 
關 倭を おじし 父 特に 化の 如きで しき 

な 閑を 得られん 事を 御 倒め 致し 极〇 
雜 ' ' : が： 

おで 方 弗な トーめ ブレ セントを ぃ巧つ 
たがが を 人は. 小 觀氣ピ いふが はお 巧 

まい、 U 本人 だつ て 其 一方 かの； め 
をは 巧つ たもの ど 見て ょい 0 

•リス マス セ— ：^ け 何處も あつた 

おで。 いどを つてが る W 胞巧 人は 其 

だ强 欲で 御座る、 '其货 頗る 儲かつ た 
速 小 か 义い巧 だせ。 

近 おお 输 巧は 綺 おの 販 がに 大成功 
した-人 でめる か觀ザ 後が ザ おを，. が 
棠 して-からる； 旣 に化險 巧が'' 3 化 巧 
あどして 幾み の餘 暇を 削いて W 胞み 
姑め-柿の 貯お獎 卿を！； つて がらる 
、ホが み靑が 約を 茨 中の おなじ や 

を お ホ； 八 アップに 中‘， っ .むた 述中 
.棵 山が こ、 やられた か额 にめ て 約 
ぶが 那 、巧‘ けた 煤は 将帥み おかに な 
るを でけ 無 かつた 巧 だ。 

乂 - :、 ツシ y ン ホ*—' ムのク V ' ス マソは 

思つ たょ 6 撫乂 だつ た. こい ふげ 巧 じ 
や、 ホる 可き ザに 化て は： がの お蝴 
を-典す る'^ 

▲ 乂典 中だピ 云つ て 阿が も 巧 おし V 」' 

をを 贷 はの 述中 ご、：！： ん だぶ お 地 か 

ぶい 火い にやるべし. こ 牛が 中炯 を'. が 

盛し \」 がる ホな かがる、 前ぷは 寧ろ 

ビジで スサ 1 ク片 じぞく 後 おけ 海ろ 

がな ぶの 侧 U ぶぃり 

^ 搞巧の出みあはぶる一 ^ 卜 . 八=^お永 

で おがを を備 したを ふだ、 笼 おがす 

可し； 夕 の 巧义中 おだかめ ーバ ー セ 

ントを 化 おの： 巧.、'、、 シ ガンの 測邊 

じ 巧ず る どは 端ん な もの だ 〇 


を闕 6 • 直つ あ 宿 部を 經豁 して、 が 

留时胞じ嚴も淸巧な ホ ） ム を供給し 

て & ぶ、 H 下を 貴敕 八十 じ おい どい 

ふ聲た ある、 お パのを 赏が附 収入は 


少 


が 弗を 下らざる ホ 化 0 

• ミッ シ； n ンボ ー ムは拘 戴 巧 

巧のを 憤を ホし、 目下 お 劇中で ゐる 

や； 其ぶ 礎を 闽 め、 獨立 經濟は 益、、 

巧 學：で 1 會員數 はが H 增 加して ゐる 

現数 お 十を 越へ、 が パの お 恥を 费化 

乂 ホれ をが 弗で、 斯ホ ー ム じは ザ 巧 

十夕の 常が 者を おへ てんる、 お i 蹤 

H のがは 义藝 趣陳の 集を を 催し 、 U 
腿 H じな 畢讓硏 兜 や禮拜 式を 關 いて 
W 胞の聚 化を 巧め てなる、 過ぶ； ヶ 
ザ ザ 盤. 劍立 じ關 係した 幹が 觸本爲 一二 

巧は が 年 水 職を 退かれた 0 
♦ ホ 彼み 乂 をが 校 叫胞化 U 本人 お樂 
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自然と 人生 

自然は 字宙じ 於け る 至大なる 者で 

ある、 少< ども 其大郝 をを 占領して 

盾る を ど 可 龍で ある、 彼の 赫 おた 
紅喊 や、 玲穗 たる 明月 や、 爛 かたる 星 

みや、 觀峨 たる 山 や、 灑 々たる 水 や 
空氣 や、 時間 や將た 引力 やは 皆 萬 有 

自然の 現象の 或る 部を を 代表し、 旨 

然の 天則に 導つ て 靜動自 化の 大 威力 

を 示す をで みつて、 か 何 じ A 生 千 萬 

年のを 力を なて する もを らくは 旨然 

を 征服す る； は 出 ホぬ であらぅ、 夕 

併 吾人々 類て ふ 煩 權を賊 せざる 自稱 

§ 動物は、 時 どして 隨か驚 < 可き 

勇氣ど 「で ナジ ィ」 とを 悔盡 しで、 自 

然じ逆 ひ、 之 ど 奪 戦して 置の 细き虛 

營 也を 滿足 甘し め樣ど 試た る けれ 典 

常 じ 「自然 ど 調和し 間 化すと ど 云 

ふ 巧みなる 遁辭の 下 じ、 結局は 自然 

面前 じ愧 首し 降遂し 終は るので るる 

ま 人々 穀の 智識 か啓發 さる {じ 伴 

つて、 過去の 事實殊 じ宗敎 あ、 文明 

苦 等 あおの 源泉た る 巧き、 歷 史上の 

ィザ シ ヨン」 の 價値じ おして、 

骚問巧 出、 盛 じ 其 硏维を 巧 ふか 爲め 

一代の 想 潮 か 巧々 飛んでも ない 

誤解を < は 曲解 ど 共 じ、 A 頻首身 じ 

執りて反て不利益なる議論を生む^ 

か あるけれ 共、 冷靜 じして 偏頗の 意 

I 思な き 自然の 勢力、 命 かじょ 6 て 其 

巧び「セ？ン」じ立戾るミは、 がもア 

少 ユ？ グの钦 おを 過度 じ 用 泣て 泥醉 

舞した 者 か、 一を の 時間を 經れば 

'ツ バア」 のが 態じ復 ずるの ど 間 様で 

I ある、 夫で あるから 時化の 思潮 かを 

'自然を 無視し ね 調子 じ奔 かした な 

I らば、 換言すれば 巧學萬 能の 獎じ隋 

1 又はを 權唯 貧、 物賓崇 巧、 强を の權利 

の 盲従 等、 極揣 なる 傾 おを 現は した 

巧を じは、 時化を 客 お 的 じ考摄 して 

思潮ぶ をの 缺 おを 指摘、 曝露し、 人生 

巧の 事柄 か 緩て 自然の 天則 ょら 割 

す おさる { 所な を說 明して、 耽溺せ 

る 時化 思潮を 纔 正し、 之を して 中庸 

I を 得せし むる やぅ じ 巧め ねばならぬ 

吾人は 化 惹義じ 於け る 自然 ま義 論者 

でを る 0 

おる じ 世のを くを 然ホ 葵を 標榜す 

る 溝の 中には、 熱烈なる 化 鉄の 詩人 

ィプセンの 谢 く、 享樂 的ち 然ま 義、 

I 否、 をが 的享 樂ホ義 、即ち 表面を が 

を 劈 重す るかの かくに 装 ひなから、 

嘗 はちが の賊 である 所の 「乂 煩の 國 

結」 を呢 化し 「人類の お 上」 を 冷笑し 

I て 首が のか 令の 下 じ 定められた 答で 

I をる、 倫理 道 德の實 際 的 借 値を 駡倒 


しまる 本能 鑑 歌め 一派 かるる けれ お 
、元 ホ かがま 義は乂 をの 眞の自 ホな 
る 者 か 自然の ず 總を脫 し 待ざる じ 於 
て、 至妙 ま 深の 盧 ホを 爲す巧 0 を理 
解せ ざる じ 基け る、 不自然 且つ 樂强 
附會の 說でゐ つで、 其 主義の 甚 しく 

「五ゴ チ ステ ィツ ク」 なる じ 顧みて、 

音 人の ホ 張す る 純粹な 自然ち 義 S 词 
樣じ 諮む るを の お ホね の 非 ィズムの 
一で ある、 がれ ども 育 者 千 人の 赴會 
は 之 じ反對 する 者も贊 成す る 者も俱 
じ 「ナチュラリズム」 の 本 議を硏 をせ 
ず、 玉 お 間 架、 之を 肖して なじ 本能 皱 
吹、 人道 無 巧を 王義の 骨ず どす るか 
の 如く じ雜し 立つ るのは、 抑 亦猎稽 
の 巧 第で ばゐ るまい 乎 0 
中 唐の 自然 静乂 たむしな 香 山は 「 
朱顔 日 漸不如 故、 靑あ 功名な 何處、 
欲 留年 少待镇 貴、 當貴不 巧 年少 ホ、 
「ど 言 ひ 一資 愚 貴 お 闊歸盡 、化 巧 慕 高 
嗟峨 、ホ來 如 化非獨 巧、 ホ 死 有诞且 
离 歌、 Jvj 言 ひ 巧 「天地 澄 遙宮お 义、 

白 兎 赤 烏化趁 を、 身 後 堆を驻 化 斗、 

不 如を 前. 一 樽 酒」 ご 言つ たか 誠 じ 面 

白い 垢の 拔 けた 觀 祭で ある、 索 ど 吾 

人々 類は 宫然の 命令の 下 じを め わ ど 

信じて 居る、 若く は 信 せんど 欲して 

おる 倫 禪を哨 へ 道徳を 敎へ てをきな 

から、 朝 一二 慕 四、 屢 々之 どネ 盾した 

巧 動を 敢 てして 蜡ら ぬのは 如 巧なる 

譯 であらう 乎、 而 して 善ご惡 くの 穂 

準なる 者は 時化と 云 ふ 怪物の 要求 じ 

應 じて、 人類 思想の 變遷を 促 かし、 

絕對 的に 自然 ど符 をし 得る 善 ど惡ィ J 

の 永义の 標準を 測定す る 至の 殆で不 

可能な 鶴を の あるのは 如何なる 譯で 

あらう 乎、 盖し 文明の 向上 どは 人類 

其 者の 幸福を お 進し、 精神的 じ 且つ 

物質的に， 其 進 ホ發展 する 事柄を 意が 

する ソゥ だが、 比較的を 數の 襟を じ 
於て、 商轉の 所謂 自繩 自辨の 謗を 招 

つ！ あるでは ない ず、 而も 乂晴饒 

滴、 世 道 類 儀して 倫理 道 德の糟 値 地 

じ墜 クど絕 叫す るのは 自個掃 着に あ 

ら ずして なんで をら’ っ、 要するに そ 

盾 ど 人生とは 影の 形 じ 添 ふか かく 之 

を 引離を うどしても 到底 目的を 達す 

すきでは なから う、 彼の 天網 恢 々粗 

じして 洩らず のを 語は 大 なる 自然の 

制裁 力が、 案外 某 礎の 薄 弊な 倫理 道 

德の 威力を 遙 かじ 超越して 居て、 吾 

人を して 更に 曆】 曆發奪 進化せ しめ 

やう VJ する 適確の 證 擦を 示しね 自然 

の シン ボグ でゐぷ VJ 解譯 して 然るす 

きで ある 〇 

由之觀 之、 人類の 示 會は渺 ごして 

夕窗 のな 億み の 一 じだ も かかず、 宮 

然 よら 看れ ぼ 九牛の一毛 じ も 比せら 

るべき 嬰 兒でゐ る、 東洋のを 學者じ 

してち 然を 最も 善く 誌 解し ねのは を 


でで ある、' 其ち ず 五 千 言を 讀社 じ、 
說< 所眞じ 衣 妙で ある、. たどへ ば 「 
道の 道 どすべき は 常の 道 じあらず、 
名の ぷ どすべき は 常の 名 じあらず‘ 
ご瞒 破し 「智慈 おお 有 大僞」 ど豫 言し 

「苗り 者 不知、 知者 不言」 ど 長 嘯して 乂 

ホを 自然の 前の 一 辕じ附 し 終つ て 居 

るりれ 典、 彼の ホ 狼は みら じ 自然 じ 
ふ辭 して、 自然 どの 調和 同化 則ち 人 

類が 自然 じ對 して 直つ 戰ひ 互つ 降 6 
なから、 其' 大 威力の かみを 奉じて 不 
おの 眞巧 ど諷を せんか 爲 めじ 進化す 
るのを 化て 自己の 天職 ど覺 悟すべき 
答で あるて ふ、 両者 交渉の 根本 巧 解 
釋じ 觸れて おらぬ、 j 言 じして 蔽へ 
ば、 活ける ホ會じ 於け る 活ける 人類 
じ骑 して 充を のを 灌ッ氣 を 典へ て 居 
ら ぬ、 人生を 自然の 對象 ごして 深刻 
なる 意ホゐ - i ' 尴ホゐ る 者 どして 短ら 
ぬ、 を じ 於て か 吾乂は コン コ ー ドの 
哲人 ユマ ー ソンの 旨 然觀の 一端を 紹 
かする のを 當 なる 巧 さを 信ずる、 讀 
者 庶幾く は當乂 のま 張を 目して 腐始 
的を 敎 9' 迷信より 岀で たる 自然 祟拜 
ど同樣 W らど 速斷 する； 勿れ 0 


く 外部 じ' 向つ で發歷 しよう ど努 .め 一し 

必を 潜めて 深く 內 廓の 省察を しよう 

どせ ない 〇 なじ 明. をは 政治 上に 於て 

は 非常なる 進 ホを 爲 し'* 殊に 軍事上 

じ 於て は日淸 日露の 巧 役を 經て巧 進 

ホ發 達の 大 程度を 遺 減な く 化 あ' 力 邦 

じ 示して、 ホ輝赫 々たる もの あれ ご 
も、 稍々 內部的 ども 云 ふ 可き 殖產玉 
業、 更に 純內® 的な 文 莖宗敎 どい ふ 
やうな 思想界の 進 ホが 通々 どして が 
々しく 往 かぬ どい， かも 畢實化 故で あ 
る〇 元より 歷 を 上の 一大 時期で ある 
から 化 時期 じ貫聯 結を して 思想が の 
進 ホ も 見ない ど 云 ふので はない が、 
比軟的 著しから ぬので ゐも〇 鎌倉脾 
化 じは 五山 文 學がゐ つた 〇萬敎 も 親 
變 、日蓮？ 道元と いふよ ブな 一二 傑が 
おつて 新 寓敎を 起しね 〇 武± 道 VJ い 
ふこ VJ も礙 格な 意 ホ じ 於て 鍵 倉 武于. 
の 逢 物で ある 〇而 して 明治の 义學は 
如何 〇 明治の 宗敎は 如何 ごい はれで 
其 返答 じ 困らぬ 者は 恐らく 無から う 
VJ いふので ある、 晚年じ 至つ て 旨な 
ホ 義が起 り、 禪學が 盛 じなり、 宮 じ 
表現 どい ふやうな ことが 文藝 藏の昭 



も 何を いふか、 明治 四十 五 年 じ 開く 一 

可 か-^ し U 本大樽 覺會は 五十 年 じ 延 { 

び、 遂じ义 中止 どなつ ね 〇東巧 巧 民 

は 之を 遠 城 じ 思 ひ、' 五十 年を を 期し 
て 東を じ大傅 覺會を 開かん ど 建議し 
た〇 先帝の 御 崩御 じ 化て 之も訟 ホな 
しじな つ わか 今度は 大正 一一 一年の 御卽 
ほ まを 期して 開 セッし ょぅ VJ 空 意 張 
を やつて、 いつも 乍ら 評 おの 八を し 
いこ どて ゐる〇 さぅ して 而も® かし 
いこ どて ある 0 H 本國 民は 巧 も すれ 
ば 小さい コセ -- 3 た島國 根性 的で 
徒に 口八签 敷い ふ 斗ら で實行 の 伴は 
ない 國民 である 〇前 大統領。 1 ズべ 

グト 巧を て大 艦隊を 化を じ 送つ た當 j 

時 兎 巧の ホ 難があつ ねが、 ロ ー ズべ 

戶卜 巧は 斷ず どして 大 艦隊を 送つ て 

椒 みを 间航 せしめて 巧 經费の 多大な 

る じ 引換へ 其 効果の 餘ら がは ざる も- 

顧みな かつた 〇么れ 口！ ズ べ八卜 式. 

巧乂國 はの 斷巧的 慮 志 力の がる 處 を_ 

示す ものである 〇魯に 威嚇 どのみ 思 

ふ 巧らず 〇 之を 大 博の 小 旧 巧骚じ 終； 

つて 砸を 天下に 晒ら す ど 熟れ ぞや〇 

辩繫 .觀蠻 


今回を 脚のを 
を. 博离 去.'' 一 業を 巧 張し 在 

g 巧廣 を} 記の-巧 じ轉を 

0®® 包®®®®® わ 上 一巧 薪. 坪 

叮 をを 巧 ミし を 位の® 巧巧阅 も； r 中 

お 間 巧 巧 ゴ愛趣 之 稍を 願よ 校 

中島 旅飽 お 巧 巧の， を i 宿 

. がま 中な， 赏， 

道 顺は游 な 巧 西 八 TH 惇ホ おにて 
下車し 二 了 下る 

ち charlew wt. IBet. < 、•一 C th 

anb Jf th. 5t. N. Y 



ぶ y 


上圖は s 十ー ニ 年 前 第 六 街 じがり しお 
が 組の 篇眞 じして 巧敢の 左方 じ 立て 
る 人は 當 時の 驚斷 巧、 今の 閲組 総裁 
が ホ 保 固 巧〇を ホは 目下 雖がじ 於て 
家具 業 じ 成功し 短る を 臘人キ ー モン 

.こ コラ デス 巧のを きお 彭な も 〇 兩人 

みや 巧 成ら 則豐 かなる もを ホ 叟じお 円 
春の 氣魄を 失は ず、 な々 VJ してを 巧 
業 じ 懈怠の 色 無し 〇化 小酪じ おして 
S 十餘年 前み 往時を 忍ぶ の 時 兩乂今 
昔の 威 や 果して かがん 0 


觀 輸載 .觀 


大正の 曙光 y 望む 

甲 山 こ 水 

'最後の 日沒を 眺め 得た る 地位 じ 巧 

つて 明旦の 曙光を 望め どは 誠に 眞理 

ある 言葉で ゐる〇 先帝 御を 力 ゐらせ 

らる {ご 共 じ 明治は 大正の 御 化 どな 

つた 異邦 じを たる 予じ 明治の 晚 年を 

眺め 大正の 曙光を 望む を 致て せしめ 

ょ〇 明治は 歷あ上 一大 時期を 畫 する 

時化で あるが、 义 之を 過渡期と 見る 

こども 出 巧る 〇 所謂 舊 文明を 巧 破し 

I .て 新义 明を 建 セツ せんどの 新氣 運の 

生じて 巧た 時期で ある 〇更じ 之を 啓 

ホ 豕時朔 ご 云 ふこ どもで きょぅ 〇即七 

舊い 偏が な 暗黒時代を 取拂 つて 新し 

い自 もな 快活な 時化を 施 かう どい ふ 

ので ある 〇而 して 過渡期は 义 事業の 

時期 どもい ふこ VJ を符 て、 人々 はを 




じ 重ん せらる やぅ じな つて、 暴で 
ホ さじ 熟して 漸く 新しい 時期を 生^ 一 
ん どした ので ゐ るが、 之は 最早 明，^ ル 

の 年代 どして 見る こどが 出 巧な < な 

つたが 大正の 初頭は 文學 どい はず 

敎ど いはず 正さ じ 化 擎實 なる 気風^ 一 

下 じ 立たざる 可らざる 時期で ゐる 0| 

日米 週報 じを せられた る 海を をを 4" 

明治 思想界の 回顧、 浮 旧 巧の 日本み 

下の 二大 急務なる 兩 文を 讀む でも gf 

かじ 化 間の 消息を 漏らして ゐる〇 ゴ_.' 

て 化 機運 じあつ て ゐる國 民は 果して 

之れ が 成功を 見る こど かで きて、.' 型 

リ ォット 博± 若く はァ ー チャ ー 巧^. 

の 祖本觀 をして 查く 誤！！ に 終らし^ 

る こ ィ」 かお ホよう か 疑は しき 巧 溝で 一.. 

ある 〇兎も すれば 日本人は 彼の 大馈； 

的 じ 終らは すまい か 〇大博 的 どは 抑 


聊か 管 見を 記した ので ある 0 
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ホ！！ じ' 億兆の 民衆を 泣かして ゐ- 


讓 スト 


る 〇 


ま • 


夫人 

天涯 

:化戰 ずの 原因が まどして 奴隸 開放 
I に 巧つ たことは 巧 人 もがる 巧で ある 
が 其 動亂の 導火線が 一 かの 名 もな き 
i 弱 婦人の 手 じ 化つ て 書かれた る) 

の 小冊子 ぢ あつた こどを 知を ど 同 
I 時 じ 巧 人 も 一管の 筆、 一. 巧の 义 がか 

巧じ乂 也を 動かし、 か 何じ絕 太の 敎 

化を 人類 じ 輿へ るか じ 驚く であらぅ 

モ 八な 五十二 牟化 米の 苗 化 諸 巧は 二 

派 じみれ て 黒奴 お廢の 議論は 到處じ 

沸騰し 喧 々寫 々宛ら 鼎の 淺く がかく 

化 大陸のを ± が々 にも) 大噴 乂じ掩 

はれむ W して ゐる 時條忽 どして 一篇 

のみ 說が 「フ シン トン、 ィ 1 ラ」 紙 じ 

現 はれた、 を 篇皆是 血 一」 涙、. 如柯 なる 

鬼神 も 之れ を 讀んで 泣かざる ものな 

'、熱血 紙上 じ 迸つ て讀 者の 巧擢ら 

化 湧き、 化 ホ 五 千 巧の 民衆は 之れ が 

爲 めじ 竟じ劍 を 執つ て 直に 相戰 ふじ 

至つ た、 是 あして 巧 人の 作ぢ あら 

か、 是れぞ 卽も當 時 マサ チユ ー セッ 

州 ブラン スゥ キック じ 化 住 おして 

夫を 扶 くる 傍ら 五 人の子 供を 養育し 

身は 家政 活計 じが 殺されながら、 必 
で 遠く 南方 じを クて 彼の 南部 じ 於け 
る 不幸 薄 運の 黒人 奴 鎌に 萬 解の 涙を 

1 注ぎ、 彼等の 慘境 酷遇 じ 憤慨して、 

I 其 フラィング パンを 持つ 織 手 もて、 

キッチンで 娩筆 もて 熱血の 文を 走 書 

し、 身 じ 代へ て 天下 じ 其不條 巧を 號 

泣しした稀代の女ホ夫 リ H ッ ト、 

，ビ 1 チヤ 1、 スト！ 夫人の 「ァンク 术 

ト ムス、 ケビン」 である 0 

化聲が 一度び 巧 巧され てから 其 勢 宛 

'旋風の かく 天下を 靡 掃し 軟が 諸國 

I は 無論の こど 其を 威は 南阿の 潍 々滞 

I 々まで も 動 波して 世を が國 之れ を讓 

出せぬ ものは なく 薄 者は 間もなく 救 

世を の 如く 蔚崇 され、 彼の 蓋 世の 惊 

煤ブ ンコ ン もゎざ~^,.--婦人をヮ シ 

ン トンに 招待 别 見し、 溫 かじな 手を. 

最 ミ、 

こ ミ e 1: 一ち lit-tie wchlan 

与 ho 弓 rote tho bock that mad 巧 

TThis great 弓 ar こ 

ど 言つ て 其 德を頌 した ィ」 いふ 〇げじ 

化 書が 彼の ダー テの 「ファゥスト」 及 

びユ； ゴ 1 の 「レ、；、 セン フグ」 ど ザ 

じ 十九 世紀の 兰 大著 菁ピ稱 せられた 

かく 其 おのを 大 、モー ラグの 崇高、 話 

說の慘 経なる、 殆んど 比類を 見ざる 

I 所で 化 書せ じ 出で ^ よら ホ 十 年 今は 

化 界を國 の ご 音 余 語じ譯 おされ 悲劇 

じ「>^ンクグ^ムス、 ケビン」どして 


吾が 敬愛す る讀者 諸君 もを めし 劇で 

之れ を 見て 補を 絞られた であらぅ 0 

吾が 國 人は 「千代 燕」 の 政 瞬の 忠烈 じ 

化き r 不 か歸」 の お 子の 薄悴じ 狭を 源 

ほして ゐ 在が、 化 書の 淚を要 ホす る 

ごころ はもつ ど宏 義なモ ー ラグ 即も 

; 人道」 r 博愛」 及 「たを であ ミ さて 

斯 のかき 大作が 如何 じして 書かれた 

か 0 

ホ國は 今で こを 萬乂ホ 等を 實 巧して 

懼 人々々 の 僻見は 鬼 も あれを じは 黒 

色 人 禮も白 哲人 穂も间 じぐ 披 はれ 旣 

じ 巧 民 權投祟 権 も附舆 されて 彼等は 

大道を 潤 ホして 居る が々 よら 五十 年 

B 前 迄は 彼等の 境遇は 實じ悲 慘な者 

でゐ つた、 彼等は 人 どして 猿 はれず 

宛ら 犬馬の かく 侮視 され、 法律上を 

然 どして 商品の 如く I 買 買され 白人 極 

か 自由 じ 使役し 得る 絶 勒の奴 鎌. どし 
て實じ 言語 词斷 、悲絶 慘絕の 酷遇を 
受けて ゐ たので がる 〇彼 等は 商品と 
して 人より 乂じ I 貝 買され、 兒は 親た 

、妻は ホよ b、 姉は ホよ 6 生れた る 
引 製 かれて ぶ 兵 飛ばされ 諸方 じ轉 

賣 されて をれ は^^-^ 實じ 地獄よ らも 

酸鼻な 共責酣 遇を 受けて 居た ので あ 

る〇 をれ が篇 めじ 义國 一部 特に ニュ 
1 イング ラフ ド 諸 抑の 篤志 仁を 家は 
夙 じ 其 不倫 か 制度 じが 對 してな 謙 潑 
止の 聲を 揚げ、 ホネ ツテヤ ー のかき 


からなる 地獄の 巧樣を 聞き-- 二 A ! 威 
動して 旣じ其 時から 黒奴 救出の 大事 
業を 其 小さな 頭に 抱いて ゐ たとの こ 
どで ある 0 (ホ 完) 

、日 あ蠢と 米國人 

伊藤を 

「ホ 國特じ ボストン なででは 盛ん じ 
日本 書が 持て； 居る、 宮然 自ら 筆を 
執て 目 本流の 墨書 等を か < ものが あ 
る、 筆墨 或は 繪絹 でも 商店 じ賣 つて 
居る」 とい ふこ ピを 慰いた 時は、 が 
も ホキツ スラ 1 などの 所謂 オブ 玄’ン 
夕 9 ズムの 新 思想を なまぎ； じがつ 
こを で、 をん な こと もゐ るか も 知れ 
ぬと 信 やぬ でもな かつた 0 
四 年 前 だ、 審藥 書院の 囑 でかの お 名 

な 平 お 物語 檐 をを 摸篇じ ボストン 
あつた 時 じ、 巧 處の店 じ も 錄な筆 や 

墨の ない こどを 知つ て、 增ィ」 いふ 
の... ，信ずる じ 足らの ごがつ からした 

、併しこぅ あるべき である、 この ホ 

がま だ眞 個で ある、 ホ國人 じは まだ 

中々 H 本盡 のこ どは 解つ て 居らぬ、 
去 夏 一ー ユ ー ヘブンの 植木屋へ 行つ L 

こ VJ が ある、 ま 酷 人 某は 一度 日本を 
訪 ふて 澤 山な 植木を 買て 來た 男で、 
所謂：： 一本 好の 一人 だ、 轉く瓦 本类術 
の 話な どして 居た が、 中 じこうい ふ 
を 言つ て ゐた〇 

「日本の 类術 家の 製が 上 じがけ る あ 


、• 3 5 I 1 准は 自み じす C g ミ だ」、 新ら し 巡ぎ 
詩人、 ラ i ンヒ 1 チャ 'のか^^ こ摔 どいつた、 二の f 

辯 家が 筆 じ 口じ必 血を 注いで 其 爆 正 ダ I が 

を 絡 巧し、 化 SA 是槪 ねを じ 年間 魔み f 々ノ く 巧 f い';'^ 當見 
雷 巧した. が、 現化薰 なを 獲して は 中で もを‘、^^ 磨、 
居た處の南部な經濟上及び威精上 ピしミ ？ 、 

まじを た— て 1— て、、 後で， 熟 け^ 書：- 對し 

龍 旦 。中！」^ の ゐるマ 語 蚕-— 

チフす グドじ 生れた ので あるが 父 I た、 解らない じしても、-】 •っした 葛 

が 有名なる 奴隸廢 S 零 みつただで 言つ て くれるなら まだ \ ^ 

けず 供の 時から 旣じ 樂じ囊 を 做む わ 樣な顏 をして、 をく 解ら な" 速 t 
のを 深く 其 小さな 頭腦 cf 込ろ は随 をな 恐で ホ &、 露嘉 やまが 

ょく 人の 增や顿 語 じ 南方 じがけ る 奴 ゆを 書が おんじ 高僧で 賣 れつ！ ある 

鎌 惨 雇の こどを 聞いて ず 供 也 じしみ、 併し ホ國乂 が惜氣 ちな く 大金を 投 

じみ ご あはれ ど 思つ 涙を こぼして ゐ I じて 買 ふて ゐる どい ふこ どは、 少し 

たる こどで ゐ ぇ と 歲の時 じ蕃- も攀の 趣が の释 度を 知る？ はな 

孽のメ y! ツバ ー ド 夫人 どい ふの j- らぬ〇 

が 商 ホへ 嫁いで ゐ たが 其央の 農攘で 一度 菜唁巧 蒙を 訪ねた こ ミが ある ぉ 

ぁの 慨 む-へき 警—累 余ら & じ ホ なみじ 向つ て日囊 花瓶の 鑑 

酷 じ 苛 管れ て 居る Q で 其れを 見る I をを ミた、 余は 侧じ 章る 知人を 
じ 忍びず 覚 じ離緣 して 遊げ て歸 つた 顧みて、 其 S を 語らて 差ち なきや 

が 其 お 母から 常 じ囊が 白人 またを さ； やぃて きぃて 彼が か 論 ど 答へ 

巧を 織 飛ばされ 血 だらけに なつて たので、 其の 化 載の 珍重す る 低 俯の 

半死半生の 姿で 勞 役して ゐる こと や I ない 事を 說 巧した 0* 

現巧康 みの 母の 前で 其 ぉが 虐殺され 「某 じ 高僧を 沸つ 買つ たのに」 ど 言 つ 

. : ‘ 1 .• i, 、 . 、 A 44 .ノ I— i こ 、， V J iTN *^5^ .を 


夫人 じ注惹 した、 日本の 國內 ならば 

んな こごは 夢にもな いの だが りこ 
れが乃 もホ國 である、 僅に 數 人の 數 
裔 おを 除て は、 日本 美術 じを を おす 
米廣 人は 殆んで この 夫人の 組で ある 
ネの議 を 賞 讚す る もの お 澤山あ 
る、 ゐる 事情の 下じ而 して 堅固な 自 
信を 巧て、 洋靈 研究の 目的を なて 巧 
米 刺 加 じ ホた みは、 卒治 物語の 摸寫 
を 終 シて巧 巧を く 學换で 廣 したが、 

其の 間、 またしても、 柯を 姻繪を 巧ぶ 
たの か、 がか タザ 硏资 せる 所謂 日本 
霸を やめた かごい ふ あを を 聞いて 柯 
ょ，^^もぅるさいこど^思つれ、 日水 
蕾を やめは せぬ、 英語を 習つ たから 
と 言つ て 巧國の 言葉を やめる のでぶ 
ない の ィ> 阔樣だ ど 答へ てな b を ひも 
しな かつた が、 日本 轟の こども 錄じ 
知らね 癖 じどい つも 余は、 彼等を 贈 

の禪で 突つ てゐ る、 實 媛の 處 れつ わ 

一人 嘗て 一度 もこの かき あな 注意を 

せず じ、 巧 かじつけ へグプ して くれ 

る盡を か ある、 耐 かも 日本 美術 巧の 
ホ國人 だ、 大 あな 人は 余じ對 してを 
省を 促した、 中には 數度 繰返し 繰 返 
し洋需 硏究の 徒 勞でゐ る こどを 說 .心 
たもの か ある、 十を 年 爾後 日本 審を 
硏究し H 本書で あを して 來た 余から 
見る ピ 彼等の 日本 美術 じ缉 ずる 鑑謡 
の 程度は、 化で 幼稚で あるの だとが 
ふこ ィ J か 禪らず 言へ る 0 
日本のを 版を 藏 ずる ーホ乂 かを じが 
れか 優なる もの かの 選 揮を とふた こ 
とか ある、 りし かも 巧 化 ピ思ふ もの 
はほんの. 一二 枚、 をれ も 氏 か 化で 氣 
も かけな かつた もので、 一一 一 义の價 
をのな きらのを 寧ろ 彼は 珍 どして な 
た、 をれ 許-^ か 彼は 日本の 木版を 近 
ホ獨 逸の 轟 家 かやつ てゐ るかき、 刻 
.から 摺 から 一人で やつて ゐる頻 の も 
のと 一緖じ 思つ てゐ た、 廣 重は 廣重 
自ら 板 じかいて 刻し、 旨らず 摺 じし 
たものと 思つ てゐ るの だ 0 
柯故 か！ る 間違 か 出 巧た のか、 巧 お 
眞の 日本 美術 じ 就て 亞ホ巧 加 人 か 解 
つて ゐな いかどい ふ ど、 日本の 榮術 
か 順序を 經て 彼等 じ紹 かせられて ホ 

なかつ たから だ、 木版 許ら 見て ゐた 

もの じは、 を 一麗な 曲な どして ある d 

本書を 西洋 靈の摸 做 だ ど 思 はれた 

、透視 畫 法を 播 はず じかいて ある ど 

、幼稚 だ ど 笑 はれる、 つ r まる 處 

H 本 美術 じ 就て、 彼等 かで デュ 方 
卜 されて ゐ ないから だ、 而 して 自を 

の 巧より 外に 思慮の ない 入 達 じよつ 

て賣 買され る 間 じ、 彼等は H 本 美術 

じ對 する 鑑賞の 道を 誤され た 〇賣れ 


妻は 知らぬ をい 曰 本の 畫は 満足 かお 

ホる 程度 じ尋 れてゐ るでは ないか’ 
併し 悲しい 哉 彼等 じは か 巧なる 繪畫 

か 優秀なる もの だとい ふ鑑 をは 少し 
も お ホない の だ、 をの 價 侮の 外 じ 绿_ 

重す べきら のかない ピ するど、 日本 

の絳畫 ら氣の 毒な もの だ 0 
パラドックス だ ダ、 この 解らぬ どい 
ふこ VJ ダ、 或は 道理で ある だら う、 
「これ か、 眞實 じ' 傑作な のか」 ごい ふ 

間 主 ’ 、 ょ.〜 眞 黒に なつた 古畫の 前で 

日本人 其の ものから 聞く こ这 だ、. 看 1 

畫詳ら か、 新 畫じ掛 しても さう であ 

- 無理 もない、 日本の 所謂 お 術 家は 

宮ら巧 ダ 巧が 解らず じかいて 居る、 
所謂 鑑賞 家は がらず じ 珍重して ゐる一 
のか 今日の 有樣 だ、 本國 でさう でを 
る、 巧ん や外國 じがて わ や だ 0 
日本の 美術を 自ら、 旨み 達の 巧 かね 

ばなら ぬ 道 か 解つ て ホた 時 じ、 彼等 

の 手で 眞の價 値 ある 製作 かお 巧而し 

て ホ圃人 か、 眞じ 日本人の 奠 術を 理 

解す る 力 かお 巧た 時 か、 彼等 か 日本 I 

人を 巧め て アン ダ ー スタンド する 時 

である 〇 
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，.ぼな な 
I 西番 女が 愤 'の 頸を 騰 でて ゐる薬 
|霄 じぺツ 先き 細かく、 しかも 僅か じ 
!數 巧の 文。. 

I 「を 也して くれ、 飯の 郁に 有ら 附 
V' わ、 總特が 锡道部 じ：® るょ 〇をは 
带界 文明の 中必 たる 大紐育 じあ 意義 
,一？ の 生活を 碳 けて ゐ る、 僕は 世界の 
.のをな ぶ 臺灣に 無 蘆義の ラィ 7 を 繰 
り： 返へ して 居る 0 放浪て ふ义 宇の 上 
I じがて、 僕は 第二 期に 入つ たのが も 
I 知れぬ、、、 0 

放浪 生活の 第二 期、、 センチ メン 
呆个の 巧 山 唯一に 韵 つて 如何なる 實 
おを 與へ义 も、 それぶ 實巧 ど 觀ずる 
: こぶは お ホぬ かも 知れぬ、 彼 自身 も 


がの 事 實 では あつたら うが、 然し 彼 

れじ はを こじ 他の 半面の 理由が あつ 
たのが なじみ かつね 0 
「牛を 眺めて 慕した ょ 旧を で」.- 
ど 云 ふ 様な こどを 言 ふた 0 傑は 
「若の 化 歐义學 と 牛ピは 何う 云 ふ 
關 係が あるの かね」 ど出鑽 固の 反 
間を して 典を 誘つ て 居る 間に、 例の 
ラン コリ ー な 眼を しながら、 過 ま 
を 追憶す る 様な 遣る瀬ない 態 巧で 誤 
したを れは雜 つど 斯うで ゐる〇 
「カン} デの 堂を 環る 白 塞の 階 じ 
倚つ わ 時、 光ら ある 南風に 黒く の 
びた 裝の 毛を 梳ら せた 時、 學 業を 
の もの 王ら も、 身體を 溶かす 様な 

南國の 春の 媛 かさ ど 優しみ ごに 抱 

かれて、 ホ だ 曾て 覺 ゎた 事の 無い 
涙の ホじ醉 ふた、、、」 

彼が 學校 へを はしても らふて 居た 
恩人の 家 じ も ホ 彼れ の 所謂る 南國の 
情趣が 柔らか < 吹いて ゐた 、をして 


餘の H 子を 徒 消した 0 

日本 じ 着いた 刹那の 咸 じから 書き 
始める。 ■ 

、、、街 幅の 至つ てが 苦しい の や 
建物の 極めて 不 あがで、 而 ぅして 見 
す ぼらし い (脅て 米國の 或る 觀ホ客 
'が H 本の 家 崖は 恰度 マッチ 箱を 並べ 
た 様 だ ど 評した やう じ) の 巧は 替ら 
く拔 ぎじして 〇を然 違つ た 趣 化を 有 
つた A 閒 が、 異つ たお 憤 ど、 をい 道 
德じ 縛ち つけられて 居る 人' ホ じが 僅 



れを 見て ゐる ど、 今までう つ VJ らご ~ が じ 僕は あじ 新ら し レ ーの 解かを 轉 


じ 巧 し L I C 巧 巧を 稍 

「現 實を樂 んで自 a の 能 I 


して 踞 つて ゐね 四齒の 帳が j 枚 j 枚た 〇 をれ 化 

じ觀 がれて 巧- -0 薄 蟹を 靡り 流した 力じ隨 つてを' 力す る」 どい ふじ 歸結 


かの 様な 山の 形が 一砂な に明赂 じな 
つて ホる 〇 堂堂たる 山 ゐ 雄姿 ど 雲の 
配合が ひッ たら 調和して、 ホ だせて 
經驗 した こごの ない 快 威を 覺 ゎた- 
不圖 、巧れ じ 回つ て 耳を 澄せば、 
宜 をの 立つ てなる ± 橋の 前 ホ じ、 年 


する 〇巧言 ずれば、 どんな 化 事で も 

夫れ 捆應 じ静 敬す 可き 巧 もが ゐる 
'郡. 想 ど 現 實は假 み瑰論 上】 致ず べき 

當の者 じ もせょ 〇現 實界 ご 巧 想界の 
間 じは 乂 なる 潘渠 ど、 高い 墙 壁が あ 
巧 想の みの 力で 一般を 禅し 得る 
もの ど 思 ふは 大 なる 誤謬で ある 〇世 

の 中の 化て を洒想 化する 迄 じは 今 遊 


0 移 ぉ/鑛 張 • 


亦留み もす？。 堂々 たる 馨 がの-彼れ は 巧が しか 其の 家人の 一 含な 

つて 皆 どご もに 巧 じ 淸水も 掘ら じ 巧 



曲 


き、 化を 尋ねて 暖かい 飽 ある 雨 じ濡 

れて歸 つた 事もゐ つゎ〇 十四 五才位 

の 家の 乙み は此 上な き 遊び 仲 伴を 符 

て、 小い さな クィンは 驢馬の 背じピ 

ンクの バラ シグを 潑 して 日 每じ屢 前 

の 丘を 越， 口て 化 場の 牛を とも じ 見ぬ 

中 I 拳 どても 無 かつた 〇ラ T ラックの 蔓 

じ實 がを ず、。 ビンの 雜が去 巧す る 
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氣じ をい バツシ ヨンと 沈戀巧 動が じ 

I 氣の附 いた 僕は、 彼 打が 平常 趣が が 

I' つて 视識て ゐた化 欧文 學じ かぶれた 

夕 たらる ど 思 ふて、 時々 冷やかし も だ 0 僕が 君 ど 巧會の 期を 約して II' ュ 
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WHAT SHALL WE SAY ： 

BY DAVID STARR JORDAN. 


What shall か € say わ the de- 
mand on the part of a ロリ y ex! 化 i じ 
わ r the '‘ がね 郎 shmei け of か!- が 
lar が mobile : fore が，， お r the cl た 
fense of the Pacific Coast, one at 
Se が tl も one が San Francisco, and 


si son-eel with idle men, t:he ! だ 5 な id 

the better. Eve び ミぶ e ga が son in 
any pa け of . the world お辽 が ant- 
ing mena がの virtu も a landing 
よみ巧が of vice. て be ぃ White 513 が 
Traffic，， is a systematized 〇ロト 
growth む om か e standing armi が 
of El げ op も r*l 巧 siicai and mental 
idlene が む ’ er をれ もが e opens the door 


tK お e anrties ぉ i(i navies find お 
their dreams, a world \vhei*e sol- 
diery is not が ay blit action. か e 
listen to か em, and we' open our 
れ eastiri がが their behest, becau が 
their a け is one we. do not uncler- 



ROOSE：YE し T AXD JAPAX- 
ESE EMPEROR'S LETTER. 
The New York Tim が of じた 

び mb げ 3 〇 s ね t が か が e?c-J?re ふ lent 

Theodore 民 00 がげ It claims he h お 
が his flisposal a pei'sonal letter 
from the late Einpe の r of Japan 
ぉ king him to open a w が for peace 






ご な c 




0 打 e がが Los Angeles? な 打 eniUo お ce. 
Leonard Wood is quoted , ぉ saying 
at Berkeley recently, ‘‘We が e p び - 
的び cl ゎ cope 'vv む h か e si か ation so 
f な r がか e わ omt) が 細 e が of cities 
and towns お ccmcerne も わが we 
are not prepared to p の tect o が 
p 巧 p お fr 巧 巧 the lanolin 客 of な ぶが 
お ie f がが 1^ 邸雜 4 か € r が浊〇 £ 0 む r 
coa が が tUkry ， 了 he が a のが t お - 
お 巧が is iisatess wi か 〇 が a 讯〇 じが 
が 巧 巧， Now, 110 W なが W を to がと i 


It is. not stated how !ar が the 
刚 りが le fore が should be at the 
健が e 姿が at Padfic Coa が po パん Let 
us が y JO, 00 o at の ch. At the 
が过 lulard c 貧み t of our army in time 
of p な ce the が pense would be 
$57, 300,000 per パが . For かが 
sum 、vc could rebuild San Fra 打 


stancL ~ Everywhere the people^s A LETTER PROM LINDSAY 


money is spent as money was never 

弓 p が t before on a "各げ お i む usio 打， 
ホが of ki の！ defense again な imag- 
nary clangers. 


-'o び espo れ dent, apparently not by 
Mr. 民 00 が velt . — 比が \lscount 

\oki and Baron Takahira, sitcces- 
Japanese a 口 il>assa(lors at 


民 USS 丘 14^. 

Xew York ， Dec. 巧， 巧 口 . 
又む， に Kai, 

Japarie が Tim だ， 2 が 加！ iVv'e .， 
- Xew York City. 

Dear Sir: — 

I take pi が ‘ sure in mailing you 
under separate cover a copy of the 
photograph as requested. 1 regret 


’ive 


Washington, have made a れ empt:s 
0 recover the Emperor’s 1 な ter for 
Japan. 

\\’e learn た〇ぶ an autlioH ね tive 


cisco ev が y ten years. 

，が !] お 浊 をリ 、 v を say of か € enemy 
、、、、一 。~_ ail this のが is intencl’ec {ね £epel.' 
が 。-. for が s army? At present | む is plain enou をか^い here is 
化 ere are approximately 130.00 〇 such enemy. “The ぉが onjnul 
to 140 00 o nw 打ゎか e various s は - army” which shall shp awaj^ 門 
tions^ of the army senH かわ t 叫ん la and land nnsuspected 



better th も n we understand them. 

Differences may aHse between th か 
two countries from time to time,, 
but I am convinced they will al- ‘ 
ways be happily solved through；' 
diplomatic, channel ん The friends 
of Japan in this country are fre- 
quently annoyed by false rumors 
as r が peicts the relations between'^ 
the two cenm む ies， but this cannot 





ザ 


、で .. 


I cannot お p が 化 nt wn お an article 
but if you think れ of any inte だが 
you 打ぶ y quote me as saying : "The 
relations betw が n the UnHecl Slat が 
and J が an w な e nev な on a more 
friendly b が is than today. The 
Am が icans understand the Japa- 
nese better than ever and the Jap- 
ane が u 打 de だね 打 d Americans お r 


Cou け esy of も e Co- Optative Press- 




be avoici が i . む is the du か of ev- 
が y Japanese living in 比 お cou n— 
れ y, and eve び American who is^ 
inter だ ted in Japan to co 打 ti 打 ue t ひ ’ 
work for a more ac じ ur が e know- 
ledge in this cotm れ y ぉ to the お ms,, 
purposes and ideals of Japan." 

Very れ uly yours, 

Lindsay Russell. 


atjnegotiations 、 vi 此 反 ussi ん 


and land … i 。 レ . 。 ピ -〜 — -'-i ^ 

es ね bus 早 d 乃 wj か , 。 ご與ゴ 就 方 ; 就 こ b J ： 器 ^ 品 f 王 

wish to れ ain the citizen to defeiKl 


れお con 打ぴ y in cii が （ j£ . I . 

E ぉ叩 her’e 、が are tol 过 化な け a i • 巧 … re , ati 
"lar が り rien ね 1 army" should w 細 - 1 for か ，- 


T 0 口!: sKie 01 uic iciuu り i … レ。…。.！ ロロ 

A hun か ed thousand men is per- and there ,s n: 化 ! ng to be wonder- 
hapo u -large 口抑 ; ，，， . T 齡 wot^Vljecl at i,i the fact that 


Armada of thirty or|poss な s such a letter, mile なけ be- 
eps’ sailing six thousancl|dated before he made the 州 g 器、 ご 


‘ 地が oriental 式 グ ;; じ 〇 品 。 XTs ご 晋扣 1 二 ; 7 ? 6 ;; unwelco:.e tion for peace negotiatic... This 
out warning sail ね our coa な， 1 » point is not made dear by the l^eW 

should be helpless, without thes 中 oast. *h 」 VV>rk Times 

three -great .forces. An again, itj The average yearly cost of thejYork Times. 


i ：； irpresr.U ； a ；； tolj^an^-old^^ has W 。 朝 hot 逆 ^ 庶 鼠 。。^ 庶ご滿 

hi^er in Californjby that newspapers .Washington 

cations Ano かな が neral of the and 化吟 ，础 p 於がん . 1 峭如 g - 獅 は ! d 
army soberly asserts that there a 代 e 油 au が a 咨 ood deal of ammun.- 
が 之 0 Japanese ex-soldiers わ tion. 化い t the lowe ながむ mate 
Hawaii ： all 巧 ady to rise が a si を it would cost ' 抑 が〇, 早 0 to eqinp 

ml む om the government が home. |and star; this arny. t cou^ no 口， 广 

Wh が ホ all we say to all が s?|he done from funds in hand in a! び | 户。の , 脚 . みび がが ッ が Commerce 
Certainly nothing 说 mf)limen ねび か細 ね 1 nation. It could not 叫。,, ィ Labor の id Me Awba 細 chr ね 
to the intelligence of patriotism or borrowed in London or Pans for 
the financial abil か of our mi 帖 ry e が 巧 yen が curable by bonded in- 
experts. む Idng 'the la が 6 だ t: む |(kbteciness w ぉ な hauste.d in 化 e| 了お が わが of mt ぴ imtional his- 
お not ’true th が 也 ere が e 35,00 o war with 反 u が ia for which Japan j れ びな 〇 not む il to be im が essed 
or any o 也な numb が wor 也 con- tias $i, 300,000 yet to pay. She hasl 
sidering of Japanese ex-sokliers in | reached か e む m け 。 f ね 背 ion. SI ; 气 
Hawaii. If 比 ere 甲 re , な wou 叫 can borrow no more. She won d 
signify nothing が they have nei- not fight us if she could. 油 e c 进 
ther money nor arms nor officers, not fight us け she ホ。 ulcl. The 
nor any und げ s ね tiding w 她 お S は tes still is ぉ she always has 
Japanese government. They are been Japan’s most stea が a な ，か end 
虹 te rice-fi が hands, now laborers !and her best 'customer. Japan s 〇が - 
on お sugar plantations. Beyond 卜 ide interests lie in Asia, all が 
a governor's bo かぶ 加が of a do が nj 比 em, in Korea and お Man 中 uria ， 
or a hundred soldiers, 也が e ゎ nojand her hold on these regions is 
more visible need for a が ！ •'rison が卜 bsolute か 戸 nditioned. on her 
Honolulu than there is ■が 防 konioj が ends 恤 w 她 the United States 
or Kalamazoo. The average Amer- The coa が of Japan for 也 at mat-j 
ican soldier costs ：for wages and|i:er , お far more vulnerable than) 
keep, $1910 per y ■ の r. 
risen of 12,000 men 
amount か 私 もが o, 


A 了 RIBUT 巨 TO JAPAN. 

BY OSCAR S. STRAUS, 


Turkey. 


む will source かが the Japane が anibas- 
sadors have n がが made such ef 

おけん 

Mr. 反 00 s げ eh issued a sliateme が 
the same morning on which か e 
みけ icle app eared i n the New York 
Times ホ 知 he. を a 夺が脚 お g to' s^y 
about it. We hop ら however , 忱お 
he will tend な vor わ だ dr だ s any 
。打 justifiable inj が y か at the artide 
may have done 1;o Japan, when he 
publishes h お autobiography, in 
connection w 脯 which all th が e 
storks are published^ 


A JAPANESE STUDENTS 

reflections. 

A C ha がが in My Uf を . 

BY J •に 

W が お れ uly prolific ; b が ide pro- 
ducing widows ； the おかが less, the 
survival of the " 口 ri 行は e が ， national 
deb も and お tendant . が お ， it histills 
おれ youth む i minds . an なが ssWe 

T 一 V"^- ジぶ ’ I ; 


proved p の 加 cts of our modern 
civilization. The Government and 
he people of Japan have shown 
themselves as \v ; が お p な ce が they 
were pow が： fu ! お war. In otli が 
words, the have 浊 own か eir gre が 
capacity for con が ru な iven が s - 
bmicHng their eco 打 om た and com- 


For a gar- our own. "A large army’ ， could! 
this would [land ahno が anywhere, but お Japa 打 , | 
p が year, six thousand miles from; お お ise 


だ we have nothing more impo れ ant of suppli だむ could never get home 
tha 打 わ 110 Id Hawaii for our army again. No coast of any nation 
れ do, better send them home わ could ever be ideally and perfe な ly 
engage in profitable labor. There protected. 了 here お alw 戸 s room 
are about 15,000 white people in 卜 or more men, more 組 ips, more| 
the Islands. To estimate the p の扩 forts. IHt were perfectly む fended, 
がけ of th が e people が $3000 がで the のな り f protection and the 
capita would be most gen が ous. present of かなを thousands on j 
The entire value of white man's thousands of idle men would be a| 
proper か on が e おわ nds would sup- mien が e worse than an en た my's ミ n- 
port this garrison two years. In vasion. 






tMse terms nawan wuu | (‘The Dream of Un ミ versa! War" jw 她出 e wonderful progress . かが 
costly poss な Sion ぉ this property 卜地 which some of our military has been achieved by Japan in の 
d が s '"。 が belong ね the n が kn butj なが rts have become 油が 泌 ed has short a お me. Tlie Japanese, tm- 
ね the individual owners. The bill no foundation in any needs of the like the French, during their great 
for 比 is protect わ 打 against imagin-|Un お d S ねか s. It お a natural が 卜 evolution did not break with .化み 
ary foes ゎ 11s on the nation, not on suit perhaps of the な isteiure of|pa が tradition も but preserved 比が 

them. As. ゎ r 也 e health and jgreat armies and great navies ma ぉ - |wh ; 浊 was best, and gra む ed t!pon 

morals of a town thus heavily が r-i ね ined m idleness. The ka(iers of [their ancient roots the most ! ap 


th が e terms Hawaii would be a 


饥 ere ミ al life upon a s 泣た a 打 <i ら nn 
foundation. I admire not the lea が 
among their many national char- 
acteristics their が eat power of 
self-restraint, the lack o ぞ whidi 
has been a む u れむ il source of na 
tional が sa がげ . 


sio 打 お t た natur も would おリ i 打 わ 主 
sks ね on the が een, vel が t_l もた 
mo が , and thank Amida for c が卜 
ing cool shadow も Or , が the sum- 
mit of heaven-kissi 打咨 mountains^ 
comma 打 dbg a v お w of か e bound- 
le が 0 が an, while my の mrades com- 
posed thirty-one syllabic stanzas, 
I would produce from my knap- 

sack Cfi— Htt 。， 3 • 打过 が ake pure たを 


In 189 も t-fie erstwhile pompous 
China had bowed clown, and every 
nook and coi ■ 打が of the Island 丘 rn- 
wit 打が sed spectacular おお も 
bon-fires, and p が ac ! だ that が slaved 
for か minion が u;s at か e al 化 r of 
Imperialism. 

As み chil も 王 gazed upon gold 
br おお d uni わ mi も がれ erin 客 sabr が， 
and ち だ - arms until the false idea 
that, ‘‘To be .a p が ri が お 柏 fight 
かで one’s fatl 化 rla 打 d，， took pos が s 
sio 打 of n 化 . Gifts of pennies on 
New Years (Uys, histeacl of が mg 
to buy sw がな ， were saved tio buy 
the World Hero Series Li が s of 
Alexancier, Hannibal, C が sar, Na- 
poleon, Peter the Gre ぉ ， Ji 打 gis— 
khan, Clive and Hideysohi, — books 
which I read w 邮 devouring ey>es 
when rainy wither ke が me む ora 
my min おれ ire が i^den a 打 d my p が 
础 icks". 

I 打 my twelfth year, I applied for 

adm お sio 打 わ a Gov び nme 打ね 1 Mil- 

む ary Academy and was denied en- 
trance w 她夕 la の 打 ミ も "Your sight 
is no good". ThiK， nearsightedness 
thwarted niy boyhood ambition, 
and my おかな sent me to a rural 
middle school a た w mile を む 〇の 
our picturesque village. 

There in that s 沈 ool, where I 
lived five years, we had semi-an- 
nual が cu だ ion も octet! ぷ ng from 
three 4 ays わ a fortnight: お化 化 e 
surrounding cotmt び for the out- 
of-door が udy of ’h おれ ry, geog- 
raphy, topography and nature, and 
が ch が巧リ was commissioned to 
keep, for t:he class compositkm, a 
r が ord of the observsitio 打 s and ミ m- 
pre が io 打 s th が he received along his 
route. The tea 沈げ munificently 
made れ a rule to mark m お e "C" 
(th が is, below sixty りが がが ） add 
ing a few marginal notes admon 
ish おさ nie to knock a little hani げ 
next だ me at the door of nature. 
While the others were en がが a ぶ 
counting or worsWpp お咨 the "eight 
million gods" deified wi 舶 n 
shrines, or rne:asur ミ ng the s た e of 
the colossal statues of BucJdha， and 
maW 打 g en れ ks お か 知 r dkri が， 王， 
化 ing naturally of an tmimpres- 


び earn wkli the 夕 acred snow le ん 
from the a が of か e go< お . 

Even though- a. phlegmatic 3 れ卜 
お 打 t iii some way も I made good 
口 se of my opportunities, dur 杂 
these な 州 ゎ わ〇 も わ が u かか e liTe 
within military barra 浊 s and naval 
が ation も and わ witness the Sun- 
day orgi な 0 も the men and their 
nocturnal sorti が int を こ the tow n. 

Wli が was 比 e iinfltience of those 
military だ . tab じ shme が s on the 
neighborhood! comnninities? The 
saloon ists exclaime も "The honor- 
able soldiers are our b が t cust ： o 打 卜 
ers;". か e thoughtful ci 巧が n も on 
the が わな ban も sai も ‘(They lead 
1:he じ ves of owls." 

LIQUOR PROBLEM. 

One of か e gra がが qu だ tio が 
which CO 打 わ 〇が 5 the Am が ica れ peo— 
pie ね - day お かお of race suicide 
and sudi men as ex-President 
艮〇 os が elt and Dr. 拉ミ ot， while dif- 
お ring politically, unite お deplor- 

ing listing の nditio 打ん P が side が - 
d が t Wilson holds th が the ね H 巧 
and the trt ■ 巧 t are in が； parabl も a 打 <3 
th がれ お impos お ble to が scu が o 打ら 
が 比饥け か e other. That may not 
be wholly trti も but れ is ab の lutely 
true th が the question of divor び， 
poverty, 巧が-が icide , が mbling, 
graft, and a horde of their : si か 
and kin cannot be が s が sociated 
わ om the liquor problem. A "cham- 

b げ of fior の 巧 巧 > with な s か eadfu! 
exh 化 姐 on も お 打 ひ rnore た rrible t ひ 
の 打 tempi お e か an some of 气] 巧 
sights behind the scenes of insane 
が ylums, night courts, hos がね ! s and 
お various districts of our がが t 
dt お s. 

Men and wornen of New Amer- 
ica! You spend billions of doUa 巧 
わ r the fortification of your port ： s ; 
well and が〇 <3, but rememb な かが 
liquor が slaved men cann が defend 
them a が おが poss あ le foe も Yon 
float s が encHd か eadnougMs and 
super- かが d 打 oughts , わが rernenib げ 
liquor doni おが ed navy esg; の t 
Continued on page 10 


Mr. George Kennan's article appears ou 
page 10 
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edness. In a で ord, patriotic Japa- 
nese deem it their 打 id 賊 io 打 to restore 
I'eiationship between 技 a が and West 
わ thai cordial, neighborly spirit that 
exis わ d before the Saracens and 


P 化 sident - JElect 
Woodrow Wilson. 

W も the Japane が ， congratulate 
the American nation in having な s 
Its next President, a profound echo- 


SATURDAY JAN. 4 3 掘 


their わ llowers cut the twain asunder Jar, a broad-minded がが が man, 
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THE "JAPANESE TIMES" 

For a year and a half the Japanese 
Times has been speaking in Jap- 
ぶ . 打 ess language on か. Now な pro- 
po が s to が eak in E 打が ish too, in or- 
d が that it might じ oiled: and distrib- 

ute thoughts among the people of 
'the two hemispheres. It ow がな s 
existence in New york primarily to 
the hospitali む • of this co な 打れ； y-， and 
む armot and ought not to be お reign 
to the weKai'e and iii おが st;s of this 
great Republic and her おれが ns. At 
, the same む m も it has lived on the 
.若 upport of the Japanese community 
in America, — support which we are 
happy to がが も has been both spon- 
v^aneous ami whole - hearted, and 
^vhich in fact has made it po が ible 
、一 jor this paper to make な s voice in- 
イ ellig 比 le to the Ai 打げ ican people. 

No person can plea が two master's; 
み' newspaper least of all. . It should 
not know any master except the pub- 
王 ic. The raome 打 t な IS moved by 
ぶ ny oth げ motive 也 an that of が rv- 
ing the public, it lo が s the useful 
打が s as a newspaper and b が om が 
ぶ public biirde む and nuisance, better 
not than be. 

Our language may be crud も and 
•our knowledge fall short of the task 
•expected of us, still our heart will be 
て ulecl sole か and exclusively by the 
desire to seek れ uth and speak 
truth. 

It will be an unpardonable ぶ in to 
toe imne^essan か お sagreeaWe, but 
*we believe ぶ ven a disagreeable truth 
■to be prsfg な arbk to 法 sweetened Ms. 

The J-apanese Times as Us Japa- 
11 が e r6a4 が s have addmitted from the 
■ygry beguiiiing, has る 泣 hv 过； ド s 祀汪 r- 
ぶ: terized by abundant の niity and 
robust honesty. 

エ な words went s かお ght to the 
あ も arts of the people becaiiBe they 
'^re sincere and gave vent to the 
が ue お eli 只 g of the people and that 
without お ar and without equivoca- 
"tio 打一 siill stnctly observing the prin- 
が i がが of decent い ur 打 al が m. It has 
■acted in the J>e]ief that those quail 
ホ i が which make the i 只 dividu 泣 i 
personal characit が strong, efficient 
■and good, should also わ rm the basic 
: principl 的 0 ミ a newspaper aspiring to 
Ibe of any good to the community to 
■which it caters. 

In Parting the English page 
the newspaper Us editors take the 
liberty of making this が atement of 
the policy they have followed in the 
あ 巧 t and will わ l]ow in the future. 

In .the oft-quoted terms, a ne 巧で- 
paper, like a democratic government 
is a thing of the peo が も for the 
巧 eo；)le and by the peo が e，，. We 

艇’ not pretend to rise above human 
irail お es and mistakes, but we are 
determined to be absolutely sinewy 
and as our first aim, to seek a む er 
で ruth a 打 d Justice and to bring about 
な b ら が en understanding and good 
I will among different peoples. 

で:-;* We are cons む ained to お、 ’e emplm. 

苗 is upon such a primary 、うけ口6 of 
journalism, as there are newspapers 
、令 themt even that な uali か， 

Japan and America 

We, New Japan, appeal to New 
America^, those patriotic boys and 
igkls who must shoulder the respon- 
ち ibili か of the RepubKc when their 
father ぉ‘ and moth が s retire from that 
duty, to be が ady to お ce and solve 
、油 ate 如 r ques お ons and おれ lation 居 
may aiise between the two virile and 
energetic nations across the Pacific, 
and 巧 で appeal to them to act in the 
さが！: it of tlae good お llowsh か and 
rautu 注 1 apprecia な oru 
5rDuri 打 貧 this century, the world’s 
polUical and industrial center will 
shift な s portion む 6m th ら Atlantic 
もみ the Paci だ c, an 过 then, the prob- 
lems of the Pacific 'vyili be the prob- 
le 表' s, 打〇も of A お： i, America and Aus- 
■tralia, but of the entire world. Then, 
nay, be お re THEN, we mu が work 
these proWe 化 IS out, in the spiHt of 
prudence, true courage and far- お呂 ht- 


in the later midcJle age. 


War and Peace 

The present gen が atio 打 may not 
pay due thanks to the evangelist of 
the universal peace, but he may rest 
assured that h お to 口’ will amply com 
pensate liim for his labor. 

Although Japan is not in a position 
to engage in another colossal wai , 
yet wa が are po が ible as long as bnito 
for じ e is able to take the upper ha 化 L 
of reason. 

Should the honor and i 打 depend - 
ence of the LJiute 过 Sfates be at が ake 
none of ’her patriotic sons and dau 泌 
ters will hesitate for a moment to 
sacrifice themselves. Japan is a poor 
country, but not too poor to return 
shot for. shot if challenged. 

Even if Japan had annihilated the 
American lighting お rc も she could 
never conquer the irrepressible Am- 
ei’ica 打 sp びけ； America might blow up 
Mikasas and Foosows’or mow down 
tlie legions of Nogi ana Kooroki,but 
she could not subdue む le soul of Ja- 
pan. Thei* 別 oi*e， neither America nor 
Japan would だ呂 ht if they could. 


keen sympathiser with the needs of 
比 e people. The world が aces む11 
CO 打む dence in his characteristic pru- 
dence and courage, but still may we 
not tenclei. a few words to him? 

1. As the party leader, he should 
ask the Democratic Govornors of the 
respective st;Ues to make the best 
e 撒)!' ts to free par か politics from th を 
influnee of special お ter が お. 


A Japanese Poebss i 打 Paris 

Be わが 妃 e days of Chaue が and 
Marlowe in England, Japan had h が 
Fieldm 咨 a 打 d Smolle れ in Murasaki 
Shikibu and Sdsh か Nagon ， poet が s 
and axithore が ， at the close of 忧 e 10th 
(jentu 巧 ； also she h ユ s had many wo- 
men rule 化 ， a nuriiber of whom would 
compare in が ] e brilliancy of their 
reign with that of Queen Vicliona. 

が nee the twelfth century か hen 
th: .Miruimotos and the. Tairas 
came to plunge the country into 
がが e of continual warfare and mili- 


she joined わが husband th が e; a むげ 
a few month’s stay, she was taken ill. 
1*^00:16 ぷわ Ic， "mother-sick，，， or rath が 
，ぃ child-sick，，， for h げ 沈 iidren left 
in j apa 打. Through the advice 

of their physician, she came home 
alon も and sight of h が childre 打 cured 
all her maladies! な (ieed, to a. Jap- 
ane が の oth が, the children are h が 
world. ■ 


Japan to Go Back 

Count Okuma, an out-and-out ad- 
mirer of Mr. Roosevelts s れ enuous 
life, is said to have told the Jap- 
ane が Ceritenarian Club, * 'Gent- 
lemen, look forward, and never 
backward". But it behooves us to 
cast backward glane が once in a 
while. 

Dr. Tanimoto, a で ro おが or in the 
Kioto University, who criticked the 
suicide of General Nogi, as having 
the sug 各 estio 打 of a theatrical， h が 
so が avely offended the populace 
that he is in danger of losing h お 
pro おが o:rship. Many wel レ know 打 
Societies have passed resolutions 
censuring the outspoken が holar as 
a t;raUor わ 比 e s が rit of 也© Japanese 
nauoo. 

Notwith が amiing the fact that the 
majori か of 忧 e levelheaded Japa 打が e 
differ む om the が〇 お sso^s analyis of 
Nog;i，s mo だ V も we have no spmpathy; 
with the 打过 r の w- m お d edness of our 
so-c 射 1 品 pa れ lots. 、 ’ 

Fas がか ous sons of 饥 ppon! Better 
cultivate the ancient Samurai spirit 
of mercy and が nero おか. I 打 thi 沒 
a が of intellectual s わ uggle one is 
destined to be a loser 和 ho indulges in 
hair-sp じれ hig. 



王 打 an interview given to the rep- 
re が ntative of 泣 J apanes6 newspap が 
Madam Yosano gave ah interesting 
account of h げ impr 说 gions of Pa おん 
て n Tpkio, the が reet lamps are 
じ 曲 お3 about a 只 hour before the 
dprk, b"ut i 打 Paris they are ie む 一 un- 
ん thro 雌 kmt twilight, when the 
atnios が i が e gm’rou 打 ding the city, un- 
like tlmt of Tokio or Berlin, lacks 
.い り 'h and が vacity. 

' '化 e Pan 別 a 打 women are a け お ts 
in their va^riegated and exquisHe 
CO が 旭: nes. 

‘【One thing that I can state with 
confidence_afer my European tour 
there is but 


2. The 叩 p が ently united Demo- 
け atic f がか お が&1か a mingling of 
が&が お n が ies and progre 巧 i\’ が and 
tl: 似 two current 比 us nnjted are cer- 
tain fc ひ pa け む oni で ach oth が when 
conflicting issii が come おがわ. Then 

the 



Japanese- American Alliance 

not propose a 归 a- Ilia 打 ce to 
件 与 ich the がが America 打 Father 
said a solexnn ISO，，.’ W6 piropo が 
an economic aUian が. Blood お 

thicker than water, but a 打 economic 
む G お far stronger than that of bloo ん 
Indu が rial captains of Japan and 
Ainsri じ a， upon yon depends the ful- 
filment, of the .mission. 
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side of the peo がが a par け is a 
me 过打 8 the people the goal. 

3. We a か i が him not お be afraid 
to 啤 an が or mocii か h お previous 
views and staterae 打 わ 、 vhe 打 ev が he 
がが them wrong. 

4. L が not the clamor of を 抬 巧’ 
agit 泣 to お deafen とお ears お 妃 e 打 eecis 
of the m がが s and of 忱 ek p.o が eri か. 

を . 王 f during his admin お ゎ进む〇打， 
those- unprincipled politicians and 
か eir allies ぶ hould.stir up the. Jap- 
fmese scare and clamor む ) r atUi-Jap- 
anese bills, we ask him to で emerub げ 
that God has seated the world not 
for the benefit of one r 幻 じ e or a 打 other 
but of the entire humaakincl. 


tary rul も the ge 打 t! が が x has occu- ‘ 
pied an obscure position for more 
then seven hundred years and 
比 ere have appeared no literary がが s 
among women. - 

Since her awakening to modem 
civiliziUicm in the k れが ha け of the 
王 gth century, Jap 夕お もみ &iii が 枝み ら〇 わ- 
il 山； ルい I!!;V ぶ ’ 


is that, East or West, 
one human }巧&け， 

A chance gave me an oppo け u 打 Uy 
of が eing the women of that ela が 
who have no interest beyo 打を their 
toilette and frivolities. I do 打 ot 
consid が th が e a 打が Is of darkness 
む ue French women, わ r, as in Japan 
the me 打 who k が p such a company 
are^held in 3 な tie e がが m. I have a を 
が rtamed, not \vi 地 outsomesurpri が 
that these men are chiefly Americans 
and 技 n が shra 畑. Is it real か the 
wealth and the morbid curio おか of 
th が e が ranges that is r が ponsible 
for the downfall of th が e women? 

‘‘Why do not the upper classes of 
French socie か make a s が ious effo け 
わ が miiiish the number o! th が e un- 
わけ unate women? Fraiwe has 打 o lack 
of other a れ ra ゎ だ ons to offer, to the 
stran 呂げ s— h げ rich か stored mu が. 
nm も ホ er ’artists， h げ love か and pic- 
turesque scene び. 

'I む nd French women, patient, 
docile and most faitMul j [打 du か， as 
are also the women of Japan. Let 
比 em b も only properly educated, and 
れ will be seen th が 地 ey know how 
to make out 比 eir qualities of heart. 
む ぶ eems わ me that French women 
lag behind their English お sters お 
the y お dicadon of their righ お but 
th わ is, doub なが も becau が their lam 
ily 1 舶お happy. They have so little 
desire k)r gaining an education 
equa} わ 化が of their liusba 打 d も 


了 he New J&panese Cabinet 

So far as raea が e td 巧 raphic a も 
が 口が むりの Jap 射！ おが c が e a new cab- 

inet seems to have been formed there 
口打 (1 が the premiership of Prince Taro 
に atsur も who is co 打 お dere 过 by a 
large raa お ] I’i かが pe^>leathome and 
ab の ad as the gi*eatest livih 控 states- 
xnan of Japan. 狂 e was premier 
during the war お 化 Rus おも and a レ 
が after 此 を war. When the ： lat;e Em- 
peror (iied la が JT uly, he was in Russia 
and o 打 とお お turn ， was. appointed 
Lord Chamberlain to the ne お - 技 m- 
p が or. The appointment が ve occa- 
お on か some criticise り by the Japan- 
e が !} re ぉ which could not believe that 
Pri 打が Katsura would afost お！！ from 
using the inflaence accruin 呂 to his 
exalted posiUo 打 わ r promoting the 
political interes お pf his par か . The 
experience of the past few months^ 
however, が ems to have 郎 tablished 
the sincerity of Prince Katsura in 
his d が kta わ on th が he had di\ で sted 
Mm が だ of all political ambitions in 


红 ccep お 打 g the position of the liighe が 
汪 ttc 打 d 过 nt to the young Emperor. 
旺 注 d， there 重 or もな not b が 打 お r the 
utmo が が i が nci が of staie affairs, he 
would not have come out of the se- 
が 打 e com’t li お to the active political 
world to take the reins of the govern- 

の も * 

を The circumstance which have led 
to the political cr おお had been 
brought about by the insistence of 
the Minis お r of Knance， Mr. Yam- 
amoto, of the outgoing Saioiiji Ca- 



sid が able ぶ chievement in art, 地 il- 
oso 桃 y， and じ terat:ure. While the 
Meyi 拉 'a hag produ が d "no maBt お 
poet び， i)hiloso{>hy, or wmanee, 
whose work is incorporated with 
the thought of the woiM， and who お 
destined to お riii epochs and en 加 re 
for が nturieg ) ，，か borrow the words 
of Fredrick 赶 arrison ， y お 純 e may. 
point out-her Lai れ b ， Ka ぶな， Cole- 
fid が， Di 非 ちり も Thackeray, Arnold 
Ib 邱 el ; も Swinburne, who will be for- 
がが . io が. お the. Western’ World 
比ぇ *0 口 g]) the lack of お 船おパが 側) re- 
乎げ き to reud げ them adfe 卿 kte け ミ打 
in the ゎ〇 がが of 化 ち Vest. Amo 打.。 
them IS the が ete が Yosano, who お 

a が 口 dent m F nrnee . I .が t りな 打！ 


An Oriental Trait 

ByWm. Ellbt 按 riffis. 

All the i 打 dications 0 重 history, log- 
ic and mutual i 打 ter たが も poi 打 t to the 
con だ 打 uance of friendship ' between 
the United States and Japan. Only 
a very small minority of people m 
either country で an hold a dif 壬げ eat 
opinion, I む rmly ■三 believ も 

Our great Pr が ident, Millard Fill- 
more never did anything more が or- 
10 ■なみ among" h お many act;s of con- 
s な uctive state 抱 a 打 ship than to choo- 
se- Comm<)(iore Matthew Perry な]！ 过 
to send oat. the P 鮮 を 站 i が Armada o ち 
おり 2. • I， who saw in 1850 iihe launch 
of the U.S ぶ. S. Susquha 打 n な か hich 
became Per び， s 的 ag-ship in ) :4pa 巧 
wa か 化； who met the rt げ mbe だ of the 


binet, to cm’tail the government ex:- 
penses in eve び d が ai し on one hand; 
and t he insists 打が of the Mmi がが of 
War, Gen が al ヴ yeha 化, to ha が two 
cii のが ons of ar 姐 y esstablished in Kor- 
ea, on the oth が， 汹 arqu お Sa ミ cm だ， 
and the political part3%_Seivukai, of 
which the Marquis is がが ident, and 
which comma 打 ds an absolute び1ぉ 
わ ri か m 妃 e 技 ou が of Representa ■- 
tives, have given a whole-hearted 
support to the むが al policy of the 
立む 打 i がが of Finance, and re わが d わ 
acqui がが in the demand of the Min* 
i がが of War, The latter resigned 
and then the whole cabinet がおが16(1 
as it had been found that no army 
offie が was w。 だ 打 g to accept the port- 
わ! io of the Ministry of War in - the 
cabinet which did not support the 
:p の gramme of establi 盛 ing t か o di- 
iVisions in Ko がん 由 

Accor が ng わ 妃 6 Law of official 
organizatio 打 in Japan, no p が son 
who is not a 打 offic げ of the ra 打 k of 
Ma ミ oir-Generai or upwards cannot 
be appoin お d 放 blister of War. 

A むが the が 8 i が ation of the Saionji 
c 泣 bin が. early last month, premier- 
shipVas 0 巧が ed わ が verai Sitates- 
men of Japan, incluciing Count Ter- 
auchi, ^Marquis Matsukaisi, and Bar- 
on た iyour も and 〇化 が s.. Th が all 
rehi が d わ acce が the o だが because 
がが knew •化が had to おが the solid 
opposition eUli が of the majority par- 
か hi t ち e House of 及 epirese が ative 日 
oj^ot the whole army of Japan, ao 
cording to wheth が they accepted or 

reacted 忧 e two ものな o 打 pro が a 放 のら 
[f tlvsre cem! 过 b 台 a ぶ t;atesrQ 注!！ who 
could hope to solve or compromise 
此 e, おれ laUon i 打 somewa ろ v 过 U Japan 
h^eoms to consid が Prince Katsu- 
ra to be 也 e on も in veiw of the おが 
that he is virtually head of the mila- 
tay p がか irj み pan and also had acted 
several years while Premier in co-op- 
が atio 打 with the Seiyukai. 

Let us hope th が 別 ore that a stable 
gov が nme 打 t will be assured to Ja- 
pan by the mo が exp が ie 打 cjed and 
r が 0 口 rcefu! が atesma 打 that the con- 
帕 mt)ora び Japan has at b が com- 
m 江れ d. 


first e 放 bas げお i860; tiaught the 
む！: st Japa 打 e が students i 打 1866; and 
评 as the だ rst American to live in tbe 
far interior of Nippon;- do earn が tly 
believe that to know thorough か 祀ら 
Japanese is to love them, 

塞 Belie お 打 g so お 打 cere か in their a- 
bilities and character, and kno 胖 i 打グ 
their hi が ory and good purpose, I 
have, never hesitated to criticize， 
が verely, if nec が sary, the Japa 打が e 
Government, people a 打过 individuals. 
The best thing about a Japanese is 
that when he sees he is wrong he is 
が ady and willing to change : for the 
right, aud be はげ . That is why I be- 
lieve in the Japanese and wish them 
ザ eli, now and always. . 
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覆み やけ 系 前 ) 

を 瀬た 藏 

な ハ.') 曰 本め お 请赛と 歸 朝を 

の 希望 

貧に 巧 おゆ 御 巧は 第) 滿 おの 時期 じ 

して 大正 か' 御 化は 第二 維新の 時期 ど 


(記を 曰く、 本を ユ博± 渡 日の 當時 I 

な國渝 聞の 報じた る 巧 じ據れ ば、 エ 
樽 - H か 金子 ネ爵じ 巧へ ねる H 本敎育 
调度 改正 論 中 じ ホ 画 じ おける 女子 离 

等敎 育を 獎勵 する 事の 不可を 論じた 
ら ど あり 〇あ綱 巧の 富 どは 左 反游じ 
て其眞 相を 知る じ 苦しみし かを 着の 


ri 一 - S C W^»T H - - ■VtJ? J フ < IJ-k j-*- ■ • 

稱す るを 得 巧し 〇化 時じ瞭 L 過 まを 東洋 經濟 新報を 見る じユ博 ± 日本お^ 

k > ■ > 、•ご ク ，ここ * k ^ PI « 




十 ザ 调巧耀 常に . 鑑み、 をを を 質の 大 

勢に 準攘 し、 なで 太 じ 第二 雜 新の 巧 

を寃ぷ する. は 實に霉 人の 貴務 たるべ 

きを 信 せんど 欲す 〇催么 を 完成 せん 

に' は國 育じ攘 るの 外 他 じ 方法な 

がる' べし 〇を てユ .リオ タト 傅 * H は說 

で 白ス 、日本の 敎脊 をは 餘ら 確實じ 

端ぐ、 今な をな かる じ 非 ざを ば 到底 

發 麗の餘 化む からん ど〇博 ± はホ國 

じが 巧， えぞ 年. 巧ち 截 ょり 一敎胥 法を 

特じ么 を 巧 用せ り、 即 も岡憐 

ずは . 一 じ . 撰 環 組織. 法を ま 張し 化 欄 度 一 

を ホ ¥ ち 乂 學 じきる まで 適 巧せ る 

をに して 現 時 着々 成 巧の 域 じ 進みつ 

i あるか かし 〇 ホ國敎 育法の 活力 あ 


育 論の 出處じ 付. ては 甚だ 疑は しき お 

あらと 〇 記して 讀 者の 參考じ 供す) 

目下 日本 じがて は 農々. み モ壽敎 育 I 言 ふか 如 

じ反對 する 人 ゐるじ も 巧 はらず、 猫 

ま 十 年間 じがて 中學 程度の 女學 校の 

數は駭 しく 增 加し、 旣じ 二な お餘を 

算 せらる る じ まれ bo 元ょり 目 了 日 

本の 程度ょ ら考 ふれぶ 大學 程度の 女 

半を 脊閒 題は ホ だ 完查じ まらざる も 

從 巧の 中學 程度 じ 少しく 高尙 なる 科 

目を 加へ しを 漸次 其數を おし、 み 子 

大學を 始め 大駭 女子高 等 師範 學 校の 

を 立 及び 御 お水离 等等み 學校專 な 部 

各 女 學校內 じ も 間 樣の計 證を施 一 

1 すじ まれら 〇 今後 十 年を 經 適せば •を 


|知らば、須ら<女子敎育のな善進ホ- 

を圖.，：：^て、 なて其品を高めざるを得 

I ず 〇络二 維新の 大業を 擔ふ菩 人 じな 

て 特に 注目 じがす る 問題なら す や 
I 其 化 我 邦 文物の な 善に 對し 最も 必要 一 

なる は語詞 のな なじして、. ロ ー マ 字 

問題は 頗る 盛んなる が 如し 〇 これ 永 

遠の 間 題 じして 一朝一夕の 閒題じ 非 

I らず 、要は 着ん ホを 進めて 他日の 大 

I 成を 朔 する じ 在らて 将す〇 前段 旣じ 
.我等 大か民 旅 か 第一 維新 


VJ 諭め て 行く 事 か 屢ゐる 

んな 、男らしくない 化ず を趙け 
て 盾る 中は、 傑 じは 戀や 色で じゐこ 
かる、 をが はない の だと 思つ て 居る^ 

か をれ でも 範麗 なを 人 か 通る ど 一瞥 
を與 へ、 漂 ふて る 妖紛の 香 矿逐氣 じ 
もなら、 殊に 男女の 遠慮な''、 狎戲け 
散らして 居る のを 見る ど、 一 いつしか 
がめ て ある 善の 化が 暖ふ脚 じ 湧て 
ホる のを 覺 ゆる 0 

の 際じ完 あの 功を 致した る 巧は 郎ち 〇 o' 〇 〇 .〇、 

I 物質的の 改善 じして、 今や 第二 維新 畢竟ず る じ、 償には 渚 社 曾じ樹 
の 發穏は 放ては、 化 本 的 精細な 良を て橋圃 する ホけ の 気力 か 乏しい のた 
I を圆 せざる ベから ず 〇特じ 乂國じ 巧 か、 ホ だ 化まん ま、' 現實 じなん じ、 
る 巧が 靑 ザ 男女は 化の 貴 おの 蜜 且つ ホ々 化 じを ゆる 程 悟入の 逆ろ 啓けね 

■ » < ^ , >*.:1 f -Sirs L, 卜 ■ . > ド、 、 — レが b.-ilfTTT 3 'l り 
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るを 绿 か〇充 ょり ホ 固敎脊 法ど雖 1 

大なる 弊. 辜を 有せざる じ をら や、 彼 

の 8 授受 じ關 する 雜態 のかき をく 

'敎育 上 弊害の 最 たる 者なる べし 〇觀 

つて 現 時日 本のが 態 か 何を 見る じ、 

を 育 上の 弊害は ちじを しき 者 あり、 

到な 乂國 のをれ と 較 ぶべ くも 非らず 

一^が 育 家は 口に 開 發巧敎 授を增 ふ 

る も某實 注入 的 方法のを しきちき 敎 

i 授 なを 墨ず し、 更にな 良ぶ ホ 法 か 何 


ィ」 する じ まるべき を 信ず 〇 

實じ 日本々 H の 道徳な 善 論は 喧しき 

議論 じして をを R て 之を 見れば 化の 

如きな 善は 兼に 女子の おがを 高む 

じがて 初めてな 巧すべき もなる を 疑， 

一はず 〇 かか々 回® 界敎育 祈究の おお 

は 確か じ 近き 將ホ じ顯 はるべく ホづ 

I 具體 的に 之を いへ ば 第一 女子大 學 を^ 

.大酸 じ 御 立し、 益々 女 ホ 高等教育 じ 

改善を が へんどす 〇 彼の 反 お 論者の 
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び 出す 株 じな つたし、 义人じ 間 はれ 
I て も、 象内勞 働を して 居る ど 憶 面 も 

でく 吿 なする やぅ じな つた 0 

燃 ゆる 不平 ど、 抑. 口 きれぬ 稍の 向 

上 也は 持つ て 居る か、 矢張り 境遇の 

力 じは 敵し ないで、 知らず''-^ の 問 

じ、 社會の 地步か 化くな つて 行く の 
ご 0 

比 化 事は、 實勝 無が 乾燥 だ、 お 日 


ば、 人© 輕侮や 自己の 普 痛は 索より 

期した る 事故 靑雲 じ際會 する 迄は 
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じがて 根本が 改良を. 施ず じ 非 ざれば 

I 巧 じ 二十世紀の H 本を して 世が 競争 

壤醒 のを 伍 者たら しむ 巧し 0 

(と) 女子 教育 諭 

ムリ ォット 褚± か 東京 じがて ホモ 高 I 

等 お脊の 必要を 說 きし 時、 ある 東を 

お 巧は 攻擊 して 曰く、 婦人の 敎育發 

塞は 宮然じ 男子 ど 競爭 する じ 至らし 

め、 尙 女子の 獨身 者を おがせ しむ， 

か 故 じ 家族制度の 破 壌を 致す 可し 一 

然れ でも 巧 ± は 之れ 一を か b て 其 一 

を 解せ ざるを 論 どなし、 婦人 じ おす 


I お 趣 ホを 破攘 して 只管 社を 的を 巧 じ 

挺 移せし むる 者に あらず、 ホ 國家慶 

j 生活の 破 壌は 巧して 女子 敎脊の 干 典 

I する 處 じあらず 〇 これを く ィン ダス 

トブア グ 、デス トラ クシ ヨンの 結果 

ならず とせん や 〇今日 物質的 文明の 

進步 か化會 組織の 上じ大 なる 變遽を 一 


あるべき H 腿 か 特別を 化なん だ、 巧 

力 も、 お 興 も、 あつた もの かどは 云 ふ 

の： 何事 もを の爲 めだ ど 思へ ばす 

平は 稱 へられぬ 義理 だ ど デット 脈を i 

j 閉ぢ て、 耐 へて 居る のは 實じ 悲惨な 
I 自覺 ではない かど 思 ふ 率 か ある、 

偶々、 閑を 得ての 逍遙 じ、 輕孽、 
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j 來 すは 單 らホ國 のみならず 一般化が 自働単 上の 人の 傲然ね るを 見、 或は 


の 常態 化〇 もし 化米國 文明より み 子 

教育を お除かん か、 恰も 巧を 儀め て 

一 牛を 殺す じ 等く、 乂國敎 をの 靖雖を 一 

其が を よら 覆滅す るに 至るべき や 明 


^ 紫 雜な街 上、 希望 じ 輝いて る 人々 の 
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高等教育の 最終 緣 おは 優じ斯 めか 白 化。 乂國 文明の 調 巧 力が 重 もじ 女 I 

-難 害を 敷濟 する じ 足る を 確 論せ り 子 教育に 化り てが 持せ ; の理を 


ホ 國の條 約 違反た るは が搭の おす 處 

拾 目の 觀る處 言 ふ ホ 野暮み 毁じ 属す _ 

A 虞が 外相の 抗畿 は嚴心 じして が 

すべから ざるの 慨ゐら 而み龐 讓じ篤 

棘 かじ 富む 霞關么 先を 領 刮目 而學 
A 大化 鉄道の 創立者 ジ - 1 ムス、 
ヒグ翁 維辆遜 內閣の 農務 大 ぉじ 擬せ 
ら るとの 報 あら 農相は 歷 巧を 爺の 役 ^ 

A 雖然 ヒグ翁 ば 鉄道 ホみ 靖 おじし 
I て 元氣化 者を 凌^ 人物 手 お 共 じ 超 ル 
なら 一生の 思 おじ 閣巧 じかす る も 巧 
A 歲晚 沈蠻の 巧？^ じ 比して 活氣飛 

ぶか かくな - しは 武雷を ザ ± の 入閣 一 

読な b しか 街 謙を 說 今は が聲も なし 
居 ± じして 一隻眼を で 九‘ 百が 六 

I 年 じな も 巧び 民 ホ黨の 大統領 候が 者 

I たらん ど 欲せば 先な て自 里すべき 化 

A 镜敦じ 於け るむ 爾 幹の 平 か會議 I 


，椅 すを 占む るを は 恐ら < 精 傅 じして 
I 統御の 才ゐる 現が がデグ ヵツ セ お 乎 

瓜 舊臘西 園 寺內閣 死して 新 じを 內 
I 閣 をる 而も 其難產 たらし 事開閒 0 巧 _ 
の珍與象た ら難產內閣の壽がやお哉^ 
A な 歌 
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なら お姻 はされ ぬ 歲の裳 かな ど 巧 g ^ 


j 剧寺 內閣の 未路を 道破し 得て 頗るぶ 职 


•診察 時槪 

直 午が々 を 
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宫 午が 化 時 
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等 ど 化 肩す る 事 かお 巧る ど、 空拳. 一 

，推 黯耗 する か、 歸 つて 見る で 高談 放 

語 も お 來ぬホ 天 化、 囊 きの 慷慨 も 何 
_ の 甲裴巧 く、 を ホな しじ 己は 生が 競^ 


I - こ -v > I 

も ホ 方も談 巧の 買 被を 恐る 是甚 滑稽 _ 

A ち猎 の ±巧 ホ 巧み じ戰勝 别國の 

一满 点を 捕へ て 得意の ヲ ー グド 、ダ， 

ムを 試む 即ち 乙 ±1 巧 一流の 外を 手段 


A 增師 閒趙は 不急 じして 無 算の問 
I 題 化巧斷 派の 專橫 亂巖も 要する じを 
の 問題の みを なくて 柯の 百が なが 哉 _ 

一 ▲時局を して か 斯亂脈 化 拾す ベ か 
ら ざる じ まら しめたる 者は 官僚の 罪 
化が 党の 罪化而 して 义國 民の 罪なら 
么 が 氣 じして 政治 思想な き國 民は 
到底 一呂 僚 征伐を か畫し 得す 政党の な 

返を I 兀 成し 得 じ 違 じ 是れ惠 政の 危機 一 
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策日 本を 信 


j @ 聖上 外遊 說 
I る處じ 化れば 


東京 英ぞ 新聞め 傅 ふ 


: 脇に 巧 進せ る 等 東方の 異词を 始め 两 

方 じがて は國 見の 引退 臘の 大願 どな 

ら 伊勢の 構 大蛇 瀉の韩 進せ る あ 6 前 i 


聖上 陛下 じは 本年 十 壌 巧 じみ 成 織な りし 相 生 小 錦 ± 卿 山 


一月 卽位 ま擧巧 後軍 艦 じて 歐洲 が駐 

雨 巡遊の 途じ 上らるべし どの 增あ 


@ 新 內閣の 非 增師ホ 針 本 週 木曜日 

東京 發雷じ 化る じな 新 內閣は 非增師 

I ホ 針を 大体 左の かくみ ませる 携 横な 

hv 

一、 急遽 豫算の 編制 上 兎 も 巧增師 

を 見を はす 事 

二、 陸軍 どの 均衡を 計る か爲 めじ 

海軍の 擴 張を ノ 1 マ少 、ス 

' ンダ ー ド じ 止む る こ VJ 

jir 五 千万 圆國债 償還を 厳 巧す る 

■ の歸係 よら 外 償 慕 集を 爲さ r 

; '.'る 事- 

@ 東を 大博覽 を 大正！ 二 年を なて 開 

催 古るべき 東京 府ま催 勸業大 博覽曾 I 

は 去る 十二月 十一 H の府會 委員 曾 じ 

於て 原案の 通 6 巧决 せら 

@ 主 方 化 元を を 罵る ± 方 化は 語つ 

て 曰く 內閣 組織 難は 內閣 維持 難 どせ 

じ 若人 連 か 厨 外 よらを 像す るか 爲め 

でら 若し 宏人 連のを 暖 なくん ば巧閣 I 

ず 侯の 如き も 永く 內觸を 維持して 善 

欧を巧 ふべ < 义後繼 首相の 如き も 四 

十臺 、去 十臺 又は 六十 臺の 人々 じ 卓 1 

敬 かジ歡 I ぃか i ぃ i を 歡 

餘ら じ閱歷 動^# じ盡 きを 置きて- < 

選 せんどす るよ^ 適 巧者を 得ざる な 

ら尙 世上 じて は 巧を 巧び おでて 巧禪 

す組鐵 すべん' ゴ增 する 者 ぁる も 

なての がの 事なら おを たる 者は 化 際 I 

最も 愼 重なる 態度を なるべく 數月前 

をの 入て 內 大臣 從長 ど爲る やそ 

元老 其 他 則 おの® 前 じがて r 自 をは 

今後 决 して 政治 じ 干 おせず 專必 常が ~ 

輔 II の 巧じ當 るべ' し」 ど 誓 ひたら、 

然る じ も拘ら や 万一を かちび 出で て 

首相 VJ なる かか 事る ち ば 宮中 府中の 

遊 間を 巧し 亂 階を 避る の 虞 ぁらを も 

亦數月 前の 誓詞 じ 願み みして 左様の 

巧勸を 執る こど 無 かるべき はを の 確 

唇す る處 なり 而も 世上 じ 巧の 如き 風 

読の： 盛ん じ 巧は る！ はを 怪じ堪 へず 

ちか 

I ® 间向院 寒 務巧番 附の發 表 正月 

元日を なて 發表 せられた る 圓巧院 ぶ 

巧 力の 强附は 舊萊ホ 大願 駒ク .嶽の 下 

らて張 出大顧 どなれる を 始め 西 ノ海一 

の大關 正位 じ從し 朝夕の 一躍して 關 I 


等の 沒落 みら て遣滅 なく 實力 競ず の 貫は 稍； 悲觀的 情報を 致 ザる 巧 第な， 


正 あなる 結 架を 現は しおれ， 
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ぶび 裝國じ 欲け るヲ ペラの プ甘モ 
ターどして著％なるヲス々—、 八 マ 
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の 傑物 故 ザ 旧 勘彌の 輪廓を 大きく せ 

るが かき 趣 ぁる 敏腕家な るが、 先年 I 

ヒ ラプグ 'フキ ヤ巿じ 新ら し < ヲ ペラ 

ウスを 建築して j 山當 てん どかね 
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る 者なる な 返濟の 義務な しど ホ 張し 

居りし 事轉は ジュリ！ 裁 卿の 結おジ 

乂ア グリ ー どぶれ るみ々 をの 成 行 曲 

何 ゐらむ 

@ 進ホ觉 領袖 閒の 巧； 乱义國 政界を I 
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の 特色 お 上下を 通じて 巧 員の 統 
遣 減な {保 ねれ か あ 協同の 實が 着々 
どして 事 實の上 じ 示されて 居る こど 
である 〇 


善 J 国に 挡 旨み 巧るを' 
じ學を ーレ自 おじ 轉 巧す 
る 便 あり、 巧歐 語で も 
をへ 巧诗 にても 最初 卜； 

養す. 

'、、 ；' リツ プ盡お 

/イ .語を 校 
り 謝は 至て 廉な 6、 明 
辣 書は 申が 巧 第 送ら 何 
時 でら を 観を 許ず 


技 

R i 

03 S 


を 


2 


亂％ を穗 赛藥、 

S が 

’ ‘其撼 

パ ぃダロ 

妹 じ窩琼 


クタ 


G ぶ 
ぶ r 

民 ホ 蠻持參 の 方へ な 巧 別で 稱 

D 岛ミ 

ぷ 巧 巧 益 梢 計す 串 候 

1 乱 


e I 乂精 揉- 

萬 雲 里濟樓 


ふ 無 I 支那 料理‘ 

， nN 

i I み 
.' h 山 打 

で 锭じ31本人讓ぉ化《みみ ' 
; 4 じ 巧々 巧く お 巧 化べ < ち 

2 

争 ， 



癸な 事 本 巧ょ 6 をな の 

^Bvr ksy •»?<1 % 3 «. 

9 藝 IP 所 じぶ s 」 蘇の ぁ 

を藥 化るべ^ 瞬が 
埋舊巧 引ぶ 之 挥奉威 上 

を 六 ホ T 目 二な 五 燕 

旅、 



巧 八 〇 五 


r 


參 新年 大賣 出し 


J 


參外震 冬^ § 求 ミが 膊勘 

或が 迴弗ノ 服及ビ 外套' 戴が 或が 一二 拾弗ノ 服及ビ 外套を が 五 弗 
ミ 拾 五 巧 ノ服及 ビ外蒼 一二 拾 巧 

舊 年中は 一方ならず 御 引 立に 預ら奉 鳴撕候 就て は御禮 かたぶ j 前記の 遙 


畫 .3 ミ わ k - 舊句寸 W 3 なら 銜弓互 じちら 璋嗦 '巧 假蔚 てけ 箱體 

重を す 苗 8 を 大勉囊 候疆蠢 用命 Q 震して S 至 候 


謹 


トイレ ブト 阿乱 


た V ドち ミ ^ 巧 

む： Si 飯 驚！ 

1夏ザ31 け 

c/ne J** •巧 >た6, •マー 
巧 ミミ £ ミ S ♦ミミ ▼/ 

^ 傷 口依潭 山を A 装が 巧 嘻じ御 周で 
5 を 巧を 上睽 ^ 


! 如 
• k 


V わ 
9 

nl 

t ろ 


御手 鹤御 料理 並 

じな ベ 類 

常 盤 


a 

W 

■る 

み •還 

〇 なお 

T L‘g 

f 1 

OF 

'» I 嗦ぉ ブラ ザ—!. 00 化 


な 育 巿ン. ネシシ トン 巧 
とち サ巧 《五十八 了 目 
巧 玉屋の 二階》 


爱公 公. <|么 么 AAAAAA 想 

料/鴨 舞久獅 

® AA <1 么 AAAAAA . A 城 ' 

元 出 鑛下辕 

Murray 晕 2 祭？ 

47 P 衰 pect PLBet Fir 没 &Se 
coOd Aves. off 田 • な d S を ef 


•懷お 御 料理 • 

も 的 
S 々 § 


大洋 腺 煤. 

糜價 、愼 選、： n 本人 — 
には 特 巧な 晦マじ 載 疑； 巧 致 
巧 T>; 哨^ 涵ホ店 ゆ 上目で に 巧 中の 
^ 城ん み 幕 着 度 暇お鄉 一寛を 色 ふ 

化 旧 も 一義 十み 雜 


W 圆然诚 お市* 巧 厳 前- ノが K ン街 

A の こ 己 ハ！. な ブロ！ ドゥエ. r - 

於を' 一丢 ハ】 

‘ g W 焊肯 .ウす グ街乂 8 戌 

ピ K 、 ブイ， 叫 謗 


邮 


御宴 食 
の閒の 
設備を 


I 


G 


夕 


替 8 艦 I 

8008 龍 " 

•高等 御旅館 • 


J 鑛扇 

.ン コ' ^ ' ド レス - 


A ま 

リ 


な％ 鱗猶爲 大勉離 1 

脈 賣致候 

巧 yoto Mfg And Tr を ing C0. 

巧 2 I 5定 Broadways 

ITew X •弓 k Ci 夕 


-- -- 1 1 * イ 

業阔鬻 ， 

ま 巧みを 
なち ボ第六 巧 八 巧 巧を 
.‘ 電菌 ブライ ぶと 〇ム 
I 今-殺 ホを ホ 巧 と なを 法に じ 巧し 一 
降 お 切を 肯 ミし 寒が おを 巧 申 巧 


玉； 


•臺 


御 料理 御 お 

やま ご鳥卞 ミく 

一い 1 W ■を th . St .タピ 

Tel . 30 る coliblus 



目 本 ド タィ グ 1 グ 

纔猎日本キ.モノ、ウ'玉スト、 

5;58マ；ンダツン コ"~卜、-八 ンヶチ 

M *": 帥 ふくろめ 其 化 種々 ク y スマス 

ん S おの 强 着荷を 屠り 度閒夕 々に 

/ がす 掏^ 注を 被 下 度ブま 巧申卜 

^2; 侯、 郵便 じて ォ爾 をめ 资はブ 

U ■§ e - 心 ス^ス •トゴ 送附申 上迅凍 

n ^ W るつ 巧 喀じゴ 返事 申 上く ベ ぐ 

I 郎扣侯 B 承 パ：!- 會 


基督 敎 修道が 

西々 廿 S 了 目 •白 〇 二 蚕 
〇 曜 H 集 食、 午 お八 時 脚な サ； 二 了 g 

な 一を レノ. ック え‘. アベ ニユ ，角々 
レジ ホ，— ドを 會內 チヤ ぺ^じ 於 T 
聖藝 研究 會 ：口躍 牛 後. 一一 時 {修道 會 W 
祈禱 を 木曜 午后 八 時 {館 じて j 

讀書會 第 - r 第 四、 金婚 午后 八 

時 

.* め師 大堀 篤 
化 き 

一 127 sf '.’. T 早. 5582 M ミ nings 己 e 
八 修違會 電話 >193 M ぶを 巧 乙 e 

讀 齡婦少 r 馨舍 

婦心莫 認敎授 S ホ圓 

監替 

晏 ' W ご 7 笑 

口 忌が 置〇 


大鋪 爲 .一 

Tei を资 ： Mor _ 


禱馨 


西 一二 十. 八 下目 六 十八番 

..'佐'々 洋娘巧 


•M 



室を 淸を 
親切 巧ち 


鄉 料理 

東泮 旅館 £?2設' 

を お j ! レム/たと 巧 小が'' 璧苦 
紹育ボ レキシントン 巧 千 六な 六十と 
を {.酉 則' VJ 巧 五 了 円の 閒】 


壓化 ア少バ 

I 誦 洋食 


店 


が ニユ！ ョ I ク巧西 十四 巧 

が 4 目 巧 十四 带 

I り 騰旧 兄弟 


Apif ^ 

巧み S 切な >、 R が /ゥ 》 ブブ 
.'お 二を 巧ク 巧おブ 冷ブ 

R 窝 一二 〇 A 九 ブラ^アント 

田 26 さ h iUe , cor 4 ゴ h づ， Y . ご夕 


£ を 

-丄 1111 

:麗 御淋理 

’ ^ : 翻 四 弗 化 

ブグ！ クブ 1 ン* チ ツジ Ifll 

卜四蕾 .電誘 云と】 八ク さ， 

スト メミ ン、 1 

.目 嘉 i 盛榮， 


つ J 

下宿 並 じ郞龐 I 

下宿料 § 


目 本人 靑年會 儒 欄 





か 

が . 

y . 


斬 




を 1 あ 香な よ 

五が 换 罵‘ 海 墓 

jis - 旧を 云ぶ 八 毛. 

香；^ せ B ホ お 二度 一 
畐じ曾 ホ舊 '、‘ 

集 農 養 一 

本 巧 送金は 無 ま 致 巧に 下な々 it におを 讯ホな g 


み 通 か. 

•* 座 

-を十 V 星 ハ a 

機 濱巫金 






H 


み 


3 


ク 

新. 

報 


輿 

i 

屯 I 

V 

六 

號 


主 

曜 

H 

r \ 


一二 


1 月 五日 午後 

I 白艰臺 下、 蹟雪數 十 唯を 解盡 して、 

】ず ぶ 十万の 男々 が饿じ 泣き 常 じ 誇 j 

ソ 、權 威を 爭 ひ、 或は 戀 じが ひ、 を 

じ 閑へ、 叫びつ、 怒らつ、 恨み 悲し 

み、 樂 しみ 毒ぶ 浮 化の 巧畫〇 遠く 

シ ガンの 水 激して 怒濤を を 咬む の ホ 

景 、交 i 吾人の 觀測纔 じ 映 じて 座ろ 


じサ！ ブニ スト、 マ カ • ■— チョンの 筆 




麵本龍 化 


® 白眼臺 よ 


が 欲しく 相が 候 

社中 罔 人 方の 御 盛んなる 意氣 、地が 

乘 b 移ッ た元氣 、餘 b だしくて 多々 

狼 おせられた 形跡な ど 新年 號じ をは 

れて御 奪 圖の程 拜察致 お 

を ぁれ 巧ゐ れニユ ー ョ ー ク 新報は 千 

か 巧 十ー ユ年じ 於て 生 氣じ滿 も、 を 學 

じ充 ち、 新ら しき' 使命を を ふて 化 米 

の 阔胞じ 非常なる 偉 賴を受 る もの ど 

專 の 評剌じ 御座 候 

巧が ホの 在留民は 極めて 嚴肅 じ諮閱 i 

中の 新年を 辿へ たら どは 某ち 人が 誇 

をせ^る^處なれど、 飮むをは骗 

ん にがみ、 をら ふ 者は 盛ん じ をら ひ 

I 餘ら飮 み 過ぎ 食 ひ 適ぎ て 御 歸ら路 じ 

ピスト グを额 じ 差しむ けられ 辕ひ上 

失た 速卞ら 一ー ミ 抒么ぞ じみり 睽 

I 麽 蘇を 冗氣 でな 燈谭 へ蹈み 込んで 何 

かの 間違で 珠數繫 ぎじ 引ッ 張られて 

I ホ 耻 かいた 東洋 豪傑の 一が ゐ b どは 

二 巧ず の 報ずる お 〇物じ 動せ ぬ 領事 

蒲の 御宠役 迄が ホれ は 痛 か だ ど 案を I 

叩いて 大笑せられ しは 近頃 珍ら しき 

事 じて 候 

シ 々ゴ日 本人 タッシ ヨン ホ ー ムは 昨： 

年 ホの 総會じ 於て 巧 俄を 日本人 キブ 

づ卜敎 貧 どなめ 新 幹事 指導の 下 じあ 

じ 人氣を 一新せ ん計晝 じて 候 D 阿部： 

領事 夫人、 鄕里熊 本 じがて 永 版 せら 

れし 趣、 痛恨 限らな し〇 吾人 ば阿雜 

I 巧じ對 して 深く 間棉を 表し 愼〇家 じ 

は 一二 话 をら、 愛の 妻は 幽明 横を 異に 

す 阿部 巧の 威 やおして 茶柯〇 凍風稽 

雪、 湖邊 S をの 巧调傷 どして 思 じ 沈 

むめみ じ 對し一 掏 同情の 狼な き 能は 

ず 候 

巧 俄を 大學目 本人 俱樂 部の 総 歎は 前 

過 王醒日 ミッ シ タン ホ ー ム にがて 新 

年 曾 相 催し 候 始めから 終まで 學說や 

理窟で 押潘 うし 高談な 論せられ しは 

成程 學 者の 新年 會 じて 超俗 VJ や 申さ 

ん〇 然しが がを ブ たら 得意の 美音を 一 


I 張ら 上げ 度し どムク ついて 居ね 人 も I 

一二 二人 有 么換 もさり とは 惜しき 事. 

て 候 ひしよ 0 

昨年 末 巧 日本人の 勞 働の 需要 誠 

じ 夥しく 從 つて 貧を も昇騰 いたし、 
ケ巧 四十 弗な 下の 貸を じ應 ずるを； 


は 皆無の もじ 校 


を 技 
蔚 卸 





□打球 家 山 旧を の 評が は 盛んな もの 
だつ た、 敗け たのは 龜の 甲ょり 年の 
効で スロ ー ソン 位の 年輩 じ 達せ ばげ 
をの 濁 舞 臺ぢや 

□巿 俄を ナシ 3 ナグの マネ ジヤ 1 で 
あつた 評 制 男の フラ クチ ヤスは 結局 
-1 ユ ー ョ ー ク ヤン キ ー の 総督 じ擧げ 
ら れた〇 驚く 勿れ 半グ 年の 給料 ニス 
五 千 巧 〇雜報 子ら 筆を 投じて ボ ー グ 
を 投げん かな 

□巧 俄 古 巧 巧 じは 約 己が のま 那巧理 

巧が ある 〇其內 で 目 本の 給仕 人を 使 

用して ゐる 所謂 第一流の 格が 五軒 祭 

一流が 六と 軒 ゐる〇 給 化 人の 収义が 

少 くどら 月 化な 六. 十 弗を 下るまい、 

尤も 給料は) H 1 巧 0 下で 餘は チス 

プだ〇 然し 餘り腊 畜を殘 す A はゐ な； 

ぃ 相 だ、 過去 六ヶ 年を 通じて チヤ グ 

スィ 黨の成 巧者と して 數 へらる ぶの 

は 目下 朝鮮で 辯 議± の 事務 巧を 開ぃ 

て ゐる後 滕廉ホ 君 許り だ どい ふこ ど 

でゐる 

□巧 俄 古で 學 生の 特長は 其 自給 生活 

じある 〇止 曜日な どじは ボ內 第】 壁 

の デ パ ー トメ ント ストア じ賣子 VJ し 

て 働く シヵゴ 大 學の學 をが ぜ名 0 A 

ど算 せられて ゐ る、 同胞 學 生の 大夕 

数は 义 自給 生で ±曠《 曜じ チヤ ブス 

x 還の 臨時 給 化 A どなつ て 十 弗 位の 

化 入が みる かも 樂じ やつて 巧け るか 

ぢや 

□學 生の 中 じは 巧 商を やつて 小金を 

がつ た 者^ 少< なぃ、 だから 學 殺を 

総へ て 早速 小 商 おじ 取 b か！ る 位の 

餘縣が お ホて ゐる 

□學 生の 中 じ 盛ん じな 燈 おじ 出入す 

る 連中が ゐ ると S 面子は 微を 飛ばし 

て 龍 仙 君を 戒嚴 して ゐ る、 同 君も餘 

沒蕾 せんで 時 じは 一二 面子の 苦必の 

颇 をが 上 じ 示して はか 何 

□昔の 學 生は 素 巧の 正 L い 高潔な 靑 

年か夕 歎で あつた、 而 して 學 問は 斯 

様な 階級 か獨 おで あつた けれど、 今 

H では 博奕 打、 ピンぶ、 其 他の 無賴漢 


迄 か學校 生活を 試みる 位に 赴 會は進 I 

ホし たんだと 龍 仙を】 流 0 見解 恐 入 

らますな ア (つで く ) 

0 _ 三！ ョ ー ク 新報の 雜都 


参 甲斐、 ち 巧 一 
巧の 遭難 


本 化の 甲斐 健 一、 ま 田 正 之 巧 巧は ま i 

皆と H 東洋 俱樂 がに がて 催された る 
竹 田 化か 巧 曾の 新年 宴を よらの 歸途 I 

ダィク マン 街 じ 巧て 一一 一名の 惡漢 (白 
人) じ冀 はれ 頭部 其 他 ニヶが じ 負 
したる がぶ じ 其 大要を 输 載せん じ 

▲遭難の 時刻 前記 新年 宾會の 席上 
じ 於て 甲斐 巧の 友人なる 某氏が 過 
つてを 傷し たれば 甲斐 巧は を 田 巧と 
共 じ 間 巧を 觀 はらつ i レキシントン 
街なる が 瀬 ドク トグ を訪 巧した る も 
巧 惡く外 診 中なら しを 0 て 更じ轉 じ 
て 西 ホ 十五 巧の 小春 ド クタ ー じ 到ら 
て 手術を をけ ねる 等 じて 巧 巧が 携ふ 
て 愈 i 歸 をの 途じ 就きし は翌曉 四時 
じ垂ん たるち ほひなら し 由 0 更らぬ 
だ じ 人 逆ら 少なき 巧 外の が ほごら、 
乂の滋 巧 ど 巧 巧け を 急ぐ 鶏の 鳴き 發 
を 除 < の 外万續 あどして 些の 音響を 

あたず 〇雨 後の 寒月 微か じ 雲間を 漏 

れて 人を して 更に 凄 惟の 巧を 巧から 

しむ 〇 

A 克斯 管の が じて 頭を 擲 ぐる 酔 ざ 

めの 睡 巧い 顔を 冷つ く 巧 陰の 風に な 

ぶら せ蠻聲 高く 何 靠をか 語 b を ひつ 

今し も ダイク マン、 スブ 1 シ ヨン 

を 立 も' 出で たる 神なら ね 巧 1 II は 己 か 

後から S 名の 惡淺 かを きが 物 御 ざん 

なれと 互 じ 身 溝へ つ！ 追跡し ホる ど 

は 夢にも 知らず、 おじ ジャ 1 マン 

を 横ぎ らん VJ する 一刹那、 をろ よら 

物を も 言は せず、 克巧 管の ヵ グか鐵 

ザ やぅの 物を 包みね る 兜 器を 0 て 骨 

碎 けよ VJ が も 下る したら 〇 不意を 

嗤 ひし 兩 氏は 眼 眩み 鮮血 パ ッど迸 ば 

しらて 證術 なく 彼等 か 巧す じ 巧せ て 

をる 程に 二 名の 兜賊 寄つ てた かつで 

比 较的强 さぅ じ 見 ゆるま 旧 巧を 地上 

をぢ 倒し 巧が を 目が けて 滅ッ タ擊じ 

クチの めし、 外 奪の ポヶットを 探り； 

を VJ や 思 ひけん、 一聯の 鍵を 搔ッ拂 I 

一ら ひ 跡 白浪 ど 逃げ失せたり 

A 負傷 か 励が は兩巧 ども 頭部 じし 


ii 題！ 員け？ 擧け i 

着 ホ ホブグ モン ブセロ じあり 0 

•文 都 省留學 生じて を 大工 巧 助敎授 i 
源 井 恒太郎 巧は ゼ子 ラグ ユンク 


を* 


て ま旧は はを の 外 口 S 眼 W の ニ ケ を で 水を專巧幹事 







じ强き 打撲傷を 受 たら 〇兩巧 ごも 時 一 

をを さず が 瀬 ド クタ ー を 招きて 手術 
ぞ受 たるが 甲斐 巧の 傷は 己 巧、 ま 田 一 

巧の 頭部の 班は 甲斐 巧よ ら疆 傷なる 
もな 局部の 惡 しき VJ 口く 眼 どじ 受ぶ 
たる 傷が 餘 程の 重 體 なれば を 快ま^ 
じは 少な < ども々 後一 一週間の が 黎を一 
爲 さざる 可らず どい ふり 


森が 組の が ザ 保 固 氏歸朝 巧る 十 
六 a 出 潑歸朝 六 ヶ月 程 日本 じ滯 巧の 
尝 なな、 同店の 田 中實巧 も おく 歷國 j 

する 由 〇 

参 東洋 滿船會 就 重役 ザ坡 を 巧は 去 
ると 日 ホ 着 ホ ブバブ フン ダビ グトじ 
なち 二 遇 間 みら 滞留す る 由 O ' 

農 商務省 保儉 課長 島が 他 S 郞 巧'' 

は 去る 一日 英國 より 着 0 


計ぶ び會 あの 鞭 吿を爲 し、 夫から 重 
要 事項 か 評决じ 移り 大要 左の 歎 件を 

可决 確を せら 0 

一、 徽章 躺を じ關し 新に 四を のを 
員を 選を して 調査を 繼磯 する 事 
あ 委員と して、 近 藤、 柴 田、 な 田、 
及び 若宮の 四 名當攫 就任り 

二、 俱樂部 室 H 潰じ關 する 委員 會 i 

の 經遇並 じ 役 貴 曾の 報吿を 是認 
し 當み中 化-の 事 0 

一二、 をが 大會 を每年 秋季 一回 どな 
め 役員の 選擧も 秋季 じがて 是を 1 

執が し、 其 任期を 十一月 S 日ょ 
.ら 起算す る 事 どして を 則を 變更 
し、 且つ 新 じ 地方 巧 巧の 脅 員を 
して 役員 選擧の 慣例を 作る 事 
をの 外'、 がを 部を 金 利殖 じ 願す る 質 I 

問、' 研究 等 ぁらね る 後が に 本年 十一 




者に 常ぐ 


-羅府 博 文 堂 書店の 大勉强 
A 書籍 雜誌共 悉ぐ郵 琼無巧 
ホ國 如何 じ廣 しと 雛 も 書籍 雜 誌^ 
悉く 郵我無 巧なる 馨 店は 獨 6 博 • 
堂ゐ るの み 


經 


j を—; 沿岸 唯一の 一大 書店なる か 

j 與！ お 12 スタックの 一 雲い 事 

' g ミ 新開 業なる か 故 じ 一般の 善 

•^1 籍 新ら' し < を 紙の 破損 繩糞 

の 附着 等の 恐れな し 
i •蕭巧 書籍の 深山なる 事 
毎月 雑誌 並 じ 新刊書 到着の 

j 心 W ' jj 早き は 化 米 第一 じして 特に 


巧 當選就 巧せられ、‘ 午な 十) 時散會 I 

せりと を ふ 〇 

會 長、 お 藤 佐 十 郎君 
幹事、 犬を 政吉 君、 手 お ホー 君 
加 藤 菊 巧郞ぞ 、林 鉄 巧 君 
浆旧悠 四 郎君、 水を が 一二 
.君 


榜じ地 ホ ょら 御 注义の ホじ對 しては 

何 かなる 場を ィ」 雖も取 おの 了 寧 じし， 

て發 送の 迈 速なる 事は 常 じ 弊店のを 

めて 載らざる 處 なら 


ック會 社 じ 入社す る 由 0 
♦鐵 逆院® 部 旅客 部長 荒木 S 郞巧 
は】 巧 八日 巧發 加を 太 じ 向 ひたる が 
二 遇 聞な じ歷 米、. 當地 ペン シグべ 一一' 

卞 停革攘 じて 事業 硏究 の當〇 

♦夕年 帝 大法 科の 敎授 たらし タ ー リ を . y 、 ，、 p をを _ ミを I 
こ. J を. 、一巧 社 ■'永年 ノ經驗 二 因 リ糖巧 ノを唐 

巧は々 凹 恩給 退職 ど，^ らて歸 ホー ヲ巧テ 日本 輸入 業哦關 事務 一巧 ヲ取 

ま S 日 操 領事館を 訪 へら 0 披ひ尙 日本 行 荷物 ノ 送達 二應ズ 
裏寞 學敎授 スタ！ 巧は を 一 麵づ賣 目」 畜舅弓 ミ 0. 


新刊囊 案 巧 

久留 島武き 著宛價 四が 他 


參稅關 事務 化 扱 


0 U 巧 roM BR 0 只 尚が S . 

巧 一日 夏 槪會 じて 演說す •へし -畜 N 兒 RAL 畜 PPINGAG 舅 TS . 

袋 3 SG D 巧 M 11 B 0 RN - 穿 . OUICAGOI 

f I I , ミ， 一 广ご こ ち ミこ 一 を-" 一 20. W B 巧 OJVD ' W.AY 2 EW Y 0 巧 K . 

務の擴 張を 巧び たる 結棠從 前の 處 じ；— 


ては 手 狹を臧 ずるょ b がる 十八 目を^ 
0 て東廿 S 了 目. 一一 五、 蒂に 移歡ず i 
こと ミ-なれり 5 

一一 1 ザ 物産 會社 近事 同社は 近 < を I 
轉 する こご じがした るを 尙 十二月 0 一 
索々 着 新れ じ 同社に 勤務 中 《 人々 は j 
蹇 如し 一 
矢 島 房 終、 靑木 玉を 郞巧巧 (東京 
商工 出身) 山 崎 雄 二 (葛 巧 お 身). 
•修道 會 講演 本日 午後 八 時 東京 高 I 

師敎授 岡 山を ま 巧の r 日米の 手工 敎^ 

育」 ご 題す る 講演め るを ' 

御斷 ら本號 ょり 順次 揭 載の 答な 

し 寄稿 家 諸 巧の 玉稿は 諸事 整頓 次 

第揭 載す ベ < 英文 及び 巧 俄を 新報 

等 日を 逐 ふて 益々 其 ホ 彩を 發 揮し 讀 I 

者 諸君ず をの 厚意 じ酬 ひん こどを 期 

す。 'i 

亞巧目 本人 會の 大會 一 
亞巧 日本人 會第四 回 奢が 大 會は豫 I 
をの かく 本ち 二日 午後ぶ 時半を 0 ス 

開會 、近 藤 曾 長の 開 會岛辭 あら、 次 一 
秋季 犬會巧 降の 會 i 


曰 本雜貨 

たろ し- 


1111 


髓藤 小川 商會 


TA 只 JTO.OGAWVl&oo. 

一 装 W. Lake 寶. Chicago ごご 
巧 hone Main な咨 


弊 巧の 誇ら どす る處 な， 


でィ # 、参、 


明治の 女官 


すま じき ものは き 代へ とは 封建 時 一 

化の 遺言、 みは 淸裝の 面影 やさし 

< 君 じ 出 ふる ホ榮 ある 其 女官の <_ 

さ の 物語を 趣が るる 筆 じて 乾 

せる か本嘗 な 

皇室の 奥深き 裡じも 面白き 物語 少 j 

しどせ ず 嬰す る じ 稀 有の 出版物 ィ 

るふべ し 

藻を のず 紙 

乃 木將を 

乂間學 浪ムハ 著 

世間知らず 

都會ょ 


击〇 


葉を 集 上下を 
加を 雑話が 越 巧 著 

山々 のを 


-ノ 3 

入 〇 
S 五 




ま T 。 吿 

愚妻 モト 事あ氣 療養中の 處 養生 堯 

じ 相 かなは ず 一月 义日 午前 云 時 マ 

ザチユ 1 セッ ト朔ホ < リ nr * — ク巧 

立 病院 じて 巧 ま 致 候 間 化 段 辱知 諸 

を じ 謹吿す 

月义日 

マチ チユ セット 抑 
アム パ，— スト ボ 

川 島が 佐 美 一 

I (天涯) 圉 


一〇 
八 五 

50 

ぶ 〇 
一 立 〇 

一至 


惜： 

& 齡霜 

一奚鼓 

世渡りの 道 新渡夕 
實 業の 日本 社長 お 田 義一著 一 五 〇 

誦靑 年と 修養 麵 

を®® 受 度® 

巧 ホ 同胞 日常 遭遇す る實際 問題 じ 敬 

きて 相談ず る 師友な く齊發 ずべ， き 良 I 

書な く 宮ら煩 岡す るん は讀め 
當用 日記 博 文 館 大形 
: :中 特製 




類 


新治據 

,'1铸蠢8盤據 

みせん む- 一 

ぉお 餐い 、辭終 輪觀較 ，の 親 ‘11 

笞 瀬九蓝 

キシシ トツ巧 十 普が j 

端 診察 嗦ぉ 

至十1%時 
を 化#' 


t — ' 夕 ...： 

'ま . S 妻 を 吁' 

廷替專 泰 巧； 


h & 
をが 

.S W 


透？ 羣. 


レ 


白 午前 化 時 
哲 午後 六 時 ' 
を' 度 午前中 


穂 


•洗濯 所賣 度し 

▲ フ ゴン 、洗濯 證械其 他】 巧完： 

tl , 巧 五十 巧 上 

▲ゥィ ，キ ん十 弗ょり！ 
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MANAGERIAL AN- 

NOUNCEMENT. 
Beginning .with next i ぉ ue the 
Japane が TTim が will have eight 
page る each 打 utnb が. 


THE J がる 化な 说 AMERICA 

Th が e are two がな inct teruiencks 
ぎの wing ki 忱 e の e 打ね 1 attitude of 
the Japanese who have come to live 
in Amer ミ ca eith な temporarily or 
で erraane がか. One is to look わ r. 
ward, and the other to look back- 
ス vard ; the form がわ toward for- 
; : getting their 打 lOth な coun れ y e 
- tirely, and か e latter towards 化- 
で lemberi 打 g れ with に〇 much fond 

ぶ だ s> V な g お g on hom な i じ kn だ s. 

お〇 比 tendencies are quite ‘ natural ; 
也 for what Japa 打 だ e ai.e there who 
，do not fondly remember the bea 口- 
ゴ iful country and the clear people 
她 ey have le む beWnd? And also, 
what Japanese do not come to ap- 
preciat:e な U the benefits of the more 
advance m がが ial dviliz おお n th が 

is rtiani おな お the American iif も 
and b が ome inclined to わ i.get all 
about l:heir own ccnm れ y? The が 
tendencies are natural, but it is no 
re が on why they should be carried 

to 注 打で xtirem も 

Love of their mother の untry is 
patriotism, and love of their new 
coun ゎ y is か e outgrqwth of も邹 げ it 
of adve 硫 1か， and. の ch 別 th だ e 
: de 注 £ ;s— admirable-When taken by 
r、 もがけ . But a man who aHows him- 
；elf to be ob を だが d by eitli な of 
hese ickas is moirbid or polish， 
edng th お 打 0 idea is gireater than 
，も man •む； s a man \\ か o び eatfcs an 
'心 We も and not an id む tlmt should 


is no ti.se either ot filing away it> 


THE 说翰 13 瓶 i 化ち 脚!! 原 


a 


A CITY OF LAWYERS 
了 h が e are suppo が d to be よ 6,000 
lawyers in New York, one to every 
275 inhabitants, and ホ has b が 打 
e な im が ed th が 40 per cent, of them 
have a s れ u 雜 le for existence, 30 
per cent, make a fair uvi 打 g, 20 per 
cent, a good income and 10 p が 
cent., the big Corporation lawyer も 
make anywhere •む 0 肌 ^2^,ooo to 
$100,000. The shyster comes pretty 
near gelidng a decent income, tho, 
by h お tactics. He is up night and 
day, like the "club doctors'" on the 
Ea が Side, who attend 600 patients 
month for 15 cents apiece. In 
ew York county about 100 name? 
of illegil:imat:e lawyers have in the 
last year been な ricke 打 from the 
list 

THE ISTAVA し PROG 反 AIVIME. 

The country can never escape 
from the ね sk of hearing arguments 
for the naval expansion, once every 
year, besides the task of paying 
ね: K が for the sam た The Leslie's 
Weekly has a specimen of such 
argumentis, saying : — 

"So long as we maintain a navy 
as a means of preventing war, we 
should not allow .it to detedoratc 
山 s1:ren が h or efficiency. Secretary 
of the Navy ]\Ieyer in his annual 
report points, out that じ oi が s Con- 
gress authorizes' at least two bat- 
tlesh ホ s a year， Unde Sam's navy 
will drop from second to fourth 
place among sea powers お a few 
years, and tWs will happen even if 
other powers do not increase their 
building programs. I 打 tierimtio 打 al 
efforts toward peace have as yet ac- 
complisHed nothing in the じ n]i ね- 
tio 打 o 重 armamentis， and it would 
be folly for us to permit our navy 
to go down whe 打 a な the other great 
〇趴 が- are_slri v ; ng to increase the げ 


Dy バ ミが^’ 0! .arm も 


ミ govcni る nm 打. 

One-idea man, a man who al~ 
•ways carri だ arotirul わた p が ent 
: ide も o 打 e-v 油 o cannot btit talk shop， 
おが be な a bore. A Japan が e is 
のが ve び in 化 r 巧 tkig who is always 
j) おお g for the b の utiful s な iiery 
■and beloved people left a 手 hom も 
で or : is he very attractive whd sp な ks 
fin depr がが お g た rms of everything 
Japanese in comparison 部 化 the 
かが おが ciyilization お the West. 

it is れ ue that th が e are beautiful 
Scenery and beloved people : at 
. 3 iome; but there are beautiful sc か 
でが y and beloved friends abroad, 
It is siso true 1: 相 t the \Ve がが it 
civilisation has achieved many 
グ か ings かぉ are lac お ng お the Eist 
古城 お 1:he ssbme time, the Oriental 
'^ミ\’ぶなお〇。 has something th が 冰推 を 
: not e 封 St か the W— 飾 を spe 础岐ザ 
the matter 々f mental and social 
tra おお ミ . Progre が of the human 
■world ■お nothing, if it do だ not 
make difFefent nations acquainted, 
ぶ ppreci が ive and sympath た ing wkh 
•each other. The 江 dvan が ment: of 

な 11 the かの 打 s of communicradq 打 s, 

■of 打 eace む 1 dea だ n 咨 s among the 
nations and the worici- wid ろ 口け- 
イ usion of knowledge, sispir 姑 i 弓 ns 
ろ* ; a む d sentiment are noth 南 も if it 
•does not； mea 打, す he ザを. Ic 轴 ig tog 畔 をな 
of 如 Llm 故 an ra が s a を 弓 ne お谢 Uy 
•of ’nikriidiid. ‘Th を ‘若 矜’^る 巧 •於 st 
when- a province, or a country, or 
a continent か as the wo け d ; now かを 
whole worW お the world f か eadh 
and all of the people Uvi 打 g here, 
We ai"e no more irving hi the わ tui- 
al age; what is the use, then, of 
kee が ng 口 p a mental barrier 化- 
wards the people 0 重 a different 
race, as if we were reiu な ant 〇ぞ 
Heaving the feudal spirit behind ? 

Japan is a great cou 打れ y; 台 0 is 
the United S ね te.s and every oth だ 
coun れ y. The Japanese is a great 
people ; s ひ is 矣 very r>th を f 打 atiorr*i じ 
its own way ん M おを le \v む li oth な 
people ope 打- hear お d : then they will 
receive you opc む- hearted. There 


V 


own naval power and efficiency. 
However much we may de が ore 
the immen が sums of money that 
are put i 打れ fighting sli ホ も costly 
engines of war whic れ 1 打 t:en or 
twenty years are ready for the 
、ミ crap heap, it is foolish and un- 
pa れ iotic わ hamper the develop- 
ment of our navy until the liime 
comes wheti the dow が s will agree 
to disarm. The need also 01 in- 
creased appropriations for the (k- 
velopment of a 々 iatio 打 in the navy 
is shown by Secretary ATey が . The 
Unhed States fo が s the li な at the 
present わ me w ; か an annual ex- 
pe 打 diture of 字 140:000. Japan next 
above us, spends four times 件 お 
amount on ayiatio 打 ， while France 
leads with an appropriation of 
$6,000,000 and Russia com が え ec- 
ond with か， 000,60 0. す he prad: ゎ - 
ability of ; かた hydr.oplape has been 
fully demonstrated. L 琴 口 nch 钟こ ab_ 
out as; e お ily as a torpedo may be 
ぷ如 har が も 5 t will soon become 
part oi the equi^ea't o'f every b が - 
tl が hipL It is •str 細 g 若 比 が the Ignit- 
ed Sta • む s: i 打 matty ：ways so progres- 
siv も should permit the nations of 
Europe and Asia so coixi が etdy す〇 
cm お tri をな 打 . the development and 
u が ot aerd が a 打 e aijid; な i^rsbip. 了 hew 
are an が s^ntlal がけ of : the ‘ pr ひ 
gram of mo *^ な 巧 Waffare." ■ 


By Da の 6 Starr Jordan. 

\Vh が answer shali we give to 
Admiral Mahan’s deiiiand for a 
greater navy because the Panama 
Canal weakens our line of def enter 
The tirel だ s warrior, in the New 
York Times, tells us tlisit か e Pa- 
nama Canal, once buiit and pro- 
が deci with co が ly fbrtifica ■む ons, so 
far from が re 打 gthe が ng . our posi- 
tic.n i!i the miili ね 打 t 、、.〇加 (at the 
be な precarious), adds still - further 
to our weakne が. Of our 'coast づ t 
is through it：s isolation the 打 10 が 
exposed. It is intrinsically the 
weak link of the chain." ‘‘The for- 
tificadons and the assoc お ted troops 
are to insure this hold on the canal 
while' the navy may be absent tn its 
mi が io 打 of action お either ocean, 
but neither works nor troops 巧- ill 
secure ulti 打 化 ぉ se じ urity け the navy 
be hiierior to the enemy’s." 

The, Admiral does not state 
who the enemy is whose imaginary 
attacks we are spending so much 
good money to repel. He dreams 
っず war, but only of war against 
“the enemy.，’ We may infer, how- 
ever. that it is Japan who is on the 
\va_tch for this, our weakest spot. 
He tells us that ‘‘the population of 
our Pacific states is le が tha 打 20 to 
the square mil も while that of Jap- 
an is over 30 コ .•’ He further 加 ich- 
es his purpose with refere 打 ce to 
an utterance some years eld of 
that fine old Japanese gen け erna 打. 
Count Ua •ど aki* who has spent his 
element of heredity from the titles 
of nobility, and thus far without 
success, to get rid of his own title 
of Count. 0 打 ty the Emperor can 
ca 打 cel a 打 honor cf this sort Count 
itagaki believes that the people of 
the world are entitled to access to 
any part of it. and that the doojrs 
of America should not be closed to 
apanese が ho may wish to take 
their part in the builcHng of the 
We が . Perhaps he is right. いお 
qu だ tioii of social philosophy, and 

I — TKjb お ■巧] JTTTit だ。— 。ミホつ naiT も 3 す 

brdad outlook. But 侃 s is far 


す he purpo が of Japan are very 
simpi た ： She w お hes to hold her 
own at^ home, to bu む d … up her in- 
dust:ries, aiui to pay her debts ; and 
meanwhiie to make good her ven- 
tui*es ミ 打 Korea and Manchuria. She 
has p ぉが d through the i:ern 日 ie 
caian リむ es of the war with 反 u が ミ a: 
and her な emendous burden of debt 
cannot be li む ed for half a century. 
She would not ゎ卽 t us if she could. 
She coitid not fight if she would,— 
and there is nothing in the world 
ぬ ，をが U about. It would be easier 
わ r us 化 seize any Japanese port 
han for her to seize Panama 
rbere will be no seizing done on 
either side. 

When information as to Japan’s 
history, purposes and resources i.s 
so readily accessible it is not easy 
が be patient with those b6lat;ed war 
e 邱 erts who talk of Japanese ミか 
Suasions., whether in America, Aus- 
れ alia or New Zealand. 


very far, from advocating an armed 
attack by Japanese ships and sol- 
diers on the isthmus of Pa 打 am ん 
It is infinitely far from ensuring 
feats of arms or deeds of \dole 打 c た 
Some excellent men in the United 
S ね t:es have thought that Canada 
should have accepted our treaty of 
reciprocity. To say 舶 s ミ s very far 
from cominititi 打 g armies to invade 
Canada, putting reciprocity through 


GENERAL. WOODFORD 
SEEL おが： S; 贿墙. - 

Accordi 打ぶ to a 1 o(^l newspaper 
General and を お s. - が art し 
Woodford, who likve lived お が o. 
13 We が 玉ぶ h .street ior - sixt^eu. 
years, have sold their hoirie but 
they hitend to co 打 dnue れ live in 
their old home if the light a 打な air 
of the prop なか are not s げ lotisly 
affected by the new nearby bus お ess 
stTuctures. Mrs. Woodford has 
む ved お the di が ri な all her lif も and 
the aged cou が e feel that they do 
not care to move to a new home if 
the old charm o£ the famous Knick 
erbocker section can be conserved 
from the i 打 vaskm of 打 cdsy ma 打 u 
factuHng concerns. General Wood' 
重 6 が-了 s—— V が y ースな eli 虹の 巧- n . aiii；! ず 吟 1 
in the highest e が eem by the Jap- 
anese here and is an honorary 
n 巧 ml) な- ot the Is ippon Ciub. 


‘ c。 每 


がを 涕 n 与 upon him and say': 

'Welcome, ら が ther: thou at b な a け 
truly 把が ’’ 

It お, p が haps easier to learn how- 
to dcHi a silk hat and frock coat 
than to learn how to run a demo 
cratic government. But the easiest 
IS hot always the be が. 

CAPTAIN HOBSON 
PJLLO 民 lED. 


of Congress *rom. A お banm, 0。 
February 20, f c 六 i addressed his 
た lk)w members， tli む the Japanese 
will がね ck the United S ね tes within 
a oeriod, "you can co がけ almo が on 
the fingers of your two hands twice 


CHINA IN FROCK COAT. 

R がが ring t。 the adopdo 打 ot the 
silk hat and わ ock coat as an office が 
dress in the Chinese Republic the 
Xew York Tribune says : 

What have silk hats and frock 
cbat:s for men and skirts for wo_ 
got U> do w な h liberty and 


men 


CO 打が kutionahsm that the new し m. 
n だ e Republic has been moved 1:6 
prescribe them ? They are not our 
idea of liberty. When . we s|^eak 
of tyranny on this side of the earth 
the chances are nine out of ten 
that we are speakio グ of the tyran- 
ny of doth な. I 重 the recall ever 
brings our full liberties it will t;ake 
the form of a recall for those mys- 
terious edicts which come forth 
む om 打 owb が も bidding t 巧， おが 


dignified sk げ t all the way 
arou 打 も to wear one with the む ont 
rn が 5 sheared ofT. WTien the 
Chmaina れ pub on the garments of 
freedom under a July sun he will 
si 班 for the Manchu * dynasty and 

TruT shirt wii り 化づ る il"— st 石 ck む Lit •- — - 


"But humorous as it お， this idea 
that lib なか and an unconfined 
sh げ t- なな are i 打 compai ミ bk, isn’t な 
human ? Don't all free peoples do 
ju が what Chm を has done? When 
we admire an institution anywhere 
we can't feel that we have adopted 
け unt な \ve have adopted some sup- 
erficial concom な a 打 t of it. .... . 

"So ; when we see our 打 色 w r 卜 
publican れ把 n も John Ch お aman, 
oppressed by his high わが 知 id frock 


A し ECT じ: R に ON CHINESE 
ART. 

Frederick McCormick, who had 
been in し mna for the おな twelve 
yeai^s ansd lived in Peking most of 
the time as a newspaper corres- 
pondent, delivered る lecture on 
Chinese monuments at a recent 
meeti 打 g of the Architectural Lea- 
gue and the National Sculpture 


Richmond P. Hobson, member Society, h が a at the National Aca- 



arctmd the number of months 
which means twenty month ん Th が 
period を 巧 ired 0 打 October 20, お が 
year, but the attack has not ね ken 
place. 


In consequence, the Independent, 

when we have acquired a co:it with owned by Hamil ね n Holt, says :■ 


aemy of Design. The lecture was 
illustrated by lantern slides and 
many . sketches and wafer colors of 
the ミ 打た rior and gardens of the 
"forbidden City," made by Mr. 
McCo.mick， hung on the walls of 
the lecture room. In 190 8 he 
foimdieci the CWnese Monument 
Society at Peking to prevent for- 
eign vandalism in China, and out 
of that had grown, he said, an in- 

わ1*打おお 打 ai movsme 巧 t which had 

r が tihed i 打 the ; ミな ミ ng of more than, 
four hundred mo 打 ume 打 ゎ of China. 
The lecturer said the present move- 
ment to 似ぉ で お tier が t in the an- 
dent art of China was —due お large 
p な！: t to the effort ■ち。 f Charles L. 
Freer, of D が roif; a collector of an- 
cient art object, who recently or- 
ganized the . American School of 
Arch ぉ 010 gy in China. . 


"氏に hmond P. Hobson is a' 打 a- 
tiema! nuisaiic も a breeder of mis 
chief, a が ミ rrer of war. As a pro 
ph が he IS proved rid た ulously false. 
The country shottlcl pay attention 
Nevermore/' to this croaking rav- 
en,— prophet お at- does- 口が 

com も Even so Wali Dad "carried 
the Cl! わ e of uns ね nched speech" 
わ the Red Chief 細 01111 打 扫 yder， 
and c;rie も "The Russ is upon us!" 
And the Red Chief put him up a 
peach tree w れ h a score o 重 bayo- 
打が s under it to watch till the 民 ロト 
sians came, or to fall on the bayo- 
nets* points. む wo む Id not be cour- 
teous 重 or Congressmen が point 
Hobson to a "VV が hi 打 gto 打 peach 

むが." 


THE PANAMA TOLL 
QUESTION. 

王 打 a speech delivered が the Wal- 
clorf-Astoria on the 5th ミ nst.， Pre ぉ 
ident Taft said that he was in favor 
of 曲 e proposai to submit か台 
Anglo-American dispute ov な the 
Panama Toll. が が tio 打ね the Ha が e 
Tribunal. Naturally the announce- 
ment was heartily welcpmed by ail 
か e British newspap な s. Among 
them 曲 e Daily Mail says: 一 

"Pr だ ident Ta む has t 浊 en か e 
right and honorable ぴ>11だ€ by d た 
daring his w が ingness れ sub 併な 
the question of Panama Canal tolls 
to a ホ kr が km. Any other policy 
would have been almost tin 比 お li- 
able 0 打 the part < of a statesman 
who, two years ago, devoted all his 
さお 氏 >rts お furthering the c ュ use 0 ぞ 
お ternational p な ce throughout か e 
worm. 

"gut in m な ttc だ ひ f foreign policy 
President may propose but the 
Seriate ぶ sposes, and we have y な 
わ discover whether that body w ぶ 
follow President Taft’s lead. If 
な does, the Panama question is as 
good as が ttle も for of the が!* ength 
of the British な が かげ e can be no 
possible doubt." 
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S 議 の咸盡 
を 香 入り 態糜. 

嫁猎 だ-を 官像 派め 榮赂 は醫 家の 大 

事' よ'々 も武麟 流の 消 唇に 畫 きを 澄く 

お ji 冗を 議を めず 渉 ごを 裏相應 じて 西醫 

ち II 寺 巧 類は 遂にを 豁 しね I 宮薰 はみ 

C ミ 1 屈め 憂が 當路 溝の 失な、 輿論の 壓 

'或， k 盛に. 其摄を 還かず、 單 じ黨爭 の餘沫 

.一. 讚窝嗔 進退、. 若く は無賽 巧め 地位 

j じなる 売 港 謗を め感精 じあ 因 しれる 

を搔て 戴！！ 憲政 あ 上の' 汚点な^ どし 

I 轉晓 じ我圍 をの あ 治 思想が 歐 ホの 夫 

.j 杉 だ-化 錢 しず 方畢お 頗る 蕾 遠音を 思 

j ば ホん ぼ 非ず？ 然' 夕 吾輩は 頃日 夕 

I ミス 蘇 上に 現は わね るな 巧 蘭の 增師 

^ 一延 顯 方を でぶ 東京 霜 報じ-よらて 薪-^一 

被 威ぶ め 起 巧を 巧に レ ー巧に 化 威 深を 

1 を覺. .へずん ば 非 ざえ な も。 

I を 携我騒 民' は 新 巧 醒め 成ぶ 因を が 

酸 f ご'。 黛间な 暴の 褒聲じ 街で たる 


巧 巧 ま 侍 お 貧め 累 をは 抑 も 末の み 0 h 空 二 千苑运 ずれは 享卞 五を' の 邦人 
吾輩は 稱赶 して 新 巧 鶴の 前 路を農 視が每 年畫さ 罕萊を 資擔し 且つ ま 


し 更に 言 叢す るが あらんと ず ( 
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教廟 がが! 一を こ康 J み .U す.. Krrr-^ 1 


元 氣り充實 
と 實義躬 巧‘. 

'お 带な本 4 專巧 幹事 
お. 戳み 君談： 

一香 A ホ 千 巧め 國 民を しで 銷魂鐵 藤の 
恣を らしめ たぇを 文 あ 武神の かくじ 
巫 ませし、 明治 犬を 陛下を 御を 遐が 
I 懇 むべき 歷 を 上め 事實ピ なつてから 

旣じ 半歲に 垂ん一 . J して、 吾人は 早く 

も大あ 二を を 巡ぶ る じ 至 つた 次第で 

ぁる 9 隨て簡 民 一般 じ 敬 悼の 猎潑綺 

々どして 何を なく 元氣 のな 潑 でない 

をは 誠 じ. 化む を 得ざる 巧で あらぅ 0 

I 乍 傑專人 はなもじ 譲愼 病に 罹って、 

不景気な 顏を をして 唐る めを なて 能 

樂 辕れら どすべき ではない のみなら： 

ず、 日 進 月 4一 の 當巧じ 巧て はを 旨の 


育 额ーケ を 二で 巧 二十 藤と なる 勸ま 

である* を じ 掘 巧に 吾人な 留 邦人の 

褒 達の 仕樣が 違 鈍で をる V' 葬 難され 

I て も 如上の 算法-じよる ミ 必ずしもを 


スを兔 J な藥 を： ミ^、 虫 ヨを >レ| るを 觀 

1— 觀 た 零を ミが 露では— 執 言》 き 藻？ きじ 沿 ミ 

. ム替 る藝- 震を 圖務鄕 j 

就任/か 說 はま 人の 海ろ をを せん 泣 敬^ 

巧 化 煽動 ザ f む ミは 外を 巧嶺賴 
今 離 育-巧知 事す 乂ザァ 若 新 ほめ 


I j 感 橋を 抑觀 して， 一蕩發 しやう と 去 ふ 

I の歲巧 をな で 澄*^ じ ホ 後のを 榮を態 一元 氣 がなくて はならぬ、 左樣 でを か 


觀 ，しを く 倍 巧闡寿 巧賴 めえ 猫に 厨髓 j 

ぞ るを 堅 放泛 して 現內 踏を 货嗤す も 


のま 錶享 I じ驟 弄せら るる-が 麵 さぁ 
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諮き、- を 育 家に 常識ぶ 誘へ、 軍人 I 

禪藝 巧を 論じ 本支繫 家を お锅 し、 應 

万篆た .馨吿 じ、 劇强 をが 家 や 排慶じ 
I 藻 お， 蹈豁 八 孝の 墓 まを 巧 力に 敎人 
蘇ち： 霞 客 じろ お 3 ブネ グ 、ジ， ‘ij 


をが 入. まるを 巧て をす る 巧 ゆ 說邊で 力 持 
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穩縷 酪词黨 のま 張 ィ」 をす 

民ま黨 のみを は 帝 圍ま義 じ 


をまい^ 夕 

而し て專入 目での 急務ぶ しては 資踐 

お 巧、 狗處迄 も 一致 協 方、. 元 氣をお 

盛 じしで‘ 互に 前を を 開： 质 する じ 努力 

せねば なら 巧、/ 一生懸命 どい ふ 語は 
一如 巧に も 陳腐に 聞 ゆる けれ 共、 いつ 
も 新しい 意義 どを 命 どを 巧す る 至言 

セ ぁる、 要するに 一 冗氣の 消が は 進 ホ 
i 發逮の 一大 棒 寒で るるから しで 吾人 

も 他の 地 そに を留 ずる 諸君 じ おらぬ 
や 5 じ瘡發 努力 すれば 必ず) 滋のホ 

現を 認め 得る を ど 確信す る 
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を夕 、、嶺 を じ 非 ホん は 乂踐じ ホ ざ- 
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, j 帝な の§鑽 は 妾ら じ 之を 繩 ず 
I , きじ ゐら ずと 雖 巧の 巧な 馨 しして 
暴 積弊を 一掃し 得る 点豈緯 少なら む 

ピ從ホ ■の 知事 中 ヒユス 巧を 除く の 
がを くは 奠與黨 幹部の 海 織 じし' て 息 

I 黨 めが 舊の爲 めじの みな 動せ るは 满 

A & 單 のが 淹行じ 優 子な 良案る 立 

漏 毛め 裝鋪じ 代ぶ ぶ 猫を お 溝を' ぶ 

て せん ピずミ 婦人は 矢 釀總を 薇る 
互 鎮洪醫 巧統郭 報を 中丸歲 のを 
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I ： をべき 避然 ©違 命を 有ず るので も 1 

斬で もない、' をみ ならず、 單じ 「ビ 
尸； >. スタンド ポ ィシ ト」 から 觀 
をる 新 蘭 記者は ベィせ ざる 一 め驟榮 

レを ひ つづ ある 若で ある、 就中 其 入' 
憂 赞 をみ 理 悪の 嵩 下、 學难の 深 獲 

ぶ簡 はず 多少の 文才を 巧 するめを を 

をで 度に 設 箸. は 豪い 袁 でを-^ 、敬 ま 1- 

をべき 者で るるが 如くに 畳 證宮贊 

切なら 按、 ホ こを 萬 違の 基 敷ら の 
ごち 謂で 是. もも 
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I 賴 運の. 進ず 發展じ おつて 苟じも 疼 止 

I 盤滯 の 鶴な からしむ べきを 要す 0 

'藍し 我 園 民の 頭上に 横は る 現 時の 

I 火 弱 題は か 巧 じしで 財な のぶ 磯を 冀 

I 固に し國當 の. 充實 を圖る 巧き か、 如 

和 じして 有 自餘る 入口を 移殖 して 太 

擾じ截 かず 巧らざる 巧 お 族の 根幹を 

I 巧 適ず べ^か じあ-^、 而 して 溝 陸軍 

1 擴 狼のを 先 間 題、 鐵路港 潜の 改修 聞 

I 趙 、化 守 苗 進、 海外 植 段の 說 多くは 

i か 上ぶ 二大閱 題に おおし、 巧 隅を を 

を おき 柳 かを 權 のず 奪 其 あ 因を 爲せ 

j を ミず るも而 かも 其狠 底を 雖め 來れ 

げ巧國 ち 0 解释は あじ 如斯 ならざる 

ス からざる を至當 どず 〇 なじち 頭を 

P の 巧 閣が巧 こ义聞 題を 基礎 どして 廉 

I. 娘の 革新を 圃ら 、誠 公誠 怠な て爲 な 

I 一の 腐じ营 るの 實を 示さ ぼ巧國 民は 須 

ち < 彼等の ふを 諮 だし 供 じ おじ 國力 

の 進 渉に 巧 方ず 巧き のみ Q , 宠導 元ぶ 

あで 渉 や、 腐敗な 黨の 梢を や、 內大 一 


昏愼 ずる 元氣 をを 增、 おがして 太 

巧 おの 戰ず じを 窜 する 覺お をを むべ 

含で るら， っ 〇 

贾日 巧故國 ょかめ 通信 や、 お 閉雜敲 

の 巧 論に 徵す るち 溜 r 氏ぃ を 活難閔 

I 題が 單じ塔 ましく 言論 やん 章で ぃひ 

振らされて 居る のみでを < 、.頗る 痛 

巧 じ 生活難の 膛 あを 過 f つぶ もる 様 

でぁる、 夫に 化較 しが 見れば な ホの 

閲 胞は惹 外に 幸福で わつ て、. 互に 渚 

動の 餘 地が 蒋 なしで-をる ぇを 自認せ 

ねばなる まいど 想 おれる、. 現じ 盛 巧 

の 化留が 入の 如を は 目下 巧女董 幼を 

一を せて 搔 々二ち を じ 達せざる 少數 

で、 累年 巧 現 本 狼の 影響を 蒙つ て 居 

る、 とは 他の 衆が 地方 巧 留め 邦人 ど異 

る點 のない を 掏 はらず、 一寸 卽等 

をして 見る もな 盛の 邦人が 事業の 爲 

めじ ま 拂ひス ミ A る. ーヶ 年の レン 

は 殆ど！ 一一て /k モ巧 じあび、 么じ化 宅 
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POLITICS IN JAPAN 


つ* 


け: Prince Katsura i 打 fon 打 ing his 
ぉ e\Y 一 . ぶ ab だ: |et is miderstpod to 
have ct—eciaed to make a new de- 
partiire in the conduct of home 
pou む c ん Japan had a con さ titu- 
ti©nal g'ov.eniment for more than 
で wa decades; わなを she:.. ha 含 not c か v 
<luctecl ner political affairs in a. 
ス yay. お m-ilar to that of the con- 
ぶれ -tut：- io 打 ai governments ' of -the 
ス .Vest;. Jtier cabinet 巧 巧 3 、" 1 〇た . di- 
rectly responsible' to th 占 Diet ; it 
" : •こ* •て-: 《cnikrbe む mde and unmade at the 
ぞ卜 ': oJ the sovereign, な s witness 
— 皆 ふ‘ ぉ Te .. recent collapse the Saionji 

;が.- — しが) inet、 ，wmcn h 过 (I ,th 台. s.upport 
痴 さ.’々 ミこ par 巧': commanding’ an ab- : 
solute tnajuricy in the Diet. As 
、- "the Emperof generally' み c な .on 
き ，— 'が ピ ad ち Ice- 糾 the Elder Srates-:-: 

ドく*、 -!nen， 一 a がで up of 主 cau* ：or five 
foreniust. '-statesmen who わる七た^ 
:- 心乂 1 •ミ 泣 t さ d -t むた inodera Tap み 打*' it 
’ - さ _ 、、) す ten appealed tiiat these Elders: 

—5享 も 町.. 齡 這: . a む ミ utho'rii：3r..ab9vg and over; 
地 辟. Cabp な.. 〜 . 

'，. .. 王卜 ’ the ， proi’essed inte 打 む〇 打 of 

お- こ ipruice Katsura. to the effect thai 
ne , will endeavor to promote opr い 
扭 ゴ t ミ tuxiouaUsm i 过 Japan, lias を 打}: 

こて‘ meani 打 g at all, it will 王 打を a 打 tli お 

，、- , あ e 。づ w!U discourage the た Ide! 

"b^atesmeii むり 巧 i u を iug their pow- 
み . ぶ r,' 譯 ぶ み m wha をを vef sonree ' sue]-! 

'苗 . p 幻が も •も e ^derived, and e む deavoi 

S . ゎ） tn もで み ice, tO vJs 貧 a-nese— poii おお 
'i lie' regular syste'm of con が iuv 

お^^^^^- 弘迎化 城 一 Oiljfi 。むご， ょ 
"ぐ 齊が vis, ぶ ST が eiu o-f^parl v P が i‘ti た S- 

ち 仁- ィ 扛每; i ■さち.' だ を別 も! y - 浊 e progress pi 
-イ なを 風 ocracy， and み’ U!, as sti と h, be 
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でィで1— com が l by で a け y で oliticua ごさ oi 
，另れ cou な そ desi - Rem^tYibeflug that 
Pri な ee.f] 長 a お吗 -a hii^^self h を s 'bee わ 
- ぶ n Eider ろ t お だぶ 游 v;i いリ u 污 t j3ave 

' 夺 .--- む e が 1 曲た. re さ)’ at- が 钟 2 ごえれ ire d た 
じわがお た 打- that he 果が ci が id がか 
ミ ake 苗 Jk 与:. 打 ew、'. 过含 pi.irtur む. ' . 

ご 可 V- h り e. japa 瓦 • 巧 さ dopthig partv. 
polk ミ な , such a high authority 
‘ ろ だ the 挑 bj が t as the 置 ar! of 

み. お oweb だ y oE E 打 glari も お ake を a 
^；v よ 巧 打 diant a れ ack upbn p な rty .poi- 
■%：■ Jtics i 打 a preface お a book o 巧 
- Japan. 村た says: — : . 

^ .‘J 在 i)an is indeed the 々bjeci- 

バ ; .—3 ミ s ち on ' of national . efficie 口 cy. 
レ-- 子! 这 ppy is 专 h 台 country that lea か s 
it . B-itt む ot a hundred books oi 
な thousand pr を^ ac 曼 s will bring; 
家 そ お ミ iesso 口 お oms to our own 打 a-. 

中 ’- ちわ 化 We have b が 打 so おお ces を 
.净 こ. む y in the wOrld w’kl おな t .efficie 打- 
-- 巧 地が お the ordinary course が, 
若一こぞ vents we 与 hail b ミ^ one of the last 
お‘.; ホを; 夕 rh:e i な r it 、が 浊も姐 :’な 1;en3a3 
三-- -pressure. 、 N も . wo 打 our ぶ m が re 
為ち d かぉ- i 半を け ミ es も jv genius and 
, ; ぶな ring i 打 an ine 街 dent world! 
ぶ；.: _Now that 々ne or more; tiati む 打 s 
ぶ’--. を批 k を 知} y striving お ter efficien- 
心 《す it ;w 姐 ミ! 〇よ. 1) た easy. か xnai 打な m 
-our li. さ诚 a が; お !• th も inefficient 
'轉 む 0 む ぶ。 が を 〇( ホ だ or lat が 名 〇 

:;, ."to the wall. We: have mucldled 
h- 错 .fotigh .go succ. 台 巧む!.! ly by char- 
ち^^ 註 et た r ぶ。 d た outage that •巧 巧 を re 
号营 - 1 巧な i 鸦 re 打し as to any 々蜂 如 /s がか t 

- 古發 -achi か ment 

^ ,,y^*Hdw が 叫! ds it. 、Yidi bs ミり 
餐が 涛挂中 か; sou with 拉が 皆 Orientals? 
こピ A.Ye わが巧をな 主 hb- raw materials, 
ィ s が ne- of.—th 七 0 た; が ,- "WV お iiv た cour- 
■V. .age 夕打争 お 耳 お さ a 口な S1: び 打が hj おが 
义1 まが e 1 S surely an immense fcak- 
ぶぎ-; 二が power in their develop- 
m を nt,;' ‘ を >lhic おげ . speald 打ぎ， ぶ 巧; 
::も 与鸿が 'き 却: 1: e 打な.. wUh— pa む y. ，巧 V 
な！: e ' 油 [ 弓 か巧 机咨蜡 をが .りが S 蘇 柏 S: 
— ぶ お r ；leade 巧： お it 6,0 街 じが or 巧 c ‘ 

這终碑 L 革 避 I 蘇.’ 掉韓躬 准 古 trr. か 叩 了 おを 
島; 洩: ，邊義 疑: 喊醉 ‘ 'す; 蹲 的 ot ぉぉ 

をを 辟 南ら.; —d 比 habit’ ザ 

お .y 


centuries -h こご り！ な eJe 口 3 believ 
tnat this IS pa を noUs- 掛； this an 
no other. Do we ever stop tc 
reflect; 巧 -hat is tlie outco! 打 e oi it 
a!I : the net result of ralllion ん of 

れ ごり rd も- wpi ■お， 巧々 r3s; -of 怒 re さ. { 
debates .a 打な incessai 化 tHv isio な s 
and ‘ さ戶 irkefl '.て 為 utunjn cam 
paig 打る?. - • • ' . 

‘•The. 重 act お th み t party ミを an 
evil — ~ : perhaps, even proba むげ， . a 
necessary evil, but- siili an . evil. 
It お • the- cur を e of 谷 ur. Country 
that ぶ 0 many, especiTally in high 
が a た es, should worship it as— a 
god. It ha& be か me so much a 
part of otif lives that even those 
wh0 think il! .ot It ’think it as in 
evitable as tHe. fog; so inevitable 
that it is o 重 no use thinkin ど wh 立 t 
we, should do without' - it； And 
3 で t it お operatic^；! bli ぎ ids e 街 cien- 
c}^ It keeps out, of em が oyme 打 t 
a great mass of pteoious abiJUty 
It puts.i.ntb place not the. fittest 
but the n]o が も-むで rn the 

(),arty point of y ミ evy —— that i も- very 
often, the wofsl:. じ插 ciency ミ の. 
た ii が/ the r が e df so 巧 letliin 客 el ミと 
—trot the . 11 打 fiUe が， わ口ち of the 
t^w ち も th を accidentally— not t! ゎ- 
fit, and the glaringly, u 打ち t...，- 
‘-‘I'herc h な s no .doubt been 
plenty - qf part)， iu Japan. But 
party i け.. Japari has hot spelt お— 
efficiency; ミ t te わ这 s, perhap も. . i 打 
^he Other dbectiqp •一 •王 t a^^pears 
to- be み' rh ご ak グ of factio れ fo-r the 
goal 苗 打な prize ot Efficiency- j ぶ 
anese - pa け ies appai’ently repre- 
さ 9 が a P- おお n det ち i.nim た ん リ n ef- 
ncte 打-と y. That is where we か;- 
ずむ- • j^ye 心 e not a nation bent 
on efficiency; we have thriven so 
ザ eil on another diet thal;- we are 
careless in the' m が ter. We re- 
gard our 只 a け ies as intere が mg 
Ton!〉s 6f gladiators .... 

"And yet th をが is work to do 
— p だが お も おね！ w<^rk， which 
does not admit of deiav; work 
whidl would を! 1 Strenuous yeai^s 
夕 ’e れ 3i Pai"UaHier!t wet^e sttspend- 
ed and not a speech were deiiv- 

む i‘ た ci. 

お ut; psri おお en を— 打 lUst ぶ it and 
述 eeche&- 'rq,t 巧 t be disoharj^ed. 

th:e ゎ， a; 巧つ ear む 

わ ow 份 —obtain e 班- 
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A r も sum も of ち; 非 ppliti 辟 1. pro- 
答 ra 描! ne of the K てを w Jaj 非ぶ es ’:G な b- 
inet ‘ recen す 1y . formed -ゎ乏-ぞ如わを 
ぶ atsui~a a みお 啤樹 ier, is published 
by the； :I と 6ko ミ uin S も i 卸 b 為 n: 
Tukio; generally well informed 
々it suc]i matte ぴ. 王 t s 茸 ys' that 
Pnnee K が 与 lira will pursue a おり！ 
icy . in. political afeir を. of Ja を as 
which win be epoch male {口 g hi 
the c な 巧 titutionar history. が that 
Empire The programme is ；r 

ミ . Prince iC な ts'tu'a believes in 
c 百 n が; れ け ion?Uism and が ilJ en なぞ a 
vor t ひ promote i 每三 infiue れ ce k 
p!—a だ ticai ppHtics. He considers 
tire, pi* み ctice by the pa を r gevern- 
m.ent& of e 巧が ち in を. a. さ ecr が- agree 
me 打 t. .a 口 d; compromise wUh dif- 
ferent political- 积 ir が es be aii- 

oi 巧 okte ni が hod. H も、 Y-iU 打け mb 巧 
anow th を exis おむ e’e _;6 重 such prac- 
tice and try t を run a r 姆 liy consti- 
tutional government： - ' 

S. He will econoiniie おも 60 0 ， 
,00 か； n the general government ex- 
pendilure, thrg がを h a pro^ramir ぶ 
of： financial and ad か; がが r を tiv- e i で- 
が n れさわ be pt け jn. わ rce on.' 為 p.n! 
玉， ..巧 巧 . considers tl お se r も 
fonr お で!* o|>o 与 弓 d りを.‘ か e:..Sak) 打 j 
Cabinet, to have been .'-quite in- 

ad 写 (4：uate む) 袖 妊 t かた .!はお〇巧な11；章- 
qui すじ 日 化が さ.,.:‘ で he Bud す が , how- 
ever, t も be submitted to tKe む; バ 
uow in sessiun 
t ひ lhat; イリ r the . とジ n;ent ら seal y 如 打 
as 比かピお:り〇 time available for 

the p が;) ar が io 打 uf: — a— 口 ew 別 化. 

3. Prince _K が sura will conduct； 
a peaceful foreign policy-. For か!： 
ptirpose he will- s れ e 巧 g 把 ten - 巧 
fo 口 nda£io 打み； T ；the 斗 p 貧 lo_/apan 备を e 
Allia じ ce and ext 却 4 the s が rit . が 
拌 e Husso-Ja— pa ご卽 e な口<1もスおも 
Japanesc ententes. At the. sa わ e 
lih むし*， he will make を p が bl efforts; 
お promote the . む- iencliv — re おむ 站巧! 
w4thc)ther-c’<>uni；i；ie.s‘- 
も., 扫 p wHl/renew the program 
me . '；( 


- 说お辜 巧 apa ぶ 0. 、— • . .. 

.(な- i^a ■む 取き an i (が-え y りが —ょ をを 巧 >- 
a 巧が 嗦 ho jen 巧 i 口 s._i 打 了 bki み 
\v!u 化- 1 學 r iinsoand h な s come to 
次 e 诚 X oi -も to 'が-占 rk out a c—are を r; 

t;or 部-蹲 s 站も; .島 おお .知 dfte mail 

lia ■ミ hrou^'kt le けを!: s f お m h がい 

h 崎 1 . -を蘇 i f Of 3hc tenciern が s and 
i り 巧 gin 葛 養-; 邦 hiq お. it : 、 お >u!d— : s：eein 
〇峨 寧! 籍おお esc .が!: たじ 帥 4 ie お 
ぶむ 達'!; 辑^矣 骑;’ ザ e: お な ve んみ 1 the 
fivilege ；of 1：む1がれを、ち1お.1ぞ耗]；化 
Uma 化で cM—tim 巧 Gt the lett か s and 

• .ご-—., • .一..* 

take p す, 韓 sure in presenHng. th-em 
to o 口 お. 軍； rTgli 浊 悼な tier も;一 Edit;- 


をす DR'i'M マぉ 

M»wnf ■lyuiifc^ 


:、 •、が ' «! 二.; 

J が‘ 速 結 


:|4 .が掉 son 巧—— "whihout me "and be al- 
ways Uiinking お？ me. I r 巧)! ku 
ド； them,. - '‘N'ever m おも I will 
have .my .tur む- to txa さ e you p're を 
e が お;’’: then we 革 ad a • 'i 巧が か 
laugh. .む- 批游 . real か:!; li 每―ち i*$t 
h ご ミ)] py time I ピ ad- 夕 inc 亨 yoa ha 注 
left .- Japa な- ■: 

It が; 鸟 ow ju が.. one お t 说过 red and 
ten .days since Tomo； wa も bor 巧; 
ion, the IQtli, s も I had a 打 たち <U 打. 
ner か ぶ？' ky for the b な by，s happi- 
ness*； r 片が d で i が e o£; rice m お) 
なが， ミ も わ uth and，.in s\v 為 1わ 巧-お 客 む 
巧6 巧! な ti もを very wry faceV 王1; 巧 as 


ザ e.T で-巧で！: er ぶり! な 的 碑 5^ 細一 ■ぶぶ. 谭！ 

!- む 试 ; う le as a 併 it なえ ’ 一 鈴 ar;. 二.， 

. One hundred もぶな わ ょ お 巧ち 
i た ft： '打が ’ far Uv’m を 拉: p 径巧占 おか 
you が ar か (1 〇が な も •- が 苗‘： 姑 - u 巧 
sufficient そ o-la な tilf ミ! 皆 f— れ过 

August ； so がな 56 : 5 が 1 ;^；^^ 遍藏 
so that' I cau r がかな . すを 带ぞ 、巧 
ち； Tst 一が ミが 的 tnb が ぉ -: t お舊お 二 適 
舞 が urse ； T . k 破 皆 & が が . がが‘ 过 
hSrVe V が ' V' many expenses - ： 
new を 〇 が， 

を . ly. hea けな 邵屯 e devo 卽 T 養 

ycai — ii yxm lov ■を.: 飢 も. が！ ease 


y 、 お v'‘i 墳 


ca な of youfsdf, も). r. ‘I ah お每 
、、が X 如 miy. . He h お 巧 谷 w b ち c 碑が i 日 ok for 巧 巧 rd 心.. のをた 姐 お 夕 り 也 起! 


30 clever : i も 王 lea- た e him ey さ 打 for 
a Htdcf whu も he c む es さ 巧な crie も 
and when I ru 打 to- hina， と alii なぎ 


が s 亦 顯ぉ敌 

だな'---、, 


me なを ぶ〇〇。 3 '"^U' 'arrive .な t：. づ栗 
pier of -Yokohama. .-I れ 〇ス扩 repe 
tiiat I. was so .^llui 'wUen : 


* ーソ. 、，か,- 作. 

其.- 如 巧 

- -1 ぶ ザ.-.- う: 


h 巧 打 arrre, !巧 at 〇 打 化- が ops cry- かを 巧 with, m も .巧り! 1 yc 舶 


.. 1 . 


vv.e «nist 
iron] Japan 
ctency m snit じ 〇よ— もり e partv sys 尸 
txms. That is the best lesson 
that she can teach us." • 

Democracy is むが- ia j>?amc. 弓 a.‘ 
It works' well with some people 
and 打。 L with others. For in- 
stanc も con な ミれ uio 打 aUsai has 

[)royed a fiasco ; 打 Russia, made 
havoQ of Persia,, brought the pr をを 
がけ clisa がが s t み 1、 口 rke 的 and is 
わ rin 咨お夏 Ncm だ お to G が n ん王 n 
view of the fact よ hat party p*ov- 
が nment is not considered an lin- 
mbeed b!e が mg even in England 
and A 珥 e 巧 c 这， ti 巧 re お np reason 
ま おを adva 打 ce of party pol なた s 
should be^ hailed with ail the 
childish rejoicing . for Japan. 


た棄 た；；. M が ぶ も -19；!：^. 

ぶ 王 y . . 4 鑛た . むれ を band ，- . . . 

逸 ミ f? 读 pfp な VV W み?. わ巧'〇]1<1 d た 
う cqp- 巧 煎 も WUC 打: I had t り part む om 
you ';f 揉每譜 e おぉ t む 巧 e. A! 地 qug 打 
む-)。 ミな 論-: man を 装 e; as おこ も e ab-k 
to foB^ST ご'。 口 苗な 巧で ィ .ひ .を ok か 
hauia/；! 'd:d not k お 如’、 vhat I: 

なが 去萄み with... リ巧 お elf on mv 
to ず 〇村〇‘., X も rve ミ eft 
!Tie wh 碑！ 1 saki. 二 Goo 屯 !巧で，- ず ake 
じ 与 rq/；^ 宝臺 •争な げミ e!f，t; 王 ： ccml.d; not 
oca ち : y 奪ち 童 主 ght: 色 f 蜂を'， shi お.: を 
頭 成ぶ も 冀報 eHy，. hi が 打を-- my face 
! 非 盤が も ;曲 も ; umbre リ a •が hici\ ゴ 〇巧 
;お 避な お、: en m( a!) な. "whi 右 h 〜 is 夕お〇 
をえ 巧ち Oi- I で; m タタ il げ a ひ ce. i . wa も 

a も 舊藝ゃ が, : pulied back i が . tbs 
おおが 挪娶 な ¢1 the 柄 rd が も ti も 1 接’ お 
W が- セ e iden わ C 这 1 t の r : 孤を が 化 awav from the pier. 

Tom 辑,； wa を^ vv ミ iti 打を-’ for -おお mil も 
ろ. ly -- がた th が : wake なみ n の o 心 ミ ly for 
my .r 台 ttirtv Sne said' she - h を 幻 
t:rk’d々_ かこ お ve. the baby. 打ぶ k in a 
5po リ挥 れむ t れた b ホ ti\e spoon； and 
w (，け 端； nm take はぇ なおな も 打 わ .- But 
yQU.n^cd not 巧で irv about, it, も e- ‘ 

ぶ u 羣 .屯 ち . was w 扣 ing ■— えな-, take を 
；|r ぞ社史 二 deal .、 每 f. milk as so む n -as I 
ょ ri 縷岐音 ve it to him. . _ 

み^ 瓣鸿 -g で t 鮮 a ぉ 非 very ea お ly^ 

な 1 嚳を 巧を r。 も! g a ら out yOu 
da/ - ち} 巧を 护お g h— o_、v yQ む: ぶ r だ ge： わ 
估] を: P 阵ゴ む. yg む r i?:oyagevho\v-your 

. さ ---—: ..汽 叫 e 化 ミ 蹲 卜;; 群も卽 も帶 9 砖於 t な もこ 垣で n おお. 乱 也 巧 地た かげ.- .し .... . .W, 

端 f 慰 盛 為を 触 e,. ! 豐典碟 本〜 ;::, 皆;—;;，， 

5. — j：‘e が ill 畔 r 巧 ■、細 拭语 th が？ 巧’ 茲沁 .1汰 かと i 斌該を •を お——，. お 細— 端'.!‘ 辞 舉。, ，: ^ う 巧.:‘ 皆 ぷ:斟 ち 這 も ',:; 一--， 


-々ugb- 琴 oin を ；inveshg 琴 tio か in ホ e 
ね： K がを n 邸 sl;ern of tbe ’Emi^ire.- 
带； ^Ko'Tiew-p'tDposal for th を お- 
か e が e of the army or 〇を巧 ぃ \おお 
i5e made in the Bud 咨が • /IJe— 地 巧， 
possibly have a natio 打 さ 1. defense 
council org.arii 2 ：e も; to d がが e upon 
a fii が damental policy in. 邱 att が伞. 
of のぶた か — and naval a を airs, 


が PilNESE i 技觀咖 
IN NEW YSbI 


'ず 




Y ミき count (^hinc! お jfa|>a 巧 esg 

— \mba お a<ior おが e Un がが S 悼 提 s; 
anrived in が ew 夕 ode 奔も m 
Washington が 苗: が马 ay のり ni お g 
and is s が 坪 m を at iiot ぉ P お玄ん 
He w;ii be が6 gu が f of を' り not ■が 
な diritler to be given by the Jap- 
anese re を 群が か here ぶ t; よ he Nipp.on 
Club> to- か orfow night. 


新 . 01 li お ck お 脯 がな 


J* K. 〇邱 for も e pa!st six years: 
the Pekin おが repre がが ath'e . of 
theN 長 w York He お! も お‘ み 互を g 台 
of .the A.s お tk bevy さ-が rvi ミ も もお 
be 如 す ransfe 巧 e<l . from China- to 

■New , yc)rk, : and; お n 曰が— おお' らお 

kieritified wMi the 扣お o,ri が . お - 
を artr^ 帮 班 - ： - 〇 £ . the - Herald, with. 
お缉か juart がな ; in ’N を w York and 
がが 邮 gtem. 、‘ C ^ 

こ お 碱 リ - も e が mem 唉が d 掉れ 扼おュ 
饼〇 ! 妃如 e . 故ろ nths. を g 0 がが . tel- 
egt^ris か G> 巧ぷ 長を が '.critic たを ぎ. 地な 
ん 弓 旱〇も 巧 野 ' 巧 さ , ぶ打诗 Ut が''‘ 巧が 
聲 が ‘ York H ゃ坤ふ ぶぶ ち 〇封 纽 を：. 姑 
おが 培 漆 解 : 挪蘇 n 。 こ : 巧 二 


U 皆ぶ。 d siniles." 

r am very an る asy， a 台-- 玉 .have 
had no t が mgs of you, though I 
kuGw yoiir letter would not come 
y 洗 主 t -may be. due to. such fed - 
mgs. that , i drelTm 
about you.' 

. - が 早 如 ere - jiist taUdn《 :of ‘ you. 
み' 辑 xderitig; な y 如! h 耳 d ぶ な; ved お:， 
N'ew Yp 浊 or were still . on the 
road, なか— en 1 receive 过 your t た Ic- 
gT なの s さを in 豪 .that ■: you reached 
New , York むげ on.. t|ie 1 ぉぉが i 
Junes— ぞ每 uT 如 ere ti が 4 f わ >お tray 
elmg,: and g お过 -to He.. d かが 打-なで 打 
Oil a string で 巧む h, weren't 'you 
A 口 cl did が) u ■ sleep : ' well ? 

啤む u ぎ ht 託 -was th た 卽 りが 'な 純 易 ht-.; 
[ul： thing' in' the： mwW tp ktiow 
iir: sa 按 arrival, 
you- 3 ike N e w Y が I と？ 


m を？ Your ■ sw^et letter 潑^蹲 
to ■ me than any 祐 i 巧 g- e!s も 
spirits - わ ec 片 3；^ も-。, buo^^ant. 


V.. - も* 5 


yo む r dear j が t: を r 齊 'arrive 
h を ve many things " tc； 

さ very ni ぎ ht わ 〇 も おけ かぶ Ic おら 皆 for 他 ざ-ミ お 基 

おえ il. . 

Ffor 


jm. v-O が‘ 


Panama： な夕 对ミ 丄€£ 一:;’ - 1 を: 与 

Am がに 女 打 ship, b 貧 U 打 d '〇 が-す 巧 お 

1 com なが 今 ,: ， I 議 ;^ 

を - .m 巧肆 |nt- 鸿離謂 1 な 和解 靖强 

way to ぶれを. り t out 苗 玉を ter' てぞ巧 

The’ ぉお, of. がた 台を さが 壤肩 

inam み Ca。 る 至ぉ- 耳 p— たか る6^| 


Panama じを 打 さ. 1 is. な p おか ac 拉 

- . . * •、ム 上.，， .. ：-ジ 

I ha.cl" thought at. も 打が- 债斗 f certain 巧 mboHsin, り？ 重 h 知 


1 \vo-d 迂 go there too, but ； such な 
!cm 客 . ； ) り u.hney ! Don't get おな 王む 
かぶ . レ Uy ， が ease：， my hu さた and. 

Vve have a rainy さ e なき 髓 ; the 
rain fails SO が ly every day. Tor 


night I could not’ ‘set’ tny ' が ミ nd {巧 ■打 ip 郎か n be みお CV,f mt が aa ミミ 6 妥 J 


at ease ; ; so I had to take out mj 
Koto and が 皆-， "Lor 礙 hi 冥 A む 如 
母 li’sban お ， There was. no o な e to 
ask me to play once more 抑 d I 
ぉじ so stupxcl. ' — . 

am だ 0 印. 1巧 お資 ぶを:- ecQ 巧 解 nic 

ally as: poss ホ 1 も 6ut it き e を ms ^ ち 0 
much jnbney お needed 'わか :’与ぉ^ 


MAYOR た AYNO 反 

We aU 知 low thsit IVIayor Gaya 
or is a philosopher— な 申を o 重 
man U)o good to be a Mayor or; 
even a P でが ide 打 t：. "When we a が 
an both げ が！ all around by fnssy 
Pb き! .i がが，— it is refr だ hm 咨 わ hear 
hi な s を y in a recent' addr が s :— 

"A, man wi’o は！; q.me the oth が 
day that he ,wanted the poUce t を 
arre が 与 very bey that が ole a -ride 
in the. Ci か of New York, and h^e 
thought a hundred .of such arrests^ 
铸' b を- fo む Qwed by 冰な prisoume 打を, I 
祁 011 Id stop 妃お € 、ぶ . And v 巧ぎ 
Y ぶ 巧 perem が ory about it. Well, 
the boys stole riid な 巧'-! Ten I was 
a ら oyv and I suppose tfiey stale 

rki を s 巧 "—hen he was a boy^ 泣 打 d ザを 

are hc^re yet... Soxrxc .of us- がち 
細 rt a little, bill れ "lock 
骑 >，s 口 p OY げ 卢 ght did リ ot isHke 
me very. 村 お? r 無 1 扩 I- can t 约 I, you 
th お . A’ei 巧げ would け も tnk ピ any 
erne f 汪 V ひ rably who-is bringtng up 
children, - or ス vho. lias - brougljt 
tHem tip， Btit：the police cannot, 

as i . wrote to^Iian. が e ey げ y ちな; y 
Aat' IS 評 知 ling な rLcle 口む k お we 
put a policeman . on： every wagon;. 
今 boy can steaJ a ride, if h ピ お a. 打ろ' 
good. が ai!， が 1 如が J が id<i， With—-: 
out がが) He も m 弓 ii え eebr を: が 尚； お 
myjons c 細 Mti 革 航 姑な も I 句を li 悟 
— 马〇 がふ; ピむ t を ke 打 1 む ch. stock 


y し' 科，- ぶ a 巧:;;; .於け one ’ kn び 巧 苗 he? 抑 
な 口 :が な 廷引た r;ajTr おを idn を - tor y6ur 
letter. 

Just - . 打む 牌, i — ,aiTi aio 幻 e : w な i— i 
1、 なれ お 5, をむ <i す he :m な i づ .- At about' 
f6 新 盡副 6ck- 却 eiy <iay I , な お k 义 
打 e な稳燕 our ぶお も .c：ora お 容 ‘- home 
TO が 摩 the office. Pity my li れ k 

hea 蕾 も '-;‘;.... 

Th を. j^U 女 la 巧 ミ‘おを with : a . loud 
ピお ii； 每^斟 OY が I h 巧 legs and ar おち 
inces が ntiyi ぶ nd. see な is : to be 
gr。 が 帶客 •.為 時’ tie f 注 t. 

Y な ‘じ- 巧?; グ --.imagine’ that 王 -.am; 
very. 'i ゥ ohsh it 王 - teiL : vou ょ his 

i 川を I ぶ art，t help it- Oh I my! 

hushpid, T -am buried お deep 
th む ロミを を" おり edaHy at n お- ht> 

ぶ a ホ ing, 。 "Will be be ho!。 ミ 
.it お 注 


cry 

soon が .all but in vain. 


think 


on ice -' お 巧 琴り むを ぶれ a で が 巧 姐 m ぎ 


•else. . I 


驴き坤 Ice む > ; see ： . 錦を,: 培 掉鲜ぉ ミ 


fe, 




王 001 ish ミな と a を iter all, tor you お av を 
been - な; み-巧' わ n.!y thre じ 过 ay ん 
if む？ ve im な .弓 muer just now 
ぶ。 が; をな！ 巧 riUn ぎ- tins i をな er. Tomo 
旧 一 s'l^een! 打を ぞ en 江} ^ a む er taicm だ- his 
i 巧 lik;-— M だ、、！ s .so;3 巧' eet that 1. を rn 
?巧 げろ n;xious,to show. h 如: の:'} ■’ou. 

王 iiop た yo な are always good 
式 Tid y 琴 打‘ t for 客 er that I 江 rid 
ピ 龄.. 切 al が - remai が i な— 玉 oKio, 

、—； ’ パ。 m H 过 na. 

禱 ! ぶ..- 八-.' 

みが 邓姑; 


June I5j.： 1912 . 


を-。巧 互 rnnst-- ホ ave !and が d. ち u-dav •王 
rfa 巧? •す 心 U .in -a dreain. : ^Gh： it -.was 
う o な eh 与: 打れ 姐.） i drea 巧は , 1. neara 
y<H 化' で oice ’.fji.iKing: wi を h. え vj ぶ tor、 
and xhen I was awakened by my 
baby who was - erving. 

.QjX ' を fe- 


■±0ih r Takes sister- 


Wf 


す n を 班 む er 名 t tir 巧 e も-が I なを li を 這 
OG こを なに-さそ. 巧を o 打： i ら tiie. Daby. 


1 打 th 管 町 . The 夕 us 蹲. 协 .St 辞!.. を お 璋’草 翅厳 e* み’ 無 句可 七 Hanc. ももむ が 


愈!- 祭 1が 比. 卽 がを..; a 卿;- みた 時 d 球ち i 轉插昨 ミ CS; た 与-む; 


d々n，t want ホ た 打 CO。； 閒; きちを e を おが お i を’ 巧: 台夺还 ドを had ミ ti る-; lo 打を 


them to 弓が 啤皆畔 辕 V 抑 t； J； 解.；^ 歎 霉 .方 騎 t .点 だ de お. t 暗え. .な む! が 部 比. わ。 t i:t. i ら r 她 ii 巷. をよ e 巧 da •お 

ミ 1 かみ V な'.. 1; レ卢 .中'、’ と ぶ お A A ん i^。 バ "ミ -fe ぶ-. •ーン ' 、■ ' . . .一 ... *- . • 


髓1を 無-- おき:- YCfv- 靴。 巧 咕 teU お嗦 

% 沁で みくな; i/- すブ： パ： 心-.' ••.人 y- こ 


，一ぶ f む ru yotir wiis. 

曲； V; 、_ 
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there was. no trouble in our \dcin- 
ity. 

So 皂 iad to receive your sw も e す 
letter from v に iroda which told 
me tlmt •お o は お ard ぶ： pleasant voy- 
iijagre. -O, r h る d— 13 ち e 打 so’ anxious 
about- you. ' 

When I read your diary w た ich 
,rec を ミ ved at the sam も time, I 
lelt at a か' 弓を which- way t ひ thi;nic; 
ever - r が a リ お ぎ - our parting at 
Yokohama. —Of cotitse, I. ■wanted 
to; see you once mor も but, ^as it 
would not have looked —讀 ell, I 
could not even turn tchvard you. 
をを pw 王 regre^ it! . 

玉 have been な bso 睐 も！ ミ n look- 
iri 装 at ホ h 泛 pkt む re card wbklv you 
letit. me from tfee かおり 每阵 June 
リ 化 . How lovely it would be お 
look at such ■ぶち 打 e view む ] coin 
只 any with you ! 

で夕の 么ミ s qui 巧 well； except on-： 
ly ''tHat -.. three days : a 客 幻 he 巧を s 
bitten in three み} aces by mo も 
y け itoes り 口 技巧 f 江 ce and it grew 
が y がん おみ ホぶ d ぶが iflTr'i ： 


WHATSMff 髓 ESf 

By 'David Starr . Jorda: 

Wllat.-. shall . 、、域 i ぶ ax 為皋 
fir ホ shi を と o '. 菊 羁〇 な基靖 



ご 故 巧 

嫌 


and purpe ► がろ ' が か e.'peo 。度 葬挪 
U おゎ d ぶ 邸が 霄な r.be- 注 鱗 鑽 ^^ 
With the c]iai*actc:r -ot 估 わ； . 一 ’^ 
vessel . \Y らお h . 沈 all -pass thr ざ變 

th ち ぞ an な 巧な Coital,： ^ M^iy ： 


peace and good wi ホ a 幻む 姑 
: alone .； , ：： : 

- す おち main む metio 。 ひ f Li 取 觀 °13 

な ma C を 〇 ; 巧 of peace. 

1: を Jd 口 k ?' nano り s >’ 帮评 だ〜 離) 詔 鶴; お壊^ 
|碎 れ句 S . が — travel : a 打 d -: p む 走が な rv 托 ' rc ミ 
手 聲-巧;な1技。_1な6 this ptrrpo ザ， 葬 onfti よ 夏 
be chesen . a v をが きじ en 曼を ge 等! 續栽 を： | 
を ct . h ; 姆鸣 of - P : 巧轉ゎ か 
怖诚^ " tH 语 巧 睹早每 潔;^ 


bo 如を づが f を もよ 卸 璋鸣 1 惹^ S 绩 
this お觀 時' ohe 诚拉 謹^ 


お a 叫 〇 口 -: 

the おさ ndiine お; が V 班む え 驚！ 

S-t 込 tes 〇 至 Am げわ a to. the ha を 
が the wor が，: wherever- な s c る始 I 
may tend. 


f - 片;— July WK 巧 矜 

又 iy dear husband :— 

•W 冥 お aye rain ev ち 巧 ’ day. Many 
dootis -have b • 畔 たお port を も も om 
が 巧 ere が 辦 む s of'the c が ; mtrjvbu をな が es could not fee fitly 台 > む ! な 蒼 ! 


了 h だ e purpos だ of the ’J い? こ 謂に'. 効 

~1 さみ '^^ 


た ed by a ship of war; らかをみ^^苗 


I; 却た 巧 t の も 如： ホ ink ミ巧容 -- U]at him very ミ rui 色 h ; ミ t rather made 


さリ m.-look ’jP'Oirg charming, having 
tliree ぶむ 1 弓 fed ぶ pots, o 打 liis な cc ‘ 
:He:; has ent ミ rely * recovered from 
the. shakes m his： head, th 狂 t most 
babies . _ お ave: short! で 身む が よ h な i も 
birtli. He .is ぶ o :〇杉 が lie 打 t a 口 dv 華; 
eap え 夕 a3r how ; 巧ね 与 h. . t 巧 tibje.; を 


葛 rest her excelkrice ぶ tid however-i 
が fe な her equipment；' Tha 乾 こ 
化 te 打 ce of su；^ y がが Is;- 抵 avr をち— 立 暑 
ne な ssi か L つ an age in whicii' 相 妈占 
ternafdo ち a1 war た . still r 说 1 た だも 群ず 与 

a のむュ ! 叫 of がれ Hng お な n な tk ぶ : 詩 : j 
di 達 er をつ がん B が the を eopi た .: なを'- 香 
て he、 republic 巧 - お h n 夕 t to 妇な 与 ! 

ホ ミミ nece 痛 が They wi 船頭-達 寶 
war may oe made the last, : 
not the first;, reso：rt が ミ leti づ 绕 
naiionai problems a! •ミが-: A も, 
be な 比 e worship harks backw 譜霉^ 
to the history of th ら past; \vhl^ ミ 補 
the ship of travel and co 前 こ 
*poi が s forward to お ttr niit ミ on，3 转:等 
ideals of the future. , .... '气ヴ ミ 琴を^^ 

-This great お mocra 巧 r.-w ミ!； 4 臂^請 
Hs ru か re greatness not" ホ 广 可^^ 
qus.ty ..not eve 化 i む self - おお 丰學 
against ，ボ ould- bt conquero 的 j 一も巧 
in むがの dly で o 色 peration, th ミ i> 掉啤を 
erhood of men- and iiat;6hs> 
esiti 谷 bl ミ 打 客、 如 the お が ッ詞 棲 皆； 
and' in utcreasi 打咨 retc ぶ u 巧 i むな:^ 
the worth of hnma 打‘ life. 

H 


でさよ. を-: 瓜が，.; iRvit 阳ぞ -me. '飞 な' ぶ 甘な a Sa、 み s.. 巧 e. 巧, わな;. が in: 姑' 妃 uch，.’ 柄 

ブ产 ' ■三： •••こ — • ■ .•: 


Cause he is：. さ 巧で お这お velv bai> 女: • 
讶 1 を-： tae。 む as: もで cotire ザ er •ダ お h ミ 主ぶ. 
and yem shbuld-. fe たで r を u 过 that, he - 


を 6 が.; _ な sked:，..ni も .お ；;.% .-pliotp- 

な phv おが 巧. 化 r かね 1 む 祭-を ぞ がを jda‘_ お 
ar みし 王' ジ i 巧: 't ぎ. た も 白 巧す- .-t な - have •が 
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化れ ぶふ も 3 胞 


:| 掘贿 i が 
.? 姑 S 础 


巧. 一辣 おお 牠口 六々 務をだ 難 
.口-一' ダ 年 かを 二乘' ‘. - 
をが なお r お讳が 邸 H 郵淑心 > 
認 巧.’ ', 
發巧兼 編輯 人. 甲裴健 T 
發扭巧 紐 巧が 親： g __ 
二み！ ョ！ ク巧第 六 狼 二 一二 1. 
八‘ 電話 チ ュグシ イ六四 セ 
-ミ 


輪 養 奪 


を • 一. 二 iu- を ' 、、 . ミ *’ 



搔 


說' 


誰 


驚 


P 



叢が 葛 量.. V'' 

る ^ ^s: の .' 细 驚 ''. \ 

.会を を黯 運河 間擢 暴が 细柯； 

米屬捶 代が 腊の おか 鞭 策 中ぶ 最* 

衣攀舊 をを 碧 掘、：. 一 ぉ 葦 聲 

寒 裳、.- 無 爲無雜 め' 世評を 博せ るは 羞 

亡 達 ホ ± 巧顆の 舞を じ 若 < もの 巧が 

るづ し。 敏め rp 露 顽屬じ 菊す る藏渊 i 

涨 遙か玄 媛 議の撤 凰の 如き、 歸化猜 i 

.,L - 来ぶ 媛缘疑 題に 蘭 f でえ 露 遙满條 一 

: ■約を 薇毅 せを が汹 き、 郝奈太 宜惠條 1 

11 巧爵が 濟截籍 消せる が细ま > 對 猜ホ媒 I 

著 i - 發め萎 織頓雖 せる がかを、 多 C は是 一 

が裝號 、非常 覇の 態度 じが 9 て 良家 一 

盛 蕃菊ま 繫金盞 を談ん 'たを 結 あじ 外 I 

が.： £ V ず々. 孫夺 按を黯 運河 通 紙が 满鹽 I 

I 彰 '處灌 に 醜 わて は 遂に 對獎の 被 策を 

:謬ホ t 额踐 環視め' 赫ち 淀' 操な <舆- 

:氛 がきを 熟 的み をの 霸 点を 賴 露し f 

I がるに 茜至义 .ぶ 常 じを を ど爆撫 ずる 

i ホ 顯綠を 絡ぶ 唯 偉 麻の 爲 めじ、 或は 

午シペ 'タア y ダーム」 の 念 先鋒 どし 

寺據郵 飽賽讓 にを じね々 靖 大統賴 成： 

Yy 々左が もを をし ぷ替 て.. 「費' おは；： 

f 奪蘿露 滯を账 據ち嗦 憂 韻 

がし わたる 摄撤 的が をげ 權 威め 爲め 

，じ、 を 人の 痛惜し で 措く 能は ざる 巧 

要する じむ 奈爲運 御逾航 巧闽题 j 

か 海み が i を 疎みして 專恣め 巧 動 

に 巧づ るを 落さ r るは 必が 0 徑谣な 

j るべき のみ 〇 

一' 萬 人は 嵐 礙を攀 者 じあらず 0 0 

がせ ハ條 約の 巧 文を 化當 じ解釋 ずるの 

酷 呼 奉に がでは、 なて 赛巧 祭の 敎を仰 

ぐ® 耍 なきを 偉 みんど 欲ず 〇 卵ち 

な I 募 場 運が 通航が 闡 題じ對 する 巧 ホの 

If - なは 簡單 じして 巧 腺 化 〇 千 •化 だ ミ 

祭. 十一 巧 十八 日 麥 氏巧闡 の國務 卿た 

I'b レみ 3 シ 、ヘィ 氏に おりて ホ國ど 

I 段簽馬 典和感 どめ 間に 締結 甘ら れた 

を違祗 巧が 馈綺簾 十ん 儀は， 運 巧の 

j 摸 互 隣 藻を 典 永 送た ホぶ 地帶 ねる ベ 

I ぐ， を クホ 露め ホ 蠢權じ 駒して は、 

I 許 子 化 巧 一伞 そちち ハ 曰を なて が 准 j 

-: o . j せちれ ねろ 「ヘイ、 バンス 7 イ 、 : 

曝 約 U ; 窠吉 條繁！ 嗔の朗 义を窜 ザす 


a が； 

R 


巧'、* 

致 早 


I 


ご‘ 




お' 


べきを 規を せら。 所謂 莖二條 鑄 一 盈 

の 要領を 譯街 すれば 實じ ぶみ 如し 0 
ホ 涵はモ 义巧八 中 八 伞十巧 二 中 义 
目」 n . ンみ クン チノ. 1 ブ ダ」. じ 於 
て 成立せ るス で ズ 運河 宮由游 靡 傑 
約の； 趣替を 遵奉して、 運河を 垂矯 

ず 等の 傑が の 下に 總 ての 國 段の 巧 

ちじ 添る 腐 船 炎は 酱 艦め' 爲 めじ 開^ 

'放し、 渡 親 巧の 賊課 及び 其 他ぶ 化 
扱 ホ 法 じ 隅しても 决 して 髮 等を か I 

ずる こごな かるべし り 

傲 之觀么 、ねさへ 白馬は 游じ 非ず 一 

どめ 筆を じ猶 ひて r 療 て.. 巧國 をの 巧 

ちじ 迭る 商船を々」 め 文 遠は. ホ國自 

身を 除外せ る ものな り*^ の 誰 辯を 弄 

^ん とする も スでゾ 運 測 営 由 航が像 

釣の 精神を 繼ホ ずるを 盈認 せる 窓義 I 

ょら 論ずれば、. 米國が 獨曼負 國巧舰 

舶じ對 .してめ み逾齡 耕を 除の 特典を 

與 ふるの 法 雜を微 を執衍 せんどず る 

の、 傭 約 違な なるべき は 殆ど 論議の 

餘地をちせざるに似た.^^.0 然るに 】 

時め 良 遵を收 ，媳 ずるに 熱中す る お 流； 

あを、 『ィャ ロみ、 ジす ゥナ リスト 

もしぐ は 彼等に 賴か 雷树 ずる 强薄な 

識の 寧を 等が、 なお 振 運！！ 地滯‘ 

の 义锐じ 賄す るの おを 化て 來齡电 が 

の羣鲁 を 無視す るは 匆 諭、 •英菌 .な あ 

めが 議を 冷笑して 達 ホ 主 內閣の 政策 I 

を辯證 せんどす るは、 音じ國 際の 道 

德を蔑 かする を 搔め說 なる のみなら 

i ず、 ホ 旨國 々おを 欺瞒 する の甚 しき 

者 VJ 巧 謂 也 〇が夏 運河 法案の 華 盛 頓_ 

議會を 通 巡 せんとす るに 隙し、： 織に 

欧洲 别國お 識者の 指禪を おき、 加 之 

I 國巧 有数の な 治 家 じして 併せて 自黨 

の 領袖ね るグ ー ト巧 、イァ トン 巧 等 

の 殺 恐なる な對じ 逢へ ぇは 寧ろ 不可 

お議 とする じ ぶらず 〇 而も 達ホ ± 巧； 

は 當膊豫 め英國 ょらが 議揺 巧の 通吿； 

じ 接せる じ拘 はらず、 をの 議會 じ對 I 

する 巧が 罐の巧 使を 腾 媛して 漫然 該； 

法案に 署名し、 今み、 嚴格じ レて 盛 

義明 白なる 虞を 卿の 巧 議を受 ぐる じ 

I 及びて は、 係 爭の稱 題を をず なる 仲 

裁々 剩 'じ 紙す る じ阔惹 すべし ごの 

化 說を嗤 'へ (共が 黨お樂 部 じがけ 

タフト 巧 演說谗 無)' 一巧 おじ 共お黨 


の 諸葛亮 ねる グ ー ト '巧を 烦は 心' 就 薪 I 
わじ 旣 をを 禅の 矯項受 烏蕊诞 だず ぶ 

議案を 上 踪じ提 '粥 シて與 て哲國 船舶！ 

I 通舱 科を 路ぷ膝 項を が 
るめ 用麽 あるを をせ 
して 夕 rC 卜巧 膊が凉 化を 時 
あらず と 富は む や 0 
おず もに 建 夫 ま 巧は ぶ饱 ょ. らして 
英圈を あの 镜議を 峻拒ず るの 理由 ど 
口實 どを をせ ざると 祠時 じ、 をし 芭 

索 場 運狗閔 憩を 英米 郁 栽 傭 おの 娥を I 

じ おつて 仲裁々 判じ 應 がんず、： なお 
决の 必ずや ホ 闇め 敗訴. じ歸寸 べきを 

豫 想す るの 餘 儀な きじ 想 割し > .灌 檀^ 

他 じ 解决の 途を键 めて 自家の 化 面を 

糊璧 せんと 腐必 する 濟巧 棘し 〇 , 迹を 

なむる じ彈る こ.》】 なる は 香 人め 餐裳 

を 索す るに をなら ざる 嘛 なれ 共、. 義 

ぶ 大統領選 擧 競ずに 勃す る 黛 赔上無 

省なる 辭 冒の 閑 精を 失 ザん 事を 恐れ 
ホ 理 のま 張なる を自覺 しつ J 餐み戚 

策を 0 て國巧 じがけ ぶ 敦爭の 犠鞋に 
巧した るに 顧みで V 其 不明 ミ 無能 ど 

0 爲 めじ 聚齒が をの 信望 權 威を 撰ず 

るに まれる は 禪ち宜 魏有 磯の 罪 也 ど 

斷富 ぶざる を豁ず 9. ; が' た.'' こ 接 

籌 泉；^ ぶ满兹 かおぶ' み審ぉ 

なる 外交が 米國孜 びお屬 あに 輿へ わ 

る不巧 益、 不面 因のを 大 むる じ 鑑み 
平素 驗 ちぬ 神 じ 祟な きを 倩 じ',」 退 嬰 I 

的 外を のが 訣也 ごず る 故 傳め當 局 者： 

じ辩 巧る じ 限 前み 渚 输實を 巧て せん 

ど 欲すを 奢なら 0 


み蹈わ .詩 

A 藻の. 花 世み 

いさ み 川 じ 藻の 化 白ぐ 

ホを 持ち やげ ね 漂の 首 

'柯の 思案と 田螺が 弼 へば 

浮 こか 观ら かかさ >> か 

■企 女 ' 嘗巧 

温室 じ 蘭が かほ' る を 

あ柯 ぅして をぅ でしよぅ 

'新ら しい 女が 話す . 

'離堡 う へん ホ だ 美く しい 

. A ホ 包.. がな!-- 

.みなが ホた H 本か^.. 

嫁ぐ ミ 聞いた 巧 かが''. 


: V ぶ蔚 かがね 爾 のぶこ. 

.- V ぞ夕 梟あぷ 歌讓 わ ；；：' 

が..'; . A 深^^ 或. 'ぉ峯 
i 歌 だを ザ 焉が播 ける.-^ 

‘-ム袖の ン.*"^ キ で ヴ ド 

音な 户、 游 しぐ 栽は 暮 ず.、 

- かょ b 冷たい 樣な格 持で 

0 . . 素：： が. 
獨吟の 居* H は醒 .'めた 4 曠 旅め 鐘， 
瘤償裝 しも 了へ ず詩猶 嵩な 今朝の 
春'::'.'''-； 

盛み を.' を 寒 巧 臨 軒 お 
瑚韻 親を じで 葬の あを 攫 はん 哉 

@緋畫 撰 會调懼 . 

雪雲 露 ふ 風 荒 かで、 齊遊 じは を i ぐけ 
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'-:..'';. A few nights ago in Dyck 打の 打 
ろを r が t， Mr-- ド . Kai, publi 純が of 
' え お s newspap な み nd another mem. 
..韦 が of our s お 巧 れ吧 re attacked 的 
4Jiree rowdies,, apparently having 
, え he object of robbery, .and sustain； 
：*ed seve! でが aip ザ oun^s. Th ミ过 ttack 
こ.'-;、 yas inade without any warning, 
若 早、 Yitho が ev:eu a -call for IVolti-up， 
ち な打过 the robbers made good their 
某 Escape み 'i 化 0 ゎ t. leaving any cllic to 
:' iheir id 洒 dncation. 

'乾 一 This is one of a huiuirecl similar 
雌 ; ミり cicients occ 邮 rin を hi K—ew York 


; 如? こ y by clay , but con'cerning as it 


;V . 


瑞 d, . お th our sta な so cjo が おな 
' uas impr がが d. t ほ： with the un 巧 お 

CO ルが ti 如 of the City oi New York, 
-Htid curnpdletl our thought as to 
^ ..Its cause. 

.赛. す he blanie cannot be ehhrely 
苗が aced が- the door of the police , ぉ 
a が お Ne、v Yo お such お fge 
戸- む 知 s り f おげ ign immigra 打 ts. 

- who are sa 'oiteri de's.ignated as the 
5 む； ni ‘of the と urope を n-popii!ati り ii 
ぶが 山の か e brul;ality and unscruple- 
巧;.； n む も 巧小‘お し are . か e 过! 享し hict 曲 ar^ac- 
卡 en: ぅむ c 〜’〇：^ lii み Am げ ican .が n がが e 
■for money and power — character- 
:3 な ics 巧ぶ ich を ave h が n hr だ elv res 
po! ぃ ib*le for the； むが d が; o が だ s of 
1 : 卜 i2S ; country, have on the other 
おう 打 d pro ダ ed a 打 incentive to the in- 
ふ 皆 Ho! 接 皆 crudty.. of を} lose ぶ ho 
^碱 心 巧 化 here from Europe ^\yith 
； .が.; 巧れ 觸 i.- ぶ 致 巧に t i 打， 骑 eni, 

* ;.わ が e circmnsta 巧 ces—liave g わ e •打 

ぶ he outlaws 〇 重ぶ 6 v/ Yofk a clistU 似 
: type a が.;. CO 故が red wi 粗 比〇が of 
リ地 er で お だ -, For .inshn が， Tokio, 
<：3pK を! ■を も: Jap 叫， is . 巧术ぉ ちを C; わ 
がは h a p6pu!atio!! of two か il 巧 〇 打 s 
- .王り た 1で ai でり 玉 course ぶ ett.y thiev’es 
を 辞 rt 过 灯 90.k;s 〇 も varied わ pes. ' B が 
SU 啤 a thi 打 g/as. が. 〇1 争 叫)" お the 
pub いじ ろ t/ee な and thugs on str が t 
を ' Conors are unknown tilings 妃が e 
L が— みて。 t only c 姐な 打 s but ぶ v 苗 the 
cnminals do not take 1:he trouble 
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おお 打を very sd [お) の， ち おが ther a 卜 餐巧 ss す he mo 瑶 e 則 p さ tnijnt わ r だ 
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睽'^ 々讯が a viol が It — が呜 C お^ orr; the ミ 
: 说 tended victim も In 夕 hort the 
j’apati がむ 知 int 妃 お3. 轉 e e 支 t' がな 強 太 
V ミ えぶ ぃ : た , aruHt お a 打 absolute truth 
:滯 姐な the な re が S of Tokio are per- 
ふ‘ 。なか safe 夕 s far み v が'. ミ— 1 けが お 
^ "concerned. -And Tokio -lists 打 〇 

で! りすた poHce! 诚 n*i 忱 a むが e が Y が: k ‘ 
每こ わが， the ni と e in bcjth でおが be! 巧び 

こ ijnuC/，onc.poH じ cm’im tor a p6 をを t 
iation of 另〇〇 

.'ぶ f'eour が djicS po じ ce 如 -New 
4 Vo^k ,.are not; en け 巧 かか ec i 
單墙 V ピ blame of t 如: ぶが iiig'jo ちす 每 te 
' w：Hf が'‘ ぶ站 み f を 巧が か e € おお 茲 S 
’产 ivru がか I む帮 eirk み 化 .，巧 がが re 

'no わ 1 でを むれ ofn mistak が ’'anH: すが e_ 
おも Ur 巧を s が - sit わがれ おす か e r 蜂な! を： 
持を b がげ さ护 がぶ r な ft ち おが '- お at! を 契 
女 雌 辛 of 邱た鄉 たま tk> 巧が 地 a おが! ietf 
.つ油 も, 地 a 口 tv 妻な り ミ 雄る が e 句 おも who 
なな k をな を を he GO 打-! 術が おげ.. し恥捣 だ 
早 'a。 ょ い が。 立 脚 かわ rehia} c 如が try 
於;； 主が. t おぴ I な an 马 S .-々£ 巧 巧 泣巧； ： 巧ぞ速 1す 品 
: 、 , P 巧が C お 抑ぐ b が 打 tatig-hr, above 
I other け m が， ぶ sc ホ Une — s 打な 
V を- 〇£ 0 が er み巧夺王化泣が ; 'The 
RT むが an people. み； 巧 も 一 〇 打 ，- the' 
■tUrary; l)eqouje . strong hv *the 

ゴ〇王 1 巧 か vttiuai en ホ er 杉 rise な tid 

ごお护 : Thiri spirit coupled- with 
も 細 が〇- ‘相 xo 巧 ，。妃 fat fibre .. has 

さがが：! -the gr そな t ' じ a&in ; わが 

がれぶ’ が Qu が 明- む om - that .moral 
球 も〇賊 r み ホた！ v:a dass.,of imn]; - 
a 打- t-s む om .Ed 化の G sadlv .1 泣 cics. 


m を n and 辽ぉ tardiy criminais. 

Thai is a . Cl け ease pf 过む 130 こて な'！: y 

and 注! うり prov がよ h お a demQC お tic 
govern-m'ent と an 打 ever be run sue- 
c がが u! 皆 お y a |>eo が e wh 扫 are わ bt 
おむ ed w 如 1 the おお vidua! qii を Uti ぉ 
n がが sa び for the ね sk. TImt is 
tile reason why no European race 
li な s been able tro'^^velo 扛 such . an 
e み: eiieiit s_ys1:eni ot づ e の ocr’aey.as 
the Ang-lo-S^rxons 1 夕 ve. 
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Filipinos Nil To Be 
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Whatever action may be taken 
by the 王 よ〇口 を e toward granting i 打- 

dependence to tile Philippines, 
the attitude of Democratic lead- 
ers in the Senate , makes c が啡 n 
the defeat り ‘ f any leg お latk ) 打 which- 
aims to bvin ぎ about the relin 
quishment of control ov.er the is- 
lands "by 地 も United Sirates in the 
imm.edia1:e future，, sa) 苗 かぶ ’ I’ri: 
bime’s ' Washington coi • だ spond- 
ent. influential Deraocra1；s in the 
up|>er house think that the Filipi- 
nos as a whole are- not yet cap- 
ahle'of se け -g り yernme れ t, but;, there 
is a difference of .opinion, as to 
when they わ lay safety be hitrust 
ed \ ろ化.沈が privilege ’IThe. づ e 
feat of the Jones bill giving entire 
c か utror to the islanders within 
eight years is assur が i. Senator 
O’. Gorman， who is opposed to fix 
i 打ぎ any detiuite time for giving 
tlie Fi じ } ： ) i 打 os a tree ha 打 も takes 
the vie れ ' that they may not be 
equal to the task for o« も or two 
ge^er み tions: or even Ion ぎ er ‘ As 
ithe Senator from N ew York is 
close to Gov 台 . rnor. Wilson, it may 
be 谷が timed that he has so advised 
the. Pre 弓 iderit-el が t,. ホ he ぎ t • 耳 nt；- 
ing of independence to the Philip- 


w . h k . . . P 纖驟慕 識澀 : 嘘 li 編 铺誦前 i 恐 呼!^ 誦 

货 ;! み e: 崎 斬 恥 4 加餐％ ! 。 を ; bS 乃 罵 編 證離寶 

your - Ig 。 を; VO 歹 a だ e . - ィ-; が：:-’-- こ;-;; 

器雜 打。 靴 h が函疏 嘯' 欄 辭誤^ J 端 。苦哉 磯 

Ws ba が， He - looks fatter r 
Digger than lie ever 这 id,. と ncLI—rf 导 


巧 ’i 冲 u き、 a por おが e moy お ぎ picture 
ptitRt and showing! ol び : wild 
i:rie;n が ...ぉ V‘^et 啤 n を.— _ が. life in.' a 
world 

!げ も' 

Speaking of the mou が ain 91：( 或. 
inc ち the ぶを cr が sry go 打 tinu^es : 

て t- お wild in お ab ミ tauts number 
が me 4 〇0, 如 0 夕 rv 马 b た ミ () 1 堤. 妃 iiye 
sharply cii が inct U. が だ.： が ,1 .of 
がだ打]. 、.v け h the exce が io 巧 0 重 the 

.Be 打 guie- し epante ■ I 賓〇 おお， ha みぞ 
げ がれ t!}， fe ミ en head hunters. 


h がが ot 如た:- b か Olid '说 — e を t!! を ゴロ むげ も 

皆;- 了な 巧: c 蠕 Idt’comi 加 打 d wages run 
p! 巧. ぉぶ m 裤 0.00 ，お- を 35 •做 P が 
叩〇 が h, ゎ細 が 非が 切 おお g included^' 


: . * .ご 、 一 ^ 一 L,. d レな" U いょ S な i よりぶ,' UU[ 巧 だ: 

je no racial feeing 注が 吗 st 化 cni ; お was.he a んが ac 色 ’ at;' ぶ 巧 可 rice: 


お THE 郎る H OPENiO 1 THE 


By 政 i 王む セ! iandkr. 

丄 he Japanefse i な borer is app 黏 - 
critly persona non gra ね to the 
maj. ひ rk}’ of tbe citize 打 s . of the 
Pa が fic CO ぉいが が es. The Federal 
A が i-immigratiou and Ex— cIus.iQ な 
Ads have been "urged to ミ础 白 s ^ 
Congr が s upon the insistent de- 

お ゴ 巧 d n; r が じ ict and even prp- 
お ibit the im-th 夕 r im お ぎ r-a を ip 口 
from jajpa 打 of a da’ss which が ミれ 1卜 
to* threaten a revolution among 
the labor, eiement of th たお r Yy •が L 
La おぶ U わ kin さ and native ia に 
orers seem to be u 打 able 妃 co がむ 別 
the actrnties of 


ぶ gtoii>s obs だ vation 妃が the. お e お 
な r 質; me が ag 马 i 打が w が is a gbod 


卿み 


farm j, -and said lie, was not a mi-jdoes not 巧 pe な like a ぉ的 v ; b 
むは 巧 t. and .もが! tb ぶが e お な |げ躬 born- only a htindred ' 


yearly contracr； 夕 e 冷 巧で‘ 她 ぎびな占- さ taiid お 客ね 描 y, ■ but i 化 地 ぴ 


- 一一.一 ! -一 ••、ー ピ V ■ひ 、 L ユ し. みけ ご yii じだ _ in - 

wis e 打の room がけ 比 e む me devoted id 扣 dua し' H 爸 s さ id : it ザが 础 叩!、, 

i' T * /， 410 ) 1 ぶ、，*,* ん?"* A 一，一—— _产__-， 1 ■* I j 


ぇ or 3 帮 li か in を 蜂 em が お が for お 过む 
pendent operatidas on their で みで 


vva ぎが clunng .地 is で rob お! ’〇姑巧 

EAST F 郎 j 機能な 


peha け. 的'. 地 c 御 npara かか. near お !ぶ品 States had been s 化 cess も! 
rutur ち and a possibly luv, で r ra お of i ね all its お a が he said: ‘‘The s 浊〇が 


cdoiie and thi 台， お ct わ as driven iUe 
form を r to a bitter war 包ぎ ainst the 
latter ： a war that* has but 0 打た ' ob- 
-je な ， the elhnm が ion of Japanese 
I を bor in that section of th だ IJ 只 ited 
Sta たん _ ~ ’ . . ' \ . 

Hie a が a 客 cmi が ic む elh 塔 0x1 纯 e 
pa ド t of m •接な nized labor ag •え ih き t 
tni み foreign element is not di わ ct- 
も d ag..am が it; !》 が au が of、 it を おお- 


f'ric 辟 - for products prorUiced 
: by か 知!* I 打 de|5e な dent e^nts が お 己り 
な 巧 w で rc aWe t:o enga が ミ订 busine ぉ 
わで the のが Iv 作； a;.mu け t s 打 lallei. ミ’ ni 

ちが cap な al . i 幻 vestment お la 掛 is fs 

げ勺 がな d ii げ な； そ h が e is 打 0 racial 

nrejudice —and they would find 
more congenial siuTOtmdi 打 gs, 
むか もの. 弓 お be apparent 枕が 坪 c 
Japan 泛 se res ミ dehts ou す he Atlan- 
tic ら ea-b な 泣 vcl cottid confer no 
亨げ at な bene を t to their cotintry- 
な i た 打 on the Pacific Coast than to 
in を i%' れ rate a 口 or 麥 mked effort to 

"一… 扣ん ■* じだ a portion が the!r 1 が s お r- 

か e Tanaul^ tuna まを じ ompat:.do わ to s が tic in the 
' .. ，の unity 如 the g-reat cities and 

ma.rk ち ts of the をが tiern. p が t of 
the United Sliai だ. 


, 、， ' . — 1_ anese ruUkniality; the subject お 

pines is of so* little ur 客 e 打 cy that any ether country would enr> で nd- 
t:he qu だ slio。 will 口 ot. が en be tak- 


en up by the Sen が e at the 把れ h- 
coming special session of Con- 
gress ぃ accordi 打 g- to Senator O’- 
Gorman. 

f 巧が Anuual Ileport of th*e.Phi レ 
!p が! 3e coHimission, ji 巧 t sent む bm 
か e .vV な な rtme わ t lo the Sen- 

al； も says that harbar ミ c conditions 
among hu 打过 reds. of lliousands of 
tmtive も who are 过がぴ ミ!) cd が 
‘wild men、，’ "head hunters" and 
■uncivilized people/' arc depicted 


officials. 

I 王 t is shown、, in the report that 
the む 只む ed States government h を s 
accomplished muc 氏 i 打 civilizing 
tlic Fihpinos a む d that the pros- 
pects point to greater s れミ des along 
础 ui； を tio な a!， i 打. dll な ri を ） and com- 


… 、一 •ソ …ら じの wto : 一 で y iua グの ercia} line らも i!t the predoml- 

"む k:k pock を お or な e 苗 ミ n ‘さ 齡荀; 巧鸿 V 至？ な 岭か非 th が e ぶ 化 thous- 

， ， ’ ， . ^ ^ ^ _ Ji 1 ム 心—' .-1 一： •—ィ 


er the game かれ erness under like 
conditions of employment an な e 
vironment. 

The Japanese laborer is ，-ん edi- 
ent， intelligent and. i 打が 
viduaL Organized labor may have 
no ob—jc な km ね any 如— が ese char- 
act 叩 i が ICS ;n‘the ab が ract or_as a 
part of -the individual- personality 
uf native, laborer も but it .se を ks to 
乙 口 (1 does coi け ro! ]abor as a niass : 
i な standard of excel お nee. お the 


in 寻 he sub-rep6r か 如 the v&riqii ミ も dent 巧た 前 ber.; wkh イ t Ll;e を觀が t 

― が一？- —.t— . - ； 


Hiixiimtiin e 巧 ck 打 cy of お sjeastfe 重-を- ear; Curious to say the gre が 


is to require the organization ' as 
a mass to do no more tha-n " t|te 
poorest member i さ a!/le or willing 
txi accomplish ； it pi け s.a で remium 
on mco 助を ete 打 cy, か h が 行 封; i ち is 
fault IS the restiit of ignorance or 
お zincs'; an 非 itkm おな i なた' d arid 
suppressed, and th を かな!! 、誰 ひ 


巧鸿 V 勢ち ぶか 非 化が ミぶ 化祀鄉 S-- seeks to do a ぞ rd 耗 r お]1 ダ s 寶吗 ： officials in the Postal A 巧 airs, 玄が; 
an お 嗦 ^ - 純 e な sands df "をが a 姑 - t ら 地.; his . 的が 難 re 夕 そを 封が 1 b 燕 礎が る 口 ぶ i； 和 ぞげ姐 tt お か opeuV も 


t わを わ.; hisV indijTefeHt を 封み b 貧 ミ も 
frowned upQ^- and quickly bro 巧咨 lit 
to 作 aH が the iact おぉわ d mu み 
eo 打 jo 疏 t:t6 潭 を ruF を of the が me 
^ the U だ ast a 巧 〇な巧 扛 of labor that 
wil ミ secure よ he daily wage. 


boy is cunsuijie 达 by な n ambition 


ごす 


到 iaxed. 

The ; 打 capacity of the Fi! ホ mos, 
to pr 扫 も themselv がず rpm お s- 
eas か， ind おお ng leprosy, tubertif- 
io ぉ s and niaiignant fevers^ and 
か e: ur '拼れ t ‘<1を巧 き 狂 d ^for ..extensive 
samta む‘ 0 打 一！ も 為 sure ト ミ巧’ ぶ earl: デ 
々ve に扩 S を ct! なで こを re ?strijcmgly- em- 
phasi ズ ed も V 虹なん a れ d 巧 mires. One 
iuu$ir：atii(5n，is that .since "the lener 
cjD わな/ : was で St す bi 括 おで d き ’ev も！ 

地〇 だが n。， l.gp 车巧 一 马 eadlj me 打 ace 
to the 1 红 [ミ 9(1 を 尸 も 斬 6 bear ぶ oiiect- 
む d and se 巧 rega なん ：; むが 马お〇 がな 
ed tnat >； thoasands of ，} 打 sane ぶ 泣*; 

支 ient がま j. 巧护峰 r r.o な讯 吗ぞ なお！ ar 夏た 一， , …… 

が! 扣 S—ta ザを g ‘ 呼 c .を邮 も a 呂ち のな e だ 叩! oymenf:， 
仰 巧め n ち le おらが S; か cp も s-.fer 姑 i 如 おが C ろ n 細 uenc も t 
out 括が が もみ 姐ゴ !pse!gu が (I.hr が; 韻'、 卜; 巧 ！ .--- 
吟 .が aiat；ain を (i.’ov げ ，知 1 kktds：Cof 
を mpert み 鼻 n many di 的 nc ちを を eca を召ピ 
of the lawless elemfe! ホみ-掠 ch h 與 
a 口 神 はげ .Jack 夕も a をが-お ci 主 お〇 な.： 毎 妻 
t か e こ 呼み 巧 だ玄 ty ri がな S 〇も.。〇1おか& み— 

を S- ぷ1 巧む が 巧ぎ. ‘忱ミ sava 違 e 
siin む; -oii’th たがが t； rnaio.rit 兴 of; 盛扛 
nat ミ v€ ち 睐 e Seer たか 巧 r 々f the ： 
ter ミ or says.: 

rhe need of etUer 巧 ini 打 g tke 
谷 Tea しび cvvvds oi wild rnen 巧を 0 
meet t,he ぶ ecr.etaxy- ,of ,tbe むけ な iOr 
on おお お ips '.is— 'i 故 per なじた and at 
エ hne さ- embarra が in ぎ,. 可' he-.g 这 ti 化 r- 
Ui ぎ S..O も ten include large ね unibe 於 
が men ぶホ〇 jiave — recently— bee れ 
bU な!- ら nemie も.， 言が 10 な re Ukelv't む 


President Taft k Prolessar 

も: 巧 id 郎 t Taft. 0 掛: ially. became 

a member お 部 与 \で別ごイ な こ 口! 呼ろ 巧 
•Tam 巧 ry 州-，- when at 姐 e. re を akr 
のが tmg of the corporation, he kc- 
'eptecl わ is appo-mtme 打 t な s た ent 
)ro たが or of . law. The PresMe み 
complied the formality. *of his 
‘; ippoi れ tme む t &打 nounci 打 g his 


铅 )〇み ホ む3お が s" 1: を be r 巧 dy k)r 
anything ： . ぶ も nitti 打 ざ timt : 诚だ 


: がで mio 打 u£ が! 化 drawing from the ___— — ' 

巧げ orahern 、地が 1 he tak だ up thefor 坤か1す!1 が 衫 がが e が es 'down 


regiilar dut!e^ his pi •幻た ぉが:ご 

snip, next 細 i. 


Oeatl L0V8 魄 な !} ig お お脾か 


According れ！ atest だれげ 打 s, がだ 
dead ie れな s in the わ ost 0 班な s in 
よ’ okyo nu 讯 ber about が, 000 


majority of かがり are 16むが6りが1;- 
ed . in Tokyo; comparatively few 


being む 0 む！ か e .proyhices. .O.f ぎの ups を 打 umber of impof ね nf 


these dead m お siye も .た ost cards 


s 解 t を d mail m が ter comm を 打 だが 
Tn も cause o 重 non-deliver 夕 ■ i さ eirh 
er^ wrong ぶ ddresses Qr n り add が s 导 
at. all.- In the c ぉ e of ki:te,rs,!the 


c 打 y ら I 韩京ぞ 0 -举 ic が t；ain th を-; addr^s も : My dearest,' 


of the s む 畔^ r. . \V もで a 純 e post 

0 鶴璋 巧,. 為 嘆ぶ p 马嗦お が 禅. な山 
any ぶ4 が e が ev 4 n| 曹 om t:he e み 
ammation み も the : contents, .these 


. s . ' ■ J Cw --'. . .. — T 三 

On tl がぶ 巧 幻 traiy, U 化ゴが ant;se ち! 巧 口 y become d な d* le れ ersw：:;. 王 打 


t- 日' ぃ ex が J 、in his 护 がむ cuiar じ 打 e of-j noted 'a cuHotis fact -t お at : over 


ち 砖づ がず 0. で。 e ぉ备 .も jr*rt 呼. t;-pGl だ e-i; 巧みち お- た ミな ： un むぶ ぶか’ re 姐 i 拉 i を cen-. 

•が：：^-/ ' 


endeavor;^ h 扛 sou 谷 h-t ;げ お country 
witn ，th^e, 过せ〇がちた obje け in vie が 
of .the. bett が ni が it (if も is c(jnditio'n 
aiu! he おぉ; ’p^lac が Knu mental Hrrfif； 
むを、 0。 I] お ’Wpi 姆 t; が ! s. : で He お 姐 
pur ぉ ue : tr お ’- ホ ox •も,: oi- を n ょ 、る rcH 滞 巧;. 
电が 細:! がが/ ci 巧 y S ウ ！ び! 容 .が: may ぃ b— ぞ 
帮呼巧 ary わ だ 来 も bk おね 1 わ， acq お 巧 
鴻的帮 が 姑 ge.apd capita] で equi 化 4 
か が 巧嗔 かおぶ more pr 诚 table a も づ 
With the re 
that within a 
を 巧 pa 诗 む— 诚 ly がが t period he わが 
: br が idi が！， がけ as a small お rnier, 
irucker, むが r grow で r or m が chants 
媒 V ぶ R、 如 も w- な pptions as to 弓 清 
骑 fi 堪 冷} e ; ぶ one 八 -f か e so called 

G 的 ド e お ass ず ; h がゴ細 姆 なれ build rp 
ち a 甲が f-6r む 1 咨 age’. ミ 打み tr 別。 が s on が 它 
Ada が k- 0 as い，〜 了 hi え seems re- 
巧迂 rk 马が e 占 巧 ' hen お ns ミ deratioji - 化 
g が en to the-fact 讯棘飞 打 e opporturii- 
げた s a が mnnit を か 爱始さ 1 が お r . s け お 
が さ S . 扣 ‘ 证 も 狂 a な 曲 an -they are お ; 
the far We をし 

If み ’ふが en or ぶ-こ iumdred Jap- 
anese わ 日が would seek- cm が oy 御 er 巧； 
;i-i か e 打 も‘ 班 ba,h 畔 d of Ko パ oik. 
み 苗 sh お gton,:;--B お th 口り! •€.. PM さ訂が 
p’bJ 只 or Xe, ぶ 又 ork:,as び r 二 s】 てい a- 
お 013 さ r— 均— 姐 だ か 恥 おぶ a 巧规 も; 〇 たない 


化巧 connec む on, a りが t o 街 ci 姐 has 
-j noted a curious fact -t お at : 日 ver 
卜 ，叩 0 ofHli お e dead|ettec3-areJove 
e を Lstl が o むみけ-: kinds- and 苗 お crip 

t れ ぉ5 ミ. ，， ； ご : パ *‘r': 下. で ごも 




一*** 


細 f 蘭， 


nistorics. 巧' が e り aihfully cie6 とお 打 t 

m おれむ ig な s loidw tha そ we n がが 
口 ruuded のが a 却- st' cl が s. 如 w が: 
prepared }〇ご 'ivar •— In the revolti^ 
が 0 打が e had France and in 王81 泛 
Gre が Brkain おぉ e 幻 ga が d in な 
far g 巧 ate!- stru ぎ gle with Napo- 
leon.' 

'*In thmking ゎ^ po が ib!e trou- 
f)le， we are を rone to say that 打 0- 
t]]i 打 g could happ だ 打 to 口 s because 
of our tre 描 endo 口 s— resources, gut 
pie なが 巧! 打. emb な th?j： untrained 
口 ncievelo—ped men would be of 
nule more :va]ue ミ!！ a. —-crisis than 
皆 ロロ 过が eloped gold .in Alaskan 
m ミ ne 弓 when Ihere ミ s a び お is. iri 
Wall Street/*;' 

A ち rst ci お s Pow が， in Gen. 
Vv.oo が自 巧;) i お on,, should be able 
to mobilize 600,00 りぶな 打； r、 time 
of 巧が . The best we could do 
with- で ur reg が ar ar 打 巧 and m む itia 
巧 about 1 5 〇,000. . ゴ he Govern- 
の ent . iBii が get 450,000 . more 
somewhere. . 

■ 'It's, all n 郭 t，" h ら i 能 isted, "to 
say (A 巧げ ka 订 genius wil! do れ,， 
Bttt why not take time to wc?rk 
out the お roblem 巧 ow? む 

comes down to th お： H ミ sto’ry 
shows that when a people get rich 
and indolent and bave to、 hire 
が h が pe—o お e to ぶ 0 t：lieir fighting 


ちバ黃 



In tailure and a bd: た r eme take 卜 
its が a 化’’ ふ-., お; 辛站 鶴-: 

- - み., 


San Yaf-Sen 1 "〇 Lo 目 d 前 


: The 則 c)rm 巧 各 Post", LoneJon, 
unde お t 冥 打 ds that Pr. Sun Yat- s.e 打 
vyiii "Shortly を a V a v おむ か London 
むが kr.authori か す rom 讳 e Chinee 
government for the purpose of 
pacing before c が tarn financial 


Oiin が e conc 章 ss— ミ 09 ん ’The pri 打 お; 


comprise the gr なわ r numb なぶ al cone 的 em r ず i 盼 to a.>ig 


railway e が 許 pri が. 


ュ t 


,郎目巧 F 剛 S Japa 郎ぉ货 前 

’ が. i. すみ; V :; 

-Jmie S , ぉ 1 も 


I have received your delightful 
w な eiess afc about seven in th が ev- 
e 打 io 咨 , and it was not quite 
hours ぶ むげ rhad maileci'li •を?^ rgrst 
letit が. to you. How が 娩马っ 苗 s 
to have the wireless ! 

か裤 J し iiiso re が ived a hi お sa^e 
by お lepathy. I nn 巧 t 说 n 这 r 泣 1: お- 
ate you on your peacefu いむ 八が. 

*VVe なが を Iw お 's talking* 苗 d^t 
you'^wlii。 we have noth ぶ g 


day さ ago、， 子: atii 容 oi なぎ tD- だ i て 与/ 
btm a b ぉ h eVe み day as ;-し is s6d 
hot. When he is in ：lie w おが 
§;ives の e. a gre お deal -of Lrouble^ 

皆 beco 風 ing ungovernable. Sr 部. つ 
he；, is so わ vely， I! am ca^piU' お^^^; 懼 

by him. , •、!- 聲^! 

Were there many i が er だ t 瑪: :蕉ぶ 
things during' your _がツミお も •: 凝^ 
D.o 打’ tvfceep. them. 'さ; たがが； シ 1 ミが 藻 
tdl の e-aU abou もれ， m); husband-。 

I am afraid ;you do not retufti 
:my love and れ哨 .1 打 ot wrke をな！^ 
me.' Don’t 1 写 ugh お me, for %[ 

浊細 お el -ashamed of Jtivself 
Having again, written such thm ぎが^ 

Slit by が e time 王 s 色 e you-agaitv 
you will have お i がけ e 打 it R!L 寧^ 

. Go6d- by た， my dear が t ,’ '装 

July 王 も. 王を 玉を 這 
.文む dear.:- — 了 よ 

I am SO glad to know that 而 
are quite well. StiH I a の an* が曠讀 
わ だ ause I ha が 的 en お 1 过 ihat ^Nqxv: 

York is-, very, warm' in Summer, and 
that often men and hofs な • fsU. をを fn^ 
t;he effect ol an exireme h の t, wj 赛 
do yon live so far from your 
かが it tak を s. ずり け y 说 miites わ* 

か ere? Is there no good place 
live- near the office ? 

10 mo- is ge 行 ing f お and な ron 含 藻 
お y ! げ day. 王 王 e h ぉ be をの to crawl 
aremnei •む 100 ks お ftinn :/ ‘て tal 如 . こ ;^ 
the b だ t; of な ミ . 弓 of him 吕 rid だ h ’ ざ讀 

' ’ . …- . ■ ■ 打 一を ?^ 5 

him a bath twice a day, for 1 a 巧 ■> 
afraid Jie wiil suffer from h だ t i 是 f 苗 
such a i：erTible 你 arm w 占 a ホげ ' 

、踩が e ミ 巧、 i む g’ now. A むげ hi ち bat ! 聲 
玉 , spnnkl 台 him w 細 po\Y おこ 如 d- 義 ^ 
looks j なな like a little cioii, 為を： 

ンけ痛 


上 promised you わ have my phot' 去璋 


taken j 口 st as soon as the skv-woiiid~ 
clear: む ut aftei* the rain it "bee 这巧 e ; 


so warm a;id it is very 1がご>巧1 お rt -。 
able わ put o 打’ a full-dress tor pic- 
ture-taking.- て: 

I わ ope you 和 が grant me a いが;*: 
time, though I can well imagine th 巧： 
y 饥 !'a お’ imp がな itiv waitin'g foi •也；";^ ‘ 

You men な 0。 having aUended th も- ち： 
theabe 9 沾 お- often. I have no ぶ 三〜 ぶ. 
j が tio 巧 whatever to your daitig 
on the cont 吗 巧’ 了 am vc び 苗 ad f oi^ 7" 


解 


が斌 r ; having.- such amusement； 护 r み ； 
e- 祷 tyth ミ 打を ••お ust be very du び わ! ミ；! す 
you otherwise.' ，: ，で 'で 
The photograph wHch you hau ■資奔 
な ken お Seattle わ ok& as が P け 盛 之 主 三、 
yon had become a little l_hin じ 齊を 
it rnay be only on account of s む 量 
long おな aey. Jt y 秦實 化，。 が が 城 -二、 秦 
I お tiit yon w ぶ teli 齡霉 a 与 g 打な • * ^ 

I 和 ul stop writing が! 立 さ ay ぶ 00 往が辟 
打] 各 h も 肌 y-d た are な. : 、夕 s 


が だ 

"% 
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わな 訪 巧な 茜 f 秦！ け ： i 

なを：^" け： T ぶ:^ -r : ぶ ，- -, 寒-’- 


姻か赫 

-吉… ミ ご.- ，みを を^ 'ii . こ‘* 
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啤扩盐 か 

逍 1 點漉 S 

殿溫喊 II 禅 賄一 

d お.’^ な 讯 〇 武 S ^ 

黛 P 忠造 3| 请 1 
SI 益潑 ilpTI? 

湯で 為 I 某 普が 


親 育 新 薇を 镇 (碑ぶ g 额裙葵 
口.！ 敲をお 雜ロホ ヶ月を 一 菊 一 
ロー ヶ を， か 金 二 弗 

モ 丸} 白ナ 1 おみ 巧サ 四を 蘇あ路 
諮す -, 
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吾 入が 觀た 苗.. 比 

律 囊立闕 題 

..吾 乂は比 律 键獨立 蘭 憑に 對 してを 

に臀ら < 「ヒユ . I マ* ニ タタ ゴス」. の 

意述 ょち 立' 論ずる の 煩を 趨け單 じが 

ホ國 をめ 縣 巧に 實接 至大の 願 係を ぶ 

ぼず 巧 理由を 巧な して 聊か 識 '者の 

谦 窓を 化か をん-じ 欲す 〇盖し 時事 盟 

屢 どして 比 縷賓獨 立め 遲 速が 巧を が 

おせん どす るは 時機 尙 熟せ ざるの 嫌 _ 

あるべし ど雖 傲 {ども 其を 晚具你 的 I 

壌窠这 しで 聯邦 議 會じ繪 おせらる ベ 

束は 敢て豫 想に 難し せず 〇随 てず 

署帝 國ま藥 的を 策を 奉ずる 典が 黨は 

輔 へて 巧て 黨謗挽 固の 巧趙目 泣な し 

I 敬 巧の 巧 おの 聲を 撰ぐ る ど 共 じ、 諭 

戰 め餘滿 はおず や 飛んで 荒誕 無稽な 

る 「日本め 侵 澄 的 弊を めな 吿 どな 

马 、黄禍 諭の 语燃 どな^て、 所卻 

般掏拂 日め 氣 運を 助長し、 狂つ 嫁 親 

ぶる 造禍 業者を して 增艦 運動の 爲め 

|に 狂奔す るの 辭辆 を轉せ もしぇ めみ 

をらず、' 砸で ホブソン ぶび 一. ブぶ谭 

狼の 據截 が敦雀 に 輪 二め を 納を與 

る じ まる 一べ' 卜、 难化轉 になら モ狱 

弯 効く 鞭 等の 喪 筆が をの 機げ じ 化せ 

早る '， は 無辜の 吾 乂厨胞 じ 外なら ざ 

をべき を 信ずる がを じ、 豫め辩 題の 

を 質 ど 其 趨勢 どを 挪 绝し饼 せで 菩人 

のがるべき 媳 度を おする め お 粟を 懿 

I を ずん ば あらざる 化 0 

を 來共お 黨が英 の 統一 黨ど 等し < 

穂 摄的對 外を 策を 把持ず るに 對 L て 

I 民 ま黨の 政策の お祿 的、 保守的なる 

I こ' こ 猶ほ英 め 自あ黨 の 如くなる の擧 j 

賞は、 ね ミ. へば 千 八な 化 十 化 年 マ ダ 

- キン ン 'ィ 巧閣じ 依らて 决 巧せられ な 

马米布 併を じ 願して 熱必 じぶ 繫の发 I 

をな てぶ ホ 如き.、 む お 鞭 痴お遵 ひ 二 

于巧乘 を 按じて 化雜賓 島を 賞 おサる 

て聲 し. で顔强 M 其 無用を 絕 叫せ るが 

:谢 る、 或な を 絡 化 盤涨に B を 馬 おか 

一摄觸 にを せる 祿擾 を剌 巧した るグ！ 

I ダブ ' H ダト 巧閣の 施設を 彈 劾せ るが 

I 麵 き、 或は 最近 タフト 巧賴の お化羅 

常 趣 地 新屬の 一巧に 米 店 ハを 上 障せ し 

I めた る戰 剧解朽 爲に對 して， M 廃 議員^ 


一に 


ベィコ シ がょり 憲法 違な め 巧 議案を 

提 ぉせぶ か 如き、 化て 民ち 黨毁 かな； 

潔®'. 一 班を 窺细 する じ 底が ベ. き 化 
i 今 試みに 昨 あ バグ チモ？' > にわいて 議 I 

をせ る 阔黨？ あ 綱 ホ''、 比錐賓 獨立駐 

趙じ關 ずる 項の 大娶を 叙せ みず 

r 吾人は 化 機智 じ 於て 化 律 潰 其 他 孰 1 

れのも 地 じがしても 錢然版 圖擴大 の 
を 錐を がる じお鄭 ずべ し』 ご 言 ひ 「を 

酉 ま義の 至を 子へ ホ メント はが ホ 吾 

人に多丈め^一^を强觀し、 國力の增 

進を 見ず しで 巧つ ぉ 就 弱め 傾向を 齋 

らし、. 香 人國巧 を b て 自治の 碳本耍 

一義を 放擲して 省み ざ么の 謗を 享 けし 

めね ゎ ムど當 ひ' 「吾 A は 比 棒賓じ 於； 

がる 舉 固なる ながの 樹ぶ せらる、 .這 

树が じ其獨 ぶを 意 言すべく 、雨して 

同 島の 中ぶ か刻騎 VJ のが おじ 依 もて 

維持せ もる、 に まる 迄での 獨 ぶは 香 I 

人 之を 隙 障し、 濁立認 化と 典に 貯踞 

巧 もし < は 海軍 粮據地 4 一設 くるめ あ 

要み り わる 時、 i 比學餐 政府は 吾人 じ 

上 地の 疑 借を.- 許す. べし」 と 富へ- 

民 ま 黨の化 律费黨 をを 唔導 すを や 

使を 〇然 姑お嫣 '立 認定の 無形 的 報償 j 

どんで 遺 優を 罐 保菌の.. 意踩 じがて 

ホ 埋祗撕 而特權 ち 架 ホず るに 银 ぜん 

す すを が 郁 始めょ な 比潍賓 乂の絕 

街 巧 獨扯を 殿中に 措かざる 說 じして 

昭 かに 彼等の 非理 どネ盾 VJ © 呂白夕 

立證 する 者 じぁらず や〇菩 人は 民 ま； 

黨 かぶらに 共和 黨の渡 濁 じだ 對 せん 

か 窺； W じが 辩 のま 張を 固守し、 比 律 

賓 人み 幸福ぶ び 其え 巧の 向上の 爲め 

一. 擁同髓 巧 淚を聽 ぎて ヤン ネ！ 特 

有の 俠 骨を 碑國じ 示さん， とす々 の 一 

I 事 か 寧ろ 賣强辭 磯の 栽 物た る じ 避ぎ j 

す々 を 僧ぶ み ゥキグ ソン 巧擬 は其獨 

な閲 題を 鶏を む M する じ 先 も、 愼 

亟； ，4 化 棘! 丈 A の經濟 的、 を 治が 能 

力 かお 禍 化々 たる 巧國對 時の 禪 じか 

なしで 架ム てを く 統一、 獨 立の 体面 

を 維持す ぶ耐义 をを 有する や-を やを 

講 巧し、 诏满 島を 0 てみ 遠 中立の 她 

帶 どす る、 を猜る や. を やじ 顏 しては を 

じ 泉 浮の 寶愤ど 「クオ ー グ ド、 が 尸 

ブ イブみ」 の 大勢 W じ 着 腺して 善後 j 

のず 映を 選擇 せざる ベから ず o ' 柯泣 

をれ はおし 比摔貧 じしで 獨 ぶめ をを 


もて 其實な < 、巧觀 か 憂 相 繼ぐこ 
な顯 め 掘く、 南 ホめ み 共か感 のと 
く、 或は 築 二の 韓麗 のかくな らんず j 

籍 あ異惡 i を 紫を は 隣邦め 目 本を 

るべ. けれが 禮〇 郎ち菩 人は を 敎誘玲 

Q . r ブ アィ タグ、 ィン トン ぇ卜」 を 一 

擁 ，譲し 扶殖 する の 必要で 道 まら 1¢ 
ぶ錄屢 々調停、 なをの 勞を强 ゐらる 
べきは 夕論 進んで 其 巧を じ卞與 し' 

が 巧を へグブ せざる を错 ざるの 事態 I 

を 生じ、 其 あ 然の遙 命 ごしで を 犬の 
批 カマ」 を 力 どを 用 ゆる じまぇべ； 巧： 

て 巧て 目 米 間の 綠 がを 慕な し 太ず 
I 洋上 じ 波 磯潑拜 のを 觀を虽 せん も 亦 
を だ 巧ら かるべからず 〇是れ 吾人を 

化律賓獨立巧題を指して 日^をの 
お ホに 直接 至大の 關 係を あぼすべし 
いふ 所な 也 0 

裂 大統領 じして 最も 龍く 東洋め 藍 

輪 じ通曉 せる タフトを が 舊嫩ム ハ H 議 1 

會じ 送を せる 第二 敎嘗 やじ 於で 
吾人は 比浮餐 人の 爲 めじ 園 お的篮 

神を 鼓 巧す、 然 れ典菩 人の 島 巧 じ 
勒 ずる 當然の 貴 巧は ホだ络 あに. 無 I 

除の 嫂に 谱 せず、 今にが て 游巧调 I 

島を 獨を せし むみし どの. 宵 蕾を 霧 

一す 事す ら穗 ぶじ' 絲 議ど骚 撥す J を 誘 

ぴで黨 民の 進 ホを 猫舊 ずるに 了る 

■ベ < 、.擧 黃 彼等の 獨 立を 保 る 

n 實の下 じ巧憐 なる 島 おを してを 

泮敎 策の フ！ ト ザ！ ダね らしむ も 

じ まらむ々 . 

ご 喝破せ るは 實 際が 政治家 Q 巧說ど 

して 割が 姿當 なる を 疑は ず 〇比俸 蒼 

ふを して 萊が 政策め フ！' トボ； グゎ 

らしめ ざらん》 J 欲せば 吾 A じを 二 策 

ゐ 1 じ 曰く 爾後 化を 半 世 お賴同 1 

I 島を 查然 米圃 々旗の 下 じ 置きて 島人 I 

を啓發 誘導すべし、 軽々 じ其獨 ぶを I 

企圖 する はな 害 あらで 一' 利な し 〇こ' 

じ 曰く 猎しホ 動じして を 年を 額の 經 

碧を おず るを 巧まず 且つ 近き ま ホに 

がて 唯 本の 勢力 ど 街 突 接觸ホ るを 箱 j 

憂 ： VJ せ ば、 相 當の價 おを を f 之を 

地理よ ぶび 歷を上 密接の 賴银 をる も 

本 じ譲與 して 經蔡を 結つ •へき 化 0 .叙 j . 

らず 朝々 が ホ 0 親善を 离嘻 すを で 

ユ； マユタ リズム」 め 信 着缓 若な V 

I 爭曾爲 ず。 


「をめ な 食の がきな ホは；；；： 
..結 婿； レ だ 嘗 .っ雙 
梅め 釋し陋 十を をは 夢 ど薰ぶ 君錢猶 
が r 谷め 白ぜ •を」 

r 慈善」 ど 音ぶ じ 造き し 精神を 香に 難 I 

C 「タリ、； を 窓に 巧 さ ゆる 暴. 
ir をのな 令 」入 じ がられて 淸き 肖， さ 赤 j 

染 言む. お戀 ださ 音 ふ獻 
思 ふ 儘に 露 ど 遊びし 「をのな をを の 
がれて 衔ほ清 かれ， ょを •' 

ド ツンの 巧は や はらぐ 「巧. を 巧を J 

じ更けてさ^ゃ乂必と駐' 

; - 0; '.V ' 一： 

寒夜 友と 誤る； 浴を よみで 


0 a 0 ¥t g 

-善..-.. 霧 ^ 劍 

A 狼め 龍溪 め學殖 、處 鶴、- 柬堂 0 .多 
餐、 證费 の辯才 、兆 おを 意氣 、苗箇 
寺の 襟度、 療 敬巧樣 我な どは 盖し采 
下 一 爲か 名を 樽した じ 姑 違な かる， 又 

けれ お 多くは 適 まの < .物 ごな もを く 
は縣 じな らん' ごむつ.. ぇ あるのは 誠に 

化む を 得 ざ建歲 誰の が 用で ぶる OM 
i 時菌民 薪驟に 居た 山路を をな では 前 
急 ご 着 はんよ ちは を 論 家 どむ て 典を 

を 成した ホで るる、 愛 出み 巧 筆は 機 

達で あう で、 其を 破は 薇 底して ぶる 
I 唯 雜辭博 ± のかぐ 獨鐵 的で なく、 久 j 

ホ邦武 巧の おく 潔 刻で なく、 を 木が 

驚太郞 若の 如ィ 突飛で ない-:， 轉じ < 
脅で 團民じ 屠た 惠を义 綱は f 朦を餘 一 

養」 じ 昔 採っ わ粹 柄を 示；^ かかれ 裝 

夺 はを 王 世子が 嫌 導 役と だで 一み 祗 I 

爱这 なつれ、 讚 賣の藤 巧 房. 次郎 はみ I 

敷 H 鐵の 藤ぶ 課長を 戴を て 還ね が 

胞 令は 社會が ザら 窗れ 皆れ で 磨る や 

でを るで...'' . r ': 


が. が 

ソン-のが 畔 にお 半の 惜別の' 巧た |4 离福博 ± はが 伞得 違の 憲法 論で 讀 1 


だ 寒む < 詩を 歌 ぴ 去る- 

の 静じ孺 はる 我 友に 畔が别 る 
る 寒 巧の 峯 

雪斷 もて 千鳥 聽くな な 巧麗 ©をの 穂 I 

じか {る 寒 巧 

G 

をら じ觸れ てよ める 歌 

V '- を'. 華' 

おひ 毎た 諸を ぶ； つぶ 菊を： よむ 鶴； 急 

谅ん巧 蒙が. じ. 一..；；'-/ 

からかき 春の 夜風み 十 濟を 香奠 I 

き ホ妖靡 ^ 

〇 - 

ま 藤 太雜！ 

彩雲の ちぎる、 影を なづ かしみ 旅 窓 

じ數 ふる 裳 天の 金星 
騎 まもて 聽く必 貧し 多の-雨 しよ ぼ 露 I 

れて 居る がな 0 小ち 病 
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ぶ 使 じ 义獨逸 大使館 參 1， 畑を. ぶ 郞 

をは ダラ ジグ 駐潮赔 命を 權を 使に 孰 

I れも巧 命 せらる i こど じみし あ H 黎 

I 衷の 答- - 

I 

® 薇懸箸 命總數 

恩 あかのを がせられ しよ わ 巧が 省 じ 



の 威を 巧て 化 巧 命じ 對 したら しか、 

I 抑^ 化な 命は 挂 をの 勢 _ 力增 長を 欣ば 

I ざる お淮 ホを 山縣 をの 藤 意 じ おでた 

ものにして 桂を宫 みのお 鬻 には 並 

す k 杏み 鑛き寧 情を らしみ 巧て 忍 

ん であ 巧 じ 就きし W 離 も 胸中の 横踢 

な 恨 骨髓じ 徹する の 思 ひる 自 しもの 


東京 電報. 

三十 1 B 着) 

藥議會 の 停卽並 

/騷 民 驚の み藥 


I 參敕 ぶ^ 側の 觀響 

^欧友會ゅ 一領補は曰<がおは潑去！/_ 

十 年 ホ ホ だを て 見ざる 國 論の 沸騰 it 

巧し 藩 瞬れ 破" 蒸を 搬 譲め 戰を留 

充滿 する のみならず 議 會じ絕 對巡带 

數を 有する 政 衣 曾を 中堅 v > して 固ち 

黛 も 义養巧 一派のを 觀漸 みを 黨 をが 

して 鬧ーホ 調の 下 じ結莱 せん》」 し 式 

同 寇會侧 も 化 ザ 卓藏化 等め 黯お ず' 

をち 今期 議曾 じがて 一擧雜 賴巧閣 

要 破せ ずん ば 止まざる の 勢 ひを 馴 

せち 么じ對 抗サん どして 起てる お 衣 

の. 政策は 吾人の 最も を 要す 一 

点なる かを 見を なて すれば を 巧禪 

時 厨 じたいす る 第！ 策は がず ぉ豁 1^' 

銳 錐を 避く るの ず 段 じを 力を 盡 し^ 

が じ 議員の 懐柔を をて 斯 くして 
の溺巧 愈々 瘡る 能は ざるに 至ら 

I 然 解散を かじ 撼選擧 じ 於て 益々 拾^ 巧 

の惡ら つず 段を 講じた 勸 派の 靴 I 皆 

I 尙 つて 化 ゆるがを を 試み 結 崩 漂み が 


去谢 


iiisili - 

A 內鹽儀 償還 廣吿 

V . ス簡 踩债簽 整理を 憤. み 部 
(四寸 J . 年發 巧ぶ を 利 こい 號). 
''一、 舊韓 國が府 起業を 僮を 铺' 

I 今般 帝 圈お府 二於ブ をを 償を 部柯レ 
モ 本年！ 二 巧 十 H 償還 巧 相が 候.-!. 林る 
I を徵誠 書 所持 メ御 ホ々 ノ御 便宜 ブ計 
'鬧 a 0 後 當巧二 於ブ日 本碱 質爲換 
颗藉ヲ が テ あを 憤 謡舊御 買を す 申 化 
I 段 廣吿候 化 . 
大ち蒂 二ち 一日 - 
■橫潑 正金 銀 巧 紐 育 お 張 巧 

5 巧 \づ a ゴ Street , な ミ York city 


敕巧 極民疆 fjp 龍 


参 巧 化 利 盤 移 
■お 制限': 

(東 朝 所載) 

• A 凑國 政が ガ か一變 
I 從ホ 東部 西 伯 刺 盛は 本邦 A の 移 化を 
; 歡迎 する 地方の 一じ數 へられ 該 地に 
で 在留せ る 日本人は 相應 じを 展 しつ、 

I をる かな 巧 溝 國政蔚 の 方針 稍 一變せ 
る濟か 如く 囊じ 軍機 保護 規則を 發巧 

て 殿 重に ネ巧乂 の 巧 勸を藍 視し今 

周 义邊驢 移 化ち 取締 お 則なる 者を ぉ 

I をけ て 一般 窠を乂 趣の 盛 瞥を潑 重 じ 

する 計議化 これ ホだ閣 講を經 わるら 

のじ あらざる をを 晚其 濡 巧を 見べき 

はがで 疑な 4' w 云 ふ 其. 巧を ホ 聞； くじ 

i 棄 K が 盛に 移 化する 黃を人 穂の 乂輕 


♦逝きし；！ 園の 名 ± 

A 野 田豁涩 興の 黨去 .急な 脯炎 じて 
既ホ 中なら しか ま 月ム C 扫藉 ませえ 
あは 穫熊 本葬ち が 辰、 感 館め 獲* 目 
淸戰な 等に 殊功を む、 隆軍經 裡ぶ母 j 

一稱 せられし 人 じしす 殊にを 身の 蕃 

I 成を 樂か女 f 後藤 男、 齋慕 為、 が 旧 翰 
I を* 柴 置 郞少縣 、正金を 难ま巧 長 お 道 
で 等 か 巧の ま關番 より 今 良 巧る を 致 
せる は 世人の 知る 所なら、 亨年 お' 十 
A 戚龍太 郞氏遊 ま. 橫濱 水道 爲技廊 
I ' をなる 間 巧は 十二月 云 十日 逝去 啼も 
A 牟留蘇 備座草 ホ 游遊举 .' i 巧 こぶ 

齋法 年季 お，：；：.： こ， む；； 

參 画！*^ 者 0 注 奪 i 

▽巧みを 豁 のを 精 

I 外務省 じて は 今 固を が 帝 圏を 使 館 じ 
勒し 「宜み歐米ぶ國じ趣く諸满度め 
視察 者を び識査 あは 寝 巧め いづれ を 
間がず 當 省の 調 かおくは？^ よら 發 
せる 絕 かがを 携滯 する 者に 非 ざれげ 

が 外を 館 じたいし 外 慶官讓 其 化 じ 向 
つで 潑 かを 請と 雖も斷 '然么 を 謝黯す 
べし」 との 意 ホに て 夫々 疆牒 をを し 
ホら 化擧 たる-一見 菩 だす 親迴 レを 惟- 
さるれ ど 接 外を 館よ ら屢 外務省に 載 
着せる 報 おに よれば 如 巧 じ 我 おみ 視 
察者の非常識なぶかを知る ベ くおつ 
て 上記の 赌 潰の 滿更 非理 じあらざる I 

をを 諮せ ざるを 得ざる べし 獨逸 臨時 
大傻細 お 隶郞氏 及び 維 也 辨る馨 領事； 

フ ぶ リ ジブ クス、 ブィ ブシヤ 1— 巧を 

I 始め i ざ j がの 報吿 なを もの'、 大要 左 

のを ^' 

A 無 學の上 殺 漏 比を お栅： の 傾き あ 
る 欧米 離 察 落の 大窥 をは 槪ね猛 みず 

I 圈を 館に 齿 頭し 視察 識壺を 嬰す る 向 

へ 夫々 紹介され わしぶ 請 ふを 常 どし 

I を 館 亦 十み の 便 恩を 洪與し 居る じ拘 j 


はるず 彼等の •'中に. は冀目 的 どせ る 事 

一項に 載での 必耍 おる® な 乂茜だ 敷： 

はが 間 敬 J 貫す る圖 曇に 操-^ て も 知悉 j 

ん餐る 事項に 尙 つで さへ 態々 か题官 

憲を 煩は し 或は 語學の 索/養な き 結 あ 

懇切の 說巧を も 了解す るを 得ず して 
I 相手 じず 快を 威せ しむる を をら 
A 閣拔 けたる 調査. 時 どして は 同一 
替歷ょ ゲタ 派遺賓 .にしで-先 蒼を か 紙 

じ' 調を 溝め こがを 巧^ 一'' 王 瘍會祗 

I 等 じず 歎を 掛けを め 歲は宮 百に 鋼 拳 

め舉備 なく レて 簿然片 r 獨遙保 際 事 

讓 P ...1 . 準 ぶが。 蠻察 制度め， 大体」 ど 
かが 間 發を提 33 じ 其 辯ず る魏 じが も 
摘る 迷惑を 威 咳つ'、 あら 髓る 斯细 

さは 巧諮务 ホの 中 じ も 巧々 あ 妻 
A 邦 入 嫌 愚げ 因' 殊にを があ擧 領事 

じたいし 巧 等 ゆ豫吿 もな-'^ 突 銭 お 頭 
してが々 エ 襟© 縱覺 につき 紹 ホを 賴 
む 這 ホ. おず t おも 殺から ざる か國じ 
おらが 穗縱覺 を-嫌を ずる 所を' る曼义 

例へ' 詐 諾を错 る， ぶす をぇ ホ 造には ぶ 

奪 丹で を 要ず るか 凉涩な ぶに' 一狗 ふす 

• 4 rj- f ./ < こ-; f. -l-il ，一； -ttl も ー タ； ,1 さ.../' ぶ ' t 

彼等ぶ 多 く は郎 呂然ら すげ 昭自 'ど渔 

る批 帯に て么か 爲を觸 をを 踏を ばが 

I 說 する 工場 まじ 不俠 を感 せし むる 
ぶ も ゐら化 狀勢じ レて 永續 せんか 將 

I 巧み 國當路 くは" 古 業 落は 日本 入 
じたいし 倭 宜を輿 ふるこ どを 巧 まざ 
るに まるべし、々 れば今 をの 萍屬题 

慕 調査を は豫 め肖迂 じ 十み の 準備を 
がふる ど 共 じを 島を 暴し す翰录 弊風 
をな 破され わ，) を々 

吾農夕 i が樹衛 を 
雪 巧 巧を 不杂 赞西辖 


倉 察 謹 


か 蕾 謹 細 


至 厨 十二 薛. 

い， S . が € ぅ 戈- iV ち； ま 厨' 八 轉 .. 

J がイ但 目 躍 目''. .燕 釣- ノ 患者 こ 限 

化 I 則け 二 鼠 見豊彥 .. 

◄ ；；： 一;: 聲命綴 臟齡或 

轉厕 代理人 
，.- 一 寧 姻傑次 離 I 

Room ) 藝一蜜 I お翠 巧を 夏畏、 . 

, }49 妨 road さ ： ay 苗 . Y.sty 
症 • 4 蓋 0 Fr 舊 kl 昔'.- 

©鞠 禮靡香 

富 見 暫轰羅 病 巧萊 がが を も 擲盤切 ホ 
が 御見舞 二' 預 す. 雞省奉 深 激お旨 でが 
諫聞ノ 御 タニ 洒 .をえ ダ 事 一 ま 潜醫ョ 
差 止 ゾラン 居リ 磅モ 愈々 佳良 二朽 
ぉッ 、有ぶ 横 條夕徳 ，事 擲が褲 截で度 
1 - y 御換 •摸す を 么處疆 々取 么中ユ 
せ 争 酪儀新 賴紙ム -1 ブ辱知 諸君 ユ謹 
デ 御 犀 禮ホ上 候....'-..- 

.高見 巡 墨 

.巧 贵五日 .. V を 族-一 

. ; 靈 .1 
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妻 M 霞を f 准 f 
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盛 0 本 婦人 义羯 _ 

ネ ャッシャ； f レて 雇 入 度 トレ 希霉 め ； j 

一力 i 巧 十 踩了肯 巧 十闽番 . ； /- 

\屬 .鎮 洋食を 
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ぶ 御料 理鑛宿 


墓 


やま.- こ寫本 VW ミ 

W 2 rw . 64 黄： 法； 夕づ 
t Teh 苦ら . C 資晏 ibct 
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一-家 
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yfi 

B 5 

- T — 


s 3233 <4^33 

を 巧 含 落 お 騷巧上 
を 欺 莉息重 ハみ 

を 班-を 一が 五疆巧 上 
强资； を 巧を ミ 蟹 、 i 


當座 


年 四を i 虜八毛 
亩圓じ 付 曰ず r 錢二 厘^ 

巧圓 じか 日 ホ 化 厘 


ホヶ巧 巧 上 
一二 年な 巧 


- . ■ . • • 

甫 金銀 巧 酱震 

本觀 送金は 無手 數釋 にで 鑛 I 
々.鑛 糜盧に 驳搔可 串 候 
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ご圣 もみ 


み う •ぶ 3 
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-舉 


Ir 


巧 


正を 银朽ま 巧を， ィ 

一を 錄太 解ぶ， 談 

こ ユ；！ ョ 5 ク經 濟俱樂 部は 去" ぶ J J 


當を ，名く るに. 不掏ホ に卜 .發の 顯裘を 一 

葵せ ず 却て 譬察官 おぶ 德 の 者を 出ず I 

はを く嘗 をを が 社！ t めな 善を 爲し龍 一 

はざる ド 非ら づ肯 巧ん て 爲さド 三？ 

化を々」 聽衆 中！.^ は 一' 音 ぷの婦 ふ ぁ 
す 最初 同 巧は 露 レ 何 率 も 記 巧す る 
が爲廟 くを 厭 ふが はお おすべし とい 


ホブ グアス み！ じ例會 を闢懼 しか 营 

のれ 赌が 如柯じ 經證會 じ馨务 ひし £ はらず. 一人ら 譜 する あな 

"ゾ J TV 13 r ;W ! ミう* も 良 fL ミを 


ふろ かじ 願し 巧 會濟諸 巧の 演說 ぶ- 4 く 巧れ 


就中 ク- 


.ラ‘ 




ィミ ブランド 甫雙部 起 ブンド 
.戌の 嶺論话 最も 魏 衆を 威. 勸 

I せしめね り、 を 円く，' 『総て 社屬の 敷： 

德を勸 くし 犯 葬 0 数を 滅 せんど 欲せ 

ぶ 妄らに 罪人を 逮捕して 之を 獄麗じ 

がず.' へからず クリ S ブランドの 幾 察 

^一|は モ 九を セを 巧來 化ま義 じ. 基き て 諸 

P 碑の 姬葬 港を 處サ せし 結 あ、 六牟巧 

I 削 互}々 一平の 逮捕 數は 今やと 千 セな 

‘ ミな り述葬 数は 日に 巧に 嫉小 ザら る 

'をなる、 先 づ馨察 をが 賭博 壤を發 

i 葉， II 見ず る やを もに 么じ雖 込み 逼 化. 人を j 


、，！ 巧の 忌禪 ぶき 溃說 
せざる がな からし 


女子 霞を 實によ 冀 V 暮多數 心熙ぉ 



•ラ - 


道理の 上 じは 更に 貴賤 




寧 


ち 


1 逮溃 ずる. じ ホ もて 之に 命ずる じ 贈 博 

巧を のがせけ をな でし、 なつ' 彼等に 

1 無ず さじぶ 退を 巧て す、 若 L 之 じ 脈： 


名/， 

多 


壑 


i 


額た 


緊か 




端せ ダる 時は 立れ なく 警官は 其 用具 

をび 諸 减稱屬 おを 破砕し 巧び 使用す 

しめ ざを なむ、 斯 .くして 鐵 .口ず 化 ホ 

I 法を 黨巧 .せん 結果 今は 阅ホじ 於て 盛 

ぷ >三 货 の赌憐 爆を ら發觅 せざる じ 

あれぇ. 叉寶 .猎 矯め 歎を 據 がん ボ签 

ぶ， V み 方法を 譲ず >娜 ちホづ 趨家杰 

1 寒を ちしみ 巧を 轉ぶ 命ず、. 瑜 U で蠻 

巷 か乾聲 の 秦籍お 爲； ベぶ 積 親を おげ 

ず. を' 雖も お養聽 ホ.. ベ. をぶ ダ. も 地 蘇を； 

|」| ホす、- 族た 寶駭上 夕义 F ブ テン どに 

おて は 巧 中 ある 一ぶ め 展攘ぶ 千 ブラ 

ブタ 聞を かで 彼等の 法 挺を をず 處ピ 

じ—し： あれち、， 踞家 巧が だぶ 裹 れ社會 j 

I ぶ 遇を にして 教し郝 會か么 仁ぶ がす I 

る讓を 化め な ば 彼等は 自然し 消滅す 

IV , しち タリ！ ダ タン ド蠻察 は 娼蔡を I 

.猎敎 に顯滅 ザず しで 之に 出入す をを 

巧潑該 じ' 傲む る爲歎 多の 採蹟 をを ク 

て黯 家の 近傍を 雜姻 ザし ぉお 乂者じ 

て 這. 盜贼め 嫌疑 奢ぶ は 其抱义 、.鑽 夫 

I 等を 發蔚 .せ だぶ をを 酱 せしめ 之を 塗 

I 捕し V 継み 雀 毒を 磯滅 じを っ宮然 じ 

資姪 數の觀 かを 計らつ i あら、 之 か 

爲み简 蜜ハ伞 蘭め 成績は 賛じ 跨る ベ 

き' 栽 度 じ 進 ホ せら」 を。 又 罔く- 「覺 

察ぶ 爲 めじは 為 敎 家を かを 家 どは 篡 

た 大敵に L て 么が爲 其 警豁灌 の寶行 

を おばら なぶ 事甚 し、. 冻 に-一' 立 

; クホ 2 退職 巡を 都疫モ セス、 

.ドラ 'v 卜め如 身は 實じ馨 儀權 の觀进 

I を 怒せ， レを にして 大 じを 窓 术ぺき 事 I 

な ,1 ュ ヨ ミクが 招々 のを 员を 


なえが おく、 試みに 之を 円 I 

本^ 審處イ .) 把较 せんじ クリ； ブラン： 

當巧 め關 係は 恰も 靜岡 及を 京 
の， 姑^、 靜廚の 如き 都會 め 譬豁 琴を j 

パを！^ おで 蠻藏廳 を 貴の お®? る i 
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at the N. Y. Fo*t Office as お が nd ん》 maH が 
を ミ - 民’. .under A か of Mwch も がさ 巧 


. Sei そ ur 瓣 y , Febma び ミ st :， ミが 3 


T!!£ HP 髓郎 0P!tl 


It IS extremely 冲掛 如巧 for us 
■: .\\-no do no し Sin な I 巧 雌 ミロ m, .. 妃 i 打 v 
な g&。 ：.\vhat- 杏 lea ザ' Table：' ' が n, 巧 tio、r‘ 
the practice niakts it お础 J が. ch 
が 诚がむ d a sw 巧 ov を r か e Chin だた 
も が，. よが も む was estimated 妃 at 
'夕义 斗 55, を) 0 Cbi! おがが 施 〇1 け 巧 per 
f'ccnt. .of liie adult ninrle .population 
程夕 moked 〇がりが， which, means かお 
み ve 巧 . f 饥 irth mat い in Chi 件ぶ is -an 
ろ pii 巧ね - s 故 bk が. A. niedfbai expert 

: tells us that the o が um-sm 巧 k が will 
家ぶな t ：Iose .appe 城ら th 娩 —become が 
- p で k‘ &s lead, and «o お an 捕 at lie 
おお k が k：e a imf^ skeleton. He 
ス \-ぶ lose eve 巧 お dibiatio 打 for 
】i!cuta 3 and phys^l work, ne 貧 le な 
六ぶ i; が 紙， and 峰 詩 おお li お to—^r- 
そ a だ 1 TUI 打. As ぶ Til な tter of fact:,- we 
. 巧 レ pect opkim あ 试打客 ihe な i 巧 e of 

ちげ とそ ド en が h in the 

霉 


Or. EU0T ON JAPAN 


On Friday, January 24， D し Ch. 
\V；- 臣 Ho も President Emerkus of 
Harvard Xjmveirsity が Idr がが d a 
nigeting in Qir 打 egk Ha も under 
the joint auspices of the Livic 
Forum and . tbe N^w York P のな 
Society. 節さ S 加 お ciTvwas 。— i'he pr が 
niotion Qf Peace in the Orie 巧 ピ*, 
and Expressed the' belief that the 

な畔&部だぶ^_ of Ahe : 含を as . 幻 eivies 

of む i: 种 ち' Brit^vw, お 巧 安 e, Gerb^ii 
1:he United States, なおな け な 巧 ふり‘ 雌] 
go 来 ir. をが でん ドが;‘ な >1 の n 貧 the qu ド sHoh, 
'"This ； has been a curious もがを 
妃 go oti! 細 ch a 台 errand"， said Dr* 
Eliot ill referring to his ercent. tnp 
to the Orient ‘; 父〇 sooner .! の d J 
arrived in the East な a 打 む aly seized 
Ti.ipo リ . t I lYad been but a short 
time in the East when Ru、sia at_- 
la^kec! Persi も and England looked 
on from’th だ south without cxpi でが- 
ミ 打 g disapproval. And I had barely 
arriv^ home when this strife in 
the Balkans br りお o が ’ AI! : the 
d 打 1 た I か as in •Gh;ria..timt coun— U’y 
was hi a cl お ord がです condition. 了 he 
words o£ Mr. . Carnegie mdk が ed 
that the advocates of peace have 
had some reasons for discourage- 
meut な; s year. That is. 1:rue.". 

Two reasons why わ eac だ h 泣 a been 
(kl が ed お 化 e も Heint:, said Dr. 
君 hot, was becat 巧 e the Orientals 
with the わ 〇光おミ〇11 0 重 the Japanese 
had not grasped the 打 巧 thod of" in- 
ductile philosophy whk:h Jracl been 
everything to the W だ t in bdng ミ! ig 
sbout advancement of .mankind, 

• ん—パ on 卜 arrived at-th も idea 


THE FI を G が THE 
e!S!N6 SUN 


While Jap な n is - older than most 
of the nations of the w た 弓 t, 巧 i 它 
Ha ぎ of the ず だ! 打を sun お soni が y わ at 

ycHin ぎ er か a 打 the iiags now J?6at- 
m 呂 .over, the west な 打 countries. 

i he on が n Gf the iia 沒 of the 
rising sun comd not be traced fur- 
み. ther than i；he ancient mihtary お!！ 
which bo 巧 the symbo] of the が] む， 
を t け there- are 巧 auy 巧 cords of the 
さ、 の bol o£ the suii' being used on 
リ严 わ m, a’t 曲 ough. 化 e 

symbol Jid 。、，古;。 f おな te か 巧お a 兩 

玉 t is strange and imei で ド d り g ' 去〇; 
note that in E がが the earliest 
tr が e さ .of the む! な om of が in 各 
占 tamlards f が the 。り mpanies of the 
army.、 are な sodated with the rep- 
r だ 削 t が io れ〇 ミ 巧' mbo]s ひ n a tan iu 
Japan, Um the Kgy が お n. 




IIV 燃 浸 


心、 ろ ツニ 


そぞが 


t お 


難 選 


戸 ATUIIDAY 王で 岩 お • ifci ぶ 巧 み P 


Vc： L おし i し 专\ だ e じ むだ y Leg 為 耳 i 

這 留譯詳 ド 巧 巧 輕ぞな te With し. hi。 を：‘ 过を tl 
も 01 が 1/ 為 ■货支 ご dine こかげ むん ed nf 

t! が ir 培を! お t- をち も ar they were the. 
1^€むがを;で饭2^城を to -the s’ 破 ..— Ann 


’6 了 品 \ 品 ;‘ 品 ご ; 就 ;- 轉織 mmrn Broken Oil 


h 巧 ac ピ車 i 瓣般 巧紀 〇ち い K-jppon’，. だむ Xft 

•Di 占 t ゴム i 如 弓 : selected だ>' iiidicate 
植ぉ む: 馬 巧:^^ お. 

式巧も緣^^:が皆 xoti]rrmrncaticm^ be- 


saapt 地！ 

frame. 

pects soon to- inalc た p. 技 bH ぐ - tbe を 卜 
tcoverv, 了 h を --'great adyarit 法ジ e of 
the mYisible aeroptee in time of 
war "Is regarded:: も y さ tiny 0 あ- ce な as 
inc お 1 む liable. \v け h t?ie む se of the 
巧む V material they bdieve that- a 
heavier th が 1 おで 打な chine woulcl be 


煎 eeil 端 _i 聲:这 ’打ん お與も China was in^listhi ぎ uisIiaW た-ぶ t a cUs 蜡 nc むぶ f 


qften -'A'^ilk?d- パ The country where 
rn さ！*、 てけ ち害タ ド’ J、 ぶ d Japan 【.王、 lie Corn— 
4-y ft 看^‘ 押 おち! で 植 を- 只。。 ド慌 も，， 

、ぶ d て 嫌 言-ミを 巧 : was the を yniboi 0 ま 
tuc CO ぶ 、ん/ 咕 net the oeople a long 
^liiie-；|：^ikfe —they’knew 化が gcog 一 
じた th 巧’ were in む 1 む ex- 
treru そバぞ をが,- -’pr:Ul だ。 thcmseives for 
"Kvm 塞; 巧 g ぉす he.,-!aiuTt which- the sun 
皆’ ce な^ろ ミ 巧 t >0 す- 辽 11 lands 

み: rq.i. ず找? ‘rt ne mea む s 心 {ドロ ド 1 玉 e な r 十 
え U 城 ぶを;- true to .扫 1 だ cor も- わ 〇. - 4 ^: 
げ fi 巧 速ぶ- on tile nauonaL flag 
封] む n ‘ of Taith:ui:ness and 
stands for "purity: in 
fap 盛な ミ: iii-ma 口 y other n が ions.. So 


500 1 だ et， a inud ミ nearer Sight to 
an enemy's po&k わ n th な ir any avi- 
ator probably- would essay under 
present で o!idi む on も 一.: 作成* 


FORE 纖 了 RSBE 郎 j がを N 


巧 口 3l^o]s w が e ±eatl' ぶ r も tl 如 ： figure が! か 品を: が よ 加 h な tiuii 〇£ buming 


on .the J が aii がた. rn 巧ね び fan w; 
がが of 扣€ sun. The ancient Per- 
sia が a!so か I 祁； ted か e sun as a 
chvmity upon their standards. And 
お から ancient his •わ 巧 of Japan 



ぐ hh: が e.-t け — 

化 nf. む を e だ 打] も a nation under む 1 .じ 
乘 cmet 口ぶ ず: 诏 U を nee of opium .1ms 打 0 
ミ "Chan が： to suc：6c(.’t than a raa も 
が: 1 巧 ck マミ' ぶ grip, 打 巧 >py is the na- 
善す ion wJireh おが！ k> : far kept お e け 
;^lnciej)^nder.t が the Empire of 
■g. opium, and it will も e ぷ 巧け! It が 

R f. "口 巧で， そ-が > - さ/ 4 * 0 巧 gty iip6 幻 the advis- 
^:’::ぉ;ぶ 4 ダ o.t 和 1 な iiuainin ぎ. sucl; inde— 
•中 巧 ，; 絶 I: お :^ 

甲 おに .站を 打ぶ hu D •の裕 S か -み as also 


usns 容 the fi 客 ure. oi a sa ぴ ed bird 
011 the Jn]p が istl が sign such as the 
Go!den Kite of ；Jinimu Tenno. ‘ 
But it was not む 打 ti ミ a h け le over 
和 i げ hundred yearA 3梦> 恥 it the 

可 巧ぶ oi々f th け- sun w が m か！ as the 
standard of an な riny. And when 
Toyotomi Hideyoshi started on !v;s 
mv お km わ K 如 ea he for the も. な 
"巧 d the symbol over the 

ろ.‘ r。 け, 


The £oa*-eign tra お -り重 Japan -hav- 
ing the. 6 だ 1: fen mouths ia が year 
totalled' 952,24 0,563 - ye 打. (yea is 

an? nes 户 speaks わ f な! 犯り t 5〇 じの! わ of . Amen む in ひげ- 

rency ) cx>rnposed of 424,381,108 
of' た jqxn’ts を ncr-527 夕 6 ろ， 455 yen 




おを も^ gji が 

がぉ 難で Tte- 、] 

輪) 赚 なおが- 


蘇 訊む お ! む、 が S issuing 
も 


うを 送醉‘ 

ホ r が 巧, 
r 

、’， UZ むけ hi 


むひ m 

な* h い d pertect heart stands 


iTTgh ideal of ipyalty anci 
如 

Tl$e：；flag oi* the ' rising sun is 


かが e か e か a が s ぶ 重 も e ciistom. of r。 (:戚 i 如 the おを an を も an づ かご 


；：■ 扛 、巧 u で oi'i 烛 e evj! ,e 巧が じ of 〇ぉ ium 

占^^ 巧，， •心 ’ 3 


1:。;-を'〇打 the し hincse -.nation and 
郎か i an- edict ぴ] Septem&er .20 化 
宴,; 勇ピり u， pn 曲 ibiti 打 g .かご consumption 


霞恭 C： 


も户奇. 一 叫! てな and ホ ultiv 另 tion おす poppy. 
ド' も 夕. 。〇打 ducie^. in.th を follow お蔓 vear 


; ，.みがる grec 靴 だは’、 vkh the British ピ ov~ 
:一蘿 誇 前 ] 祐 をす or- ぶ top が n を Gfi が e im- 
ぶ 円な 色 U が v;c，i '.opium む oiu 王 行 cHa わ 
ご。! n な 帮 ithha ぶ p な iod-of: か 打 yea な. 

ユ oe 031 口 だ se .government showed 


the profligoua change in 山 c 一一、 
and official habi た.. of the peo が e. of 
Ch ぉ a, ■ 

下 he British, possessions in the 

臣が t, h ぶ said, hsd been a びむ おおけ 
for one j-eason only— the -e:ctension 
pf trade and sccur ミが for the m- 
: ves 啤 が が of 泛パ dsh capital. The 
奉 為 賦^-- 谋 a 争- 泣， 1.. iiv>t 心な seti. ぉがお 

biiiy said Dr. Eliot, the sarhe . 巧 如 it 
had actuated oiir rdationa Avkh 組 e 
Far 君な が. 

"軒け か e むが tire of the East Is. 
full of hope since the Chinee rev- 
olution and the Japa 打 だ e r む tora- 
齡 p ; since 也を En 复 li さお‘ Gov 红 nment 
abaudoiied its e 巧む rt to ぶ 文. p!oU the 
Indian p か) が le and devoted ながけ 
to tile of th が e peop 把，， he 

sai ん . ... 


.绒! がむ w が； n earn が t in れ s e 巧 or わ 
f'- 隸〇 stamp oiu tlie use oi— ぶが u! も！ 巧 
^蠻ミ n 巧が iu ぎ severe pumsliment 
'票 かが e who 地 ed お. 
have been 


がで 





0 打 

Even recently 
ぶぶ . . -informed th が a 

i 賽夕去 卜 ふ! わ- opium で 姐び 、のを CQ 打- 

貨夕づ か rmed れ （kaxk ち y 祐6 Republican 
p vau が がが だ in Wuchang. 

- We， however, are kept .wander- 
け つ \*lietl]er the antt-opium move- 
谢 t has not been ぉ egun too late, 
pumi is such a kfed of habit, 姑 at 
。巧 u adeik't が！ tQ け ios 的 the will 
乂 w げ to br 始 k off 狂! が Labi しな 
でる lid!, a Idn 过 .別 vk：e, thail; ih た 
謀 i 發口 化り r な ミが-如 峰た ぶ om 描 lunity _ m 
だ;: 抓 かづ udi ir ぶ； Kis わ 孤ぶ な が 〇む お' •々ス 
, P!. が t;ng it. Since thrC- ，Chi 打 ese 1で- 
お リリ blic.has b が n だ tabHshe も.； t is 
’疏ザ eoj か ( ミ by J, 0 . P. 閒 an も .組が 
が pro 相 ncLiI authw.iti が of y も 打- 
が が： 11a 口 have. おび 打 e(l a company 重 or 
な itiv な tioii of opium : that the cul- 

占 ：o 巧 ha を わごが！ r だけ med in 

山 sLa 巧 s; and Szedntan . provi 打 ce を 
hb t! 巧 full Imowledge and con- 
たが 0 至; th.e— だ pub じ can . authorities, 
ji d がは t in several pmvmc が ar、 
•vang で me 打 ts ' w が e being made to 
が estte official monopolies which 



' .would forbid aU むが n な c 重 foreign 
opium. 

こ Even が e Young Rep 幻 も 1 ミ cans of 
ヴ〇わ おょ are thus giv おぎ ev ミ (Jence o 重 
が じ 1 る ck of Avj-li poA で r わ reform, 
•、地 ミ ch お one of the most unfor^ 
i をク 邮巧 eff.e な 3 o£ opium- smoking. 
を ^Yve are ょ ei 打が ed 地 城の co 打 clude 
おょお the Cliir 怕が 打な ミ 0 打 lacks a suf- 
ち dent moral s かな igth わ s な 巧た 〇が. 
を ホ.， evil,., and .in なが む i が ， the 
jptfoinger nations should ち辣 を 知を: 

’ 1 : お e..ulti 円 late benefit of 


ぶ- 


が あ 鋒^.; w’oi!kl uot 口が 化 e — 巧 a ご わ?* _ 
のを r をが お な； rauon. And the reason 
昨 1 ル翅 ife for むが 3ers who visit. Ja ■化 州 
rai*e/ surprised at the st^arceness of- 

the み よ i<i’t 站 6a 客 ぶ萍1おでもお til が 

ih だ 了 nece do not display their 

dag パ 接 xcept on the national .days 
がが t ぶ ucU occasions, . 

ょ T;(vs,ome extent the み resept po 
s?tiou of the flag of the rising sxm 
is the* r が lilt of the old Romsn in- 
. T?r>9'n th rough 


。了 hc .thkf pro を re ち s- in Europe 
lias, been the safety ol t：he small 
! お tio をを from sig 答 i •軒 s お n, and tfie 一 
m が 船 i je 端 >usy of the"' "European 
nations* powers ha さ bee 打 respon- 
お ble for tWs as -wel! a さ か i* 地た 
secuH がが Chiim. The real がが 加 
for th も. treai が of neutralization Is 
that none of the p ひみで rs ミ s wil レ 
お g that the others shaH have p が- 
が ぉ ions. That お why Switzerland 
has not been swallowed tip." 

Dr. Eliot spoke of the doctrine 
of the open door as lea ぷ n 咨 わ . ！mi 
versal peace ， a 打 (1 the 打 切 rned to 
wla が お e called - "'frequent p が ieV ， 
caused by むが of what J が an w お 

go! 打 g i 谷 お. ん Japanese i 打 v が icm 

g£ な e. United Sta わ s would be. im- 
possible, he s おん and when he had 
spok が of 嗓お to promm が t Ja が 
anes 色 they had shown 地 e ut お r ab- 
su が Ry o£ war betwceti お p が 1 ai] ろ 
1:he United S なお も ’ 


symbol ot the む- な*- . 

. 王 ti the おはが y 巧 rs of ホ cf T.o 种 
gawa's -regin, the. sh お 旨 be 知 打 も 
use tl 岭 Hag- to- di 曲 ngiiish triic: 巧- 
sely-es from tii£, ^ships of the for- 
eign . i 巧 お ons， ぶ ut not until : [お 名 
碎 だ_ぉ 银 was T さ嗓 gni ザ お 畔, th を ぶ ag 
6Sr Uie- 姑 ti 础 •’ 

In the 'days oLthe 徘〇ぶ tin, お, 


が unpo れ .、， 、. 11 を お むが exceeding the 
former to ihe amuu;、 も'—- ん -^^^ 3 が 4. 
347 ye 口- 終^^ ; 

r む OU ぎ h the volume oi miporth 
leads export も ’the' export trade, 
compared with la な year,. Showed . を 
remarkable increase, all articles, 
exc^ 曼 t ric ち tea， わ rnl>e!% habutaye, 
and a few othc：rs being on. the. ミ ti- 
er が！ が since the beginning of the 
听 が， 一…- - 

Of the increase of た: Kpoi'ts, 打 0 1> 

: able are the increase of cotton 
yarns, cotton . がが わ， aiid cotton knit 
goo づも で： la ミ niy exported お Chins, 
the growth of me expo れ to Amer- 
ica of raw s な k arid 冷 as た yan 巧, 
a 打 c! th 每 ac む vity 0 重 the e 又: か 別- 
of Irakis for ha な. 

The recovery of ぎ す ower 

in the Cliinese markets and the 
high pri 与 e oJP silver cont 如 ぉ ミ t；ed to 
tlie u り usua! 耳 巧れ'! ty り f the export 
cotton yarns, cotton ■ doth， a 巧这 


Q;i January み; th, the iielegates.- 

〇よ t 卜 ぶ .！ ん も;： til な I; ミピド t ぃ扣 e お 相 
し om びむ! ce とんし 0 り don deli v け-が 1' a_: 

note 10. tnc Turk げ h Delegaii が-じ： 
a_slr ふ 皆 ihc おけ た、 r to consider the-, 

打 ego'tianom broken 0 姐 . 

] li じ te が of the uot じ is a み 主-り!-; 

lows : - - ^ . ■•ょ 這 

‘‘The がか ] お otentian だ of i t 始 ' 注} ブ 

ii が t Balkan Slates hayui る si'rjc ぞ 

かち suspei 巧 io 打 〇 王 the での rk cf the 

peace conference, aw お ted m 々お n: 
for three _ weeks i; わ夕 reply of 'おち 
Otton 祝! 1 plenipotentiaries to thei だ 
last demands， ■ and event ぶ v/hidi. ょ 
have occurred -;n Coi に ta む！ ■htopl さ^ 
appearing to them ミ 0 have de-.. t 
な ro なで d tlie -h な pe of arriving at む k ; 索 
ii： り nckiSiG 打な f- peace, they -are .t な •.与 
their great regret obliged 1;o -de- 〇 
dare that - the pescc ■nei；otiat;ons\ 
で oinweiiced in し tn ん n ぶ n Deceni*^ 亡， 
甘巧卜^~£_},化1> are. broken る 巧 •リ’ - . '.こ 遠！ 
Tlie 护 Tin なわ。！ clele ぎ 9 tes— ず rG 打 ミ tii だ-う 

Allies and iuik^y ■ will return: -to- 
their respective comUr おも 4 h け wilii； 
leave in London their - represent-, 
atives .so. that iieg りむが i び 巧 ca 町-み e:， 
resuraed any time, th^ey tiesire io：;;do-- 
so. The ex おも; n ち armistice. ;s liQt .. 
denounced by' the- note； ■but xhe -4 
A! お e き， intend む >> ぶ hort!;^ r'esumeu,. 
war, ecmcen が ating" their 々が ack 
Adriauople. - It is reported tliai:.’ 直 
ih た y. hav た movmlied heavy gt!n 窗契 
aroiHid ti]e 重 ortx だみ and are in ; み 与 
position ta reduce it easily. 
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TKe Japa がをだ ha が been 和 0 びが な 难 古 - 
about tile balanc<i-ot for な gi え な 


が a 权 .お ein だ against their な n!ntry、Ycar. :: 讀 


[n^^^rsun, and the sau ん > 戸— 

巧を 巧？ ■た ミ 巧む 巧が i on the . pe! けを 
h 結 こ av なお y of 树ホ: ミ 叫ち. ぶを V •だ r 

も; ii 縣 10 柄 J ft; 塔 。が;^を批..£1麵\-品1 (ゴ 巧 ttiG 込 my v" 化节 子-—- ホり，。 が ! -' - ? 
th 恒; 进がち ig; 化 r を fcirr か i わが p が说 e お け ぉ t： お 其 44,0 が y 錦 如 巧-巧 aiid a pr 雖 がお to/s 至 巧 te 如な icalty ' ぶ r 嗎 
.、こ！^^ 論 碑 t ぶ UU が 台 oc^ycu も 
48 i を 姑 icli :shii)s 〇£ the: が reign tia. 


fore the Restoration the 巧ち を wa をが 如 s appea が d 打 辟 r Ja り an, it \v お 


only なが (]. ' by -iJie !ord 弓 a 揣 Saim 卜. 
ra お, a ■む d iihe が ne.ral public was 打が 
aUbw お 亨 9 -リ .se t 的 巧:! を lii. ミ お 3 t を e .扣ュ s かな acls. 
啦 e ぶが のな- 祁み s ' が veil お r か e G 拥-- 
ぴ miaent め ぶお〇夕' から public- か. 
hoist the 巧 お み u th たづが s of 巧お 
national holidays. Since ri 巧 t time 
th だ 抒 ag became popular and !の か 
な. cotiltl De s が n i 打 every com なが 
the . nation. おみ the ゎ a おひ uai Mg. 
of Japan is not ci がぴ ibed by the 
law of the とむ。。 try. and かお sim がを 
a rrmtter: of custom. 

了 n! も the 舶 g OE the : risin 客 .も ni 
is coinparativdy you。 が 1* than Sags 


New Franeo-Cliiflese 
Bank 


As the Ghin が e が ph'e to be r ぶ 
お 加が1.ミ を 1 nation, they must have 
a bank of the-tyi 巧で f Credit Mob- 
リ ier. S み; V 巧 / learn from で eldng 
th が a French, syadicate has signed 
an agreement with 地 さ Mhil がげ 0 至 
Fi 打 ance お r t! ぉ estaWi さ hmeiit お 
か e I 打 加な nal Bank が Chin も. mth 

も 巧 pitaf of $9，Goo, 00 0. 


the. Japane が national fia ぎふ ad a 
red sim な 1 a white 咨 srouiid and u 
has continued such ever since : 
A 口 d in 比 お resp が t the flag is： 
more contiuuous - and unbroken 
uia り that of any other nation in 
-the wor 姑 了 he Hag of Great Eri- 
おお， which 亂 th じ days of Harold | 
ホ as 过 过 ragon, ミ s to-da ん a むな raany 
浊马 n が s of design, か e Uir;on Jack 
with が扫 -• three び说 ses of - St 
Andrew, ぶ (:. • _F ぉ Hck and 己 t 
.George, on the white and bine 
ground^ and was first hoisted on 
l:he Tower on January t, 180 王 . The 
fl^g of - the United States of A が er- 
ica underwent many — dia 打复 es even 


3 ろ 苟 pg，o6^ を-み^ ミを 持 f か扣 i もと 却-; のなか chem お 另！ irni お S れ y が! け e. I 文 江 


がを ’ 4 ホが . thei for かを げ朽 W が e very 
句 姑维 "jcuou え も V th む r 巧な夏 5 巧 〇 み : n at 
And the j を pan た sc 
p 弓 部 ! e 喊 ri じ k;ded.-- tnat- よわ ey , ね 〇 
描 us を : ぶ ave.a national ensign. 

ろ m! •巧'; th th 台’ ミが な kIucI: ミ on of.the 
uauo む 註 i お3 な ca のぞげ e 及 巧 iia み たも 
erauon for が — 巧 ation—ai flag. 

ぶ- w-as- the Romans who first re- 
(facec： flic (jt 巧な knvof -站ミじ记 て y. a 幻 (1 
na 苗饼 lal わ ,の|>〇ミ ミ tg reg リ! ar sy を 
む m 衣もぉ11 later be と ante. tl]e pri お 口 
6 f 寺び み kliy a 打な f 与！ リリ v cr 章 sts; The 
Koiiian s を ぉ Klard も. げ ere. gti ぉ* decl 
with- :寸 el 捶お tJs .veneration in the 


む? 打 じ! oth- and cotton knit-goods な 5 ■だ 
return ぞ d. at 30 , 47 も 000 yen -of the 
former against* 171020,000 yen ir 
193 T a 打 d 1 7,01 (.2:0 ひな yen in 1910 
anfi 'at も； 24?.’ 00 0 3' を u が the latter, 

agai; じ t もむ 94,0 ^ yen -in ioi 玉 and 
5,184,060 yen i 打 て 9 王 p. The total 
expo け s 与 liow 础の 1 increase of ap- 
[>i •り： kima'tely 20 per cent-, compared 
，ふ-お h the same period _ of. the, prev-. 
ions two ツ ears; 二 .ご-..'-;:.‘ ’ ゴ吿 ..肖 


ぶ 咨 波 t— 夕苟 - r; tUe C. ぶ r 饼 nic . 八， 

ti が V か むで をな-ち generally regarded^^ 
with り es. 別 rms む c -view' を， ，目 mi けた； 
kok。 讯 ill S が! Til)u。， 了 oki り;':.- 玉が.’ ¢0 ミ i- 苗 
strained to discuss th た /q 巧 e をむ 0 打 タニ 
cot! 打? だ 礼 ’n を U 巧 n おおが- 1:6 な (も 巧が’: み 苗 妻 
pos 如 V で， 'ぶが e な d り f 化 も； p.r が じ ut. 巧 e が 冥 ‘, 
ative/ poiicv in lier 細-が gp む 都を 
It. says; ‘ぶ だ op お 立 rc りを た. 一. ち 

のみ お な bo 巧 t the わ; 11 お 1 <:もむ 1 _饼 3 じおる(：!を二等 
A む ttfe を: cce お. を f experts ぶが er 1巧— . ミ 盤 



The ex わ 0 け or siik yarns a 的龄 r お ', and they a 巧 Happy, .を 口 t . 


of oth な 巧 ations, . 1>が at it を birtlf おを! >! がゴ如 致〇ゎ i ち a 打 ホ "tlie vener^ 


上、 ぉ だ sy a- 

<1! し vcite w ミむ supply む そか, thirci ミ of t! 化 

capital .and ■will ako provide 

し hhm’s.one- third s! の i で お tl 巧 fomi 
oi a separafie lo を iv 一 --;.-. ' .... 





な lee ミ n th 巧 manner of the ai ■だ mge- 
がを が of the st:ars and stripes. The 
がが ent Hag with ^ its silver 揉 るお 
0 りな biue ち cl も one star -for each 
state and seven red stripe ミ or. 
wliite. ground^- w ぶ s - finally adopted. 
'Ju が 巧 ag 'of France a!so t け ideswent 

s かげ a! eha 打 c が and so wUh •ホぐ 
i 5 ags of various n が ions • ot そ h も: 
み 〇1*!ム Blit the xi お n 夏 色 i 山 of 
japan remain か！ same む 0 放 the 
time it became かぶ s>- 说を が of 
巧 泣 tio 打 か な c を resent day. ' - ，.こ 

'む ぉ mea 打 ii ょ g 〇 重 the symbol is ; 
が马 の and が m がた 肛 仍ご in the day's; 
of pr だ h 巧 t；one days, な e pe 巧)! 女 of 
the な) m]try ミの agmed なお. 沾 ey 
were; the- ち rst people =vvho sa\y the 
■morning sun as おな me up from 
か e sea. Th が stoo 过 at が 巧が ミが 
c 红 tli な-] [お id and Ibok な 這 でを st\v な r 各. 


enrd- G 至 the ci む zens for their で这一 
tional だ 打 signs was hi proportion to 
ホ 巧 r superiority over other ration を 
お .巧な r; コむ was not an な nu がぶ 1 
thing for a Roman 客 enerd! れ cast 
ホ e 。ぉわ nal ens ミ gn into the ranks 
of the で nemy わ add だ eai to the 
む! おが of his troops by exd む ng 
them to recover what was to them 
the -most sacred -object on earth. 
だ お Roma! 王 soldier ahva>s さ、 vor ら 

by もな- ensign. 

了 i 化 rising sun of japan occupies 
a! 的 0 が —組 le same position in. the 
niind. and た eart of her people as 
姐を； ぶな] ぶ n standard had in the； 
h 如 rt: 々f the な 0 た! お is. The Japa 
n がわで olciiers swears by the お andar 过 

of hi 忌- fegiiue 巧 i- ひ f 短 € r お-. 

ingl 这が璋 おを ぉれ 冻お -I 巧 err: 复 lY ち^-か 
斑 もて e 幹 meii 走 おす ち马章' Emoeron .レが す 卜 
ぶ をが。 だ i_utU 化 his dead] cro。! ホ not 
か r が t the disgrace ot losing the 

ミ tali 達 ax 注 〇重 h ミ s-.- 转 giment years ぶ。 d ‘ 
years ra ぞ o,. な Itnough it was not io な 
on .account of his— own or り 王 his 
fcgji nen ピ s 重が: iU and i 打 a なお ミ t.vv _ 


坤 aste silk dunn 夏/が le penod prcr 
sented iinprecedented ' _ act! の ty, 
imWy 娜ィ。 g が the marked 2:1- 
crease of shipm そ汽 t to Amenc も 这 e- 
spite the P! •が i な ent お！ campaign. 
The s 叫 ミ pm だ ut to Amer た a: alone 
uunn を the ten. months reached 
120,00 0.00 0 yen of silk yarns, and 
7,630,000 y け 1 0 重 w お te silk, ag お 打な 
i05,TfO,ooo and 5 ぶ 24,000 .yen re 
speet び ely ひ f 1911 and 102,06 ん〇 00 
a む d 5,905,000 yen of 19 [o. .The 
export ot babritaye wa も however， 
on the. ded; な も Ijdn 答 主 でむ，‘ r 打 ed at 
22,2 过 2,000 yen, を、 decrease of'ap -. 
proximateiv 2.240 ,000 yen on the 
figm‘e’s of la が year. The value 0 も 
が e pa!*tk:u!ar !m を dunu を！ お e おが 
three ッ ears i さ tabu] おも！ as foF い) 巧な 


iVISieiE が 離乳 ANES 


常 陆巧加 


Ajccording to ぶ Press report, fro 命 
Washin'gton , ミむ のが Me る だ fopl&tics 
がを がちむ 0 打 be in use in ち 1 ' が War De- 
;p 互が 巧 C5 な热 the result of ぶ 巧 cover- 
^es-^tnadc by officers of the b:gnal 

Cor を も Ih な ’" ミ m.-i ミミ ble" ぶ おた rial 
: さ 巧な じ 1 し， aiKi づ S 紋 〇 ; づ <^ 巧 3 た to shap も 
巧れ ミ _1 巧 said tr> be 王 《 1 巧を r -- な 

がわ 


、- ; 巧 12 が n 
r (in ihousaiul ven) 

Raw ぶ i! お 120 ■说 を；'! が •む 幻 

X¥Wte. S! 操 .:.?/) お .— 5 . 824 - 
Habuta が.… - 2 ろ 242 24,481 

Silk handker-- . - ■ 

ch ミ バ 4 •• • 3 ,S 79 3 •巧 9 


1 が 0. 


1 の， 船 年 
こ -5,905 
ぶぶ 6 


'—I;.' ,aig - 

.'お) 枕し.. .15 も款ミ [巧を 與斗 1-3 も 邦 6 
Tile g がが が t が tivky sn Uie ex- 
p(> け trade of . die country -..durmg 
the peiiod was in tlie export: 弓 tion 
of brsid さ for liats* which t が a 巧 ec;‘ 
13 , 300 ,000 y で n, shcnviti さ な cotv 
s が cuous increa が of を 〇-ん. 弓 per しむ 比 
over the お gures 〇重 此 ご pre^iQUB 
two y 的 ir も w ね! 沈 vrere ど esp が uvely 
r な ur 打 ed at 7 ぶ 5 み郵 3 が id ふの 4, り 旅 


ye 打, 


Besides these が e ‘ expcila り 〇 打. p を 
coal, copper and matches^ 加 nng 
the お饥 •皆 d ぶ 110 wed an おび ease of 
about lOvper cent*, as may be s が p 
むが ru; 禅-- か蚁 相權； 


wheft り わ r imports 6 城げ 过： oiir た界 え: 

’port ミ a むが! ら they, are at oncp^crcst - 識 
お 31輯！ Mg な nch and な i'o み 写. 巧%- ‘ 

む〇 打 S Qf the woridVnawadays な巧— >ち-:^^ 
port more goods- than they' 'send； 
emt， aiici . \ ザ 己 y .sho む} づ \マ た won^ 与ち 等 | 
wh 巧! w をみ >: the same.? おお を〇靖:;こ-^^ 
now ミ n power have taken tna 打 y 克ぶ扭 を | 
wrong measure with regard to よ he- ; 

じ ijrcu 玉が! <m of moneys, thus causing、 
much unea き沾が s in financial arcl を Sy 了 ミ 
and k ミ s but nat" の 1 fhat whepers 
should が artie jnaen ■ like so many i 
peals of thtmeier. Nor does it が er な.- 
very ながな ihan お ke to hnped ミ.. ttT た 店 
cifcul お ion- of 放 お! をみ ぶむ 巧; n で ss’ ^を运 
が rpr 巧 e も an 过 so came general (le- 
pres お on，, hi the ho 矜^, ク重 王ず を 化 樹 ぎ =. 

な ur impGils.' Not that a 薑 reat. e を r.:! 
c が & of. imports over expo け s is f さ.. 
be wdeo 描ぞん What shoul ふ be r わ.- 
member 細,.; わが veyer， : i を ―锋 ぉ. th 转ミ縫 
plienomenon is due to the- -u 打 floin*；；： 
ish お g な mci;tK>n_ of 池 さ: expoi— t ; 占； 

い‘ 込 d も. む is 0 むの i objected tha て 巧 
Japan is -poor in natural resourc か； 
but the 打. even- Germany^ now . i 巧-" ■こ 
ゲが iaJbly . me! せ ioxied hi 化! み‘ c な: ii 巧む、； 
tiem で! 过 c が less reim 打 oe. りが 姐 u ごで’ 
natural r 巧'： >u：C 9 が;. "than ぶ， P9 ■むぶ か —e ご 
progfess. of her ： c-lie 打 玉 leal. i 口 ふ 巧 u'y- •’ヴ で 
Why she 恥! d not Japan i* 0110 *vv the 
example?' The best, or ra がが， 地 e 刊 
only 化 ethod 々f pro! りな t ミジ g： ou で 
foreign trade is to pradiice み ru! e タパ 為 
port moi.e goods, not to t びか だ-‘ 
dace our imports' by creating 诚 .知.-;: 冯 
arbfidai depression. ->、 か'，、 马 
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Professor Frederick Sta び Oi 浊 0 : 

じ: livers ミて y of Chreago Will a 舶 res を \ 
忧 e Japan. Sode か饼； （•游 >mi がみ...- 五:' 
Ti ユ e Koreans" tills : ぶむ だり c な 化‘: み t ぶ 
oxlock at the Hotel Astor^ Broade^? 
way and I" 逆げ- を ( 妃 公^^も が 追 心‘ 卸 
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卓上の 水 他 おて 旅 1 漫じ ぶ 莖 

ョブブ 持つ 幾 目 氷 魄の冰 3 ば をを| 

み 水 傅。 樂 ます 厲 みる 曲の 誤 さ" を 
講洒 ねら ゎ h 若が を* 思" 水 鄉花ま 乎 
氷 袖 咳いて 骄 巧の 旗 霜に 姑る を 
氷 他の 徒 巧に 白ぅ してを 淺 し-素 舟 I 

.を 曇 

巧 雪す やの きの 雀は 感ずら く 無を P 

巧 雪して 按の 旨に 釉 のを さ 載 默ホ函 

夕が 雪 アグ ぷ夕 0 ま 忍げ ミ 我 入遙醜 

グク瀑 のクブ ー ム 察し 朝 吹' 雪を 


熬璧 窓を う邊子 お g 寢遊 b 

礫苑 者の 靖 巧く 巧 や 曇 ふ r . 


ぶ峯 i 

を 
お： 

绝 


時 


i 


みのを 巻て 親© 淸買ふ 坎雪截 
勇ましき が. 雪め 巧 やを ぶね 
壬ぶ ホ バスに 鶏け し 菩が智 

雪く 日を ばな 
舒を薦 下す. る 水 やを がく お雪 戴を 

:煮 をは 今 ロ ブネ； まるが 雪 哉恆堂 

露 都は 吹雪 圉使密 蕾を 辕に 嘗 ち 

吹雪 更けて ろじ 罪 語る 溝の 人 金 
海は S 人は をぶ じ 巧 雪 載- 攘モ 
軒 鶴らず 銳 や吹馨 じ禱れ け^-全 
替 もみは る 街頭の 炊 窒人辩 るを ホ 
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iw 


才 


ラ 


巧の 巧を オペラ じ乂 もしみ 截 憤を 
をのが を オペラに 慕ら す 里 巧を 
を樂 ©調は 静じ 歌劇 愛く 巧入莖 

花 撰げ てょ を 敬 適かん オペラ 哉默ホ 
オペラ おれば 义も辖 かぶ おが 巧く 

嘗—巧 

福' 歐の 人は ホ韩か オペ ク聽 くを 
哀 歇じ果 で j 幕の ゆらぎ じを る 築 

ばなな 

i 扫汾ぶ も》」 班ぶ 而 ぅして オ ベタめ を 

h ぶた' ダ 無な M む \ 盛 黃 ，漢お 

オ ベラは ねて 負 截車續 く 卡を满 を 

オペラ 見て 巧れ 解し 得た々 曲線美を 

をのが を 運を の 期 a を じ卸眷 しね 

る 中 じて 僅が ど 認めね ろご 二を を 

れ で 

JM it 

か ■蓉. 

馬の 糞 じ 曇 かきょせ てを 飛ぶ 索 •か 

江の おじ 璧か きつけて ち 煙る ' を 
ペラ 

I 兼題め ホ ペラ じ 我は が 窓を す 得-を 

留を廣 露を を 論を お 子 巧め r 洋裳 

せを 佛£ なる もめを 示せば 左の 

‘ 勤し 

Da ぎ 泛 一. 

Daffodil y 巧 n 巧 W Il»rmbiic n 巧 一づ W ミ 」- 
Flor ち t,dalfo ち * no 许 g notaka,ld が ミ m 
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嘉鑛綾 長演說 

の 至 緑 V V . 

(盛 巧 S 本人 會 にがて) 

議 君、 予 はを 俞を蒂 ベで 歐鄭 じぶ 

I ける 敎 育め 淡 態を 視察ず るぶ 約半ガ 

I を？ 今 画 渡米、 華盛頓 じまぇの 途あ 

I 當地じ ホ 寄つ て 諸君 こ 相 見る の機盒 

■を 得た みは 誠 じ 乎め 潑快 とずぶ 處で 

ある、 予货轉 刹 視察の 結果に 關 して 

は 殻れ 餘朝後 夫々 ザが を 調整し でを I 

をし やう 运賓 ベて 麽る ので-， 唯今は 

表 篱ら鑛 まつた 腹案を 持つ そ 盾る 譯 

ホ もな V から、' 冷 夕は 予が巧 素ょ を 

め 良 喉 でを ク で、 遼殺歐 米を 親 察し 

ぶ 挺嚴 益々 銀 巧め 茵 信を 權め得 わ ど 

考 ゅを 黯じ 就ぃて 一二 鄉：颇 して 諸君 

I め參 菊に おしやう を 思 ふゆで るる 0 

; 議 君も旣 じ/〜 御 熟知の 曲く 裁を 

本は a 淸 、..日露の 二大戰 役を 經て 耀： 

I 鑛惟 がの' 一等 鹽 ど 撰 せらる、 樣 じな 

'I ろた ゆで あるけれ お、 雨 も 巧 年なら 

に 索 巧め 义物輿 赛を崇 野した だ動夕 

して 近 填が 么等 先進 諸 國の义 明に 對 

"じて 癌 當哦敬 患を 聚ず ぶぶ を 万.' へみ； 

でを ぶ あが 策 歎な ゥて萊 ためで' ぁ I ぞ 除が で 槪彰も 萬 おを を' 

もが、 是は郞 ち 傲慢 ぞ遜 でを つて、， 

傲 攫す 遜は 取^も なほさず 独斷の 某！ 

どなと をで るる、 予は暑 ふを もな <; 

I 宮屁宮 侮を 繫勵 する ので はないけれ 

共. 「日本は. 一等 國 である 、あ 界留强 

属 である」 など VJ 妾ら じ 傲慢. み 遜の 

態度を 執つ で】 時な も ごも 轴斷 をず I 

一るならば、 夫 こを 最护 恐るべ^ 惡热- 

榮を费らず丢 ど な る で をら う ど 信ず ： 

る。 

薬園は 御蒋の 湿ら 世を 一等 國 中の 

省を を おもる 程の 大屬 でを クて 、を 

は强く おは 窝を其 領± は 地踩の 到る 

廣じお 巧して 所謂 「太陽の 沒 せざる： 

隣」. をな て谤 もつ、 ある 國 である、 

一々 ま 上 じがても 目吳 同盟の 成立す を 

迄は あ 榮ゐる 孤立を 維持して 他の 刺 

猫の 上に 解が どして 頭ち を 露は しね 

^<^でるる0 然るに今回漫遊のを次 

1 獵 なく 予 をして 威せ しめね のは 英國 

賴 をの 充氣が 巧、 じな < 充賛 して 居ら 

巧と 亥 ふるで める、-.- あ 段に 魏 れの點 


と 指す 譯 には ゆかぬ けれ ホ 唯が とな 

く 蒸 化を 韋 しては 盾 妈 かど 感ぜられ 

たから、 同國の 識者 等じ會 見した 際 

じず の 想つ ね麗 -9 を 質 間して 見る VJ 
彼等も夫设成鸦ぶ樣じ違が；！^ な い、 
我瀑圖 々をは ゐ まら じ 傲慢不遜 であ 
つて 新なる 學閒 、新なる 思想 や 組織 

を容 る、 こどが 他の 刻强 ょら も遲鈍 I 

でを つ おお 度が 鮮い篇 めじ、' 換霄す 
れな あまなに 慑黯じ 保が 的で 御國自 
慢 のお懇 化； 彌 澄して ゐ るが 爲みじ 如 

裝 下^ 飯の 衰兆を 巧す じ まつね 譯で 

ぁる VJ . 答へ たが、 おみに がける 名豐 

棠 じ' 一等 國 中の 一等 凰と 推稱 せらる 

英國 .でず ち题 段が 油斷を すれば 左 j 

樣 るふ 傾 おが 韻 はれる 位で あるから 

况 やけ 本の 如/‘ 漸< にして 名前 ホ ー 

等國 のが 班 じ 剔す る じ 遊ぎ ぬ 吾ぇ 顯 

巧が 妄ら じ錄ポ となつ て砸鐵 をす る 

ならに 日本の 文明は 進 ホの 巧ら じ涯 I 

ホす-るの るで ぁつて 前途 寒 ふに 堪ゎ 

ぬ ホ 第では ない ず 〇化黯 はずの 諸 お 

ど 共 じ 一藏留 恵し 度い 色 おふ處 であ 

る〇 ‘ 

."夫から 今一つな 最 あの 統郭 じがつ 

义 選の ぶ 口を 藻み ぉ看ぶ ぶ P 

".夫が 

ブ をを 化を 巧を み 一. 潑 たてを くむず 

れば 六十 万人 宛 あが するめで ぁる、 

ぶ 様假を するどな 年 目には を 郭壹 億； 

1 千 萬 人 (ぶじ 猜が殖 ゎて 巧く 事 じ 

お冀 すれば 夫 0 上 VJ なぶのは か 論) 

じ墙 する であらぅ 、術して 化 累進 率 I 

じ 依る；. 一 ど 二 ぜ年目 じは 二 億 四千 萬 I 

人 どな' ぶ 二な 年 目 じは® 億ん 千万 人 j 

の 人口 どなる 柳ち S 世 班の 間 じ 人口 

は少 く./」 も 八 倍す る微を どなる ので 

める、 巧 國の歷 あじ 徵 して 見ても ミ 

白 年は 僅かに 近代の 事で るる、. 一二 巧 

年 位は 鞭是 して 居れば 直じ經 遊して 

化 舞 ふので をる、 叢爾 たる 島 阔じ於 I 

てすじて 锁鮮 や、 臺灣 や、 樵 太の】 部 

や、 關萊粗 借地 や 位の ホ 面蹟の ± 地 

をが へね 處が 到底 四 億 八 千 萬の 大人 

口を 渚 勤せ しむる 事が お ホぬ のは 無 

論で あらう、 ずるる から 予は 目下の 

本じ戰 しでは ドジ /'、， おが 移 化を j 

~ 獎勵 しなければ ならぬ ごま 張す るを 

でを る、 H 本 入 補を 化が の 孰れ 0 化； 


を 問は ず お化させ 發 族せ しむる シ ごすは 立憲を ホ 固て よいの' て ある 〇必 


が 第' 一の 急務で ゐるご 信ずる のでる 

從 ホは 稍 も すれば 海外へ おる 國 j 

ちは 勞働夢 どまと して 居つ ね樣 でぁ 

る、 随 つて 社會じ 重きを 爲 すに 居ら. 

ぬ 人間が 夕< 移 化し おくは 移 化を 企 

てね 譯でゐ る けれ 共、 縣ホ比 勞禪者 

な' 上の 資格 かをる、 邱 ちか 國 じがて 
おを 活躍を 麗の 出ず る 有爲お 望の 入 

物を 渾か 送ら 巧す 樣に する ことかが 

要で をら うと 思 ふので ゐる〇 あし 日 

本のが 化 民の 性格 か 立派で 見つ 村を 

見識々 ゐ つで 懲觀 しやう VJ ずるなら 

ば、 機を じ 化つ ては 巧 地の 資本を 輕 

下して 砸乂お < はを 同 組織の 下 じ 
膳 あ 利の 事業を おす 事が お 巧ね ぼぶ 

もぬ VJ を へらる、 就て は 旣じ巧 お 海 

かにな つて 如 巧 健を に 進 ホ 發 達しつ 
ある 諸ぶ か 後進め 爲 めじが 模範ぶ 

おして 下さる こど かぶ 要で るる、 を I 

し 諸君 か 如 斯嫂强 して 如 斯黎麽 した 

どる ふこ ピ かか 明に なれば、 益々 を I 

進の 慮氣を 化なら しめて 海外を 化の 

機 曾を 輿 ふぇ こど、 なる のみでな く 

郞ち謗 若の 後涵 を完ぷ ずる 女 簾 どな 

ス めでは ホるまい ず、 シクを ふエを 

じ々 か 皆 諮を はが 後繼猎 導の 爲 めに 

i 臂み 力を 盡る れんこ 这 を溝霉 ずる 

ぶで ある 0 . 

'尙 最後 じ 諸 葛の 注意を 化かし 度ぃ 

かは H 本人 外國じ 巧な しつ、 國家 I 

々々ど 云 ふのを 口癖 じして 愛 歯 ふの 

濫用を する か满 めじ 在留 地の 國民か 

ら 排斥され る こど か ある どを ふのは 

零く 奢へ て 見れば 日本 乂宜 身の 適を 

でを る〇巧 故が と 云へ ばね ど へば a 

本人 か 米國じ ホて 居クて 来國の 風俗 

人 精 じ 道つ てを くのは 普通の こ这で 

ある、 成程 米國 々おの 現を 為しつ、 

ある 事 じ も 吾々 が 人から 兒るさ 巧 笑 I 

ぃ點も ぁ^うし 隨 み相異 つて ゐる黯 

もを るて をら うが、 ザ 併 夫 等の ぞく 

は 物事の 形を の楠異 てを る、 形ぶ を 一 

捕へ てを をの 議論を する のは 抑 末節 一 

に 拘泥 するめで ゐ つて ホ 限らの ない 

こどて をる 〇故じ デは 根本的 道德の 

信 傑を 主臺 どして 行動 すれば よい ど 

ホしたい 、たど. へば 渡 体の 相 異にし 

て も、. 日本は 立憲 君 ま國て あるか 日 


ずしら 立憲 お まの ながを ホ 園 じ强ゅ 

る必霎 はない 0 ホ國は 共が 題て ある 

かぶ 國の歷 をから 蓄 へば 共が 國 たる 

べきは 當然 てるつ て ホて よいの てゐ 

る 必ずしもを 体の 異同 じ 依つ て 目 ホ 

兩圈國 民の 「キャラクタ ー」 じ绿聲 

j 离下か あるの ては ない、 要する じ 御 I 

I 瓦の 惟 おか 立派でぁって 逆德 上の 信 I 

I 條か 確乎 这 して 居れば 祭を や 吸を の 
が異を 彼是 ど 間 ふじは 夕ぼ ぬので ゐ 

る、 諸 おか 米鹽じ 索で ぶて ホ 國の風 j 

じ從 つてな くのは 巧して 差 まは ない 
之は 自规自 侮て はなく して 自ら 感譲 I 

を 重んじつ、 旨 信の 擦まざる のを 證 

する 所な て おる 邸ち 「吾輩は 化 風 じ 
格辭 しお < はが 俗を 紫 巧す るの ては 
ない 夕 併巧留 地の 風な をが まする の 
は 自發の 禮を盡 すの て 有る W 同時に 
で衛の 撞經て 有る 語を 換 へて 言 へげ 

覆徳的 理懇の 高い 結 あで ある」 どコ 
ゥ必 得て よい 譯て 有る、 をつ 諸 若 か 
を M 相當の 人格を 具髓 して 諸を の 技： 

倆相應 じを 展 して 化くならば. ホ 入ら 

I 講 君を 豫 敬して 親しくを 際を すぶ こ 一 

どになる すを らぅ、 願 X 麽语 於る ど 
I 义廣 にあ かが 鑽满穆 弦の 數は驟 をえ 

I 数て 有つ て、' 就中 獨 逸人 《狼 4 K も 
入 田む でゐ るか も 知れね) は 二 乎 万人 j 

な 上 じ 達して 其 歎 ニグ ロ じ 幾 佐ず る 
どの こどて 巧る か獨 逸本 留 ては 近 巧 i 

非常 じ 邀减じ 恐つ てが々 は 成る 巧く 

渡米 させね 樣じ勞 働を じ もを j のィ 

ン デュ スメントを 與へわ b などして 

商 段の 引留 策を 講じて ゐる どい ん嚇 I 

て 有 •る けれ 典、 獨逸も 目 本の か < 人 

口の 激 おする 國て 有る から 巧 もぶ 樣 I 

必配 ずる こどは ない 當て 有る、 れミ 

:モ 万人の 獨逸入 か ホ 菌じ歸 化し 

て 仕舞つ たから VJ て獨 遊本國 かむ 國 

の 化を 顯 はした のても なんても ない 

夫 よらは 攀ろ化 ニモ 万人の 撒 逸人 か 

来 爵じ移 化して 繁殖して ゐ るか 爲め 

じ ホ 獨の巧 工業に 密 巧の 願 係を をせ} 

しめ、 從て國 をの 親善を 維持して 里 

上 じがて 夕大の 巧 宜ど巧 益 どが 立 

つで ホ 獨の戰 ずな どは 却て るか 爲め 


人 どなる ち， 巧 化 要は 目 本人 固有の ホ 
派な 精神 氣 魂を をず を北义 乂运 なを j 

菊-米人どな-^、 或は英攤入、 誦を太| 

人ぶ なれば 善い のて を クて日 本人 か 
日本み 國雜を まるのを 目して 日本 A 

j | 種 か 誠む する みて をる か Q おくを へ 
るのは 事實 ど 符合せ ざる 譲 謝て 有る 
一报 意が じ 於て 予は 誰を のな おの 慮な 
つ 太なる 事を 宜覺 せられむ こ 空を 切 
望ず をので ある ぞ jo 


a ▲ ■ 

參洋聲 會互繼 巧 

豫 をの 逝 b 、 津聲を 第一 围緋 がな I 

運會 はまる 目 驛目じ 瞬かれ わ、 催 

脅の 知らせが 速 急で をつ たの どを 

渚が 鈴ら じ 偏 僻で ぁつね 巧め ず、. 
•天氣 のが かつね じ もす お、 盛會 と 
は 云へ なな かつた 〇 
應黨の 句 數は草 .革で、 を 證 をに 
おおした 人々 は、 醒子 、五條* を I 

深， ばな i 、 嘗灭の 五名 だつ ホ 
この 猿は なかつ わを 選 曾じ乂 なる 
.珍事が おク わ、 それは 佛 じを 

前な、 ま. 管 有な、 洋装した 佛 がが 
.誦び おした' 祟 だ〇新 載の 新年 號じ 
'園を 顯語 なをを 唱導した 體ず巧 か 
支 證じ をの 調 巧を あめて 巧ね 〇夕 
ー ィブ ラィタ I の巧稽 はねし かじ 化 i 

パの をれ ょな も鍊 明で 請み 雜 かつね 
厨 巧は いふ r 俳句を しての 巧を は 

，一 亮も病 も* 程 字を ななす。 る讓じ 媛： 

.ぶを がの 立 おからぎ を络 供ず」 ご 0 

香 人は 舊 蒼を 脫 せず して 徒らにを 

人の 巧 おを 嘗めて 滿 足し 公 ゐる樣 

な 阿を ではを い、 ま 人が 現 化を 詠 

はふ ど 思 ふ 時* 常じン トリ ブクの 
爲 めじな の緊 家を 感ずる、 この 致 
じ 於て 醒モ 巧の r 新ら しき 試み」 を I 

徽迹 ずる ど 同時 じ、 四 はれざる 
經 ホの 自 をぶ 尙ぶ化 人は、 進む で 
化の 斯緩案 0 研究 じ お めら れん 冀 -j 
を冀遵 する 0 

'▲入選の お 
氷 仙 

水 他 や 嫁を 盤ら 0 娘 あら 無を モー 

氷 牠や巧 じ义か < 窓の 下' 海 平 
水倘や 朝日 夕扫 と 座を おへて 默ず 

ホが 乳を いたむ 枕 や 氷 仙 花 全 

白勸 車に 水 化を 花 ゆられ 换 くを 入道 

麽 がの 庭の まなき 氷 仙 あ 全 

水 她の化 わすれ じ 惜別の 


水 他 じ 喪服の ホ 殿睡ず 

一 じボ巧 龍の 事情の 下 じ 有るべき 巧 第 裏町の々 窓に 白き 氷 仙 化 

てを らう VJ 信ずる、 なに 日本人 も 海を 壌 じ 水她を 是る餘 力る > 
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灣顯ず 信 ザ 

業® 通驢鑛 臺製 

级藤 をは 本な お巧懼 ず信馆 窠を提 j 

し S tip 餘め激 恐な を 詩論を 經朽. 

聲么を 通 遜せ b 、 纔て議 曾は 更に 

'要 H 鶴の 棘會を 命喀ら 

たるが 本 索 苛 議中蹲 巧は る盒噪 I 

を 邸め わ-::'.:-.. 

霧 達 案を 縷お護 t で 尾曠 

は 雲蠢 f 舞 ミ 

藍が を 黨し 化つ 挂內 簡ょ这 意を I 

レ！! 鑛法ツ 良 謂ず ミ 賓 

1 線- srv を疲 論し がるが 之た 勸 する 

专相 みお 辯な 甚だ 箭潑 にして 、 k 

:靜を 琴ぶ でが 期の 政策を 實 がせん 

で じだる. にぶょ ぶ津を おでした- <=^、' 

jr 藥塞史 巧 葬 f な I 嚴费雜 建を ろて 

I 一々、 逛敎 ©おが 幾‘ 貴に 發辕 をな 今し 

带 /W め晕む 葦を る 島' 讀 

孫 揉が 是 るや靜 

衆な 葱ち 巧を 車 主 

uy *pvo >L 

fi . も ^化 〇潑を 中島 助を 巧 下の 變 I 


が 友を じぶ びが 日闡 筵は を 晚媳か 可 

t W 論じ 冀 じず 乂ぜ 十五 年 じがて 開 

: 催せら るべき a 蘇 馬 萬 鹽傅覺 貪じ對 1 

| す る 目 本 ' 踩府か#^^を說 き渡米禁止 

は 徐々； i 緩 巧 せらを 可く 斯 ^ でぶ！ 

え同膽 の葫途 じは 希遵 輝. くと 立 ハじ义 

貴 民 も重ネ な -^ ミ 述べね b 、 當日の 
I 歡逆會 じは 巧え 同胞 じ顯 係る る 島 田 I 

す郎 、.破 部 緩 雄、 藤 ぉ 惟 廓、 谦留小 

k 郎の懿 .巧ぶ 實 業の 0 本社 長 增旧義 I 

一を も 巧 席し が！ 攜 の演說 をな せら 

I 参加 摊緋 0 案》」 母 

國 名主の 意見. 

I 新 世 與紙あ 京 通信員が 崎筑峰 巧は 頃 i 

目 某々 を 米 同胞の 索 じよら て 大 

駿備茲 高 橋作衛 博^ 

半 蠢讓 中 聲武營 巧 


化 




賣を なして 湊中 じなず るの 舒- 

しも 幸 ひじ 化 事な. くして あめら 
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^ . 系 ‘ の 巧 势を拽 て すれば' 會ィ 

勝 散は 割廢ず 可遍 

がろ 巧を みを 黨 組織く 共に を 友國は 

巧 黨閱じ 幾 夕の變 動を 見る 可き 摸樣 ^ 

露 Scl か - ちを 組織の 新 蠢 ^ 

が 夫 巧、 を 霜、 巧顏 、嵩 田、 が 巧 等 

激 お戀脫 ぉの '. 變節化 謙 ± を 中央 幹部 _ 

I 時 n 下紐 織 じ 蕴力奔 ま 中なる が 明 十 

r を 巧て實 富 善を をけ じし 击巧 お黨 - 

肩を が. ふ豫 をなら 現几诞 にが もる 軍 

| た むみめ 諮 太 盾 即ち 後藤、 * K 滞、 他 

露、 お 藤、 が 室、 榮 困、 を 機 諸氏 

も 藻ず 巧し ぶ觀鶴 せらる 

き寮毁 S タコマ 觀 

t w は 去 ホ乂日 を 城を 拜觀し 靖簡神 

露し 卖 ょな 早 贈 田に 大殿 おを 訪 I 

r 巧せ h がな 特に 厨 國の爲 めじ 傲迎會 I 

-J 騰巧し 庵 上 一 襟の お 說を爲 し先づ 

. ぞ 啸シな •扫ホ 閒雜を 論じ 巧留の 歴ぶ 


丽靴灘 綾雄 巧驟じ 

燕 蘭み 讓揉 聲繩 

I が々 をに 疆 .はれが 勢 盛ん 験 露を 吿 ホ^ 

お こク、 ゐる瓣 0 議案 じ 

麗 する 意 辱を 5 を ミ 柯れも 

をの J 點 じついて 鬧 一. 意見を 發 をせ 

もれた^ 

黨麵參 加を お絕 せ. ょ 

前記 諸 名 ホの 1 / 致せる 意見 0 1. 咧ど 

して 茲じ紹 かすべき は 申 野武摩 巧の 

談話な， ^ がをは 斷ず 化る 態度を 0 て 

が贿議 をを 評して. 巧 ぐ 

を 薇 t 幫お繁 馨赛 


! ど 議督は 不信が 秦の摄 ぉを 典に 五 H 

間の 答會を 命せられ、 解散は 调お不 I 

を さめる 

ん新 巧閣の 成立な ホな 國 ょら 覆す る 
な 聞を 見る と 巧れ も驟 族が 破、 惑' 蛟 

擁證の 文 宇を 巧て 充れ ちれ、 がを 會 

派を 中を 这 して 是が非でも 吳巧閣 を j 

I 屠らねば 止まぬ’ 巧必の やぅ じあへ ぶ 
A 新巧閣 巧ぶ の 原因を 究 むる》」 桂を 1 

! 乃至 元老を 僚の ず 段は 甚だ 鄙劣で を 

一友 會が恣 るの も 無理は ないし、 を 年 j 

I 逆境 じが 淪 して ゐる國 民 黨の硬 波が 
乗じて ぶて 隅 族の お 底を をさん ど 試 
みるの も强ら をむ るじ术 をで あるが 
A 却 說么を 大局から 打算して 冷靜 じ . 

琴へ て 見る ど漫 なじ' 遏 去を をめ 立て 
j する ょら も 一層 桂を めを 黨 組織を 歡 I 

迦し瓦 あ 堂堂の 陣 をを 巧て 之に 對ず 
る ホが 憲 をを 終の 美を 成す 巧な でる 
る 

乂興論^^無視ずるどか* 憲法を爲驢！ 

す スミ かを は 误當を 無 親す る' ごかい 
ふ 巧 れぶ ，： ^-: 致ぶ會資身*ホレが の經歷 

を统夕 でを るを 餘^ ホき な 口 も 利け 
ない 禁で ぁるし、 幾 一巧 歳 どか 輿論 j 

どか V' ふ もの、 出處を 探つ て 見る ど 
結局 菩國 おのを 治 的 思想め 幼稚な こ 

'こを 聲 ずるの かじ 巧 槪をも 見 おす こ 

どは 出 巧なくなる 

A 其虜で 我輩の 意見では 化 際立 憲國 1 


ば莫謗 力は 縣に 天下を r 尖を 驚 どし 

てぶ ウ こどが 巧來 るの みならず 、お 

守 ま -. 繁 の： 優勢な 黃族院 を 二を してを 
じ 目を の 1 一大な 驚は 期犧鲜 明の もの， 

ピ なる であらう 

A 世間では S っ をを なて 蘭 族玫 治の 擁 
譲を の や 5 に 思 ふ 者が 多い やうで あ 
るが 窥镑ぶ ど' 範懇の 間柄で 巧る 入の 
靜 にょを さち 爾宰 かは 案外 開けね 巧 
で其撞 格は なが 藤を に拟た 巧が ある 
さう だ、 夫れ か 有らぬ がをは あ 填 化 

て じがでが 藤爲 A のを 智を學 ぶの 風が 

ある.. 

ん 化 間 -;; 3 ; クじ ホた 名 ホが 日 

本 の 思 想界じ 顚し て穀し く を ど 直詔 

した 際にを はつ K からの 日 ホは 忠君 

愛 國ま義 許ら ホ鹽； 畏を敎 育 

化た 所 お獄目 で ぁる」 

どいつょ さ - うな、 る も 多年の 經驗 .か 
ら大 ひじ シピ ラィ ズし てがた やう； で 

るる、 斌固 1 娘聽卜る哺骗をじ农满 
じて 巧た の-も 畢堯は 顯も替 る 所がる 
クた 結果で るぇ 

A 尤もを はなが 藤を じ 比する VJ 甚だ 
性質の 態い ホには 極つ でむる が 俗臭 
紛 々たる 政黨 員を 御す る じは す適當 
ではない . 

公 潔は 如上の 見地から して W ク 'をの 立 
I 憲 統一' 黨紐 磯を 傲迎 する、 而 きして 


民黨は 斷然解 窓して 化 舞つ て大 殴化大 お、 島 旧、 爾 野、 裳潇 、富武 諸 巧の 脫 


の 部下ね る 巧 謂な も 派 潔くを をの 統一 

駕 VJ を 体し、' 犬 養 一派の 所謂 硬' 派は 

をを 會 とを 体し 化に 彪大 なる 天下の 

二 大政 黨を 組織したならば 是迄 翻を 

の 勘 待して ゐ たな 驚 巧 類は 案み 早 


過せば 吾人は 白 本 段 麻のを 潘 じ 那 ~ 跋 巧す るで あらう 

イヤ么 はが も 吾輩 か 言は なくても 


爲大憐 磯會送 加. を擲ず どして 枢絕 I 

せん 事を ホむべし 云を . ■ 


瓜 紀元節 停止. 

目下 尙ほ 明' 治 天皇 大喪 中 じを るを 巧 j 

て 本年は 一. 其 十一 日の 紀元節 馳 典を 

擧げさ 也ざる 事に 本 目 仰せ おさ ホた 

去 巧 國臨禱 會. 

顶年化 十 あで 圆 の豫算 をな て 東京 ホ j 

じ巧國 乂憐覺 曾を 開懼 する じ决 をし 

其 旨 ぶぶ' 巧.;^. 

何 タノを 同 だざる 

..な 備 

去を H (置 曰) 夕方の 東京 電報で 見る 


あ 嗔のお 數はー ホ、、 其方 巧に 進む 

で 行く やぅ 巧 ぁる、 要は ロハ 首領が の^ 

地位 だ ごか 黨 情の 巧懸 な だ どかいみ 

事に 拘泥して 千載一遇の 巧 機 脅を 逸 

せぬ じ 巧る- - 

A おを の 統一 黨が 組織され たら 中央 I 

将樂部 や、 順慶 流の 態度を 持績 して 

る 者 や、 又はを 權じ渴 してる 踩黨屋 

のを 象 無 象 共も暮 むで ホら 集まる で 

ぁらぅ し、 純 官僚 派で 從巧 政黨 嫌の 

巧勸 しでき た 蓮 や も山縣 をの 數力义 

變じ 失望して ゐる條 でぁるか‘ f 大势 

じ卷 かれて 俄か じ敢黨 政治の 崇拜者 

どなる てを らう 

A ぶじ 留民黨 から 脫 して ホた 大お一 

おどな 友轉の 腰が けを 引 張つ て 巧れ 


驚を 巧て 變馈 だな どピ韓 慕を 言は ぬ 
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巧を 達觀 する じ おる、 糞れ た 亢をゃ 
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共は 至つ て少數 でを る こピを 思は ね 

一' ばなら ぬ、' H 本は 旣じ彈 化 黑モ島 じ 

一 k ずして 大陸 じ 地盤を おへれ 式帝國 

でゐる 拳を 肖覺 ずべき である 

A 併し 吾輩 か： r をのな 黨 組織を 微迎 

j する のは、. 何でも 彼で i 政府を 搂け 

る > j いふ 德富 君が の考 へから おた 莲 

ではない から 之 丈は 記 臆し ピ いても 

らい 度' い 
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参バ戸 ホン 戰爭 

搪お談 お 破裂した る 結 お戰爭 はちび 
锅始 され ブグボ 9 ヤ 軍は ダグダ 子グ 
ス 海峡を 扼 せる ダブ おブ の要篡 をち 
領 レて 希臘お 軍の 海狭遥 遇を を 易な 
もし めん どの 策 戰計蠢 を 巧て 其 ま 力 
を间 要塞め な擊じ 集を し 去 四日な 巧 1 

=请 軍の 間に 激烈なる 戰 巧る 6 しが 四 
ヤ 八縣賴 の激戰 中バ崇 はが ホが じ 霞 
势を ホし ± 軍は ぶ 千の 巧 傷者を 出し 
でを 隣せ を、 チヤ タグ デヤ 要塞 方面 

じ 於け る 一助 軍の が 動じつ いては 何等 

I 確然ね る 報 導な < 、ァ •トリ ヤノ； プ 

グの聯 を 軍は を數 のを 城 施を 用ゐ で 

盛んに 砲擊を 戀け请 かる も教 人み 貧 

傷を を おし 一.. ニニの み災を 起こした る 

0 みを なをの 處左瑶 の 損 寒を 與ムる 

がは ざら しと ■ / 

A 歐册 の-蓋 說 一面に 於て 戰遲は 

鶴績 せる れつ、 おる も歐 沸の みみ 父を 

な擠れ もを 和ぶな ぶ讓游 からぶ るが 

家 ぞを豫 期 レ 居れ も、. 待と なれげ‘ た 

巧を ら聯を 諸圖も 就を 上 殆んで 邸 難 

I が搔に 達し 居る のみならず 人民は を 

る截 ず じ 倦怠のを を 示し 巧 もたれ 

一 ばな*^ ご 0 ± 國の疆 颠を禮 大使 リシ 

ヤツ' ド パシヤが 本 屬段膊 の 命 かじよ 

'を 今な な驗敦 じ淹留 する を 凶て 見れ 

ば 雞お談 巧は 依然 ごしで 非を すじ 繼 

霄 せられつ、 をる じは 非ざる か 


ブ チコ ク 氏は 去 二日 圆 院の伞 報ぶ 

I おじ 截使 制度を 亞じ關 する 提案を 爲 I 

せ^ 化は 截 便を 員 じ功勞 年金を 輿 ふ 
べし どの 惹 をを をし 直つ 第二 極题便 
I 物の 截送 がを 巧 上げ V 小包 郵頓做 量 j 

を 十 1 斤卜 十二 斤 じ 化め たぇ 後 第 
|ー ニ 四の 兩禪郞 ち 書籍 巧 巧 物 等は み 包 
题 便じ よらて 遞 送す る 事 ミず すし ど ： 

の 意見なら と ‘ 


♦新發 巧を 發聲活 戰篇眞 ぶ 巧. 

巧 弗の あ絕 

I 豫て 巧され つ、 あ b し 五 デ ソン 氏が 

:發 巧ぶ. 發聲 活動 葛 眞は殆 んピ完 おじ 
近义 きね ろかなる が遙日 ォレン デの 
辯 護 ± ブラ デ！ 巧は 巧 俄を 及クリ - 
ブラン ドボの 資本家を 化 表し 該發巧 
品の 樵剌其 受けを 爲 さんが 绍めエ デ 
ン 巧を 訪閒 したる 上前を として 巧 

k 弗の 銀がず おを 搂 供し 談 巧を 試み 
ホぶ が H ずッン おお！！ 然 ミして ぶ樂 

端 芽む 11^ ぶる ま.、- なみ 茹媒 ホ五ジ 

ネ をば坊 一笑 じ辭た 去 わた もと 


み' 「三ユ 1 ョ！ ク タイ ムス」 紙 

; のを 轉ご 新規携 . 

j 巧 說の穩 健を なて 社 會じ盡 きを 成せ 

i る タイ ムス 紙の 編 轉雜及 印刷 H 鶴げ 

妈壬 二. 了 目 ブロ ミ ドウ- S! なる 新 家 

尾のを おご 典 じ 去 二日 商 巧 じ 移轉し 

たり、 新 家屋 比 十二 階の 建物 じして 


篆 


み 

十 


談 


N 5/ 

± 

糜 



巧ぶ 题 じを 併を 遵 わな 瑪所锁 アイ 

义 グオゾ バイン、 (が 島). じが おず る 

I ホ閱 民は 岡 島を 旨戲領 たらし めん ど 

货ホ 望を おし 思れ るが ブライアン 巧 

が クキグ ソン. 內轉の 有力なる 圃務獅 

たるべ ぎ； を豫 期し 唐 鞭 等は 今一: 岡 

巧 巧 遊め あ 誰を 受け 皮は を々 ぉ發岡 

避に 向 ふ 帯な 6 パイン 爲面 おの 化 割 

化を は乂越 人の が 巧に か、 ら扭留 ホ 

人は 化 巧の ホを の 五なら W'A ,、 ナ溢 

信じ 見へ たら 


♦裁縫 挪同 盛罷ェ の韻赛 高 作 年 十 

二ぶ 一二 十り 巧來繼 綾中なる 裁縫 職工 

の スト ラ パみ じを ら菌 蒋の裘 もたる 


件 觀の类 をる はか 論 巧 部の 新 規模は I 損窜 高を 聞く じ敏造 家の 攪蒂は 二 千 


1 精 じ 最新式の 科 學的攒 をを 集め 

A 其 精巧なる 巧 刷 機械は 一を 間 お 

に能く十二囉牢の用紙を巧刷し了-^ 

を 厨 時間 巧 じ 紙が、 郭算 等を 篇し得 

巧く を 部の 郎刷 機械が を 速力を 拭て 

廻轉 ずる 時は 十六 頁 太の 新聞 


A 四十 八で 都を 一時間 巧 じ 巧 刷し 

i 雨 面を 巧 刷し わ も 二 貢大の 新聞を S 

みさ 時間 お績 .きが 刷 すれば 其 延長は 

b じ. 

去 地を を 一周し 得すし ど、 因 じ 邸 

i 社の 聲を 室は 從 前の クィ ムス ビグず 

子グ內 じな^ 


; 夕お馨 戳お稅 一仙 說乂國 郵政 院長 


巧 弗 職工 側 一千で 弗なる 曲 

•警官の 收赌 暴露 

が徒 " 1 ゼ ン タ グ 殺審事件な巧當巧 

攀 5 察 部め 腐敗は 渐 巧に 曝 發 され 巧を 

巧 巧の 醜態 苑んで 其 底 化する 所を 细 

飞 ざるち 様々 るが 去 四 H 檢事長 ホ 

ト マン 巧の 訊 閒じ追 おされて 巡査 

J ゼシ、 フオジ 'クスが 宮 白した る 


鑛 ホを 略記 すれば、 同人は 逸 まぶ 年 

間 巧 二十み 巧の 巧 所に 勸 織レ來 らし 

意なる が 五 年 前 陆人競 任な 閒も なく 

同 巧 巧の 磬長 たる 警部は 巡査 一同を 

庭前に 整别 せしめ 何< たても 平服 巡 


一査 ごして 部內の 

A 齡業潇 揃 縛を 爲す 役目を 截 めん 

どす るを は ホ街づ 巧し ど 言 渡したち 

が 時 同徑の 則よ も おれて 吾れ こを 其 j 

I 役 肖を 承は るず しど 頗ひ 巧 でしを は 

前記の フォッ 'クス じして 彼は 爾 巧を 

I 聲 部の 使者と なな 

All い.^^ ぇ八 酒屋、 靡業婦 、藤 一 

博 お 等 じが 入し 化 等め 不史 業を よら 

侮 思-弗な 上な 巧 をげ 贈賄、 巧 謂 保 I 

畿稱 をな 立て 自身は 集金 総 おの 一截 

を 得て 今日 じ 及びね る 港 じして 同人 

み 語る 處じ 據れば 最巧每 巧の 收 賄を 

I 擦 高は 一千 あな ホ じあび たる も 其を 

下りて】 千 弗 ごな なしが 其を お 率は 

營 部四鄕 フォックス .1 .割にて 餘 のぶ 

御は 上 長官た る誉 親等の ポグ ットじ 

納められ ねら 而 して-' 

A 收 賄の 方法-は 柯 等の 手 おを 要す 

ぶ 事な く 不正 樂を 等は 厨 人の 巡 凰し 

衆る 箱に 現を を猶 へて ず 潑ム寸 'るぶ 

轉ミ巳 間 大を勞 缔 C の閒 じがが る敲 

赌 をの 搂 '受も 極めて 隱徽巧 おじ 終了 

せ^る、 を 常，/」 したち、 ブォ ツクク 

は據樂 長に 向つ てな 上の 宫白を 巧し 

たるを 收賭濟 の 姓を を 誘 ぶじ 摄遽し 

たるが 檢事 長が 酷刑の 處 をて ふ大蒂 

器を なて 威喝し 巧る》」 且つは 化ての 

なが じより 宽大 のが 遇を まくす き 事 

を旨覺 しねら し VJ 見. 口遂じ 自身を 化 

I 用して 收賄 しねる 上長を は 現靈蠢 

マス、' ダブ ブユ --、 ブグシ なる 替 

I を 白が じぶ びたら ' 

A ^ グシ の宜白 フォック 乂の '白 狀^ 

ど ホ じ 罪跡 明白 じならし 變部 プグシ 

が 藏氣の 爲め引 籠 中なら しが 事 化 じ 

及びて は々 更旋 すべき 楽 もな しど 思 

ひし かま 五 H の 巧 彼を ませて 檢 事一一!^ 

.ブン マン 巧を 招き フォックスの 

をな は 率實に 相違な き 旨を 逐一 白が 

しあ じ 上を たる 現 巧 蠻藏ス ゥィ- 1 1 

ッ セ！、 タ ム ソ ン のーニ人もブ グ シ 

ど おじ 不お棠 若贈贿 をのを おを 受け 

つ \ あらし 旨を 吿白 せら 

一を ヮグシ 自白の 結 あか 上 S 人の 馨視 

I は 去 六日 何れも 傳截 ごな b たるが 當 1 

ホ營 察の 收贿 調査 愈々 進 巧す るに 伴 

ひ 事が は 更に 紛糾し ホら て 巧 謡が リ 

II ス シス ブム の罪惡 曝露を 大 ならし 

め餘 渡は 飛んで. 患 外の 人物 じ 及ぶ や 

I も 知る 巧らず ど 


記者 大會霞 言 i 


十ぶ 日 築地 精 養转じ 閱營 しねる を 爵外留 宣蔡邮 が 朝が 布教の お 漆 地を 平 

壤 じを めた ぶば 去 明治 廿乂 年のを じ； 

b て、 今や 孕演巧 巧の み じて 其 管理 


訟濟 大會の 宣言み びみ 議 左の 如し 

•かが 一-寶 

を や 類族橫 暴を 语め憲 なお 機に 駕 
ず 彼等 凡庸の 資を なで 巧 じ 陰换の 
策を 弄 レー 進 一盎じ 詔錄を 奏請し 
巧て 民を を お 黯 せん ミす 香 人責じ 
筆欧し 巧ず る もめ 化の 危機に 路會 

して 綻然樓 起を. 廣の蓝 象を 鼓が し 
ホ武 をを して 大 ぶ 巍 新の 魁と なら 
巧て 患 政魏議 議員 替勵蘭 族 i の 
夫® をを く. せんこ どを 魏 ず. 

斬. 觀 / . 

1 、- 吾人は 憲法の 精 棘を 實 現せん 
がぶ じ 議員を 替 繳し闡 族を 攝蕩が 
んこ を 熱す 

.一、 宮人は 化' の 目 釣を 貫徹 せんが 
爲じ議 曾踞會 の勞頭 じがて 壤巧 isj 

を锅 劾せ しみん， こどを 期ず. 

..一， 善人は がの 經實じ 扇を 巧敏し 
'だる 祠 ち黎歡 鼓. がを 速を 银證し 巧 

勒議員 を猿懲 せんこを^ 涛ず 

♦ 〇 每 ♦ 

脚-霜 か 議 ■ 

、'吾人は 言論の 巧 證を確 解なら し 
めんが 爲じ 新溺紙 法のを ぶを 巧す 

乂隱謀 事 轉を锦 

一巧 十 あ U 隱謀事 がをお 楚 じがて は 
I 劈頭 縣瀑辯 讓±ネ かは 第 一 審じ 於け 
るを 訴獻 、がか 理由 書 及當晓 じがけ 
起訴が 等に 巧'^ も お 罪の ま髓 たる I 

I 新 民會の 目的は 國锥 が復 じあ^て 暗 i 

I 殺は 一ず 段 じあぎ ず锁も 暗殺の 巧め 

の 暗 おじ ホず して 国な お復み 巧め め 
I 暗殺なる 事は 巧 かじ 之を 絕め 得べ く A ホが 

I 何れめ 點 ょり 馬る 於 S が 

を 敗 事犯' として 疑；—‘ 

ふの 謗 遮な し從 って當 I 

I 挽 じがけ る 超訴狀 じは を 事 化 どして 

の 起訴 事 實は歷 、どして 存 する も 普 

をの 謀殺 化と しての 起訴 事實は 之を 

認 むる じを なしとの を もじなら’ を 溝 

じ お訴す 受理のを なをな し 次 じ お 井 

辯 議± は 巧觀罪 じ 化る 殺人 じ顆 する 

大審院の おか 例を 擧げて 前 固を 立た 

る 管轄 違の ま 張を 縮 逃した るが 之に 

すする 中間が みは 本 巧の お决 ど 同時 

じ爲す V き 旨 裁判を よらを 渡を‘ り 夫 

I よもち 巧せ るが 證 人に 付き 厢 巧な 調 I 

I を績 巧せ ち 


瓜 乎 の 基督 敎 


口 蔑せ る 犬敎會 十二、 信徒の 數) 萬 I 

111 一千 餘乂じ 達し、 實じ卒 爆の 鮮乂去 
じ 約 四 萬の 四 ホの 一强を あする め 盛 
ななら 蔭、 十 有 八 年間の 事業 どして 
な 異常の 巧 巧 どい ふべ し A 化 化宣敎 I 

節の 經營じ 成る もの 苹壌巧 內じ病 焼 
云、 寧な 十二 あ--^ 腹 等の 建物は 多く 
ホの 中央 じな せる 將見臺 じる- て 威 
四 繫を壓 する の慨ゐ A 長ち 派に 麓せ 
る 靖を病 除の 如きは 載 者 四千 人を な 
をし 又 監理 派に 屬 せる 廣恵 病院は 中 
1 音名 及 記 烫お院 は 一千を のをを あ 
幾ん ど旋療 をる をな て鮮 人の 善れ 

じな < 者 甚夕し A 學横 技乂 學》」 稱ず 
る もの 一、 申學 二ぶ 學ち及 他 二 校 
じしで 就中を も 異色 あるを 替輕學 巧 
どなす 該 おは々 を おる 十 涵伞滿 ^ た 
み タト ホ！' グ 么を剧 ぶ- 3 みめは 祭 お I 
の 慕 集 じ 非常の® 難を 威 じたを も 令 
i はおる の 女を 廊歷 驚の 下 じ 二十 餘を I 

め 皆を と 八 名の 盛を とを 順を しホヶ 
をを なて 後 業せ しむ 义大舉 は 郎ちお 
賓大學 じして！ 簡 巧の 經叟の 巧 因な 
餘潭は ホ菌あ 貪の 負擔 する 處 、敎常 
の傍义 機械 廠を もぅけを 徒を して 巧 
謀の 馀 殿を 其才じ 因て 技藝を 實修せ 
I しめ 亦-面 聴 俊の 子弟 じして 家 則 ま 
つて 貧 瞬なる をじ對 して 华 H 條艱し 
ザぶ 勞 巧せ しわて 凶て 學 裳ぶ 補 ふて 
エ 底、 學藝俱 じを 業せ しむる の 化 紙 

it 


早ホ 聞 郵便 發着表 

A 紐 育 着 


A 厨 巧 

IA 岡 巧 

A 閒巧 


0 

. 曰 

十二 日 
十四な 
十六 日 
二十け 
同 巧 か 云 日 
▲罔 月廿 六日 

全ち 一二 日 

A 同ち 六扫. 
I 瓜 同 巧 十日 
A 同 巧 十二 日 




▲二 巧ぶ. 日 
A 間 巧 八 日 
A 同 巧 十一 二 n 


A 词巧 
A 間 巧 
瓜鬧巧 
A 间巧 
A 二 一巧 
◄岡 巧 
A 同ち 
A 間 巧 
A 间巧 


画法 律顧閒 
囊及 刑事 訴談 5 


葵 約を の 化の 書類 猪 お、 貸を 取 立 等 

みて 法律上の 依賴 お應 ず、 鑑を 無が 

希望者は 新報 社へ ホ遂 まれ 度し ' 

一い、 て— グ 

Jlsma 口 •み. な egei 
Att-st)， ミ己 oat 口 ceUci 


ダグ 




!|古_ 



十五 H 
十 化 U 
サ IIH 
サ セな 
二 H 

五日 
化 目 
十 ミ U 
十五 ： n 


lit ILa 一 V 


を 一 


'をん V 


ぉぉ 


古化をを卜 


'、をを-、； ■:、， . 




ろ 


を お：， 立 ザ ごさ-" A 






商が 高等 旅館 


'武布 一八 陋^. イ スト ？-! P 
r 恥 興 敲二〇 九おメ イシ 
を哲 gh 至 • 1ぎ0 芭 yil . N . Y . 


! 儀る 御料 雖 .八 

ム會を H# n マ 


鼓 




間の 


朝 目 


ザ 

么隘 ひ マ 

T 高等 鄉 旅館 ^ 

A 普 W. 塞 h. St. N. Y. City マ 
ん ' Tel. 2798 を ま 一 驾. - ► 

A '^▼ィィィィ ィィ^^ィィィィィ マ 



小を 儀 化 度 芦雜豆 瘍屋ヲ 
I 讓受中 横 間 御が 玄ノ瑕 願 
上 候が 义御乂 用 ノ節バ 端 
香 こ テ 御 知 セ 嘴 下 度 早速 
酷 達致ス ベ' クお 
武ボ ナッツ； 

大牢 甲子 太郎 


電證 二ぶ 一八 ク ゴス 


\ 1 シ 





當シ ャトグ ホ御經 あめ 御 方の 御 彼 お 

じ 御 化 扱す 中 上 お 

.藤 井 旅館 支 巧 

ホテル， 夕 n . マ 

妾 數二巧 か 一、 が 溫風ぉ 赌の准 f 備ピ 

义 チミん じ！， 丫 なを 莖じヨ ビべグ の 

離 ひを り - \ 

巧〇呂一 TACOMA 

養 2 -Ja た 君 ミ 里 S ぶ-, な证 裳な 夕為蹇 ご‘. 








容 '' 


を 


だ； 


胃 


It 


I 夕 


P ご 


1 


，ふ 


7 


? 


誇-. 


タク 


，を 


警、 





重ぶ 穿 9 f 


- j 十 . j —- - i — r *: 每 J - — 


お.. 
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visaw 


， 子 
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* VBg . I 
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說 勇.'. 嘗突 

ミ) 

.餘疆 巧た ど あ ふ奧、 • 

「あすこで すよ、 をは ； J 
.やどら 木の 垂れて る菊帶 灌木の、 
齋の やぅ じ 茂る 奥に、 チラう くげを 

が搞ず ご' 

琴 i です ね」' 

ろぶ 雄は 寂 黨み氣 じ 鎖れ て 暫し停 I 

をむ ゥ 

家に 近く、' 窓を 海る がに. 藥 くしぅ 

瀑 々と 泉が、 井戶 から 溢れる。 

『がの 泉が.. 

/苗 ountai 。 班 Yo 客 一 ご 

I と 言 ふので すご 西那 すを 祗 船で ぉ黎 

た、 ぉ シス、 ザ、 ンホグ が. 晚處に 玉 

I 蔭して、 化の 泉を 見 おしれ 時は-ど 

ん なじ 嬉しが ク たでし よぅ、、^、 

.1 永い が 海で、 氷に 苦勞を 重ねた 人 逢 

1 は*; さぞ 葛んで おむ だで しよぅ 

!">-、、.、」 

S 蘇ぉ 入う 进 益々 靜か ホを*^.' 

篡 の、‘ 傲 かを^ さ 皆で ミ 誠ぶ 

ピ、％ .7 .ん 人， 虞 蕾 時 ゆ、 傅 哉を 

講る夕 じ、 巧 傾けで が 苗 あ 雄な 「を 

爱泉」 を 採ね で、 白 本へ 薄着した 

一徐 顧の f 塞々 へる 0 

「サ ア遙 入-*^ まし 主ぅ」.. 

邱時か ホが、 霜を 開けで、 あ 錐を 徐 

.ク でゐる 〇メ！ 产お 度て ホて、 魚 や 

教 道具を 受取る。， 

一 「.1'. 寸 ホ總敎 しまず、- ど， ス を御自 を 


I じを で、 繪 はおる の 篇をだ 〇 ' . 

沙縷 の噓率 線の.， 金翅 雀を の 夕 雲 i 

、キそ ラバンの 骆媒の 首が ニ ヨネ 
心* と 映る、 雲は ビタ ミツ K を 或い 


I て 燕腊じ 移‘ り 黒た 變る 〇繪を 体が 綴ね 手製め ベッドの 上で グウ--- がつ 



一で 向 ふご 一軒 蘭 機は 疾 /、 じ 親け てゐる 

が 化を 資會 社は をん なじを < から 蘭 
ける や，？ な チ； ブな 巧では ない、 覆 一 

寶 奥の 荷物 痛の 上 じ 黨を證 いて かつ 


めて 薄い 紫に 包まれて、 を かな 温か 
い 感じを 巧へ るが、 巧處 かじ、 激激 
1 な 驛い識 すが ひを む。 

「お待たせ 申しました」. 

&、 换 かじ、 ォット 沪化 た樣す で、 

巧 ひの 椅子 じ 殿を 下し 市 女 お、 黒い 
惹 顿じ替 へで る〇 塞は ダ ー クな氣 じ 
滿 つる 〇 ない 物は々； ブン ど、 を觀 
搔 のを ご、 ホの 顔 ど、 今賴を 持つ て 
I をた メミ ドの H プ曰ン .許-- = 'だ 0 
「チア おゐ がちす さい、 お氣じ 巧す 
か 知らません が、 あじは 是れ計 もで」 

帶 をな 載に 文' へられた 壞 から、 辄 

I をい ダ タタ じ 盛らる、 暗 組を の 娘 体 

な？ 必 がい 杳氣 をな っ.。 

「遠慮なく 戴き ましょぅ」 

击 雄は 酒を 解す る 〇氣祷 のい i 香 

觸ら は、 おン ペイの ホからで も 掘 も 

抵 された ので、 酒に 歷 おのを が濛ふ 

巧な ぶかす ぇ 

サア -* s ^ 違れ でもが ぶ！^ が、 げが 

_ 暴矣」 .ら齡 摩む まず おも お-、、 4. " 

立 雄が をした. ダ クタを* 満た ホ 女 

の 宇み > 巧ぐ 酒に 氣を 取られて 傾け 

だ顏 もむ いが、 脈这髮 は、 酒を 盛つ 

た壞货 やうに、 眞 黛で 挺が るる 


てゐ る》 J 巧 先で 卢を ゴト 房綺ー ホれ 逢 人は 乂 がず、 拔化墓 あの 勇ゐ jit 每顯 く、. 風に 噫-く 身は 濁り 


が ッ-赏 J 


スマスが じ'々 景氛 だな ァ、 ，ン 下‘ 
なんだ ィ 、ヶチ 嗅い 泣き言な & ざ 
止ず き、 今じ卞 おみ チミ 七ツ ，も か 狂 

かを ズ ミツと 入って 來て一 义も值 巧 
I らずじ 買つ て 巧く 奴 ダる るから 


ぶが A 

.如*’ み JJV J 


，お . T 习 ま ^! も， 




’ i ま橄ド t がか， スせ 、巧、 な、 巧 金 
な レ.‘ ントや 電気 亮斯 化に 巧る ッ を〜 

一^、、、、 をん な もい はどうで もよ 
いさ、 ズ 化ら じ ホたら 巧た 時の こ. と 
よ、、、 を、 也持ガ い、、 巧 雲 巧 鶴 


君 頭を ヒ 3. ィ ど 上げね が义巧 劇を 被 

つて 狸寢 乂ら。 

A 午前 お 時. - 
I 六 願を ムックぅ 起きて' 「ネ '.ィ 謡 かま 

の夕 をガタ いはして ゐ るせ、 起 一 

きんか、 わを さんだ せ」 どいつ そ 
相 簿の窝 が 先を 巧 鹽を截 つて クンダ 

ども ッブシ たど もい はなので 六熙ホ 

I を 化 ホな しじ 大を ぎで 着 股して 屏風 i 

) 盡 外の 巧へ 巧 おしてが つねが 餐く一 

I するど 歸クて ホて をが して r 巧 だ 馬 

I 鹿ぶ i しい 一靴ツ パら から 賴眞 らもな 

いもんだ、 もを さんだ ど あ クて腾 む I 

い 眼を 擦つ て 起さて 巧 つれら、’ ネュ 


一 (が 太 利 人) の 奴め を觀 マント' グを 臭みは H 本の 事情 じよく 逆 じて むる ど 


はない か ブて戶 を ボタ 

I 寇 やが ク たの だ、. いま/、 


第^ 


堅 


を 


S 


打： 女が おゎた， 灣靑 白い お 斯め光 じ 

職らされた、 パ.；ラ？は、 女の化び 

らし <、 おやかで 物では 無 かづ 化 

贈い をの 頸 じ、. 象 具 ホ摄て 難が レの 

證 で、 ミ グジ 3 ン、- スタィグと でも 

を ふの だら ぅ、 曲線を 用 ひない、 盧 

がの 賴許 一 力は 窓で、 他に 逆ず 

る 一ニ プの 藤を 避けで、 兩侧じ 並べ 

れた本 幾には、 ず 垢の 着い ねを 學冀 

(重 もじ 化歐の もの) が、 あがを < お 

茲む である 0 窓 どな 對の方 じあぶ、 

ピ ヤノの 上 じ、. 义 きな 独 繪の竊 が、 

I たつね 一が 巧つ てえ、 緣は家 其と 厨 


V いはして 


る もを 枯 はを かま ぼろし か 

ホィ、 ッラ 巧た 巧沒の わを た」 六 巧 

先を-一 3--^ おで 逆へ 满出 しで、】 

を 懸命 じ 客じ應 待して い々 t の 品 

物ぶ 見せ 頻らじ 何か說 明して ゐる穩 

子で を つれ ダ 暫くして をを 歸 へして 

犬 得 窓で 巧へ 入つ て ホて、 案 さで ホ 

さ X なつて ゐるを '崎の 前へ を 劳 化を _ 

ピラ- ど 見せて 堯クゴ を かしな ダ 

一ら i ■へ、 ン乃 をの 腐は 凄い ちの だち 

化の がちの 先を 何だか ィャじ 日 
一本 凍を ななら なされて、 をの お 父 さ 

ん のぶ 達は 日本に 八 年む わ どか、 目 

I みの 棘の 聲は 現を 日本 じ 居る 公か宫 


i み 袍翁爲 かなき、 かね 0 


し，」 ゐ < 职义ミ i 化 庵を 無賴 

漢 集を 巧の' 如く 必 得を 度 喷嚷を せら 

れ るのに は闲る 先途 も. 庵 まの 前て 働 

口爭 ひから 赔力沙 化を 敎發 めら れ卜 

:- - H 本人は 無智 だから ご 音つ て 

一人を 雇 入れた などは 菩舉の 速 惑は 

さ' て 展き口 本人 査 がの 体面 じ關 ずる 



ては ないかな おじ お ふす る 人々 は 乂 

いじ 考靈 しても ちは ねばならぬ (某 @ あ®®® か 

' i ts C ^ 


か攘ダ ヘイ。 ラ*'---- ど ホつ.. で 居る 这 


巧ず の おじ 豆 禮大の ダィャ ブング を i 

潔 めれ 日本人 かと 十二 了 目の サブ ク 

じ 下ら 両側 じ 業 人を 巧 ゆるが チ 

ャンス じ當 つた ど 思 巧せ、 奴さんは 

煤 < おおを 禪じ两 潜 浦 ど ぉ掛る 目的 

だから 讚め もしない 癖 じら ングを 驚 

めた 巧手 じ 栽 胡. をが るげ 巧类 人み 鼻 I 

先に 突が けるな 障す が 威 ど 巧たら 尙 

側 じゐれ 侯は 居 がらな く. なつて 通げ 

おした ブイ (迷惑 千万) ▲本 遇の サン 

了 テ！ へ ラグ ドの ホ髓 報じは H 本人の 
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ミシ ダン 街の ホ 俄を' 二.. ユ r ョ ー ク新 
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强女惟 眞卒迹 を 徒戲路 ’ 

:ホぶ 嘴 f 觀年 轟 陰を 
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をる すらず (了) 


說獻か 徒らん よ. リは 努めで 朋 ぶを 黯じ關 ずる 論 静め 痛 巧なる を 威ず る 


んこピ を ホ職运 せざる 巧らず」' ど^ 

|一 でで 巧 比 ホ：：！ をは 化の 如きを 策 じ^ 

致屬 で呼應 すすきと を 確信せ - .. 

囊ホ津 ホ タミ 巧は-逆 に 因 本の 實髓に 就 

I ミ； も 血 ， L 
|| li ，r 罕 -i 


も 巧な^ . 

拭 遂に 巧が 稍々 明瞭を 欠ける I 點ぁ 

を郎 ちを はを 衆國 がが 岡 化し 難き 移 1 

おを 排 巧す るに 必要な ぉと 認 むる 法 I 


香*" ^ * T 才 ^ .. 



離を漸宠ずるの據を智する，>;*みを急ーー参间赚瓣巧家の成巧 

ス の々！ チス 飛せ 織 學游を 卒業した 
る お本壽 一、 鈴 水 茂甫蒂 年は ホ ミな. 


を 潘ホ郊 み じがて 趨葉巧 飛 巧 磯を 操 

壯魏 なる 飛れ を 試みが 巧した るを j 

むで 地上を 去る こ ミ 千趴め 高き じ 上 
九欠圓 轉を賦 もる こど 前後 S 圃じ 
I ぶび 最後の 固轉 じは 稚繼 機の 可！. が 
I 突然な けたる 濕め急 轉度下 あか や 飛 j 

行 機 諸共 地上 じがが されん あ樣 じて 
見 勸乂は 思は ず ァット 手 じ‘ がを 穂々 
たるが 流 おはを をに 飛 巧機學 おを 卒 
榮 しねが 本 ホけ じ 巧の 黃も なく 無事 
I 地上 じ 遺き たる 時は 其の 巧が なえ 操 
I 維 振ら じ觀客 何れも 巧手を 0 て迦へ 
I たら 这 


♦経を のが 剌西 移民 會强 .错 をの 首 

唔め 下に 今 岡 表題の 赫き 移民 臂社東 

凉じ 於て 劍立 さる おなる が務 民の 旨 

的 地た るが ホ ブラ ジグは 氣候風 ± 等 

日本人の 移住 じ 適し ± 地 义廣乂 なれ 
ば 化會社 じして 成功 せんか 日本め A 

口 適剩處 みに 對 しが 益す る處 多から 一 

ん どの こごな^ 

♦擦 準を 撰を 委員の 集を 去る 六日 
ア 'スン チ ツグ 供樂 部に 集まら 茶じ廟 I 

子る 意見を 交換した るが お 席 者は を； 

晉 め， 殊ホ飄 乂藏省 あ驗を を 、.ぉ 踩攘 

を. 9 ミー 兀ホ簿 準を め 濁 厘. 妥員 

會 はとる の 妻 員を 0 てな り 委員は 大 

藏 卿の 瓣名じ 化る 者 じて が國 ょら 米！ 

固に 輸入 せらる、 あの 薄 級は 之 等の 

委員 じよ^て 宠 めら る、 ものな hj 


. rfrn , T : ，こ - iwliiy 斗；！- ろ. 

ずず V ザグ 


•化み 周回 無線電信の 計需 - 
マグ R ユ ！ 無線電信 營 社は 今回 世 ホー 

貫 逆 無線電信の 大計 議を义 て 最初 太 _ 

み 洋横斷 め 無線電信を 取扱 ふ 八ヶ所 i 

のスブ イシ ヨンを 築 契 おを 當 地め ホ 
アイト 會 を どな 結びた るが 今が 計 蕾 I 

の 大要を 觀 くじ 線路は 發信 ぶを 信の 
萊換じ 際し 途中 電音 のが 突を 避く を 
が爲 めスブ T シ ヨンを を 别じ嚴 く 管 
にて 兩線 隅の 疲 離を！ 二十 哑 どし 〇 を 
スブ イシ ヨンは 码巧嗯 方 まみな if 每 
じ錯 築ず るめ なら、 太牢げ 鞭' 驟 線は 
ホ 域の 巧搔 ょ-^ ぶ 陆を經 ザけ 本 じを 一 

る訝議 に. て 日本が 擇 の- ツブ イシ 3 シ 
速 築に 縣 しては 炭く じ閒 ながの 認 巧| 

をを け 居れら W 、. . 尙ぶホ 泮横鱗 線の 
終了な は H 本ょり シン ゾボ； グ 、巧 

度 > 亞 非が 郝 、偷敦 ‘を經 て新诗 、南 一 


• 一 r , 1 * . ‘ — -In*.——';' 

果諸國 にも 無線を ぉ だ 蒲ず：， そ 蹲 

化 SI 1 無線 電償 はこ V じを く完； 

がを 吿げ遙 が 賓易其 化 至大の 彼 益を i 

I を'- •るに 畢 るべ レ' こ' 

食靑 をの 注意ず べき 蕾-驚 地 某 商 曾 I 

貴 墓が 昨伞バ .チカ じがて 妙齡 の少々 
ど 願 係し、 ぶ兩 親ょ ぉ 誘 お 罪 •の 吿訴 
をを げ入觀 したる 旨を て 諾哉寸 るが 

なりし が 其 後 お 巧 領事 其 他 諸 おおの 
審 力の 結果 化 程 刑の 執 巧を 猶豫 せら 
れ て街獄 した b -’ 元來 男女 じ關 ずる 
齋脊が 法巧规 をは 甚だ 嚴重 じして 滿 
十八 歳な 了の ホす じ觸谣 したる 者は 
其を 窓 じ おでた る ご 否 どを 不間 一等 i 

罪 又は 一一 等 罪の 嚴刑じ 藤せられ 十を 

或は 二十を む 服役を 命 がらる 挽を な 
れ ばな 留游ホ 前後の 舊も なく 少女 ど 
願 係して 不知す 認ド测 の 難 じを ふ 君 
なし ども 限ら ざれば をの 爲め なにを 
意し 檀 < 私の な',?' 


:語だ 胸 I 體銀 かょ％ 礁實 

M 号 難 款管僞 

哥 fo 然し 本人の 都を 止至赛 


♦無難に 歸锁 ニユ！ デョ 'グジ ー の 
一ぶ 富豪に 連れられで 数年 前 じ 渡 氷し 
0 巧 料理ん どして 衝き 居た るを 人毁^ 

巧 並が なる 人は 同家に 働き おる 帝 年 

並を みと 妙な トブブ - K を あし ホれ か 一 

爲め綻 神に 異 がを 呈す スミ さへ ぁ 
結 慰 領事館に ま t て 助力を 願 ふ审ピ 
ならし か祗爭 類の 盡力 じが’ ク が 金が 

他の 始末を して 遂に ま 四 U 當地 ぉ游 I 

か‘ ャトグ 漉 じで 無事 じ歸溝 レた 非： 

'一''- ' 一， '' vr '_ 

み 大使を 化 公を を か 集 院津杳 巧は' 

羅 おじ 义祗ピ しでか 座 励次挪 巧は ま 
孤に 特命 去 稚を使 どして 何れも 近々 I 

お驗 す巧ム 



金 S をな 签識 嘴が 磯倉 I 載 封 慰に 保 謙 職 I ; 

こて 禱 

至急 备 ずの 必爆 

婪 をを て 武讓の 拂戾を 欲せば 本 拙は ホー嗓 

じ 酱し华 四を の 利子を 附 して 瀑金 

鄉 よか 一一 盧 rAf 謂茲 スプリング ブイ 少 ffl 

シ ヤメ. ホ S 温 祭 §§& 娘クソ ホ灣ジ ‘4 广 

し 心！： 世界 第一が 鐵靖 ，米闡 藤 大^ 


樓ザ か爵 度し なお ダ 年 目 本社ぶ 

が 巧 養 裘離實 者の 繫ミら 

他じ賣 却す 〇 尤も 社長 デッ 々 W ろ 巧： 

麵が震 鋪翁響 養 謹 r 

ン ♦い 1 


數醫棲 車 場な 地 一..， 

巧つ て 建ん 巧は 大當 ュュ 13! ク 市の， 

ら 敵 じして へ ラグ ドス 3 ヤ よ. 


顯嵩 架鐵蠢 蟲 

1.1 gST 卜間 じて 達ず るを 参 

~ jw ^ n , て^^ 等 f ► !c すごん 1 を}" •一^ 


釋す 

ク むか 必迄 僅に‘ 中 仙な 


ごし ， nrr &^0 霞車賃は ニ ユ 1 ョ1 

り 0 着ず 申の 電車 道 お ホの 上は 五十 九 了 目ょ^ 

? 乂 地 傾は 非常 じ 安 i 驚 半 籠 月乂沸 i 

トル カ 


_ 苹は每 A 
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*£ JAPANESE 閒 L!CY 
I Toward America 

■^. たお ewnere we publish extracts 
を fi リ rn two articles relanng to japan 

を 放 c 口 IT じ 1 ル nia^^a 之 1 打 が - Mr. VVi りな m 
户 Ax レ じ r m tite _\lc し Rire s coniinetit- 
r ： 2i ぶ Qii the uTugra む on que が ! o ご ； says 
i uie Lnucd i:>tai;es has both the 
s 占 も 。 t a 打づ the power, a 幻 d uacier 
V 、 パ aL condujoiis, it will adrrm im- 
!aii!g!-auon n.om anv coiintrv wiiat- 
菱が .oev む ； and Japan cannot po なか か 
で fuUie 打 se てね at ngh し - • . Japan れ as 
ever c れ a り that r! 引 it. I 3 ut 

the ci り 巧 noi mca_n that Japan 
uk と the し 111 な (] Slates ji だ t ぶか i 
むむ it!i ぶ the Japan だ e as if they 
^scre jiiferior even の the low だ t 
':兰 u 王 と lu—opea 打 immigraras- It 
も • だみ 10 ( がな [ion of 化 gaJ n だ ht. but 
'こ: み f po い cy. 

S Im Japan there are two で urre に 化 
f thought wmch have contributed 
りぶ eiy to ( お a か 打 g her policy in 
如-けげ of fore g 1 - 产 - rs ilia 
^aional ょ化でむ ] ぴ . One current of 
J igi !s 化が I< sia A け uici 
たを リ t in て 0 a war of revenge, an づ 
Crefore Japan must れ ave a strong* 
; げ . Uie 饥 uer i る th な Japan 
职 も わ ave な uavy strong enough to 
rfcrieiia ょ ler safety against a pos- 
::Ihc attack from the し mted States. 
' 础 ' 一 V ピ打 those who む ave advocated a: 
凌 ; を异 cmg navy for Japan has no in- 
'K 4^1 し 3 of Ad ミ n び a - -く I -t he 
の iR’a States iniicss forced to such 
化れ Tar fr 巧 おみ his ■ がな も み In Arcner 
3 no iL vbc 化ぶ）、 rhe Ua ger 
t cemfi にて り c [ か - eeii the しだ reed 

tutes and Japan h だ s. I am con- 
，も - sd, not on the Japanese but on: 

American side of t:he Pac お c." 
藏 r じ oyer the が ro 打 g navy paity お 
ot.. in pmver at pt • だが nt お japa 打 . 
ぶけ Katsura who 、 va を app お 職 d 
y を iiiie Minister a month ago, i も 
で 打び ally bel お ved to be wedded to 
を .continen ぉ！ policy. During h お 
を dniin お畔 ation after the Rus 妨 -Jap- 
ドを 巧た s€ war the annexation of Korea 
お s carried out:, and there and 比 en 
pai! Decame a co 幻 tine! な al power 
tu! na さ had ever ^nce no altei ■ な a- 
r^tve but to. pursue a continental 
Roiicy. The meaning of the policy 
that Japan shouid carry out her 
[economic and co 庶 merciai で xpa り sion 
香 c-vvards the Asia^c. continent, and 
批細 d the safety of her territory 
•t 磅卜ご sgai 巧が smv possible a 备含 re 卜 
お。 打 from 曲 at direct ミ on. 了 ha も was 

で ける son why the orga 打 i ス がわな of 

jhvo army div 扮 ! ons in Korea wa ぇ 
Sm- お 化 d upon by the Minister of 
viVar of the おぉ Sau>nj ミ Cain 打が . 
護ち ミ s. also well understood that 
^ み inerica wi け not かる ge 注 war for 
the purpose of thwarting the 
お pancse in ...Asia. Under these 
circumstances, ther た is HtUe chance 
!fef the two countries poming、 into 
苗 actual conflict， unless the United 
tates take the offensive. It is: 
ち ミを} グ gratiiymg to hear Mr. Arch- 
e:：' say " 玄 y な policy of conciliation 
串 垣 : len, 0 打 aU pomts save those whid! 

J affect the vital i 打 tere ちゎ o 至 the Am— 
を r;can oeo が も かぶ "United States 
韋 .u，Aid Slim at securing a むた 打ん 
father than a sullenly- resentful 
ぞ打 emy， on he で Pacific flank," 


か ; 

ersne. and tne people, or t ごご ir 

For ぶ hunch-ed む mesi. it has b が n , 、 尸た 弓 e っ だ ！化 ' 




招 nRi 郎貼阳 おな 卿 

Vv uliatn Archer, ui the article 
ぞ i が、 vliei で ref な r,ed to， says "There 
i- ダ er も it is true several famine も （in 
ゴ apan), winch le も i 打 some recorjd- 
麥 ザ : 。 s ね nces, to tinspeatcable hor - 

i ^ors of canniba お sm •ジ 扫た was 

で robabiy 夕 how な the が cttire o を "The 
每ピ巧 わ n. Wotr ぶ n," o 重 Japanese ち c- 
細 巧 ‘ We Japanese have uot heard 
ピ ' ):f.. existence of caunibalisin ： 

ぶ。； , で， 


suggested that tn がむ wiH む e a w ぷ 
b な weeii J apan and Amer に a. and 
fbr a hundred tnues clenieci. -Th 
1 孔 i;est CO 口 ！: nbution to u]e (uscu がの： 
of か e subje なに from ん ir. VVi りぶ の 
Ai'cner \v れ〇 has been sent to わ 
Orient by the 文 IcQure ふ He t:nes 
to prove mat laDaa cannot む g れ t 
the し ni 巧 d StJUes. saying : 

There are three ways m which 
Che efforts oi Japan to 过に j> が e of 
her surplus popii 沾 t の n mi 別な coix- 
cenvabiy clash v/it れ American m ， 
ceiests. She rmgl 化 ciaun the right ： 
ot u 打 h 打 uted imrmgrai: の n into the 
United States it: が ii: or she nii^ht 
auempt to take i)o がが 占 i 饼 i 、〇 f Ha 
wan or the Pin 1 1 opines,: or s 山 
の ! 如 r enaeavor to が m a footing 
in 台 pan だむ Amenca. The claim 
の dump ner millions upon the Pa- 
j ぶじ Coa な CO リ id be eniorcecl onl} 
by Uie actual conaiiesi; ot the し ni- 
ted Slates : even a s.uc じだ s か！ nav え 
war w 口 uia nor enable Japan to 
force her -.surplus papuiaiioa iipor 
ん T ぶ nca: lor nothing but armed, 
occupation cotUd p が vent tne Am- 
encan people from making h た im- 
yo な ible It"- Japanese m]i:mg:rants, 
me のな な . prise, in short, wonici be 
absolutely ch!menca し 巧 し n ! が 
Siates' has both the right aiir! the 
power to a な ermme wn なむ er. and 
.mder wnat conchtio 打 s. u wili ad- 
川 t immigration む om anv country 
whatsoever; and Tanan can not pos- 
な。 け chai tenge that n 加 t:. 

As 王 or Hawaii and tne Piiilip- 
pmes. a successful naval war migiu 
no doubt enable japan to seize tlrese 
:げむ 叩 じ iagoes but 化 is Clear that 
even m the event of success, the 
game wo 山 d not be worth the 
jamli た Ey s む zii]g an uneiiarded 
で oi] 把 nt. she might steal a victiory 
か at would give ner the comniau' 
of the Pacific : but grasjMrie* 巧 one 
thing, holding is ぶ nothcr : anci she 
very well knows mat the un け e<i 
States would not s け down uncle] 
the huimiia む 0 打 1 but would concen 
au -. ; 山 her overwhelming がが 辨 
ces on wiping it otu. 

I' or itie same reason, anything 
like なぶ 弓 u な t or admim な rative oc 。 
cupation in South America ミ s cn け 
of the question. Mere immigra お on 
into Spanish American territory is 
not a nmtter that need greatly con- 
cern the United S ね tes. To con 
ceive any s げお us danger arising 
from it requires an almost panic 
が rkken i の agin が ion. It お で o pa け 
of s ね お sn]a 打 ship わ insi が o 打 cross- 
i 打 g a river before you come to k. 

The danger of a conflict between 
the United States and Japan lies ,： 

王 な 打 1 CO 打 お 打 ced, not on the J を p- 
an だ e but. on 1:he Americ ぉ！ sWe of 
the Paciific. The very of a 
''yellow per 巧 ，， might coneei 柄 ふ ly 
lead to ぶ uch action as iiationa! feel- 
i 打 各 in Japan wcmld force her gov- 
ernment to resent. fW the Japan- 
ese are a hiigli-sp げ 化础 people, fid- 
ly conscious of the pre が ige they 
have acquired in か eir wars with 
china and with 反 口が ia. They, 打 か 
less than かさ Western world, are 
apt to imagine that- their develop- 
ment during the forfy-five years of 
the も I なが period — the Era of Eii- 
lightment — and that nothing can 
stay か加 cmiquering career. Their 
p が rio む sm i ち おな 打 se, む is fouml な i 
on age-old myths which even men 
of culture scarcely dare to criticize. 

或 lythology apart, Ixowey げド Jap- 
anese り at:dotism may, withemt fear 
of ceil れ adk: お 0 打 ， make one rather 
remarkable "boa が ： Jap 耳 打 is the only 
territory in the world that^ has 
never been eonquerea, h 注 s never 
(so to speak) changed hands, wit お - 
お 3rec6rded time. The dawn o 主 
history finds the ancestors d£ the 
present Japanese people in す uli po が 
s た ssio む of the country, at ieast Up 
to the Tsugaru Stniit; and since 
then no forei 呂 。 conqueror has ever 
set foot ill tlie islands It !s not 
itnnatiirai, then, that tlie average 
Japanese shoul な be at least as sti を 
cepdble as his neiglibcrs on the 
score of 打 : itkmal honor ; and a glar- 
ing affront to the suscept 街 ili 巧 ' 
might possibly place the が hole 


on why til 
SJiouici laK. 


e no Tjower 
iorce ihe nanas ot tneir 王 ukrs . 哀お 
Gvcu とり oi 化 archv -Can not ahvav 
resist popuiar c! な mo! •: and it is で ot- 
inconceivaWe がの u m. sp け e of. 
Wiser lie 过 (is; Japan mi グ ht rush iiUo 
过 war III which she could. ±or a 
L ne n お e icr elf c け J ig ブ t 

pleasanc to the し nited . States— 了 h を 
uliiuiate r む ult could noi— be. づ 饼 ! 
ful ； but tne quarrel wou 主 d be 3 
disaster lo じ iv 山 之 a む •: m w む！ r れ 
お pa む \\ 々 uUl nave けで rvthi 打ぎ お 
0 が . aim no one worU ホ h な ye r.wy- 
linrig to グ fun. - 

1 リ ere is everv re な * 

じ an goveninieat 

a firm aiiU u 口 comproni じ i 打グ ai: むれ uie 
cm tne yues むひ 打 of Japanese imrni^ 
客 ration into u 巧 ac む ! al cerntorv oi 
the. し n! 巧 d States. Every countrv 
iias a r]gi な to object か む 化 pre が n が 
in J だ び 11(1 な ot large bodies ot nn- 
assimilable aliens : anci the レ nited 
ates. above ail ぶれが countries 
has reason て 0 Know rhe evils arising 
む om such propmqu け y. On tlie oti 化 r 
band it wouid sc が n that a policy 
'Jt the utmost liL)eraatv rrugi は wcU 
わじ adau[ed m regions .mere か ad- 
mmlfsKr が！ by tne United S ねだ s— : 
regions wliicn. are not たが era は i か 
wiiite men s countries. au(1 wnere 
a なげ at m し \ture of Asiatic ra げ s al- 
ready exists. 

It woukl be a grave rmsfonur ぶ 
if me historic chance wmch brought 
[he い けり pp … es under American 
aununisi 巧て Km were to create in な だ 
Japanese miiio a iegmmate sense of 
《 nevance. 丄 hot 】 封 i the Ln!te な 

States !s prac む caHv !nv 口 i 打 eraWe 
10 ja り an alone, she m ぶ ht quite w 。 む 
口 roye れ 1 の ost cJisagreeaDle factor in 
larger international coinpiicjiuon: 
I 主 she f ピリ into a れ abtruauy host り e 
む过 me of m!nd. she woula certainly 
be tem がな t to わ slv m れ ouWed 
waters and lurn to む er ov/n a(l\'an 〜 
ほ ge any embarra が !、; ent mto w わ だ h, 
her otherwise unassa り alMe neigiihor 
might teU し by a policy oi concilia- 
uoii ， Uie 打 * ぶ li ah 00 uus save tnose 

"VP ' おた * r. o ごに し t .… に .Vi. 功： t … 品化 古 is Ot, 

the Ainenca 打 people, tne し cited 
ご 巧て es snotua aim at securing, a 
む iend, rather than, a sullenly re- 
sentful enehay, an her Pacific 
flank. 

Commenting on the above the 
New York Times says 
•'Th が c is one point on winch he 
(Mr*, William Arch が ) is not per- 
fectly cl を ar. 王 le recognizes with- 
out r だが ve the right of the l)nked 
States to make such laws as な re 
deemed needful to exclude unas- 
simila 切 e imn 】 igration, but he inti- 
mates that this po お cy might wi か 
互 dva 打 tage be applied to the con- 
tinent . only, an ホ th が our Pacinc 
possessions might atford なり outlet 
for the excess of population in 
Japan with profit both peoples. 
That is る complex question， and 
could be s が ved ! 打 the direction sug- 
gested only る重かド careful が udy and 
experiment:. 長 ut the duty and the 
interest of the U 打れ ed Sla ぉち to 
dealiu the most : friendly sp げな pos- 
sible with Japan are が おみ け - 


ず * 

r が 1 山 バ p な 1 リ！り 1 d d I 11 が 
I wve j T 广 L lo \ 'L cl d づ化 

I J が员 e 卜な M lci a ji の ！ foi T) 

箱 L tl e con t ; り t e- and 

た im り ro にさ m む u of むが nrov!n じ e. 


わ 

r み 


P 9 iap 8 n 8 お Po ! 邮 a! %\\m\m 

:. じ fayanese Oovernment oro -. 

iO な. 切た リ いげ La じ [ Oil faiiiiarv 2 i tor 
式 — i- か : nocl り f nvo ■ 巧で eK ん ‘ during 
c t 了 c 卜 i e L しか L 

ぷ EiCvnue し o urg- J 么 J 〇 、 i] p 

iXfical- party = て ne beivakai pa ， ‘i み 
巧 ^ が : h corrunands •なれ absoiutc 打 ia- 

mtY 

卖し； 

な t 巧 わご 
か； 


in かぶ I-ioii ； 
has beeir xh 
vote む:!： wa 
.Gabmet:. 


；e 01 

i 

It ot 


K だ presen- 
pro 

conscience 


凤王 お ebruar’ 
semnied and Pm 

[ ぶみ 術 cl- ihe ' 、む : i. 

與 r ■ も Kt ot tive aay 
censure on 
Decit c&rnet 


ザ。 - [he. Diet reas- 
nice へ . atsivni su た 
Tor. a 打 othe*. 

:!；er a \.ote oi 
the govenime 打て — had 
The cx! て s from tlie 



Ui 出 ひ ber were thi’o 打 g む i w は h pc< 

ぃ t れ - w わ u cheered viie members of 
ih もしり ! だ . cuuuonal pa け v when th( 

式 ssaiiiteu Sa り。 i -〇 S い imadia and 
o む —* に 巧 ， who ha り SGcedea ihcinseiv む 


L 臨 TU 祕 ON K 郎 EA 

rhe kc れ ! re on Korea by Profes 
3or Frederick Starr of the TJniver- 
sity of i^hicagOj ddi_y た！ ■ だ d a_t the 
泣巧ミむ〇ぎ 〇重 the Japan S か ; ety at 
Hotel Astor la が Saturday was a 
briiliant success Uie ぶ pacious roof- 
資 arden of the Hotel being fiUed to 
OYetHowing by a v(iry in お res1 : さ ホ 
audie 打と た The Pro お ssor spoke of 
弟 过 打 ce in national traits bet- 
ween the Japanesi? and the k 幻 re, 
a 口ん 巧 e said, the Koreans w を re 
generally l)ig i 打 stature a 打这 walked 
m を t;ndcs while the Japanese were 
SI わ ail and walked with qmck が 句 ;) も， 
It seems to us Japanese, howevei’, 
t:hat tins statement needs some more 
proof of fact:s than the Professor 
g 注 ve, to be accepted as un わ ersally 
な ue, 了 he Prof e な or als か showed 
interesting moving pictures of ^ the 
street scenes in Seoul, capital ジす 
Korea and が u 卜が cu げ es of the di 王 - 
お rent p 另 rts vi th 其 t - 乙 ountry, but 


trom tne -National Party, in oracr 
CO 3 打 m Jrnn じ e l 、 a だ ura s. new partv 
すむな .‘' were thrown out ot -th が r n- 
k 巧む as w!] だ n they attempted to cinve 
awii を :. mid e な 01 ■じ were inad を tQ 
tiuck ihem in the cana ■し but these 
か ere xr-usrratecl by tne ponce 
. n n; ‘ reso よ uuon expr が s!n だ iack of 
。し 巧 iK.; が ice in the Cabinet was la- 
1:runu じ ea by 、 ukio L) 之 aki- the 
KfrmcT Mayor ot Tokio and’ p ! で 
sent ieaucr of the し onstitutKmal 
p 技 ny* ! 王 c was lu a'cw "^itork two 
y じ ; り -s ago And feted i)v ihe Japan 
Sr 成げ IV and at other む incuon ん lie 
spoke む Gquendv. making a I) け ter 
attack on Prince ■Katisura. v/nom 
n だ cliargeci with ignoring the con 
阳 non and rjoing rougiisncxi over 
む もみ wishes ot me peo^M た 

Pruice T 、 at;suriL s rq ) げ was brief, 
rie pointed out む ] at he had ac じ q)ted 
U*c preniiersiiin at ihe cornmanci o'f 
uie Emperor, ;m(l む e 〇な だ i でな pre- 
1 石が に むじ for t れ e,. じ ou だ e ac had 

foursued. 

Tiie atut 口 de of the OppoiMtion 
お very detemii わ ed, aud the only 
ox け kt from the present deadlock 
a りを ea な to be the selectio 打 of a new 
说 et み ! id a redi^nDufion of the 

pa け ic ん 

Tokio telegram dat れ 1 February 
4 says: —— 

The Opposition in the Diet has 
threatened to move a resplu む o 打 of 
lack of confidence in the ぶ over n- 
nient. If this is i 打 si が ed upon the 
government will, it is announced, 
ぶ说 oive the Dkt. Prmce . Taro 
Katsura will* however, not resign 
the 良 retmersmp: but will ap 打娩 i to 
tlie country to support the new 
party he お れ y ミ 打 g to. form, com- 
posed' of poH む aa 打 s drawn from all 
the parties and facticnis in が e Diet. 
The Japanese budget for tliis year 
sho 供 s a to な 1 ordinary revenue .of 
毒 : 264,87 7, 容 2 ろ and a 打 extraor ぷ nary 
revenue of を 27 - 弓 84,20 r, whi!e か e 
ordinary e 邱 な iditiir と s amount to 
希； 2 王 1 ， 002 ,020 and the extraordinary 
expenditures to $81 ,460.005. There 
was a stirplus oi *sibont 牽も 700,000 
from 1912. . The expenditures iri- 
ehide かを を mn 谷む 杳 王ち 0,000 わで the 
r 它 prese 打 ia む ( 〇 打 0 す Japan at 义 lie ど a 打 - 
な な la— Paci 技 c 技 xpos れ io 打， 


で 為 

onlied 比 e "一 りぶ が e が w ぴ "の が 11 

1 なが he would - be unable to agre た 
to ん e !oan …! おが ah むげ ce advisers 
化 re en e t i oliii e c 

w び c a パ snl リ ec む （パ ‘ o り e わ r a ! か 化 が 
of Ae SDc-. な mil び! が p がわむ pating 
tie dUtk — じ that _ii the latter a け e].na- 
trv じ け .- as adopted a わ 1 で 11( ： 111 リ; は 
り uguf- t ひ oe aupoinrea m one ot tht 
iree pos な . - 

fhe I— ， re!ich 0151 ecuon was enl 
か u 打ょ 00 keu lor a 打て！ caused confer 
laucm ぶ government circles : 川 f 
dismay cimo! 巧 the む anl 化 ts. The 
广 r le i c で ぅ t c X pu 
む s m けい n 山 だ evenmg ot that ( に v. 
Din も u! じ d to reconcile ilie contlict- 

!ig VI むが . 

r り e loair a ど reern だ nt was com- 
だ ！: eel 0 ミ i Uie preceding clay a 巧 d け 
が as expected that the s が natti 

が oui り be axtac む ed although 

li む！ じ JU ui-murer emtv a tew d 
ago 〇おれ ‘ 化 d to The appouitiTi か a 〇え 
Dane iis inspector ot Uie salt gn 
belle, on the だ round that the pos 
OugiiL lo jaiiv だ b ピ en given u> n 

む i じ ， hwajL U \Y 3 s. i!u な erst- 00 d 

le JaKr negoiia- 
had been with- 


oweyer, that 
uons rms obio 


The- agreern だ n[ as . 重 ormuiat む 
unueitaKcs an advance by tne six 
;j り iver group Oi ^lO.cxDO.ooo whei 
tne agreemen ，： ！s sign かし and China 
IS clepeiuhng on tins aavance to pa 
the arrears in the wages cine tne 
troops, who are gening- restless 
Po け y soldiers cancel iooun ヴ or 
i’eDruary 3U1. but a maioruy of 
U げ ! n were arrest む I and executea 


削 I 舶 郎巧 yE 關 PUNES 

WTiy NOT Ruy PATIUOTISM. 

Fi’oin Paris け ] s rcporied Ui な t 
me Pres!u むけ （ゴ the し 山 nese にた 
口山 川 c. oil the suggestion of Hi: 
r rencli in 山 tai-y adv だ er. Mai 03 
Br し ssaud j!)esiT ぶり ies. has decided 
0 り The crea む on of an aenal tiec も 
the organ に ation .01 wine お wili be 
HitTuste づ to b reach officers' The 
Cliinese 客 overmnent. . it is saia. i: 
anxious ter have な great fleet 0 
ae!-oj ； )ianes. wlncli w り i ne fa 
police work 1 打 むか e ot peace. 

B が iJles the aerial 巧が t, China 
already has a half a million む 0 ひ p ん 
and ought to be ciasseci: amon グ the 
militacy powe!*s. 了 he only trouble 
w 诚 から troops is that they want 
pay but not to fight for their coun 
try. Shanghai advJ な s s ね te that 
the government is direfully without 
finance さ . There are many unpaid 
れ〇 op も which condition is always 
fruitful of trouble. Also, there is 
general tmre な i 打 many sections, hi- 
cliiding PeKini；. There is 打な te な ing 
what the eventuaU 如 s will be if 
money is not obtained. The situa- 
tion c€i*tamly is more dangerous 
than any s お ce the abdication* The 
failure oi the loan might c な s ! が 
cause a dd>ad も 了 his is indeed an 
appeal to th な 化 forlci. from four 
打 imdred ttiillio む souls of Cnina for 
help. Only if the O'liri だ e sokHe び 
were content to forego ち he!r pay 
fox the country’s sake, and ii-thdr 
0 街 idais ，が ei で c り 。 tent え 0 work at 
their fixed salaries, then would be 
no む eeti of making strch a 口 htim- 
il おお n ミ ap{>e な！ to the ひ i け sidje. world. 
The nation does not require any 
aeroplanes; it does require a s が n; — 
许 hlch props it ぶ ironi を 1 お in ミ kl を， 
not ィ の 前 the り iusid も 


[ne iaiier pan: of 
1013, on a VK な oi i\v< 
th が r motlier country- 

Tlie tour iias been 0 むの むけが 
miUuy 、vidi die oi>ject of a 巧 0 むむ iig 
the Ja り anese a 打 ^opponun な V ot 巧 e 占 
im iheir CO 。 口む-マ wrucii they む av だ-: 嚷 
iaag：ed 王 or so ion ど む me わ が e and 
iiat ai Uie lowest expenses possible … 

、 … v‘ a pi 让 ri ha を been also 一 ! nauiredE; 

1:0 の the Amencan peopie なおけ: ^'お 
Lie り any. so liiat those 巧 ho つ r お： バ •七 
not acquainted with the go むか tions 

J 飞 1 i g 化卜 し c f c e ち 

つず -se だ 111 ぞ liie countrv and more op— 
p み tumny of coixn 巧 江 m contact 
with かミ Japanese people, than t むと 3^ : 
biiOiikl have if 化 ev went み : が em -： 
seive ん • 

The American fnen ( お 山 p toward が 
Japan !s fuhy appreciated and re - - ， 

じ iproca げ （[わ V the Japanese, and 视 e . 

。ピな。 い fuj Scenery of me coumry : 

^ * ti e J I パん cc i つ " o£ 

ilie Dcopie \v 川 make U 化 の り r wo けな 
wh り e が p が lai か for tlie 八 n] が ] ca な . 

の sitor. 

■M し 1.. Hayas 川 h お an 0 かじ c at 
Pane Row' Buiklmg. \ew York: 為气 
City. 
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SOLBIERS STAKT LOOTING .： 

It お； absoh^dy— ixnpo な ibie 主が 
を ロミ .s 耳で 知の ipekd p が >pk to imagine 
e:cactIy-：.\Hiat t む e ち ove を か ent を がな ] 
baiiker? e 巧 , 醉 g む 1 姐 the お； k ぞ〇 夕 ^ を rs 
loan. -negotiations 、 v な h G お ミな are 
Iry む 《 to do. One day they -say 
^hiX the lo 吕 n ミ 3 being made and next 
day They say it is not; り emg maxi も 
We お arc わが 。 treated to the exact- 
ly same report ぶ nd s;inie denial for 
a full one year and -the public has 
come lo be ぶ isguste^i with ユ 。 y re- 
poft'p ら rtaTmki ぎ .to : む 巧 question. The 
la おが ： from Peking says th^ お x- 
po- ， がが loan agre な ne な t was 打 ot sig 打 -; 


.Regarding the. actiq り of France 
お Ka 巧 mg-;.the 打 e 复〇 datkms 畫 or the 
Cninese loan , む is s な te 过 3 打 a iocs;! 
paper tlia よ 区 口が ia is to finance 
な 打 Iv 0 打 e— h 各 1 重 ぶ f ; h 弓 r 0 な e— sixth iu- 
な re が Jn.tl お： わ， 耶 もみ e the -japan- 
ese participation- - 巧が王 . 七 e - ぶむ をな お 身 
en む rel; 71 ：)y th を Frencitnien. I 打 ef- 
fed:* France is. to-snpp ミ y half 0 重 
the jRr ぶ sia_iL allotment and vi け ualiy 
a!! of Tapanis par わ c!patiorL おひ r 
that reason, the American,- British 
and German Uankers ぶ re \v な ling to 
concede some of -the claims made 
by the French group ミ n adiw 打 leer- 
ing パ le di な ribt; む 0 な 0 ミ the loan. 



— そ 1 0 。 1 川リ だ s hiive been r が パ r ‘ 

he . .^ 3 -iivciiio. 立 — \(JU I; り 似 piG f も — 

わ om り arded rm り U が " ，怡 ひ - - 
。 が )… g りし 1 .on か e coa な C 
moni and near 加 on ぉ tin T 
garians are not winning sue わ speedy- 5 
vk ね ries as t;hey di 过 befoi*c;‘it ミ も‘ _ 。暑 
r 巧 xn‘ted that, tliey have already ex， -- 
hausted the efficient pa け of their —、： 
army . 轻が Turkey お - in 忱 e dir が t — 
financial ぶ溃 culde も and is not likely - 
to be able to ち us ね in the s 机 i ミり of _ : 

注 prolonged warfare. 

Ellis Ashmead B 則 . t! が t : 沈 e vet- ^ 
erar! war じ〇ぴ esponcl なが がの was 
お か pa 巧 during tl が祁 が ： wkh Rus - バ 
s 切 ， and who is now 地 e Daih' Tt ミト 鸣 
graphs Constan む 打 opfe cott が pon パ —, 
ent ， expo が s the .'hdpk が !] が s of 
了 口 rkey in his 1 が お r， saying 了 h を --. 
Turkish Cabm が knows かがみ wiU 号 
be な ) mpelied わ cede AViri が ) 0 が e こ ^ 

3 .nd 15 0 り 1 ミ， が ckm ぎ so 瓜 だ 斑 だ iins とひ； 

save け 3 な 姑 ." It is said が at the / 
coup が etsit was only- i が ended t な 心 
occur after Ki み mil P な 曲な かげ rend- g 
ered Adnanople, but がが p む op ■ ミれ ^ 
ed by' some mistake.- He 打が 地む ^ 

が 街 ciil 巧 the ぶ ! mstry n 饥 v is ] 

了 h な e is not a cent in the び e が-— 三 
口 ry and なげた are no means of get— 
tin ぎ money until p 每 ace is じひ 打 eluded , ご 
andy me 夕打 wbi ミち ihe c 包 i 祀れ y お：、 

dnttm ぎ 抑 - rtiin and 1 ) 这 nkn.iptcy 。 こ 、:^ 
■A great を nti- 巧。 i* 這 ernon が r が ! 'orr 
•cccuTT 為 ，.. Sim 船 y お ： frotit. of t:he ;、 
Weir- O お c ち at which the "Yonn^ '• ^ 
Ti ■ げ k 夕 - 巧 ' ere を ubli しか を 打な u 口 c だ 江 a を 、-; 
murderers and thiev が . Mahmoyef f ■ 
Sche fleet Pacha appeared 加 the 
balcony and tried to 巧 ske a speech, ■： 
but wag greeted with opprobrious^ 、^ 

epHh ぉん — 

The な ! sery m the Turkish carnp さ 
お ill 马 がび ibaMe. む h ぉ been b ; レ 
ゎ r! j CO ! も Av 加 L a h が ivy..s 。 か v; tlie 
soldiers, are > 11 . fed and badly c ； helt- 
ered. Smallpox, en わ nc f 户 でり ^, dys- 
entery and pneumonia have re- 
placed Asiatic chol がん — 

From a mi] な ary and ec か ; om ミ c 
sta 打 か oint Tu 浊 巧 ' ろ po& ミ t;on 、 i を 
hope] む s. A 扫 thing な n prevent eve な 
worse inis fortunes except the ミ tn - -: 

mediate, accepts 打 ce of th を ミむ — 

る M も * ミ, 与ち 

一〜、 ~ ー ニ 琴 
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疏謂 新しい 夕； 

湿 去と 現 巧と 而 して 表 巧 どを 通？ レ 

で 常に 新わな^ 無數を 『ク .里 ブシ 

ン '-.、 マ V クス」 を 人を じ 提供ず を も 

のは 袭锥 の轉 題で ある 9 節ち 巧じ對 I 

ずる 女 女じ發 ずる 男、 若く 姑 男 左 

菌牲 をが' つて 一 化 どした 蹈 題は 、 H 

み 蕾の 題 かじ 譬 ふみば 梅 じ 驚、 巧に 

雀で をる 〇瑶 々なる をい 想像の 衡擲 

ずる 盛 まな 巧 叢 どな < 新ら しき 想簿 

が 嫉敢さ 巧， 之に 伴つ て 栽ら しき 解 

辕が颠 ぶる 辕 じなる めで ある。 頃が 

龍 園の 嚴顔巧 ザに 於で 導ら 論議せられ 

つ、 あぶ 妍講が もしい 女なる 意義は 


だを 餘釣じ 且つ 善 慕 じ說观 ずれは、 

「薬 ホせ る 怒 砸を資 もじ 發富 レ、 自 I ずる 側の 僻見を 化 表する もめ ぞゐ 


配から を 離獨立 せんど 欲する めでを' 

る〇 彼の 英米に がける 婦人め 寒政權 I 

獲得 運 載の 正に 瞭 原の 乂の 如くに 猛 
痴 なる 氣 勢を 測を ずる じあんだ のは 
が 謡 新ら しい ホの 前廳 どして 新時代 
じ 養 はれた る理 あの 幾を を滿 足せし 
めん VJ する 巧 力の j でる る〇 吾人は 
如何 じしで 理想 狂實 際どを 調和せ し 
めて 巧て 兩 性の 顧磕を 增禮 すべき か 
を 講究すべく 〇 巧が. じして 徒ら むが 
大歎を 冷罵し を繫 して、 婦人の 參歡 
權を 獲得す. る， とが 直に 家庭 じあけ 

美風を 掃蕩し 若/、 は 社 食の 平が を 破 i 

潑す るかの 姑く じ ホ 張す るなら ぶ、 

失は 巧辑 のみ 惟じ對 する 理を なき 議 I 

譲で あ も 侮辱で をる 〇少 くど も異巧 

を 糜爛 あ 害する もを 尊を 茶飯事 ど 信 I 


区 

J ぶ 

巧 

| mb | 


k 


をじ實 巧せ み ど 試む る 女を」 どを ふ 

のに 歸着 する でを らぅ 〇 .化 そ 賴其巧 

f を 银 ざれば 鳴る 〇漠 性が 女 惜じ截 し 

I で聽 梨なる' j ' y ュ T 、 ぶ. スペクト」 

1 を 裸は、 ス谣觀 あ 普み 蠻懲 をな 俊ず 

I る L 餐 されば、 藝啤溃 しぃ 女が な热 一 

的 態度に 辑づ f きな 自 おの 理で をる 

がん や 新時代の 理祗 としでは 現 巧の 

强會 じがす 强 者め 地 催 じ 立つ 男牲が 

比較が 弱者 9 雄 位を 脫 せざる 女' 性に 

對 して 巧を 其 特質*. 技倆を 發禪 せん 

むる め機禽 をが つて 女輕 をが 護ム誘 

鞭すべき が當然 のほ務 なら ど 認めら I 

れク 、あを じがて を や。 ... 

.盛し 聖書の 傅 說じ遷 へば 女 後は 元 

I が 神意 じ 像^て 「アダム」 を睡 腺せ 

.一し めク 、あらし 賴じ其 肉体の) 都を 

から 發難獨 立した をを んる〇 之を 乎 

i 易 直截な' る' 物 眞科學 の ホ お 心ら が 評 

ずれば 誤 じ 顿笑じ 値する 記錄 たる じ 

' I 立 まるで あらぅ がれ 共、 深遵幽 まな 

I る 精神 巧を の お 地から 立言 すれば 仲 i 

一々 趣が の ある 事. 實 として 取扱は る、 

.1 のでを る 。兎に角 か斯 じして 人を の 

ザ 面を 占領す る じを つたと 偉 せらる 

\ 女性は 男性が 對ホ 性が 間 題を 瞬 却 1 

し、 聖書の 藝阳歷 暇の 狀態 にがつ わ 

1 驗じ乘 じで 嫩巧肯 己の が 化、* 會じ 

I がける 地を、 責巧 及び A をに 勒 する 

I 將來の 使命を 明 礎 じ窓識 し旨覺 ずる 

をつ てず や 踐お稱 にもず 巧が のま 1 


心い 


所謂 新ら し： > 女 、解 あされた る 女 I 

の 申 か- ら一郑 の 急激 じして 極端なる 

據守 軍み お 裂し ぶ、 鮮 からず 世を の 

を 貝を 獲 動し 反て 女性 自身の 骼途む 

蒼が が 障 鶴护與 へつ、 るるのは 、梟 I 

近 じ 於 巧る 孽 命が、 破 造 的なる 英国 

婦人のを を 運 劇で ぁる 〇菩 人は ホ 索 _ 

票 題 婦人の 米 國締乂 じ比较 しで、 槪 j 

1 れ輕 跳が 蒂 、お 冀 野， がの 紫に 染ま ざ 

るべき を 信じて、 其 翻 体 的 運 微が必 1 

す や 組織的 じを つ 平 か 的 じ 巧は る 、 I 

でを らぅ V 」 期げ して 居た ので あるけ 

れ お、 事實 は， 豫 おじが はずして ホ國 

婦人め 運動が 遙 かじ 英國の 締ホじ 優 I 

つた 文明 的なる ず 段を 執つ て 若々 化 

巧の 彼岸 じ淺 せんとし つ'、 あるを を I 

證 明した 次第で ある 〇是は 要する じ： 

米國 じがけ る 巧 女 巧 性の 思想の 懸隔 I 

が英國 じがけ る兩 性の お あの 距離 じ： 

比して、 ょり 短 かつた 篇 めで あらぅ' 

換言すれば ホ菌 じめ ける 巧な の 女性 

じ對 すす 態度が 寬 をで ぁつて、 祗會 j 

上 じ 政治 上 じ 其 旨 もを 拘束 せんどず 

る 傾向を 帶び ぬが 爲 めじ、 婦人の 運 

動 も 豫朔な 上 じ發废 して、 今や 陛が 

八が 中の 化が はを 然其 . r ナ ショ ナグ 

サ フンク デ」 於 是認す る じ まつれ 譯 I 

であ も けれ 典、 巧屬 じがて は 往年 一二 

j 函の 地方 じ 婦人の 旨 お權を 認めた の 

みで ゐ つて、 彼の あ 名なる； 「キ ヤメ 

グ 、バ シナ！ マン！ 巧の 首相たら し 


當時 ょも 其 運動 次第 r ; 渴 殺に 偏し 終 I 

じ 「ミ リタ 矿ミ、 サ f , ン デで ット 」 i 

の' 一が をを じ 猫に 「たス ブリック 、 I 

ム ー ブメ ント」 を熙雜 して 其 ま 張を 一 

貴 徹せん ご 焦慮し、 ，填は ホ 國講事 堂 I 

を攀樂 レ、 或はを 柄め 官邸を 磯が し _ 

をは 更 '礫を 巧 铺め诉 If 窓 じ 投じて 營 
I 業者を がぐ るめ み をらず 摆 厳は 傲藥 
を お 頭の 郵便 赌中じ 注}^ して 愈 部を I 

を 衆の 述信機 瓶 じ 巧 ふるな ど、 其 社 I 

會の あなを 棄 し、 なまを 儀く るの 暴 i 

绿を敢 てして 揮ら •心， るの 葬は 「 ィグ 
が窥 かじ 神 園の 蛮 あを をみ 唤 へ' るの 1 

罪 じな がする 次第で ゐ る〇隨 つて 
I 般社食 ょらの 同 愤巧搜 をえ ひ、 思慮 
あ を 見を る締. <> Q 識お をして 進 
んで 婦人 參政權 巧 巧め 請願を 溝を じ 
敦し 义は濟 を、 をが •化藥 部 等の 集 
食を 利 巧して 斷然巧 載の 運 勸を爲 さ 
しむる がかき 不利の が 勢を 齋ら すじ 
まつわのは、 骄韶 新ら しいみ の あめ 


敵を 繼績 する こどが がろ 諮 お 本 ホの 

目的た る、 な 治 巧 じ も 巧 男性め ま お 
ょ b み離獨 なせん どず る乂 目的を が 

就ず るの 捷徑 じあらざる こどを 昏整 

せしめん，、」 するならば、 眞面目 じし 
てを 實 なる 思想を がする 婦人 等を 身 

が 奪つ て廓淸 のな 務じ 服す の 勇おィ J 
I 經論 どがなければ ならね こ VJ を ホ 張； 

せんと 欲する 若で ある 0 . 香 人は み 驚 
め 如く r 弱き を^ 汝の あは 女 誓と 
あ當 して 所謂 新ら しい 女の 進ホ壤 達 
を 兜 化せん ごず るので はむ い？ 柯ど 
なれば 社會の 文明は々 性の 覺糖 どが 
『 K ブオリ ュ； シ ヨン」' どじ 姨-ッ 所 
一を 大でゐ るからで わる 0 


マを A 

ニュ I ヨ 1 ク からみ 歸 じ 

安 騰夕颠 

車窓に をれ て、 な ホの 蘇き。 棘ら れ 
から も、 棟々 なが 想に 棘つ で 解た 


总畿 を誤辉 せる 譜 解め お途 みおめ じ 犀々 窓から 艰 くち 星 歷が涯 'なきが 


將 た諸裙 一ご 繫 おなる 呵 茜の 辭 係を ぞ 

中る 社を を 般の幸 就の 爲 めじ、 吾人 

の浩嚷 して 滞かざる 度で ある 0 

香 人は 旣じ 二十 數が おみ 前 じがて 

民族 膨 腿の 要求を がさんが 巧め に 己 

絳を化 腿した 神皇皇 をの. 义 性で 座 ま 

した ミを 記 臆する、 佛國ず 命の 女神 

ど讓 はち、 「ジ 3 } ン、 づプ 、 K ; 

ク じの 欲离 偉大。 るが 格ぶ 其 感化 ど 

をを 認 する、 お 口人は ホ渺 たる！ おお 

子の 身を 0 て 鎌 倉 政府の 4 -谣 をの 盛 

r 賤 やお、 おの 小 巧卷繰 おし」 を： 

か 歌して 圃 事が 人たら し 義經の 巧め 

に 萬 丈の 氣禍を 化ける 潍のホ ホ 夫な 

る 事を 知る、 而 して クリミ ャ戰 巧の 

際に 彈化雨 下の 巷 じ織熙 して 人道め 

爲 めじ 类 績を孽 げた 「ナィチン ダ！ 

八」 礫の 締德を 推 おする 者で ある 0 

ぶ 他 近代の 新ら しい ホの 先覺 ちず 或 1 

は 慈善 華 業の 方面に、 學 術、. 锡 隙の 

方面 じ、 或は 敎脊 、を 敎のホ 巧に 巧 

I 動して 人生 じ 於け るみが の 地な を 翼 

瞄 じし 化つ てな て 現代文明の 進 おじ 

貢献 せんどを 力し ク 、あ も赫 A 謠お 

じ销 して 多大の 敬总を 表する じぶな 

ら ざる 昔 人は】 郁の 急 黑が游 なんぶ 

が 化せる 女 巧を して 革命的 破壊的 為 i 


をの ぞ醒 みたる 中 じ* 限られね 髓の一 

かくが 巧く 〇お 中を 缺 まする 荒.- 油た I 

るな 雜 単の 響き、 おのが たさ。 をへ 
だ* むじ も 人々 の 腿 色が、 銳 いやっ じ 
ぅつる 0 

ちし、 隣の シ t 卜じ萊 しい 少女が お 
なかつ たなら ば、 谈 はまら かじ 搜し 
夢 おじ 入ら、 前が の寢不 をを 補な つ 
ねで あら 文 0 

蕉 ホを 帶 びた 巧々 ピ しだ 髮の 毛、 か 
一ず かなを 巧げ 潔 ひ、 鮮 かな 股 じ トノ、 
輪廓のは ツ きる せぬ 顏 お、 关乂 では 

ないか 柯 どなく を < る しい 償は はし 

なく 怠 中から 離れて お だ 人を 思 ひ 巧： 

しね。 

少女は 電燈 のぅす 晴护 冗ら を 機ら じ 

何 か 雜强を 讀み績 けなから、 巧、、 

其 化しい 眼で、. ぢつ ご 傑を 見る、 を 

の化氣 なき 顔、 携 はこの 乂さ 彼が か 

を 然無關 係なる を なれて.* 輕し威 解 

の馳 する をを じした、 少女は 巧が お 1 
西 かの 人 ど おで あつた 〇 . 

ながな 無言め 跋 おど、 追憶 どを 速 A 

で、 V ! キ 、ウ！ ド驛に 停つ た、 わ 

残らの 一瞥を をの 二人 じ 注いで、 楽 

い孩風 じか 蒼の 襟を ぶてな から、 鷄 

暗い 巧 澄の ぶ わを 浴びて、 顯み隊 も 


に 溝み へ おか。 ‘ 

錠い 毀 常 じ 蘇つ て、 を あから 巧實じ 
i おつた 僕は 限らな き 殺 冀の诚 じ 化ね 
れた〇 . 
i 名 も •溝 も 知ら わ 一 少女'' 空間ぶ をる 
をの 视 道に、 不圖遇 ふだ 二人、 をし 
き 運命の 網 じ 深っ て 居ても 路傍の 入 
なの だ、 若し 何が かのを じか 巧び 相 
曾 ふの 機 あら どず るら、- 彼は ず 口の 
少女では なから う、 がを 中の ご 時間 一 

袋 じは 實じ 患み 深 < おひ おを き 時 だ 
つた、 をして 彼 ホと 似で 居る 人 ど 0 
をを か、 を i 巧に 浮んで 巧る のを 盤 

ん で、 いつ 迄 も 其少か でがらせ わ 
思 ふた C ' ■ ' 

雪 直 題 五峯 
塗の が やお 題の かは おらず 緣じ更 
< ... 

^3 らい 乳す る 狐兒滿 ましき 難の 朝 I 
戰巧 をめ 篆標埋 むぶ 擎五 巧'. 
馨の巧 じがの 齒 痛を 她猶む 
お國 め 政 銭を 節き て 
飛葬縱 横す 燒 討め 踏 巧じ充 ちて j 

巧を じ. 理 吹き 主せ て 雀 飛ぶ 世 外^ 

巧 じ-巧て 通路 蘇當る 吹璧践 な： 

江の 隅に 绿 吹きっけで 巧が るを 
水 化 や 花 犀の 氷め 薄氷 を 
水 袖の 花や 巧 未め 破芭儀 ぶ 
兼題の： ォペ > ー レ 飛は 匈墙 タタ 得を 
寒がの， おじを ゎし 目白 截全 
齒 はれし 戀ホ雪 解の 破れ 巧. を 
綴 中の 帶 ごう 袭 ゎょ 书す炯 を 
♦あ 誤-前 我の 本微に 於て をの 第'- 
塞！ 亥び 糞 ハの S 巧の が あを 4 ザ、」 
せし はお かの 誤植 じか ク t を おす 

♦浮 销含じ 藥嘗が 舞 ひ 込む だ 口 
みの 巧 題が 現 はれる 事と 兩 人が 婚： 

首して おつ わじ も 係らず 上碎 して 
おらない', . • . 
嚴寒じ 巧 趣 見ず して 媒 るが 哉- 
唯 だなん ど-なく 物 足らな く 思 ふ 
、おを、 綠す爾 若のを ホを じ。 外； 

も、 域み しを うなの や、 横つ たの や 

化っ たの やが、 击 六枚〇 化って 左に 

ホ 化敢。 

♦ホ 锁會佛 巧 兼題 
熊’ 冬の が 鶴 (をら) 

右 S 題、 一题 じかき 一人 五 句な 內 
二 巧 化乂 目締巧 

. ホの 上 が 天 

ぶを 蓋 ひ 不語 滞べ る十哪 巧に 二人の 

化くな たき- 

夕陽を 後， (に ホる お 祗を 巧を' おう お 

れ摇れ がを しる... 


るを を 抱いて 女の 笑 ふ - 

西 巧 詩 を か 
を. 挪 
必盡 しの 數 i を 
' 化 じ 返したい たづら を 
綠の絲 の 結び 回 じ 
\ 斬って 繫 がんを 柳.'. 

■璧 巧ら 
. 水子 遊へ て銳夾 のが じ 
屈く 文箱の 女 ま 字. 

かねて 參ら すゐの 時刻 
'叫'- 巧を 漏る 雪 巧ち 
▼ • A 
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顏猶 養： 麵 - 

么 蕉：畢 宗么巧 上 鎮踩胤 

舞： 户； 鑛麵' 

_ 之臻業 饒讚片 


♦み .を お®‘. 巧 


IS-aRf 


ミ. iwtli w ミ： ww* . - ; う ミ "？*^^********^ $ 1 ち 


A 彿國あ 化の 思想家 中 最も おを み 
擧ゐ るべ' グダ ソン 巧 來る义 藝炎衙 め 
I 淵叢 わる じあ ご 新 育 W A 差 凡 幾モ里 
A 俗惡 なる 黃を萬 能め 世を じ 入れ 
j るべ グダ ッン '.巧の 威 想 おして 始何ホ 
人は 骄暮で 嘶せ ないど 抑 せらる. \ や 
I A 乍 併 野 裳は 米 人の 糖畏 化ぶ 人の 
を 命化ポ も ジシ .ユ せられ' わる 無 A の 
がは 翔 お 成金 黨の窥 がし 得ざる 巧 也 
A が 募 じして 巧 お 桐して 野趣 横溢 
一す るは ホを あら 冀望ゐ るの 巧 證化化 

廢ホ じがて 米 人は 傭人 じ 優る 事 萬 萬 

A 婦人. 葱政權 獲得 運動め 首領た る 
アナ、 シ -ゴ ゥ憐 ± か 溃哉中 突然 起 ホ 
じて 热婚巧 ホを を篇 せる， 麗ネを 
念を 攘阿那 槐± 開わだ 口が 塞から 

ホ漸<じしてを へ て拉くまは結婚の 

措输を 欲せず. 等む 巧は な壤權 めみ ど 

A を 食め お 上 にがてを 乂じ對 しお 

I 嫌の 中み を爲 せる は盖し 人文 振を ゐ 

らて よらの 珍談 就 聞 郁の 盡 きぬ 事截 

▲大統領の 巧 期を 六を 一巧に 限ら 

ん どす るの 诀案 上院を 逆 遜す 假じ下 

鳴 通 巡の 迷 命を 魚 ふ-ども 前路甚 遠を 

▲を 州の 兩挽 論を を 通 遊して 規を I 

の 数を 得ん には 恐ら <1 二 四を を 要す 

ベし 誰か 知らん や 形勢の 變遷 す* を j 

A 英額加 奈太じ 於け る 排日 端を 燃： 

してが 人 漁 楽 家の 不利 おからず どの 
報ゐら 一体を 化か 何して 吳れ るの 乎 

A が H 運動 排 H 法 棘じ勒 する U 本 
政府の ホが は那邊 じがす る やなら じ 
露經邊 巡を 率 どす るは 嘟 笑を 招く 巧 
A 外務の 當间を じして 海外 じがけ 
る國 民の 利益を 保讓 巧を するめ 能力 I 
を缺 かば 速 じ 外 お 褚を廢 すべきな り 
▲大挪 ど サ； .バグ どの 威力な 外に 
外を を 用 ゆるの 餘 地な くんぶ か耍め 
姑 課を 廢 かして お 陸兩 おじす 使附麗 
成檐迦 巧衝め 間に 圖權の 伸張を 朔 

し 得 や 園 利の 擁遽 を完 ふし 得 ずん ぶ 
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參 新年 大賣 おし 
•翁み 養 冬服 鄉 求めの が 時 潮. 

を 拾 四 弗 ノ服及 ピが套 '或が 熟 弗 一二 縣弗ノ 服ぶ ビが舊 載が お 巧 
ミが あ典ノ 服ぶ ビ がを S 驗弗 

驚 年中は！ 方なら ず 御が 立 じ 預り奉 礙激候 就て は 御藤 かた 前記の 疆 
破格の 大勉 强致痕 間お舊 御用 命の 程 化して 御 願 申 上 お 

.覃 手乂 了县 军八番 

が々 弹服巧 I 



— 


め 非命 じ繫 を、 ぶを るに をら しを 姓 

て 政が は 愈々 國 境の 守備を' じ 動員み 
を發 L 關晦 じ六雙 の軍鑑 じが クを藤 
救 準備を 命せ-^- . 


• S かを 請 ふ-裏 驚は を然英 霞を 辭 ずるめ タヵる 而. 
昇 もな ご P こ鲁 りぁ闲 3 , ま 化 電報 ど 最—內 蘭 吏を の 

面 外 かク， f _，. ち 送、 跌 を夕强 f れば おぶ をが S す 

おを お 絡し 結简巧 侯の お 

なた る ものと 知らる 


><* 2 * 1 < 4 |<三， 3 、£三 3 *! 5 ，さ三 7 さミ| 7 ? 

ミ pgk . IBklufcf ct ^ llu •ミミ- t ? M<r - 

«悲 儘 f 南極 探 
臟隊 0 最後’ 

j ま 十. 一. _ rn . の ニユ！ ジ ー ランド、 ク 
;ィ 'スト チヤ！ 發 電げ悲 お慘絕 の報濟 

を傳 へて 化を の あ ± 仁人を 泣かしめ 

た， ク 邸ち 爾溝揀 隙 家 どして あ 名な-る 

ス 'ロット 大 住の， 一隊が 昨年 一巧 十八 

a 嶺地じ 逢した る 後歸途 (一一 一一 巧 初 頃) 

を激 なる 寒 獻じお 會ひ遂 じ 氷山の 麓 I 

に！^ 慘 なる 爆 後を 遂げね る'！! 1111 じし . I 

巧 J ; グ 年後の 今 0 廓擦驗 隣の お 逆に 

赴きた-る タラ、 ノバ 驚の 號の クライ 

スト 淺歸籍 ど 典に 例 明 せら、 悲報； 

度 渝敦じ i 谜 する や 英國皇 をジ. 司'— ジ 

驟ぞ を 猶め主 下 一般 じを 惜 追悼の 患^ 

を 敦し巧 梅の 探 厳を ごして 寒 あなる 

入^亦蘿し<巧十；のお恐なる最後を- 

粟め えこ.、 じ 嚴も阅 精じ堪 わざる I 

は ホ じ乂 たる ス 'ゴット 夫人 じして* 

扇 ま 人は 大 をの 目 お 度き 歸 遠を' 逆へ 

I ん爲め 去ぶ 窝を灌 おを シドー ー! じ 向 

が だを が 目では 旅 巧の 途上に をる 事 

を ホめ 獲 睾に縣 しては 何等が る吿 もき を 風を も蹤 はずが々 しく 進 巧を 纔; 

なく 同地 着船く 同が じ 化 悲報に 搂 すけて 道途の 人遙を 驚かせら を 


が®、 處縣 、竞田 等の 領瑶を 
锁不 信認 案の 撤恼を 望みた， 
膊の窓 見 硬"‘ ん両 波に みかれ f . 
みせず 行き 惱 みおれ るか 卷： 
おを 据絶 するど すれば 巧 候' 


を 慾 憑して 共 じ バグ カン 戦が-を 化 化 

せしめん こどを 請 へら- 

♦リンコ ー ン誕を H 去 十二 Cf は餘 I 

入， ブグ 3 ! ンの誕 を 口 じ 裳ら. しを 巧 

てを 國のボ おは： 一 般じ 業を 体み が 勘 I 

か 供樂部 等に 巧ても 蹄々 なる 催 ほし 

を’ リ た^ 


み 本 內顚ホ 


♦女 耀攒 張締人 速の 補 ホ 旅 巧 ^ 

アグ バ >1 ; を廳 へめ 雄ず 旅 巧 じが 巧 

して 乂 氣搬 ならし 當 地め 女 權 論を 等 一 

お 十 あは々 岡嘗が 带盛頓 への 徙ホ旅 

巧を 思 ひぶ も 去' 十二 U ' V ドソ シトジ 

子少の 地下 鐵 道に 乘 じて-ー ユア！ ク 

巧 じ 出で 阅 地よ Vi 隊 刹を がらて 進 i 

: 巧を 始めね るが 英國 の魏 暴なる サブ 

レ ダットぶ を 目を 刷； うする 丈 I ; 巧. め 

元氣は 却々 じ凑 ももく 骨を 刺 中 か 姑 


る ホ 人の 满 中を おひ 遣れば 實じ慘 絶 

の涵 ろな- ■= 'ど. いぶ 巧し 

® 墨 禪义亂 る 

革命は 虽國特 おみ 產物 ど 見 b ね-^. 昨 

年 地 ホ じ 革命を をて、 脆く もを 敗し 

ねる 熊 大統領 デァ .ス の甥フ S プック 

スザ ァスは ホ义曰 首府の 乂藥躁 を 占 I 

領 レて 叛旗を 觀 へし. 十替學 狡の 學ホ 

等 之に 應 じて を然 革命を 唱 ふる じ 至 

れ .も* 十一 二日 阔留首 麻のを 電じ 淡れ 

ば マ デ 巧 大統領 じ 愚す る 丘 ハ 數は優 じ 

を 眾を凌 驚す ど 雄從巧 おょ 企てね る 

ォゾ。 3 派の 黨舆栽 かじ デァス どを 

派を 通じつ、 あぇを かてが 敗の 數 ホ； 

だ 機 かじ おじ 難し W 

參米國 の 軍艦 派 違 

墨 廣叛觀 じ 願し タフト 大統領は 巧 藻 

义 人の 生命 じ猜瞭 をき 限らを をせ ざ 

る方咐 ならしが 其 後事 態甚ね 餘惡み 

缴 おを 录し ホら 巧 墨 ホ 人中 戰觀 の爲 j 


♦ホ 島 獨立間 題 同 駒 趙はホ 十六 立 

か 衆圈議 曾の 訝議 じがせられ たる か 

ニゴ ー ョグク が お ま 黨化講 古 ンッド 

フ斗八 ド 氏の 如きは 無敎肯 なる 非 昼 

入 民に 獨 立の 資格 なをこ どを 論じて 

撒 力反對 したる もじて お ホ黨黃 中 他 1 

じ も 巧 ど 阔綠の 愈 見を 有する もめを 

ミを 巧て 间榮 の谦 遇は 見这 少なし ど 

いふを 将 すし. ％.;. 

♦馨を牧脯事件の 其後 巡を フ ォ ッ 

クス 馨部ブ グシみ 自白 後口！ ゼンタ 

グ の純蹈 たもし i ある 博徒 バ； .セ. グ 

の 申立 樂 じて 檢 事を の證據 調は 手を 

く抄 奴ち 現 巧 蠻を中 ょら 歎を の 罪人 

を 巧す じ まる 巧し. 

.需簡 寺 候 難 

'職哩 ぉ..； 

化：！： 東 巧 發桑淺 H ホ 社 じ 建した る電一 

截じ 依れば ま 八 H 西 蘭 寺 侯に 對し天 

皇 陛下より 譲會 じがけ る絲 がを 除き 

賓 下の 時局を 聞 満じ鮮 巧す る やう 致 

す 巧き 旨 御沙张 あらたる 爲同俟 は 巧 


A あ ホの 日本 歡 ホは 叩 
もを 見る やぅで 頗る 
さんが サ< おでを 化 
盾る ど •新 大搭 の々 > 
じ 化ち 合いまして-'. 

の 御機嫌を 伺 ふ 夕，； ’ 
A 大依 政治家が ぃ . 
麗 じして るの か . 

_れ てるの か、 V . ...... — 

のか 纔 張ら 解，’ 

じ 大數の 趨< 一 
戴は を 縣 じち . V 
I 蕾 語を おれ ゎ 
ぉを 化が 1. - 

々る ものに 
離す るか*- . 
▲音 冀 は' 
i 組罐 
火勢 じが 
なぇ だら ぅかじ 

派は なぶ 食 及が 

の 二 大敵 黨 をが 

I 然る じ 其 拳の か 

は 磨 派改ぷ 會、. 

向 時 じを 験を s ' 

の 歎 八十 名み b 

A 巧戲寺 內踞の 

脚して 雜じ まら 

i 巧は 基た 輕< む 

見泌 ょら 觀れ ば-' ソ； 

る 非難す すき お' V .: 

むる ま 必ずしも r ; 

を 巧 必ずしもぶ.；' 

の 俗ね る 政治 上-.' 

腐 族 ダのを 僚 ダ：. 

ベて 解釋し 得ら。 

常なる 間違で あ：' 

A 夕併韋 叢は 政. 

策を 巧認 ずる 程 

玄じ 化て ち 頭を'; 

巧 謂睛 族の 本家 

1外 じ逐 ひ、！ 1$^ 瓦ジ' 
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して 天下 

言つ だ^ 

聚寮 電報 j 

をを 報じ 

た 化 謀 -H 

..お 衆を 煽 

叫 曲 紙の 黃 

'，盾 邀德の 

ミ おじは 頗 

邮 かも 貴 



を無爾 しで 居ね 實業家 や靑 I を 
... - r 一大 旗 機の すじ 刹が する を I ホ 
りみ を冨ぶ 

山 本 端 巧觸は 久しくを 派の 跋ぶじ 
ー ダ 磨 おと 夕 'を 逆賴じ なつた 大仰 I 伯 
一 慕 下 ど おして 精 栽な を黨化 聯ゴ巧 
I 强デ みる、 化 巧调ボ あして ホ潑^ る 
み、 爲ど义 養か晦 離を 化は 甘ぬ か、 
お 陸軍の 巧れ かは 加 何うな も か 等い 
I 今後に 徽す るの みはない、 ぶ. 長 頸を 
どい ふ敵國 外患を 向 ふじ 控 わで お 
賴は 宮衛上 案外 永く 線く がら をら ね 
▲をを 要す々 じ 化 度のを 變は雜 衆 & 
理の惡 が 用を 示しで 數を @ 死傷者を 
おし 义電 率め 燒訝 なで# ふみ 满 率を 
惹起した じす 掏簿お 的に 萬へ もと 簾 
敢が 終の 美を 促進す る黯 じがて 怪我 
の 巧を を爲 した 傾き かをる、 ホ も 患 
砍巧 終の 类 なる 者ボ然 うず ッ 取らが 
く. 日本 じがて 裳 巧 さるべき も' のか' は 
別間 獲ピ して 鬼 じ 巧 おでは ご 人の 天 
下 じ 非ず、 天下の 天下な々 て ふ富棄 
の眞 意義 かおみ に 上下 一般の 領づく 
巧 どな.^ ク 、ある 睾實は 確が じ 吾屬 
おめ 思想の お 上を 意涂 する ものと 觀 
て 差まない ど 思ふ夕 

参大巫 至ぶ 都 御卽位 大典め 媛 所に 

就て 洩れ 承る じ 御郷を ず‘ は赞 所の 御 

動 座 あむて 京都 御所 紫 農 殿じ敲 げら 

せらる べきは 申す 迄ら なけれ で御郎 

極を を 終らせられ ねる 後績 いて 巧は 

せらるべき 大嘗 をの 御藏 脈 じ 就て 從 

がの 御 恆树じ 化れば 御 巧 南 巧 前なる 

承 巧 巧 ど 紫 接 殿 どの 間なる を 地 じ 由 i 

藻 ま 基の 裙镑 殿を まう けら f i 畢な 

るが 化 ホは 直接 大典 じ關 係を なすぶ 
廉員 のみを 别 すれば 十 みなもし. も 今 j 

闽は內 外の 巧官は 云ム迄 もな く间强 

I 国 化 衆 まの 遠 則 も ある 事 どてを ホの 
嚴ら じて は 到 あ參别 者.！' 网を 化を b 
得ざる じが 或は 乂嘗 祭殿は 矢 張な 御 j 

^巧內 東方み H の 御 巧 巧 じもう けらる 

きか 或は 大赏巧 丈は 大宮ゴ が內ド 

て樂げさせらる~^ゃも知れず义卽位 


'具 めら るの 禮 及び 乂 嘗 をの 終らた る持赐 はを 
; W じが 中べき 大寒の ゴ 巧は |一 一條 離宮を 用 ひさ _ 

で稱 ふに もらる、 事は 動かざる べき も惜 むべ 

せ 語を 並き はを ォン 間を 一 じ なげ 事は 難事な 

W のは 非， 心ざる れゴ换 側に 离化 をを ずる おれ 

あり 雨から 化 橡侧を 使用す る 率 どす I 

:閣破 藻れば 手狹 どなる じかき 之に つかで 顿 

がろ て 等 かの ォン 備を なさざる ベから ず义 

.も 促進し 祭典 准備 どして は 現在め 苑內 じて は 

: 'をの 圈 夕み不 をを なるべく 隨〇て 幾を 協 劃 i 

一な^て を當大 せらる、 や も 蜘られ ず ど 
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A 統三登 ま 呂要谭 まるぶ 目の 衆議： 

陈 じがて 不信 巧 案を 提出され たる 現 I 

巧 賴め緩 理大ぉ 桂太郎 るは 本日 自身 

のぶ 義を扮 てぶ 憲統 一黨の 宣言書を 

を 表せら 其喪領 ぶの 如し 
一、 憲法の 本義 じ 擦る こ W 
一-、 旨 由を 噫び 乂權を 藍ん ずる 奉 I 

i 、 民力の が 養を 圖るこ W 
.1 > 國 際の ぶを を 巧け 牢 がを 維持 _ 

ずる こ VJ 

. ® お 4,秘 かか 於. ぃぃ 

• 名モ め 演說 . 

が 賓法學 ± 副 島義ー タ溃說 要領は ぶ 

の 如し ， . 

緩ての 事は 亞義を 巧で おはか ざ 
可から ざる じ：！。 两賴 はず お 義の整 

しきもの 化 彼は」 進 r 退 詔 赖の陪 I 

に隱 る、 這雖實 は詔縣 のを 下を 餘 

儀な からしめ たるら のにし 一い 齡齡 

案 篆帮於 i を 4‘& を 

巧 W なら 自ら 媛理 大度 どな 心ぶ を I 

た乾满 龍の 彌ぉ隱 

るるに をらず しで 
貧ら 零 寵 たるを § 

化卜 化ての 事は 责 巧を 化て 巧 はれ 

ざぇ 巧らず 政 おは 殊じ然 ち 唯 だ j. 

の 例外 VJ して 畏くも ' ’ 天皇 階下は 

神聖 じして 儀す 巧ら ぎる と あじ 巧 

等黃 巧を 負は せ 給は ざるは 是れ聲 


■ ■■ 卜 ■ー ミ - 一 - ■ い 

れ ばず 固の 對戰は 藤算歷 々わち 然 1 

れ でもを 國轉 度の 要裝 する 巧は 獨 

.ら閱 族 退を じ 北らず 那も近 ホの な 

'をは 何れの 內醒じ おぃても 無意み 

なぶ 姑息 政を のみなる を 化て 筋 立 

AAAAAAAAA 公 < 3 < 1 么公 . A 

てる 蘆義 ある 跋禮を 要 あしつ、 る 

るな ろ實際 じがて 今日の 政 黨は自 

▲ AAi 公 <JA 么 <J 么 < 1 ュ " 3 < 1 立 

ら 政を をな すじ 堪 へず 換言 ずれば 


層 


なら 巧し 歡黨 どなら 居る もの どせ 
ば 今日の 藤巧畿 丈を 個の 决 意を 間 1 

ふの 必要な かる 可き も 現 化げ 狀篮 

じがて は 議員を 個 就て 其み 必を 
間 ふの 必要 あるは がち 政黨 めを く 
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顽 をはを ひからが ひまで、 条をウ が 

をを、 巧 口、 击 口と 樂 しみます が 

壊す 寄くな 夕 で、 二 白 じなら、 援ひ 

たは ' r 泛 息に 幾 あ もを、， 績け .すます 

! を.* 一宫を が 無く、 な もで しよ， フ 心を ホ 

を 風に ザが 9 ブ か？ ダが 愚る 威 じを 

t おめ‘ 奥まで 探ね て、： ンプト じ 行つ 

吊？ なんなら*' サごフ 'の 薇い {砂 I 

に發 まれたい を 卞ず〇 ホ、、、、- と 

ァ まつだ ぞうな、 氣 持が ほしい 0 

二 巧を : 

黎 I ! で' 心这悬 じ、 をい クランク トを倾 け 

3 な 黄の、 黛ぃ 酿は パブ ショ'々 I じ 

I みるぶ 其の 光々 が、： 裔顯に 達ず る ど 

ー ホ、 ど 笑つ で'、 瞎の 凄が を 棄らげ を 

ち 巧 ホを は赏 でに おおし 化 ましょ ぇ， 

I をげ 驚 レで る纔 ひを 〇 身の上 詔で ず 

をみ 委し’ いぉ 諮し すれが 餘ら 長くな 

をを すし、 巧 じ-^ おな く 鏡いで、 冀 

去を で 戴いた を 0 憐れ じ思ク て、 •商 

儀が ザ 裁 <9 VJ を ふので 無 < で、 ロハ 

わ 祟が 角から 柯物 かな 梟 下のを 

變 はな、 藻を ずるめ でず かる、 極， 

遠が{ お 謗し 化まず ご^; 

- をの®. に 茂ち 靑 葉に 圍 まれた 

11.' 一；々； 家. で、' 叟< る 巧を、 南に 親しみ 

だ. •"なぶら-。. みな キ ッヵ ヶ かも、' 化 雄の 

蕾爭； J ： を按 ど 畫 いず ゐ た， 謹の 女が I 

蒙が く。；：. V 

ホ 憂は 奚ド まずが、 なのが は 巧 班 ザ 

人で ず、.' をに 賴必 が夕 .V たがみ は、 

をと 二义で おが じ 化む で 還 麦し わ 0 

i をれ からず つを、 始 捧で脊 てられ、 


おがで 敎 宵され ましね 〇 T 度 其の 年 I 

の 秋で 學 狡を 卒業して、 一入 前の 女 I 

じ 成れる どい ふ 率の 夏 化み じ、 男 生 一 

一 猪に、 諾 威の 媒岸 じ證暴 じかき I 

ましね 〇男 をめ 中にはを の 戀人も 居 I 

I ねので ず、 梨の 人は 遂西 盛め ホれ で 
哲學 科で しねが、 ホ 常 じ 威靖の 强い 
人でして、 义護じ 通じね 筆は 達を な 
もので、 學 校の 謗りでした、 おも 其 
の 作品を >を讀 した ものです 0 おが 义一 

巧 護ら の聲 で、 你 じか 會がゐ る ど、' 
吃 度 歌^され ましね 〇音樂 ど 文裝、 
どぅしても 近密 .り 易い のです、. ぶ 達 
め 戀は巧 もる も 許して お だのです 0 
i 化の 諾威 0 ニサ 巧 計を は、 甚 麽じ樂 
しかつた でしょぅ 〇夕 なぎの 海に 漁 
船の 歸 るのを 眺めな ぶら、 砂 演じ 並 
ん で、 戀 人から 义 葱の 珍ら しい 話を 一 

聽 きました 〇 風が 吹いて 狼が 荒れる 

H に、 なが おの 上 じ 立って、 おの 鳴 

るの じ 負けまい VJ 、 胸を 張つ て歌ク 

てまず、 戀 人の 脈. は 輝いて、 栽を 抱 


溢る え 許ら じ 注いだ*- 施の 様な 領を 

女が ダブ ト飮 みおず と、 網， の 中 じ 燃 

b てる 靑ない 巧斯が 息をする 0 ' 
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璧 


銜を 




含まず，*、， 


馨 雜賞屢 十二時 


'擊 を隱 ± 


お ミ r ; 

ぞ前 十一 時'. 

先 ほどから 巧で 一人の お 婦人み をを 

粗へ て おぉじ 巧 か 誰释を 言屯ゐ たが 

巧を はいろ/、 索 見し. れ嫁句 何も 其 

はず じ 街で おつた ので 六關 先を ブを 

み气 をつな がら 巧へ 入つ て 巧て 「を 

の繁 婆め、 柯が買 ひを ぅで ゐれ から： 

I 五 巧 離い めを 我援 して 滴ず じな つで 

I ゐ ね. みお 長し やが つ. て、 もれを 見を 

ろ、 是れも 見せろ かて、 ホク 端から 

ヒヤ- かしやが つて、 をして あれ^ 高 

い 患れ 杉 富い ぶ ケナンつ け やが つて 

ゾ J ぅ...，^ 何 V つ 貫は ずに 隨鶴 寺を 極 

め やが クね 、化ぶ 景氣 の. 際 じ ザ時埋 

:も ヒサ かされで お 溜' も眷が ある もン 

か、 馬淮 々々しぃ、 大体 傑は 始め か 

で 鞭の 力 お チャ 婆の お ボ氣じ 喉は な 

かク おめ. だ、 ォィ 尾 崎、 君 ホ 度： 一つ 

が； へ： おて やつて' お 給へ、 儀は ホし 路 

むいから 渡る が、 何、、 今を きねば 

か、 9 お节 ないか ッ て、、 いみ、 さう を 

帝ない、. モミ 君 二 時 韻 ミい ふ もを 段 

I 藥髓で 働いた せり. どを つて. へ. ジ ドめ 

てへ ゴロを 寢轉ボ ると 祠惦じ 巧 先へ 

ノタソ ち やつて をた のな 親を のみ 困 

口異造 先を、 ホ關 大縣ガ パと 濯ね 起 

きで 「イを ウホ留 口大繼 、よ乂 ホた 

、さア 奥へ ホ 給へ、 罔、、 タリス 


看 


一と 


ス前 だのに 此 席は おしい ッて 
游鹿 いひ 給へ 是れ でを モゥ 云 十 弗 ば 
かも 摘 ひした の だ、 澄は 把を のをの 
ホる タイムを 知らない からだ、 巧 じ 
なつて 見 給へ、 お 內は肩 獻§ でな 

前は ホを なすから、 何、、 淺 草の 緣 
な ぢやゐ るまい しブ て、，、 噓ぢ やな 
心ぞ 、ね！ 尾綺 、是れ でも 夜は なか 
''--商 ひボ あるね；、 時 じどう だ 貴 
をめ ホは、、 相 鍵らず お吉の クツを 
進ブ 違け 通し か、 馬鹿い へッ て、、 
さ うぢ やたい か、 然しい、 さ、 もう 
クブ スマス じ も 間 ダない の だから 一 
曆猶强 しでなる ベ'- が 入の 多い や i 

じず る さ.、 時じ柯 かお ごらん か、 今 
じア- ッブタ クン じ 働いで ゐる 妻る を 
をを ぶ やつて 巧る じ 違 ひない からず 
日は 乂ゐじ 語らう、' 何、、 をれ を や， 

をら うて、、 何 だ、 柯 'を舊 をす る わ 

バイで も 買つ て 求 やうつ て、；. イ .卞 _ 

賞を じ 限る、 ぞ誠 是れで おから^ 

揮き 通して 忍た 腹の虫め か稱得 必ず 

る だ やらう ブ 、其 御 思は をれ. て も. 死 1 

: ん 、へジ へ ツ、、 • _ 

正午 十二時 

.「 イ 'ャ 是れは 〇〇 組の 柏 愿鳥之 助 若^ 

よ < こ を御乂 ホ、 さ アずッ たんら せ 

j 給へ-、 ァ .5, - さ.' ろを 苔 あを.. っぶ 一 

しね や 支な 帝は せんこ* と さ^ 兔 六 .‘ V 

イ でも 一が 龄 ひわ まへ、 衙 、、いら 1 

ない ッ て、 ぶ 樣 か、 ぢや强 忍て とは； 

な徽 めせん、 何、、. 徵 を、、 イャお 

I 氣田毒 だかがず 扫 もず 一史' もない よ 

河れ 近} の 中 僕の 方から 持って行き! 

まず、 わ、、 少しで も-い.、 から 乂れ 

ろつ て、. ごうも 顏つ わな (憩を か 

きな から) 實の どころ まだ ホ 朝から i 

一文 も 痛 ひを せんので、 君を おは ク 

ラです からね、 をれ では 齒るツ て，、 

脚っ てち ぜホ かる もぇ せんれ わ、 盤 

いものは ない の だから、、、 才‘イ 六 

困 口を、 今度 クイが ッンか 犬 統領に 

でつ ねら H 本の •裕 居賴題 はどうな も 

。う、、'、 イヤ 相ぶ を、' 一先 ブ さう 

怒ら 始 ふな、 實陈 一文 もな いんだ か 

ら ね*' 义ゐる 時差 上げる' よ、' も！ ぇ 

ゥお歸 b か、 先ァ氷 でら 一が 辕んで 

がき 給 今、， マ，^、、 QG 組-の 了 お： 

克 生、 傷の 厚顔に 呆 がて 衙 つち 違つ 

た、' 彼の 野郞余 ほで るネ丹 だ：^、' 爲 

嫁を 費が ける 時にはを きが < やを で 

I 賴 ぶで 愚いた 癖 じ、 少しみ 貸を ャ 

-と乂の クく樣じ催促しゃダ る> 

先を 彼 @ 調 そでは お 散 か 街 ホん おな 

夕後 一時. 


裏 端の 荷物を がきな から 大聲で 詩吟 j 

をして ゐる 「孤軍 ン j 瘡騎！ 歷 みを 

I 破つ て ユ，！ 還る 夕！ 一 巧の 才 I 里程 
ユ； オヤ- ^~义 破れて ゐや ダる 、- - j 
I 体 化 カップス じ チウ チ f . スは ピラし 
たんだ イ 、ー ダブ ン解 くう もじ カタ 
ブか 巧つ どサ ウサ！ か ホつ 破れて る 
ゼ 、オイ 尾 榜 、是 らやグ .ー スて勘 巧 

猶 段で 實 つたんだ から 幾ら 破れて ゐ 
て も 化方ボ ない、 先 そは クン！ ふじ 
悉 じない ブ て、 礙お いひ 給へ、 たと 
へ ダ！ プロットで 買 つても 破れね 物 1 

はわれた ちので 其れに 尙 つて 化を を- 

巧 ふが がゐる もんか、 化 調子では 皆 I 

解く う もじ 云を 0 j お 上は お 目地 だ 
をう が あれ じ 向つ て 候 等は 皆 会を お 
ちれて 祝る もんか、 をれ で A ® は 
锻か をへ ない、' 馬鹿 祟 ぢやゐ るまい 
し 讀箱天 おでを 磯を 賣眞 する 奴かゐ 
る もんか、 侯は みをから を 速 巧つ て 
護. がして をち ブて 巧る、、、 巧か劍 j 

ン！ 摧け H ! 我 馬ァ！ 錢 るウ； 秋風 _ 

夕！ 晉を埋 む ウ^^ — 故 鄕の山 ア" ~ 」 ど 
一が じな から 破れた 茶碗を 橫 ずの 潑へ 
ゾ？ ラ. ごが ク がける 「ゐ 、是れ 
で頗か スイ VJ した、、 オイ 誰か 巧へ 
を か ホて ゐるゼ 、尾 おを 巧かん か、 
巧、 儀に 巧って 興れ ッ で、、、 應を 

;」； ど嘗ク てが. へ' おかが やう ど L た 
が ぶ耕じがを ヒ 3 イ ど視 い て堯て 忽| 

も 顔色を 媛へ なから 身を 宿銜 箱の 裳 i 

へ隱 しが 聲で 「ォィ 尾が、 家主 だょ 
が 貧を 取な じ萊 やか ブ た％ だ* ホ'; 
つ 出て、々 ボ！ ス かすな だ呈呂 つて 
くれ 給へ、 何*^ が 日 も ホで 同じ 事を I 

言クて 置いた ど、' が も ふ もンか 何度 I 

でもい > がら 出 ホる だけ 道 かへ すサ 


ク でない よ'' お 一二 でん グー等 だ、. 翁 j 

樂 であは 淹出 取れる しょ、 李 疆さブ 
しや ィ 、時 じ 君の 虞 じ 居る ツ フネ！ 
はでう した ホ、 桐 變らず おを < ない 
霖 だら ぇ おごれ^-、 巧、 もゥ 彼女 
どが 簾 係は 立し ね ど、 猿' つけ 一 ま 腹 
なしに おごる サ 、巧で もい〜 よ、 う 
まい 物を クン ピ おごる サ读は 来 だ 箸 

をを 唆 怯ない ので おの 乂 巧を 待つ や 
I 义を だ、.、、 オィ ソラ 又 ホれ、 ホ 度 一 

はおを だら う、 チヨ ッ 巧だィ 馬鹿ら^ 

しい定食がィ，3寶11寡豪曼 


•後 二膊 


巧 先で タ トリ- ^ W 坐跟 して 般を潰 I 

いでゐるとポ V ピ肩をた、<ものか 

石る、' ホ麗 先を びみく らして 「やア 

誰か VJ おつれら 妻 見驗裘 ぬし、 ょく 

こそ 御 入 ホさァ 掛け 輪へ、 がぅ しね 

ね 巧 今の 足下の 載が は、、、 最早 グ 

リ tv マ 苗 じ賦も 無い こ' ど だから. 一を 

懸命に 廚 がて 辛黯 して ゐるン だら 

一何义 、をれ W 反萄 じば •よ アと 噫谱し 

たブ で、 どうした ふだ、 义ナ ミス じ 

か 渡で も 送致して 展る 巧を 發 見され 

た ゆが'、 仰 さう じ やな. i !、 験を 化 臺 


か 多い 於ら だツて 





A 西 郁の H 本人 排巧頻 々たる じは 巧 
口で ある 然し 每 時ち 排巧 二れ て 人間 I 

_ 並 じ 取扱 はれり 藥じ 償發 ，むかなら 拳 

棄も段 i 發猿 ずるので あつて 比 镑巧 

巧 遜され で 泣る 東部め 日本人は を夕 

撫事モ るる ホ 少しも 尙上必 かない 量 

羅 す處鍊 ける 事を 葛へ ず じ 消 身す る 
ホを化じずる乂： か多5^めやぅでを 
る 香を はが ， r たる 千 紫ぶ 紅の 樹 下を I 

顧禅するよら攀ろ務！ ね る感叢崭化 
の 山野を換渉す る を钦 ■^ず る も の な 

も' (薪が 集 A が 狡た る 新月は 黒 絹ぶ 

ただよ 今た イ [タト 河じ甫 くさ わ 細： 

被が r るが 捧じ をぅて 某 貪 魅 煎の 思 

繫 淡き 處 をな. きつ 戾* つず る頗 付の 
を 糞 こみ もら 今し も 凌ら じ镜 渡を 社 

.を 蜜に 披げ ''る 口'! マン チブク のホ摄 I 

じ 接する 者 誰か 其 詩 巧なる を 想は ざ 
らん や 亦 誰か 社を 腐の 素敵な お藏を 

豪まざる をぞ (さ i ホ ふ ▲树 のを 美 

は娼賓 がに も 彼ず 二人の 男と 今日を 

奧の 寒空の なか 4 鼎の 燒 けね やぅ じ 
乂 熱/、 口善麗 なき 男 か播が 等を 彌 j 

來ブて 囚< おかけで がをは 馬鹿 じね 
C かつ だ (雀 材) •：ン 'ダ チ ー本 買， ふ 
をは 惜しい か共絳 をのを 费黄縣 五 他 

を 巧す のは ホし も 惟くない ミ ボふ會 

實ガ あるか ど 振へ' ばを ぶ 弗の 谁賴を 

ス イト f 一 .^ 卜じ 遺ち がら 共 を 員た， 

れ W 勸 むる》 J 义が のな 方踩羅 なかし： 

て 逆げ る 人 葬 人ボあ タニ 會 員) A 夕 

イク々.- ンの 薬を おに 組霸さ れゐる を 

聲會 を鴨鲁 とな 稱 したら がう か运ま 

つて 居た 入 ダを クわ盖 レ同會 じを 進 
佛 人の 現 はれね るよ ら投巧 揃を 讚す， 


主 ホ： 


れ ね」， と 書いて あつね どい ふ轉' 

けず ぎら ひの アメ率 君も撫 がし 怒ブ 

ねこ ン でし' ょぅ 二 巧 詩人) A 嘗 巧で 

梟 もを い 下 あ屋じ 一. の 名物 ダ ある お 

だから 其 菜の 止宿 惠じ巧 ひて 見る ご 

を 銜じ廿 い 物な. しど 一笑 じがし もつ 

た' 館は 近 i 懸賞 附 でる 物ぶ 採 索す る 

から 巧れ む 披露ず るょ！： クィ ランド 

生) A 當 巧な 留邸胞 の おじ 新劇 圃ダ 

I 組織され 每巧巧 行す る 蹲 ダ あつたか 

I ら吾 筆は 大贊 成を 表して 居た のじ 其 

^ をを どして 消息な し 失敬 乍ら 若し 树 

め 0 0 避の お 巧 じ おして 遙延 々 k £ じ 

まクね もの ど すれば 眞じ 遺が 中 巧て 

をる ぶばず 乍ら 吾 楽 多少 綾 拱す るぶ 

必な 5( が 劇 生) A シ卞 'トグ 山 田銷牛 I 

君を巧の滑稽維諾ド ン ■*:ネは取み人^ 

の揣 をが 請む で 八 ホ あの 腹皴を 破る 

こど 巧ぶ あ ^ 見本 どし で 新報の 讀を 

; 諸君 じ呈し 度い から ホ 望を は 申这め 
(社内を 狸) A 新報の 約 巧 延期 じ 就て 
御を あれ々 臀ら < は 六 巧で み 年 ホ j 

じ乂巧 じする . 

八 お® ゥッ八 巧を 並べず ど 金の か I 

面み ずるが 第 j . 

をつ いた 活字 巧で あら ザら 人が む 
ら拍 ど 巧を いふ 甲斐 (是羽 綠巧苦 一 

巧 武错奴 r 達 崖 事—累 ) 
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® 巧照ア 3 傻舊ノ 御 愛一 I ヲ么フ @1¢ 

) 電話 プラザむ か； 

み兰六 四で や 箱が 側 承 I 

# 一骂 K 5 ま 江で. • ISfew ■Yorlt @ 

@@ ホ 霞 @@參@@货 み 


R 本 〇 乂事壽 


ぶ 事 諸 おの 便が を 許ら 巧喀親 巧を 旨： 

VJ 致す 巧く 候 賴薩績 御 申 送 被 下を お^ 

電 諮！ 二 〇 八 か ブライアント 

》援 ま h . A ま • oor なを》. Y . Q . 


+、 

ぷ日 


□ 

己 


診察 


卜 


を 蘭ぶ 梅 j ‘ 惟 


申 


」. キ后ホ 時 ま 同 八 時 
▲目麗 日 午前 陵々， 

.西ム ハキ 起 了 百 巧 十二を 
電語八 八 ミミ。。 ン/ 

げ ぶ 春錄 


パス* 

0S 

斗 


止 昔-^^ 今る じ^ ブタを 引 掠せ る ものな た 一ん か 


趣 驚に 蹈嗦 でもして 湛 おされたら 複 

だから ホ、- 鉤事も クリスマス 補 だか 

も 眼を 夕ぶ ダて 辛抱 3 る チ、 君镑等 

か 菊 •つして ゐる运 餘程數 め やうに 見 _ 

>口 る だら を か、 なか/, \ どうしで さ _ 


骑呵 (經緋 入 ミ 强ボの 索 かお 賓目譽 j 

を洋聲 をに 寄せて 晋の 殿に 狭 じたる 
直 選 句 0 よしあしを 詳した る 巧 じ、 
「を もを をの (氷繩 おいて) のがは 金 
一謠 乍む 句 じな つで 运らね や 5 じ 思は 


I 冒 本雜貨 3 も寶 I 


目 本 雜貨雖 に. 
ッ ン子少 類. 
森が ブ タザ 1 ス 

養 里 器 雲 〇 養 TH 翼. 

546,8 置 ad 菱 y K . Y . C さ， 

量 夏. 霉 一一舊 為 


A ▲ A A ▲ ▲ 


•洗濯 所賣 度し 

▲フ ゴン 、洗濯 親が 其 他 一巧 完， 

金 得意 巧 五十 巧 上 
キ军 巧ょ ら育雜 


虎 痛 


ク 


巧 上の 驭乂 るを 

ま 人歸巧 じがき 得蠢辭 0 獲】 顽賣渡 1 

し 


し 度し 

A 攀驗 經營， 


I しねる も 0 なれ 
ば 賣買契 韵の密 日 よら 


を 得 ザし 


議指 1 は」 4.5 靈祗 


を 込まれ 度し 


が 衡希留 の 力は 厨 社へ 


參御霞 業 




萊離馨 


i をぐ 


i 羅が搏 义堂書 巧の 大勉强 
A 書籍 雜誌 共悉 郵琼無 お ， 

ホ菌 如何 じ廣 しど 雛 も 書籍 雜誌基 

をく 郵稅無 巧なる 磬 店は 獨ら巧 文 一 

查ゐ るの み . ' 


•沿岸 體】 の j ホ 寄 庭なる か 
j 勢} おじ K タックの 一 雲い擧 I 

新開 業なる か 故に 一 おの 赛 
j / j 綴 新ら し < お 紙の 破損が 黨- 

♦'0 j の槪着 等の 魅れ なし ■ 
™,;^ t 7!♦新謂書籍の深出なる擧' 

♦ み 每巧雜 誌が じ 新 巧 寶到蕩 を 

を！ 


早き は 化 ホ 第一. じしで 轉じ I 
弊 巧の 誘 も S する 慶 なを 


特に 地 ホよ 長 御を 文の ホに 對 してを 

巧 かなる 籍を ど 雖も 取扱の 了 寧 じし I 

て發 送の 巧 遠なる 事は 常に 弊店の 務 I 

めて 态ら ざる 處なも 


新刊！* 案 S 

畫當 武逢蕃 '宛權 四辕视 


ili なな 贫 


明 f 給の 女官 


す 主 じき 屯のは 宮 化へ 忘は 鼓建踪 j 
巧の 馨一 弓‘. ホは 淸 装め 看 影 やさ t 
.着に なぶる 光榮 をる 其 女官を，、 


さぐの 翁 語を 趣味を る 整， にて 塾 

.’擧 


せ 左-が 本霉 なを 

皇室の 奧 深き 禮 にも 面白き 赖潑を 

しどせ ず舉す る じ 孫 有の 巧販賴 
るふべ し 




御遵 ュ因づ 「ブ I フグポ I ド」 化壞 I 
ニュ！育ホチ卞！ダス巧 

十み 受ず巧 及 十】 巧 腐). 


藝淆 P 手紙 




ぶ 0 


ミ 8 白 巧 


去； 幹 か田錢 牛 ；： . 

ホ！ ス巧祖 " i 板め 豬ぞ. 

, 淸穂お 飯な > 、譲み をき 教ぶ 
'1 拖挪 なんて 蹲 田 抜を 破れ''‘ . 
v ' v ャトグ げノ‘ テみ 祗を巧 
がす 耽 あ 所’ J 

M § M . 

- j 二： - -.'.t?!:., ■. 二.！ — K.g.ffn.i - b:>. — .k 


? 4Ti?>af 47 &f . 

fAfAfAW - 1 - ■- ■ 



日 □口-な 日 □日日 a 日日 ご 日 |J 

日を. 木 挑 ホ お： 加 


□ 


a 巧.口。 日 □日ロ ロ □口 a 口で 


M 001, MOMONCH & C 9 
' ごな 舅 运な t こ N ふ Y. city 

一 ' 己 ep ザ 01 ミ 5? 黄 たを • 己 ay 


一 さ 1 - -i f - &¥■ 

t- 0rAfAgrAf. 

4 が晋 買藥、 

I .だ デ. 口！ 藥應 

J 殊に 离見ド クタ？ の處方 筆持疋 

一 さ 參 ©ホへは 特 がの 御 お 益が 計 
ご. 巧审お .V . 

こ DRU 苗 s < ro 巧 巧 

こ Dr . rzuRS 

♦か 一證 wlldso 口 Ave ‘， oor * 化§を St 

♦ i 1症’17 養 宮把己 巧 r 复 kl づ一 


1 4fiflfAf-i srtmr. 
I I i t - i - KT 


-ATtf t- Ay. 


itMMfAfAMW. 


i i_ i 


こぶ 

絡 


憂. 

ご 一〇 
一二 0 
八を 

5.0 

盖〇 
一を 〇 
-ぉ〇 


..縣 軍 
閱學望 C 著 
が 蘭 がらず 
都會 i 、 を 
i 襄查集 止 下を 
滤泰雜 誘が 楚巧著 
お々 め 奢 
新 猜夜讀 
半， 玉 
妨ぉ 天皇 

を 渡を の道蔚 渡を 
實 業の 扫ネ赴 長 增巧義 一 箸 二 並 〇 
摩®.®®;®® 受@@ みを み 

靑洋 が」 修養 . I 

巧®®® 蹇蒙 承®®®®® 度 

を ホ两贈 a 駕 遭遇す ふ 實際簡 題に 邀 

きて 相談す る 蹄 友な く奪發 ずべき を 
蓄 なく宜 ら煩揭 ずる 入は 讀を； ’ 
當巧 呂說 薄 文 館 大形 お 五 

を. を 中 腾裝 ： 

を 並製 


を 庭 日 設 ，.を 
重 巧日說 ： 

萎當巧 日記 

秦义德 申 曰 記 

ポグ ブト 目 詔 

を 


を 


睛繫 


IT 


ち 

函〇 

画 〇 


四 0 

〇 
五 


蘇 


ス アンが グゴ巧 東一觸 二ぶ 〇 」 

'，'碧 

. 0 

な U ち. 喝 irst 化 t - 片で. ごご だ 色 ま. 0 AL . 


博 文 堂 









為 f 蹲 


..mft 


ち _:r 立 遠： お 


"TT 碑 


I 韻 



WS 



詩！^ 

.も 

TH 


を 


.を 韻；、 觸 


3104 Mi 昏 i を n . 穿 如 

•か h ぞ篡 〇ゴ ー‘ 

TeJ ; 1)§於1曼47を 


HV.: 


ごぃ 


1 


-客 觀臺戈 

I -- 一貫 十目 發 — 

溃狩か 家 巧勞顯 者の. 增 就は 感必 せぬ 

llr - か. をぶ 巧ぎ^ だ、； ミは 泳窥 め觀蕃 

,1, す 爾 んて 吾人 斗 大体に 於て 病 意 

1.11^ 蒸 じ お* 然し 厳觀 察は を巧勞 働を 

^ 話 帝を しては ホ 常なる 游辱じ をらざる 


る、" 


一||^;勞樣寒’ぶ增郝すれ 於同贈め純だ 

驟 II 嘴 梅の 巧ス じして 勞鐵 者を 黎縱 せら 

もを を ザ、 -.- 翁 .m 乂議係 货福壤 がが 

.嗦 憑る 硫し 咱义象 働 者が 赫巧じ 

I ■^ 魏 した - > ど て甫馈 を矿ネ 人の 發糜 I 

去 t ね影攀 をを ぼ さかる は 親 曾の _ 

じ 察しで 巧ら かな-^ ど 一先 叢を 論 


ふれた る 勃 /、 餘- じを しからぬ 事 I 

鸣 - .1 .点-' ' 一 

|| 々がぺ が、 倦な ぶ 家 巧勞衝 をの 增也 


nr 


: 吏な ゴお 猜轉艇 め 發簇を 求む るは 


讓る窥 ぶ 於で を 漉爲ら ざる 主義 方 載 

寺を -幕.‘ 。横 0, . 冷 ": 

一！^ ザは 族を 餘 y 實按餘 も 媛 値を' 農ぐ 

一!^ かじ. がみぶ ホ、. I # 嘶錄 だみ たか' 

I 樂お もぉぷ もぶ しく 婿く ぶる ベ ん 

獲を} 黯 張め 霸摧 を 巧て 事物を 論 

11， ず ぷ蓄じ 非 乎み 然わ锻 ，が だ聚 あじ 

r |;| ‘さ かたが ホ® 驚 民 願 係が 孤 會か朦 

岸--:‘ J ,, :^-ぷ； 

1:;! 微 な'々 どせ は、. 曾つ て テ ィブ ッン拂 

:一識 が 浓齒に 移な むてぶ 多 數の华 なは 

^|^^尚勞衝じ彼で鷄锭せをれた る如< 

をを 獨乂 が， 一時 家巧勞 勸じ擺 服せ し 

b を义 現じ ヌ 々シデ イナ ブイ アン 人 

覆 私家 巧勞 働を 脫 せんごして 脫せざ 

る' 雜イ 、現が 米鹽 のをら ゆる 方 商 じ 


があ展 めが 橫か是 わざぶ じしても を 

人は 毫も 悲觀 する を 欲せず お 0 
f ’ 皮 族 か 新 天地を 開 猪す る じは 少 
ィ」 も あ寸 年を 算せ ざを ベ か ‘'^ ず ど 巧 I 

じを_ 

肢意 ホに あて 吾人は 巧 俄を じ 同胞を 

尚勞 働を か 梅が し ミ 倍加ず るを 冀ふ 
です g 候。 

ホ衡 古に 於て は 昨年 巧、 同胞 戴巧勞 I 

働 者の 需要れ 遙 かじ お 給を 越へ 貧を 一 

ホ 巧' 四十 弗を 下らざる が景 がに 候 

吾人は 遜 基 現な め狀 勢ょ 曼猴 をし で 

ホ 嫂を を中必 としで 將 巧！' 千 人の 家 

灼勞働 者を 供給す ぶ 事を 得 . べ乂候 0 

tp 當方街 じ . 一千 人の 同胞； を智 ず、 る 

に 奉ら ば 阔胞か 如 巧なる 事樂 を經拿 

I ず 如 じがで も茫 だが 都を どな じ 候 0 

殺ち じモ A の 因 本み の 緩 化 入 か； 一ー ヶ 

番 五十 巧 巧と せ ば 典お藝 力に がで も 

巧 ホぶ 弗 じ 達け ベく、 賠菩 額’ 一4 奴て 

ち ，''’ '、■‘：' 


も -^ ホを F 接 ダえ ベく、 從 つで 四 


ホ 万 弗め お壤ぶ 十-巧 弗の お蒂じ 化て 


量の！ はだ S 、 を じ 白 狀 ずる' 主 
漫は可 盤ら しい 美人が 居る からだ 
何じ必 配し ホ まふな、‘ 齡 漸く 八 才だ 

巧 輩の ぶ ヤマン、'- け ィスは 實じ瑜 が I 

だち 我輩 割 處で歎 翰せ ちえ':、 から 一 

れ 、先灌 て、 ホ圍 必賛會 館で う ィス 
n ; , 乂シ八 ホ舉 がィ か-.! 巧 丈の 令截じ 
瀑つ た、.. 卞乂义 の 米齒を かみ 懐に 0 
♦'ホ 川 道 次 飯 あ 夫人は 譯 目' ゾラ ッ. ク 

タト'- r ン みす. 八 ホニユ r - ィ 心 ダ，々' が 

ぶ 婦人 巧が 嘉も她 空 K ふ當め 凑攝： 

で 花形な 者 W して、. r 御な 芦 速を J 
r を 機なら」 r 礫が 夫人 かな 狩」' 等を； 

藻 じら わたを ふぜ をる、 か川夾 人が 
添讓 をが ゆ をれ だ どは 火 斯螺〇 • 
み帶が 中央 あ 请简の 調 登に. 过れば お 

集賴 じ米菌 八十ぶ のが 立 諸. 犬を 及び 
を 等專 巧諸學 操に 於で を 义 れら がた 

敎背莖 はが 央 政府 支度の 舞 かがが ぷ； 

典が 處ち ぉゅ みか ー ホみ 巧 力聋 ごみ 

化を をして を 計を ホ 五 巧 万み じ 達し 


身の が 有に 餘 しでを る、 つま^ 本廳 

赛め務 まは 鶴 藤を 肥やず 篇 めにあ 敎 ' 

心 お掛けて 居る 樣な默 態 だ 0 '; 
i 鄉霉 とか 河が とか 云 ふ 建 職を 韦 V ン 
ぶ々 巧 姓 興じ 建てさせて、 輿 御堂の 

ホで が 一日： 一； がス 下め 劇 傑 かを 飮 お， 

をして、 糞ら ホ 增ち巧 まも 乂簡 も喧 

潮 かお ホない やぅに 醜 磯を 摄 める 有 

I 餘だ 、驚に® が ばだい 〇 - 
1.: 其 二、 墙 がが ホ 讀 を...‘.. 

ぶ ブィた は窗 語寧锻 どかみ 學 おどか I 

山ぇ 目 本 入め 學 をが ぁるが 其 渡に 敎 

觀か 執って おを 先を は 實じ齒 祷保蒋 - 

ま寨 おで、' 朝な 夕な に强童 じ敎娜 'も 

深は ホ國の 短ぶ 义黏 ど、 巧 本が 特を 

たを る、 なお ムを 重を おでえ 國人じ 
翁し 义ホ齒 巧を 棘に ねぃし でを 感情 

を播 かしむ る や 5 な 方針で ぶてを 量 

を馨 レて をる らしい >0 '( 萊亢) 


Jn 


‘ prr - 


心 1 


■ k 
ミ- ぉ ^ 


5 i 

V 社，.；，-;';;. 請； f ぶ 背ぶ 鸟：： 


著 壽 






を ~ 




%. 


.句 




篇 


M 巧 


m. 


'恩 


か - 



:一 


③麵閱 襲糜舍 ， 

穿ぶ 儀。^ 渡 お遽を 戴-業 お 從讀羣 僚處今 i 客 諸が げ御觀 めに 敬’ 9 窥 たじ 左 

一 謝を 厮 争® 5 が 慕ん 獲 敵 礎す を- 囊壤 蓉‘ ぶじ 應じ電 露 何卒 御 ぉもに 羣度 
をを 舉 願よ 像.-.; ■-: 11 ; . • - 

: '油 地の 精 撰には 驚矿 じょ-嘴 攫— を！./ 'I 

狼 鮮ス第 舞を & 載 辦流巧 I 篆じ瀑 名 
k 一 聽羅霸 43^^ じ 端を ホを をを 斬蠻澈 候；，.#. 

，づ撰 

部敎 夕敏！ 

* " . 3 没を ■■一 p ,* 

.暴 

，.〇 今 

類 南 難船，.； 額 遊，； 擁 


•畫ミ Jr 」 賽 'み r 



■P 

桌 i 

I 善な I 

' -を 




I 




万 


—1 


'鐵就 霜發给 して 特加 避傻— 卞 觸齋； 狼ぶ' 茲 物. 心夕 


表； が 


為 I 


だ ！> 


: ''ん たた 

.M 


1 .'う シグが 鴻； V 或ぶ が ダ、 離 上げ 等ぶ 礙狎 猶疆进 速が 寧 じ 御 巧俞じ 態ず 
〔の 箭は歡 謠义 雌！！ 聲 じ！^ を# あ 第 早遷參 上す 化 候- '、 ： ； 
'う. ユ； ョ！ ク-巧 酉 二 卞了哥 一 I 覆 地 第お銜 'のをな，" >.ぃ- 一： 一 f . 

<—■■ 1 : •: ■: ■■■■■ミ , K ! !:—! し’ 一 

電蕭 .尹 ジン スゴそ 

一墨爭 ぶ？.. 一：；; . V 歡； .縣 '醜'.. 4 .譲自 


妾 


ii 



0 0 . .. 

.靈籍 SS 1 嘘 無— 雲" 


- - , . ィ . ! » ' ジ ■ご 古 •■•占 f g - 三 ■£: •でぶ ••■も を tL を， 

三^'.;,...‘-:}-..:.' ご；， V み： 措ぶな 茂を V - を.‘ 巧-: こ : こ 》 

^ 章を^ 冥 舊尸羣 ミ； 寒 J , 夕寅こ 雲 薬な’ 琴 お |一 Avajew Y 夏 弦ぎ 

ij き /- 一 呈 が是-; 器 擊 登 費 3; 一？ ここ 

養' 隱 萄 一 ... V 這^ 


i 


a 



ホず を經濟 がが がが じで ' 看 猫ず ベ . きで； ；. . が、 お 


p 炎 勢力を あする 人禪 もホ國 移が の當一 

じ をら ては 縣を家 內勞働 じ 求めた 


をが が 乎、 之れ じょって 闽胞 おを 化 

潮 益 令閒が ザゾ々 婿： 数め 方法 組撼を 

幾 見ん 得す X 候 9 ぉ： 

尝 人は 勞働署 の巧郝 じょ かて 巧ず ベ 

ミ 惡影蠻 ぶ 認めん 占 ぉ 聲ろ热 が跟を I 

認 かるを 冕 どし、''. 現が お ザ. ど簿ザ 4 

る ^ 南俄古間胞 が を ！ 他じ散在し ク 

、ある 细邑の 一人を 呼び寄せて 家 巧 

勞 力の 不 ぶを 補ひ旦 つは 义 、祠胞 み 

集中 漸度じ 化で 生ずる 經濟巧 利益を 一 

取 めら れん 事を ホ 遵 致し 候 0 


捂 ホ萬餘 弗で、 日本 唯を め 最窝學 お マ W 

:版京 帝留ホ 學ゃ 幕が に 幾む 巧 邱东踩 

がをおが 知 額な 贼 をいで 如 だけ か 

ホ 俄ち 乂學 巧は 體職 をで ずが 識^ 萬 

ぶ 運 讚 等 灣を ふが や。 こ？ 

# 靑年會 め 基を 瘡ホ 弗滿賓 曾は こぷ| 


'一' 故' 入. ぶ 部 
ぶみ ぎぶ 給 ぁ弗ム ハを み顺 逝./' 
r ゎ'''; 朽：譯 '一を： 

I を おな をが 寮 弗が A 船 化.'.、 
|.宁\ 二：.'' 知バ '''一' 鶏 期 繰越を を 
1 をん 粮お弗 趣' を费勺 摩が を 等化义 
I をを が 豪 弗 五が 化 化冻按 を おが 
す 甲 妾/度- 么ず部 ぶ；/' 
策 武拾巧 巧が を 他が を ' -‘' を：--. 

'も.'.'.'' ' に 內 。 露、.'. ごで. で'..、 が；. 

を豪萊 五が 仙 也-'.. お夕 .へ'- ッド 印刷 

を あ 弗 觉拾化 化.' ぶ 顏會豐 巧；-'': 


赛烹奇 . 

爱ぞ| 巧 f 1 isigg . 4 

."巧た 一' て". 戒綻靈 草 琴：'. .'.を-' 




>> • * i 

in ミ i 三 ー ミ！！ ill ち -yBIlmBaliglKjua 

-JIglagllBIIHIQIi をを 云 i ミ £崖 


為 






一 


H 午を 八ち 口田 謙 一馬 司を めで 墓が 乘 五が 仙 化 


すに山內、 山ひ巧<5?4^其化のがぉ*" 

襟 輿、 御 雜走出 程 ある どい ふ' 避。 


すしは 或る 錄の乂 j ど 鎌 も-をを ぜざ 

1.1 ，もべ--、 從 つて 最 あじ ホ 國じ移 化し 

悬 ''る.， 目 本人 か 家 巧 勞働じ 身を やつし 


|1ゎ . 女 どてを 膽 ずる 程の 事 じて は 御座 


.. 

P を、 候。 


去级 がを 熙參を 年 願 阁胞か 家お勞 

: 鑽じ涵 瓶して、 新脊 なでに 於て は 塞 



.▼雜 報 A ■ 

♦が ミュンヘンの 大山を ょら、 獨逸 

はを 濟の國 、人間 到處 じを 酒 あら、 

飲む 事が 上ず じな つて 困る、； 、ュン 

ン じは 米 圖の敎 貪 ど圖馨 館が るる 

僕は 前を じは 御用は 無い が 後を じは 

大いに あ b で 殆んで 每日巧 張す る、 

我 叢が 每リぃ 其 處じお 張す るに まつた 


川上 淸 巧の 視察 談 I 

(狂文 黃 記者) 夕 .が 

其 一、 乞を お まど' ィヴィ 島 

大谷 本願 寺の- プィ島 邦乂脉 じがけ 

る 教育 上、 端を 上の 壁な 甚だ 斌必 i 

かお 來 の？ 

i が敎 郁な で稱 ずる 連中で、 タネ じな 一 

れば敞 あの キャブを 遊 固 たでみ ヤ A 

ヤ 'ど 何んだ か 御 媛を 請んで をを 集め 

て 居る か 其 集める をは 纔 ベて 巧. ま 旨 I 


餘ホ 會み遂 金^ 
をを 巧を 拾 五 他 化が 君慶 奉じ 付 _ 

贈晶 .； 

差 引 現 化を 六： 自 赛セ踞 戴が 磬化化 
巧譯 

でを が壹弗 或が 蹈他也 

. .带金 部 巧を 

をと 抢弗 九が 九 他 化. 普通 預を 報^ 

..なを， 

を お 巧 化 .手 一 冗 化を 

を 之 還ら お 相違 候條 をに 碧を 報吿恆 

- 化-' 

义正或 年壹巧 一二 十一 日 

'茜 巧 目 本人 會專 巧费事 

■ ■■ ■■ >■ . ホ 1 ,. .. 鐵も 

水み が 一二 


瑜鹽 .戴 繁警 驚蕾贷 

金 祕瞧馨 蠢藤獲 一 一 

ぶみ 脉獻簿 進 舞を ぉ：， 吝黨 
な|を齊重'番懲巧五讀蓉囊 

ご马 ' 舊韓疑聽腊あ業を债 ぶ 奢部を |^^ 

资 圉政朦 在を テを を 俊を 部 街 讚 洗 1 

み I 恭牟 蚕ぶ 卞评儀 液す 棘 游搔み 徐を管 

據雜謀 巧 输ノ- 鞭が々 本衙便 盛を 說 
踩 がな 後 豁胳ち 嫌を お 本 棘 爲换换 ^ 

麓ヲ おぶ あを 截謙蕾 御 遇を 巧 申 化： 

段廣を ぉ， が'':'; . 

乂革 を一异 一 __ ぶ 

薇 潜ぶ を 銀 狩が 宵 ぉ酿所 
'致 一 V 己 r S な 毎 t ; イさ York . C を- 
^,^ 義 SP 舞 S わ敏 


- V ぶ 



養；. 

痴為茵 縣御黨 お樂無 化應崇 
を撤敏 


著^ 鄉 藤應ぉ 


堯舊露 ホな 觀誘 

選鑛顯 

ー ブおお il 賢 時繁‘ 

で お fit ょ？ 窺，： 1 . 

^ ---- f をを ■ 擊苯 


嘗 

I ぶ > マ -y 




を おな 一霞 T 惡ミ Q み 病-? ツ 

お榮 萬. •を も沒 紫を 音？ 遊. 樂^ 

盤 落電礙 蓋' ぶ!？^ ぃ溃 5 赛 

一品-'を：3.活；^^^ゴ4 . ：'藻卜 

か禪 .'萬 ネ； 来 俄を' ぶ郝 僖ぉ雖 

金春祕 、一- 材胞 が 位- ノ徳 療夕圖 ブ发ノ 
奉 業 ヲ經營 致 候 r , .. v : v ' 
ly 職業 事業 お旋た 二、 を 莱善興 進 

云、 を 巧 巧 理事 お， 画、 賓買實 借 伸 か： 

ち調杳 案巧壽 笑、 戴 祗馈の おみ 


，: 、賠， な‘： 



圣 


誉墓 

ヤブ 、ッ た！ どして 楚乂 をし 希 壁の 

讀堪 驚？ 肆 窜馨 ； i 

:藤お 雜食店 


看 


"寺- づ 


襄 謬蠢薦 


iii 讓 


で 地 




整 


ぞ、 


議囊衰 一 


P 


審^®! 罗 j 

.篇龜 人..';，： 

=ぉ^; 早 用 驚 次 靡 


-'\這| 

動 




藻 


参 銘 


-710'<爹 一 "60 一な i 度 or ゴ置韋 ぶ 
完巧 Broiuhv ち， X . Y . Ci で’ 
Ter 惹霉 淳§ 芭を . ； 



お 


臺 I 


I お V . を 私. 一切 概諭 ，み、 蘭 事* 雜齡诚 


0SS . 


やま、 こ. 淸木ジ く 

を W . ミを ぶ 

- . が r 3 々み . C をを ぎ S 



が 部面'. 二專霉 ミ 選ミ夺 I 養ヲ 資フ！ 

テ御恢 巧ち 應ジ对 か 娘..；. 

I A ネ髓 ^ 阔雕を节ゾ 御愛顯‘二 觸 * ン . 

游 メ-圖 書縱覺 爲ブが 開.. シ义 H 本 慰- 

雜 露^、 御 おがが， 中 候、' 縱 P 第一 
ホが 一.. 二 凡 初が を 二 完備 巧 致 何を 御を 

輪が 磯 候 ’ 


-.WH * 
お 

宿 

;s ? 


本店 


金 ごがぶ 圓な上 
利息 ま ハみ，. 

を 一 播五圓 な 上 

■ '.结 を牟 四を 一二 廬 乂ち -'; 
をピ. ■巧 圓 じかぶ を！ 錢二廬 
: 當座 巧圆 にが 日 ホ-!^'’..， 


ホヶ をな 上 
一一 一年な 巧' 


麵ぶ 金銀 巧醫霉 


編 8 麗て精 


迸 

li 


ご 



一 も 


.. V .- A :、.'. わ.' タト， 旷 ti ミ.— 。 .... f . 


. 务が ，'聲 

爹をぞ みぞ 


V で 


fr 


、、二" .， •■ミ 


B 


.若 
rt 筋％- 


。户ソ が 


含 

- ■。を* 




一彰 ご 


葛 


繁 '一 


S 雖篆 



義驾 4 


gl'V , 



一;; 


たな 




タイ 


V - 


載 





4 3 みを，‘* ‘：奇 分 t . 舅 穿 一讀逢 違 


ィ V 、 瓜 


画 


» 


を 


蒙’ 


琴 A 


繫 


9 


含 


0 


早 


ぶ、 夕冉 


冒 


绿を？ 


i 


I ■，を 


え ご 

if か 


お 


皋 錄朝 する 人々 

'♦荡 峯巧 ± はずる サニ HC 窝地 お發； 

を 港發船 天洋义 じて 歸留 する 壁 じて 
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了 間の 慘事 誤解ょ b 巧る 者を し？ ネ 

、あれは 誤解の 悲劇 じ ホち ざる 
ち 賞 一、 彼の 煩闊は 如何。 腿 下 じ 
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^ 題は を 年の 宿潑 てぶ るか 戳爭 じて 辩 


..皆 姨；； 駒 ク隸； 

. '''衆 城 常 陸み 

魔 島 西み 海 

変 塔.' 朝， を 

靑 森千廣 

靑诲錢 ：滾， 

.千 葉. 请見 山' 

お 川. 夫め が； 

中葉. 龍ヶ崎 

..靑 森， 機‘/ 州 

大阪 礎 ' 瀉 

を賛/ 佐獎 海^ 

春森浪 みを 

おを、 み 常 障， 

太阪- 四海 波 


當 山‘ 梅ヶハ か. 

霞 山 . r 太 乃 化 

予葉 急， 

衆を'. 雾濱. 

嘗 -3 お.， 椿 

富 山 黒满川 

新 端站を 

東を 錢 渡..； 

が 巧 4<; ^瀉' 

ぶ 城を の 花-‘； 

.渐瀉 .桂，. 出：：； 

羅富お か あ'; 

東京.. 巧 山" 

藏ザ ちずみ 

を 庫" 巽 龍 


1« 

ク タン 薄击 

の 峨に辨 ず I 


だ戟啤 ずぶ 勇 為な だ がげ 謝 暑、 おを 

を 蘇ぶ. る 满也一 ど' ぶぶ 乂本 か- 

僞廓巧 透 ザ名丞 がげ 味 ルな、. 票 サ：妥 

ホの 孤 ザが 4 處然 かぶ 乎は 綠± が ホ 
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疆费 六な. ぶ 十 方 凰 邸ち 吉巧餘 巧 巧は 
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Saturday, Febru が y 15 も ， 1913 

SOME 觀 W Y 郎 K 
NEWSPAPERS THE 
JAPANESE READ 

The Japane が a れ ending Wall 
另 なが t 0 街 6 が are genially がげ i 
with the Nt'vv-York 妊が; tkl in the 
imorhing and the Evening Post in 
が ザ evening. They 沁 ke those papers 
perhaps not with a desire to look 
で la がが c， but because. the Herald 
publis お 巧 abundant cab! egra ms , and 
the Po が i お chaira が ei’izeu wiih a 


■Japan do«s: 。。わ： ぞぉ 

江 rui だ X 瓦 tk)n: of ManchuA 
for t.h な t purpose 王 t ミを なだ巧^ きを | 扛， 
iK> we veiv- that China siu ミロ ! <1 beujia 藥， 

.to pro 放 お e to Jap なむ not to を 占爲宗 i 
Msmch 口 iria to any o お 卓で おを を J 

Pro おが or Ukit’a d が ires to 1.4 ve; 每占. 

ievxi-\ oi "lease of Art た。 ど. 巧;- .一 

ized た rui. 巧, 只 s williag to he ミ j>, if .ther を 知む <led- 1 :o about ぶ hurtdr が Ly 占み r きお | を。 むむ 巧 j[ situation has' わが tak—en 
巧' ere an opportunity for sucb acticm, 


During the Chipes revolulicm 
巧を お h broke じが-施 the* JOth of 
Ocl り bei: 19 . 11 , and ended おか th を 
detlaro 打 merit of the Manchu Dy- 
rms わぶ a tl、e 12 th oTFebraa 巧 玉 91 も 
the Jap を ncse goverame む t も ympath- 


A k お leidosG な!) ic cba 打 ge of the 


一ぐぶ" 

hoi が e 


齡お《诚むか\—す11及て〇 〇んもに王，お1：む卜!ドが1 will and him wo ぉピ 
: -が. 典が り r がで 0 封 も.‘ ’ 池 泣む. 村ぶ が era が ぉを r 既裤 ta か V' さみ y 

Justice — ち l|M 至丰 A を A .巧‘ もな 化 をん 致 t ミ お】 ぶ ちが e. 王む 也 e ぶのをょ’ぉ茹 


な が がな が of th を d ミ-が 化か， while- the 

Japanese public. ao< ミ newspapers 
showed a si の ng symp が hy with が e 
reVoluiiionari が . Ait が the 
tion, however, both the gov を 
and the pab れ e saw that they wewj 
wrong." '了 his お a view express が ミ! 


w が 如 g な arant が in 琴 扣 V! ん弓轉 句 place m お 趴も が eoinpaniefl "with 
of China, the p の mi が. of ru の -c を fsionjnu み bUn 客 and riotiri 呂马ス ac か， お妃 e 
of Manchuria to a の oth が couu そな： . —/-I 帖 ゎ of tiie が 8 むは ba な が 恍 atoeeurre す 

y; ： 5 む xne な韦 ber 5 な r 玉 90 5 , as a de- 


xortner jyu 打が t がが i^diication. 

取 おみむ が…] VIASAI 3 巧ん- MATSU む 法 
Agrictilttii’^ 夏.只<^ Com なが rce^II 在- 
’ JI 弘捉祕 3 TODA. 

C<mi の uruca む 0 お 一-了み K 技 S 勘 王; s— む 写み； 
Tjh 化 shows that M も I。 口 ka ミ and 
hm む Uo が ers in, the. Aatkamli が 
Pa!’ お （お 恍 お] riy of Ooun.t Qkuma) 
h なても! り iri ち d the Beiyukai : (forraerly 
p が お ded l> を IVIar なな is Baionji), 

Willie oth も r ジ rationalists went to 
Pri 打 ce Kat 巧 ira， ち； pai.ty. 


revolu- iliftiyi r 9 巧 I I す 謹^ 堯 4 のりが かなむ。。 of むぶ dissatisfaction I 

震 叫 巧 llllj こ - ryyi 媳款产 the populace with the Ports- 〇 閒が な圓咖 おる}! 


mouth Treaty which the か en Kat- 


The が c.e が—— がけ ica! ホな。 が： 請即 な。 か如い。 打 加 お d w 她氏做 s 枯. 
か 的 of がか 1 ‘ tJkita, 細 tor of thej Japan needs 8ome explanation. でが |扎 ち か 踊が 扔 kio on をみ 阳 ary 10 か 
T か 0. ale がむ !巧 ma が 口' ineoWapan.! 仁’ a.biiwt of な arquis Sa.io 円リ む a<i 片, ，"曲: わ* 过 化 e 〇 街 ce oHh.e Kokunim 
The J か anese か vemmciit badges 巧 口 ea か I 批 t December, be のが' か; が、 ふ 加; 巧が化 is わがら ved to be 
hoped a か insif ho が むげ thei.ehal>ili- [甲 e Am げ か manded 化 e 。巧ん、‘! がみ。 丽… 化ぉ organ, fired police ata- 
れ tiou of .aM 畑 are'hk'al が vera が 村 1 がの 打 of two Divisions in 、 が’ e':t み. レ) 齡 江 口泣 が 巧が cars, and besieged 
in China, while most of the Ja が 立 i、、hich demand neitnw the {‘abi'j, り 化 た 巧 地} enc 的 of the Ministers of 


ese Newspapers regarded the 巧- 
volutio 打 aries as the true pioneery of 
democracy and saw in th が r initial 
victory the dawn of a が roiig China. 
Both of these belief.s have ぞ i 打 ce 
proved false. The Mnnehu Dy- 


ぶ ympWhe だ c' tone towards J; が an ド がか 、、.が disi^sed of fore 、.が， わか e 
unci has always been able to print 
im) が Japanese news than oth が 
•papers did and to make a correct 
hu が pi’etation が‘ Japanese affairs 
な nd national character. 

But all Japanese are. 打が so 
studiou ち or a ぉ cri 已 iinating i 化 ta が e. 

One of the かおれ rs of 妃 is paper 
always bought む16 New York Amer- 
i(!a 打 巧 ith au eager exp をが ation がで ひ’ 
moroing わ be surprised with some 
、ぉ e 口 s 江 Uonal attack on Japan and 
also れが e Messrs., 前 u 1 :t‘and Je 巧 曲 
the evening (お that ma れげ at noon 
tido very often), he bougnt the 

E、, 脚 it! 占 Journal わ meet 細 k H が revolutionary leader and 

Harry and Judge . 

.Th わ‘.' are several お p 鷹が-。 的 vs-! 出 り て 巧み ‘ 畑"'， む…… ^ 

れ1 でげ CO; で espon 幻 e 打 お 1 打 New lor k. 
i’jjey arc reading the Jssv,’ \ork 
了"〇犯ピ 3りが.1ん巧 and evening, car 
trying the-' び！ ぐ •rn—ing Tribin 巧 tilli 

evening. Asked why they らが ck so 
iaithfuily to the august looKing 


nor the Sciyukai, of 祁 hich Preraiorig ちが 巧 
Saioiiji was 。巧 sid が it and wh れ -h! 

か) m! 醒芒 d an absolute 化 如と 妈 ^ 加 化 d か tue Seiy 站 ai 
m. th わ • 拉 oil が of Rep 巧 sert おむ ス でも i ‘ 

was prepared t か咨 n’ レ r-t. • -'； 

On the resig 口 atiem of the SaKm 巧 
Cabinet, however, the leaders of th わ ミ 


ii 邮轉〇 お お 詔 !! お g 

When he w が a H 姐 わ 机が 20 
years old he was 芭 ent by the Japan- 
な ese Govecn ひ lent to this county to 
be educated, in the Xavai Academy 
が Aiinapoii [さ. He W3s が 泣 chmted 
from か 知 e が th が© class of 1877 . 


It was in protest to tl 叫 On h お枉脯 が sit to this country he 
{< 托は ura Cabinet, whose policy wastmabe a s がが ch at a di 打 打が tendered 


(the Op-1 
がが ition Party} u 区 co 只 s む t 甘 tionai. 
Ylie party also i 打 か ockiced ! り the 
House of Eepreseiitativee a vote of 
want of CO 打ち dence i 打 the Katsura 


Cabin が of their ぶ wn, and 
finally to ask Prince Katsur 辽 


]:;l .詞! 


him by the Japan Society of New 
York, la this address he said in 

pa け： - ■■ 

•'It is now over fifty year さ since 
America first opened in 化 rcourse 
with -Japan and introduced to the 


わが a れ was that Prince Katsura and Nations of the ス V 占が. As I W9s or. 


great 胁 app 地け ment of those who ご ;;;! 町. 恥: か ‘:: nn; 比 ie れ产で 導 〇舶。 が， 孤 过 ；",.d it carried. The 
have placed an undue confidence in 
th お r strength; at the same む 打; le the 
revulutionaries have not proved so 
efficient and weH organized a ろ 
Japanese sympathizers * believed 
thera to l)p. * They け >uld not の ai 打- 
t 如 打 their own gov ら rn 讯 'exit but had 
to ask Yui ぶ- 细卜 お . the chief 
sup を 〇け がり f the を lauch が Dynasty, 
ii) be わ resident of the Chi 打 es を 
Republic, This s だ ems to have been 
the only way of preventing Chi 打过 
from being dimlcd between north 
and south. - If Sun y が 化 も the 

かが ゎ 叫、。 も e. 巧 化。 t coaMence in す 皆 |な レ。 aitaeked by 口 打 ri み’ crowds, whoj が pecial か a 郎 reciate the syixipathy 

R 口の わな がげ！ 加が t oHhe 賊 pubiic， ha む eUined! 口 ew Katsura し abmet, i;itw ょ a 化! も'‘ — 

.一.；- 己 ゎ a マ行 1〇 を e むみ ringing about U 巧 が! i が 巧み かむ-- 


, , .〜 ， ， . . ， Utl) が ie Ministers under him re お g 打- 

was then Lord Chamberlain tc t! 心 , ， 〇 し. c ， 

。 。 • ， ，• ;r,d and a new Cabinet was lormed 

Enipenn*' れ 主 orm a (Ja!， 化 i 巧 t. : A [下 aj ，。 ， ハ ん、 r . , 

, . 、 * ， ， V リツ Adnu 5 ral Count Yamamoto, who 

比 e が me い nie, the Am)、’ had la! 、, •.ム * ム心 、， 。 . 

,, 、 ，。一 1- ， was Muustei* of the ^ avy in the ち！* St 

watnaraw け s deinand llor th。 ，化-ミ, • 。•.，，.•パ 。 

, ， ..，••， ：咬 a お ura し abinet dun 打 客 the Russo- 

mecUatec が が1〇むが th も twouiv 化; かが ミ， な， " .ぃ 

. 1 グ で、. ，ム， •、 ■ て ulapane 弓 e み 8r. Dun 打 g the wo む ng 

wko がん This made the な e け， 2k をり .，、 かん 、 

" •、•， ，. 、 V. ■tot the 玉 0 th Pn 打 ce Kfit かげ a, accord- 

suspect the military p がれが h;in なお; . ^ ,, ょ , 

， ， .， 、 1 。 . . • iing to Pr が 弓 <iispat:c む es was sto 打 ed 

り KKki が d 化 だ de 说舶 id for が o が:!、。 , . . , ム .去れ , , , 

， 。 ， 一; by H mob in the streets a お er hfe had 

army purely for the pt。 で o 化.. ぃ r ^ ^ ぃ . - ム ム v 

, . パ 。 . •• ぃ ， . '■ .：- •ぃなが わ这 his がな gn が ion, together 

巧 T が わ 打 g tbe Saion おじ abi 打ぃ t. でか.， . , ，- , ぃ 
， A 丄， i !wun th る t, of the mem bers . oi ms 

members or mat par け m the Ii か ! が！ . ょ 乂， で 
P 7 、 ..a'Abuwttothe.itauperor ， 

り i Kepr がらむ tati 、 'が ミ 打む 、 od 口 〇 が I れ ミ。 ： か 

, . , P ,• 、 . - ‘Sev が al 打 ewsDao が S offices were 

vote- ot よ。 し - 1 - - 一 - 


ぶが 01 む atic : をら れ .お も undej* が &2 或 其 
おなで is litt!e security が tenu が: 
reguiaj afid recogni^de . 巧' &t が だ;’々 ぷ 
巧の 巧 ひな 0 技， and む 0 龄打 お。 拉お ふを—:’ 
appoi 打 t な lents as ん ra! ゎ がら mad も、;； 

the P 巧 sident, '' by and with 
が h’lce and coilsent of the Senate. 1 . 

む がな men of Ms ク巧 ■な party and are 
liable to termifi 致 te •at a が 9 おを 山, 、 
P-otic を vvhe な the other を ide cames i 
王 hpioin 注 巧 i 打 American 巧， es :1 盛 
apparently rather a div 色 rsi(> な "tf* 
a care が， aod 说む st が the H 班 韓； 
pos わ i む the service a が ぶミ\ザ。 {ふ 
nie む评 h な have had noo 巧 Icial たとな お 
in 賓， but who like to round 0 巧： 

が aec がを fui poi れ ical， pro お ssiond; < 
bu 別 ness Career by な ne 巧 ’ Anfl plef^< 
saiit experience. This agaih Jielps^ 
to uraH the a.mba が ado が hips— 皆 th| 
great じ a が ta お お me 打 of 'ミのぶ じ h. 

Moreover, my i り ipre 郎 ik、ns. なお-! 
the m of Airi oricaTis vvh か 

eith が r が id を in or visit E り? ope:is こ 

that な が ati ちが ihem to— ぶが . th 钓 に； 

tobassadors respiendently h が， が呜 
and maintaim 打经 a generous aocial^-^ 
state. Th 巧' do not ド: tut ふ eir r じ， 
prese 打 t 化 tive in London to ミ ive iu " 

巧 が I(e 打 singto 只， 0? iu th& F ど 后 nc も 二.-； 

German eqnivaiant of '\で68ぉ; 


born about that な m もエ was taught 
ill my early day が the existence of 
the U 幻 it:ed Stat が alirto が as soon as 
that of my own c ひ uxitry. - I ,h— ave 
only な 化 a my own experience, but 
the aam© thing caji be said wi け 1 
王’ egar ふ to a very large number of 

my が 1位ょり&むミ〇佔. 

'We ali know what we owe to 
the United States for - the develop- 
ment of our iodus れミ es aad com： 


nieree and 注) is ひ for 祀 le e を aca だ on oi 
泣 只 umbei* of 0 な r countryman. We 


Kens ミれ gton, も ut in 化 e Park 乙な 位を 三^ 
or the Carlton House 了が む wb ()f 地を 弓 
ci かか wh お b he is aec 化 おお cL 
gives them, so ia で 泣 s I can ミ; udge* み 暑' 
real pleasure to お that the A な lep- 
lean 分 IB む assad6r お rnoi' を thun hoi 去^ 
ing Ids 0 件 n お the social gaxne. an^ 
that on ali occasions of ptibiic 'or.. 
semi-public display, and in a り thef 
outward.enibeiiishmewLs of Hi も he-. 
' I plays an elegant and conspicuous- 


'J [む oaoe、 they say that they are 
looking for some news む om Wash- 
ington. They place so : micli か > n- 
む deiiGe た i tile Tnbune;b-Vv asonigtem 
<;orrespondent, and think him. the 
hegt-soiu’u'、； ぃ至 new? relating to the 
KepubUca 打 Government. . - 
The World has .a Japanese re- 
portei:, who* publishes refreshing 
夕 t か’ ミが about the Japanese from 
time to Uuie- Bewdes: the World 
."has a. sensible and staid poli 巧' |!" 
_ regiu.din も Japanese qaesiio 打 も and 
its hati；ed af war a 打 穿 advocacy of a 
む icmUy a む i.tude towards Japan has 
won many J 巧 |)a 打 ese re な ders for the 
pdper.. The Japanese were wond- 
ering why Mayor Gayn り r should 
call names for the Pulitew^j; な お of 
course difff'rent with' Mr. 打 ‘eg が t. 
〇过 e ぶ f our 技が tors, howev が； has a 打 
unbounded な dicoir が ミ 011 for ^Vh'. 

王 ミ earst. A newspaper man cannot 
belp a もが ring the a.bili が ot Mi：. 

そ learst to 'wake his newspaper 
inter 邮 ting •..む is an ミ n が in が . 一 an I 


|hie\dtab!e がが t the north s が 台 ‘ded 
ぞ … r!i the ど ep 口 bli-V. Even with 
Yuan Hhi-Kai a ド tbe か • が i もぶ t of 
I Chin a. i( parti ' 江 ] c!j • が u が io 日 o 若 (Jhma 
seems ah む ost uiuu'oidablt\ 
is taking Mongylia, and 
お！ : itai む Tibet;. 


g か- ernroe が r も stur nc a。 が！?。 け 氏.: 
in & む othei. columx 
Oabmet む aa uv い! ん 
(tuonoe. み 

お 巧 gyi 巧* Count ス amaiTi が 0. he as 
化 at けり r む、 ed み r し、 し bn i け 8i り u 

I 妨 Prince K け诚 unx is 1;('バぶリ！ が od t い片 


«> w ■ , I 

.•りの ぶ ted to s がを re かか eb が! dmgsjshowh i 巧 的； the American 弓 in the 
Tli ^ ■ \v ere 丘 じ mv riots in various I late- war. 


が 67*6 many 

ぶかが the が 巧-! n the cou が e ofi 巧* e have aiw み vs been next-door 
りし h a rumibei- of poiicenisn andineighbo 巧} vuh 0 む iv a.u ocean 口 et-i 

\ uuis 、ぶ 67 e ’injiu'ftd. 

itr む r m 化け ふ iv a } 


ambassador for Ii む 沒む u t 
Lween. out with ihe wqu 巧 lUon c もが ^ ホイ-， ん が s。 が c^。 ュ いり. 

の wd 〇もぴ le I'h 王] irmi が. w 打 ミ じ b 巧 qm [む— ごわ が； ん e K. なほげ！ iims じ! f 


and 6V611 み 々Eilli 注む t わ art M th ろ 

Americans in 及 e む 1 打， for u •ほ ta む cep 
had. been pollea a few years 化 go; も。 
过〇 not doubt they would h 江、 ’e vote 去を 
わ IT 1 e Mr し hu! m%rt 飞 

b 巧 W 巧、 わ 
故 ど d 巧が： 
をぉ 了 日、 がみ 


{ 


Pro むが or Ukita savs 


T 


pt pie. jnUui 化か d UY the Kiihng- ofito our For!。 〇扫 a. our -化 nitoneslera s 巧 cces 巨 or よ u む 化 d 
e り 心 e 打 ot し r m ed a n 皿 d ぴ jb 户し arue &ti »し 別が thus dCih a 十 jg 户 が！ 打 imn 110 q れ 1 
of pe ぴ oleu 仍巧 ores i 打 the city and im をが‘ en more 1 打 t;ercQurse もが ホが 〇!如 9 が ud 户わ t 
fciien み me お ed bun が es of が raw in け he two xiiitions Uuu) heretofore. 
ou, lighted 化 e 饥， and threw them i Our in 化 re がん co の na が c •巧 1 and 
Tiruo t 打 e 0 dices of the newspaper | otherwise. が e so m む m がが v iiUer- 
‘Shi ぶ bun. The news?-! woven, and the corchal relations I 

) レ i が 4 巧 。巧 別 fed b renu us le ,he むけ ei がし t fiU ふ 、e び feU も 打咨' 

1 distance w!t.h fireara] も swords a 打 も; むで ot so fir な！ a 11 が u!’e- t.h 过 t 1 can 
Mom でん The po!we and 呂 erulann が icon6(ieiiti,Y a 坂む n th が uiev wil。® の わ なけょ が し* お 

i.dif; 巧 しし6ょ1 isTtVOtc!。、 し11な1お巧^^ 计1ゎ ぶりわ， be tie が ど o\'pcl わ y が だ 化 了.] つ 幻 了 打 g! むがり 口加！ み nit><i«Sci<l り 化 丰 

;a'mi-(Lspersed^，-wovirK;‘mgsevt;m;incitient；g;’ . Ibecn 打 len of very largo 


th お thepeaci 种 of the 。.\ 巧 men 

estabiishuient of a republic i 打 Glii 打な jN りで'- it is iepouf-:、！ that he hOB 
お a 打‘ impos 組ぶ hy at tile. お !’(巧洗如 り we‘d the lead ド s 山 p 〇ぞ 讯户 吗对バ】 |' 

む の も as the coimt び lacks が化 打 か i おお， whkh M ム quib >Saiai い 山 化！ お りト ロ机1ミ巧 
C が お try quamication i：or the sue がか i! •が ミ 卵 もん パ seems th が eforo. T.i が 
ful c なげ ing of 沒 do 化 odr な i じ 款 Vem-! が ち がが pohhcal 地 an が 巧 not to be. 
nient. The qua] ぶ c が ion is th お! をな た郎 が な のけり ドグ 如 かぶ じが 叩 P' がか 
th が e should が おを iii け ic commuiV! りが!、 妃台 化ん も 巧ドグ ， hui as a.n ex がが- 
Uy 化 middie class t おお lu が むぶ) Jsio む of t l (kt だ rm! つむ cm f け 

petent wea 比 and pu 趾 c 曲か. か 挪 山 蜘 が , か t 1 な け, p P しぶ 1,圆 此ぶ んリ〇。 b AI け… 円 i 〇 : 

化み a U 崎り ri かが the か〇 が e 夕 巧が マが 日 me 化 t か け posed n 化 c 、、 り た けい 【】 〇。1の" が uul m 
interested and experienced iii；burouuoiac\ d が、 in the stre な 「】 ド … b れ en 

pohti な . i 打。 h> 化 there 脚 eo 曲 t 叫 . — — 'w ittem! o、ei、 … us 柄 net が 

c a&ses, the rich and poor, を 加!了|巧 1909119 が 111 Kfl 巧 か…‘ がもこら巧 a.num 如 i’ of Dolicestaticms.! 〜 i 

there exists no middle class. '町‘ e [り 巧 がが I 柏 W HI も U! 技ち 、心 娜 i けがが。 かが ル e ^muunn 4 で t バ id。, 

I む ch で hin が だ are の 〇 が ly gw ■で 打卜! . So 筑 .地 ow Korea ふ) es not が 卿り ミが} が' 、 … ass の ee が 叫 i。 ド; 卜 iva! おり 到 and 打 u 巧 t be .a Cro が 口ん savs， 

ment o が。 lais, who have. 如加ど6がジの’>' がわリ1よ1\〇 to the Jがdi…诚如^ 江*ドっホ むりが パ巧 い义化‘リなをが 卜お你〇がおが〇巧’ Brooks, a wclknown 孜 打-巧 か 
りな iciaJ position through kaa.n-j が ace わ i n? ぉ idv:ru:e b か 6 比 か liuJe-j む を， か だ お が I 卜お th が が aash が 3 upighsh wnter. in the K; げ 打が k ‘ み 6 ゎに 

iiig arui then な c 如が d wealth bylpendent. By 抹 巧 ent ぐ户 n 巧げ 化 り が, burn 片 <i mm u of がげ がけ (り と x が un n 各 化し r し j f n h 。 が s 

打 e がし V む, yrib 州; おが‘ が ti が ed れ. charge Prince 1 巧側〇 が e lu む m が he 巧の cp がた 


触が 練 為 
蜡 ，思が 皆 0S を 

化 schm な も an が 
esources rruiae け.！ 巧 pos が bla 卓 
10!’ hi の to 王 uliow in Tower'S foo が 
steps 町 idi the same assurance an な; 
(eclat). 王 n regard to me - Load 部 
! embassy, the case is even- .nxo 

了 h(! - h 巧 i .すなを ぉ 


P 


1 な 化 注 ns， 


A 柄が! な {] Am 礎な 3 dof 
i 邮 が！ な お Rh)1i 


し \ で打 [ が 1 
I 


to lurnish out oi よ us salarv. and i 


~ recent 

stealing p 口 f)li。 aioziev. TMs c;on_ Ko か axis 汽 umber 

dUion h お not changed with the miLuon. unci the •/ 巧) anese i 打 Korea! に .(わ' をり; でぶ but 、v が e t】、 

むみむ sition が ぶたし hmr が 如 〇む化北1 の り， 6 .ゥ 9 , but of these 41，4 的 貼か 卜な だた 的 化 だ p リ巧 (.む がけ h かが vrJ 曲 e ち xed a 打 d む础 usive salary of aUl 

m わ a む; pu が ic.. Yua. 打ら h 卜 kai が o が cials aud soidien. も I がの む g 王 6 谷，， | さ woi. が i American ;ぶホ泣資み幻も解 お 蓮 17 , 500 ぶ 
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境；， じ 進む 其菊那 .1 留 一英を 新規に ま 筆と なつて 磨る 地に がて 記を どして か 巧表妍 人物と 謂 

- ‘■‘：；■‘■■1 ，'，はるべき をは 實じ寥 々おる み 築で る 

夕て裔 目 筵谣の 威た <ん ば をら ダ も 
: 也を 斷 言し れいので ある e {ホ 菱 


を こに 詩 神は ぶち 給 ふ 
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痛 1 麗想梟 治 

賴葬惡 

奔み じしで 宮 をなる 時代思潮が 縱 

暴に 氾濫 賴举 レて、‘ 偶、 をぶ ど 中庸 I 

とを 失 ふこ W あるが 爲 めじ 楚じ j 道 

の 暗 派を 生ず 〇 所謂 繪險 思想 若く は 

ネ 健を 思靖 なる もの 邸ち 是也〇 略言 

すれぶ 谣端 じして 偏 狹碱る 怠 想は 多 

.危踐 互つ 不健查 めが 子を 包含す 

若し ホれ 誤れる 本能 穀 おの 自然 ま義 

称 傾向に 駿 喜して 妄りに 觸 慕を 道德 

り實 驚が 權 渡に 姗 .へんどす る 文學上 

めが 銜の细 きは、 之を 义學 自身 じ對 

する. 一の 危騰 思懇を 表現なら どす る 

を 得 巧く、 或はが 影を 遣ん じ 似た る 

「をユ タチ ユ アサ ズム」 め 巧 說を園 守 

V レで 擅に 美 婉實漫 を 毁傷ム まらん ど 

ずる 屬 おが 太ぉ襄 家の が 祗か婉 きは 

をを 冀獨箇 身じ對 ザ. を 一のを 驗坂巧 

の お 題 どし で 償. じ真敝 者の 媛 巧 批難 

を 招か ざを を费 ざるべき 也〇 而も 社 

會上採 治 上に 於け る 極端、 偏 狹め危 

競 祗想じ まらでは 單鄉 なる 文學 美術 

獲. 綻屬を 超越して. 其 影響の 波 あずる 

處 、島ろ 甚大 無疆 な. る £ 同時 じ.、 其 蕾 

毒め 浸鹤 する 處 ホを あじ 測 知す ベ か 

I ら ざる ものみら 〇 なじ お 苟も 經國濟 I 

段 じを する の ± は、 弊 黨 のま だ 深甚 

痛 剔なら ざるに 乘 じて 速 じ 病的 危險 

思想の 跳梁 跋层を 巧 遇し、 おじ 進ん 

'でな が 鄭滅の 逆を ホむ るの j 大 急務 

なる を 自覺せ ずん ばから や 0. ■ 

•頃 巧 故 國の有 認老じ 化ら て 論議せ 

をれ つ、 あるが 謂危隐 思想なる もの 

を 大別して ホづ二 桐 どすべし 。一は 

邸ち お會共 產ホ義 的を W が ダ 滞び たる 

，意見 じして、 資本 對勞 働の 間 題を 專 

も勞 働を の 巧 盛の ホ 面ょ^の み觀察 

し、 群衆の 熱 力を 用 ひて 一 部 弱皋の 

要 ホを 滿涯 せしめん 运 し、 立言. 纔邀 

勤 も すれぶ 貧营の 階級 的戰爭 ぶ使嫉 I 

て、. 煽歡 せん》」 ずる _ 「イ H ロタ、. ジ 

す ウナ この 假鐵 をを ゆる 者に レて 

一 俯は が 治 組織の 改善、 刷新を 增 道す i 


るじ激 中す るめ 餘 ，旣じ 建設せられ 

1 たを 一巧の 制度 典 章 じ嫌焉 ねらず 頻一 

革命的 運動を 懲邀 し、 延 いて 巧て 
I 吾乂國 おが 黛濤 畏敬す るを 室 ど f 帝 I 

等が 瘦 撫僖賴 する 謡 おごの 間 じ-一大 

1 溝黑を 劃し、 其 極 日み ほ族特 をの 「ナ 
シ 3 ナ 、 を ャ タ ク タ ？」 を沒却ず 
ろを も餐み ざらん ミす る もの じして 
强 上の 所論を I 撰して 社會狗 及び 躁 

-稚鉤 危驗恕 想な-^ ど驟稱 ずる 著の 如 

て。 然れ共 是れ银 f ろ 少數の 短見 著 流 I 

が 歐ホ必 縣ま義 を 蛇を。 視す るの 言議 


であらず や。 盖 L お 殺 思想 中の 最ち 

I 危 騰に屬 すべき ものず。 ■ 


极治的 葬 惡じ歸 せ ずん ば るらず 〇豈 

I 悚雙 J して 旨 蠻白哦 せざる ベ けんや 


畜乂 をして 試みに 最近 じがけ る S 齋る じ獨ら 怪しむな 國ゆあ 識者を 扮 


を 基礎 どし. ねる 「ナイト、 イ 


の 類 じ 非ざ节 ぶ、 爲 めじず る處 あら 

ん W する 曲擧 阿惟の 一派が 謗 張め 嚷 

語 じ 外なら' ず〇巧 どなれば 斯の抑 一き 

i 思想は、 極端は 哪ち極 離な， ら ざる じ 

めらず、 愈 餘は观 ち危攒 ならざる じ 

るらず 运雖 、克く 某 根底を 討尋 操窮 

すれば、. 畢凳栽 時化の 要求 じ 後れた 

る L 保守的 思播 の餘鑛 .じ 鞭ず-る 一時め 

化的蠻 がじんぶ、 吾人 國おあ 想を の 

j 經統 ど 眞相 どを 理解す る濟 のぶず し 

も 深憂 どせ ざる 處也〇 

唯 香 入は 國 民の 脈 前に 所謂 危隐 思. 一 

振の 陰驟を おず るに まら しめたる、 

忌む 可く 愤る 巧き 原因の 患が の邊じ 

潜 巧ず るを 看取す るの 必要を 認め ざ 

る 能は ず〇潜 なすぇ 危験 思想 泣は 何 

ぞ や、 曰く 社會上 及び 改治上 じがけ 

る機會 均等、 巧 巧 開が ホ 義を排 して 

なをが 罪惡 を續衍 する 官僚 的氣 風の 

助長 是也〇 聞 族 的 思想の 繊蔓是 化 0 

狭 權じ搂 近し 得る】 部の 離 者、 郎ち 

が 堀の 階 絞に 屬 する 國 民が、 攻治道 

鶴の 本義を 獲 ホす るの 勇氣 ご 患 操 ふ 

じ 乏し < 、.を 歎國 おの 輿論を 議じ聽 

かずして 專 らお 權を 議らを 福を 增す 

じ 急 じ、 お然 どし で朋 黨比剧 、黨岡 

異 ぶの 變 習を 憶め ず、 が 之 巧みに' あ 

君 愛 國の单 巧を 被らて 盛に が 猿の 志 

を 遂げん VJ すなが 如きは、 輕游 なる 

.一が 半解の 同胞を 驅り てな 曝 的危險 I 

I 思潮を 懐抱せ しむる 動機を 遣ス ベけ 

む 0 是れ所 諮危餘 思想なる をを 廬む 


の 巧 じして； 篡閣 家ぶ 人が 當 面のを 散 j の 輿論を 議を够 衝な舊 したる 賴 をの 


四の 實 例を 擧辭 せしめょ 〇舊臓 彼の 
ま斷 派の 本 脅た るか 縣を 等が 二個師 
觀增設 のか 詞 題を 導火線 どして、 無 

意が なる 欧變 を疆 要し 巧て 憲 我の 大 I 

I 鶴 神 じ 棒る の 銳暴狼 籍を敢 る L たる 
が 如き、 娃 をが 旨 己の 內随が 立に 際 
で 最も 画 難を 感じね‘ る おを 擴振 諭み 
I 氣 鋒を 減殺 せんが 爲 めじ 優 詔の 煥發 
ぶ濫 奏せる が 如 •き、 薩長の 兩 隅がず 
I 素 相 お 巧し' 直 じ 勢力の 扶殖を 能事 ど 
て 口を を 機 軍略の お 密じ籍 -‘ヴ て 軍政 
の 便宜の 爲 めじは 累を國 おの 大局に 
I ぶ ぼす を も 辭せざ もしが 如き、 歷代 .1 

の 巧 賴が元 動 S 稱 せらる、 憲法 上の 
無賣化 港を 擁して 大 な。-' ん理の 伴侣ど 

し屢 々磯 資轉 嫁の 妨機關 どす る惡网 


てなず るの 輩 じしで あを 化點じ 致さ 
I ず、 漫然 官僚 的氣 風に 迦を し、 閥族 

的 思想を 諮 歌 するめみ ならず、 甚し 
きは 直 論議 議を譲 ゆる じがち 危瞭思 一 

想の 四 字を おて 节ん とずる 著を ろ 

I をむ 麓 爆の 類觀も 送に 至^て 瓣豬を 

揉めた もど 謂 ふべき 哉 0 I 

r 海 かを も說の 人口！^ 腊炙 する 至 
一久し、 而も 傲慢 白肆 、錯ち 認めて. 目 
個の 旨 由なら どす、. なじ 自 a 1 人す' 
I ら 身を 律し' 事を がする 能は ざ ro 者 じ 
して 官 をに お 論し 尊長を 凑 機して 揚 
錫 得 色ゐら を々」 どは 當 年の 送議化 
藤 ホ 朋か白 曲 民權の 運動 じが 樂 せる 
建白書の 一節 也〇 然も 爲 後一 二十 餘伞 
を經 たる 大正 維新の 昭巧 じが， て 彼の 


を蹈繫 せを かえ 其霉 掠た る 欽定 如き お 建 的 思想の 踞 巧を か一鎮 .一 笑 


憲法め 光 趟ど潑 乎た る大 化國 民め 意； 

菊と を 蔑 如して なて 麓 頭. か 治の 儀 善 

的 態度を 維轉 せん ミを をて たる：！ 

の お 稽的罪 恶を數 へ 巧れば、 傑を 化 

ゆる も猶盎 きざらん 这す〇 惟 ふじ 彼 

等は ロハ 管 じを 正 じして 中庸を 得れる 

風 お 的 連動の 旺盛な らん どす るを 悅 

ばず、 瓦つ 立憲 的 里 道の 眞营 頭が 輿 

論の 自 をを 尊重す るに がるを 認認す 

を じを じして、 上は 天聽 をが 祭： 欺瞄； 

し 奉り、 下は お 意を 輕侮 躁觸 して 揮 

ら ざら しおな 〇其 ホを 蔽 ひて 鉛を 豁 

まん どす る ま 愚や惯 むべ しど 雖 、斯 

の 如き 政治的 罪惡を 孤して 洒洒然 た 

る猜險 思想の 表現 じ 至^ては 吾人 ば 

斷 じて 寬容 すべき 所な の 理を發 見せ 

ざる 化〇 要するに 寡頭政治の お 化は 

終には 吾人の 故國 をして 撮 莱の西 班 

ネね b 菊萄才 たらしむ を もの じぁら 

ざるな からむ を〇彼 恐 鶴 態なる 

無政府 黨的思 おの 西 葡兩國 の 間 じ 巧 

摇變 結して 驚くべき 激费 力を 養 ひ、 

機會 ぁる おじ 社 脅の 我 序を 猎 節し 國 

おのを 寧を 威 磯し r 裙國の 國力么 か 

爲 めじ 萎縮し 民 也 么か爲 めじ 消磨す 

るの 危驗 なる が 態じ渝 落せる は、 其 I 

唐 接の 原 巧を r ビュ ー " ウク ラシィ」 


で恢 5 て 巧下圈 家の 大事を 巧 せん 

を期豫 する ち',‘ 恐らく ば- 舊 劇め' 御を 
騷勸じ 似ね る不 おの 事俾を おおす る 
ゆ 骨子た るべき のみ 〇 吾人 か 敬て 事 1 

事 敷 五條め 御嘗 文を 引 巧して 明治 聖 
啼 の秀拔 なる 祀會的 偉業 ど 雄渾なる 
j 政治的 理想' 这 を觸贼 ずる 迄 もな く、 

I 官僚が 氣 風、 调族的 思想の が 化の 音 

じ 先帝の 雄志に 副は ざる じ 止まらず 
I 現じ 民族 發展の 機運を 阻害す るが 甚 I 
I 大 なるべき は、 たどへ 無意識的な 

ど辯疏 する にもせ ょ、 彼等 かお 常餘 

らじ 忠君 愛 國の美 解を 盗 巧して、 巧 

てが 室の 營糜じ 禍し随 つて 「ィン ビ， 

ジブ グ」 の禪じ 投必の 結を 力を 顯め 

ん ごする し徵 して 歷然 ねる もの あら 

亦. じ 吾人は 徒ら じ 所謂 宛險思 おなる 

をみ 枝葉の 窠獲じ 焦慮す るを 篇 さず 

I 直ちに 其 根幹を 輸游 ずるの 榮を樹 つ 

るるの 頗る 緊要なる 間 題なる を感や 

I ずん ばゐら ざぶ 化 0. ■ 

(大正 二を が 元 節 稿) 
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鄙に 索む. る 新め 道 
きみ 巧く が 方と 十 里 
零 おゎ 去って 感學の 
笑' まいき みを 逆へ VJ を'.. 
旨然 紳み壤 ，ろじ 
きみは 乂^ん ず ご 一春の 
行 築. 鑛て盛 b なる 
-タ タン ホ！ ドの 寿の 雪 
|\4 么 么 
な あの. 磨に 筆な めス 
氣じ呵 する 巧が は 
巧 露み 踩 VJ 類かん 
去れき みを め 都 おを 
をき 人 多き このを 
f 棘は いを さず 罪の 子 か 
‘ 遺を じ. おきを 涯を 
ぷ . V こ 促 革に 慕. はんや 
儀 善を 入を 棄 てょ 若 
去れ 君 善 じ 美 じ遷ら 化む 
ず' 扫瓷 おの 一 お 時 
.公 -A A • . 
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#||る記#でをる § 
を 颊化學 人 

-A 化 A の 園が 寺淸 巧は 記を ぶしての 

お fv であろ だぶ みならず、 鼓 治 祭み 

I あがの あつた. 人暢 でる つたけ れ共惜 

哉 半途 じして 夭 巧した 〇萬 朝には を 

み 毛色の 變 つた 人が 居た ミる る、 ね 

\ ば 巧 箸の 聖人 內が媛 云の 如き、 

緖ホ 流水の 如き、 赴會ま 蒸を となつ 

を骚越'川の如き、 大逆事件ので》」 

真 おされて アぶレ 巧 旗のを ど 潰 わね 

ホ德狄 氷の おき、 え 国へ 窗學 巧後英 

父訟 者と なつた 巧 上淸み 如き、 京講 1 


蘇 お ホ 雄む 赫き兎 じち 巧を め乂 物が 

盾 わので みる 

A 時事 薪 殺の 親玉ち 寅の 鶏澤 翁が 
1 るるが* 翁も^ ごして 経 猎家ど 
しで 寐而 思ぶ 家运 しでの 溝 人で あつ 
た、 眞满 ま義の 歎の お 下からは ホ 上 

巧を み叛 や、 水が お四雜 や、 おが 静 

ザが 寧な け， れ共新 閱熟奢 どして は 館 

班した 践績 もな みつね 0 矢 巧 寵淺巧 
常 度で ぶ冰鶴 3 どい ふの が あえ、 む 
がしを を や、 靈ハ £帮 知じ顯 係して 
屠た 人で、' 詩文、 桃 滞、 惕 でも 御 遲 
お ゴをふ < 百 媛で あつ わけね 共、 他 
すを 帮ヴ た撤 がな 而 ぅしで 儀 廓の ぶ 

:きい 男で 裝< るな ホ致據 の 裳 物 謀 長 
I 必得 どして 寶篆 が じ雜彌 して 居る ぶ 
め 事で るる 〇浆 京な 因© ま 筆 どして 
得 嚴の汾 政論を 書いて 居た 本を 精一 
な涛文 館じ乂 つて 簾 諮 地球を ホを し 
て 居る、 义章 も勁縷 で、 要領を 得れ 
議嶺 をぶ てる 入物で る ミ 吾輩の 藍 

卸で 一 時 界じ 盾ね M をが お 日 じ 
居 ミ 其 か 弟は をで 细事 ぶしで を 二 
子 石み を るら、 を、 瑚鮮の 慕 道を を 

をつ ね 敏膊家 だが、 器 若は. 一風 
獲つ た/ ッッリ 家で、 ず 蘇 語 じ總薄 

して 愚る が爲 めじ 始終 支郝 にお 繫 し- 

て 巧 白い 通信を 嘗 きつ、 ある どの も 

巧 ぁる、 ホ お 薪 難の 火 飼 女、 み 苗 紫 

羅巧 でも 相 當じ潍 わて ゐ る、 残に 南 

睽 作を ぶして 岛 水田 巧が 飛譯の 筆力 

なな か-.^ 豪： いといぶ 群 おでる る 
甚袍が 典 巧 軒、 川 お 紫 出 (舊な 化が 

烏^^のお世^じホ筆だ をし一とあ 

】 ぶ 島 J 雄、 茅願蒂 か、 がが 楚人 

患、 が綺天 民、 お 越 停 春" 白 巧鍵洋 
おを なみ* 大巧 桂ち、 锥川礎 風、 が 
避 二 文、 蘇る 太郞 、か 藤 知 化、 等 一 
縣證 千の 訟谨が ぁるけれ 典 明 お 時代 
じがけ る 代 まが 記 まどして 推 撰す る 
譯 じは をら 《で 

み冗め 0ネ薪雜2,^ 顆係しを一 毫雪嶺 
翁の 如き 全 轟 省 vJ しては 化 年む 里 じ 
がて を 巧せ る 渚 ホ 雄み 郎な 上に ホ 化 

であるけれ 共が 今は 専ら 力を お 誌み 

方面に 用が つ、 るるから 代表的 ミ 傑 

め 巧 直からは 省 ドて 罹く ミ じする 
翁の 如きは お ふじ 大あ 時化 じがけ る 
级 ホの】 人 どして 巖 あに 書かるべき 
端 翰で をら ぅ、 が聋銜 故した 東 朝の 
诞塞 と掛も 記を W*i> て】 方の 重鎭で 
るつな のみならず* 立派な 人 播を美 
備！ ぶ 償ホ关 でみ クね 、上述の 始 く 
新随菊省か ら随み穗 .*<ぉ夕な る 人赖 
が 薬 おじて 巧 治 文顆投 夕！' 部 巧を 餘 

'賞 > 


' 寸 ； J @ ‘ 

111 新を を搔 あ^せ^れし ょぶ 幾 巧 

ならず 桃 皮の 陵 主を だ おかぶる に 何： 

拳ぞ 不祥の 截 おを 官民め 厮に 惹起ず 
1 諭' 其 ま 巧が 輿論め 趨向を 蔑顯 

して ホ 巧 細工の 壓なを 加 へんと しだ 
る 官僚を 治の 罪に をる 成擧世 皆識を 
一! IS ! 况 動. ど 辯し 巧 臣ど稱 せらる、 み 
徒が 帝室の 殊 恩を 恃み 率を の 续縷む 
がれて 鎮 1§!#恣 を 事 どす るに まも 哦 I 

坦か斯 は 憲政の 危機み 藤ず 着に し 
た 識者の 潔 憂 どす る處 巧を 赫 かず 輿 
論め 敎荀 を鎭 をて 之を 善 毒 せんじは 

一 V 南鹽民 じして ぎら じ 率巧蠻 .の 

澤顯を 的 暴 •敷 じ 彼 ひて みて あ 治の 革 

新を 企てん どず るな 手段 じあて 不可 

廣§ を 洩らしを 益を お馨 せんく 

欲せげ を然 言論め i を 巧 用し でを 

敵の 撲滅を 期すべし 要望 题民 之反卷 

® 臀權兵 衞君お 巧觸あ 解の 猿を 

受けて 聯ぶ內 駆を 經 綴す 果して 能く 

特 局の 紛糾を 獲 敷し 得る や刮 呂丽徐 
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H 扔 謂. 立 患 統 一議なる 者の 前を お 

棘は 吾人の 顯知 せざる 蹲 題 なれ 共 誠 一 

におで 飄蠻 ょら 駒を 日. 峯 ょも 胳の整 

窗霧 惑ぶ 脅 雜ど箭 し マ， 拜み辩 しを 
に 依て お集羅 致が ぇ 察 黛 長の 國 がを 

拽て 天で めを 黛々 ぞ 潜す るは 鐵范皮 

夏 渠 等。 め 多數は 欧權ど 金力 どに 漫 

をる 腐 藤 t ん膏 の我荆 々々ご 薄 巧み 緣 

转 のち おのみ 輿論 巧 表 巧 寮 難替無 

寅，. の 儀を を 子は を 敷 新 じ國を 

挪费の 一 闡體を 組織して 舊が冀 をな 

證レ 併せて 嘗僚 のぞ 銭を 潜る；》 き 盛 
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の 谈奪义 学 於羅辣 せず 選擧 鶏を 寿 張 

盛 暖觸度 @ な 善等畴 化の 要乘を 可を 
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垣盧 接： あ藏を 蒙る もめは 結局 慶投 
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み マデロ 敕膊顯 覆 

なをぶ を' 命澤は 過去 十 SI 間 瓦ち の 勢 

1 ほひを 巧て 對 がし ホ^し がま 十八 H 
が じ 至^ 形勢は 一變レ 政が 軍り を遐 

I ね， も ブィ クト！ =>. ヤク、 フグタ はデヤ 

义崇縣 ぶ 繫の簡 際 じがで 俄かに 背叛 

:し绛 を 逆 まにしで マ デ 《 の辭 磯を 强 

選した るを 0 てを じを.〜 現 政府は 鑛^ 

蕾し 大統領 マ デ n 巧が 下簡 員は 捕爲 

どなな、 蘭 員 申 最も 势力 あらし マ デ 

口の 賞 弟は' が 殺せられ たら、 歡膊類 I 

二 I 覆を デァ K 、 フグタ 靡 お 軍は 谣 腐の 

-結巧 叢を 巧 集まて ブ グタ將 軍を して 

p 時 义 統領ね らしむ る, とどし だ-^* 

を絳 せられ ねん マ デ。 は麗外 放逐 ど 

輿せ もれ ま 十 化 目 お發 せんどす る 盤 

革命軍な 府の 態度 一； 變 し今尙 保留 ザ 

もれ ク 、るろ が冀雞 命は 今' H じ 於て. 

'トム 難き も 氷 國る巧 クィ グ ソンが 等 

め證力 じょ， g て 結靖國 外にな 逐 せち 

る；^ J ぶなる 可し， じ 

考バグ 々ン 戦ず • -H 常哀聯 を 軍は 目 

す ダグダ ネグタ 海峡を 扼 せる ゴブが 

逕糞 じを 力を 集中して 徵激 じ戦ク 

I づ〜 をが^ 一 王 軍め をが たる 五. ンバ ー; 

jf ， ゎか樂 機許靈 は. 海上ょ ら數 萬め 患 一 

熙 をを なて. バ 取み 皆 おに 上陸せ しを 

要 集み 守備 聲ど巧 外が 應 じて 敵‘ 軍を I 

I 狹擊 せん 答 げら' しか 化 計 叢は 早く も 

バ 軍の 雞 おする 巧 どな， リて目 的を 達 

i すぶ 能は ず、 殊にを 殿 海軍の 花！ し 

き 话觀は + 窗 海軍を 海峽內 にお 鎖し 

解； るの®- なれば 止國 はが 陸 蘭 単の 

理合逆 勸じ雜 i なる 細 颇を威 じ形势 i 

口 i じ 非なる め 狀態 なり、 舊 隙-が じ 

化は なた る靑年 尘巧吞 薦の內 閣は莖 

來傑 かじが 俊の 化む ベ がらぎ る もの 

如く 威 じ 止な 駐ぜの 巧 圃を化 間を 一 

を ホし で擺 和. 儀 你じ關 する 協 满を爲 

しつ、 を もと 

♦グ！ マ ニヤの 要求 巧絕 グ！ マニ 

ヤは X グ 々ン戰 爭じ缉 しや 立を 嚴守 

ずる 報酬 どして ブ グダ プヤ じ おひ 國 i 

境の 辩 薇を 嬰 求し つ、 あらし かブグ 

ダリヤは 化 程を 要 あを 拒絕 したる を 

巧て 兩國 隅の 關 孫は 基 だ 危儉じ 傾き 

つ、 あが 

I 蠻ま 那が膊 'の’ 危械‘ ，鑑 傲， かが 立を 盤 

あられて 今尙 がぶ せざる 六 顧 借款は 

化稚じ まら 叟 じ】 頓趙を ホした る 者 

の如し、 をた願し 偷致 <テ5リ！電 

j 報の 化凉 通信員 かま 那の 現狀 にが 頗 I 

I る悲觀 的の 報 導を 凝した る 大要を 記 

1 さんじ、 現 政 麻の 大藏 大臣は 六國借 j 

廣か割 お 短 H 丹の 糊 じが 立す るの 見^ 


込な きを 悟ち 別に#® 資本家 じ對し 

靴 邸を 郡觸 親を 擔 fj しい 去 千 萬 弗 

の借读 をを 込み 龄談 利は 输敦じ 於て 

何等の な隊 なく 進が しつ、 あらし か 
化 程 突然 英圈 外務 缠 ょら 4 ハ 圖借欽 の 
あ 立な 後なら では 獨 ぶの 借款を 引受 
くす からず どの 命 か あなて 結局 據商 I 

じ. 一頓 挫を ホせ^、 何故に 巧國 かが 

省か 斯 かる 干渉を 爲 す' じ まろし かど 
I ミ ふじ 厭 因は 露鹽 0 蒙を を 策に 巧 J 

王ハ國 借款の 條 かじが き傭轉 の異麗 

おでれ るは 其口實 のかが を閱 はず 致； 

雷寶 じがて 蒙を の 旨 治を 確認せ ざれ I 

ぼ 借 歎じ 應 せず と 云 ふじなる なら、 
然るに ま那 のを 黨 派が 軍隊の 蒸を じ 
願す る决 浴は 甚 国く 巧し 築 ホを 失み 

I ば 巧 敬 麻の 威信は をく 地じ慶 ちが 省 I 

離叛 して 北を じ鐵 會を銷 く®. 化むな 
きじ 辛； るすし どる ふじ あら、 實 じま^ 

那は斯 の 姑き 危機に 鶴し つ、 あるか 

故 じ 化 際 若し 適當の 方法を 講じて 多 

額の 借 欲を 爲 すじ ホれば 必然の 結み 

どして 破 產じ晚 入ら 敗廢 はよ 崩： み 解 

I ホ收 がず 巧らざる に まらん、 之を 要 

する じ 英國蛟 ぶじして 若 化 愈 儉の現 


j 菜を る やら 知れず と 

• •チ^ン かの 發聲潘 動 篇眞を 前^ 

栗 倒の 大發魄 どし で お 人を 驚斌 せ-^ 

めね る H デ ソン 巧め 發聲を 觀爲眞 は 

I 巧が A 年間 寢 をを 思れ でな々 研费じ 
y おせし 巧を をし からす 化程完 をな 
るを をが 成せる を 巧て 數巧 名の 純 - H 

淑女を 新 巧々 ウン チ； 惧樂额 じ 招待; 

し 其發裴 まを 開催し ねる が々 遇ょ ゎ 
は 一 艘ををの爲め十四街ネ！ ス 座其 
他 巧 巧 二 一二 劇馈じ 開演 中なら、 專閒 I 

I 家なら さる 記者は 機械の 裝嚴じ 就て 
はが 等 具体 巧の 說 巧を 爲し 能は さる 
も 想像す る じ 普通 渚 勸游眞 機 フィ グ 
ム廻轉 器の 一部に 發難 器を 聯 結し フ 
ィグム の廻轉 じよら 映し出 ク る、 人 I 

物の 擧播應 答 さては 物体の 夥勸ど 載! 

滤 し發潑 ずる 音蠻 を空虛 僅に 化め 偉 
邊ょ .み强 する 幾夕の 電線を 力— ブン 
の 藻 面に' 酷附し 宮然が じ發聲 する 化： 

帮 なる！ 5%^ じ 第一-じ 映 おさえ \ 'ぶ 
デジ シ 氏の 棋樂部 じ わける 發衆ま 上 
の ホ赏の おきか 少しも 間然す る處を 

をく 舞靈 にたけ る實演 を觀る W 巧 
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I 隣の 游を おく じ まる ザし 云々 


み亂播 な'^ 英國み 權黨化 程 じ ま-" 

I 觀巧益 甚だしく 曝烈踞 を议で n ィド 

ジヨ ー ジ 巧の 別邸を 破燦 する じ まれ 

るが 有を なる 间 驚の 首領 パ ー ク 、一！ 

.スト ホ おはを 魄 がを 巧て み權黨 の 巧 

爲な 自ど聲 言して 踞らざ A しど. 

♦ウイ グッン 巧 か 大統領 就な 哉は 

云 巧 四 U に擧行 せらる、' 酱 じて 典 準 j 

i 備 成り 旣じウ 巧め ホ 認を經 た b . 
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大統領.' ゥ； ドロ- r 、 ゥん八 ソン ー 

i 國務 卿- ゼ r 、 ブライァン 

" K 藏 卿' エ グ、 チ；、 マ 力 v \， 

陸軍 卿- チが ンス 、クぃ ー ン 

お軍鄕 ジョン、 チ！、‘ •マクロ！ 

I 擒事 総長 ミ' ッチ. 五 ダ.、 パ、— マ！ _ 

巧務卿 ユゥ ー イン、 ユ K 、 メリス 

卿務農 '一，パ；卜、クイジク| 

グ少 バ； トシ ドニ ミ、^! ン ストン j 

ヲ デャ 、'ダ ー トナ ー の 一一 寅の 內 I 

巧 務卿グ イス、 デ！、 ブラン デ 立 

鄰 政‘ が 綾 裁 ジョセフ ゥ 、.ダニ モグ 

ゥ T リァム、 デ，—、 マツ々 ブ ー 爾 

名 巧 又は デビッド、 ゼ！ 、リユ. イ 

ス . - 

0 上の かく 巧决し 居れる が 多少の 藍 


ど 音 難の 調度 整は ず 甚だ 見苦し か 
し ょらせば 該器 はを をなる 者 どは <ユ 

遽 かじ 斷 をし 能は ざる も昭れ じせょ 

科 學がじ わける 大を明 どい ふ 巧し 

售 遊け るが 國の 名ち. 

•詩聖 ォォ} キン、 ミラ； の 許 

— ラの 詩聖 ど ゆば かて 世人の 潑俾 

をを けね る 間 巧は ホ 十お自 加州 ピ！ 

デ モント 山麓の 萃盧じ 於て 遠 焉お逝 

したら 寧 年と 十四、 な 本人 じして 巧 

の 薰陶を 受けて— '一家を がせる 者に 英 j 

i 詩 A 野 ロ ホみ 郞 巧-あら 
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を潍 ひぶで \ 見る ミ、 ^ . 

111 明治 十と をのを 大巧 身で、 約 二十 I 

年 邸を 宫ホ 游泳 じ褒 し、 嘗 つて 麾商 I 

務 、文部、- が殖お 等の お宮を おすよ 

つねが、 

11 質は 豪な 磊落で、 而も 存外 靡 直 

潔白な 爲め 官界で 至つ で 評 巧ょ く、 

み 官迄經 上つ ねのは 單 じを 巧の 爲め 

I 許ら でな なかつ たらしい、 ’ I 

I ■其な 議眞 政治家と してろ を々 寂 

々何等の 聞 ゆる 處 なく、 其 閒 ロハ ー度 

尾 崎の なを 繼 いで 索を 巧を の 俟補者 

じ擬 せられれ 事が をら、 、 

Ig 灾 ぃで 菊 地 武夫の 物故 後 申 央乂學 一 

の 學巧長 どなら、 專ら餘 か 一を 育英 

添す 事 ど 思 はれ、 をつ 义自 みで も 其 

覺悟 だつ たらう が、々 度遞 相の 椅子 

猜 いねのは •「 埋 木の 巧 巧く 一源 一二 

j 位賴 政な 來の出 來事だ 0 

A 高 橋 琴淸' 

臺 藩® 秀才 じして 其實 氷圃 じが 

學 中、 惡漢 の爲め 誘惑さ^ ダ 奴 謙に 

賈ら 飛ば ぶれ、 が 地を 漂 おして 易 う- 
じ ホ說 的の 黃 痛を をめ ねが、 偶 渡米 

すなる 當 巧滅么 助に 敷 はれて 歸 朝し^ 

111 語 學敎辄 ミな/ ら 、大を ホを なつた 

が、 索げ 修らぬ 爲め义 々霉潘 して 藝 j 

おの 猫 還 じを ぶを 下クね 事が ある 
I ■あ黏 から 見る ど 彼れ 高 構は 善の 方 

が じがても、 惡の ホ® じがても、 化 

ホ 同胞の 先輩で ゐら をつ 標本で をる 

ど 云 つても 差 まがな から うどお ふ 
ちを 貌は 政治が じ 於け る 巧 旧、 才贊； 

など じ 劣らぬ 大入道で、 而八圖 俸の 

割を じ 似ず、 馬璧狹 ホ、 神經 .瑞敏 な； 

の VJ 、 あ 巧 じな つて 俄か じ 傲 娘 不遜 

の 態度を 現は す爲 め、 をち 詳剌は 香^ 

しくい が、 パ 
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I ホ ニ目の 電報は 巧 願 組織の 巧 惱を報 
で 越せら 巧 < . 
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! 慶 山 本 おじして 入黨せ ざれば 颤然 

i おみ 巧 題組驗 じだ 對 すべし どま 張 

し 他を 一都は おどを 友會 ごの 聯立 
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... K キャンプを 占ち して 庭る、 農 劇 ま 

-ぷび お府當 局め 說じ 據れ が、 日本人 

’ 1 はが 常に キャン. マの 巧 部を 整理ず を 

I ' 成ぶ 一 けれどもみ 親を 證に かしない、 .蟹れ 
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.お 身 じして-ブィ 縣跋 魔の 檢 をを 得 

j た 立派な 敎脊 家で あを、 流 お ホ國の 

風が、. 習慣、 教脊を 履んだ 丈を 然 H 本 I 

:一 趣が を 脱して ゐ る、 日本の 締乂じ 米^ 

，.だ T 猜 童の 敎脊ぉ 痒す るのは 宜 敷ない I 
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がを 陀サス カ チ！ ヮンが じめ ける を 

を 人の な締乂 使傭樂 止を はが) 千ぶ 

を 十二 年度の 同 脚 諮 曾を 通 巡し 厨 生 

去 巧よ 女 効力を 坐 じ：！！ 本人、 ぞ那人 I 

等 罔を じ抵觸 してを 懲 せられ 同が じ 
間胞側 じがても 椅 法の 不條理 なる を I 

お說し 加を が 曰 本人 曾は 中央が 府じ 

I 對 しでべ ネシ 3- ンを 中を し 更む官 患 

t が' 矢 旧領 事は 具 さじ 同地に 出 I 

で爾 々事情を 取調 相當め 手績を 

藻て a 本人 じ關 する 條 巧の おおを 要 

I 講ずる 鑽 あらたら しか 本伞 度め 州議 

奮關會じおし サ ス 々 チ ー ブ ン ががは 

右 白 姑 人 使 傭 嫁 立を じ對 乎る 修正を 

I 提营 せし じ 乂み救 じで 政が め 修正 索 

; は議 會を涯 適し 本伞 一巧 十五 H 附を 

かで 调州 潮输 事總营 ァ；、 ユ；、 

了み. 口 T 巧よ-^ 夕巧賴 事 じ 宛て 左を 

靈普 到着せ ろ... 

第一； 于化を 十ニ ザむ‘ 規 をを みし 莖 

す 第 ホぁ條 第. 一麵め 「'或 補の 資格に 

心聚 でが 婦大就 働 溝-彼 巧 鱗 化じ關 する 

をを' 一 化 をを 修正し 厨 截あ中 じぁ 

うな 本ん.」 なる 縣を御 除す 

二. 該 法は タン セ クシ ョシ 第一' よ 

ず 巧ぶ の：- 雜 がを 潮 隐 むだ* f かが 來孤 

瓣舒を玻巧，レぁをざみむ ：^ぶ め' で 

不-綠 舞を クゎ备 ベーき.-,^. の. ミず.. V . 一.； 

ぶに 對じ失 困領摩 よらは 患 货慈陳 め 

渥嘗を をら たる お 

みぉ 十 置‘ か 贈 御 審衙ぷ じ 拜領致 候 前 I 

熟議. 舒を疆 遇せし 法 释樂第 六 卡髓及 I 

な’ 一中ぶ ぜ丈牵 j 月 十一 巧麽 '立騰 I 

為を 梢. 能 へられ 先般を 锻 じで 御み 雜! 

み 通'^ 豫 でが 稱题も 本官のを 鹽の通 

.ち滿 をに 落磬 ザら れねも 趣き 誠 じ 難 

¥ 'くを 细 なおが を 巧が 政が のために 

深搔を る 威 謝め 覆を 夕！ デ 主' V .. 觸 .下 

を じが ほ饌 下を 通じて 貴を がに 逊 

運 傅 捆成巧 得 貴 窓 候 . 

， 晚を坡 H 孝が 屬 領事. 
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發 送した る 事は ぶ 證時巧 報の 如し 而 

してを じ 醜し 滞潘 SR 館 及び 東を 商業 I 

曾 議所を 中が 武襟兩 巧 ょら 別 おじて I 

I 返 翰 達した るが 其 巧を は タク 楠 違の 1 

点 ある も大 露ち の 如 急 窓 ホの ものな I 

しご ' 1 . 'I 

I 々朝が が 卿 曾に 排 H 的 出 地 案 提出の： 

I 形势あ もを 急の 摸を じ 磯 ま ば 之が 防 
敬ぶ 運動 じ靈 力せ よどの 貴蓄 おじ 巧 諭 


化な 巧 諸君の 必 痛の 程御蔡 ずる ホ 第じ發 明して 特許を 受け 賣 おしれる 吸 I 

である 巧：：： 本が 他巧國 じを ホして む 化 紙 化 用器は 執務 上 時間を 省 < おじ 
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屋ち地 案と 酸國 


東凉猶 樂會議 襲び 

'V 潑澤男 儀の 岡 情ピ邊 撰； 

kr 期郝 がが 會じ拂 円 的 止 地 案 扱 おの 

形勢 ほの 見 ゆる やな 米 H 本 A 會じて 

I は豁 一, ゆ 撰を じ 供 へんか 爲 めか 年 十 i 

け I 二 か ホみ H 滯 をのて 拂扫的 ± 地 案 

め 巧を よ卜- '談窠 がが® ほじな ぼず 利^ 

蠢願係 等 じがき 靜挪 なる 說明 を附し 


ド マン かぶ 療法を 用ゐ てを を 中の 
か 倒を ホ藏ザ しめば を 巧 萬 弗を 呈す i 

ずし どを へる 當市第 一圃ぶ 銀 一打 頭な： 

フワ ンネ！ 巧の 女聋 某氏 も あ-^ どの j 

を じて、 あ 親 法の 應 巧に してが 功せ 
ば 化を 人類に どら. 至大の 福 昔を 鎌ら 
-す もの VJ. いふ 可し 


® 閱她の 新 發哄今 •凹 丸 ザを か 新れ 


を 馬 太ず 洋 世を 大博 驚を を 罔の 意を 

I 表した. るは 云 ふを もな く 一は 因义嵐 

I をの 識善 一はな ホ資 易の 增 進を 計ら 

んが爲 めでる も而 して 目 本朝 巧のを 

思は 誠が 誠裳大 碟覽會 成功を 新ら 直 

まれ 成 巧せ しめんが 腐め 條閱 一致ぶ 

じ 與あク 、をる めな ii - s て ある 然る 

じ-も 係らず が 卵々 會に 排日' 的 虫 地 蓬 

の提巧 さるる は杳然 H 本替 民の が' 整 

を無擺 しねる 化 巧て ゐる 岡が じ B ホ 

の闕 をを 傷け 目米賓 をの 靖 進を 化 蕾， 

ずるぶ 當行爲 ど 見 留める 外は々 いが^ 

し斯 かぇ 法藥 がが 每じ据 おされ 形勢 I 

き谱 をに 化が もじ 電報を なて 通知 

レて^ち い 度い 貞み等 じがても 外務 1 

奪 揭巧棠 他雜を とれを せぶ ばず ザら： 

度 ホを だけ 靈 カホる あむで ゐ るを 


於て 頗る 輕便 蛮寶の 物なる あ、 近 巧 

を留厨 脈の 新 兹明品 じ 志ず 者 多く. 現 

じ 闽當義 一巧の 發巧 じが、 る 衛生 塘 

谐截 子め 如きは 旣 じ米留 がぶ お英國 j 

等の 特許を 受け ジレット 剪刀 會髓は 

一十 五 萬 弗の 資本を なじて 共同 事業 1 

の 下 じ 會祂 を劑ぶ せんどを 注み ホら- 

I 木管 巧の 特詳 をず けたる ダタ！ の i 

巧 もなか- じ 見 达ゐり ど 


« 華盛領 がの 骑胞排 巧. 同 卿 議會の 

間 題た る 外人 お 地所な じ 願ず る恣 

が修ぶ 索は 口 本人ぶ 支那 人を 餘 くの 

外】 殷み火 じ 之を 附ぷ ずる 事 どなら 

旣じ下 偽を 述 過した る事旣 報の 如く 

なる かる じ 就き 举帰粧 御 お旧大 化は 

極務獅 ノックス たじ 對し國 際 上め ぶ 

I 間 題 どして 綻 簾' する 處ゐ をし》」 見 わ 

1 國影 卿ょ-^ が 知 f ‘ スタ； 氏 並 じ 州 i 

簾 曾が 他の ホ 面に 湿吿を 壌し 閒 法案 

は 實じ目 义魏際 上の 重大 間處 たるに 

ょらが 議 をはが じ愼棄 なる 討 難を な 

すを 必耍 ぁるべく が 條約條 文に お觸 一 

I ずる なきやが やを 雕 むる 頤截ら <間| 

索の 進行を 撤緣 すべき 旨 語 求し ホれ 

る じよ'-^ が潑會 はがなら み 泥 亂じ藥 1 

1 はれ 例の 緋 U 派み タイ. ムス 兢聞 のか 

きは 直 もに u ホ爾 ずを 巧' i . ずるが 如 

さ 巧 態を ホし つ、 ぁり'- 


||脯 あを 治 新法を 見者を レて を 時 

I 祗界 のず 目を 酱て しめね る獨 遊の フ 

ブ 1 ド マン 巧は' 义國 じがり 實地 試驗 

を爲す J じか レ 目下 渡米のを にある 

か 年 ミ 裝大の 經搜を まを しで 雌 おの 

豫巧 硏究じ 怠らな きホ國 政府は を大 


領晚を 波領舉 館へ 轉 巧を がせられ ホ j 

巧 十み 白當地 巧發赴 ほず 可し 


♦日本 感會 め^^ 曾 まる 十と 日 午 

覆 一時 ょら 巧協會 にがて 彼む 有 あな 

る 寶襄； ア！ ホス 本シ ヤクグ トン 並 

じ 化を 牵 ペグ 9 提瞥の 一巧 ど 典 

我 國じホ 朝せ しク イブ アム、 スピイ ；； 

デ ン ゅ} Esi ^を： w ぃ資どしぉ待會を齡け 
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; ク ツユ！. 巧*^ 催の もど じ ホブグ 


ぶに 臨んで 普 述二遍 の拔搂 なか、 公 I 

の趙 より 欺かざる 憐 別の おを 陳 るの 
ホ 化を き 診が 鶴‘ 攘巧ピ 傑 どの 關 係に 
I ? をして 切 i の 情 綿々 盡 きざる もの 
をる からで あ も 

么 侯が 新 育 新報め が號を おした 當 時： 

|に がて) 部の 人は 非常 じ反對 した、 
巧 寒した、 巧留间 腿め 诏 んど垂 部は 
茵 よら 侯の 性質を かるぶ 人 迄が 其み 
潑の 不可能を を 言し 或 お 志 家の 如き 一 

がを をの お 生 傑を (馬鹿) と鄕 
(新聞が 六ケ巧 績 いたら 御 目に 懸ら 
が) ごを 愚った 


セ！ リ； じがて 大統領 タフト 巧を*^ 公 化 四面を 歌の 邸 じ 巧て 惡戰苦 劇を 

I 資 どし 稠會を 靡く みなる か 日本人 侧 1- 

よらは 源 野 総領 拳 夫妻、 齋藤 副領事 1 

^ 補簿 ..出 庵すべし 


请 けて 居る 時 じ 不絶満 胳の閱 曠を注 

.いで 倭を 腳 まし 傑を 織め て 吳れた 人 I 

尿 馬 煤 巧で るつ た 
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は 目下 ホ テグ、 マグ セ； グ じなら 

j ♦永 巧彌 まあ おあげ 電氣を 社の お 


® 掘 巧 君の おず 巧 ブグブ クリンは 

あ 巧 頗る 物騷 じて 追 綱 强盜の ぉ沒盖 

だし どの 至なる か 化 間 堀 巧 後太郞 巧： 

かを 短よ ' b の歸る さフグ .トン 衔 ご 口 

ャ八銜 の 巧ぶ 機巧らん ごする 時 四 I 

五 人の 惩携 一人の ホを 捕へ て强 奪を； 

試み ゐ たる じ ホは 同氏の 盛 b 错るを 
見る や 一生懸命 じがを を 振 安 族し 码 
一巧を 目 懸けて 飛 かき 巧ら しよ も 巧は： 


' Q 邀 かな、 基礎のを まつた 岀版 物を i 

有する 一 ご 二の 人々 から 巧の 拨 助を 依 

- _ .■顆 して ホた、 然 かも 巧は C ホ 國で新 

一師 なを 商 氏は ホ國 の 電氣議 察の 爲閒 ミグ プ 等るなら f 新聞を ず 
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レ づ祗は 今 閒ジョ .セフ 、シャ ダ ミ 巧 I 雄 じな のみで おて 撰は S れを 知る-馬 

をぶ 洋通信 員 ィ」 して 茎ぶ じな おせし I 機巧を 德 とせざる を 得ぬ、 擧 惟濟々 

むる こど ミな 化む' 鎌を 避け 易に おき 巧を 見て 趨く こど 

:' - .1,. 1 ] -i 薇 化め 牧解じ お ふが 姑き 現 時に がつ 


I をを 木を を 氏を 伞裳業 翻 U けど 典 1 


巧の 知遇は 诱じ おつて 黄を な 上の 


女を をろ にか ばヴ 乍ら 得 念の 天 お 神 I で 日を お發 験が を經 てを！ 永 着み 整 

礙流 じて 物 0 見事 じ 一人の あのを 巧 


ま ルせ る树巧 さす 一. C ： 加 叙ぶ に™ 灘 おがを 强へ しみる 

公海 撰 巧 じ 就て 償の 最も 深く 敬服し 


P ♦中が 鐵太郎 巧 

b ホ 業 


I げ 倒し、 けられた が 的は 畏< なつて 

ず ィド ジ ホ} ク じず 多 藤^た るじぞ 

淺 りの 奴等は 魂を， つぶ' し 蕾を 霞ぶ 逃' I ♦一二 巧 物 虚の谢 班 氏 

げ 去らた る もなる か 活動 為眞 のを 巧ム 

なを 戮 めた 撕內 若の おず 柄、 流 お 

遷 A 戚必这 いふの 外な し .■ 


ば今闽 クラ！ ク火 1 


は廣 をの 罔 ま 
"脏 じ轉 勤を 命せられ 去 二十 H 當ポ發 
歸 朝ず 


® 前號の 紙上 じ扳野 おか 結婚し ね 

る 横 記載した るかを は少 計ら 誤觸！ 

じで 同 君は 轉が饌 つてから 結谣 する 

I 答 じて ホ だ 巧を 攀 げた 譯じホ やと 


I ♦困け 巧め 歸朝 高峰 事務所が 周 左 

f は 巧 ±隨 巧 員 どして 歸朝 せら 


•离 峰 轉モの おを， 同 巧は 昨 ホ 

おな 測审 じて 當地お 發歸瑚 むを じ 就 j 

き だる か 米 圃化學 大家を 會員 ミせ る 

ケミスト 俱樂 燕に ては 去 十と 日 態 

馬の 爲じ 送別 貪を 願き 陪賓 どして 避 

野 領事を 招 猪 レた な、 お贿當 地のを 

赌 がは 進む て 営 地を 留の H ホ 乂諸あ 

意 W 會を しでを 隣せ ぶと する 傾 きゐ 

り 今 阁の赫 きは 舉じ 一時 歸锁 を爲す 

じ 止まる， 一.-: 3 本人の 爲じ 鶴！ 斯 かる 

盛 曾を 權 ほすな で裔酶 博± 、 r 人のを I 

がなる はみ 論、. 內 外人の 親を を 進む I 

る ■一 現象 どして 見る を 得すし 


タネ 紙 第 七十 九號 

を あわ 二月 一 H 敬 巧の 本紙 十 お 一入 麻 

j 御所 搪の ホは 御を か 被 下 度 相當の 倘 I 

て 買を 申 候 (新報 社) 


.馬鷄 巧 y 送る 

'，俗 保' 

A 梅 縷睹吾 巧は 愈 名 今月ず H を 巧て 

歸朝 せらる、' 事 どなつ た、 過去 一年 I 

乂ヶ巧 間 先輩た る 巧の 知遇を 辱 ふし 

た、 典を 衣ぶ 期間の 比較的 頰 かった 

じも不 捣今吿 別の 際に 臨んで 1 踊 言 I 

ふ すらざる 惜別め 精じ堪 へぬ 

A ホは 芭れを 知る 者の 爲じ 死す ど 


居る おは 其 器の 大 なる 巧 じある、 
赁閒記 おどい， 芙 磯を 国 ごの 知て 敢； 

て 他を 駕 ざる 所 じある、 を お A 、 祗 

の批辨 脈が おに お化脫 おの 趣を 
I 唯す 巧 じがる 

I 策 「マ ー 巧い さ」 どい ふのは ぶか 話 一 

しの 終ら じがけ 加へ る：：！ 瓣 てるる 
「マ！ 巧 心-さ」 は 巧の 諭ら め 哇義を 
現は し、 其餘悠 をる 藥天 的の 性赞を 

現にす、 傑は 甚だしく 巧の 「.マ； 可 

かさ」. を. 変す る - - 
A 巧は を 废歸瑚 しで ジャパン タィ 
ス 祖 じ 入 b 編 辟を どして 丑年 施の 生 

拒を 巧び せらる； をて ある、 巧 かお 

て わ 筆は 巧び 久ィ ムス 紙上の 光彩 ど 

なつて H 東ホ國 おめ 謗り どなる は 疑 

ふを 要せぬ、 僕は 今 別れ 巧く 巧の お 

淚を 見送つ で 性 巧を て雜驗 した こど 

みない ホ 別 か 哀しみを 覺 ゆる 

參隊職 皇太后 顯觀 I 

. こ 一 十二 H 化 f 巧 電報) 
渝淸 朝の 魔裕尝 太后 階下； 4 は 数日' 閒_ 

额お氣 じ 渡らせし か々 朝；； 孫吉十 か！ 

御 他 ホ あらせられた 4 と. 


由を K か 民^ 


験！^! ^ 
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す 恐 の — ごみ 巧 戸戸 夕开 

TH 整 ^ ぶ : PA 萬疆 SE~i'Tl 巧！ 底 
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Saturday, F みれ lary 22 打ん 1913 


jAPA が S RECENT 
POLITICAL CRISIS 
REVIEWED 


ife 


- To 4:ose of om’ 法 in がわ 江 n i で汪 dc が， 

•が ho have had no opportunity to 
study at close range the worki 打 g of 
Japanese politics， the recent po!i 
iwa] crisis 隨 tight s が说 p がが exi 打 も 
i 打な!) licabl も The Cabinet of Mar- 
qu お Saion お， the か en lead が 如 t;he 

ピ eiyuk 注 i， which commands a 打 ab- 

so.lute ma ミ cn’i か in the House of Re- 
presentatives, was わ]: ced ね r が ign 
in early part of last December, 
owing to the refusal of the Mmi がが 
of War to eoMorm to が6 ad- 
打 linis む ative and financial program- 
me d が ided upon by the Ca が 打 et.. 
が ""hereupon after lo な g <lelibera けが! 
aino 打咨 the 技 kl げ St;ates 打 le 打 Prince 
K 泣 ts 巧 ra was p が suadsd to assume 
ち he duty of the Pre 描 ミ ership. The 
Prince organized on December 21st 
what 巧' as じ alkd the third 区 江な ura 
Ministry, 汪 ppa;e 部 y without no 
substantial -gi’o 口む d for hope of s か 
ciiriQg：tlie.sup}k)3：tof th か Diet. The 
Lower Chamber cm re-as 良 emb だ。 g 
3jter the term of suspension for two 
weeks had e 又が red passed on Feb- 
口 a 巧 5th the vote of want of eon- 
打 aer ぶ e ミ 打 the に atsura Cabinet. !t 
was expected that the aKsolotion of 
ihe 技 ouse will imme お ate お わ I!o お 
the p:i が 泣が of the 夕 ote. . But, con- 
を 與;^ お^が 始 re:sfg 棘 t 苗な (也 Prki が 
Katsura with h お 形 abuiet tenderea 
to the Emperor their 昨な 夏 打 atio 打 o 打 
February 1 王 th. Thus ザな がれ less 
tha。 t 巧-。 讯 onths. two . .Japanese 
Carnets h 茸、 巧ぶ 0 打 も and a third has 
3 な st bee 打-重 orm せん We give else- 
where the o 妃 の al 1 お t of the mem- 
’ composi 打 g the ^ Ministry of 


of the Di が 
iurthe* back, e で en- ィ〇 the time of 
the Restoration of 1 がん The gro^vth 
in Japan of democrat ミ c ideas， by 
which we me なな the I’rde ら） the eo れ打か y 
in conformity with public opinion, 
has been constant and stead 扩 Kve 打 
at the time of the Restoration this 
idea was in が1色 air. で he 
Charter 0 部 h sworn by the great 
Emperor on とお 度 ccessio れ to the 
Throne that ‘‘wise councils should 
be sought, and all things detemined 
by public discussion’！ has no mean- j 
お宮 iml が s we ibterp が t it as the 
enibodime 打 t of ち he spiHt of the age. 

A historian of the だ 1 打 e ち ays: 
thoughi な iperialigtic i 打む s aim, the 
revolution of 玉 868 maybe described 
as democratic with regard す 0 the 
peirgon 打 el of な邑 most act;ive agen お. 
The people indeed — that is to say 
the people in the Occklental sense 
of., the tc 巧 只， the incfca 打 tile, the 
manu む cturi 打 g, and the agricuUurai 
classes 一 had ぶ o sh 江 re in shaping 
the event. The term democratic 
is used お the sense that whereas all 
the great political vicis おれ ides of 
previous eras ha な bee 打 planned in 
the interests of some aristocratic? 

重 am リ y or が ni 打 ent Jeader, and お a(l 
been consummated by the farmer’s 
kinsmen or the 1 なが er，s adherent 
the men who conceived and achie- 
ved the :rev(^}utio 只 of 18G8 were 
chieffly samurai of i 打 お ri り r rank 
without official rank or social stand- 
ぉも’’ • 

These ミ初む饼巧 打 had no backing 
except, t お at、 of what might be ca り ed 
the public 0 が 打 ion among the 
samurai — the intel だ ge 打 t r 口! i 口 g じ} 抹が 

at that time, iii order to perpetuate 
thi 夕 moyai lorce, and to provide み 


Mmieter of 
技 及 I KARA. 


-Mr. ス！ •'が A- 


Minister of ,J 口 非 ic だ’ 

HISA MAT： か TDA, 

Mkii 別 er of Education — Mr. GI- 
JIN OKU IM, 

—Minister of Communication； — をは. 
お mo 口 s 肖 AJIM 技 MOTOD ん ；, 

JVIinist がが — Lieut 


巧 


Baron YASUTSUXA TCK： 〇紳 IL 
Minister of n 注 vy — • Admiral B«ro 幻 1 

MIXO お U SAJTO. - ， 


巧’ 柄 《虹. is a triumph り f Chinese が t,!to be 打 ovfelti が. 閒がが o' •だ 碁 ht 
巧ぶ （jrtrne お the main h み 巧 如 Con- now general, Th を most reinarka- 
ミが; u じ . .It contains only one roo 併，’- ホ le-change in the city お 他 e. revolu- 
B4 fee も long，- anti お uppoi’ted by t6ak tio 打 i 打 the matte? of decency and 

C り も d 辑 U な rs 40 お et Iiigh. It お public order i むか e streets; 

半 ere!y おか pk:, has no decoration j. - la' short, the ザ sUiWishme 打 t of 

<1 樹 .t 々杳敏 ’act the が6 ot travelt らみ流 00 is, whi 浊ぷ居 u が dth 占 mod が。 


ij The を uuirice Minister, thereto て爲 
j.P み ing 'cart; じ がバ江 色が-}、 汪 ve c 姑が d offered .—the land 1; 化 n が er tax..: 动 


tos ち 


辦 Idii … Se おが 
Monarohy and 


es: がを も the deVen お ble お devoted かリがたぉ〇每； the incirea が-; of m 侣 r- com- 


stu 打) り む \ん .み mo.viutmg 
が 0.000 .000 anraial' げ . • 

These - neg 她 aUonp were p が 3 
ceedmg ぶ妃 oothly. and が icce ぶ h!!l 
in London until last Thiirpdaj 
巧も も xvt-he .Foreign Office" suS なな 過 
raised new objections, * positiv-c^ 
refusing to sancti 行 n any isB'、 が' け nt 


('細れ? cu 巧 and his 侣 ii d ミ sd が'' 地. jraunk:a1:‘k)n， だ hich fad] け ated the 心 f か x ■ふ e お: s- po 巧で r お; i ひが asfk>' 鋪 


ド h おちな blets to Co が m‘u!s lias on_ itj ぉ x じ. hange が id だ as; the deveiopme が 
鸿巧じ hajacteristic m が ri が ion 〜 ••the い f the press, which helped to. create 


和 か 別.； to the soul o£. the most holy 

!裤 が 巧む を 1 teac! 巧 r， Cun お dus.，， 


1 ’ な. "am oi. 


. ‘The British financi けち， Lh つ u. 马卜 
prep みが d to issue the loan a! が! 
flnauce' the * Chinese む "〇に 巧 、むなげ 鍵 


public opinion; the 

stiKU ぶ ts . 的 打: i abroad who おが Ijgeiiera お’， お 11 not iu ホ 巧ん ho が • th 
-にも 余 的り 巧 gs みが s なり d. がぶ しが 〇她 が自が おむ がちが d 化 e bl 備 dn が of ci 础 iza_i ぶ 拙 icdon が the Foreign OfTice; 

1 も增 可が W: でり ミな 口 Cl りみ 台 taods on 的む eJtion i 打 〇 也が knds ^ncL ca ぶた back! (ぶ Friday 比 巧 tel も gra がげ (い。 .も hi 


j Under the auspices of Japan So- 
ciety, Dr. lyenaga of 陆 e univ が si か 
of Chicago de じ vered last Saturday 
at I 王 ptd Astor a 打 iotere が i 打 g 化打<1 
instructive lecture on . . よ >eki 打 g.^’ 
The lecture was profusely ミ l.lus わ at— 
ed by excellent 'colored slides. Any 
function undeirtake 打 by Japan 8o- 
ciety always cariies with む . the 


meeting was 打り exbeptio 打 to tb お 
ど ule. Mi’. Alexander Tison, Chair" 
man of the Committee o む Litor- ! 
ature and Art of the Society， p? か 


•N 巧 man， e 又 .c げ t Christ and Buddhn, 


N8w Rgpiiie 柄 e!de-d を iich a renia.!‘ka わ le 


i 芭 fkience,， has stamped h 皆 eh ふなと- 
ter and thoughts so i 打 delib か npon 
似 解 ses of humanity, as Confaeiu ん 


wit も 乂 ed to: introduce thenr i 打 to ^ なぉな. 
their own be 打 igMec! country; tlie! jTac が by t お is n 靴- col 化 部 も-なが 
op^ening of p!’ が mcid A 如 eniblies! 巧 打 an が 及む 归お ter； fkjdmg hi^ posi- 
and the Semite 巧が浊 - gave thej む 打 打 int 扫 i 知 a.bie a な d bei 打 g i ぶ ab ミを t ぶ | 
か 3op お が e ち rst むが おひ よ poweir; リ吗 ti び 只 in any tih. が; tion for help, かげ^ 


す he: 邱 i 打が e がが! izatio 打- is a の. が-が acM 打 gs.. a 打 (3 が op& 夏 anda o 重-り r. !.po が s れ が si 各 打 


も fUkea Goufiici 注 打 ism: pure and 
が pil) 巧 . The Chinese のぶお m of 


Sun Yat Sen and .h お foliowe! 、き 


i が! nedi. が 別 y, ' a むを 荀 
whk 也 


I depart む 〇饥 T)eki り も which woul 

th が e, か eii， w げたな e 流 iefca な ses ofjbn 打 g つえ bout- the fall ひ 重 な报 をが; ir 巧 


辑 yv で I'nniexn， け s organize tio 打. が so- ! 化た xmtio 打 al mov 每 01 与 nt か hh 也 .过 t Cabme し 


じ 主が y, なら 
e わ cmett が 


gmcimg pri りの がたん れ s 
and が おも i わ lit げ atu 化 


stamp of 如 cc がん Last Saturday’s み nd 打 ] 口が。，】 な customs and mannens 


In 


overthrow 
m な ugura- 


last culmi 打 ate^i in the 
of the M 泣 打 地 us and the 
む ’oil of the new regime,- 

Future of the RepubJe . 

The がが y of . tke— !ate Revolution 
was then briefly told， after which 

with the] 


al] have their iota) な in head 
も he ie ち ciil り爸 s of Confucius 

OH 巧 r が em of education and China's Irublu 

-Touching upon the — workoj the! 化を 咪 e 江 おが concluded 
sided and introduced the speake が 。で が 。い he nld regime, a 叫 ぉ 苦 win 呂ご m 和: ^ 

"，: も L f.：„ し、， も ょ—,:。;*〜… 一。…]— 、，し 1 な e 戈 vd 芦 resulting th が e む oi^、 thej よ も 巧. の 注がん も mcult お 

- . iwhat will be the n れ im 江 te outcome 

of the experim 巧け of Re!:>ub}icaiiism 

雜 i を ten 崎- Confucius and Mencius 

が b •ぉむ すが the りぉが t げ e 打攻- む V さ 
ceuturi が the Bible fo 地 e Chinese. 
fThe wo 成 〇ちな \巧 な crowd oi .Glii- 


with l^w but お だ citous wor お . Mr. ご … , レ… ご 。 

Tison also called the a れ e 打 お 〇扫 が; なで ミ ^ ^ 〜 

、1ぇ が Ohi ひ ese clashes cora が お d and 


the aucue む ce to a valuable piece of 
old Chinese Art cm. 凸 ed by Yamaxia-: 
ka 皮 Co.: which was oxhil^it 台 d oh a 
table with the view --of adding irir 
terest to. the occasion. 

. Dr. iyenaga’s iecture was 


巧 'i も みお renee to FVanc お; ぉ ob が u 
tion to the three Chinese nonii 凸 ce 
as auditors \ittder the sextuple 
agreement, the も; on'espo 打 d がが saysS 

1 が n in 沒 po お わ〇打 to a がが I む 姑 も 達 
け le ド； reach' prote が， though teeii^ 
nieally <iire(?ted against- all thre^ 
1 .. j alike, would 。が t ain か be ma(k 
Uo 放を other scor も ぶ o 化 atter 
nam が were substituted, as 這 b ら姆が 嗟囊 
ins か u が iems わ ave been- coii、’eye<l._io! 


the R-ussian and French 王ぶ gatior 口 < 一一 


an 


jnese scholars was g 成げ ation 'after 


attexn が to の cplain with ホ he aid of 
。 , pictures the が お e of old and new 

safeguard a 复 aint み 11 self-seeking ぶう- CMrm， ami 主 he 抓が enc も 巧ホ〇 filled 


oers 


Co 巧 nt Xaniamo れ. As several 
changes have been made by 化 e 
Premier in the cons だ 扣 お on of the 
C る bi 打 et, i も わ わ be sur 協 ised that 
its お kth was attended with difi- 
じ uity; 王 t 巧, then, not at 身 1! sur- 
prising that this kaleidescopic 
む han が io Japanese politics presents 
to the American p な blic a p 口 zzn む g 
spectacle. 

To us, j apaxiese r 約! de 打 ts in JCew 
York, who, being secure from the 
blinding effect of the passing poli- 
tical turmoil, stre お the fortunate 
po ミ itio 打 of being able to take a 
detached view of the po だ lical おれ la 
tio 打 泣 t home, the recent cHs お seems 
nothing b 口 t ぶ natural and inevita- 
わ le stage m the course of Japan’s 
constitutional development. Re- 
gretable as 巧’ ere the recent disturb- 
ances — the mob, the slaughter, and 
the st6rnii な g of o おな a! organs — 
these み re mere ripple を 巧 ホ eii co 说， 
pared かなわ the thou 打 柄 in-waves of 
poiUical upheaval, that have mark- 
ed i 打' other courUries the ch 贫 n 这 e in 
the syst 純 a 0 ミ govemnie 打 t or the 
transfer of power む o な！ one hand to 
another. ^ The po じむ cai clijing も now 
taking place in Japan has a great 
isigrdficaiace, and is fraught with far- 
reaching conseaue 打 ces. It i& ひ ot 泣 
transient phenomenon/ It is rather, 
the etdn がな 抹 tion, or perhaps 汪 が 巧） 
to ポ ar 身 that 她も of th& political 
raovement that had been go ミ。 客 o 打 
わで many years. The old poiiticaJ 
iorc が.， that b 柄 e ruled and con- 
trolled Japan during the 站 eiji がみ， 
are 打 o 巧' a も ns む 打 貧 thems ら Ives 的 the 
new situa が〇凸 created by 
装 r が呂が the country； 


pirations on the pai ホ of arty one 
clan, the leaders. of the R がわ ratio 打 
asked the Enip げ or to pubti 別 y re- 
登 iste ど 注 占 sole 谢 11 oath that を broa<lly 
based ddiber 注 tive 知が mb お sho 口 Id 
foe convened for が 巧 purpose of 
薄 lid 口 eting State aJMr^ お ぶ om ‘ 
fofirii% with public op お ion: New 
Japan was thus conceived in the 
か oinb of ミな が. ice and public opinion 
H が e is the germ なが お kter years, 
bloomed hito the flower of Japan’ 
城 e constitution. 王 t took, ho w- 
ev が, lime for the constitutional -idea 
to CO 说 e to i わ maturi か 

In the mean wh おも those 带 ho t:ook 
pro 從お ent pa；rt i 巧 the Restoration 
w げ e だ miiy seat が i お p む w が. And, 

while they guided tie sh お of S おが 
with coisummate sldD, 妃 を， 巧 pr む 
扫如 tativjes o/ the two mo お powerful 
clans, Satsuma and Choshiu, came 
が 出 e same お me to ho] さ hi their 
own hands the compile rei 打 s お 
government. Thias it happened that 
th 台 Japanese Government became 
an oligarchy, or ‘で Ian Govern- 
nient,"as w お often cal! をん For 
many ye が s hence the po おお cal game 
was only how か を お p well the bal- 
lance of power between the rep が- 
sentatives of Satsuma and Choehiu. 
Those outside the chose む circk 
rmturaUy dialed against か e おが 
that whereas the 〇贷 orts and sa なし 
を c が dema 打 ded by the II が to 城 tio。 
had' お lien e が lally 0 打 the whole 
miU-ta び elas も the 〇樹お al pri が s 
under the resw な ing 巧 巧 te 沿— 巧ので 
monopoliaed by a small coteri が of 
me 打 Ireionging to the two princ かお 
clans，，， ThQ 1 を aders 〇ま the Opp か 
sition found that; the o 狂 社 way to 
destroy 也ぶ monopoly of power 
was the estabuhsment o ぞ込 consti- 
ti け. ional Government. 


the darkened hail oi the Be け ed げん 
was not slow to show the apprecia- 
お〇 打 of かち endeavor. We give hisre 
the resume of the aadress. 

Alter o £ Heaven and TKeocratic 狂ろ vem 仿も nt , 

Speaking of th^ Chine が Emperor, 


the ;e じ もな rer Sid も He wag -地も \ごミたを护學知な^；.}が地— げ6 super! が 如 vi お a- 
r だ お 规它 off 苗 如、’ 啟 on' だ处 thV - tHe む麵 ..ぶ 地が- W est, the trou 6 括ら eg 身 n . 


(To b« oonlinued in n な I ミな だ） 


Gonp が i 帥 が 1 貼 . 
Yamamoto な咖が 




i T 叫 coxaposition" of 化を Cabinet 
headed by Count Yaraa み oto has が 
la が お ee 打 completed. lier だ is the 
ofiicial list of the ra な nb げも 

Pirem お r — Count GOM 技 技 王 YA- 
_the pro^lM 庄 MOTO. . . . 

み 王 mist が of Foreign Affair's 


The poiitica! みぶ e, that, h が a|Ba 的 n NOBUAKI , 巧 AKINO 


•げだ e だ ago reached 汉 n acute 



がな が,}. が i 早 ist 巧 s of f i 打 a 打 ce … Baton 


people’s 掛 gh Priest. He 細 orne 丈 
and worshipped Heaven, a 打这 ち e- 
cia がぶ its w 則. I 打を .de!igh 短が 
gfOYe ミ。 the 这が Uh* 过 stem quarter 
of the Chinese City of Peldo も な e 睐 
is a 打 AU が， the rao が rem 注 rka 村を 
and unique of れぞ kin な in the 
world. む お the sacred Alter of 
Heaven. む has no 蘇げ i 打ち no.pa- 
god 狂 on the top of it; its colonaad お 
ミ g お 啤 ed by the cedars and cypree- 
ses of the grove which surround it, 
and the dome of this gpotie が 巧 hit お 
從が bie ped が tal お the cloudless 
blue sky. It -is circaJar and three 
storied. In the center of tbis rqof- 
1 が s て otu 城 a there is one inarbl も 
slab which k が garded を s tb を center 
が わ。 ミ verse. It 巧- as on tbis central 
ぶ sk 比が みな Empeor was 和 on.t to 
prostrate him 卽! f to worship the In-' 
visible Deiiy under the bl 巧 e 如 r 浊 01 
贷 eave 己. He went tli が も tim が a 
ぞ e お to worsh お there. む was the 
な lost soi が Em and impressive cere- 
monial k 打 ow む i 打 Chi。 ん Having 
spent the p が 对〇が ni 细 it in the Hali 
of ん1>8だ 打 6rt.ee nearby io f&slirig 泣む ホ 
meditation, the Emperor —went 

お rtli ミな the がが’ da 和 ri of the 打が c も 
moimi む も atteii<le 过 by 泣 11 お 化 が gni- - 
targes 〇 王な i 这 Co 巧 r 看が id s りび otm 过 が ed 

by splenaid pomp 細 d imperial 
pa が a 打 try, か 舶 s AH 託 r of Heaven, 
and が ere adored 苗 eave 打 and pray、 " 
钟 tor the 巧:如抹が of his p か) pi お 
扔 •り ni で’ ha|;.I have Ascribed you 
が 11 が e ttmt China で refuted tiii a 
year な go, as it did for ‘扎 〇ゎぉ inds of 
year も the most ped が t 巧} e がが が— of 
或 theocratic Gov が nine む t り 打 earth- 
Between l：}iis わ rm of State poli か 
and that of*; modern Republieaii 
号 ov げりの 巧が， 件 li が 法. ぶかが: ぶが おお 
there! To わ]: id 客 e th を,: を u! 重 お 化 1: 王が 
jn 鮮 doi!s lask; it と an 日 ot わ を 姐な 
げ ork が a day. Yet Chi ごな seems 

け 注， ぶを 郡 aJ .abse かが to hay も 郝- 
CO 说が ish が the feat 巧， itMn a ye 注: c. 
谭啤 eth が su 地 a lai 巧 c! を： is possible! 
虹が V がげ: げ化 ains yet &が:〇1咸:：拟，. 

• Co ホ jcius and お 8 InHu 知な. ’ 

ピ pea|:i む宮 of' another moral お r をぉ 


in し h ミ na. W,e all 1010，1 y that a cons- 
titutional growth is a s!o— ホ proems. 

We, Japanese， a 巧げ the experience し、. •， ， . 

丄 , 1 1 " . . . ., , . Chma innii the aiito 日り my 

OI tw を n か thre を years, are far from.; 


e! 锋 ant poems and が say. But they 

お 離 \v 打 othin 宮 of か 台 o 巧 お klV world 

が 过 夕姑 泌《 も All this was well, 
while 魄 i.na lived the- life of .ぉが iu-. 
sicn. But 巧- he む 純 e 〇ぉ (巧 came io 


扫 ot to "per のれ any fina 打 ぶ相 help^c 

of 

1 と V .. !宴 地 a is fully reco が li がん ■づ 二を' ミ 

がな ぶ mg the goal ot a 巧 al かぶが It 口 -J ぃ , ぶ丄 l ハ ._l . 巧 ぶ‘ 

ム •，ハ. .，、 V ■ The a が t か ie.oi 化 户 Bnhs ねぶり ド 

ね 0 む ai (xovcrniaeat- Bv slow but! ; へ 巧 , . - , ■ ,、 •, 

ム ， .J - 一 • • ！ が gn Omce IS iindotibtediy .due す轉 

が ea’dy st 巧) s we ぶが" progressing か， 打 、 m . v ’ •.山-- み 

の 1 ご. ， • • French 江 打 d Ru が； la 打が！) re が 打む itions が 蚕 

The political cn が s - > . -• . .， .ご.. 斜 

‘ a 打 d じ hi 打 a IS Txienacea -vVltir す 

iQi' base political reason も 

て he Russian がが s 巧な も is_ ，夸砖 み cdlj 

growing, says the じ ofrespo りさを sitvS 
わ 口 t the Chinese Ar3By and the p が 壬 苗 
おじ al parti を fare- determined to 却 只な 速’ 巧 3 
firm on the Question o 至； Mongol ミ 場 

t^lding ちわが 戶6ぉぉ 墙三 wo 巧 Id b お: 細:^ 


generation only to じ oiniiie 打 t and 
Elaborate upon the theities- of these 
classics. 了 h がが ere, 也 erefo が， well 巧-が 过 妃 e 約 ■此 

.V 鼓 お d in the dashes: could wrke 戶 e が tn が お d in Japa 化 お oa 皆 


Had 純を お the beginning of お er; 
i なお rcoui •が かな}) な e West been 
wise e む ou 答 h to adopt ail ミ ts modem 
ira を rove 化衍 li; も a を Japan has done, 
ミ t お ■iike か 地な t.. slie would have 
caught 巧 p the c わ iii 城む 0 打 of Euro; 巧， 
and がな が ed を。 か te humiiliation sh も 
h が规齡 red. But China, remained 
0 も <5u で 或 tel れ Western iaflu 細が， /The 
bigot び， comiptio 幻, 碑巧 かおが, な 打 d 
im も on 打 d が 1 sd ま- cor ぶ eit of the 
蘇な む (出な ru お rs and the Mandarins, 
stood iiike tlieir. 谷 re 注 t Wall To 
block 曲 e ミむ 卽〇加 ctio 打 0! Occidental 
dv が:? atio ご， until their capital was 
occu が ed and looted twice wU わ お 
haH をが 技 tu び， and the viry founda- 
tion of tl 巧 ir 技 m がが shaken. 

Progrew of Chiu-. 

When, th げ站〇 巧， す lie late Em- 
p がが- DoVa 貧 巧 abolished in 1905 the 
old style of の: a 扭 matio 打 — a わる i 打む o- 
<1 口が into i お subject matter なを 
modern 打 も she op^.ned the 

600 d gate for reform. 師 ce the 
issue of this iiotable edict, the pro- 
がが s of Clima ia mod 骑打 だ!! が had 
hfeen plienomenai. Modern edu わ a- 
tional institutio む も public ’school も 
high schools, t 如ら nic 注） school も and 
colleges were が tab だ 色ち ed in various 
ee 马 ters of ぶ 0 が 出 itio 打， with a Uni- 
マな sity が Piking. , St 甘 dents biid 

bee 技を 6 む お汪 bnrnd i。 1 み: rgg .巧。 mbefg 

te the seats of leumihg in む r 苗卽 
ぉが s. The mea 打 s ぶ f communica- 
が on haxl been .steaciny ii]fu)rove<L 
Th も posta! and tel 巧 niphic ぶ y が exiis 
grew wiUi amazing で ap 幸が ty. Every 
■year hixs , seen an な ddfti が i u， the 
! 夕 iileag 扭 (分 t 七 e. む lih •如 づを Imi な. ： ?^がで^ 
ihdustnes on foreign lines were 


one of such steps お-— が le n 別 ion’s 
も voliition. TMsmuch お then cer- 
tai む that China: が it is. 化 e じ a が 
with japan, cannot be nieta 故 ox^ 
j;?hosed by ぶ miracle with お a 
twinkling ol 姥ぞ 巧 巧, It お a 径 お打ち t 
お 叩う み'^^ ■知 辨疏插 f . ぶぶ 福 stUu. 
む。 打み 1 nation eaimot お だ "bor む in ぶ 
巧 3扩 巧 r 知を thi を not. t 化 e，.th€ pages 
of history must be blank - and 
science 注 だ も ■ ど u! す her のり re. many 
and extremely お 班 c お t are the 
problems which confront the new 
ftep な bKc, Such are the か le が kms 
of thf disbandment of the r も ygI か 
ti 施这び わ〇〇巧 も provincial を 口 tonoG ユ y 
V 巧’ s’as な strong central govei-nment. 
the 巧! £i だ cm between the N か th and 
the South; ino 旨 扛 おお！ of . all， 油 e 

马 なが お o 巧が 扔。 a 打 ce を 啟1 of iiitema- 
tior ぶ i が 泡が 泌 .Up 如! the satis おが 〇 巧 
ぶ olutio 打 of these probie 打： is depends 
the future of China •む お our 3210 お 
おわが re prayer that the oSorts of the 
Republican lead が s わ が h’e these 

巧な が tioDS 巧 ill be frowned wit_h 

success. /. 


T 强郎隱 SE 

LOAM SITWraN 


、 をぶ ツお L 如。 

tenable if Miingohar was 腺^-^ 謂 

conti 打む e む 

'The French proposal to sub 色を 驾 
tiite French and Hue お arrandito 兵 IbJ 
regarded as a de お b がな e and 。がか 气 
fui か calculated 扣 s が t， おで even 
施 も Peking Ggv が m 公 ent 注む ce が e ミ 
the proyinces 你 か!} 过 が \'〇吨 th がそ 
off ど 6 技 2 打 g，s authori%, and を 良が 热ょ 
ble the Pa 紐 ainer も at， ぶが 帝 證^ 

王 lie たなが circumstance おが 至れ:; 


the ぉ啤浦 at だ the large な 放饥 in ぉが 逗 
Chmese Treaeiiry b 紐 s in 城 e heix 舶名 
of foreign bankers： and のぉ巧でミ 坦 を 
next の onth are not. が马 eeme もク r . . 
renewed ^ Chi 打 泣 can be procl を ina だを 弓 
〇诺 cm 立け bank な ipt and armed in- 
tervention 姐な が ‘でりが も ， . s 

Many observers already belf が, ゃ 
th が if.th も present ぐ々 打 diti 衍ぉ u6 か r— 二 
がむ ue fo で a fe み • . <k がむ) で皂 が, tl 巧 ご； 

whole pro のが cm 註 r Gov が nnient; i り • 3 
ckuMii 各 Preside む 辛 Yua 打- Sh ミ-； Kai^r-s 
mu が （kive か- the legation 巧 u な读 
and declare that, th も work of the： 
Government has わが。 描 e i 掛 po ゼ占 

sibl も，，- 、 .. こ：:. で 萬 

After bating th が む om - an. お如茲 三^ 
me 打 t 舶 stined to accompH 施 后お^* 

ne が がが! 巧 ratio 打 祐 e が;！ ctu^I を 1 辟: お| な 
わか！ been changed tq. _a 巧 ■如 p 衍 i ミぶ奇 
.绅 feet Obi 日 茸， s ruin, -the . coxespon^ 
dent conde 放ね; 3 遍 む詩啤 斬 T おさ ors 其議 
me 城 of this : t’eaeti— o 幻お护 を o!i む 招^ 


む is 1> が〇掛 ing eve 巧' （Jay のりが 

and more が 街 icult to determine 

:が ia4! を もれ も exact —s 如 2 お i 诚お 化を 
CJwii が e loim negotiation. We are 
w 注 tching its iieveiopment お th the 
keenest i が 处が t， fci* so 描な ch. de- 

お 啤 巧な を on the outco 姐 も The. Da お 式ち! ミむ 爸： 、 ； 苗 # 

了 離 谷 raph.V で eking eo けが ’poiident ^ 資ミ なち 气 掠 嫌 ザ -なが 浊 がを 辟— 
ha. recently sent to. London 说のな2^：?^が ^ 

f Tf! ぶが 严 繁 dispatches. がが St； 占黑 前;' '3; 總驾 

レを がぶ} .vabie わ 懒 み i、v. ろぶ rk the situatio もな お said her を f.lfat 無 占: 譯 
ur" が, (Jatea で eb れ I な ry 1 7 化,批，がの如み悦1如わ1 為ら y な； i 爸がお ，う 溢？ 
がけ foil か vin 与 ぶ1 が 細が. む 0 む: i - 银6 China will が が on its. shbuld 知が-. 三 丈 
ga 掛 e-soiK が： I 化 peat …比 at u 打! e が^ 只 な 'adeq わ 詔 在 顯 


り r 客; m 巧 e<]. The press lias develcrpe な 
が thsi む 呂 ufer— virility；- in 1 卽 没-が， re 
谭曰 s not one newspaper la ? も 狂む g 
except the .centuries^SId o あ c ミ a! 


わ VO.， 


Th を sixtu が e- group, havi 马 g お 姑 ミ 純 わ舰お a む angM み' 〇 り 孤 巧を 遺 
お .i ミが t り keep any of 池 eir p の從ミ s か 化 ち Chinee 紐 ua 雌 r! ドリ} を 巧 城 也襄讀 
— 邸が ' . 如 も をり 马 が ) 鸣拉ぴ 如 . ！ た om を a 打 ! が庐 e today more hope お 能 l/ 細 - が 。/…，'' 

妃を打 がちで ' r.egar づ in ぎ the arranice- 

の巧が of.'their が舶ど色ごが5 を加 earry-i A great ち r ら な is r 公 por 如 も と 給.； 
]雜 ぶ U も 峰 か e 比 村 培 a が rriimt も — ！故客細 お the' center of 了 0 おお こ 毒 妻"""" 

-A — 巧で淹 幻 息 0 . t 山 e . Mkdstei、 〇重 を 台 ゎ 巧が 文- が 化， clesiroying ：■ S' 3061 


A お 触 郎 8 お なお 和 


ga が晰 ; m i 撕 5 曲が 啤 r を 虹 P 碰 达 锁 'i 白 ㈱ 悦， ' で 油 Ow- 描 c 地ぶ が， r が ; 山 ! 扣 リ船 igs. 邸 ちが ' : included sev お 垣 


心る が 

alone 〇マげ ぶが dai か， " weekly. もなか; 
monthiy publications. And. 抗 g を t 
訊帮 巧が り 登 of ali, one ofV か e 打 ews- 
を马 ited by 泣 w かり an indhas 


• !〇わ 如 が， - th ち で ぞぶ だが 了 ft わが りな它! ぶ 舅 

postponement 严 ぶ- 1 化 ^ ち 如 狐 m . 齡 II ， 如 舶 的 〇1 鍵 

,, . , 1 犯 ザ! りが 虹：、、' れ日 jPoreig 日. Langua が S, and が’： 

也 e; 御 化か が。 邱: がか 比 e — ; ゅ •Uh がが ho ぶ‘ 


m 客 地が 化 e 
おち お お* Biade 


が ザなる 


が〇啤 み 评6 お ri 論 h 邦 。お 轉，: お the l .も ぉ巧 b 細細 ぶが c 紙 始* 細 福 


6 斬 が •雌 3 : i 韦お斟 叫 g 貼 eo 打 か 泣が 狐! わり 口巧挪 d troops 、v 姑 e ca 巧 絲占棘 3 


、こ-ぶ さ. 


お.， で -- — 




媒 


泌な啟 重 6 班な 1 ぞ おな む oGSi The おが 0 ま 

化 が がが 姆卿 。も 恥 評 驗醉蹲 細 畔 completely 辑耐城 細 蘇?1 論 

'こ' .ぶ..':';.-.-'':'' こ ふ-- : 

み V .' r > : 之;. 夕每 ‘ ザ Wig# •. ぶ V; も おぶ : P ミ ; ぶ ^^^^ 

た; 論ぶ^^^^ 遵^^^ ^4 ■靖^ 驗錢 遊; £ 签遵绩 ? さ ： こみ ' 


请を嗦 透 
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ijpllpli 


-技 


教 細も兹 


c ぶ： ぞ丽か 
ミり c i • Y 

自蔬 驚 . II 


論 iiailil 

記 . s t 
を g 逛 


E P-i ぷ 

描' 菌 


お 育 新報を 價 《前を 骚焼 共). 一 
'口 一詔を を 袖口み ヶ月を 一 弗. 心 

占 一才 净み净 一. 一嘯 -ij 

中 化な 十一が 六 巧 廿四 H 郵が院 i . 
認可 一 

發巧兼 衞轉乂 田.，. 業搪 1 一 
發巧 威. 新 育 新 德趙- 

ニユ！ ョ； ク巧窠 六 巧 二 I ニー 
八-電話 チ' ユグシ ，ベ-六 四と 

:百 r f. - 


-'(/富. ：靖) _ 

携 H 運動 ぉ對ず 

、ミ袁 入の ま 振. 

，太ず 洋恐 岸に がける 無識 なる 一部 I 

の ホ 人 ど 陋劣なる 地方 的を を どが 結 I 

I 提 して、 陰に 擬じ辨 日 思想を 鼓吹し 


、 7 ダ ソ？ 、み 虐殺 

; のな逐 どな、 り、 或 


が I 濤是 速爾 を激嫩 する' を 十 お 一日の 如 

.滚巧 1一 く、 窝 をに 霞みり 奪 得を を 留罔抵 の 
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爲 をじ惹 みの 障 梅を を 链调胞 の 

I 物 霞 銷發展 め 前路じ 輿へ'、 一面 彼等： 

一宮 身、 擲拽 す. ベから ぎる ぞ點 をを 化 

I 交萌あ 上じ郎 せる じ 至れを は 良必あ 


裳く は 愛蘭 人の 英 蘭人 じ' 對 する がか I 

き 事例に 彼らて 推知し 轉 べし。 就中 _ 

'露 人の 猶太 人を 膊端あ 善す るみ 帯 酷 

なる、 宇 至-ー フ 
とな，" リ 、'巧 スコ 

はリ ボ！ ど 掠奪 どならて 所' なじ 醜絕. 

怪 絕の蠻 行を 駿 てせ るは 「で 明の 祀 

I 辱」 どして 吾人の 巧 索 口を おめ て 非 I 

雞 する 處じ 非らず や。 然る じ 彼等自 I 

I ろがんで 霸 人の 霸じ彼 ひ、 多を 排日 

の氣 潑を您 めざるは 抑 柯の浴 ぞや〇 

樽 聞す i ホ 入の 巧 謂 「シゼ リゼ イシ 

ヨン」 なる ちのは 鶴 善の 粉飾 物なら 




< 思慮 あら ホ A の 興じ ホ認 せざる を 

-一 襟ざる 事 實鸣雨 も 排日は 一 補 慢性 や 巧 や。 「ク ジス チす ニ ブイし の稱墙 

吃. の お 會的お 患 じして 巧が 國 をの 圖滿 


pasf 


j ' を 傷ぐ るの 索 質を なし、 をつ 其 在留 

:| 禪跑め 避くべからざる 短所 じ乘 せん 

一で ずる 侵略 粧の 猛烈なる ど、 其 正義 1 

のま 狼じ對 ずる 描 巧 力ぶ 歲强 なる ど 

な、 を乂を じて 轉ね 病攀の 縣來を 悲^ 


なる ちのは 黃お 如是 神な- = 'や否 や- 

お ずるに 露 人の 極 離なる 腿 迫を 猶太 

人 じが ふるは 單 純なる 京敎的 意が じ 

をる のみに をらず、 其 ま 因は 寧ろ 猶 i 

太 入の 敏慧 をぶ、 業務 じ勸勉 じ、 巧 

殖じ 巧妙 じして、 一一 個人 どして め 力 


鎮 ずるを 禁ずる 能 枝 ざら しめん. す羣材 雖が遙 かじ 無敎歡 ぶる 露乂 を凑 I 

然が 共齋瀑 輕樓瞒 疾患の 轉徽 ぶしで 霄すん を嫉 離ず るの 儒に がるは 誰ん 
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ち 娘 勢め お 良に 常態な をが 故 じ 之れ が 

渡 挺め 處ぞ . A 亦 隨で密 葛め 業に あら 

1^、；' 想ん や盧 .搂 多大の 痛痒を 威ず る 

j 寒乂を 璃厨胞 じし \ し 影 辨慶を 事 ごし 

早、 I 徒を じ 海瞭惡 なる 傾向 じ 憂 換し愤 

I 餘レク 、無爲 無能め 裡 じ、 を 實 なる 

ニ ホ かれ 車 一義 ど あ 巧 政策 どを あ 守 せん i 

どす るは、 猶 - o 旨 己が 天賦の 權剌利 

I 狸 ii 益を 键 重す るに 冷淡なる 次繁 なる の 

^ が 去なら ず、 排日の 病毒は 渐巧 中部 及 

ご 一び 泉额 地方 じ雙 趣し ホるな きをが せ 

I する じ 於て をや〇 則ち 円 ホ 兩闊菌 お j 

^、'一謗 Q 愛言 ふ 大厨ょ ら巧算し て 、 

樹訊も H ; 吾 入は 沈 目 補ず の 毫も ザなる が 巧を； 

發見 ザざる 化〇な 'じ 於て かき 人は 穏 

一一な にしす 耐义的 組織的 なるお 排 H 運 

がが ' I 動關始 のか 喪を 力說 せざる 能は ず 0 

P 設 *1 盖し 排外的 思想は 必ずしも 氷人の 

^巧_がじおらず其人禪ピ±地ど而して 

I を 一 • 1. おを どの 相違は、 風俗 暫婚 及び 祟 致 

|| 敎脊の 相違を 生じ 威储的 動物た る 吾 

大がホ だ 巧 骚が顆 b 同族かず ふの 半 

な | i 開 時代の 遣腻 よな 轉舰 する じ 至らぶ 

じ 加 ふるに 錯綜せ る經鮮 的、. 政治！ 


も 之れ を 弱 取す る じ 難 がらず 〇 如ち 

識見 ど 度を- VJ じ敏 如た なし 露 人が 猶 j 

ぶ 人を 統一 惚莱 してが 最 所を 薄 用し 

I 國 當の增 進、 國为の 薇 _麗 じ 資せん ど 

ずる 遠大の な 策を 奉せ ざり しは、 俯 I 

投て 露鹽义 明の 其 敷 化 級 じある を 立^ 

I 誌せ る じ 外なら 斗 0. 香乂 はが 口を 偕； 

道す る 义 人を 肖す るに 「露 鹽义 明」 の I 

好 伴侣化 どず るの 頗る 禮に 非ざる を 
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るの 巧. 善る ぅて 一巧な きを 涵僖 する 
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是非を ホ 人のを 必じ訴 ぶる と共にぶ 

むぶ 簿 ざれば 窮級國 驗め閔 題を 惹起 

する をも辭 せざる 底ぶ 攪傳 をな て 類 一 
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勿論 眞 直な 物で なければ ならぬ、 然 
しで 其 重さは 人 じよつ て 適不適は あ 
るが おの 經 療上賴 いのは 親ぶ をュシ 
口.； グ する じが 要な イング リツ シ I 

石 應巧じ 園 難を 威ず るから 普通 牛. 八； 


チ ョ ！ ク のがく物を撰ぶ の がぶ要で| 


をる 

鑽 あはち ュ { ボ！ ，グ锁 ち 親玉を 巧 意 _ 

の 位置 じ 動かす 爲 じで ホが 當じ 親玉 
其 物の 異なる 黯を 突かねば ならぬ 


インスよ らぜオ シス 位の 重さ おすいす き 玉を する じは 玉の 申 處点巧 下を j 
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.を 島齒郞 

I 記考 は-- お 鳥 巧.* r 化 就 育 日本人 中 I 

i の ダ ミ. 八 チャンピオン 也 

歹—ム を快樂 をい ふ 事は 惟 莽共讓 で 

I がして 人閒の 自然 性から 取ず る 奢で 

をる、 勿論 ダ t ム にも 裙 々の 補 類が 

をつ で战 物は 粧會じ 寒 毒を 流し 或 物 

は曹 々に渝 がな 感じぶ あへ' るが 玉 突 一 

は 其 遊技 0 性質から 見ても 窩 がで 見 

クみ體 を 運動に 適し、 义雜 々をる 階 一 

„ 辩の乂 々どを 際を する のじ 一の 絕か 

一を どなる 拳が ぁる、 化 遊技が 上下を 

潑じ行 はれ •日を 追み て 溢々 

なる の狀 態で あるのは 舉堯 'す'; 一? 

にが 上の 難曲 じ 基く かるで をる、 女 i 

張で 绣は斯 猶じ激 がな 人々 の遂考 W 

，レで 旨を の經驗 から 得た 颇 めぶ 突 術 

のを 得を 述べょ ふ V いあム 、尤も お 術 

な 其 人の 天を じ 化つて 巧擺 をを ずる 

もめで みるから 萬- < 1 体 じ 玉 突の チ 

卞 ムビシ たる 拳は 度. 來 ないか 或转堂 

f ぶの 進 ホは 其乂 ゅ熱择 にお- て 得ら 

れ るりで ぁる、 玉瘡 かざれば をな し 

ぶ路頃 氣脊に ホて あ养 撰ず ぶ 第 云 位 

をが めを を 巧 端ず はホ訟 窺の 時 かも 

一寢 食を 寮れ で樣 業を 疆み 方.. チャン ビ 

I ホシ 、二？ ッブ巧 か 如 も 知ぶ 歲の薛 か 

I もを^ 1 を 歎た な シ 'こ ぶぶ 雞 でもを 

が說颜 巧なる 種類の ダ！ みで も閔整 

でる るが 為 J 玉 突 じがて 

鷄】 むみ！^ べき 事は 議妓中 初から 終 

! まで 冷靜 0 難度を 失は おごい ふ舉に 

1 をる、 太 抵巧入 ど ニニ 襄も 食け る ど 

常ぐ じ 失望し でな 舞から がが 徒らに 


ピ思 ふ、 ビ リヤドに 使用ず るキユ 
は プ—グ じ 彼 巧す る颗 ょ^ 遮 常盡い 
. VI いふのは 其 玉の 太 さな 靈 さの 異れ 

る敎 VJ 、 ビ タヤ ドは ブ Jv ょ-^ も遙 I 

かじを く イング リッ シサぶ 要する 所 か 
らキ 'ユ！ が 叢ければ 宜然 容易に イン 
グ .リブ シを應 巧す ぶ 事が 出來 るが で 
ある 

壑 二は 姿勢 ザ. ぁぇ 宝 突は 駕じ娛 進 

VJ はる ふ も、、 のと 巧 あ 巧 機 願の 一つ 
で、 をを おおす る ものである 
がら 葵 勢 度し <な< ては 甚だ 見 苦 L 
而 己なら 争 姿勢め 一を は 球突衛 

巧 要点な 古 どい ふのは、 彼のが が ど 

阔じ <宮 みのが 巧 熟を 一. をす る 事 じ 

な ミ 栽し 突く 度 每じ姿 势を變 ずる; 

空 其が す 媛も陋 つて 異な ゎ、 結 扇を 

確なる 的を をめ るを の 進ずを 望み 得 

ない* 簡绩に 言へ ば 玉が 突く じ 不便 
な按置 じを-ぶ 時の 外は 足を ビブ シヤ 

踏し を、 体の おき エを 、殊に 頭の 

梗疆を 一を して 練習 ザれば が 術は 白 I 

がらを 確を 朔 する 事になる 
缀 四な々 ユ ' ;' cv を搪 るのに 力を 込み 

蔚樣項 據樂 々く 持ク審 であ. る、 徐ち 

ホを 藏瞬 な ザぶ' 突く ぶ デ J ダ‘ 

な 突き' ホ藏お 巧 巧い の' をな ぶず、- 幾 i 

みか 攘-い 病 ホ 私 傾 巧が あク で、： 其を 

ユ 1 を 突 言 おした 睹巧 しでを 身め 戚 

つた あ 鶴な ボイ ント をが つ 事が お ホ 

ず、 ゲ ー ムが 直に 熱して ホる ど 鬼ち 

ュ じ-. iv じ 力が 這义^ 過ぎ 普 韻 

ス のない 玉を 突き 擅ず るのは ホ. く か I 

腐 因に-苗 そので ある、 をゆ經 験では 


を ひを を じ、 子供 じさへ 敬れ る 位の 

ぶを ゥブ タタミ タ したみ 义は滕 おの 

数を みずる 大事の 去を 巧^ 嶺 じて 逊 

て 敵 じず^ シ タを與 へる 事 か ある 

斯 ず： ふな 源 ぉお 皆が みま 靜を 欠く 所 一 

'なで 深く 注 愚し 挪み 十數番 かがを 取 

I , つで も 激昂せ ずを 氛で 二？ 心 笑 ひ 

でがら 遊 ふの かが 必 である、 地 田を 

め. 挺を は 第一 じ 何 脾も落 かいだ 態度 I 


黎。 


お 


1 


突く のが 普通 玉 突に ふ 得を る 人の 知 j 

る 所でる るが、 實 際じ當 つで 引 玉 じ 
困難を 感ずる のは ネユ！ 先の おし そ j 

郎ちヌ トロ！ ク を習轉 しない 結を で 
ぞぐゆ 人が モユ！ か 先を 急徵じ 僅か 
許ち 巧 おせば 引 玉が 岀 巧る 樣じ 思つ 
て 居る のは 大きな 間違で をる、 巧 玉 
は 其 引かん どず る 位置の 程度に もな 
るが！！ して 云へ ば、 親す の 中必巧 下； 

じ 的を をめ、 キユ； じ-^ を必 待ち 引 
上げ キ 'ユミ 先を 通常よ らも 長く 出し 
て 突く ので ある ドの 位を く 巧ず かは 
I 當人自 身の 試みて 知る 巧を もので を 
る ダ、 親ぶ ど 目的 玉， との 間 ダ 遠け h 
ば 長く 班し、 诱者ガ を 近して 居れば 
其 儀ら で 短く 出ず ので ある- • 

'{ホ 完) 


' r 々き 立つ 斗を で キュ！ め 運びは 自然 キュ！ をめ 自 おじ 動く 積 じ ネュを 持 


ち 左め 指先を 夕； ブグじ 農いて 巧 も 

明かん 静壤强 ィ固く 巧 付け.、 旨を 1 

の圣 力を お 頭 じ 集中ず を ど 自然 ネユ 

じ卜 J は ホが 爲じ 極くな b 、 従つ で 

キユ； .じ揀 が 巧ない、 旣に姿 游が整 j 

ひ、 キユ； の 持 方 じ 誤^な く、 攘的 

をぶ 確 じを め 鮮じ召 的の ちに 妳 つて 

，炎 おさん どす る 刹那、 跑處じ 最も 大一 

一切な 聽訣 がるる、 夫れ は 息を 充 みに 

I ぶ おで 薇を をす るのに るる、 同 君が j 較ひ 这んで 置いて イザ どい ぶ お 聞に 

其 呼' 狡を ピツ タリ 止める ので ある'' 

さ. 3 すを- 泛體の 動 擦を 防いで ネ .みう， 

及 キみボ t 严を眞 つ 直ぐ じ 出 ザ 事が 


ホップス 巧を 破つた 理 もは あ 術其輕 

ha も 寧ぶ が靜の 態度に 我つ ねとい' 

ぶ 謡 もで、 魏 神み 修養 養-ものは 擧 I 

た竊鑛 、柔鎮 のみでな く かての ダし 

ぶを 潑 だて 鼓 も 必要なる もりで をる 

暴 二 U ネュ r め攫擇 である キ ご； な 


がで 化 上げた 

臺度 者. 

A ' l 巧で こ \ まで 化 上げた をを は) 
乎 萬圓巧 上では 衆 京 0 を 困 善 巧' 郞蕩 I 

が 屯 趙の雪 蟹から 雜 '一: 貫で 飛 おして 

_ 命日ぶ 夫を 成 ふ ザら 相變ら ず、 觀車 

ーホ め雜當 が卡闽 拙の 迹辨 じ规 なじを 

化'' 空が と 空と 瓶 ^ でげ で方夕 --- を 一 

まで 持ち 歸 るのを. 筆頭に 誰れ やらの 

所謂 擬 男爵 乂倉 喜八郞 翁、 皆さん 昔 I 

漬染の サン ブ ィタで 儲けね がを 口 虽 

觀 巧、 大阪 では 藤 旧 一族の 久原 房る 

巧 位の もの、 お 曠义彌 男は 滿 太郎篆 I 

ホ 鶏 太 男は 嚴么勁 翁、 を 巧が 么助巧 j 

は ボ広爲 翁の 息子、 又 安 旧 善 一一 扉ぶ 

な浅學 ± で 一族 巧つ ての 學袁ど 聞 わ 

たも 邀理實 子では ない、 善こ郞 翁の 

環さん の戀ム n でる る、 但し 善二郎 

翁め 相 續は實 子の 善么巧 若が する篡 

たなつ で 居る？' .. 

么 大肢 ではを 友 苦 左衞巧 巧が 德大寺 I 

をと お圍寺 侯のを 弟で 化を 家め 養子 I 

であら、 藤 旧 平太郞 男が 傳一 一一郎 男の 

息子さん であるは をさん 御 ザ じの 遙 j 

德川賴 倫 侯は かふを もな くが 挪一 

の 殿 樣で己 家中で も 金0 シャチ 鋒み 


I 次に 將を 家の 度 喜を や 家 達を が 巧ぶ 

圓の中 じ も 入らない のは 何んだ か氯 i 

の 毒の 威かず る、 其他舊 藩： では 佐 I 

:餐の 鍋 島 侯、 加 贊の前 田 お、 魔 摩の 
I 島 律を、 長が の 毛 巧！^ 五 ルまで ぁ 
る じを 卿' 華族は モ万圓 化 上は' 一人を 

ない、 をれ から 異彩を あつて 屠る の 一 

は 東京は 目 本 橋の； 
屋峯島 キョ 女 十靈到 I 

る號 じがる 尾 張 銀行. ど 質 屢尾喪 農の 

親玉、 銀行が 盤け で；.^ 重なが 質屆の 

ザじ實 まつて 居る ので 夜中で も おが 

ボお ホる 熏資 さじ 银 おも 質屋を 相 共 I 

じ大 繁昌、 化し キョ子 さんは 娘さん 
ではない をぅな 

公 大阪は 流 お 商人 號 だけぁってな ぶ 

j 圓お上 八十と 人中 一巧 長を が デブ 
半數 ぁを、 其 中で も殆で 了赚み 僧の 
を 際から 粒々 をぶ して 今日 化 畏者鑑 - 

じ 上つ ね 入は 岩 井 勝 次が、 岩巧經 I 二 

郞 、伊藤 萬拽 、井上 貞み郞 、生 駒 機： 

ぶ* 半巧淸 巧、 新田 長み 郎* 巧 田猶 I 

と、 巧旧彌 と、. 乙窮 源夾郎 、を 口 養 

|灑* が 原 友 S 郞、 中ザ剌 広ハ衞 、扣巧 

ぶ 術、 山中 直ぶ* 八 水 輿呈郞 、滕野 

龜么巧 誰 巧なん でで 巧 や ± 方 で濡ず 

で 楽の 適み か々 した 入は なかで ぁみ 

長者 鑑でゐ る ど 典 じ 立 态鑑は 亟じホ j 

I 殿の 專賓で 御を ぃ 

A を 庫 藤は 十九 人中 一巧み 限は 多 木 1 

粟ぁ郞 、湯 淺が么 助、 お 本 六み 衞の 
妈人ど 後藤 蠻爵 の蠻力 じょつ て臺潜 I 

の 破 媛を 嘗めて 甘く 輸 がわ 鉛木ョ 'ホ 

j ホ〇 京都は アキ マへ ン渐 辜江 がど祠 
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じは 結 娘視を 贈つ て 巧ね ぶ 人 も 段々 
ある 相 だ處ボ 事實ガ 少し 證 つて ゐる 
ので 同 君 着ッ赤 じな つて 嶺をど 辯 譲 
しな ボら 新商賣 の 廣吿ダ ぞれ疆 な 能 

ボ あれば よ い の じ ど ^一旨つ て れ る (嫁 
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み} I じ不を 氣不廣 氣の骚 化 < 、餘ら 衞か 

~ら かぉの ホ々 じ 解 鹿^爲 氣 ょき 赞め 
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贈れを が 如-、 宛. 廿 るか 如 さな シク ゴ 
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- がかく •死せ. をが 贿ぎ歡 厳 じ おぶ し敏 
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j る 糖 蘇の 掏おゐ るに. 葬らざる か 〇 .. 

I j ホ淺 をに であ 宁圓 稼 皆 腺む かが 冀 

I 一繁め 验た振 致は か、 雜 獲が 蛙 ホに ム 

乂 ホの 慈激魏 i な 巳 わる 宠乂の 

I 避：！^. く値乂 らホ宮 らも 思 ふは 普通な 
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1 瑶股畜 なを 尊： る t とが‘ ばみ‘ 慾なる な 

I 本人は 一 寧ろが 蠻 人に f か、 
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るら 結魄 しねなら ば 其 闲難ダ 思は る 

\ と をはえ、 でる々 ぅさ、 然し 諸を 

} 奉實 はを 然な游 でぁ ミホ 俄を じが 

て 间胞中 結婚 じよら て 眞人轉 じ 法ち 

歸り澤 かな 貯菩 を殘 して 居る 人々 を 

諸 巧の ぶ Ai - じ 見 もえ：、 如く 結婚に 
依で 經濟 巧の 損普ボ ない めみ か、 家 

庭の 償 陳慰籍 るび 貴 巧 じよつ え 諸を 

め 生産 俏 ぶびが 蠻的 活動ぶ 增す 事は 


要素で、々！ グマグ クス 等の 疵會ホ 瀑 < 明白な事 實 である 〇を辈 はホ圖 


j 深 A ぐ 义大葦 

_.j 端み じ々 1 ホが-- ミ H 本 J の窗寡 一二 お 本人は 絕 おじ. ま 織 巧なる を衙 ぶか 

齋若贼 夕棋樂 の？， 精神 懲に 就て 化較 

をよ、 がを 爵这 .中學 生との 比較に 似 


I 故 じ 彼等の 潑濟 な活は 徹頭徹尾 ホ規 I 

模 なみ、 巧 俄を の 祠胞に 協同を 說 ■ 


義 者は 僧 粗' の 摄準ピ どる. ふ 泣 だか か 

學理的 じ 見ても か 供を 澤化 おする 人 

はが 慮 家ぶ をれば ならぬ 〇 然しを 渚 

の 摇度か ホ 常 じ 儀 まつて 隹溝 襲は が 

々歲 々お 郝レ乂 口 散 あ 率の 狼 もて 低 

い来踐 じがでず ら勞 かの 超 巡を 或る 

す 業界 じがぶ 見る 磯' な壤 がの が 態で 

はみ 供を 溪山 狩つ 乂 てな 甚だ おしい 
j 生活を せんければ ならぬ めで*. 二人 一 

か 或は 云 人な 止の ホ 供を をみ では 

いかぬ どる ふ 様が あ瑜 相談 去を < の 
藏族 むがで 猫なる、 海ん か、 かぶな j 
るず結總さ 見合せるでを.ふ賴おダ 

社 會に表 はれて 來た 

ホが 古 化 留祥胞 中 じは 結 婿は したい 

ダ 食 ふに 明. る、 义ホ 供ガお ホて はお 

ぇから どを つて. 望控 へで 接る 乂ボ大 I 

多数 居る をぶ である、 確 14% るみき- 

零 あを ‘ 

が ム斯る A 々は 生活 上が 報々 なを 驳 

求 も 慰 焼を 求む る篇じ 寧ろ 妻ず を 養' 

ふに をす ぶ 巧 上の 金 嫁を お豐 しで 展 I 

るで ないか 

乂澗だ か -5^慰籍なしだ を活ホ る事み 

不可 態で ある、 而 L で' 某 截籍じ 要ず j 

I 豐用 はを 內蠻勤 煮の 般乂八 丸 部を ち 

めて 居る t 従つ でお媚 にょつ で證お 

辟を お 费を窩 みると をふ觀 祭は 甚だ 

誤つ て语 るの. だ'‘ \ . 

諸君 ザ 結婚して 家庭の 慰籍を 得れが 

類身當 搭じ禮 々の お ホ ゃ慰籍 を 得ぶ 

爲 めじ 酱 やした おとが 間で 失れ な 上 

の滿 をを 符る 事ボが 巧る の だ 0 

家庭の 慰籍 じよち て 人獨は 非常な 實 

がを 减 ずるぶ、 濁 身 常 嘶に 蕭若ボ ホ 

め ふる \ 避籍 方を でぶ I 貝 巧を 戚 ずろ 

I 機會も 動機 もない のみ か、 寧ろ 遊 梧 


I じな 化しで 卡年 f 目の おく 颁の おを I 

郎 いて 居る 人々 じ蔚 して 心 熱 ふじ 眞 

箭骨じ 結婚 風 題を 考巧レ j 日もをく 

我輩の 巧說 をを ホ經翁 せろ れん 奉を 

暴 望ず る。'''' 


スタ 


0— 


，報， 


'化 琢的一 轟 手 どして 新 脊アメ 
々シ .じ ーグ チぶ.！ ク あなどを は稱ず 

j 然れ でき 人は シカゴ アメリカンの お_ 

I ホの 世界的 摸 鉛 的 一屢手 イ」 して ボ！ 
トンを^ ど 畔 ばん 哉'. 

.•菩 .人を レで 試み じ 巧 巧 セ li の. ホ 
ム隙 立を 忍ばし めばな 手 タォ グシ 
I 搞ずシ 中グク 、蟹ず ボ ー トン、 二 奪 

-手 ラス、. 遊擊 导ゥキ ブア！ 

ダイ ダ；、 あ 讚ず ユ！ ブン 、.中堅‘ ず 
ジヨ！ ンス 、ぶ 翼ず 甘！ ド、 而 して 
チ'、' キタ ド、 ダブ！ ツンか J 晏 

にを <ぶ たん 化か 論なら' 

•あ 藤 零 氏 0 渐涩截 裹專年 

.1 贊業象 半を 敏廊奢 圖家耐 レて 成功 家^ 
の 1 人なる 同 巧は 今圃偶 胞の爲 めじ 

被服 類 其 他を 紙 霜 用 馬の 特別 販賓部 

I を鐵留 L み賓 商人の ずに 牧 めら る 




を 思へ ば シカゴ 大學を 間 風 || 戴 無 
-氣 力無 < 脈 むる ダ 如 {死せ るボ如 
I きは 深 <搔 むじ ぶらず.、 オィ 龍 伽を 
わるい 筆法を 弄して 何んだ 巧 も苑せ 
る ダ 如き 類 かね (餘 波) 

公' 巧 本人 基 瞥镑會 じは 就 馈ボ谁 山 御 
|出^^^^谷お巧あめ皆 j 癖も二癖'もぁ' 
曼を ふだ {新 參 を). 

A 御 幾屋樣 はょ < 風船 玉を がつ て 御 
お だけれ ぞ睐時 もを 中て 破 熟して 鼻 
天せ ぬ、- だ 工夫 ダ わらまず ね (見 
物 人)： 

公靑伞 をの 島津 さんは 戲必な 御 ホ だ 
ぶ 思って 居 クねザ 種々 惡 評を 下す 人 

ボゐ ます ヤ .ー リを 藤さん のス チ！ 
一二 璧手ブ ンソグ め 御 話 じ 承は つれ 樣じ兩 性 
を 兼ね わめえ しよう か (公么 を). 
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深 雄 巧な 巧 銭を じがて 寒天め 輸入を 

金證 して 居を るる 这 まふ ダ 今 國の歸 I 巧 益を 一般の 需要 溝 じ 潤して を活费 


I 蘭は 寒天め 輸入 ど秦 をの 携帮 

スタ ク占ン で庭留 .を 経營 して 居 I 

る 忍ぶ どち ふ 人が 她で數 ま 削 ホ 俄 苗 


I 化猜の 食を をん としで 居らる、 同 巧 

I 取 巧の 赖晶 は販寶 憤 格で 小寶 商よ を i 

二割ぶ 化廉 てを る、 が 夏 眷の賣 擲中 


じず て 醜壤を 營んで 居る 婦人を 御 寒で をる から 諸 巧 も 方！ ダ！ 乂！ •卜一 


知の ホ かるらえず か〇 弟の 株給 がは 


巧靜 じして 溝 潔なる 

た 湯— 

孩 r 达。 Yoshi 口。 

..舊 La 马香 C ゆ 泌产 CUy 
OPPH . w . i 送を ぎ！' た爱づ 2 Morni 语 を 
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ホが 息 方 無い かで 難のを 殘をボ つて •を 乂あ 人' 日本 燕 姑の ミ 原 繁吉巧 


居 义、 狸々 餘簡か 答で 灰れ なじ 是非 I 

娜めお 家を 知を 度い どは 流 お 人 精一 

鞠閒 猶の淚 無き を 得ず です 

♦荣る ±赌 の 夜 レ； キ巧 のな 本 A 

炼 をでは フ シン トン 誕を がを 會ダ開 

かれ 福 旧 巧 司を ゆ 下む 數 をの 辯 ± 立 


特務を 帶ぴ巧 俄を 派 進 巧 蓮な 龜 ホー 
をを ど 相携 へて 乂 巧、 吉巧 巧は 猛育 
じを かれれ 〇を屋 西 树巧會 の 巧が 幾 

天郎 巧は 巡 日 新 育よ ち 入 巧* 當み滯 

を® 由.'-./;; 

A A な 送 ▽▽宮 稱紳 ±ど旨 稱を 


'白 私雜 貸 ；： 
おろし 幫 r;: 
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I ちて 古 英雄の おを 恐 ばせ た、 會ホ ニ^は 現 脾巧誓 同 麻 中 最も 無 巧な も- 


I 十 おを、' お ホの 盛會 でぁった 

シ ホ' ゴア メブ ガン. の ホ アギ トサ 

1 ブリス 巧 瑰供樂 鄙は 今が 新 育ナシ 

I ナ 'グめ ジャイ' K シ ト惧樂 部ぶ 提携し 

I て お 界淺遊 化合のを じ 箸く ミで ぶ 事 j 


のだ而 して 化 両者を 兼ぬ る 者 じ まつ 
ては 鄉子 必中の ホで ゐる (宫稱 記を 一一 

A わ婢 どん 代理を して 居る 間は 巧ん 
なが. ホ だ ご 誘つ たがて 誰も {具め なせ 
ぬ 他人 ダ 陰でを ふの ボ氣ガ 着かず ゼ 


ホ あるか 聞く 所 じよれば ホ だ 確た るジ トグ マンを 振诞 して 盾る、 イイ 聲 


哥晝は 協を せられで ない、 おしみ 論 

な 本は 其 ホね る 化を 地て るる、 本な 

は 操 宛の 上 詳細' じ 報知ず るから 愛 球 

濛は徳 .貨 して 居 給へ 

ホを 巧躁 が. の ダ！ ク ホ！ ス白足 

を 終め 淀 勸ボ思 ひやら る、 祭日 云 画 

て も ビッチす る ご 怪 'おず ゥォ グシは 

一力ん て 居る、' 遊が をクキ プアの 機敏 

I ■比 is い 


I 面漢 、乂 おじせ ぬ ど 闡褒 じ鐵砲 どを 

ふの ダる るぞ (鐵腕 家) 

A が 本て は徵を 猶豫 0 爲めじ 學 校に 

籍を置 < 遊冶郞 ゐら而 して 巧 化 米の 

移巧ホ虛纔を張-=^街を葬 を人を滿を 

一せ ん爲 めじ 大聲 じ. 綴ぶ 道 <非乂 .間る， 

、がかぶ 輩 か 學生會 痛は 學を 俱樂部 

I 等 じ岀乂 して 重きを なす W 稱 せらる 


A なを マ 支 おを ち 强信挖 部 j 

で ▲ホを 一阔脑 をを ノ 便宜 ヲ圖リ 左 ノ 
I 事業. ブ 経を 致展. 

煤 業 事業 周旋 二、 企業を 冨旅 

m、 委巧巧 理事 務妈 S 賓見 貸借：！： か I 

ち 調査 集 肉 事務み 茲便 物の なみ 

と、 を 栽 一切 世講 八、 巧 事を 律 相談 

をが 巧-一 專 巧を ヲ選 ミを 資巧 ヲをブ 
夕御化 巧 二 應ジ巧 ホが ' ' 

▲本社、^ 阔胞を 位 ノ御変 顧 二 測た ン 
巧メみ 圖審縱 すを 開シ义 日本 ザ 

巧雜誌 類ノ錄 取が を申換 、綻費 室 
巧 グミ 巧が 旬 迄ユ兔 備す致 何を 御 ホ 
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本 麻 卽廳觀 の 奠讓擊 と 各種 附屬 威を て新諷 

を 至に 大 かの 機械は 熟練なる 目 ホ 乂數ち 揉って 運 

されて るから ドシチ 大きな みので を义 小さい％ のでを 早くて を瓣 M 拽來 る、. 精 
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, (二十 お 日 東京 黎電) 

山 本み 戲醉じ 成 . なしね b ど雞 も反對 1 

j おた る おみの 渐を黨 が議會 じちす る 

j 势力 はかぶ 外 じ强大 なる をな て 目下の 

壌 今後の 形勢を 卜 ずるに 蹈 難な も 停 一 

を 申なる 蟲會は あじ サお H 迄 延朔サ 

られ 出本替 がは 同 H の議 襟に 臨みで 

施な のち 釣を 演說 する 答なる も議曾 I 

I め 承懿を 得る や 否やは 甚だ 繞 はしき 

もの ぁ \ 新內 贈の 施改 ホを 中對ま 

I 那玫榮 は 共. か 致谭じ 對し蹲 窓 的め を 

. 1 緩な も 願 係を 生ずる」 至る ザく 批を j 

ば経蠻 を節滅 して 靈魏の 貧 擔を輕 か 

らしむ るになる 者の 她し ' 

参屢 崎を 等 脫會' 

{ ザ 四日 東京 電報 ) 

k 夕曾 中の 硕派 ぶして 魔力な 黨內觸 I 

I を襄 ぉる 尾 崎 巧 雄を I 

が 一一 十六を は 職 立 巧閣を 
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A ぶ 領補 新黨 組織の 靈 力を 餐ぶ旌 

をど大 お、 河 野、 島 困、 武 富、 裳 滞 

の 置 巧は ま 巧 化 H 旌 を、 大浦 子、 後 

焉 男の 一二 人を 帝颜ホ ブグじ 於て 會を 

しを々 巧を 黨 組織の 爲め盡 力す すき I 

こどを 約して 散會 したる がな 上 諮 巧 

晉 見の 巧 寮な ぶ- めを 聞く じ 大巧 巧 

を 始め 五人組が 新政 黨へ郝 义の條 件 

どして 提 街した も ど 傳 へらる、 义官 ' 

海軍 犬 度 資^ 


及髮整 謹の 一二 懿は I 

粟^ら 民論の 粟 おじして 五 人' 親が 么 

を ま 振す るは 常然の 次第なる が 聞く 

號 じよれ ぶか 陶 、魄田 j . 二 巧は が敦 上； 

文は 外を 政策 上よ も 增師間 題 じな 對 I 

め 宿 諭を あする 人々 なれば 嗟 軍擴狼 I 

顶題じ 御ず る おを の 言 餐を 得ん こど； 
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じ 昔ら 巢 乎を 染 むる も あかるす しど 

戀官 斬說 者大歡 ホを I 

誠 夫、 申 曠氣爭 、が ザ 描 軒、 倉 化 白^ 
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傭、 まの 簡じ異 言を 生じ わる じ 因 

大手 違を 巧した るが々 深く 其の 襄面 ~ ま 

の濟 息を 探究す るに 證督者 選を の 趣 

きは 诲ろ 第二の W 題 じして が i 4 重要 I 

なる 間 題が 巧し 此の 窮境に 路ら ねる 
もの、 如し. . 


は 同盟 屬 ねる 擲國 をして 盤督あ 逃を 


▲篆 ち禪遁 どま 那露國 が 外 蒙を を 1 
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せしめん どす る やま 那 政が は大借 欽： 

成立し】々 じは ホ 慰の 支那 じ對 する 

利害 願 係游雜 にな' き 他方 じは を那の 
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A 露簡の 對戰夕 きじして 支那の 
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巧妙なる が 戰計畫 を 案出す ベろ 事 か I 

論な り 支‘ 那 人の 推測 じ 擦れば 露國は 
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る舊曆 年末の 迫を じ乘 じ！ 方 じは 化 


しめ 自 留ま 張の おく 蒙を 自治を が 就 I 

ザん ど圖ら つ、 あお ピ のこ ごな b 化 
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ずべき 旨を 吿し たらぶ のこ どなれば 

を 那乂の 推測 も ホ あし も 無稽 じぁら 1 

するべし 

A 佛國 の， 针畫 佛國が 豁瞥者 撰を 闕 1 

題 じ 異議を 增 へたる は露國 をし く 蒙 1 

を 間 題を 解 巧せ しめん どす るの みな 
らず豫 てま 那あ府 の 處趕じ 雜焉た 
じ 因-^ む 衛幹閑 題の 爲め 軟洲 金融が 

嚷遙 迫し る 償め 寡 集 容易なら ざを' や' 
成る 巧 {其の 募集を 延期し 义 支那 助 
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をず べし どめ こ ミなら しを 六 國齒じ 
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誰を 得 わる 後 化 命すべき ものなら ご 
が譯 しおた るに 支 邪 政府 じがて は 文 

j 字 通な 報を する じ 止めん どした る 彼 
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A 應 墙前貨 監督者 錄を闕 题が幸 
まがが がの 讓 ホに 彼り 解が ずれば 又 
借 疑 調が 拒絶すべき U 資少く 蒙を 閲 
題を 巧て 口寶 とずる 能は ざるべ けれ 
ば借欽 成立すべき 薄 化 監督を 避を 間 j 

題 まだ 解み せず ホ 越が 圃の输 欽諾杳 
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—馨臟 病が— 發見 

フブ .1 ド マン 巧 讓る 
-前號 め编上 じで 豫 報し 澄き たる 脯-避 

療法のを 見者 獨 逸の 醫師 プリ！：' 

ス .巧. ぶ 去.' 二十. 盈日當 地 じ'^ し 目下 I 

j ゥォグ .ド ォブ 、ァス トリ ャじ滯 巧 申 I 

なる ボ不链 病と 認定され 馬る 腑 病の 
新 療法を 發 見し 么を實 騰じ旌 中す し 

を 言ず る 巧の ミな かば® 乂 はか 論 

渐聞 記を、 科學者 等. のな 意を 引き ホ j 

國极 がの 衞ホ 厨は 態々 轰眞を 派して 

巧 ど 曾 見 かしむ るな で. 一.. 般 めが をむ 一 

-專間 家の 妍兜 熱は をん. 寒 経 煩 じ 達せ j 

~ るか 帮レ 

I A 目 伽は を じあらず 巧は 巧 着 巧 

1 新 補 說者じ 語らて なく、 予 ダ： 白 萬 弗 1 

の 懸賞を 得ぶ ダ爲じ 巧れ もな どい ふ 

なを/、 の盧說 なら、' 子は 磕 .ミなる が 

舒 或は 膽說じ 耳を 假すこ ミな く 富 著 I 

じふ 貧 奢 じ も词等 じき 新 驚を を 嫂へ^ 

證禄 飄を爲 すの 餘 力なき 貧者 あらげ 

露 料じ专 患者の 希望を 顧ぶ せし かど 

么旌 寒增遂 清を の 如し 巧 上の 言明. 

じを クき 貧富の 別な く該擲 を 請 ひを 

.る 者义は 福-^ なぞ ホを を 化で 直搂祗 I 

; i 會 を 申を む 者* 酿お靡 術を 翼む を 等 j 

'瑣 きも 觀 ちず、 クホグ ドホブ 、ホを 

グ をぶ 觀 入は 藉一多 數叢者 终麗鑄 箸 

な 菩ず訪 ずる こ/- も るら が 巧 ー パネ' 

ふ ス夜染 お 厳 ある' 0 な > .呼ず、 描の： 窥 i 

一 著に 巧 翰を 遇さし を蔚貞 上ぶ おが 玉 

なシ ど 駐配 せし. 結 お、' フタ*-: 卜- マン 

_ 巧に 請 ふで ホ まは 單じ 巧のを を どな 

一 j すだ.. 過き ず颠 療法の 實驗は 返ぶ 蘭を 

ス- べき ォフ キタ じがで 巧 ふ 可. LW 遙 

! 吿せム むる に まれら'..' 

么當码 者の 注 窓，. 華 盛 頓な廢 はを 新 I 

覆辕 なぇら じ 關し釋 がの 注 窓を 掷い I 

窜醫竊 盜ブ が； 巧、' 衛 を局醫 ァグ ダ 

'1 ッン巧 並に 當地 移民 牧を巧 醫員ヌ 

i 卜； ナ 巧 等を して フタ； ド マン 巧： 

で」 會 見め 上 巧の 發見じ 係る 血 精液を 

號 |_兔 かにな をせ しむる こど どし S 巧は 

'ま ホと U フリ 'ト ド. ブン巧 VJ クォ グド .1 

みフ じが 密 を 見を 爲し たら、'' を 見を 

をち じ 華 膊じ歸 b たる ァン ダ； ブン j 

巧 ダ 血 精液を 持ち 歸 もたる やを をは I 

I 發表 なきを 巧て ホ だ 不明に 頰 すれで I 

I も 元 ホ 藥躁血 精 等ん 體に 直接 留胡壑 

1 をを ぼす 骑は 化て.' ホ鹽 なが fa 局の 擬_ 

をを 經、； 資地應 用® 託 ザを 受< るた： 

I 非 ざれは 寶巧 すを 能は ざる 麗を夕 を 


ク 


と 

/V 


をが て' フジ！ ド サン 巧 發見新 療法の 
1 效 力が 抑を 知る の 日は 到底 ネ巧 りの 
内 じは をらざる べし ど. 思は るれ ど 若 一 

し當猜 券の 驗査 ち 急に. 巧は る、、 もの 
ごせば 世人め 湯 鹽を滿 すの 日 も 蓋し 
巧き じあらん 

A 血 精液 饼琳許 お 願 ど 契約 フリ 
マン おは' 舉府 政府 じ 對し宜 己發显 

療法の 特許 出願を 爲 しおれる ガ 巧は 

敢 て販賓 上の 利益を 目的 どす るには 

葬ず V ' •ロハ 新法を なて 自己の 權內じ 保 

留し 磨く 事は 新 血 精 0 誤. 巧を が 化す： 

る 上 じ 於て 極めてみ 要な >ク ご を 言し 

おれら、 然る じを じ 新 媛 法じ關 しを I 

見者 ど セシ よ. グイ スのブ オン、 ホ 
ン巧 公の 間 じ j の 巧 論 おりた 
を 第を 疆 さんじ、 おッブ マシ 巧は 歐 

州 旅行 中 知人よ ’.9 斯 法を 見の 事を 聞^ 

き 直；！^ じ フタ ー ド マン 巧じ營 して ホ I 

國 じがけ る' 一' ず 製造 販賣 の契韵 をぶ 

レ 其 契約 證を肺 持す と 言 ふじが L 

ッ！ ド マン 巧は 斯 かを 約柬 あらしは 

事實 なる f ソは旣 じ 無効 じ歸 した 

ど 辯辩ム 居れら 〇 因に 驻谓鬧 胞が巧 

科 病 じが ぶれ 居る 人の 知人 諸 巧 よら 

化 事 じ 蘭し 狸 ミなる 调を せを 病し ホ 

ス おき あ も、 記者の 濟 じたは 巧に 巧 I 

ホ國政 痛の 换を 確ぶ を袜 ちた る 上 新 

をを を受 /、 る ホす 懿ど あはる 

么愈 J . n : 曜巧じ 彌 業‘ 掘 怖なる ず辕 

をす し 市る ぞは细 も ざれ ざ も ブリト 

ド マン 巧が 築 五 街吉巧 就か 盡邸 ちた 

すみ 节オヌ お 向 湖 じを 崖を が 受け ホ} 

S 日よ-^ 率 5 をじ楼 する 崇 におした 

ガ 貧者 じな 無が じで 血 精の 注がを な 

す も々 ら . 

«H 本 じがが る. 夕 3 マ. 訪閒觀 

ん化來 そ ホみ 巧 マ 女 ダ 目 じ蕃く 

夕 'コ を 訪闕閣 ぼ 一巧 か 八な 拂腾 

碟舉橫 豫じ義 しわら ご 巧 首 五 千 化を I 

の 巧 靑蘇縣 人 金カ ッ (二ん' ') 廣島縣 

て前簇 ヒナ- ('呈 ふ) め. 二 5 を 際ぐ め 

が大下 骇五郞 '('お 四) を' 按じ 十立歲 

の 某を 年み 者と レすな 陛十 A 名は ぶ 

> 男子て 隨 畏ぞ棍 巧兔緯 乂 なら 鶴 潜 I 

猿别 革に 乘ら 新橋 着裔じ 人車て ち 城 

じ 向つ た 道 i 女に 目を を 巧な ガらホ 

てれく ぶてを を 見て 病る 乂 .rKis 是ボ 

嫁を もらいた 巧た 鶴宠 賴だ餐 ぅだ ボ 

が 顏じ巧 つて 盾る 人 じな をず がを み 

巧い 人 逢 だと I 呂 ふち をれば 執が 人' の 

觀を樹 じ や 無い かぷ魏 んだ閒 達を 言 j 

つて 唐る 者 も おぶ 一厨舊 お前 じ眷 
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を ご 一 嘴ず る、 賴て 巧び 凝 車て 化 段 じ 

面び お 魂 社を 云 巧 P た 上 富 そ 見邱め 

万 源て 藝妓の お 給 化で 晝 像を 懿 める 

j 營てゐ クホガ 時 勘 ダ 無い のて 晒 お 0 

茶 麗へ巧 源から 游當を 取ら 寄て 食べ 
た、 をを ごして おる 人遽ピ から 別に 
をし < は 無い ダ 日本へ ホて を ふ 米飯 
のがは 格別て 蓝ホ おがて 准 ふの ょら 
も遙 かじ 袭ホ いど 喜ん て 一同 舌 就ぶ 

鳴した、 終つ て】 同は 腕 革を 連ねて 
草 職 旧大學 じを き 恩 踢舘ぶ 見 夫れ ょ 
り 大駿お 邸を 訪ふ どかの 獲 おじみい 
て离旧 ミ郞巧 ホ， クて縣 巧 益 ミ 勉鐵し 
て 巧國の 爲じ盡 される や ミ じ 述べ 巧 I 

クで 请巧義 一巧は (化て 物は 蕃意盤 

宿し さへ すれば 不 孕は 無い) 而 して 
又 諸 我め をく はお 踩 されぇ の だ 相な 
ダ 家の 巧 じな を-威人が 嫁る もらぅ じ 
踐 しお 質 だけを 隙き 結婢當 巧を のを 

跟て をる 事ぶ 知らを 驚 レた 處巧 ょめ 

ダ おじ (.容貌ょ をはを の 廣め不 居を I 

女房 技 家め か ホめ なぶ 0 ご 書て お 

したみ. て：： 化ょ め 潑は大 じ 赛び仲 善く 
稼ぎ 家 ダ 愈々 繁昼 しれ どめ 話ボ ある 
など 种 ) を 語 家も廢 足て 逃る おな 落 I 

洒 交ゎの 溃說 をして 一间留 腹の ぶを I 

一 燃ら せた さて 一同は 大稷 伯の 親切な 

を 歓迎に 醜 ゆる 强 どて.... 一同 >幽 歌を 合 

嘴し およら お葉の 攀應 をを けた 厨 邸 i 

を 礎し を 後の 吗時渴 を. 國劇機 じ 巧つ 

.で」 女 露鐵を 見た 斯 ふで 其る もの 賴ぐ 

5® 叛 をし きがに 觀 ホの 第 一 H 化 過 

ぎで 一一^は 東京に 一海した；' 


露 意を ょを 保管 豫 けのを 償證馨 (ゴ 

一圓 緣 す槐) の 番號を 巧を せじ ホれ し 

化 時山订 もお勸 おた るか 其ぶ 債は T 

度自を か 勝ず じ 持 も おし 居る み じて 

を 庫內じ 無から しか ば 大いに 猿辆し 

たれ W 、 態 ご 巧氣 なき 風を 裝 ほひ、 

誰か、 をみ おした る も 知れぬ あ 何 
れ巧日 篤 W 取調を 巧 ふべ し」//」 巧夕 

じ歸 をしたら、 之 ょら' 支店長は 怪し 
み 始め |ご二 のが 貴 ど おじ-、 i ぶ 

を 侮め 観を をが ふ ミ も 次から みへ ど 一 

所在 不明め を 償 か 現 はれ ホ^ 結局 キ 

|后六巧填を に十 二 萬圓計^^しお| 

る 事を 發見 しわれば 巧 國寺ま おを は 
唐ち じ 地上 發務 をを 訪 ふて 化 調 ホを 1 

化賴 しね 依て 大阪 刑事 課に ては 
岀 。めが 遠が 態ぶ 詳しく 取調べた る 
じ 巧な 樓 わじ 二 话圓內 外なる 山 口は 
邸を 其他雖 美ぶ' るを 活を爲 しおる の 
みならず まを 賠 一へ 誰 方の 遊廓に お 入 
しで 蒙 遊を 極め 房る-とを 探知し たれ 
ば 十 化 a 御影 町の 宮 をに まな 請 開 じ 
たる じを 巧 山 口は 网 等の 惡 事を 病し 
屠らず ど 富みち りし も 則' 寒を 倍され 

てを じ淚 をはら.-^ ど 流し 巧 訪の蠻 

i 沸じ搔 ずを ホみ ねる 上々 a 迄 生 雄の 
思 藻 買 V 渔巧會 社 等 じ ニ ホ蓝巧 五千^ 

簡を 費消し だる 事を をが にぶが しが 
失望のを 面に 現 はれ々 にも 巧すべき _ 

じ おわ たれば 驚 部は 萬 I を應 るを I 
人た 注 患を 興へ. 混き' で 歸冀し 本人に 
鷄披 ずる お調べ' を繼 けね-^ 、然る- 
が 事を 傳 へ 聞きた るな 夕掘南 藻 二 了 


輿へ たを ど > ホ會 おは 荒 ザ 煩-一 郞巧 
森 村 組の 地 ま、： 乂巧齊 巧 立 金の ごぶ 

齋 藤、 漓屋 一二 巧 互井' の 瀬を、 阪ザ廉 
I 巧 福 ザ 巧 等 十八 名 計ら 


♦盛 巧 日本人 會 か春规 懇親 會は 去； 

サお江 蘭 會ホ曾 覆 目 米人册 餘名頗 .る； 

あつた 餘輿等 をら て盛會 なりし 由 

♦正金の 一 営 巧は 煎 遇 0 ホな 巧 じ 

滯 なし 居らし かみ a 歸 巧の 答 


« 智 巧を 使 舘吉等 書記官 藤 井實巧 

は パナマを 経て 化 程巧袁 しねる か 魅 

時當 地方を 視黎 したる 上廿 二日. 發の 

を泮允 じて 歸 朝め 望‘ 

♦東京 帝 大理巧 敎授ホ 山 信 巧は 去 

巧サ a 巧 巧 目下が を陀 じがを 

掘宫 補の 巧發 H 巧と H 巧 地晚香 j 

波へ 向 巧 おを する 嘗 


♦化 螺乂學 教授 高 橋 正 信 巧； は化稽 

I 獨 逸ょり 來着巧 本 供樂部 じを^ 

♦正を お 巧 貴 法 學± 齋藤勉 氏は 今 

巧 倫 致 まな 詰に 轉 ずる ミぶなら 巧 巧 

止 甸渡歐 すべし’ 一 
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The polhicral sitii‘aUon in Japan 
is のえ ni お stiy nnderg が ng a striking 
む ansfoi’ 姐 汪む〇 ru . 了 ogeth がげ ith the 
organization . 0 ちぶ new Party led by 
Pnoce ■ Katsura, .there are ら pi は沒 
in the ranks of old parties. A tele- 
を r な phki message む om Tokyo, dated 
■February 2 も t 封 Is : us that twenty- 
five of the extr が nists in the Seiyu- 
k お， ミ 打 eluding Ytikio Ozaki, have 
bolted and が i 凸 e 过 the Kokuminto. 
The political world at home is thus 
: in ん stir; every day witnesses a, new 
development. - 
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crease of the bank i. 致 お. o む 泣 epo 台 i 妻 知 

巧 .h ミ 地げ 泣 g こ: followed .by the iricr が獄 >-'1 
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most import る 口 t clause お the Cems-U り msepai.abl た coiistiti 巧 nt of the 
titutio 打. I Japanese Diet, enjoying the same 


In this - ambiguity,, on the otherjng お: s and pm’ile 客が が those of the 
hand, the leaders of political parties j Lower Cliamb が， oiily the preferance 


、 . 。 ミ I 

found a new が a が orm. They read | of voting si 巧));) lies being given to 
their own interpretation iiitd む ie!the latter. The お [01 旧 e of ? が が 
柏が oi the じ ons が 細 tioxi， ail 过 wenf,;wiiL 打 al:ur 洗 l!y re が nt as being 
to demoiistrate most effective か timtij slighted, as th ぉ が 加 e 过 m’e of anmiH- 
a Cabinet i … t acknowledging re 弓-! お g its eonwUUiticvnal iunctions ai^d 


titiHkmal movement お a long one, admirds むが ive purposes. Obsti.u か 




か ud need not detail u ん The Co 打を 
がれけ ion was pronitdgate 过 in 1889, 
and the D お t met わで the first time； 
1 這 王を 谷 0.. Then began the contest 
も 6lweti •打 fch け Cl 化 n Government and 
ぇし e 'political Parties， 'which has 
で ひむ tirvute 过 ever sin た e. with varying 


po 打 sibU-i か to 陆6 legislature is im- 
potent む r !が す-描を king な ud even, for 


thm 巧 ■が thus 讨 le 巧- 6 巧) on of political 
parties, while the governn 化 打 t 〇れ e 打 
r がり パ ed to the cli が oiution of the 
Lower House, 

To find a workable plan in these 
p を edkia 描 ertb, so a 再 to ensure the 
棚 aootli working of the parliament- 



ma 欺 

Le に a 


yeai’K tlie s れ な) uous efTo け 


fortune. Many are the aspects 也 も ary machine, has, th け efoi で， b が n 

み trussed pr が 台 打 ted， and the stages おで 
地 rough 巧 中 - i(，n it. has pa 呂 がん There 
is, however, one fund が nentai issue 
invoked; 巧 屯 : ich iy the key to' the わ 江 、巧 been trie ん 


が hok story, 
、v.h が' hor 式. 
を; ぶ ul) おが to か e 


I 打 a で ord, the issue 
ジ玻 in が should be 
が!！ oi the P 細 k- 


raa 口 y 

a ■ 君を 打 が 及 e! お ^， aaci .are an お G.usly 
awai お cL 打 ；^ ■ 掉 . 姐 お〇泣 が 巧 t 姑 

， baro 幻 峰 tdr り . 却 6 . 音 巧 ' か po! 潭 cia 。 も - 
wiio wavit み ち iio、v which 、のが the 
wind お j>io 、 別 ng.- ぶが the - をが ホ お识 
weeks the ^ourit, ：has わが 打け ie 


布 liic む Ire 

iNo , sue む 

inst 抹打 ee of り arty- の な king was found 


が哗 oiaic siti はだ on. 1*1 が fi も’ aru;e> . 、蹲、 
m the pri が of ri じ e — sti ち ii;l がれ I th け .為 
good feeling i 凸 the がが ふ! c が a み lin 客 互こ^^ 舞 

to the をの djig で邱 ■で r oi： farming 嗎确 


cla がが， 和} uch combi 打 的 か i 刊 i 化 巧^ 


お 起- 说 'opea 打 coimtri が. Pr 純 aier お or 答 ardsii だ 6 打 of tlie ド ranco- Jap 汗 打が リ 


person hiraseH and wit お the Die を 
ready お!’ business, なでり w 客 〇 な打过 
form a party in- one night.，， The 
Count, who has always likened the 
Jap 良 打 ese trai お of character to those 


target of ぶ巧が Go.mra^otsjolthe Anglo-Saxon, お els . disap 

for he has お ng が砰な iaed silent ortjpoiiit も d が seeing Japan もが り〇-だぉ が 


け. he がな mt . が iU 城し situatfon.. He 
ha も -iio ザが- er， J) の ke 打み も last Ms 
s 巧 台 nee •斗 t Uhp ： 故が ting of the 
aiumm and む i<3rx お 結 the Waseda 
打 ni お份 i か が v J 泣 r 切 ary ミ？, Count 
Okuma made： aa eloquent address. 


化 打 tin 化, various で xperim が） Ui ! 

ふ Cabinet by the I 


united ''Clun Statesmen^' hide りが id- i 

en か'. が poh •如 こ' ii い;。 ticb li 注 二！: (だ 口む; 0 重 j なお; tn. G (が 打 も -Okmun ho! 啦 


n 呂 おが， 1 至 the government is run 
suiely by the party, represented m 
the Lower House with no reg な i’d 
being p 筑 主过 to the Peers. U 丘む 1 

the 良 も two powerful forces make み： 
clean aligmnent in party Kne も or i' が utne oLh お speech 各 iveiv む I 'the 
become fully reeo 口し‘ iled to the ド 注 T> 进打 Tipa 詔ぶ rj な nu 貝 ry 2 も 
princi が e of parlia 打 lentary c 抹 bui が も！ rhe Couni associated the edu- 

however iiievltable its vo 打: ling m が |c なが 化化； がぶ 巧が the Government 
b も its smooth -vvorkiug can h が clly I がり 巧 お 化を が 巧 お が tablisiiment of 
be exp がかん jUie a が da schools with its attitude 

jUnva が pa!: む poHti (旧 . The Go、 で rn- 

jiTient did n む も- む ivo ど むが， i かお- 

j pendent, ed a CB^ion like that given； 

|b お W がか お ぶみ も过 '- -- の o;’e 化 an 'it 
Amcmg Gontenipoi' な ry お fi.te 純 aenU な、 リ r だ d tlie party biisi を of poUtk; も 


showing a tendency to resemble the 
lowg 夕 t type of the ジ onstitntio. 打 al 
Latins 〜 讨巧 Spanish， I 打 that 
country, there is an admirable 
Constitution, but it す as tbe minority 
par な tbat always お dd the 化 ms of 


む not； prtly. るお^ 1 ^兰 が姑お〇む， わが 姐を government, and became the 

is i!] 則ぶ natb 餐 on o 化が laatf が 居， • 

おの w.i 打 も ho お 写 ignificant and f 戍 r- 
げ a 刮 u 打留 m j お 巧 sui 巧 is the drama 

now being 培 ■ 苗 d on Japan’s ミ】 oH が ' 

cal stage, ホを. で 巧>の 加が.]! が e the 地 也 men cr が i お a company;, jii がか 


な la お ri け par か when な came into 
power. It was laughable that 
Prince 民 泣 tsitra should orga の; ぶ e a 
party after the manner in whioh 


0011 11 ! OkiiiD む Spe 蘇 !]! 


みな 


: A . 


. . tried a じ abiri じ t 喊 the パ Clanlou ミ gfue. が) si が 瓜. He お 

Aont, .or whether な snould— take its -Shi お ド me" りお eoiilitk;。 お th a par か Uu’neti ブ〇 が ate 紐 mn. and 


ox- た i 芭た X しろ 背 お 巧 阻]:^ おと 0 
dmt— 。;1山ご じ-心 liui ' む 


.U 1 the clan 


mandate from the 狂 化 p がむ r alouc>! わ 过 沒 bee な 

ana l>e mJepetident of the Diet. 


を 


trk. もな Ca. し 山が by th もむ’ itic few がし His— 答が; vt abilky f が 
、 ， . ... combined parties ぶ も おが Klentiy が! consti’u 巧 ive work 、vn 台‘ si 挪 ei 祕お y 

it 巧 nrU^le m the 00 む stitution 禅 g パ Clan SUitesme 技:： b 狀 b。 がか 郎 ted and of v なな ぉ b;ewm 如か 妃 e 


. ぶりむ-た をが — 加山ごお^ 峰^1 ぶ tfe 1’啤 巧を ■'过 ミ おれ- ょ， ‘ち成 おを がれ 細 g お rth.ihis/Desl 
爸 i む e 注 ；叫.一 H.ckncnv]eciged ■the 山ザ炼ぉ巧 が 




巧 SCI. .粗。 g 如.. 加む 獲. こ 藻, 却よ ミ' Mi •: i 邮も a Cabi。 がが a 听か， i。 で 〇心じ〇。。 的 during and え ft が the お 知 


U: 与む r さ ot State vends; 

The- respective' ミ Im’yters 
夢-超 tate ぶ hall grve their 


wli 触 みり 


cause a gudde 打 rise 6 王 tbe shares. 

王 曰 .tills tone, the Count expressed 
h お pes おの Mic. views cf the new 
梦が か •り - 

We can む 0 も siiare this pessimistic 
view of the veteran st^Uesman ■ re-!aoco 放 odation - o£ 
garding the prospect oi the party j agricul Utra i funds 
now in the process of fofmaMon. 
jS'Ow that 卜門じ ce Katsura has r も 
signed tlie- Premiership, which de- 
r 打 cm が mt が conchisively his お 泣 打 d to i 8 去 も GOO. yen. 
work cm t む e basis ィ; 重 Cons だ tutiou. 


Ba 打た 的 t^evive the activity が. hu 苗、^^ 

ne が und が takings. が ' 

The prosperity 'of BusinesB e 細;?^^^ 
悼; lued iato the second half-y-ear 
thereby calling forth お crea が d de^—:S 
nxand for funds. I。 the ミ。 城む thn を’ 練^;^ 
the unfavorable result oi the り e なを 

farm erops-cia 口が d an k ん ，なよ、 s かも r けが t,.-; 

0 ず the country's forei 客 9 trad もぶ り 打 升？ 

ぉ derably <iiniini 純 in 客 the- a 蹤〇も n も-;? 
of specie なわの細； T り. aiake り) を; 績 
が tuation worse the さ e を 化 础 む he ! 注 i ■が 与 
市 mpei’ が great か aff 号な も e ん th を-お 〇 お n さ う^ 

I り 化か cco 打 omK; W (ぶ] も, か ft* 孤 0 狂 

な J ark が especially I; ぉ m 狂が ra お扫 r ぶ <3 r 

〇り account of the おが* 片化卜 war ム in が 

ft.x が ewed by the. bankoiis. で 

The inoiiey siiviatioD： was Uuw 三 
u りむ’ vor;ib.le to. the issue of th な； 

王 iy が) t:he(; deh 村 iU げ e み； stiU お le 

■Bank was ■ able lo. carry out s" ぃ i 
cessfully the issue of sjpecial de* 
bentnres amounting, lo 玉 王， 4 ■み) lOUQi.’. 
yen, an 注 thereby completed - 

industrial and;；； 

輪 th 负 - amcm 王 ホ： 

'iJ が ig 打 江 お dby th&Gover 打： me が. I ha 
total a な K) 订 lit of the debe れれげ 运 も i ち- 
sued.-duriiag 1 舶 t >でな£ -化 a 純が t 離ぶ^ 


pait— V and お<1 the majority pa^r 巧 in| す 
tUe JUrvy が Hoi] ド e. おわ t lie 
おり kf 苗 口 pou Dy his かなわ V— ~ 


; Ud がわ xi が 妃み かが. io お ひも 地 も' ‘.Clan け. か atio 掉 . ミが many . が 前 只， 

がが— 妃お smen i,‘, が ピ‘' わ も. n- か ied; み胖站 one が the 迎 ost 

'み - . 社 か ミげ 吟化 だ! G. 油 化が か'； I が 日か.…— が tl 巧 '一し' 1 江 nhulki 幼 ti. が f 边け扣 'S わ- 扣 e 站姻 も".- k'o 町; mi I'lie' political 

’島朵 P? 里 2f( みぶ ndberespo 地を leJbr む-.，: がわ tes 化が!，。 お か' no 过说 mte 

た', A 口し I 件 も I, 叫が lai nii 打 an が s,| か ct か 削 ppo パ .— な-ふ e 贈 か r か ! 地 〇 . む; 化 i! み ti.a'Uoi、'-and 心呂 an; がな か 丘が! irs a か '... も - 〇 ホ ' Pi 卸 ぐ。 区が . 


. The 化を d だ by ttie. bauk,- 

(1 助’ m をぇ ast jear か 城 l.leii 巧で r ■'みお^ 驾 
effoTtvS for Ihfi sii 城が pM -o!’g8 れお a: 撕 Q、 〇縱 'ろ-な 乱 姑 GU 班 the Ji 其な r 
tio!i of the new P 化 I’ty . だ な 只 plat- が (叩’' ス ^ が 注 co 凶 pai’g 這 - nii お- 印 さ-. 
wa 巧 iter な 1S づ I’e ぶ ouii 達。.’ ad meet む lert 琴 edsi でら. も 口 化 s おで the previo なち; が 月, j 点 
c!aa: がな le む n げ， 巧 e た an が e no が。. imd| も を れが 巧 孤; 子 お のな ) 如 t か J' な 章； 
m 辨. 矜夕 [ i4t_or、 舶 K! も !始 ぶ〇 舶が CH. ぶ 0 巧 Ini 扫 g the.bi 她 〇 重 かお miid-| ミロり お 巧な ら ' in. お辦 3 ，础 也! 
，.がぶ pe け， みむ 1此 屯が i be 雌 が！ 口が 知な a 扣 色が rty in •巧) po 別 t.ir>n..to th を 径6 り 巧が 径 secure； and teliahle 1 拔 h! が 
雌 部- がユ もり。. かい Ira 難が 如 ata ド、 が ] >咖 も 扣如_ This. お.. な ore so、 お eca 破 e、 巧が-ど 加 e. 白 reom 斟 i 辟 おじ for 妃唉據 養 

P; げが， sh- 0 でか djthe 


邊 


are, 



だ Clan 

eieiiien も だ〇 の 



. - — を art- 王 6S in gx;l さ ttme ち ha? ち， al-. 

咕 巧 別 ピせ ee か d 如) 叫 opp.q 蹲。 打. 皆恤 し. T わ お 巧’。 ぉ邮 故み た 姗 ，'触 •麵品 が’ k 淵 かを n 机 注: お 

度 品 mWriiTi みお 3 巧 (yF 化み か I キ . .r r - 。 -. 、 .リ — - 口… ! •が しだ じ. が！ け S a が. が〇 が 鬥卸が lUit- ! ref or 瓶 みが‘ r が 孤撕 .狂 純 〇ら within 

職1ご2 :忠 ム化、 :! ‘ む-こ’! はり。。 t, a り がかし 一け が 她; 。か， ゎ り, 写 か 袖-を さ。!。 ぉ 由。‘ 加础 h 。。 叩 だ。, 化か ひ、、。 琴曲ぶ ! 畑 も細过 
だ‘' ’;;';' . '、 -— ' で 品 n— ち Ji し ee。 d 巧 も aud 打 .'ご 帖化 t 戸 a par 产弓ゎ ; 池)， ぉが がリ。 岂 。。'か e !輯6で! か 加 卿 灿 化が . he 、站 organise a | consequently, ^dl inn flurry. 

ぶ'' i— 世, f 啤 むぶ‘ しふ) 口'、、 け h' ホが c.,!o むが 化巧ぜ .r が站 -a が insUheru 虹 巧 cUg 齡帖凸 柳 '化 i?' の is - e がが ご i か, 手ド， ' , ち j;’-' 

&t— 马 tes 化が; が uL ち〇啤 が W! 比 e. 脚け。 .‘ し’ 〇啤 ui かが‘' い.; 〇、'' が 耳-| 細‘ かお. vB 城， 妃ら れ due 輪； action す! 龍骼 巧! SlEOufOE 
.' '. ち れ6_のげ。;!.;.ふ1日だ1舶37;阻.娜." 础 ce-_ 布 at., tme 〜如 .化'' |!加 おお' re;, が餘 .'がか 机が 1 . お'. 化 だ！ 

ザ now.' beu 化 tn 地’!，]; le fact.'- 也み わ お说! .な e が v が 加げ が-かから - b が G 讯 が—- 昭み がごる が 1 由规お 打')' andi 
か-。 memb が。 .' ot 化 e 化‘ ザ 〇姑, met! 山" がので が. 她 巧 -on な 〇 お々 说 & も 姑 e'r'..: ...'おおむ わ .: the Pri が Go 江 かぶ |' 
come れ om. 讨 巧 bihrue 巧. 防 叫 muj がみを ぉ .職 乐 おお一 な 細' 地 9 職 お，‘ を j 江 日 d ' 站 c 一''' なみ 如:. 訪 おか化 虹 お .' 
hapng alnsa かもら 叫が 1 ん bed- 也 e 判が a: が d- 吐 0 d 知い ole- in - 品..- 〇 か; i が お; i.V みを 苗: ちを .梅 ' p 加 e がが' 啤 
^sell 5-0 tne- earosr うご‘… 姑> も お. も 隣 ゎ纖： ; 古 V お 比が •.ゎ 王む 巧. か' が 如 却 が 〇 巧 4 

— . 0 U 曲 t。 巧。 叫か 畔ぞ 1 巧 0-f..t ら e— , 断み’ 切ぶな,’ み i も A man of Ire 抽 e 口 去 ws eu が 斬,. 化恃 h。 . . 技が 如が afe ぶ’！ り お イ 。レ。 パ’ 

'化 卜加化 如‘ uBii 此岐， who 例み ho お扫繊 が. <づ rhe が 比 i 職 加 .八、喊 お祕顧 ミ 切 化 a 、龍 如け 山； 加 （_ ぶ-如 .口 で 阻 口が、 〇 り 

ちしが- g' ' - . . ■ : ぶが 30 び. お' 日 む 沈! ミ .ciUi 


- 巧护- i.tht; な tat も ，- eqmre -the 
巧 奪 - j ふな g り & 姐 1巧 of a Mi がが er が Stat お 

' •主 也が e ほ 扫 .打 ambi 削 i か i り thg 
language て.: 〇 重 this do 巧！ 班 名り も； it- 

t ; 攀 ミ. で ドな!. er -adroits nor derues— t.he が 'i か 
:嚷 二‘ Gip]e 0i: parluimeutary !打3 の dates. 

thi» aaibig’Ji な’ ar も _ お fact, te- 
教 . をぶ マ なた さ托 g 注 おか 汉打 d wisdom, of 

"the: おを! 打 有が が む]。 


of 縣 Hpta 

B 賽 曲が J 即 誠"。 
Its Senii-Annyal Mmim 


a eioge む にな这 and c 拍化 ta! け s 过リ po けが 
of お)； ioce Ro, g; が a the : tuo— が. luGjd 
expjaii 狂 tion. 0 ミ tbe. ia お rail) 巧 it •'む 
V •か 巧 s. ぶ inai'kr'of む) sp け & な on from 
.-■the . di&tu おな i 無 ed ぶ tatesma む ， who 
. . が ok- むが IBC が pro 打 "iin が It がか t in! 
も-な ini み g th 色し; or ぶむ Uih;)n. • — | 

' 一 ; ち f 畑 さた ‘ む〇 , 化 ; ら -tru も wliil を こつ e 巧で sf 
.- が ぉ ;-- 孤 卽 ;! 峰た r- of- . the ち 句 y u お 化な n-'l 1 
王 or か i み ny ve な rs if さ Igad 
令 avowed iii yu り jie his な cce 
ぞ かぉ - が站 ci がさ of 斬 帮日 打; 妃むゴ お 
が 泣 ! がが ‘ _ け ut to ix お kyu 炊け ! ぇ iU 句 I 

U ぶ y 化 w’ of 地自 お r ぷ fghred . きも a； お 如 知- 
man on thesubjectwfmweU-krunvn.f’ ’ 
-. The J が e. Mr. 投 os 盛 .巧' ぶ.. ofc 棘 >6 
夕 i)l 鮮 t ie な おが.〇ぞ -the. Seiyuk が!； 耶 無： 

. W け nt to じ 0 な 民が。 ins coildago^s 

ぉ 巧'。 ig 化 &ti the refusal of theif chief 

to ち} 巧 x> 口 爸も in ホ] わか the cau がり ま 度 
P 貼， け gqv が 己な leru. む 〇如 not- ふ; strew' 

them. : - 

ミ/ .‘! The — 化 立 ke 巧. Ox XcTf Jap 触,，， 

な ，writ々 B_Ca が am Bn 打 kl 巧’， -'labored 
’ under no 1111 sapprdie 打 s 王 on about 
the inevitable iss 巧 e. of th お r work in 
-fraiTiing t)*ie Gon が it 巧 tioii; て b な ， 

knew. 夕 eiy well thal:: を arty- eabinetM 

な 化 a 打 むがれ れ注 L emte. 々打 化. of rcpi： さ 


payment がで 巧が isk ’お - 浊。- t がび r 础較 | 
ぶ iiuv‘i か 如 1 曰 ai 巧、 "u 如 (也-- ボ 弓な 詔 
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難に ならねば ょいが ど 云 ふやぅな 顔 

乂尾臟 ，の壯 絕快纔 I 

をる 武者 n か 腿で 

納ら歸 つた 尾 解鑑務 は拍ま 蕾め 姑き^ 

I 中を 悠撰敢 て 迫らざる 渡 度で 登鑽し 
劈頭 先 クを旌 の赖語 論を 眞ジ 向か ふ 

ががず る、 を 像 派の 鶏 擒ク盜 ホ 知せ 

ず 小川、 酸 本 (彌) "荒 川 等 「1^^ 

敬な り 取消ず すと 

先を VJ あ 勤 振’ 9 を 見せる 〇 
尾 崎 君が した もので づ 人間の 爲ず處 
誤らな しを いふ 可らず J . VJ 喝破し 度 
i 膽を拔 く、 官民 兩獻 入ら 筑 れて騷 ぎ- 

おし 講燦 はお々 鬻クお 號喚邱 の娑ど 
なつね、 尾腾 君は 益々 論述の ホ おを 

進め 「歎は 玉座 > 巧 

障壁と ず 一| ど痛擊 し、 大臣 I 

唐 じ おつて 髓を扼 してを く完膚 なを 


る 輿論を 化を し 盛んに 經 論を おひ！ 謂詔赖 じは 非らず して 陛下の 親し < 


振鈴が 鳴^ 鞭る ど 議長 先つ 辭會 を宣 

しを 桂才綻 題を おらぶ て、 雜な 方針 

を おる、 ホ じを 磯 藏相現 はれた が議 

撰で 犬蕃 、尾睹 、が 田 等が 議お旅 ど 

1 幹部 席 どを 往復す るから 衆人は 此方 i 

じ氣を おられ 眞面 目に 藏 柄の 演說じ 

I 耳を貸ず 者はなかった 0 

乂を 實亂度 賊子？ 

元 a をが 質問 お說を 初め 詔 驢 


み もヒグ まず 疯薄 しねず おじは 滿擦 

醉 ふたる 如く、 を ホ 稀 じ 見る 批絕か 

絕 ぶる 武者 振で ぁつた 0 る 

血义 々ぶ 目の 停 S 

> 命ぜ らる虞 腐を j 

の攻擊 じ耐へ 兼ねてを おは おつて 威 

_ 情を 止めて もら ひねい どか 巧 VJ か 答： 

I 辯し 屬をの 差 おした 献嶺 諭の 解釋馨 1 

を 讀んで r 勤 語の 貴 化は 無論を らま 


» 藏 厥 惟 廓 巧 新黨じ 入る 曾て 東京 1 

が 反の 理想的 侯 補 若 ごして 擧 げられ 1 

: 衆議 路寐 員に 當 選した を 同 巧は々 犀 

0 が 獲 ミ 共 じ 俄かに 選擧區 民の 信望 一 

を 失 ひたる おなる が ホ 巧 巧 目なる ど 

會 をし 政見のを 横を なした る 後 愈々. 一 

新黨じ 加は -?' てを 力す る こど》」 なれ 

，ミ」 . 

. • J 

♦ 早が 鐵 治、 日 お 輝武兩 巧は 桂を j 

の烦黨 に歸係 ザる こ VJ ごなら わるを I 

巧て を茨會 ょな 隐 あされ ねり 

々輿 銀 籍裁更 巧 同行 摇裁添 困 81 は 
j 今回 解職す る こご ごな ぉしが 多ザ批 I 

ホ® 爲 めじ 编す處 多大な ち レ じが 心 

踪 詩を 巧て ぶ 頤泣じ おせられ 姬 aki 

章を 賜は もた 尙 な 巧者は 違ぶ 錫 ^ 

あ 孤が に 巧 命せられ た 

坡井廊 江 巧 か計奈 良*# 女子 歸 
籍敎授 なる 同氏は 去 巧 一回 四十 盈歲 j 

をな ておけ ク 、巧の がが-を 子は 乂ザ 

文學 ± の 酷た-^ ッ君 はお 申 自ら 傲れ ざ 
るを 知らを つで 曰 ふを ホ辩 世は 义あ 
一首 户を 支れ るが をは 巧 首を 化らん I 

ど 八十 四 首に まらて おじを ねず 悲し I 

い 哉、 をの 中の 数 首を 抄す 
命 巧 じを は 唯 露の 身を 位 知れ 思 ひ 
た < すの 餘ら 小さき .， 

爆. 口ぬ お抱きて 飘 せる ホの ベ じい 
ろは 請み 書 <モ ろの 憩し も 
巧 なれむな をい 吏 や 巧の 胡 日の 世 1 

を 弱き 妻ず じが ほせつつ 

雲居 じ も お上らん 、じ 若縣の 勇みし 

春もゐ b じん ものを 
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記舊 0 く お 島 巧 J ' 化脯育 円本 人中 

0 プ！ グ チャンピす ン毯 

親 } f: を 北め るのは 棘く 懒鑑な こどで 

I 弓ち をず る 瞬の スト： 11 ク じて 其を 

I ユ！ 先を 前に おず こ V を必持 おゆれ 

i ば お ホる 〇 かは 巧ぶ である、 夫れ は 

I 親 巧の 中必沒 上を ず 巧 線 じ 持って 溪 

をす ので 引 玉め やぅ じキユ じらを 上 

j ■ 

j げ ては なをね、 寧ろ シブを 下げる 氣 

陳 でを くので ある、 嫂々 引かん 这し i 

I てが 玉 じなら 親ち がスク タヶ チす る 

J W の あるのは 玉の 引 巧し ど ネユの 

持 加減を 修得し ない 結棠 であぇ 

塗 ハは 巧 謂 イング 9 ジシ である、 么 _ 

ほ ビブ ャド をが 究 する 落の 朝夕 必を 

難 / 、 猪 * プ！ グ にても 化" \ ン グジ ツ 

| シをかけた時は自的玉の中必のるを ^ 

號 夕て卖 、 ' さ、 ぶじが けね が も 矢 狼 巧 

洽 持で ぶの' 方の 耶ひ をを むれば 大し 

な 誤らは ない 、' 直つ イン ダブス シを 

々 \ 一一 韻，'、 炎いた おょち 扛翦く 突い わ 掠が 

I 遙 かじ 效 方が 多くて ミタキ ユが 少な 

い、 をれ から イング タブ シ 'に 辨 ては 

を々 の必得 ホが をる けれ 典 餘ら畏 く 

なる から 他日 じ 蔑る こど、 ずるが 巧 

ち 之を が资 しなくて は 場 じ ダ 1- ム 

じ 避が わがは りて ホない のみならず ^ 

上達め 璧 ろがない 0 . . •- 

鎮ぶ はみ I プチ！ でを る、 をはぶ の： 

を 霞が ホブ ヶットす だ じ ホ 常に 階 難 - 

を 巧に 巧つ て 萬 策 施す じ 南な き 煤を 

に應 巧す る 方を で、 . ダ！ ムぶ滕 敗を I ふ 

巧す る 極めで 讯畢め もの； で 敵を 制し 

ちを がする 热鐵 術で もる、 普 逾のム 

j な 化 セ 'i フ チ —‘ を 巧て お 化 公言 ふ， が 


チ ー コ を 投て醉 ななら とする 人は 化 I 

で 玉 突じ充 巧の 經驗 なき 人で ある 
或處で セ… ッチ ー のを 則は 截 巧の 互 

I 巧 おじ 集を た 玉を ’ 媒 はす 膊の外 如何 j 

なる 煤を ど雖 、親豫 が 他の 柯れ かの 
瑶じ觸 れて巧 球の 一つが クシ ョンに 
巧 るれば 申み なき セ！ フ チ， 'i どなる 
ので あつて、 若し 化 通則 じ 巧 ずれば 

スクラッチ どなつ で 一個の 得 點を減 I 

せらる \ の である、 をれ で セ ー クを I 

する じは 巧 成 デブ ヶ ，1 卜 なおき 方を 

なて 敵に チザン スを與 へる やうな 肆 

が 親玉 ご 相對 せない やうに 注 怠す ベ 
きで をる ‘ 

緊 八は 玉の 擲捧 を爲す 時む 巧 斷でゐ 
之は 一 じ 其 人々 の 巧 質 じ も 山る 

こ ./ 」 でを るが、 習惯 かがけ ザ じょ ウ 

て 如何 やう じ も 練辫を 穂む. 導が お 巧 

るので ゐ る、 が 球を つけば 其 後 じ チ 

ン ャスが お 巧が ど 思つ ねら ば 手 巧 < 

巧必 しへ' 靜 かじ 弧 ひを をめ 前 じ 述べ 

たネ .ユの 運用を 也 得て 突出す がょ い 

巧し も 甲を 撰む で爲き 乍ら ろに 轉じ 

觀後ぶ右じ 必配し て > む がを .-^^ らな い ' 

ピ恰 度ナ！ バスな を ホが 賓 物す るの 

: W 阔縷 、 .. 時 惯を を發 すぶ のみなる . ホ I 

ダ ]. ム ' 巧 物货が ホを 減殺し 巧 傍観 ^ 

じ 倦怠の 威を おを しむる、 勿論 球を 

媛 擇じ十 ごみのを 蘆を 梁す るのは' 譬 


潭 同胞の 謗ら ごする 巧で ゐる 、なは 

ホ テグ、 ァ う夕！ .じがけ る阔 君と ゥ 
ィン！、 ホップ 巧 どの 競技を 見れ】 
乂 でみ もが 流 巧 じを ず ホップ 巧の ' ij 

どて 其 熟 嫌 巧が なる ストりー クは只 

か 咸必め 外は なく 之じ對 する か 田 巧 

の 手腕 も實じ 敬服の 外はなかつた 殊 

で 氏は 强敵じ おして 聊かち 恐れず 始 

終冷靜 'の 態度を なて 勝を 潮つ た 
祗て兩 氏の ず 腕を 對 評して 見る ど 山 j 

狙 巧は まだ ホップ 巧 じが 勝つ ホの ず 

顆ゐら どい 嘗い 難い、 然る じ 巧ぶ 勝 

を鄉 したのは 當あ 巧の ぉ來 ばへ が 患 

外 じ 能くて ホ ッ_プ 巧が 獨楷 のがな を 

贾 はすの 機會 をが るに 困難な 地位 じ 
渥 かれた やう じ 思 はれた、 然 らば 山 

巧 巧は ホップ 巧め 敵で むいか VJ いふ 
じみして さう でない々 後 ホッ户 巧り 

最も 巧 柿 敵は 誰か S いふに 世が が 撰 

ずの 巧 じがて 山 田 巧を 除く め 外 一人 

もを るまい と 思 ふ、. 若し 巧の スト ロ 
クが圆 熟の 猜じ這 入つ わなれ はぶ 

ホ ホップ 巧 ど雖も 到底が 及ぶ 巧から 

I ざ ' る もの どなる でを ろう、 就中 巧の 
. マ ッ シ ョ ッ ト 郞もを て キ ユ 1 の ず臓； 

じ まつて は 其な 殆んで 入神め 境 じあ 

つて ス P } ッンを 其 飽萬口 I 齋じ敬 

殘の 薄を 絶たない 譯 であるが かる 妙 

揉を がず るを がをだ ホップ 巧 じぶ ば 





ち 屋じ お 張し 宮巧省 お 化を 勸吿ん ね 
る じよれ も 由に て舊尾 張 藩 ± は 一ぶ I 

ならず 武 巧のを 潜 どし 四日 東照宮 神 I 

前 じ 於て 送別 宴' を 張 b て 試を を爲し 
たな 


彼は ホ 傑で をゐ 

.K 妨 女を 

記 溝 曰 -^ 姐 . M . かを は 故圓じ 於は 


じがけ る 威 化は b らい ものです、 并 I 

蛙のを ぼけた 敎卸 などは ッマ づ なぐ 
なな まし わよ . 、 をして 一を の 型の 巧 I 

じ 蠢動して 居る 女 教師な では ホに 見 

す ぼらし / 、 ならます よ、 消播 的じ韋 I 

見の るる 人の 方が 潮が る つても、、 
なければ 猜叟 、、.世を ダィナミック 
じ截 しで おきます、 ( 中 赛 ) 

西 園 寺 巧 賜 も 過 まの 歷坦 にな' らまし 
お、 (. 中 暴 ) あ もも 51 遜 外 I 


當 化の ホ 觸敎育 家中 じ 盛名 ゐ某 女國 じがき 度い 樣な必 地 だます、 巧 


傑で ゐ つて 現じ 某 おじ 黃巧 ぁる 地 
をを 苗を て 居らる \ 老 媛で をる、 
なじ 婉 ぐる 數巧 のげ 义 字は 女 あが 
巧 ホの 或る 上流の 家庭 クキ ー ンじ一 

おせ ホれ る 近 信の 梗慨 でる る、 願 
くば 其實 巧の ホ 皆を 批 倒せず して ' 

其め 元気の 發ら つたる 巧 ど 雖 あの 
鑽勃 たる おど' をな 讚せられ 巧い ど 
豫 めが 遵を漱 へて 罹く 
( 前略 )..' 

御謗閱 中の 歲晚 、练じ 今 H の 様な 
濕め ぼい 日には 徘 人から 章 巧へ ば ' 

を 独に 草履 化み て みぞれ かな： 
ど 


< ならば 獨逸 じ、 あなたのを の袭レ 

い 電燃じ 輝いて 居ね 植樹は を ホ ホで 
すか、 ぶ樣 なら 


巧んで 
も ホぃ 
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がな ななな だ沒 


公共 濟會 のな 善發 速じ顆 して 役 菊 諸 I 

带の激 がな 働 旁 振らは み々 敬 腮の外 I 

はない 兔巧闡 体 事 梁 ど ふ ものは 難 i 

I 事業 中の 難事 篆で はねから をて 居る 
じ 衆 < 行かぬ もの じ や 當貸諸 も' の 
でも 泳 じて が 情を 遺る じ もがい 1 發繁緯 力を 祈え 一食 身) 

でしよう が、 を じ 巧がん ぶな < 溝 倾玄當 ポめ上 ホ紳寸 -じ过 り 組織され 层 I 


から 獲々 歸戲を 勤む る も 背かず 化然 

i ま 那街邊 なじ ゴロして 覚じゐ の 姑 ホ 

の 人. を 辱める ょうで 甚だ 唐を 失する 
キ .ライが きじ ホず だが 前車のを るを 

I 見て 後軍の 戒‘ どす る もの (陀彿 を) 
A ォイ 先年な 檢運额 の 巧め を 巧 じ ホ I 

て大 失敗し ね 健が ホ お 巧 重み 郞 は々 I 

i 度 荒厢施 じ乂邊 i な金鑛 をを 見し 
ている をう だ 當時彼 じ 同樹を まレ隨 I 

巧む 巧め じな つね 諸を 錦 叩を 立め で 
瑕の 麗下じ まつね ホが 出世が を いら 1 

側 れんょ ( ぼう 驗 家，'.】 
< 1支那人じょ -^:' 巧ま組織のも<」じホ 
审乂グ 巧 じ ま 那が狸 店を あする 會社 
の 下半期 配 常は 驚ぐ がれ 化割强 でを 
つた' 辕始 一赏不 致氣の 聲じ充 たされ 
I 居る 日本 巧 人 諸± チヤ プ スイ 巧を 開 一 

I 藥 した ミス 耶辱 でもなければ が 巧を 

がが どなる 譯 .でもな し 少し 斯ホ巧 じ 
狼を 梯 じて シン チンの 地 嫌を 浸蚀し 

ては 奈巧不 です 怒つ ち やい けない 

( 室 舅 )_ 

A 嘗 巧を は潭 時'- 巧を じ 引 籠も 蘇 寒 j 

I する をう だが 洋聲 をの々 はどうす る 

めでず 化然 何とかの 獲 巧で 巧をから； 

取る のだろう か ( をが 飯 }.' ■ 


目 本雜貨 並に' 
リン ホ 八 類' 
蔡村ブ タザ 1 ス 

圓ミ黃 S {一 量 S. 

芝 置 置を 塞 y 受 .畳 产 
呈登 S. 基 10 等寇 

r . •- 

蠢 <§ 蠢蠢雲 蠢み蠢 雲 

r 目 本 御料 囊 嫂㈱ 

薑巧淸 潔、 巧載 精選、 親が 廉 便® 
みヲ 替トブ 、夕數 宴 會二適 スグ乂 @ 
@15 阳 アブ 倍舊ノ 御を 顧 ’ — 
@ 電 詔 プラザむ か‘ — 

み 六 互み 四で や 
1# 157 なまを ぎ 

み ##® @@@@ 


變顧夕 だ フ @ 

據 旅館 I 

r ' Ne ろ Y 写 k @ 


ム^ 目— 料哩 

. 武巧 サンダ 街 四と 

. S 燕 南 . 樓 1 

LIK NUI ^rgm ii 

TTea 'pa,rl ミち 泌 an を 空 . Brookl さ " 


敷いです ね！、- 矢つ 張 西洋の 家 申が 

處 でも 彼處 でも 一様に 暖 いどを ふ樣 

な 巧 超の ホが 影氣が 能い 樣で すね 、 j 

I 然 であるが 所謂で ホの 考 ' へ 化む じか ~ ない 理由は スト 

ロ ー クの辦 綠がホ だ j 皆々 樣御變 もは るりません か、 00 

綠 はか 何です、 ツクシ テ阔じ 女中が 

まだ 爲 をまず か、 觀 邸に あいおぶ 波 一 

の 昔は や はら 同じ様に ゴウ をう 


お 


么 はが もへ ボ骑 おが 稱の 待ち 颊をお 

が どし、 戰爭 における 退 隣を 惹条地 

なしと いふ VJ 同じ 梁で 數 ふる じ 足ら I 

-ぬ潑 論で るる、 夕：ム じがて 自 がが 

|| す 刺な 地な じ盧 かれた 擦が、 玉 突の 

定則に 從 クで宫 みを 祭 全の 地 じ 導く 1 

fi 狙に 巧の がる 巧が ゐも うだ、' セ！- 


た A め 態度を 避けて 成るべく 早く 其 I 

のちを 撰ぶ 習慣を 付ねば ならの 

巧 上述べ た 所は モ をを 舉 ぶじみ 要な I 

條 件め 重なるを で自 をの 經紫 上から 

割 おしれの でを るが 尙 化かが 得 S な 

るすき 擧 2^ 山 ある どしても 香々 の 

かく 普 盛 グ レジ' ユた としで 突く 者の 

般め必 得 どし で' は充 をで ゐる泛 思 

、巧ず じ 出 巧 撰を じ 就て 自 ホの 威： 

黯を 述べて 見よう、 白 本人で ビリ .ヤ _ 

! ドの 上ず は 魔を ホく ゐ つて 其 技量 

は 厨を ご 載 等 若しくは 勤 等な 上な 乂 


をを の 域 じ 達せぬ からで ある 而も 么 

がを ホ ホの あ 望なる 所な であって 掘 

は 輿が ど希發 とを なて 巧の ホ 後じ對 

i する 濟で るる、 ホ 熟す 鍛練な おが 嗚 一 

がヶ閒 敷く も 玉の 講释 や批 謀を ず ど 

などは 甚だ 恐縮め ま^で あるが 若し 

お 上の 必循が お 格ぶ 巧を の參考 ，とも： 

: ならが 璧 かの 幸で ある 

J ミ；；.‘.. 

参 柳 生但爲 守の 柬裔 を巧當 おがを 命 

I をら る 柳を 但晦 守め がか 豫 守の ホ 

I 裔 じて をを 崖 ホ 瞬 伸 之が 柳を 嚴巧 


る 妻 攒爺會 は 虫 地 柄 だけます -^ 發 . 

I 透し ク \ をる 所が 牢素 同會 貝に 嫉巧 

半み から 餘 - ' 面な < 思 つて 屠ない 連 

中が 之れ じ對 をて 無 妻 ホ 義 會を篮 

立す ぶを ぅで 中 煩に ず、 早川穗 堅： 
が 瀬 德お諸 若 じ 义 をせ ょど 藻ち じ勸^ 

めて 琶る VJ か (サイ ノロ ジ •一 


•il 

.御望 二留リ 「ブ ー ブグ お！ ド」 化 候 i 

ュュ！ 育 巧 チ卞！ グタ晒 

十 か番 ( 十 巧ぶ 十一 巧閱 ) 

を ' 片島 


猶轉骇 挺 

旨を 前 八 時 ま 十二時 
自ザ後 二 時 まぶ 時 

- 蹲— 傑 輿搏璧 口 一 

蒙-' W .1: 羡序呂 も CrrY 一 


て 恩る のでし ようか、 中 器を をは 夕 キ； 、ツ ロブ は 餘ち上 


も あるで を々 うが、 名擧ゐ るが が 的 ( ぶ 十) は 元 屢嚴藩 おな 巧 あの お直 


チ* ンビ オンの 競技に 則し 能く 等 一二 

I をの 矮 勝を どなつ ねを は 出 田を をが I 

て潑 矢と する、 今後 まる 處 のが 突起 

にお ホ 騎の躁 が 名ず だ 共 じ！ 屑を 並べ. 

化 阅胞の 紀遗爲 眞を見 る ど お-^ のは 

j 學に も® を 一人の 名礙 許^で な < 菩； 


被な b しが 今回 営 巧 出 使を 仰 付けら 

れ 五日 午前 上京した りおは 現々 儘 か， 

じ 壤れる 柳 生 3 興 影 流 y . 

5^^ せんが 爲を宮 巧 省師給 無を 

1 流 粮挣僖 あ 郞お上 命を 霜び で 舊臘を 


死 閣基昇 W 云 ふ 女 淨瑶璃 を 聞き じが 

き . 立 t ねよ、 夫は 索 的 じがいでした 

よ、 其の 落 付いた 熊 度、 どこからで 

'? して るん な淸朗 だ聲 、充實 しわ 毁 j 

が おて 參 るの かど あはれ るを の 狱‘達 

しねな 顧、 女で もる ちいで ずよ、 鱼 

I 跋ム た藝術 葬は 實じ b をい、 人を 感_ 

働 させえ おじ 於て は講燒 から 馬鹿げ - 

た說 おを する 人よ もも 呂 昇の 方が 餘 ^ 

程 ゎ もい、 彼は ホ 傑で ぁる、 (.中. 

を) 白 本 も隨み 錢ウて 行きます よ 

1 今年の 义展 じて 思想の 變 化、 丈藝上 

の アツ フタ . シ- ェシ ヨンの 邊废み 有益 

が繪鹽 の 上に も 棠狼現 はれて 行く の 

を览わ ましね ■。文 塾の 普 藻 一艘め 上 


ホぢ やない . 巧よ ユべ リ！ ポ デ；、 ブ 

^ン グィ" ブト VJ 閒蓬 へで るんで し 

よぅ W いつで いま ム たよ (贊 級) 

公嚴 報‘ の雜報 をん じ 岡 巧を がず 幕し 

てを儲ね ど の祀事がぁ-4^ましわがま 

I 證 したのは 電黯で 知らして 巧ね ので 

一金替 方ての 手 解の ホる 答は ない のた 
をを ですから 訂 おして くれた まへ ( 
义 ぶ 人 】.-.' 

公 おが 間腑 患を 病み 腑病旧 中の ぁだ 

I を さへ るつ ね I 勇 J な 化 程不餘 のを I 

マ J なクね 言っても 追が か！ 2 事ながら 

和 凌 お だ 彼は がつ、 がむ、 貢 ふの！ 二 

巧モ揃 ひの 男で あつから 其れが 媒お 

心て 不治め 搞じ濕 つねめ で 漏 申滚人 j 


IT ち 診： 察， 

ぃ A 旨 午！ 時！ ■ 山 時 ' 
< A 午 養 ハが を. 满又蔣 
* 言 度 良 キ ^^ 


中 iS 
J 二 , 


:ま幹 か® 銷牛 X 

一霞 庫 

来！ 一连迦 、を 灣捉 のが 或 
' 渐 竊雜 錠な ち、 謀み 巧義 は、 
抢舰 措んで 媒の あを 破 か'’： 

脊耿巧 巧 . . W 

が觀 を 巧 帯. 避 


が脊耿 

ptrsrf^ 


香 


雲罕巧 T ぎ 妈す 塞- 

'電諮 八 八 云云': 口' ンバ み. _ 

け？ 小春 綠强 


窒襄養 域賣一 

.□□□□□口 □な 凸 □ロロ □ 

加 茂’ ネ 桃-. ザ. 紐 犯 
□□□ aD □口 岛 □ご. □日 P 

ivtcc 产 MOMONOW か 〇夕 
1 1 Bar 己ち Kr N * y •ろ 暑 
T 度 iebl ミ曼 57 赛 B ミ-己 葛 


W i Mf.Af. f t ■ 


- i f if . 
If if Aw 


-——--tilt 
AmvATtfAfMMfi 

トイレ ブト 巧 具 其 


蠢寶攀 

な ダ ロ！ 藥展 

殊に 嵩 見 •トク タミの 處 .巧 缝縣 
參め是 へは 轉 別め 擲便逾 梢 許 

DIlu 。 SIX } 巧 巧 

‘ br. L. Z 養 L 0 

1 G か 巧 S 1 S 0 巧 Ave こを r. San な S St 
T 色 ，17 霞咨 ain Brooklyn 


T t iri 


か タニ 


g ホロ 乂事護 

萬 奉 諮を の 巧が を 計ら 叮喀親 巧を 管 

- 致ず 巧 < 愼熙 陸績衙 申を 磯 下を 巧； 

電話 吉〇乂 か ブライアント た 

舊 6 突 h. 4 ve. c 6 r 马 th n.y.ct 


參 世界 無比.； 
を 景驗蹤 

A 搏义堂 蕾 巧の 大勉强 ▽ 

么 致 品は 上下の 二瑶類 V . 
厶を 僧の 四 割引 这同樣 ▽ 

公. 地方 諸を の 経が 機 會マ 
弊 お 儀 昨年 十二 巧 よら 今年 一巧 

にか 暴お微 大巧 おしの 勝 U 四 
方 諸 爱の御 引 じがら 空前の 盛 
况を呈 し 候 段 深/’ 笨 威謝淚 就て 
は 今回 聊か 御 巧た じ 測 クん爲 云 
巧 一日よ トノ 同一 r' 小 ‘ 一 けまで 响ふ 
一一 ' 一十一 日間 內 じがて 書籍 じ 限'々 
. 現を を 巧で 養 ホ . お 上 御 買 求‘ めの 
ホ じは 養が 唯 じ 脚 時瞒鐵 ど 阔脖 
じ暴搞 引換への 離 引が 條 し候閒 
巧 機を 逸せず 化 際 御用 命 仰せ 附 
けられ 度 俊 0 ... 

景贏 主卞兰 種 

上の 都は 資§ に 一本 宛ての 堀. 
引錄 がき . 

下の 鄭 .は 致 蜜 雲な 止 

じ掛し 一本の 福が 錄辭 

ての 部に 對 すを 注意 

下の 额の療 晶は總 て 壹雜巧 上の： 

物 席 じしで ぶでの 物 爲は斷 じて 

なき 事 保 證蹤。 

若し ゐ つれら 掛け 燃. へのな き 首 

でも 擎 。-- 

.觸 割引を 轉樣 震- 

測ち 一巧の 展 おを 引き 當 て、 も 
尙直 四鐵引 どなぶ，' をれ お 上 引： 
き當て だ. ふ あ 韩も六 割 も 引かね 

勘を じて 實趕」 お前 おおの 嵩け 甲 

敞 きひ .' .... 

尴で 讚を ば絕 が機灣 I 

從 巧. 地 ホよ ちの 御を 义に對 し' て'' 
は 郵送 無料め 上に 藍ね て 破お费 
み景晶 おどは ぶれ 蓝じ 棚から 化 j 
丹 餅 J を も 廿か蕭 0 \ : ™ 

福 副ので 钱£ ては 

地方 よら 御な 文の 方に 對 しては 
弊庙 々員 代 報を なて 繁 をが き爲 
ど 同時 P 誤解な き樣當 もみを 濡 
.へ 御 送附申 上べ く 族 間热领 ぶ驗 
朝 乃 まな 霞 弗巧卜 iC 讚 織に 酸る).： 
.御を 文の 路は 巧れ か 上下の 巧の.， 
致 品は おず 引きち る 事に お閒 栽： 
品 郵送料 どして 上の 蘇は が倾下 . 一 
の 部は が 五 個 お 入の 上 御な 文を ~ ~ 
ら废 しか 論景が じがり 郷送 巧は I 
すをなれ立ハ其梦邊は臨機應#^/- _ I 
: 踞が 東一銜 二ぶ 〇 ' 

■寶叠 書 巧 i 

資口お • Fst 叟 • J も 巧 . An 旷至虽 0 AJ、. 



一 お 


在 ジ達 




i 


放 


益 


レー‘ . 


0 





f \ 三 .^ ち； も 
睐 - 


端： ^ ぶ，^! 讀調 


- . 磯邊 ー パで 苗 ^^ fr^ 


蔓、々 


i 


% 讀；「 

* .M 7 r ' ' 


1 


'.ホ 




纔， -本鬻 .御 


310 4 資 已一一於 貧 t -Ave 

chi’ 於。 一で . 

パ el/Doiiglas 4 ’ 74 s 


寄 


塞 


響 I 


言一 蠢の 基督 敎靑 

年 會扇胞 ， 

不ず鎮 

八 ~ I 僕は 巧上淸 巧の 親 察談に 依 . な、 白人 

十 I 費を 會 がぶ 國 到る 處 じがて が 乂 青年 

を拂 巧せ ぶ 事實を 知る じ 及んで、 生 
巧 0 す ホは 正しく 曝 發點じ 達 甘 ‘ 

攘の 一友 人 じして 南 賴を靑 年會 f 勞 

: 藩に 乂會 せんごして 事 じ 巧して 拒ま 

みた ' るを あ ’ク〇 其が 経の 理を どして 

I 目 ホ A 稀は 白人 補 ど共祠 の娛樂 、'ホ 

等のを 際を 得る おはず、 乂會 ずるぶ 

何等 海る 巧な からん、 馨ろ口 本人 ホげ 

年 會じ乂 貪 レて ぶ 目が を 達する じか 

I かずぶ 聲 へね ろし やじ 傅へ . ぶる 0. 雨 

てて ' が上淸 巧の 諮る 處も赂 ば 瞬 i の 

i 鹽 をに 出で たる か 翻 ム〇镇 す 巧なら 

と雖 、斯る 事柄を 持 おして 舊 年曾當 

お濟 のが 强 なる 人 補 的 患 別を 罵倒し 

ぞ すの 輿論 じ訴 ふるは 繰が て 笼が拙 

なる 者 ど 知る*. 寧る 默 して 事 資ぶ暗 

よら 暗 じ 葬む も、 向づて ホる 犬の 面 

1 を 巧 われの ぶじ ホを 進む るの 頗る 错 

j 策なる を 知ら ずん ばゐら ず々 然も 

一 掘* 僕の 胸底に 潜む 触 先 傅 巧の 大和 


I は 今な ほ 巧 叢の 記腥じ 新ね なる 巧 也 

然も 而 ぅして 其 結果 如何を 訟 ずれば 
ネ 3 鳴截 して 鼠 一ぶ の議ら ある も、 
而 かも 我輩は 其熱激 なる を 力 じ 翁し 
ては 滿 おの 磯 謝を 捧< る じ踐籍 せ ざ 
る毯〇 


の權値 あみ 运膚增 せざる 能は ずり 

シカゴ ロ 本乂靑 ザ會ガ シカゴ 日本人 

か 離隔 巧の かく、 む 得て ホ 國靑年 貪當 j 

局を は 同胞の 入 會申达 ちじ 街して 不 

都を なる 應 答を 興べ レ か 或は 間胞を 

白人 同 樣じ歡 をず る 絶は ざるが 故 じ 

單じ H 本 A 靑伞會 を おを せし か、 お 


A 生活 餐 暴騰の 結み か细 がかは 鄉ら 
ねボあ 巧を 极巧ダ 大流朽 である、 五 
祗 ストア、 撥她 ストアの 類 雨後の 衛 i 

め やぅ じ 巧 巧が 巧 じ 生れた 0 
ん當 時は 眞颇 ょら も擬物 ボ賣れ る、 
蒸の 夫人で も眞 物ニッ にお 燃 一. ッ 
S 云ふ销 をで あるから ダィヤモンド 
パ！ グや 輿. 他 貴を 農の イミ テ ー シ 3 
ンや 中流な 下の 家庭 じ獄迎 せらる^ 

のは 當然 である 〇 ■ 
i ジウ .五グ の イミ テ！ ション か 大工 


:丑 蘭を 


さ i.f 蠢 — tip 含 

» 、儲かむ ません かい. (寄宿 ま). 槪 L て 今 巧© 簿覽會 な- 


参シ . ク ご は マスタ— か 十，， バす 
ラ ミを 立广盈 乂ゐら るる 掏 じ や マず 

か マ タ タ ？よ ブ バ ス 八 1 ム V 夕 

-t. ン • ダでは .. もるまい ホ、 それ 搂卜 J り 

锭事 をして をる 人間 樣ダ 幾人を ろ 

ホ ふ スタ ー 八ボ！ ィ ) 

4 -シ 々ゴを 集 擧生供 樂識の 謹 申け 御 


もみ 


ン をが V * の 


夫れ ピ 異なり 5 J 峡銷 通. ぞ 太平洋を 摆 
賓易じ 镶き讓 辟を 有す .バ惡 祭* め 音 一. 幕 騎 
じ 注目を 葱き 唐る は ホ I 實じ L ち 遣 .，； ^ I 
甲 薬の-ぶる 化 事なら . 

去 薪 移 段 . 法 影響な し； 鷄筆 移民 ^鎮 
禁止 0 新規 則は 上 賢 こを 疆 遇せるな 上 
遠からず 實 施る 壽 i ら葬擊 を 薇 


#1 ミ I 


! 


一' 88 き _ 


壤で簾 論 作せ を W む 二 f 洗 巧 * ： 77 "お— を墳し 

ワイ 攀。？ ン更 5 じ 掌 鳴津 巧の i をい. 感化み に 波 Ikf . んも富 蒙の— 綺 樣じ 療 む t まる 一— は 言 


k 若 高い から 侯 等ガが 戰默を 後し . てむ る f まごして 歐刹 移民の み 巧を 

ぶ^は 全然 歎 響 韻 もさい ふ も 巧なる 


i 脊 


攀 V. 


壞. 


墨 


魂なる をは 苟も 理巧 じ附隨 して 巧 慾 


I のをを 妨德 する を をれ ざる 限ら、 我 

羣 かを 横 じ 熱が して 異髓を 巧け 鄉惡 

:|1 ど戰 ははん ど 欲する 所 巧 寧る 當然の 

I ; 事なら ず と せず。 况んや 若し ホれ 巧 

大 輩 旨ら 顧みて 毫も 恥つ る處 なき 所說 

お j じ 依らで 幾を な bw も 彼等の 蒙を 落 

二 < を 得ん か 巧將 巧 じみげ す 菊 おの 甚 


だ 太なる を覺 ゆる じ 於て を や 0 


を 港ぶ び 脚 近 じがて は H 本學童 離隔 

I 满題 ド、 彼って 痛く おお 段の 威信と 面 I 

肖 どを 失 蟹したら、 當 時藥瀑 の阅胞 

' j はお 族が 恥辱 也 •と 巧び、 周章 痕狱、 

I j 同地 そ 邦字新聞の 化て は 國際條 がを 

I 精 じ お-^、 加 贿ぶ巧 部を 譬 め、 官窓 

i をを 擧 し、 時の 犬貌領 を 煩は したが 


若しも ホ 圃靑を 會ど飄 係を をず る 0 

本人 靑年會 ぁなどせば 如何、 我輩は 

請 後の 觸 係よ ち豁 をして 考 ふる 時、 
或は シカゴの 例 じ 習 ひ、 日本人 0 乂 

を申茲 をに 對 しては r 貴る 等は 日本 i 

人靑 ザ會 じ入會 した ダよ い」 ど 申 渡 

せし やも鬧 b 難し 0 

シカゴ 靑年會 じがて は 御 親切に も 灯 

本人 靑年會 じ 入れよ どの 教示を 輿へ 

たる もめ なれ ど、 强て乂 會を聲 め ば 1 
本人 等の 東が ' 入 稀の 乂會 は； r 殺册 
貫み 喜ばざる 處な 文」 明 富せ る 事 

j じ ルらざる を 聞 细せも 0. か 論 地位 

どあ黎 ど 併 甘 おする 人の 緒 ホに 化 

て シカゴ 靑年 會じ乂 貪せ る 幾を の 岡 

| 胞ゐ ^ 0は巧輩の認むる巧なれどら普 

1 逆の 場を に 於て は姫絕 せらる、 傾 曲 

をる はを きたる 二 切 例に よりて* 証す 

も 事を 得 可し 0 .，^ 

一部の 入 ± は鴨津 巧の 靑年 會ぶゐ 

爲 めじ a 本人は ホ國 A の 夫れ よな 緋 

I 巧 せらる ぶ 巧 等は 擧ろ H 本人 靑年會 

のが 化を 枢む をなら VJ 稱 すれ 巧 我等 

な衡か < 信ずる 能は ず 0 

娘等靑 年 會の當 巧 お ダ 月 本乂靑 年會 

へ 入る 事を 薇繫 する 所がの ものは 嗔 j 

津 巧に 罔 精して 然る じ 非らず して 彼 

I 等の 巧必 じは 巧み じ 我輩 間胞を 一 趣 

の 離協擲 度を おて 籠絡 せんどす る じ 

一 非らざる なき か〇 勿論 我輩は 彼 . 等' じ 


I 青を 會當局 者は 誠意を なて 同 巧 じ應 

援 したるな るず 〇巧 藥は尙 詳細に 義 

議す 可き 議論の 前提 あぇを かると 雖 

も、 彼等 ボ罔 胞じ對 して 一 補め 人稱 

的踪 がを も ふけつ、 あるは 事實々 
I 而 して 游 かる 事 實ボ偶 錢じも 鳴を 巧 

の 事業に 映が して 我輩を じて ホ國靑 

I 年會の 日本人 簾 楠 巧の やぅ じ 疑は し 

I むるな らん 0 

I 事 毫も 嗔を氏 じ駒擲 せず、 擧に 第實^ 

の 記述 上 同を の絕營 にぶへ るの み 

I 鳴潍惡 養。- ' - 


教 して 巧 及の 誠惹を まし、 我輩の 假曆 伸張せられ たよ、 マ ー シヤ グフ 


を ダを 然無實 の 腹 測な らん 事を 欲す 

れ共 我輩の 巧 聞 じがで おた 义所觉 じ 

がて 如上の 論 結を 下して) 般岡胞 の 

批巧じ 訴 へぶ つは H 本人 靑年會 幹部 


の冷靜 なる 思 推考 畳 ド 供よ すき 充 かの 需要に 應 ホる 事 も 巧 ホる 0 


® な麟臺 の觀測 

i .ぶ 

V 音 が 

A 郝 大路の 雪は 巧を 穫 つてを 溢 零下 

凹 度に 降つ ねのは て 度 一二り 前の 事で 

ホる 〇 いはが 今が シカゴの をの 眞盛 

らで るる、 然し ザバ，！- トメ ン 'も スト 

ア巧 シヨ ク 、ク キン ドク じな 綻 じむ 

巧みのを 着ボ 鮮やか じ髓 やか じ 飾ら 

I れ てを る。 何時も 侯は が 様 じ 感ずる 

シカゴで 第！ じ 春を 報ずる をは 梅で 

I なぐ'、 縁で なく、' 义 ロビンで なく、 
.シ 'ヤグ フキ グド 等め デバ， i トメ 
ント 庭で あると 0 

シカゴで マ ！ シヤ户 ソィグ ド どを へ 

ば S ッずも 知つ て 居る 銜の 一 名物で 

I 夫人 速は 此 巧で 買物す る 事を-郁の 

I 名擧 かの 如く 必 得て 居る 〇姑柯 樣猜一 

へガ雜 へだから 素寒貧の 手 じ 餘る樣 

I な 高 傑な 商品 許ち 締 つけて るる 事 

かと 恐る'-^ 乂 ごみに 海ら て 見る ど 

イヤ をく 案外で ある 0 

A 化 頃 デ •’；； トノン ト おの 愈義は 1 


文明の 光輝 じ 浴ず るのは 誠 じ 結携な 

事 だ、 巧 冀は乂 聞のを 侈* 寶 澤を蔡 

應 せんょ らも 寧ろ 擬物鑽 の 益々 巧ろ 

じ 製が せられて 趾會垂 殺のを 侈 賛澤， 

じ 資し、 生活を を 化 殺す をを 遙 かじ 

j 優れら く 信ず' 

A 銳 物の 流 巧は 單じ馈 質が 許ら でな 

人間 其 物 じまで 著しい 傾向を 示し 
I て々 る、 穗 々の 社會 事業に 於で も盡 
ホ義 A 乃 まは 國± どを せらる る輒を 
格の 人 職ょりも 陣傘黨 ダ 寧ろ 切ら 遭 

なして ゐ る、 ごれ も义壞 近え 明の 思 
I 澤 と 言は ぶ 乎。 

A 社會觀 度* な 治 お 織 及び 趙貪上 か 
I 治 上の 機 願が み兀備 して 人 職 じ 信賴ず 
る 度合 ボ滅 じた 結 あ、 似而非なる 凝 
1 巧 家、 宗教家、 化 治 遅 ダ 常 要せられ 
利用 せらぇ、 のだ〇 換言すれば g を 

I 的 文明の 蕉 物で るる。 

I ▲擬 物は おず 御を い而 してむ をい 邀 

なおず 需要 ガ 多い 0 
見 給へ、 シヵゴでは 拾 仙が ボ大潇 
東京では 蹲 傘 ダな か-^ か & 题 ホし 

てゐる 0 . 

A 諸を 餘 A む 高く 北 b 給 ふな 0 


ろ VH ゐ ましね ぞ ) 巧翊 ) 


替永葬 桑 灌総鎮 事 

談 襄京朝 H 霞) 

拜ムハ 日 ホ萌鶴 潰に 歸 着せる 桑港驻 j 

が 緩 領事 永 井を 云 巧は 左の かぐ 語れ 


i 


参參 

疑 


i 


赫 




| 窘奠曇賣孩馨きを夏运 ^|^|^ 

ブ / ..'. 、又 -: 裳 


へ- . Y 巧ソ じは 寧 之 藥- ベ. るか 歸みじ 固 
る 者 さへ るら 夕で妾 騰霎报 査な發 
統前 我官葱 ダを 教 ずる 二' どを な^て 

袭襄舊 少夕— み f お gf 

II 用を' 順 俊しつつ をら ふ t を 勢を 
一持績 甘ば綠 ホ-の 手を も ホ」 緩 雪る 
るス ならん ミ々 






ミ' 

古 TP * 

0 


i 

簿 


参 « 

韻 



I 


一 ご. 心ん 

'を 






震 


た 量 

翔： 


ち 


◄f 價 德廉詳 1 譜賴惡 がら 芽 

ミ'' ッ. 飄； 


ビ 


グド なでず ら單 にがおの 極 類で 其が 

I 巧め 意義を 明示す るの みなう ず、 天 

有 ゆる ホ 面の 需要を 充 たさん ど然 I 

みて ゐる 〇 1 見 すれば ミ タオ 子 ャ ，— 

の 店 かど 思は るれ ど 其 實社會 最下. 曆 


AA を 人 卜な人 ►► 

今を 藤を 鶴 巧 夫人 及びみ 唐は 一二 巧 十 

蓉日丸 巧 じて 着を の绪 

ゴリア - ム、 ぺブ！ 會社 巧川义 孝 ' 

巧は ® S ? を帶び あ々 殺脊 へ出發 する 

おな b 

A テキサス 煤 ホ 視蔡の 爲め巧 ホ せら 

れ たる 綱 蹄 山 器の 鳴 長み 郞 巧は 目下 

j 靈 ホ . 

- A を 崖 庄太郎 巧は 梅 用 じて 题 ホお萊 

中のを 過日 歸ホ當 もに 新 育へ 歸 へら 一 

れ たら 


A A な げ 

0 協會 のがさん な 桃' の 不幸な 婦人に 

I 非常 じ閒 精して 鶴 會で保 譲す る Vi ち 

つてなら るぇ いふ ザ ホン. 卜 です 巧 葵 

■"•••• Was ■を： 一'-' ----- 1 - ミ IlluvM'-ra 


A 目 ネミ桑 港 巧資情 じ碟き 人々 は 

I を おおさ 領拳 館との 聞は な々 圓滿を 

敏 ける お 如く 評が けずれせ' ハ 事 質は 寧ろ 
巧勒 じて 揀 めて ょく 飄 和し がらを 留 
民は 事 犬 小 ごな く領奉 舘を储 信して 
之 ど 相. 證 るの 傾向 あらが 和衷 協同の 
嚴は雜 て 巧 A め 信用を して お上せし 

I むる こど どなる 可 < を 等の 孩 かに 化 

どす る 溝なら 殊に 昨今 桑潘隙 じ浓つ 
て 人 氣の大 に 巧 邦に 尙 はん どす る 瞬 

なれば 益々 拐て 炼 力の 必要 をるべし 
ぉ 博 覽會じ 就き 义 人の H 本じ對 する 
が 意は を < ホ；' 常の もの じて 化 機み、 を 

利用し 媒 ^> 月 朱を 絡 かして 兩 r 、 も のぞ 

を どぶを 資控 W のを 展じ 資せん どて 戮 

力ず る 乂人ふ 意氣达 は^ん 想 巧 上 じな 
ぶれば ザ 敏 地の 夕〜嚴 も 優勝の ® 

I を 選 ひ 巧み f 魄宜夕 化せる 上 I 巧责旦 
機械 縮の . 视终 を當 時は 州 碧 始め 桑 - 

懲 はお： f 蕃恥细 名の 人± 多数 鶴 旗し 

て 盛大 . を疆 めた 6 , 

A 遣， . V 甲冀が ある H 本は 右 機滅緒 

のか.. じ 憐覺會 事務 贿を 新築せ む我闡 

の - な 地に' 騰 接 ホる ものは 瑞化ハ じして 
ザ / 飽 'ぶじ 巧 巧ず ぅ 靖萄才 あ^ 支那 も 

j 宫頤の 敷地を な もたれで 柯の爲 めか 

I 殆んで 解し 難し 恐 < ば . 欺 ‘ か A 機會じ 

^ ず 樂民國 のが 巧を 識認 されん ごがな 

ろ 巧し 尙軟辨 巧 翻 中英閣 はむ 峽嚴航 


睹靜 じして 淸 潔なる 

:乂貸 塞を^ 

Mi ゴ ‘バ晏 にご 夕； 

J 苗 這. 当-お ま.— 


~ 殿附平 


4 

I 


♦お 

® ホが- バ ご 
《フロ タク n ?、—、 


モ. 


金 十國聲 お^ 级 .-1 
' ; 金.. ホ.！ < .葬 域よ 猫.' 
■ン ダ。 J トミ ツ渝 .'顏 I 

. . を 二 中 入が 巧 上. 顧. 
ミ； V 卜ご 、.々クシ ドーを 二. 十惡 量. I - 
御 一報み 繁晝 を邀 近の 別な く谅 本 持參す 化' 候 簡^ 巧 II ' 一 
命 么疆奉 願 候 -' 喝' 

叫 ミミ、, •ミ f 3 ミミ： ミミ ミ！，-- ミミ、 


.M 


裘. 


4 


お 




坂 野 洋服 調進 辨 


、- uw ? 義 




opp-tw. 歷 rst‘ 41 . 72 ぎ 暑 泣。 




t 


0 たの 蟲受的 JP づ焉- の寒妄 .台马 育】 r を 琴 
.のレづ- 畜 .ち 苗な 冕 g . 皂器 だ； 芒 ^ Y ‘ュろ 


ft し禱 ir 霞鬆議 


も 這 

'愛 


ぶ一 


ごか 雜貨 
.，.たろ， じ賣 

.可 i 品目 錢御遵 ぶ 第 無 巧 進呈.，， 
ホ 俄み 甫 

纖藤 ふが 商が.. 

, TAKrro. 0 GAW>.&c! 0 . ' 

'.】 5 巧 W . La を 窜 C 言 a 皂 ' nl . 
Pho 妾ぎ in たち 




員 纂集襄 s 觸ぉ霎 


聲哨 ホは 擲巧談 

お； ータ 驢 禱變ぉ 


ぉ 御料 理鞠衔 |j 


A 社 吿マま 機を ま 社 信巧额 ~ 

'▲.本 强 一' 柯胞 を泣ノ 便宜 ヲ圖ブ を 
I 事業 ヲ潑營 致 候 

磯 業 事業 闽旋 一一、 か 業投贊 周旋 

Sr 委任 化 理事 據四 、賣買 貸借 伸 か 

ぶ、 調 杳窠內 事療ム ハ、 教梗 物の 取 お 

A スる私 一巧 世 請’ 八、 商事 法萍 相談 

を 部面 ' -r 專 巧を ブ選 ミを 黃巧 ヲ貧ブ 
ブ御化 托二應 ジす申 候 
A 本社 调胞を 位ノ御 愛顧 二 瓢ヒン 
I 爲 A 二 圖黨縱 覚盡ヲ を 關シ文 日本 新 ~ 

I 聞雜誌 類ノ御 取み 致库 候、 総覽室 
ホ グミ 巧 おが 迄 二 完備す 教 阿を 御 巧 ~ 

一 賴が願 候 


みを、 こ 寫卞ミ 


臺 


一な W . 64 th . . St . タピ 

T な I •ちを C な 芯 n 一 bu 化 


#震 蠢： 


玉. 心 

. 靖 .細 

ぶ おげ 

乂ゎを自ホ前丸時を稱十二が . 

が始ぶ 午 墅ハ時 ま 固； 义聘 \ 
阿姊 徑巧耀 H 二邮狗 ノ恣密 ろ蹈； 

を.，. が 慕 見豐彥 


霧 


盛 只 生命 辕臟 |> I 

.鑄が 響； 人； 己 

早が 傑次鄭 

ご： •こ* ' . A 


おを B .】 惡 一 度ゴ 於 ミ Bai 吉 ipg 
.'，一忠. を oad 昇を，， N . Y - 01 を 
、を 一. を 00 す an 夏 一 




活 


本 慮 

預金 

0 


を 期 
通知 


金 二 お五圓 なよ 

利息 伞心ハ ー、 


を 二が 里 闇な 上 
‘伞 巧を 二通 八を 
•巧 圃 じが a を 一 錢二遲 

當座 .巧 屬 にか 日 ホ 义塑' 


六ケ 巧な 上 
吉 年な 巧. 




雜張所 


本 嘛寇嗦 が 無手 歎 料 喀て精 

‘ ，方， 鄉便 宜 に 取毅巧 申陕 




- 鱗、 

W 


霉 


が蕩濟 巧 




逗ぞ 


障を 


kp 


，がを 段 



憂 誓を 一 -.' V 


- 裝駭 


をを J 






a 

白 





日口 日 


口 □□ロロ ロロ □口 


口 曰 曰 曰 


なな 回 囚固巧 


回 巧 


目麵 


-ゴ， • .7 づ ••一 




を 




T ド 


Vic ぶ 


零— 


.ぶ， 





-づ； さ 請 


〇 盛 南. 春 信 . 

|を- 1 , 暴 巧氣 都を め爲 めじを 臘巧巧 ま 極 閑 j 

T 苗 散であった 盛 巧は 華盛頓 誕生 旦則 後^ 


で ホ I 了-*^ タク 衛况 も活潑 どなら 例の 有を 

1一 : j I ' なボ ー ド f ,，’ ク じを 余程 巧 私め 盞 

.が 1 1 を 見を 樣 じな つたみ 第で イ 


- タタ 


货 I 

を 


If 


I を 目前に おへた がふ‘ わ 頭 ホの 日本人 

諮を は 孰れ も 勇 氣を皴 して 巧を 御參 

なれぶ 铸瓣 へ' て 居らる るピ のこ どで 

一 . 

るる. 

T • . 

® 带號頓 誕生 自ご y 醒目夕 J を剌 用し 
品 I ' ぞ紐 育の 万フ 速の 巧 遊 るら 瓦じ惡 

哉 普 翻宜激 あつた 結果は P - ンデキ 

I こ IJ プご雙 しは 言へ 響々 盈が當 


P じ 關 ；： L る H 謹 章^ 


如し ミ 西じ兩 巧は 盧の囊 有 愚 巧 長者 も獻も お大阪 どま 大 

家 じ 送られ 一. 日出 帆の 天が 丸 じて 歸 


|钥 した もと 

_ A 巧 化せょ ホ 画 じ 於け る 日 ネ乂の 

間 憩は 要 ホる じ 巧 化と を ふこ どじ 銳 

すべし 忘りに 夕數の 移 巧 寄越せと 蓄 

ふ 事は 贊藤輿 下の 圃際駒 係に ては 不_ 

巧 能 じて 叉眞じ 日本 A 閒题を 解かず j 


ぅ-, ちく.？-.^ ヵ ゴ 援ピ i ;; ブ巧韦 コ _ ク .マ 金を 握つ て橫镜 から 東京へ 移 I 

を か 違 ふ 前の 巧 大臣 兼 侍從長 々は 巧. ツて 巧た が じ A はを 際して 桌れ ずを^ 

閣錢 選乂控 後備 獲 軍 大縣ゎ 縄の 县那の 使途 ダない ので 二人. は 馬車 じ乗ク ー 

V し！： も 民 / ""S {'こ‘ クノ • . . I • Iti 1 M 、 一 M , > .’B . Lr > . 


. * づ^ 篇じ - j 巧と-. c - •.•ミこ v,：;y 一！ 一 j こ. 

鑛て 非ぶ 憲統黨 の首鑛 たらん どず るて 東京 巧 中を 驅け强 つた ミ© 雪 もを 

一位 大動 短琐 S 織を 霸穂 太郞 巧を 先る ザ是 れは替 借を 速の 減らず口 でぁ 

イリで 聲一寶 •パ， けお 裏 JUJ > ご.‘* » - • t \ 、 •• ‘ I ゾ 


i おひ 去る 二 巧 サム ハ H 頃 之を 涯细し 

酒 s が。 ンミブ シヨ ナ<^— よ， ^ j 人の 

熟鍊 探偵を 送 < る 事-どなな 居 もし 

廢 


曰 i 


留削 じがて 化 遭難 ボ义 嵩を じ 
を 下せし は 誠に 御氣の 毒の 至らな b 

察する 巧郝舊 者は 常に 同】 入らし < 

敎會漫 はおれ も 其顏を 見知ら 居る を 

- パ i —8, L 台せ 3 ぉ 式 J 署动 虞 及' 友 グータ 考 け 有名な 食道 幾 家ずに— かの 巧を を 講じて 目 じ 物見 

す 寡 己 S 、 ぉ渡擎 お、 男 高 橋で 晉 .1 一度 QS は 幾ら 賛を證 しで ミ 吳れを Is 居れ. 

是淸 、化 山 本權兵 厳、 勇 山 巧 萬 堅 玄口 もを の 废い康 がない VJ C たこぎ \こ~ —— , い ！， ■' 1 —— 


— : -1- » * • 1 : :ス**'*" を グ- に ザ」 を 

つ 巧て 攀頭 どし 出 棘 椿 化 遮の 地 まを つて ほしい、 をれ ご袍雜 ではない ダ 

1,3 縣お溺 、同內 お 姐の 地 ま俟ザ 止馨赤 星鐵馬 我 公 先考は 有名な 貪 道樂家 

i す 寅彰法 た 食、 を 蔓馨 一一. お、 3?. svul 。 ？ 1 を ミ . t 二 AImJz - n 居，.‘. ミ > こ—, . i 


巧 


ス -.'.ご. こ f - isau ; ぅ6 \ 写 >■ と e 

報の' 遗驚 巧の 手 串じ乂 る こど じな つ 

准ム I ぶ. 避は 义じ 嬉しい ど 申して 揖 る、 來_ 



す‘' 

命 壽获 挺ぶ© 如く 主 ハ 名で ぁつ 

て ラ 

I ， 一ぶ. ンダ カップは 新 ザ？ 凄の 窗體- 

'ミ ーぶ ふこ ミで をぶ 

次 水 s . 地 ま 夫 巧 

叙す 疆 ザ ' 闲中化 腺 香. 困 

久 米. 藤 巧 山-栗' ，酸 井瀬を 

井 半. - 

遥巧ガ 本人 會 めを 季 繫帮會 はぶを 

麵く岑 を 二. 小‘ 七 H 據クイ タタ タヤ 
ブ： •々 i _ ゲジ じがて 開體 、.阔 起を 

II 复 撮影を お 心た る-後を 尝じ 就き 會‘を 

_.1 立 難^は 挨 換旁當 巧が 席せられ たる 


巧 J こお/ ら」 こぉ， い づち 另一 C が诺が 滔邊千 勒男窩 橋で 宿 日 一一 屡の 膳 じは 幾ら 賛を證 しで 

い 一 y 一—、 お山 本— 衾、 男 山內蠻 霧" 含 使ぃ f なぃ 辜大じ 苦を 
てて 居る^ を 子な® 繁营 if I 候 豐義 蒙蠻爵 後藤 新ず なをた 人で ぁ ミをから 氣 0 f めは 

* I I ど _1 K ふ 華族さん 逢は S を體何 うし ホ 遠の 龜累か 郞巧畫 家 調べのを 

.てで 萬 圓堂も 儲け 5 つし やつた . Q C は ホ 基® 世に 语 たが 番 附の爱 

でゐ ろう をれ をる をら の 俸給を 飲 時 じはだ 萬圓 をソツ クタ 殘 して 黃 ■娘 

まや 食は ず. じ賴ん でも かう はが まらへ 旅ぶ ちし やつね 南無 闽露 儲/、 

なぃ 答^が、 杏 やまてが を も寶拿 縣はゾ ツト蓉 して 臺灣 では か 本 1 

どかぃ ふ 奴で 眞璧 中忠 々ど ど羅 一房が 或る 長者 蟹を 見る 至 爲_ 

當 る— や， 萬圓 第二— 一一 房が t 互 二— 郵 

ロハの 鼠め ぶばなぃ 馨ら ぶれる 重を^ 力巧虔 
和 ミ 良た た 、，、 i - . ‘ . て-^ 導れ ぇ も 巧 萬 圓の口 じを る實隙 
呼. 出孝鹰 侯は 畏くも 先帶陛 了の 蜜 J 

巧が 一を 爲 Q ? で— 之窠 はも 身径— ミ— ミのは な 

_ A f ■ • » k i , I > 


■II r 截蚕金 支 煤 襄を絕 介して； 攘の演 


I ’ || 號ぶぶ はれた、 一 裳 我 话衞舉 じ 日. 本 

霄遷 党醫つ さで 得 冀の疾 辯を 揮 

j な' をよ る 矮會賽 に對 じで 個人 どして 

可 苗 ホめ 眞德を 米 A じ懿 解せ しむる 

.啤 I じ.。 密ヵ寸 ぶか あ 要を 說 かれ C . 鹤骇な 

ユス静 事が 鏡 おを i 镑 かお 楼を試 

ザ 妾 他 ホ 巧、 が膝辭 巧め 演說 をら ま 

よ' を. 落語、 手を 驟、 .'福引み 餘輿數 を 

みぶ' 犧 しを 歡を證 して 談會 をる は牟旨 

轉で秦 つた S C 爵穗 j 宮巧は 金 十 


零 


截馨 攀瑶會 々费の 巧へ 舊附せ もれた 

|; r を こごず をる K . . . -; 一 

鷄凑 ：蔡- じを か 窝峯蹲 十： 

一と豁 據巧 


11 哇ス b が當地 巧を 絲 朝のを K 就み わ 

ザ，。 带 巧は 藥淺滯 な 中な 教官 おょら 並 

|み を據迎 をを けたる お 一いで を 港 a 來 

常む^^ レ 族ぶ ピ裔 縣傅わ 諸方め I 


てて 居る 入々 の 子孫め 繁殖 ど牺 が ( 

て健實 なる 凌 展を遂 ぐる じ 若かず 
A 闹閣の 誤解. ロ ホの 闽遞と 云 か 加 
抑 じ 於け 日本 乂 0 閒趣 どを ひ錄 ずる 
處は 爾闡ぶ 喃菌ぉ 0 誤解 じ 基づく 礙 

に 化 誤解は 適 奮なる 機 閥を 劍 けて 是一 

非 解く 事に' をめ ざる 巧らず 夫れ じは 1 
英文の 磯識 雑誌 0 ょぅな もの も 必要 I 
なる ザし 而 して 之には 政廢 なで も 相 I 

赏の滿 助を してを しからん ど 思惟す 

おし 両國 民の 誤解す る 儘 じか 巧し 置 

さ 一瑚不 をなる 線 おを 見る 華を らん 

か單じ H ホ賓易 上の 損 朱ょ らちる も 

- かド戲 萬のを 位が 孽も あらざる べし 

(記を H く. 荷跑 奉じ 就き エは あじ ホ 

k ら たる 赏 体蜗讓 話ち るら ねれで 其 I 

れ はを をの 旨 おを おぜ ざれば 化聞藝 

は夕じ 並め' 握く 河し ；. j ; / . . ' 一 

盛歸 化權满 題'； 半 為 巧が 搏ホじ 1 ..つ 

歸化潑 獲得© タスト ダ； 夕を 越し， て 
颠柯博 ホの 如き ホ 人 觸に迹 化 あみ 

I 名鹽 ある 人 じして 么を爲 さげ 苗 白 か' 

つん ど談 をの 閒に肆 ねたる じ 博 ± は 

曰 ィ河般 の 驚ぶ ど あら ば 隨を祕 'ぶ】 

本 削 ダれ でも 避夕て 見ん ダ唯考 ふべ 
をは 巧 時機 ご藉を どなら、 をし 突然 

菊る 拳を を \ しだる 結果 ボ却ク てな ネ 

胞だ不 巧 益を 輿 ふぷガ 如き 事 あ も 

ては 遺綠 なれは 化れ 近々 熟慮を 黒ね 

たる 事に すべし - 

A 東部 も •西部 入. を 王は 义 曰く おは 

先年 太平洋 摩を 親 おした る 時 も 思 ひ- 

たる ガ を 银 人と 苗 嫌 入ど净 ホし 密を 

の 觸炼を 結ぶ 炼じ 成ら. 度し 目下の 璧 

I じて は 萊瑜乂 のぶ 敷は 實際 太ず 浮. 岸- 

が て 同じ 商跑 てが 故じ辨 巧を る、 1 

_ やを か 古ホ斯 の 如きは 厢 な© 不利益 

I なれば 今後は 禮當 なる 磯會じ 適當な 

ぶ ホ 法に て兩地 ホが 留间 腺め 接近を 

I 謀々 准る々 權 瓦； ホ 紙)； 

す. . r す f - 4 .一..，；- 

馨何 うが」 て： 馈け 

たか 

V .' こ A を證 ご 高等 ホ 房 


苗 化 川を. 一 郞巧神 巧 辄化會 强の同 

巧は ホブグ 、デスタ！ じ 滞 お 中なる 
ダぷる 二十 一 曰 寒萍九 じて 歸 朝す I 

で】 


毋 巧萬樹 0 上の 化 ホを ホ阪 朝日 新 i 

蘭 じ漫化 調査の 日本を 者を まを 揭げ i 

ねる ザな お圓巧 上の 部 じて 巧 ホのを 
者 ごして 路 載せる 人々 はおの ぉし- 
高峰 讓靑 '{ 激楽 業) 畏渾媽 (農業) 

平 島誰彌 (農業). 新 井領 K 隻資 易} 


活 辯では ない，？ 文ぶ 雾 をい 臺灣— く》」 も 4 全の— 持ち 

ど變 つて 愛な Q は遷 S ま奠 y こて 昔から 藻 C も 知られて.. 居 

幫 へき 歩 PS -— を！' こ：： - 姐 形 熙の本 韻宠题 敦は攀 と搔 ごよ 


る 


と； 1 健ぶな ® け' 酒- 遲 0 斜本窺 2 一ち -- ; >4{ う！ を 1, 是^ • 

衛八ム 霉霎眞 盛を なる' ど 働きず ま 山 震の 本雙趣 巧は 董 地で 莫 

邊 めし 暴い ミ」 だろぅ ど 綾 頭を を おモ萬 圓ど雜 して f げ な襄寞 


、■■一 

.ホき じ 下げ 屠いで 誰 じで も 持つ て 巧®- 兀 當後專 巧を 還 難 あ 巧武巿 おを 

くに 巧す 又 施 嫁を を區役 巧へ 裙 つての 物駿 なるな ネ紙旣 じ 報 ホし 處 なる 

4- U — .1,巧，54ご| i I /..... X . L '. 


f ィ- --,\妾凌義-^^程お巧《 涛^^一て ローおお一こミぉ寺絲穀じ轉せし處なる 

细邊 r 慈善を やる をれ で是れ 泣を お 去る 己 巧が 午後 八が 頃ぶ ホ 挑が 親 
i ず赔 かたから 畳 あを 濟じ なろぅ 這いの 九嘗 巧は. 圈野自 當享 にがて 晚餐 を- 

ん *ょ Vi -り ^#1? 4-^ 畫11,ら 1.す、、3 , ■ も一 *、 ： /こ 卜- ノ aW 、, ■ / >c > i 


— - < ニイを ブ . r % ， こと - t c . r - vlTlki 一！ s 垄 一与 K おス游 
ふ ほどの 著は 量お衛 翁を 擧ぶ べしで 喫せし 後少 L く 散 ホ せんど ブバ 

一^** \ 3 ‘ 4 mWI A I こ.* > * f . 


I! . バー.- ， 江 ぶう./ と； y チ！ .----， ml..;，：：,！！ 

i 街を 通過す る 際 怡も武 巧 敎會の 摸 ホ參馨 席博义 堂の 犬勉强 別項 廣吿じ 

; こ 旨，。 む， CL .;. ミ > 、卜 L > ‘ ，‘ もるるダ如ぐ巧叫善店はネ月 j 

二 一十一. 日 迄 三 巧な 上の 聲籍 注文を じ 


沼が 領事は 大統領 就 巧を 觀 寛の 
をめ ま 一一 百 藥府じ 趣きた る ダ ~ を 
日歸來 せな 

♦掘 省 補 あが 六日 お 發巧地 娩を坡 

に 向へ を -. 





を尘 地を 1ぅ 地大 

• •蹄賓 出し 潑产 V も 确竭棄 

-at : . ^ A > > / A A-J • tmf A ^ ,1 ! — ^ l»lls k k ji > Jf — * 


一.-.， ユ } ョ .ータ じ 

だ 曾て 皴き s をが 


地所 賣渡靈 縫 壁 貝 揉？ 馨價 格.^ 

、こ： 2 lsif -0 然し ホ 人の 都が 上 ま 急 一 

ulcLC .. r \ 一’ - 於、 > ミク ？6&ミ1> ，■•■を 卜 ’ク」 こ t ■ 


他 じ 貴が す 〇 ホ も li 
1><■>* イ f ■ t , ■ > - 


ゴ き p て*: - €.1 •一* r "■‘ 一 / :こ 一， ミ 

.りお T V だ b - d 長デタ け： pill 良^ 〇然ん ホ 人の 都を 上 ま 急を すの お 
巧ぶ7バれな上じ巧< こ 這を®^ 要ゐ6そ 巧金の鄉误を欲せ ば本敬はホ 

i I ’ Jt ^ tf ci こ替 ’ vllLg 卜 5 リ ，广 f 半ぅ ごこ も > も 


-1 巧ぶ をれ の j に 巧 < こごを 愛 あら-て 代金の 拂- 

謹 蘇 5 駕謹進 獲—— 


颗 

一舍 

«-»lE 

み 


--イ' ~ .マ- 

七な 一産 r 乂 


攘斯は 口‘ ン，‘ 
アイ ランドの 


-***■•>*- 一；— ク. ' It ts tf 

め 利子を 略して 渡を 

叫 rsrj 妻' ミ 重 > 、ぶ^じ 费 しでは 荆ず は’ 

心スブ リング クイ 火 

こ —fls > ••二 / kkk ■ ' I 


^ ミ J 7 イ * クントな， \ 、パ > ， ， ^ / 、 

..ぶし V ヤメ ホ 歸變 r ク メカ 磬 r 


W がジ A 夕襲 .；： がが^ 

穀の fg 停 お 馬'； もこ！*;^ 鑛練讀 霞^^ 


:间 つて 建 k あは 大當- ~ ユ 

築中な.^?^ 若： • '1 ■ ’ 


I 部 じして 


な皆瞭 

- : ■' XS- ，'、nk 達 C . I ; 一*^ CT お、、 3 な ホに，. ■ 

ヨ ミク ホの] 一 1 」，i gsTV ^ L . 罰 じて 塞ず るを < 

，巧 A ド’ ス； ょら 二 づ回夕 得 可く 驚 掌 暮^ 


♦悠 道を の 講演 本日 午後 八が ょら 

I 闽會 ドが て お 巧 領事の 「口 本人 穂； 

論」 ど- ¥ る 講演 がらな 留阅飽 めを 

J を 希留 する をな を . 


こ 


、、7ぐ スー .，接を、 1】 を H 重 管 ミ 

心 藏澤桃 巧 巧は 諭 ふを ま 令 壊の 戀 むに まる や 十 並 六 歳の ホ 僧が シボ レツ 
: だぶ 巧 かさん 何ぅ して 花む こじな t を どぶ じぶ 間ぶ は 其 喫遞サ ざるを 

い jIsJ ーミ 518^ご is 、k ’ SSrittv . ,0 DK ? こ -.，ミ t ミ • • • :’ご— • J 


• ‘ ， ' - J 1 .'* r - r ミ .、 i ' ィ * ir\ f J f づ \巧 一を よ t dc ミ 中な： 

つた か眞 逆運 動した 譯 でもな かるぅ 辯ず る 闆じ挺 方ょ、 な华頃 二十. 歲 前後 i 

*• ， ，、 ブー、 , A 、 ■ • * J ■と* ‘ _ I .‘■.、’ ‘I 


ピ 


• ■—… Jf - •ィ J / .-/•、- JJ . n JI . . J 3. - I > < " H *! -2 ^ - I — j — . ぶ每 巧 

>-> ひねい ダ 實は矢 張ち 逆 載した めの 若を ニ ミん 忍びを 古 精ず の 上ょ を 

; である 尤 A 運 歎は 運 載で もを の 運動 非常なる 銳刹 かる 塊を 巧て 前 載 部を j 

最 々所 |を が ホ また 洗を 一二 田の 熟 じ打窜 らしが 爲め錄 & 夥し X 遂じ 巧は 

4^^?4^トー1;£}^?;&? AJi - ニド 、 •‘ • . 1 : 


0 け 

C I ‘が 

y 娜 .け 

S fa 円 UU 

T C Y 

がん 誌-^ 

が 心. - V 封 

W え 窟 祀 ;; ' お 卜或 3 1 !— さ 一 一一 - j 。 弓 化 纏 与が 
巧 E 冷 4 \ 1 ‘ 医ら。. 養ず 中の 電車 道 お ホの 志 置 十九 了 目ょ を 3 令て 

酸.. I こ^ 譯乂她 海 非 費 蒙 競 库霸 月八乘 f 乾 

俳 民た a fe . 五 弗 碟娜熙 靠讓 謂實 無繁ク ィト vf け 
締 ぷ タンテ1|社傑臟的贈驗如何23ぉ類失け患ひ 

顾 .古 叫 M . li 生命 養 ti 帮 r 急 雛の 最-亭 地位 籍 

醒 わけ；^ 驚 化機會 を^せ ず 大 董急魏 人 他 じみを 私齡が i 

£ F i 〇 係， 苗繪緊 化隻 あの 额ホ じて 挪を濟 の ホ じ 貸金す 必要の ホは を 速を をが 

る，^ 壌 巧は 左のを」‘ ！• . I 〜 • '.' ‘ 寫 

■來 年歸 るい ふ ホ 


( A W %-. ニノ . 一：.】 < - - i -- f . > vs^if く薪專 は甸长 

ゐ； f 羣ぶ M .!’ .ョ-— ゾ遙蓋 襲 tf 五 曲 じ^ 


tMf 

令 

MMane 

♦ 


すぶ 

争 

み i 


お 觀 

G 


JO 

S 5 S 


シックを 猎 
し 居る 入は 贿主 
'.い 遮た 負へ 

• * » > ♦ A > ■ ■ 


化理ご 1 木定苦 I 


技 

S 

R 


& 




翁し 抽鑑一 本を 割を じで 嵩晶を 送呈：— . i " ■- ! u 7-，；"^ 
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居ね 時 陸上 運動 會じ 赤い デヤ ダット 昏倒せ る. を 見て 若者は 巧れ ごもく 逃 

を 着て 緋ね ねら 飛んだら して マン マ 去れら、 暫脖の 後 巧は 漸く 正 氣じ遊 

搔じ 慕れ ら装 然し 夏圓 Q 身 基 S 或ぶ 璧 へは ひ & をが を 

{遥 ら上 けたのは ホい デヤ ケット® を 党し 玻巧 なを f 霄敎會 じ 

セィでは な' 乂溃 疆轉屋 0 鹿 島 一二 家は 連れを みしょ らお 敎會骄 事は 直ち じ 

萊 京の あお ほんた の 敛亭废 島 淸兵衞 醫挪ロ ー ズ .を 呼びて ミが 0 ず 術を 施 一 . 

け 族で る 美 脾久馨 巧のを は 丸 占は 瞬 野き 囊 C 引 f て馨 せ— ザ— 郞が 

段靖圃 神社 橫じ篆 いわ 雜 廓の やぅ なられたら 、一力 本社 0 掘 巧ぶ び武 ぉでは 窥 g ホ媒 ホを：^、 ア スタ 

へで 露ち 森縣 どして 掛季 るの 敎會幹 壽守康 '巧は 直ちに ァ ダ&ス 

知 又 J 腾番が 小 胖ど龍 tf れれ 警察署に 巧 藤して 事情を 具陳し】 人 

んが じを り K りし— をの 探 韻 一」 共に 種々 竊議 する 巧 あらし 

がア ダ-* ^ ス 響 擦 署長の 言 じよれば 间 

I が 罔 撰 巧た. 巧て 同一..© 遺 難を 蒙らし 


な 上の 滕買 をた 割す る 煮 品は 镇あ j 

弗 巧での 敬な し W 、 ' 阔嘗 巧ボ 新進 氣 

銳顏 客の 範 f 風を 東 薇 じ 巧 ぼさん どす I 

を兀氣 頗る 面白し 

•上野 交 太 郎巧數 夺閱奠 嫌の ホブ 

グ事 讓硏寃 中なら し 同 巧じ歸 朝の 塗 

當 甫じ羣 を 若が じ 投宿 申 

■ミ i . 

慶鶴ザ 垣巧郞 巧文额 省留擧 生の 同 

じる 


素敵な た 娘さん ボわ 茶の 水の々 學校 

へ疆 ふだけ でぶ る處ボ 何も ム たもの. 

か學 俊で 化な 萬 長を のみが 娘 じを 際 I 

する をを ガ游 どない 不お議 なやう だ 一 

ガ 、お 間は ぷ 思議と しない、 質 かの 
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るフグ トン 凝 壌に て 關溃の 善なる ザ 

岀が者 中 じ 日本人 巧 ホ 六名ゐ 女 I 

じ饒 する セント ザ ニ乂踞 のをで をが 
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巧た deemit oiu. special pnvue 咨 e 
to offer pur most が 打 cere and hearty 
(Congratulations' to Mr. Woodrow 
Wilson on his instaUation. to the 
可 r 細 de 巧 が of わが JJm おを States 
J な doing this, we ar 占 confident that 
we are echoing th ち i な lanimo リ s 
voice of th も Japanese peo が も、 坤の 
have io 打 g entert な in だ夕 かお r heartfelt 
ぶ dm ミ r 红 tio 打 わ r Mr. WUs りね . From 
;wiiat we h を ve bee 打 prh’Ue 径 ed to 
know of h おく‘ .harm ins お piily が も 

irom wh 却 - .\Y る 1 り ivc お 江け 化し ;.. 化 rough. 


p な bhc. 

As a 打 educator 
in 巧 uen (； け uoon Ja ミ ) uja も s 台 youths ha を 
been no les を marked than 打 is inv 
fi lienee upon them as ぶ n author. 
Th が e is ぶ good number or Japanese 
students 巧 -ho have- い om 片 uader his 
tutelage during his も diwa お or*ai 
career from his J oi 咕ぞ day 良 

t リ the c! り se 沿ぞ his ad び lin おれ a が on of 
the Princeton Uoh で 巧れ y. Some of 
his お !’ mer Japanese students り o が 
occupy important pc が ti 。 打 s ii 打 Japan 
a が が e おか n 1 ;s dr pro おが ors of co レ 
leges and-imh’ers け ie ん - 

Th も!. が il お te がが iiiDi.. Wilson of 
the Jnp な 打 ese— peopk. as a 巧み ol も 
however, Uega 打 wl 地れ u new career 
'of an が hmni がむ Uor and a d りが i 打 
pf. が tics w; 巧 struck out by the edu- 
I ('.a tor and author. The iiitei ■でが 
I 、viis greatly おむ ha. 打 cea wh が i the !a お 
! Governor of N も 巧. Jersey became a 
■Presid も 打が 化 i can ぷ date, and the 
leader りミ the 1> がけ Qcratk: Part 扩 
That th ん Japanege peo が e should 
take the keenesi* i 打 tere が i 打 a Pr か 
ski がぶ al cun (關 a お of the United 
•み わがが is but natural, ccmiSKi が in 呂 
! 、vbat a vi れ t レが 化 ing th た outcome 
! hay むぶ お がが . が at. . i れ this i.espe じ t 
! ，な おか ひか も、' ir'to say り。 t ち Iwre was 


V け ai concern. - Tb み t President 
Di 、 . 巧 可 ison ， 爸； 巧 ' り so むげ ミリ .ney'er GornTten—a 凸な e the 


reckless propag 泣 ndis 打 i が ’o 弓 ecu お d 
を お さり me. falae propli も お with. the. 
お お of scr の 口 g their o 巧' む purposes 
to e がむ が TLg 台 : tbe eoriliai rel み tio な ‘ e を， 
お ting between Americn 马打 d Japan, 
屯 ut win, on the ...CO 打む ary, teud‘ his [ 
great infiaeiK-e to 


巧 8 Ii おおを 08.—— Vi8 脱 of 
If. iaiiida and Mr. 貼が お 货 a 
麵撫 S 醜 論. 


お 打 お 食 .;: よ he 


がが 巧； が tire • 斬 ISSO- 
oernent and t Jabane^ W ar , whic な ie お to Japan 


doing 、 bo 巧 ine 餘 in foreign が umU-fe をみ, 讀 
Therr- e み 巧 化 打 名 技 , をみ g を ih ぉ r で ミ 巧 i ih お 
が ! お这 0 ! か ]). 沈 い かおぶ が gnfchippi 打を • つみ < 1 ： 

01 よ apan せ敞 amd 姑 ’ い， 胁巧 巧 ,',‘ 


-4 注！ が; れお 巧 りん The が ち b れ e at large 
m 巧が - な f じ e む 巧 色 sh な 打 an form&i of 
。打 terp の & お li がけ か coaeeiv を d, Far- 
tunateW, じ hi れ 江ぶ ぶ oan ne がむ ationsi 
をの progre お说も Th も だ这な ed 巧 t 化 t がけ ouri 恩 t ん か從が ]; 加 お ■ み v かぶん 00 り , 00 んミ 
Will si おげ ti ろ - e 口 至を r. 11 が > 旺 a- ?eg な 只 ゎ yeu. T • 打が 础 lo 々巧 tbai *1iip み nes 色 ‘, 

unuer i な、 • ぶ € な -Preside り t* Th を - 王 orei ‘ 夏 なな tide jl ダ ]) ot ゎ！ sueh;a&'- 

お iiik 出 a わひは〇も だを a Europe み - 姐 soon fautiie 技 打 ara 技 か！： ふ、 t な e worm uk ちみ ミ 
come t か 红 打 : を 幻 4 * すお だ . がら rki’s to de おを ct が .- Jap 幻 打を 知 江 re な kbw 巧を ， 

b 巧な。 红接 船 如 ; 巧 さ t ， - な ！. the かど 身 1 巧 a ； ryj 夕 oirtg iat 細な 注 t 妨打 なょ む 致 d を y .ぶを 
course ot events^ おた cha ど 注な t 料 * 化 edjnwt 式 ’ 4ced by 姐 だ 卜义でむパ わ Ger-» 3 
by が 口が vred な が戸なミ， this, ye-ar; and, I び laa が of み 主 琴で ckuria の わ た a のさ - An いこ 
な S な む onsecmehc もす a お 式 P • ，お exports か與 で資红 ミれ ち 〇 ^ 抹を ^ せ泛け なで 口 ぶ わ 防 泣 江？ 


strengtlien . their む adltionai . tie of 卜江 s its jl だな 红じ少 a れ ， enonnous ホ eb を -- of ;.trade ma 氏 .f 过 お お . .b 么哗た ected to^s 举 ek comparative ch 毎な が、 巧 号 〇 ミ r 

IS early 〇 むだ briiion y が i 巧 
ill m arm 至 おもでな ri 耽を 机 舶 s か よを が 


friendship ，一 Uiis .no one can ga む ど t. 如 d bil じ 〇 打 yen, the Japanese 
say* スド e have -a 打 o む : i げ ground for 巧 na 打む di:: 新 id indiistnal が orld has 

が as らも も \tU どび ugh many vicissitudes, 
r 打 苗 en がみし i お .古 ondi わ 0 打 has been 


お cliev’mg tha.t 扣 も Far Eastern 
policy of the new み d 打 ! おおむ • が io.n 
れ -ill be guided by an inte リ ige 打 t ii か 
prccia'H りれ 別 


お が that， while the Prcsidcut might' 
not have visitod the Orient, he has 
in his Cabinet eap&We ad vi がが as 
Ml..， Bryan and Mr. Re(i 6 et も 、み o 
are by travel and 行が 心 - haa‘d study 

fully じ onvers 化 nt 巧 - ith th ろ も onditi が 化 

miiag in the Far おがし . ’ 

\Y ゎ have thus . every reason to 
rejoi しぶ with the American peop ミち 
that they have found- 丈 he な 
Chief M; 巧 お tr.ate in the pe 扮 oa, 
whose 1 naming, ioteg む 巧％ and 
strength of character com m and an 


f(H- the を马が ha ミ f d decade 的 r from 
the situation，, in th も - [behig — ぶを がぶ も 1 が〇 か .- -To^aixl the 
い eg! 打 : 1 、ミ打若 々 f kst yeiu.i ;howe\’ か ’， the 
eboni> 轨 k ;. が 只 d な io 打 ot apan showed 
a decide が ^ sig 打 oi uap な ) ve が ! がけ. 王 打 
so かを b が , riChes が び idu’ なび、 eyenals む >od 
boQ 煤が .V わ 巧 色 tar おん 护 01’ ぶが 泣 打 ce，- 


jiivmg. 

1 を 巧れ k 


& れ am a me を 良 life of dev 610 ptne な t." 

Yi 挑 S お M 瓦 . mm TAK 游ぉ’ 

Mr. 文 hisuda- is one of the mostjaiid -Jap なが 弓 お rogr 污紙 - <^ 孤:ミ〇を 巧が 
eaccessfui bi 巧 mess m ち 打 巧ぞ J 琴お沒 打、 | を ast 坛 i ち y years is to h を r e 化 ( な t wiiel ひ-与 
む B 冶 i’o 。 夕 li な b 破 沈み & お fairly en-l compared wi ■ 地 . aemdK-iTiJltzeci uoua-^i 
titled to be caHed the J 注 p 劲技 g&e J. 

P. Morgan, Mr. M 泣 suti を b： みを a i; な沒 t 
eia;m to th を 打 am わ o 重 J 功； p 功り で s も 
D. Roc 打说 i が， it must りを imder- 
that the sta れ过み r 过 もぶ our 


many of the Spinnmg* Gorapa 口 ies 
were 悼’ (巧 pe む) な s ぶ n い ugh えり declare 
お 化 ぷ 、•ミ 如 pels. 、のり such れ con- 
dit ミ wn:, conthiu が T-Iow ‘will 化ら 


Ja む fiii iiu: た this year? On ttas im- 
portant が leat お n we Quote here the 
\’ お、、’ さ 只 f t 巧’ 【> business m が 》 

リ f ja が r み.. and that ot' the J リ t 
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universal, respect, and to express 
(H び sm が re w ミ sh that the e 巧 or ゎ哨 Shimp。. 

がを new Pr お klent and tbo new Ad- Am かぉ •み e pap ゎ 的 . pubii$lied in 
打つ ini が ra が on will be crowned 胖 ith Tok ぶ ザ,. 社 巧 おお has ぶ reputation 
ti!e greatest が 促 のれ le su が 賦ん of b 苗な g an authori か. か i む uanaa! 

snb おみ 民. 了 he p;u 化ぶ tri が to answer 
GUI* question in the わり o ぶ お g strain: 
ミ ‘‘The'r-a が cl growth of-fre?«h tm- 
Iterorikep during 化 e e 汪 Hy part of 
:| 1 が t さで!; が ..and 化け great exc がを of 
jh 只 か， ns ；over export eaueed も he 
. ‘ Imqoei,: のが ket か 化 tu 化 m ろ お y and 

' - — ~ : . , ; - ! Ju. 打 复砖 i が former . がが e. of strmg- 
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Beat prosperotts^, as 
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交む； t 細 r Bu お a 化 弦 注 お拉 K Th& を 巧 n 
が a お formerly 注 化 か艾础 他 stve 燃 ta む ミが h- 

说 (； が of the Botise ©I Mitsui, but 

w; 巧 incorp をぉ沈 お 反 泣妃 ち 期! 據 ミ ぉむ a 
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tei。 を poor m おけ ミ 結 お 柱 g 础 eme 打 i 
もが fa 雌が を Ih は.-！ it 巧を ad V 汉打ぶ 擊 
iii agri が Hi び 泣 1 ‘k なむ 巧 お dge. A 旨 •巧 句 皆. 
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Seka* To tiiese young managers; 


巧 Hhig prh'ate r 惦 icien ゎ も An も hauv … w ! .表 -- ; 一 - 

妃: 化け n a. 化 孤 iorwjdu" し 化 口が がで 如 础户 u 与 any が 甘 ap^ Un, 

w^kiol* ttHK'lri t 打 名:. 巧 打な な hi.r ： deoisiOn- 
的 :〇 巧 a 打 ミが 几 new Party お 封 細! か ょ がか i がが 

office before, I j were, observed last がが.' 邸 c' li か 
d をれ 聲ミ むが upon which the country 
ゎ a ぶ'' aire みか emba 论ゎ d, or 地ぉ 
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む Jed が 打] I が 〇巧わ クミ niimbcr to お u み' 
t が e the p のが 巧 s が State aftii びら 

a 化 to achieve a smooth and per- if, 

為1、、。が,巧0い1。か。が加舶。わ;如 ( '’む‘1 npou. mnbt 琴, i け new Company. 
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王 now perceive, aft が か 打 けげ 
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‘。 XKiitkms. that 曲 e がが e proc がが。 細 じ’ が。。 1 。" 6 化 mg m nght- 
t^anuot be repeated any longer. Fut.h 化.‘、。 づ ル だ化 ^ no かの 司 but 




|が 11 巧 巧 が cm‘ in 31)1 化 ot my ku;k 心 
lafbihty. 王 propo ぉ e in conju 打 ciion 
' men with similar v お ws all 
OY が the country to organize 沈 new 
が ホけ c:nl p がか in or<i の’ か meet the 
fequk がの en わ o し the ever-changing 
situation, and thm to : ud i 打 the 
知み isununati る n of じし 巧 化む twtioruU 
government. ，， 


C 化を h 巧 t 3 りを 的 h が 巧 三 : Althoiigli 

Masuda .has already" r6 もけ ed- fr.pm 
the actual THHnagement,:..ne 8お。 
wields a contr が だ ng ipfiue り ce ' J 打 
shaping the business policy ot the 
打 is views on financial 
and industna} questions, therefore, 
た〇饥 nr 立む d the respect - of the busi- 
ness じ ommuni か . The followiag is 


e 打 orm みお.. な 口 訊む か of idee d がか 
1 台 口 巧 打 dl- な： 12, なが cwp In ぶ が I 
が £u’ liiu'iii 呂 おり eu ホ 0 れか r み! 巧 t 夕が 
が oe パ ed. .The irapoited が; も 形 与 
i estimated at five 巧、 も 姑み一 与 巧 
i (oae koku is eqi、a; おん 1 玉 9 り驾 
!Arn が ican bushels) 化 year, meaiis . 

[が I 如 we 靖^ 


の en should, iw お their wont, appeal 
to the Government おで help and 祀 e 
1 化 tter 1 •が; 0 け to : [呪 e;gn i() か is れ 巧- 
lie 巧； the s か ain. the fina 打 ciai w りけん 
which has jn が begun to show 
symptoms 0 支 improvement:; 


what he is reported to have said 々ni - 

the Must 加 〇加。 地. - ! か. ai 打- upon he パが (严 c 始 

。が‘’. MasudaT 北 ashinot 晚 thatl が け严^。 。。6 門,、。 巧 づ 。山。 覆增 

■ ,, L.'.T J, ，し iW れ hthe r が 細 t.hign pu 如 も 化が e. 

although. Japa’ii was adm け tea to the'i ' ■ , . . ''''— 巧 

havelcomuv ot nations a 巧 或 む 的 t-cia が} ' . , . 、. い .•叫 

' " jment of rice eult.nr も bo り、 け i) 却 

fectiares have added お: 典 却が 注瑪 


化 加れ great ぶ ffi な d か inay be felt 
m のけび ing 0 打 gen が fd in 口 us れ la! 
enterm‘i 化ん if けなが linn が 
arrived ut が wh a pass ， the bn が 打が s! I)ow が a れ が‘ かぶ 巧' を 的 with Ghiaal 


ana Russia., she had for this boru れ ir 


■ his writings and speeches of "his 
sane but progrestsive 辦 as, of the 
Inspiring 行 re tha を burns in his heart 
to do か Stic せ. to aU，r-w も are led to 
the convictian that the new Pre- 
sident is .not ftnly. : v true represexitn- 
tive. 0 重 the b が t かりな （イ Americans, 
but tne embodiment of ti がぶ pi： [.け oi 
the age. 

Our knowledge <>£ the strong ptn.- 
夕〇打 泣 K かが！) r. 化 il がぶ、 and of hie 
じの, ny 这 chieve! れ e 打 お .ia various 
ぶ pheres of activity, dates not from 
y み t が day. As a schoi が & 打 d au- 
も hor, biased 巧’ ith ,a wonderful 
po\v が of lucid a 打 al が iw of com が ex 
questions, e 打 わ rc ゎ d by his ele が! け 
がが ion and refined wit, — Dr Wil- 
.ぶ Ou iia な み〇む thousa 打 (Is of admh’ei 夕 
0 り the other shoi •ゎ of the: Pac 巧 c. 
が 巧 many ^ works from ‘.Con- 
がが sicmai Go\t?rnn] け it, り which f げ st 
"が t 泣 bUshed his. fame a をみ n’ri お!'. to 
化 e latest い Th 色, ぶが V Freetlo 打)-，’ 
-have hmn aiui な 化 dUigentlv ピ tud お d 
: む y those Japanese here a む d dt borne, 

心: who bave 泣 ' fa げ kuo 巧 ied が of the 


WK DO む ansi が uig れ打 d お も j な。 む 
お ri が ing in* Japanese", Chinese 巧 が 化む 


not the . 斟 ight が t ぶげ が tmee in the 2 む gHsh . 
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attitude of the J み pan が c peo か e れ- 
ward two 〇此 がを amlidate も Mr.| 
Hooseveii and Mr. Taft.Ou 化が e hvoj 
distingu 叫 he 过 声 tates の en Japan has! 
alwa\；s でが) os お d her pro ぶみ u 打 d coo- 
tidence. and. ceases not to pay to 
liiem her gr さ 注 tost respect, - There 
WH も ho 忡 ever, one spe じ ifi か’ reason 
け nat enl お ted the war の sympathy oi 
the— 化が!. d が ni ち cirde of J^ipau お the 
p ひ h.ticstL ぶ areer . ot 比 e American 
educator, who, a れ er a short ぶが iod 
0 ? experience -as a. <Tover 只 o!’， was 
suciaenly call か.!. わ bfe け le.prospe む 
tive か ccy が说 t ot the White - 拭 011 Se. 
As the lu 各 h ち St、 pos ちけ ) the o 班 ciali 
rdnk iri i;he gi む of な e Em が: i.or has* 
neve じ yet hv the hi が ory が Japan! 
beeii occupied by an educator or a| 

inaAOi i がか 找， the in お rest 掛 a 凸 i-j 
む 巧 か d there wus somewhat akm わ! 
that, fe け am cm ぎ . the Am が iea 打; 
academic な！.. c，le. ! 

，.お y the おが gom をけ will ^be 技 p-i 
护け がけ that む 化 Japanese people! 
み rc .れ。 が range 巧' .ね.： th を! 


currency, 
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iuid—the ex が 削 〇{ i 雜 p が t き OY が e む 
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i 如が ew giv が も h が i . - r".- . — 


累 I • 化ち 30 - Japanese お a 打 k has m&tf 香 
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巧闊 すら、 猜 ばま那 、墨 あ哥 及び 南 

おじ 座 額の 米， 風 資本を お 下. せんこ 这 

を獎 織して、 巧講弗 外を ゆ膊 をを 發 一 
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應 する にが 要なる お铺 改訂を シャ 
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ては 之じ處 ずる じ 無謀 じして 突飛な 

る 態度を がて せず、 着 實穩當 なる 致 
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み窠 なれ ぼ、 大方 同が 議乘瀑 ぶ I 
が 上に 傭 上更添 花のを 睁 おが V 」 し ミ 

御投吟 あらみ こ VJ を截迎 ずる 巧签 
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大あ的 風潮を 器び て 動搖を 思' り 候 
靜壊 革新の ず さびは、 i 徘 なをを 1 

風靡して 媛 まぶ 氣ゎ いじ 御座 お 
誘 美の 舍菩 、.巧 韻の 葵 振、 詩形の 推 _ 

身、 を おの 满み 、なで 舊慢を 增を打 

破して、 おんど 佛謗 形式の 觸約擦 ま I 

を も 無視して 願ない W いふ やうの 威 

じる 致しが- 

要する じ 吾 A は 現が 思潮の 推 獲じ觸 I 
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が 驚の 幹部に 懸 屈せる 情實 をが 砕す 擊 せらむ \ じ 似た を ど 雄、 吾人は 巧 


る； 能は ホ、 關稅 なおの 如き 重大を 

るを 約愿 巧の 寅 巧を おらに 宮 己の 後 I 

驚 者た る 建 ホ 立が じ 嫁し、 達 巧 も 亦 

葉を の 『づイ 、ボタ シイ」 を 蹈襲が 

る じ 掏 ホらず 不を平 じしで 不乂攀 な 

え 「ペイン、 アグド リツ デ」 の 法案 j 

を輕 をじ實 施して 屬投の だ扼， i ひ 

一 苗 じがでな、 山が 巧 長 ビン シ 3 ツ 

卜 巧 對巧相 バリ シジヤ！ がの 爭畿、 

ゥホ レイ 巧 ± 對麗相 タキ グ ソン 巧の 

紛 註、 あくは 藏相マ クブキ！ 巧對夕 

I 官某 巧の' 確執 等 じ 由ら て遺滅 なく 巧 

一賴 不統一の 眞 相を 曝露し、 なつ 達 巧 

の 資を餘 らじ惜 淡 じして 政治家 どし I 

ての 樂素 たる 執着 力 じ缺细 たりし が 

爲 めじ'、 黨 貴の 信 巧ど屬 おの 輿 難と 

を 喪 ひ、' 其稱 共和 黨巧 のみ 裂を 惹起 

しでを 敵の 纔選擧 じ' 一敗ぶ つ 能は ざ 

るの 悲境 じ陷 るに 至らた るは 吾人の 

記 億に 新なる 巧な な夕要 之、 が这へ 

I 達 ホ 止 內閣じ 於て おら じあ 整の 蠻盤 

を 試み、 所得 祗 々制の 基礎を をむ る 

じ務 み、 或は 不勸產 銀が の 創立を 提 I 

畿 し、 叉 或は 颖便 お金を 創始し みお 

郵 依を を驟 巧して 比較が 巧 治の 方面 

じ盡 がせる じ もせよ、 J 二 化 じ 跨れる I 

共が 黨夕政 績を槪 観ずれば、 凿 かが I 

策ぶ 成功して 巧 治が 策 じ 失敗せ る 形 i 

跡歷 々掌を 指す が 如し 〇 然る じず を 


み 宣言が 尋常が 治 家© 如く 具体的、 

がま 的 じ自黨 のを 納じ裹 書 保証を 輿 I 

へんどせ ず、 捕 おが、 精細が じ 新ぶ 

原の 抱 食、 實巧 ぶび ぉ領を 明示 ぜ を^ 

をぶ-.、」 せ ずん はゐら ず〇包 'つ 巧は 强 

に 地方 黨員 め獵 {良 的 巧 必を覆 破し 縣 

巧の 翌日、 旣じ靜 襟の かくを 集し ホ 

れる繼 官運截 者 若 < は 玻搪仰 貫乂じ 

傅 ふるに 傲ず たぇ あ 患を 巧て して、 

其を 器の 私すべからざる を 謀 解せ し 

めた るが 如きは、 巧が まを 至ぶな る j 

錄をお 動の 第一 着手 2 して 音 人の 衷 I 

がょり' 歡迦 して 措かざる を 化 0 .新政： 

麻は 宜激 「ッ ポィグ 、シス' クム」 の 

舊 習を 巧 破し、 地方 じがけ る爱員 、 

制 § 、又はが 巧 官の化 命じ 愼 重な 

る 著 慮を 蠻 して 適せを 適所に 觀 する 

じ 留意すべく 、特に 四月 一日を なて 

召集 せらるべき 臨時 議會 をして 民 ま 

黨 政綱の ま 脈た る 願 我な あの 間遁そ 

一解决 する じ、 急 数 じしで 棟 端' な 

メジ ユア！， .を 巧 ひずして 為く 關 穂， 

遮獄の 實を擧 げしめ、 巧' て 物 渡 騰貴 1 

の趨 數を豁 かすべし 〇其 他遲 くも 次 
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雨 度の 改を 案を 提出して 現 < r 助を じ I や 

を 溢す る獨 もの 陋風だ 信用の 缺 をく 

を一孺 して 千 九 巧と 年 じず けたる が 
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止まる のみならず、' を 敵 共 お 黛を し 

て 巧び 就 歌を 千 化 巧 壬 ハ 年の が截じ 

零せし むる じ 至る ベけ む〇 吾人は が I 

4 雜爾 遠み 閱の白 重 旨を を 要望ぶ ざ- 

る だ 得ず- 
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W ぶノ！ ググ溶 落 あし ッフ 

蘇を じ 逢せ る電巧 じょれば 

常 窺雜 なる 礎 巧のを ままなる 

ょ鍾 し賴巧 餘み 主を をを 纔 1 

窝猜の 溶を は 級- 滿 化の か I 

主を 電敎は 曰く 销戰な 来 

:縣ををじ當">='雜<寡日巧蹈 

餐 ド、- 跡 へれる {1:1^ シユ クラ 

哪皮 ± 致 廢じ畏 文の 電 巧ぶ 

を 載を 巧な 給 垂< おへ、 城 i 

臻 な々 疆凝 じして 縣卒 のぶ 

ぶみ* 港 多き をな て 今を 一遇 禪 

吸が だ畿 しおて 化駭媒 和の 解 I 

か义は チす タグ ジヤ 方® ょ I 

'を 得て 駭缓 軍め 突 おじが 巧 1 

.、ク お.： 4 ァ护巧 ヤゾ！ ブグは 一 

I 麵お躁 般を爲 ずの 外 途なレ 

巧、. 療主風 軍 陵め 中 じは 遺 

揉 蘇の 故 庭を 镇替ナ ジム パ 

黎 ザし じ戳し 怨恨を 抱く あぞ 

蒙の 聲 をを 惹起す を や も 計 

1 C - 敢熟 なれば お國 のが 運は 日 

巧を ぅ'、」 いふべ L I 

於'. 統讓同 攻府は セダ ビヤ 軍 

夕 9 要塞を ぷ繫 中なる モン 

I 宝を 援助す る 寧 じ向ク てが 

ぷ たぇ 元 ホモ 菌か 翰を 蓮 

をる 狸を は スキ ユタ リ要寨 

I 键の 領主たら しめぶ ダ 巧み 

一-館 暖 巧ぶ 軍' 事 的 じ 何等の が 

敛じ觀 を 契約 じ 基き ァグ 

I 号.. セた じが 巧した る セ ダビ 

を 得て 阅ボ をな を せん 箸 一 

株-、」 境を 接サる 小が 齒の領 

I 霉み 反勒 せんどす る あ國は 

^を锡巧じ反ずをの理由をな 

をを ものなら 這 


ホ 方が じ驟 しま 卞二 目の 賴 幾を 奪れ 

る 後大粟 左の かを 尝言 巧を をました 

るボ斯 はを 米 諸共 郝困 ダ殆む ど渴渾 

i 潘觉の 渦中 じ 巧樓し キャスト ロ、 ゼ 
タャ 其 他の 不平み 子は 不絕 革命 動を 

の 陰謀を 塞し つク あらて 後 目 或は 化 

ホを を 園を 汾 ずの 圈巧じ 誘致 せんく 
I ずを か 如き 输れ あるを 巧て あ 磅豫々 
米 飄を游 ◎ホ鲜 を 巧 示し 同時 じ 響 吿_ 

を 興へ 霞ぐ 泌必罢 上 か舉じ おでれ る 
もの ご 信 せらる. 

ク 巧は 朱國 渡が のまなる を 的は 中窝 

I 米 諸 あか 国 ど. 益々 善 機の 友を を懲淳 

ならしめ 相を の 意志 蔬涯 たょら 商大 

陸國 民の 霜 赴を 增進 する じ 化る 事を' 

說き 且つ 曰く'. 

化を 共通の 巧を は 民意に 藻き. 正を I 

じがら 衆應 のを 德 がに 準淚せ るを 

慰の 狭が ある 旋 セッ じお^て 巧は 

るる もの じして みして 專微 的なる 

.を 力 じょら てを 行し 得らる すき も 

のじは 非らず、 吾人は 如上の ホ 叢 I 

をぶ 磯と して 甫化兩 大陸 菌お のを 

な 蘇 親 おを 圏らざる すらず 

吾人は 憲法. を 無 嫌し 政が の i を 

薄弱なら しか、 廉巧 めを 藏 をな ピ 

をず、 欄 人的 巧 鹽を途 せん ダ 巧め 

じ 陰謀 之れ 事 どず る 人々 じ 執して 

何等 の 阔巧を有せず只-Hl;^i の 趣葺 

を看衙 して 之を 實巧 する を じ おつ 

.ては な ゆるが 意を をす' る じ 縷禱せ 

ざるべし (中逼 化 ホを 衆國は 中米 

ホ じ 巧ホ謠 國じ教 して 相 置め 繁樂 

.を留 むの 外 何等 ホむ るが あるな し 

语 者の 親善なる をを ど賓 易の 發 達^ 

ど は其關 係を して 益々 親密なら し 

め 彼我の 利益を 增 進せ しむる 所ぶ 

な > 云々 (0 下 器) 
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運戲は 頗る 徵烈 にして 大統領 巧め 顔 

墳 等は 之 等の 訪客 じた 熟され 居る お 

樣 なる がゥ 巧は 就 巧 巧々 運動の 
识嚮 線を 張らを 易 じ 1 の 要 ホじ應 j 

せざる 篇め不 か 業を 冀 やし 居る 均 
あ-'^ ご • 
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の穗酬 を禄ん ぶず るは 無理から G 莲ボ 阔膊じ 今後 B 本® 箸を なる 大學を 


•市長 ダ ー ナ！ 巧 ミ 緋鑛訴 1 玻 クォ 
グド 赴を ラグ フ 、プ タブダ. 1 巧は 去 
中二 日 ボ長ダ J ナ I 巧を 相ず 化ら 上 
說の訴 哉を 提遊 しね-^、 事の 起ら は 
I が 年が 巧當 巧の 一大 弼题 ねる 地下 鐵 
覆め 巧 巧 じ 願し ゥ ォダ ド、 デ ョナグ ー 

両 紙は 摄力 巧を の 態度を 批難を おし 
て餘 力を 剰 さ'* らしが を じ 韵しゲ 1 
ナ； 巧は 本年！ 育武巧 商業 會議 巧に 
於け る 演說中 頑 新聞を 罵钢し r 是等一 

新聞紙の 持 まは 虛 言を 吐く 事 じょら 
て縷 萬の 當を がれら 萃 一人の 父は 一 
年 前に 死去せ るが 噓营 をつ く事 は 盤 

等の 性癖 ど 見へか^、： W は夕 年下 

層社會 どが 罪人 じ 巧つ て說 くじ 巧み 

なれ. でもが ホ 社 會じ對 して 眞實を 語 

る 事は 裳し 能は さる 規 なち： I 這嗎破 

し 去らた る こど をら、 ゥオグ 'ド 社を 

はるの 演說 ぶな' てむ 父を 緋鑛 しれる 

ら のどし 褚 こを々 回訴 諮を 提起した 

る' もげなる が 同業者れ る 吾等 よら 見 I 

れば 甚だ 輿が ある 事が どい ふべ し 


參ず圍 熟 間團の f 巧擧 目下 滯 日中な I 

る 化ホタ -t1 マ巧杀 邦人の 巧 國訪閒 画^ 

は 冗費を 省きで 慈善事業 其 他 じを 贈 

する ことじ ホし をを 巧 慈善 凰に も 寄， 

おを 爲 したる か爱じ 大巧 ホの 慈善 圈 I 

億じ對 してを 志 十 画の 宵 贈お摂 ホを 

簡長； H ら乂が 朝 目 化 じ化賴 したな VJ 

いふ. 
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帝べ 猶お內 じあて 半ば 燒 かれ 

W たたの 巧 切れを 獲 見し わる 

f を 證蕉眞 の 化 業なる 事 利 明せ 

|| 黛 貫は ま 十日 畿會 開院を 礎 I 

I なる ジ '3 クジあ 世 陛下を 摧 

，獻 みん として 鋪 縛せられ た 

にがけ るみが 等の な 言は 傍 i 

な"'* ■ツム-ご 


•武霞 安 si 

借 歎 

去 十 〇 モ！ ダン 會祗の 化を 者 スト 

!卜 巧々！ ンロ ー ブ會 社の ブー バ 

ク巧 及び 當 地の 銀行家 歎を は 國務あ 

じ 巧 巧を 訪 ふて ま那借 欽じ關 しを 時 

常の 會 見を なし 新な がの 方針を 確ん 

ど 試みれ る模樣 なる が武 巧は 明白 廈 

發じ 其方 卦を 語ち ま那 共が 政府の 墓 _ 

I 磯 確ぶ 次第 之を 承認すべし ど 言へ 


♦輕氣 球の 大西洋 横 斷計靈 幾度 か 

を靈 されて 失敗に 歸 したる 該冒驗 拳 

蒙は 今回 ジョセフ.、 ブラ ツカ ミに よ 

も 巧び 試みられん どず、 伯が 發電じ 

ょれば 巧は 二人の 同乘 あと おじ 一二 週 I 

蘭み の糧 をを 蹟 込み 四 巧 中巧ネ ヤナ 

，！ 烏よ b お發太 西洋 橫觀 のを 中が 

程 じよる 答なる ガ乗 用の 輕氣 巧は 至 

サ 八十 吹 巧 斯を穂 量 二十 万 キュピ 

ク フキ！.^ じして 世を 最大の ものな j 


i を 巧を 派して 如上の 目的 じ應 せし む I 
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一同 行 お 狼 巧 じ 達した る 電報 じ 化れば 
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派の 陋潜〇 化の 難を が 重なる 窜 物で 
ぁち お 諭 技術 も綠 磨を おすかで 是 
のみ じ まきを 體 けない 〇 タス キン A 
类 糖ほ摄 術を みを 美術 どせ 中と 葛た 1 

ぶじ 落 概摸磊 は 前述の 如く 上 歌で な； 

ぃ 口が はお 派の 陋習を 脱すを 能は ず 

ぶ 縄墨の 茜 じ嚴脊 する の藥〇 がら 直 

I 人の 總が のみを 嘗む るは 葱で をる • 

I なじが 等の 弊 巻か 苗脫 しなければ な 一 

らぬ 0. ろれ ど 舉じ炼 流を 猫 ふと 左の I 

始き沿 稽を溃 ずる 

ホ お 風 か舶巧 
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新聞紙な 雜 誌の 输繪 どなつ だ 〇が似 

て 非なる 物で 錐 屁の 症 あの 如き 無 趣 

陳化省でホ ク たク が/-、.言は ！ 或は巧 

はん 佛國 はお 今世界の 美術の 本源 地 

ぞ あるな 焉ぞ 他を 摸ず るが 如き 恐を I 
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なて 讚が 璧を臻 かんどす るみ 勝な を 

乂± もがからず ど歸 き、 巧 じ 是等人 I 

± のをを の爲め 么を絕 かずる ぶ缀で 
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ぁね'-®' の 憲法の 威 仏 彭蠻を 受けで 量 
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グ速 我れ も--- と 巧し かけ 詰を かげ 
を 今 ホを おの 繁島 、矢 張らみ ならで 
は 巧の 明けぬ 國 ( AA ) . 


一座め を ダ をれ じ 就て は 常ぅ いふ 邁 

- . i 

ザ ある*】 昨を 物を しれ‘! 

聞祂な 栗武ミ 太 — I 

の澈 年宴會 で」 摸の 昔話を しね 事 か 

ぁ も ガ其中 14 侯は ホょりか 年 稍 前に I 

恋 若ガ鄕 里へ 送る ベ < 命せられ たを I 

を 二： 十圃镇 失させね 事ガ ぁる 實 はを 

のがは 常 像 ボ根津 の 遊廓に おじ 达を 

.. ' . - ' ..一 

られす 居る のを 敷 ひ おす 爲じ 侯ガあ 

一费ム ためだ ど 自白 じみんだ 事 ガゐる 

ど談 'つて 聞かせた ので 京 像 巧 も 初め 
て裴 おの 厚恵を 知つ た ボ其萊 武は全 

や 筋 じな 人 どなつ て 居るな で 何處- 
でもが しい 昔說じ 春の がを 娠 かじ 語^ 

績 けた’ 


0 H ^ 

リン子^ 類’. 
森が ゾクず 1 ス 

を 養養呈 i さ 空 S - 
器芸 Br 置 f y ミ お夕 
P ぎ 夏 ■基 10 Sp 夏 g 


霧 雲 雲 雲 雲. 蠢蠢雲 

I 白本鄉 料理 秋 難 I 


み室 巧淸 潔、 原が 構 選、- 親 集 樓@- 

@ ヲ替 トス、 夕數 宴會二 適スグ ホを 

@满 間 r ん培 舊ノ御 愛が ヲ么 フタ 

@ '電話 プラザむ か 唇 塗 

をみ 11 H ハ 吗でゃ 

0 157 巧襄 th.st., gev York: を I 

0 $ 0000 $ 0$$00 


《知 事を燈 聲 

□盾 猪ら 五日 間 

i 巧她 4 日の が 內田前 外相のを おで 
来を 日本 橋の 階 樂圃で 庇ん な 熊本縣 

人 食が 開かれた、 何み ブク爵 速ぶ 祭 

ら 集まりで、 ヌシが オィ ドンが ス 

i . 

夕 ざが 寬ぃで 微談演 くが ホじ宗 

蓮ぶ 膊 知事の 懐 

豁談は 織め てあつで ゐ お、 モゥ ニ十 
伞の 昔、 まだを 像 巧が 紫 巧で ゴ- 
ぶして ゐて 一夕が を贸 'つて 當時狠 律 
じがつ たお 靑嚷 じを 遊を 横め たがを 

や 懐中 無一物で ぁつた、 絕朝 じな つ 

でぶ 人た る 應娃 島縣前 I 

化議赛 泉邦蠢 

じか 策を 赖む どづ シ 巧た VJ 引が 父て は 
がつ だが 幾 H 綾つ でも おひの 船た る 
帝 泉な ホない、 かくてを 像が 事は が^ 


巧靜 じして 淸 潔なる 

- ◄貸 室を 潔廢マ 

ぎ ご Yoshino . 


一 接 Lia.wre か ce 8t •〇專 
0 をぶ 為-一 奠を S で、 re】 送 72 Mosi 货 置な 


巧 ミ ■ 


fmtm 

科 


治 

赛 

巧 


匿 


宵ず 前み 時を 乎 二 時. 
自ネ德 二 時 至 お 時 


壽醫 が 輿 揖蠻口 I 
を w . 一〇 穿 r Crrv ‘ 

B を CJ 色 公 3 b 養 & 沒薑 hatt 巧 Av か* 

、 s 巧 iverS 累赛瑟 


A 織^ 支那 料理 

武甫ず ンプ銜 四 お 


I ‘ 


嶺 南. 樓 


，一 


ぎ . i ミ S • ミ f • 

IJN ス t 皂た hi 舅廣 R 柔を ur ant an み I 

Tea P 常 or み 7 化 and み啤 t . Brooklyll 


® 鄉賀闆 業 

御望 ユ因リ 「ブ ミブ グボ； ド」 化镇 i 

-I n ! 宵 お チヤ！ グス扣 

十. 化 蘇， (十 巧 及 十一 巧馈) 

，中島 •實 


，ミ** •■ ミ /— ろ— さぶ* ■ぶ—— 




み 


燈都 盛に H を曠 うずる 事 無慮 五 H 、 

れ ずを らし 相じ當 人の 飯 許ら 凝視™ 其 五 旧 因の 朝 じな つて か* 娘の 許から 


めて 居る {盛 巧ち ぞ^: I 

心 共 溝 會み黎 を大營 を® 月 十 化 H に I 

開 惟す る 相 だが 邸ん どす る 神 替ど化 

れる會 員む ょら 催さる る 大會統 上 何- 

か 脈の さめる 连 .，？ な餘 興で もやつ て 

もらへ ば夕少 を 賃じ叙 蛾を 嘴 起せし I 

むる でを らぅ ど 思ぶ 役 貿ホじ 幹 率 諸 1 

をの 一 薦を銜 はず (1, 曾眞) . . 

A 年の® 發の ミぶ で お 尾で ゴロが き 

恨簿 の數员 をヴ .人 ホも領 してみ る 棠 一 



零 「中 ホ 篤 か 先を 

の*^ さんを 說ぃて 化帶 一本 

を拜惜 じたが 典して 得る 處 僅かに S 

圆 、化 方がない からこの 一一 一圓を 提げ 

て 曠殻啤 で 菊 やした 上で 赏 をの 身受： 

に 行く」 どを 氣な 事を 富ク てを 越し' 

た、 處 がを 像 巧は 湖く とはな にお 燈 

韶厘 かろが を どなつ たが 當時自 をが 

何う しで 救 はれが か 巧. < rB に 至を 






曰 


□ 


□ 


診察 


+ 


キ^ 


A 自 午前 か 時 ま 十 一路 ’ 

A 午后 六 時 ま 厨 八 時 い' 
A 扫耀 H ホ葡 限ら ' 

'函ホ 十四 了 目 四十. 二 齊、、 

:- 電話 乂八 一二 云コ お' ンバ 'ぶ'、 

J 小春 錄 


巧" 


睦 

H i 


^ ホ 幹 曲 巧 饒牛ィ 

11 ド兴 ホホ^^ 

ホ^ 1 式冗祖，1极めがを 
巧 M 被な _ ぉ、 讀 みを き效は 
が舰ぉ レて 赔の 波を 撤れ ’ 
シ' ャトグ V トツ’ すキお そが 
おがが み矫 ' : ‘ 
-..，.’：. 給 翁が が 社 巧 を游 


T t - ■ 

f 4 T 4 T . 


11 貝 本雜貨 3 ろ賣 围教 HSHHMHHHns 


1 


夕 • 


» 6 - i - §- § 1 - §nmz 

fi f f g • i 

X レ ブト 用具 其. 

ダロ ^藥巧.. 


二... 隸じ 高見 ド タタ！ の處 ホ黨轉 

•バ參 の 方へ 读 特別の 擲德 益捆計 

ホホ曠 

.PRUG S 1 X > K.E 
L . NUIRLO 

】霸 H 巳 dson を 式， c を か an を 化 t 
"1豈；17 爱挺 a'i 坪が たを klyn 


參惟界 .無；.， な 


の： 賓\ 蘇： 蹤 

A 博 文を 舊參大 驚 マ 

会が 扉は 上下の 二 穂 類 マ 


塞媽 證蠻 欄灣 


1 ': 


曰 □□□□旨 曰 □冒 □□ 
叩 茂；’ す 桃. ザ 組 凹 

□己 己 □□□□.□ a □巳 □曰 


ジ ioa \ MOMOXOJ を C0 . 
ご. B . arcl を 论 t ., N . Y . Citv 
Telepho 夏む 7 器が ミ〇一ち 


'.4地次^^?^の，擦巧機會1> 

弦 席 儀が も 十， 赛 ょ夕 今年】 巧 

にかげ 暴 お 酥大賣 おしの 怒は 因 

ホ 諸 送の 御が まじ 依ち 空 就の 瑜 

况を呈 し 狼 段 深ぐ 率感說 候が て 

は < r 固 柳 か 御高が じ酬 なん 巧！ 一一 

巧 一 日ょ を留 二十 一日まで 向ぶ. 

吉 ち 日間 巧 じがて 藝籍 お較 を. 

現金を 化て 蘆 弗な 上觀冥 求めの 

ホ じは 壹弗 每に郎 縣蘭繁 ぶ同縣 

に景 おか 換 への 廳 引が 催 候 間 

巧 機を 逸せず 化 儀 御が 命 抑ぶ 紙 


けられ 度 候 0 

景 贏は 玉 下の 二種 

上の 郁は 養 弗 おじ 一本 おての 頑 
引 券 付き .-. 
.下の 部は 載 弗立驗 伽な 上.' 
じ掛し 一本の 藉 引券辭 .： 

下 蟲じ難 r 蓬 風 

下の 號の爲 扉は 縷で覆 弗な 上の 
概晶 じして 巧 下め 物品は 斷 じて 

なき 事巧證 敞。' 

'若しを つたら 掛けを へのな きを 
でも 渡ず。‘' 

掛 SHS ぶ sni % 

禪ち 一: 弗め景 親を お. き當す 
衙莊檀 割 到 ミなる、 をれ. な上费 
き當 てたら 盈辯 rf , 六 割 も 5? いお： 
徽宠 じて 冀 おて 裳前絕 後が 暴 故 


照〜 


圍 5 本 P 入 事務所. 

i 萬 事 諸君の 彼が を 計 6 叮礎 .親が を诗 
をす 巧く 淚顆隆 藏稱み 茲被下 度 候 
電說吉 〇 八み，？ ライアン ト 
こ赁 6 6 声み バタ' § け： なを 巧- Y-P, 


地で 磬は絕 が機會 

從來 地ち. よらの 御 注ぶ じ， 勒 しで 
'は 郵送 無 巧の 上' じ まねて 破 天な. 
の 廣品附 どが 之 かぶに 棚から 化 
舟 餅よ らも 甘い 觀 0 . 

福 則の 方法 重は 

地 ホ よら 御な え 巧 ホに 載して は 
懸か々 霞 巧 濁を なで 霞を 瑚き潰 
'と 树時じ 誤解な き機當 ちがぶ 添， 

へ 御 壌 ぉ 重'? 靈ぷ窒 が‘ 

他 乃 まは 驚 巧 0 上 一 箸籍じ 限る 5 
一;^ 文の 膝は 何れ か' 上下め 內巧 
款を峰 必ず 引‘ を當る 事に 候 間 致'' 
; '馬帶 送 巧と しで 上の 部は 撥撕 す. 
'の 部は が お 她お乂 の 主 御を える 
^ 度し 夕論景 口 叫に 浓ら載 送 巧は. 
不宠 なれ お 其の 邊は 臨機 應變 な；； 
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I 載： 


帝 俄ち お淚 食を おのせ 國訪間 鹽の許 

I 集は 昨年 巧を 地ぶな 留港 じょら て賓 

谭 lj 巧せられ 或は 計 載 かられし' もの ど 幾 

; を 茹牲 質を 異にしが 勢參宮 おし < は 

:弯ず 邊詣的 要素を を 巧して 居 無 

ホ 留ま 廓 毛 巧 陈ボ觀 ホ的訪 間を 試る 

もょ ドボ 吾人の 訪闕鹽 は 斯る搔 類の 

I 動機む ょク \し を おせられ ま唱 せられ 

すが 据 無い，. . - 

I 簇 1 に 發 起は 巧 俄を 巧 濟曾ビ を ふ 慈 

讚 縛： でを ろみら 營 刹が 意 ホで 談權ボ 

I 發 憩せ もれて 居 無い 事ボ 極めて 巧宜 

でもる 3 : 


I 訟 


f _ 


便は 旅券の 下弼 でぁる、 ず 旧の 樣な一 

H 米の 關 係で 丽 して 日本の 外務 渔ダ 
搔 めて 嚴 がな 禁壓ま 溝で 渡米を を 取 I 

攝 つて 居て は遙 常、 事 俯 じ 暗い 人々 
じ 取りて は 旅券の 下附 などは 甚だ 面 I 

酒な 事で をる • 

先達 A ヮィ 島では il 面 人の 巧 航潜ガ 
證を をみ 爲 めじ 上陸を 拒絶せられ、- 
旨で 同胞 等は 法廷 じ 務民官 ど 黒白を j 

潭 ふて 居る 位 だから、 再 渡が W てな 
か-^ 洒斷は 巧 巧ぬ 0 


いならば 組織 上 非常に 困難で ある 
了 度 棚卸 大ま賣 の 廣吿ボ 需要 者の 購 j 

j 賓 也' を鄉激 ずる 樣ぶ 若しが 留訪隅 勘 

ダ 經濟上 おがな 利益を ぶ 加入者 じ 輿 一 

へるならば 該鹽 か 對 個人の 關 炼は彌 1 

々益々 密接 じな つてを 旨め 巧 菌訪蹈 

の ホ 姿く 目 巧 VJ を現實 点じ 致す ので 

あち 

I 然し 斯 磯な 凿 が 組織は 若し 目的 ダ壑 

巧 的で 無いならば 、何人ら 進んで 其 j 

i 勞 をなる 港は 無い 


らまめ る 望で をる 

窠 一二 じ 期 月は ー ニケ 巧の 叛 をで、 こ 

れが 確を した 譯 ではない、 お 發は加 

入を の ホ 望，^ めね 上 巧を する ダ、 
巧藥 の照會 者む 致しで 固 答した をに 

はよ 巧 下旬 か乂巧 中旬で、 歸 碗は 十 

月 中旬 か、 下旬で ある どして 置い わ 

がれは 不 H 會 をを 開ぶ て 確， 达す るか 

ら 何れな々 で 加入者 照 會者じ おして 

惠知 致す 绪 である 0 
第 四じ鹽 がは 領事館を 通じて 歸航 

蓄じ 就て 諸 {民 叢ボ愚 も便剌 なる 化を 

をが へらる i 樣じ請 ホし、 而 して 官 

憲じ 於て は 其 請求 じ應 じる S 云 ふ 事 
であるから、 閱員 はか 論 旅券の 下附 


人 かを 四 あ 巧め 牧 入を 得て 展 るので 潇墓臀 な 人め 钻 ると ころ、 


llnssfi ■复 §8 さ曼 さ 塞 蒙賓善 もを み を I 

fi 

• 9 - 


‘讀、- 


新さん 大喜び、 ミ 1、 ノ> — 、ム； ブ 

シン ブン 、カム、 ォ < — テ. イ なでを つ 

て替 るを ふじ や 


^ 妻 お 厨が の 目 巧で 折巧歸 朝した 人で!^ じ 市 俄を じは お濟會 どを ふ鹽 体が j 等に 就て 谨もお 御で ない 事は 幾夕訪 


も往 々手 績ガ 面倒で 西 難な 爲 めじ 目 I 

的を 空 ふし 或は 巧 渡が のを 望を おて 


巧クて 同胞 垂般の 慈善事業を 其 肖 的 

どし 山口會 長な でを じ 熱必ど 誠意を I 


橫漬 のみ 天地 じみ 家庭を がつ て有爲 なて 會の爲 めじを々 して 房ら る ミの 


の 才を空 ふせねば ならね 0 


^菩を誌閔鹽な歡機じがては論理的ホ醫じ永ふまって奢覇しょ夕ど思， 




m 


一圭 義 じがて は經濟 的、 性質 にがては 

.-疆 蕾 釣を 义義狹 巧で ある 

を 火' は廣吿 ずるので がない S みして 

1 谈聽 ずるめ.. でない、 單じ事 贊を述 ぶ I 

みを が ある ボ 若し 蔑を だと 窓は，' が 思 

i : ベ、 が' 磯！ に护 是龄 ぶを' へ、 をはが ふ 

火 ど、 云よ 人との 勝手の 剩 観で、 吾 I 

人 留關 する 巧で ない、 

徊 敏じ黃 人の 訪問 劉は 其 熟 機に がて 

-敲鍵 巧で をぶ か、 . ' 

，旅 軒を する A 々は 必ず 知つ て 居る、' 

二 遇 興 も 旅が する 人には 蛇 度 御 承 か 

で ホる、 徒然み 狼の 常 威で をる、 游 

-じ一 一遍 間 も 洋上に 漂 ふ 事は 巧 人 じ 取 

クて も！ 穗の 苦痛で ある、 なや 單獨 

すホ娥 をから 橫濱迄 旅行す る 事は 若 

I し； 据來 るなら 誰でも やら 度 < は 無い 

一事 だ、 百 本に 歸ら 度い が 誰か 速は ぶ 

ド か 知 いんごを ふのは 普 迸の 人情で^ 

は あるまい か o ' - . 

; 帝 俄を を經 めして 歸 朝す る靑年 はか I 

!< ぶ も 一八 巧 じ j 二人は をる、 おし 

ち册 等の 靑 をは 必ず 連を 求めて 一一 遏 

I 顕の详 上を 活の 背齋ゃ 徒然を 幾み か 

，取が したい ご 希望す るのは を 通で を 

を；.-. 

韻 襟た 旅 上の 欠点を を お排陈 して、 

' I 幕め て稔 快な 旅 巧、® 白い を かしい 

I 斗 I 糜 巧を 棲 演ど巧 俄を の 間に 試みる じ 

は 團体巧 旅 巧に 勝る ものは 無い ので 

ある 9 

一 I . 康る 用務を 帶 びで 一時 歸朝 ずる 人な 

で ダ 化 3 冉 渡航の 睽じ 必ず 感ずる 不 i 


算 


蚕 _ 


ふ乂ボ 巧 時 迄 も 濁 身 生活を ずるのは 

勿 諭 上策では 無い ダ 目下 當局 をの ホ 

爵 はホ圓 じがて ホ 派な 事業 上の 根攘 

を 有しない 酸ら は 妻 卷ゆ脊 せを 許さ 

ない 樣モ るるから、. 巧 殺の 必要 最も I 

童 犬なる 建 翔 的 時 巧 じある 靑 お‘ じは _ 

非常な 不便で ある、 ご 云っ て 化 a 立 

波な 實碟 上の お攘を 築く を 結婚を 見 一 

をはせ る ごを ふ 事は 一應適 常な 手段： 

の 樣じ見 わるが、 をし 建 働 時代に 整 

て 最も ぞく 巧 巧の 必要が あるならば 

これは 寧ろ 機 食を 見で 一應歸 巧して 

语媒 しねが 上策で ある 0 . 

而 して 結婚の 目 骑ば歸 朝し でも 妻を 一 

厨. 体で 巧 渡航す る 事は 甚だ 困 雞で义 

非常 じ面锁 であるから、 巧樣な 人々 

じお^て 姆國誌 間 閣の掛 襯は實 じ 肝 

婪 である、' 若し 圍 体力を なでず るな 

らは妻 も 同伴 渡航は 極めてを 易で あ 

ぶ 拳は 巧 叢が なを 巧す 迄 もない 事 だ 

巧 巧 俄を の 同胞 中 じは 芦 籍上 結鴻し 

て 居て ホ だ 妻 の 美しい 顔を 見ない 

人々 が澤山 居る 樣モ だ、 甚だし さじ 

至らて は顏も 見ない 內 じ離媒 した 例 一 

がるる、 事み 化處じ まるの も 妻 君 巧 

翁が® 倒 だからで、 みお 省の 妻女 を 

寄 あがは 酷に 過ぎて 寧ろ 人間 虐待 律 I 

の觀ダ ぁる 従って 鹽が 的のを 潑ザ益 I 

々有意が で ゐる〇 一 

肅樣じ 論究し 見れば 甫俄 古の 同胞 蓝 

會じ巧 國訪巧 園の 必要は 大いに をら I 

だ、 然し 如何 じ 論理的 じが 其 じ應じ 

ね 虞で 若し 經慾的 じ おがな 醒係 ザを 


す、 母 國铺巧 倒 組織の 勒 磯は 搔 めて 

明白なる 慈善 的、 義狹的 精神に ぶし 
たので ある、 斯< て 吾 A は 化み 地 ホ I 

で 於て 見る 如き 餐巧 をま義 目的 どす 

る發 超人の 手を 用 ひず じ 達し 得る の 
だ、 潑濟上 一磨が 都を でる を 0 
巧が 俄を の 母 屬訪閱 翻は 巧 レ 苗截選 

で 提唱 せられた 摄 めて 論理的な 縣绣 
をを する もを である 0 

南柯じ 論理 廚で經 溝 的で 雨して 一 偏 

のを 共が 患が 性質を 部び て 居ても を 

しこれを 利用す る 人ボ無 かつたなら 

ば 一二 文の 社 會的衝 おを 有しなぃ ので 

ゐるボ 、を じして 職 じ十數 入の 替 同： 

巧ダゐ るの みならず、 搪ん扩 な a の 

樣じま 人の 訝 妻じ閱 して 照黃 ずる 人 

ダを る 位 だから、 我輩は 無用の 勞力 

を徒袭 して 盾ない ごを ふ 自信を 有し 

て ホ 俄を 共 濟會の 爲曲じ 訪問 簡の勸 

誘を 努力して 居る 0 

若し 出 ホ 得るならば お 年 一 固 一定の 

時期 じがて 画豫的 巧國訪 間を 實 行し 

たいごを ふ 希望で あるの だ、 縣ホ大 

いじ 硏 兜し、 経驗 して 最良 最 便の 方 

法を 取らを いので ある ダ、 今回は ぶ 

郝乂 をの 夕 おの 窓 見 W 化の 地 ホ じを 

て 試みられた 経を じ徵 して 乂を 斯徐 I 

な 方舒 をを みて 盾る 0 

驚 一 费 用は 二な ホで、 これは ホ 俄 I 

看 摸濱窥 め 一が の旅赛 でを る I 

弯 7 じ 訪羯圍 は 鏡 漠上禮 後が 散し I 

てが 自 、旨を の 巧 動じ 巧し、 巧ら じ- 

'一を の 期日 じ' 一隔橫 演じ 集を， レて 上 

擺 する 次第ち 若し 夫れ 巧 上の 留体 I 


閑 磯前 例に 数して 何等 疑 ふの 餘 地は 

ない。 

一 最後に 加へ' たがのは 吾人は が 地が お 

阔胞を 深き 间债 ど 熱 貧を 得て 斯る鹽 

悚を永 义じ巧 機を じ おがせ しめね い 

のでを る、 若し 靜 細な 事 倩に 熬て照 一 

を せらる \ ならば 巧 楽は 中必 から 歎 

逆するのでゐる*^ 


，.潑 ：： ..帮 

♦ホ 俄を. ボラ、 •サ 1. グ 、击 テグの 一 
窒 では 遜 日 ホが 上 招 諮 負の ホフ ィト 

ス レ，， _ブ* ブラフ. ィ .ック * コン 

i の 貧を ど 婦义勞 役者の 厳を 關係 
就ての 調查ガ 開始せられ て、 ポ巧大 i 

商店の 關 係を はお H 巧 頭して 賃銀 頼 

係 じ 就て 賓閒を 受けて 居る、 大勢 じ 
缴せば 貧 お 最低 率の みが じ游 しでは 
氣ガ灌 まぬ らしい、 ジョン、 ミ-尹 チ 
エ 火に 云は しむれば 貸 银の增 加は お 

I 璧 力の 增 加を ■恵が して 毫もを 業を 煩； 

I 廢せ しむる 事な く 寧ろ 雜乂 ならしむ 

る どを よボ 、商人の ホでは 左 樣はホ 

くがぬ ど 見 わる、 酒屋 ダ 繁盛 致しょ 

すかぃ 0 

•巧 俄を 大學 H ネ乂俱 樂部巧 か會は 

まる 八自 十： 醒日 同大 學神聲 中 僚で 開 I 

がれ、 當 おの 講演 港、 上 衫熊雄 君 あ 

山 內理學 博 ± の 有益なる 講話 ダる つ 

て あ 菓の狸 じが 白き 雜話 、極めてを 

族 巧な 趣が あを 會合 であつ たど 云 ふ 

零’ V 

♦クラ ー ク おめ 支那 人は 殆ん で引趙 

つて グ； チマ ー の 新 额城じ 引 移れ ダ 

例の 頑州搂 ホけ は 傲然 どして ぜ して 

居る、 該ま那 狩理は 同胞 巧 志の クラ 

ブ の戴ガ をる どは 誰 やら ダ 云つ て 居 


t ▲投 込み 
諸君 大じ投 ず-へした - 
東部で 威勢な HJI 1 辯 議± 閣下は 巧 壁 
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ぞ るべ < (をは 今 騎形ゐ たら 持 鳥 ) 
を 想 ひ 的し 申 候 

一 ご 滞 崖 じぁら で ま 野 樓巧於 美 前の 舘 j 

が 一二 幕 目 じ 候" 化の 間の 装飾から 蓮 

其 じ まるまで 爆 名 天下 じ 轟く 大 夫の 

部屋 どして 鹏 かも 申を なく 繼て义 夫 

の 吸 化 燥 草 じ伸盧 b を 了 まし 踊らを 

所璧 ずるく ( オド ^ ミ 蹄 ^ まし‘ ぶ 一 

) さ 言 ひつ \ 起 クて花 〇菊紫 ま 部 I 

± 、あ、 菩薩の 歎 滞の 踊らを 柯れも I 

H 本 固 あゆ 時化 物から ザ滞換 营腊體 

せる 舞踊 戯じ化 巧す、 出事榮 は天晴 

れ VJ 讚美 致 候、 巧 琴 じを する ま 部 蹄 

ゆ离尙 なると 數 名の 綺麗 首が 一二 
1 が 線 じかして 盎 踊を やりながら 陶盤 

輔 じ . 見撼れ 盾る が ホを 突かけ じ 腺 I 

隱 して あなさん' を 勘め るのは 大 ひじ 
祗 をを 微 ばせ 居候 VV' 

最後 じ 上人が 館に ホ- = '薄ぬ る 人は ホ 

が 愛ず る戀 人々 りと お± じ絕 々され 

ホる 乂 夫を 党れば 樂 Li 現 はれ わる 観 

實菩曉 ソー ッ がんな .. るょ . 史渐 がボ！ ッ i 

ミな ^ 無意識に .火ぶ を 追ぶ ど大 ホは 

蹤^な 化ら 観营 じがる のボ 筋の 大里 

じ 御座 候 ' ... 

-化 巧を 情に 一貫され ていろ 舞 蹄 劇の 

ま 人を たる 犬 夫を じて 邀械な < 活動 
せし むる H 本人 姚優諸 蒼め 御ず 隙の 
数々 辞 おいたし おも 紙 おの 都を 上乂 
々的 じ 端 巧り たるは 盛に 遺 城 じが お 
" 巧 おろめ 龜 のがな でピは 飛んで」 も 
ない 酣郭 じで 醉挪 が戲の 巧妙 さが 優 

ども 確か じ 氏神 芝 おの 座長 格 ど 祟を 

零 ：- > 中 候 終 ^ じ 親んで が 巧 御 奪發一 
座の 爲め 御成功の 稱祗 りお 候不宜 
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中爲 .修ま 誰な I かん 如 只- か 
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A ◄空前 纔 後の 溺淺歎 ►マ. 

携 巧は イング アイ ランド、 ベ； シタア 1 じ 破格の 王 地を 
發 おせり 0 1 ロット 置 十 弗 巧 上 一一 吾ぶ 十 弗 迄の ± 地を b . 
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ext-a 打え J 々を 茲? な 


jpo 打 居 ible 王 or the uae の able. が巧が阳町 ! 打 th も oldest 端ぶなお - 

Ito which Japanese women 
化 legated by foreign critic ん Tlidlight upon が i を rela お 〇 。 of sexes in 


Ea 化 lecl a い he N. Y Po$t 〇托 ; 亡 e as secend class maUer 
under Acl of March 3rd 巧 79 


glaring contrast between lb か posi- 


. 准 料 が Mem 相 卸け i りみ TK ミ .‘ M 施げ ‘ 勾が V 化 e (. 施 cM. : 棘 le • 输 i お-- 曲た 
り ?- 綱 わ，，， a 凸ん かが か > 化 ' か り 1 姐 .:11 州んむ卜ぶ Department, the 化 we ド 
wereftne Kojikii ， that, sheds- 讶〇 な rmisin ミ / 巧 砰 ale cemte 化 がげ 化 v 巧 s ai 房 日， it ぶ； 卽 | がれ 3 む 打 t Mr. Hu 打 tiri 宮 to り Wi おお i 


F 郎！ 813 - 葦 

了 fc. むで or 49 32 _w おれ 茜^ -( 
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.impossible to aceouiit for .saohlAssistaiil 沒が巧 t 狂 か oV 8 触。 地 ，; 


だ 0 打が women in America and that 
of . their sisters in Jap み n ぶ; ive a 


が か hbtoric ,Japa む . "When 化か1打〇口を心1か なむ d づ if 〇 [ むが 也 巧！ （化 rtneikn. Ande'rson, Cen]! 巧が or ミ 〇]’ 


heaTcn-Dom . progenitors oi : th さ 
Japanese ra.ee, izanagi ■ and izana- 


i もけ で b み!. ac お かぶ tho ミ e e 口 perb pTo-ijth な estate す)邵が.わり(‘が， and Mr. 
输 cti 川 巧， 了〇巧 pe け か 巧 e けで: Uior! 卜 ii ミが みむげ d 又じ 11 叫 Clifef of れ)。 り i- 


•すみ pan,. \\化 が is . 恍 leir が化 9 長!^ が 
this. がが? W をを ミ辦 here- 祐龜 
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邮 ， SON YAT SEN 

HIS VISIT TO j が / iN 


が ausible が ound わで th を coi り mo 幻 か!! ni， むが も を to な d o 打 婚も - F! り ating 吗むふ お C 。が. 〇 主 the わ化扣扫 ぶ f . 化 e {がみ) れお 扔げ おが 化 打 i Affair さ :- The 

acc がが d\iew. _ Bi’icige of 打が ven a】、 ふ I had なが ™ 山ユお ち 〇ミ & わ ザが り、、. 加 Id 如 ab ひ i り ！リ な in ゎ object of ぷお 'u が ion 巧 •がが 

the Islands of Nippon, th 城’ get npi をち/江 おとけ 础 化 化. ミの なが 〇を 祀 幻 t ‘th を 


Few characters in‘ history p がが 1 け 
10 us such 'a roraa 打 d じ figure as Dr. 

: Sun Yat Sen. Born in 1867 of 
humble parent; も in. an obscu が vi;- 
}ag6 in the province 〇吏 Kwantung* 
and trained by education for the 
pro おが io 打々 f medicine and surgery. 
Dr. Sun cut out for himself a 
remarkable career of an organizer； 
,, and leader of the political move- 

n]e 打 t wLdch has resulted in the なか 

tablishment of a RepubKcan re が me: 
. in Ciiki ん The story of Ms labour 
for twenty years ks a "conspirator，， 
to overthrow ちわを Ma 打 ehu rule reads 
ミ ilke a noveL During that time とを 
was persecuted, impriso 打 e ん st な mp- 
ぶ d as' an outcast, huoted o 口 t o 至 his 
native ! をがん and pursued, by the 
Man<；hu agents even お th ぶ 化 mote 
cor 口げ S of the earth. . 

’ What else ooiild be more roman- 
tic than the fact timt 地 お exile 胖 as 
destined to spring suddenly 1 打か the 
nati がが 地 e 巧 odd as the 扔が t 
もが ideiit •が the Pfovisional* Re- 
public of Ch おが I 打 his own acts 
沒 Iso, Dr. Sun お splays 化 dramatic 
ぷ sposition of his nature. Nothing 
リ lu が rat が this むみな be がげ than his 
- performance at Nanking on Feb., 
15, 191 么 of the si^rikkigly pictures- 
que ceremonial of prayer offeri 打 g a 与 
-the Tomb of the foiander of 地 e 
Ming Dj'nas か ， which majk- 
を d Dr. Stfii's volitional が お巧 從 en も 
‘ わ otn 妃 e Pr が ide 打 巧 of 姑 e 技 epublic 
We m 口が i を iive to the judgement of 
■ .history to give hun 泣 proper place. 
お ot a few among foreign cr な k?s 
pronounce Dr. Sun as 度 dts 化 mei% 
■with nQ tact of practical state- 
man 純 ip. Th が he, has some ex- 
tra、, は gent が ews wh わ]! can hardly 
be brought into the domaia of 
practical politics, is 江!) p み fe 打 t む o の 
his late proposals with regard to 
the Mongolian 弓 ue 弓な ou* or his rail- 
way sche 拍 が. リな i 泣 t れでど may b 色 
his. weak 打 ess 郎； however: we cannot 
but ad 阿 lit th お h を "haL 弓 化 striking 
-personality; a remarkalUe po 巧' 弓 r 9 重 
organization aud persu が io 打， む r 
■". otherwise the wonderful hbldhe has 
upon millions of た お na. だ oaals can 
never be explained* 王む 写； sine が ity, 

。 pati’iolis: 打， modesty, and simpli が ty 
of ciiara がげ. imp 巧が any one who 
has iiad み じ o を gortunHy.ot meeting 
him, Di\ Sun おむ ei かが a -lo 巧ん 
tongiied deixiagogue nor み man of 
. seltish ambition. 

Di’. Sun has 巧 ceoti; 扩 paid な vi お t 
Japan. -On February 14, おも 


The. independence and se け -t か 
Hance of the American woman, the 
absolute わ eedoin witnessed in her 
movement, the natural ease iind 
grace that attend iier ways, the 
charm , wit, and intc り igeuce that 
shine in her expressions, the- digni- 


の 


hi が sell in public, the respect she 
commands む om the opposite sex — 
all th が e make the Am がた an 
wpman the comp. let ら rms かが s of the 
s む uation. She is an ad が © crat, a 
despot, in America. Obs が v も in 
CO 打む 泣污も the dutirul obedience 、〇 i' 
Japanese women， thek quiet, un- 
omnisi ザ manners, the お 1 をた ce ぶれ d 
re が け 6 thfiit guard their Jt か s: the 
awkward, sb ん わの bar raising ga な 
that attend their demeanor 
public, and the appai’e わ t haughty 
air assumed by the stronger sex in 
i わ attitude toward the 咨 6 打 tie. ち mall 
wonder that the American か说 pg to 
the : conci な sioxi that the Japanese 
woma れ is a poor, spirhies を creature, 
no better than man’s pia が hin も 

Hs puppe も， h お s!a で e. 

Appearances, are, However, often 
deceptiye'. They are not i 打 むか 
guen む y far from the head of 
か i 打 gs. ス VilJ it De かが ， for in が aiic も 
for a Japanese to argue by the way 
the Aineriean behaves himseK in 
public toward his lady that the 
Am が ： lean の an is a poor, spiritless 
cr も汉れ ire, no better than 巧 roma 打 ， s 
が aythi 打 g.! her puppet, her servant? 
If : this proposition be true, ti’ も e 
Hvitticism 01 . Prince I to loses its 
■flavor and becomes a bitter お * uth, 
that the Japanese take 目 む id w だ e to 


th を sp 占 ai ‘ な s !i Central- Pillar, a 打 がれを ざ 琴. 媒 另如 ふじ 臣 おかげを 。がか j be 名 he hr うが, i 打这 姐 e new 


\\my 
J 聲 E 


が an なが hoH か. oh the お]:, お(： 

Muto la-maji お -a dive.<：tor 
K 注な eg; 主 fu り Li おが 打り が餐 '—XT おリ 
纖 .け as._ b 側. 油 k ゴお も拖 看 
リ 1 帖 n 每! n な.‘ t!!e; みむ ip 技。 3 尊 輩" 
が ospenn が （:伽 が tiop. : こを^ * 

じ 〇則 が the Chiu 如 e 岐打 • b が during! ：Ur. ‘晰 to thi 打 k パ!, が 

化か tYWi/a*;n<v 去'!、. A.' し < ,_A. • - ゴ ろ-、 り 



- ，相む*. et;ar"v りむ ろで が S な] list eia が e も- 过〇 巧 為 

姐が walked arouncl れ separately J 識 ^ Ped 〇 口を ’ が もも } 始 3 ぶ が asL"m ； .|Sj:at;eis-.rep<n’t:edt" Jbav ド givenalfku 描 如。 ^ 

比 e male Izanagi- turning to かが _ は む ) が， •. 地が efor も be saidy ぶ が。 け。 もむ’ 汪むぉ 


expr が s!’on of his 


M む the female 王 z を narni to ti 恍 | 草 零 もけ 巧 — ； 巧色 9 口 姐な be かで たお '. が - がみ : > 她 巧 to 巧 ; !. 姑 地 , 日 ReyuMe こ 

身 3 を かぶす 
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spoke 


When th げ met • か e . 护 ema] 6 j 口 ' ぶ’ 口 巧 the. も a も： dt,a が of ,1 挪船， ホリ al to ihe X が v York Times giv が 
first, exclaimiiig: 。巧 〇巧 如 ず 娘 巧 ’ な お むびむ ひりげ eing so だ la ど ke もが it>he gi 別 oi 化 e で roc が お打茗 s が the 


fied air w け h which 純を compo け s Ugh だ 山 1; i hav リ齡が wHh な ]〇\: け! v ミ H- おが r developed to be. 


you 加 " But Ihis. りが; biu ぶ t of Eve 
displeased her Ada な!， who said:- 


げ〇 oference.- 


the 巧 ! 巧 t to speak? This was un- 
lucky. Let- u を go round again .，， 
When they met this けのも the male* 
spoke お 巧 t, saying "How cleiigbit- 
おり I have 從が 江 I か rely maiden 
Now that the pirop が 打が ur を I rela- 
tions ofthesexes had わ een restored, 
the courtship of Iza 打 agi an 过 主 zan を ~ 
mi ran. む s smooth course. 

The on がり of the ;Shinto myth お 
of course hM 过 en i 扫 the noi 巧 t of pre 
historic ages, but the story 3 沒 in- 
teresting お 施 owing that 
vvomeB of Ancient Japan no も 

slo か to a がが t th お r right of choosi なを 
their husbands. And 比 may be 
parenthetically remarked that the 
present 、vo 巧 も n of Jap を 只 are only 


-vileges 0 打 ce ぶ。 わ 3 巧 d. by their pxo- 
ge りな ors, bnt:. lost for ages, just as 
the men of America are 1; か day en- 
deavoring to recover thd で バ 
and privileges, waich they have once 
so grapiCusiy surrendered to お ) が r 
loving angels! 


ピち加 1 か a.。 加ぶ。 打.。 f 編 oh 叫''" 抓. み ぉ她 け， 、、巾。， as re が 6纖- 
濟 レ 〇地 胤 細 1 細， . ！ の’ 則が も alive が Pekin 呂 of the American 
-•iama^an，andbyi.i^t.l, 8 ho^i<li^p 9 .^tgrea.ichrtnge. in the リ化卜| が。 軍 gain かし} thorough knowl- 
have spoken first. -(And he. ma が 牌が worn が、’. Worthy m 化 a";’ | か.; が of conditions and the cro が 
hiive a 舶 e も th お is notal ゎ ap が arO y 中が が ミ as がで re Ou; * たが. ミム, が。! み1が ofint が m,— tional kite が sts in the 
How お it tlmt; on the; contrary, sages, civilizing on the who 的!、 销り喊 加 ng- もり な ぴ をり 知浊 ^ loan to 
thou, a woman, 油 0 な! d have b が 打. ミ 雌が‘ ぶ 巧 口 維 が も げ e 呂 地 が ai ten も China, -.laid before IV む， Bryan 

ぶ岛矣 y な ；[ their doctrines ' wks dcci~ 

<Ie®y toward the <ie 接を ad なけ 0 。 of 
觀 p が ial か Co 打 お da 打 ism, 
iiyi 口 iciUi! 巧 棒 e absolute, subjectioa 
詳為他 e 爸 e た lusi か ! ， な s far a も ; po がみ お， 
gentle se 玄， . ex が お <1 the ； mo を t 
を 巧が ciou ら influence ubon the 化 ] 注 -— 

括 論： of s . が 巧ん Af お r 化夕 巧 ii れ e 站 
notions giiined 化 e upper harui i 口 
■Jafan. \voman 所 ’ 注 8 ra 巧 も ’. li%ard ol 
1 を弹 ub 巧 c life なが ^, ザ 0 巧 t が ‘a リ , 
disappeared compietdy fro か liie; 
th 皆* が Htera か re ， 夕 here お .she 
誠 t 雌 e so brilliantly. H 巧 iceforth 

■sne 巧 as entirely subnwrge も and 
h ろち、 actijitie 白 w 言 re never al] り wed to 
盞〇击 V 辨 0 打 e step 々なお Kie th 导 ho.ime 

ttoW. Thus shut off f 切 的 ぶ ut，licr 王 , t で 丄 i . ■ , , 

的 ing to re が お 比 e rights and が-ホ 乾气 e.geoi ご。 f Japanese 巧^ の叫!〇注。 巧费 dis 如郎 e 过 briefly. To，d 巧 

辦 e わ 省 the <™itivation ひ t ゎ 巧 比 ろ. が 細 巧 pa け。 f the time of the 
f inner &el も and to develop those . 

， . み . ： ，-. - 、； - — ， ... comerence 

: がを 描 an か V なれ I が and domestic!- . パ ー .. . ... ム • ， 

- で :： .*,、-•;、 . ， . 別 打 g the な tti む ide of the りむ 泌が it Ad- 

Capa む パ } es tiiaf have won a 打 \m- 

• と . 。 . ..r 

を替 13 挺 づ admiration from t じ os も who ； 
p 巧で お e 玉 ; ves, がむ で reared hy 

auese mo 的 er も.々 r 巧 也 0 hy do 有 台 | ^ , 

5|gpclatjon sjid 姑 perie 打 冷よ !の巧-! 掉 ら 吟 がを 巧で か. をむ • ちび を。. 解 to ホ6 
’ — - み 1- む dp 革. がな り- they 巧が aid むた e j; みお 汽 -Y を 

お 豐 8 みり！ 詔 ザる 私 : 进 ^ 押 か 邸妃 a , 
ieigns. —'During 班 any of .;t 扫 e‘ m りが 歴咖 が！ 詔 お 旨 W individual， 了 bey ひぶ skea that 

けむ か汽 dimn 巧む a わ 0 打 . adopt a poiicy 
— jtliat will a 贫お guard American 


statement of the pending proposi- 
tipn an<l the action prop がが 1 to be 
taken in : the concert , of the powe ゎ 
i げか ！oa.n み by their Notionals. 

了 li だ prese。 も plan provides for a 

お 泣む of $1 が, 000,000 nuh が 地が1 

the larg がを 1001 Hit of $300,000,()00 
which was under go 打 sid が ation a 
ye が ago. 巧 wk 0 む the new plan 
lias been under way for three 
months, and h 挑 been eoiiducted 
with great care to avoid the com- 
plications th が huve bes お the 
のが ぉ r from the beginning The 
ミ bare th お the American banking 
hou きが 如:' e to have in the わ a 打 and 
i the _d が‘ ぶ お （知 地 e sources , of ineonie 



mirastration toward the protect^。 
站 Amebcan おお卜が柏山 China, 

The delegation of bankers gave 


Go 姐 ing to th を hi 琴 tori を' t ミ扫] も 巧ち ' 
make her a おが serv がん': while, 比 ej 出が- な; 1 しみち'-;:. すみ 脚 iew: 始 c も 二 平 培！^: を 輿 
American mam が a. な 巧 e か bee; (.'放 も〇。 かお d ホ y' mtoy お imdiT s 取 律'' j —.- じ ？' 

him が if わが （1〇の6 居 tic! ieigns， "Duri む g り] any of :ihe m^si 

The seeming servitude of japan- 
ら 3 も worn さ 打 is to な great e て tent 注 
m なれ er が uguage, or rather th_e が- 
さ 口 U of historical evolution. Their 
.pos 瑣〇打 口が i を r 巧で 打 t 玉 na)iy changes 
under が 採 e お 打 1: epocli を. 王 n Ancient 


•Japan !t was <^ 11 け 6 . dlSweoi; わ〇打] 
what it b だ cani6 when the- Cmnese 
ideas weire i 打 the ascendant. The 
Japanese of e が! y period in history 


触 n 補 s 蹄 ion Toward Olilna 

I 街 則舶か 郎が er 閒が が な斯 fiuence ぶ China; a 打 も if possible 

Slate Bep が擠郎 f 


briHiant epochs i む our a 幻 ci を^ t h 接-, 
t5 巧，，‘ writes Okakura 巧ち- 度 がり 
•under the rule of female sover 巧呂打 管.； 

Our Empress 加 寧严 昔) れ夕 か 1呀 なが p flpnoHmar}! - 扣〇皿 >ぉょ 打 c が as ミ 打 g む 細 加 •。が s bet- 

弓 巧が。 口麵 ar«^ into Korea,, aua , - 51318 11居良3!1 眶 卜画化もれ -〇函。む.始3中。1;げが 

が'、 V が E 卿 r ザ s'. レ vuko whoi'na ミが-! .え 化 0 がが で 如 がが お邮 soon か わも11' commercial falioit. む! も Th も Se- 
ated the r，e 醉 e さ. cnlture が 化 e ベ 淵站江 啤 jj ■汪わ 汪お 化. ろ "脚,. れ如 d 細 和.が< 可’ が •如れ' む. 姑;！ か.. gave 蛇 
period. Nor is Joan^f Arc 山 ckuig.j. 姑 &. 恤 .Ca. 姑が，， what.. お， ぶ ぶ &1.%|如、巧 on the relations : .也が in 船 
hi_wrhfetory，fe.f.eiidalday^'soi^e|Qwuiu—imp.or.tawehthe 、、'。加 ； 如が 。レ化 should T 3 e- maintained 
of 9 口 1 amazons charged 巧 曲.- 啤諸 がが 卸 d..e ホが; ally £化 む pan, ; み eUve 靴 化 e two countries 。。 ( 1 も 加 


だ an-, be が aced m.. a 

''の |basis， ！)o. ma れ处 whi ぃ hoL 

かわ が iiw c!f go が)’ りの がむ 了} 巧 SpS? 
Companies of Japan ■巧 巧 r(! enJj 
わ deci'a が-江 ム 加を good d 瀉 
for ] が tyear — a rare ‘experi がが 
蛛が 8 past お w years, which, 海 ■據 
result of the hard w が k -and.? 

むけ ion ざ か が}' 1 ad みがれ comp 础 
be. も atMed w’kh-.sin 細 1! 泪了ミ 

QU が tioo n お 111 .ally 化! おが h 

妃お boom m the spinrimg- ふ k 罐 
巧 dll ! が t. The increa が d ザ 這 

oi s り imH がが’ eci が i by the old^ 
panics and 地 e が tsblisi ぶ-量 
new iactori が dun り g.;th が ；> がが 
the product ol the pa がぶ が. ピ さ} I 獲 
かりな お： 11 0 打 也を I の ark お- wi を璋 

-three り)* fo 口で years in the^l 

of over-prock が ion，, w 油 th も辦ち 
of retrenchment that ミ s’ absoJ^ 

n が essa び 、油が 巧 •が Gov. か 打が を 

country may pass under： が祀 
a p が iofl が お ac む' vi か I helorf 
The on]y が deeming Uitur% ii 
rapid growth が the じ hixi が 占 壽 
China may improve^ よよが 破' 福 
industry, but na わげ al co 幻が t ミ さ n 爲 
against any が efit ext がぶ ion； 
indi 巧 try 〇な the con む n 饥 t が讀 
を： a 过 地 を edueaiio 打 and di か; お 
operatives が and in 姑い 巧; な; 賴 
rapid expan お on. The .:與 だ 境 

bet'v が n Japan and Chin が i 
stmoing irtcuk が お がが re が 

が able quantity. ' J 只 碑 お 
compke with Alanch が お r づ鳥 
produ が io 打 ‘ 0 よ fine yarns. -趕毒 琴 
is in ぴ ea お Dg i 打 pric も it. も： 
having advanced iroirr 巧-‘ お 
王8§4-1綿5 to 雜 yea ncm, 

1 み 一 likewise I bc 巧 如 近) も a 打 巧 おじが 

sympathy 、v は h ’th かが 品? 寄 

な 0 打 imo か ti が‘ frh0 — 注ジ姑 6 駱^さ^ 
で mg industry, henvev が， 心わな度- で- 3 
VT のが: itud が in ' が 〇巧 化}:. it. ' •冀^ 


が d 口が 純 are 也 e . feenng ぶ 織の 〇れ j も 化 で細 〇 ぞ 巧 化 お araakura Knights'.^' itheir ぶ tfit 化 W 


か isdona 〇 ぞ J な p&n for 


CA-ArBMDGiS， 孤 i が. M ぶ •韻 
-J apanese が’ a-du なを 桃 of 一が a が? 


レ IL’i げ e け Uy htiv 户 s コ ’hLi’jbrci を お ， -*" 


foiindatiph to- e がぶ ]! 祕 協 ‘, t か :^ 0 
on Oriental phiiosophv . ずた 


to be useci by th た‘ 石 〇巧>(.,れけ お 


to most 扛 astern co;uiat;r 巧ん that, 
women 读 hoald ゎ行たをミホ妃ぶ〇ゎぉがミ〇打;— 


toward . をら . 巧啤 がが！ tha 础ミ s が pectatio 口 巧 - が 地 却 巧 . ミ叫ミ ; 〇がむ〇 お气マ e : piofess り 巧 .… 
如 me t! がを m. 口が 邮が卜 神 e が 城 : Wish がが が なな か of a が able leadi 打 答 raiv 衍 ’siti が ‘ of Japa 


In fact, the. dc^minance of. the ia だ 
sex in Japan kt tl おむ 幻 化 when she. 

技 rst came in contact 巧づ 巧 も— Ch.iaaj- 
が expied to have so stra を k t 的. Chi-j ぉ 知！ 

打が を th 注 t they severe お comment 


化 cjeived a warm welcome at the 
Shimba 純 i Station， ’Tokyo， "by his 
Japanese friends md felio.w-couatry- 
nten. In his .i 日 terv お ws at ]\1〇お 
with itewspaper reporters, h だ tol(i 
th 々班 か sit the chief obj が t ol his 
visit was to お udy the railway 
problems. "We will, however, not 
at airbe surprised to karn 化お h お 
m おお 0 打 had more s が ious poU だ c 过！ 
import. . ... — ■ 


Ent 地 e mo が が markabi も P が bax) む si かみ tion. _ 

and far as possible in seek 村 〇扫 "H 也。。 邮巧明 ミ，。 化 〇 が が 〇 ; 扩 Wjs がか e 如が b 输び ' a も iinit け此ヴ 抑て を 麵 w け in 姑し。 ‘ ぃ he 化 woul が。。 抑 ;" ミお を i がゎ … 叫， ル ,' マ， 

rnfa'。*. the d.mmance of the fair important part of the best liter- for<?e. In the meantime v が‘。‘ 叫 忘 品: 品 g 品 - 。巧 打 - むし 口 。>! .-.I 

ature Japair h が produced . が 叫けむ xi か 巧 to know ' the trend .o け h<4. ...^ : ，'卜 .. !F Yfill 謀 錦 T - 

v.ritlen by women. M 碰ら浊 i 組 ; ふ，リ 1 切れ be pur 抑 ed. 〇 な 化が じ； ' なげ ち 謂 麵 6 も 誦加六 o い 卿.: 一 圆む ぉ托 ! - - 

叫 k 比 U 処 d 献 i 地 QU 蛾 〇も ち Q かを 0 a なお 口 Mta か con 王な、 た ‘ oce 巧 ’A ぉじ _ よ .' ぉ 早 - .、 、 - [ 

叫 印。 の e もぶ e . 備。 雌 也 e gre' ちち 如 ! け が 也 e み がを 。がが 脚 ; が 相 t - 片 ™ 巧 。 - の。 旨 ゎ 化 e ぉ啤 i 防れ； pa; 

■upon the 'inon さ tro な g ■ がが 故 e 打 t oi け おおわ of Japa 打郎 e hterature. 巧を ] wg 細ピ じな がが v of おおち 、む 口 で 草む i 地り む yop ぃ说 d recum り咨 祀が 抹巧-〇 り 

wo'men り of ぶ i 脚她 ，狂凸 d が gmatiz が I の i み t が ホ - a.p な . e stoining our]:m-| 化 d なげ wpi •か f が ‘ ttiv'e’。 of J ' で ！ 化 口啤 J.- Ti が-かが e.of 也 e siiua-j 

. ■ 〇。 6 が 雌 in が她 >0 — much- to • 化邮 化が Morgan ぉ 此， Kuhn, Lo み惠 。〇 .. 山 on 、 i ぃ v; 旧 th 加 がけ 枯ぶ脚 e, might; — — — — 

也 ese literary laci 牺 we 巧 加 e ね | 忘 "k 品 ふ ] ぶ ぉ Bai 出， .ar が he| レ ち 化 ... も、 口 が :. を の 邮〇巧 mg ， 节 r aj す „ れれ 化 }^ 

々 ♦♦ 一 ■ - • - ' _ ' j だ m€i . が !east ', 地 e 了が ogmtion M 也 か § | ifHXSM 暑 .i 量 1 — 


it as tiie Qu 6 €I 1 cou 打 try., 
th を conclusive Evidences estal>l お h- 




f — - 心 ’- 枯 ew- Qovemmeht: that imnm むな ゎ 

•TH 旺 .0R!E が矣 L REVIEW’ 軒な。 ぇ。 扯 ゎ。。 がな 。 。 でが愧 e united 


WOie が MPAN 


沒 irtce. th を Russo-Japanese War 
revealed to the -world a 巧 uje お iiien 
who お Spartan が 8C ミが me が aced 
th が 沿妃汉 fair compar 化 io な 巧 ith an- 

cieot XSjreek ぉ and Romans^- the 
Western eonce が io 芭〇ミ り 玉 o— th がを of 
the も ribsof 了 o が and な o お li 許 s un- 
さが gon • を ;'; a なな ric も d り iiai 巧 も The 

が d 〇诚 ide 打 tal 痛 巧 放 お e ot Japan が e 
women, formed わ ひ ： m rep がが nta お oos 
the がが s of い . Madarae Cli な s- 


on 


Yokohama Spec お 

* . . . , 

Bank， Ltd 


!AM 。 加！ ys 綱 nwcf 化 eAKaiW 出 eWoJ もがが a か ん邮 口巧如 的 か がむ け 

[force.- Bryan e 泣 id t; 打 at s 玉凸 C6 


Authorized Cap な a!; y 妃 4 も 000 ，诚〇 

げち も i： 


, ; らん、 パ -Jv'-ie が ering 口 pcm._the' d が ミ es of. Ws こ ‘ 
つ が パコ re ^ 化 だ ’ i 。 挺が he haxi been' in re がか f o:t a 


韻 


The む rif: 打 お i Review gives to you 
— the man or wom 

,md. y 广つ d。 …' な そ ru。 

Orient oLto- 非 y ， おがれ 3 that Orient! 如が 打 uxiib なが let げ巧 urging upon | 
T か か is in the 、 TV がけ ieilv.C がけな 巧 ■占 


him the 巧 ' isdo の 0 ミ recognizing thej 
Chinee 拉 jpubUc 如 thoiU delay 


Re が n'e Fund 加 n)]u お Yen 17,8 目 0,000 
HEAD OF を IC 技 : YOKOHAMA 

B は A ぶ C 資枯 S AND AOENCreS 


The Orieii む 1 Review does not 
misinterpret the mes ピ a 資も 巧ち が 打 thej 
old ぉ r* Orient w お hed •か tell を otbe|.。 

か oim が r Occident, it tells 出 e な口 姐 ！ な 口 ち 

Joan が > 打れ 兒 ct were pre でが ^ぉ〇 on? 


As 


we refiprted lu our e 注がが |- 
ilnal steps in the Chinese! 


Tokyo, 
Nagas 她 
New York 
ぶ oinb が 
Hankow 


で eking 

DaJr お （ Dalny) 
He 姑 嘴 

Osa おを 

London 


ぶ an Fr な rx な SCO 
Hong お 0 打 g 
- Newcuw^ng 
Li か y 触を 
A 挪 ng - 疫 sien 


Kobe 

Lyons 

Honolulu 

Shanghai 

Tiexit^ie 


of things みを they な t も 。 otr る 8 they 
might be, ■, 


jPebrua 巧 . も ザ h を！！ Fran が objected 
The Far 技 a が "- whi た limeans Asia!to. the &.elect;ioD わ〇口！ oth が Xa- 
— が e 班 s お - day to need i 只 terpr が a-!tdo 丘 近 8 oi 化 !* ee financial advieers 
tion to the world th おが , Ils なが If j か 化を itepubliCi On that day the 


牺〇抑 a げ〇け Ar 油な T) Fe む gtien (M 幻 M 叩） ぶ h みり が him 


CorreBpondents at all the chi が co 班 aie か ial citi が ミ お the world. 
N ： EW ぶ ORK A 谷 技 NCY: 郎 Wall S れ e が . Recaro 10 好拟 が ! びん M 巧 も 








Occidental. ~ 

1 The Or ミ entai Rc がが v giv が that 
interDr が a が on— a 打 tl gives it i 凸 telli- 

が nt む. 

LUCIAN THORP CHAPMAN ; 
E ( お tor す he Oriental Koview 
No. 3 を Nass&u Street, N* Y. 

お ubscri が i なむ， て wo DdUi 巧 a Year. 


papers were が ady ior お g 打み tuz ■も 
caiH れ g お！ the immediate payraent 
into the' Chinese 恥 e が ury of が 0,- 

000.000 ，巧 ’ ith が h がぶ 10 ， () 0 0; 000 

Iat 々 r 3 が 曲 e m が Uh ， a む过を 35,000,000 
in March. The Fren 沈 -- 诚 ミが tion 
お 巧れ ミ ぉ bair う n the neg ： が iat ミ on も 
a ね这か le loan is still kanging ち re, . 
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千 か 百 十一 年 六. 巧廿 四日 截か院 一 

懿す /' j 

を 巧 兼 編輯 人 巧 業 健) 
敬. 巧 巧 新 育 新報 社 一 
一ー ユ！ ョ I ク巧第 六 街 二' ご-一： 

八 霜 話 チ H グシィ み四击 
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mi-i 

1 գ —— 


j み r さらの やう じ@ をの 寂を W 孤 濁 VJ 
i をゐ はれまず じは 居られな かつた 0 


から 蘇を 程に 惡 ぶれて 居らぬ のは 何 

I 處 かじ 德 がを るの モ るら ろ 「ホを」 



吾輩は 記者 ミる i: 

馨 .罵 劍 

0 が 今の 社會 から 诏で满 がを を さへ 
麽れら れん》」 しつ、 るら をつ 新聞 記 
者 どしての を 的 生涯から 葬られね 朝 I ス 


參リ， 

《寸 ' 

占が' ♦" 


骑 


壽 .に 

..寒 

'を怎 


I : 紳击 道と 武击道 

を大お 身の 學者中 因 はれざる 硏を 

冢 として 思想 巧じ壞 々の 名 ある 藤 ザ 

健を 郎 をは、 頃 濟 「新道 德樹 まの ホ 

舒 j ^」 題す る 一 篇を雜 誌 「太陽た 窗 

ザ、； 其 巧 論じが て 

祗 洋諸國 よら 輸入した る處の 制度 

文換中 じを 蒂 する 處の捣 神 VJ 巧 園 

家 社 曾 組織の 根 おじ 潜な し 据る憐 

神 どを 雜一 しやぅ どす る游力 

f を 巧て 新道 德樹ぶ 0 總領化 VJ 曰へ 

大体 じがで 昔 人は 巧の 巧 論じ 赞 間の 

暴を 羡 する じ懲據 せざる をな り〇 丽 

え 巧 相の 觀を よら すれば 如斯は 寧ろ 

厭 背 相を せんどす る 無用の 努力な 

に 似たら 这雖 、も 巧 地球を 包圍 する 

「空氣 J がを 然な對 の 性質を 帶 ぶる 二 

振 索 よら 成立す るが か < 、思想る 離 

を どを ひ. 識 おさぶ ひ將 た' 統一. ご 云み 

は 嬰ず る じ俩繫 相， 浴、 れ ざる 二倘 .の 

「 ク ビ 、リット」 を陶 治し 潔 化する の 意 I 

張 じがなる ず 〇挪ち 吾人は 完查 なる 

i 世が 的 偷理が 恐の 實現も 巧を 氣の酸 

P ど 望 素 どの 二 原素よ ち戚立 するど 

關-の 意味 じ 依りて 解驛し 得ざる の 

理を なきを 信ず 0 

槪富 すれは 藤 井 巧の 所謂 「西洋 諸 

簡よ A 输乂 しれる 巧の 制度 文物 中に 

を菩 する 巧の 精神」 は 個人 ま 義の淵 

源 じして 併せて 巧を 自 あのかず じ當 

める 『クリス チヤ-ー ブイ」 じ 化ら て 

巧を せちれ 「我國 家社會 組織の おお j 

i | じ 潜を し 居る 粮神 j は舊 時化 じがけ 

て 0 「ぶ セ ダグ、 す--- ド」. どして 異常 

の權 威を 有する 武± 道 じ 化ら て 巧を 

li せらる、 潜 VJ 謂 ふべき なり 〇顧 ふに 

資ホ 道の 「ドクトリン」' は沒 巧を な I 

I て 冀ぉ發 黙と し ホ 同じくな 我を 0 で 

敲着點 どす るかを じ、 專ら 服従のを 

鶴を 維持し、 義務の 觀 をを おがす 

を ホ® じ 偏し、 巧を じ 徊乂の 性格を 

? {デブ M "! ブ」 する を敎 ゆる じ 先 

专て 旣に离 度の 犧牲巧 精神を 强 要す 

一る© 嫌 あるじな し、 基 将敎的 思想は 

辛： 義を お發點 どして を 巧を 歸着黯 ど 

一ず るが をに、 力めて 源立宮 ホのを 要 I 

ホ. タイ 


を唔 へ、 義務 じ對 ずる 獲 利の が 巧を i 
示し、 を 入 個 おを を 展 じが ひて 漸ぶ 

旨 己の 荆醬 ど、 宜 己を 離る ベから ざ 
る 願 係を あずる 國家 及びな 會 の别舊 

'ど 織を 調和す るめ 意 巧を 體絕 し'， ホ 

聚を藻 磯 ごする 臘 人の 奪圃 的、 椅上 

的 精神は 遂に 渾然泛 して 黨离 なる 遊 

我の 思想 じ歸 一ず べし どち すじなら 

瑕 么観是 、武 ± 道の 「ドク トブ ン」； 
は 國家的 思想を 養が ゴ るに 巧 力なる 

ど 共 じ、 其 逆を VJ しては A をして 偏 i 

狹の 見を 抱かし め 凝滞の 風を 庭せ レ 

むぶ の識 あるを をれ ず 9 雨して 「义 


一大 缺點 とは 巧ぞ や、 曰く 依賴爸 0 
嫌 盛なる こと甚 趣〇 曰く 他人の r キ 
ャラ クタ！」 を爲 重せ ざるが 診の ぶ 

禪 「人を 冕れ ら调捧 ど 思へ」 て ふ 思 
懲 をが 窗 する こ €を 化 〇二诸 をに 島 
窗的思 おの 反映に 遏 ぎず ど雖 、化賴 
必の 織' 盛なる 鍵 ほは 個 入 ごして 獨立 
自 まめ 氣轿じ ミし く、 ま 義の锻 値を I 

意識せ ざる 者 じし. て沒 巧の 極を たる 
褒慶必 、.を 共必 のを 現じが て 滞 溝な I 

る そ 盾を 演ず 〇 た ごへ ば 一旦 國難 
I 遺 逢 すれば 截然と して か 衷協阔 の 進 

I 巧 的 精神を 發揮 ザる 同胞 じして 平が 




- •リ售 

鐵 . 》 

をな 

►盛 ホ 巧 加 探 験の 爲 めじ 一生を 擲 一 

て t 乂 逆の 志 十； ダビ ッ ド、 リビ シグ 

シか誕 をを 年を 勤處じ 一な はる 
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古*' 一 


化を 線 堂は、 明' 渚 時代の 常 者 中 じを ►瘡煙 獲 雨の 境を § して 幾 巧め 


リス チヤ こブ I の 「ドク トト ブン J の 時代に 巧ら ては jei じ 挑 機 凌 礫を 事 


は 個人的 思想を 發 達せし むる の 結 お 1 

な々 人を して お 端なる 剌 r しじ 奔^、 

禪諾 じ陷ら L むる の缺黯 あるを 细呵」 

せむ 〇然 らばが も 新 時化 じ 於け る 新 

道德の 樹立は 「ク ブス リャユ ブィ」. I 

の お 巧を 除き 其 弊 寒を 去る ご閒 時に 

一武 ± 道の 莫を おめ がを 狭き、 兩 者を 1 

がて. 一义 どし 之を して 世が お 通の 活 一 

思想たら しむる の游力 じ 依りて 蓉其 I 

旨 的を 達し 得べ < 、是 A はが 新 道徳 I 

を敝 じを づけて 紳± 道と 謂 はんと 錄 

す。- - 

舊遊德 じ也薛 する 幾多の 思想家が 

か 巧 じあ 君を 留の 惹義を 誇張し 潤を 

して 経 おなる を 我を 說ィ も、 おじ 個！ 

人の 自 をの 何物た るを し、 人繞 j 

と 人が どの 巧 巧を 朗確じ 旨 覺 せる を 

は 僞善家 じあらざる 限らは 沒 我を出 一 

發點 どし 且つ 其 點 ごする 單 純な^ 

ろ 「ドク ト ブ ン」 のみを.. 叢 歌す るの 

j 毫も 人生 じ 碑を する 巧な きを 認め ざ 

るを 得ざる べし 〇盖 しま 巧の お 在ぶ 

惹識 して 其 貸 瞭的價 値を 请 め、 一' ぶ 

商家 及び 祖會の 义 利害の 煎じは ま 巧 

の 最善を 沒我ミ 離を 調 巧せ しめん ど 

I する 「ドクトリン」 の、 理 にがてが 

一 あせる ものなる をを 威知し 巧て 人道^ 

のま 眼た る 巧 互 ま 表の 至妙 ま 犬なる 

精神を 活耀 せしめざる ベから ず是れ 

實じ 簡明なる 紳± 道の ま 張 也 0 唯 香： 

人は 紳± 道を 進 ホ i せしめん どず 

るに 臨みて 其 前途の 陵 窺た るべき 同 

一胞述 有の ニ ホ 歡 热を禦 げざる 能は ホ' I 


这す るが かきは 窠じ么 かが 適例 じあ 
らず や〇典 「人を 見たら 泥棒」- 0 觀 1 

をはを 旨に 人格のを 巧を 無視し、 猜 

疑が 巧の 陋習 じ 浸潤す る潛 々たる ター 

數 同胞が 潘 有の 牲稳な も' 

菩人か 曾てな 覆 論議せ るが 如く、 
偏狹 なる 島廣 思想の 鬆 巧を 脫し得 ざ 

る间胞 は、 到を 東西 义 明の 調 か 統一 

に巧劝 すべき 資格な きを じして、 將 一 

來义 巧の 向上に 隨 件して 白 替人墙 を 

を 化が 游サん ごず る 雄大 凛离 の‘ 理あ 

じ缺 かたるを 化 莊 する じゐら ざるな 

きず 〇 吾人は ず じ 於て をが' 「人を 島 

ねら 紳モ ど 思へ」 の 思想ぶ 滅赛し 

先 づ舊赌 快の 造 物た る、 乂爵 に拜跪 

i して 天爲を 侮蔑す るか 如き、 形式 じ 

拘 おして 憐 神を 閑 巧す るか 如き、' 莖 

巢必を 口 じして 窃か じを 客の 巧を が 

てす るか かき、 先輩 じ两附 して 後進 I 

を 冷遇す るが 如き、 雇 まじして 被 傭 一 

をの 乂 あを おむ がかき、 或は 事物を 

疆 意に 解释 しを く は 狭義 じ 解 •潜す る 

が 如き、 化を 紳モ 道の 「ドクトリン」 

じ 反する 意 あ* ぞ 儀ぶ レ、 ホ 風 翼 月、 

八面 玲 蒲の 也 事を なて あに 處し人 じ 

をず るのを 悟ぶ かるべからず 〇其臺 

業を 經營 する 實膝的 手晚は 猶太 人の 

辛ら っ敏检 なる ま 義を學 ぶは 巧' なら ざ 

る じあらず ど雖 、菩 人は 須 らく 智能 I 

と 技 俯 どを 超越す る 最高の. 倫理 思 あ^ 

を 「アツ ブイン」 して 沒 我の 妙 境に 

乂ら 、巧て 紳± 道の. 発 がをおすべき _ 


驛鈴や 京の 便らを 雪 章に まつ 操す 

を-^ じ 穂む 戰 0 留守め 兰み優 全 

をち じ乘る 代官 臂 弱庙氣 かな 全; 

楼や 甲斐 山 かけて を^の 道' 全 

o'... 

安藤 夕郁 
夕 巧は 淡く 黃 ばが b 巧ち じ おが ホク 
タィの 佳 もな まめく 
贿の 血の 暖ふ灣 ぐ' なり 乗合 じ奇 しき j 

緣 かも 膝 觸れを ふて 

ょを ほひて 彼の 君訪 みむ 道ず がら お 

i ぶ おせめ 聲なづ かしき 

若が 梳く撤 のじ ほひのを かき 御 肩を 

とる 御髮五 巧. 

白き 化ぶ 粧 を鐵し 巧て 獸れを 1 

なす ど 謎の ほ i 笑み 
〇 

こ， ほう. 

蒸し 箸い 夏の 日脚 も いつしか 西の 


すは' 餘據 ど レて 頭 巧を 琪 はして 房 

ね' 一 備の小 豪傑で ある 0 彼は 水 巧 藩 I 

の 出身 ホ あつて 漢文の 造詣 こ ミ じ 深 
ぐ、 議論の 巧を は 案み 貧弱で もぶ 違 

I 堂々 を ゆるに 勤が の奇 がを 巧て し、 
彼の 論文を. 一 謗し わ 者は 巧*」 なく) 
趣の 魔物 じ 魅せられ たる 樣な感 を お i 

す 趣 かあつた 程で ある 0 /• 、 

〇 彼は 實じ 操郷 をの 寧馨强 であつ だ 

巧年萊 京大 學の法 巧で、 A る 郵船り 

j 收締な 根 岸 鍊巧郞 や、 東洋な 船の 中 

I 島 淸直等 ど 强じ 敎授征 巧を 實巧 して 
穗稽博 立なん でを ィ タメた のはを 名 j 

な 遜 話で ゐる〇 就中 彼の 頭 腦の如 和 1 

に S 透徹で をつ たかは 中島む 霞 請 I 

に徵 してみ 巧で あらを 〇 因く 吾輩 か 
或日祿 堂の 下宿 崖へ 押し掛けて 彼が 
がか 頻 なじ 書見を しつつ をる 前で を' 

々畿 論を して 居れ 處が 、彼は ウン、 
クンと 我輩 0 嘶を 聞いて 磨を なが ふ 

一方に 現を 讀みづ つ ある 養 物の. ペイ 


雜出 にを ちか、 らうべ」 し' てるる。 至 I ジ をで し/〜 繰ら 進めて 最 いて r ,‘ な 


つで 喧 L い 耀の鳴 嫂ち 寒れ 巧ぐ 影に 

I 誘 はれて か、 漸次--- じか V ' れて巧 

.かの やうに 思 はれぇ 0 . i 

今まで 物 思 ひじがん で 居ね 傑ぶ、 
巧じ釣らおさるるどもなく'* 極めて 

一 取ら 留め もない、 夢 幼を 追 ふやうな 
か 持に なつて、 スタ--^ ど 前の だら； 

巧を 下ら、. 一葉の El かに 掉 をし 
て 湖上の 乂运 なつた 0 

氷 巧を なでて ホる 一が の凉 風は 晝 

間の 苦熱を 唐れ しめ、 レ！ キの彼 ホ 

化 ホ じ一啼 きす だく 確のを かじ すら 幾 

ら かの 睛趣 あるを 覺 .口し める 0 

巧れ 知らず ゥ ットブ どして 自然の 

力じ繊 弄せられん どす る 刹那、 人を 

チヤ' 1 ム する やうな 音響 じ 驚かされ 

て、 うち 見遣れば レ ー キの 彼岸 じ 僕 I 

ど閔じ ボ； 卜を 浮ぶ る 辱， スら酱 ^ 

男女 連れ、 剌 鎌の やうな ザ输の 月を 一 

背 じ 浴びて 熱き 接吻 じ 澄みが つて ゐ 

る 氷面に ゆら/、 と 不肖 然の 波软を I 

裏 

をう したやう なをめ ささやきを 見 

る*/ ぐ餘 儀な」 せられた 償は、 まね 


我讓 0 讓 論じ おして 徵烈 な口諷 .で 反 

I 翁の 意見を 陳 ベ、 潜々 どして 盡 きぬ 

かと 思つ て、 よく 彼の 顔を 見れば 祿 一 

をは 化然 VJ して 書物を 潘讀 して 巧 

から、 ァン マリ おじ 觸 つたので をぶ 

貴 稼は 何を 請んで 居る のか ミ 訊ねた 

ら 、ゥ； ン八犬 傅 チ、 道 節 ど 信 乃 ふ 

芳流闕 上で 處 々實 々じ 切ら 結んで 焉 

る處 は、 誠に 痛が だ. よ、 ど 言 ひなが 

ら 今度は 八 犬 傅の 批評から 馬 琴の お- 

を 論じ 轉 じたが 第で、 巧薰も 彼の ァ 

タマの 善い のじ 驚いた よる々 
1© が 堂は 書を 時化から 麟白黨 のち 魁： 

でを つたら しいが、 何故 端の 如き 豪 

礙 肌の 巧が 官權辯 護の 筆を 執つ てぶ 

化 治な での 御用を をる に 至つ ねかは 

狼の あを 涯を 熟知せ ぬ 我輩の 怪訝 じ 

堪 へぬ 點 である 0 ザ 併 彼の 頭 腦が漢 I 

學で養 はれて 居た 爲 めじ 或は 官僚 萬 j 
能の あ 想を あす スじ 至つ たのでは ゐ 
るまい ず 〇盖し 彼は 蘇 峰の かき 融 を 一 

の 巧く 男で なか つれので あるから 御 

® 聞 萊を旧 H のま 拳'、」 して 魔を 毒 

肇を 難つ ねのに 拘 は' ら ず、 お閒 一 般一 


蠻 入を 基督 敎 化せる 一' 事の みを 0 て 

しても 彼の 俸 動は せ 窝じ垂 るべ を逾 I 

マ 凑國圓 倉議漫 某々 等グ！ ズ ベが 

巧を なて 巧 熟の 指曠 者なら ど 信じ j 

瀑 越なる を 繫演說 を 試む 飛んだ 濡あ 
►むを 爲 運が 地帶み 略な じ關 しぶ 
は辛^^^な る術等を莽し て菊沸を输を 

をを 泣かしめ たる 葉 巧 も 流 巧に 當笑 

►乃を をして 白 蒲の ま A ねらし み 

ば徽 おど 棍棒 2 を 揮つ て 巧 亂を化 レ 

てが 通 どなす ぶ 尋常 茶飯事 ど 賞は む 

►一二 憶' 圃卸债 募集の 報 巧 電に見 ゆ； 

ぶして 事實ぶ 6 やる や其盧 若し 海外 

正貨 壊 補の 韻 策に おづ どせば 乂賴逮 

マ 姑息© な 策を 舉 じて 徒ら じを か i 

正貨の 不足を 補 はん どす るは 都て 翰 

入な 過の 趨游を 巧 成す るに 止ま， らむ 

マ 高禄' 藏相 はを て 物慨潑 貴の 膀適 

を 論じて 通貨の 膨脹 ィ」 願 係摆だ 薄し 
どを 嘗 せる 人化按 靡の 助 政' 觀 は危驗 I 
マ 藏牺就 化を の 急務が 豫算の 救 態 1 

瓶 成 じぁぶ ず 外 横の 裳 集 じみ A ホん 
て 中央 銀な 0 組織を なをす る じ 巧ら 
►日本 銀 巧を 愧欄 ぶしで 政が 巧な I 

の 總纔の 道具 一，】 する が 如きは 无 ホス 
都合の 某し き あじ ゐらず や： 返答 如何 I 

►政ぶ 會 のたん 化 じ 化ら て 漸く 山 本 
巧觸の 成立を 見尋 で豫黨 案の 通龜を I 

若る 解谦 風は 巧 第に 厮 ぎて 天下 太ず 
►官僚を 擊の ぉ良么 班れ るぶ 養 
尾が 瞬 崎が ffl の】 ホ 徒 黨も同 あの 蠻 

靖 じ慷槪 悲憤ず るの み 化 討は 游漉學 j 
►潜々 たる 世間を'^ は 御郷を を 巧 j 

てま 義 ごす おみを 巧の 餓鬼 じ 大義を 一 

穀へ 名を を說 かんどす るは 結局 野 箸 I 

マ不若 新に を氣 をら 節制を るを 黨^ 

を 組織し で先づ 政治 敎 育を 蔣 巧のを 
權濟じ 施し お ホの 地盤を がらんには 
►英函 旨 安盛 上院な 革の ホを 進め I 
て從 ホの 鄉 度を 撤廢 しる 逃の 巧を ホ- 
かん ど ま 張す 勿論' 愼 重の 考量を 嬰す 一 

マ雖然 彼等の ま 義は御 都を じ 非ず I j 

i 遠大の 抱負を 履 巧す る じを 幅の 勇気" 

をな てす 彼のを 協な 治 どは 雲が の 差 
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♦幾し かつね レキシントン 海め 
j •水 曝の 巧. 

荐水 體の极 午后 义 時からは 巧 俄 去の 

I 同胞のを 若橫は レキ シシ トン 衔領蓮 

'官郡 じ會を ずる V 」 云 ふのは 巧 俄を 同 j 

胞十數 が ホの 習慣で あつね VJ いふ： 

1 巧 輩が 或る 機會を 傅て 其 伸 間 入自を 

I す i 樣に なつ わのは ホ 俄 古 大學じ 入 
j 擧 した 前後の 事で 邸ち あ 五 年 前で 
.當 時を お 領事、 大いに 敏 腺を 振つ て 1 

.1 歷れね 樣じ記 臆する' 

一が 巧が 同 跑の如 C 、 俱樂领 の 創備夕 

「、叉が じ會談 する をく© 機會 をを 

™ し 無い 巧 傑を の閒胞 じお自 ては 家 賞 

蓄肯 お雜茹 、プー 階が b で 級 化 巧の 丽 

I して' 前 じ 巧 俄を 大學 の大廣 庭を 控へ 

j て街鐵 がを の ミ. ッチゴ ダが やを. 名な 

I 黯濟學 若の ラフリン 博 ± の 邸を じ 接 

てね 領事 宵 邸は、 淸水 御を 体な ごは 

涵齡 の加據 か、 少 々ヒ ミトが がか 斑' 

玄 寒い 雪の おなでは 漏して 屁' られね 

矿れ で、 が お ホ 人が ホ、 ホ嚮 を間胞 

j がを ぶび 對 白人 社を の 中 ふ £ しで 幾 

夕名 ± 無 お 十一の 出入 陸績 して、 火 か 

I じ 《 莱が國 の 威 借を 發 がした もの だ 

1 硫 して 水 觸の晚 は 殊じ歷 化の 領事 さ 

るが 祕 めて 葬を まじ 我輩 等 素 寒を ど 

霞を を 敬せられ わ 機な 次第で、 か柯 

'なる 多に 性 も お 水曜め 晚 じは 萬 事 繰 

で 口せ て 乞 度出谣 する VJ を ふ 位に 一般 

I の 趣 かを 引いたら の だい 實じ輸 快な 

i 會 をで、 巧んだ か'、' 學 校の 薄 か 暇で 

I 歸鄕 した 時 VJ 阅ぃ 感想を 0 で會 なじ 

1 臨んだ 様じ覺 ゆる . 

巧谁の 聞细は 甚だ 狭' いが、 淸水 領事 

一夫 人、 が 厭 領事 夫人 及び 出 崎 領事 夫^ 

灭や 時々 膝々 事務 代理の 職を あ ふし； 

た淸 氷-御を なな どは 水 暇 會の篇 めじ 

j 多大の 勞 力を 犧性 じせられ わ 方々 で 

ぶる、 淸水 領蒂の 時化 じは 巧 俄ホ义 

學の 同胞 諸を は假裝 撮影な でを 催し 

I て瞄 ハを 玲 めね もの だ 

一を！ 裳 じ お白みい 貧を であつ ね、 博 

±學 者ら 見 わたょ、 大寶業 家 も 小 商 I 

: 人も來 たよ、 蒂 類や聲 ホさん も乘遂 

I ん だよ、 御正 巧な どじは 歌が るた 取 

一つて 殆んで 終 H 御 邪 間し だ 事ら るつ 

た. 


家 永 博 ± のかを 談や 河上淸 をの 目 ホ 

國を論 も群聽 した、 島 ffl 代議 壬の 氣 一 

焰 もを はつた、 然し 薄 ± ホの ホつ ヶ 

おい 御說 や、 御な の 書を 論ょ ゥも 
が 巧 じは 御蕃 をで も 御馳ボ 致し ませ 

ふ どの 御觸が 寧ろ お雞 味が 夕 かつ 市 

化會 をを 最もを く お 用した のは 御隆 

元の ホ 俄を 大學 をの 離の 着で 御大 將 

の 姐 巧、 巧度兩 君の 顔を 拜し なかつ 
た 拳は ないどを ぶ 事 だ 
餘も 話が 巧 白ろ いので 覺ゎ ずが 巧 か 
して 臺 巧の ホでは 大方 逆婦 でも 立て 
あつね かふ VJ 患つ た 事 も あつね、 
色々 の御驢 を‘ じ 達 慮を する のは 實じ 
苦し かつた が、 み じ 其 威を 贵 ふした 

のはな 露 夫人め 御 義麥の 御馳走と 山 

鶴 夫人の 御ず 製の すしで あつた、 巧 

叢ぶ 同 威な めが かじ 礎 かじ こ 入は 御 I 

化る 事这思 ふ；'' 

星 截な化 黄は り、 人 新 まつて、 斯樣^ 

な歷あ 的の 水曜を は柯 時の 閒 じか 其； 

j が 化を 失 ふて、 ず レ そ シン トン 街を 

水曜の 晚は 夜を 闇々 どして 韻へ て 笑 I 

語の 漏る ょな< 、歡聲 の窝扛 るな く 

I 锻然 どして 大喪 中で をる とを ぶ 事 だ 

クラ！ ク衔じ 支那 飯 雇が をる、 福贿 

禄ど稱 する、' をし 午を 十二時 半 頃 其 

處じ 出張したならば 巧が をめ タモ株 

は大槪 卓を 園んで、 J 思 腐、' 靑 巧、 魚 

I 等の 料理 じスッ ボンの 足 や 鳥の 膽で 

一造つ たどを ふま 那酒 をな 上つ て 居ら 

る-. から、- 御 得意な 或は 鼻息の 荒ら 

い經 世論な でを 拜聽 する 事が 出 事る 

J .、 は 能い 棋樂部 じな つたぶ は 某を 

± の說 で、 實 瞭左樣 なんだ 

來躍會 が 其を ぶを 失 ふて お 巧、 未だ 

甫俄 をには 日本 お 樂が 無い から、 温 

を 知 新を 得る 攘 巧が 無い ので ゐ ぶ、 

幸 じ 福が 樓 を-人を の 豆腐、 靑莱 若し 

ば龜の 巧の お 理で無 惹識的 じ 一穂 

の ランチ 俱樂 郁を がつ て 房る 様な 次 

第 だ、 何時 じは 支那 人 ど 間違は る！ 

穗な人 も 居る ぞ ふれ けれで、 レネ シ 

ン トン 街の 幽繁屢 敷^^も 遙 かじが 

她が 能い ど 某 君な 茂 成れた 

鲁 人は 化の ホ 組織的の ランチ クラブ 

じ 於て 極めて 組鬻な 有意 陳の 談話 I 

がを 挽 せらる、 空み ふ 事を 信じ そ 居 

る、 而 して 化の 無意識が 會を場 じが 


を、 姑 何た ね、 イヤ别 じ 極 もない 嗤 

i るを こじ 寄つ て 巧た、 左樣 か、 ブダ 

ドッグは 触 何して 這つな、 クツ カリ 

I 巧く どかぶ 6 附 かれる ぞ 、ーア 


て お 巧 巧 俄を 间胞を 股の 利益を 開据 

I しを 發 する 樣 な！' 大 動機が おらぬ で 

一 もを るまい VJ 信じて 居る 'こ. 




♦山 口秀乂 郎君め ン为ブ 親 育 新報に 
街す るぶ 見は 菊る るな である、. 山 口 
を 曰く、 君 盛 利 加の 有象無象を 薇 じ 
して 何んだ、 耻を 知れ. ょ、 何せ. 日本 j 

を 圈六モ 萬の 同胞を 購讀着 じしで ぶ 
波な 則 おを 撰擇 しないの だ、 米國げ 
賞 業界'、 擧術 あの 專巧拌 料で あ國一 
般じ傳 へなければ ならぬ のが 谣山あ 
るで ないか、 この ー シカゴ だな て 或 
は巧軟 じ、 巧が おじ 或は 殖產輿 業. 上 
が ガ千伞 のが 日を 费 しても 尙 居らな； 

い 位の 研究 あ 目 報 吿の巧 ダを るぞ、 
栽の 新聞は 仍ん だ、 讀 あを お 下 じ ホ 


夸\ ，巻し を、 こ 慾の 二道を 巧て ち 下を ると 巧 事 部長は 喜んで 居る 
弄せば T 司 ど 呼ばれ 社 會の巧 巧を じ# 巧 困が を 巧 ど 云よ のは ボ 俄せ H 






を 渚す るを 許されず、 をは 祗會 巧样' 

のを 則なる 耶 を '. . ' 

マ 人 おしを 慾 二道を 警戒 或體 する 人 

間の 道德 がを 利 巧して 天下の おを 操 

菜せば 義人 君主 ミして 聲望 一世を 風- 

靡ず、 丈義 名み ゆ 善用 誠 じ 化 處じぜ 

矣 

マ 火、 ボンち にず やお 衆の 必理 を擲 

する は 英雄な， り ど、 然ら肅 してが 衆 1 

の 驻理は 常にが 喊 かに 補は る、 日く 

慾 望是化 .，、 

マ 慾 望は 入》」 共に 進化す、 义明 人の 


を郵 じを 千歲 のをに 得る の覺 悟を 慾 當は决 して 原吿の 形式 じあて を 示 


巧 俄を の 缠顯家 

鐵 巧を 

|さ 一 立 人の 家族を をへ でを 屋 あか 蘭會 

の シカゴの 地盤を 固め 餘 力を 奮つ て 
シカゴ 同 聰を嫉 の 利益し 着目し H 案 

し、 蘭が し、 蓉 をす' る 山 口 秀太郞 君 
はを 圖 をと 云は をる すらず、 曲 口 君 
I 素よ.^ シカゴの 頭領を がて 快 どす る 
I 人に 非らざる は 五日ん のな もあ娩 すろ 

所 化、 おれ ど 情 じ 篤き 若な 常 じ 義憤 一 

を 抱いて 昔 A の 一み 社 會じ化 中の！. 
瞬を 割いて 黯 關の餘 力を 輿へ つ、 あ 
吾人 社 管の 巧 肖を なて をず るを 
i をん ダ 君の 绣を夕 どせ ざらん や 
吾人は かるを じ 萬 骄の淚 あるを、 而 I 

してを は 就 二 婦を巧 一み 就會に 注ぎ i 

つ、 ゐ るを、.-' 

•載 輩は 間胞の 一' 先輩を 田 淸お郞 I 

君を 我 一寸 社 曾 じちす るを 光を VJ な 

す、 獨力事 藻々 經舊 する 事兰グ 年、 

おの 蓄必 や' をす るに 難から ず、. 君の 

丹誠 や 見るべき もの あら、 をめ ぶ 情 

や 掏す べき もの か-^ 

I 背後 じ强 敵の ホら て 摔營を 窺 ふ ある I 

も悠 々ねる 君が 態度 じ & の變 化を 

ゎがかず、 あ、 を 自信 あを、 經偷あ I 

若が 前を や 阔巧一 萬の シカゴ 化ま^ 

j 港た るべき 元を め^ . 

# 我輩は 靑山 街' 身. の 一 快 男 兒長衛 

一 近 藤 君を シカゴ じ 有する を 痛快 どな 

I す、 若 や 非 ルの 势力 あち、 抱 貧み 見 

どべき もの をら、 ホ韓尋 常なら ず 事 

I 業を 經營 する 事茲じ 陋ヶ年 成績 大い 

じ擧 から、 勇氣從 つてち 倍す るの 觀 

I あら 

吞や餘 力ゐら 餘裕ゐ り、 而し てこれ 

一を 利用し、 善用す るを 怠らず^が 願 

な < ば 日本人 縣會の 背後 じ お 0 て 衆 

一 輩を 督し暫 らく 其 ー ル 社 會を錬 打せ 


しないの だ、 ホ國の 邦語 新馈冲 巧に 

立つ 顿 はないで ないか、 满赛等 巧 巧； 

新聞 事業 じ 巧 力 するならば 何ん どか 
して 役に立つ、 見る じ 足る もめを 巧 

行しても らいね いね、 餘ら をぶ 巧嚇； 

がを 求めず、 皆んで 誠に 乏しき 甫 渡^ 

無 象の 悪 村 巧を ホむ るのは 挪も 甚だ 
しい 哉た、 氣お昂 まつて 論 益よ 崔猜 
に' 入る の 際 S 面 寺は 長を ろ 紙れ で 若 
A .1 ずを 握クた i.J .. 思,' -:;': - 


せられざる 化、 知 > 、ず や 大義 名を の 

あなて み 巧 人の 慾 望を 絳 飾せ るを 
r ' ..(ホ 完) 


本人' 唯一の な 立 崖さん である、 一ニ ニ 

を 前 ょら ブンビ ユンン 街で 開業して 

大いに 業務 繁盛 だ どを ょ詳番 でを ウ 

た ボ先乱 賞 父 急病の 薇に 接し. て歸朝 

の 恣じ就 がれた 

9爾 遇は 吉莖 二菱 日本 郵船 其 他の 

名主 巧 俄る じ 集中して 頗る 御 多に だ 

つた どは 領事 縮での お 謡 

♦中 里 妻女 聞 題 ■じ關 速 レて 穗 ミの 

館 穂が 號び 込んで 巧て’ 居る が、 ホ だ 

眞瀑 を詳ら かしない から 暫を< お預 

なじし で 置く、 顯係者 連げ 大いに 注 

~ 意を 要する 事 だ、 畳 敷 謹慎の 態度を 

持して 巧 題を 解 ホせ ざる すらず だ 


、♦を SSSAS 赛霸 iis 雪 31 
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諸を か柯 しねです 係らは 閑で 西-^ ま 

ず、 大いに 投 をんで 下さい 


♦一家言 

►酒黨 じ 翻む るに 嚇濃 すを 巧て レで 

お i ご 酒の 害毒を 說 法せば か 概羁' 
►甘 黨じ强 ゆるに 正 おの 大盗 をな す 

し循 中の 消息を 語ら ば 如何 篤.； 
▼狐を 誘 ふじ 油 場を 用 ひ 猫を 誘 ふに 
I 鼠を 巧て する は H 本閒 醜な ホの 最便 
法な .. . 一, 一 

▼酒 黨は姻 徳利を 巧て 操るべく* ザ 

I 黨は あ窠を 巧て 茶化す べきは 云は ず I 

も 哉 . 

マ道德 なを ど 慾を ゐら ゆる 手を をな 

て蠻戒 す、 而 しで こは を ど 慾の 二 本 
能が 最も 猛効じ 人間を ま 配す るを 意 
化せら、 若し 巧が じこれ を 利用せば 
天下め 入 悉く 掌 上 可弄矣 

▼をを S て 人を 操る を^ 城 ど稱す 

るは 誠に 妙惹快 達な ら、 天下 寓 城の 

君 すら 一賤婦 のを 香に 萬 城を がけて 

悔 ひざる あらき、 をは 不肯然 にあら- 

ず して 自然 化 

►巧 俄 お 四な の 同胞 巾 傾城に 弄せら 

れ 吉年跌 薪炭 嘗腊へ 得た る お 巧を を 

失 ふは 决し て勒 しとせ ず、 おれ どち 

若し 萬 城を 傾けし 天での 若を に 比せ 

ば 其 損 蕾 や頗ム 軽少 矣' 

►巧 俄を の淸ぶ 馬が 票を 撒いて 大縣 

鹿 者を 集む るは 聽哉 、這は あし';. お 1 


j ♦靑 お- 會と馈 會の义 藻を を まる -H 

躍み 晚線 をで 倦され た* 梟浊畔 巧の 

ホ 渡を ッリビ ミン 祇の發 達 あなる 獲 

でじ據 かて 巧岛き 諸衛が あつだ、 次' 

囘は靑年會で開くど云ふ爭 

«ぷ 本 巧 人中 近與 ■班 駒で 罰を をを j 

つた 人が 二 云 人 あつたを ふで 其撼吳 
な. 一;; 般厨胞 に 影響して 對 日本人の 取 
扱が 益； 嚴盡 じなる S 云 ふ 拳 だ？ 餘 


•木 越 中 おの 睡進 陸帶 大臣 陸軍 中 

I おお 互 位 戴 一. 等 巧 一一 絞 ザ猜木 越を 總 

一巧は 愈 i お 日 陸軍 大 解に 睡進 ずるを 

が じちし 宮中の 御 都を じょ 扣親巧 ま 1 一 

を 巧 か せらるべし 因に 敎脊 德監た ■る' 

ベ 蓋 上 厲中將 軍事 參議官 たるべき 淺 

田 大將め 親 補 式は サ 八日 中に 巧は せ 

らるぺ しど 
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な亂蔡 なを 價を せんで 穩 かじやつ て 

もらいた いもの .. 

e 巧 俄を 大學椎 嘴 科の 研 兜 室で 適 i 

お 歎 年間 載 學の爲 め 幾多の 効 厳を 藥_ 

け 数度 硏 巧の 結柴 をを にして 欺が の 

I 重 現を 受けつ、 をる、. 巧 京を 國乂學 

敎授曲 巧 理學擠 - H はお、 歸 朝の 途じ 

就かる る、 巧 氏を シヵゴょ-^ み ふ 率 j 

は 巧 部落 じ 取らて 非常なる 損 寒 ど 云 

はなげれば ならぬ、 同 君の 如く 後輩 i 

じ 親切な 學 潜を 巧び ジヵゴ た 於て 得 

んは殆 もで 不可能 かも 知れなぃ、 菩 
人は シカゴ 間 胞の爲 め 間 巧の 歸 朝を 

恨む ので ゐる 

巧に おすが シカゴ 大學 H 本供樂 部で 
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ホ 巧 三を 


ぶ大 


li じて 蘭人ぶ び 農業 若の 奴 違 額は 劈羣 じ. 一縣じ 止ま も 技を 遙 ふて 更に 舊_ 


-て 


參薇國 幾 金に 就 

11 ホ 國移ぉ 調査 報吿の 一節 
を 衆 國な府 のな 命し ねる 移民 調查委 j 

員 ボーモ か 召 十 年々 巧 一二 十：：：！ じある 

そ ー ヶ巧閒 じがけ る故國 送を に顚し 

太苗泮 岸が 留 日本 A 二 千 〇 お 十击人 

じ 裁き 調杳 したる 所 じ 化れば 巧 楽に 

j 從事 ずるを 四ち ミ 十と 人中 送を をな i 

しねる 者 巧と 十 醒人其 送を 额 四方ん 

で 毛な あ 十一 弗 都 巧 じ 於け る 賃銀 牧 I 

て 得 濟妈な 二十 六 人中を をを 爲 しねを 

1 賓 西な 二十 六 人中 送を をな したる を 

音乂其 送金額 一一 一巧 二 千 おな 立 弗 農 

^經營 をと 巧 六十. 人中 送金を なした 

る 落 二な® 十ぶ 人 其 送金額 吉巧八 千 i 

〇义十 巧 農業 勞簿者 巧な 十一 人中 送 I 

をを なむた る 者 二な 击十 一 人ぶ 送を 

額 ミで 义乎 八な 0 五 弗 お 炭 エま拽 十 

一人 中 送を をな したる を 二十 二人 巧 

送金額 四千 班 畳 (卡秦 ミ》 ふ 成績 

をを せ も 

114 ^ ぶが 如昏 をみ 上の 熟查人 貴ぶ 

發 ずる 送金 人員を 截 をを なて 示せば 

樹 人め お 四 割* 都ぶ 貧錶收 巧を の 因 

豐 ハみ， 農 榮潑營 賓の吉 辯 一' 芬 、農 

索 貧 银な得 者め ホ 観 一が、 巧を 王类 

の去觀 I みさ 友 ふ穀を じして 一般 じ 

勞截其 他の 夕 法に ぶろ 賃銀を 奴 舞し j 

ク 、ぁるを は獨ぶ 事業者に， 化し 送を 

鋼 合 多く 特に 農 装緩餐 者が 蠻 わじ 号 

割 二 蘇の 送を 寿なる じ 翁し で 庭園 勞 

I 慟じ從 事せ るを の 送を 畫ハ銷 ー ホを 

一を むる はを 篡 すべき 黯 なら 

を 均 塞 棘 巧 上の 送を をに 熟て 

ず 辯 r 人の 送金額を ぶる じ 其 額の 查 

ホなる は晚 業潑營 奢の 二な 八十 乘十 

よ彻 じしで i 王 ホの 一. 音 二 燕 九十 

五 化を じみぎ 滯甫賃 象な 得を© 首 惠 

ホ 夷 立 十ー ニ 袖 其み じ 位し 農業 經豐 

者、 農業 勞戰 をは 稍 下ら 谢 をはな ぶ 

十五 弗 間 十 i を 落は •百ぶ 十八 巧 置 I 

卞お 他なら‘'.‘ 

画 送を ま お § 讓査を 員は な 上の 

成績に が鲁 して 扫 本務 民® 海外 送を 

額のを 少を ま黯ず y きお 因啤 其重霎 

なる ちは な 益の 多 ホ 日本に がける 扶 

をを 冀 ずる 父 域 妻子の 有； i 、 當國じ 

がける おを か® 巧 兹に當 苗に がける 

なを 德 をめ 有無な bw なし 巧に 數項 

のを 意を おしれ*? が 其 おぶ 業 及び； 碁 

栗經營 若が 他め 貨 あが 得を じ 比し 獲 

をを のみな き理 おを 左の おく 說明ザ 


動 意め ホれ じ 比して 夕大 なる も典夕 

は ホ 國じ秦 女を おず る旣婚 者な & 

のみならず 現々 の おく 旨舊 農業 お 
ぶ 梅 業じ從 蕾ず る 時は 其が をを ホ 利 

じ 使用ず る 事を 得べき も 貧 銀 化 得 者 I 

一は ネ國じ 家族を がず る 煤を 夕<當®^ 

じ 巧て がを を 有利 じ お 資する の機會 I 

ホな < 直つ 一 殺 じ 早 晚歸國 せんこ W 

を 期待す る もめなる を おて をは 篆族 

の 巧を おくば 何等かの 方法のを 

め 其剰餘 をの 大部み を 日本 じを をす I 

るを 普级 どし 义 其を 部を 送る 盈 

なら どせ ず 

乂貧室 ザ 

A 理 おが 普を 生活 二 都合き キ 貸間 二 
を アブ A 瀑度臺 所み 無 壺ノ湯 氷 アブ 

▲なを 器 一 遙リ備 へ ツグ アン パ 白な 

タグ ニモ 巧 刹 A 一室 獨ちー ヶ巧八 弗 

ホ讓 時間 午後 乂時 

富击會 々計 主任 j 

214 ^ E . 2 含 一. 空. CUy 

お遵 なる 巧理巧 道具 照の 搔讓 

.渡し 度し、 望の ホは 新 お 社へ 間 

をされ 度し 

A 組合 貫 夕求か 

0 本人 ュ シブを 五 巧 雜巧上 投資 港、 

I 省が 且發 を' ノ餘强 タネ 事務 お 環* 經： 

暴 ヲ要夕 V が 日 寒 通儀义 ヲ認メ 得ぶ 

考 

I 詳 親ぶ 二 申を ブン目 本文' ュ チ豈シ 

夕 P .. 夕 • ' 

. 9: だ g - o 至 〇津. 

nhica 的 0 


がに 復 せらを は 試み じ 某の 新藥な 

ものを みがした る じ 其 結 梁は 從ホ肺 

患者に 巧ゐ 巧ら し 歎 極め 藥晶を 調を 

したる に 止ま も 何等 熟 法の 發 見と 認 

む 可き ものな からき、 ホ も 菊の 如き I 

は巧謂フ で々？の 1 禪なれば論ずる 

の 僧 値な きが フ 巧の 新法 か縱 み試璧 

め 結 あ其效 力を 認めら る、 も. 左 ホの 

肺 部を じ媒锁 しおる か 如き 患者が 氏 

の旌 術を 受けて 元の 健康 渡 じ 猿し 得 

巧し をす るは 誤な b 、 凡を 血 精の 効 

j 能は 普 あ 世人の 想像ず るか 如き 直接 
的の ものた ホらず 邸ち 肺病の 徽茵ダ 
人體を 孤ず 據 をは 之を 巧ぐ 所の 力 か 

る 白血球 樣の もの 體巧 じを ず 然れど 
其 人の 體質虛 弱 じして 之を 化る の 
力なき 時は 徽 茜は 盛々 繁殖す 可き か 
が じ 其 繁殖を 防止ず るが 爲め 兎义は 
其 化 溫逝勸 物の 體巧 じがて 髮 成しね 
る だ截の 徽茵を 注がして 脯 病の 徽を 

ど顯 かせし め 其 間 じ 化 聲茵を 殺す 巧 I 

の 力を 赛 をせ しむ るげ 目的 どす ►左； 

れげ 一旦 腐 錐し ねる 肺の 部が は縱か 一 

まが L たる 血綺 じょら て 治療 せらる 
る ^•^元おじ 猿す る も の じ非らず巧 ん 
やぶを 脯雜の 央ば旣 じ礙錐 しれる か 
如き 恵ま ボ 健康 體 どなる 事は あら 游 j 

ベから ぎる 巧なら、 フ 巧の 血 焼 ダを 

をの もめ ど 異なる 處は 冷血 瓢物 ねる 

露の 血を 應 用した る 事に して 龜の血 
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をして 常用 レ 化る を なれば 或は 栽が 
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毎 ホ 唾 じ 於け る 高峯博 ± 巧は 本 巧 
^ と R ホ ノググ じ 上陸し ぶを まが 長 其 
他 有志の 歡迎 をを けたる おなる が滯 I 

が 中 同地 新賴 記を じ 語 b ねる 談 かや I 

が 巧の 日本 入 じ 願して 語らね る； 妍を 
聞 < じ 

目下が 巧議 會じ提 おさ れゐる 日本人 
± 地が 有 禁止 案じは 憂慮しつつ あら 
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粟 慕轉董 . 
参豫算 案の 通遞 


ま卡邸 日げ 東京を 霜む 化 おば 當 H お 


讓 路豫黨 委員 接を じ 於が る 政ぶ 會ど 
1 麗お黨 、なぶが 樂 部、 ぶ鑑間 患會等 


^ 磯ながら 我 黛は な熬 をぶ 礎 どせ ざ r 

る 巧購を 承認す る 事を 得ず をて 我盞 

はが ホ 貴 藻を 援助ず る 能は ざるす し 

但し 從巧 硕黨の 行動は 確か じ 憲政の 

一進 ホーなら ど認 むる' をな て 直 じ貴黨 

におし 實戰 を布吿 する が 如き 事な 
曾を 巧 黛は 嚴 ぶ 中立を 守な 両 黛の 目 


~ の聯か 単 どみ 蹈 じ敏激 なる 諭戰 あら j 的た る 立 藍を 治め 實 現に 努力 せんご 
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で 政府 黨の勝 别じ歸 したり ごの 事な 

しが 去 十 立 岛の萊 を 發帶ピ 化れば 

I 豫算 案は 愈々 同日め 講題じ 上な 部講 

の 姑裝赞 がぶ 八 千 六を じ勒 する が 

巧み 十一を じて 部閱議 會を谦 逆した 

I な も 由に 該豫奠 薬は 前棵巧 憩の 搔 
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I 對 しは 篤の 滿 をす ぶじ おる 答 辯を 爲_ 
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I 答へ たら- VJ 


心.， 公 <1 <J A: A <1 公二な 公 <1、 

震戀兩 黨鶴携 

..雛 鑑 


蘭黨め 斷絕始 ホに 觸し 化ぶ をの 松 旧 

忠义巧 二 巧 十 か R 午后 义袭毅 f 誠 I 
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互 患 間 志 會さ拜 サ四 H 左の 躺領 が 

に 政策 案を 敬 表せら' 

綱.- 領 - 
綱領 どは 巧 驚の 永 义じ對 守すべき I 

丈 方 かにして 旣じ 本を を 言 蓉 中：.^ 

聲 明せ る處な I るが 今 之を 刻が すれ 

'ば 左め 细..)’ 

一:'、 皇垒を 中 必^して 忠愛の ホ簿 

を 顯彰ず ベ 一 立；. ザ".. ず 

一、 維辭 の鴻圆 を寶藥 し開國 進取 

の 農 講を妖 興すべし 

，一;、； 窓 ホの 儀 章を が ザし 巧 塞の 犬 一 

權 をを 盡し國 お 大臣の 黄 巧を 嚴明 I 

じし 巧 民の 權義 をお查 すべし 

一、，'. 敎 巧を 普及して 國 おのを 徳を 

進めな で 立 簾 的 智能を を發 すべ 

1 、 お 應巧胞 の 精義を 推擴 しで 祖_ 

をな 良な び お 溝の 道を 盡 すべ" 

一。 農 煎 工業の' 發 達を 圖ら 巧で 民 ~ 化 

みを 充實 すべし 

一、 植ぶ 地の 貌禪 を查 ぅして 國を 

を靈拽 にす ベム 
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1 其確證 
前年み ントグ ィス 博寶脊 場 じがて 0 
.离島 化 海 巧が 歐脚お 晶の油 繪中じ ホ 
祿 ょらが 腊 せる 黨 風を 見 おし 〇么を 
を 子 子爵に 吿げ供 じ 驚き かつ 喜んで 

之を 觀た而 して 其盡を 0 名を 記憶し I 

て 房た々 ぶ も 其 人は 佛 入で' は 無ウた 

が' 歐 •地め A である 〇 されば 巧國 明治， 

五十 年じ閒 催ず べき 世を 大谭 覺會 じ； 

巧が すべき 勸誘 めが ど 其 次第を 申 塗 

; つた 〇を讓 家は 知己を 外國じ 得た る 1 

ピ賓び 出品は 匆 諭旨 身 も 渡 日し 其が 

発 むつ \ をる 光琳の 大 がを 親しく 娛 

が替の 返蔚め 着した めは 恰もを 博覚 

省 無期延期した 陵でぁった 〇化 一事 i 

命」 嫌轉 じがけ る該塞 風の おった めが 

觸然で 無い を 解し 得らる、、 でる ろみ 

け 本靈家 じちを 稽的 がを つた' I 

軍 本モタ 十数 金 前に なろおが 〇, 袭 術， 

振 めん々 が 強に 怪異の 方面 じ 盤 

I 々魏 機融を 出ず ゾ くを 必 LO ホ 風の 

菩- 渡を 應 巧した ので 世人 かを 恵を 患 

す？. 屬 に. がく レで をを 成た 人 もを か 

j ったが。- 基 溝 あはを もズッ ト赏し 司 

:提汪 浅が 育鄉 め掘繪 具で が 風を 摸せ 

IV ミ 剖 調 乎を 繰な 基した のでぁった 

飞」 れで Mil じ ミし. 孰 節 記 潜な でぶ 

ご壤 鞭した 肉に 名聲を 礫した のでを 

ぇを し.' 

1.. ク ..くず 山' ぶ. 

j を 衞き唯 歲獨發 。是 ± 太夾 0 蠢な 

知- 氣を縣 し ロハ 旨娛 むめみ を' 敵 火 @ 富| 

一を： ホす る 齡罰萬 ザの 藥 ど. 途か〇 新 じ 

-遣 ぶんごず る 苦 也 慘惦が がれば こを 
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あるから 赌來 巧-を 鶏ず べきで あを 

ザ然 .し 窃實を 離る ど羣藏 錫は 筆を あめ 

b 濃は 才ぞ聚 め〇鋪 巧は 为を ホめ 接 

が； 怪は禪 ど ホ ぁね だなる ぬ 〇巧夕 少 

一し 進めて 賽 は；' 

盡 ドーち’ 屏ぁら . 

白 C 神晶 巧く 妙祐曰 X 能品是 でぁ 

窥 運を 勘： 天 旗 じ ぉづ？ 其 巧を 窮ふ 

でな き？ 么を紳 品 ご嘗む 9 拳 墨 お 絕 

I 傳染盧 きを 得で？ 惹 趣餘蒂 をる 潜- 

を を 妙が ご. 言 ひ〇巧 お 傑を 得て 嫌が 

をを はぎる をぶ 之を 能 おど 言 ふので 

j をえ.，. されば H 本. 讚は；. 

て；.. 郝品 ど啤び 妙な ど稱 ずべき 最 j 

'! 華の 腐が を完 がせん ど 欲すれば。 篇 i 

I 實を 上乘ピ なすは 不呵 である 0. ' され 


寫を 離れ 別 灭地じ 進む のでを る〇丽 

して 火 成した のが H ネ議 でを る 故 じ 

其 用筆 簡 にして 恰もみ 兒 の戯盡 じの I 

たよぅで も 0 ' 一誠 j 馨 苟もして 居な 

是 等は 見る と 言 ふよら も讀む W 
言 ふ 方が 適當 かも 知れない 程 だから 
我 書 じ 於て は 鑑識 じ 窝んだ 人で ない 
VJ 妙 ホを 解せられ ない 〇 
なじ 我 日本 蕾を 見慣れない 外人には 
を 易 じ其眞 がが 辦 せられな いので 0 
寫賓じ 近いが 化 晝纔が 漸く 歐米人 じ 
知られ 始めね ので々 る 〇化齋 を 日本 

ホ 曾ち の 大家 どし ひ其繪 を瓣帮 的に 
諭 じ賞贊 した 夕は歐 ホの 審美 學 をで 
ゐる〇 . 

其 銭に 嫁 ひ 〇巧國 學± 或は 爆 古の 量 

專 有る 學者 連が 同じく 洋語を 繰つ ^ 
巢繪 風を 贊嗔 してち をのは お受けは 
しても 日本 繪 あは 必 底から 敬服し な 

い 0 tv ダ. 他め ホ 面 じ 潜んで るる 眞隨 

ぶが らしめ だいが 口 化ぶ 面は 巧圖じ 

巧て さわ 鑑識を 要する ので 容易で な 

い〇 然るに 前述め 如 < 歓ホ留 書家が 

おじ 觀 宛の ホを 向けつ、 ある 巧が 0 

扫本繪 のを 所 どす る 方に 接を しでぶ 

ねから 〇早晚 巧畫を じがけ る 知己を 一 

街を じ 得る 事が お 來る〇 されば a 本 

I 綠め爲 じ 萬 歲を锻 ねばなら 堀-ので 

ある 0 

谎 して あ ホ 文 お 繪畫會 じ 見る がか ィ 

日本 冀 家が 孫 生じ 傑ね のも〇 色彩の 

變 化を 研 かかず る じは 洋畫じ 寧ぶべき 

がが を 又 光線を 巧に 應 用し 美化 

せしめた は泮 翰' の 特長 だから 化両 ホ^ 

面を rO が 儘 藤 巧 給 具 皿に 义 れ〇 あじ 

大 '正 時化の 渐 H 本繪を 大成す る 事が 

出 巧る ので あろ ふ〇 がさな. かげ 

H 本 化ず る 

我 お 厥は をより 破 巧のを 所を 學んで 

簾く をを 滞 化し 己の 婉 じする。 唐 巧 

から 學ん だ繪も 之を 晚し .0. -H をぶな 

野 VJ なつた かく 〇が晝 を學ん でも 何 I 

晚 かぶを 脫し〇 新しい a 本繪 どな る 一 

事は 〇 漢籍を 义學 の骨隨 としても 气 

か 魂て ふ特 がめ 氣 風を がた 如くで あ 


棘國 ごして あが じ 名を 爲 しり 我雜貨 i 

は. 类術 H 蠻品 どし OS 他 も 詳し 自 .も 巧 
じ〇我 同胞 諸を の 巧 頭 じは 〇槪 ねァ 
!卜 て ふ 文字が おげ てを る〇 されで 
歌に ホ 上ぐ るは 不遜の 次第で 恐縮す 

るち あして 其 諸 實の藥 術 思想が を 

をで あろ ふか 〇班方 巧に がける 鑑識 
が豊當 でゐら る、 か〇 をは 大じ疑 ふ 
巧で ゐる〇 . 
諸實の 巧て 袭 とする 巧 〇雅ど 許す 品 
物が 〇 果してぶ さ； 口 ふわ 如く 償 値が ゐ 
るで ゐろ ふか 〇眞じ 日 ネの 美術品 ど 
し 外 邦 じ 紹介す る 程 じふから 趣诚を 
解して 居らる、、 であろ ふか 0 
を 離 ホ 巧んで 十 夺じ垂 んィ」 し C ポ 1 

ト ランド 及ノ； ホ！ ク併じ チヤ クソ 

ン 、ピ！ グ簿 のを 愧覺會 じ 遊び 〇壤 i 

巧を 始を二 四の 都を を經 むが 〇お胞 
I 雜貨 がの 菜 術 品を お ふ 諸賢 じがて 0 
眞じ 鑑識を 備 へた 人は 實じ 少数で ゐ 
つた 〇义 博覺 脅の 冀丽の 弊 舊を伺 ひ 
お然 ねる を 得な かつた。 夫は が じ 他 i 

目論ず るで あろ ふが 0 

實じ我 同胞の 嫌 貸ぶ 生は 
遺 減な から 大半 其眞 美を 解 さなかつ 
た〇 がに 顧を じ 勒し說 明ず る 巧が あ 
黯を 誤で 居た 〇而 て. 化^ 常に 斯 くの 
おくで あるから 轟 物め 化 入が 甚だ 胞 
必 しない 〇 されば 嘗國め 顧客の 嗜巧 

が 普 H ょ 6 巧 上して 居て を〇 却て 雜 

貧 巧 諸贊 めみ が 後れて 运る 煤を ガタ j 

い〇 其れ故な 其の 昔 I 员れた 時化の 巧 I 
諮 輸出 おきの 不 美術品を 尙憶 面な く 
環 ひつ、 昔し め 夢を 繰ら 退て 柄た 0 

雨して モクげ 本 雜贷は 歇只だ ど 旨ら 一 

嚷戳を 漏ず ので あつね 〇 ' 

:粟 望， 


之を 見る も、' 其 数の 夕大 じして 人種 

のを 樣多 補なる こ W 誠に 驚くべく'. 
就中 東南 歐羅 じょ' = 'の お ほは を 数の 
過半を' 占めて おる、 政治 潑潇 上を 窓 
I 劇なる 變 化を 惹起せ ざるを 得ない 道 
迎で をる 0 

維 巧 灯く 颖自 もち 義 なる ものは 乂じ 
高欄 じぶ ねられて 绩鄉 したる 奪 
由ち 義を研 墻 しで 唯 巧び をを 活用 
んど する じ 巧る のみ ど？ 又 曰 {「故. 

.新 鶴兩自 かを 義 間には 實質 上の 蜜 
I 異なし、 隨て新 自由 ぉ 義は塞 も突號 
，ぶる ぶ 法 巧は 革命的ず 段を 要する も 
のじは ホず、 唯 正直なる 運用 巧を 選 j 

て 么を巧用せ し ゅ、 . 人おもホお述巧^ 

おに 信頼して 極力を じ 輝 媛を おふる 
じな な」 ど 〇巧义 H /、 つ 新 自由ち 寒 

は鶴自 め 主義 どが 基礎 泉 源を 一 じす 
泉 源 どは 巧ゲ や、 人 ほぶ 自め必 情 精 1 

神是 なら、 新 目 かち 義の 要は 盛 ホ 巧 

が的氣 象の 覺禮じ 化り」 ど 〇 ‘ . 
雜雜顿 おを み じが 名なる チ 4 ゾ ずす 
! ス巧藥 郁 どを ふめが ある、 ゴ V ス 
やが 他々 ン トリ ー、 クラブ 这 しでの 
唯 備も薄 类を聲 レ、 化お樂 部に ホ请 

し 得る こどは 岡地廊 をを じがて. 呼 ご 

のお帮とち へ られ て居る、 礎大'^你| 

鉴 部、 打找 ，霊 識|霉 畫蓋 

入 をし て おた 、 お る だ 維％は先 i ：： 岡： 

お樂 報の 名 擧會賃 としで か 入を め 巧 
燕を 謝絕 して r 御が 窓 お 謝する 祝な 

• • IV ■ • k 、 」 1 ■ Jta .. > 一.，/ • 


ラ 加減の 妙 嗓は礎 かじ 义道輿 巧の ブ 
! ダ ー 嚇卞 、と 祟 め奉 る 々 々 《 を 

馬 貸) 

A 流言 說語 、離間 中傷の 限らを 審し 
巧 論 こ 喊柯れ をぶ が V 」 が 斷し 能は ず 
一一 一年 越間胞 問を 餘せ 遊せ し 菊 述逊を 
穀事がは々回め銳網；^;;£;:^わ 

碱 11 1 文 じょ b 略 ぼ爭點 をが 白 じず 
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物祖 化は 餘らじ 泼霄に 也 辞し 笑いを 

後胜じ 遺し 〇 み 本 博 主は 洋學が 藍に 

な づて窩 ± の 誠を を 解せな かつね が 

是 等は 誠 じ 少数で ある 0 - : 

故 じあ ホ畫 がの 獲 調は 畜 ぶべ き！ 靈 

であるから 9 々な 上數項 じを ち 奠雜を 

を义 々じ 御 细らせ 中した の. で 由る 

掠 葉 じ 渡つ て緊 嬰のを 訴み 


を 婆 然お 砂を 離れず はならない 葡述 I 筆の が じ 大じ訴 へねば なら 巧 事が を 


おがを 條壤を 段み 滿 じて 後 も實顿 摸る G ': 捆 巧ぶ なれば 我 肖 本は 一 岩に 角 巧 


飛 闡妄講 

'、： 邊 ，': 民 

箭す貌 領雜樹 遜 巧め 選 擧運廊 中が 地 

じがて 試みた る 演說の 要 都を 邀 集し 

之に 「漸自 あを 義」‘ なる 標題を がし 

て おおせられ たる 一 小冊子を 讀 む、 

維 氏は T 進 ホ」 ピ题 する 三-早 じがて 

米國の 法制が 其 政治 上 及 經濟上 じが 

巧る 急 劇な も錢化 じが ふ 能は ざるに 

ま^たる 形势を 論究し、 巧 じ 化の な 

治經游 上の 急 劇なる 變 化を 惹起す 

に •まちた も お 本 的 •原因は ホ國乂 U の 

異常 じして 且つ 急速なる 密度の 埼進 I 

じ をら ど 說 いて 思る 0 

成る 释雑 巧の 言の 通 b ホ國人 u の廣 j 

i 增は實 じ 驚くべき もめが ゐ る、々 巧 

を じよえ 增 施は 姑く おて 之を 諭 かや 

環に が 國 よらの ホ化路 民の み じ 就て 


るも义 統領 就 化の 後は 墳曾貝 •、よぶ 
「コ > この 技を 樂 わの 餘暇 なきぶ 獲 

」 ど 巧 ふた 0' 叉 過般 紐 巧 「ペタン 
シグ バ ニア」 停毕 蜡じ懲 み T がすぶ 
や、 肖らが ホを 捉げて r ランす みろ 
ン タ！」 .の搞 水 蕾に 趨^ 率然 どして 
サン ドウ キチ」 を 嘴む が 如き、 又 海^ 

おなが 旅が かな 大錫遊 貪 乳を ょ 自 ノ特； 

別 車 兼用の-掘 おを 謝絕 し普述 の旅密 

ご 膝を をへ て畿 笑せ レが かき、. 遗れ 

も投必 收攪の 一本 段せ り夕 J 誰 ふ者ゐ 

る も ホ 神 時に 維 氏の 所辭漸 な 面ち 葵 

の 實れ者 どして 人 也を 新 じせんと 寸 

るぶ の 用 窓の がする. 虑を雞 ふじをら 
ん かどら 域は る 0'， 


hy 
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アグ トン 座の 劇評を 拜巧 したが 話 

港 先を ホ々 鄉娜 まの シャン ピ》 节醉 I 

拂 つため か、 セント ザ ーー ブ壞の 縱を一 

じ 御自みが お ー ツ ピ な つ た の か、 但| 

しは 下 お 的 か、 ょく マ _ 了 上 ホ じ义鼓 

を邮 くもみ a 了ぷ， ら义绽 

も-! 旌じ 加入 ク-ら ょから 


’義 - 

齡舊 策を； ‘ 暴嗦篡 が：.- 塞か'？ を 農 擊聲糾 鞭 





事. じ なれら 化 機に 際し 事件の 眞 相を 

絕 かせん V 」 する 新報 紙は 直言 直筆を 

明嚴 正の 態度を 持し を 平なる 競を の- 

が 斷じ訴 へん こどを が 望す (不可解 

郞) . .. 

A 化 度 開演され わ 日本を 居の 一座に^ 

例の 別 擦が そさんが 現 はれね ので 化 I 

巧を 贈らう VJ な- 〇 返る 者、 送迎に 自 j 

職 単を 迴 はを うど 力 溜を 入れる をな 
ど 飛んでも ない ホち 違 ひの 誤 親類 筋 i 

が 俄か じ 離へ たどは 矢 狼り 岩 巧 神樂一 

の 初 よら だが 御ず 卿 かに 願は ないど 
夫れ ガ篇 めを のが ふ乂ダ ぁるんで ゴ 

ブンス (朝 傍 生) 

I 議お學 校 モレ コ ー ドを 應 用して 南京 

朝鮮の 雨 語を 修めね 矢 野寒臂 器は お： 

ホ がらに 英語を 诞强 する ようじな つ 
でめは 巧 所の な 人妻 帶寇め 御 得 蘆 撥 

巧 つても ブジ タス. ビ ミクみ ンダ义 
ジ シユ； /」 賴 まれる からだ 艾撫 ず) 

© 韓國 鑛光團 記事 i 

毋簡謙 i の 組織に 關 しが 發あ 清ぶ If ミ； 
闽 逍の懸 なする 應 は、 園 員め‘ あ 渡 恥! 

旅券に 辩ず る：：！ ぶ 娘 麻の 態度 あじ 邀 

i 岳 (姆嫁 中 3 樹员： が 1. 時 歸朝ど 岡 時に 
狮豫 効力を が滅せ 'る、 ホ なきや じ 
化ら しが 敵 あ 鬼み お 谣ぶ逆 倍 じ 化れ W 

ば 巧 政が め荀訪 間隨員 態度は 敵るな 
乂 じして 蝴 野の お 力なる 乂ナ •は 多年 

縣み じを b て 孤 郝瘡圖 めを 巧を 爲し W 

つ、 を も 椅胞の 歸國じ 向つ て お巧攝 

る 丈の 便を ど慰雞 どを 與 ふるな 様な 

る 率は 0 での 諸 報じよ りて 明かな 
ぶれに 目で 阐 員の 寡 集 じ 翁を 中な 
當地 のが 國訪閱 圃發起 者並應 裳を 諸 

おもを によらて 従 ホめ 懸念を 一掃し 

得ら 導なる 巧し ■ 

ah 本 政 麻の 薇 ホ 劇が 遇 目下が 國 

訪轉 中の 夕 3 マ觀ホ 魁は お 後 瑜闡屋 

じ獨 ずるが 藤ぶ 及 陸軍省の 意見を 致 

じ 付 礎た る 命 かに 接せず 又 領事 舘よ 

'り 何等 一定した る照會 もを け や 也 お 

め 墟お發 したる を 巧て 輪 期 後な ちじ 

ぉおあじ お 頭し 徵を 猶豫 、旅券 下 附^ 

嫉を祕 i の おじが 具' 中す る處 ぁ. 弓し かず 闽岡 

力. ン ぶ- 1 削發な 者. よらの 報吿を おる じ 巧な が 


一、 閣員の 總てじ 鑽し再 渡航を' 
下附 する 事 

二、 •徵 を猶豫 中の 園 員 じ對 ，しな 集 I 

みを 發 せず、 郎ち 猶豫の 効力を ホ 

認 する 事 ■ 

どなれら V 」 ， . 
▲羅 S ホ 園の ホを 同 園ぶ 去 十四 
日 南 ホ 展寛會 を 見物し 午ち 化筑 宮殿 i 

下が 啓の 際は 巧內 の) 方 じ 並列し ミ 

ど栖對 甘る 會頭一 一條を 爵あ 委員 志 藍 

重 躁氏等 二十 嫌を £ 典 じぉ迎 へたる 
が 化 時 宮殿 下 じは 觀ホ 鬧眞) 同じ 御 一 
曾 滑を 給は り 後お賀 巧を 經ブ 「異鄕 I 

じ籍 蘭し つ、 をる 同胞が 今 H 悠 々を 

一踐を 訪問し 轉る をの 餘裕ぉ 巧し 事を 

稱 讚し 且豁巧 益々 溝阅 努力すべし」 
どの 難 有 御言 葉を 給は-^ た -^ W , 

A 搔離営 巧觀 十五は 酒 ザ 伯 儀が の 
有名なる 庭園を 觀 、夜は ホ 十を 就み 

晚餐會 じ 願み 十六 日には 特 則' じ濱雜 

おの 巧 觀を詳 された るが、 其 姬横淸 

晋 0 が ゴザ 物産*. 服 部 綾雄、 淺巧經 I 

一郎 諸 巧の 招待を 受け 义巧 越が 議寸 

は十乏 日が 一同を ホ 國劇鶴 じ おきた 


ミ HMS ; n 


•tIi ta -c 


を 目 來雜貨 並 お 

リン子 グ 類.： 
霖がブ タザ } 

含罢養 R 養 弓 萬 寅， 
器 夏 置尝蓋 y J - YJ 穿 
呈畳 8 •農 10 舊這 


ス 


霧 蠢雲審 雲 @蠢蠢 み 

㈱ 目 本鄉 料靈勉 I 

愛里 巧淸浓 、原が 携 選、 親切 廉 憤を 

@ ヲ算 トス、. 夕數 宴會二 適スグ 犬®! 

@ 歲閒 アリ 倍舊 / 御を 頑 ヲ公フ 嗓 

@ , 六一吴 码 でゃ廣® 鐘® 

@ . 157 E ま th ， 里. . K 空 V さ rk @ 


. A 雁^ 支那 料 狸 

武市 サン ブ街 四よ 



こ N . KU 》 〇己ミ ま」 豪を u . ra ミ . a 豈 

ジ！|'.:づミ.101' 47 Saa を. St . Br さ一是 夕 


A 大腿 お孤訪 間羅府 觀光閣 め濕淺 
旧 中 氏 等は を稻 困に 同 伯を 訪 間し 巧 
ホ 词胞の あ 精を 陳前 レ' ねを が おは " K 

ひじ 滿 ぶし 追て 園 員 一同め ホ 訪を摧 
まれたら (0 上 二 一項 電報)’ 


參御震 業 

御望 二诏リ '「ブ I プ 八ポ！ ド」 化 狼 _ 

二. ュ.！ ち ホ チヤ！ グ .ヌ巧 

'一：，... 十 か 雷 (十 巧ぶ 十一 巧賴) 

' .C. A 啦歸 . 


横. 辭 


琴 


韓 £ 1 霉 1 


横 料' 醫が 輿固蠻 

:が X i - OSTfi •，。巧 rY 

- Bet Colui だ bus & MJml-lauu Av ご. 

T 已空 ver 帮を 賓冀 


ホ 幹 か 描 鈍 牛 j 

..11 ドン’ チキ 

ホ 瞬. 唯一 心 冗 靴、 金舊 板め がを 
澈 難媳雜 むち、 顯み 巧ぎ 奴は. 
薇 お L て 勝の 巧を 殺れ. 

''シ ャト て. トツす ろ おを 和 

. 眷化次 巧 ‘ 
; を 荷 菊が 社 巧 南- 麵 


X ,. 


ぶ* ろ ■ミ 》も《ミミ ぶ ■— ミミ ミー 


J 


察 


去 


□ 


□ 


□ 




バタ 




A 自を前 化 時 至 十) 時 、_ 
A 午を 六 時 ま 同乂時 ， 
A 円曜比 午前 娘^ 、 

西 六十 四 T 目 四十 二番’、 

電請 八 八吉ー ニコ n ン バス、 

ぶ 春錄鄙 i 


挺邏 一 

一^^ 

1^1 


巧靜 じして 淸 潔なる 

.乂 貸笔 £殿脚 軍 


Mr で •一 oshlno 
一訖 J を S - な nee おで わ 写 

ぞ這马 ’1 堅を 望 - Tel 3072. Mom 奪 直. 


AMf. t — — — Af. 

一. さ - f - f ♦■ 二 争 --* Jf A ? 


- toT .- a *- -9 -§ 
インジ、 打 用具 其 

语 

画 ^-" V 


r を 軸 賣藥、 

i 他 だ デ。 

《肆レ 高見 ド クタ； の 處方冀 持 
n 參の 方へは 特別の 御概 益相訂 
二 可申換 ' 

■r ご R ご G ST 0 空： 

♦ .客； L . さ RI:o . 

《一富 ！； .hi を of vver . % さ 一.. 穿 ミ Is St 
心 Te 三 苗 こ 一己 u Broo さ 己 




Af .f 4 ? AWT Ay Af il -f -1 A 

T 4 ST 1 


IttTlfT f -§ A » TAf . APT .* y-If ■» 


麵 5 本口乂 事務所 


溝事講 載の 槪 利を 計 咬げ 蹲 親顿を 3 り 

ミ 致ず 荀く曠 闕陸鑛 禪を廷 被で 度 候 I 

霄話 so 八 九 ブラ T アン' ず 
.826 害).、 \ ve ‘ Sr ち th N . Y •こ’ 


j ~ ぶ .- : 


參 世界 無比 
の 景点贈 


A 博义 を 書店の 乂勉强 ▽ 

A 景品は 上下の 二 穂 類 ▽ 

. A を楷の 四觀引 这间樣 マ 
A 地方' 諸君の おが 機會 ■ 
弊 席 儀 昨年 十二 巧よ ち々 牟一巧 


にかけ 景品 贈大貨 出しの 滕は四 
ホ 諸 彥の御 引 まに 彼ら 空 馈岛盛 
おを 星し 候 段 深く を 感謝 候 就て. 

は 今 画挪か 御高 化じ馴 ひん 壁 一一 
巧 一目 ょら 同一 二十 一日まで お ふ. 

吉 十】 日間 巧に 於て 嘗籍じ 限 6'- 
.現金を なて 蕾 弗が 上 御 買 求めの 
方 じは 養 苑综じ 即時 關鑛 を飼强 
じ 景品が がへの 福引 相 偃し 淚閒. 

巧 機を 逸せず お 際 御用 命 仰せ 階 
けられ 嫂 候 〇 ■ . 

景 轟は 上下の 二種 -！ 

山の 部は 营萊每 じ. 一本 猪て め藏 .1 

引勞 がき ' .' 

下り 部は S 囊 她豐. 

じ辩し 一本の 福引 祭批 二 11 

卡蟲じ 灣 — 注 驚 1 

下め 燕の 暑 おは 礙て齋 弗な 止み I 
物晶 じして 巧での 物品は 锁 じす I 

なき 事が 證 牌。’ . 一 _ i 

をし ぁつたら 掛は換 へのな きを 一 

でも 渡す 0 ■ ■ . .，''一''-^ 一 

驟割が と 同樣救 1 

:郎ち 一 弗の 致 品を をき 裳て、 も I 
が 且四割 胡 どぶる、 をら な 上 お 
'き當 でなら 宽割も ホ 割 も 巧い な：': 
顯を じて 實 化て 空前絶後の 愚が-: 

破き。...',...‘..' 一 

噓ぶ霸 者は 絕：發 機會一 

搔ホ 地方 よらの 御な をに 郵 して U 
は 孤 送 無 あめ よじ 貧 _ ねて 磯で 遙/: 
の 戲轟赃 どは ぶれ. 要卜擲 かん 化 I 
恐銳ょ.-:^も甘い說0 -■ . 

福引の ぶ 法 どして は； 

'地 ホ ょら 御 注ぶ； め ホに 骑し银 は*; 
舞 巧々 員 巧埋 をな て 畿をぷ き 致； 

VJ 間 時に 誤解な き糕發 ち扣が 窺 
へ 鄉を附 ホ 上べ く 候瞄获 弗ぶ が 
他另 まは 度 弗な 上..： 嘗籍じ 殿ぶ') 
御な 义の 際は 何れ か 上で 把碱 嫩 
感品 はぶず 别き赏 る 事 じ 棋閒を 
•品 郵送が どして 上の 海は 带彼 下； 
.の 部は 拾 五 仙 巧 入め 上 御が 文ぶ，^ 
ら度 しか 論设搞 じがら 截遂 棘は；' 
不を なれ 典. なめ 邊は臨 擬應變 0 .. 一： 
羅お 東； 街 化 〇; 

‘薄文 靈書態 

资 U . E . iMr 玄 S 一一 春を— ち 包 f み， b,;vr 


0 


i 




■ 


i 


古 




盛 


ご 


を お 


蒙 声 




を 







'.ちづ 店：.？ 


- > 占) 女，.： 


導 i 鲁飞 


づ乌 




狼た i ?' 


參米國 のが 父 

蠢 ii 數 


一民 ま黨 新政が の 成立 ご 共に ホ 陵のを 

济歡 策じ藥 しき 變 なを 見る じ まるべ 

て どは 曾て あ 人の 儀 期せる 所な^ し 

が 大統領 ウィ グ ツ-ン 巧は 栽 巧 巧々 南 I 

ホ 諸 菌じ蠻 吿を發 して 新を あの 两外 I 

を 策 か 义てブ .リン シブ グじ 基け る も 

のなる 事を 謀 示し 吏 じ 今回 ホ留の 掛 j 

餘東 政策を 明' かじして 共和 黛 內閣ダ 

多年み 猶し 巧れ る賴 極が 策を 化 猿ょ 

も破壤 しまる じ まれり 

去 六廣借 歎が 入を 排す適 日米 留の 

ホ 資本家' ボ圃務 擲武靠 ま 氏 どを 時 韻 j 

め 营談を 遂げ 新 致 鹿の ホ國猎 欽じ酱 I 

ずる まかを 質せし 事は 本紙 前 歲巧栽 

を 逆らな え ボウイが ジン 巧は ま 十八 

肖 ホ じ 蟹す る 一め を 音を 發 し、 ホ鹽 I 

か 六 國借說 加入は 其 結果. どし て責化 

篆か 蘇繁 たを を i 篡 


してが 軍粮攘 她の趙 借を 試みる 等 凡 

ての がを 方 かは が 外 佛耀を 凶て ま 
せる を 留ま 義じ 慕き ねる もみなら し 

がゥ 巧は 巧按東 政策を 宣言す ると 同： 

瞒 じ ' 「化 方針は 甫 ホ諸國 じ . 间 つて - 
I 應用 せらる」 VJ 巧言した る 巧 よら 見 j 

ればク 巧 今 固の 宣言は 典 か黨從 ホの 
一外を 政策を 根應 よら 破壞 したる 破 天 
I 麗の孽 どい ぶぶ く'、 ま 那巧ホ 國じ對 I 

して 最も 重を なる 外を 顯 係を 有する 
す 本が じ 日本 園 民の 須 らく 注意す ベ 
き萌 な^ V 」 替 ふす し 


嘗 を 霎 霞か藝 を蠢か 


公 公 


では 其 政 洽的疆 立を を ふす るの 怖れ 


.公 公 公な A ム < 2 <JAAAAAAA 

るを ホ 慰を 庵を 人民 ダ 巧て 巧て ぶつ 


參0 本のを 港 大裤巧 品雞禱 ，(十 丸 

自ビ .ィク トリ ヤ を電) 東 巧ょ 6 の 

ホ電じ おれば 目下 加 卿 譲會じ 於て 懸； 

ま 中なる が 日を 通 巡せば 日本 政府は 

斷然 大博參 姉を 謝 絕し乂 巧の 出品を i 

差 止む 巧し W 


< 3 公 公 <3 •公 

♦ウ巧 の覚言 ど英獨 


上記 ゥ 巧め 宣^ 

言偷敦 じが 雷せ らも、 や英 園の 戟ぶ 

は奔 常の 驚愕を なて 么じ對 せ b 、 何！ 

'这 なれば 六醫借 歎め を 渉は 目で 刹國 
一致 圓滿じ 進が しつ、 ぶ もどは 外相 
グン！ 卿ボま 十. 八日 議會の 質 則 じ お 
へたる 所なる じ 其 答 辯の が 刷に 胁 で； 

ら る、 や 巧 やの 韻 際 じを の 電報 あむ I 

し ダな なゎ、 豫 V - 借み にな 對 ななし 

j 新聞紙は 来 國み猎 な あ 棄を贊 し且曰 i 

「 H 本な び-! Si ® は貨 すじを な > -獨 

國巧词 じ、 ホ 菌猎歎 ダ 遂に 失敗 じ 了 

る 巧き は 疑を おれず」 ど 論じを ホ じ 


繁ま義 を 顧戾 ずる I 

ダな て 米 國敕府 は 

資本家 0 大 借款 漏 

入に 關し俩 等 責任 I 

が一 寶 j ざる 可き 事を 

宜 言した も . 

ぶ * 1 么 & ん AAA なな ， 

ム 資本家の 借 歎が 案み 譲 . モ； ボン 

をな、 力； ン '. 口！ ブ會祗 、.第一 題 立 

お 巧 其 他め 資 i 等は ゥ 巧の 宣言に 

ぶき あ々 六 國借欽 翻 ょら 退く 事を み . 

纖 したな 

も 勝 ゥ をはち じ 米 圍あ府 は 

あみょ‘ > •支 郝柴渐 赠の避 達を 希望し 

胜巧 及ぶ 限々 の缺樂 を爲ザ ベィ 雨し 

て其猶 なをを 豁 すべ L ど 高へ ホ 、' ぶ 

覆が を 繁ま那 @ 觸 立を ホ識 ずるは' 盈 

0 巧啼 なる 苟 

玄势 sl か齡か A 改 マブキ ダ》 g を 

な ホ 共が 黛め みを そ 舒は溃 謂 常 留ま 

蒙を 綴 ミし 類 謂 藻み をを 絳 とずる じ 

るを き、 抑せば 帘 巧を 嫌せ、 な 满を一 

一牧 め、 パナマを を ひ、 ず y トミ》 ゴ 

I の 稅權を 握ら ' 、 お鐵 中立を 畫 し、 

タブ ポ 、ホン デュ ラタの 助 政を 掌を 


て 之 じ 載せち ど 

* か 巧みを バ .ンデ y ダト y 、 

: クィ グ ソン 巧货辭 殺'.''/ 妃取- 

岡 巧は タブ ト巧 腐の 外 おみ 客ね' をし 

人に して 新內麗 のが 聲 じょち ながし 

ホ.；^ し ガ今回 の 勒外ぁ策變巧じ 一れ街| 

むで 去 十 丸な 潑 磯した ろ 

ぶ タオ タト 纔 ホ避英 が 使 說夕我 

の希续 じよち 呂 下を 涉 中な ち ミ 


斗 


年 


@111 億 一二 千 巧 巧の 地下 鐵道 
'契約 成ろ ■ 

永らく 協 巧 中な b し 當巧ど インタ 
ポロ"-- 鐵酱を 社ぶ 武巧 ラ； ヒ .ッド トラ 
ン シット 鐵道會 社の 地下 鐵道 建造 契 _ 

: 約は 兩者 間の 巧畿 纏まら あ ^ 去 二十 

日を なて 其 調印を 了れ り、 今 其セブ 
請 じ 依らて 建造 遭雜の 総計を 見る じ 
i 實じ 一二 億 ー ニモ 〇 と 十 化 巧 二 千 六な 二 
十八で 巧、 化， 内！ 憾六千 互な 八十 一二 
I 方と で 六 巧 二十 八 巧は ニユ！ ョ； ク 
巧よ らま おする 绪 じして を 線の 完成 
がは す 九な 十と 年め 豫 をなる も 目下 
殆 んで完 がかる 曰ン ダ-アイう ン ドボ 
巧 竣 道は 近き 潑來 じがて 縣 通され 笠 

二燕寫 架線を ク イヌが. 口ぅ 橋 ごの 嚇 I 

絡は おちに 貸 もの 運が じ まを、 を 線 i 


: ホ*. ぶ 一ぶ て-*' 

1 る 由 じで 利曹予 係の 最も 野犬な をは；/ 
を ふ 迄 もな くが 人 主 地所 巧 案、. が 鍵 i 
源 業 若課稅 案、 擧董 離婚 案 掌 じて， 巧 

:漁 紫課稅 案は 十二、 illH 迄 じは 遲 
も 講題じ 上る ずし どの 事 なれば 闽胞 

は當 をの 間 如會の 形數じ 注を するめ 

要る るすし 尙今期 抑を の 人氣間 題は 

漁業 じ關 する 法窠 、'敎 飾 及び 巧 親 恩 _ 

输 法案、' み兒勞 働法窠 等な む V 」 いふ 

A 晚香坡 か 巧 泮務投 排斥 晚を 波进 

政が ほ 命の 勞 働調查 委員 會は遊 U こ 
ウェスト ミン スタ—； i 於て 開會 

關係 るる 人々 を 召喚して 勞嚼 者© 賞 

が、 を 镶其他 お 細の 事を 調查 する じ 
現き お 地勞働 組を じて は 化 瞭適當 な^ 

る 化ま濟 をな だし 委員 貧の 眞 蹲に 答 
ふると 閒時 じ酿條 せしめん ど ホ r 準 
1 備 ホなら しもなる ダ 化 衷濟の 一人 ど 
して メ！ グシ 巧は 廉巧 移民ん 题紫比 
及び 移 巧 獎織廢 止を 被 力ま 張す すし 

ミい ふ； 


パ ミ 


連 


« l¥f 3 


1 . 


化 えぞ 


クタ* 


が 鑛化廊 


薩法捧 顧闕. 

民事ぶ 刑事 訴談苗 


御 下宿 


3 : 


二. ュ 1 ョ！ ク 攝ンキ シン 

トン 鹤旨ナ ー. 

電請 蹈 志) 八々 デジ ンス 

コ ヤ 


I 契約を り 他の 書類 編成、 贊金 取ぶ 等 

凡て 法律上の 懷賴 に應ず .鑑を 無料 
希望 覆は 新報 就へ 申茲 まれ 度し. 


H b 、ー イマン、 ア 
f 1 シ！ ダグ 


h お 3 an •巧 ■.此 萬 d 

Atl : 033 r and Catneeller at i を 写 


泉 六十 了 目 二臺 番地 

倉 巧ず 次 

電話。 六 八 〇 五 ブラ デ 

菊 祖… .鮑 


寫眞 震孽蕃 gj 

n . ダタ 各種 


安續. 

ニユ 1 


二 燕 賓致懷 j 
? 夕茜二 卡化了 目 四を I 

. ン馨 異 用具 店 I 

窝 ’ ooviv % photcgra を 戌 xin . 拍 
- ■肉を abliB 惡 d 1880 
% 再 A We 送 送を 化 t ’ N . Y . City 


ゴ！ ブ 


管る 繼 S も養戀 f APSH 龍 


I しど、 巧 親 下地す 鐵進玉 事は じ お 馬 I 

運河を 磯イの 外® を 啼ホ智 有の 太酱 

攝 なをち 夕 乳を おで 建 澄せ るを 诗ム 


#lsf I 

.「サこホ覆電」' 

希磯皇ホジ ョージ ー あ陛下はまるず 

八日 御滕武 をぶ 典 じが 巧雲步 中 - 

I 斑漢 0 が鬟 をを けさせられ 午を おが 一 

十五み 遂に 崩御し がへ ぇ践 下は 英 

i 譽お 太盾ァ .ンず ザンドラ 陛下の 御 巧 

j 君 じだ まし 御ぶ 位は 五十 年の 長き じ 

豆も駿 巧の 御せ 潰 じて 扱め てず お 的 I 

成 お ま 巧 ‘ f' し S 、 が 入は 無政府 寒： 曼 

i ぶみ 


♦靡 藏薪據 謀と 米 鹽歡澈 肺病 垂辕 

の紀 精を 發 見せを VJ 稱 ずる フブ 1 扩 

ン 巧は 郝無 おょ：^ 歸着後 も 嘗厨著 

猎を ゆを をに 掏 ひ 新 お 粉のを 射を 巧 

ひつ： ぁるが 巧苑め 中に 一生を 得み 

と 望む 多 歎の 患者は 途の遠 あを 调は 

ず 集る 巧を て 巧の 後を 追 ひ 慕 ふ有樣 I 

著に 戴の 毒 ゆ 極み なれば 畢箭 衛生 扇 

の 驚事潘 はが H 諮 新聞紙を 通じて お 一 

入に 注意を おへ 血 精は ちす 試驗 中に 

をを て 其 熟 力の 拙' 巧なる もめなる や 

は 今 じがて 巧言し 難き もを を 本 i を 一 

なて を 表せら るすし ど 云 へら 


み 朝が 疑 1 解ぶ 制 あ (ホ 日银 域を 

濡) 薄 巧 綜督嗚 お體據 事が め 裁 觸 

な其審 々進が！^々 L 滤ホ 日ぶ { 

荆决 せち 拉 わみ、 鄉ちザ 逆 吴贼で 六 

I をを 験く ゆ舞 面ぶ @ 嫌疑 策な 刺 かも 

覆を さ 机た iv 、 犯 A の 刑期 ホの 如ム 

汲 役 十が 尹を 暴 

爾大絳 日報 おを 撰が 澤 み 搜名 なを お 


み拂曰 運動 一束 

丟巧 六日ょり 化會 中なら し 加州々 會 

は 十日 亞午 ょち 再び 開 會し繁 二期 郞 

ろぶ 提巧案 討議の 時 巧た 入る 答 じて 

餘灌义 は 旅 巧 申ぶ 叫ん 上下が 議菊は 

郝命廢 々サタ 巧ィツ 集 巧 巧冲つ 

J をぶ ボぶ議 貴の 燕ぶ 俯 去 化が ば 避 

破識案 视ホ攤 屏化も 上み 居 如 ば詹鄉 

城ク X ぶ ホ a 淑上に 上る すん ぶ 

曲事な み祖 でが ホ 4 提报 さか 居ぶ 議 

棄に L てを 少な々 ぶ も 旧 本人に 欄 爆 

るる 議案は 一二を 二 禪@ をき に 達し 疆： 


乂就營 業部虜 ホロ ‘ 

-、 手紙 孤を 正雕恐 速に 歌摄ふ i 

ず 歎が 養 ヶを を戴雜 
一、 絕額事 館 手 纔搞お 謡 巧 職、 

■徵 を猶懲 類、‘ 登錄 眉" ず 歎 巧！ 

露 

i 、 通 辯、 繊譯 、商業 上の 賣買紹 一 

'か 

一、 を 稀 印刷物 

ジャパ ニー スタ イム ス社 ~ 


■ 日 采雜貨 3ろ賣 里 


□ □ a □□□音 是 □旨 

コ" ^ * 王 

蕊 .冰视 が 組 圧 


な 


巧の 巧 回 □巧 □□□己 □日白 


MQG . I - M . (忌 〇乂公 & を. 

二ぎ 置 さぶ 一，， タグ 台 ty 

さ蛋 一を ち 5 ' 苗 T 穿を 写 


化 5 を 圃じ四 育を 校を 故 b 
—じ學 をは 官 もじが 狡す 

る 便 あな.、 巧 段 語で も 
敎へ巧 おじても 聪 巧ょ 
b を 趕卞' 

■ 々、■! 9 ツタ臺 巧 
V ; . 、 韶學校 
な 謝は まて 廉 なな、 巧 
、'■細 霄 はお 越ち 窠 送り 巧 
時で を 薇み をす- 


おム 

I 巧 L 


■夕 ♦ 

が ：^ U 二 - み"； 


争 


5 


.IP 


み 


•母 鹽訪 聞圓員 募集. • 

ニユ- — m 1 ク y 中、 いと ザ る同髓 

間より お 十五を を 限り 母 國訪閱 


邮 II 


蠢 


- か-巧 ミ 

> U 5* 2 4 h 
: . をを .^ 3 訂 


ミ攀 ママ 謗 i 

事が 巧 ホ 當巧譬 察の 醜態は 化ッ 巧が 

曝露 ぅれね A 络 十四 街 かも 第五 平 街 

じを る 閒の滔 違 女郎屋 谱 がおから 發 

奪が ー ザ 閒に鞭 賄した 緩 頸が か 驚 二 

ち万廉 でぁる A 化 外 雨の 毁人戎 やお' 

治廬お ボ受を 挪や御 現 お- < から 瑕 お 

しね 媛额 をを せわ' シ义 した もが だら 

A 齋藤 副領事 日 < ホ圖 じは 太々 お 

の ダ ラフト かをる けれども 其 舞窜ボ 
撞 だしくなる ご 覆ぐ じを 勸ボ來 で 廓 

淸の 實を擧 ばる 化 處ザホ 飼の 米 鍵た 
るが なじ やど A 巧 輩 も 同感 じ や' 


國貫基 集ず 

A を 季の餘 暇を 剌 用し 懷 かしき 玻齒の 巧 親骨 肉を 訪巧 せん， じ \ 
する 人 A 篇眞 結婚 ド ょらず しで 妻を ホめ 厨 偉錄米 せん W す 1 
る 人， A 旅行を、 往復ず 續 等に 面倒な く歸ホ せんとす る 人 
A 若く は 巧 業、 家事 整鹽の 病め 歸菌 せんどす る 人々 は 時日 ど 
'經费 を 節約し 得る の黯 にがて- 

.逸ず 可らざる めが 機會化 

〇义 丹で 巧當 地巧發 十二 巧 ド 旬 横 渡が 無歸 米す* 化閒 目本滯 j 
だ 目 歎と 十 B 趟〇- 巧© 豐用戴 巧 セ 十 宝 巧 也 〇啦么 金サ； 
•五 弗 也猜濱 あを 新 育ま 巧みがず が 嵩ず 宛 引換へ 領收 書を 添へ 
て 申を あらたし 〇 ホ 乂を厨 件す ち-人を 大じ 歡迎す 〇巧兒 I 
.を 日本へ 送ろ 屑け 又は 阐 体に 巧して 家族を 巧を せんとす ると 
み 化 賴じ應 ず。 . 

誘 細は 审设巧 第が が 馨 、其 他 必要 譽叛を 送弼す 
ニュ！ 3; ッホ第 六街吉 二八 番 
'，'新 裔 新報； 社 巧 電誘チ 3 グシ I 四丄 ハよ 己 

ぉ毒 國薩鹽 本部 


_ ,1.. 3 サ ーニ 了 目 巧 011 を) ■ 

日曜日 集會 午を 八 時 西な サミ 了 目 

巧 一番 V ノツ タタ アベ 
ニユ f ****- 角ず^ ジ ぶ！ も 


が 


3 ' 


を會闲 チす.. ヘグ 


レ ** Mk t ,*’ n / y Jfn - 、 

I 二 察 四を 醒年 后乂時 

大硕篤 

B 電話 < I 化 云 •モ} 


聖書が 究會 日曜 ぞち呈 時 { 
廠禱食 木 #^ お八 時 { 錠， も 子、 

鹏會 窠二谋 四を 擊后八 時 

0 

修道 會 電話 八 

シダ サイド 

還 敵 纖人當 齊 

宿舍婦 入英 I 裝變 . 

馨大鑛 .篤 

洒巧 ホよ 了 目】 〇 ミ 電謡盡 あん 

二ち！ ニン ダず イド 

讀 


腑化 ア^パ ニ 1 

誦纖泮 食. 店 

E 3 

P W . ニ ユミ W ; ク南 卡濟踩 

が 屋 t 目 お 十轉 

iH 1 — 

〇〇 t- 

敲 



捶 をな 


を 么 な 么な么 公. 公- <3 4 公 么# 

賴’鷄 井. 欠 .t 

巧么 公 A 公 公 <3 な AAA 公み 


中 西-ぶ j 

武ボゴ J グド猜 一を 〇 
1S Gold が t •一巧 rooklyn, N ん Y，- 


充舶鑛 

M umy 霉 2 资 S 

47 巧衰 pect P1* 历泛 First &Se 
を nd Aves. G な 田-な tl をみ 诏巧 ： 


ま嘻者 が 富 乎 I 


.*1 み ミ 3!. タ ボ裔な サ！ 二 


了 目 巧 互 十 ホ 蕾 . 




賛同 者 


紐 请獻潮 社 
目 米 織. 報 就 
自 本人 JS 


犧お 擲料囉 ^ 


.電露 モミ ュ； ン ダブ イド セ 

5 四 


な 


袁满祭 な當み 午后 十 鱗！** 





みか ポ - 


溶 殘繫襄 1 


$ 




再 


ft * \ 
ぶ a" 


裳 7 かを かを 


i- *ii 


堯が ジヤクソン 銜二一 一二 一 

蘭 薛输豪 § をち 

:一 接 一 JAC 六 SOS STR 妇凶 T P 苗 TLA なお LPHIA . PK 


i 韻 pET 


♦ぶ 

盼 ぃ」； ：诚纔 I 异 參薦綠 
顿：： ，说胁 犬 娘 .. 著を 狼 


参 銭 鉛 子：# お 藉 漬參モ 
屯？ づ诚づ ぉ - J た嶺慰 ♦ 曲を. « かぞ 参ぐ ゎゐ 
皆 新潑贿 rf 嚴袭镶 i- ' ♦ 一二 河 島な 鬚 •大根 もろみ 
靜 ..漬物を 穗撥二 弊 搔ノ魏 へ 夕ご脚 ユブ巍 か 一ー シブ 風 
诚格挪 '二 撮蟲 ダン ニナ ラ 义簡二 是非た 試 シ被下 度 候 
ニゴ 31 8 ; クホ ( 電話 -,:；— — —— —— 


衷五丸 街 一三 脚 (かが プ讀巧 禍 兄弟 痛會 


0 本人 靑年 倉 


レキシントン 街と 巧 化 十ん PT 電話 プラ デニ 九ムハ 丸 .’ 


HrLrtgu 

御が 理 


錄 口は 澤 山， り 親が じ 御 羯旋す 申 憤 


壤 


W- I. lisk ぞ 163 占 Vine 史 t. 巧 hila. 巧 a; 
Phone _ Locst 送を 


■ 量 . ； - , 1 苗 立を i き 一 '.' 


-量； 


障を， 




.V 


票 


/; 法 皆 











潔ぶ 

軍 


巧.'' 


•‘二 

.‘年 

ご 一 

? ■ 

巧 

こ 

•ホ 

一-一 


枝 


I が. 


i 


細 
替 


I 新 


i 


琴 

場； 

調 

思；、 

I 燕 

がピ r 术' 



-3 


琴 


辜を 


. 1 * こ‘ 

源が i •ぶ I. 

y :.. 壓一 



♦ 舅， パ‘.-." 


ち， 


本祗 印刷 辨の晏 兩顧活 ミ 备種 附屬敲 は 化て 

新調で をる 上に 大 かの 機 磯は 熟練を 3 H 米 入 

ぉ淡 つて 運轉 されで るから ド グ-ナ 大きな をので る义 小さい 

4 ので も 早くて 立派に 燕來 ぇ. 精巧 藝 1 を 印刷物 y を價 でな 文化た 
い 人は 當 .印刷 部 M 來 ると r 藤來 、盧 しい」 大滿 をで ちりまず、.. 



業韶 "巧 特 B0. 


参 替ぶ藏 


瓜シタ ヘッド 乂ンブ テ少乂 キヤ タ ロ； グ參名 剌乂ビ 八 ヘッド 灰 外 一が 

- ' * * • • 

窩尙ぉ 美術的を ホまず。 兎 お爲ツ タィヤ 八に 鄉な夕 下 

' • - ■ 、 

韩 0 1?^、：^ 等の 麵譯 、叢氣 盤 等み 請負いた しまず、 御用 命 

め 節は I 租誘 なれげ チぶ V ンィ の.. 六 四を 二、'. 御手 紙 をれば 第 六を 一ご 
乂 養 養 窝 SE T 壽 S ぶは G •こ i 養 夏， たて 御申靈 下さい 


さ 


¥晦 一； I 矛 妾 言 

♦を^^^^^ 



誦 


藝 



, 3 も」 



.© 髓製 安價蠢 

ホ テ V 洗濯 所、 家庭、. 醫療 、.工場 用 
石# をろ し 小 I 買. 

iill - 

精製した る 物 をれば 洗濯 須 として 經濟 
的を るは 勿論。 特に 家庭 用の お 驗ほ使 
用 綾を 膚 y 婿 かにし 香 氣甚た 佳良 一種 
一 苗 ふ 可らざる 俠威 y 覺わ しか。 

おろし 小賣 共に 格外の 盧段 にて 鄉な义 
に應 ず。 たろ し 小 賣廉洋 I 手販賣 のけ 嚇 


V 吗ンヤ パ ニ 1 タク ィム ス涯營 業 部に 


— 

絲 


依 巧し をれば わ 試し 希望の 方は 同所 魏棘 
申 茲が成 度 候；. 

雛米國 バ義會 社' 





達 

m 


m 


ぶ j 

越 




ソダ 、ぶ 




I 


蓋 


贈 I 






审凿 5 酵ち 思.—’'.,:—:‘ .V 1^; ピ頌顯 

でな 藤 瞧巧 麵纖あ ® 撫麵 


VOI. 3 S’O. が> 


'. ヴ托; 




. 嫁 調 

‘ と.、.' _；T'Ri) 八、‘' MAR, V2 巧;'- 


巧 がな 巧! iTSfT 術 6W 化 RSH げらけ H が E がが け わ; がげ SU 化 なれ mtl 巧) の). dent -け?なだ6 ot'iionn fu' the: ’impilcatioriK of でを 巧 > 側-； 

' Of The Japa.nes も y ミ 描が， を 口 b む站 iedjacjti なな v .、 地 a も， the む， 巧’01 beco な! ち 〇む の！) h; 巧 〇 お お s りろの fj をむ、 を 巧み ich 'it was | 
Weekly， が] Slew Yo!：k Ci 城 お; が 11 が。; China’s i が e がか.?.. Will - not th 叫 お ajn わ to お w_ り u;d; ぶ e kivok、 ぉ i ミが 
的-ぶ! ミ Ac ち 度 A 尸夸畔 "L 奸王資 ふ。 t i 施 打 e 苗 おな ぉミッ ミ e feacb to 比 か the . が 卿 est.. - ....ご! 

臣 d な or, ぶ emchr ：k が， 巧 Park . - - ,； ^ . f ‘; か、 こ ： _, , ' ：■"-.] 

Pow N Y り 1 •か • Mana お！! 会 技ぶ お r か e がピ 巧ぬ 扣 r ょ〇 tne 化な! e りえ Jo れむ | ifcie が) n もな 〇 只 s .of the loa の泛 6 だ掛. 


王： [ay)a ず a.moK£ circular note? 
not a greats で这 kau か iaJl 
China? 


Kiinichi Kai, 18 Park Ro 巧， N- す 
■Bus おがん Manager, S. Ken’iu 沈 ミ， 讯 
g すが •饥 il が 江 Ave.., Publish が も ’Th ■を • 

-J: ぶ an が C Times- Co •，巧 Park Row； 

か. Y,. City. 

々肖 脂 お ："! f a 如 巧 0 巧む on, give names m s が 巧が 
がが oc げがお rs li 日邮 ng 1 が r cent or mgre げ ねね} ； . , 

: . 如 脚が がが 日 化 " む Bic がな i, 邮 i 巧 busins がが な目 ! を 化む をり の 0 口 S 
Japanese 巧 巧 es む . ， 13 怕 か Row, も Y ., むか ミ 

Known bondholder, • 恥 } けがが も 如 さ 〇 化が s 巧が i か！ . ， 、 ， 、 

白が が 化 扣細口 g 1 妨 r S お t or mo 巧が 化谢 amount がぶ が ぉ sue 。 でな anm をのが 注 岩 棘は s.; 


!m.« 謙! 献 I 歷靜 

. 搪祖 e ; ; 

T 卜 ぶ-ぶ 約! 巧 ■d’lTteeUiig of tlue.:Iii- 


i が 1 の? 巧 b が ’Lai れ 


d 台 6d Are ： as'^ 

a 3鄉(1鮮驾 

surrounded tl 巧 八; ilk ま e — 

:诚 うよ no 打 e ぶかが, e がをお e. . The 苗爲 


化 船 rnf も d -お Qr 这。 斗|’ (: なお. of tldp 注れ i •り ei か 2S 

h. ， - ドし;.-- 占….. 护 f もて 地が 8 邮祖關 low も 棘 >tha 去 i 
與がし か对 . Aide- お -C 幻が p _ Lie が..-; 扫〇诚 が;- 
iQ 如 が 却 B; ] to か 為な お 8 - ょりむ か， 巧で- sj ち 

. I 典;， S 严严; 巧な か' the ィ red 哗ん均 保が e 化 en が 丽; な 化 e p 触 t. が お 選 
龍 j 仿服 to tou か V 姆 nearly tlie 呼 [も， 喊 .地 扫品 。け:， が； 巧が.;, eW お 貧。 ^ み ピ 1で1 言，’ が. 巧 別 g 戸产 n グ りご! 卿。 not れ 船. para み 卸。 品 お。;^ 
が。。! nnni^tnrti が— inriepend 畑が 此碑 勢醉 b 歷 かよ '础站 . A む.' ' Tsuto が， '皮り 丽 施 的 巧。, な。 ド レ。 し 。： し!' 皮 g が Uhat had b 細かを ぶ e 城鐵 
邱 が e 々脚 St; 〇朋 。か n 抑げ が!:， 細む 曲 細が ， 地む 注 拉， 。<ミ 德 .|.' 巧げ 牺础 e か:- 盛 お；‘ .poechl *T!/' - が:， が: 心 おの a かん A' thi 浊 — 1 ; 巧 か がぶ。 ミ 舅 

we 姑。。叫 れごお e] that な,。 嘟 t: 听邱 'か i 巧 屯、 础! 麵 0 。 执 もげ。 加 如.‘;' お 比 疏。。;" 作® ^"うが なをん。 わ が 姑 かに 械 う。 か e 化れ iw ; 柄れ。 m り い he 細 お 蹲 
が證 が. ap-plwa む on, W be 汪 p 狂 か：. to 化口 巧！: 化 化 键 を'; ぶむ— り…;" り; 巧け 姑 r.' . - ' じて‘ も— 如 de 指 〇り w 甲 も 脚 凸 t が a toj かれ 础 触 all：； 諸 

In' am の 化 此姆 -iv な! nrinar 扩 1 で por が. ] f' ...:辩 奴’ ぶ:、、 廬 n*t 賢 y 口の 这气 jd 巧说。 も 
of お わ 雄 做 如" e か' 化 e ら拙 k|s な! 肌が 鶴‘ お 諭 n of. 化 e か 山が 


the vista irpou お ha 沈 
eentemplate 巧’ なお ぉ ut 


み e often read 


如が s ， ’ 向 Q けがが も 巧 r が お r ミ e 帥 {• が 巧 す N が IL ， 

8 削 er Kenicfii K お S 削 ni 化 加 d S 化 如 ri 姑 g おれ 巧 ms 
賦お i; じけ がえ Fre 触 1 かし む 泣が 卽， おわび' 树扫帖 
則 C 細 泣 お siop がが 巧 S Marcti 30 1313, 


了 H 巨 ifAPANESE THIM 芭 S CO. 
KenicKi iCa;, Publish^ 

AddresSf 238 故 h Ave N. Y- た 
ぞ h 巧 打 e Oie ミ sea を 473 


當 absen が怕 n Rates 
One 0>py を〜 0 ミ 

*: Six /MpSths i :09 

One Year ム〇 @ 

fpos おが included 

技 か red. aMhe 巧 • V" Poil 符拓 な- ms; 畑 知 8 ぶ ai 
.畑 も r A け of M«cK 3Td ごは ■巧 


み 祝 March 滋 。も を 913 


佛 ESID 0 IT mmn 

Oote CM 關 P 息 ftoy 


ぶ!' 傲 ide 按 t Wiison'g ぶな で〇 な 打 〇 か 

Tioent- 01 : the 泣 ew toreign が 嫌 cy ; 祕が 

、が 巧>が化€ a ■岛 a を orta 打 ee も 好 城 5,; 抹打 di が 
destine^' 柏 お 泣で e the 谢 〇 がま 撕 r reach- 
お g 色 わ eet 吗 pon Far 狂 aste ■做 affairs. 
It iSipracttieaily the repa 姬 aitioii of 
tue ;i が p 細 iaiiis が e policy 、\ 屯 Teh 
o 輪 n dufob 食 d ぶ6 '^Dollar IM が om， 
.'! 此 y，，:h 注 s 取 1 みで ed for a de 公 ade.an 
:ミ 打げ ortaut: : role 妃 tlie がが iEast; 
'File ’new ぶ <： 股 tfine， —eminci み ted by 
the P 巧 side 任 t a む such clear terms, 
m 巧) He ぶ f が ie specific objects for 
..巧 "h お h お le statement was .‘add がが e も 


t ね 6 Am せ idea!) 

as 

•J&pan ch— 灼 M おな es な t heart 泣す er では- 
り rial.de お g 凸 々ぬて 池を。 江； lor ferns pur- 
pose w 泣が is た hina : 沁 xema 成 

weak -amd ，立 做 巧 oweris お ed." 玉 t ミ s 
•idle 重 or 巧 さちり 一巧な 巧 巧 沾 •巧 制; お these 
り e 巧で 町 >0 な が眼 で 0 術, おび 牌 的で r, が 

13 pia;m as day ち tmt ホ t % ホ be true 
■■interest €> 1 ぶみ でけ む ホ o 巧 をら み が 接}) hsi が a 
ユ打 なな 正 ぶな tglo み 〇リ 1 巧 答 so 江な ■む h ミれ 6S ち 
むを 巧 0 お な 妃 Q も 忌, が rosp だ!? GU も な 打 〇 
Highly の 取： 1 お がな . iit wo な Id be a 
6 巧 1 のを ポ 1 を oi 化 qy ちび す 這 J) 細！ ;to embark 
on ぶぶ 巧で 66r が もがな itOKiai aggra 打 か iz か 
な 16 巧 t 江ホ ホ拉 e 唯ぶ が。 居 e of China, for 
that 、wil;l 础 巧 巧な も e the Cnmese pe か 
が e,. 功 laS. お尽 pa；r 这 ke our vital がが n- 
描 ercs 似ぶ od lindvietrial interest in 
tfeftt 、の始 t, 巧な おな lii 化リ y rich, country. 
A おお-が ’land in Ma-ochuria would 
be ぶ 巧 6 巧 お© or corepensat 山は in- 
deed 津 0 r よ] be iloes of 化 も a 打 打 u 斗 i 虹 ade 
of 1 佩!;'㈱ Q, 000 ぷ en: which is yearly 
in 純 制お 打 g -with ra がな ： pace. The 
: Hi お i はを eiianee of Chi 打 打 >s iotegri か is: 
therefore, の only the cardimU 
お バロ 过 pie of 3 泣 pan，s foreign poUc ぶ', 
but -i ぉ王拉 iull accord with the best 
i 幻 相 a:est of the nation. Our only 
solicitude is to safe 咨 Hard ]the special 
pofii 材 9 x 1 Jap 没 打 has gained in South 
M み nekitrii- 可— 化 t an enormous sacrifice 
of biood and treasure. Th お is 
clea：i>ly -A 泣 p 红 n，s duty. \Ye have, 
巧を t.(; を use.for our- anxiety for 
the further development in the. Far 
技 a 細ぶ 0 打 setiuei け upon 巧 je change 


-expounds a ge 岛が al policy of the 
がむ が 打 t Adminds か a. だ 的 i ‘ Itaino 口 打 t さが- 化 を American China policy, 
-to this: '' No 節々 ddliiig with 〇化が1 


coDditioos. The responsib 玉むな o 軒 
i お part which would お e implied -ft； 

requesting the b 注 nke お to 11 む d げ ta£ を.; 

the loan might ヴ ^qceiVab 皆. 召 0 tl を 
length in some 口。 happy contingent 

oi か rdbie iot' が お 巧 iige i。 the fin 泣 巧 

お aj and even' the politic 抹 3 a 括 airs 妥 
姐な t が eat Oriental State， jast 哀 
aw^k^^ngtoa； eo りが kmsn が s ofi 峰 
pow が and of its obligations, to i お 
お eo が も . 芭 

■"'Hie conditions include 巧 ot <5 むか^ 
l:he pledging of particular i;ax6 合、 
some of them antiquated なな <i じが 
densom^, to eecure the loan, I 3 む t 
also the a<I の お istr 度 おり。 of 妃〇話 
ia：!ces 的 お が; gn a が。 松 The 巧 接 
目 〇。韦み排 かが] the part of our gov- 
ernn] 触 t ミ 化;：) おが i 苗 支 おせ が aco な n 巧 か 
nient 'C ぶみ まな 如] thus- みがむ red 巧れ d 
acini;! 酌 a 名; be れ K ミ i 巧 抑 没 ミむ せな 饼 agh and お! 

〇わ齡 交; I 財; 巧始 祐 e 細な だ ミが せ S. upon 
whicla the g か ダか视 谢 ちな 主 巧 f 々む； r がゎ〇 を お 

rests, 

。でも! 巧 貧 をな t 屯ぶ ホ he Otiited 
States が not <mly w 巧む 嘴 but earjp*- 
が tly desk 柳が 巧 f な |<!ミ な 会 the が e な 扛 
CiiiiKJse peaple m e マお ry way tha を’ お 
供 m 姑 s おり t 巧奇 th t お eir 巧 ntr み 沿 打が i おを 
dev^i-opment and its がの！ i む icaci みみ 
パ al principles, 邱 e aw 没 ke り ing q ミ | 马 かが ド巧 
the peo がわ of Chi 打- a to な consc お u み！. 
ri が s of their possi ら排 ti 巧 s 巧 nxi が むが 


舶嗔城 


during the Ifist おむ: ぅ h が 酷 そげ i 打， the 
Chai 口 miii がが も d 忱 at ti 巧 amount 

oi ； in たを sti ぶ ent - •打] 洗 de ’ゎ 玉， the bauk 

-during 地 e period was 1 も 97U,8; 说 

を’ tin ミロ れ a.Uo 巧 注 1 わ oikIs and !〇ジ泣！ u(i- 

ber 邮 r が； 5,2’ 12,7 が が n i;v 台 o!n をな ny 
si:m 化 g り. nd d も bentu 化 もも 攤 2,Tiy 
在 巧り in gold and 夕 おすが ： mi 打が， and 

49,1 が), 舶 6 が n in van がげ lin がが‘ 

わ貼 1 口 が e enter む H が も の akhig a か tai 
of 巧ぶ 4 も 撕4 yen, an iiicre が e of 
：! ぶ 前ぶ 83 ぶ 細 o’v’er the amount in- 
マ e 封吟 I cliirmg む le p が vious peri な cl. 
The が OBS がは が 打 g during the p が iod 
夕 の cm が. ed か’ ぶ辦， 319 ye 打 ， the 
Qg 巧!: e 3 打 clu 过 ing the balance brought 
over む () で the previous account. 
[が もが wri おな 径 o 巧 the disbupsement 
of 玉, 738,13 2 yen む’ 0 打 ] the above 

の も nt ミ oned mm , th だが remained 

:& 01,187 yen, which がが e がが が！ the 
actual net gain of th(t bank d 口 お!- お 
la&t term. Fsroiu 化 is .が t が 至 n 
die bank proposed to ぶが pibute the 
usual dividend of 8 りが cent to 
shareholders. 

The following plan of 月ぶ count お 
and ぶが rib が ion was subi が けが1 anti 


sador to the Court of ぶし Jame^a by more mild among the Angio- Ohine が‘: こ 


i Gross 化 c 知 pt さ 


ye 巧 


が verni な e 幻 t お the most si をが ち Cii な t， 译〇ミなり が _ i- け‘ ougj •けり y 种 from 


^2, 5 90,318 


s な iuta お on も At 打〇〇 只 of 
day the Empe の]’ and Emp がが ぶ ave 
-Chigusa iiai; a i 机 incbeo 凸 
お oiior of. the - new Amba がな dor and 
Mrs. Anderson， when 王 nariy Prince 
: uui ’ Pi’i 打が s 始 s of the 臨 00 も 
た ist だ 巧 of State, and other digni - 

が vr がで pnj 化。 t, 

‘JAPAfTS おお i 热 如な WOB 巧 巧郎を ML 
Mr. Ka わ unQsi 化 e Inouye wa を 
汪的のミが細 0 打 F 純 rua 巧 8 . Ambas- 


On 片 by one 
.carrying their 


th を vpoor women 

■ , babie も d が r'e 打 de を 

化 the iadd が ぶ u を took their sAat. :〇 ひ'。 W 弓 
the f- み ta! pile; tiien tho け. y '.'‘GhH.,; , 
Kill，， burst お r 啦’ I’i なか fk で was^- 
opened on the. poor victiin も： 沈 
Copious supply of petrol 、、‘; が poure 马 . ; 
ovev them, Jind a bin . なが 巧 ame ' 

产り nou り ced u> the town the victory い 
of our literati!，’ 

The Xoi'th Chin;), Da リ y lv'e 、 v も th む 


the •す; 银 an が e Emperor. Mr. J 打 013 
ye liUB led a distinguish 钟 dip!oin- 
リ tie c 江 re が， He was born in 1861, 
な 打 d later adopted as the heir of his 
great imc! わ ろすな rquis Kaom Inouye, 


oneofths Make 阳 of N 灼 v Japan. がが ud をが わ I'e お m; け 


pap も rs of Shanghai, 0 巧が を the Al- 
lowing coiunaeii む . ぶ 

t'By many educated の imese thg ふ 
0 が ra< が will b& 化か Kliate も. ミ 1： onW • ^ 

如 Us 妃 evitable influence upon 比 e バ 如 


巧 Qotr th ち な to が 打]' 03 的 e 打 t6 口 もが- ent^- 
of. oil ど が 打 だ mtion. W む h thii^j 
xnov だ 打 ] が it arul aspiration 


the previous お 門で 


As to 


LutUon'-’， business. Let がが 阳. .わ u.ve!C 始 口を が k). なの; 


out their 0 肌 i 'destiny.， 


j tbe ピぞ e が dent as 


conditions of the 
which we are told -by 


American people are in pn) むリ打 3 
が mpa が y. Th が c が お inly お p?h. 请; 
participate， and partic か; ite ver 护 


たお burse 放 en わ 


l*olal 


After saving many years in the 
Finance Department and the 
Foreign 0 筋が :. Mr. 技 a わ u 打 谷 suke 
was appointed S が retar^ to the 
J apan が e Legation at Berlin in 1880. 
in 189 (Jhe がが pnrmot を d Minister* 

区が； ige り t to Germany, and Envoy 
拉 ctrjKmlinai’y and ]\ む ni がげ の自 ni- 
potentiary to the ぶ ame、 country. 

所 hen the Legation was r;iised か 
an Embassy, Mr, Inouye was made 
み mb 注が ador. During his service in 
th お capad かも e won が t が ni by the 
Cou け of the 技 a お だ， an 这 love by 
the Japim が e i.es お ents in 技が じ 科/ 

. 4 も饼お 1 .巧 e がれび 打 ed home in 1907. When | 

U 一 1 ― 一 iH— • 妊. Pniice Ken か of Germany： 

went to Japan J a ■が. year as 化 e| じ。。 をり 
kaiser^s i •を 巧が 打 t が ire at the fune- extent 


が 巧， 泣け ミ R い:; 4| 


2 ぶが が 19 
1，7 诚 ，が！ 


み et gams 


901,187： 


が n がり us か， 1 打 open; 峭 to 也 e C 化按わ 'で his was ('おわ 化り fed as わ Hows: 

n が 6 站 ad れ村化 口が of 化 を world & 占 1 技 化げ が. ： a 抖 in 巧 losses 


。玉が lac が g 


技 ミ向: 皆 沈:；. 地 hernMed が opo を a! 〇む 机站 おな がわ が i む d 巧) eudeiK ぶが Chin な Ji’ ミ vidieu i.esoi なでが. 謂 Giilim. 


th も ad- j almoBi. untoiiphed^aucl ..p^rUaps w% f Reserve for equalization of 


む 巧 ， 200 


pubuca.n 只 s がむ ition ん W が t げ ひ-、 苗 

のの liz 注 tion, ミ t may be が anted， is 
not im がが able. お ut it has long -诗; 琴 
since ceased to countenn のじ e 九 
methods of barbarism which, b 户も 
s おも are が arce お wi 化 in the むけん; al! 棘 苗 
が heme 0 重 man 文， races お ss highly ^ 
tie 亡 doped in other re 巧) が 化 than 
化 e Chinee. お China desires u>； : 
rank as a first-class Po\v が she mu^t - 
first disjplay sonieapproximAtioiito: 
the が andard 0 重 \V ■が ter 打 nations in 
respect, above all, of common l\a- 
成 汽 riJ か. で 打 til that has hem d ( >n た. 乃 
it お u が les 会 to - talk, af? soiTie' of； 
Yonn をで hina， が 1 が ulers h; げ e be 巧! 勤 
doing of ! at も of a ミむな nces : ミ打づ un 辱 苗 
dersta 打 din 宮ん 巧 ere 0 打 the がの t ; も攝鴻 
j ほ not 如 i が 班 cult to make a]io 株; i 打-’ 

な ruk 巧 tancl to some- siigh を 駆 這 
Chin'ese moHv 如， aad : .’f が ミ 


ral of the ミ ate E 掛 peixn% Mr. Inouye avoid alto が th が too srv-eepi り g 


_ れ濟 


"•Ml. K。 〇义 to neatca-lize the Man- 

duwi み Q ぶ ailfood ら る走 化 ill 台な us，， we 

.ザ じ ould 社が ： but look with, .some ap- 
prehensdoB upon the. Americ<an 

，ふ dlplo 故 atie a で ホ ivi か in Chkm, wh が e 


we 王 atiier agre も. with those who* 
after .なんが も 3 玉 study of the g な uatio も 
eame to the で 0 打な!： usi りた 
are : th だ 巧が y ways by which the 
loan e 泣, n be successfully floated and 


ill conjjm 础主 on が祀 sora る 技 urope 注 打 i whien ぶな も o - pro おが the i 打 お re が of 

the mvestors and, '‘ to insure, d が- 
が te any poss 化 お recurrence of 


こ 中 •owers 地 e doUar り was suuamoned 
一 lc -aid を〇. ぶ础 as a . political 


+ ニス veapoiL ぉ ぉ ared that 毎 u 地 
もこ po] ミな が)- 拭 a なな ciai campaign might 
' ご ' i ぶ aa 。凸 happj turn oi a だ airs と 〇妃 e 
" : hito ぶ coHi 这 io 凸 with tbe speciai 
r 寸 iglits and* ぉ n の! eg 如 Japan h 被 
•• が cur ぉ 过ミ打 Soutb 亞至 a 打 c お出 di 汪 as tbe 
が the great War. Tt was 
辜 苗 . ふ) uM.l が s 比 e CO 打 sd ぴが 姑ぉ of such： 
ぷ claB が ど that -forced Japan, who, 
he it frankly aclmi な ed, ]xas no 
併. oaey -to sp かも to par 走 ieipa お i 打 
the Chinese loan. Happily Pr が i- 
deat AVikon hys dispdled such, a 
おが； ら〇 重- ar as it concerns 巧' 細 the 
United State 台 . Now that the Chief 
Ksec が ive has definitely announced 




poi な icai な 註 巧 包 tin Chin 注， を he proper 
expenditure of the funds? roamed to 
China, and, to safeguard th も h 过 iid- 
だ ng of 忱 e が vem! がぶ kdged for the 
bonds.，， ’ 


Pf 8 s 舶が が お 抓 * s SlaletnenI 


m む11 
issued 


化を 

by 


irapo け fu け 
Pre 到 de 打 t 




We お VC 
畔 oc 口 merit 
Wilson： 

•‘•W も けが iirformed t.hfit at the 
rc な 11 が £ of the admi がが ra だを 打 a が r’ 
,tam group 0 重 Am が i じ a 打 bankas \m- 
d か took to participate in； the おな rt 
打 ow cleared by the 客び が rnme 打 t of 


‘.町だ. が V が mnent of 成 ic Uuitecl 
さ tat が お earn が tiy d が i の us of たの- 
な at. those の otmg the かりが' exte 打 (led リ打 d 
mtimate trade relationships b が がが り 
this c か 化か y and the Chinese Re- 
public. The present admini が むぃ 
だ on がり} 口 でが and support the 
le が slat げ e measures nec ぉが ary to 
give Am が ican merchants, manu. 

fac む 巧 rs,co 打れ 注が〇 な and engine がを 
が 巧 banking arid other- をり 泣 口ぐ ia.l 
facilities which they now lack and 
without which they are at a けが お us 
disadvantage as compared with 
"their m か! が rial and commercial 
Hval も This is its duty. This is- 

the 化 £ii 打. ruat が .ial hitefest of .its 
citizens ia 妃 e development of 
China. Our ki えがが ts. are 化む 3 を of 
tl ぉ ope む door— a door of fri 巧 ufehip 
and 出 utual aclva 打 ta が ， TMs is the 
only door 巧で 屯が e わ ent が.，， 


dividend 
"Fir さで ai が de 打 d (5 で er cent 

■per an が 1 掛 ） '‘' 

Bo り us to 〇掛 cials ， i * 
Second dividend (8 per 
ceht per annuix))* . . . . 
Palanc だ carried わ rward お 
nekt ac じ 01 mt 


was the chief of eo 祝 mitt;ee of re- 
ce が ion か the German Prince. 
The aew 立 打] biwsfuior お an accomp-； 
が 知 巧 ci ge 打 tl が、 み 11 1 ，_ and bas . み おか >3 
. 2 0，(ぉ-)〇!な> りり り 加 d of E 打 glish language. 

I VYe iu‘e 肖 ure 曲 at. the. new Ambag- 

が 了; 000 |s9 も) ど w が pwve’ hhxi がけ .Qu がゎ 
• ぶ， 000 po か d 化 ど at.tb&Co む！ i ofSt. Jame’s 
; が well as among Eiiglish Soci が y. 


dll お 01 巧 . But 
world at large 
suffer. for the. 


202,500 


5U が 


— をのが g 郎舶 w 触 おな 3 お r 
Mr, La 口 A 論は 抓 , [i 巧 s 郎お 
liis む 目 貼が i お s to ホ e 
お pa 郎巧 £mp がが 

Japan’s 能 # A ぉ !} ぉな d 的 お 
England-Mf. K , お 脚が 


th 肩 法 班が W をむ Go vemin 約 it お! I Ghma (^app の ximate お S3 2 も 00 0, 


. noL countenance aoy , 技 打 anci 狂！ or 
- CO! 打 掛色防 iai undertaking which car- 
. ries witivit，of i 姐 i が 巧 も a possibility 

. - of み ssumi な g any tespo 打 sibility 0 な 
:; .姐 e p 托け of the Go、 巧 rm 巧 e 打 t,' the 
: ^ ''Dollar i>i が oraacy，， is ended. It 
•L Hp; じ s 0 巧 the 0 打 6 dark spot that 
を ’ remained お the bright horizon 
V がで rh^rnging the Paci 扫ん We have, 
‘； Wlnen, good reaso む for .rejoiei む g over 
" . : th を new turn of. American Far 
, f 農み ' 若汪 おなで 。〇だ cy* ' 

1/¢ There IS， however* another point 
■iK view. Jt お this:- "狂 夕げ 巧づ!！ the 
わ wi 诚か aw 江 i of the Uiiited States 
己 - bom fhe co 打 (3 げ t g ミ Powers -affect 
晏 A 站 e jfutu が of 础 iru が’ む i を じが わ 0 
•を much to say that CMna，s m おを け か 
.こ わ- uay upheld by the- cohcj が t of 
;; Powers. Will tbe two things, the 打， 
を stan<l a 打 d Ml to が th だ?. To us the 
を 《がが sio 打 of the United Stat；es む ora 
.气 f げ じ OIK； が t 0 ?. Powers does not 
. p； な だ ce が aiily i 打) P;y i ぉ break-up. But 
で- か at it h お r が eived a blow, and that 
みイ近 im い ha を been deprived of one’of 
m- .り, g supporters of her int;egi*ity — 


000 ). かげ government w'ishisd 
Ameri じ an bankers to par だ cip が e 
along with the bankers oi other 
nations, hccau が i ち d が ji:red が lat’ the 
が od wHl of the United Stiat が to: 
ward China 地 〇础ミ be な hinted 山 
this pra が ical" way; th が Am がた a 打 
capital should haye access to that 
great cormt び， a 打 d- 优始 the： United 
States shou]d お e ミな 沈 posi お 〇む to 
sha ■が with th ごが h が Powers any. 

poUti 色 al respon 知 bOities that might 
be as が ciated with the development 


Japanese Ole! Pa な 的 Tlie 
邮 li が 化 f 191344 . 


ク打 February 8, Mf. Lars: Ander- 
s<?n, the new Am が お te Ambassador 
か •す汪 む注 打, か お 叩 巧 ed れ the Mikado，s 
Court. for the p お sen {お km, of わ is 
credentials. His Excellency '坪な s 
honored by an がり が "t Of ji par か 〇重 
i lancers. On が rival at the 玉の p ち おお 


Angis - 師關が 

the 


in the 巧： が 0 ず. th り 
the *1 如 public り. り 巧 
a が s of hi ぶ vid 口 a よ 
り巧ミが 这 i も avK! か npathy 畔お 巧山 品 謎 

ia b ぴ-が 巧 巧 e む tcli 盗む 討 お 巧ぉ かむ 1 が! な占卖 

a gnev む us set back thi’ 拥訪 il ‘― 沈 e 
story of the ! 巧) が ma が a 化 心， 心.. _ ^ 


IF YOU WANT 

iHM が 8 p 梅が 〇〇 ! uppifniTr.^ 

M が saere が L 8 p が も j MuuUliMi 

Translations 

AND w 

J 郎 閒圓胞 

IN 

OilineseJapeoesi 


cable ぶが が ch が March 15 
brings か e rtevrs tbat the Hou がり f 


, The - Angl か Chineise Press oi 
Shanghai eondem 打 s i。 祀 e stronger 
お i’ 叫 s the atitroeious deed p が pe - 
t 读 te (ミ by GMnese poldie 巧. on th おど 
じ 0 打: ipatrK)ts suffering む 〇な ！ 巧) rosy, i 
La な December thirty-Bine lepers, 
mcl 巧が ng women and .cbildren, wii び 
- み x-re nvin 径 in a !eper ho 巧) h:aies，- 
tablishedby the Catholic Mission. 

m th をの emUy of Nanning 巧’ げ e 

burned to deat た. わ’ ord が， of 协ピ 
Tu か (I お vemor) of Kwao 咨ぶ i か 0 - 
が じじ も The sto け y お 幻 a.rr がが i . by 
an 巧' ゎ witne が in the colnmns of 
the China Press. 

■'A large pit was dog 0 り 琉 e 


ぶ aiace the Arnbas け 注 (k)r: led お' jpara4 知が 0 を n も なお お ter な ed u が of 
-Oourit 了 oda: 谷 r 幻 打 0 MasteE ol C が- j 、、お ミ 沈 we. 打 evgr siis お ct が L 
— を 哗〇が 鮮 I の: per;a! . 兒 ousehc/ld ろ frj： 010 rning, .、ve 节か e startle 守' by 
技 ep 巧が nta 肋が ad 邸が 斬. 骑ん 齋 己皆單 ちが 宁 。み ち み加 树離叩が触 "The leper^Ulage was . 
g が by 1 撕 votes —against 巧 王 .— Tiie j 

B 巧 (Ige't マ〇お走 giy が 化 e tot 化 1 re. 
ve 打 11 もも 弓 timsit が！ が 郎 4 ぶ 2 も 0を3 ye む 


aoil Engllsli 


る 1 ぶ ぉ もが おなが。 にみも も tak 娩 rto|toanded fit <i 幻る， h が ak, and- 注が the! 

Piioeiiix Hall； where 打 is _ を掉耗 をが! ミ 打 h 破ミ插 trts ma が acre ん，， 了 he de， 

；•■ . 


Onej - Ap み TV 

か e Tto j 即 808 雜 Tirfigs 

を 化 Best E 巧が ミ sh-J 红 pan がを 

P な bKcat ミ on ミ 打 America 





of which 前 9 , 巧 も 649 が Q re がが en 叫 
地 e 0 が. ina 呼 私 svemie; and 5 も 16 も -j 
靴 2 yen. 地を 吟 d; 巧 ordinary を 押が lu も！ 
こ Agai 齡 t th お e 施 e or ぶ 打 ary expend- 1 
i 触.- 巧 amormt お がえ 004,0 お ん 巧 公 [ 
and.the extraordinary G^cpendltu が s 


が 化か わな ぉう で 1 严麵 产: Chhm in to が 2 , 9 紙 り,。 が。， making 化6 toW 

.comi がか) 円 with ]ier mdu 曲! か. and! が 端 4 か ) 4 051 ven 
commercial ent がが ises • 机 & ん.。* おが が 巧 別 がか this 


i'l'he おのが 打 も administrator! も as 

been asked by 化 お が onp of baaikers 
wheth が; tt would also r がが が t t!]e の 
わ な artidpate i れ the loan. The 
Tepresenli な tive が of the bankers 
thjx) 巧咨 h whom がち administration 
was approached declared かな も 化磅- 
would continue to が纯 their .sh 拙 e 
of か € loan な 打 d が なむ proposed 
agree 放 e が 色 〇〇 か if expr がち おが ~ 
が 巧が 础 to do so by the が vernm 城 t- 


で h も fii ■が 
がが s るが . is 化み を‘化巧. Budget passed 
% the !na わ n か of only もで vote も 
which shows the new- a.Kg 打 打 lent in 
おお むぶ ksof.politi 細！ par おが ..— T 也 も 
Becond fa かお that th^ ' reVenuesI 

妇むん な pe 打ぶ も ur が ；ぴ を ex が Uy the *- 

same as t む 〇が o 壬 - the Budget pre - 
sented by the 松 i. お u お Cabinet, 
Time w が ！acking for the new Cab- 
inet -to^ prepare the 打 eh bud 控 et. i 
滯 e わ 这 ve わ wait わ r —the Bud 批も off 
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wiie 打 で a 地。 ず the other Powers [make such re な u が t, b が a" が な が d! ず— ドぃ— 心… "… レ*…" 三ム 
皆お11が巧邮お〇巧おジが*‘側ら!’ミ如ぶ。夺ががが. 〇巧化だ conditions of もぶ 岂 のが 。 & ! ロ パ 
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W が! 这 

The Ode む tai R 机 dew gives to yo 爲 
the man or Ionian が jo だり iuks S 

aiKi 巧 汪お一 み tme picl/u が or the 
Or おむ！ 〇ぞ か -d が： お gt が thfit OHerU;; 

が 化み， i 夕 m the Tw 疏 わ ド tb Ce な ti ふ 思 
The One 打む} Review - does -not； 

‘! m がが erpret the message th も 

oW が Ori を 打 t が sh お 1 . to teil to 化ぉ 

younger Occidem. U tWls the trntk 

of* things 化が they 化が， m)t a を Uie わ _’J 

might be, , - : 严 诗 

The ドが 技 i ■化 t〜 が hk み 巧 ea が ん ん味 
—が en が わ -舶文 to 打が d ixit がが が 皆.:- '哉 縫 
U つむ わ the world 妃 如 如1!ピ.いが1を: 

Oecidentai. • 

The Orie 打. tai Review gives. 浊が /-心 
,hiteri，T*eiah(m—and gives it; iutellK 
; が ntJy. - 

j LUCIAN THORP CHAPMAN 

I 狂が tor, rhe Orieiitti] R ぞ vie ザ-.. 

jXo •お Nassau S むが t， N. y. 
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e 防。 墙 ti か S 
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紐 育 新報 宠懷； (前金 截斑興 ご 
口) 部 金を 他 □ろグ 巧を. ' K 趣 J 
□ 1 ダ 年を を 一.1 弗'： :r 

平 化な 十' 一年み 巧サ 四日 截か嚴 

認可 ' 

發巧兼 編 稱乂巧 薬 健：；， 
發巧巧 新脊 拐辄胜 
1 二. ユ； ョ！ クボ 祭み 街一呈 
'八‘ 電話 チで' グシ年 ホ 四ぶ 
ミ 亡 


II 形 宛を して.' 

の も襄閣 . 

窜越サ る 藩 賴の直 頭た も 革 人 本が 

~ .めな 活 家た' る 点じが で、 蘇れを 巧を 

穂 使す る 非凡のを 腕を ちす る 点じが 

.では、 健を に 化して 巧 ねら 礫く 弟れ I 

.も 難を 出 本箱 泛 、巧 ま、 知膽お 照、 

- 错 意な 合 若く はま 繁を 谣め类 名の 下 


.£ 


.jMmnuua 

• 網夕*2| . 


1■ S . 

ICE ! 

琴 薄 . i 


じを 藥を寶 もてを 權を買 ふこと が も 

I 節操を 解せ ざる 婚婦 の、 な 渡を 遊を 

鄭じ楚 ぉ て其顯 爸を鄭 ふる じ 巧 龍ね 

U 處を會 をめ 野 谷に 化- c ' て產 まれな 

る もめを 欧あ巧 畴お毙 も ネ巧 顆ピ爲 1 

す〇 彼のを 治上じ 確 李た を 信を な 

熱 薇なる 戰惹 なき 顯園寺 巧 鶏が 其最 I 


帝 ザる 時に 當 i タオを なて を 

る搪 をが 「巧を 强 ずんだ 可憐の 蒼 

.把 生を 如が せむ」 ごめ. 津爲 をを 茶 磯を 

I 取 ザ 裳 巧 繫 准瓣 めよ 费を讀 をん 一 蠢^ 

遙 欺が お」 瞧爲： おお 涛 がぶ W が 

I るに おし、® 發擁暧 。賴 猜骚然 ね^ 

鞍 某 i 茲不 於で か 園 民のを 潜. 的ち 覺は 患を 


を ， = I 嗟 ニー 雜議 、驟族 巧 破の 蓮 載 どな b 、 . 為め 

; 奏，4 る 


舊おを 


も 


F 1 

J • 

一宣 


員 蓮狭义 閣の體 戴を お ふに まらたら I 

然れ ども 是れ 擊じ疆 硬なる 一: 部の 黨 

員を 慰撫し 併せて 無識 なる 围 致の 耳 

目を 隨 着せん ィ J する 幹部め 慣用ず 段 

じ 遇ぎ ず 〇化满 出 本が U 化ら て驚然 

I 新 巧 谓の首 雄た るべ からし-西 戲寺侯 

は 溺南か 紫 氷 明め 境 じ腐既 しし、 優 

j 遊篇 適、 を 然を莽 のを 載 どを を 渉な- 

るかめ かきを をなる 態度 じ 甘ん ずる 
一、 猶讓氣 力なる ま 窥が夕 がのを 
1 人を 霜 まとを して 其 本 锁をも 頼せ し 
め晏麵 W して 空圈 を別墅 じかる じ拟 

たを 〇窗 なら 鄕 周の 一新 蘭が it 本の 

が變 はすす 解 化さ 言へ る； や 0 

今少しく 類 貫を 吟談 する じ、 現 巧 

I 照のを ぶに 際し お 本 おど 歯 園 寺 侯 ど _ 


_ .か 路じ韓 跪の 劈を 執^て 巧謂惹 志疏 

のず 段を 撰す じみばず して 煙 散^ 絶め なじ 當れ るが 巧が 相 ごがが 焼 道 


焼 鑛裁运 は、 姐 ホ おの 爲參 ねる 齋藤 

薄 あ、 出 巧输を 及び 廣島 濤か裙 おじ 

が I 敎ゐみ 盤留 ぶが 等泣冀 じちぶな る 

藤淚 をを 愁 家がん で r , 艇瀑 めな ぶを I 


軍に 加 ふぇ じ、 旌 をを 首領， とする ぶ 

憲 罔を 會の 反對を 蒙る じ 至. ゥれ ぶか 

本巧閣 の. 豫冀 案は 實じ猜 機 一 裳の 難 
蘭に 逢 蒼せ る 者 VJ 謂 ふべ c 、幸 じし 
で 今期 議會 にがて 最も 重要の 意義を 
おし、 海軍 充實 の， 韩畫遂 巧に ま大み 
驟 係を 有する 旣を ゆ豫算 案を して 廬 
潑 せしめ 得た るは、 少く运 も か 本 巧 
照み ま 踞ねス 際 賴當菌 ©目的を 達す 
る じ】 ホを 進めれ る 者 じして、 巧を 
整理 其 化の 盡要閒 诞じ對 しては 會 期 
巧 迫の 遁辭を &， け， 一巧して 之を 巧が 
議會じ 護る や も 測 > り 知る ベれ らず 
斯 のかく じして 方に 幾 一二 十 議智を 
了らん ど ザる 山^ 踐じ對 し 職を の 
純 ほ酿ど 棵-黨 どが 相 提携して 不信 巧 
案を 提が ずる じ」 致すべき や 如何 0 
是 れ疑賴 中の 疑 g 化、 巧 どなれ ぼ官 

僚 系た る 桂 黨の微 骆は錦 民 派を 措贩一 

して 不信 巧 案を 巧 狭 せんとす る じな 
るべき^ ろ义 養、， 尾驗 等が みして 彼 

等め 锭備 となる を 巧 ボ缺去 ず； 一、 ろ !; j 

ぉなければ^^ら〇 .ぉ3'乂は.菌'ん心.獻娠| 


がは 果して 之を々 後の 山 本 巧 驟に興 

がし 得 き やを 节 、.輕 民は 驟じ典 お 

動を 注視し 顿辖 する の 必要を 自覺ず 

べき じあらず や 0 ' 



一驚を に 就て 孤 <國 民に 下し おへぇ 御 

I 震 翰を おへられ 其爲 本の 慕は 現じ 义 

I 原慎衙 家に 巧 藏 せらる' 

么お をの お 巧 最初のを 案 お葦老 i 

ど 認 むべ もは 故を 巧を ぶ 藏岡孝 棟の 

兩 子爵 じて 草案は も 巧 子爵 家じ殘 'も 

去る 明を 四十 牟ホ爵 ホ 斬を のを 發 見さ 

れお學 上 極めて 貴重なる 資蛛 たるが 

巧め を 利子が 起难 して 么じ福 岡 子爵 

の 意見を 0 て 加' 筆 添削を 施しね る も 

のにて 辭甸を 項 呂か瞩 巧 等 じ乂變 

もゐ b て 餘程相 蓬し おれら 

A 時日 ど攘腑 ■巧 潑の御 誓 盟はザ 


年の 一二 巧 十四日 なれで もが 福 蹄 巧 子. おする の外ェ ジアン 祥 島と アグ バ 


1 攪誓强 する 事 泛せば 差 まなから だ」 

'這て さて ごを .「 御餐 文」 えけ 形 或を 

i 取て 發 表されね る ものな' り ダ 0 

f / ぶ バリ 苟さ 
ス寸鐵 

® ず延 .ミ 乎 ホのを をら し a 爾幹戳 一 

爭 も則强 め. 神 裁 じ 依ぶ し 漸く 摇 '犀を 1 

吿 げんと ず殺乂 は 葬惡也 巧が なる 哉 
@ ろ止曼 おお 國のホ 性が 外を は 意 

辨の辨 を 秦し較 踏の 局 多大© 償金を 

支出ず るの-厄 雜 をを れんを す 巧 直が 

@ 酌 主 剌乃堡 0 甫の 生地 一帯を 提 
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鑑^ 二 も 顷の髓 擊に堪 ベ 兼ね 其の 中 

摩は ブグ ボブ ヤ 軍め も 領じ歸 せら 

I A 歷あ 的め 包 阐を擊 戰のぉ 歎禮去 

1 巧啼 間にが てが はれし 着るな るな 簡 

を媒 第が 其 攻擊を 銷始ム でょ ら隐落 


すからざる 弊を 致ム 外を ホ 靜人输 の 

選任 じ嚴 ちを 怠せ ね. ばな みぬ々 日 非 1 

常め 驗舊 なら ど 云は ざる ぶらず を々 

記 お崇ホ どじ ホ齒 じがて な 建 圈巧巧 

をを W なる をの 個人的 欲 壁を 跋 止す 

が 爲め名 擧ゐる 位 環 じ 向つ ては 極め 

て 薄給に 背ん せし むる の 制度を 用 ひ 

采^、 大統領の 捧給 をへ 千义： 白と 年； 

ね 前は 稽 かじ 年額 五 萬 ホを 給せ しじ 

I 過ぎず、 其 遜 年 一? まら おや < 現 なの 

も 萬 おす 巧じ增 額せ し释 なれば 進 外 

使を の 棒 給 額 も 自然 僅少なる は 止を j 

稱 ざるが ぶる 巧き も 外を 官の增 俸 間 

遊は 菊 年 前よ ら縷 々增 導され ク i る 

る 巧 なれば ウ巧の お俸藏 見は を 晩' 實_ 

I 與 さるる 事 どならん か 


參大 旋風 大 洪水 太 

火災 中西部. 基 

擊ず 

1 先週 俄然 どして 加が 附近 じ 起ろ だる 

一 低 戴' 滕は去 二十 一二 口. モ ブラス ヵ贿ォ 


し牽る 送の . n 數 を比轉 ずれ 技 

' f r • ’ か L nl こじ 衆ら て 猛魏を 極め 一縣 斌巧嗯 

''' ゴ 1 A 。 ム ミと 餘の感 力は 瞬 瞬に JI ' す 一 


r ;。-'; す 


0 



夕 


「 


報 


謬 


巧 


系 


八盈 .助ち さ吉 1 

ぶ も _'1 云一 

n 八 お 四 一, 二八 六 

巧. で 八と 0 J せ 露 二 立 

で 1. 八 お八」， 一四' 四 

「.一人 九を 一二 a 

■ . 「 i か 〇 四」 i ; 五よ 

1フが「一九一.!云一五五 

一-葉® 使 度 

:の 就職難' 

ホィ グジ ン 巧の 選擧 運動 委員 襄 た^ 

L マッ ゴム 巧が 佛國駐 なを 權大 化の 

在 命を 辭しユ リ _ ォット 憐 ホが 閒 じく 

i 強 英ホ國 を權乂 使の な 命に 應やざ 6 

I し 藻は ホ 園が 裘 旨の 實がじ 通せざる 

1 濟め茜 だ 意外 どせ し 巧なる が 大統領 

夕 巧は 化 お 新 閲述信 着を 通いて 適當 I 

でる 遣み 使臣を 待る 事の 困難を 敏し 

標じ マツ' コム 巧の 實树を 指摘したり 

i 其 言 ふ 所を 聞. くに マッ コム 巧が 辭巧 

あ 理由 U 嫌 國大化 どして 受< る 巧の 

- 報酬 一 萬よ 千 あな 弗 じて は. 到底 大使 

j どじての 面目 態 おを 維持す る じ 足ら 

I ず 其 化 外使控 たる さ 他 おなれ ば跑 て； 

旨邑 1 身の 現 t なじ 於て をず る 機會を 

一^し 义胳 巧. 榮微の 進路を 阻隔 せらる 

と 凝すな 5 斯 かる 習慣は 册產 のを 寡 

を 巧て 遣外 使臣の 巧 命を 左ち せざる 


_ 五十の 家屢 夕倒壞 f 

し 二 育 一二 十六 人》」 

殺し j 1.1 頁 二十 人 y 

傷け ぶ 巧 お 萬 弗の 

攘審 が」 與 へ； ゾッ！ 河を 

I 橫 ぎら て K . ィヲブ 州に 入^ 二十 四 入 

を 殺し ク ホス コン シン、 ミシ ダン 雨 
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义 ぶを 併發 して 建ち 殘れる 家 崖 じ 避 

隸 中なら し 罹災民は*^^^^ に^^^ 

m され 前門 じ 猿を 防ぎを 巧 巧 じあ 


を 逆へ たるの 刹那、 水道、' が 水 池の 

將じ决 潰せん どす るめ 蠻 報じ 接しれ 

るょ も 巧は 爲 めじが 嚴 みを 巧き 軍隊 

はを 探 者の 橫巧 を馨 めつ、 を-^ 

1 方 城 知事の 傲じ應 じを が、 被服、 藥 

I か、 醫 邸、 看 讓締を 乗 唯た る 測 車は 

巧 ホょ な 急 巧しつつ ぁれ ども 鐵道橋 

澡 0 破墳 せる が爲 めじ クでス トシ 
ァ 線を 除き 総ての 鐵 逆は 不通の 慘が 

を虽 したら 

A 输 記の 外 アリゾナ、 ブ キサ. ス 、ユ 
— メ キシ 3 、 オ クタ ホ" ー マ 3 等 じ 

も 旋風 起な て夕少 が' 摄 寒を 人 壁 じ 輿 


|@藥 港は が肯 VJ 遠つて をく 則ぶ 地で 
がる、 排日 迷 動は H に 高ま bl . が留' 

清 間め 難轉題 巧隨つ 夕ぃ 、古歐 な 

府が事 巧れ かしの ホを を 採つ 1* 巧る 

巧へ 巧 藻 同胞の 要請は 甚だ 寒ぶ じひ 

みら 其 中間 じあ 狱 みとなる 驗 - II 事を 

の 磯 记實じ おか 千 萬で ぁる、 I 打 野 去 

ら 、ホ 池 逃げ、 み 井ず 長歷御 
出掛ける 夫れ 巧な ぁる 戴で を！？ ご 
あ ザ 併 轰灌は 難題が 續 巧す る*！^ じ离 

が 逸を の 港 手 外を 官 がぶ 手贼 i 試む 

巧き が 箇の渔 上で ぁるか 珍が おがは 
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。ミ 吳卷 。-お J 14 ミ-お 技づ が。^^^ _ 1 . 

渚頒 奉， として 雜 あを 憐 しなて 今. 日 ず^^^* 曲 慰 見. が .21 本 一 


じ 至る の 要素を がつ た 〇沿胖 領舉么 r ! 

I 间 のを 轉が巧 r みのお 巧に 化-^ で最 

も盡 要なる 時機*」 云は ねぶなら が 〇 

|@ 別れに 臨む で 晋冀が 巧に 遵む 棘は 

み潘總 領事と しての お既 巧が 化 お 巧 


窜は其 藤 域の 度 化なる VJ 人命 損傷の 

夕大 なる どは ホ 圃建屬 0 巧實じ 最大 

め もめなら VJ 云 ふ 


フ 


ン シン* で、 

I 州を 濡卷し 更に 湖水を 鑛 ぎら て 加 燕 1 

j 陀じ 入らし が 其 一み 派は X ブ ノイズ 

i を變ひ イン デ アナ 妍ブ ー 八 ホ？ トホ 

じ來 なて 屬 々猛威を 違 ふし 二十 八 人 

の 述靈を 蒼^ 轉 じて 才^イ ホ 頻じ至 

了 百 共 歎 極度に 達し わら、 就ず デ！ 

トソ 巧は 實じ其 燃點じ 當ら爲 めじ 

1 人 y 失 ひたり 

これょ b ペン 如め 化 部 ど ニユ！ ヨ J 

ク 則の 南 郁を 逊ぞ 々で 太 西' 洋じ逸 苗 

I しね. 巧.', 

A デ ー トン 市は 旋風の 最大 威力を お 

ひたる じ 加へ ~ て 洪水 化 濫相旌 .いで 殺 

倒した るが 爲め 巧內 化み じて 一.- 

千 人、 附近を 合して^ 

實をず 一 豆 ハ 十 

み 人の 壓死顯 死を 


へね るが 0 巧 風化 爾 帥の 輿へ たる 頻じ對 して 来國官 鬼の 露 ir ホ 她 գj を 

すみに 爐 用せられ 度い 事で ぁる 心. ぶ. 

I た < 富 へば 當觸 遺の 御 惹を攒 せピる 

限 もに 於て 便 巧を 計られ 度い 蛋ホ ぁ- 

おじ 露骨 じ 富へ ば 祈 角 ホた あが 
一可ぶ 上陸 さして や^やぅ じ 遊 力を 望 j 
むので ぁぇ 夕 

@ がらた 総み 雖ん奔 が野總 飯事め あ 

巧を 送り、 •蛮ね て 岡ぶ ホ娶ぶ 健廖を 

視 中る 巧 築で ある。 む？ 藍 y ; 

一 


@腑 横 新 治療と 二な 萬 弗 

ン がめ 新 血 精が 愈々 有効 V 】 認めら ぶ 

锡唯 浪齒內 じを ける 同 血 精み 專賣 

權を 得ん どで 某 大恐藥 を 風ん- 巧 じ 

向クて 二な 方 弗の 提 おを 爲 しだる 由 

なり-， 巧に フ 巧血稱 試験の 結 おじ 就 

きて は雕が 衛を禄 ょら あだにが 等の 
海吿 あらざる がを ホ教遇 n 巧 じ歸國 

I ずる 酱 じて 新， 皿惋の 注がは 巧の 巧ず I 

たる ドク •夕 —、 一 1 リ！ ベン ジヤ 

ン巧 じよら てま 瓷 さるべし ど 


る 部 發は獻 ± ダ 本が 視察 ホな 牛く 
典の 化に' を A •ぶが 中の 所な 
ど 正な 對 な.. 一', 尸'. 滴を は發ぁ 
せられた る盘 yu ' v . r :'-' 眞じエ 
ォット 傅 十； の 患な. ',' 4' は 化 嫌を 

を 擅を せる もの じ' ん ，.ぶ も かを 疑 
ふじをれ- 當時我 社は.' h ,: 於て 化 I 

黯をお 端して 翻譯 者た るぷ节 ぁ顧閲 
を じ 對じ厢 父の 發 をを お 6 たる ここ 
々りし ダ 某 顧間官 'はだ じ對し 何等 答 
ふる. 所な く' して 今日 じ 至らし ダ あが 
I 本 閑なる， ェ义 .オット 博 ± A 宮邑の 女 I 


於で ぶな 對に發 表 

ザら れ た. るが 見て 

て乂じ 驚き 縣じ我 社 ゆ 肘山祗 長じ嘗 

を 諭せて がの ぶ 誤を 鹽み宜 つ 博 ± の 

I 眞の 女す 敎脊藏 見を 送附し がれら 量 

I 等は 矯义の 儘 搞げて 二 H の 紙よ じを 


辯 野 領事 Mf 

當 郞 

j 參ぉ野 領事は 今 网を潘 の 総領事に を 

j 轉の 事に なつて 夫人 ど 共. じ 近々 巧發 

の篱 でを る 〇 

を r 御名 幾 惜し ひ JO V 」 空 淚を コボス 

のは 吾輩め を必が 許さぬ ぶら 茲じ 太^ 

I なを 擧げて 巧の 昇進を 視し 謹んで 巧 

あじ 夫人の 健康を 髓る〇 

® 化ぶ 僅か じ 一年に 滿 たず、 化銳き 

なほ 期間 じがて 巧は 糖つた 功績を 舉 

I ぐるの 機を を 有しな かつた、 巧內田 

1 おも か 地を も 水 巧 君 もが 巧 巧 期め襄 

I おじ 不お 何れも 其 通らで、 功績 だ、 

賓績だ ど 讚 解を 室す る 程の 化 事は 化 

なかつ た〇 之は 新 育と いふ ± 地 興 も 

のが 諸 おのず 腕 じ化賴 する ホの 化 事 I 

を提 化せぬ からで ある 〇み巧 巧 領事 _ 


m ■ お 

♦排 H 講 員の 傲 語 加州々 曾が 抓 H 
案を 通過 すれば H 本は 大巧 參 がをお 
消すべし ごの 風說 亦ら たる じ# ム最 

-も猛 恐なる 排 H 上 院議 負 サム フー ォ I 
ド 巧は： n 本の ブラフ 何 か あらん 驟じ 
て拂 U 案の 盛 逆じ努 むべ しご 傲 霜せ 
るを はが 紙 じ 報道せ るが 其 後の^ 息 
に 依れに 阔議 員は おし 州を 講 員^を 
I 激わ讶 本の 威嚇！^ 恐れ 尘地樂 の逾過 
じだ 對 する もの あるじ ちれぶ 州臀閒 
脊ど尚 時 じ 余は ィニシ 》 チ I ブ田方 

I 法 じ 化' な 之を 州 技の 輿論 じ辨へ 

量 初志を 货敝 すべし お ふじ 州 おは 余 

の 意見 じが 成し 必ず 大夕數 をな L 之 

I を 採用す るに おらん ごぶ 相變激 不 

敵の 言論を 発し おれり ど 琴 -」：' 

みぶ 博 尘の意 麻. 

僞造眞 楠 . T 7: 

, {大概 朝 打が 取.) 

一昨夏ホ國 ^ 1 バ ー ド 大學前總も|ェ 


A ぶ髓 なる 游文 なし. _ 么 じ 就き 巧ガ 

ダ 社な おがに 撕 かるが 違 ひを 生' ホる 
じ 革ろ もやを 精 傑せ L じちは る翻譯 

j 者ぶ： 裤密藏 闽官の 擅 造 じがなら ざる 

ミ 明 跨を わ 

をは 子爵 金子 擧太 

I 廊 巧な 乎は 樞府じ 於て 穗 

々敎脊 なお 藏 見を 化 簾し 本 巧- 敎脊 
I 制度 じ 一大 改革を がふる の 必要 あら 
どち 張し つ、 ゐ らムボ 偶々 ユリ ォツ 

卜晚 ± の ホ瑚ゐ る やが ±々 J す 弟の 關 

I 係ゐ ぶを を ひ； 夕 憐± じ 向 ひ 本邦の 
i 敎 宵が 態 じ 隅し 腺藏 なへ 化 評を 試み 
^ら れんこ どを 求め 之 じ對し H リォ ツ 
憐 ホダずに 語りた る も 0 是れ即 も 
I 先頃 發 表せ 心れ たる ュリ ォット 傅 ± 
の 怠 おなる もの じして 之 じは 別 じ 正 


y 


オット 博 十； め 本邦 敎巧 制度に 掛 乎る 

I 批評 的 栽 見 ダ 樞府め 某谢問 {良に 胶 


が 前 巧者 じ 比して 比 敕的眞 面目 じ 東 調製 後 おせらる を や 識诸は 皆 其 I の觀 


部、 殊に 新脊 のが 態を 研究し 义 之を 

本省 じ內 報す る ミ じ 就て 忠實 ならし 


の 本邦 敎脊の 棘陷を 指摘して 餘 恶 な 

j きを 認めし ボ該窓 見 中 女子 おじ 關 す‘ 


i 對に嫂 作し 曼蕃局 着 j 

に對 ィる惡 口の 如き 巧の 際ユ リォ 
巧±め 口 じせ ざ' りし 义巧を も敞け 
f 加へ 怠 見聲と 巧し 之を 樞府 のを 員 ホ 
じ 货族院 の 一部に 配布 せら' 

4 祕密普 どして 配布 其翻譯 意を の 
配 ホを ずけ たる 樞府 のを 員は が ホを 
を 首め どし 頻じム リ^ォ ブト 博 ± の 卓 

を じな 服し 特に 女子 敎育 のかき か 心 

一 ♦♦，参 参 〇 ♦♦♦♦••，♦♦除*; 

でしで-化 論 ぁを は 驚 摩の 外な しなで； 

I .ど稱 してが む. しら 其の 當時 よらして 

1 が. 東 己 化 治 氏 巧の 如きは 驟 米の 祖貪 

の 實がじ 顔み お L てが 中 ダ 欺かる 女 

j 子 お育惹 見を 發表 がし' しを ごて 幾を 

の 疑惑を 狹み 居れり L たも 化の 意 

I 見 書は 世 閒じ發 表せん と 了 翻譯 せら 

れ たる もの じ をらず モボ おを 書 ミし 

て樞瓶 其の 他 一部の 入に もさん ダ 巧 

調 嫂し ねる もの じ 外なら ざる，* な特 j 

におを 蕾 公爲 せる は故惹 じな かせる 

一銜 所を るボ爲 なるこ どか 論な も 

A 搞箭み 連中 鉱 付く 從 めて 化の お 

ぶ 萬は 子じ攸 らて發 表せられた もじ 
ぁらず ずよ も 配布を をけ たる 上 院議 
員の 某氏よ も あ關じ 洩れた る' ザ 故 だ I 

化の 恵慧ボ 新聞紙 上に 總羡 せられ か I 

るを 見た る 金で 子は 一力なら ず酱惑 
の模樣 ならし ボ改が 一件 ボ看雜 せら' 

る、. ダ かきこ VJ 是れ なかるべし どて 
自ら 憑め おもし ボ怠 外に 4 をを 离等 

師範 女ず 义學等 じがけ る 傅 十； の演哉 

を 記憶せ る乂 々は 該窓見 書の 眞 巧を 

疑 ふお續 おする じを らし 爲 ではを の 
擅 避の あ 相 ボ遂じ 世上 じ瀑處 サらる 
ぶじ 至ち はせ ずを ごて 之を 愛 虑 する 
I 事甚 しく 化め 相違の 點じ 就き 新閒謝 

を 等に 眞相そ 詰問せられ ては r 大專： 

どが の 後は 一が 雨 曾せ ぎる 事 じを め 
I おれ-り 然れ ども 流 巧 じ 梅が の 速 中 も 
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I ♦旅 顯鑛守 婿 縮小 海軍省に ては 豫： 

て 巧 歎要灌 部の 縮小 决巧當 時 ょらが 

觸鎭 ザが 縮み か 針 塞 ぁり 微ホ 穂が 調 

査 中なら し ダ 頃 H 成案 脫稿 しねれば 

愈 置 日のを 報を なて を おせられ 其の 

改正 要 網は 現な の 旅 順 海を 病院ぶ び 

旅 順 海軍 經理部 並 じ 鈴ぶ 寸麻 所感 軍樂 

除を 巧徵廢 化し 尙大 をみ 將中 ょら 補 I 

藏 され ホれ る 商鎭守 府參謀 長を 大を 

中を ょら 補職す る こど じな むる じあ 
る もの' じて 該な あは 本 巧 十四日 j ら 

旋巧 せられ. つつ をら 廚に旨 下' め 同 鶴 

译府參 謀を は 巧鬧永 佐な- 

沼 野 療領聲 巧 狸が 送 則を j 来 ま 
も 二十 ムハ日 を か 博 ± 、.ホよ 日 プタず 

! ホ テ. グ日本 镑會員 、サ 八日 新 井領 

一郎 巧の 日本 棋幾部 じがけ る 送別 會 I 

あ^、 本日 午後 一 が ょら 領事 夫人の 

音が チ； 〇バ ー チ；、 同 午後と 時 じ 

一一ぶ 正 お ま 巧 長、 明 化 日は を 自邸に 

调 宴を 謝 < V < 、.册 r 日 領事は {良を 

じ 重なる 回 本 協 貪 鳥、 翌 一 H 領事 絡 

員' 一简 を中必 どせ る 留别會 を 催 ふず 

る 由、 が じあめ おを 期は 念々 巧 豆 一一' 

日み を せら' こ 

©お 濟 食め 大 被害を お间 曾は 中 西 I 

部の 大被 舊義 損を VJ J レて を 盈が 弗を 

寄附ず る J じ 巧 ホし 盾る やじ 聞く 

る 口を 學± 输敦 正金ぶ 巧 じ也勸 

せし 同 巧は 齋藤 ホの 後な どして 去る 

を 言 ホ 着— 

♦巧が 元ぶ が 巧. 大艇の 豪商 巧が 德 

了 巧の 實 弟なる 闽 巧は 册程 バア ミン 

グ户 ム大學 を樂目 で ボブ ダ、 すス々 

じホ；^:^ .. . . . 

♦巧 ほ 銀巧眞 おが 蠻こ 巧は 歐 がよ 

夕； じ 滯巧中 

車 泉を 築她七 


乂義 搪金 募集 ► 

I 米 國中爾 部に 趨グ j 

し 今回の 大被蕃 は 
I 實に 人生の 歷 なを 

りて 35 來未 曾を の 
大悲 として 
荀 にを 端 豆た 愛の 
義ダ 解す るを の；、 
座纖 する た 怒び ざ 
る瓣墟 々依で 吾 離 

なな 留 同胞 講 栽ょ 
り 沉く義 搪八ま 一 募 

集し 巧て 驢 また 於 

ける 米鹽 人の 高^ 

に 酬ゆさ 所を らん 

と-^ 尸大 ぶの 諸尘 

は禪 つて 應 みのを 

I 輿を らん 事》」 

大慘審 義摘金 取次 巧 

紐 育. 新報 麵 


ない ダ 八 噓を つき 人を 欺いて 巧大を 
爲 さんと する 彼等の ふ 拳の 置の か... 
-ル なをを 憐な 

0 0 〇 


を 


► ►長 廣を ▲今， 紐 育 H 本人は 垂殺 

ちを つて 不あ直 じ や V の 萍御ボ 頗る 

I 盛んで ある ダ营輩 も 化黯じ 於て は 犬 

いじ 經驗ゐ わじ や A 先 づ手お 早く 吾 

輩 自身の 借を する 時 じ おつね 經驗を 

'心 ふ ミ 彼 奪は 嘘を つ'^ こど が W 

!必 得、 狗廉を 違へ て A を ホ 望を ず こ 




A 社 吿 ▼ま 俄ち ま 社 信巧韶 
▲本社 同胞 谷位ノ 便宜 ヲ圖 リ左ノ 
I 事業 ヲ經餐 致 候 ^ 

職業事業周旋 二、を業投^施 
二、 委巧巧 理事 お 吗賛買 貸借 仲 会 
ち 調査 薰事 お-ー ハ、 郵便物の 取み 
ちを を 一切 世說乂 、巧 毒 法律相談 
I 葉 醫三專 巧者 ヲ選ミ 查實巧 ヲ負フ 
ブ御化 巧-一 應ジす 申 候 
A 本 魅- 鬧胞を 位ノ御 愛顧 二 酬ヒン 
爲メ三 獨嘗縱 凳莲ヲ を 願シ文 日本 新 
閒雜誌 類 V 御 取み 致 ホ 候、 雜發室 一 
I 巧 グミ 巧 おお 迄 二み 兀傭巧 致 巧を 御戒 
i 襟相廳 候 ' '- ■一 r _ 


乂齡營 業 部廣吿 

一、 手 採取 夾 正確を 速 じ取圾 
手數 料壹グ 年金が^ 弗 
一、 絕 領事館ず 績 在留 誠 明 願、 
徵 を猶豫 願、 登録： 屆 、.手 歎な 
養 弗 . ■ 

一、？^、 额譯 ，商業 主の 賓 買' 姑 
'か'- . 

I 、 を 稱巧刷 物 

ジ •ヤバ ろ ミス タイ ムス 乱 


晉本羞 眷ろ墓 
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生み 栽酱 VJ ' 奪ち. が 霞 謝 巧、 がなる 
i 羅滿鉱 を鹽逼 ミ. 人 か.', みを 省を 
1 熱 ふて 踊々 薬す を 巧' みしる 之に 
1 潜し 巧密 敵禀驚 もちた. 左 蜜 要の 

事墳 はぶの， で。/.- '..，も 
:ブ 。ミ tv ス たはを X 聲漱纔 
.芳巧 ちみ 故、 妃譚く 可し 
二、 再^ 巳對 ず^ 旅券 下 腺に 關 し： 

.一隆が' 巧ら； ん をち ふごの 换 構は 

'去 吃を みを くす し- 

1,- お 鐵じ焕 でを れホ國 の夕籍 じを 

し ホ 國のあ K さ 夕ろ语 るを じて 出 

が 懸時义 B 本 法律の. 號を する 規じ邀 

ホな 外を 宮 藤み をを 經て H 本の！ ^簿 

被 鶏 じを 錄し 帝爵居 おど 戒む语 るを 

が H ホ 間を 往觀 する 瞭ホ 國敌 巧は 么 

じ 旅券を 下 敬’ ず もや 巧 やの 間 題は 目 

IT 研觉牛 なれば 明言し 艱し' 

學在 ホ擧董 の敎脊 方甜は 現今 賃際 

に 解が を吿は 屠る じ 似た- S ' . 

盛大 隱僧新 黨瑕跡 

法 新 致 聲辨攒 め T 院議 遺げ かサ TH . 

天 f を招摄 し迸黎 哉を 聽夕 ぶな： 

が且削 练を資 を 鳴が 向 十稻 あめが に訪 

ド 懇遽 t - ねぇ. 栽 案 倩は 亲 おに 立 だを 

I み も赛面 よら 新 孜黨を 援助 世ん ご 約 

i むた る爲 めなら 

伞爾薇 改正案； 

の 運命'. 

雨裤 撰ぶ ひ 資業稅 0 なぶ 索は な 對ぞ 

-巧れに下瞭は辛ぅじて逆邀するち卜- 

院は 么ををが せ ん ず る 勢巧 ら 


• <1 公 公 ： A • 公 <1 と <5 

东難 會閉期 延長 せん 


. 議會閉 期は 前 

ミ ロ延 庭せ. らる 巧し.. 

•未 あ 榻川宮 御を 微诗 殿での 御を 體 j 

古典 後大 なる 變 化な きも 漸次 御 巧は _ 

I 殖ゎク 、あらて 上下 何れも 憂 猴せも 

明， お 神宮 建議 窠關 直彥 巧が H 下 

1 紀 じ興记 神を 奉 速の 建議案 じ 願ず る 

十™ I 質 難を 提出し がち じ 委屋附 巧と なれ 


- <1 なな <1 公 A 公 

失 山 本 首相® 溃說 


霞-. 


ぶみ^ 

-4 ピ. 


鱗 


嗎. か' 

酵一 


貴族院 あ 潮 議長 I 

; 反が がを 渉委貴 招が を 媳 上に 於て 爲 

1 したる 閲首牺 の满說 

證 お、 おは 本 巧 十二 H 狐ら 中も內 

; ■閣紐 織の 大命を 蒙な ました、 弦 じ 

j 於て 篤 ど 熟考の 卜； をを ずる 事 どし 

P 退 おを しが ホ 潜必熟 厳を 遂げ まじ 

i ね おお 苟も 身を 巧 固に がぐ るな 上 

I ' 時 腐を 化 給 レ 巧て 報效 ので 一. を 期 


V ずを 寮' がを ああ' 雖ゼ で， 藥 準繪感 

..みぇ‘ 4 で お‘ なを 巧み 藤 秦嚴じ 友が 

郡 H おがを 巧し 主した 英 窓で 鄉擊 

- をす がが ぇを 爵議會 願會令 じ 麓 
し 殊に 諮 鹽中常 局の あなを 見 まし 
た 0 は實 じ熟權 措く 能は ざる 巧で 
あ、^^よ万みさ .^^管も帮く精が*|^まし 
•にな 上は 徽力 货ゐ らん 殿を 蓋し 攘 

获の 誠を をし 献意 誠が 巧て 上聖昭 
'に 教へ泰 扛で戲 ぶの 遗ハ遵 に 蘭 はん 
事を 期す もので 御座' 心' ます 敗ぶ 曾 
'め 趣旨 獨觀は 故伊騰 をの 創立 せら： 

托 た當帮 親しくを よ h 之を 聽を阔 
椿を すする j 人で あを ますので 
我憲致 上じ關 しおの 敬意を 擲 ひつ 
、ある 處で 御座らます るが々 回の 
'巧閣 組織 じ 就ても 潔く 之に 信頼し 
解來其 精神 じよを 立憲 歡 治の 運が 
を朔 する 覺捂 でぁゎ まずみ 不宵別 
段の 檐貪 るる 譯 でもを りません が 

.ま 誠な で： 其 猜じ當 窓を が类 娘を 

收 めん 事を 期镜 する を 第で あ' らま 

-す 

わを 助 政の 整 盤 ぉよび 我滿の 驚を 
は. 同 下 國務進 巧 A 黃も忿 あど 偉 じ 
至 > をに 時勢め 推を ど廣 蓮の 邊ホ 

这じ鑑 も 避が なる 計 聲を显 で 巧て 

'黎 じ. そを 整理 あ 革を 實巧レ 度い ミ 

唇 じて 居らます 丽 してが 般の施 セ 

ブ酱營 じ觸し 宿弊 あるを は斷然 之^ 

を 父 除ず る ミ じを むる どが 時に 國 

力の 發を につき ましては 必然なる 

を晝 をな しが 實 効を 擧 ぐるに めて 

'邀據 なか. らし めん どず る覺 悟で を 

'さて 熟々 東泮の 形勢を 按じます に 

際 巧‘ 支那の 如きは 事 變勃發 な ホー 

グ年あ 餘の歲 巧を 蹲して 猶 をの 騒 

粮は 諸君 御 承知の 潘 b の 巧 棟で あ 

らまして 隣邦の 爲じ 墓に 不幸の. 部 I 

どが じまず を 固は ず 邢じ對 しを 巧 

特別め 歷史 みおして 揖 .る 事は 諸君 

の 御 ホ 知の 巧 第で ゐ らまず から 別 

して r 日 もを じ國情 のぞ 穏じ歸 す 

る 事を 望む ので あ もます 义巧を 顧. 

みま すれば 化 頃 巧な を 上の 事 鬼を 

患 志の 疏 通を 俄き 言 巧 動もすれば 

常軌を 遮す るが 如き 错 きがあり ま 

して 賢に 憂 虛じ耐 b ぬので あらま 

すけれ でもが 憲 なをして 盛 實厕滿 

の發 達を 遂げし むべき はま 人 おじ 

'風 夜證强 して 居らる^ ミは 画 よら 

j ジ であ b まして シ 々モ义 吾人の 

■賣 巧で ある ど 葛.' へて 居な まずから 

柯をか 互に 磊磊を 落 意 患の 疏 通を i 


j ,. ぶい も 起で を、 夕 まず をのみ 第で を"^ 

ますから 諸君 何ホ缴 萬の がする 處 
を露泛 ホら れ充 みめ 襟 力 援助を 奥 
へられん 事を 巧 望 致しまず 云々 

ill 
驚 派 別 . 

A を友營 . 

A 政 友 俱樂部 
么 風反黨 
瓜 無賺屬 同泰會 
在： 純 無肺鑽 


:式 ホで 
， 、 i ■ 


す 蚕 豕題發 巧 雜じ敍 きお 

i 佩. 參メビ 1 傅 主. 

-の講 鑛；- 


響郵鎮 .哨 


A ぶを 同を 會 


.巧 八十 化 名 

手 四 名 

四十 二を 
.二卡 と 名. 
風 名 
丸十 互 名 


瓶 考広嚴 .藤に 一を、. 當む驗 じ 

の缺員 あら. 


9鑑 が 滿攀視 総監 逝去' .貴族院 議員 

I 龜ザ英 一二 節 巧は 宿 癖を まな まち 廿六 
日 遂に 這 ませ' ら . 

を 元を 博 ± の 後 巧みを 萊 京を 大文 
科 校を 良 博 ± の 後は 京都 大學 のを 本 
博 ± を稚ず 事に 决巧 せら 一 


* おを 地方 官 及第 云 额斑長 黄を 
鳥取縣 知事を 西な 動 一二 等- 
/ご'./ 岡‘， 黨を郞 
I な 商務 堪營が 慰 長 (一等)；.. 苗 
化 職 溢贺縣 知事 絕四位 颤二專 
が 島 絳を- 
I 巧 鳥 おお 如爭 (二等) 

陸軍ず おを 二位 熱 一等を 該 
男爵. 上凉舆 が 

I 補 第！ 二師剧 を_ 

莖 二姉團 をを 二位 鐵 二等 

功二 級 男爵 . 

■渡 邊’ 章. 

を 備被仰 ザ 

'正 四 位 動 j 二等' - 

を 騰謙か 

を 新 游ぉ知 奉 (一等) 

靜岡縣 知拳從 一二 位 劇 S 等 - 

法學博 ± ■が' 井茂 

を 愛知 縣知聲 ご 奪) 

'巖 ず縣 知事 從四位 勘吉等 

を ザ 信 一; 

を靜岡 縣细事 二等). : 

香川縣 事務を 正 五位 動ぶ 等 

.谐 'を 巧郞 

I 化 巖手縣 知事 ご 奪) 

. 愛 お縣か 拳. おお' 經 一一 

新 潜 縣知奉 伊澤 多舊 男 

內務 省譬お 局を 太® 政を 

I 义官か 狠み鑽 十 一條 第) 項 第四條 

化 b 休職 被 仰せ. - 


V ど！ 博 ± は 本を 二 H 牛を 京都 璃鸯 

班' 鄙 學部曝 堂 じがて r 米國 のが 霉敎一 

靑) の 題 下に 大耍 左の 姑き 議 潰を 渴 

せ-^.. 

る譬な る 一觀察 者が ホ题 人が 黄金 
紫-辞の ほじ えらず しで、 敎靑 能の 
鹽 ほな を ピ 言 ひしは ま 着なら 最初： 

じ 植民を し淸 教徒 ザ 舞 一に 着 ホせ 
し 事業は ± 民の 巧敎 と 敎育 なな 其 
穂神运 ずる 巧は 何等 貧擔 な- ^乂 
叢を なる 款昏 をを 衆に 捧 ぐる じる 
- ■^當 時 お蘭橄 民人 ボ間 國皇を ょら 
蒋 許された るを 親衛を をく 酿 おし 
てン— ザ*^ 辩予 .の簿 立を 强る じ至户 
る デ 如き 或は マ-サチ ゥ ミ. セ ブジ州 
じがて 法 雄を なて 無料 じて 请あ及 
びを 律の 魯識 を兜盡 じ敎授 すべき 
を 就を じたる ガ 如き 之れ を證 ずる 
じ炼 あら モ八巧 二十 あを セ ファ； 
ソン 巧の 窥 立になる ブ ァジ ユブ大 

學 の傭國 をなる を 藤び ば.^ 1 パ！ 
•寺 大擧 をみ めえ 験が 来學は 英题風 
ちむ て 智谴め 落黎ょ 。ろ. 4 乂 物のを 

'要を 驚' 二こ せじ ザ最を を 楽の 發達 
じ 俾び獨 逸 風め な 業' 敎 巧を 鄭駕 b 
を さ 」 MV . 籍學 、郝學 巧が じが 
大學擧 て 農工， 荫 等め 專巧敎 巧 じ 力 
を；：. 往ぐじ まれり 化觀 じがて 獨逸ピ 
.共 じ 貴 園は ホ國 におして 一 H のな 
たら、 然しな ダら 今 H ホ 圖乂擧 の 
.縣 をは 實 じか 巧の 隆盛に 化り、' 大 

-學 巧に 於て 最もを 高き 人は フ！ 卜 
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j| ぶ^ 孩がユ .f ず イタ ジト マイク ホ 1 
カ ー、 ホブ 、ア V タカの 大辕嘗 どし 

て 北米の 天她じ 雷を を 轟かした 當 時； 

じ も ペン シ八 プア ニイ アの アン スン 

- サイト、 デイ タト ジ ブトから ミッチ 

j 之が の 殿下 じ 二を ±を 出しで 磨っな 

~ 二 今 タス 君 も ゥネ グ ソン 君で ゐ る、 

南を ども 巧絮竊 からを 衆 廣巧議 ホ じ 
W 一 j 撰 おせられ ためで るった が、 代議 ± 
どな つても、' 矢 張 お 炭 堀め 事を をれ 

-な いそ'， を 力を を' いで マ イナ} の爲 
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イシ、. ア シド、' マイ ユング S ビユぶ 

ぶぶ 腐 鄉ザ谐 おた 蕾は ク .ネ .V ッン 
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'ダを 然マ .イナ！ の 代表者で 、年々 み 

ブ ミ ザレ‘？ シ 3 ン < ネブ 、レ ボ r! 

ダ I Q 大會 じは、 ユ； 户 イブ クト V. マイ 

, V . チ} を 巧 表 L て 度 橋し で爲 るな だ* 

元緣. ：ユ！ ナイ タ ブト* ナク ホ！ 

I 力； K 圈 じは 二が め 人 職が 居る、】 
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，ス チックで ある、 イす •ノイス マ イナ 

3 0 を鹽 0 親 巧 クオ—々； や. マ ダ ド 

.ナ5!;/卜輩は髓倉主蒙著觀マ ィナ—の 
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I 巧 讓 ± じ 撰 おせられ 今日に 至ク わの 

である、 別 じ學搜 でを 育せられ た乂 

j 物では ない、 巧務鄉 レッド フィ 八 ド 

ど 阔-對 である 0 

j ホ 題の 新勞 楠ダユ .ニ ォニス ト であつ 
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ぼ 察せられる 譯 である、 同氏は ホ 常 
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す 年 t H の 如 く 凝の 底を 邮 いてなる 
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じを 俞危瀉 の 難 L 一遵 ふれめ であうた 

をを ふ 事 だ、 ぶが 知らせる W は此睾 
I でる ろぅ、 而 してぶ ダ 知らせね 結 お 1 

I 阔ホ乂 はを 人の 截舍 じよ. CV 氣 車巧换 I 

一を 買つ てあかれ たを ふだ 〇 

j» 目 ネ人ク ブス ト傑會 の 新 か 事が ホ 1 

巧、 は 阔詳護 貝 飯 沼 善 一郎を 这 みを 


I なかつ ち 

♦妻子を 排巧 する 排斥と 云 ふ 文字 

な 秦港附 おの 專用 かど あへ ば、 何時 
の 聞 にやら 巿 俄を じ 迄 流行して ホた 
六十！ 二 T 目の 或る 蔡 末ぶ お理 巧を 經 
營 して 居る、' ゃ 里 某は 何の 巧 おか 知 
の ボニ 人の ホ 供 ど 妻 お S を排 巧し 
で疆ど 妻を はがら しい ダょ いぶ 氣 が I 

ボま ぶじ 給 化 人ピ しで 處 みれ た 造 

下が 代 巧して 屠る どを ふ增 である 0 
> 前記 中 里 某の 妻 もは 目で 靑年貧 じ 
I なつて 島 津！^ 夫婦の 保 誰を をけ て 居 

る、 . 島津 巧の 誤に - 6れ ば お ホ 得る ホ 

j け 示談で 解み して、 法 庭を •媒 すまい 
ど 云ぶ 事で、 誠じ鹽 ましい 事で ある 
♦萊 がが 會 み 競 買 クオ バシど ランド 
グフの 巧で 大 々的 じ 競 虞を 始めて 语 


ずる 華を 得：'. 一」 せんどず る 者な ち 
0 第一! ヵブ 選 おの デ黨 上院 灑具 

サシ フォ！ ドぶ ダ. 一巧 十 吉巧 提 おし 

たる 上 挽 第 ホと 號案あ ユンヵ 選 お デ 

黨 下院議員 シァ ラ； 巧ガ翁 十四：！！ 下 

院じ提 おせる 第な 十！ 一一 號は おじ (歸 

化權 なき 外 國人及 如上の 外圃 乂ダ大 I 

株ち たる 會 社は ± 地の 所 おを 幾す 現 

既有 地は 現 所有者を ホ じ 巧る 間は 顯 

™ 係な きも 今後 取得し ねる 者は お 年間； 

之を 保有す る 事を 得る のみ). ど. する 

ものな り . 

0 第 S 带提 バ！ ゼグ巧 攘狀の 上 隙 

第 六十 號 案は 民法 窠千四 巧 四 條を修 

ぶし (栖纔 じ 化- 〇 处廚乂 は 七 地を が 

I 有する 事を 得ず) ど せんどす る 港な 
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え ザ實駭 家の 势 カザ 强 いから クォ々 

.! は 己 度 迄 も 合を 巧 炭 鑛夫圈 々.をの 

候補者に 立つ で 敗れた、】 が尔 'じ ホ 

す イト 巧 ガ團長 .で マク ドナ グドダ 副 

I をじ擧 げられ 巧 派 調 おして 居つ た ダ 

|を は如柯 でを るか 〇 

入 間の ぶ 身は 實じ 意が ならの だと 八 

伞前 巧が を 同胞 中の 某々 等ボ おの 底 

を 叩き おめ た 頃 ゥネ グッン は 化 下 じ 

潜んで 巧が を 掘つて 居つな ダ、 其 人 

等み a 六十 五 ホの フォイ スト クラス 

じな つね 時 ウネ グッン は勞截 义臣の 

椅子を 得ね み 祭 だ。 

同 あのを 共を 活は夕 論十函 ぶを 巧の I 

事では ある ガ えれ はを 然お 炭鑛 夫を 


て ミ 十 S あら 巧尘 地所 お 權じ關 す 

じ わを ふでる る、 嚴 正で、 申み もな ~ をは 上下 兩院 じご I 下院 じが 四、 漁業 

'を 藤ぶ 巧を 失 ふね 巧ら じは 敏腕で 

申劳の 韻い 級 沼 ま 巧を 得て、 別 じ 環 

得 もがいだ ろん 

6前靑 を S 事 闽を寅 ま 巧は 近 曰 中 

歸 ホの 舊 で、 今 画は ホ 円牟會 出版部を 

捏 巧して 大いに 態 動 せらる るを ふで 

ある、 菩 人は 巧 巧 古に 一一：#9 を 逆へ る 

I 導を 中 瓜から 喜ぶ ので ある、 

盾 日本 通信 嗽賓 巧の 新 創な 藤 日本 

給議 輸入が 食 ま々 巧 どなら 見 巧の-; 

廓會を 組織せられ た、 該荫 脅は 被服 

其 化の 雜貨埼 を 鬧雕間 じ 最低 憤を な 

て 拱 給す る 目的で をえ J 目下 春 夏販 

の賣挪 をして 原ら る \ 上の 注 

文は 寸法 書 じょら 調製す る ご 烹ふ事 

ご。 

售條會 文蓮會 去る ± 曜日の 晚 グロ 

!ブ え シド 街の キブ スト お 靑年會 じ 

がて 日本人 キタ スト 條會 VJ 共同の 文 
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虛籍思 あと 日本の 文藝 どかを ふ謗演 
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闕 人ぶ び會社 はも 地を 巧を ずる 事を 
得ず 現 所有地は 持ち 其 妻 あず 女の ホ 
じ 化る 間は 問は ず 今後な 轉の者 は- 
すぶ 义氣を 引 ひて 居る を ふじ ヶ 年間 愧糞 他の お 約は 裏地は お 

グを幾 業 地は 兰 .ダが 閒) じ 殿らん ど 

j する を 化 ぶ.. - .e'- 

|〇 第五 チ ユラい 選 おの 共が 黨ぅ 
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じ 非 ざれば え 地を 所有ず る 寧を 得ず 
I 今後な 得する 磨は 五ケ 年閱) ど せん 
VJ する をに して 借地 じは 願 係な きも 
のな り 
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民法 鑽六 なお 十 一條の 修 ぶ 案じして 
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で わが も 巧 が〇贷 城， 气を わか 妃 も: 泣む 3 floods， 
.’tbis 比； h 巧 ダが 樹 マな 复 6d.: な 3 站： が e S む 11 ra- 
'.va 封ね g: 妃 巧‘ か' .ち 約が 打ちむ ょ6坛， are rare 
c な t 压 さわ 诚 おを を も む！) が ing our r が 卜 

.de なが; i が 曲 e ミな 占 我 ed States む r ov が 
か d だ ©a 过 e;i の 站；! 沒吨が f . we have no 
-r がろ He も抬娩 IS ももち 口 触な 打 appalhng 
む巧 かが 说 e; 如 姑: 巧の p がか おな icted わ y 
vthe が -n が 城 如け わ iH? 郎 as we have 
嘴れ 技を 能み む tfak ’. み， が k* Japa 打.! S a か 
- C 母が 〇 拠 e 速 ホみ か phoo?i も earth な tiake も 
:贸〇 が is，:: 泌 の 过 お dk]：'.'waves,whicii leave 
:〇 れか色 i がか aSteithe wr が ke of towns 
贫打み 化〇 巧 s が i お; が the dead. The ぴ 
也 a ゎ i れ] をん な贿 CO 打 t か labl も の お tations 
Jhave: 10 が e 过％ みか become somewhat 
-callo=as - 々マ 細； the sn 巧げ ぶ呂 s 
br お g - は; p<m。 なん’- ス Ve believed that 
Amei'icavw&sJsingukriy わ rtunate i 打 
が cax)i‘ り g 誠 ;.devast& け on of th が e 
.<iea 地-み 色盐! 姐 ■g •ザ ミが かん The がて妃- 
qu&ke 一,贫も 夕込打 ； JVancisco and the 
争ら ぴ ibie がな 妨 ters before us, howe\ で r， 
- が) 化が e をら か .巧 i 巧 et our . op お ims び!. 
We wish i;4 か .expres& り ur 、 profound 


!翅 給 s carried by the Saionji 
が ini がび . The ，卽 unt would tase 
钻 le が が a 打 s as the prii' ぶ ip な！ も 泣が s 
■of the reforms,— wMch， o 谷 usu 與口 g 
the n を tiou&l prp がが s and かち. 
change of 忱 e おがが， he was xiesolved 
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deliberation, and work わ r がが if 
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tion of the 王 ixtperia! Co 打 slit ぶ 巧みり. 
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巧) を むを t profit now bemg i ■巧 ぞ拜 
and お the なお ザの t of lui»4s fe-orrow- 
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む 〇な がが が: r© 召の みお. 巧 e ホ なな‘ 巧 純び. To。 
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Goali が 0 打 Ca お in お t; made up of ^ the 
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the Selyukai, but. Count Ya の 抹 roato 
ihas e れ 注 9 が ed ； the :本 rin の がが and 
-policies - of the P なが y. Sii 浊 a 

ぶ 0 け Ht ミ© む. Cabhi が is .が obabiy the 
^ best workable solutk が;， 口 打 der ■化ち 
. e がが ing eir を昭 nsta 打 c 诚 ； As we have 
pointed out in our e なお 知 gr issu も 
■ because が.: 雌 e 脱 ist 細な e • . of two 
. -Btrong 口： ppo 棘 jg "forces, ; 诫 e eons- 

trae 城? 打 o 至 ぶ こ gQver 打 化のが ん々 り & 
puirely ぶ 巧 が y.b 城 i をな s お II 達扫 〇- .early 
to hop だ转 rit を； t がき I が alig が 城 n. — : お ut 
we have ぶ 0 he ぉ t が抚 が） 1 む aas.crung 
4hat. the ..む xna 放 oip Qa わ m 础化 a 
ぶ 指な 主 狂 ca 技 t ぷお p 王 n tte：.. 过 eyelo 谷 孤 eiit 
-of Cons 嚇け ionali さ 載， ：お； c. 独 巧 
でも’ が iier has お ubiic 皆み 媒撕如 iG8<i has 


carrying - on the ad 猫 uuot 公 t が 純々: 
tihe country and greatly sfcrengtii-en* 


ing the foundation af the 王 猫が rial 沒 みれ な， both of tiie Yokohama Specie 


Hous 早 It is this —eo 巧る I な edition 
that 打 ecessitates the lor 撒ぶ わ o ななえ 
the 及 化 ken Ooslnk 找 i.' 

巧 shall, in accordance -with ihe 
princi がぉ by whieh' th が Empire 
was 重 ou 打 ded> make clear the great 
princi がが 0 ミ loyalty wit お 組ち Im- 
perial House as its ce 扭か ai object. 
We shall propound the 复 r 妊 夕 d 
scheme of the な estor 注が on and ち 邮- 
po け the Imperial plaii of ope は door 
and progress. W を shai! 々bf^e 打 巧 th 夕 
provisions of the Co り stitu む on, が が 
pect the prerogatives of the Crown 
define -the respo 技 sibilities 0 至 站 hii か 
お rs of 苗 泣 te, and protect the righ お 
巧 f the subjects. We shall promote 
education and elevate the public 
morality of the people, and develop 


技： 汪辽 k, who. 巧な li .800X1 夕は封 まか r も かむ け 
ai3d London, .a 加の。 げ 巧 'a 名 .各 i 巧 細 by 
tbe memhexB -©f the が!!; 的が 神！ 巧ら 
江 垃巧 other 化 おな 岛が e で esideste on 

MiiJKih 24 at fee Nippon Club* ]^む. 
R. も过 n 打〇樹 如! 1 ., manager が T New 
York Agency of 秘 み X 施 oka-ma 
Specie .Ba むに， pj'efii なが 1. Many 

speiech-es and かな! 化 sirii. 呂 •が还 t が: 走な in- 
•me 巧な ，閉 all がな e な がが 晏も蚀 が i •む a.g— 


a 婚が ion t 〇雜 を が 泣が が裕 .お 妃が诚 巧 そ r eapaci か as な constitutionally， 
Party by who がが 巧 の〇 ホ喊 、み b おが 涅脚 をが ed peaple. -We み all 


the 1 がが ting .が？ 
装 el 冷 a みげ 避， \- 


ぶ su&teined. 

A がぉ斌 Hlg 
食 e 巧 uk 还 1 〇 打 
Premier 嚇か ' 

‘* "When 無 e late P 論 其 ce It々 
をみ。 おが i 化 8 齡か aka!， ミ ぉ eard か 〇 雑; 


haaiae traternal f も e む 打 gs 泣な) on 貧 

th 巧泌 .，ぶむ を do が 32 ^-.わ 6 が Ut が ) I 

work* We sh み 11 _ re を kt ろ 比 e rer 

so む rces 泡 f ももを. 。 か 巧) 1 巧 拭 も、 . も om を, 
ねが gh 畔 な 術げ 。が 苗り 泣 ミ が 0 び abroad, 
王这巧 6 ぶ。！ r 睐 es な ge を Y も rywhere, and 


わ i がぉが 80 打を％ about おお 夕 な 巧) ose お 〇 が riDu わ 巧 棘 6がな が of 曲 6胖 が W ‘リ 


ん 


を;' 


みな 杳 J was one of 化哈 が who— さ how が i 
iiea が ダ approval of it. お少 co 打- 
を d 桃 诚 i む 妃 e sup か 加 如 沈 6 号が 3 の- 
お 泣 i お forming the p? ㈱が it.. 姐 ui お 走 ry. 
had 118 b を餐お ni 打咨 atth がが 巧©， I ぶ av も 
れ great respect for the purpose and 
- princ 助 es of the Seiyukai, and i 
her を by declare 妃 at I a 放 か ) nvineed 
tbat r shall follow their spirit in the 
discHarge of- all the ad 拍お おれ atiye 

busi むがん り 

On this ■ oocasio 打 ， turning to 
matters ot 之 administrative and 
fi 打 aiicial reforms, the Count ex- 
pr が sed hils : conviction that it w 任 s 
the fundacaental requirement of the. 
だ议 e to strengthen the basis が the 
凸 a む 0 打 al ち n を 打 € をな じ d work out なお 
h 注 ど 打: 10 打 io ね这 を 巧ミロ がな i 約 it of eco 打 6 か; \ 

お。 巧 化な も (1 to ib 色 u&iXu—th 如 . tl 化が 

お:/.—'-''.;;.. 


On February 34, Ptiace Katsura 
also 江む 打 OQ 打 ced 扛 e policies., to be 
pnxstfied by his を 如な '. These are: 
*To .establish firmly the poikjy of 
なお io 打站爲 efe 打 c も and 巧 打 if;^.theinilit 
ary and な 1 が！ nameot だ •了り ぶが the 

巧 iploraa を ic orsim in vigorous action, 

a 打ん paa’tieid 江!* ミグ， i な reg 泣 rd む> the 

Chinese policy, to adopt a step of 
an immediate solution with a view 
to preserving the peace in ジ巧 Far 
East. ■ . . ■ 

"To が a お 口が various admires - 
む a な ve busirte が , axKl to retrench 
the annual 6xp 約！ 化を by 巧 0 〇 む教} 
raiilio 打 yen；-： To 巧 规礁诚 is eum 
for changing the tides' of^ tax pay- 
raenl and がみが the national がか 

bra ぶが 贷 巧！ が s ^at , .more epp^y ちむ ie り i i 
で erip 舶, — To' leg がな かせ ぶが おを i 卸が 


じ or がを 姐 妾が}； y, out of harmony with 
the が— 蠻; み夕 rt Miss St. De りおな-’ 
が biled. 孽窥* が hap 乾 が. y ny diliiculties: 

i 村 voh; 色 お u ミが]: KH’ti 打 g 1 . が i! が ジ axie 併! 
act なぞ 班. 學 r a が 巧が e を as"t!ic . bt;ip- 
I 化 at 接^, .が the Star, together: か ith ihe 
!;れ 看が e 妊 巧- 夕！ k 辕 ping up the snow- 
jivh 粗’ 古 虹ち;- cha 巧 お c 0 ミ ature 0 打 かん* 

I で a お。 重 巧 お. も ei- がみ も . being made 
ミ 打 弗 寶 .gr 夕 en ‘ room, might ち xp ミな m 
the がれ; お ミが V 

•バ; 為 敵 け^ 啤述が ジ P.Qiv ザむ お U が お 


of Japanese 巧; om なむ， i 

The education of Japaiiese wo-： 
1 x 1 みだ under the old regime was 
お 打) が も "The 1 お t が h が acco 说 p!i 純- 
び! が it 技） and of Tber mental 巧 tock， 巧, 
th ピ 巧わ が， が 巧批 tabulate' な ead- 
ing arid wrHin も 地 e polite accom- 
plishments of dancing and of 
がながら g 0 打 the 沒 ami が 巧 and Koto, 
and *acQu み int 泣 打 ce with 'が i が iet;t も 
叫 "Hi 妃 e 戍れ却 (Jhanoyu (T を 泣 cere, 
な lony), a.pd that of Ikebana (Av- 
ぶ sp !: 巧が いも。 n お ment of flowers), and an 
お レ Ump-ent かぶ certain exteiit り f 
t わを sldli in manipulating か© w か 
m の a; み Weapons of 速 efe 打 s も一 these 

made up the が nn total of わが 
education. - 

Reading was 化が 油 red not to 
gh- を おが the power of a schoi な} ■’， aole 

い unra が i the 打む' st げ i が of. 長な ddMst 

philosophy, or understand the pol- 
.む おか 台 か ical ■ system of Chine が 
sages, but to inake be ど ；i て 6 み dy 
がが i が i 打 popular literature and 
■poetry. Writing was encouraged 
[to make h が ’ a beautiful letter- 
j が Hter, or to れ ai 打 her ha 打 d-wri 村 打 g 
on Tanjiaku (an oblong slip of 
t ら iek i>ap がな Q which a short stanza 

巧 iis 巧吁 itfcen), ‘ 

Dancing . was taug] け to smooth 
the anguUu.i か of her mpv が n が it 
iukI give it grac も. Music was to 
regale む把 weary hours of ! 1 げ him- 
ban<i and parents. ■ 

Thu 化; u’tial で X げ ci が s of fencing 
お id the like Vvere to enable h が お 
derend わが boi 打 も c.hU 巧 巧も and わ钟' 

own honor, in the： absence 01 her 
: Eat わが or husband, The. KaikeUy 
or po じ kbt poniard which' was pre- 
が nted 1 x 3 every aamu む 11 girl vchen 
I she が ached womandhood, . and 


のげ ibeir that when Pj’esid ぉ nt Wiiso ろ: 勇 
was elected to theP ドが idem ぶむ f th^ 
United St な ちが. i を st /Nov が r ふが 讀 
ft も々’ spacers in America published .东羡 
telegram む om Tokyo* — it said that 羣 
both iJie t 作 vern 打 wni ai}(! the peo が 管詞 
of Japan rejoiced ov げ妃ち ぞミ がむ 難 
of, Mr, Wilson and the vie か ry of the； 
Oemo が atie 。みド け • The Japa のが e：i 
believed that *the victory of th 巧 
Democratic Party mea を t な 打 さ nd.toj 
th を 王 か p が iaK 泛 だ c pohey rwe のす! y. 置 
pursued by the レれ! ted Shi け s nuo : 
that -it also mean を. a. cl り 巧 nwar 革 
revisKm of the tariff. GoneequenUyv 導 
the telegram continued to ぶ ay, Mr.^ 
Wilson’s adminis1：i’atkm would pro-. 為 
mote the g 如 eral pea (光 of the 、-、-〇ピ! も 遺 
and especially the む ie 打 dly ぉ れ 1 
peaceixil relations between 计 這 
’U 如 teti 、与 tM が and Japao , and g さ 舅 
far tow をが ホ iri<n. がな 打 g the trade i 
between the わ vo countries. 

The e wo'jcls h;、v(i b が i.’ 色. vbied むげを 
Japan to American が ewspa^v を 巧 ； a り 菊 
in -my 0 が 打 urn, fairly .どけ pire 徘 nt ぶ过 
geii が a} idea e, 打 t が tamed by 巧 ミ 
people towards the election of Pi: け！ 
s ミ d か it 巧 Tikon, whose, i 打な ugurali^^ 
we are assemble: here to ぶ’ だ 1 む b と al も’;" 

‘ ぶ ipa 打 お hapi 巧 か tM 只 k 化 吕 も お讀 
has found her best .•む leiids amon;^ 
the Am が ica 打 peo が e: and a go9| 

, I 打 any of t.hem — We iieV じ r forge 
Commodore P げ I’y: wi! い proved: 
worthy go (Ha 化が of ろす 0 (! が 打, すなが ui 詞 
Town が; nd lla て ris, th を Atnericji^y 


Mr. Y. Niim-ano, , the Ja-p— みり もが 
Consul, お ithei’tQ j 打 ehargg. — of th も 

Consuiate-G(^,^al ぷ t 巧を‘ w YoTk; 

was -fecen-tly が 細 1 り tecT G 細細 } ぶ e 苗 - | な 技な 〇 打 ご 荒 ft み. ぶ辭祀 な 
er 江 i and ordered by the の〇ジ em- 
ment to proceed to San Francisco;^ 

お e 巧 柳 leave the city. わ r 'has -脱ザ 
post みが A を 村， 1 Bth. 

in honor Mr. : and 狐 •ち. も 了 m なみ- 

n& and of 放*㈱ が s Tokiyeda aud 


Minister^ who also guided v 避 
paternal care .,the- ぶ experie 打が 韩 
Japanese through そ be?, gi! 〇扫! 卜: こる 键 
お "plu 妃 atic'wat がぶ Dr. Tprb<^ok. 、池 續 
C 幻 me a さ 化 rais の 0 り ary、- nitrodi;p 細 
and proyag 江ら が！ modern t がが: a- 汽 -势遵 
Dr. He が の州：-巧お〇 が Japanese 巧が 
どむ sh di じ tio 打な ry was 讨 ぶ お!‘ st wori 马 

oi 地 I も kind and whose いり 祝 e 巧 14 建 
d ちが iy remernl> が ed by ev が .y w お 〇ぷ5え 
boy and gh’l. お J 雌 注り. ィ お 又 平!' が 
dent 110 Geeve 化 が so .cuiBiur •り ( ミ？ 


which always- lay m わが boso 巧 was 召 Teat populan か among 己 be .J 过鸭 
to be (：li が cte;V to h お りか n throat， j!ese む ot 0 曲.' 卿 み cco 口 ui of — おお. 避- r: 


when no alteroa が \巧 to avoid がみ! 
gra 如祁 却を， 促れ . The pg 斗 ceful a が 


j が； が a 舞 r. ザ 化 e p 的， ' in 化が r-| もがら 脚け we が 如 做 お a か teacb 
，胞み 泣が 卿’ 化 ^putable 細〇严 h to P 0 ! じ 細 ess.， manners, and the ap- 
be を 化さ e れ teci before the 化^ 如げ 居. が! がか-: 触 〇打 〇ミ nature. - 

陆 も] 啤 I' 幻夕 ocie け and t り e. び gu が tsJ; . 航 の， が 化 e accompli 化 mens が 

jfipa 打 e お自 woman given above were 
おの巧 だ ht out by the skill お 3 好 rti が 
last We おが day. As to - the spirit 
of thef tni を worn な 0 0 ? Old Japan 
we leave it to another occasion to 
ぶ oaune 打 t upon. 


The her お ne of 化せ が 戌ろ’ えを no で但 but! 
a iyot^.-and the な age 戸 h が ダ もむ > 

those： ^vho can read, tb を signs of 
化々: ぶを sM 杯 ara. Tbe が 如 e of ぶか 
h 村 打む て aiid its iimiates form the 
训 お ミ ects of dr 化の as enacted on the 
J-apaaes^, stage, and, Iherefore, the 

Ja’paj がせ e; す 技 ea お r-go がち a が used to 

tliein-u- - をが we doubt whether they 
ax 占-打 Gt 夕巧 e 巧 gi で e to, tH ら- enitivated 

t^te of the members of the 
S 曲 ie%： ‘ 


PASSENGERS ON 邮 A 關 THE 
"T8ip おが IT C8l 郎 なお 
iPres’Hi 郞 tWHso が slnaup^i 郎 

が ぉを 姐 y‘api>re ツ化 te the 脯 ficul か j . n If か; |讯お が s S 巧 P が わ . 

み aTL 秘 or 姑 そ he d な nee， が ay h 見む 0 "!• : 巧 MiHH 巧な 〇|1 良 机! h 


が Y 牠瓣 丽 

ACGURME 

咖 iisli 臟 S 

' MB ' 

J 魄 f 關 1 瞧 

滞 

郎 邮 郎如 P 辦 SS 雲 

and 無 軸 

Apply - fo ’ ■ 

Tiis Japanese Fiw 


the 

e む々 (のむ もげ ミむ; m 泣 ki。 含 ミ t acceptable 
to t. もな みが 1 やむ e& なな. 化ぶ aice を n な to 

Avir 


ml ' thear a：pplause, Jap 泣 n がを ね on が: ir of the ina.ug ひ r 沒む饥 1 of Mr. 

. f - . ■• - ' _ ■ —一 - 


daJi^：.：are ぶ s み t’u] せ too quiet to 
arotf を e — ti 蛾 iii：ter.eB-t 々も 村! を op が‘ a- 
巧 0 ミな 琴 A 巧 ied お ai) を. 里を 巧' as perh 汪 p を 
f-or 說始 jpeaeon that tne 居 to 巧 of the 
み 純;! 帮卿 a heroic was weaved into 
巧:? 襄專夕 7 巧 它ゎづ 幻 ia ぷ ■主 0 J せ nd む) i も 泣 lir 泣 m. 
ati-e , を 接が 壬. 技が 妃 かが!々 化， regret- 


- Ou ど special corf も spoiide 打 t sends 
us a reijort 01 the celebration in 


Wilson が Pi •が ide 打ち of がを United 
得 tate も held on the ‘‘Te 雌 0 IVIsim，， 
at sea. The shi を was approaching 
the port- of Honolulu, On March 
4th three hundred pa 泌 eng 各 巧， Am か 
xicaris and Jap みれ ese! dh board the 
sb!p ass た 抱 bled at the Dim 耳 g saloon 

Addres- 


み 私 巧が お、 the fact, d 口 d»g ぞ ettda ミ Lnd ce お brated— the event^ 
dayg the おか at.ittit お s ol tbe YosM’-jses . 巧を 巧 m を de by Dr. Jokic お i Ta- 


vices rend か ed In- brSogin だ;： 
Russo-Japanese War iut り a くぶが ち、 

お 6 お;- りな t 一な おり on a が 0 U 打 t. - が.- hl| 
rciuarkabTe 9 がが お a だけ and 巧 輪な? 夕 
ma 打 居 打: tp. ' ' ニバ 識ん： 

‘‘President Wiiso 打 VI)ook 、 ‘ [既 で-: 3 
State’， 1 S used by certain な 取;’ 

おお が ill Tokyo, as a : regular t (ぶ i 浸 
book. I wish to expre が nay いか；' 
that the.P.i’esiciei^t, wIk) is inaug 召た:-; 
ated to-day, will を rove in h ミら 姐 l 扣 
姐 inis か atioji to be one of so む 1 am 巧 
good む i が uis that Japan h な r had ， 

Ara げ ica. 

"Three years ago there wob 泣 g；；‘6^ 
deal of talk of 筑 war between Ja。 月 t 
and America, Xow 化が も Js—. 
more of such talk in Amenc 只. 一- ^ 
am glad to 臣 ay that th を A 打げ む (:弓 
people have come "*Xo.- regard ピロと i; 
talk aa e ね tirely a わな びん 
. ‘ ‘\Vhe 打 - we witness si! 地; ミ ar| 
steam が s れ》 this p がぶ g behve ぶ ぉ 
Am が ic みみれ d Japan ki ku’g 色 
befs: and when we 化 ah’ze that tb^ 

ぶ re all e 打 gaged i 打 a pe 押 eefu! rm た 章 
ision of comihexce and も’ ミ巧化み巧 部.! 
tercourse, then, we ca 打 わ ot but ‘！ 
con-vinced that the 玉 を ミち c Oces^ 
wUl ami ぶれ all alw が 巧が m;、 ぶけ 香 
highway 0 至 peace aud inemlship; 
an) convinced and all the んが 9 主 
pr ぞ sent here 过爸 in J 江 pan lK;iV が/を 
that ?r が ident—Wikon and his^ part 
will be guided by that, same ide 与 
ot 0 eace and fHe 打 ds わ ip, i 打 the coi- 
duct of the pojitkjaj and co お I 
のげ cial relations of the United 
States with other countries で h 如 
ミ or も I de ぉ 幻 it a greai; h 谷む or ■ — 
pleas な re to participate 山-化 e c お e 
bratio 打 of his 王。 ang 口! ■み tion.，， 




t みみ ♦♦ か み がが ホ • 


を e を t En 長な をれ -Japahe 餐が 
P な脯 たが ミ〇 巧 ミな America 


で ! _ A 
養?' 至 . lie 

が . ... 

户ぺ ゴ 之,.'.‘- -• • - 一--- 

羅 ©kohstma Sp«cae 

■ \ - ： - '‘を 

Bank， いん 

: お;…'...-..—:...- ... ク 

■ Authorized Capital: Yen が, 000, 600 

: .r 苦 '....'.-:. こ '-: 孩が が が Fund S な rpl む S: Ye 打 17,85 化〇〇〇 


HEAD. OFFICE ： YOKOHAMA 

■ Bbanches akd ふな 起： N ’ PE え.. 


す 〇岐〇 

を魏が aJd 
旅が 〇浊. 

ぶ〇紛 お a ぶ 
こな 知 速 加 


か kmg , 

Dairen (- Dalny ) 
l^ieMng . 

Og 础 を 
iuondoji 


San jpYancisco 
Hongkemg . 

が ewelrti? ■琴む g . 

Vi 典 a の、 ang こ - 
A む tu 打 客-巧 お 巧! 


Kobe 
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T 能 側 識道 EVIL 

A M。 渝 Sum。", of the. Affair* of 

The Oriental Review giv-es to ぶび 
— the man or woman 、啤 。: th ミ ni 
を nd re ぇ {Is，-a ち rue picture of ：i| 
Orient of to-day，. ミ 打 洗 as that OrieS 
reaUy お in t'ne T ザ e み tiethr ぶ が巧\| 邊 
を he. Or 化 打れ] R ぉ vi お 和 do 与を む c 
in 化 in が rpfet the message 巧 お ic れ もを! 
older Orient 'wished to : tell to iae^ 
younger Occictent. I を もも Us the .Irui 
of things . as they a が， not as む續 
plight おも 

The Far ぶ 相 t — which rae 群が-え 嚷 
•seems to-dajr to need inte^reta^ 
お 0 口 . to 蜂 お worid th が 城り g ミ お 白 
0 が i 知 打诲. 

^The Oriental Review おでを 去 t; お 香 
interpretation— and . 县 ive を. 化. i なお 
gen %. ち.. •: -甚蒂 寧 
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紐 育 新報を 價 (前を 郵穂 共) II 衆談院 を涯通 fc ね どは 旣 報の 通らで- 
叫 j f 籍捕 语グ 巧を i I て ミ 謹の 蒙. は 呂下馨 會の獨 I 

i お時化 ど 著しく 其 趣を 嚴 じして 居 


すかな 十一が 六月 ホ 四 H 截を隐 i 

認可 . .' 


'發行 兼 編輯 乂巧薬 磯 ' 1 . i 
發わ 孤 ' 渐育 新報 社 I 
ュユ ー ョー クボ第 六衔二 一二 j 
八 電話^^五グシィ六昭と 

一二， し r; i L i l—i 



蒂 / 譽)' . 

果濟 會に對 ずる 

吾人 e 希望 

靈ホ肿 •莖^ 

- . 輿潑 事業が 苹生 普- < のま囊 ずる 双 

I 虽ま義 の おお 巧ち 面の 施設なる 事は^ 

敢て 茲に賛 する を おたず、 が 育 じが 

ける 自 本人 共 濟をだ あの 憤 値 も、 推 

、.影 謗ょ^ して 黄を なる 「モ ー ラ产ザ 

"ダボ：*、-」 を專人 じ藝繁 する の理も I 

がる. べしを 雖 、其 如何 じして 寃 をな I 

j . が疆を 遂げ 巧て 祠鲁本 巧の 巧 かを を 

化すべき ずは、 蓋し 共濟 事業 其を の 

_ 消長に 關繫 ずる 大間 題-ぶる がを ち 

'會員 自身は 率先 之が をを 證 難の 痕じ 

當ち隨 時 遙宜め あを S 提畿 どを 同を 

ゆ 幹 薇に 試む るの 貴な あるぶな る 事 

; を を鬟 せざる ベから ず. 

，.'が 裳爲が 彼 貴め 選 陸を ホ 倉を ぶ 

I を 銀が 厨' 常 潮 立な が".： 搜覆撐 み、^^ 

一に； 销読 を繼績 がらを を 流 ふるに、 

塔を 領事. のを 藝會暖 ごして 間接に 聲 

採を 約 せらる-^ あら、 副を を 天 野を 

I がな 絕邦乂 中の 長 溝 どして を 共を じ 

i 富む 適 巧を なるな か静、 i 廳巧の 

.1 谜を じがる 亞 をめ 一宮 巧 ど森材 紐の 


の 意見を を じする ど 厨 時 じを 巧 懐抱た る 報 吿を眞 なら どせば、 是れ稻 をが 津じ迎 へ. ね 記者 勘は 巧を 置んで 旅 

せる 組織 變更 の歉じ 言ぶ せんぶ 欲す 計の 詳ゐ るを をれ ず、 おかず ホる ベ：） ミー.；. 3— 、 をと） : と、 

る濟 なぇ 會 報じ 曰-- 「本 會は旣 にき 大會 じがて 事件の 沿を、 巧が を詳 

該贊 ぶ. 金 どして 四 巧 化 十 弗を ぶを 銀 細 且つ 懇鴻 じを 員に 脫 明して 么が審 

た靈 けり、 嘉蒙 金あ附 約定 後め 策を 蠢じ 諮ら、 異濡蠢 せ ば 

濟の 潜を 徵驚ば 儀 じ 千を 替 弗を なじ 黨 委員 お干 名を を 選して 墓地 

得る の' 見茲ゐ るが 爲 みに 茲じ一 .言、 憤 券處理 のを 權ど がな 整' 魏 のか 朽ど 

i 地 ま、 中 源、 巧 謝、 が 瀬の 五 巧を おを 委 巧す るの 資 明を ぶなる じ、 尙ほ 

別 ま 員に 選擧 しあ々 日本人 墓地 騰入 闽會 お 期のを 部帮 吿を據 する じ比錢 

めかを 决 {足す'」 ご、 吾人は まだ 其 巧 的 ま 出の 遇大 なる は會 員を して 同會 

をの か 巧を 赛 じせず ど 唯、 索、 黨地 助欧の 前途を 悲觀 する を發せ ざら し 

騰 入め 計議 は前韓 事が 谷を、 巧び 補む る 一 おた ふずん ば るらず、 化 おじ 

專務 理事 福 富 岩 等の 時代 じがけ るを 願しても 菩乂 は幹题 役員 諸君の 再考 

樂じ 麗し、 當事 者の 馨杜 選の 嫌 ぁを 煩は さざる ベから ざるなら 

ぇ 計霸窠 到の 用 恵を 缺 きたを おれ 馨 人が' をて 音 孩子頭 更に 

I 錢じ 償券篆 集の 牢 遂にして 旣 じ-一頓 數 ホを 進めょ」 ど 題して 私見の ニー ニ 

捶 をを じたる 極、 巧 其 おじ 今 瓦 じ 及を 披纔 しねる がかく、 適 當の脉 機 じ 

ベる ものな 亞 ハ、 殺 じ 二 千 典 前後を がて、. 共濟 會が祖 織を 囊て 紐^!^ 資 がを 得 お 爲を馨 を 受け 

投じて， 數 「七メ トツ，" す會 どし、 嘉 、盤 じ 細則 巧 親等 云ふ繁 5 たる ものが をる、 蹇 

- I を 藤を 轉る V 」 する も 么じ要 じ 渡 本 的大修 f 旋し菅 じ 病 ' f 救 あ t て德脊 は馨ど 併 巧せ ず、 祟 

ずぶ き 奪め 地 稱蘿— のを 餐晏お 養 麵の 如き 消極的ぶ 巧のを〜- を？ 策を くを 叢 さる 4 げ な. 


中の 所見を 啡 く、 歡 .米の 漏し い 女 
;滨 い 女が 錠 題の 中必 おでて つた 
: A 自 みが ホ 佛の巧 题じ滯 をして 居た 

一時は 大統領選 擧の雖 々しい 運 勸の最 

! 中 でぁつ たので 人氣は 沸き おつて 居 

たが、 吏 じ ド バァ！ の 彼方で 恰も 議 

i 貪は 開を 中 ごを ふみで 參な權 を强請 1 

一す る ホ賴を 流の 氣脯 中々 凄まじ < ホ 

J 商 巧の 破毅 、大臣 官邸の 燒打 等の 雷 

，動は 最高潮 じ 達して 唐た、 併し 麗し 

，脏を 執つ て顯を おへた 女子を 换樵 I 


事ガ解 も、 最近 舊の 故國 新聞 じ 化て 

奈般の 形 蠻を紫 するど 犬 要 左め 逆ら 

ホ 由 本 巧觸の 前途がず しも 樂觀 する 

にあらず、 が 散を 術れ 歲赛 じぶ 貪し 

磯々 號 々どし で 一-身の 骑寒 なれ 事 ど 

する 麽拔譲 員 典の 足元 颇る危 ほ L の 

感ダ おる 

♦郎 ちな ぶ會ど 國民黨 との 提携 ダ 破 

れ てな 來 所謂 関 族が 破の 看が は國璋 

黨 申の 硬 淚ぷを 友 會を脫 しねを 鶴 

派の 獨唱 ずる 巧と ぶら、 •政 友 會は惶 

長闕 ごの 精 患な をを 轉 じて 廃蹈 と 

I 锁 をね 樣 なを どなぇ 瞬 族-巧 破の 聲- 

明に 巧 喜し 霄词 したを 留 民の なぶ 會 一 

じ® す'^ 態度は を じ一變 してな 鞭の 

氣 勢を 示して 居る 
: ♦潔鹏 の爭ぴ 漁夫め 荆 ごなる ごで 
評すべき か 政 鹽巧黨 のみ 製に 兼 じて 


國 民の 巧 謂 輿論な を ものは を だなず 

眞の舆 論で ない、.. モブ •フ を蕾獄 でぁ. 

る、 國 民黨ボ ちれの 理想 S する 政鬻 B 

政治を 賓 現す るの 目は を 驛巧敌 お敎一 

焉ダ更 じ 一段の 進 ホを 示 t 抬挣 でぁ 

ろ ふ . ぶ.；；' 
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一 雜脊谅 巧が み 載 新.： 
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が 巧 ゆを 巧な、 幼た しで 巧が、' 喜裹 巧を が 辞を. で 彼たがら 巧 去で 你が ホと 巧が 巧、 <巧< 气 
含の 巧々 お々々 巧 露が レ' \r 養な お 巧. 裳-一が ぉを k, ぶ iiisiK がで お* 《をを が •巧驾 ぶ 
毛；！ r 巧 養 巧霎巧 ♦ぶを 米 巧 も 巧 かにぶ ろ 班み 扫泌 -V 巧に お 巧ぶ 參む蜜 おが々 泣々 
をす をな は、 巧ち か， もを A 争 怖 HV 巧 むく寬 せ-^ 巧畫ぞ 巧ろ 春の， を 巧ない 法が あえ 村が 姑 
を：； 帮巧 《t す リ巧チ ふ L ' 


で八年怖ド*， 巧む<^*^せむ巧-^ぞ巧ろ春巧’ ち巧がた9ぉ巧ザレ'ザ请 
ぉ. V, ぉち ミ-さ J とし < 塞 さ、 ミ 整す もず'， が 巧 巧 区 巧る おみ UL も# 訓 巧る 巧 

奇作 累襄 々か 養が かを おを f < 


の 大立者 フホ セット 壌の 如 含は 都て：：！， 

常 親を 逸した が 禪のお 威 達 動じ 對し大 いじ 勘かん とする 捶黨の 勢力は や 


て 比 頗る 谓を總 めて 居ね 位で ある、 
一自 みの 視察した 巧では 現ず 歐がじ 於 
ける 女 芋 高等 敎脊は 過渡の 時代 じあ 
る、. る 人が 巧 人 徒らに 職業を ホむ る 


一， る ど 


々じ 悔曼 難く 現を 議 曾に 有する 畿渴 
の數旣 じか 十ー ニ 名、 一一 一十 年 巧の 歷史 
を 有する 國ち黨 の 四十 二を じ 勒し慶 
じ 二 おな 上の 夕數 をを する、 をし 化 
上 じ 順慶巧 まを 眞 似て 洞 ダ おを 極啤 

おる 無斯 爐議眞 や權势 のを 截じ 魔て I 

が是 々ホを 巧 量の 屁 程に も おはね 諮 j 




F ; 



T ホ 


數雪讓 、了 8 は SSK し T ? - へさが 人 i 裏 ま 雛を 調 

負 擔の蹈 雞を豫 期す るを 変へ ホ ミす 停し、 同胞の 風紀を 親 正して 観睦協 1 

る も、 警 の— を 湯す &囊食 愛— を 馴致し、】— なくして 

じして 塞地騰 入の 基本を どして お金 郁人の 權が剌 益を 侵窜 せられん どす 

銀が に 預けみ れゐる 四 巧み 十 弗ろ る 旗を に 媛して 主 其 代表的 齒か这 し 

の Si を 則。 y 貪 計 蓋 換季化 弗 李 西 f を搂 てを 動す るを 期ず ベく、 一屢 金の' 

本業の 餘 暇を 削 愛して 繁 じ同審 琴れば. 剰す 巧は 家實 敷金を を 算し機 願を 設げて 暴 細なる 資金を 盖 属す 

废の爲 めじを 盛なる 璧旨を 輿 へられて 僅々‘ 百 化 十 弗六挪 .(己 巧 一日 現を るの 途を 講じ、 進んで 日米 人. 共同 經 

其め 他大 堀..* 化 持、. を W 、 中 旗 等 役を 超へ やミぷ ふじ 至りて は 誰か 共濟 儀の 事業を をつ るの がかを 爲 すじ 便_ 

會班换 の 基礎を 葦 固 じする の 急務な する は 共濟の 目的を 擴 張して 同胞 共 I 

る じ 想到せ ざるを ぞ 、黨地 磯乂の 基， 侄の 無意 證 たる 巧 瓦 ま義 を發亂 ずる 一 

本 金を 擦 か レね る 一音 弗 ホ滿の 現在 ものに あらず や、 吾人は 巧るべき ぶ 

をを がでして 果 つてを く 寨の實 を 曾を 化て 組織 變の適 常なる 時機な 

擧 ぐるを 得べき ず、 たどへ 若干を のら ど認 むる 者な 


が 


I 員 諸君の 銳惹盡 スィ せらる j あらて 

| m 旦衰 媛のを 機 じ 瀬した る 同を 

再を の氣勃 おごして 谈 狼し、 爾後 着 i 

々を おの 刷新 進行を 見る じ まらた る 

寿 人の 鞠ず 同慶 じ堪 へざる 研 姐、 聽 

C 柯 貪は 本 月 十 丸 ぉを 期し r 夕； 去 

^ ザ-:-、 ホ 3 が」 にあて を季大 をを 開 

1 おず ど、 香 人は 化 朔會じ 臨み 巧び 卑 

意の】 髓 を縷述 して 幹部の 役員 諸君 

J 及び 一般を 賞の 留意を ぶ はんご 欲ず 

-嚴 あの 曾 報 第 ムハ纖 にある に、 ミ 巧 

i 中旬を 巧て 稠會 せる 臨 梅' 役 貧を にが 

f 當廚の 重愛 事頌 化を とがを 難が せ 

I 々どる ふ、 吾人は 事務 巧の 移轉 、特 

I がを 具の 推獎 等比 铃的潭 純なる 間 盤 

と窗 しては 暫 らく 么が 論議を 避け、 

:推 墓地 慕 本を 始まの がに 離し あ 別 術! 


篤志家 よら 毎月 夕少 の帯附 金を 裳 集 


ずる 0 聲をゥ ィ」 する も、 卓 晚班源 渦 

渴の危 除な きこ どを 得る か \ 

吾人は が 駭の基 磯を 孽固 じせんが 

爲 めじは 墓地 衛 券の 始末 じ 願して は 

聲ろ 一刀 兩斷の 巧壞を がら、. 必ずし 

も 墓地の 購入を 緊急 どせ ざるの 理お 

を應 募を じ說朗 し、 新 じを 渉を 開始 

して 豫 約のを 拂 送を 乎 お 六な 弗を 徵 

化し J 之を 普通の 基本 金 じ 繰を むを I 

を 営と すべし、 おし 旣じ 役眞會 じが 


萬 人が 觀必 なる 役員 諸君に 蟹し お 


一二！ 4 ，: ■ - . 

じ 多 太の 敬意を 表する じを ならざる 

こ拘 よら 中、 を 蹈 なく 如上の 所. 障を 

帯せ て 巧て 諸君の 抱負を 叫がん ど 欲 

する は 巧 米 邦人のを 盛て ふ 大局 ょら 

巧算 して 然るの み、 鬟他 あらん や' 

歐挪の 新しい 女 

成 瀬 校長 談 

U 頁 一二 日、 ホが 英か白 端 獨姨佛 等の 

謠题 じがけ る 女 ま 磬>敎 宵を 視察し 


I 現 あを 呈 して 居る、 然 れば德 育を ホ 
とる 智脊を 化 どず るを 妻赞 母を 作る 

が 目的で 成 ホして 居る H 本の 女子高 

I 等 敎育じ 比して 優つ たお も 殺く はな 

いが 非常に 劣つ ね 巧‘ も 巧 お ぞいので 

ある 

A 優つ た 点 どは 女子 も 巧ず と 同じ 能 I 

I 力を 持つ で 居る じごを 觀 明した こ 

邸ち 従 ホみ じは 到底 不可能と 思 はれ 

た 外科 手術の 如きを も 立派に 遣ら 祷 

る' こどを 事實の 上で 証明し ねこ-とな 

どで をる けれで 之に' 俾ふ惡 侮 向 も ホ 

少く ない、. されば 保ず 的 英國の 如き 

じ まつて は か子敎 育を をけ るを 

な專ら 中流 巧 下 じ 限られて ホ 流 巧 

セは 特に お 姉を 聘 て 立派な 家庭 敎 

I 育を 施しを 妻實 母ま義 を實 行し つ、 

ぁ ミ阱し 二十 年 前 良を が歐 ホの ホ 

子 教育を 視察した 時代に 比して はが 

國共 じを をの 進 ホで 漸次ち モ 高等 敎 I 

育の 不必要を 喝 ふる 固陋を 流の 跡を 

斷 つて 化 舞つ たおな どは 自み V して 

蒙 望じ堪 へぬ 所で あつたる々 


ぞ 「日本人 黨地懸 入の 符を 巧を」 して 歸 朝した るが 賴女 子犬 學 校長を 國！ 
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® 故國 の敕界 

案 ダ 僅か じあを の 多数を 巧て 


^ .//SI 


j 連を 羅致 すれば 一槐黨 会. 後© は活 目し 

j て 見^す しでを る 

さ然 らば 國民霉 のをを はか 巧 どる ふ 

に 現今の が 態で 廚 黛が 近き ホ 巧 じが 

て 一大 勢力を がす どを ふ 豫黨は 立ね 

挪私 四十 一を の 僅かな 議員を 今て し 

ては 巧 事 も 不可 態で 有え おし ホ 養 

ダ 厥の かき 策 ± で 有 つたら、 椎 論の 

I 如何 じ 頓着せ ず 直ち じ捷 黨ど擾 ずし 

; て 巧み じ 姐 本 巧閣じ 肉？ るので あ 

るボ 巧漢惜 むら < は餘ら じ淸廉 であ I 
る、 國击ピ して 願を 拔< 事な 尺、 而 
ホ も策壬政路家 し で 彼'に卞 る|8|^;8 
j な.^ である.''.-' 

♦を ダを し^ ホ國 でを つ わなら ば ホ 

I 養は 差 向き ゥィ グ ソンの 地位を もむ 
であろぅ、 巧 謂 ボスの 跋厦 、を换 雨 

蔭の 結が じがて 藤 おされた 弊 畫じ倦 

ひた ホ 國民ダ 急進 ま 蒙を 理豫 どず ろ ， 

ク 巧を 擧げ れ始 くじ 11$® 專 をめ 静弊 

じ 厭 足らね 日本 國 民は 成は 犬義巧 触 I 

を實 現せし めね かも 知れない めだ 

然るに 事是じ まらね どを ぶめ はを 巧 

兩國 段の 異なれる 歲 を 巧 要素 ピ、. 雨 _ 

レて 兩 者の あ 溝 的 あ 憩の 懸隔 ダ 雲 遮 


I を 


マ奇鑛 をな て 侮れ-る 义篆バ ー ナ 
ショウ 羣を獨 逸の) i 雜韶じ 寄せ 
で敏激 じ英圃 現代の 家 度 ホ 活を嚴 を 

►礫蓝 なる 意踩 じがけ る 英國费 巧 
の 家庭は 愛の 要素を 娥く こど 甚し何 

どなれば 外 ま 內從の 陋習 をれば 化 ど 
j' ►かま. 內を ごは 巧を やまを は 一年 I 
の 云を の 二を 家庭む 外 じ 在 もて 消鸯 
L 1 家 劇 築の 機智を 利用ず る ミな し 
A 故 日英 人の 結婚 及び 其 家庭は 單 

じ 彼等が. .'「 至'。 ノミ プク 、 r クシ'， デ 

ント ' J な も ^>日 本の 家庭は 挪 ちかが 
►經濟 詢潮榮 ごしての 結婚は 獨ら 
諸人の み じ 限られた る じあらず 日本 

人の 結 婿の かきは が 申 八か槪 ね其頻 1 

マ 御水 ' 化濫 して ヲー ィヨ、 ィン* テ 
ヤホ ニが を 浸し 更に ベン シグ バニ ヤ 

巧 おぶ 部に 災ずお 傷歎 百 積 澤幾億 巫 

マな 牟， じがけ え 雾渚覆 裳な 巧の 大 j 
地妖 なら 患 古 仁人ね るを 黃藏 ぶじ 藍 一 
巧を 叩きて 罹 炎 寒を あ濟 すべきなら 
巧 巧 大統傑 維爾遜 氏の 熱誠 どず 
I 礎 どは 渐 くな をの 11 識 .する 所 どなら- 

ん どす 關稅 低下の 敎 書は 郎巧 がをお 

▼更 留藏 相マク .ア！ ド ー 君頻 ちに 
銀 巧制膽 なをの 案を 硏究 して 昨 巧 0 
要求 じ 副 ふべき 立法を 計 塞す と 善哉 

►藏が マ 巧は S なる ビジ 子 スマ 

ン化 其計畫 必ずや 實潑的 じしで な 用! 
一な らんを じ 巧 其熟必 ど經强 どは 感脫 
マ 典濟會 を季大 脅の 韶愼旬 目にな^ 
^0 殺眞 のを遽爾候補者 の 指あを爲す 
I はがを じ おで 其增 反て 妙なら ず 巧 葛^ 

►會員 中 無を の：^ なき じから ざ 
べし 幹部は 霞を 會員名 薄を 頒布し I 
j 之に 準據ム て廣； く投 窠を寃 をすべし 
i マを 新 邦人 唯一の 窒盧俾 這して 
其 渚觀を 期せん ィ」 欲せば 如かず 其 
織を なめてが をの 基雜を 定めん じは 
▼お 野 ■領事が 骄席 ホだ暧 ならざる 
じ秦 灌に轉 なを 命 せらる 春風け々 の 
I 天 他を 去 b て 秋霜 恐 . H の 除涯じ 到を 
マ堯 難は お 巧 難治を なて 聽ゆ 外は 
都ち 拂扫め 運勸胚 盛に して 內は 邸ち 
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僕 


喊 
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疆- 


一—; 


f み 儀人モ i ダン 

r 巧 逝く 

采 國経濟 なじ 於け る 無 通のを おとし 

マ」、 將た トラ タト 建設の 渔傑 どして 

I 化し'，： せがに なをを 續 じせし ジ 五 
ーピ ダボ ント 、巧！ ダン、' 巧は 去 巧 晒； 

h り ザな 十二 購 をみ 巧を なて が國綠 

獻 静めが かじ あけを 享年 ゼ十 有ムハ 

度 I では お 気が 養の 遂め本 ぞ拜當 地 巧 

. 、| 1 發歡 巧に 渡を 辭後巧 没 绳ガめ お 巧を I 

’/I 終へ' たる 上羅原 じあき： f 跑 じがて 蕾 

ホ j 巧 おのを みを をけ つ、 あらしが 去 巧 一 

ん I ホ U よらが 势 がに 革 よら、' な ホず ぶ 

盤せ しを 磬の搜 藥も遂 じ 其 ザ 舉 なき j 

じ 至 もしら のな 卜 /、 化ち 人を 驚せ し 

町例氣 み純瀉 じつき ては ホ だ じ 髓をじ 

I 礙 せら かおる ダを に 明かなら ざれ ど 

•,j 緩解を 靖に 换れば 確に 綻稱 な-^ どを i 

ーピ 、臨終は 掩 めて ホ轉 な^し もじて I 

遊 逆 破は 愛り を’- の ホ 緻をイ へたる 後 一 

! あ' 轉へ 向け 送を された なご 

4 .も！ ザン .皮の 逝 まご 常 城を 宵 增' 

一曲 _ じ 達： する や 煤 巧を 引 巧を おめ-或； が 

幢も 語靡带 だを 業し. ゥホ W 南'. 一 I .譚 み' 

錶お游 お 等 お柯か ぶぞ 凌を 孩げで 评 

.一 r をを’ を 蘇 體 が 皆. 氏に 顯 平' る强窜 I " らお 會 

をな..'」.： ぶ截巧 を柴め お-" 筆を 辆へ < 一- 

を 夜た 斑を ホ ー めら 

金. 驗歷 ..で <, さ 一十と ザ ヵネ チヵ？ 

が' ソ， ，トフ. ォ ー ド甫じ をれ 十二を 

填 父 巧. /r おじが. 义 'トン じ 嫁. ら 化め 

- り、 巧； 時 ゆ おを，」 を 削 銀 じ ボ * トン 

I 、； V -. 中を たがて ずけ しぶ 化ての 辞 巧 

i ;,： 於て.."". 嘴を なき 郑 じが 學 じがて は I 

:巧 天み の 異ネ をが した. 9 ど、. 萃繁！ 

; 裤 父 ゆ •こおじ 贼‘姆 ，譯 越を 踐 避し、 で 一 

~ みなぶ 十 間 年綺谋 魏ゴヴ チン ゲン 大 

致た 入-二を 間の お 業を f へて 絲興 

し •可 ぷ 十と を 銀巧窝 記 どな' な 4 六 

卜年 S 十 萬の 時 ピヤ ボ、 テ！、. を-ホが 

ン鉛 お、 •输 '歎ぶ 巧授 ど^みむな、 氏 •力 

^で\ ホ； 述去 五十： 一一 年閱 銀れ 楽に 渚 奉し ホ國 I 

ぶぶな：〕 墙满 が じを せし 巧 業は' 敷 ふ 

をに 遠 あらず、 殊に 千 かなぶ ザの 恐 

I 祈に なしち 萬の 贺 みを 化つ て 株式 お 

j 一 引 所 t ぶよ b を 叙の 疑 巧 會駐を 補助 

閣! 一し、 類 磯を 晚 がに がへ したる 効鐵は 

.'、ち I を猶 が 人の 記膽じ 新たなる 巧なら 

A た モあ巧 萬 弗 s ' 慈善 爭業 氏ゲ圆 

舊絕 、争院 、學 巧、 病院、 策 術 館 等 1 

j の 雜藻歌 業に 搜 せじ 黯 金額は おと 千^ 

をが 萬雖 じぶ び 其蒂な るら めを 舉ぐ 

れじ ニュ} ョ！ クを術 館の おモ 萬ぶ 

;を おめ どし が ホ お 巧よ 万 ホモ 弗、 諸 


をを 


IV 二 


二な 八 ホ 五方晕 を、 •答 池类滿 絡ち 
亂善絕 が 二ち 二方 五 千 弗 G を 鹽識肋 
劇 十一 二方 弗 等なら. _ 

A 其財產 或' 者は 互 億 萬 弗 どを ひ 佩 
は一憾 なむ 二 億なら を 槪奠 ずる も械 I 

人の 懐中を 勘. 定 ずるを の 冤ち 晒 違ぶ 
きは か. 論ぶ る ダ 化 頃 信 やべき 或 銀 巧 
がの 讓話 として 報 かられた る 巧を 記 
すれぶ 「モ！ ゲン 巧の 级 まは 大巧 1 
お 巧 巧なる》 し、 モ； ダン 會 社ボ譯 

去 二十を 殿に なめた るが 益は 約 •，倚 
して 化巧じておモを巧方おは モ ？ が 
ボン 旨ぶ の お嵩みな も、 氏の 父 揉が 
去舊踩 一千ぶな 方 発を 一二 人の 遺谈じ 

道を しど 轉 さむし も 當 時词會 なの 實 

f . 情は 甚だず 搔 じて ち顯の 潰え あらき 

ゲンを ボ萬大 の 常を がを しは 勿 

論 彼の 有 あなる 銷鐵 トラスト 組織 じ 

めな」 一を々 

A 菜 梅邊樂 モ！ ダ^ 巧め 遵樂ダ 東 

曾ち 锁 おの 溝 集に 居顯め 黄金を 投じ 

惜 むな からし 巧は 化 人め 熟知せ ぇ 

所なる ダ 今 H なじ 溝 筵した る轨 をホ 

狐な み愣 格は 概算ぶ がで 乘な もど 

今り 經ザ 弗の 飄係諸 曾 趣 おめ 驟係 

渡 巧 守ぶ み 的ホ举 たる 


なかる べん 


に暧^-ごをダ エ ク ィ テブ み ををが險ナ 

シヨ ナ作 、シナ！ バンクぶ 他 闕巧諸 

巧； か 資す 総額 U が 億； ホ乘じ 上るべし 

•こを ふ 

A 後 繼潜ゼ ！、 ピ！ 〇モが ダン 氏は 

みを 四十 六 儀が 親、 風が、 態 巧、 赞 

なおに 父 おじ 酷似し 所 詔 瓜二つの 趣 

もら、 萬を 瞄> 、其談 請を 閒 けばが 一 

ら 41 人の 威 あら ミ ' 

を巧瑞 じが 攀 むし 巧の 關係サ し. 疑 

臂が 破の が 惑贸 をな したる 者 等 ダ 也 

おおじ ゥネが 巧を 巧惶 せし 外 一 殺 ホ 

i 縣じ特 巧の 彭響 なし 

今 諸 辯 錦 及 諸 あ 女の 帛辭ど 讚稱飛 

殺 一度び 傅 U る やみ 國 諸が 閒及 諸を 

なは 化. 偉人のを 逝に おして 甚 がな 

I 诲 悼' 9 窓を 表しが 巧 緯じ關 しては 齊_ 

しぐ 稱英讚 嘴の 肆を放 もたる ザ 殊に 

モ！ ダン 巧の 巧 格 ダ誠實 めを じ 常み 

獨立公 固く、 先見の明を ちせ しこ ご 

を說 き、 巧 透徹 サる 組織的 頭 縣は經 

濟 がの 頭 首、 指導を もして 京趙 せる 

I 大 ち 傑な^ し VJ 評する おじ 於て 牲 

れら 一致 せら、 ュュ 1'mi クタ イム 

ス 紙の 吊 辭じ曰 < 

時運は 推移し、 寶が亦 著し < 其 趣 一 


•新 借致說 今回 新たに 巧那 な玫府 I 

ご當地 ホ} ブンを 赴 どの 間 じを 渉 中 
のをなる ダ 間 社の 重役、. 一 冗 露 淸お巧 I 

ミ 配 人たら し、' キユッ レブの 誘 話に 
がれば 借 歎の 操 額は. 一億 巧 弗 じして 
敢 がの 應 臺酌疲 どし で-千 巧 巧を を 

锅し 蘇は 衛巧貸 かくる 筹 なら、 予ボ 
义那じ 持す る 倩 巧は ホ菌 政が の六窝 
借 欽徹盤 じよを てを を せらる 又もの 
じ 非 や ご、 因に 嘶 借 疑は 英露 両顏費 I 
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盛 敕麻魏 禪鑛說 

I が 鞭 义を化 用 令な お 其 @ 化に 蘭す る 

化 野 黨の答 辯 督促 じ凿 しな 麻は 本 H 

言 制な 立の 霞 期 及び 其範圍 はを をな 

など か 又な 前に 答 辯した る 通らな 
V しか 曖が搔 まる 答 辯を なし 么じ對 し 

I な踩黨 よ'-- リは 圖民黨 0 犬 養毅巧 起て 
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をじ關 する 質問 じ 巧して 掛 犬-移民 か 

策の 無竊無 館なる ことを を攀 ずえ 瀉 

I 說を爲 した トイ 
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去 海 歌を 墳 案の 巧 おまち 立 丑 衆議： 

鏡 築 風を 棘おぷ を じがて 犬 養 巧が、 

微を其 極の 事懷 を廢盧 やる i なくし 

て 海陸 軍當厨 落が 理緣 もずる 軍備 巧 

實 程度 如 柯* W 質 間した る じ 避し 財 
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は 前後め 事 精じ徴 して 興 かなな しを 

I 斷 して 蠢常壑 塚を の涵想 をん てぶ 樂 
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雲 巡 巧鑑码 裳み 計 十二 隻じ 切ら 請め 
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ー タ 額の 穗亢 おを 有する を 巧て 其のを 
る 程度 も他會 社に 比し 宮 かろ 輕く 
獲つ て當痛 もず まだ 甚だしき じは ま 
ち ざれで 自餘の 二流 會社 ぶび 新設 會 

班 じ まらて は 猿ぶ を も 少額なら 义營 I 

業 化 ス もをから ざれば 髓じ 或る 意が I 
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A ミシンの 大誰欺 シン ザ- 

會祗 の. 大奴支 巧 長 じして お 社の 關 西， 

一藍督 たる 武藤缀 一二 郞 (一一 一十ー ニ 年) は 本 

店の 信用 あるに 附 けこみ 數年じ 直な 
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亩 ミシン ミす ろ 代へ 古 ミシンな 悉く 

西 曠呵渡 座中 龜塗歸 藤晋じ 託して 新 

品の かく 裝 ひて お 庫せ しめ 新 馬は 化 I 
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ホ. 期を 

义數 李前當 巧へ な 育の 鬧胞紳 モ某巧 I 

のみ 攘が 巧た 〇歲は 漸< 十二 一 でぁ 
つね 〇 をは 其 父な も 人を 知て 居る か 
ら拙 嵩) 葉を 呈 すべ < 其 少女 じ 好む i 

所を 撰ばし めた 〇 然る じ 其 その 撰 操 
が實 じ淡雅 なる 物の みを 擧げ 〇义更 
:じ其 內の優 物を 取れる 〇其鑑 をの 化 

I ならざる に 驚く 〇予 は潛じ 謂れ H 圣 

人は ホ 天狗 じ 襄お上 おじ 白人 ど 趣 曝 

が 違て 运 るであろぅ か〇生 のがて 僅 

ィし する 巧 彼の々 ホ ど 额を厨 ふす 。豆 

I 大じ愛 丸すべき 一事な' り〇而 して 尙 

I 其 家處じ 想を をせ て 見た。 毋 なる 人； 

j は 白んで. ぶ 其 か ホは 日 龙 語を おせ ざ 

一る じ 0; 某嗜 がが 巧 上の み 第 だから 怪 

I まざぇ を 得ざる ので あつた。 がし 絲 

闕は 左の 如く じ 解 巧が 着た' 

父な も 人が 鑑賞 宜 きを 得鹰 あめ 晶々： 

が淸 秀で ある 〇 ' 則ち 盛 自然の 威 化 じ' I 

棠巧 せるなら ご〇 をれば 誰でも 其 ふ j 

懸げ がが て 學べば 得らる、 事の 立證： 

が 沿 ホる 〇阅聰 できへ 前述の ホ 第 故 

殺の 諸君が 纔馨 を祗み 方面に 懇を 

^ ぼして 環％. を 皆丽 して お 乂じ敎 

!姆 るに H 本の 眞赚 をな てしたならば 

泰王繁 轟た 友 度す 刺 准め 大なぶ 第み 

が 管を 要せを 次 韻 ホを る 灌 a 潰祗 

親よ じがで 我 證家藥 をが が 題を a 皋 I 

I 講 に就祇 簾して ぁぶたが を 報 间感で 

I をぇ. 

曝を をくな つたかず 少し 淸覺を 煩は 

I したい 讓が ぁる。 をれ が 

I 趣が じして ホ 人に 敎ゆ ベを かが 上 巧 

獄避 である。 靜胞 諸賓 じ繪醬 巧を 里 

謡 ゆる ど 同時に 〇 諸を ど 典 じ ホ 人 じ 

搔 がを 细ら' しみねば ならね’ . 

I 是は冀 みのみ の黃 なでない な 留問胞 

谦鬻譜 若を 大责 巧で ある 〇巧 美術め 

1 普ぶ を ホは ば 第一 じ緣靈 の， 冀 趣を 解 I 

さしおねば 巧らぬ - 

心が 化 漁の 流が じ 隨ひ〇 么じ關 せる 蓄 i 

籍も發 巧し 〇 其 講演 もを 巧 じぁった 

がで？ 米 人の 口から 歌應呂 、化 齊、 

I 廣盡 等のを を 聞かせら るる 樣じ なつ 

节が平 ホ だ 梦し大 かの 円本 晝を おか j 

ずるの 機が 芝し い〇 痛には 我 鬧胞の 

票 術 巧で 贩賣 ずべき 备の展 覽はゐ っ 

た慷子 だが 9 モ 少し 繫 X 渡ら 紹介し 

で 頂 旁たい 〇則 ちがが 所 おの 優 物 0 

が 邸 所 藏の遙 おを がみ 巧て， 一大 繪當 i 

麗覺 をを が 育 ホ 及 他の 大都會 じ 農々 

錦設 レて 巧きたい々 斯 .え摧 しは 嚴も 

巧 力なえ 敢宵 をで をる 0 .而 して 化 像 


買物には 相應 なる あ 化を おし 販賣せ 
ぶ〇 自他 典 じ 極が でを 價 値を 知らし： 

I むる を 好ず 段 W 考ふ 或は 厨 じ < 同胞' 

有力 家 A 裕餐 じよら 

柔窦 


僕の 米國感 


..(みの 字) 

面 家 どして は 巧め て 煤 かい 歷 あを 有 

する ホ國 は' 兎角 展お 中の 人物を 實驗 

ょらは 偉大に 說く 風が ある、 ヮ シン 
トン や リンコ グンの おき A 々も 年 巧 

が 進む W 共 じ 盛々 人物が 偉大に おか 
せられん VJ する 賴 おが ある、 さらな 
がら 化兩 巧は たしか じ 一 化の 大儀 人 j 

であ つれ じは 違いない、 假曼 141 巧 
を 現 巧の タフト 巧 やグ ー ズべ グト巧 
比较 して 見る じ 巧者の 人物の 大じ 
異 つて 居る のを 認 むを ものが ある 進 
ホし ねか 退 ホした かは 知らないが ホ 

H の ホ 謎は 人物の みならず おて に 於 I 

て趕 則の ホ國 ふは 遊 ひて 巧て 语る ら- 

しい、 或 人は 勘の 儀ぶべき ァメブ ヵ 

魂 ど 云 ム樣な ものは をを をく 其 おお 

をを ク ねと 云が 又 或 入は 米 留め 滞 神 

的 文明は もはや 進 ホす ぺ きものでは 

無い VJ 信じて 居る、 化 間 趣は 時々 ホ 

I 感じ 滯が ずる 因 本人の 閱で論 譲 せら 

るる 诸 で々 る、 巧が 傑が々 日 迄め 經 j を渡識 隨雜觀 
驗じ浓 みに 在留な 本 A の 一; 殺ぶ 壬は 一 

ホ 属め綻 神 的义巧 じかいて 知る 巧哇 

一 甚だ 少ない らしく を ふ、 相 當の乂 ゴ 

じしで 米國は 文明 齒ど稱 ずべき 價僞 

の 無い もので みる どまで 极言 する 人 

が もる、 礫は あじ 化 禪の乂 々じ 数し 

I 氣の毒 じ おつで 屑る ので ある、 一-廓 1 

の H 本人を しで 斯の 如く 信せ しむる 

ちつね 原因は 夕< あろぅが 要する じ 

其 人の 觀 察は 一部の ぶ 患が め灌 でぁ 

ど 模は斷 言し ねい、 第】 一般の 日圣 

金が無い 從ク てを 藤す る 西洋人； 

ピ羣 へぼを くは 勞慟者 か 中等が 下の 

人で ぁ も、 义夕 < は 被 雇を でを つて 

惡 まれる 米圍 人じ對 しては 必 理上餘 

能くは 感じない らしい、 日本人の 

巧 じは ホ 酒の 惡い 方ぶ や 非 义巧的 ま 

面の 事 實を絕 く 知づて 居る もめが ぁ 

るが 其 割 じ ホ國の 巧い 夕 雨の 事 じが 

いては をく を 知らない 、勿論 大きい 

酉の 事で あるから 她會の 事物は 善惡 

雨祿 じ' 避 達して 招る、 然し 儀の 今 H 

ぶか 薇 察 じ 部る じホ國 は矢碟 建醫當 I 

膊の獨 立 どか 肖 おどが ぶ 義ち義 W か 

を 其が 本 ゴし欧 治， 萬敎 、學酱 、實 j 


一 今 艮も尙 ，貧ぶ ぺき而 して 親むべき 

ヤン 申！ じ 化な てま 配せられ て 居る 
ど 信ずる のでみ る、 少なから ざる 日 
本人が をが ど 社 會じホ 國の暗 黨面や 
罪惡 が ホ 巧の みを 見て をれ をを 体な^ 

-这稱 して 得々 がね るを 見て は巧必 1 

其乂 隅の 爲 めじ 泣か ざ* を 得ない の 
でぁる、 幾年 閒かホ 劇に 住み 道徳の 
I 空氣を t •吸す る 機會を 有しつ、 も 常 I 

じ 暗黒面の み じ 親み 下等 社 會の乂 ど 
のみ をら 眞の窝 がなる ホ圖 人の 家庭 I 

や 基驚敎 信者の 人 主 じを 隙し なかつ 
た 氣の毒 じ 思 ふので ある、 是 等の 人 i 

々は 日 木 じ' 歸らて 後 も 得意 じな つで 
化 流で ホ踐醜 察畿を やる のでを ろぅ 一 

が、 それは 視察 淡では 無 C て 其 A の 
を ホ 中 恥ず べき 経 藤を 人の 前に 吿旦 

I する ので ある、 少し 頭腦の 明晰な 人 

や 注 患 深い 人は ホ留じ 居る 問 じは が 1 

論普遙 入の 知ら 得ない 位の 暗黒面の 
I 賴態も 知ら 得る であろ* っ、 然し をれ 
ミ 共 じ 人間 並の 生活を しお 當の蒂 業 1 

をく を 藤して 居る 人で ゐ るなら ばが 
いぶ 巧の 事 も 能く 知つ で 居る のでる 
る、 御 互 じホ感 で. 墓す ものは 巧 米中 I 

に 能 < な 意して 歸 朝の 曉じ 「口 開い 
て 磯見す る 蛙め 横な 恥を か { ない 樣！ 

じ-注 葱し ょぅでは々 もません か 




紫 おが 巧 省で 縣木ザ 
ダえン 先を つ 兀ず视 絲®^*^、. 
ィャ 巧を がを ふ ど 巧を しいが 樹の無 一 

山 幾らです」 政が 委為 も- プ ブど狹 
きおし ね ▲菊 池 化 二 若の 補缺 どして 
I 豫算 委員に 當選 しれを 橋を、. 一 兀氣颇 

る 巧 谎で妻 寶 叢の スト！ ブでグ 'ッぶ 

をぶ ちむ がら 「 V ; 見 b . て もね！ 一- 

時 踊な はぶ 道を 腐が する 一冗氣 がるる 

ょ」 麻 驚いた A ゾ •一處 惟 孰 じ 「おの 

が 相を ホし な遥 する W 山 本 首相に ソ 

ク V だ」 ど 或 人が 煽る と 先生 大善 1 

びそ こを 傍から 「さぅ だ 動物に 似て 

ちる 所は ホ 通 だ」 と 一' 發御を 舞 おす 

ミ、 イ 々ク 先生ら 火 シヨ クグ A イカ 

ク 先を 目 露 密約の 巧综 如何と 牧野 か 一 

相に 突懸る どが 相は ヌタら ず 旣じ發 i 

袭 なつれ 協約 成义を 恭しく 持 おして 

をを 巧讀 致し ましよう か 


靑い文 ホ 連を 諸 施 € して 嫌 巧 曾を 開 

き 益 新 女を 養を せんご 部晝 する 矢先 

慈 じ 靑潑社 じだ 都す る， 一 軍ぶ 敵ぶ 現 

はれた これは 靑雜 派を 輕躁 浮薄 有 蕾 

の 思想を 流 巧す る も 0 ど 認め 之を お 
さう ごの ま 旨で會 るは 新 眞締乂 曾と 
いひ まる 十六 日 神 旧が 强樂 堂で を ゆ 
潑脅 まを 擧げ發 を 人は 豫言お 旨雜の 
宫ぉ あを 助 夫人 光子 木が 秀離 夫人 騎_ 

子 西 川 ホみ 郞夫 人文 子が 藤證信 夫人： 

朝 子の 四 人に てを 智旣じ 數十人 ごの 
1 事で める 一切 巧での 方を 借らず 婦乂 

のず のみ じて 萬 事を 扱 ふを 膊を どし 
て 居る 宮崎ホ 人は 語る 「先日 靑蹈社 

め 講演な じを らまして 巧め て 現な の 
女學 生が 斯うまで 惡い 方面 じ 向い 新 

しがつで 居る かど おひまして 誠にぶ 

J がよ しい 事で ずが 女學 化を 化 儘 じ 
して 醒 かば 縣 巧の H 本は 實 じご 嵐 ど 
なつて しまいは せまい か 巧 どかして 
之が 救 濟©滋 はない かど 思 ひ 立クた 

のが 化 貪を おします 端 機で 御座い よ 
ず 新 思想 ど 中しても 巧が. 这 日本は 國 
带が違 ひます 化 上は 假な 思想が 變 6 
ましても 證德じ 少しも 變 つた 事は 無 I 

いぶ 僖 むまず S 本の 女性は 健圣な 
题 技を 蔡述 する 樣じ柯 事 じ も 純 か 
お 巧て 澄り ます 化 天質を あげてを 巧 1 

が 思 猫 じ 入ら 込む 必要ぶ 巧い；' ど 信じ 

をす 巧れ 獻嫌 A 壊； 巧みぶ 掛 あめ 部 礁 
じぁる 键い廚 の 澄な 力を 凝 探したい 
ど おじて 化を を 起しね のです あの 避 

じ離嘛 'を 缴め赛 逝を 勸め 屯输 人を 恥 
かしめ ねる 溃說じ 如が じで 戰 はずに 
腐られ ましよう あじ 叛 しい 思想を 持 一 

~ つね 嚇人颗 化を がらが パ ー 巧 满說會 

を 驟き雜 組も發 がすぶ 審ど致 レよ し 

た」 これで 二つの 谢 ，しい 女の おが 出 

ホた 今後 女流の 戰 ひを 物で めろ.- 
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おへ A A で 相 變らず 本能 性を 發 揮し j 

盛んにを め- やつて 居る 巧へ 伸！ 

閒 から' 「蛇 共よ 常 盤 じある 晋 々めを^ 

惑ん を 意地 巧く も莖 々納 方は 徵收す 

との 注進 じ强を 垂れて 造 ひ おず 
ど あ ひの 外 蛇 おは 驗教 蘭を 變 ヘレ 

r を 傅 じ 三 一を 詰めて 遺れ」 (大蜡 
を) A を 時 同胞の バ テント じ 熱中し 
發 星霜 辛 藤 困 懲は更 なら 自己の の莖 

を じよら 漸く 糊口を 凌ぎ 得る 憐れな 

る 妻子 眷族の 饿死 する i も渔 みざる 
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襄 巧な-^ 虛 をの 背後 じ 潜む 一 却 じは 

雨 上必ゐ b 獎發必 あ トイされ ど 虛をじ 
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ホ 俄を 义 學し十 ザ 巧 巧 外 講挪み 職を I 

かつて 令 ああ 6 し 家 永 豐杳博 A は 今 

1 闽 n 。 ン ビャ 大學 東洋を の 講師 どし 

て おかれ、 永み じ ホ 俄 古' を見驗 てら 

れ お、 出 口人 巧 俄を の 一貴と して 化の 

姑き 知名の 人を 失 ひしは 賴 中の) あ 

を 失 ひたる 嫌な きを 得ない 0 

先 澄 ごしで 敬 親すべき A 物强 めて 寥 

みたぇ この 地に 於て、 家み 博 ± をら 

み、 义山內 攘 ± じ 冕 跟られ 、吾人は 

巍會上 學術上 閔胞の 化裝的 人 . 物に 藏！ 

したる •ど 宮繫 する ので ある 〇 

ち 萬の 赏を善 捕し 利用す る 大賞 #^ 

を おて ない 巧 俄を の 同胞 社 會は煎 か 

綺領 単の 去 はれた 礙 じ、 鬧胞の 化を 

奴 谐纖悚 寧准學 おなかに ホ わる 事は 

ぉ潘 がが T . 瑜ぶザ 海 隹聲考 の 階 殺が 

お遗餓 帝を ザ か 疆會じ 盡視せ もれし 

はを しむ 視傅寸 を 有せし じ 萬く の. で 

あ ミ 今や 兩 博. ± まつて 學を聲 菊の 

;赠 殺 じ 好が の 代表的 人赖を 巧し な 

帘 篤を 難 凡め 少化 家中 やがて 頭 巧を i 

をはす 賓格の ある 人が 居る から 幾を I 

か 窓を 强 ふずる 事が お 巧る どは を ふ 

もの ょ、 吾人は をを 諸を じ對 して ぜ I 

程の 奪 觀を冀 はざる を 得ない 0 

太 奴 銜船會 魅 ぉ 藤 巧が 旧签二 巧は を 

I 驗閒 伴、 最 をの 極 船で お 朝し、 南淸 ^ 

i 北淸の 商が を 駆 察して ホ か 変じ 就な ^ 

j せらる ぶ どを ふのは が 間の 增 である 

! I 阔 巧は 確か じ 巧傲亩 じがて 最も 重疆 

せらる { j. 人で あぇ、 而 してが の 重 I 

視 せらる： ' のは 大が 商船 どまぶ 大勢 j 

力の 反映ではなくて 、おじ 千年 山 じ 

j 萬が の經驗 と 普通が 上の 才能 あえが I 

致で ある、 吾' 人は 巧 俄を 同胞の ため 

でか 化 一人物の 歸 ホを 鹽む〇 


おを ま 人を やがて 春尙 をの！ 句を う 一かず じ おれ わ‘ い ある 

ななおす 趣义) 稀 索の 意が 働いて 居^ 


外 おじは 嫌な U である、 第一 靴の お 

からで ィ 'スウ ォタ； が 突入して 巧る 
ニ ミで も 足を 蓮べば 幅 乎の 化から 水 
i 滴が 遠慮なく 顏じ おもて 巧る、 然し 
腐 曾 じ 化かげ 田を 善哉 じで も あなつ 
ける VJ 見を みを つけで 化 奪の 襟を 立 
-1 二十 互 了 目め 巧を 願け つけたの 
は夕 後の】 時ず、 おがの 電車を 待/;' 
ザ 女 一組 巧の 酒 媛の おじ 了んで おる 
がちの ィ タタ！^ ットを 巧きたい を 

悲しい おいで 頭から 下ろして をる い 
-卜を 損いて ホたら しい 中年り. 婦 

人 がらに 氣候 のず 順を こぼ.' レて 速れ 

の 男 ど 巧 間 鞍を しで おる、 

T 度婚 撰から 一一 一乂の 若者が 巧て 巧た 

其 二人は 一人を 捕へ て、 巧じ秦 おな 

んか難 ^ A めか、， 急に 靖 巧が 巧 巧て 
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當靈議 纏？ 廳迸 

精製した る 物 なれげ 洗濯 用が」 して 經濟酬 
.的を るは 勿 諭。 特に 家庭 用の お驗は 使.^ 

足 俊 皮膚 y 潑 かにし 香 氣甚た 佳良 一霍 
一 苗 ふ 可らざる 快感 ダ覺り しか。 

たろ し小賣 共に 絡 外の 直 段に て 御 注文 絲 
に應 ず。 わろ し 小 賣衆洋 一 孚販寶 の粹細 
一切み ヤパ ーー! スタ ィム ス赢營 業 部に. 鱗 
狼 巧し をれば お試し 希莖の ホは 同 辨鑽絲 |g 
申 茲が成 獲 候 一 
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01^5 を 種が 屬歸は 化 て 

新調で t 上に 4 ^ ホ 0 機械は 蒙な 3 目 米 人 

ぶ^^^ に俄ク ぶ運鑛 ぶれて 2 から ドンナ 大きを をので を义 小さい 

がので を單 くて 立鑛 に踞來 る、 構 巧 美麗な 郎朋鑛 ミを 價で 注义 化た 
い 人は 當郎綱 部に 來ると 「應來 、をし と大满 足で を- 

S ま賓着 ま薑 mmt まを umm* 定 蹇 

紐 祕> ，譯鄭 お； 善 お藝 




-.. 餐 

瓜 V 夕へブ ド 盛 ンクテ 八 瓜 キヤ タ ログ 心 名刺 A ど. グ ヘッド 底 外 一が 

鳥尙 だ美衡 約に 里け をず 詩 景角ブ タィャ 严に鄕 注ぶ 下 

7 . .----.' L - .... 一- V.' . - ...■-. 、 ... . 

さ 煤 目 S 箭 S 英 等の 醜 譯、. ，雷氣 盤 等を 請 貧いた. しま ス 御用 論 

み 歸は電 謡 がれげ チみ V シィ の六鹽 よご. 一、 鄉手總 ぶれ 感第 六銜一 

八； 請 JAiE 箱ゴ護 S 义^ 口 V おか-. PB 養 養 夏-- _. にで 鄕帮 違す さい 







ち' 


ぶ报友 品 N 謠ろ MEi 谅:— 

KemcU Kai, Publi^het 

Address， 238 趕淹 Ave N， Y. C. 
Phone Chelsea 6473 


k 

1 

斷 


• ■Ii ■■― I 一 

Subscription Rates 
0 DC Copy 东ぶ 5 

Sk Months KOO 

One \ ear 2 ぶ 0 

Postage included 
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undei Act ^ Match 3»d 巧 79 


卜 1 ご 


Saturday, April ち th, 1 が 3 - 


Japan^s Hr 目 ip 前お 
^ And む郎 8 衍 ie 如 ! がけ ion 
‘ Baring 1913 


-、、一' 


The が oom of depression, wbwh 
had ea 芦す Jts shadow お r se\ 巧 ral years 
玉の 召 t over, the bus おが s world' of 
Japan, 巧' をる Replaced, by a prospe が 
of blooni tow が d the paiddle が the 
year 1911. This improved eco- 
no':ui<; CO 打 ditio む continued to be 
: n お ntained during the 技が t half of 
i 削え Tbe p 化が ding year had 
gwen お JapaxL a bountiful crop o ミ 
お c お . The total crop harv が ted was 
別ぶ 94,88 ミ お) をが ,. an Iricrease of 
が〇 で e than 6 per cent.- ov が the 
average c! •户 p. The harvest of rice, 
施 is being th6 staple わ〇过 of the 

を eopl も がが ri: 香 3 む iu 扫 .lienee ov が 

Japan’s economic life more 谷 ower- 
ful than the wheat る li ぶ cor。 crops 
do 与 n the United St がが. 拉 a 加 ミ- 
, ちぶ 口 to tbe バ ch liarvest of the 
じ weal, its nric ち in spit ち o ミ some 


200 000 yen in y 加 もつ n m す 
cre むがれ i ‘ more than- 50、 000 ぶ 00 j 細 4 
over* tbe previous year， 

We cannot ミ ook 右 orapl 幻 ceniJy 
upon th を 却 Lieiio な 化む 泣！ どが ぶ污 s 如‘ 
imports OV が expor お， fo— r J 泣 pan 王 s 
in a 打 entirely different で 如 ition 
from Kng! な 打 d, w 挽 地、 わ ei む 装 a c 巧- 
お lor.count び， bri 打が b 法 ck わ 6 のを the 

inter ■が t り pon its investineiUs ui the 
お rm of irapor お.. 次げ; か thel 知 も we 
console ourselves by the tact that 
the unusual increase 々打 the side of 
our imports is due in the mai 打 to 
the iinportatio 打 of raw niateriaJ を它〇 
be used for otu: prodtKjtwe itidus- 
tries, whose finished products will 
in turn cons がれ i お our fut 口が 甲£- 
poi: お. 

The second half of 1912 がが e 打 ts 
to us a to1;ai か di だが e 打 t おり ry from 
that of the first half. The 純 ief 
cause of course lies in the (lemiise 
of our great 狂 rayeror M がが， which 
w す o 巧远 Kt な complete chaiige upon 
all aspec お o ミ japan, including its 
economic. This national 王户 ournin 这， 
coupled 'w な h the failure 6i the rice 
crop to attain its anticipated rich 
harvest, naturally お) pose 过 巧 pon 
the people a spirit of self-restraint. 
The ma ど ke1:s during the second half. 
of the year were thus in the mai。 
dull. 

Nevertheless tlie^e is no canse 
for despondency. The Governor 
of the 長 注 打 k; of Japan in とお author- 
itative s 口 rvey of Japan's Trade a 口 d 
Finance お r 1912 prese が ed at the 


Presidenfiai Eleotfoo 

in 郎 in 瑟 


As the. date ior tne as がの o よぶ g o ミ 巧. 
tteChin6 が Par む ament， and ム ょ t| を \:,;. 
that わ r the 糾 ftctio 打- o 王 the -Pi’ebi- ! ミ 

dent, draw 打 合 月 r, i む e 注 i な- 

tion ill China begins to でが 召な iii 注 
g が at deal of animatioii. 、〇 ミぶ e 
ill'll 玉が was fixea as the な ate れ r 
the first のが ti 打な of tlie Pa.rh&mtem., 
but. we む arn th な t it 胖沈 s post で o 打 か ij 

tu the next Tuesday. The commgj 


を卜 


ua げ 


the 巧 葦を 職と ぞ - . .し 

f .徘 を裤 をち: ホ 〇 化 SJ、 •なむ 雖 ai - a お d 居； 

' tbf ’ i— 1 ■一、‘ 听 u' hdAe iV ドリ n 

ii o 百を す t つ r] t れ p つ が 

かおを が r the だ r がな ae! 化 じ i 
ホ;、 みり がか tt -made by thi 

す- ド片只 pond け riL lu the Mojah-f 

. こ that the iS ： ationaUst 貝： 

る，.: も pp.oseci U> Ui た Y け 巧！ 

、巧ち 度り 巧! 巧ぶ 0 打 s わ tute な le が!* かお e お 1 1 m ^^がミ〇 

.act -wul m’cjbtably coinmar.a icounts ミ 
ty votes in the Purina- nimousl. 
m が 巧を ぶ 制 - o 打 the otner liana, it I 

で •も e た j 17 1 trai y 1 。 し i g r 


誦 £' 誠 織 —' 齡 jAP 具 載 



麵罐讚 終"""^^^^^ 帮舞 

cl たが : a (vors 台 ミ VCS madern. Dut rnree 卜 ; 
. f 、 } げ i general 成む。 ! 巧 〇 ミ -! かけ ' パ e ぴ〇 i our being is feeling お th 
れ。 K 如が 了 a がぶ、 マが held 化 1 | 化ろ がが of 松 ri’op を [mcl iP notour 
The わ rmei. (;<)ve 化が ,' 〇巧.〇 〇 口が 舶！ けの tion as we かの k .，， 


oJ the BanR 
J* man 


the present Minister of I 巧 ree qua け ers of 比 e wor かか 

も T な 地 asW， a が i and te が h.mg が U げ おり 細ぶ e is the — 

— . . ‘ — ‘ ぶ 丄 1 - — past; h の] ce it TV d!/-- 

ma がが 2。げ だか. そ.〇7 
ideas. Th 巧 ほ 


e； BaroL. 

1 speech, が me parts が w 拉雍 P。 むが。 ず 化が 
we have quoted ぉ おが 地 ere. At を わ だぶ sini がら 

' が an of. a か! なみ! がが 則な 巧了細 ぉ m 

job の OUS 1 打 one of tHe chief branches 
jof cu け nre, namely Chr おむな ni 去 文/. 


:- ¢5 



が orni ki 化 e < oufetiiUL り t 、巧 仁 mi む 
お む rshaiJow が I oy the pruceecUofe り1 
the Advisory し ouncil on March ；>, 
when the 次 aUo 打 a! がな gained a 
victory over the KepubUca 玉 化 化り り 
Democracts and ■ by a in が 行 n も y o; 
o む e vote votea down the appoii)t-!btrb 
me 打 t G 重 Minister of Edueauou pxo - 1 
posed by thie Yuan Government. !« む 一に 
The present 玉 na 玉 catioris わで がぶ|だ 
st; だ Jidin を of different parties in tiiei 
Pailiament are as loilows: ! む ves 


もぶ！ na were born but yes 
.1'b.ey ba.ve no む aditio 做 
そ a.mv. Most ot U 比‘ ni ember 
uiv swayed bv a pow が f む 
巧な flue 打。 e. i rns is irae wit] 
ia] 巧！: d fis with tne ruem 
ofet)ther P み mes. Moreov だ 3 
ゴ 3ec む o 打 ot \uan 卜 hu 卜 Ivai ミ 

げ «iipporte<i by the R り； piU 
ん 。 mo 1 。 In I y I It t 


tHe folioAirig- 
nd ヴ istribution was u 打 a- 
r adopted： 

yeii .害 A 打 g Ja わ iuiese .had 

む ) り '. he ぉ wn 2.937 ，がり i Jacoby 化が . 

I n 1 1 化 bruu ht ov な む 細 ' |n がが get bold of the Japanese mind， 

{ . . ■ 3 0^0 i because they had failed . to inror? - 

t p G … し t が饥 . . . ： l ， b が !、 373 ィ 、‘，、‘... 

j jporate ancestevr worship in しつ eir こ 

Alices むげ wo 主ぶ hip ミ s one 


told "Or. 
Earope&ns shuu ド- 1 


T)i 


ウ 0 放 cimer たで c- 


recent 谷 emi-am 玉 uai meeting of the 


shareholders,, pomte out that: hi 
spite o ミ the ぶ atioiial grief and わ ther 


flaetuai;iori も main む lined thre^ug'ho が adverse eve む お which occurred to- 
1^2 an un 口 su な 巧 y high level. Lv^rd. the clo が々 を ；i 912, ‘‘the on 


IbU 

U 

ふ， 


Nationalists .... 

な epubU じ a 打 s. . . . , 

U の ionists 

Oemocra お. 

Independetits i 

According to a Peking け espax •も 1; 
お the 技が M o ミ Tokyo ( Translated 
by the Japan を i み； U し the juaicationy 
are a defeat ot rresiden ホ 、- ua!i 
Shih-Kai by Genera! Hwang 王 王 sing, 
whose popularity is daily 玉 licre 
ing among not only the ]SaUGt 
Party b 巧よ even tne Hep 口 bhc 狂 n 幻： ad 
Democratic JPar 村 es* in >vmch Pre- 
sident Yuan has so far reposed ab- 
solute confidence. 

The stalwairts o; ti]e Moving 
Chin な Party held recently 汪 mass 


Tota 

'his 、のげ dj ら tributed as follows: 

ミ (lend on old sharx^s ( か h 
_’er ; け .nuru) ....... お GO: 000 

巧 j.Divicie 口を o 口 new— shai-e 坛 
卜 j (が％ per annum), 

Sinking funds ....... 

Tie nation, i い! 书 was to offdcials . , V...: . 

>>0 "…" eA"t-pt'!beeond d! の ae 打 注.’ o 打 old 

，至。 1 卜 K パ * il, い 。 り t i ro 0 % lei： annum) . 900.000 
a « りり り f ® れ p ! th 、 nd Li i け d on new 


'J ん 弓け 61 2 :j teaching. 

’ J ; ;of the holiest idea が that a. Japaiie- ど c 


巧、 6! な no.;--- 苗） ost of ail. oy the conserv: レ 


jments 0 ま 

T 卜 oh の oo 臣 . 


お 5,900 
300,000 
. 10,000 
181，000 


1 


J 


15 


shares も b'; 乂 per annum) 
4 11 e lined, forward 


22^,000 


to next ;icco 巧 打 tg、 


1 ぶ斯ぶ 1 •之 


prpxS^ ら troubled fcea. It is 
り o 打 . 輿朽 むむ u that has led Dr. 

Y な 1^6 む to renounce れ化 own な mbi.-i 
I trl^^nd な ead む 8tlv adv り c 化が l:he!; 

i け 丄な凸 お 0 巧 of V 11 an bhsn— Kii し OivSiioj 巧 
! 、 パ Ii- 巧 robably do .hi, besi* u) わ er-!y 
ら 心 6 neral Hwang Hsing to" 

け oSc^.-.t.he -course no か mse は t 
!• fi ぶ 巧 疑を a to り uraue、 Ana it would 

' b 這 cal ra 巧 to iJf り e 、、 が bh ! At p け 打 fc me 沾 ng 如 the Asia- 

おが パ か i ぴ le か b が s が the! しし 資り むしな 。ミ J 红 p な 幻 , Pr. *> なが)お 〇 至 
た.、 で ," わか 中 か e 卜 n ， Yt、. I Ko 打 お four 邑 む mverskv deli ク ered an 


1 


h 试ん i)r- J acoby spoke 0 す its sub- 
jee む ve working on th だ hum 注 口 ssogI ::. 
and thattJie Japanese is 。〇打 vhic 台な も 
that he ミ s 0 ず. the same kind as がを 谭 
が jc; が tors and that latnr 々口 he •耳] ig 
be him が If as his anofi 耸〇 がな re— か 如？ ■，卓,: 
I む おで tb& が aces thei 耳 v 玉 rtuaUy 碑う:;。 こ 
high a も. 注 god and for this h を is 
ready to give away the higiies ち 客 〇か1 
he has ‘ namely, his ii お. ドぶ- こで 

This も elU,f がが s t ひ the 、が をが 苗ぶ 
true Japanese a deeply 巧 hgw 皆を; 

1 aspect, and the di な ’ereat -reiigioUB 
んがゎが Dore お 巧げ cut 妃 lit. Dr- 

' — ~ ! Jacoby pointed out ■比 e rev が 仙 ぐぶ、、 

お郎 的 on Japan anil sentiment at the root, ot the： 


W 曲 01 ideals 




ii me 

、夕む or d ド 


HV| 瞭唯 nd onng about 
K ぶ％^! て、 a 
{■が 


Ihe d 巧 fe 幻 t-o$ 


巧 .‘ 

苗 

を 


.'he highest point the pri が で e な 地 e<i|wgu‘d march in the 贷 eld of eco 打- jm がが ng in がち Cal', けな 1 か coofir 肌 
ft ぉ 2 を y が 主 per をり お f, which， wb 細 〇 化た g が 3 打 ot cjeas も as not obly th お r resohiMoii 。至 recommenclmg 

the results 01 our お reign t;raciej<3le 幻 eral Hwa 打 g Hsin 经 ミ n が ead 々f 
testify, but other stat 巧む cs fUso ; Pre お de 打 t Yuan Shih-Kai to the 
plainly indicate. ぶ or exampi^Jpost 0 ま the first formal President of 
an i 扫 crease oi aeposits 1 打 tne Postal the Gh ミ nese Republic. A number 


compared with the lowest poi 打 t iu 
玉 9 ぶ， naniely 31 yen p が をり か 《, 

di 巧 er 泣 lice 


' 声‘- 託 が ド s an extraordinary 

0 ミ 14 yen* While this great rise m 
rice caused much suf- 


も -. 


t.hf: price of 

お rias on 忱 6 part of wag か earners; 

=t. -on the other hand^^noreased the 

が 打 rchasi 幻 g power of fanners in 
■一-.''- . 
general, 

"The two other factors that con- 
tribute 召 to the bettering 0 す eco；* 
noniic co 打 dUion were the renewal of 
aedvi 皆 in the Chinese trade conse- 
queat な pon the : retur 打が peace on 
the 巧 tabli 組 me 打 t of the new な 叫 to 
public, and the で onclusion of th 台 
むげ eigii ioa む by the Tokyo patuiici- 
pality. Dtiri 打を the'monl 出 s 0 ま March 
and April, 'the funds accruing む om 
the purchase of the Tokyo Railway 
by the を 玉 口 mcipali か to the amount 
が 6 も 000 ぶ 00 yen were distributed 
among the shareholders, while, on 
the oth が hand* 20 , 000 ,000 yen of 
tlie Extraordinary 技 sipeiKiiture 
Loah Bonds Were redeemed. The 
eEect of this abundant supply of 
capital* was seto 打 reflected hi the 
buoyancy 0 ミ the share market, 
which sholved Itsel 重 not 9 打! y in a 
great rise in prices, but i な an un- 
precedented volume of business 
transacted. . 

Tbe 重 oreig む tirade どを tnrns 重 or 王 912 
iuso indicates the ね: ighest figure な 
has ever in な s Idstory attained. 
The total of the trade for the year 
amo 巧 nted to 1,145 ,970,000 yen, が 
Tv-hich 52 も資 80,00 0 yen repr が e 打 ted 
the value of exports and 618,990,- 
-む 00 む王 な t 0 王 impoils. The excess 0 王 | 


a vai! 註 ble 

Tbe ex- 


% W: H， Page … Ne 傳 
^mmm AmSiassa 曲 r 
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S 穿、' ings Ba む ks ミ s to be 打 〇れ ced to 
the だ xt も 打 t 0 至 14,000 ,000 yen; in the 
ージ£ 1 お〇 \18 deposits o ミ the two As ち 0 - 
ci 注 te み] Bsnk^of 了 okyo ami Osak も 
0 玉 47,000 ,000 yen. -All this がが to 
ぶ ho 巧 th み t tbs supply — of 
cap な ai tends to— increase, 
pansio 打 of busi む ess i む various lines 
is also illustrated by the incrt?ase of 
i subscribed capital wMch amounted 
304,00 0,000 yen; and that of 
paid-up capital to 175,00 0,000 yen, 
巧 おむ e further evi 过 enee is furnisiied 
by the of ciebetittires to the 

amount of 90,0005000 ye。- If we 
compare thes を figures with those 
of the previous year* which is 化- 
garded a.s having ザ Hnessed 过 eon- 
spicuo 口 技 さ ev お opment of our り 口 si- 
打 ess enterprises, we enall see that 
another step in る dva 打 ice lias been 

m を de-，, 

THe uncertain poi け ic 泌 1 おれ la わ on 
prevaiii 丘呂 during last December 
and the first； part of this year pro- 
duced *1お ill 苗 V れ abie results upon 
the economic c ミ rcies of the con の t- 巧. 
But the succes さむ も お!* nia な 〇打〇 ミ なぉ 
Y 巧. 泣な moto Gabmet, and its resolute 
p ひだ cy to retrench 打 注 tioo 泣 i expe 耳- 
ditures and to liberate capital 重 or 
productive u を es. will te 扫 d, it is to 
be itopedj to greatly s だ mu ミ ate the 
commercial and indn され ial.activilies 
of th お ye 筑 r. 


を 


of the speakers dwelt on the raii oi 
the 技 ure を ucrauc Cabinet m Japan 
and empha-Bizeci the iraperativt^ 
nece 呂 sity of creaung a party Cab い 
net. P み i’t oi the resoiu む on passed 3 W - よ 
stated that inasmuch as て he e 色—！ が 注 n j 


eat t 0 


it 


茸を も; 巧 witi 
w ゎ iftarn of the appoi 打 tm がけ o 支 Dr. ! 
. j/ み这 e to th む post of A: 
moa 能 ador to Great Br: 


ta 郡 •蘇の おむ: t. が'^ が a わ ホ cabiJ 
the demand ot the む mes. Dr. 


巧て 巧 rT ぶを む: to 姐を ど e。 が i 耳を 彼な t give! 
Sun.jioy to t む。 Ams むじの 化！ お Un^i 打 g; 

General Hwaiig, り 王 - uw 王 だ jl- i だな u ピ r& ei! 坛 u じ 王よ み wuiuii よ su じだ だ 《 » リ王 tu 化 


the poli お ea! parses s む ould be 巧- 
commended as pre が de 巧 tial can- 

did み te ん On the other hand, 巧ぶ 4 Jaxne，s, we bave a special cause for 


aatt り n り te で e 雌 ptio 打 of 巧 fe が er 打 

1 王 cieAis m Japan,. Some of hi さな t- 
jtcra 打 cefi 化 nd his impressions seem 
! to us to i-eHect a な eep pml り sophie 
imind. In view of Kipli 打 各， s 窒 amems 
j dictum . 3 が が toi，t by George Ken- 
inoii. an<i tne essays by many prom， 
lme!u writers on the 王 deals of the 
1 Kast な. nci. み erf, w も beUeve that the 
i subject Dr. Jacoby deals wi 比 can- 
i 打り t おり to interest our American 
- 1 ’ が (le が . Vve, therefo み lay before 
them those parts of his speech that 
ytriKe us most. - 

Dr. Jiicoby said that Xhe develop- 
nKinii ot the human boiil was one of 
lifi (..me! mtei 獸 ts 抹打を the p どが e 只 t 
leveio い went of ぶむ す 踏 凄 夏 競 .お ミむ 巧 
*^iin relation to Western ideals 巧 a お oi 


主 :* 5 


en 

an \ 


.t6 niodern thought the good か at ミ 
in な . This reverence for かを fkaa 
wgbs ま ul! ot' 旅 aut 夕 and love. What 
ever had been the .'油 OTtcoini 打が 〇 主.’ 
曲 e departed be が; ■が‘ a ’ spirit aiid ； 
looked at in tHs わ onne が io り. す hei で-; 与 
w が扛 ere 注 hig}! cthic;u v 狂! リも ふし ' 
might .be that modern Japan wo け 主ん 
incorporate ancestor w り rs>h;p 巧’ itli 
the.b がが 打 g 0 至 lo だ も - re.v げ eri が， 姑!， 
righteous^ が S of- tlie Cba’ist.i 红 n iaitb?. 
and that a po む it 0 ミ contact 巧- 沫 s もり •• 
be . found in the fact th ぶ: t t むけ 萬 
Clu’i が i.an が ga が ed the depA け 弓な 
angels and as being お 贷 がれ' が 
whi お to the Jap 过 ii。 が！！ し‘ 巧 'も ぶ 普;! 
!i\i 幻を souh The が 巧が e 打 ce :; waa 
not greafcasno one now i 打 泛が掉 ご 
a separate heave 打. 

技 弓 d か？ ism must be placed ais 0 むが, 
o 至み e high が t religions exi?Ung. 
The spiri し Q 王 Buadh み わごが で ak るむ. 
firm hold 01 ..t わ お な扣 n な y が パ わ; i ち. 
broii^ht ■ its わ les お n 客ち. 玉む い、 ps も 


as j 雖 


ぃ颜勤 


lirw of f 船! ご 化ぶ が。 m が 严 who re お 化 地 c 。 加 加が が t れ him .— '.邱'た| ぉだ口 の が a ,、 c がな would be a がか t —。 


prese 幻 ted America at the Court 0 む, . ，，― 丄 ご， ：— •ム— し:^ 


more cooseyv なむ ve hold that it ミを 
most und が haWe, and even dan- 
gerous, to make any radical' 曲 a をが 
i 只 も he existing conaitions and on 
that accqti れ t they take ex も eptiio。 to’ 
the establishment 〇ミ & par か eabinet bthe 
at th お 趙〇 打 が 巧 t. To this the 泣 or。 
extreme answer that : the e 良 tabliah- 

m 色む t り f 注 ilcpiibUc in Gili な汉 ii 汪 s; 

been a most radical chaogej yet it 
お 注 s bee 只 accoinp お shed with, ad- 
vantage aud success, b も c 江 use it か as 
the call of the times. . Why, 
tben,BhonM Chi 打 a hesit み te to create, 
a Party Cabinet "when 革 h を gOTerai 
situation requires it? , - • - 

The despatch adds that 巧 -tale 比 お 
still pre が atur を to pronounce； de- 
お 打な ely on the resultgi of 棘 e ぶ i 心 
side む tial で ampaign， it appea が ufi- 
Jjkeb' that the present Provisional. 
President, Yuan Shili-Kai, w む I be 
re 打 ol 打 inated to the highest, poslinu 






imports over exports was i れ v 幻 lue! 


が 

た ミ， 


夕 2; 00 (し 000 ycii. Compare 过 with 

-, •すと e-- trade OI the previous year, tjiai 
良み 重 ISlii shows ai) increase in 
妻 苗 mouri む ng to 巧、 .MO.OUO y 
早 ミ n i び 古’ ort;s valued なを 王 05 ,1。0, けり Oj 
パ er し The iBost not;i,b；ie fact. con- 5 
jn^cted ドな31 last y わみ ピ s trade is -that! 
■。〇 化. th ち n む ports and が] e exports' 
r--i---’-sho、vrL が ぶ 芦 tanfc • increase j 

がい agho。 も thg year, covering 化1} ! 

especially； むげ! 
aiiil Anjericiv. j 


The 

exports - グ *3 ミ • 

芯 説 I okoham る 5pecie 

Bank ミ Ltd 


r お oic む i を over the happy ciho お e 
樹 ade /by_ Presid が; it WiMon . 'かぉ 
ゎ ew Ambassador, a 打 accomplished 
ぶ e 巧が 巧 ぉ a む 泣な 过 江 口 gvii をむ ed man 

of le がが も iS not 0 打げ well 'yersed in 
a ■巧 airs 0 王 が eslern eo 口。 れ les: 
b 巧 t his long editoria) work has 
made him fully conversant with the 
a 巧 airs 6 重 the Far East as well. He 
お な o stranger to Japan; h を ミ s な 
mcBiber of the Japan Society of 
がせ、 ぶ York. His interest m the 
P：de 打 t has been so keen that he 
：：once expressed to the かけ 侣 で his 
: earnest aesire to visit Japa 早苗 打 <i- 
巧 hiTX を i む the near future. 

Who will represent Amer おな な t 
Lo 打 dori is of 打 0 ぶの ail consequence 
t む t^apao. ど or 技打呂 i 汽 nd is our. a ミ ly, 
and the iJrdfed States our. h も gt 
,fHen な‘ And the American Am- 
bassador to Great お ritaiii is' one of 
strong links そ h を t 30 UI： the Anglo- 
Am 色 rican-J a を ariese が 号 污 -- す he 
Smooth working- 〇重 the cordial i;e- 


change that i も implied meant ski か 
■pi り g six centuries He biaci never 
been more impressed than h 飼' e w なわ 
the fact that nations le な to them- 
selve を develop along な!。 ch the s み me 
lines. — Simiiai’ phenomena will be 
tarne も xmt here as have evinced 
them 台 elves in oth が land も This! 
fact ha 狂 at か acted the attention of 


を 打 thropolo 咨 おお. 飞 hi 琴 Wy 別が! -: 
i 巧 d peoples in cc の t 詳 ptw ミ t お ori ゎ ide 
i ながげ 打 ces なお difte げ nt: b な t- 地 州 e 
お xK>thi 打 g か show that they wo が d 
not h 导 v を 过 6 古 eloped along —さ i 幻 rilar 
K 打 e を if Is む to themsdve 各. 
y お i たで ointed out s 邸 ila ど i.ties. i 幻 
Japanese 站技 Mon ■ to - Kuropeau 
fashion. The : 源 m かれ 0 , 至 or m が anc も 
名 併' meU おの i だ 江 r; it wa 居 mu ぶ 1 the 
same "garment as that 邱 om i も the 
I 巧 r がい 巧 ■ ministers axid professors, 
wliich ぶ 斗な come Sow れ む om the 
MM が e 0 着 es. - Th か ek) 撤お が o お 
the workiiis man 、v が e of the pattern 
of . the をむ <1 がを _Age も Then the 
feudal 夕 It を tom も妃を お 封: rib 社 t ミが i of 
ぶ热 ji’ent ciafeises of the comimum か r 


do a、v が with Buddhism. In 化ち* 

embo が me 打 t が B な <M わ a i 打が ょ e. た opl 
it prese 打 ted も お ken が s . to. 一 
Christi 辦 faith. To be a Chrislia 可 幸 ^ 
meant to be Christ. Tbis 

Buddhism was か the Enddhisu a む库 f 
Buddha was often •でぶ <i が 6 むり d m が e' 
jclearly tha れぶ hH ぉ wa ちわ y Ghrist- 
i を！ 巧； in this, point they might be 


our Hi お sio. 打 ari 诚 tha 口 we th い 


Gontri 誠 0 おお が lantie 蹟诗 . 
お pa 臓 8 如が 抑な th 賣 

Ohio Flood Relief Fund 


Japan が e re お d せ 打 ts ' お At!an 技 d 
City iiave contributed $2 ふが） t な も} 占， 
Ohio Flood Re!i お Fund. With It-； 

tiie お llowhig !eU が wa も 泣 d 过巧が d 

the Mayor oi Atla が ミ c むか 


が •- こ詞 


，- :;； •.かり f uie n.'-ld 

‘ 占‘ ご^..-，； >( : iv。。. us りす！ A； ■•: i 日. 

‘练竭 
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ex 主 jorfs; 
d 主り Gr(、3s 巧 wore i' 泣、 y :「 
yam . coLt け o .む i. む); 王‘しぶ：； 


で 如 

0 ド y むじ： Y<7K<：) な 文 ご JA 

むを 八 N ： 广 .• けにな AK む AyRXf 


；^，8 弓 0;0し)0 


ムた腳 1 ょが between the が り、, 化 巧の む ) が ^ 〇! げ of 扛だ〇 が; s past, 

p。 巧 ers， so irul 巧が 化 able 心 化 e 、げレ;- む",, で ,vcxe poir 地。 f likeness too in 
j むの of 比 e Fw I': が t ! ぶ d that レ 'i 化 e! 化 e ar し 弓 and な aite oi Japan み， 地' 
pwrk! at large, will かり 州ん ザ e 卜 が‘！；) がし 〇王 化 だ ぶ お} 口 Age. m 加 かか； 
が 口日 齡; 0 打れ 叫， の U ふ U がぶ-化 ろ I 口 化 e 加が 加り 姐。 
t 化 t， anu'u 岂 1 ) 0 が, or ‘ り f か e new 如心‘础職 の 色 心の 比 g 帖科’ が 

一' み. ；ba が ad<；r. が 户户 柳， 化 e。， a が。 もが 加 •ピ誦 pea 打 泣か。 i が;‘ み なし 
う もがが! re リゼ 〇な fur v パら h]n 咨 卜 ve:r*v s 巧け 3 巧 巧 to； 

苗 巧 占 ど • 。〇 •ge i り t 屯 ジ沒 : re だ f 打 〇巧’： opeo が け 
:：* 可- 夕 -I： 把- 打 1 の .- - * - ' 1 

奋 . - 

1 卜 こ …-- 二 ' 1 .：：-： 人 - . 一 - パみ : 


篆 ‘ 


A が a 打 tic CJi か. N - し 3 fa 机 h 魏 ，斗 轉霉 
Hon * が m . - Ridcll も こ 

Mayor 0 も AUsu が c ジ ii ぷ. ： .： 

Dear おげ： 一 ご :-; 

" I 打 r が 1 >〇れが to your わ me か 麵 
again . ど 山 d . in !*。. 心 （‘。 ， け 加。 献。 < いん だ ，〇壤 ミ 
VV が 輪 liml が拉 ，が1 姑 姑 も 化 も 血ト ド‘ がけ 
* りが lied - y が terdV が 伯‘'- 山，: 

げ が 玉 den かもが も who ももり: みが! 5 を终 なお 
ミ US,— in e 玄 P がが 1! ぶ tbeir 
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こ パげ * V 



ュし d :] : バ 'ten ド、 

. ぶてむ • を 〇む 1 け i g ry 
the じ 。 c . oi_ 

i‘Ui ご ir‘. 
i、！)6 i み po パ ミ 
〇 ‘'; い 、 ihjii 


Tokyo I 

^^Ag み ；^flki 

2s c. \\ YOrl; - 

Bombay - 

. 王 f ュ nkoYv. ' 

' - ilyo か u 


Fekiug 

I) つ . iirc 打 ( Dalnv ) 
て ie 描。 ぎ . t 
OH?3ka - - 

London - み. 
.‘れ tlm む 


Fen^tien 
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去 こじ b 續 
I ぶ 〇賊; .-ぃ 一一. 
Ho な (ちを! 轉を ミ 
掛楠 な— 鷄基賢 如: 
下; ぶ ょ船靖 心 
\ 、ruls み n ) Gh:- り护 あを み^^^ 

I •が;!^ じむ ics in- the 

Re け vT; む て f ぶな がい fA, 戚: ぶ;: 


Far Tfa ぉ郎 ing る P 袖 ! ing 

Apply 1 O' 

JiiB Japanese T 細 e を — ： 軍; 苗 1 茜 \ 

Jewess を ; むミ おごぶ ミ 打 巧が es 色 

戶 U む-ぶ 及！: i な America 


i を だ 6 が。 e 邵 が; か <i 3.ap なり す な 
1 9 ミ 化ぷ， げか .i し リ G. y ゎ 注 y だ- しけ.) 1011 が！‘ け. 
い 巧 e a ■む わ & わ色忠だ山-リ1巧 りがで红が ぶなな^1裝. 
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'n イド development imipli が！ 电 y 

バ進 马な 1 酸ぶ け 0 ! 化 m the West むご‘:: 她バ ー . ホ e ^ もがげ； 简鄉皆 

い - ken iiv た び； nUmPs • け ご ‘ 3 yet た〇 说 e * —、: > バ、 、 # が 

盤 か lopK: ゴ rij、.!e cajam も ん - が ^ 

抵 DC れな ed . . みが b 巧 巧な; 品 P: 

す 地 さ C お. おど- 地 e '却 或； 谭 -:;3 一一 

ian.i け； 種が-し の 〇邮 み 姑む t; 職が’ みだ， a; ゴピ 酒 化ぶ-が!、 

[むを- 这ゎ嘴 〇 9 鮮ちが 妃 な。。 谴帮 '，.•.--. •ィ ザ す C がみ 屯 

かけ rut ぷがな -}V がリ が, いち' 。し。. - ’ 一ぶ 巧 




he 


けい s-srbiil ぶ - 
) 玉い パ， リ な 
1 れ 洗な 0 に 3 : 'I み 


レ ajf ド — 、 い み ぶ わ & が ttt ； •-, 
.. が 〜、 e iz ‘ を — 3 可 r つ du な！ 
it 戸 t; お W なをた:—、 ぷ壬缉 よ. 
リ が vih. た‘ ね--- •ぞも ザむ 巧ち、: L 
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街 d ! 

在 . W が' d -。 .§ 
,,3! け Y ^ がか骗如 が巧 
呼 .見 如 3 .お 的が 巧 

一哉ぶ いい 端劳哉 

巧 dEi , か 蹄 w $ ex ザ W 

訟聯 たぶ 珪が 今が 
.底設 fill 我舶 

p - sl が 


禮墙 I ぃ 


拉 PU . S 狀 


拴 1 訟础 


お 


S 
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紐 お 新報を 搜 (前を 题稅 典)： 
口！ 都を お 铜口六 ゲ巧か 一菊 一 
□ I ヶ年 ホを 二乘 ； 

千 化が 十一. 年 六月 サ四 H 郵 を院； 
認可 - J 

をお乘縮轉乂 . 甲 裴 ^ 键 一 - 
'ホ' 拳 泉を：' 渉 ミ 
.發 巧が 新. 脊蘇 報を 
紐 育帘莖 ハ 街 二 一.11 A ; I 
'電話 チ 玉 r ゾイホ 西と HI 


みん h ぶ 


一 者は、 實剌 を化渝 どす る 梁 紫に 對し ~聲 なるべき は擲ず どして 明 音ず べし 
j て. は-を 想に 依 漏ず るよ らも 奥 篇を髓 jj ; どの 「バラ ドック ク .1 を撼 言して 


^ 養し、 經驗 を喊夕 する ょ- 


’ こ ； CJ ’ 一臣， ご d -、>、 ..擊 固に するめを 要なる を 看取せ ざる 
1 胡 をを^」 が パ^ む!^ ¥轉 ざ ミし、 蓋し 勇¥ 旨懷 どが 
ミ i ダ 街の 專襄 f 巧が 背 人じ胎 ぜる畫 なる 魏 のを 

ジが 穿、 ぶ も' 

j |; ヨシ' ビブ ボ ..乂 .卜. ''モ ； みン巧 は本截 


'墙を 左ぶ も；- 

ぶしぶ 錄 米の 病 大陸に 姬髓 せる' 


旨 信を i 製纖株 崩落の 趟势 をが 遇し 得た るが 
かき も 巧の 勇 お. _」 旨 信， この 賊化 どを 

V 


詔 號叛辕 の 如 V 疾を 獲て 潑駕羅 構の 
j 客を じ忌賛 を’ 吃、.' 吾み はを ゅ長逛 ぶ- 


ぶ. だ 錐む V 」 带 厚な 去骑搪 を寶 すを ゾ窠ぶ 

黄 が. i . ふ.‘* •- t - VJV . .;1 ン- . ;1 卜- ’ 。 ,麥® こ .： 


平八：肖九ま一蒂ク リープ ラ ン ド巧 

I が 再度が 犬 統領 どして 就 化せる 前後 1 

ム お 萌芽を 嫂せ る 姑を め 腿 あは、 千 


f 适 

r.-.A 


正 


擊 i を骚 じ-て— る貴轉 お^. 蜜し— 頗る 赔潜 たる. をの ぁ 

ぶ- 1? 蟲じ凝 梁' 駱獻な 互講 J めち 掌の 妹 轉じ流 苗ず るを 5 ほ 

占を ぉ轉違 な： 請の？ にぁ辛 ；臺壽蠢 を 令— 一ぶ 

で 巧に 於け も 騎满政 麻 中ぶ を渾 のな 


あ： 'ぶ 


I をる 味き. を！！^*. 靈强 .が. コシ： 子クホ 

"一 か-タト 脚 も 於 巧ん お潑 をを 銀が 暮の 


ちそ ブ： や」 お： 也。 じ嘴ぉ ぶず、， 極屏 I 

听 .1.! 鉛. ん 物と'— ミ豁じ 先考 モ J が ンを發 i 

窓ぶ V る お發ぜ だげ が蕭 '藍よ な 巧で；. 


彼の へんぺん ねる 肖稱贊 業ぶ 

の藥 はを 敷先づ 巧' のぶ‘ かを 煎じて 
般の 刺敏觀 どなすべき じあらず や 
要する じ 順境に ならて 傲ら 中、 逆 I 
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巧 拂日 法案を 唆 巧 
I .大使の 抗議 . 

固. 施 州 蔬會じ 於て 懸 おかなる 排日 
ちぶ & 占 數實じ 云 十餘稱 のをき じ 上な 
殊に 逆 U で 院 'の 委貴會 を 逆 凝した る 
す 地 ホを のか ミが 吾 M が 十数 年 閒_ 
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稚族 ょを 澄さん ど. ずる 蛮 霎間鹽 なる 

で！ ... 1 -T-f こ ミ A_<r - 、 war C ki.- ; f • • > > kr 


を 見る じ H 本の お 識は主 地 法案 ダ 加 
I 巧 難を を羅 猫した る 場を 迄 保持 せら 一 
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法 じあ 媳 せざる やを やみ 疑顆 じつき 
I 敛地巧 化の 目 本人は 最 窝巧院 じが 是 
I 非を 爭ふ ミを 得べ し、 W 信 がらる ど 


ょれば 部國 人の 主 地が 有は ー ヶ 年を I 

娘 b どし 之れ 0 上に ぶぶ ことを 不得 

與 な外國 A のが おせる 止 地 も S ケ 年 一 


あら、 斯は H 本人 ダ ホ 國じ歸 化する 巧 巧じ處 みする 事を 要し 吉ケ伞 を 過 一 
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四 年な 前 じ 所有した る ものは 化 眼ら 
じ 非ず ごい ふ ものな-^ 右は タム ソン 
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米 政府 3 蒙 ぉ 册萬圖 はず 
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...を ふれで ご座いま ザから： 

-皆然 タブ ブシ いみ ませ； ん 
舊久 やなる 

物擊 •，璧 呈同 器® 矢戰 1 

KirnC 巧 み s ‘ Yan 夕 5 ゴー V . 1 苗 
_ .巧 hen な Audubon 4 ? 巧 


i 當シ ャトグ ボ御經 おの 御 方 0 御 倭を i 

じ 御な 按巧 申上镇 

藤が 旅 饒支應 

ホ テ \ ク コマ‘ 

塞 歎 二 巧が！、 冷沒 風呂 壤の 準辕ど 1 

タチ— ム じ！ 卜 及を 莖じ 3 ピべ 八の _ 

^備 ひあ^.‘. 

H む TE 7 T を OMA 
送巧 Jackson 津3異， 拍ホ賽ータ wash . 


-^33 J 3 J »^23353 J 3 T 5«4 J _ 3333 333 J 3 _JS 

►声を! 
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一一： ® li#M 其 二 
i . ホ 满 'を 
i •な ホ 省 家の 展覺曾 
i を 祠樣备 地 じがて 關設 り巧い | ろ | 死が i 

j 親 肯のお 力 家が 化糜 しが ゐ つて 〇絲 
I 紙に 廣を せられた が 〇か柯 0 都を が 

i 婚期 じな つため は 頗る 遺 域で ある。 

I 寶じ斯 の 如き 催しは 難事で ぁる。 图 

みに 御 探せる 截 家の 新が を縷 め〇ス 

I 當國 のが 奉み を お 待し 〇且义 化ホ靖 

1 じ 知らし む々 は經濟 ど經營 •と裙 つを 

I がら あ 力 家の ず 腺を 要する のでを る 一 

贵力法 置し 言を 得ば收 ま相僞 ふの み 

I ならず 〇 或は 相當の 利潤を 得な て 乾 

hi 阅の 準備を 易々 ねらし むる のでを 

k るを は 第一 米 人に 眞に偕 値 ぁる 孤 

i 幕を 紹 かし 0 隨而 H 本 趣 ホを 知らし I 

I め Q 史が义 閒胞の 爲じ高 巧なる 娛樂^ 

だ' 截 P むこ どを 得さし むる め'. で. るぶ 一 

I 郝么 ' ; 

U 齋か をの 弊を 爆し 得る 

I が库 .段で をる 〇柄这 なれば ホ 等は 一 

IU じ靈 かきさん さが ばれむ がり； をは 

|斯'くげげれ.戚くをふ て紹か'^ る？ の 

一を 大嫌ぴ で 0 化聲を 蘭く 晓は 每腾ぶ 

お替 み. ベから： ざるめ セを る 

I 硏： となれ なをのを 調 中にはが ど t で 

一な が幡 蔑の 窓を 舘で 居る。 をれ が黨一 

I 家を r 部には を 嫂の 巧む 猫ぐ 者が ゐ 

I が 〇黄徒 一 ほ 巧を 段め あ不 をを 恐は な I 

，い 〇なじ 孽替働 じを，、' 諮 家の 體谅ぶ 

傷. が 而も 巧'、' 一して. 破ない の そ あを 0. - 

をに 化々 み犹 ぶが 用し 指 ホの 溝を 等 

を 爲し〇 お 人を 欺 さ； 瞬 わがを をる 

が 煎が 私る 0: 酷 だし さはを だ充 みの 

:楽耍 なき A が？ 巧 本 凝》 でぶ 屑 霉ゐ 

一る を 測を おろ 鍵ず の. でが'々 日本 墓を！ 

震け て おる。- 巧 k - の藥 楚诗議 かきぅ 

みを あぇ 夕 化： み 巧と 離げ ぶじ 诚ぶ夕 

0 て せらる 難ち からざる み 幾で ある 

諮實束 巧'々 る-' 姑く 講 祭は お然 さし 

..ん 麾 かにぶ も〇其 紫窩 なる 美 想 ダ 筆 i 

端に 溢れな'-』 繪歲 どなる がで、 潑巧 

なぶ 攘醜 である 〇盛ダ あつて がらを 

疫 ザを るので 〇お めょり を 錢ゲ眼 煎 i 

じ’？ ラ 下ら' もれを 取らん どして 描 < 

; 9 では 無い 0 . 然るに をれ を 顚轉し 

おから 刹 おし おに 其體 巧を 傷 < ぶを 

I も おどせざる じを も 〇實に 廊化慨 嘴 

I みおり でみ る 〇をお 禮く德 化しと 雞 I 

1¢ か截 がみ 本额を 知れら' りが じ 詩 常^ 

に 入め 卓 口 ふ ダ 如き If かろさん ごがは 

一る を 银举ど あじぶ 弊を. 織ず ベく が遵 

j す もみで 友を 〇 然るに 幸に 前述め 癖 
わ 


脅を 實 現せば 〇夕お 有力の ± は 其 計 
镑 する 巧〇化 々を々 一点の お 利な < 
一片の 詐術な く、 眞 ぶの 类術展 費 機^ 

たるを 得るな でを る 
審査 授賞を 避ぐ' 

然し 前年の 催しでは おお 當 じは 審杳 
の 上 賞膊を 贈るべき 豫吿 であ クね 
をは厳じて化擧のなからん至を蟹む 
柯 どなれば 一方 獎 觀の爲 じなる ダ か 
きも 〇繪畫 のな 郭程 難い ものは な _ い 
巧國 じじ 於け る 文 展會磅 は 精 撰せ る 
I 蕾查眞 である 〇 され ど墨塗 事件を ホ 

; し 叉は 旨がを 破雜 し〇戀 々搔 々其是 
张み 典則に 苗 ましむ るでは ないか、 
象る じ當顏 じがが る鑑郑 家は 棠 して 
巧 上の 馨登貧 じ 比し 遜を なき か、 巧 
謠贊 じは 旨ら なせる 乂 抱 貧 あら 0 大 j 

i 園 的 化 燕 的なる 批詳般 あるべし ど 雖 
ズット 前に 述た 如く 米 藏巧留 がなる 

一 蹄の 偏見を をれ ぬは 事實 である 0 

されば 盡家 をして 滿 ぶせ しむる じは 

帮 をの 無 表 じを がざる め や ある 0. 1 

ホ 進んで 


み 渡米 目 記の 數基 

.素 熱 生.. 

が もが 晚 でる つた、、、 洒年瑜 めり 

東京 かも、 わざ- を ひじ 巧た ぶ淫 

と.、 クる巧 理遙の 淡 上に 夕飯を す 

して。 ぶ 蓮は 濕 本の 都を で。； 赌 ぇで 

屡つ て來 もこと ダ 能き す〇ぶ 磯婷が 

需 へ、 をして 掘は W 本 义へ歸 つた 

紛籍 雪を 巧 やね 化 威が、 鼻の. 先を 谢 

もとる かの 如 < 烈ム く' 巧いで 居た 晚 

だつた々 

朝の 聞には、 化 なれた 顧を 村 乎啞姨 

I ざ かるみ み 寂し さや 悲し さじ 0 - 

てて 將 巧は‘ 刺 何なる だろ ふ 等 ど、々 

し 案. 氣みも 擬ぃで 煤 わが、 愈 お 帆 間 

際にな つて 見る と'、- 結祠 すつ かも ビ 

藤 も. 媛つ で、 か督 のぼけ ク とじ 本を 

さし 込んで、！ 冗氣 らしぐ 坦‘ 板を 往き 

つ 遙らつ ホいて 居た 

乗を は 頗る 少 かつた、 二醬碟 じは 0. 

瑕の 外 じ谨に 数を のみだつた Q 一二 爵 

をは、 をれ でち* 五十 名 詳トソ 巧た けれ 

で、 が嗦へ 巧く 婦人が- 闽十餘 名 居ね 

めで、 を 渚を 當 じして 腐た ものは i 二 

四 名め、 しから 巧 一 人を 餘 ては 〇亭一 

まから 呼 おの 婦 A でゐ つた 

_ 「.に！、 もうこれ だ や あ极目 でず、 

一二 四 年 前は、 た . わ び/ \ じ， 一が め 

むを さんだ C ；, たを だからね、 H 本人て.^ いて 掉た許 


るの も 無魏は あら 支 せん、 免が は 原 
狀 でん 露し いし、 其のを 狀が まだを 
巧へ 行で て、 何め 巧 薬 じ もな A ない 
んの だからね わ、 腮が惡 るいだの な 

ん だの ど 難癖を つけよ つて、 を 易に 
やゐ 上み せ' ない. で 可よ、 日本の 政府； 

な 馬鹿 お廣じ 嚴盡じ やつて る. めだか 
ら 、々つちへ 着ね な 上は、 を 少し や 
はら かく やつて くれ なきや あ 持て ま 
せんよ < るるので すよ、 巧 巧 向 方へ 
せつで、 逐ひ歸 される のがね」 

給 化が こんな こどを なに 說 して 居つ 

，一 

船の 申が、 何 どな C 骚 々しくな つれ 

誰も 彼 も 化し さぅ じを つて， 居た、 人 
眞檢 をが 濟む どが 船の 檢 をが 初 まつ 
た 二 一一! 十 名め 巡を が 佩 额の臂 いかめ 
しく 磯の 如き 眼を ホら しつ、 ホ々 を 
なして 思る 態は、 私は をく いや ピど 
思つ わ、 まだ H 本 ゆ' 領 み、 而 がも皇 
城 じ まぢかい 橫潑 の潘內 であつ たじ 
もぅ 旣 じが 園 じ、 发らが 人 もない 外 
國 に、 獨ら ホで 居る のでは 無い かど 
昔 ふ 様な 氣 がした、 を、 おは、 今 革 

.'一の 吾 父め 圈じ 巧つ でしたい 儘を t 

てこを 二十 年を 過して 巧た じ、 こと 

から 鬼の 化むなら、 異國 へお掛 るの 
か ご、；ぶめ巧じ も の悲しく も の寂し 

て 覺わホ じは がられな かつた.、 を レ 

V 」 なは、. 惭巧 儀で、 絕閒 'なく 流れ 初 

めた 淚を 、がき/、 してを いて 巧た 

瓣內 じは、' 別 じす 都なる なかう だら 

し か つ . を航お もが な か つた ど お 
わて、 船は 鑛て 動き 初めた 
「も.’ ス .； 谁教 杳ガも るんだ、 おん. や 

ウ 等が、 皆な 採 おなん でず ょ . 

んな ことを 霜を ふかぶ 轉 わた、 を 

はもぅ をん な こどを ちへ る 巧氣 もな 

く、 た‘ V 難 別：；. かぶし さ， ダ ーが だつ 

った' . 一 

も ' r 誰 じら 逢へ ない の だろ ム 、巧 時 I 

歸るか巧らなぃんだゎら、ご^で- 

み 礎、 外國 へがつ わら、 窗度 U 本を 

强を こごら 助がない だら う」： 

せめては、 大窝十 に、 別を 稍し まん 


「誰 様 も 巧 板 じ 出 ザ 盾て ください^ 
船の 挽 巧が すむ をは」 

給 化が.、 な盘 をし てれね' 

仰 化か、 {柏 引か ごら 思 はれた 刷 十ん 
の搔 おな 巧が、 化 服巧替 をと 一緒に 
なつで、 まわ 船內を 採し あめた、 わ 
ん なじを せね ななむ ねが 喪が 巧 あじ 
ゐる ど、 なは 疑つ わ 
忽も 見る、】 人の 鬼 ご 見 わる 大男が 

若い 婦人を 引 狼 つて やつて ホた、 な 
建の 前を 逆て、 啤等 まの ホ！ ザへ 下 

て 巧つ た、. 若い 婦 A は、 ないて 窝 
こ 

「み じ も 一人 居る のです、 少しを は 
いつて 居る が、. ず麗 でず よ、 を々 W 
調べられた 践 か、 だ ミ やら 無難 じす 
ん だを ぅでず、 美人で ず！ グへ巧 < 
いふの だから、 怪しいで ずね へ」 
こんな 事を 宫 つて 居る ものが あつね 
「旅 巧を がには、 十四く をる のでず 
よ、 をれ じ 誰の 跟 にも 十と 八に 見. と 

るの だからね、' だぅ せ體寶 かが かで 
しよう j 

「だつ て戶 籍簿 にある こピ なら、 卡 
と 八 じ 見 ゎ やぅが、 二. 十ニ ニー じ 見 お 

やぅ 擁 はない さ、 検玉 などの 出 巧を 

福 化 どは 時代が 違 ふから」 . 
f 二人 VJ も、.. ホノグ 、の 狩 理 遠へ 巧 
くの だからな を 一 . 

「君が め 巧 翊屢の 阿 爺が、 ぁめ おい 
女の 養父 どい ふめ だが」 

撰 巧 達 ダ、 頻 もど、 みい 潑 でさ i や 
きかつで 居た 
r 人が*^. ひで い、‘、、、」' 

若い々 がかぅ 喬 つたの が、 おの ザに 
'異なに 響いた、， イ してし や''^ ゎ 上て 
泣 >.、 めが 魄 ゎた. 

余^なで い？、 何が ひで いの だか > 
おは 貸ら あじ 願いて、 をして み 態 ひ 

した、 もの、 十を もた ク で、 かの 躁 

偵 ご 一人の 巡を が おすを 上つ て 巧た 

水絳の 巧れ た 着物を きて おた 大 興は 

おじ 徵 突を 浮べて 相た 

I 女 も 間もなく 出て ホた、 をして 下等 1 

塞の ホへ れつた、 眼は ホ < むつて お 


言つ て 居た よ、 をれ まで 網つ て、 を' 

がを 渡す が もな あないで ずね」 と美 

しい 繫の ある 給 化が、 をを 顔み た 
r 役目 だから、 化樣 がない よ」 
後ろから か綻 をう つもの ダ あつね 

增 ' 

さう だ彼鑽 のな 目 だ、 さう して ¢1 

の 化 事 だ、 言 ひ 誘へ ていへ ば、 クリ 
タチ ヤン 圃 なる ァ メタ々 0 孜 がと、 
神 菌ご稱 て 居る H 本の 孜巧ピ ダ、 あ I 

いふを居を^じさせるのだ、 を^ 

お 誠じ惜 ない 芝廣 だつ た、 而 かし 
てを じは、 ゐの錄 人の 身の上 も 疑 巧 
であつ た'、 あれ ホ 迄 じされて、 を吟 

でも ホれ 妓颊 を* 细ら ぬみ 頭 じ、 巧 

れて 行かねば ならの かど、 不思議で 

ならな かつね、 がし 人の みの 上 じぶ 

雜 々入ち 化 だ® ザ ある ものを、 他 j 

からを や 巧言 ふ ダ 無理 だ ども おつた 
何十 人の 巡を や 探偵 ダ、 ランチ じ乘； 

をつな、 我 ダ あつたよ らも 龜 かじ 
ぶ 数だク たじは 驚かされた、 ランチ 
ボ锅を 解て， 陸さん て 走ら ま クた後 j 

は、 暫くの 間、 船の 中は、 ひウ をら I 

として 居た 1 

演笛ボ なつね、 をして 黒い 浪の 上を 

傳 ふで 遠方 じ 消 わた* 潘 のみ じは 燈 j 

ボ靈の 如く 輝て 麽 た、 い クめ蹈 じか^ 

窩± も 暗の 中 じ、/ 見 わなくな つて 居； 

た、 船は 動を がめ た、 数千 蜡波 めか 
なた •、黃 をの 化さく 米留 さして、、 


け」 ごあ靖 つね 先を どが 一毋 (まを I 

I 轉 巧) A 何等 徽籍を 得る のをな く 動 _ 

ずれ ぱ 精神的が をの 犧を ごなる 吾 1 

I 々日本人を プ レ！ ムす るは 甚酷じ も 一 

j する 樣 であるが 近頃 日本人 集を 巧り 

な 敗は 巧 摄度じ 達して いる 「マ でを 

いさ」 ピ 放 巧して いる 閒じパ チが 
が繁 巧し 終 じは 歡 巧し 態は ざるの 結 i 

おを ホれ すを おはざる* へからず (頓 
がを) A を賣禁 示' じな つれ ポグッ 
I 女務 をが 巧び 祷文 をから 賓 ぉれね ぶ 

巧 落は 新 巧 紙上の 廣吿 じある かしだ- 

が 一 敍ホ讀 の ホは 罔 蕾は 殺黎 極る 巧 I 

韻 局が 解剖を 巧て 一貫され いるかく I 

思 おしてい るら しいが 大 なる 露見 
ある ま々 の 细きバ チぶ ラ 生 巧 じホ溺 

てず 知 下 謡 縛 卿 衰弱を に 罹る 清の 巧 
じは 無比 じて 男搂 まなる はを らく 巧 
厮化處 のか 巧 寒 民 狼に 勝る を黯 々な 
る ミを おひ 厳つ ザ摄 ぐが 侯は. ホ々 澄 

じ戀篡 する 程の おを ではない (人力 

I 城) A 今回 中 巧が じならし 大慘彌 じ 
蘇 柯等间 巧を をす をな < を 岸の みお 

的 態度を 持し いる 冷酷の. 人 がをおの 
I 棟で あるが， 故国に 巧ら し 凶が 災害 义 
は 慈善 菌の强 謀 じょら 貴重なる を 命 
を 殻 巧せられ し 無が 0 飼胞を あへ ば 
かが じ米國 人の あ披骑 がの 誠 患に 摩 ~ . 

きに 威緻 せねば ならな 共 溝は 日本人 I 

巧 じめ み傲嚴 せられし 事業 じ ホ ざ 
I を 謗 解して ほしい 這ん な 人非人の 阔 j 

股が 澤か 居る 樣 では 得手 おず は H 本 

人の 通 患な ち ど爲御 されても 否を の 
1 辭 なをるまい (ホ 濟會 '一 貪 身) 

14 タミぶ で •••るち* •る！！ •ろ •ぶ ジタ 


♦ 1 披手 入用 参 

級嚴じ 巧み じしで 英語 會敲じ 達しね 
る 技師 义 用、 搜術蘇 逢の ぶには 商 給！ 
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•'!dpat the じ aociidi がぶ of Yun« ぶ nn-, が娩が hud む e げ cted !n man.vi も わ. パ ス;! がのに け C が mia 巧 卜. jn'pa 口 e か 〇 ミ忱 p V り koharop か 如 c Bark 。が 

Kai, and, if n 化 sue がが む も to 


: V 鱗 r 離 ! 韻 ! P 韻 Bis 

Jp Seorelarv Eipn 


f 髓 丽瞧瞧 

SPEGIE ilNI 


The お; xtyr お xt む general mcetiruj い 


I 、u_f- こ: ajr oiu] こむ o 化 ■■wliii -furtfiei*" なを-、 み马 
*i 巧 f 一 rd を endeneV. Th お 、'， a。； la 巧聲 _ 一 
10、 の ng x6 .も 主が- increase リ重 过 (Jrauvd — 一 .3 
! 主。 r the- aeeoimt- .s ちが [讶 r が nt^-- ぐ も i な-： 

! で orted 泣 r む clc も msta •玉が 货 at of 々さ p 玉 ta わ 


m nc'.vly が;， vj’t が i bu が ness、, a む d the 


En な lea が 皮 e N. 、' Poet O がが 

untlct Aci Match 3td * 679 


^ Saturday , A pril 3 2 心 草 お g "— 

臟顯 讯顏 OF 飄 Nft 


ちり i がみ c が... ‘ !.A 打! b な岂を 注 dor, bad a む お mvee 下 いか— 

かりの わ the Constitu むり 打 化 s. む）！: mik が！ Yuau Sh 化- kaTs m が sa がれ P が-おがむ， 枝 口，— ■ おで レ. an on the. biH リ〇巧 
the President p<nv が 3e 洗 to r 诚 3 色 t|uaineat, whi だ h whs nbt 化 ad 巧な ぶ。 が 

the will o! the P がか お . The 巧’ がか onbiely. ; が his Pre お den 巧 sU りお pro- 


br this por りが 巧 IS th ぉ で 打 act のが iti り； vi が onal: . consisted of- 


か e Gem が Uu れが a‘々f (巧 e pro、’ 化の n も gra れんつ tion 产， イ nd the e 又 in が 巧り n ofi 


が t 

in the. し •注 お fc? け ua； I ぶ も i.e! な- 
け 朋も \vii;ch‘ prohi 如な j ;tp;mesc - 化 nd 
hearty ド 〇 り-! が h じど お 化 i お ners not eligible む Ara 6 - 


A が お も .随! み 巧-姐 も 孤 g r がれ 扣む 
the most .孤が 化か rab お ' d の y for じわりの* 
On th が 4ay がが 做槪側 onal む 化 も-: 
ti が)- 〇 ミ ’化け〇 が acy 巧巧^ わ rmaUy が 
が ajoed お' V. 姆 がが m’v 触 わりり of か 6 口 お- 
わ 卜 d 姑 e 扣 rliam 她 t to cond なかち 
xi みれ か r! 几 U ぶ 'さリ タミの のが 的 化 e がか 
が k 利: おおが でが np が む I が りが 如 早 
端み 1触お9、〇 ぶ 巧 削 说饥が ed throiigh- 
；? 诚拥が ぶな 触 えが 'With が たが でが かむ 
ユ巧 . 

p3 識) あが ぉ：放 e ぶが お cfcui も Who 
ミ 側備说 姑が ぶ〇〇1» 0 す Republican 
が 神 le ミが 0 姑 地 ’WedoiKjt 础沒 巧. 
柳 嫌ぶ おおび 飾： y お yec ast. The stuay 
為 巧禍 ie 绍側從 が お 0 打 s now e 加 打 g 讯 
姑; kia ;lea& ;版 けり 地 e belief 诚 が the 
拖聊 1 施 C 總 ザ销 ime will endure, 

ま <e 度 k，. 扔が〇 放 e.yea て s to com も で お 巧 
那ぉ お ay, mot ifFom our eonvi 巧 献口 
端 姑 ぶ 招た おぶ で oii か best :舒お 地 e 
がれ i 賦 .姑 Ae Chinese ながの n， わが 
私 ca り 紙，. we I’b^iiev が it : お け he; り my 
W 卿 屯を おお 姆&か 如 government under 
tbre -esikiii^ -coutiitions. •超で をむ a 
たなが 獅 y, でが み衍 V 々至 化 e お 贷ク叫 口 おが^, 
巧 輪 施 d 础 虹? 0 りが ミ 化® Manila 

むを巧托 嘶’ . anS. わ r り n 班 t:in ;i お ぶ t々ad. 
P-res^dent Y 巧 a 口 Shih ぶ 城’ が 化 でた 
六..； veail 耽 t が; 站 なぞ; .i 打 ce が io 打 離別 伤础 が 技， 
で it.k 站 6. が see 如 io 打 S who x；ouid be 
如賊 rte も Oil . が ve を。 g を拘 ，屯が が-む か* が 
... ぶで が 做}; e(l .かず' 柄、 e '©Etablishnient of a 
Re をの] 姐む 触 .的 PJB 哨 ぞ ぶ 〇、 巧 rnmOTUn 
C 舶 .化か- T わ e :maiu spring of that 
な が 山 細で' AS the averthro^v oi the 
知 如 常が なが， wM 地 喊 its .rotten- 

■-打 巧 6 I 追 d ineffiCienoy had の说- 
"パ.、 ホ 1 を もむ お' ゎ)撫ミ叔;^^ -そ!が i 王 曲 t お 門 3 心 


which W な ミ 巧. 5t.h 杠み M i-roTn the Pre-!the hope that the repubM な.、 v'o 
別 de り t . 抓 e ir おお も Iso ぶが oive the |last 10,000 yea 巧. 

むび お a 的 iim も さ 孤-没 &e previiege toi — . — - . 

。如伽 •巧讶 te Ms .段 iM の ぉ . Yuan Shih-j 

R ■み i: k, お repor ホ wiU not feubniii! i - 8 I 

to 货岛ゎ お 巧: mMi’ 權 ，お 打 も CO。 が que 打む y， ぶ pg 養卽 が j 含 |]綿 § 


uidj 


で lUzen さ }リ1) .か 〇巧 . ho む. i ぶ お or 


i を Asing'la 打 d m that Sta^te. すわれ おり 


iH clire*ctely aimed- at J な pan ぞ-き <?. U) 


■feld on March 11. Th わ-重 oiio 巧 也げ 
I>kii :of. ac*(K> 巧而护 rtu.d di ち tribu む 〇が 
巧- as un が! iniously adopted: 

■ ■ ■ . yen. 

姐 o が r が おが s • . . • ,’’ づも 8 如, が)（ 
Balance brought 'の. が 
か。 in the .previous termt.l ,1 が，？ 化 

i) げ lui 化が u がけぶ 1 ム 4(K),8 ぶ 


h 巧 ミ n 舅 ミ 打 パ が inter が ocks.- B:ut.-— - 


!wh; け m な in!y acc か: mte 过 i り r-t お e お 棘 t.- 
IvuoTuiy situation was the prcc 度 utioii バ 
5XC パが か i by banking dircl が 巧 おお: j 

were excessively cantious in 巧 如-'- 為 
eiputjon of the prosprective ydv’ 再を 石 だ' 黄 胃 
af the money ratt; - and econormc 



おむ :細リ が 細 もが ：姐 at the i け ining of. 
姑? を 昭け が舶 t 口-お •做 a should take 化ら 
pirecedo 打 ae over the e!ect の 打 oi tlie 
的 I が侣が 化. - - 

The での おお onal Government had 
6 打: 化齡お d : な e task ot drafting the 
:p が man がけ Go 打が itiition to the A も 
，おがな； GonneiL But many of i 括 
nr 巧说 bers’we 打 t out of the Capital 
お r 【が だた tkm が ring campaign, so that 
the-Gouncii lacked a かか rvmr aod 
お おぉかわ : hi ぶ 1 i お trust. Thereupon 
the ぶ rovi お 0 打 al Pr が ident ordered 
妃け or さ a 打 izaliio 打 of a bodyior draft- 
ingUhe Consdtutiox}， consisting of 8 
姐 e お be 接 from the Advisory Conn- 
di，; 巧 inemb が s from the Mi 幻 i がび， 2 
members from e 泣 ch Provi 打 ce nomi- 
nated by the Governor,- and ori を 
member each selected from the 
Provincial As が 化 bK が . This bo か 
■was t ひ bold Us first meeting on 
March iO. む can, ther おが も hardly 
be expected that the draft is 口 o、 ぞ. 
ready がで p がを enta よ ion to thb Par- 
liament. Supposing it is, なな ’ill 
consume much だ 描 e わで ■雖 e Parlia- 
ment to <ii が GS8 泣む a vote on the 
Cons がれ Uio 口.. 

Many months will, ti^erefor も n た 
た e 只 sari3y e!a りが be む) re the Cuq が itu- 


Preifiier in liie Oiet 


— .|P! でろ で 玉な り] lem わ〇化 owniug oriingr 
■： [groveSj^ raisin vineyards, ;i.n 幻.： farm も 
- い vhose 50,0 か） acre 冉 are now 〇げ n か、! 

|- 巧 nd 0 船. レ 05 leas が i お’ Japanese.- 

i. れ '•ゎ ：け e told that ■ tiie んぶ化打ゎが 
む m! がが ador ca.Ued け! e aite 打 tion o 玉 

一也： 占 •も..，- だ- 


り roj パが が 


In the House M Peers P が 化 i が 
Count Ya 打 u ぶ 1〇わ made on Feb. 27 
a speecb, iu which he outlined the 
policy of the new Cab お et •妊 e 城泌. 

yi.t is witli a 夕 e 打 se 0 ミ hoBorthal 
王 now me が you々uit€r unexpecte が y 
as 好 お Ma お sty’s Prime Minis! が: 

"A 呂 my pred がが sor io ひ谢だ だ 
化 cently had o が askm か st を お 〇 巧 
this floor, it is が a がが 打 g that irda- 
tions 0 至 the 巨な ipire with お reign 
Powers grow to he mo が む ie 打ぶ 
than ever a り d が at the AiUa り c^ 
with Great Britain is み CQukin み 
gre おが solidarity， while the: Con- 
ventions with France s.nd 私が お 泣 
are serving their useful purposes. : 

t 叩 he 打が がが か Af . e 齡 ct ; 打 g a も 
mi 打 istrative as well as 汽打注 oci 抹 ； 
reforms was re み Iked by the M ! u 巧- 
try prece が ng the liist one、 and it 
while that Miiii&try was e 打: 


巧6がお江巧 抗 ご 巧 n U) thf* 

•|iavv^ h!ni:ing that it 巧 in ccTitraven- 
h，: 诚 of the Japimbse-Aaierictur 
Treaty の o、v in む> 化 も 


N む t が! ns .. .......、• '2, 3 が、 ぶ 61 

T々 Ue (1 巧 tnbuted a 再 お l-lows: _ 
も’ ぶが ve . もがぶ QC— 

Divide り <1 お slua 化 hold が s 
‘ (！ が もがが anjum]). . . 1 ,800,00( 

UaiiUioe む urned fonv な ra. 
t か 打が t 玩 ccovm わ ..... 1,219,061 

At the meting President 公 i/.u- 
iii 化 chi made a, speech d 巧 色 lling o む 


An articl た〇れ he 3 •がな か p 阳マ 相が tlse e-coru) なぶ c 度 itua だが a and business 


値が いもを cidzeiis of 知此 er か niri む y cond がわ n 再 during the ぶが〇りな half 


have the r ミ尝 ht to ぃ〇巧‘〇 巧 r hir^* of hist year. 王 t 祁な s, in subt 泣 nee， 


aii 巧 ocenpy housiiS^ m an ufacto rles, 
巧' 啤が lou が も 坛 hop さ ， and premises 
which may be む! かぶ ss なな 夕 も;) r them 

and lease land for resKi^ntiai and 

c がで 始 たむ; i 泣 i p 过巧 K)S6 曼 7| 1 打 the cou れ 
的 of.thiA 〇け1 か. 


as ioiio 巧 巧： - 

The econoaic situatkm m th お 
country daring the se か) む c! li 注 1 ぞ of 
!a が year 巧 as somewhat depressed， 

a だ e むな d by the adv がが む e 打 d o ま 
お reign む ade . . 民 ince Spri り も the 


We withhold our comnie 打 ton the ち tringent- 打]〇 打 巧， market, and the 


} 打 iW-dYity in view o 王- the ..cL'ui けぶ むは， 

: mancid retren じ h! 打 ent and 叩ぶ 如; i— ; 
traction of c り nver む b お no が 技 . Fnde を さ动 
the oh’cnm がぉ lees the- ra.te か 重 di を-こ 号 
ゃ〇 imt of ibe Exchequer hond ち 巧 'a を: 气 
wpeatedk raised each tir 打 e 件 h 名む刮 
they 巧- ere re- が ritteu. fi 打 a^y being 
.‘hwreasecl to 1 .7 sen per diem, a 打 d, * 
the ony - money rate が 〇〇过 at え '. 

sea 说 ioinium. 玉む the mearitime 
て he outbreak oi the Ba.}ka 打 t:.roubi]e& . 
aifected the Europeon mo 打 e ダで 
market, which presented an リ n- v ^ 
«s 巧 al ぶか hige 打 cy. - The .Bank o を.^ 
Japan, taking the situatio 打な t liom か 
and abroad into consddera ぉ on,. ; 马 
twice raise4:.it;s rat ぶ by 1 fin. Th を--; 
private bauks all followed the l お iul'- j 

of the た entr 化 1 bank iincreatdn 径 tJi むで:" 
rate of i む te 巧 だ t on d せ posit fiom を::;- 章 
ceiit to 6 per (sent. In &es か 巧 


per 


was 


.り 巧む がぶ。 g of the Oiiliforiiia, Legis-i 
f 瓦むな も ザ hicli お repeating t! ザ old 
story of r 口 打 oing coiKiter to .th れ 
がけなを桃 of justice by ミ お 沈 注] ■お 
弓 幻 iirt the good grace of trade unions,; 

1^8t otir 巧 tte む i む c€s をむ) use the 

pasBiqn of die ignorant and the 
interested and thus 6の)33け な 城ぶ ven 
: hi な ！e が ホ お easu が かち かお e Depa れ- 
namt and ffie J apane^ Ambassador; 

, 一巧. ho I む ust be bencimg thdr e|foHs 

I now pro (柳な お ミ f 々ち 打 <i a 打 amicable solution of th を 


お汽、 'oring to introduce 曲 皆の 地 部 
iit had to re な斟 1. 
take the reform が 細 s... of せ, e.'.々ai がか じ 口が をが 〇喊の.. 
Ministry as か e basis for : fiii’ther 
inv が tiga む on. and have 岐妈巧 


tion IS framed, and the; new Pr が Hdfuned out. 


dent elected, presuming the latter! 



が gh が ic た of commo が ti が • On 祐 e 
oth げ hand， th 会 export tnui を in raw 
siik p む; が n お ふ an な々 むの か during 
the period， owing to th ち me が ase of 
ぶ hipment and the advance- of price き. 
The restora わ o 打、 of ord げ in China 
aB<] th« app げ ci 过 tion of the^ price of 
sUver む oi 打 billed to enhance the ぶ； x- 
port to China of cotton and cotton 
ma 化 a お ctures and sundiy goods. 
The.acti がむ of business enterpi‘r が 
daring the fir が haK お 妃 e year 
showed no sig 打 o 王 が ecli 打 mg in. the 


cireui な stanc 色 s it was generally sup- 
posed that the end of the year woul 这 山 •す 
see further stringency, buU—.h れ ami な—’ みで!^ 

-- ' V ‘ィ 

りなむ on was not realized, the year;. - 
end being p を ssed. peacefully, 

义れ6? dwelling on the co 打 ditio 化 二 
of お reign tx 泣 de during the. ha な;: 
year, which we have reyi 巧 ved 
our last i が u も the President s お a ド^ 
that the な 地： mge biVsiaess of - th か-;;^ 
bank during the period 邱 を ざ very： み 苗 
が’ osperou も favo 口 red by tlie‘ acli がか 辞^ 
of foreign わ な d も 了 わぶ a な icu ぶ t ot - 
the bills from Jao 江 打 aealt おお‘ 键 


I 美郎 4! お n Land Bi!! お 相 g 


が 觀ん' 化^ total amount が invest- 加 加 g 化 e peri が I’e! 化 heO 17L；530 

000 が Ti, and the bills む om abroad 


The Eu(3 が t for til を ye 泣 r 蝶 がン- Oalilornia LeSislalore 

act おミ1〇 你 s む le お mi が. おがり wh が M4 民}! ouid be も 巧ぶ が d i み.' し‘前げ お }-—. : 

the n 當 V Goverain がけ had sue 作が ^か化1斌(ぶ with the ad が ti おれ 打 tiv 為 f Bacramento, Gal 


玉 ui か 


蕉 en formed, 


ど。、、 •が s wouW land iinancial ず e お r! が :. A-^ tbis in 為が 地-姐 e り 


April し-^ An 
1 注 iKl. bil し ぶ k’tiia リ y the 


vrish .か sec 6 化 t its が 打 1 ん; げ .が^ [い— も s|: のをが.'] ^ が whpn .雄 か. か n. な'—--.’ を雖气 巧 。 が. 华が 括 \ 〇化わお で 扛目 〇け が i .お’ 


を 1を_猶 舶 む 棘ぶ 别即ぶ が; 打. ち t the 削 か w ミ かま 0 fo 禪 i 打 t 削! が 山 ひ 泣 lobK も 故 お 色 ent 城 無が V of’;; 热ち 敝 U 苗な を 如 semWy がな! が tte む ミが！ 巧’ hid; 
か 肥が'、'.。 如 A ‘夺辑 が。; な’'^ 脇: み 城 如ん 1。 V [ た 聲扣げ P 抓 かおらぶ お r ピ說で を 律で 蒜 fi た、 み I 源茹轉 .だが 知り。 嗓 盤ぶ 吗轉 

呂， か which \ve mi 曼 M ，•、で!！ ad<J 
{the ぶ rave 柏 お rnatio 打み" I issue China 
化 9: み-ミ til regard to... ろ: [o 打 golia and 
Thibet, we ミ om 化 e 或 だ w York 污な な 


ment reaching about 200,000 ぶ 00 
yen. ihe rice crop was 

; お eU か • than in： the normal year; 
か) twith が and か g th を d な 成 a を 知 む om 
the st,o の ns i 打 August and /^ep わ 
e お ber.. 了 hi も fav が’ ab お 如を’ か op 
coml>iTicd with the- high price. が 




172; 120,000 yeru が cording an mr 
と re みが of 25,28 0,000 arid. お， が O.COO: •弓 誠 | 
yen HBSp が tiv 破， or 48,890,000 yen 
in total， o\ で r the same period, of t 与 e こ ■藻-^ 
same year. The P;r が ide 打 t : co ひち 吾 
elided by saying that " 沈を Vu 结 n’ess.'.^ 



… ，.- ザ 鱗, 

ずな u,t も'' ぶ’ こ‘’ •'巧 紙 が H づけ りむげ わぞ] 器れ; 
细 t な i 巧 ed わ扩 化 相 THpwiB お 色 打ぶ dej 
柄 祐 すな化 打 窝お 池-に ai ， 抽 巧 れ ustedl 
S が V 化な t 〇1 如 e Mane} の Th か ne •ふを | 
that お i 猫 e おが tet がな 打 stretesnian 
himseli I 地 bH-e お declared 地 at — the. 
niajonty ‘ 々f なが Chinese . ぶ eo が .e 
ス VO ひ M "みす.- なを お! "O で 与 the adoptic 打 of 
掠ず ub おが in— p が 職 ミ ’. ‘That Tuan 
け hih-Kai お， なは iesc 細 against his 

iud が* 打せ nt i 巧 th ろ est み blish の 6 りを りえ’ 

- k 校を pvibli；c ’、 む 城 dimply fcec が ise h ち 
ぶ onlcl 巧れ d 打 か other exit お 〇 の the 
(litein な ta. No N^i$>6i；6c：>B -was -forth- 
. cojniag: .Yuan 辩 dh-iCfiife! け 血 巧が 
藝； た ot strong ぶ 日 ongh to が ay s 口 ch a 


; か お。 I ' ea がみ e b 巧’ 蹲 po 夕 .がが らむ搞 ホ紀ピ が ring か e term が 抑.? ホ- 


rae 凸が me れ t of 化 e neV 6s もみ y 姑 I'j 化かを て。 も I 拍口 a). 風 巧が；'、 v 巧 鸾 gre 备 1 
com が件站 加. am。 れ 化， Ucou が no り 卯。 n .巧- 轉 '... 崎 。かも 著- 弯 


develop 随 維な b が ore they t さ Jve.tlie 
-_fina ミぶ 指り 0 重 recog 打 王の 打 袋 ClnR?" 


be が asonably expected, to- Imv を かじ! 
result of が e : propped reforms 'tn* か: 
お thinking that i も is.. a が t ホが 巧 だ-;' |'が。 痛 H む t お e-;B が-! が t in- any tan gi- 
(iom Jbr 1，0 なげ s to awa けむげ th がみ] 〇 わ}’ お- Th か ejfor ち the : ちが n を 
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■: role. That the Maiaeku -mie coiild 
打 ot ibe resuscitated was . を foregone 
conclusion. The bro 试 "d かな 紙 雌 6 -erf 
pol れ icai s れ uatio 打 ia China have： 
not al か red much and 樹 ミを ht がの ai 打 
お 0 for some years to が 巧な も 禪 e の ee 
pur が) 打 \’ミジむ〇 打 お lat the m-e of the 
Ilepobi お a 打 ！.巧ミ化6 i な Chiaa will 
/not be short. 

•ぃ Granted th がが ich お t む e む as4,"the 
g が edy recogrutum of China by 
Powers is ’ a . di 沒 er 幻 it な 出が も ion. 
ぷ が dco retails 化 ReptiDi 化 an 


が- 


- Peking* Aprii な一一 The first Vavr 
liament of the world， を youngest 
republic was inaugurated to-day 
amid geiierai ぶ 巧が が Gg も 只 ot on け in 
the Ghinese capital, but throagh々ut 
the CO な ntry. 一;， 一 . 

The see 打 も oL 地 e ち citheri 打 g of the 
joint inauguT al ses お o 打り f the meirf- 
b げ s of. the Senate and the な ザ ise 
of -R さ xn'e が ntativ を s. み as こよ i が xnarka- 
说 e one. Five hundred Represemt- 
ative を out of a total of 59 も and 177 
沒规 ea ホ ors out. pi の も al! of the か 
e 紙な 娩 t - looking men ； of mature 
yeas* も and neax が al! d)： 郎が 去 irt 


を ime, ぉ口1; America has not； yet P>u>r0i>ean rasnion, with frock coats, 


B 祝 ig が，、 v_hk:b で as once wi 抓 違 r 化 巧 ’n， 
わ导 をを だ en'litid before イ he Hoitseo ミ 
技 ゎがが entatives, find i む ope wheii 
U, i 弓 submitted to you you wiilj 
taku) 各 in わ. consii 过が ado む な le cir- 
cums1:ancos ひ £ . the が o おも nt, こ give 
your con 無。 t ther を t ん 

.ぃ む:幸ろ generally re か) 呂 m が d that, 
the existing system of t. ax がわ 巧 
枝 cks4 打 equity， が hi お Jt ぉ ope 打 わ r 
refonxi in_;’se、'e だ li oth げ r 仁ぶ pe が s. 王 
believe it to be of the ut 掛 ost iin- 
pcn’.taric も, 巧り d が が ci を 妃巧 con がわ 卿 8 
of the ebuntry, io re をょ で啤 th を system 
and establish ’れ s equU ダ， and also to 
lighten the tax み urden a さ mucli as 
national,, seeds permit. With this 
わ elkf in vie ■町. I purpose .to だ la おも 
お side with the a 马が iiifetra- 
む ve a 打 d financial reforms, further 
necessary iiivee だ复 at ミ〇扫 o:a:the. 如 b- 
が ct and work が it か 注が and meaxiB 
for^effectmg the need も 3 がゎ>巧 红 In 


Th (哺摊 卿 ブホ alnrf； ぉ.’ ぶぐ. 褲を .曼 雖- 

eo 扣 mUt 白 e り f が 巧 二 g ろ nat も- ぶえ 宿 V; 王え 巧 
Cpmmittee .な。 (1 th を---. 注 がみ— of 

various S も お te }ぶも. が i ミ おの id 吗 
that short! け お i)v を 苦で。 g がを も 。 f 
玄 6 か? ra] でが ながみ plia り e Joy り d で珥韓 t)_ 


the :嫂 ri を码 か碟 h. da 邱微 :堪 ち. 〇〇を; 
sect む 約ュ ce おがむ g -thebr お k move 妃 en そ 
of 乂 かで! 化〇ぶ 打 挺 in the local が肿1かぞ- 
fri fin 污 • tl が 誓 も neral . ぶ it 口を ti が: I 〇 ミむ 巧 
eco む 〇 化 お worl 立 wa を (が 巧 t 〇む the 
who お； 点 n 过 却! が yed signs ot , がか 
dually ma] くの g; a spu 打 a develop- 

の e お.‘：; . ' ■ ■ : 

■ . Tb を . sit 心が ion of な も money. 


-a b' が ter なが yU.- tha. 打- tl ■巧 ぶ I’eecdi 巧 各 こ 

ter が，！; ie が Gg a of もが 巧 苦 巧'; 重 

yen including *1,198,759 夕斌茄 お e 句 
お glance br 加 如 t. お nv;ir(! from .-吗 墓- 驾 
-. preTioas term； .'一 章 為 广ミ 言 

，■- '. —7 — ■ 二'’‘. - -- -、 硕ピ 


奋 t 加 だ。 口 吐. 化扩 ...re 甲^で 鑛化产 かみ n が おけ，、 ホ 施 峰 ga 打. か が.㈱ 畑 t 


巧 main 玉。 むな か； 化 s 
tlionghfc of the Le 客 巧 la 钻が .， 


signs of growing s む. inge 打 巧 tmvatj ^ 


mmili 画辭 EiUT PEi (構 
MItIjy 攜郎 GMIEU ' お s 


*ihe clo を 台 of toil, m おむ tfd たも d a 


-recognized the Goverrmie む t of 
三 . Gen が al Huerta. W.e never imagine 
tliat China will repeat the story of 
C6 む sti れ lUon 注 1 おな！ in Mex わ o or 
Turkey or Persia. ス simply 化 fet 
to Mexico a お’ an ilkis な 江 tioru it 
was undoubtedly the altruistic 
motive, in order to ぷわ e. encourage- 
こ 打 lent td the sister Republic, which： 
. pro 邱 pted 夕 ecr が a び B び aji to 
，.す oune も the ミ nten が 0 打 of the Ameri- 
； can .fiovernnient to recognize China, 
and or 径 e all &a おか ns to join iti すが e 
move. We doubt, however,, whe 弛が 
, ot わが Powers will see thai む巧 pre- 
夕 eo もむ 10 わ 1巧が 巧 opi)o:rtu 打 e to take 
ぶ ucii 化 step. 、 

- Before . a : new 


目 iie 括‘ tty awaited the 一な ppo ミ: th も a 巧げ！ お! なよ を。 t of 化た 王 ncome ta ■も 


of も-が 放; 凸 も-仙 the clock struck 
も lev6 む， が V が al bands が ayed the 
national なが 出 ち だ!： wh リを かぶ a が 的り. 
お} 注が £OS 尽 to け S おが；. 

The se 打 ミの が of the House 
of 防 epres が- tat 托閒 then made a おが 
CO りが atu!a.tx)ry remarks わ the riota- 
bie gathering and お rrually declared 
botli hou が s open. をが n が pi en 
thu が. asiic jubiladoti お] iowe も be 
lore an acUourn 码 ent was t:ake なお。 
AT>;ri い 么 

The p の ceed 姐 g を かを re 如び "hr お 苗. 
and sim が も but e 江 ni— est. .a お { お n- 
pr が s 卽 e, and were w み妃 bed with 
卜が畔娜 - 
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S M 抑 卿 如 巧稱 a 巧お齡 總 airs が 

THE ORIE? 巧 A し K 拉 の 技 W gives to がむ一 the man 

w 台说 an wH 化 th 短 ks and r だが] 咨ムお true pictu が々 f the Oner.t お of to- 

ん 巧'; 如が が that Orient 啤 を! お 主 s ミり the Twentieth Cetjtury. 

THE OMENTAL REVIEW does not irdsbiter が et the 说 es， 
sage - 、v お鴻 the older Or ミ 辟 t wished . t ひ ぉ li to the youriger 
Occid 夕が 主 t tells the れ atlv of . thi り gs さも they を： 巧, 技 弓 t as they 
might be. The Far 招み 巧 屯 ミを h means A ぶ ia— see の s to-day to 
need i ね terp が tati^ 打 to the world that caH お Uself Qcc の dent&L The 
ORIENTAL を EVIJSW ，客 ミタ がな at in おかが ta 板) り 一 紅り违 gives it. 
mtehigent! ダ. • 

. . T 不 GIAN す技〇 な？ C お APM が: * \ 

Editor, Tlie Orientai. — お 妍 iew No* 35 が as 旨 au St* New york でれ; y. 

_ ぶ lib か rip おり n; 華を a year. ... . 

一* * * 


A r らも Oft P み mes む om Tokyo, te ， 
ling the retyiU of ]^む打^泛化バおお か〇如:。 
[Peking. : 君を も as uxid がを 峰が i 姐々‘* 3 
fard u 祝 お V か纯 of が s 曲 おお 巧 葛- 1. 皆 か'; 
!dat. をが お が M^inistCi. at ぶを 亦 お g 可 
j お r faur がな 化， one 〇 い,、、 が 棘 ，ぶ另 をち 
!!H]ai’k 站 by the が巧 打 も' 口 npun ぶ 結 ie 我.:^ 
in the Chi 打 ese:. annals. A を も お わ e 抵靖 
! mate おを をが h が： 舶 r お w p が! 0 召 of 苗 
dne ろ，6 が Mr. 姐 お -ana 化 6 もげ m が:.— 
りり uiis が-巧 e 巧が a! が ationed み も .妃 ミみ'- •非 
じ; か， 姑 I 这; til がが 0 巧， well luKm-n t が. 
some oi our readers. :、 .'‘ :な 

Mimster おおり wiirbG がが (，巧 か kc; 

な お eaid, by M で. Y <\m zn,, 00 unci Vf t 
lor of the Foreign O 巧 ice. ちぶ、 


-謂 


t レ y . な ！ 注 jg を 

たみ？， 一-心。 L … 。"： "。け （み V— e 叩な I 色り t ，遮 ィ與) 巧 巧む がを- wh が •: :ピな す 
こ か rrxie も’： many リ aom 哗崎脱 q むが t.io: を 耐 g 注 IJeri 娩 • 

藝ミ囊 を : 苗 もみ诗 . 時 わり sei かん - を邸 de: 相 } e 

許-お. electi’ 夕 i of がが- Py だ 純 ien ち， tke nxost 
* 护 むで por 悼 ni ta ホ ホ-が. 9 . re 地を- . P が Ij な- 


whieh had tepeatedly but 。打 so か 
cessfully been sub 说 itt;ed to the 
House of Representatives, I perceive 
the impo がえ り ce Oi havi 打 各 it carried 
through without むげ thef demy, 了,. 
th をを で 巨 1 な 打む ooiiee. ミ。 advance that 
the neeaea ame 岛 ci 班 e 打 t will be in- 
わ od な c か 1 to the り iet daring な s pre- 
sent ses お on {this お ミな aucce 技き f 巧 3お 
pa が ed throng!) が) e Diet). 

い The abo 古を i 巧 an. oiitlme of the 
也 ea&ures I propose for -inune がを ち e 

た X お PAitio む， A み to -yarious り ijier 

measirrfes .打 食 ee がを ry むげ む iore 尽 な* 
cient みなな ぶ i ミ s 時 狂む 0 む ぶ 女 well for 
mra み b 細 〇 か 〇が 知 i り g‘..o£ か々- ぶ a't お 口細夕 か 細 igth 
packed ... the jthroiigli'.-enc.GurageiHfrnt 'of 比 dii 琴;: 


_ r«l 

The ぶ 

一.‘ ，- 

YoKohama specie 
Bank 》 む d 


.づ ミ'.'. 


im 


：•• が ' 


Authorised Cgpijai : 呆 e . 口す 8 *， 00 — 0,000 ' 

一-- .ち昭 erv ’ e * Fu 打这 Surplus ： Yen JL 7 ぶちが 006 

- ■■ . : .，耳 をを か OFFieE ;; YOE ： OHAM え'' ' ; 

" -.-- - -BbAJvCSISS i が 巧 a 技を. 义り む 巧.-'-〜 一 、-- ~ 


Tokyo . . 

もぶ. g£t 奋な k 王. 

Nev/T6rk 
お omb^iy 




勝 :' . J 


''ゴ み 


.i 一 .•も-. こ-. . さ' 

_ . .棒 - i が: 却 お 蹲 ザ！: ぞ i 敏帶 •巧が なお 绅] が /- お 城 おか ダ 

〇み鮮 d 弓 Y な st 抽 OW 啦 thT か og •如 saidifeU ^ fea &' uot -^ fmtto g _ i . v ^： ' ' ' ぉ' vo ] り 
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c レ' • • b ? 

K . 、 成 加わ 

ぶ （ぶ 

じ . rs み* が が dcu 
■ h 括 M Y 加 S 次 k -$ 2 ' が 巧 
... 。盛 近 わ .. w-sc w,o .け 

游 s ぶ s 其 前 

j 巧 卜 a j ク ー h ス • n か 

s 严’‘品§重6べぉ‘‘ 


で 


: ； A ， ぶ. 9 ,，：. が：： I ホ 
げが E& ホ 6 がわ bu 浊心 

抬技 I ん .PS 常 
g ぶ 詔 

か J も 2 


志 API 赏 

1 r •屯 


品 


'が 


が 


が お 新報を 徵葡 を郵親 お、 

日 一 部 金 五 仙 旦ハヶ 巧み 一 弗 i 
口 ー ヶ年か 金 二 '弗... 一 

千み 扫十 一 かふ ハ 巧 ホ 四り 郵政 院 一 
認可 - 一 

敬が 谦輪輯 人 ■巧 薬 ■健 ご 
ホ 筆 水 谷 ホ lll'j 
蠻行所 新. 育 新報 社 一 
紐を 巧. 第 六 お 二 111 八 1 
電話 チで 作 シィ六 四 主 二； 


も 


i 
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同 米 聞 遞解决 策. 

A 加が を 去れ， 

本論は お 紐，； 一 H 本人 あ 力 者の 意見 

.を經 こ.； し、 吾學夕 をの 持論を 絳 ど 

してが つた ものである、 加州の ± 

迹讓を 巧で 截魏 なる 外を 間 題ど轉 

藏 せざる. 人は 立し く 本論を 精 讀‘节 

— 7 ら托ん る. 夕留む (な 儲) 

'ぶ 禪的偏 掘め 産な ねる 米簡太 ホが埋 

を 排ぶ熱 がをおに 險 惩の領 ぉを 帶び 

') ホら、' 巧 滞 ± 地 法案 じを ツて 游んで 

i 芽 煩 點に莖 した、 孩困乂 化の 所謂 お 

1-議的 漂 销が克 C 其 効を 奏し.. こ 時の： I 

|广 ダ康を 保を 得たり どす る も，. おた 煎 

P が議會 上院が nt 'i 些少の 調が 的 惨ぶ 

jF 孤へ で該 索を 通 遇せ 丄 む： るピ しで 

11. も S 斯 公 か r は畢を やる じ 瞬時を 翻 

1 j 楽す も 鑛錢を 段に 巡ぎ がい、 人 郁 的 

廓 場 じが 废を おする ホ圃 のり 本人. 蛛 

幕ち i〔l 其 お を •& 

を* 數 lli4 な- iM 髮を如 

錢す 裳聚驚 お ぃお汽 如 

ド 等； |i 款^ 去 乎晉の 東京 電報は 養 

一當 帰を が 大統賴 ゥィグ ジン-の ホ： 


收がピ 止まら、 思慮 あ 6 を 別 ある 中 

流 巧 上' 3 A± は 化 運 働を 目し v •却 
加 巧の が 違を 粗 蕾す る もの どし わ 
就 ホけ 本人 务働 をを 使役して 多大の 

便宜 ど 刹盛ピ をを けつ . i あつた 鐵遙 

曾 社 や 染闡樂 者 巧 如きは 特に 吾 同胞 

の 特赞莱 おを 賞 操して 緋 H 謹の 盞 

か 策に おめ、 巧 部 唯一め 太 新 願 どし 

で 上 中流 風 曾の 賛實 なる 意見を 巧を _ 


二が 

V.1 .1 于涉方 劃を 鶴 下 じ化秦 した 後 ホ 倒の- 


j 露 喬法院 じ おつて 說雞を 提起し U 本^ 

お 蒼款ぃ 繁ぃ繁 か 

をむ 恥 iSi のがが を 明確なら レむ る： 

じみした ど ある、' 再 輩は 令 じがて が 


ずる 桑港ク 。ユク 八 新聞な どは おじ 

同 精の 筆 験を 用 ひて 吾等 H 本 入め 辯 

譲を 試みた 位で あつた、 然るに 輿 後 

す 敷 网胞の 渡が 者が あら、 施 ホ 曲 嫁 

移は め 壊 遇じ廿 むじが つれ 簡胞 が撕 

永な 關 化のを 要を 感じて、 ± 地を i 

所有し^ 家庭を-が- = '、俄然 勞 役者の 

を 澄から 驗 して ホ國人 ど阔 等な 加 巧 

唾產 物の 化 終 おたらん どす る じ 至つ 

て 米翻觀 野の 對緋 U 闕避觀 じ茲じ 一 

轉测を 割す る ミ どなつな ので ある、 

雨 も 猛烈 2 る勞織 者の 反感 满 疑は 彌 

が 上 じも熏 な^ず ゎたる ど 共 じ 吾等 

を 巧て 劣等 人輔ど 思つて 居ね 止 中流^ 

社會は 新た じ 一の 競爭を どして 口 本 I 

人を 目ず る やぅ じな つね、 殊に 目 露 I 

載 役の 結 おどして 一. 般ホ 人の 臟裡じ 

印せられ たつ恐 H をは 造船 曾 社 常^ 

I 用識員 の 「H ホ戰巧 論」 ご 相 おしで 

西部の が U 運動 じな 力なえ 聲援ピ が一 

へ 其 結 聚は學 薰阀趣 どな^、 移民 制 

限 VJ な 6、 實力 のをらぬ H 本は ホ齒 I 


孤 


暴 道の 馨を斷 ずを 暇 もな く义義 Ifc して？？ §蹇 ふの 外は 

j 惑が 窓々 現實 されで を ひじ-吾 政府の I 

^朦 おじ 歸 したと 碳定 ずる も祇 かも 之 

一に 據て自 ホ 間 題は 解 巧され る ど 豫菩- 

i する ホの 奧氣を 持たぬ、 而 して 吾讓- 

がな じ H ホ 間 題の 解か 策 どして 「加 

1 術な 索」 を提嗔 ずる 所がの ものは 只 

I 傅ら じ 横裴顯 迷なる 加州 人め 懲 度に 

_ 激した 結 おでな く、 遺は 旣往じ 鑑み I 

豁榮絶 個して 棘' 一水 鐵染の 己 わを 

を 事を 咸 ずるから である々 

'お ニ ホ 年め 戴* 結 卷义緋 巧 運動な が 

j; もみが がめ て 加 贿に其 端を 潑 した 鲍^ 

! 韦 V つてな 所龍挤 巧の 鱗は 奪 じを 

i 較を 雲》 愛 S さ S じを 職 

I 一 じ 就が ろと すを々. 歡 '巧ぶ 家の 技惡の j 


なかった、 ザ 隣な 西部の 阅胞 が化処 1 

面楚 歌' の讓境 じがって 惡戰苦 掷> 經 

瞥慘檐 の 殿. 〇を盡 したち 樣は實 じ 岡 

债じ 値する、 或は 赵鷄 の嚮 用を なじ 

.て お國あ 十：， の •恭 媛を 請 ひ 巧く はを 碑 I 

鹽 棘の i 致餘 力を 巧て 米 A の壓 道に I 

m ふ是等 有り ど有晦 'る 化な 岡胞 のが -j 

霜 保 謹に 努めた ので.. ある、 おか も 尊 I 

欧礙の 淺が策 ピ化留 巧 贈の 巧必 どは 

米 經め緋 日運觀 じは、 蚊の 擬 一滴 お 

め剌 目がなかった ので ある、' 移民め I 

制 殿に をて 勝を 颁 しね 排 W 黨は 巧に _ 

.ミ- 


: ら颁 足らずして 今度は 尘地 法案、 魚 j 

樂 法案 等に おて ホ國の 天地 かを 日本 

人を が逐 せんどす るので をる 0 
か 上は 猶 まじ 於け る排化 满趙 め經適 

でゐ るが 吾輩は r 加が 放 叢」 T 新 移 i 

住 地躍擇 J を 策す るの 補 捲 ごして 進： 

ホ しれる 排 S 論者の 宜頸 八！ ズぺ 'グ 
の惹 見を 紹介ず るの 必要を 威ず る 
彼 曰 く - 

ま 那乂排 巧の U 本人 じ 及び ホれ る 
は 旨 然の勢 じして 巧 等 不思議 ミず 

べきに 非ず、 ( 中略 ) H 本人は 高潔； 

なる 觀 おなら'、 化 点じが て ホして 

麟州 移を じ 劣る 巧を 式ず、 乍 併 ホ I 

齒の 文明は 軟巧人 補 じ 依らず して 
健を なる 發 達を なすこ ど 能は ず、 
泉が 人が じ 日本人は 諸 極の 優を な 

るが 餐巧徳 を おすれ ども 先天的 じ 

鐵仏 せざる 閣 がなら ( 中略 ) 么を胆 j 

あの 犬 勢よ-^ 察ず る も 東が は 東が 一 

乂禪 じよら て 支配せられ、 歐 ホは 

C 哲人 稀 じよら てま 配 せらる 巧き I 

運命を 有する ものなら、 東が 人の 

排 巧は 贊 じか 树 化せざる おじが す I 

故 じ化闕 慰は ホ 固に おつて は舉な 

る勞 働問體 、經 淡閒權 、人 禪問遞 

のみ じ 非ず して 國 家が 立 かぶ 礎を 

固 ふす るて ふ 所謂 國家的 大閒題 也 

( 中略 ) 銭 ども 東洋 移投閒 趣を 解み i 

し 目 张園 をを 親善なら しめん ど 欲 一 

ぜば 宜しく 兩 者を おがせ ざ ‘ る やぅ ^ 

巧むべき なら 0 

右は 予九巧 十 ' 一年】 巧 十 H 蠻 かの ァ 

タト グック 誌上 じ 現 はれた 社說の 要 ^ 

略で ぁるが 其 後グ！ ズべ卢 卜の署 を 

I した 排巧 問題の 議論は 何れも 其 根底 I 

を A 碗 闕題じ 憑いて ぁる r か 諭國家 I 

の 基礎を 翼 固 じする 爲に採 斥ず る艺 I 

いふの がま 臓で あるが 證じ詰 むれば； 

人 穗が異 るから 曰 本人は ホ 斥す すし I 

どい ふ 事に 歸着 する ので々 る、 ぶは 1 


甜細亞 人を 排 巧し 将る ごせば 寧ろ 

可 慶事に ホず や。 

i 细觀骄 巧 運 勸の經 過と 現が を 一. 瞥し 
をれば 巧 部 一 I 怖の 人は は 上中下 流の 
T 肺會 はか 論を おを す閒 、おを 人 補© 
拂巧を ホ 張し、 闕 諭を 指導ず るに お 一 

る ホの 勢力 ある グ巧の 如きが 巧 後 整 


か 幹は 雜誌闊 おめ をの 經營 じ徵 しで 
.誰れ も 熟知して 巧る 所で ぁる、 饒ぶ 
I じ搔觉 はな 族 的 文章を 革す るに 巧 盤 

でぁう し、 ぶ 辭な嚴 、結稱 雄 ホの 趣 
を 巧し 敢 々たる 豪傑 舰を 示しぶ； 〇衔 j 

は黯 をの 如ィ經 妙. 暢達め 才 な <、 
碌 堂の 如く 懿 を游麗 み俠义 もを 縮み 
おさな かク たけれ 典" 氣韻廳 逸、 風^ 

格 高 雜め名 义を禪 じ おした 次游 でぁ 
る、 篡峯 のぶ 枝才 ずを 代表し、 碌 堂- 

の えは 黑 雄を 化を し、. 0 清の 文化を 
すぶ 巧を して 居る、 髓も前 二者の 小 
ホ、， お 奧じ對 して 徳巧 、操朽 共に！. 
巧の 師表 どず る じある 者が ぁるじ 至 
つでは、 後進 わる 蕾競劍 をして 藤を 
寐堂 たらん ょ^は 寧ろ 公 南れ. るを を 
がで 舞ら ど せんど 暮 はしむ る譯 たみ 
る..-; 

® c 荫が遂 簾 半 鴨 遂附み 失体に 對し 
了-顧 焉的 外を の 薬 面を 啜鑽 し、 が 藤 
陸 おは 巧 論藩闕 並に 嫌 邸 じ 阿 贈 迎合： 

する 厳 輩を 筆 謀して 餘攤 なか b しは 


盛細醒 人を 拂巧 ずるは 確かに 巧 ほ 

の 義務なら、 若しを を國ボ をた 
て 化 義務を 梁ず 事を 怠らに 遂には 

戰 巧め 慘禍を おくに 至るべし、 嘗； 

て 窝部じ 於て は 疎 糖 煙を 捕 化の 盤 

巧 じぞくめ 盛 ホ剌加 人を% 致し だ 
らしが 其 結 架米國 巧は 彼等の 所 招 

じ 頸を 臟 ぇしつ j みり、 挪炯 巧を 

じがて 果物 野 おの 耕が じ勞 働を を _ 

要す-こなし 醒挪盛 人を 乂國 せし む 
る 如きは 是れ繼 て 南部 じがけ る 盤 

人 禍ど尚 一の 恐を 雜- '返へ や もの 
とる ふべ しおじ 吾人は 今 H じ 於で 
强細敌 人を 携巧 せざる ゾ からず、 

がには 乂補巧 偏 兌を 巧す るを 不 巧' 

な 6 ごな す おあれで 之を るが 爲め I 的 ホ义ぞ でを つ だ、 常時 磯 堂は 東を 


を爲 して 排 U 問 憩を 地 ホ 問題から 闡 

露豁證 た 於 I 封い歎 j 

脈 我を 農繁 霞ぉ每 A 

-虛 僞の假 面を 腊衙 なく 擲 ちまつ てを I 

々 f VJ 黄人 禪彿 巧を 增導 すぇ じ 至つ 

たので ゐ る、 ご 1 文の 爐 おもな き 所' 詔 

H ホ 親善 論なる み 策は 到底り ホ 隅 憩 j 

を 解かして 牢固 お< すれらざる 米歐 

人民の 人輔的 偏見を 覆へ ずの' 余ぞな 

い、 然ら ばか 巧 じして 化 間 題を 解お 

ず ザき か 0 ( ホぶ) (十四 H が 稿) 

みぶ 囊は _ 

記者で をる { 繪) 

み 蘇 峯の姻 きは 有を なる T が U 本を 

靑 年」 や 「常 巧が 陰」 やの 著書を 通； 

じ お < は勵 ’氏 のを、. 國民 新聞 等を 通 j 

じて 稀世の 义才 を發擢 し、 所 請. 「願 


排 H 驚め 一入 郝巧選 巧を 衆國 下院 講民 のぶ」 め 一 源を 成した かの 觀があ 


n 々の ホ 筆と してが お ra 代 治の 指が 
號 みめ 下' た： Q 南の 談論を 反駭 して 舞 
义曲樂 .のがを 盤し、 白 僞は馬 じあら 
I や ミを ふ 遺：：！ をぶ ひて 類 b - ; 讲藤岛 
顆の辯誰を誠みた 次繁で ' バこ V ' 'I ■ 


鐵 

夕 し： 
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公 


マ最 あの' 東を 電報は 加が じ 於け る 
が d 諮 讓か冻 遇せん どす， がじ發 レて 
厨 論 沸騰の 傾 辟 ぁるを 吿 ぐみ 論 當銭 
巧 把留岡 肥が 靜 なるこ どが め 如 
は如树 例の 巧ホ資 あ' 巧盡 論じ 麗せ 
れで歇 々の體 度を 持鑽 ずるは をな 麼 

マが 入のを 共 醜 かは お 敷 機 會を满 

て當局 者じ掛 する 聲 おを 爲し 併せて I 

が議の 本旨を 貸 徹する にお 力す ベ 
マ狡猎 .なる ホ 人中 白米 條 約め 明ぶ 
じして ホ國證 法の 不備な ぇ點一 どお觸 

せば條 約の 一 部を な 獲 せょ 有 論者 

マ 自_ じ 中 必ホ義 を 奉じて 槪 約に 對 

ずる 義務を あ 屁 r 费じ ，だ も 如かず ご 
爲ず 彼等の 說 V」 しては 不思雜 に 非ず 
A 化 間. ホ 慷約络 .1 條を 引用して 
加 卿 じ 於け る ± 親 巧 お禁化 案を 批難； 

する 者 あな 寧を 十码 傭め 則羯 .が 適が 

夕虜腳 の 仙人 如何 じ螺氣 をな てま. 

誠に 腐 股せ る 致み を簇竊 したる 蠻世 1 黎 どし 無 巧を なて 政策 W 中 るら 一二 稽 


術應 巧み 社を を 誤魔化し 難き じ' 閉口 
V 化の' が 銭を 提 おし 化 溝 m がに 排一 

リ袭の 輪 阳に恢 .りて 無 奉 0 終結を 髓 
る 财费の 喪 求を 試む るめ 與氛 あ- や 
'A 武谋 .送が 千 覺府の 寺 おじ お說し 
を 入は みして 飮 酒の 癖み るべ がら 
白 ふ ホ 太白 嗦 ずらく 喷啼 セ. ネ！ 


稱して 川 中 鳴の 論戰 どを./ が'; をと' 

上がす 識 庵に 比し、 礙锥 みこに 梓 も ミ 攝は惡 事 じある ず 然れみ 飲酒 
じ 比した 稍で ある、' も 巧 pi ^ 插篮を 扮て腫 じ偷麵 上の 惡德 化と 邸？ 


員 ケントが. 嘗て 潑 表した 排 H 意見の 




!ム 間 趣 や 寸二ま 腐 閒趙を 持； 

，おして 寒な なる 渡え 菊を 黄め 猜 之に I たもので ある 巧/、 

た 二. 一 


つた けれ 典、 其え 派の 淸帶 でな かつ 


i 


大要で 报廬 見には^ 巧も赞 成を ぞレ たの ィ‘ぶ 撥の 野が でぁつ た 事 U 姪れ 

... ...I 鶴ざる 歡 おでを つた、. 蘇 謀.© 舉務的 

ミ . r.i ご： こ - ’— ょ：一 ， I Jf I J .^! 

' かぉ.^ む ....... 


If 4 c 


の 如くを 绩 じ路踞 しも 般 0 て 天す を 
脾 略した るち なければ、 蘇裝の 如く. 
靑 ザの 人 氣を機 暴 として 藤觸 やを 僚 一 

ど 振ず する 2 を' ら取 てし なかつた、' 
彼が どこを も權數 じだ 抗 して 健るな 
る 輿論の お 填 者を 巧て おお 職 ど 信と j 

てがたの な、 たと へ舰 かの 識 るる じ 
もせょ、 斑闕 記を ピムて、 紳±ど し 
て おた 一 化の 國± ごして 永く 魅 脅か 
ら懲敬、 欽慕せら る ： は^の報酬 
でゐる ： 

をな 人 ごしての 0 南は 化 年の 「U 本 
及 日本人」 じ お げられ て おが 如^ぶ 
精 じ 歎 犀な 信義 じ お 實な乂 であつ わ 

どを ふを である、 吾 叢は 0 南の， H 本 

の. 敬を 紹介して 敲が 月旦を 了る；， とど 

i ずる- ' . ' 

龍 ザ 屠み お 巧 找〇リ 本武觀 避' なが 

•阮冀 化 寒を 巧 巧〇腮 間を 賴巧曉 霜 I 

でを 靈威 一 歎嚴 〇な鍊 寶銳！ 二た 長 j 

树涩唯 常 独； 時變 。妄用 却是 おお 狭 

靖使銷 神 不度礙 。利 鋒 柯あ滕 . P 鋼 

巧みな りんぶ. ：ん お ぞ氣。 

- ずみ お 乃れ 始輕？ 
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舞 3'， 務 ：君崇 


樂寒 簿焚辕 


舞 脊巧两 舞 知她巧 I 藻： 露 薛襄 


が 巧 巧 




本な り 菜せ ホ。. 挺に レが 巧ろ 薑真 の々 を巧结 をで 巧に かちれ'*'‘ をて 巧 ホヤよ みめげ パ浄み 
含の 巧* 技.* ホ 巧 巧 培な ム V 畜巧 巧を 打當 . ！涩 ゎ 著し， 巧 客 南 媒ア强 度の 条を巧 •巧を ぶ 
セ ザ* あ 蒙 雲" をを ホ 巧招焉 になろ’ お 客 化' 現に 巧な 4 j 迎法 牺馨 お* 拉夕’ 
を* ホ 巧ち 忍 帝が、 死を A み 姑た 货 -> 意 一* し 巧を をせ たるる の， A 巧は：. 巧け な* り 站巧 
氏*：; 化 巧 《ff と LV - 餐ぞ る、 而ら なら， ずな W 化 K 巧る え A 化‘ して、 おが A 巧る 巧 

みの 拍 度 吝っな 塞 々み々 を ' ドよ 『 

崎け 历茜矿 ザ . がれが が ー ミを お是さ I 寶 i 君 口 巧 - New Y か！ 4: 


i 



£ — ぶ 

按齡 ^ W 
W 舶 R W 
齡 龄 1?. 服 
1. 1 
が . 3 け も 

J . P. . 

.熙 務 

な坤' 

‘海 


證 ' ® 巧々 霉 \ 主 'と 山で ごを： み' •若 攝じ裤 

皆蔡 i の 8 'ィ ‘ 

ぶ 逆： 太 逆 舞 驾秦 苗お、 ' 冀縣霉 

: 'た 露，';^ V 潑 ：耗樹 ，邸を 哉 掛挪巧 《謀ぶ 
驾 .，地 新教 跨 •のな 帮 並び！ じが 於 足 お 

. .0 • 姑ぶ 族喔 おか 備纖剛 I 巧 《敎ゎ 
が 本を 二 育巧趟 
.橫 を濟 ./，居 巧 0 - 

紐資 主瑜議 驟或轉 


お 


猛を 巧 シグ ダ-- ビザ f 4 ろ 

お，. 救 飼 承： ホ 
風が を -口 • H が-..。 
諸 3 汾 3— レぶ ろち ミを 
な キヤ S ルス？ 0— ヴ J ル' 


巧 


wi 


0 


S 


M 


i 



if 


特 


ふは 巧 巻 ど 蕃惡 どの， 間 題を おず る考 

マ 嫌を の 邀潑隙 州 ょら 着 ホし 化嚴 I 

なる 葬 まを 矮 なの 前 祿界に 祗氣艇 あ 

ら- 死せ る盆璋 活ける が 界を騷 がイ！ 
マが がの 像 人 遊き てを だ 幾 遇なら 

す羅腾 法ち 病 俄か じを ぇる の 報 をら 
あ敎か 離の 昨今 法皇の 生死は 吾不關 I 

マ羅馬 げ臺 じ. 飽倉髮 して 穗ら W 
じ A 観の' 高き じ雜 る. もめ 靈 上の 價 •遮 

じ. をら ては 殆で 辯ず る じ 足る をな し 
ザ 遮莫 個人 ど しての 法皇 じ對 して 
は 素ょり 深厚なる 钩晴 をか请 する じ： を 
ならず を じ講ん でを 佛 のな 活を騰 る 
マ 萬 おを 俗化し 物質 化せる じ與つ 
て力ゐ b ム ものは 加 瞥刺敎 な 化 頸ら 
く羅 馬を 呈の靈 位を 職を を 腐す イし 

馨 H 本の 資產 家. 

.五十で 圓化尘 大が府 . 


参な 人な 上 ノ宴會 一一 適スグ 大廣捣 アリ @ 家具 i な 最新. 
^ ま 蜜 巧 淸潔雜 ホ 諸君./ 宿 治 >1 .適 ス愛ぷ 宇 乂. 經驗夕 な ス- 
^ グ糾理 乂ヲ有 ス@ 巧が 著 鷄雜裙 謗 頼 聞 球 臺圏お 縣が等 
のノ娛 樂機關 ブ備フ 
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翁 貌議と 喪 求.. 

AU ホ 條お笼 棘魄條 を靜め 
颠が 議會じ 於け る排回 黨の缀 袖た； 

る サン フ オミ ド〇ス ダ？ ラソド 等は- 

智 なを ホ 人が を 留岡胞 め 戴 嫂 力が _ 

ド 巧-- ッて觀 時 健を なる 發麗 をぷ すぶ 

I 赛 げざる おがを 剌 用して、 歲 時は 理 

南な を齊巧 說を 鼓吹し、 ホ 或 時は 鄭 

ぶなら 沸 目論に 雷树义 * 遂じ挪 會證 

碁のを 数を 寵餘ん てがけ 思禄み 極端： 

なる 事例た るた 地' 所 靖權蔡 .立案の 可； 

なをを て、 が 熟 道 お、- 今で あに お窠； 

:蒂お 盛 邊め危 を 馴致せ るに 對 し、 竭 

恶に レて 處ホ旋 みを を 樽 意 VJ する 巧 

を 祿も偃 銭 どし で獸 従な 嚴をミ 持ず 

I 擎ミ恣 びず、 ミ 巧'^ 巧. 珍齒大 おを 城 

て I せのを 意を 米國 々務 省に' 化し 

K 巧 四： 3 祠乂 化の が 常を 巧 W 

貧 あせを じ 隊し巧 等 かめ 形式を なて 

る猜蘿 を 露 あずろ じ 至， れる もの； 

|| 熟し？ 旅ら 廚遇 々ホめ 東を 發電は 巧 

I 致廢 よらを 然强 硬なる お 幾を 試みた 

るを 敍 じ、. 且つ 泉を 商業 會證 •所の 奔 

を、； 窗段黨 を お 屬な 外に、' 1 致せ々 

J, 雨 論の 鶴 起しつ ょ あるを 報が を、 知 

乎ら すず 幾 か/仲 田 鶴.^ ず ....'-.-/. ， '-..-..'.' だ瓷 量る を - ちづ .‘ ； ィ ； ' を 

I 今き なま だ： 所謂 抗議が 巧が を餐 渡な び搞 S か 字句を 巧義お 解. 择 し. 

み I すを みを 由を おせず、 髓て緯 信潛股 .. ；.，‘ 

% 外 をを 酪 善な A ご 信ずる 我玫 麻の 

- るぶ 狼を なげざる めか 窓 あらやち や 

If, ' 庶る絳 むき 能は やど 離、 元 ホ ± 地 盛 

ぶ 懐に 觸 しては H 米 鞭 約 中じ特 巧み 

みを な 為 ゆみな 貧ず 外國乂 じ對 する 

:| 壬 破 巧 巧權與 奪の 巧 與を留 する じ 口 

i'.f ッ .き ダラ 八、 ゴ ンス- チ. ナユ！ シ 3 

慮" でしめ 命ずる 處じ迸 ひて を 脚に を戚 

P で- られ たるが 罐行 彼の 權跟 巧に 化 5 

ダ： てす る黯 にがで ば、 接 A も柯 等ゅ異 

喊 I み 論を がみ 轉 ざるべき を 首肯すな るを 

结 ス然れ ども 加 胸議嘗 じがけ る ± 地 

^44 一巧 朽權 に驟 する 法が を觸を せんどす 

ザん j- るは ホ化ぽ 十一 年 二 片サ】 口を 巧て 

r I i _巧® 大化 茂び 能 お 働務鄕 の署お 調が 

芝を る 現が 円义通 巧條約 第が 窗條も 嘶 

宛に 途巧 する 措 澄なる はぶの 條 巧を 

) 惑す るを の認 解に をまざる 巧なら I 

琴け 

本條 おじが て 別 じ 明記 あみ 瞧 をを 

|r 餘く 巧が 巧 締避國 は龜旅 あびが 海 

た 離す る U 蝴の事 巧 じつき 其 r ホ 

がが 國の臣 お 叉は 人民 じ 現じ 許 巧 

し 父は 今後 許與 する 奉 あるべ； き 一 

甲が の特權 恩典 义は语 除 じして 若を 

:/ 則國へ 無償 じて 許 典した る 事 ある 

左 •ミ -; T-.' 


巧は、 無償 じて 巧し 條 巧を 滞して： 

許 輿し なる もの あるが は、‘ 同 j 义 
は 巧 等の 條 傅を 化て 之を 化の ー ザ： 

の ぉが 义は 人民 じ 及ぼす 肇じ 同意- 

す 

と、 被 じ 今、 殺-* > に ホ 地が 有 權崇ホ 

案の 實 質が r 歸 化し 得ざる か顏 人」 
が 化の 驗 姚を設 くる 華な くして、 お 
貧 すれば 排日を 當 面め 致 巧 どせ ずし 
て、 擧 じ' 一般 外國人 じあし お ホ 其ぶ 

有權 を附與 せず S 云 ふじ ゐ らば、 普 
人は あし も條巧 上の 權 がを 侵害 せら 
もたらぶ しで 掠 諮を 提度 ずべき 巧據 
1 をな せざる べし ど雖 、旣に 英嫌獨 辟 I 

のを 國人じ 許 輿し 又は 蔣巧詳 輿 せん 
どす 玄± 地 娇有權 を、 獨^目 本. 八 じ 
I 限^. 詳あ ハせ ざらん W ずるは、 條約違 

反 じあらず して 抑 巧 ゲや〇 論を 或は 

詔を 爲 して 巧は む 「通衛 及び 飯 海に 

縣 す*^ 一巧の 事項」 VJ は懲 巧ょ-^ 聲 

おゆ ± 地所 宵 權じ對 する 事項を 適確 

規 をし .t る もの じあらず ど、 がれ 

でも U 米條巧 じがけ る 「逆 梅 及び 航 

海」 の' 爲 がと ム での 恵 蒙は、 要ず る 

'兩 强國民 双方の. 一 班 的 商巧爲 はか 

論、 農工 漁鑛を あらゆるを 質の 事樂 

か 盛霄を おを すべ 令 もめ じム てつ 遇 


農工を. 意が せず、， 漁 鶏を 意が せ 

, ...やとち 張す るが かきは、 恩れ 擅 まじ 

もみ か 楽」 £靈缓 な 霉條約 案義を § ザん どす るな 

ご. ，9 クちれを > ご くゴ 己，^ ' 

をの 曲解な など 稱 ずべき かみ 


致しす ホ 園 背 倩の 葬を 鳴ら ！レ、 一面 j-H 地窠 はを々 の修 ぶを. 窺た るが ぶに 

條 巧の 雙を 藤？ ろた る じ 向つ てす する 是政愛 震蟲 ミホな 


靖舊 の踞馈 を要乘 し、 若し おを め 期！ 

間 じ 巧を がの 要 ホを をれ ずん ば 進ん 1 

モ 移民 制限 じ關 する 覺馨履 巧の 賞に 

任せざる V き-円 意 ある 替を豫 言して 

斷ず たる 態度を え爵 政府に をす をが 

要 どすべし 

然るに 邦人 中 動もすれば 神 麗適敏 
め 腐め じ 輸お賓 易じ顯 する j 時 的 影 I 

響を 憂慮ず るの 餘咬を 人の 正當な 
極 剌利舊 をち 張す； るに 反缉 し、 接概 I 

め 顧客た る ホ 人ィ」 相を ふめ 不剌不 撰 
を嚷 々する を をれ 典、 斯の 棘き は畢 
貧 「ぺ -1 ィァ ィダ」 のち 義を 墨守す 
るの 讓が 一時の' かまを 輸 むじ 卿れ て 
大寒を 後 强じ脑 すを 省みざる のが 論 

のみ、 吾人 じしで 不法なる 辦曰蓮 動 

を擊退 せんこ こを 期せで 輕々 §議 

め 薇 固を なさず、 宜ク附 讚の 要求の _ 

如きに々 春 其が 的を 逢し 得 ずん ばぶ 

者 巧び 之を 提出し、 巧 お 巧 其 局 的を 

壌 得ず ば 來春叟 じ 其 要求を な 覆す る 
ど猶は 彼の 藥國 政府が が餘 年稱奠 

人 ダク ソシ事 俾に對 する 要求を 持績 

して、 終 じ 尊 目的を 達せる 前 稠じ徵 

ふべ く、 左顯 をが 徒ら じ 燒雜遂 巡す I 

るは 是れ 却て 彼 心 r をして 巧 政 箭が鼎 

の輕 をを 閔 ける i じ 過ぎざる 巧 化 


て、 円ハ予 は疑閱 中なる 加‘ 巧め 憲法 上： 

の 灌力じ おつて 巧を 干渉す る 確 巧な 

きぶを 威がざる 態は ず、 而 かも、 が 

人 ご て蔣た 大絲領 W L て國駭 上の 

問題には あ 當ど信 中る 所を 徵吿 し且 

加 贿の諮 間 if 應ず すき 地位 じぁ- ' 

而し て 本閲類じ 願し資をな.<^ と 信ず 

る ホ 針を 採らつ、 i のる を 0 て 該を案 I 

が 化 方が じ 化 もてが 結 棠を鹽 すべ 

I を 倩 やる ものな，^、 义魄轉 題ぶ 地ぶ 

のじして) 殻 的に 非ず、 子は あ界を 

國が誤 婿せ ざらん 事を 希望 するど 間^ 

時 じ該閔 題が 化 儀 特禪の 位 罹 じを 




巧 


/ 召 h. 


香 人は U 泉 傑， 村の 條 項ず 不備め 嫌 

ある もの 少 からざる を發 見す VJ 雖、 • 

巧の かきは 今 俄かに •議論を 圖 はす も 

ぶ； 巧な^ を 信す るが なに 之を 他 U じ 

譲 む、 唯 牢ホ旨 ホ ごを あどの 專賣特 

許を おする かの 卸く じ、 拂 日運動め 

愚 お 潮を a 止せざる は 對等條 約の 精 

神を 蔑 親し 併せて 巧 明文を 躁觸 ザん 

ピす W3 者 じしで、 廿化紀 じがけ る 丈 

がの 巧 辱なる こどを なて ザん ど 欲す 

でつ を 人は 报機會 じがて 充か强 硬な 

る 抗議を £お せざる すらざる を 感ず 

VJ 共 じ、. 之が 附帶 W 要 どし では 扫 

本人 じたいす る歸化 權許與 のま 當な 

る. ぺ きを 聯驴 政府 じ 葬へ、 若 彼等 じ 

して 我 政府 及び 國 おの 探 韶を葛 量せ 

ホ S 這 航の排 H 的 巧裤の 銅を を 巧て 

單 じ妍權 行使の 權限 巧な 自ど强 辯し 

猶 なの 注意 着く は營吿 をが 卿 議會じ 

加 ふる 事な く 冷然 どして 我を 府の抗 

議を 葬ら 去らん どせ に、 先 づを潘 じ 

がけえ F しを 蹈 大踐覺 曾の 兹极を 中止 

し、 簡明な ぶ宜言 書を 化が 則 强じ露 


愛拂目 案と 大統領 

(十四日 蒂前 電報】 

ホ 國欧府 は 3 本人の 絲化權 じ 關し致 

I 慶法院 の 戴 斷じ巧 やる 事を 徽迦 すべ 

しどは 蒂ぷ當 お 者 間の 一致せ る 意見 

な b、 H 本人は ホ 國の歸 化を じ 明記 

しある 「肖 楚人補 若 < は 强非剌 が 人 

I 桃の ず 孫」 じ 非ざる をのて 歸化權 な 

しどは おが 重 じ西雜 地方の 戴が 巧 じ 

て 輿 へられ わぇ 判み のン ' コ ！ ドに 

して 嘗て 一度 も最 •掠が 院の 判み あ k 

て藥なし、 目本人は其巧統をマ ン， 

I 人稱あ アブ ヤン 人稱 「台雜 の 一族」 

じ發 する が 故 じ 人摊學 上な 趕乂補 じ 

虜す 巧き もの な ご は 口 本人 自身の 

モ酸 する 原なる が 目下 懸樂 中なる 加 

州の ± 化 案 ば ホ圖巧 お權を 有せざる 

破 じは ± 地の 所有 及 借地 權な しごす 

る ものを れげ栽 最高 法 院の剩 巧 じし 

て扫 本人の 勝 巧 どならん か排 H を 目 

巧 どして ぶ 案せ も VJ 評せら る！ が が- 

一 上 地を 案は 其 根本を 破 磯し 去らる 

一 もの. じして 之れ 最も 重要なる 疑 誠な' 
、大統領 ゥ ぶは 該 法案 じ 願し 語ら 

A し 曰く、 予が珍 巧大惦 どの 會 見な ホー 


I 第一 赛會に が V ぃ 扶議， 

I 圣 文を を瞄 せら 

参 日本 擲 な新銷 社の 捉議馨 が 州畿會 

じ朗讀 さる- 禪痛 電報に 化れば 大阪 

職を 新聞社ょ '合同が 會に每 せた るぶ 

め お 議鲁ほ 去 十一: 円 上院に 於で 欄鑛 I 

されたら ど 

円ネ國 民は ホ屬じ 商づて 深厚なる 
.敬 惹を衰 .する 者なら、' 丽 かも 貴师 
議會じ 於て 不絕 排口議 菜の 提出を； 

通るな 實 じ遼慷 どす る' 所な を、 菩 

等は 域 じ H ホ兩國 段の 親 巧を 破攘 

する 日 囊 議案の 涩 適せ ざらん をを 

希遵す 

1 をを 文は を 新聞社 じ 送られね 


矣義掘 金 募集 平 . で ’ 

米 慰 中西部た 趙 りい、 

し 今回の 大被蕃 な 
費に 人 述の歷 あを 
リ てな 來 未曾有の 
一大 悲慘 事と して 
苟 にを 巧 互た 愛の 
義ダ 解ず るを の 、‘ 

座視ず ミに 怒び ざ 
る 所 化。 依て 吾郝 

は 巧 留同臟 諸君ょ 

夕義掘 金 基 | 

集し なて 避 まに 於 

I ける 米國 人を 廚義 I 

に酬 ゆる 所を らん 

とず C 大方の 諸 女 

は 輝つ て應 みの 寄 

I 輿を らん 事 y 

大慘 巷義贿 をな ホ 所. 

お脊 新報 敵 


謀が ぶし 十五 日 倫 教發電 じがれ 
グ ダリャは 擲 を誰國 .じ 通牒を 發 

最あ刹 强の提 おし わる 講和 條辟 

は旨齒 じがて 異梓 なきち を吿 げたる 
一 おな な、 お モン デ丰ダ ロ； は 依然 ど 
して 頑 銀 じ， ス斗ユ タリみ 領の 件を 窗一 

I ' 執し、 セグ ビャは お 領地を 割に 類し 
ぞ 平を 唱 へブ留 どの 威 梅 撒る 險惡に 
j 傾き クぇ あちと 


- ■ ■ ,1 ! * !! !■1 イ ミ .； H i I - • I :' .1 

事を 認解 せる H 本 政府は 縱か ± 地龜 


感を 持たざる すし、 ロハ 憂慮す べきは 

强烈 なる 一般 H 本國 巧の 巧 威ぶ 惹を 

す や も 計られざる 事なら を々 

•珍 ffl 大使 止 地 案のを 义を 受取る 

I 國 務卿武 蕾を 巧は 去 十 西日 加が 錢會 1 


るえ 姐 裝の琢 が； 離を 餐は が一 溫を發 お b 恶じ教 1 

一彈を發が ‘ 補辨じ^^ひたを者を诚嚇- 

し其間じ乘じて逃げ去れらお敎には^ 

直らに 鐵道 病院 じ 送られ 前審 時を じ 

まらて 彈 化は 摘出せられ たら 避 がげ 

臂面 腰よ，. ，り 人ら て 公驗閒 驗じム よな 

I 居たら ど 云 ふ ホは 病院 じ 送られて よ 

苦痛を 叫びて 化まず. 左を のを 乂じ 
向つ て 「をはず 巧 じせん どず をの 
は 巧に してを ザ尙 ほが す 余の 巧 後は 
黃巧ど おじ 之を が 養 せん 事を 包 ふ」 
3 依頼せ b 暫くして 黃 輿の 巧ら たる 
I 時 重ねてな 上の 事を 哀總統 じ 報を し 

I 吳れ よど 黃 興じ 依頼 せら ご' 

♦撰 太を 官の彈 刻瓣京 中の 構太瞻 

有志を 志 旧 カ ニ 巧 等は 同 鶴 漁 樂閒谐 

じ關 しず 岡 礫太廳 長官 ガを 議院 謡 藤 

み巧會 じがて 權太 のえ をを 目して 屢 

外 か I 盜 な^どを 言 ホし を愼 慨し閒 '長 

をの おな 十 お 項を 則擧 せる 徽义 を發 

爱 せり . 






廣 


を. 


® 砸が國 玉粗擊 さる ア於フ 'オン ソ 
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き、 然る じ 明治天皇の 崩御と 共じ舊 
日本は 大颤搖 を おめ、 H 本の 社會は 
をじ勒 機運 じ擲 まされて 遊 去 廿伞間 
; 殆んで 尊 刹 政治 ご 何等 禪ぶ 所な かり 
し 立憲政治ょ 6 化畿 政を におを せん 
这 ずるの 希 盛 現 はれた^、 ホ 議院 じ 
1 於て 最大 夕數の 黨眞を おする® 園 寺 

I 巧 觸は輔 鹽增設 、がが 滞 藤を 架 ホせ 
る 軍人 部內 どを 衙 おを ホ，」、 朝が 二 
i 箇師 题增設 ぶぶ ひが 巧 游 阿を をを 案 
は議會 の巧决 ずる 巧 ど むらて 遂に 陸 
~ 海軍 兩大- 括の 縣 職を 見る^ まれな、 
舊し是 が 他の 义明趨 ならん じは 例 か 
陸海 軍辭 職す ども 其 後 巧者を 得る 事 
を 易なる 舊 なれで H みの 事 精は 查< 

がらが、％ ちか ：| 陸海 軍 大巧 卽嘗橫 な 
る ま 張ど銜 おせる の 蜗じ當 ^ 柯乂も 
化 要 ホの 徹燈 を條件 どして 其 後 巧を 
ねらん 拳を なする 者な からしなら、 
朔 くで： 班簡 ホ巧题 はり 本に がて 無限. 

め 潜勢力を おする 巧を じ 祁を取 ろれ 
i 遂に 總辭 磯の 止むな きじ お自 、一 兀诸 
は後繼 内閣 どして 其 胳化旌 をを 推 應 

てたら、 是じ 於て かなを は 潍をじ 於 

て だ對黨 を擲谈 して 陸が 爾の 提案を 

j 携 織ず べきな 務を帶 びて 立てを 

然ら ご雖も 大勢 乾に を まれ-^、 H 


H 本國 民の 憤 憩は ぶ 極に 逵 し、 其餘 
おは 遂に 激發 して 今 巧の 犬騷 擾を惹 
起し、 認閱中 じ 巧ら や 首都 東 巧は 之 
が 爲将羅 場と 化し、 巧び 霸 a の H 比 1 

を 事件を 溃 おしたら、 若し 黄に ー ホ 

ぃ齡だ 1、 苗 だ i 蘇 載 墓 


をし 玉 お 東の 天地 じ一點 暗雲の 漂 ふ； 

を 認めし むる ものは 是れを 化 凯の戰 

I 備針盡 じ 非らず や、 され ど 支那を 煽 j 

動して、 斯 かる 輕 擧を敢 てせ しむる 

ものな <ん ば ま 那ど雖 を かじ 悔悟ず^ 

帮 ある./ し 


ヴ ヴクヴ V で マヴ 7 ヴブヴ ヴ マ マ^一 

老じ戳 ずる 孽命的 謹觀の 鋒起を 目繁 


公 么 公 <1 <1 公 <! 

したら しならん 


兎に角 今回 H 本 じ 於け る 巧 議釀治 I 

の 勝 剌は槪 めて 之を 熏大視 する の 要 1 


あな、 憲政なる 美名の 下じ留 家の 大 


間 題を 處雜し 能は ざるを を 暴露 せら： 

'日露 賊ずじ 化み て大打 紫を 蒙らた る 
n 本の 經濟的 盾 機は 今 U 尙ほ H 本菌！ 

ほを 裳し め、 曾て 太平洋 上の 制 お 鶴 

孽 振を 夢想して 徵 笑を 被した る H 本 

は ホ 縛 濟界の おが じ 悲觀の 戟を發 す 


ヴロマ ヴ巧ヴ 巧な < J<J A . 

る じ 至れな 化 機に乗じ たる 日 水の 郵 


でぶ 少のを 製を おれ. ざるべく さ 廣戰ず 鞭み F 本は ぶら に 雌々 茲 々ど 


ピて 現が を雜 持せ ぼ ホ 競み 撃は てて 化を じお贩 をみ したる か" U 本に 


巧 為体 黨脫符 若 運績揖 す》',、 を 闕取奔 ホ 陰 驗老猜 なる 化を？ 亦 之を か 何 


暴 ど 0 提携を 斷クゆ 不剌益 あを どて ： 

大いに 關 惑め 儀なる がで 哉 圣體の 意 i 

一向は 顿派 多数 なれば 若し 致ぶ 惧樂識 _ 

魅 かずん ば 或は 滋赞縣 の 如く 獨ホ 

I ずるに 至る や も 知れざる 形勢な を.-: 


端 


曜 


一が たざる A も 斬ぶ 之を 縣 する 辞の 嗜™* 縣段乂 を 演說會 (克 龜) 


I 辟を 覺辉 るめ である？ 就中 纔 乂ホボ 

W を學 へばぶ ち おを 養 ひ。 あ 庭 じを 

がる 萬 般じ應 用が 巧 巧る 〇常鹽 では 

i 控壽が 淑女の 學 ぶべき 鄰 I じな つて 

一 辟る めは 是が爲 である .0 四千 卿 知の 

異 あじを ゎ. 慰を じ 乏しい 婦乂だ 之を 

I j をぶ をは 娛樂 £ 併せで 雨 得になる か I 

を 9 をが 巧 地 じがで 滞 巧〇證 をを 聘 1 

てて 學ぶ がを 巧で ある 雨て 

一 j- 蔚の 如ぶ 趣 ホを 替 たれ 事を 余 ふの 

一で もる 〇聲當 盛 巧に 巧ら モウ 数单観 


不日 化龜 布に 腐 民 大會及 窓を 擁護 閑 

族が 破 演說會 を 開 く を 


目 本 敕變と 露 紙 

1 近着 露ぞ新 觀グ！ = M 、 ス日； ウネ 

をは 其社說 じがて 例の 深刻 紛 刺なる 

I 觀 察め 下 じを 邦 今次み 化變に 顧し 頗 

る 痛 おじして 嫌 底せ る 論評を 試た、 

y 本は 今を 渐く患 致のを 磯 じを 眷 し' 

つ あ々、 酱巧憤 ど ミカドに 對 'する 一 


P、 




ども 爲ず 能け ず、' 議會は 停 轉义は 解 

I 敵を 期して 觸 まで 料を じ おおせん ど 

I する が々 しき 煮氣 込を なでを 府じ當 

り、 巧を の 對謠會 策は 雜踞 せる R 本 

投 衆の 輿 諭に 攫 かれて お 事え おじ 歸 

し、' 初め ょら 形勢 非な 6 し 巧 巧 隅は 

度 立を H なち ずして なじ 賴れ たら、 

蔚 くて H 本の 巧議 をを は 遂に 載 初の 

I 勝 おを 得たら、 而 してみ や 义後繼 者 

み 稷擇じ A 氣棘礙 せし 巧し も J '. れ後 

I 繼朽簡 親 織の 大命は も 本 海ず 大辩 に . 

I 降 り、 梅簡溝 候は i 兀 をめ 列 じを ら这. 

まる； に まれ. り.-' 

然れ ども n ネめ 憲政 祗機 はおして 

之を 巧て 終ち を吿 ぐべき か：- 吊人豫 

幫じ巧 まざろ を 得ず、 蘇 政. を 無視 綠 

|p して 辟‘ み ざ 竟 をのむ 動じが マる 


を ホ義蓮 動は 近年 驚くべき お 巧を 納： 

め轉 たも ど閒 く、 されば 口 本 現下め 
施政は を 力を 擧げて 之を 經濟的 方面 

じ 向け 射が の救濟 策を 講じ、 政が は 
巧ら く. け 潔戰ず 及び 軍事 熱 勃 輿み 邀 

じ潑费 したる 屬演を 漸次 國 おじ 對し 
てお濟 する の ホ かじ おでざる ザら す 

然る じ 今 H じ まる も國 技の あ 過なる 
課 祝 あび 國债 は辖增 加膨繫 し、 本を I 

度の 像冀 のかき よ 千 萬 臨め 不足を 示 I 

し、 齒 償は 旣じ 二十 おお モぶ圓 げち 

額じ卜れ.^^、 口本國民の資力如巧で 
么じ尴 へ 得べ けんや、 是を 巧て 今 H 
U 本 政府の 採るべき 闕 是は掛 政を 箭 

滅 'して 國 巧の 希望に 從ふ のが 化 じ 食 I 

策 あらざる なむ - 

，今 H 挪 歌を 舉 げたる 巧 歳 政治は 化 機 I 
じ 乘じ須 らく H み じ 前が なき 出' 及 獲 1 
の 架 備潑張 じ おつて 大 々的を がを が 


4*^**^* ミミ/ ^* 妻 ミ* 

契. 


参 興' 披手乂 巧 • . 

I 娘 影 じ 巧み じして 英語を 話に 逢した 

る お師义 用、 お 術 熟達の ホ じは’ 萬 給 

を呈ず 可し、 

希望者は 下 おへ 

巧な 八 街 一六 T 
菊 池 葛眞師 おを 


巧 書 


"♦い 

籠 


へざる 巧ら す、 日本なず 日 何等 他に 


が 6\ぃ みか， i - がぃか. 必势矿 ぃ、 棘 か 

の國も y 本を 威 迫す るを あら ざれに 
な b 、 露洒 歌は みして 無謀ない が!：' 


々一 >7 巧 ▽巧 ロワで ヴヴ ヴな么 

敷を 病ず もの じ ホず、 文 あ 米は 


巧 政 じ 汲々 たむ ぼ是巧 外を 蘭み るの 

辭 がな L 、 思 ふじ 第備を 縮かず るの 

i 率は = 本の 外を じず がの 傅 阿を 齋： 

をず ものな ろ、 目下 H ぶ ど支挪 どは 

繁阳强 じ おしてみ 守閒鹽 のぶ 要を 昭 

道し つ、 をら と雖 も、 斯の如 さ妄諭 

想 說は當 に被務 .すべきら のな ち杳 A 


A 巧國 諫聞閒 ホ懼寇 棘を 平 君 貴下の 
廣吿中 幽体. 郝乂 をは 徵兵顆 係の お 無 I 

におらず 歸 米の 際 巧 等な 陪 なき 旨 記 
載 お么お 然る じ 先 遇の 日米 遇 報は 夕 
マ觀ホ 劇ぶ 中の 六と 名 歸ホお ホ ざ 
ものな じた ゥ お報じ おお 而 して 他 一 

じ 劇 貴 募 集中なる シ ヤトグ 訪問 幽は 
徴 をじ縣 孫な き 人 ± の爲 める々 ど々 
るに 獨も货 斑 じ 如上の 故陈 なきは 何 
か榜 別なる 理由の がする もの じ や 化 I 

骚御偶 申 候 《か 本 秀亩) A よ 十 幾 王 

目に 漱 庭め あ 倭 どして セ 年 問 勤 競す I 

する 某は 故鄕 じぁ 寒 女 じ 給を のか 

みギを 巧々 送 かすぶ 大 の嫁惚 爺なる 
ど 嫁の 方では ず當ら .み 蘇 栽い 男を 引^ 

張ら 麵 しを よが 鍋 ィ なを 啡 いて 儲け 
た 念を 湯水の かくが 簽 ふので 親族の 
を 共 見 兼 か ッィ あ處じ 働いで いる 某 I 

あぶ. 人 じを ぶを 中 北す る株勸 がして 
吳れ ど 化聰 して 巧た からな 人は 町 一巧 

でか •，辛ぬ ものは ど穏 かじ 諷刺ず る 
ゐろ ふこと か 某は 乂の妻 公を 侮 奪し 
て おる ど大 ひじ 立腹し 持つ て 居た 莖 

で戲 つた ピサ (不知 己) A ザ ラ" 

I 騷ぐ菊 池 ご ムッ クリ / 〜遐 付ける 金 

親 どは 天で 角力 お 違 ふょ、 巧 ホが 勝 

ク たかをけ たか 强 いが 現い か チョ 义 
卜巧 々では 脚 扇を 上げ 兼ねる が 鬼し 

巧妈ホ 接の ホか^ 東西， ィ f な 其の 都 

を 上 ど ホら れ七 やを 物 人な ぞヤ フン 

だ、 をれ じして 么】 余 親が® 本な を 上 

ホに 抱き 达む邊 りは 凄い 赔だ よど お 一 

鹿‘ じ 威、 むして 居た 巧 力なが 短る (巧： 

詞) A を 花 轉く费 風に 舞 ひ 黎篆め 野 

j を 擧め方 M 方を の異鄕 にる るを をし 


て 壊 鄕の構 勃然 撰 やる 能は ざる ゐら 

I しむる、 知らず 同感の ± 何を なて か 

竞く 之れ を おぶ する も のぞ (せ 旧を- 

生) ▲新報 籍 らんは 吾人 巧 お 同胞 閱； 

じ 於け る 唯一の 蓄音器 じして 差 おえ 

吾々 請 落は レ n !' ド 作が ちな^ 吹を 

の 拙劣を 否を を々 する 巧に 非ず 要 成 
平 差 巧 别の禮 類を 提供し な捨 按排を 一 

j ほせば 巧なら (籠賛 が) A な 吿を若 
よ 最初 じ 一寸 斷 つて 還く が俟 をおム 

ねので ないか も 知れの が 自働孽 で 盛 

を 巧て 飛びを るは 虛榮 の權化 W を さ 
るか、 巧 も ホ 曾で 君 じ 錫) 文 も 御世 

話に なつた 事 もない 當 だが ホ 貨 菊の 
道を 撰ぶ 機 どぅの 御言 黨ど思 ふが 具 

下 巧 本人の 現が で 確 實に利 签の擧 る 
餐 業が 巧んで あるか 御敎 示を 願たい 
君よ 虛榮 ----- 这 申さる か 巧 H 本は ど 
たねを も 無い 線 じ他國 よら 借金し 
て ホ 赏じ淸 國じ贷 しかける なんて 盧 

震でないかね (か痛ホを-^>^^一强おは 
知つ て 居る がね) 健の自 働 車 乘ら这 
大 みの 差 あれ 鬧じ樣 でない か ミブォ 
ニアの 等 有で ないだら ふし 侯 も おを 

，亲 な贊澤 なな 事 もを 知の 上 だからを j 

吿じ應 ずる 事は お 巧ない よご ースを 
4 豫お巧 上の 盛を な b しは 樂ぶ 會窠 I 

.1 演藥で 何れの •出 袖 者ち 中々 やる も 

んだ ホれ じしても 山 团花子 嫂の 欠が 1 

は 何か理 おがち たの か VJ 氣を 械んで 

唐た 演技 者が 居た よ (シィ を) 


ミぶ。 
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易 1. Do 磊 las 4だが 


馨 白隱臺 ぶり 

.四 巧 十二 R 顯. 

± 地が 有 禁止 巧 題は 底梭其 影響を 受 
けない ホ 俄を 阔胞 間の 朝夕の 話頭 ど 

なつて 居る 

我坡 がは 飽迄强 硬 か 態度を 持して、 

則が 同胞の 巧權 をが 護し、 國 威ど國 

權をホ 國の巧 おじ 其を が じ 認識せ し 

おなけれ ぶなら ぬ、 ど 云 ふのは 巧 俄 

I を 閲胞の 輿論で ゐる . - 

巧 論 デモ 鑄の 大 原則は 地方が 權でゐ 

クて 大統領は 娩 拳に 關 輿して 如なら 

一 姑の たを る、 颠 州の 政 おは 规贿 巧を 

に攸 かで 運用 サられ 、中央 欧 がは 她 

i が 立法 都が 違憲 W 沙 なじぶ ばない 限 

I むは 镑觀 して 居なければ ならぬ. めだ 

j 孤が 人が 在郝 がの 日本人 尘 地所 お 糖 

を お止して 晚错權 の 侵 寒を 敢 てして 

も 大統領 ど 云 ふ ホ 國の儀 离機顯 はが 

州は 迦州乂 じよ もて 支配 せらる \ 这 

ホ氣 のず 左を 極め こんで 巧 織せ ず截 

ら< 時期を 待たん ど 極めて 冷淡 じ條 


利 樵の 均等を 得て は语 ないで はない 
か、 加 如 にがては H 本 通が 條約 はを 
然破壞 せられて 原る でぶ いかが 卿 入 

は 自由 勝手 じ 州を をな て 綠盟國 の 人 

I 民を 機會均 當の區 境から 排 斤して 居 

るで ないか おしで 其 源 巧は を 然一禪 

め 乂補的 漏 見で、 これを 置， いて 他 じ 

何等の 見る 可き 諭據 がない の だ、 か 

I 巧 ド デモ 篇の おがで ぁつても 大統領 

は國 驟の猜 なを 保ち、 通前條 約の 法 

棘が 畦 質を 維诗 する 爲じ颠 がの が 藥 
レモ 渉すべき でみ ぇ 
新聞紙の 辕 ずる 處じ 依れば クキ ソン 
大統領は 大審院の が决じ 依らで 口 本 

てが モン ゴタ アンなる や 否を がを せ 

さるなら ず ど 云. つて 居らる. \ 樣 だ、 

軍 極 道理 ぁる 意見の 樣 でを をが これ 

は畢 覚事颇 のが かを 湿 滞せ しむる ず 

强じ 巡ぎ ぇい、. 靑 人は 到底 有利なる 

大審院の 側决を 期待す る擧 はお 巧な 

巧ない ど 思 ふ’ 

若し 乂 審挺 じがて U 本人は 痛 人なら 

VJ を ふ 判 巧を 下したなら ばか 柯 だ、 


一逆衙 上如柯 なる 不利益を 巧す ども 菜 

; しき ホ 闕國 旗の 下 じがが じがて 永み 

の 地盤を 固めなければ ならぬ 

■巧 俄を の 奪 闘 家 
I 巡 去ーヶ 年間 一 裸の お 巧を なて 义ホ 

人の 巧 巧 じょつ てを 活を 維持し つ 
1 ボ概を 間 胞靑を 閒じ傅 道を 努めた 藤 

井 巧 雄 君は 確か じ 巧 俄を の察禪 をで 

をる、 天 幸に この お 圆篆を 撰んで が 

孤の 化 じ 送 も 更に 窺し いお 目を 獲が 

せしめん として 居る、 あ、 天實 Li 臨 

む、 褒 ふかれ^ 闕ふ 勿れ 驚 聞の ± 


锻 
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•巧 俄を H 本人 基督 敎會大 親贈會 

去る 化 U 午后 八 時から 會员會 ぷの晚 

餐 會が賴 かれた、 會 する 者挪 を餘圃 

歌を I こ 增し淸 氷 樽 道 部 県の 祝禱 じよ 

てを 卓を 開き、 化が の 珍が 伟香じ 

グトを 弛めて 馬食 放談、 近 巧 稀 じ ~ 會為宵 友 じ 银吿め 答で ある 
I 見る 端を であつ た 


ン チ、 ジング、 もク ジブ クン ザ ！ 'P 

ジャンべ グジ ヨン 等の 装 溝が あつて 
會衆 十二み の 輿を 盡 して 散會せ しみ 

十二が 墳. 

一巡 去ザ歲 東洋 思 學の上 初旬 歸 着せち. 

れねホ 俄 ホ大學 を敎祗 を學學 部長へ 
ン ダ！ ソン 博 ± はま 巧 髓 H から 東洋 
のぶ 靜敎的 か 要 じ 就て 一般を 衆の 爲 
め 鬧大學 マン ザ 八 ホ！^ で 講義して 
歷らる ミ ど 一 お ふ 事. 

ろ 化 米中 都 寧 集會ヤ は槪ブ 。ダぅ ム 
ごして 委員め ずで 左記の 針 蕾を 立て I 

た'.' 

，ホ 巧廿 一け 屯. 幡 H 午を 八 時 か’ 
巿俄 を大學 中な で、 準備 委具會 を 開 j 

桑眞役 貧を 席 - 

、ホ 巧 か 八 H お八が あ話舒 ■ 

I ミ、 を 朔綴會 . 

よ 月 四 目を 一二 時 事務 翁 
. を ホ 時半 晚 響を 
全. .八 時學術 蔚論臂 
巧、 巧 餐と巧 十一 一呂 前 十 時お發 
玉、 茶韶會 •义 巧廿 》 后 八 時 
1 追而會 をの 媳 巧は 幹事 撰を め 上 一般 I 


毒 あ瞧ホ 人夕廣 去る と 丹の 地が 化 I 

便じ ごを 耀じ 箸せられ た あ 藤 一渝巧 

が國み 人を どを をこ對 ずる 樣な巧 第 I 吾人は 永 义し合 衆 賴巧一 おねる 資格を 岡 ホ 人み 息 一巧は 十ニ ロ 午前 襄途恙 

r ..' I :、 3 、 b *" 妻* 目 も な< ホが ホ じ 着せられた、 同 夫人は 

近 藤 巧 ど 同じ < アィ 'オアが ぶ 大學を 

|でかなと年じ-?^せられた靑山學院| 

. : ‘ 化身の 才媛で ある、 は 本 A 基 截敎會 

て 最惠條 欺が あるじせ よ、 をは 一 稀!® の 園 論を 唤 おす 位 骗硕な 外を 手段て がて は 巧 遇 水耀の 晚阀ホ 人を ち賓 

£ して レセプションを 腾 すを である 


だ、 然し 斯お迄 も デ 黛の 原が 地方み 

權 說を蹈 持し 锁 用して 行か ふ ものな 

^ 恐らくは 對 外のを 際は 甚だ 不統 ' 1 

を ホす 寧 さお ふ、 H ホの 题除槪 約 中 


I 夾 ふので はない か、 化 際 情實じ 捕は 

I れて 巧の きかぬ かを 政策を 弄する は 

I 極めて 菩乂じ 不荆で わる 

1 が 巧せ 耿 目なら 殺 目で も 能い から 米™ 


.總 .會內 を 
事務を、 をを が 他の 報吿 二欢畿 S 
講奉 、相を か巧果 をの 誤を 案が 役員 
評畿 貴の 運擧、 0 トー. 

二 學術會 、諭义 及び 討論 
諭 類 「，ホ 屬 じなる 同摊 のが 本 的 福 I 

がの 解か」 巧 上 


の 空文で をく 無用な 裝嫌的 义韋じ 巡 

ぞ ない、 寧ろ 化 際 巧 玫府は 目 ホ條約 

|| を孤秦 する がよ ろしい、 こ れゐる》」 

I も 其 熟を 見え 事が 出 巧ないならば 

I を 然破藥 ずべ しだ 


を 巧び て 吾人の 運命を 诀 ずるが 

巧を 蒼んで 大審院の 荆决 をが 七て 吾 

人の 態度を ホ せんどす るの か 

加 卿は ホ國 のま 配 権を ちす ものでは 

ない、 が 巧 一 脚の 德 めじを 米 簡の不 


大 

あ^ 

二 

年 

陋 

巧 

十 
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翰の' 治安， ど， 澄 命じ 離す る 化が 巧 日 利を ホす は郝 がな 外の 國 人の 器び 能 

本人 主 地所 あ 禁止 案は 熏大な もので ふ處 ではない、 接し 香 人が 强 硬の 態 

をる かか 巧 か、 吾人は 知らない 然し 度を 持し わなろ ば必 すを ホの 與論は 


遲 般の满 息は 恰もせ 年の 昔巧國 をが 

巧地雜 眉を 赛 慮し ね這阔 じで ないか 

して 見れば がが 乂は 恐ろしい 時化 •猿 i 

で游ん ごわ 說 i レなら り 

郝 巧の 日本人は 礎 巧 ホ國の 治を を審 

する 滨危險 な 努力で ある や 否や 若し 

眞じ 危險敦 力なら どせば 吾人は 也 か 

ら 加が 乂じ同 ^ る、 彼等の 防衡上 

日本人 ± 地が 有 禁止 藻の あ 要を 認め 

て やる、 がし 吾人の 常識 觀を按 V ； せ 

'ば 到 巧斯る 前徴を 認 むる 事は 巧 巧な 

1 いのでを る - 

i 加州 じがて 目， 本人は 毫も 機會 の巧當 


琼 まつて が 州の 排日を を據絕 ずる、 

輿論に 依て ま おせらる、 鹽 であえ、 

j 憲法 も 法 粹も剩 巧ち 必ず 輿論 じよを 

て 影響 せらる、 縛で をる、 吾- < は 加 

I 巧の 排 a 巧爲を 大審院の が决 じよつ 

て 巧 せんよ らもを 米 賴の乎 和を 愛ず 

る 健を なる 巧 民の 輿論 じよつ て 間接 

じみぶ がん 事を 冀 ふので ある、 而 L 

て斯る 與論を 唤を ぜんじは 奪 人の 盤 

度 誠に 强 硬なら ざる 巧らず である 

お 吾ん が郝が じがて 燃 利を 得 ば化狮 

殺の 反感 じ 化て 疆巧上 惡影嚮 を あ 

I ぼず，/」 も 毫も 変 ふじをら 锅 、專入 蜂 


♦藤 ザ 茂 雄 巧 お 加巧旣 報の かく 今 

j 般南郝 サン ザァ 'ゴ 敎會の 牧師 ごして 

四 巧 十五 日 巧 俄を 發あ 巧の 途じ 着れ 

ミ 同お締 あび ホ 人の 送別 會は二 派 

I を阔で 去る 日曜の 巧 偏を に權 され お 

二 倒 髓のお 惡は同 巧の 巧勞を 謝せん 

爲 めを】 包を をつ たど 乏ふ事 


♦島津 卿 巧の お 待 おがへ 巧は る 

藤が ホ 妻、 近着の 近 藤ホ乂 を ま賓ど 

して 云 巧の 知 5 を 招待し 去巧購 H 午 

響 會を懼 3 れね 


♦靑 年會 义寧會 はち ±曜 のが ダ 

グランドの 本 補で 辆 かれ、 當 おの 

講郁 ホが 义學 ± 、旧 本文 明を に 就て 

搔 めて 巧 益なる 講演が あつた . 

同簽二み會じがてはノ1スク H ス タ 

アン 文科 等 あの 若 巧 寿 洋を獨 特のァ 

タリ カンジ ゥ* ぶ 力' ツチ ダンス* フ' 


•野球 消な クリ ブランド ー勝 一 化 I 

め ホ 俄を 亞ホ巧 加 組は 莖路 あ隊 ご 

I 勝) 敗で ゐる 

タリ ブランドの おな ホ ブィ 1 ン 、ダ 

ング ど 云ぶ ザは サッ クス じ 向つ て實 

じを 手で あつて、 か 何 じゥォ グシ怪 

投手が 巧 ふ' を 張 つても 必ず 敗け る 傾 
I おがめる、 先潘 サッ クスが クブ ブラ 
ツ护じ 敗け ねのは をく グレグ じ 敗け 

ねの だ 

ナブ クスが 聖路易 軍 じ 敗れた のは S 

I 疊の 監督で あつた キク ド グリ ソンの 

巧 斷が惡 るかつ ねぶめ で、 若し 左 も 

なく ば少 くどら 引を か 一英の 勝利は 

おか じ 得る 事が お 巧ね の だ、 實じ惜 

しい 事を した、 然し ゥ中 ' X マン どを 

ふを な 手は セント グ ィス 軍の 化 形 じ 

や、 藏巧 恐ろしい 

女 プタが 立 敗 一勝の 成績を 示して お 

るのは々 ブスの ファ' ン じたいし ては 

一氣の 毒で あるが、 ま 入の 豫想潘 々で 

遗 る、 ピ ブト ブ が. ダを 敗つ たのは る 

ば 怪我の 上お來 だ、 ホフ-マンの 活 廟 


普、 y ' シ 
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基督 敎修 馨. 

脊お {を 巧な か S 了 呂巧〇 二帶) 
y 曜日 靡を キ を乂晓 西な ホ呈了 貸 1 

を 一番' レン タ クス ァベ 

. - 二' ユ- 々ドジ ぶ f 卜 

穀曾 おす ャ ペグに 於て 
蛮蕾挪 発を： 3 願 午后 呈崎 (膽 おを) 

腑禱 倚木聰 ザを みが {館に で) 

讀襄會 窠二凉 四を 耀ぞ爲 八 辟 
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; . なな • .4 為 莲 e 髮を 導. _ Y. City 


を 顏じ路 だか 校を 敎- 
，的 I じ學选 だ， 浸留に 轉按す j 

rw 二 1| る 便 ぁり、 朽戲 おで も 
-己 かが！ おへ 巧 巧 じても 壊 巧ょ 
らを较 ず' 

- i リダ ブ違獲 

ぶ - 铅を按 
里 H 瓣 はま： 廉 なち、 明 一 
B . - 苗 d 細醫は 中が 巧 輿 送ら 何 
おで も壑概 を詳す 


み じ 如 パ！ お h 

^ なで： 3 ~ パ 
枝 S ‘が 4 .'坤 じ 
^.1 が站 お w 
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貧 巧 十四 密- 


獲' 么公 . A 么么 么公么 公 .A 

拠.. 鶴， が 誤 <1 

療么么 AA 么么 <1 公 八 公' 么 み 

J 番鑛 •下辕 

-Mcmy さ 2 惹 一 

ち 甘 ipi 罩汉 et でを. お泌 6.1 
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犧巧 鄉科理 若 お 


霜 話モ； テン ダサ イドと. 
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日 か雜賃 

ろし， 

裔品旨 錄御璧 次 齋無巧 進呈. 

臟藤 小. 州 商店； 


♦巧 俄ち の荫が 

の二盡 おぉは 絹 巧 職工 阔盟罷 エの結 

お 非常に 巧 巧を 畢 して 屠る が 最も 雜 

ん なのは 例 じょ b 大阪顧 船の 貨物 運 一 

をで、 同會 社の 祀义 線は 開始な ホ 霜 

々隆逾 を ホして 居る 

嫌貨 じを つては 巧 もな C 不可 もな く 

歡然 W して 變 化を 認 むる 事は 度 巧な 一 

いか、 み m 半 巧 一が 飾の リン子 ソ 
で. ンブ り' 小 ダ ー 、キ モノ 類の なおは 
漸み 順况に 麻つ で 時る、 陶器 緩は 最 1 


: 1\ ご UT0 . 0 立 たづゃ& Co. 
1L56 \v. Lake's でさ こ査 ち 一一)： 
Phone M^ain 4： 沒 I '.バ_/ 一 


A 社， 吿 マち 俄を ま 赴 信 巧 部 I 

A 本 敲> 同胞が をノ 便を ブ圖 リ左ノ i 

事業 ヲ經營 致 候 

1' 、 職業 事業 周旋 二、 企業お^ 旋； 

云、 を 化 巧 理事を 画、 賛巧貨 借が か 

あ、 誠を 案 巧 事務 ホ、 郵诞 物の 歌 次 


と、 をな 一 が お 話 八、 巧 歌法俾 相談 

IV 一 . 1 パピ 。 I r . % yl . HI • • ， ■- ノ nf lyj J ‘ 

サ獻目 だ VJ るふ A も あるが 錦 藤 小. 川を 郁-商ぅ 專な 若ブ選 ミみ 寮な ヲなフ 
t r - > ^ - s rl * > UL ) ) * * Kk r J — ' . . ， 



阿會相 不勵不 拱の 基 磯の 上 益々 取引 
で 擴 張して 居を.- 
—が 前の 樣 じを がを あめる 事は お 巧 
? いが 一艘の 需要 じ急變 がない から 
軍實 でを る、 然し 日本の 製造業を 聞 
」 は 昨 か 東が 蕭國で 雷 線の 謀 備に 類 I 

，る 陶器の 製造 じ 力を 巧いで— をる の 
レ ホ 騒が 霜 要を 等閑に 附 する 傾 おが 
? つい 閑る ど 某專問 家は るつ 居る 


夕御化 巧 n 應ジす 申 候 

ん本 就、 一同 般 をを ノ御 変顯二 酬ヒン 

I 爲メ .二 圖蓄縱 .覽室 ヲを開 シ又扫 本 新 

厮雜敲 類ノ御 お 炎 致 中核、 縦變窠 'V 

ホグ ーニ 巧 初 か 迄-一 完備す 致 巧 卒御ホ 

臟相願 候. / 


-ホ俄 ホの 需要 勞力奢 期 じ 於て 普 
? 家內勞 働の 需要は 激增 する が 殊に 
.ザ 供給が 不を なので 需要の 华だじ 
一ず 事 も お 巧ない、 昨み 支那 巧涩庙 
-塘加 じ 伴み て 日本人 給 化を 需要す I 

るで 尘賴 、日曜な どは， ホ 俄を H 本 
S ： をで 閑 日 巧 じ 茜 社を は 殆んビ ない 


う 倍、— を、‘ ご 


离 法律 顧 願 
段 事 及 刑事 訴談 5. 


I 契約を の 化の 專類 鶴が、 貸を 取ぶ 综 

すてを 潍 上の 依 賴じ應 ず、 鑑を 無料 

希 蟹 薄は 親 報 社へ ホ 込まれ 巧し 


誦击； たづ、 


SS 旨 a? 巧 •穿 巧 一 
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本社 印 廟斯の 異兩疆 す」 各種 附屬 口 佩は みて 


就 綱で.！ 走大 かの 機 城は 謙な 2 日 ホ 人 


巧 

: V な -- 


- 嫁 依つ て運轉 されで るから ドンナ 大きを 4 めでる 叉 小さい 

^ をがをも草ぐそぶ派にぉ來ぇ 鶴巧美麗な卿獅賴をを價そ注义化た 
い 人 ほ 當郁綱 部が 來 ろち 應來 、亭 しじ 大纖 をで をり まず. 
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弹法 


奉ンタ へ. ッ F 瓜ン ブすグ 瓜ず ャタロ ダ 瓜 名剌瓜 ビ^ ヘッド， 血 外一瑚 

心 筒な k 美鑛 約た か 上 若 まろ；. 鬼 お爲ブ タイヤ グに鄉 注文 下 

- _ - - I 

-; Q .0 、m 巧英 等の 藏譯 、電氣 盤 等を 請負いた し. ま. ず、 御用 命！ 

翼 r の 節 ほ電證 なれげ チぶ. グン イの ホ强お S 、 御手織なれば第六街二 
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@ 精製 塞 右 敵 

ホ テグ、 洗濯 所、 家庭、 醫療 、工場 用 
を 種 お 磯 おろし 小 賣，， • 


n 社 を — fm 


なの 科擧 y 廳用 して 
精製 したる 物 なれが 洗濯 用. 迄^て 靈 
約なる は 勿 諭。 特に 家庭 用の 巧 驗は傻 
用 後 皮膚 y 纔 かにし 香 氣甚た 佳な 
1 K ふ 可らざる' 挟 歳. が」 覺り しお。 

おろし 小賣 典に 格外の 直 段に で 御 注ぶ 
に應 ず。 わろ し 小 賣廉洋 一手 販賣の 件 
一-がぐ ヤパ .一一 i ス クィ ムス 祂營業 部 
依 巧し をれば わ 試し 希豐の ずは 同所 宛 
巧み お 成 度 候 
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California Alien la 龄 I Bii! 

J The California I： を 如‘ k ホむ re is in-| 

dnfrttigable- in- ミ i.a 做 i. 口装 の ea がげ が 
u 似 t cause no s がを 11 钓 nb が ra が 打 化 打が 


卜 が， dbology な ミ 

パな ipo パ户 to t!] お- 


む a わ 巧狗. ょ泣贼 け， 

C ななた try の i が) ち not 
be 打 1U む h a だが ted、 for hot bn"ly pre 
!the' impon^d articles Jiipi) 打， s 
specuu を な cts: but the 乂 か-か‘！ can 
general ちを nti 描 errt toward Japan 
■: わ a さ むが ホ luidergone any change. Not 
so with the A! の だ ican imp.orts to 
Japan. They お r が articles which 
have strong cornpe むむ 说 ぶ； n foreign 
; la!ul も 巧’ hen, th が efore, the J apan- 
: ese consurae が co! り e to. 300 k ni) りり 
L も meiiean labels with がが avor， it 
will produce :result;s not very pie ぶ g- 
ant to the を ric;uT exporters- No 
I wonder 址 at the Chanib が s oj む、 り! 卜 
放が が； of San Francisco, SeaUle. 

I and other dti が， わがで expr が seci 
-U •叫 their disapproval of も he Califoni ミ a 

レ： the Am 約 .i じ.; 1 打が 卿ぶ が J a が m が e! お u 

Th-e satuation が も ated i • 

\vould rather l>e c か mic, if it . お not 


Main issyes lnvoive^ で 
in Japan's 酷 郎 nt 
Po 離郎！ Agitation-- 

お 8 がが 旣師が S お! 郎酷 


过 ha—t: 说 巧. ホ ぉ dee 前 ぉひり だ c をぞ みげ :夕心: ぶ g/ 巧 J け; もがり efly ぶ ian む ミみ な ur が i ぶ ood ん Hf お 〇 巧 這 巧 みが 巧々 る c i むだ ミ ei な ミ; 
'to— t も だ r third 巧 u 知て k ぶ.： U 皆. It 巧.''; n なぉ 叫-™ がげ 巧 IVoni 说; ミが) umry raw. ’ ミ ' ® V" ■气 も い； 

rnpaT 巧 ぉがび. ‘ to express aef 化 itely ‘ び i み ua 化 1 も’ が rlh: the development Adviser lo Gnlr,g 


the SCO!: ホ.. 只:; 巧 松 xtent oi- tn み re ミ か.]！ げ 
i- を q り i);e け 1 な the がで sent r が? "dktio 打 ド 
a-olaiin^ to the apoojrrhi がむ t ol じ 主 v。’ 
officers, but the. !Go\，6!’ む ミ—。 を 打 t お 


The war cries raised 化 ga!u が- th だ 
校-乳 1 尉： ir 贫 をむ n お try resulting in な ド 
nldm が# CO り apse were the o、-e む 
throw of the ciarmisi 打 and 优 e を 
tablishment of a Par けぶ overmnen た 
On the お rmation of the Yamamoto 
Cabinet,- as. it Meed 


ot こ indn&t ひ’ inJap な 打- Ihereiore, おか 
な ade 巧 ミ {お Ghi 打; i, ぶ たげ i; ぷ! arly 化。 
さ; sport trade, will of ぶが 巧 si か .wit-: 
巧 a rm— げ ked mcrease, the で; xp か’ い 


Quite. じ oasekms of the. り 说 e 城 ity go. むだ ミぶ lo な， forhist が:! 州， お;ぃ:;〇 よ; がけ _ 
e 巧 e け ing-soine reforms in the pi で •卜; ぐが; げりみ by alnio 別 ぶ even million 
が nt; 巧 尚 e 啤 The foa パ h か! 巧 さ む ( 成お6 ご. 扣 f 寺 わ奚桃 を p 巧ぐ ぶが pg ye が.。 
whetiif?rtheGoYemnient<ie^i«ea.tB^ I- — — s * ぶ； ^ 島 •- 

establishment' of the .A 制 ifiema も 茲 fls! 卜 I 撫 1^美辭8[1 關 


Ertiifi 關 


む au 純. t; お 化 が ave consequents. 


All this trouble before us, み iu じ h 
alrxiost like ^ typhoon. 


t)i vi 知 on 夕 ne ゎを 3 細。', can (,uly - ぶ ^ 
arm ザが だん after a bareful ； がぶ sides •夕 -1 

the Diet, 化すが <m*of 纽 を fina。 地.:’ r a。^ other, cir- 軍.. 了 he . formal 。 をの.) ing of the お pan- 
ma! 化 巧削閱 '.山"，! 巧 d in 化 。 防 呼 i ち 叫けけ 加が 5 ぶ tfe かりがか A け おぉ化 ム ミ" が た江 E 茲 もれ iw かか 
。ぶ itation were eie がげ b 咖か いが| 比 だが 化. が 化な 細,， r み脯 ，を か. 加:!;';! 化,:"。,, March ], in the Fine かレ' 

か the interpel レ‘ 位 駆 submitted t 叫!' 曲刷 of も を taxation 巧.; かわが 化し 口〇。 レが ぅ 細 舶比。 お U-eno Parlv ご ……; … … りり。… い', 

、す、. TC;，.’;!'n . + . .. ， *. 。 V ! 》e し 巧’ 麵 说 夕ゎぶ し"’ がりよ 化む、； む? S pi’ む ioiwd knowA-d が of jud が y 

ム . ■ d View to -a i.eductiou 01 ‘ taxes: [巧、〇 おり. 了が s exhiibhicm i を being 

ミ りむ) r 忱 c rekir の of th^ . i むじ ome- !] 化 . 口 じ召 が 
tax law h な g Eikeady わ e が!； が a. り Suced!: 


i recvu.s 


IS 


' 鞭* 



‘ .琴 


夕、 


スク. 

ジだ 


で he American なり vemnie 打 t 巧. as 
ち ince 巧な t h むが t みちれ s .avowal m Us 
d が i が to. be 雌！ わがと t が ms with 

.Japan, b«t ま おお most powe け ui 技 x- 
を。-. が utive o 打 ゎぇ r 姑！ fiad み himself help- 
- おが お がげ 化の ホな State L が isl 对 ture 
- む om cnactiaag が 巧 law thsit tends to 
impak， if な 姑 d おわ 〇ん かが む ie! ぶ- 
-. shi を. Tte Mikado's Gov 如 irnie 打 t， 

: b わ the -otlaefr hand, may 110 1 be 
ignorant 疏 e constitutional limit-, 

:_ ，お ions ‘が f 丈 1 主 e Federal Gov が m 打 ent 
祐 lat のみ feejitd 端 cu 化か e 輪 〇おが お 
如 お r お pe — i の the affairs が a State, 
but tfee Takyo Government: 
couk 玉み f .C012 で 良を i 玉な Ye no other recourse 
for th-e presentation of れ s views 
tha 打 も o appeal to the 、Yastd 打 gto 打 
Governm'ent. President Wilson and 
: Ambassador Chind もが he。 they me が 
むみれ 々か 打 iere 打 ce on the pres^ent 
,■■ issue, のの な: mutualiy deplore the 
。が;、 sTige situation, which all their 
ソ . tact, patience ， 汉 rid good will, have 
實 yet さは weeded to mend. ■ 

I ' わ ミ s again true that J apan, espe- 
良-お all、 て お er i な telUge 打 t clas も. knows 
.... つ -well that the anti- Japanese uiove- 
一； nieLt as exp 巧を sed in the ジ alifornia 
bill is 注 local one， and that the 


養 


■ mahily the resi! ミ t o ミ t 巧た がげ i み 巧: 

measures hitherto : k わ pte<i bv the 
authodties instead o 重 lacing the 
issue gquaedy andm-anly. President 
Wilson mi お ht succeed ミむ bis en- 
deavor to ward off tbis むむ te tHe 
e 打 actmerft of the 々b ミ だ euona ■扣 e bill: 
but nothing is な lO 巧 か巧むむ！ tha 打れ s 
reappearance in so む le ifor 打） in the 
む ext S€S お 0 打 of the Callfom ミみ Legis- 
J れ tu が. 了 he most dxaetie remedy 
applied at the Viery root oJ the evi 
is, therefore, what is nw needed. 
That effective rem-edy, 、で々 belive, is 
none but 化を grantin-g to Japanese 
the right of 打 aturuRzat ミむ n, giving 
thus a signal demoi: ぶ tra が on of 

Americjm お 房 tk 巧. 

Unless such a drastic measm.e お 
adopted， the Japanese qu を stion wi り 


the Gover 扫 meat by 
Hayashi, an Opposition member of 
the Lower House, and the rep じが 
made fey Preroiw： Yamamoto. 

The main points of ろ fr. Haya.-: 
shi’s interpellations w が e ぶ ve: 

•Fir が， the member believed that 
a party Min おむ ’y was necessary for 
the operation of じ on 討. itutionali 巧 n. 
What was the Governments view ぶ! 
the ma_U が？ Second, Did か c! 


the* 


aus が じが. 


of 


on 


Government tind n 巧 ohst 泣 cie to the 
operation of Constitutionalism in 
the pi で sent provisions in theO 街 ciid 
Organ お a だ on for ih 户 appoin も ment 
1 t ひ the をむ nistership of the War and 
N aVy? Thir んか e existing Regula- 
が ons おで the €ivil S が vice Apj>oin- 


tlu 

[jJapati-LaUn^Arrwriea Sod お y, 如 
to the House of 及‘ epr がが' tativ 婚. A | がし; 帥 机 i むが 式 か i み IVesident, and 
お r U がむ 如 rut of. む! e I, が 巧學 這- pt お ぶ が， pra が i だ i 3 米 suit 〇 ぞか c- 
妃 X お巧， will also ■ be ミ! け 巧 も! が もん' ぃ: ision. 細! v recently an’ivcd at by 
巧、 ithin the pr が ent が？; 排巧 i がり け;;; お e 居 か 如 わ t か 加 さ〇 の おが ng か 巧 * 地 も 

Diet. the お t お茲 of Sou か 

salt 打 u ぶ be effe^'ted from the のい i Aiaeri む t bett げ k 打 o 巧.。 t り わ巧 people 

i suing fiscal year. • Thp .reaud^on ! ぶ • 

r り be e 巧 bcted by 比が© r ゎらが rask!. . で !化 promoters . antic かが ed scrni た 
expected to reach ten million ye;)， 


THE CHINA mm 



. Spe 狂 kiog of the pro を p«ct of the 
China Trad も を fr. 〇ぉも Chief が the 
me 打 お 純 ou!(l 如， m the me か b が， s り omw け か ia] Affairs Buireau, report- 
opinion, so revised at cm が み s わ が 的 化 だ Japan Mail, gays : が 
ooen the way れ men of をわリお’. lat も yea が the わ 化 巧 n わ 户 g of Chuia 
が hat was the Goyemment-s 々が h み 8 attained が 浊 ed prog が 抛， 化 e 


diffitjuity ミ n getting together 化 お i 主. 
打の entiy large and varied display of 
e:s：hiljits worthy of the occa ion, but 
on the scheme being made り ub 3 ]’c 
and pro 说] nent men int が ested in 
South. Amenca: having たな nvagsed 


Dr. X:;ga か-む i ミ; i , of ふ! pan v/; が r お-;— 
さがけ] V appointed JL 辦 i?] 巧 だ veA む Ib が-. 
to the Chinese K お ruM;c:.; 打 0〇'..ク妃 -亏， 

打 か ぉ: rri- が d at Pekhig 〇 か： 
!、 1 ^ げゎ[も acc り rApaiiied -by おお； 

taiiiily lUiu his なが ist な n ん- れこ of だ 巧 or 

Aoya お of Was が i:i Uni \ で m か. - 
- 了た e'enh’an が of Dr. Ariga to th ゎ; j 

c 知!. tiii b<‘ 巧が u が d が new か 3 du 热 な？ 

CO な] men お and c<n け rov が 巧 in 化が rd ;; 
to . the flit •加 e けぶ が U け iun of 1: お 
Chi 打 知 6 Repubiin. Th け. Ch おが か 与 

氏’ なが ge! 化, rally ぶ お es expr げ sicu to ‘ 
i 化 conMeii がかが, か A Doctor, •ぶ ithv •诚 

' が.-。 

お] [)【;(，、 as 巧’ が asof the P むじ! バ 品：！ 
of 谢 け Chinee nationality な疏 eus- 

tows, が リ が1 がが d i む お r のがが m 咨 '. 

such a .GorisUtiition as will b か!; s おし 讀 

t:h6 Chin ちが "RepuMi だ リ nd が u、: こ fy 

け K ぅ Ghan が € people at !ar も' も 

Dr, Ad が has led a di さ ti む gui 比 台克— - 
car が r as art な uthori か on か ri こ' pr 口. •つ 
den だた ： uid interruvUo わご •ミ a 巧 ui だ. H [が'^ 
has been for many years a Professor 
()ii Lit が’ national! Law in 浊 e W が 
吊 niv が si か： a 打 editor が the 斯 f な/を か 
ぶる々- (Journal c,f D;p ミり 化？ it ミ c Pro- - 
が e が n が）， の any む 描が emp; の-ち d i)y が 導 
the Japan が e Gov 台 r 打 me 打 t us Ad- 

vi が r to io'iportant G りび mii が iens,, 

か nt が foireign coud む ie も な: n ミ 件 ss*:' 
i elected' liist 如 art かが 化 扣 ember 臣ぉ扩 


liio 打 em th も matte が Tf the Govern^ 
ment favoixd a revision, to what 


long remain a sore spot hi the extent should な De made? Fourth 

the Two Army Divisions ques だ on 


A 化 eHcai 卜 Japanese relation. Once 
the right of naturalization is granted, 

な wili ini 従的む 江 tdy r が。 <，ve the 

cause of iritatiem and trouble in the 
Pacific coast. Japanese av ろ u! も po が 


total amotint now aggregating a 卜 
nio が 〇げ r 850 , 00 化 000 i が Ig or 
3 , 18 も 0 (识, 9 〇 0 が!'!. In Y お w of th ち 
va が te ぴ ri か ry as weil as tiw e り or- 
formed the principal 心が •が お打 わ f 脚 oi 皆が が!! ation of the co 口れ 的， 
the downMl 0!'. the Sai 触 ji Minis-j howevijr; け 化 above figure&a 化 com-： 
try. 悦 d the present ろ。 打 istry pro- 


w け b zeal a reinarkable collection 

it わ!. epoft 地 Ij ぉ be 巧 Ob 虹 ined ofjof 比 e Ac;;, か my が も ぶか e o り‘。‘ が こ 
pruducts り f Mexico, Bra な], Chili J 

Peni； aud Argentine. Th が are! T 0 |f¥|| 副 

suitably housed in the four halls, | S UR 1 ll £あ巧1 技！！ ぶ 持. 
coiiipnSing む 巧 Fine A が Soc おも、 v， を 
building, ぶが ‘ょ 如で ぶ a!c 口 lateci to do 




to carry out that scheme? 


be pi が 巧 d で -i 祀 by p がか politiei 沿が 
in their game of politics， and t.he 
natives o も the Island 技 化 pire would 

general sentiment of the American 比 脚 が Ives 、、 .她 the わ 巧 inte.r が t S 


th 州!， 打 0 Ion が r be the お o も！; a]!& to| 巧れ わ， dW 化 e け ov が mnent in お ml 

たな pres を: at a scheme or tax reform 
with a view to a redu け ion of taxes, 
and did H propose to. carry it out 
ia the c が 打 ing 石 seal year? If so, 


much to iniorm the Japanese 
public i. ゎ gat の ng aris and crafts ofl 
がの ti 础 y sm 姐， or， in other wm 卸 妃〇を 。〇。。 か; が， 础; か were hitherto 
the China む ade lea 巧 s 細 1 m ぶが 权た 的〇 韻： to 輪 Japanese People, 


room お r d 巧 巧. l.opr 打 exit. .Accor も ng 


[but wnich have げ Uhin-the pastfew 


decides develped i む to prosperous 
commercial States. . . 


to the latest ミり ve が igatioi 巧.， Ihej 

お!: eign む ade of Gtii 打 a か庙 oun お- to! • - • ■ 

about. 2 yen 70 sen per 'けが ぉ，' 站 !Tll8 郎! 郎 おお RlISS 指 11 Tgillf 日 巧 

aga 加け 8 が 日 SO が。- 化 the 啤 e 站 j: で お邮 ssian Go 巧 nmwntis 卿 〇 が 


が 〇 が e た mo が frie 白ぶ y to h が. 山 a り 化が‘— 庄 恥が 础 说 口が ぴ. 




‘ '一,. 




Thatl 

种 S お WK か わ 6— 血 g 片 がの ngly r?;; 巧 化 oros and coTis on tbe Ques- 
cipmeated か 化 e 卸 ire おが 日 能 も ミ〇口 〇! 化 品 化山 品 on ca 品 oi!:,e 相- 
が 巧 ふ‘ needs a] 如. 过〇 I が 沈 Proo む‘ lhausted here. Briefly; 1. Wc be- 
Jt has bee 打 sirflicie 打 Uy demons-’ 

' ited by the pa お hi が ory,. !'^6 

打 e- 巧だ巧〇む can， however, blame 


le Japaxiese for their feeling deeply 
- art お y the- がが: is and in、 

isUees tkal; 巧' リな 13 b をけ iliicted u む on 
- hem^ especially upon their fellow 
で:、: mtrym た 打 re お ding in California, 
:打ぶ ase the pending bill becomes 
ホ e!aTvv ド o もれ is apparent れ i 货 t 
the -bill IB dire が お aimed な t 地を 
J み!) ati が e fox their detriment -and 
humiliation. Nor do we hesitate. W 
say that the を ending b ぶ is in viola- 
1;.ion of the' spirit, if not' the provi- 
ぉ io 訂も of tU§ Japanese- A merican 
了が at を of 1 が i, お r the bill raak が a 
d 吟 crimination against 忱 e Japan- 
es も Whatever subterfuge 云 の ay be 
devised, how many amandmentfi 
maybe ioiade in the bill, so. as to 
bring it into か 10 り y with the, 

T が a か お か rc も it が!1 b な hard わ1’^ 
the uiembersof tlie Ca が or む ia Legis- 
laUi,r を to .お tain 协お aim u 打が I 
姐 e 6011 1 of the Mi お drive 打 ont. 
When the soul depart, however, 
す he 祝) お ct of the bil! お defeated 
えり が ain word も it is framed solely 
and を 口： reiy お r the purpose of deny- 
如 g h げ ealter か tho が oMem 化' ろり 
q なれれ がを がれな e ド exi が i 巧 夕 ' c りれ 舶 おり) が， 
がを C (かがの. thp.ir int;&piims ， をが りかが 
naturalized the right hitherto en- 
わ ygd が bol が og a 打 d Gwni 打径 km! in 
CalHomia. What おが could be 
mor も がが rhninat;ory than this? 


lieve that Ja ジ aopse— 巧' ilJL prove them- 
占 elv 琴 s 巧で]: thy citizen? of り tis great 

Republic. 2. J れ! 诚た が も if な e 
chance： oi 打 atiir 式 1げぶれ〇打 g ミ yen 
thenV, will easily ad お pt’ the 打] s 別を e 吉 
ito the American imjtiiuU 谷 打 s, and 
红が iirdlate to their customs and 
raan 打 ers- B The ghost of another 
race war conjured up by sonie 
Californians does not fee な re u も for 
巧で believe thal tire race difference 
existing - between Japanese and 
Americans is not much greater th 注 n 
that which exis わ between some 
European _ race み and がび e A む] む 
Heart も an 迂， 卜ぶ nee， not ミの possible 
to annil 如を te it ミ 打 time. — 

In conch 巧 i ら n, we wish to counsel- 
our felIow-conntr3^men to avoid at 
す has juncture a wild deraonst^ra.tio 打 
k が p thfeir heads, cool， and rely 
upo 打が が oma 巧， む 口 sting tbafc 化を 
American G^ovem 抗 が! も 'か hose fuad- 
汪 mentai principle is the が 技 d げ in 口 
of お stice to all, \yill 打〇韦 faii in the 
end to (iea! with us ぶ qua 巧 ly‘a 打 d 
おがけ. 


ホ hiit was the が timated araou が of ド 幻 写な。. 丄れ夕 均た ミ’，. がが 啼げも も〇 が を nd 
the でか お ct 记 も？ . ’ : 1 OR an eqiiit] 妃がお 岂 ' ‘vitli: Japa 打-む) 

お が i かれ these questions Pr ゎ -i わ rv ミ g り. む 泣か ’r Chin も mu が 峭 e Ixf^x 
iViier Y さか お noto ミけ a;.s がで 斌 — befol 呼^む い! e 妃の巧 江 學も 。筆，. が...-，^^ 
the を 011 がが Kep びが ntativ-ee 献 お: i (巧 0,00 Oy 抓， 加が 7 削 t!。] が.; 巧 ミ 加 诫 
Mr. 妊 ayash ミ ffrst が ked about thei な 呂 that’6f Jap も 泣 打 cT w 城： th 巧， as 
pr が ent Gabinet/s お e ザ s . a を to 幻^ か 化が なが. がな h む; を eondit! 011 s m 
お か Odbinet... It. goes 柄化〇 口 t! 巧^が お 脚 〇〇 ななむ 巧 もみ. りり 姐 


ed to have て 占 solyeu to enforce 
这 {rK’.iiy th ち pi'oiubition of the im- 
かお r 汪 tion. of Chinese labourers into, 
t お le ぶ 足が 軍- terr 幸 t-ory . 至 巧 夕 。ど th Main— 
ehu む; i: t.l:e 巧 ミを ercijt のむ es ana dis- 
i;nc な ak> 打を' the Sibeviaft Ka り way、 
and the; entire- regions under the 
むがが。。- Governor of: 


be た utaj は，!、 か》 l ot- 化 e 


The Tokyo Prefecturai Auiho 乾’ 戸 
ti お have ded お d to.hold yn exhibit.； 
t.io 化 i 打 the Capital during next 3 
year. A committ が， a.ppoi ミけ r.d iVsr-: 
preiimk) な 巧 investigation も のさ t、.； に‘/ 
conference during ! 只な スミ a 化 h .そ み、 弓 
お se なが 妃 e が ar ぶ and ぇ -egiih け ミ ou んご 

So far it lias been な ecided that tho ： 
ex: 卜 tibiuo ひ shall be called the T,、kyO’ 
Talsho Exhibition, and. tha も； t ち ha! お^ 
be opened か om かを 20th み f 抓 n •ぐ hi こ 達 
巧 n が i the ezid ■が Ju か next ye •が—- 謂 
i\ot only domestic and eol け ’-.- 
products, but - foreign goods 
artic]es„wiil ぶじ お xnii>i t だん 
■V ホ his- we h.9 ■りを v-is な ちが， d り ews—t か 
tho ど e who 化 re plannin な theii* v おはき-; 
to Japan during 1914 . 


smal! ng 口が..' : Vieweci . m 植 is じ ght'j 化 色 a が 口 r 

妃 々比が ド。 we 巧- で。 的 雌 が 細ち ： A も. か 挑れ， 也 e 佛 泣が e 如 細 わが 
fa 愤 e P0 脚り 化口 糊 than -China の! がし、 〇!の口 が (巧 a そ. Harbin has filed a 
■regard to む) reign co 打ユの e むで. It が-!、. 


s リぶ i 打呂 .. that the ionuiitiO-ii of が 
C 注ら) net and -the ぶ ppoh な me がろ f Us 
の 与 mb お、 を is dep ら nci が! t on th お 令ス- 
ereise of the Emp 対’ oir’s prerogative; 

btitl beli がで at the same お me thatj おむ! e 、 かわ づが th が-が ch.;P.pw が of 

la 恍 is beginning' to ぶ 泣)’ specki 
なれの玉が〇〇-' to China hs the • future 
central market oi tUe world, and to 
endeav も r *to expand む も た omm かむな 1 
influence there. 


it お neces 扫 ary to attach ミび iporfcan な e 
to politica] parties and to expr(,s- 
gions of public 0 がが on for the euo 
む essftU wch’kh お of con が itutio ね al 
government. A お 加 t the ぶが oiu! 
qn 蜂 ti か!., が to wheth が が e が ds だ n 台 
regu]a だが 化、 i’estricting the Ministers 
0 重 bbtlvse-rvice’ to! が TX が过 お and ad- 
な) U. を Is on active list are む of; 
ob が rucUve t み the working of 碱 n 
が it 口 tionai government, tb をり; ov 叫‘ n- 
び lent thinks that the present, ar- 
で angeme 打 t is り ot altogether む ee from 
the <i み n 含 6卜 of eoug お tuuo 凸 al gpver なご 
ment being thereby obstructed. 
The Government le resolved to eut が 


strong prot が t wUh th も — tli； 巧を ia.n 
Premier ty せ 11 a を with む! さ Goy- 

も r む or .of the Coaefc Province, and 
has also 龄 
お the Peld 

them to take due steps for the pro 
. k ィ? た ti か：々 f Chinese imiaigrants. 

Ja が m in 也 わ res がけが an か哗 | の 化が 齡巧 nt p 油 故. bo ぶが of 
most .aclvanlageoias groniKi， in のが、’ 


備 IMTE 


of the: siini!arity of her manners and 
ゎ ustoms 重。 tho 言 e々f the 口 ei 纽 "boriog 
技 epubli も汉 nd i 打 がか v 苗] ぶ 0 為 the 
dtjcidedjiy .1 び扣- tariff rates and many 
other む e 江 t 女 favours. As a conse- 
quence Japa。 苗 foj： 马 i 名！！ trade , : with 
CJhihsi/ has faeeiif をき も i 打扫を 長み si たを. einee 
some five years ago, 口 打 til if now 
ranks next to AmeneVe； in resx 巧が; i 
of t] 巧! gross £otaL it ミみ to be もな- 


irUo a iri おが; e coi ほ idera む 0 打 of the 
sub おが， and to elf が t any 过化 erAtios 化が n も te<l that: Jap 細 c exports to 


Baron な惭 isawa 化 P 巧 si おが 

南 ! が お！ が お pail S 郎閒 y 


Mr. U 打 dsay Hu が eU， Pr がが ent of 

the ^ apart Socie か， received the fol- 
lowing cablegram from Baron S お i- 

bu3 み wa: 

''Fear anti-J apane が bSils お Cali-i 


Wh が 巧が the Cal け orm’a Legi を 
kture が 卿々 1 が t to do 船 巧、 vills,! か r り ミ 江. wiU R が iously kijm’e わ&が-| 
there お a ma ながが 打 ano 打 ai 3 打い j だ onal good ^eiingb^ween-the わ v(>l 
port 沈 打が will 油 shouldnot.beli 纯 tly| 打-狂が ons. - Tru が Jap み n Sode が nse 
/ove"r!po たか！- It is the eomm が ciai good 0 巧 ices t 任 alWvi おぉ si 扣が おじ. 
-洩な 知 e 钟 o’rAmbnea; The ぶ miua!! 巧 户ぶが 達 かも est i，elieve om* anxiety." 

な' ぶ nc 打 Q- Japanese "trade a 地 ouiu 居 Mr. 爲 us が U ぶ ent the following 

知 2 解 GOO, (X れ yen; oi 巧- hiefa 143 - ’、: 卜 ep ミグ： . 

^：yW0,000 yen re を 巧 sen お the \，aU 也 0 到 ‘‘ Doing ぶ おが 抗 打を] po が i 為ん Cali- 
•Jape’s exp'oils to Amtjric み iu; じが or 归 ia ai け ono! り o 巧 s. Go: [期 d 钟 Que 苗- 
.. 8 も如 0 , 00 ひ that of imports; - Thosejtio 打 local. ぶ。わ が 嫌 ts: outside: お 1: が:-, 

化 e 獅 h- が ere が e,' - こ. ぶぉ1 ぴを . .Japan がを. . that; 


The 

YoKohama D 口 eeie 

Ba 地 Ltd* 

Auth 饥ミ zed Capital: Yen 48 , 000 .000 

- - K が が-\で Fu 打 d さ: u 巧) 1 巧が Yen 巧; 8 目- 0:000 - 

- HEAD OFFICE : YOKOHAMA 

B な‘ が なおな がり Agkngies . : 


ぶ e レ 0 注が れ ovmc 巧， ano a » a 

&patc!ieda-meinonuKhHn J 於 巧 fl を | 舒嘗 |1111 餐- 

紙。 a 芒 ご 紙，。 : 皆 1 ! 創驗 ! dliUiid 

* MO 

厕 剛国臟 j 
IN M: 

な顚 sy 即麵懿 i 

mi Eiigiisli 

Ik J が an 麵 g お臟 お； 

泛が t Ed 咨 Ksfe-Ja|ja 巧 ese 
Pubiicatio 打 i 打 Americsi^ --.： 


区 巧 s お 泣 2) re が aents in Yladiyostok 
: and ot お r iniponar 4 がえ c も s iii 於 9 か 
が an territory i 托 tb わ Far East, 110 w- 

Bver. hate 成 e 姐な xi ななが d the 民 us- 

ぶ a 打. authorities noC to e 幻 ter 化 in 化 e 
Gh を 、e き e p]、otest，.o 打 the ground that 
わ 3 view of th も を 0 か; も 蚕 3 むた 巧泣 が in 
the numberof Chinese irnnugrants; 

なみ: ikiaHy ぶ 与れ ling, dow。 in な 9s 号 iaii 
t が riiory. R ほが 姐 护 policy of 々が p 打 i- 
zati. りむ m おな i5t 占 nv A 朗 a w 姐 [ be e 打- 
が! で 心 む ustr み おも； It , お i 坪‘ posable 
i-or 玉む 3 が r なむを tc^ GomiDete successio リ y 
with the G 打 mese 1 化！) 0 だが •巧-. IJ 打 less, ' 

よ herei-ore， CLijnes を i 打] 节 iigrants -are 
completely excluded from the Rns- 

isia 打 で o.lopi 魄 こ. ミ 打 the 技 a が； the e ぶ- 
で an 拍〇 な of Ru が la 打 b ミ n かを East will 
prove a 打を 说 possd も ility. ■一： 

を T1 tlENTAL 画 EW ' 

file 解 潮 
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: 、vh な re む ほ も to 込 (laut thlit 

* ま or 打 ia mcid.e 打 t 巧 il! b が e ち Q. ぉ ri の. 巧 l-A ぉ鲜 ic 哗 puMic. is おが 1( お’. 

: effect 巧 か) n . か is- inuk i 細 ore 化 d 红 11 you c a 过わ all; か’ 右 がむ eme が •: 


Tokyo 
Nagasaki 
New York 
お ombay ’ 
王 iankow 
Kyojuu 


: Peidng ■ 

\む ぶ reii: (私 ) 
Ticbling. 

Osaka 
London 


ぶ an Francisco 
Ilongko 打 g . , 
衣 ewchwan 這：^ 
Li 江 oyang 
Antung- 玉-王 si だ じ 


Kobe 

Lyons 

•巧 G か >! 巧! な 
如疵 お、、 月 i 
.Tiont タミむ 


'4 


々た'. 


: :： m 巧を 
you 戦 だ 一' 
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襄閒題 解决策 

(ホ 前}. 

ぉ 本人は 米鹽ボ おねる の 資格な しと 

斷を して 嘯して 後 起つ わ 挑 H 虫 地 案； 
でを るな 上は、 目で 疑强中 じある H 

V : の 歸化權 が 最高な 悦 のが 决若 くは 

みを 手段 じ 化つ て認 まさるれば 姻州 

人が 據 つて おて 撰；！： 义 法の 唯】 武器 

どす る禪 もは 自 から 消嫉 し、 ± 撒 案 

がを 文じ歸 すると 共 じ、 H ホ賴 題の 

霜决は 自然 近いて ホる す あらぇ ィ」 い 

ふめが- 般岡 腺め 譲 論の 歸舊點 であ 

もやぅ じ 見へ る 、 k 口 輩は 巧 米 词赃の 

署展 策を して 縣た 日本 國 民が® がま 

ぶ處じ 他踊國 民ご词 等の 權剌 を認塞 

され、 轉 遇を 享受す る 爲じ歸 化 雄 獲 I 

胥は 最も 巧 要なる 率 ご 威ず る 一人で 

めろ 雨 かも ホ國じ がて 化 狼 利を 得 I 

れば R ホ 聞 難は 饒跃 される £ いふの 

は 甚だが 針で ゐるど 信ずる、 而己 な . 

すず么が爲じホ簡、 かくも爾郁の掷 

ぶ 遵 載は 乂最巧 友 磯に 澡じゴ 益々 が 

j 勢を が 加し、 觀 突、 .... 暴動、 な 茄甜邦 


| 突點 じ ぶ つ て 煩閣し つ { る る お國爲 | 

を 家の 活動 爲眞 でぁる、 おれば 縱を 

H 本人が 其 ま 娘を 貧いて 道理の 栽 翰^ 

じ 騰を觸 しホ國 じ' 於て 化か 國入 VJ 树 

等の 酸 利を 潑 得し 得た どしても H 米 

閒逛は 依然 V.. して 其舊 態を なめ. 好め 

である 0 

褒 らば】 锻词胞 が 殆んで 最後の 斷索 

なら ど 信ずる 巧め 歸化權 が 果して 尧 

く 獲得し 能 ふべき やを や ごい ふじと 

が愼 重なる 研 讚 熟慮を 要する 隅 題で 
をる、 論 ふ 迄 もな く 义嵐最 离を院 の 

がちは 學德聲 盛 兼ね 備 へた 人々 でを 
つて 化 最高 法院 じは 巧 政權の 侵入を i 
舒 さぶ 事 もぶ 疑は なかろぅ 、乍が 是 

寧の 人々 ピ雖も 悔理兩 がを 具ず る、 と 

香 等 ど 同じき ホ國の 人間で ぁる 事た 

j 記 臆せねば ならぬ、 おん や 日本人 じ 

歸化權 ぁ-^ ど斷 ずを 事は 其 同族の 一 

鄉 ホの ホ - 離を をを する のなる にが I 

てを やで ある、 おじ 寄々 が歸 化權爭 

哉を 提起ず 一るな 前に 大巧に 研游 せね i 

ばなら ぬ 雷要藥 巧は 従 巧み 舉擎上 


A のを 命が 產は侮 じ 不ま猜 除の 中 じ 確乎たるを 說 をき 曰 本人の 婦 源に 願 I 


お 及 お 南 色 等の 楠異を 化て 直 もじ •か、 ヨシ 之を 證據 立臀 る， と する も餘 
阔稱 族に あらず ピ斷 をし 離は ず 彼 I 化權ず 戴^が 决が嚴 後の 斷窠 じを ず I 
等は 奠の體 格 じがて は 寧ろ ま那人 ~ る 迄の 永き 歲 おの 間、 化然 VJ して 謹 
じ 類似せ る も 巧の 肉を じがて は 一 癒さるべき 排巧間 遞を抓 何じ始 ホす； 

般歐が 人ょ らも 黒き じ をらず 而し るか、 巧し 蟲 高を 除が 至を まずな も 
て 患を 上 じがけ る 白乂視 たる 熟語. 一視 間 仁 ホ義を 其碳ぶ どせ る 大患 掌 
の 正 礎なる 患が を 了 おし 能は ざる I の 精神を 酌み 歸化 法の 如き も 其鐵設 I 

をな て ^をおし て ま那人义 は 朝を 趣巧 じ がて 吾等 日 ネ人を辨ず る の 
鮮乂 ご稱す るが お < が然 たらしむ j 意な からし 事を 敲 してを 巧ぶ， 大 むる 
る 事 不可能な 辛、 彼等の 性 路上ょ 裁 斷を爲 ずの 意 あら ば-原 吿 たる 吾等 

らお 斷せば ァリ' ァン 稱族 にを かるの ホ 張は 案外 急速 じ 了せられ てを 淚 

べし、 を じ 化 等の 人々 はおを 人禪 むる 凱歌を 秦 する 事が 無い とも 殺 
じあらざる もの VJ 認め 歸化權 獲得ぬ のでみ ミ タ併么 はを 等 自身が 盤 

を 巧みす 云々- 目を 巧て 觀た 巧の 雜 測に 遊ぎ ない、 
な么お之 ^ . 最後の斷案が柯れの巧に歸舊ずザき 
「人 穂の 外形ぶ び 肉を の 相違を なは 天獨 ^ 之を 知る のみでる る 〇 ; 

て 直に， 树禪嫉 じ ホず ご 斷 をし 能は 普 輩の 歸化權 獲得 じ 願す る 意見は 太 I 

中」 耍 をの 如しで 郡ち 歸化權 を 爭設じ 南 一 
ィ」 いふ 点じが て 化 本人の' 歸化權 爭訟そ 獲得 せんどす るは 必ずしも U 义間 I 
て 有力の が 巧た る；：；. ザが お ホる かも 知 題を 解み するめ 根本 要義で ない ご ホ' 

れ りる る ものである (未完) 

_「 なじが 等の 人 かは 黄色 人 鞠 じあ 
バ^ も ミ 認を歸 化— 得を 制 1110 


遥かれ て 曰 米 閑 獲は 今 目じ隊 る鶴雜 

'だ. 闕題 どなる の 憂が るる、 巧 どなれ 

、ぶ B 本人 排 巧は 事 旣じ逆 狸の お 卿 じ 

‘ 許ぶ 巧 看 性質から がれ-人 閒 感情み 

發がじ 基 c 乂稀閒 題 どなつ て ホね か 

らで ぶる、 グ！ プ べ八卜 のかき、 身 j 

旨ら 直搂 學童閔 題じ當 り、 な郝 H 本 I 

人の 魔 產が磯 神前に 純然たる 米國乂 

ザを る 事を 熟知して 屑ながら 猶旦非 I 

科 化 說を媛 おして 自 b め 胸中 じ潑は 




る 人 蹄が 偏見を 覆 はん ど 試みて 居る I 讀抚 かずる ど 幾多の 疑点 じ 逢着 

感情 じ 基 <乂 補 的 偏見は を 敎道德 の 

敎 ゆる】 蔬柯 たのを 道から •打算して 

廢む ザき 巧でぁろぅ 、乍 併 善 じ まれ 

惡じ まれ* 社會 のを® じ 現 はれで 人 

j おの 喜！！ 哀樂じ 幾多の 變 化を おふる 

I 事 實は何 獲 法 も 事 賞で るる、 其 事 賞 I 

1 が 道理なる と游わ 不道理なる ごじ 逾 

j なく 再々 は么 を取抢 按排して Ifin ^ を 

が 上め 福剌 を® ら ねばならの、. ホ屬 I 

の 拂目賊 題は 道理に 帶 わん ど する B 

本 ど、"' 咸 儒の 越く 巧を おふさ ま實現 I 

j せん イー ずる 排日 派 ど 道理、 威 怡の衝 


最高 法 院が如 巧なる が 巧を です 一 
I 巧き がの 推測で をる、 . 先 遇の 日 ホ 遇 I 

報は 餘化權 爭訟を 諭ず る じ 當ら口 

グ が 事の 一波 斯 人に 輿へ たが ホ稠 

を引證 して 日本人は 白お乂 穂め】 湿 

たる 事、 かくど も 蒙古 乂禪じ 非ざる 

一事を 論じて ま 等が 先天的に ホ 國のホ j 

おねら 得べき 權 巧を 享 おすべき もの 

なる 事を ぶ 言し ね、 說め當 巧は . 暫時！ 

描いて 化が か 測なる ものを 巧 細 じ 熟 j 


ざる 巧らず 近 H 日本 巧 地を 旅 巧し 見 

る じ まだ 对 用せられ ざる - H 地 到る 處 I 

じが 6 斯る上 地を 開が しを 通 蓮輸の 
途を輔 くじ 於て は 向後 獨ゥ が國 ょら 
お 輸入を 賊 少し 繞 べきの みならず 或 _ 

は輸廚 をして 輸又じ 超 適せし むる じ 
至るな きをが せず 國の當 を おすの ぶ 

法は 輸街 工業を 隆盛なら しむる じ细 

<* はなし 予 はは 本 お 地を 旅 巧して エ 
葉の 著敷發 達し 殊に 諸 鞠 工業の ため 
獨 逸ょり 機械が 输 入され 工業の 黎達 
を 助けつ i ゐ るを- 智際じ 目 擊す をは 
衷爸 欣快に 雄へ ざるな り斯 のかく 巧 I 

碰の 工業 漸次 壤 達し 外國ょ ななる ベ 
く 不が要 口 § を輸乂 せを る やぅ じせば 

I 輸入 超逾 はかし で 恐る； じ をら ざら： 

ん ぶれで も あ 要 おじ 向つ て 迄ち 輸入 

を 化め を錢を おへ 路 くは みして 闕を 

香ます 所ぶ の途 じを' ‘0 今輸ん 超過に 

廳 がず g 本 じ岀巧 得る ものは 日本 じ 
て' 製 盤 イるミ ごし 斯て 漸次 蹄 工業の 
礎 i 達を 圖る 時は 必ずや 輸出 超 逊の時 

代 じ 到達し 得べ し 云々 


ザ排 0 難 案の 亂瀑 じ. して 條 約の 明 


こ、 


若し 最廣 法院の 見解が. 口！ fU 制 事 j 

ど廚樣 である VJ すれば 最後の が决は 

頗る 疑は しい 者 どなる ので ある、 吾^ 

I 業は 讀 港の 參考 どして 該巧决 例を 借 I 

席す る 

化 等の* < 々はま 那人じ も ず夕 

砸弗利 加 乂じも あらや、 おじ 本 法 

廷 じがて は 8 が 白 暂入な もやを 

やじよ、 りて 裁 巧 するめみ- < 歸化權 I 

じ賴し 我が 惠 をは 「白人」 云々 どを 

る も是れ 漫然ね る熬 語に して 人穗 

學上义 は 臀擧上 よら おれげ 其の 外 j 


じを つては 甚だ 惑は ざるを 得ない み 

でゐ る、 邸 も 白 か 黒 かが 斷の つかぬ 
アブ ヤン 族で ゐ るから 歸化權 を 典へ 

る、 併し 黄を 乂禪 には 餘化 樽を 巧へ 

れど剩 みした やぅ じ解釋 せられる の 

でみ る、 索ょり 最高 法 院ば尙 化 上 じ 

十二み の 研 绍を盡 の 巧き はぶ 然 であ 

るが ホ 國歸化 法の 條义 じある f コ 

ヶシャン 乂辄 若は アフリカ 人 穗の子 

が」 どゐる ものは 勢 ひ 口 本人 禪は巧 

人 穂じ屬 する かの 疑 おを 氷が す 巧き 

が耍を 生じ 最後の 巧决 はを 文の 解釋 j 

ょ^も 寧ろ 學隅 上の 疑 おじ 重きを 置 

かねば ならぬ ミ どなる かも 知れぬ の 

である、 香々 は 白 哲人 穗ど がみされ 

た ごて 別 じを 難 < も 何 どもない ので 

るるが 爭 謀の 論点 おじを じ をれば 數 I 

ほひ 吾々 日本人は 黄色 人禪 たぇ ミ那 I 

-<； どは をく 別物で るる 事を 證據 立つ 

るの 必要を 生ずる.、 私は 黃を 乂稱の 

やぅで 實は 諸君の 親戚で ゐ らまず、.' 


ごい 


©入超 恐る i じ 思らず (東 朝 所載 
商業 會議 巧に てが！ 二月 十四日が I 

銀 巧 樂會巧 じがて 懇親を を 開き 鶴濱 
駐化獨 逸 商務れ ドク トグ 、ノィ 
ス テグ 巧の 溃說 あ-^ たら 巧 大要 如ぶ j 
本の 骄閒 紙を おめ を ホ おの 論 
調を おる じ 何れも 輸入は 輸出 じ 超 遊 

し國家 經濟の 前を 甚だ 寒必 すべし 
て 悲觀し 居る が 如き も 欺る 適 勢は 鶴： 

恶 じても 今 ょら ニ ミ： 自重 邮 じがて な： 

么當時 幾多の 經濟 家が 邦家の 前途 じ 

I 付褒 慮を 抱を たら ご 雞是れ 畢覚物 鹿 . I 

騒濟 ょらを 錢經濟 じ 移らん ごず る 遊 

I 渡脉化 じがて 當然到 ホすべき 現象 じ 

- 適ぎ ざれば 敢て憂 ふる じ おらざる な 

獨逸經 濟學乂 家 フブ； ドリ ツ- 

ユ ストは 國 家の 當を おすは を錢を j 
赔蓄 する じゐら ずを を 樹 をを ホ おじ 

開が して 永久 的收 入を 國 るの 策を ぶ 

つる じあり と說き 現じ 獨 逸の がきは 

化 方針に よらて 進み ク ー. あら 化 点よ 

H 本の 賓易 まを 一覺 する に 携頭第 I 


ふのは 聊か 潑 稽じ頻 する わ 結 滴 || 吾人の 目 じ 映ず るは 


I 斯ふ言 ふ 必要 じ おられて がるので あ 

る、 吾々 は 巧を なて 之を 證據 立てる j 



. ，し， 


あ をな 品の 輸入の 大 なる 事 じあ 

を活 品なる ものは お潰され 霉を もを 


を' の 時々 

r キ-ゥ - 

...’ 。 卢请夕 .亡 护 一 お； W 哉' 清ぶ 一一 .ぃ 卜 

待つ をな 巧らず ちを 化ぶ. し 0 
厳 L きま i じ 口笛を 吹/'. 

G . 

雨 Ab お < 主の 香 花の 巧 ひ 
ぉ。 練習の 揚績 < 途. 
d 

金を の 朝日が し乂る 窓際に 

ブ リユ； ジゴ} ご 巧 ビン 

逐 ひつ 遂 はれ つ 
伞歲 みら 親み し 湖 や 野 じず 
則れ 衍く巧 あ 置 情な からん や 
爐 のがれ じ 巧 さわ 應. 

•化 も名殘 の一爭 
. ; が 

別れが く. 後の 必じ <ら ベみ ク 

寂しく も お ふ 人 や 巧 や 湖 


支 じ 違反せ る 点じ 對 しては お 獻 整々 

たるが 議ピ 要求 どを 繼攒ホ 狼す' ベし 
マ 半途 じしで 巧 巧の 抗議を 撤がし 
要 あを が 楽す るが 如き 拙劣な をが を 

は爲游 巧太雕 化を 胎す もが 也缓 御を 
▼腰 おを がの ホ 入を お致しで 拂 H 
じ對 する 所見を 述-べ 最後め ず 段 ごし 
.ては 之を 本人の な 必じ間 はんと 曰 ふ 
►が 誰. 基督 敎ホ義 の お 本的觀 念た 
る宫お 博愛の 楠 壌を 謀 僧 せんが 爲め 
排口蓮 働を 指摘せられ ては ゲャ藥 
A 按么 ■排 H 思想の 粮抵 じが 人 郡 間 I 

題い 橫 はるゐら 如何にして 解 决を吿 
ぐべ‘ き 乎に 實じ當 巧の 藍 大閒趨 な 
►到底 譚常 一様の 覺 おを 0 てして f 
は 溶 易じ雕 かすべき じみらず 如かす 
I 冷靜 じを つ棱熏 じ 考巖研 讚 せんじは 
マ お和黨 々勢 换闽の 方略を まめて 

を ±盡 巧の' 惹氣を 巧さん どす 然れ基 

お然 W して 速 ホ 十； 巧を 奉ずる は閒違 

A 巧々 翁 達 夫よ 巧は 法嘗 をの 大ぶ 
どして な 兼ず ベ <决 しで 政黨 ©首領 _ 

としで 力戰 する の 器 じ るらざる な 
マ 若 夫 新進の 雜爾遜 巧. こ. 相 對瞒し 
を猴 なる 邀ぶ ごな 離熙 せんど 欲せば 
ホ强歧 みの 化 明た るグ！ 卜 巧を 巧 お 
I V 裳が は曹 繰た： て 維 巧は な權化 
; も 達 氏は 劉 備に 似て 非なる 當漢の 
ザ® ん ザせば が 潮備 巧乳诞 最灣 

幸な お； 狭 西に 於 巧る' 獨人你 お歌传 

. C じ 國隙上 か閒題 どなる じ 至' こぶ 猿 
，か强 ならざる 棘 端の •國 をは 必が千 萬 

ザ 神経過敏なる 欧州め 外を を 11 之 

が 爲めぃ た あじ お獲の 禪 ずを 增し瓦 じ 
武 裳の ホ おを 嗯ふ かじが 殺せら ぶ搔 j 
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j 參加鄉 益々 顯 離^ 

撰 商 都、 サ j H 發電 
1 拿々 郝お 上院の 議避 どなを、 を 田ぶ 

挺の 嚴 簾を 國務獅 哉 雷を あの 働吿じ 
; よ- 疆 間め 谦决 '延期 どなら おも ± 

地' 樂は今 適を 巧て 最後め 訝 諮に 隙せ 
ぶ.' る iivj をら、 夕歎 黛ん 首領 巧簿 

な縣 難の 上下 挽の 畿巧 しれる ものよ 

あじ 一曆瞻 酷なる 萊 ホ 人排ホ 案を 
あ 遇せし むる 事 じ K 致した る ダ r 畿 I 
員の 富 巧 じよれば 條 化を はが 樂 ねる 

クム ソシ '、'パー ブネ； グ去 でよ-^ を然 I 

穂當 なる 用谣 をが な 去ろ'、 學じ ぶの' I 

一ー ヴ倘 鞭を. 幾； 止 覆 目を 巧て 之に 化へ 

化ピ ずる もめな りご 

i .1 、 あお どな 和の 寶 あなき 外 國ん 'は 

'加が じがで ー ヶ年化 上 十； 地を 所 お 

.すを 拳 能は ず'-. 

一、 市 おどなる め赞婚 なきみ 顏人ボ 

; 適 半 歎み 上み 株を を 所 おす も 翁 群 

/- は. ー ダが な 上と 规を 所有す る 事を 

僞 ホ； 

もじ 對し投 ホ 黨雜賛 等ぶ r 巧 议享な 

違 付 ざぶ み 屬乂共 ザ碱ぶ 字を 除去せ 

を S 發ぶづ おみ 非 I を V . ぶ，^, 古 一';; 与. 

A がが 細 柴な皆 春 證敏获 .ご 加 巧知 歌， 

ン 3 ン ソン 巧 ば排け 古地 窠じ 觸ム里 

.人-巧 其鲁 署を發 あしね 屯！！： く 

V 加测 入は 出 地窠か 逆邀ダ 何な じ帮 

- 造め 唁騷を おき 苛 邦を をく る じち 

b 直つ 班 あぶなる 城ぶ 的 岡 逆々 慰 

膝 ふめ 卸 題 ど，‘ レ； て紋 扱に る-^ じを 

' .しかを'— 解す る じ 皆む 者なら、 

- 加卿講 貪は 中央政府 ぶび 他 如ゲ巧 

した も 一打 爲な 上、 何等 陶際條 約の 

'.違反. を 嗽て せんど 試む るに ょ U 非 や 

.約. 言 すれげ 他 巧 じがて 円曲に 赏お 

r せられ 些少め 疑 聞 だ もなか もし 盤 

がな 刺 じがでの み條約 違反、 國を _ 

'侵醬 等の 批評を せ受せ さるべ か 

..ざを かに 巧り.... 

ん はな 下 化え を 衆 慰の 法潍ボ 明か じ 

おは 權 じき 溝の 主 地所' 巧が を 巧認し 

I 化る 襄を說 き； 2 梅に アリ ダナ、. ヮシ 

シ トン、' バ . 9 乂 イス* ミネソタ、 

麻ツ .ソブ ー、- ケ： N タツ キ ー 、オクラ ホ 

マ 諸が ダ词 機© を萍を 測を し 腊るじ 

單 b 加 卿の み 化 巧 施權を 除外 せらる 

; は 其 だ 奇怪 U 不堪 ど 論じ、 H 本の 

外人 出 地權じ 論及 せら • . 

で 化な 十 年 迄 口 本は み 人 ' A 城が 有 

がに 爛し 礎ず たるを 规を おせず 驻 

つ々 口 じ 至る も 猫ぶ 實 施を 見る じ 

'を もざる な^ (啤 略). 

一一が が 難 會のホ 股 どす ゐ 巧は、 加州 

i のをを ご 人 おのが 羅じ對 してが 要. 
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が 目的に 準 やる 法案の： 通 遇 ミ實巧 
ピは柯 等の 妾が 偏 选を巧 ゆる 事な 

く' して 冷靜 、を ホ じ 避 慮 せらる 可 
きものた' 9 を々'.. 

A 排扫 案と 懿 員の 閔答 
一間 拂せ .え 地 窠げ旨 的は」 体柯 でぁ 
えす か 

嘗蚕夕 の大隸 ひな H 本人を 追彿ふ 
のでを 古ます.. - - 
j 諮： ホれ にや* をぅ 朗 かじ 言つ たら； 

蕾 かみを ぅなら 巧です ダ 
奪 ィー ャ夾れ ぶち 那人拂 巧の 經驗か 
ら鄭 おした のホ縣 禪め國 おを 排斥： 

ずぶ VJ いふ 事は 高等 法院ダ 承認し 

ませぬ から 

厨. 君は H 本人を 排巧 ずるめ ず 目的 

とを はれる ダ 然らぶ 傅 故'' 「'ホ お權^ 

がき 者は J を嘗 入れな' いのでず か 

矢 酸 も ホれ も 宿 等法院 から やられ！ 

まず かね . 

，笞 ソン ナ 事は ないど 葛へ ます ダ 

夫れ ダ 巧 少し 危験 なのです、 おは 

守成を 險 が 避けたい ホでして 殊に 

其 巧 匙は ぶ 本' ピみ 飯带が 趣 突し ま I 

-W か赛 - ツ イ - . こ -.. と '?’-'-'.'/-^、- 

A 排 H " 歎 か 藤 等 加が 上 捉議貧 ダ 

夕は歐 卿 人め がが じ 於け を藥 業に' 影 


み國 人の 主 化 巧 おを 禁 せん ピ 欲せ 
ばを を 秘 ㈱ 並 じ 日本の 炼ら 旅れ る j 

ホ 針 ど 厨 横の 方法 じぉづ 可く みし； 

て犹 譲を < は錄 間を 巧む の餘 地を 
をせ しむす からず、.， み國 を じ對し 
て 漏 頗 なる 差 别ぶ糧 くは 魄 R て國 
隙 解 紛議を 招/、 所な. な b 
ネダ 本が じ關 して 誠實 なる 巧 織を 

きすを 穗 をは、 鹽绿お 政を を廳巻 

としっ 化 挽 證を爲 ずの 自己め 義務^ 

なる 事を 感ずる ガ爲 なら、 若しが 

巧 人民、 畿會並 じが 知事 じして 化 

抗議を 無視す る ダ 如き 事め ちんか 

をれ 留 家み あ擧ご 事態の 最も 重大 

なる 事を 看 おせざる め 致す 所な 
这 言； はん VJ 欲す 

す 日本め 態度 (廿 一 H 東京 發锻) 签 

泉なる 姻 がの 態度は 明か じ 目 本の か 

面を 侮臀 せる ものな b とて 前： a 來一 
般 め数蟲 甚だしから しも 目下 較ゃ鎭 

辭じ歸 しみ 管. 观巧 上驗の 態度 か 何を 
I がちつ！ ぁむ、 がが が じ實業 脚は 極 
I 力無 課なる 運 働ぶ 妨 ザん ど證力 中な 
る ボ對外 硬， を增 ふる 少数を がの 目的 
はお 纔じ乘 じち 現 巧 閣を辩 すじを る 
の.. かし ご 雖も證 初殺尴 なる 論調 一 
を 用る たる 諸 新聞紙 さへ 穏健なる 筆 


て？. . 

H 本人は 化ての 絲據 3 原® じり 

丽しゴ 化紛巧 ょら 遣る— め 途はリ ハ 

u 本人ょ b 求む るみ 外な し^ 彼锭 

を 耕 巧' せん ピ して 却つ て 歐脚人 じ 

反勒 する 法 錐を-がるは 藍め 梅* る 

のみならず、 加が のを 達 じ 資せら 

れつ j みる 敦モ萬 弗の 歓卵赞 本を 

州 外に 排 する ボ姑 きは 吾等み 能は 

ざな 所 なれぶ 其 化 ^ じな をり 本人 

をが するな ゥ iM 々 

讓 大統領の 直接 

抗議. 

如 巧の 態度 益々 斌强 じし ゴ 形勢 頗る 

I 験惡の 化を 空し ホ 6 しを 巧て 大統領 一 

クィ グ ソン 巧は 去サ ニ a 大嬰 左の 如 

I き 擲吿齊 をが 贿 知事 じ 送な 其 巧筹全 

促 かした b . 

子は 加州 人民、 議轉 おじ 加 巧知 窜 

が 如何なる 肇 極み 下に も 親善な 

國 をを 雜特 しつ ミ ある 友が に 願し 

中灾玻 がを 闽 難の 地 泣 じ 瞬 入らし 

め おくは 條お 上め 義嫁じ 願して 翊 

家め を 奪ど戚 信を 誤く る ダ 想を 事 

無き を 儀 せんど 欲す'’ 


ン ソン 巧のを ふが おく 他贿 じが 
て 外人の. ± 地所を を 禁ずる 法律な ゐ 
I れ どもを 等のを 俾は實 驗じ應 用され 
烏らず r 外鹽 入は 齒巧 到る 巧に' 尘魄' 

を 所がし 得るなら なじ 加が が 該拂巧 
をを 通疆 ずる ごも 何等の 効力な かる 
哥< 、吾人は 太 統領が 化 ザリケ 


なじを 义か 去を 巧を 郝禪 I 


グ タィ ムツ‘ 

に 於け を を， 旣触巧 あよ 地め 面賴ゅ 襟； 

クー 方 お モ英祖 じ 逆ぎ ざる 幕を び ぉ 
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夕く呵 ら ざる 巧な を 述べ 旨み-も おを™ ザ 

I 辯る 丈 本會の 發麗じ 努力すべし ど馨； 

ひて 薛 擅し、 家ホ憐 丈は 特 意の 快 辯 I 
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j 鼓資 案を 鞭顚 織觀 

I ▲山 本 首 楠 葵上 化 本 絕现ホ 括は み， 

H を 巧加贿 々•曾 じ 於け る拂目 樂じ爛 I 

ム委瓣 葵 ふす る 所 あ 卜/ わな.、 


朵 鑛說會 の盛况 


旣 


敬 靑年會 縮に あける 島 田. 郞服部 綾 

I 雄截 橋を 學樽ホ 等 ま 催の 演說 倉は 非： 

常なる 盛を じして 蘆政擁 講大禽 ぉ 時 

I め ホ 致 ど 相似た-り 

丕婚說 ぶ决龜 .を 演說會 じがけ るが 

辩 ± の姨燕 はがれ. も强烈 じ米國 人の 

横 黎を礙 らし 聽をじ 非， 常なる 感踰 を； 

おへた . 〇决 難文 要領 左め 细 L 

、化 如々 を じがけ る拂 リ窠 はす 

をなら 

1 .:; ' 一、 が 朔巧の a 本 A む對 'する あ 蓋 

' お '人道の 殻なら 

" 一、 を 衆闡段 のな あを 化す ' ' 

去 宵 業： 皆蒂 報朗讀 .鐵を 溃說會 め 席 

了袭灌 實業會 ょ V 島图 さ 疵巧じ 宛て 

I たる 電報を が講 しおる が 化 時 滿煤抽 

棄媽采 ザな 

羊 狼 < 脅み' な 潑黃山 硫氏蠻 の忠お 

京卽眞 を ザる . 浪人 ' 貪 比 今夕 加が々 轉： 

.巧 排巧 索じ對 し强秘 なる 巧畿 をな せ 


巧 


進 讓據錐 II 善 主 ぉ 

げ题 巧舘じ 於て 駒 催せら るべき 範ホ 


一' 班を 鞭す る じを るべ.^ 野 名’ 了の 

麻厨邮 を擧れ ば' - 

A : 巧 煩 前 外が 日 ふ 

擦嚴惠 腐燦欽 めみ じで 解决を 計る は 

携を くして 益 少し 寧ろが 義じ訴 へて 
を おの 解 狭を 求む る じ 若かず.： 

處縛击 ホ 廣重錐 巧 円 

< 米 人 じして 人道を 無 磯せば 吾れ ホ 

遂に 狱視 する のかな し 殊に 化 際 外柔： 

的の 外を を 投て规 辱 的 譲 ホを なさ ば 
加 測を 留商胞 の 運命の みならず 其 露 

驚 響は 政 もじ 無奈 蛇な び 

- jg ホ じ も 飛火し が乂 潘か發 をの； 

ぶ 磯は'' 蚕 化 弦よ^ 破繫 せらる にき 

る ザし 

矣都 築馨ぶ 劈' は 事を 

に まつて は ザぶ 榮 おー ィ コットの み 

じ途 なし ど發議 せら' 

太平洋 會趟つ 

I 膊樹 H じを を吿げ ホれ る爲め おが ホ； 

會員始 一 齊じ驟 起しで； 時 摘 解 巧の. 爲 

め奔 をを 瞒始 せら. '' ; 一"： な':' 


磯 7 鑛說 會：. 

.四せ 十六 n 東を 潑電 
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一- 


商 化、 I 服 部 綾雄、 館々 木 照 山、 粮ホ 

I 敝么 等を， 柳め ごし 十' ニ ミ あの 辯 十； お I 

漓 ずべ <聽 衆は 約 一 萬 人 た 止 

な V を 嫌を なら 

足 高 橋' 博 i 意見が 

|ホ.岡胞 め 實输じ 最 も能< 通 せ る 法學 

I 博 去 問 橋が 衛 S 刻下 Q 間谭が 

i 永遠に， 解决ミ C は歸 I 

15 ^^^ 獲お 巧を-最も 加 要な b ご 

蛋 曝す 省 叶 - 

今 贿業會 講所聯 を 大を 巧る 二十 一. 一一 

\ 円 を齒商 紫を 議巧聯 を 大食を 東京 じ 

I がて 闢摧 し對米 問題 じ翩し 協議す る 

一處 あるべ し- 

ん 山 旧 随±條 約 論. 靑 が會舘 一演說 

巧 じがて 法 學搏尘 山 田 一二郎 氏は 上 畑 

一策で 現 巧り 义條 おどが 關 孫を 論じ 權 

莉侵 おな 6 ぶ あ 狼せ り • 

; 盛 諸 お ± の轉 局游呀 

1 輿論の 1 班を がるべし 與論 沸 際 

j 朝 巧 等しく を應 せる 中 じ 於て 與論の 


き 聽衆攘 巧じ滿 もて 立雜 の 餘 地な < 

法舉憐'た山圏二郞^劇隣法專間あ)化 

鑛 十一 烏 曲 吉郞 、間 管が 傅、 脈 部 媛 雄 

藤 お 傑 雄、 觀巧木 巧齿の 諸氏 太に 盤 

艰を振 ゥて聽 衆を 跋勵 みしめ あ 義人^ 

道め 名み を 0 て义 人の な错を 化がず 

が議を おし 义を雞 實樂會 よ 6 到着し， 

たる 電報を 競み 卜； げ會衆 一 罔は^ 
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.ご.， ホ國の 一部 じがて H 本" じ 避 

がが じ 多少の 巧感 あるは 波 俯の 懲 j 

域 VJ ずるが じして 萬 i ' 是ザ 爲帝國 
廣おの權利利益ダ-不當じ優嘗せら^ 

れぶ とする ガ かき 燒をゐ らば. 政が I 

.はみ ず 上盡し 得らる 可を 適當 のず 1 

段に 燕へ 是ボ防 議じ顚 し 努力す る 

じ臀攘 せざる べきは 娜證 なり 丽し 

でホ闡 をが ダ 巧あ當 の： 玉 張 じ對し 

常 じ 誠意を なで 考量を 輿へ ホれ る 
の 事 實が本 大度の 深く 該 とする ぶ 

なら.- 夕 

一ニ ホ 慶へ轉 入す るの 目的を おき 

墨 國顯へ ぜんとし を < は 明に がの 
虞 ある 着に 對ん ては 政が は 質 巧 第 
1 じ 慰す る 答 辯の 趣替 じょ 6 尙么 

を 制限す もの 必要を 認 むる も 其其 
然ら ざるを じ逊 しては 必ずしもた I 

を 抑 劇す るの 惹思 なし 
四な がは 义國欧 がの 當扇蒂 じを 一 

化 ある も 雨 國の關 係 じ 何等の 塞異 
をを ずる もの あらざる を雖 偉す 丽 
して 我 邦人め が 外潑展 をな て 邦‘ 家 

念 務め-一一な もど 認 むる 點じ於 ては 
潭閱考 ど 犬 體じ妓 て 所 息を 阔じ 
ずを ものな b 


♦日 蒂閣お 會劍立 世を のを か 東が 一 

ぷ大教 上 日支齒 おの 輯睦益 其のぶ 要 

を鄉へ 巧れ らど 鬼し 乂養毅 、頭 山滿 

淸滿奎 を •一二 船 梧 機、 お綺巧 雄、 乂 

々立 己 •山 座 圆乂郞 、野 旧 卯 太郞、 
寺 尾を、； 化义變 、胡務 、夏 之 時其夕 

他 諸が の發 あじて 化 度 日榮民 會を规 
化する 事 ど‘ な. ら S 巧せ 六 H 會 お五镜 
鞭を 發 表したら- 


蠻中野 巧の 奔走 

會米間 志 曾 潮 會長中 巧 武營 巧は 昨 目 

ill 弄 物 建— 横鑽お 

金銀 巧 高 旧 蘭— を 

潰 船會强 を歷訪 してを ホ國じ 於る ぶ^ 

化 じ 蕾 級を 發し大 じが 辨 々會 ± 地 案 

城 化の 爲に說 力すべき 樣巧 頼せられ 

たし ピ中兹 みた：--' 

鑛各 新聞社 じ 受涉' 

旧' ホ 間 志 曾に 於て は 本 白 を 新聞社の^ 

巧滚濟ど會見し加渊々會-^^地案じ關， 

する 態度 じ 就て 祿議 したる ガ柯れ も， 

意志 疏 通し 一致して 化を の巧掛 をな 

す 事と 决 した わ 
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口 本人の ホ國 にん 國 する 權利 I 化 どして 眼 部 繰が 氏 巧 巧 渡米ず る 事 

は H 本 逆商條 約の おぶ 上歐 洲諸國 I じ决す 

人 じ 比し 何等かを 等；，* し然れ どん 

政が は H 义雨鹽 威を の- K , 廚じ 鑑み： 

巧勞働 者义國 渡航 じ縣し 唐る 制限 

が 嫌を 加 ふるが 要を 認め 過去 數带 一_ 十郎 氏、 神み 氏 等のを じは 今朝 义國 I だ 調べる 鈴 化. ガゐる 壁なる じ 苛め あ 


♦ザ— 菊— か 事 逝く t 屯 憑 を野縣 知： 

事 千 葉 真 幹 巧は I 二ち ホ 六日 同縣師 縮. 

學 校を 業 まじ 鶴み 歸宅 後を 倒せし ガ 
遂に 書 効な く 逝 おせり > 全 ハ 十二 
尙 葬儀は 间サか B 後云膊 弦踩巧 おぶ 

運動 攘 じがて 神 まを 0 て 執 巧せられ 
だ 白. 


參等 野闽苹 巧屬民 新聞 祖 理事を 野 
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鸠旧 一二郎 巧、 大橋 新柬郞 氏、 挪 越を 商人 じなる ピ 誰瑶ボ 緩に— てま だま 


♦親 お 鬼み 諫ホ 

A ホ寶 商人の 不苹 

兢あ漫 の 巧錄課 ホは いつもの ことに 
て銜 工業 者 ど稅を 逆とは . マ>'-- で 敵阔 
•エご 思 ふが 態な り、 ず 年 も 紙に 營業 
琼 のがを を 終む 磯 薇して 居れ 商 A ボ 
口/、 むがを しかけた から 去 ザょ 
はお 線ボ 巧い ィ」 て自暧 らしく 吹聴- 

を なし 居れ ど 其實は 例に 化つ て 側の 
茹 i 巧め がし： を 腺な しじ 誤 巧 標傘请 
を雜ら とげたり、 されば 小 貴 荫乂じ 
して 吉 四を 煎じ 兰 四千 圓の黃 上長ぶ 

屑け 居た もちの もがる 累進め 形どな 
も 今年は！ 巧 膊の赌 出を 强 ひらる； 
どる ふ 調子、 これ も を 懇切 じ 巫 

調べた 上資 上ぶ 寶際 ソン ホを る も 

の W るふ 事を 譲め てからの こどな か 

ばを も 巧、 商 也'; の！^ は 頸から 倩 巧 I 

か 出 巧ぬ どて 取を は ホ唯稅 あを ダ璋 

の 飾ら ホ や 商晶か 現在高 泣を グット I 

脫んだ \ けで コグ ，は 何千 圓 コンけ を 

巧 劇 VJ 决 めて 了 ひ-.- 如啊じ 口を 酸く し i 

て陳 辯しても ザに せ や 結局 蘭人は 税 

金を^ 力る ため 商資 をして 席. る じ 避 

ぎず 肝腎 身 じつく 敕入ガ なきた め 巧 I 

黛--- じ 衆產ぶ 晦な盡 く-^ ^ ー ザ 巧.'* ダ 

多く 中には 么ガ爲 宫簾宮 索と なら 北 

:海や 堂 筒巧瑞 じ巧乂 して 一攫千金の 

睹を 試みな L きは 搞邮病 おどなる が 

あ：^ かか も 却て 五 方圆巧 上の 卸ホ宣 
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参 擁母鹽 訪間國 
; がて出本秀造を 

i に 答 ふ 

r ま 催 港 ' がを ず 
現ゲを 地の なホ祠 胸間 じ開囉 されつ 

i ぁる ゆ 國誌問 観は H 极勞働 ど賠蕾 j 

他 じ 阿 等の 趣が なき 生活 


-よ 


巧を 刹ぎ 嚴も祗 簾なる 费用 にて 

か |' 一 かしき 父を、 穀 しきな 舊 を訪づ れん 


み 


白 


一一 


j ど窠ふ 人々 の爲め 旅券で 附乂 屬ホ續 

j 等穗 々なる 面倒な くを あじ 歸 米し' 得 

客の 目的 じよら 银織 さる-' 港 じし 

第 他度搂 間接 脚 員の. 巧 益すべき 點欺 

力ら さる はなてを の縷 々設 明す るの 

感 要な く讀 をの 己 じ 了知ず る處 じし 

ぞ 過般 西部 じ 於け る 誠 問 蝴の义 々的 

I 成功は 蓋し 化 間の 消息を 物語る じ 遺 

齒 なきを を 信ずる ものな- c '、 されは 

柯 人に でも 翻 体 規定の 陶续を 納入せ 

な盘 もじ 轉員 たるの 資格を 認をさ & 

'ものなる べしと 苗 化 する もの あるべ 

苗-も 其は をし き 早 討 じして ずの 賓を 

なる 本紙の 餘 白を た ひ 加入 着 じ 告白 

一 せんとす る 所 巧の ちの-じを におす 


. 1 ブずゃ 薄； 敵が， 才を堪 みず あを 諸を 巧. 切 

をなる 擲皆 じを き， 學巧間 滞を 中 ふとせ 

. るか 圖ぶ闊 ドを 讓 i ? ; 當每 。先 i 

^ 女 的 地 4 領 おおのが 体し 對 する 覚茵. 

を 剛’き ホる 丄 大体の ホ 到を みぶ レ祠 

•時し 化 乐次戚 巧を 奏せし シャ！ トグ- 

巧 间巧間 碑す .^ 者 おかんる ふは r 

る 化か 的 間柄？ 占る ダ、 し < マ も 

奔せ づ朗餘 胡の 際 （がけるな 闡 朝野 

一月み もみ 渡領 もな の W 負か 披 

■■な 中 W 賴貞資 も 今 ども / 。 色を'' とし 

脏 をし.^ る L 1 巧 公な - が-^ 滤誌遇 

n: の 信た ろが 翰し ょ b 巧み 的闽 答を 

'I ちせ' られ たを 日 一ぐ 

一 I が 巧は 掛員 一资 おを がする 

ザい 旅券 下 附お赖 し 句， はがみせ 

則 体し 一緻 じして T 附 ずる 方針な 


領带 おの 意見 ご 如 - H の S 項を 參照耕 

爾 0 て圣 体の そがを 確を せし ちの な 

- 霞)’ 




誇 

丸 


I 


% 


〇 ぶ湛領 舘 し」 はか 當 のを あを 

f 。 をし はお 巧 i 巧た ぞ巧 1 る 巧 


一一、 本ず ^ 山 お 一を な * C ち、 し 

叙を 一を 閒雜翊 畴卵も おかへ パ 巧 

h お萨 J~ 1 . 巧 永を じ録 執せば 徵 ぶ： 

A i よ顯 巧す ふく 隨つ \ おみ i 耐も 


ながし 威 L - -J らち 朝 まは 十 nw 护 




じ' 鮮省婚 をぉ氣 にを 出べ きらめ どす 

W 丄し t リ稱 パト 薛ぞ业 i が入署 いお 

卜」 しがを 熟 金ず、 きをを も 巧 し， 

一 r の 巧 阳ダ おがす るし 巧 b をが 地 か 


蠢慘な 4 測の 同； 

A 殘 酷を 極む る 白人の 道 害 
♦ 离野 山の 布敎郝 ごして 西 ホ 利亞か ^ 
ら亞 細亟を 地を 巡歷し 日本人では 今 I 

を 殆んど 其 巧を 試みた 事の ない 西 I 

療 州を 廻っ で 五 年 振ら じ 化程歸 朝 . 

止 福 島 化 一 T a ホ 島島 憲 巧は 長 
問 到ぶ 處で遠 集ムて 巧た 丈 九 巧餘も 

める 經の劍 製 だの ニユ ギニア 主人の 

营 でが' へた 矢 だの 一一 一十 餘穗の 珍奇な 

顿を 見せな 力ら しろんな 話を しね 
苗 現今 世界ず 巧處へ 巧っても 强細亞 

人 疎な じ 日本 - <* ま那人 WL へは 頭 一 

から 拽巧 されて 居る々 湊师じ 巧け る 

巧 猿は 殆ん ど殘 酷を 極めた もので 了 

废 一昨年の 十 巧の 末 巧が 亞細 お© 辰 

遊を 終へ て お嘉坡 から 巧 藻 刹の ブ 1 

ム へだ 船じ乘 つね、 化 船貨が 巧ぅ だ 

ごい ふと 巧 板が 六十 圆 、下等が 八十； 

闕 、上等が 茵二 寸圓で をれ が强總 盛 . 

人 だ ど 巧 板で 巧 圓 、.可 等で 巧 五十 圏 

而 して 上等 じは 酷 細 盛 人は 乘る 資格： 

ないど：； .. ろ . て乘 せな L 、 をれ から 

巧地を索いで ア バ ' 二 ！お藩から篷 

棘し み ふ ミ 田 ふと 亞娜 なんと 見れ -i 

館員 だ ど 富つ て秉 せぬ 滿貸處 かむ 客 I 

は ミを り i しかを つてがない 一 

濛渊じ A を 約 与 卞の間 胞が巧 稼いで 

、みの 中 クイン スラン ドの 農國 i 

におる 約 千 人は 带治 1 -M 十 年な 前 

おした だ薛 でを じを 何 巧 ま 

糾レ i 


は ホる モ化 巧が 伞 迄には を瀑浏 から 

厭 ふべき 藍 棚亟乂 を驅逐 してな 舞 ふ 
の だど簇 言して をる - 


參難 技手 入用 • 

緩 影 じ 巧みに して 英誇會 話に 達した 
る お 娜义 巧、 技髓 熟達の 方 じは 高給 

を ザし ' 

希望者は 下名へ 

面 巧 八 お 一丄こ 

菊 池 寫眞師 私を 


A 蒂 書 ， 

•平和と 戰爭 

巧 住. 生 

澡 腐なる 牢恥說 は 御を、 ず 和は 女性 

の聲 、進が の氣 象じ滿 てる 目 東男 半 
のをれ じ ホ 乎と 或 者は 中 さる 巧し、 
をは 戰爭 を截る 3 じ あららず 人類 進 一 
化の 醉路 どして ム L を 得す ごせ じ U 

本人 踊の 自殺、 ホ. ちを 民の む 滅〇も 

ど せん 0 され ごを なし、 人間 
氷义じ 馬鹿 じは あらず 必 や早轉 を 人 

の 巧 想は 賞 現せら れん、 一然ら せら 
つ！ あら、 現义駿 な 麻の 如きは 最も 

能き^^^なら 

を時雲のま巧は帝國ホ義じ を-:^、 
淸、 H 銘の 戰夕然 b 南阿の をれ が 

、伊 i のをれ かも、 西乂 のをれ 然 - 

、驅 稅は該 主義の 城雙 なり 然 らば 

如が にして を 國ま 蒙を 巧け 人顯截 

苦の 粮を麟 つ 可き をを 求む. べき や 、' 

が 腿 ホ幾是 なり 武 語に 巧 ふるに 强觀 

一中 立 裁が をれ な も、 化 業ね る やが 嘴 

み 巧 力を 霎す 

逊去牛 世が、 日本を 給 かせし もめは 

東 鄕大縣 で.。 ら き、 乃木大 おでな 6 


I 巧の おきは 誠に 述 日本 まなを 王義の 

先頭 ど おすす きな， > 、腐く ば 專び吞 
をし > し 茫を觀 遮を しむる 匆 が、 •也 
乂必日 本人は 米鹽 の呂ネ 人な を 、' 專 I 

人の 依頼ず べきは ほ 本 ああに ホして 


き- 


今後の 某は 文擧 、學 術 、 S 

すえ 事な お 巧る が 化の I の ホ か 道を 逆 過せ ねばならね、 偏が 


ニー：； 人は 年期 奉を 神綠で をれ か濟か 

は 唯の 一 りだつて 讀 かない 〇 ' ホ值權 

め ある モ人 でも 權 巧は 自今 だけで 巧 

埋 から も± A から も‘ 更じ白 人から も 

がして 妻を 嫁る こピを 許さむ V はか 


々か 巳 じ 巧 地ぶ ‘ ゐる裝 子 ずら！： ぶ . 


V 」 はお ホない ' . 

而もを のを 活の 悲惨な を どいつたら 

賞 じ 目 も當 てられない、 ブグ ，トムは 

眞珠 なおの = 本人が す人餘 b も 居る 

を る ® ィ诗 位の 巧 化て 鐵 L 漸 / 

をひ丄 つて 來 / 」 もみして 上陸ず る秦 - 

はお 巧な：. 、年な 年中 十五 ホ嚷み 小 

を氣 船め よ 1 も 起きす るぅ を ..；，-^.^' 

祗 のぶて 働く. 力 ょら 外は ない 夺じ 'j 

ぶな I 上醉 さして くれる 時 も 

. す' を ど 殺さむ る , 

@ 明濟化 年な 後け さぅ しで 强細巧 も 一は 

を A れ み， ' 、 - 讓 L して 摄 る々 强じ白 A : ご 


力 


なる 驗滚 ま義を おて 狸を ま義 、人類 

相愛を おらねば ならね、. ロ ー ゴべ八 

卜て辛 シ 々 f ンが舊 人の 巧 想で 

ら さる ら 

柯時も 二潮谎 V 解離して 居る 一つを 

進 ホ、 他を 退 ホど稱 す、 巧證 、麗 家 . 

ホ 義は退 ホの 精神な ぇ武裝 解除、 

がホ卞 為は ぶ ホ 精神， なら、 媒昭呵 W 

の 耕 U をな わ 0 《、が 働 5 盤 S 化 表 

議員に 郝 ふるに。 巧 第 云黨哪 もが 國 1 舍 

ま義 派の 化 難なら。 彼等の 巧爲 たる _ 

や ホえ 國 まなる もを れじ對 する U 本 I 

人の 巧 爲も ホホ屬 が、 ホ a 本式む- >1 

• 留川 霜巧郞 巧の 意見な ゎ'/」 傅へ 聞く 

所に 化れば 去す お： 自 々年 學重 事件た I 

る やを 量 隨潍を 逸ぶな おもを 法 弦し 

訴 ぶす かり しらのを 煤.. 暇なる. U み 人- 

才 化が じ訴 ふる 乂失簿 を おせす I 


ご、 燥 庭 どじ あ-巧 

人類ず 和爭 福の 使命者 ごして 東に 常 

化の、 ナイチン ヶ * — グ . 、 ' シエ！ ン、 
アタ スあら 西 L タウ イン々！ 派メ 
ンデグ のな 繼舊 デイビッド、 スタ ー 
ジョ！ タン あら、 甲は シカゴ バグ、 

- クス 廿 年の 女絲 、今 も、 女工、 お： 

I 識 、少年 •勞 働が の爲 めじ 活動せられ 
て 居る、 こは ウキグ ソンち プライア 
ン氏 等が 先 願 どなつ て武裝 解除 中立 
戴が の 巧め じ勞 して 居られる、 を 
兩巧じ 求 だ 一面を なし ど 雖も年 ホ も 
義 のをなら 0 師弟な b 
兹じ ジョ！ ダン 博 ± が牢か 諮の 一寫 

を譯 して 讀 あの 巧を をち はん ( 續) ， 


に まつた ので ゐる〇 日銀 緩 栽 ど 

して Ji . ンナ 手觀を テず るは 輿 味 ある 

間 題 だが、 ぶを 頭 おどして 近年 稀な 

么 資易遥 調の 歸じ處 して 辭色 平然- 
を の 待 請の 積極 ま義 をな めな かつね 


を 曾の 人が ど 化を 的え 鹽巧民 のなぷ ~ 度 持は、 タラ ブキ 易い 今 H のか ホ じ 


を < でなら ぬ 才幹で ある、 

.，き 樂を會 
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二 一嵩 彌お郞 どい ク わら 知ぬ 人が あろ 
ふが 「不か 歸ち浪 半さん じ 化を むい 
て 迄 慕 はれた 川 島 武夫 W いへ ば がら： 

ぬ もめは 無から ぅ 、' 其 川嵩武 ホめ 寶 1 
物は 滞ボ -H 替 では 無くして ぶ 綴監の 
一二 島通庸 めか 息頗ん 如ぶ ふ お 虫 星 

をで あつた 〇 このを 清を . 慷 で， a つ お 

當 がの 武夫さん は 今は 狀貌 魁偉の 了 
爵 一二 島 强太郞 ごんで 横 猪を を 銀朽か 
らぉ 本 銀む 總戴 じを 鶴し、 を 嵐を 權； 

の 中 樞を搔 る 身の上 どむ つた 〇 二十 
年 前戀じ 破れた 不爭 が、 富の 成功 兹 i 
どし っ 一ん すの 御 胜し fe を 巧かず 動 お 
どなつ た ご ずれば を 了さん. の 問 巧は 
犬 巧で も ある ま 、)' ' 

彼が 今： n のをを はあ觀 巧が 隆 をの 鋪 

かねず (四十 Vi ) を 妻 どして！ ずを 擧 

ばを め ホむ こじは 秋 片大化 あな、 牧 

野 か 相ゐら 、巧の 彌畜 はがが 吉を銜 I 

の. 娘む こどなら 賴蹇は 運動 ホの チヤ 

ンビ オン どし でを を 煤せ て揖 る。 圓 j 

械で おを 鶴な 家庭 だ 0 ' 

を 族 駱豫員 どしての 彼は、 實 にがを 

乘 きを 综 しわ もの だ、 彼は 父 通 I 

鹿 リが巧 巧 かの 掠 かし 款おド 輔從巧 

校を 卒業した が'、 其 後 農科 太 學じス 

ホ 業 じあばず して ホ齒に 遊び、 ァ 

ム ' ィ！ ，スト 大學で 農政 棋ス 兒化學 V」. 

L ふ 阿等玫 治に 緣故 のない 學 間を 硏 

兜して 歸锁 しね 0 : 

ぶ ffl 烤降 るを 估 大 をのれ、 がを を 真 

一宮に したが、 をら 义 しがらず して 羅 

め も おめ 振は ！ ■ b ちんし 5ぷ 部して 


記 

. .. :化蠢 者 

.十二 H お^ 曾へ 化て 見ょぅ、' 雨 
をつ て 二のを、 いぶ じ やない か柯れ 

I 歸ら はるる ど 聞 ： > て、 をれ じ や 牛 じ 
连れて 化つ て 見る ご 御ヒ！ キ 連が 永 j 

营 7 〜 すらら と 並ん た觀を 諸を のみ 

」 は 餘な氣 のきいた、 ホ 人を た 連 
W うたぶ も 見 わ わ、 開を の 雜か間 じ 
をぬ さし： づめ ネ藝じ おか、 る 摇载の 
連に 幕 興き 記 著 も 前列 じか へられね 
やる て醉會 の辭巧 だか 手掌の あかを I 

な ザろ も' 一つを 緩て 居ね 後方で 
盛に 顯ホ つた 滴め 何ぅ か 結を がけて 
歸 つた 横 だ 素人 藝ど ずれは 出 巧 過る 
と 木 巧 君が 柯か獻 がで 0 や A をが て 

按日 の爲如 伸で フ 曰 クラムを ン フク 

チヤ じして 居た、 鳴が‘ リま 敷が 氣じ 
人つ，」 ぶを ザへ て 化 ド 先つ フ J マト 
々中す をも ^ く 高木 女 あどし で 
ある ソング も ァクト も 結が 眞 じ旨然 
的た ど赏 めたら オィ"---^ つて 後々 ら 
ッ 、ク 、ゥ . ム と氣が 脚て 見る VJ はや 
化ら をまして 巧. り ばへ ゐる森 山 君の 
，化幫 ザけ す 手のを 中し ク ノレで 氣 
U 入ら 巧 どか 飼いた 様な 事を 吾 口て 语 
もる 若 も、 何だか 氣の蛟 けた 樣じッ 

マラ .. ン 巧で ヨ ィシヨ ど 力を入れた . < 

ら をつた、 琴 歌す 烏の 疵 、撰 教は踏 
みま ぜん. が これで もどを ふ電 がした 
一寸が な 處で森 巧の 明 烏、 かむ ろ、 
一緣の もらいを きは せなん だが 聞は へ 
が ' 巧 - つた、、 聲 色は 尴み郞 ど 九 卞啤離 

れだ 宋菌ピ がが ィぉ 巧た、； 寸义巧 
をされ わ 巧なん さあ 殊 をを 源た つ 


■jC •'.、ラみ タイム は留 ひか どアク 中 
み ~~-^ が力せた絲舞は熱ムで ’ をけ ^- 
どき！！ . へ. な 倒の 皮肉 蜜々 がめ て 巧の 拔 
: ぶで も璃ク ねら 見ら る ょ 祿 じなる だ 
ろぅ 柯 だか 氣の おけた 山葵を 食ぶ 樣 
だつ で、 をめ 方で 誰か 窥 合を 掛 たが 
す ツバ 9 乘ら ね、 をの 阳季を も. ーク 

の 御巧璧 をれ も あだの 觸の髓 上 ^、' ^ 


:轨閱 軒を が 由 良 么助遲 つたら じかけ 


つけてみ ニ グ ユ タ ン ス を見さる余 
の 巧て 疆懐 どす る處 どか！！：： どか 婿い 
髮 どが ねつて おた 〇挺 りの. 奪 雨を 奏 
立獻 ス额 舞- 臺力妙 もつ す 方が 义斤隅 
i がぶ しおです - 後 女 ， L b 化の 巧 あ 
A ろしく、 を 歌は を L 物た ど揖 つた 
乂も大 みを ク たらしい、 兰が 線は 離 ^ 

た本藝 一寸 御を 填が さ 申 上げて - 

L 心を 歌 V が ザても が-^ ら 

の 塵め 無禮 一寸 化 處らで 筆を 化め 戾 


頭 食の 辭に韶 ウ ^ 


をら . ；」 を ' 

る 第一 岡 


S ノ をう 力ら な 貝ち やが 

の ホ L じし i 上 おお 綺 がか -- 

ん でも 解ん々 則が 者も鎮 々御 入會あ 

つて 鬧施力 谋樂機 隅し - つ \ なし 


い、 先達 連の 御 熱必で 一巧の 樂を得 I 

る 事ろ 出 巧た はもつ けの 幸 深く 謝し 
併せて 阔曾 必發展 を希鹽 して かくじ 

夕化 ‘ 


占 


お 


書 

占 " 


ド 昼 
だけ 

ぃ «" 


占 


A が城轉 題は 單に 化が 数万の 同胞 じ 
關 する 化 ホ的轉 題に ホず を 本人を 髓 
を 化を する 國家 的大 問題 じして 其辭 - 

巧の か 何 じ 依つ ては：： 一本 ホ騎 民は ホ 
巧 永 巧 人 補 的 階級の 下に 威信 ど 利權 
を侵舊 さる i の 禍狠を 遺す 物 VJ なる 
ベ < 化隙柯 物を も 犧性じ 供す どもを. 龄た黃 
々は渐 の 如き 不條理 に 唯々 を 意し 能 1 

はざる な b 然る じ 東部 H 本人の 代表 

的 磯 綱た る 新 育 新報は 其就說 じがで 
同閒題 0 解决 方を として 郝洲の 同胞 
地を 去る に 若かず ど宜 言す、 避 

柯 たる 岡晴 なき 冷酷の 言辭 なる 想 ふ 
じ 記者は 末 だ 嘗てが 加 岡赔の 生活が 

態を 見聞せ ざるの 結 あ 杜撰 極る 異論 
を 吐く おならん 乞 ふ 反省せ ょ (加 ホ 

ih A f ム r 晚 出ても ょくつて」 「 、 

、 」 『いけない の、 だつ てモ！ 

が 巧して るんだ は」 「おや 止ぅ まし 
瞄 つたのに から 勘な して 頂 載ね」 

をぅ 云ふ兩 辑獨會 話が お 山で ぁつた 
ので 急 じ樂ぶ 韓お溃 がむ 化 じな つた 
のた から おかる れいの 僧す じ 傅へ て 
や 6 給へ . シィを 殿 ( む のぞ； 典餘を 

め 第 一 式は 無事 じ濟ん だが、 餘 興の 
時の！ r 本人め 無様 ご ホたら 話し じな 
巧、 彼等は J 體藤義 を 知らぬ がち 
晒る ぶ魄 ホ】 


目 本雜貨 並に 

リン子 火 類 

竊衬ブ タザ. 1 

養 B 夏 呈發 01 寓 器 . 

546 . 8 置 a 宴ち N.y.G 安， 

呈呈 e- 漂 10 葛是 


ス 


鐵 科 


治 

争 


燕 


題 1 鹽お I 


が 輿 お淸吾 ^ 

二で づ ; 108 、 2 ク (： rrv 

た 3 Coiumbu ぷをヴ ご nhattii .Av 巧 . 

一 担 jRivor. 巴 (le 黃ご 3 




蠢蠢 雲® 雲 雲を 雲 雲 

㈱ 日本 鄉料哩 I 勉 I 

@ 室內淸 潔、 お 巧 精選、 親 顿廉價 
I ‘ ス 、多 數宴曾 二 適 スグ大 @1 


@ 廚閒 アリ 砖嬉 /. 御 愛顧 ヲどフ . @ 
@ 電 謡 プラザむ か^,^^® 


® . 六 一吉 ハ 巧で や ：，‘ 

0 157 巧 寡 を St., 乂 安 V Ycwlc @ 

雲 ® 蠢 雲 ® 雲 @ 雲 雲 ® 


A 續 支那 料 種 . 

武ホ サン ブ衔 四と 
I ' 鞭 . is / 樓簡 


LIISI 乂 UN Chhie 凄 R 凄 f ミ】 ran( tuKl 
Tea IParior 47 架 mda 穿 . Br ごご k ご， n. 


# 御 貸間 業 

鞠鹽 二 . 蹈リ 「テ！ ブ八ボ .f ド」 化 候 
二 . 立；？ 育 市 チヤ*"^ グ乂辭 

十九 蕾 《千 即玻 十； 町麗 : „ 


中島 


ホ 幹 か ffl 鈍 牛 

II ドン チネ、 

ホ阀恥 一、 一兀 風" § がの 巧を 
巧 お 嫌雜な も、 顯み 巧き なは 
が 拙 お L て 腹の 巧を 破れ''; 
'シ .ャ トグづ .ドシ チ， キ 社を 巧 

がな 敝巧巧 

'，おを 親 報 お 巧 を. 避 


答 位 益々 御淸榮 を寶候 追々 复 Ik じが _ I 
ホる 四 巧 十五 日ょ な 九 巧 十五 日を 化 二 
菜 可 仕 狼、' 尙义 開業の 節は 带舊御 引 
ぶの 揺 奉願曠 

舌藤屢 大毕 H * 子太郞 I 


ご 誌 


f 縣 

A が 5 


取扣出 W 


で 


化が 

T P &2 

が n 献邮 

お 加 TO,§ 

R し B f 


則 _ 


度 ) 廓 ) ( 巧 逸 ) 

盧 ) ( 陳 ) ( 隻 (曼 

/ 1 \ /I. r.1. V...,,- 

遠 東茶圓 


西 五十 义衔 


» 前途 有 長襄 

S 望なる 

な 夕賣物 t 望の 方 I 

21,^3 は S 5 禦 f 」 装し I 

• 一 y ' 


ん齒 科繫專 巧 


.をを 齒巧 醫學專 巧學巧 
翰 帮臀學 得 業 ± .' . 


阅闺滿 


: Dr . M . OKAJIA 
j . il I こ xin 蓄ご 一ごぉ N , Y . みぎ‘. 
' お 占.；- 451 8 ? vJadi 望 n Sq , - 


I 攘 


支那 料舉 



轉 nH 本 


•禪？ '演候 


つ攻 ち 尚 化 S 二 巧 tMONKOO 
民 -. h - ゴ で： n,'ct お • Y. City 


□ 


a 


己 


診察 


1 


A 自 午前 化时至 十一. 時 
A 1 后 六 時 ま对八 時- 
A リ髓 H す商較 'ウ 

.西 六十 巧 了 旨 四十 二番 

ん話八 八 ミー ーー ゴロ ツ パス 

バぶ 春錄那 i 


ISXMrrr 

:を桃 寶藥、 

二 化 

ニ ドクが 
ニ タ ー づ 


"•••冊- . 

t f-if i At 


トイ レツ 


-iTtMf — - i - 

lAfl 9 - 4 TAM 7 if 

II 


な 


巧具 ^ 

藥庵 


一一 參^ ホへは 特別み 御 便益 かが s 置幽 目 1 个人磯 業 酶 


♦ ♦す 申 候 

こ 011 弓 . .r よ 、 roRK • 

こ '. Dr. L'ZUKlb 
こ ) ま 一を をぎ、 ご - 0 .. col.. 穿呂 をで 一 . 

-H Tv'l' 17 養ぎ tin B . ミニ k す 

4 す-- i す •■夕 

ミ i - -i i ■»■?<«? Ay lifigT _ 


圍御 下宿 . 中 . 


fsf 

■お 一四が 一 

を rfNai agaW;i, H 7 chcl-y ぶ 冲 .. ~ 


乎ぶ 


閑靜 しで 淸 潔なる 

蠢 室で 潑 

Lvlrs. ) ミ hino 


殿 附_ 


夏 J 、 awl- な nee 里 J C 晏 
0 吾 -t ち - 一 . 送を がて さ】 迄 72 ッ でろ至 覆を 生 


圍 5 ホロ 乂 事務所 


灣 議 & 戀 S 藝馨議 1 ^: 


磯 

麵 

頸 


旋知 

ニュ！ 3 — ク ボ窠た 
街’ 庄四 四舉 電話 ブラ 
イ てント とと 〇 化 
ホが お 政么化 


驟 

麵： 

纖 

琴 


變麵藝 sy 99 藝懸 


萬 事 諸を のがが を 計 b 巧 蜂， 親切を 巧 
VJ 致す ザく 候 間 陛緻御 冲を被 下淺候 
電話 己 〇 八 九 ゾラ-^ アン ト- 






ミ； - 一 . r 導 . ， / 马 勺を.-.. 寻 



82 G. 6 th. ivve 、 8 ;. 47 th N ン ‘.G. 


頭 村 嵩 等 旅 飯 

武が 一み 一 5 " ィス トジ r 卜 
霜 諮 二 〇 九 七 メィン 
-ち 4 培 皆 品 も rook ぎ 一舍 Y 


J 


ぶ逛 


こ 錠 


崖 

•皮 

掠 


一透 

ふ 3 


も わ 


.'.I 




途 




0 


.岑一 



^ も 


J .' 等" ミ；. 


謂 


.'種 




を 


产丐 一一と L ゴニ芒 t 与 一 ' ri . ミ.' 与 一：' 斗 r !: こ- ■;1 ミ' .• 

tt . 卜 — ミ、 いし ふ！‘. {!,v uw す； J-r ! 一 

か喬龜 


ホ； 




燕 I 屯龍德 


:二 04' Micbi 的 orrAv な 
、 rel . J )§ gia な 47 な 


嶺菩 人の 自由 .. I 

鐘は あ黯 上がを 拉 じがて H 本 ど 比 I 

J ’ な もね、. ホ國 入は 會論 思を のを 

k を 誇る ホ をれ を酱 現しげ 使ず る擧 

取® 激大の 義務 どが 得て 居る； 

: でけ 富 諭の 宿を どを つても 別に 

§;雜 ぃ 歲をな採だな 、 寧ろ摄も て 陳 ！ 

I 满な ずみ々 意碟 をな てが へらる i 、 

を 心 巧 レ 呑 人が i _ 汝な轉 の ± 化を雖 

J 心 だみ には 米鹽に 於け る. 青 論の 旨 ホ 

I み： 叙が じ もがし くな t ^ T 巧 當豪ポ 

一を 盛時 巧の 一 勵紙縣 め 僧 値を 黎 落し 

が 惰じ 知を 横に 吾人は ホ屬 じがけ る 

す： 的 谓度自 も 組織を 故賴の 生地を 辩 

双 だ 時 じ 始ぶゴ を ホず る 事 ガ掛夕 る 

でを る/.. - ■ 

I が 疑 人は' 言 諭の 自 出.、 法 おの 白も热 

I 振ろ 兽 おを 云义概 人權 ごして 避 重し 

j 燕 遊む を々 てを をが 使す る、 丽 して 

I な彰 •は賓 巳娘簿 巧 嘴 地を 巧 常。 なぃ I 

.节 じを ゎごれ をを ずず る 權巧ボ 無い 
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1 除名 處 をを なおす 巧き もの ど决 ぶし 

I サ四 も晚 をね で 興の 旨 岡を じ證 かし 

たら 前して 円 向ぶ も 俊黨ぶ 承諾し 裔 

j もじ 議席め 變愛を 舉游爲 へ ホを たる 

か是れ じて 政友會 所感 鎌 員な 八寸八 

あ' じなら 巡 ザ 数を 制する じご 一名 だけ 

j 不を卞 る 主 どなれ b ; A : 


''も おも 權だ 
水の あ、 巧 
''ふ 實例も あ 
しな 必 しかぅ 
ど あひなが •お 筵藥ゆ 風に， がかれ て 見 
ると 稱 々も 旗が もゐ护 うか 糖に 斯ん 
i な 風な-一穂の 必 持から ど， つじ も 浮び 
I 上れない こ W じなる のは 恐ろしい 


か 


♦潍 軍の 整 迎海最 じて は大あ 二を 

霞に がで ホ ぜ万恼 を賴準 どして がそ I 

面の 絕搜節 戲を鐵 巧げ ベく 其方を ど 

してが 四 錫な がに 隸屬 する 豫備 艦隊 

條 例を なぶし 叉測疊 課の 廢 をを 巧 ひ 

巧が ぶび 钱が用 禪藥等 じ まる、 迄 節約 I 

を 加 ふる 豫をな § 念 


; 巧 み 雜黨 ."一 
おろし 賣 

蘭 品目 銳御遵 次 鑽無化 進呈 
ポ 俄を 巧 . 

髓藤 小川 祿店 

.こ\/\ IKITO . ©OAgA & 00. 

■ 」 装 .w. Lakie が t. ohicu を - 呂 . 

空 10 ミ； M 色 口 寞 r ' 


鲁 楠の 答辨畫 

I 衆議院議員 义養毅 巧 外と 名 提出の 巧 

I 蹈 政綱 じ顆 ずるち 質 闕レ對 する 首相 

の 答 辯ぶ のかし 

.'一 陸海 軍大 おは 現役 犬 中 おを なて 

么じ充 つるの 現 巧 制度 あ 义官巧 巧み 

のな ぶじ 就て はなが は 其 審議を 息ら 

す ど 雖も十 歎 日間 じ 之を 實れし 難し 

陸 海軍大臣を 武官 じ 限る や 巧 や 

I は囊 じが 毅陸 栽の 質 間に おし 答 辯し 

たる か 如 <愼 重に 審議を 盡 して 之を 


« 泥棒 也 理が 解剖 

兜 器を 見る. こ 堪らない 

み ホ 阪ホ滿 注 逆 二 了 目 胸 本を 太舉二 

卜 五は か閒 中では 觸 みなも 寶れた 弛 

歡 、か 前から， 妙に 窩获 げかな をむ 得 

意 じして 昨年と 巧滿ホ 監獄を おで か 

商 もな く渡鲜 してし こ？： ま 傭け た 

齋 巧スッ バリ 足を 洗 ふ 穂ら で 居た 獲 

が 目論んだ 樣 じは 巧る ず 义极巧 地へ 
靜が って お 年 孰 0 巧 大扣碼 由 縣细事 

焼裔が 上 a 巧话 、了 驟の當 篆增谷 遣 

藏 巧を 始め 脚 か、 廣餘 、.曲 口 縣地ホ 

の 目 基し ぃ 處を苑 し 遇つ て 化 程廣窩 

I 黑 のずに 取 押 へられた が 化 奴は まる 

巧 四が の 晚上福 島 化) 了 目で 强盜 i 

殺人を やつた 曲者で 曾 根瞭惡 ではみ 

がを かつて 居た 

f ハ 姑 あ 十四 U 廣嵩藏 が 巧で 十 年め 

I 懲役を をけ てから 巧に 大阪へ 引 移さ 

れ 十と H 同 著へ 巧た が 調べて 見る ど 

I 矢 張が 棒 じは 巧 棒の 一 補 妙な 也 持が 

みる、 了 度 歲縣じ 化 事 用の つ 一 ぶら 

I どを ふ お T をモ日 前の 硏麗へ 遣って 

左 巧 巧 a じあな じ 巧クて 見る ど 非常 

じ 旨く どげ て 居た ので 長太郞 はな 

.譯 もな < をれ をが つてを たくつ て 

仕樣がない、 を こで 家へは 歸 らず藏 

島の 延命 館へ 行つ で 巧 班け を 待つ た 

を 巧で 一が 飮ん でゐ るを 巧は i ぅ 午 

前 i 時*' 人骚 らもない 寂しい 四邊を 

見る ど 愈 堪らない、 を 太が は 矢庭に 

瓣 おしてを の 近 t 側を 殆んご 軒並 じ兰 

軒 ばから 芦を 巧つ \」 最後 じ 藤 巧み 郎 

I 方へ 入つ た 時 家人 じ 見付けられ 到 鎖^ 

不具に なつて 化 舞 ふ 位 巧郞の 兩膽に 

I 重傷を 資 はして 逃ました 

I を 一れ は 一例 だ お 斯うした 也 持は な 一 

てて この 强盜 一人 ぢ やない、 出獄し 


員 諸氏の 歡迦辭 じみいで ぷ藤達 子 夫 ： 

人の 答辭ゐ つて あ 簾、 餘輿じ 啓ら 約 i を めん ど 欲す 又 朝鮮ぶ 裹灣の 制度に てが 鄰へ歸 る 途中で か 巧 じ も 琴 ひよ 


陸軍 整理を 党 我 陸 単の ず 時 編 旗 

は 現な の旅閱 司み 燕 及び 大隊 本部を 

一 必要と せず 聯隊を 師 轉お屬 ごな し ホ 

I 隊ぞ聯 嫁に 直 麓せ しむる 方 却つ でな 
がな などの 說は 陸軍 都內じ 於け る ホ 
を か烦 楽間趨 にして 現じ 旅國 司み 都 
巧を 化に 1 1 綺の 聯隊を 暦き 其 聯隊は 
を 別键の 旅徵じ 媛す るか 棚き 呢 かじ 
I 旅 銷哥み 都の 無用を 表明ず る もの ど 
いふべ く 义ホ隊 本部 ぁる も 教育 事務 
ぶ 給養 事 我に 比で 髓 嫁の 廣轉 となみ 
僅に^-年 數 巧み 太跨敎 練の 爲 めじ 設一 

け もぇ > •が稱 をれば < r 圓碟軍 整理 •を I 

磯を し 輔觀術 縣官を 新設して 旅鹽司 
み 部を 廢し父 聯隊 附を尉 {民を ちがし 
ゴ 大隊 本部を 爆 化かん どの 惹兒 をな j 

て 固が 會講の お 志は 熱必 じ調杳 中な i 

ら 尤も 戟 時に がける 旅 翻 及 大隊の お 

粟は 之を 認嘴 居れば ホ 時 じがての み 
I 之れ を廢 化し 陸を 經常 壁の 餘裕 をが I 

でん どず る 希 壊なら ど 


▲敵吿 ►を 俄 古 ま 社 信が 補 
'▲本社 ' A 閒胞 を位ノ '極 宜夕騎 リ左ノ 

奉 業ヲ經 營を极 

徽業樂 麗阀旋 '二、 企業 设！ 旋 

1 吉 、を ほ 化 理事 お 四、 質質爲 惟神 か 

お、， 調 杳崇內 事務 ム ハ、 齊便 物の お 巧 
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蚕 部 商二禁 巧おブ 選 ''、 を黃巧 ヲ貧フ 
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本 化 印觸所 § 讓國霎 と を 種 附属 口 佩は 凡て 
新調 でる る 上に 大 かの 機械は 蒙なる 目 米 •人， 

に 候つ て運轉 されて るから ドンナ 大きなる ので も义 小さい 

をのを るを くて を 派 ぉ 燕 來ぇ籍 巧 美麗な 印瓣物 y 安價で 注文 化た 
い 人を 發印屬 部に ホる》」 「應來 、宜しと 大纖 おでを りまず 
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©撥 製 安 價お驗 

ホ テ V 洗濯 所、 家庭、 醫療 、工場 用 
各種 お 磯た ろし 小賣. 

聲巧 & 養齡感 のな 上 各種る 磯は 最 

I ' 灣滴 葵が 巧 近© 擊 y 應 用して 

- 精製した る 物 なれば 洗濯 用 迄して 經濟議 
f 膊 をる は匆 諭。 轉に 家庭 用の お輸 は嫂絲 
I 用 後 皮膚 y 婚 かにし 香 氣甚た 佳良 一麓肿 
I ミ ふ 巧ら 獲る 快感を 覺 わし黨 ぷ. . - 編 
I もろし 小賣 共に 構外-の 直 段に て鄕 注ぶ 猶 
W に繼 す。 たろ-^ 小寶 案雜 
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The attitude of the Mikado>s 
Government ' in its p 地 巧 towards 
the United Stated was clearly 
brought out in its reply- to Mr. 
Umeshiro S 口 z 口 ki，s が : leHes i 。 the;: 
Di お. む reads as follow: — 

1. 了 here is no dis なお 打 iin&tio 巧 ol- 


th お お 1116 addressed him 触！ to 
Goveraor Jobiisoii and the Legis- 
lature. _ 了わ を . tdegram. was as - お> レ 

お w が • 


卽細髓 i!i Oalifornla ^ 

' Lon<i&n' 下 i.raes in an editoriaJof 
tts お坤驚 蘇 A が Li 


ミ。 む。 巧 - 1 妃 お por 化げ rt rlistrict. At‘o 郎も ，与 

c 注 use を ミが 凶 ! S 泣な aiue じ お th 巧 are ainc?ng th 如 


Seai., じ ulimnaxi む資 ぶち h が ホ 

bers that tended to 

な 俗 on 祭 the は bormg が . pukdoo of! ぎが が さ s.t む诚 が 〇 巧 でけ， v おか . が おが &_ 

I 注 扫 d V を 台' stable producers を h も country 
:' -A 、―— The low ivirtg distifcii. 


the W で st. At first the- st ぶ e 年 の . 押 as 
naturally thin. 1 b 1 878 there w れ e 
i only i20 Japanese in 


虹 ElO ス が. 


jfere も 0 む the fa が of 巧 巧が mmerc;ia! des む e their r がが が nt: 注が ves — and 


I speak upon the 誦 卿 ti 叫 . をち 部 加ぅ が。 お 興 辟 产紙師 比績 ^ 

。リ 山1，。 ん,！ 補 甲 直 ぉが 抑む け 的 的 r f ご!^ お蔚减 ir ぶ屬础 化 1鐵 細む he; 獅血 め。’。 し d が … 叩‘ u, 

化が も 化さ! 巧 止む cm 孤 eet のが:' 、池 化 j 畑规班 を か 城 さ 化心 れ證 1! かな, 


which I a 打 1 sure is 讲 eH rounded, 
that the peopkj of Cali ミ orma do not 


&it«fed al the N. Y Port Office « tcccnd clai* matt が 
undei AcA Match 3rd ! 的 9 
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The -develop 打 ient of the past w が k 
i'ri 地ぞ California situation is su 筋 - 
cient か がが e! Japa 打 ， s わ ar timt 
anything adverse to her hi な j: が t or 
む 注 tio 打を 3 honor might materia だが ， or 
that 他 e trouble might not be 
au お <:ab]y settled. The が ep taken 
by ^President W ミ igo 打- 山 sending 
ホ ele が a 地 ic のが sages お the Gov- 
^rnoi of Gal な omia and its Legis- 
iattir^, and in お が atdbd 打 g Secretary 
お ryan as b お sp が ial, envoy わ co n- 
ち Tilt が 化 the California 1 が isMto が 
on the pending bill, cle 注 riy indiciites 
the attit 相 e of 地 e Fe 过が al Govern-, 
ment わ ward Japan, When this 
to お e 打が frie 打 cily り . な itude of the 
Ain が ica 只 Govemn 化 nt. is が enfowed 

by tlie public o;pinion of the coun- 
try as exp 巧 s が d in Us press, が c 
Japanese should f が i gratified with 
the & 口おが〇 ! 注も ]1 〇 打 accorded か 
Japan’s, position by the American 
p がぶ le at large. Th げ e i 若， th が efo 化， 
no cause わ r excitement on our 
part . む is but ものりが that we 
should join otir voice with the 
Japa 打が e Ambassador 汪 t WasMii を 
ton, when he says that ぃ he as well 
as hifs Government con お de 打 tly re か 
upon the sy 掛 pathetic attitude of 
the America 打 —administra だ o 打 and 
the liigh が n お of justice 化 打な ミ air- 
り y が :. t— ぶ ‘ th を A 防が ieao が -'. り pi を t なぶて ご • 

Yent legislation ^ 江み 巧 rs を - • お - • 姑を : 
-Jap 注 oese.’* 

ス Vh が ev が may be the ou か ome 〇 ! 
the が se む t issue , が who が annca が e 
adjustment we have no doubt, we 


を 


treaty between the two c が 2 幻 trie も 
against the righi of immigration of 
Japanese to the 肺な ed States as 
compared with the peoples of Eu- 
ropean countries; but the Japanese 
Gov お mme 只 t> out of regard : for the 
general tire 打 (i 01 ミ 円 ternalionaJ inter- 
course fe が ween the two eonrttrie も 
and the -necessity of ど estrict-irtg and 
controlling the Japanese immigr 泣 - 
が on to the United St; 致 t が ， has been 
in the habit of だ xerci お 打呂 the re か 
trictive measure わで several years 
past, and has the intention of con- 
tinuing the s& 巧 e in the future. 

2. The Government re がが s that 
an a 打れ - Jap 红打 ese deling occ み sio か 
aliy pre マ おお in certain pasrts of the 
United Staie ん It お a matter of 
course, however, that should な hap：* 
り en that the righ ぉ of Japanese 
subjectis-are menaced or encroaehed 
upon to an unreasonably extent, 
the Government w; 巧 - m なと e use of 
all the proper diplomatic measures 
讨 lat it can po が iWy がが) け ‘to and 
will have no hesitation in taking 
steps to prote が the rights of i な 
sub お c お . The Mhikt げ for Foreign 
Affairs, however, must express h お 
deep app:recigttio 打 of the sincere 
attitude of tlie Umted States Gov- 
ernment towards the ミ ust. demands 
of our Government. 

8. The Government dee 組 3 it ne- 
cfe が a びむ ） res わ kt the imraigra_ti<>n 
to Mexico of those Ja^ane が 巧 ’ ho 
go there with the oojecjt of re 描 ovhig 
to the United Stat が 汪 むげ ward 致ィ ) r 
who show evident iridic も tk>n of thek 
打 わ do sd» ithe. な overnraeiit 
being in お咕 i か caw a じかが ed by 出 も 
desire 弓 お Led in the ぉが 祥詳 to- the 

かぉ qu 如は。 な...; ホ わみ 璋！ ^告お J お 韻 

my sucb stiepi の 0 な 浊だ G ので ns 化で なお 

will not oifer any ミ ; mp が ! rm6nt, 

4. The Gov が； upe 只 t 技巧的け be- 
Heves that the relations betw 州 n 
Japan and 忱 e United States w ぶ 
undergo no dilTerence on account of 


that their representatives do not 
wish or intend — in any ciroiim- 
お a 打 ces to 輔 ibarass おが Govern- 
ment of the United States in its 
dealings with ； a 打 at;io 打 with whom 
H has mbst ぶ脚 凸が ti>， and corcJially 
sought to maintain か : Nations of 
genuine む ierid 船 p and good-will 
and that ka が 占 f all ‘do they desire 
to do anything that might imp;dr 
わ がか obligations, or ea が a doubt 
口 poo the おな nour and good faith 
of the na む on and Its Gevernnient. 

therefore appeal wi 妃 the ut- 
お 0 が con&i 台 。 ee to the people, the 
Governor, and the Legislature oi 
C^liiornia to act 1 。 the 打 ] みれ ち r now 
under consideration in a manu む 
that Cannot from sny point of が。 巧 ’ 
be fairly challenged or called 
qu が tion. If they deem な！ ! がが sa 巧 
to exclude all aliens who have not 
declared thsir inteiUio む s to become 
eitizens む 0 の the privile が s of land 
owncrsh 王 9 they c みな do so along 
lines! already followed in the laws 
of xpany of the . 0 施が が ates ぶ 打 <3 お 
many 吟 eign eou れわ ie も induding 
J 化 pan herself, I 打 vidious diseri- 

m ミ 打 alioxi will inevitably draw in 
な ue が io 打 the treaty obli 邑 aUons of 
the Government ^ of the U 口な ed 
States. 

I reg おお r 描 y very earnest and 
respe じ tfui prot が t against が scri- 
说 i 打 atio 打 in this case, not 0 打 か 
because I deem it niyduty to do 
え s the c 。 巧ぞ 狂 xec 口 だ V ぶ of the 打 atJo 口， 
hut also, and the more readily, 
because I believe the people and 
巧が legist] みお ve authorities of €aJi- 
fomia will gmeromiy respond the 
‘j. なわ * mwiit the 巧夕 t 昨 r i 夕 む anidy がを 


sincerely hope that the authorities 

ort わ oth skies 〇も な 6 Pacific w 排 the cha 打 ge i 打 govemment. 
— 巨 00 打 iak を a decided step to 
; - thorougbiy inve が igate the cju! 坛 es り f 
す the tro-uble an^ apply to k a lasi:in; 
remedy. Othgrwis も as the trouble 
. will OTreiy recur at frequent inter- 
- ； yak, it will tend to deepen a su か 
":- pi ぉ on i 打 the hear ぉ of Americans | 
and Japanese for 
參ち danger,, which wili 


巧 

‘le 


- 1 


W 9 Y 8 か お 的 i おが WllSOH 

to mcdlty CallMa 

A 祂 - お阱 能 巧 LaM 脚 ! 


区 ea! は mg the grarvi 巧 0 $ the おむ a- 
a か impending |お〇 な P 巧 sid わ 只 t 巧 'liso り， wha has 

react most de-i hitherto held himse け alo ぷ from in- 
tri 施 - eiitaily upon the relation bet- 1 ter ぉ ring in the affairs of California 


wee 打 th も twq "Countries.. Such aiLegisla れ ir もを nally too お on A を ril IS 


お uspi じ ^ 0 打 巧 ’ り 1— "become. a 讯 e 注 po 打 to 
be ぉ asi か wielded by false prophets 
' of war for their own use, and wilf 
inevatabiy res 口 H in the needless i n- 
crea-ee oi armi^.xnents on both siaes. 
For the cause of peace and mutual 
祁 el も ire of Ai 口 er た a and Japan, aod 
for the purpose of placing th 台 ir r を 


the step to inform the Legisl 兒 ture 
his views on the が . i む eot. At the 
i 打 sta 打 ee り ミ the P どら side 口を , Secretary. 
ち rya 打 sent to Governor Hiram 
Johnson the following telegram: 

い The Pre お dent directs me to say 


pfii 的 パ だ (r to 秘ら i 。 なお 

na-tionai policy and of nation 洗 ミ 
わ 0 打 or 。 だ th-ey have i^ored this 
poi 打 t 0 い ’ iew., が 巧 ， I am sure, be -； 
cause they did not realize what け 技 d ， 
how much was i 打 voive 幻， ぃ 

On tiwi receipt of Pr が ide 扫 t 巧 il- 

む， 居 t ち iegraphic massage Governor 
I Johnson sent the 重 ollowi 打 g reply: . 

’ 主な ! 打 ザ お ate か upon receipt of 
your telegram of tins aa お ， it was; 
れ ans 随 itted to both houses 0 重 the 
Legislature. I think I msy assure 
y び a it is the desire of the ‘iruajority 
of the 畔 ember 弓 of the Legislature 
to do む othiog i 巧 the matter of alien- 
land bills that shaU be embarras- 
sjt む径 to bur own Government or 
0 巧 ensive tio な 打 y oth が ， It is the 
de お gn of these !egi お ators specific 
で ally to pro お de in any act that 
nothing therein shall be construed 
as な Ife だ ting or impa び : ip 咨 _ な む y rights 
がな a. さ by れ ea か ， although from 
the legal standpoint this if- deemed 


hkv わ be が viield that the J&^>an€se 
co 口 81 巧げ the imm^cuate di 邸 ute 'to 
be 0 i 細垄 た ’.: symbolic 注 ミ of the か hole- 
Questipri.. of their future sf な tus un. 
the ザ 〇丰 ! d. .Disp 泣 sei 每 nate observers 
ea 巧ぶ t 知が appr か ; iate the feeling 
at Work 々り both だ i<l 号 さ • 

4 ‘ 了錠 耳 加 。 n of the Ca! だ onii お 
し 8 おさ! 占 重む 惦 ’ 0 りか - が P 昨が 打お ■ one 
phase oi お ] 台 むが ng alam in the 
(J-oite<1^Uit6satthe growth 01 large 
popui をを むご s not akin in spirit and 
れが Bt 皆 狂む j the original 主 ouade 化 of 
も li 占 ふのを 巧 c お 打 nation . 0 口 a solid 

mass ot?. ten な 邱むぶ リ egroe 島优が e 
has' みみ e お - 夕 uperimposed . な - Gen 忌 e 
lay 閑 of : backward peoples も〇啤 
Southern and お泣 が 台 rn Europe, and 
th だ w 縣 te rac 的 i む the We がが り 
St が姆輕 神 a む additions! <iread 0 ! 
CO 逆 p 部 it 技 わ from Asia by お ik か b り 
can TOSorUve.the white かなり . 

‘‘J 托 おを も . on 地 が other hand, 
though ： 如げ 巧む 说 g no im が 巧糾 b ! わ 
di • 細な 却： 技 径 aining を お 〇化〇 村 on the 
立が を nc^ なが in む ne 凸 t， and is keenly 
resentf^i- of im お ] ikiatio:is ot racuai 
お 皆： Ho むか. む is . the huniiliatio む 
味 hie 咚 - がが 巧 口 ds her, み m ミ th を が . ou(i 
and さち 域 feUi 、 で na む on がれが b has 
newi ぞ T 巧 6 なな が ac も 1 む the.world 於 els 
acutely that her sa がぶ ces and 
な ru^cie h 注 ve riot yet 础 liev ぞ 过細 
her 站 1 .:. お 巧 r r か ; ogni お on which she 
d ゎ哗 s 詔 わ e h が due. 

も ; ミ 兵 お reei 化 お b が ati が such in- 
fia 巧を 的す ざ ’ susceptiin じ ties 
が rni り i| 哥 n bo か quajrt げ s 
h (巧 6 お 接ぶ id が t: W ミ Isoa win が 1 が ; が d 
m h お 辨 りむ， 弓 叫 . 〇-が 法 お ertber 注 n 
abaiid が 谷 お ent, or. at any で ; it ちな 
mo 这が曼 が ; ィぶ如 the til が a な 口 €(i Cai'i- 
foraia ! ち gisia むが！ 


iir わ ぶげ - 
th な t we 


000 ; and by 1 縱 7 there were no I ぞが 
than 0 了， 0 ( 始 Japan が e in the Golden 
State . Thus in を. po が alatio 凸 り i 
- 2 ぶ 7 z ,。 ち 谷 th も . Japanese numbered 
06 , 760 , or abuut 0 打卜わ rtieth of the 
total inh み b 主 taiits . In 1908 the 
.J な pa 打が? だ population i 打 Caidor 打 ミ a 
had risen to む OJ 獄 , the larged 
覆 客 ip なり history of the country . 
The new immigration ix お unions , 
r が tricing the の ovenieut of the 
Japanese わ • the Un れ e 这 SUtes , 
came into force yhorlly afterward . 
Kro 巧 that むな le がを 弓む e え m has 
grown 8 掛 all が and sma ! ler，candis 
が ill on the decline .. 

パ As mo£ 3 t of the i 姐 migra が s a が 

り與が d in agriculture, the po お t ミ 0 。 
々 f these becomes a matter of が e お 
1111 を〇けな 打户 e to themselves a 只 d か 
the country where they are sealed 
In 1911 the acreage under cultiva- 
by the Japanese in. California 
was 289,720, raosUy 封 vert up to 
か ) t;Uoe も vineyards, りな : harrlp, b 户 r- 
i.i が and various ve が table も tht. 
totn.l value of tbe produ が s arnenn が - 
iijtg -わ m> less than を . 3 も 507,000 
annually. As the total agriculturul 
{>rGducU of the S む te amounted to 
about を 巧， 000 , 000 ，む will be. seen 
that the Japanese お rme ど s produced 
nearly が per cent of the whole. 
This take を no account of the 
amount of labor- performed by 
dapa 打 ese on land over which they 
have no だ ont の 1 . If this b な recko 幻 - 
ed， it mi 呂 lit b 接 said that; the J 込 9 a 巧 -; 


な 108 i to the men む odk the nce,- 
iiel<3s が Without. 拉 苗‘， 

J"ap 江 幻が e this whole おけ iie district; 
巧 ’ ouid probably he idle and u 邸 1 で ぉ， 
"The vast, h 妊 n で st of Iruit and ^ 
資む tin eouid — hardly be . が；み (^ 巧注 . 玉な ： 
but for the help of Japanese hands; 




During t;he time of the anti-A おお ia* 

江 gUatio 打 . th も xuimber of 比 e Japan ご ^ 
6se m this di8l:.rict became so 巧か ^ 

ザ むが reduced. 1 打 di な n も G 化 ek も:： 
Mexicans, and Italians u)ofc thdr, 
places; but th が だ w なび ’ soon fou 的 ' 

お be m お rior れ tJbe Japanerse as - 
pr ■な e お ea] orchardis お an 过 fa が vest げ も ‘. 
The 'An^crica 技 inanagfirs freely 
admit that one Japiiues ゎ proYes ユ讀 
equal at least to three or four も ‘ 
th が e other nationaJiti が， when’itr_ 
w のが to agriculture. 王 t is now 
admitted 也 at 姐 d ぶ e CaiU が :, を —- 
cannot free お be developed wkhour ! 真 
the as おが aDce of the Japane ちち 
labor. - . 墙 •一 

j ‘Tbe J み panese も uraei .，が in h お N ザ 
! native ! えな (1, is a sober and nar • も .—: 
巧 : 0 ドに iD£ 班 a! がが 巧 try ミ。 含 to have. 

Ms 0 巧 ’n 1 な tie hut and hi 技 wi な 
fami お . He does not hang aro な-み 
the ぶ aloo 打 s and question 认 b! を が aces .、 
waging b お savin 貧ん It will h! ホ ee け 
be sad day わ !. Cali むげ 打 la wheii— 
Japanese abandon it .，： i 


Miitiiai Aii Society 
8f お pan 郎 8 feifleirts 
in New York 


The serai-annua] 打 aee1;.uig 0 至 the 


が e p のか ce が！ ea が 9 か per が nt が 細む 如が d Society for 鏡；） ■ザ 
化を total remi 化 s of agric 口れ 任 巧 虹 Japai が se r 細 dea かお 出 is 础 " ’:一 


California. お がで fchaa 雜 per わ 知 尤 j 船を ん tun’day ; ミ を 打 am 卜が of- 

. が ‘' かた がむ 巧 ’ a- 姑！ abor.icii;; 峰ち h 幻れ 啦 | を 主 化み . ， G 注 nmgi さ： お a’ ん Mr. R. I 純 i- 


paid oi ッ egeTa も お が 山ち ! y をみ りむ 
: お -e んお扶 -お わ m 如 


王 己 


。を 础 [ ミな < 1 排 e immediate が 9 夕ご山 
け . 。。。 " th— 4 . 蘇种 け 色 li がな 打 ‘ お ミ 娘 - ザ hk ム 

如賊 ， . 巧 ) 的吟 し -‘ 话。 — 山。お齡お :... か,知ん U i 如 *- 寸 - - - * ， ，ド P - で 

- itn.e Japanese th 卜 、 J ミ お - 01 み 


oi ’ Ja お汪 ae ミち 這 打 d the 战 礎 ち 蝶む- Nf じが u か a ， る 至 tma が r of the New Y が It 


that 


‘‘If any act be passed ^ it will be 


th 沒 t 巧かリら he fully recognises the 
right of the が〇り 16 .- 0 ミ California toj 口 打り ち がが 化 巧 - 
]iai;k!non な 放 ore , が - curs and ‘solid !le 咨 islate according to their j が ' Ige- 
.. f が "in 过 atio も vre most earn が t 切び げ机 り 打 化を suloject が k 打 d おがな e; ミが 打が 化 主 i む . 純 3 かがが rela む 打 答 t び 

れ ) f がむ お thg. <1 か lomatis お aiKipie foels け . が s ci なか . to ur が a recog- 1 か 9 がみ - おかな 巧 ineligible 10 の t 虹 灼 ;- 
: .. 亡 — 刮 ; ites 猫 6il of lK>th 杞 mi 打 tne さ to bejni な on (.) 重 比 e 班 t が n をむ onai characl: の、 — 

-• not satisfied 巧 : kh な tercpomi 幻 gjo ミ su 地 -! egisla お 0 打 . .Bd_ng an ぶ ious 
打つ を 端 口が ， but to u; 谢 な li t:h な r tact j to で reserve and strengthen the io 打 答 - 
and. 巧す sclo 说 for をな (hng ク tbe peirma-i^aridirtg む iemily. reiatian existing 
y nent だ 如 なだ〇 打 0 至 the Ja が i 日が e fiiies-i between this country and the 
: tio り i 打 Am が i がし ! 打 ati が！ ち 姑 the Oneh も he very res- 


concerns^ the: 

J が 沿 1 做 ' ' がが け。 - レ … W 。 | 化 か 1 . 姑 化 mia 

M か goli 細 Vb か we do U かご 聊。 が！。 おか e districts su" 麵か ng the 
化 at e マ 抑 theUnited S 解が S 卿 •欄 う 心 。巧 船 も & 。 ぉ が。 化 e ぉ p ne 。 
Co 口 rt'ean がげ cetl 化 側 St' 。 む 加 ; "hjare 汪口 invaluable portion of the 
the b わ 地 of. 比 e Japifnese 拍 が - ほ Lommnnit' 
shnm 如ん - お， however* かち じ を。 化 —I 加れ 口 ra ] ’ 
dian Government could tmd み i^oLu- 
お on お？ the. awkward p の blem ; ミ 
ought liot to be impos お b ミ e お r 化 e| 


、 uk r ぶ Si ) う 巧 えせ 
Tlie むげむ だ 谷 お 巧 ’: 过 S 


Wa 浊 ingkm Go で ernm を nt か cii わ 
cover a wav ちむ t がな を perpk 沿わ . 


お pan お 8 F が ! MS . 

aniTWm が til 邑 

Soil in Oalifornial 




portion 

In the Alameda agri- 
dis わ ict the America 円 
populati 加 L お about が : 00 0, while 
the Japanese is about 1/200, rising 
in む巧 summer se 汪 so 打 to over 2,000. 
j Some 200 are engaged in the salt 
jhelSs; but the r が t give their tfme 
Ito market -gardening: orcharding 
: and general agricui れげ e; and. with- 
|ont 化 eii* assi が ance the orchards of 
ithti dis れ ict could never place the 
む u な on the market in proper お me 
and condition. It お th ミ ir de む 
! till 呂が s that handle ( 笛 s of 


The AprU 加の be? of 了 he J 严 a ひ ! 纯がお 的 tomato が and apri おな th が 
避み 呂醉 ! 打 e has an article cm . 化む ^ 巧 • 说地 e niaxk お i 打 casern, and 


江 a art 帖 e wi. 巧 巧り tne max をが hi season. 

'Japanese in California. ^ て お ej 化が aig り take an imp 如 ta が がみが 

Jspa 打を が， なが rep がが ntea as SQC-jin 化〇 imraen が wheat harv が t of 

お が 姑 farm が も汪加 fishermen, ‘ 靴 も the . vast fertile valley of the State. 


王 D the iiorthei . む p 幻け io 打 . of the 
jg 化が Si* お th が e a が so 姐 e 1 も 5( 解 

nese. nearly ail of whoin _ 


;r shipi and the Ungtiag を employe も 


We are far わ orci uiiderraiing the !^;, • ‘ 

おでな fc ( li 飾—*’‘ 加 es that beset in the し. 气 V ./ V / 
- workitig out ：of 础却 t weconsid り .， as 
. jw ちぶ oirii : か！ o 口 t i 扛 oiu’ last i が u わ ，. the 
0 む l . Y . l なが i 。 咨 soIu - tioL 口 な [I tbe problem , 

: tnat . i も 姐を 答 rariti もを by the United 
ピ 中ぶ もが レ） t トホ - Japa 讶が e the ri 控 ht oi ’ 
luitu む Uiz 化 お〇 打. However , once the 
fuli : re わ ogniti り 打 of the foundainental 
- p むが Qiple involved in the がを おも 
'，を iven , .が e .believe that , tiie の lod- 化が 
.♦琴 ■« •がけみ -' CO ぶ さ be fuimd for 化 e two | 

Government which would enable 
4 bem to c り operate i 化 the smooth 
• wo ど king of ;the sy が ein .. The 
called '' Gentlemei.'s Agreeraent ; , 
lor , r 台 fct で ictiog the Japaae 好 € immi - 1 
gjL’axicHi i 这 が ] ch an が cample . 


most eame な ! y; ad -： 


are trying to edit もな te theix で hi!dren 
tb ； がた よ 0 me が .the. conditions of life 
in a ne げ じ 弓な たむ 了 . | . 打 par け he ai.ue 叫 ミ & り - な . 

ぶが S: .. ... . . , 

，す he ‘ 始 々 r 马 Jap な nese to わ e found 

細 的 比 at 恤。 h 1 は S ぉ Pf 挑が C ひ侣黑 置 念 品ぶ 船 .1 机 g 蓋の ゅ。 加。。 匪 触， む 

3 〇 <1 剛が〇化 1 。咐れお呂帅础〇。巧け〇磁 5 - が 湖が W America, but! 
e スお t npo 打む 巧 8 姻 6 しも , • . 如な お ; ： 法 aiv か j "per が rrt of those j 

.. 。王 畔 eak ， 王 tM 施， fo’r 姥 e ma が ! ’i な is けれ おん in t 的 United St おぉ arem!- 
oithe み na おが C を 触 >rnia, . 化け ; iin 的 南 J; お で立 な ...' が 地 . t が . 比り お ini 化 も； 
do for. 化を .. げ to お g power ホ 化 e! ( 諮が ら なぶ 估 te " 言 お er ぶ が も <1. 此 agri-J. ' 


■lAgeucv or liie 
f,rR?ink. pre む de ん 

■*1 巧 tten な eu わ、 ’ と坤ご uicm む era . ユ nd txi を ： nr 
f guests. The わか ; えが , v れ as なが 孤 が己 -- . 
みか sn]p of ; 戊 )0 and has t か d る y .' が ,.;. 和 ’ 

I か邵 osa! a tuBu of 巧 1 、 10 O, Tte 
I primary object of the boclety is to 
bury the dead among its mem be 巧， 
to give aid. to those who arc bv— —’ 
sickness or injury hicapac 巧な t を d "tev 
get the m^aas of livelihood, and 机 . 

泛 n 速 - 台 : 苗 ptoy 巧が ats to t;hose が ho.;, 
apply for them. For そ おが purpose 
the Association has 注 hosp ミむ i-l, - 
where th も sick ar お cared fof gratis - 
by Japanese pliysiciai 巧 . 王 t むみ 8- 

also a plan to pnroh; が e a pema-V 
nent Imrial ground. 一 ' 叫 道 

The presiding officer, after dwell* 
in 径 upon the な ork done hy ihe . 
Society during か e past half year,y; 
and upon the financial di 馈 cu] わ だを . 
it encountered , emphasized the ijr レ 
portance ot more vigorous cajm)algr 王 
by its member ド for the extension of - 
な s 王 打を 。 ence and も he enl 化 r が现 ent 
of its usefulness. On tBe go ぉ ciu ぶ .‘ 
Sion of Mr. Jc 打 momiya’s add’res も： 遺 
iollowed by two. other short ； 
speeches, the gath が ing wa な deiigh も' 占 
む ! 皆 - 位 ateirtaiiied by Japanese jug ， 

咨 lers 凡 nd ra なが cui.n も and an A rri わ 、.':; 
■dean お nger. ——‘ 苗 苗 

At か e m 片 etm 呂 Dr. T. Tfika 打敢 


was rc-clectea Pre 夕 ider 4 ， Mr. K, 

• , が e おおち 0 , な ce ぶ onsul, an 巧-- 诞 f ..- ぶ 

jdevot が i to the til だ ng of ぇ卜! を が i!,jAmarlo— かが e e! がな d Vk;e-P が 如.. 

I perhaps 池を most succesi*?! む 1- aj ：idide^t 5 ;‘-and 削 [r., R.. ふ cn 玉り Qroiy を晏苗 
化 e ぶ tatei 打げ で e ぉ 町が- ' — • ’ ' : 


玉 r ! 


use' 


ineligible to citizenship .，， H か 
asks tha ち yo な bring this ^ vi^w to the 
狂が ention . — 0 . 更 .がち.- le お sktorg , He 


of な e がり rds s も 泣 - もも す b が 1 J が 鄉 — か が。 巧な icuh 加 e. 靖 〇が 旬 k ぶ " 巧を が e (. ，がが j‘- 


purpo が to co-Qpemte fii む y . 。り ち tKi :: : i か 時が {相 liiYated 的: ん 巧 が！ な c ミ 
li お { rti け with the ■ National な p — . ver 打-が ド おを.. お. 席を し 削 过 机... 巧な 吗‘ 如! 彼 vjs ! ; 
ment and io do o な 1 扩祀 at でむ 1 畔 巧み 祁 明； ミ . 無お邱 { g が 舟た 輪每 靖-佛 が-. 
belie てが か e Senatd わ那 a 。 tel 鸿政 ph - j が mil お d ! 扩 -within ont ■ pjroYii ^ jpjfei . ac ;; お ■玻甚 a 蛹 為琼 碰も majorityj 
ed to the ぶ ep が tin が it 別 對が 6 i か マ it ’ ね out . i が 他 〇挂 exme or ; 1 卜!が 1 ；(;さ, 1 町!幻ミがぶ打お-お口? 1 过がはお猫 6 れむ... 
咨 t . も afi . ly を〇 fe を pi 姑が ed . Tha を’ り むのを がが n の 山 a が^じ . ^ 种 h をが.—.] S — り t on-iy so . bu も 地 e clitnaf ゎし 

货贿 n - the ぶ irecit me が a ■多 民 む のり T か 鸿 が ちを な 与 .主 s ' び! が ' e U をを がが‘ が： 
Preside が 巧 11 か) な faxl が i to ミ协 p 雖 を！; 姐が 巧が v り む' 口 < 1 than an え-が おが お社 お 
[ Califor が a I 一み g 轴 atu す e trom p か卡 せ.- ホの。 ri 哗 、，地 i 邱:お 為.. 诫 pr 躺お 
す; 1 お t ; ele が am ’ ho ^ vevei、， failed か;。 が おむ g to enact th ぉ ： Anti - A がり | a れ nic お脯 -to level ' s , of がリ 巧！！ み e 地 破 ■ 

、 • 1 So!LaiKl お iiL whi 过 i . is discrimiiiat 彷巧巧 o 巧 も お:: 包 ke t お e Japa ! 如 ■•が , J ' 

: ，'- - " — しご i 巧茲 .占 •- - - T ■ - • 〜' . 1 ! ' 

: ,r — ホが e - なで な 致 P 注む 巧 e 王の な agr なれ t も 
ちわ eithe Presi か 志 巧 e じ ミぉな ，か ’. が。 な Mr.jto のを Hca, が nW おけぶ in-, おし 谭 rl! 


が お e 

limited ; ow 丘 おで む巧 ， to の お zen を a. 込 d 害 
to thos を who. bad declared, their! 
intex が ion 0 を beco 逆 i 打 g ei が スが巧': 


Tlie 

Y ©kofi 綾 m な Specie 
Bank ，. ム重 cL 


: M 


r. 


巧! 


ぶ 


運 


ん啤が i 碎 d Gapit を 1: Ye 打 避， 000,00 0 . . 

. : ぶが 谜抑 取 qnd 台 urp] 巧 受 ：- Yen 17.8^0:000 


its d が ired , effect. 


HEAD OFE" 王 C 技： YO 技 0;L じが A 

r ' ..'- 1 . . 

* B 及-もべ ご HF,S Axn A で 口 、こ 一 


— お.- 二. . 




& こ 


尤 遍 ^- 


nave 

ithe-Presidgnt took 'oV—.A が！ 一 22] 泣ぶ i なをぶ おが 巧 お 连 

巧ぐ ' i. むれ ’ th が ' step 弓 to' !- を pr が S 口 PQ 打 

,j6o 々が nor， the L 巧 巧 ! a れい ‘ ち 江 幻 d the 

people of Califoriiia, 妃 ；^ the crisis 
iwhich they have ^rec 味 ; 的ち ed 
I 油 eii’ proposal to. legislate agidn が 

iiaud-holding ,by ホ apane が , d 打 む la ち i おび が A も rU 25 、 

. ィ， , c ぶ 娘 / ぅ， •尸 ぞ 

•■ ふょ。’ ； "•'ふ " 


一;；- 


B ひ - an が おお special envoy -to con - 
sult お 化 地を California お g お lat りが 
rm 化さ’ 脚 お ect . The 忌 ecretarr が 
音 妃ぉ iefi 一' Wa 訊 ingt 饥 r 。口 .the ev を か 


I ' . ' 

out よ Of - しな ミ 巧 onuii, in 1860, not longj 


aite ■た y な pan hoxself was opened そが 
姆谭か rei 基! が r; From t も at:" が畔 e 6n~\ 
: .ホ るぉ か ere has ホ een . な ste を <iy 


i_ り 巧 ’ o' 1 
N 化尝雌 aid 

I N む ホ - を 3 浊， 
Bombay 
Hanicow 


Peking 
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K obfi ' 
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Shanghai 

Ti 郎お kv: 


stream' of im' の 職が ion 的の が 泣 r to 


Ciiangch の、 

Corre ぶを 0113 を 打 t ミ at all the 純 i . i 許-、 601 Qi で er お リ]' cities iivtlre 巧’ が Id . 
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T ,‘ S 在 • e 1 < 
y 3 が my 诚牌 化か がげ 巧 

腸髓 S 茲胤辣 •II 
如蟲も 為 i が爆齡 
が雖 KI . ぶ I 常な I 

點齡 i 韻 I 令 li 


EF 
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お；^ 旅 
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A 


お荀渐 巧を 價 (おを 巧 我共グ 
.遗； 一懿 おを 视 ロム ハヶ巧 か-蓮 

□ー ヶ伞 をを 卖 

ホ 化 巧 十‘ 1 靈《爲サ お。 がをお！' 
帮ザ 苗 

"'を お 兼 鶴輯人 甲裴磯 1 , 1 ^ 

.時-;"- ' 卖 ，氷：-谷 。渉皇^ 

.; 读朽 如：’ お， 脊が巧 匙 i 
.-' 紐ち か蕃备 ニ ミぶ- ' ご 

' ' 墨 常': 支み ^ホ！ミ 


襄欄題 解み 策 

. 宗韶) 

j がらぶ 故國 めが 謂 おみ： 硬 添が 撫慨悲 i 

I 場め 餘た臀 へ も 「目. 来戰爭 J は 如何 

だいふ だ 之 亦 口で 富ぶ やう じを あな 

るを でな. い.* すき じしで H ホ戰 ずが 

I 想き ねとす を も化戰 巧は 短日 巧の 瞄 I 實驚、 .-8 ホ 戰爭の お 結は 巧を め 葱 泉 


ぶぶ， ぶ戏玻 還の 讀 ホ# 柳 刪 14 ^ 

~ 齡掛 t 其燦 •ホく しては 現 巧が 巧 日本 I 


I 顯炼 ご^ちが 奠 して 彼等 歡洲 人が ザ 

ホ润 れじ鬧 椿す. ベき やが 今冀 ら說 r 
を 要せぬ、 巧ん や賴菜 民族 @ 嚴 猿に； 

猜疑 嫉妬 も 鑛を綠 やし ク i ぁる 則 載 人の 巧を よ 地を 時 借が 巧 お 巧き おを 

審が 巧を 爲す かみち 招、 伸 裁を す おを 曼し 棘が 盛は 中裝を 府に黃 都ず 

る じしで も 到底 溝ぶな 仰' 戴は せぬ 巧 

でを る I 円本が お 巧に あを な 禮お龙 

す糜 しね 巧で、 理屈は 潘 威、’ 費 儀は 


E 、 

焉 

一雪！ nal ■- 

命ぶ J 


で 教底あ T は b む V 、 非が 賓を 取ち 

布‘ 悼を 奪 ふは 寒に 易々 ねる ものみる 

.が もがかぬ が 逢鹽巧 巧が 寸 の？ 雖 

徳國 に， 割譲し ぶ 寧の ない 亦 千 巧め 

采 '壊 お， 誘 じ 園 家 的宫氮 もじめ て菩 

窗 段を 树 じき グン グ 々ダず ソ y •族の 

|歡翁：^^化擺屬に-肯んじ て 戰爭を中化 

心す， タゴゾ 、さやで ぁる、 狼 等 曲 何に 物 

-赞 的. 丈 明め 翰 弊に 魅 かちれ 愚ろ どは 

おへ.、 帯に' も よ 地を なられて 其搔降 

旗ぶ 搞ぐ遠 事ぶ 化ぞ： ザ ゐクろ お 

本で 着 部を 繼 綾； ミ頗 巧顯 みの 策を 

'採らが 幕-めが 禪 ぶ澀獨 しでが 懷篆集 

ぉを ぶ數き だ眞 じ、.. 饼 戴、 若 合、 を； 

協、； 誌を ど來 る、 而 して 結局は 無馈 

夢% t .' l 金'. 歸化權 獲得‘ •非 巧贊買 受け 位を 

|,94ぶ f をでをおをなに至 る ミ巧れば羞ま へ 

を ~ も^ 一-; ない の セ-ぁる、 夕 输菩忠 輿なる 屬お 

i 一は お 戰爭じ 於で おず 滕 寒め 地位 じな 

|1 つどい ふ 事 お 言 ふ 迄 もない が 之 じめ 

t 一て， 胥國じ 利益る る 結果を 得る 事は お 

だ厢 おでを る 第二た 考 ふ： べき 事は 假 

■氏た ホ， 日米 戟爭が 始まる. として あ 

をの 摘 情は 爾驟 棘れ じ歸 する やで み 

る、 日本は 無論 條約 違ち 灌巧 侵害 1 

I を媽 ど' して 一打く に 搔クて 居る がホ國 


還 齡を現 おせ レを で吾國 民は 跌薪 嘗； 

膽 のをき 經 猿を 巧び ん、 を乂南 憩は I 

化然- たして 長へ じ 其 棵本釣 婿が をを 

がぬ ので 去る 0 

卽說目 ホ簡 題は ず 露虜化 權獲静 じが 

て 解み する 龍は ず*， 臀ず になても ぶ 


る 事 ど 游す ので わを 
葦め' 提案な あ 間から ホを 巧^ どを 

I はれ 义茄 巧邸胞 じがして を だ 冷酷な 

ぶ 夕巧姓 話を おぐ めは 揖よ V を かな 
: 巧ぶ 香讓さ 身ぶ お- p ^‘ にがては 
I 地 言を 為す 拳を 踪 るので あ， 0 が； 


を 下ず 上 じがて 音费は 0^ 莽典兩 斬 1^1 

み 家が 器. 款歎策 414 篇 


モ^口！ ちを ば无ホ 米あ擎 がの 巧が 

がで ぁつて ぶる 時 じは おんで 巧 ひを 
ふむ. ホ じは 化 おって 霞<ご をみ 按扩 
ホ' 畫資 なる が 策に 款 ぎない i ゆ 右み 

.<? から 耳 ホ 戰爭 たを ふ ホ お饌を 避，. 

を かもを ザが ががん 務 じ貧夕 でモか 
。，を 義 おかを 齡が 巧が おに お 用せ 

どす*? がお^が、， お ホが ぁか がが 

I な. 家 おら- 資题 .な. る 漱苗该 を 載 かがで 


I 併 おし 吾藥め 提案が 蔚 巧され た をす 

れ 'がな 姐厨絕 はがが 暫地じ 街し 龙み I 

め數憐 得て 新務化 地 そ ホむ る翁備 

を爲^がぉホ* ホ资ず殷じょ^て 

を 韩獻 の歸化 權が認 をされ た 風上 


1 ms A £1 0 m tp 

の 維が、. 緑 避 おを けて 自 わじが ェ藥 巧が 事に 寄 •ザで 拂 H 閣駿を 說議 せち 


する ミみ がまざる 所で あ もねば 么ら 

一 — ^ — ， ね、 巧 じみ 住' +; 箸を ち 的と してを が 

-甘 ホ閔題 S 葦ぶ 提闽 に} 丈锁讓 地. の聲 誠を ミ 襄 おらを ず 和 _ 


I ; 怎化 海ず-心事が 巧 巧 V 愚 わべき お g 

の绩は 少く甚 も吾闺 力の 充實 ずるに 

至るな 其 鳴ら 净錄 かみ i のでを るから 

がしで 驰 をで-® 何 •で^ない 却つ て お 

がなる かを 手段 じがな て淹 血の 禍を 
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I 基替敎 ま義の 感化 为 じが 頼す る じぶ 

るの み」. 盖 育へ' るは*. 想 ふじおが ホ 

風 太ず 洋 沿岸 じがて を然轄 親せられ 

直ク！ 般に 誤解 せら かつぇを る時樹 

め靈大 なる 栽 旅を 有すぶ， とを、 曾 見'^ 

j を 並に 吾等 多 數めホ 乂じ對 して 巍谁 

! せる をと 謂 ふべ C 、 而も 触斯 事態に 

瞬して な齊 人は 單じ 「誤解 J たおで 

が' ろ どの 遊離を 戲 ぐるを 許されざる 

べきな Ks 细巧 どなれげ 目下 東を じ 

於て 起 A つ； をる 事体は、 實は極 ぉ 

襄時节 の 間 円本 じが 化せる 狀 態の 

働く 棄面 にお 現せる じ 外な ろざる を 

採て なを 〇 , . ' 

《 A 乂 A A 免- A A .* .4 A . 瓜 A 必 

..盞 し妒 本人ぶ がな 入 聞じ證 别聲诉 


寺を か寶 驚を をを 某ん 

ム 'i 


等-端 恨を 幾ず る 能は ざを 所逾 、吾ん 

I か谨 削が 態度を がれる 亭赏は 踊々 な 

j 义おホ 事に 化み て 日本人の 頭臟 じれ 

I 栽を 與 へたる もの じして、 彼め 加納 

: にがけ る 主 泄樂の おきは' 僅が じ 其 一' 

j 掷じ 適ぎ ざるの み、. たくへ' が 吾人® 

黎を 政策は 拂 莱洋乂 ち義 をな 合せる 


が 故に お 巧 移民法の 拙が なる 執な 上 

抑 難 露々 無用に 彼等を 激 巧せ しめたん こ 

心"^^'|をみら'、 千化巧と年めが泰じ當らて 


一 郝贿じ 於 けん 學墓举 俾め發 をせ る 頃 

:哉じ サク タメ ントじ 於て 懸案 中じ屬 

; する 闽題ど 殆ど 阅 一一なる 銷円閒 題の 

一惹 おせる あり、 因 水の 衝突 じ 誤解 ど 

y の r シミ. マ！」. を增加 ザべき マグダ _ 

:ン す. 織 事 佛じ關 する が 譲 をら、 其 他 

一ず 平洋 沿岸' のを 州じ攀 失阀 小異の 

一-皆 別 的 思想の 教 おを 見な ホ、 總で巧 


;|， . A 今 <1 <3 公 ' <3 <r f . 公 公、 <3. <1 

あがきは 最もぶ 赏 なる 自驚必 じ 常め 
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y . る 乂投め 「ブラ.’ イド」 じ逊 する 激激な 

ミが 繫 化、 H 本の 國家的 名 擧じ逊 中 


一-,. ご： 一 


謂 ザ 


る お 度の'; .「、スタブ ブ」 が 乎 化 友 請の 

宣言を 太聲娱 巧し つ i あえ 吾等 乂人 

じがら て 巧 はれた るは 彼等 旧. 本人を： 


ん繫若 S る 薇を ぉ斯 

の湛 狸に. 由らず して 旣に活 きたる 事 

實 たる 差別 的 待遇の 結 案と して 日本： 

じがて はおを を 通じて a 本の 國權を 

な 藍せ しめんが 媒 めじは ホ國 とめ 戦 

(か 隻爭は 到底 避け 得べ からず どの 威 情が 

か 長せられ つ. ょを るは ホ 止む を 得 ざ 

る じ 弗ず や、 如 止の 窓 見は をて 狂.々 
IB 本の 新聞紙 じ 化ち て 提唱せ ふれた 

.る ものな^" ■'我べ' ラダ ドは 遇 まに が 

て 化 事實 を指備 したる め 故を なて 著 

I 人は 常じ排 H 家、 若く は 爆 動を ど稱 

一 かられ ザ、 他の 日ぶ 親 蕃の渝 がなる 
ホ 商の 事 巧に のみ 傾聽 唯ん ご 欲す 
徴鉤者 流のを 擊の擦 的ぶ なれら ど雖 

今み 加が じがけ る 虫 池篆じ 幾し 衆 京 I 

じがて 破毅 せる 反 逊の繫 の、 が じな 
治 家 じ 化ら おくは 觀 聞を 通じて a 米 
戰爭の 不可避べ きを 說 かれね る じ 基 
ける は觀 なき 所の み 〇ニユ ョ I ク 

じがけ る 或ぶ 新聞 ば' I 日本が 彼の 導 

I を 解の 巧說 をび 僻論を が 張す るな を 

j 维 9 口中け じ 左を せらるべく 余な じ贊 

明なる は髓實 化」. 呈 岩へ-^、' 然れぶ 

一般 日本人は 必ずしも 化國 々民-^ ら j 

な 上む 赞 巧なる 巧络 じがず、 をつ て 

概論を ホ 張す るな 客 幾の 凝め じ惶惑 

ぞら れで驟 爭ゆ慘 禍じ猶 らん もがら I 

知る ベから ホ、 なん や 東が 火のを 数； 

わ今猶 交を を' 等蓝 ずる 徳識 ので じ 突 

を 紙の 勢 方は 惹外 じ赚激 なぇ 濟ゐを 

じがて を や 9 (ホ 完). . 

嚴 形勢 盡 々險惡 一 

乂排日^<^.巧されん .； 

趙 あ卿武 蕾を 巧は 旣報 のかく 贿如夕 

會ど 排日 虫 地 案 前後策を 講 せんか 爲 

去 川廿四 U 帮麻巧 發撰府 じ 向 ひ おを 

i か 同地 着. 匆 々上下 両院 樂會の 席上 中^ 

震 藏廢の 栽 向を 吿げて 其な 省を 化ぶ 

てた々、 化て 卿 知事 並が 脅は 溺後數 

闽の秘 厳を 講を 重ね 憐簾 すを 巧 るら 

て も 其 腾废は 依然 W L て變 るこくな 

結 尉 ゥィ グ ソン 氏の ホ醫を 度外視 I 

し尙 一層 峻烈なる 排日 修正 樂をお 草 I 

して 么を 可み する こど！. なれら 

去 化 H の 碟商部 骚電じ 化れば 該 修正 I 

をの 潘 過は 疑 ふの 餘地 なく 州 知事 ジ i 

ョン？ X 巧 亦 該案 じ 翼を す 可き をを I 

言し たれば 加州よ b 絕掛巧 じ 日本人 I 

を 驅逐す 可を 法 禅は を じがな す-を 王 

どなり、 武蕾巧 巧の 巧 巧は 巧 等の 効 一 


しで 「我は 友の 家 じがて 刺 ざ 化た^ Ji 柴 なく 却つ て 加州々 會を敕 せしめし 


吸妥 


j との 惡感挪 ち 欺 剖の 難に をへ^ どの 

感を 抱かし むる じ 至れる 所な 化 巧 


じ 立 まもし やの 源ゐ も、 而 して該 撥 

正 案は が 州 鉛事潑 長ウュ .ッブ 氏の 起 


は 鐵化權 なき 潔と おも ー ニケ 牟义げ あ 
ダ 年 睐の谣 地を 爲す餘 地を をせ しじ 
I 不 掏* 該 修ぶ笼 じは 化 事な <現 をの 


_ は 識す哥 も 非ず' 本紙 發转 迄にな 愈 


i 々すみす 巧き. は 疑 ひなき がを に.： 鐵 ず」 さ游 々歇 法螺を 吹き 迴 はもて 得 恵 


る S 京ぶ ホ央渡 がの 幾度 如何は 世人 


虫 地 巧 有を ガ 死む したる 時は 巧 民權め r 灯 も 早ぐ 聞かん ど 欲する 骄 なる 
I なきを じ相績 せし むる 不能 等，、 結局 も 大統領 ウイ グッン が 並に 珍な 大使 


日本人 じは が 州 じあて を 業を 窝す 能は 化 事 じ 蘭して 巧 事を も 誘ら， 唯 華； 


は ざるん むる 锐暴ま 極の 法雜 な々 
I 修正案の 要略 傑 項は 左め 如し 

歸化權 ある 化ての 外屬 人は ホ 


國則 ぃぃ 王 i だ f 隣議 謹け 


次第 じよら ては 


を 所有ず る 事を 得 
二 化ての 他の 外圃 人は を 衆國ど 
'巧 外 國人巧 屬の留 家を か 閒じ現 

がせる 嫌お條 約のを めら れ たる 

'目的 並範圈 みに がて 出 地を が 得 1:, つずピ なな 

し么を 所を する こぶを 得 
一こ 餘化權 ある 外國乂 おかの が國 

人 じょを で 組織され たる 會祗は 
現帘 通商 條 おの 宠 みたる 條 がに 
依 b 止 化を 得 之を が 有ず る こご 
を错 

四み 固 人の 現 巧 所有 ± 地は 歸化 
權の细 巧 じ關せ 中が 証 せらる 巧 

レ-. 

おが 如は 外 國乂の 不動 逢 ぶ 

'柄 有 じ 離す るを 俸を 制を 礎 一打ず 
ザき 聘稀 のま 權 をが 留 す'-' 

大邊巧 上の 加く じして 借が、 相績巧 
他じ觸 しては 別項 巧 載 法案を 义の述 
々なを、 をに 化れば 原案 じがて 「巧 

一巧 權 なき 者は」 ごゐ^ しを r 巧民權 

ある 者は」 とし H 本 入の 現を じ 所ち 

h - る' -H 地の 巧 荷權を 本人 I 化 じ延を I 

; したる じ 逆ぎ 中、 尙該 法案の 不動 產 

i 湘緩じ 欄す-る 條 項を 見れば 巧 段： 機な 

き 者は 相績 する 能は ざる おを じて、 

し 本人 巧 じの 隙 適を の相績 人な き 

I 瞻は州 法 じ 基き 競 賓じ付 せらる {-事 

どなら 居れる ガ、 左 すれば 

| i ?- j れ •の 子な き 日本人 巧ち の 主 地 

I は 本人の 死た ど 同時 じを 賣 せらる i 

1 譯 ななる をな て該 法案の 目的 か 漸次 

じ加制の化：*^ら.日本人を-1 掃しまる 

の 力 あ もは か 論な り.. 

武 雷を 氏は 右 じ 願し 中央 紋府の 不同 

意ピ 表明 レ 化る 外 口を 減 レて 語らず 

ご雖 らま 一日の 電報 じがが 巧 か 

ー ウイ グ ソン 巧 じ 向 ひ 圃滿解 ホの 見込- 

ぶ なて 頗る 樂觀 的め 打電を 爲 した-^ 

ど あるよ b 見れば 排自窠 の 嶺過後 中 

1 央 政府の 執る 可き 態度 じ 願して は 今 

なじ 於て 倒 巧し 難し 


♦を 巧 大使の 國 お错訪 間' 同大 紫は 

ま 巧廿化 U 夕 劍圖務 谨を熟 間し 撤 お 

卿 代理 ム 4 .ァ巧 ご 曾 見し で， 何事を か 

談合' せる をな々 ■ 


® 遣ホ畿 貴の 嗔^ 慕な ホ 電は加 棚 等 

保 じか 其 詳細を 調 養せ しむを が爲み 

じ 基臀敎 徒の 代表 潘 ごじて yM 

素 六、 服. 部 ボ縷惠 

を 渡米せ しむる 夢に. ホせ 中) J 殻. 取ぶ 


み 日本ぶ 中央政府の 態度 お 何 別項 
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、ぃ ん‘ 


H 棄戰爭 は 二十 グ 巧な 瞬に 始まる ぞ 


1 靡の 觀野じ 於て 僖哈ら る V 所に よれ 

ば. 米 翔は 條僧竣 ぶめ 謹を 新 


條約 違反 ど 認む るは 疑 ふ ザ < も 非ず， 嚮 ずる 機 願 紙の 報 藻は 何れも 虛雜擅 


现巧條 I を 


ず 至る や 藻 


■ュ' 


クァ メタ タンは 瞬 本 米藏巧 及タゴ 
力； 氏 等のと 地 建物を 赃か籍 督し居 

る大 坂が 富 蒙 藤 ffl 卒太郞 巧 巧を (ュ 
ュ 3 巧 ザ 1' シ！ じな-®') 化 ニモ 英嗯 

は デュ： ポント 化藥 製造所を 敵 下し 得 

巧き 寓她 じな も、 一を 事 ぁる 時は 日 
本は' 一擊の 下に ホ圈 軍用の 乂藥を 盛 
發 せ-: 3 むる 卽需 な-^. 這 か 或は 米國暖 

がは を 砲を むを 馬に 證遂 中なら 这か 

觀 じがて 愚說惡 口め 限りを 盡し 居れ^ 


♦拂 H 熟の 傳雞 がが 虫 地を 黎影馨 j 

ょ^ 口. ツネ ー 山 巧 西め 諸娜 をは じ 

I を ネバダ 遠き は， ァ 'ラ' ス 々地方 じ迄排 

日運動 起らん どず る横樣 あら ホ央嵌 

あは 多大のを 慮を 巧て 之 か 研究を か 

しつ、 をら 运 ； 


I 参ぶ 博 主の 同 構げ 

I 年 日本 じ 遊べる 前 V ;> 1 .ド 头學鶏 

I をは 排 H 蹲 題に 醜し 去月 册 U の' 占, ユ 

ョ！ クタ ィム 為 紙 じを 义の聲 をを 

せ 因 本が 他め 亞細盛 人 VJ ん稱 がに' 錠 

神 的 じ おた 道德 的に. 著 L く 興趣を 舆 

じし 居る i 及び 日本人の 殖 をに 趣せ 

ざる y 、 =2 本 か現狀 、朝野 識 あの 態 

I 度、 H 米戰 ずの 不可 雜 等を 詳おレ 終 

じ加调 & 婢 H 案は 明か じ 日本人の 

I 條巧上 0 機剌を 無視す る^ 繁睐巧 慾 

の 法律なら ど 論 せら、 詳細は をで 譯 

載すべし 

々ィム ス紙ガ ぶ 傳± の 意見を あ'‘''' し 

其社說 じがて r 問 顔ぶ 外を 上め ず 段 

じ 化る 巧く 决 して' 州會 じより でみせ 

るすき じ 非ず」 ご 結論した るは 本 j 

I が 記者の 意見 W , 一致せ-^. 


を 東南 部の 排 0 

論者 


な. CS し 例の ホ ブツン をな 化 程 大統領 
を 就 ふて むを 瀉 運が の關 通せざる な 
じは が 綱の 辨 目 案を 通過せ しむべ か 
1 らず ど ミ へら ど' 

A 、 ィ！ 夕 .卜 若の 巧 態 ■衆 慰 お 觀屢の 
I 張 本なる 同 君は 緋日 事が じ 關し旨 己 
めが あたる 歎 夕の黃 紙 じ 命じて す 楠 
I 變暴 簾を 違う 甘し め おもて 該 事が じ 


證じ おでざる はなく を 旧 大使の 巧 動 
じかいても 歎々 誤報を 傅 ゆるを なて 
I 网 大使は 迷 窓な から、 J 1 スト 新聞の 


いする 講演は 時 敬 枫聽衆 巧 非常め 威 

I 動を 興へ 巧 か 流 鶴 じしで をつ 蒲 快な 

能辯を をて 乂穗的 偏見の 不可を 論 
、ホ國 おか 黃が留 を 等を 認めて 坊 

て R 本人を 浄遇 ずる じを 明 正大なら 
んミは 之れ 惠等化 本人み 耍 をな. 貪と 
I 結論し ぶる 時の 如き 滿 旗の 姑を 喝采 
1 暫時は 嗚 もも ホ まざな き尙 巧は 巧燈 

じて 東を 附近の 風光 並に 明治天皇 陛 
下 御大 葬の 媒 t を彭篇 しで 一；々 說明 

を附 したる 上を ゆる じ 面白き 諧 誰を 
なて しねれ ぶ 八な 餘 をの 磯 衆は 格段 
の 興がと 滿足を 巧て 將± の 講演を 傲 
I 癖した^ 巧の 穗溃 後. トス ラ！ ぉ± は 
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主. 鱗 短廉 SM 雜雜惡 r 平 


I をの 爲じ 一々 辯が せざる 巧から ざる 自己 藍 督の了 じある 病院 (な 東墅 

-究篆 なる か ツイ ー. i 云 日 前の. 之.. ュ； ゴ 


をが 態を 巧 燈じ影 為せし みあ じ 東を 

一にがて設備完をせる病院め數少き 
2 を語ら义 H 本人をす正直 ど 評ず 
こごの 不可なる 事、 拂扫繁 のぶ 法た 
もこ W 等を け も、 當 務の聽 衆は 重 
じ 日本 協會 具を 中む ごせる 當 地上 

一流 赴を の 純 十 貴女 等な， りき'.... <.. / 


本，、. タシ ツビ！ 選出で 挺 議員 ンブツ 

ン 君' ま サ八口 下院 じ 於て 雜んじ 加 
I がを 辯 譲した る 後 曰く 「ホ國 の 農夫 

は柯 等外 人の 競爭 をを くる 事な くみ 

i 滋じ主 地を が 巧せ ざる ザ かろず、‘ も 

I しを 等 かり 本と 戦 部' する 必要 あらぶ 
チは 最後® 絲 かを 化ぐ じを 私涅 誓て 
'摇 せざる ザし j . と 絕畔ム 大じ排 H の 
I 氣擺を 化き たる か 過 ホー 巡 間 巧 倒な- 

る 赚祗 案の. 剖識じ 聊か 倦怠を 催 ふし 
おる が 柄が 畿 員は 販漏 麗しぶ 戰が溃 

說夕閒 を 巧 ホを 巧て 之を 逆へ だり 


•早 川 保 ホ 飯 巧の 講演 ホ廿 ，闽目 或 

南進 步 驚僞樂 部货樂 食に 碟 みて 郝 測； 

間 だいじ 願し 得 盧の氣 儀を 化き 米闊一 

民 か n 本人に 對 しで 巧技 S しでの 燈 

値を をず の 磯會を 興べ ざるは 頗るす 

る牢 な々 と贼 破し 殊に お說 終了を 聽 

ホの 質 閱じ滤 じて 彼等に 輿へ たる 答 

j 辯は 不殺聽 者 じ 威 勘を 巧た 獨巧し 巧 

I る 質問 かが 自 果てしな^より 荀會あ 

な' 巧 間中 出-を 命じた る， 程な ちんを 


を 避 目 米 國大傻 
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歎 巧 - 


ビツ ツバ ー ク is 前ホ投 たらし ダ. プリ 
ュ 、ガ ，スリ ー 巧は 今 固 日本な 剧を權 
I 大使 じほ がられたち、 化 巧 命は 睹： 
祗甚を 藍 要なら ぶ 信 せらる 
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日み 協を は 時局に 願し 講被會 を 開く 

みお 要を 感じ 去 一二 十 H 依 ホ テグ ア ザ' 

夕！ じ 於て 開を したる が當极 巧ぶ の 
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の蠢 地と してを 名なる 巧なる か祠 
|地捏化め ^^..ブ ス 、 ブ ラゥ'ン'耀は排日| 

羣 のず 條 班なる 事、 フ り； ブン じめ 
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し 自身の 葱 見を 態々 ホ册ず どし でが 
ボ损じ 散布し 本祖 にも 送が し ホれ る 
か 排斥 毅 のが 必 わる 加 欄 じがの 姑き 
i 间梅者 あるは 毒ぶ. べし 
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1 ♦化る 銀 巧 鼻大牢 氏は 華盛頓 キヤ 

ーダ經 をの 上渡歐 ずべ し 

♦領事 能 補萊楠 一二郎 巧 當地緩 領事 

館に ホ 巧すべき 树 巧は 二百 ホ 懂お發 

か' 上 本 巧 十六 日頃 着 巧の 緯 

I •東京 電燈株 まを* 技 節 植木 耐太郎 

をは 去 巧 带 sta 本ょ ゎ 藉ホブ グアス 

タ ー じを^ 

■ --- I 

♦ミホ 物を ま 巧 員 太 旧 太 巧ぶ 新婚 
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■ ^ 11.1 11 J I 
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かと H ロンダ' アィ ランド、 リシ!' 
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をな お 也 . 

併サで 送葬み 節は 遠 癖 御會葬 
被 下 候 ホ々 じ】々 參を御 禮中述 
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I 藏审上 候. 

ぶ 乂總化 
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@ 11 大潑 識會り 
ホ 景'‘ 

がを 一! が 局 間 魔 大淸誠 會は旣 報の 如ぐ ま ホ 
’ ’了^が力； 子ダ！ ホ 1'グを樂がにが 
で開會 されたら'、 馨 がは 開濟前 ょら 
娥 かじ 雨天と ならむ 爲如巧 ぁぶん か 

ど 短 かし 發を人 諸 巧め 豫 想が •つれ-て 

聽 をはを 魏 前ょ- = ''ド シ 誰 掛け ホ 

トィ八 時半 頃には 階上 階下 共に 一が の 

聽 衆を 0 て滿 され 其數 四な 名と 誰せ 

られ たるげ な 觀闽胞 が 時 馬に 府ク； て 

歎が めが も 察せられで 實じ 嬉し か"^ 

き.、 演說 はま 巧 淚泉君 か黯會 の辭じ 

お まも 境 海 歇帶君 第一 燕の 游韦 こし 

てを 日 邸 題 じたい ホる 巧 威*、」 同胞 閣 i 

綺め懲 要を 論ち 驚 ごがが 堀 巧 俊 太 

郞 君'. 「香 人は ぞ內の y 本人な み』' て 

ぶ だい 下じ敏 ，ろぶ 池 藥を遥 過せ‘ しみ 

で 錄化權 を. 獲 鶴ず 可し ぶ 論じて 降疆 I 

し、 歲 じを 巧 若は 鹽 際を 法 上ょり 見^ 

たる' 巧 日 案 Vi だいし 倒 際を をの お 則 

羅甫條 約、 最惠齒 條歎顧 家の 義務 等 

::を お 說し蒂 が 學堵の 所 說を敦 じて 致 

じ 巧ぶ 法案は 國 際を をの 解 驛 がね 

る夕 が' ブ H ! ス よ. み 焉て 木な め も 

がを いど 結 論ぜち、 鑽陛鹿 早 州 保を 

郞をは 前納 閒趙 VJ だいしを 齒 の渡史 

證鹽が 犬 精 棘、 黑奴閱 敵を び ホ踐の 

藻郝 じたいせ む 巧ち 開 澈ホ義 等を 引 

殆：し ホ か 班に 轉 じで ホ 國じ巧 精ず ベ 

き 黯お擧 げ巧日 法を が 不法を 嗚せ-- 

第 お 席を 游ホ弦 おな r を 禅な 外み 乂 

なる だい 下 じ 9 本の 豫 を、 霧 踐の猶 I 

ホ. ろ. 来國 黒奴の おを 袭げ U 本人ぇ 

ずを 锦巧 外の 人 なれば を 等は 歸化權 

を 得て 虫' < ホ闕が 律な 巧め 火； どな •心 

さぶ ザを やど 猎 ベち、： 游六谣 もが 讓 

な 若 前州闡 だいじた： いずるを 見と 

わ-いしが 間 だかは ホ A にあら ては 狐 

.方 隅 だいなる 巧ら 曰 本人 じな h てな 

I 驟駭賴 だいなる 事，：； ょも 日 ホ戰爭 すす 

.^ク事外巧事俾瓣かめ 穗類を摩ザ終 

マに 巧 日樂 め 级 巡を 望まず、 T 且靜 

I 案を 緣 潰し 潭 きて 人が み 鎮靜を 待 一り 

.部 謹が はがを じょな で 解 あする を 要 一 

す ど 結論せ を、 第ぶ 膝 撤引马 人君は 

ユ十餘を前のがが狀態ょ■<^ r 巧 の省 

一精を 詳說 したるな 巧 日 案は 腐 腹せ る 

孤が あ焰を 及ユニ タンぶ 化 事に で 其 

恐ず 巧臂 6 特意 めを 廣 苦を 巧て 聽衆 I 

の 喝采を 博せ 令. ；-- 


I を認 をを け 、' をが 词會 おは 米 國大統 . 哄 . にょち 時局 大曾費 ど . してみ 自應み I 

I 領 、を遽 日本ん 嚼 、诊旧 大使、 ロ ホ ™ 9 脊敞 をを 慕 焦ず る 事 どなら、 幢ず i 

を！！ したる お 架材瀬 ドク トグ 、串 引！ 

哥 人、 藤 巧 孫を がま 等 五 巧 宛の 宵锻 i 

1 を だ 始め 一を 一 弗な 下 何れも 基金 宵 I 


词あ曾 お 掘 澤ぶ等 じ 地つべき 號 信の 

- 案を 勘讀 せり 夾 ょり 本社ぶ 巧藥君 
な n ?: 义 みを ピ娜 u 閒だ いどだい し、 
i 遇 去に がける が 外を が 策の 誤 まれる 
i 點 ょな、 y ホ 間 ごいの 狠本 的が 巧过 
凡て 外を じ 擦る 可ぐ 其 大要が S し 一」 
本人 所を の 出 地を； 白 倍 巧 至 五 巧 倍 
じて 買 却した'^ 上墨鹽 又は 南 ホ じ 移 

I 化する み 方を を 採る すし ィ J 結論し、 

】 同な 巧は. ので 歲を嗯 へて 散會 した 
る ほ午痕 十) 時 竿な みき、 當が 家を 

憐古及 窝川屬 み 巧の 横 說ゐる 答なら 

しが 宮川 巧は蠢 巧 出 ホの 爲お 痛し 難 

家 永 博 ホは 出 駆 H 開 曾の 當じ てを 

|諾しお.；^^れたをを>」てホ約時間ミ衝 
突し だ.^ 游出赌 の 撒な < 發 起 人 じ 向 

お 志 家と 共に 奥々 も 慷慨 激越の 言動 

じ抵 でざる 様 注意せられ たる 巧 第な 

き、' 當 巧の 大臂 かち 志 諸氏の あ吿 

其 巧 靈ィら て 無事 じ且眞 面目 じ 集散： 

する 事を 得た るは を起乂 一同の 滿运 

じ堪 へを る 所な 9 . 


tJR た 


> 


互 


夏 瘍玉屢 ぅり 度し 

有黨 なる 燦巧 、玉 萬、 蔚物 (殘 を) ク- 

夕 龜 . 一 嶺掀屬 のま . rl 囊し 度し' 

_ 優 お、；， 家贊 等に 就では 新報な 巧蠻業 I 

i 部に 鞭满を せ をら 度 L . 


参を 留曼會 之 氏 

.決議え.. 


j 附 せられ、 を 討 八十 餘 弗に' 達 しれれ I 

ば、 司會 をの おを にょ^を 實 行を 貴 

どして 城を、 み 川、 原 田、 巧 裴* を 
井の 五' がを 推し、 を 計專巧 どして 巧 
川 保巧郞 巧ぶ 推薦 ぜ 9 
化 等の 實巧委 貴は 直ちに 協議の 上定 

め聲 項に 就き 適 嘗め 方法を がれち 郞 
ち' . '‘ 

が 刹 在留 閒胞じ 感籍を 輿へ 同 梅 

を 表する 巧 次の 如き. 飛 信を 送れち 
「我等 ニ ユョ！ クを留 鬧胞は 本日 
々 I 子ぞ！ ホ グじ大 集 會を闕 きお 
瘍 .一致を 0 て、 加 渊斥呂 案は 加渊 I 

同胞の が權を 侵害し、 入道の 太義 
だ戾ら 、日 乂條 約の 粮神じ 背 だず 
るめ みなら か、 廷ひ ては 爾圍の 親 
審 なる 國 をを 危殆なら しむ もの 这 
認め、 貴會併 じな 留爵胞 の 巧 力 じ 
れいし 深 辱の 同 構を まし、' 间 時に 
最後までた， 不ぶ 後援た もべき をが 
議 せり、 尙 貴を の 健 驟を髓 る」...'. 

をュ ユョ！ 夕日 本ん. 大會 

，.を 留大楚 等；-... \ 一 ： 

。日米 礙だ わじ だい. し賴 y の 熟 誠 

じ化賴 しおが 局の 解が' をを ふせら 

れん 事を 巧 等； す 

お 國日ホ 閒患會 長 體^1;0^ 儀に お I 


.羞引 殘を韦 ホ か 十二 仙 化 
•が 渊 R 本人 曾ょ^ 涯電 ニ ユョし _ 

クな 本人 大會 かみ 議じ 墓き 加渊 H 本； 

人 曾 じが 電せレ 事は 別項 記 戴. のかく 
j ならし かを 打 本. 人會 ょりは 去 ホ 八日 
ぶの 如き 感謝の 電义を ニ ユョ； ク円 
ネ A 大會 し究て 送電し 巧れ- g . . 

「貴 會の 熱誠なる 御 同 精と 聲援、 
感謝 じ 絶へ ず、 香等饱 迄寢闊 して 
'.根本 解决を 計る 巧必 後援を 賴む 
- が ホ H ネ乂會 
二. ュョ ー ク日 本乂會 御中 


二 


まる 呂 .體 回々！ 子 ぞ^ — ホ； グじ辭 き 

む 自米時 域じ關 ずるな おを 大 曾の 庵 

上に おて 歲鶏 一致を 巧で み議 节る踪 

商 じたいす ぶみ 議 文は 左の 姑し 

.お' 纔 ‘义 

一 孤 沸々 替じ提 おされ' たる 虫 地 案 

故郝 がを 留阔胞 の 刺權 を毁摄 し- 

人 進の 大葬に 廣 る 、 H ホ 傑 約み 焼 

紳じ脊 反ず るめ みならず 延ひ ては 

雨 固の 親善なる' 國 をを 風害す る も 

わぶ 認 む- 

を じ 香 人は お 下の 正義 じ 訴へ當 

'腐を 瞥 織し、 故 圃の舆 論を 巧が が 

巧應 しで 之れ か 後援 ごなら、 其の 

.圓滿 なる 辭 巧を 期ず 

大ぶ ニニを 四月 サも扫 

お 二- ュョ； ク巧 本人 大會 

京議义 じたいす る 實巧ホ 法* 太 曾の 


か議じ 基づきぶ の銜 神を 直接 义は簡 

ぞ了 ちで 本社 甲藥 君め 則 項 巧 戴み 議電じ 最も 遇 速なる ホ 法を なて資 巧せ 


あ 破 謗ぶ 鍵ぉ說 明. ぁら、 黯駕曾 衆がん が 爲み大 曾 席上 じ 於て 巧裴 をげ 說 


「時 屑 じた' いする 御 盛 かを 感謝し 

巧.} 廢ゆ 御奪觸 をが 餐 す‘」 

巧 夕丰グ ソン 大統領 じたいず る 飛 

- 倩 . f - 

「專 人" i ユョ ミク B 本人 读良 下の 

郝渊 が掃调 だいじ 就き 化 處じ會 金 

し 日ホ圍 巧を 爲 閣下み 誠意 じを 賴 

.し 盘〇 擲盡力 じね いし 巧 腔の 謝意 

をを す'..'' 

去 武雷巧 醫務卿 じたいす る 電义が 

夕啤グ ジン 大統領 W 阔义 じし 加渊 1 

撰 衝都知 isH 良 邸 宛 じて 證 送せ-^ 

，:巧 上 

® 時局 じ關 ずる 當計 報吿. 

I 早が 會計 よらの み 黨薇吿 左の おし 

A 癒收 入； 一を 八十」 ホと 十 お 典 

A 緩を ぉ 一を と寸 一二 弗 八十 一二 伽 

' . \ '內. 靜. 

ホ ミグ 化./；'' を. 云 十五 典 I 

電 おが •'を 云 十二 弗 八十 ご丽 

ボ！ 4 謝禮- ： r . を 四满 

電話 粉 ‘ . . . . V . 八ち 京 


• 0 米 同志. 會 り. 

.返電 

I 采 をなる 日义 阅忠臂 々お 巧 爵溢澤 を 

巧ょ- CS ニユョ .1 ク H ネ入會 へ 左の 
! 返 電ゐら たり 

曼電拜 見 時局 閱 

題に 對し 熱誠に 
盡力 中」 

■巧 爾避澤 凌. 1 
ュョ！ ク . H 本人 大脅 御中 


-* 新著冀 着 ジゴ マ、 日本 ジゴ. マ、 

H ホ戰爭 、鳴が 化 一 戰、 化.！ 戰 、趣 

忠天墓 御實歷 、乃 木 大お嘗 行 辕ぷ修 
I 養錄 其化敏 多の 新著 四哨號 雜誌罕 共 

じか 禍巧會 じ 着した'. る も.. 


♦岡 腿の 巧 去 福 島縣鈴 木泰太 疎ぶ 
I はま 巧 ホ お日脯 おじて 巧ました るか 
I る 乂市島 廉銘ま 人並み 池を を 等 盤ろ 
に 葬儀を 營 み雜始 ホに 就きて 誰事滯 
-ら なきや ふ 取 計 ひた 曼 .W . 


* 新康 吿夏堵 向を 氣銃瑚 髮學お 
無觀 樂厨旋 都/巧 木 桃 ザ 組 


• マン、 ィ ブタン 俱樂肅 のぶ 部 ' 適般 

報 導し 截き ねる 巧 東 一が マン' ー ブタン 

お 樂 部の 當地創 ホ じ 願し プロスべ ク . 

お 四 わじて 鴨 ホ、 な 頭、 須 藤、 天 巧 

ま 藤の 諸が がを-^ 相 譲 會を賴 'きたら 


» 共 溝を 役員 選擧 巧み 目 木 歷午持 

乂時 日本 俱樂部 じで 役員の 通常 例膏 

を 開. く 壁なら 

二三で さ ミ ■二 ■ち 古 三で- W * H ミミ 三 スミ さ . 

II な ー ホー 


» 東京を 國大 學助敎 授か 齊英； 巧 

は歐 u よな め歸 途化耗 巧着搔 領事 巧 

理齋藤 巧を じあら 
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囊 ，/‘； 
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變 み'..: 


- I 


产ぶ 

.0 




み 


i 
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四月 サ K 日 東 凉發電 
顆 藏赖ブ タィァン 巧 大統領の 命を 奉 
じて 加. 卿 じ まち 主 地 間 題に 就て 知事 
I をが をを 協議すべし 这の 報は 喜疆相 
毕ば おも 威 精を 巧て 一 紙の 迦 ふる 巧 

写な 矜曼 

◄霉 ヶ麵の 憂慮 

A 】 般欄限 どを 換條件 

窗お藏 加 巧を 張 巧藉お 大統領の 言の 

如く. 條 お；；！ 相觸 せず どい ふ； 一較 外人 

一 制 殺の お 巧 じがで 止 地 案め 通 逆を 巧 

立ず. る 病め 他 じ 交換 條 件み 

違 求す る 事 桑 潑攀董 

B 當轉 り布馨 

ぐなら ばを々 敷 乂 索 


I 農 廚務大 段 山 本 達 雖巧等 もが おつて 
場の 溃說を 試み わな 

て宣お 廊鹽み 議ホ國 基督教が 狼宣 

敎師 劇は 本日 當地じ 大會を 開き 城 刹 ^ 

でがける 排弓的 ± 诚疫 案巧毁 のみ 議 1 

を疆 過し 爾國の 幸福 並に 巧 益に 背反 

_ する が 细き巧 動じ 反萄 せん 事を お渊 

を じ ホ國を 溯の 基瞥敎 勘が じ おて 盤 

請の 電報を 發 せ ^- 


今 


一 ♦ 矢 部 領奉歸 朝 バン クバ； 領事 矢 1 

雜を么 巧巧歸 朝し 辨 g 的 ± 地 案は 加 

浏 のみならず 英領 H ロ ン ビア、 サス 

カス. チア シ 、、モント バ jl 一 淵々 會じも 

骑樣 な'^ 緋 H 案鑽 おお， シれ麗 れらと 

I 報吿 せる 爲 め' 請 民は 义懷衛 して 盛ん 

じ 論議し つ、 あな ■ 


巧を， 


君 


- 盛-む 

'巧り さで が 務當局 者は 昨ず が 常に 餐 

慮て' 始めた る 摸 壌な な 


じを 


® 溢澤 がの 雜集前 辦閔胞 の 巧 題 じ 
は 最も お 搂め覇 儒 ある お 故に 雜をお I 

狼 邸宅には を ±骄 聞 記 装 等 引き も か 

らず 病餘の 男爵 ばを 恨を 撒め 造れら 


了；. 


A 敕 野外 巧鑽識 


鐵 地方 官大棄 幾ムみ 

巧を 避に ては 本 月で 巧を 拭て 召 肇 9 

べき 地 ホ 管 曾 議迄じ 地方を を 部の 語 


♦郝藤 巧ん 黨 事情 加 藤离朗 男の 
巧立盡 阔お會 に入黨 したる 違 帝には 

一種の 魂 腾あも 男の 山 本 伯に 勒 ずる 

關 係を 見る じ 巧の ホ 使这 して 倫敦じ 

な朔译 偶々 曲 本 おは 歐撕於 漫遊して 

帝敦 じを を 一夕 親 ム<夕 ど貪談 せし 

か 嫌 上 おの 述べね る截 外を 策 じは 男 

も 太 < 殻 服した る もめ、 •如く 爾巧互 

じ 巧膽相 照す じ まれな 而も 男は 酱臘 

のを 變じ療 しを をの 露 誦を夕 どして 
作 相を お 子 じ 就きね る巧藏 上々 更粧 

を どず を斷ク 能は ざる 歌 情のを する 
すら 爲 じぶ 顧る 粋 ま 就を かする 能は 
I 中して 今 H じぷ びた るが 其蹈 おへ 中 
おぶ ょらを 渉 あらお じ， 心て 入 黨ぜば 

I ぶ 憲鬧を 曾の 劇纔 裁に 糖し 尙をゥ て 

はおぶ じ 巧 与て 巧 閣繪理 大臣ね る V 
くを 旨ら 進路を 飘< べし， とめ 意を 厌 

一し 巧み 功名が を 載 か. し 巧 も ホを 達 

の樣 食は 寧ろ {旨 僚黨じ 化る の 提徑わ 
るを 察し 茲 じを 宫僚黨 じ雜參 じたる 
:錶 ならき 


j 應 な、 同 街が 千里 其 他 隆軍牺 當を数 

j 十を は 本ち' 五日 孰れ も 退 被 ど ななし 

I 寶 と 日の 官報を 巧て 發 表せ々 


I 參總歇 お 留巧議 をぶ 會莖 ぶま 韶皋 

„ 事會 ばみ H をち 二膊 よを 本 燕 じ開會 


疫を 了し 本 月下が をな て あを を 翰を なお . 、 み 肆其化 各， 幹事 街. 祿貪長 裁 元 

• . - . i > A A nti \/ - r - J - »• > —-S - ‘一 »- ii - -C > ミ ■ II , Lr - rcl * * ^ , >11 


4 盤に 永 巧潑 領事め 演 離す 巧ぐ 而 して 姑 事の 罷 をは' こ ミを じ 


|| が 野が 務ザ 段は 本 9 ホが 親 働 事を お 

I , へ' 每顏稱 樂皆議 所 擲を乂 會に驗 席し 

H が 摘は 主 城窠 じ顏 する-か 溃の經 過を； 

谭 j ス髓演 說し永 護 おは 排 H 運動ぶ 眞姑 

琴';; ク巧 皆モ 地* 提出に まかる 事德を 述べ 

' ご たれげ もが 段 耳新しき 新事實 はな か 

-音 ' ' 


I 誰 


'ち 


賢 


で '' V.- 

を.- '、 


IA 知讓其 化に 巧帶 商業 曾 議巧聯 を 

一ぶ を* U 本 K 更に 郝卿 知事 ジョンソン 

‘j 巧 あが お 平が 沿捧骑 をが 業 會議巧 じ 

I 打電し 虫 地 案じ 稱する ホ 望を 通 か 口せ 


化 まる も 後進の 道を 醋< の 趣 皆 じて 

を 砖拳務 をの 化 職を 命 せらる、 おぶ 
歎じ 上る 巧ぐ 阅瞄 じ明洽 四. て 二 年な I 

煎じな 命み 試補は 大部み 本官 じ 巧せ 

る 可し 


魚 秦孽博 務厨宫 制’ . 

I 衾 潘瞎覺 會赞間 事務局を 觀は旣 報の 

如く 旣じ 成案. こなら 居る も豫め 事務 I 

がの ホ腦 どなるべき 測總 裁の 巧 謀を 

待る 必要 ぁら 且巧政 整理 じょる 薇淘 

淀 者を 採用ず る ホが なる 爲旁發 表は 

^ i 1 、 も ミ J t 闽を旬どなるべし '| 嚳總裁>」し 

ぶが ホ 看あ遙 巧て 當 窜を秦 載す る や？ が S 

の 翻 巧を おする を お ホ だかを じ ま 

ら ざる 曲 


... f:l 


耳 


A ホ國お み.. をずに 化 頼す 

:山ホ 緩鍵大 E はが 巧の 尘地間 题じ關 

速せ る 日 ホ關 なに， 棘て 述べて 曰 く 

一： 嘴す るに 偶 狸は 一地 ホの 絲擾じ 遇ぎ 

;| ず 之が 爲夕 巧を 獲す が 如き 寧は み L 

て ぁを 可から ず 余は 米国 投か朝 じぁ 

競'. j .| をと おじる る VJ を閣 はや i 民じ對 

して 殊に 楚别巧 待遇. を 巧 へん 事を 敬 

I ぜ ざるす きを 信ずる ど 共 じあず をる 

渾 なる 精神を 巧て 聞 題を 處望 I へ. き 

を 疑は ず 故 じ 化 際醫闕 民は I ' 辟め 威 

寐じ 激し 不 '誰 愼なる 言動に 近づる が 

i 如' き 事は 义じ愼 るざる 可ら ホを々 

I 論が' 他の お說 ，溝 聯を荫 業 會議巧 脅 

I 廓 ホが 武專窠 接 無事み がを 長ぶ が 


• 加 藤 夕入黨 郝藤窩 巧 男は 六. 日棵 

をの 絕 かじて 立憲 お 志會じ 大黨せ 

|> を僚黨茶話會 立戀阔态曾じ^は 

I 六， 日 午后 二 時ょ ら鬧 事務所 じ 茶話 會 

を關 きを 概 、 ' 伸み 路 、漠 口 .* 大お、 

裳 滞 巧 等 代議 ホ 五十 餘准 隣が をな 八 

十を 巧 赌し東 化遊說 中な もし 鈴 木 寅 I 

愚 巧は 其經 過を 報 吿し阪 本お頗 巧は 

が 藤窩明 男は 法‘ をの 紹介 じて 入黨せ 

と敏吿しホ十酌：2墳ょ^^'を國にお 

つて 遊說 する こど じ 决し醒 時 頃散鱼 

を、 9 ' ，': 


す 儒の 名を なて 顯屬 寺總 裁の 替任懲 j 

請の 善 巧を 寒る 事 並 じ 地方 よらの 遊 

氣申 遂におう ては 本部 幹事 这打 をせ 
たる 後 機宜め 處谭を 取る ミ じおム て 

阔册 み散會 せら 


6 陸軍の 無線電信 隙 - 

氣球 中隊は 巧 添 じが 轉 ' 

- . 其 跡へ 無線電信 像 熟 創 . 

が 下 中 巧なる 氣球中 隙は おを じ 飛 か 

機が 豁の 適地な . < 見つ 其 他の 不便ず 

からざる じょ も 遠からず 巧澤 じ移轉 

I ずる 專 VJ なら 目下 之が を備 中なる か 

瘡 聞く 處に汲 かば 當 鼠に ては 覺 巧め 

氣帮申 潔 跡 じ 無線電信 陵を 新 創す る 

計 書なら ごい ふ 元 ホ我敦 じは 獨 立せ 

る 無線 蠻偉 隊ど稱 中る ものな く 巧 中 

野なる 電信 睐 のみ 中隊ょ らお 满學絕 

共 じな 恭 なん ま 數 名を 摸んで 逮窠お 

趣 信 班の 二部 じを も ホが 專巧じ 無線 

信じ 離ず る敎 育を 巧寃線 習せ しめつ 

あゎし も 兵事の 進 ホに 伴 ひ 無線 電： 

I 信め お 要 ホなる を 巧て あ 獨立箭 創す； 

る こど じ 巧を しねる をなる か 完成の 

騰 じは ぞ事 通信 A 非常の 進 ホ發展 ど 

ふ V きな -^:^ • 


参 平 滔專藏 巧 死 
お 

A 臨終の 摸 樣豫て 讀性脯 炎を 病み 

て 相渊鎌 倉を をのが 邸 じ靜養 中な 
了 摸 務め 富豪 平 沼專藏 巧は 老齡の 事 

I なれば 病 重く して 到底を おの 望みな I 

きを 知る や 六 H 巧 家人 じ 命じで 翁 ど 

事業 上の 關巧淺 からざる 横 横の 旗當 

太 郞渡邊 福 一二郎 醫塔幾 造 木が 剌を衔 

I 巧の 四 巧を 招ぎ 翁は 懸じ諸 巧を 枕邊 

じ 呼び寄せい . 这萬 しげなる 息の下ょ j 

ら自 をは 最早 到 あ 巧な の璧 みなく 久 
兰郞は ホた 弱年 じして みお 家の 俞壤 

I 甚だ 氣遣 はしけれ ばを 拳は 偏 じ 諸 巧 
ょら 御 措 導を ぅねし ビ逆 言し 靜じ 膜 ^ 

I 目せ を 、' 野 毛 化お捉 長離浓 す； 治醫は 

I 斯 VJ 見で 簿の去 腕 じ々 ンブグ 注がを 

^ 爲すや 篡は窝 び 元 氣を闽 後し を吉郞 

巧を 枕頭 じ 呼び寄せ 更らじ 遺 富を 爲 

したる 後流 石勵愤 我慢の 翁 もと 十八 

歲 を一魏 どして と 見で-前 こ 時 親戚な 

舊數十 名 じ圈聽 をぶ つ、 往生を 遂矿 
たら . 

♦ 滿鐵 擦 裁を 巧 - が 集院 ちが. 睐 劉を 
使は 山 座 圓巧郞 巧 ど あを 後 滿鐵絕 裁 - 
たるべし W の 風 諮 をら こは 巧を 化の 
支那 述 たる ど 薩隅並 じ駐滿 領事 どの 
顯係じ 由る ものな らん . 


0 日米 圓郵叛 
.物發 着 表. 

■ A ホ 表の 日 附は發 船 地の 日が を 

口惭を 示した る ものなる をな i 

て發信 せんごす る 者は 同 出帆 
' 期 旧 五吕 前じ發 信す . べし . - 
A 本 表み ♦• 印は 桑 渚、 A なシャ 
'! トグ S ◎ は夕 3 マ、 己は バ 
ンク！ バ 1 經由を 示す 0 
日本 巧 経 あ 地 ' 紐臂 奢 ' 經を地 
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j| り 威潑を 巧んで) 擧成 がを かぜんを 

巧的鹽 家の 特畏 を遠應 なく 發 おせん 

を 園： 化 的 滑 かの 旨据 をみ しつ i あら 

I 瑕 闊胞は 加が 間 題 じ 就では ゎ I スべ 

一 A 巧賊 にがて 或は タフト 巧觸 じが 

I て 苦き 一穂め 經驗 や、 を ホの 姑息ず 

,|段じかがのがり巧犬病根の斷絕をあ 

I をん はお 對じ 下が 能なる を證 助か b 

を 厨め 尘地 所有 權游止 間 越に ま b て 

はお 影響め お 度 じがて みして 卷稱を 

巧て 蟹 比ず々. きも® じ るらず ミ 儀つ 

てながの 岡胞が 父祖 簡の 間脑が 痛憤 

:歡お 寧ろ 葱ぶ ベから ざを を 忍んで 

時局を 進行を 驚が しク が 本の 解决 

を 非常ず 段 じがて 下さん 國を なの 昂 

'I 黯 期に 遙 せんどし つ！ あるは 塞 も 慢^ 

i レむ じ 足ら や W 思惟す 0 だ' 

を 人は 斯る 巧權 上め 國 隙間 趟じ對 し 

て國お 的自覺 の最巧 奪に 谨 せん ピし 

つ あ. るを 甚だ か W ず、 然れ でも 商 

搂適 まじが て 苦し 乐經驗 を 有ず る 加 

巧 巧碌胞 や祖國 0 官遙が 依然 どし ぶ 

舊 手段を 巧び、 僅かに ワシシ トン 政 


j 抑 もが 州ぶ 法 部が 拂曰的 法 おを 制を > f - 

せんどす る 所 a は 塞 雜夕敷 2 菊# 目 本人 基督 敎會 

常遍攀 金. 


めな 治 的 巧益關 係に 基づ くらの じし 
て、 入 硕的掉 別 じよち てを じたる 感 
僧の 蠻 が じ 某. くごな 何人も 信じ 能は 
をる 所な り、 彼等 夕數の 巧を 菊は 親 

1H 閒 題を 提げて 立たん よ^ば 排 H 閔一 

巡を 殺 巧して ゐ 燕の 昵加蕾 尉を 得、 

がて 自 柳の 欧ぶ怖 地位を 擧げ 地盤を 

凰む るの 必要を 痛が じ 威ず 〇 をは 盖 

しが ホの夕 本人が 软を的 催 俯を 有せ 

I ざる じ おおせ やん ば あらざる 也、 若 

し奋 A じしで 政 怒 的に が 當の僧 値を 

ち せんか、 C めじ 吾人の 赞後じ 立ちて 

杳 人巧權 をが 潑 し* 醬 人め 福 刹を 保 

簇 ずる 幾 をの 政治家を 宮ら ホめ ずし 

て 得る の 機を どお剌 どを おす'' 

菩乂 をして 云は しむれば 吾人が 歸化 

I 權を 2!^ ずる ピ せざる じ 主り て 吾 A 

の 運命を 决翁 せらる 也、 おし 昔 入 

に ホ投權 みらん か、 柯人も 葡乂の 政. 

I 治 的が 侮ぶ ぶ 外す るを 衔 ざる 可し 惠 

は 中 も 哉 吾人の 脊後 じは 號次 馬を 

陳傘 あらて 必ずやを 人の 意惹 はが 則 

のぶ 法 部に 代表 せらる 巧し 

i 鳴 呼鄉渊 の閒胞 よ、 諸君は 巧 故に 爾 

擦 領事を たより、 大使館を 賴 み、 

外務 巧の 御 役人 ホを 烦 はし 奉る ぞ、 

I 諸霖は 自ら 加则拂 H 閒趨 を解决 する 

の奥氣 ど' 智識 ど 資本 じ 欠けたら や、 

諸君は おを 姑息ず 段を 黃 して) 時の 

平和 じ滿 をせ なや、 諸君は ブ シン ト 

ン 政府の 巧 窓 じよら て 加 巧の が法媒 

よ曼 排日の 病 級を 切 截し礙 る もの ど 

一稳 ずる や ' • 


I 樂 

J 瓣 


芭 


ザ 


をを 規 はして 徘 H 案を 鶴み 遺ぶ さん 

打す ぁる 畫 て、 經驗じ 娘て 改諸湛 の い 

I をを. がらざる め 愚を 烟も ざるを 持ず 

.お L , 則 化 じがて 排日の 化 本が 病根 ぁ 

^ どせ が.- これを 斷せ ずして 舉じ 中央 

^ が 澈の威 藤に 依つ て 加が 立法 部の 

時 的中 立を 見る も菁 人は 蟹も闕 題を 

嗎，- 一 解 淀 しれる じ 非らず して 或る 窓が じ 

.す-於て は 攀ろ排 H 黨 をして 更らじ 巧妙 

I ' 巧がず 殷を 弄せし むる 餘裕を 典 ふる じ 

ご 過ぎ夕 儀らば こ れ こ れ を愚 じ 慨ま 

日" ずして お下柯 事を か 恐 VJ 稱 すべ けん 

n - 1| 假^に 蓄 A をして 排 H の 病が は加贿 

1 1 を 法 部に ななす ど斷定 せしめょ、 而 

一 


してを 人は 殼者 W おじか 巧 じして 化 


碑/ 狠 を斷截 せんかに 眷ぷ せん ピ欲 1 高給を ま拂 ふ、 ホ 暨 者は 本社へ 


中 かが 十 ザ 化 月 シカゴ 大 學化學 中す 

幸 病を 得て 學業 中途 じして 繫れ たる 

1円 十 稻田乂 を 义學 ± マスター、 ォプ、 

ァート 常 川 典 孕 若が 生前 學業じ 熱’ 申 

せられた 精神を がを せんが， 爲 めじ 常 

川お學 をを 設く 

化獎學 おは 常 川を め 病ず 看 譲の 誠 磯 

ごしで 间 若を 巧より 狸 巧 俄を 间 をぶ 

人 じ 贈られね る おを 藻ネ VJ し 施 ふる 

じ 有志者 の 嘗^請 い て 撥額数千巧 

じ 達する をが ちて 通用の 順 巧 じ ぶべ 


I 背 人は 加 妍立辖 .部 じ 排日の 萄を 腿す 

る 能は ず どせ ず や、 菩乂は 實じ爾 

信じて 蕴も韓 ふを 得ず、 從 つて 吾人 

の 論 巧は 歸 化の 化' 得 じぁる は 讚を めて 

了す る 所なる べし 

化 際 ホ國の 同胞が 力を 雜し 助を 盡し 

て 餘化權 の 取得を 巧む るは 搔 めて 時 

機 じがし ねる 所猜な 吾人は 事の 

成敗を 間 ふの 時 じ をらず ど 信ず、 擦 

呼が 來八 萬の 阅胞よ 諸 若は 旨ら 運命 

を關 なし 踞 ホす るの. 智这 が ど 時 どを 

j 有せざる か 


其 


一般 苦學 をを 巧け て-嬰ら じ勉 學の爲 

めじ 驚. 鞠せ しむる は學 事' に 一身を 献 

げられ たる 常が をの 蔥 氣をぜ なする 
嚴適當 なる ホ 法なら 夕」 考 ふ'.-':.'; 

が 本獎學 金の 保蠻 著は 常に 皆學 生じ 
間 情を る有惹 あの 帯 粥を 請 ひて-をら 
じが 餘 廣を廣 ろく せんど 志す ものな 


に 粮證人 だ 試. かで 巧 藤の お濟 をを 
I 事を 得る もの 狂す 

化し 劇 限 後 使 返濟の 郡ぶ 憤 おの 殘 

溺じ對 して 年一觀 ぶが 子を 要求 せら 
る 巧， し 

四 本' 獎學 おを 借用 せんどす る もの 
I は甫 俄を 化 住 者 •一 あの 紹 かぶび 保證 
を 得て を學證 巧 書を 瞬して 現金のを 
一 領ど鬧 時じ規 をの 借用 證 •誓に 記名し 
て 保 驚 ホ 巧 潜 じを せすべし 
立 惜用後 九 ヶ月 じぶ びて お 濟の義 

j を 怠る 菊は 爾後 獎學 を瓣 巧者た る資一 

がを ホ ふ、 想し 疾病 其 他 不慮の 裝泡 

じ 遺 ひたる 壊を は 化 限， 〇 じ 非 中 
六 現金の 郵送を 喪す る 鶴を じは 借 

用濟 送金 料を 等を' 貨擔 する もの どず 

其 四 借用 君贸 が. 

一巧 俄亩を 中が どして 中央部を 地方 


をを 阔 帯を 燕は をげ おぶな. を 招；- 
をな て巧學 の燦驗 ぁん 火々 は 殊にょ； 

該變學 をじ醬 して 社 會的惜 俯を 謂^ 

め错 るで あろ ふ、 從 つて 斯る 人々 の j 

稱じ 必ず 大 々の阔 精を 輿へ らも i 绪一 

だ、 香 人 比 鳥を ま 事に おつて 其義俠 
i 的 經營を 深く 感說 ずる もので， ゐる 

.(社 ホ 集 


をて 受れざ _ 

學校 じ巧學 中の 者は 本 獎擧舍 借用の j 肯 回答し ねら. 


東京 電報 論辭 


♦を お條 件は をれ ず‘ 髓緑男 爾中野 
j 嘴錢巧 等が 揃 ひ 本： a 較が 外相を 訪閒 I 

しもし 擧量 事仲當 時の 如ぐ， ± 地藥撒 

展の ため 阿を か变 讓 碟评を 

を 要せら る、 如き 事 あらだ 世論は 詳 

I ず まじ ど をを. 推した るじ對 しみ 賴も _ 


其 一一 維持 保管- 

常 川 輿； や繫聲 をが 管の 黃巧 はお 

あのが 管 委員に 巧 せらる 

蟹良委 貴は ー ホに 基本を の增進 

I を 許ら 他み じ 借用 寒の' 身許 識を爲 ず 

町き もの どず 。 

一一 f 萎 員は ホ 俄 古を 化 者 じして 

I 化 化じ轉 なせざる 限 6 常じ委 負の 職 
貴を 帶 ぶ巧沪 もの どす ； 

四 お 管 委員は 本獎學 を設疆 のち 增 

兔 たる ホ 俄を 日本人 某な 敎靑 年を の 

主事の 化 巧； J ； ょらて を めら る 

要 §委 負* U ぶ 逃して を 貴を を 撰 

び 現金 出納の 椎を 巧す 

委眞 をは 指名して 普記會 計に 一 

を委赏 中ょ b. 撰み 諸般の 事務を 巧す 

よ-委員長は 必要 じ 臆 じて を 一 貝會を 

1 開 集し 事務の 經遇 じかき 議事 報吿等 

をな す 

其 云 借用 及 返濟" 

常 川獎學 をは 借用者 一名の 爲】 


j 資格を ちす 

本獎學 をは 直接 學 校に 願 係せ ざる 者 
じ 貸せを 許さず 

四が を 委員は 第！ 二 鞭 第 四 項 じ藥げ 
たる 借 巧が 證人じ 本人の 酱校 じがけ 
ぇ 成 緩を 質し 煤挣 にあ もては 貸が を 
I .拒絕 する， と あるべし 
I 立 本獎學 を鄉用 塊を は 保を 委真じ 

I ょらて 變 巧すな 事を 得 巧 上 

一- 常 川 輿 ホ 獎疆奈 借用 證' 

を 弗ぶ . 

を 借用 候 事 實あ化 
. 借用 あ 巧’ 策 

I 元 籍地及 現な 地' 

年 巧 日， 

前記 猎用お 何某は ル 生を 人 じして 肖 j 


® あぶ 會の慰 閒使お 茨會じ 巧て ち 

I お ホ 同胞 潑閒 視療 0 爲め 化を 潜 二 名 I 

を 派遣 せんどの 議 をら 目で 人選 中 


.释 


' V ’； 受雜 賞. 

>; おろし 寶 

倚を 目錬 御望が 第 無 巧進峯 
.ホ 俄を 巧 

. ; 寵藤 あ靖巧 

ミ.，スち0.0〇4ジ、^&な0. 

' . 15 ー ザ w .; Lakt 3 . s . t . Ghi 否ち 呂； 
.を 一〇 ミ 再 ain た資. 


A 社.. 一 •杳 ザち. 俄を 支社 信 巧 部 


is 

御て 宿 

泉 六十 了 目 二， 巧五潘 地. 

倉 ぉず 次 

電 謡. み 八 〇 お-み ラダ 

お ！ 虛 鶴 

j ' で 宿 並 じ 脚 庵 御お理 

比嘉 盛榮 


♦構務 を •こか 下ぶ 與 ホ賴國 務卿ブ 

'ツィ. アン‘ 巧の 信な を 受けん ブラス カ 
じて 大學を 卒業し 歸 朝を 《ャ V ンマ 
ガ ジンを 發 巧し 居た るか 下 滿ぶ郞 を 
けこ ュ！ 'ク化 勤の 谣務嘗 じ 巧 がられ 
I あく 进 巧すべし ごの. 嘴' みら お だを 表 

せられ ざれば 信 猴を鄭 ずる 雄は ざる 

か 商 縣宫は 巧 性質 じ 於で 官歷 をを が 

ど する もの じ ゐらず 且つ 說を なす 潜 I 

は 齒を卿 ど 山 下を の 願 係は 旗を じが 

て ホを 巧に 赏¥ る處を るべ けれげ 
I 本邦 當 腐に 於て もちふる 巧 あら 從巧 


A 本社 尉脑 が泣ノ 便を ヲ圃 リ左ゾ 

I 事業 ヲ經蠻 致 候 

職業瀑||^間旋 二"か業披賓厨旋 

|一 二、 棄巧 代^ 媒 事務 四、 質 買贊惜 仲介 

お、 調 盤 案を 事務 ム ハ、 郵愼 物の 取 お 
I お、 を 私】 が 世 請 ~ 乂 、腐 事 法 雜が讓 

を 都 晒二專 巧を ヲ 選'、、 を 資巧夕 負 フ 
ブ御化 巧 二 應夕す 申 候， 

A 本社- 阔胞を 位ノ御 愛顧--. 酬 じ ン 
爲メニ 圈箸縱 費盡ブ を 觸シ义 旧 本 新 

閒雜誌 類ノ御 お夾數 か粮 、縱賛 塞、 J 
ホが 吉巧 初が 活 二. 完備す 致柯ぞ 御が 

鶴 相 願が . 


基督 敎 修道 會. 

香避舍 '西 •再 サーニ T 目 巧 〇 二番) 
日曠 H 集會 午を 乂晦巧 巧 サ云 了呂 

巧 一番 レ-ノブ クス アベ 
ユユ 1— 角文ン ジユ， 卜 
敎會內 チヤ ペグ じがて 
蜜嘗巧 発を. 日曜 午を ミ 時 (麟 道會) 
藤會 木®^ 盾. 八 時 (測 じて) 

I 讀馨會 .繁 二鑽 巧金購 午后 八 時 

'.敗 棘 大堀 篤' 


下 何々 巧 化 學致居 身 冗確實 なる 潜 じ I 何等を 展 なを 巧を おいで 商務を じ 巧 


•目 本人 入用 


玉屋 じ經驗 をる 日本人) 名 入用 化 


j 時貨特 を 者 弗 0 上を ま おせず 

二 本 獎攀を 借用が は六ヶ 巧の 內じ 

~ 借用 金垂 額を 退濟 すべき ものと す i 

I 吉 特別の 事 倩 じよむ 期限 巧に 返濟 

でし 能は ざる ものは 期限 後 S グ 月間 


I 有 么化巧 貴 獎學を 借用 致懷 じ# 万一 
I 期限の じ 御 返濟致 兼お箭 じは 小 ホ お 
I 潑乂 どして ホ ー て 御 迷 發楠掛 ホ轉駿 

I 樣お計 巧 中 愼依而 化 段 證馨差 入候霉 

姑 件 ■ 1 A 

年 巧 曰 何え 某 

常 川 おず 獎 を保嘗 委賃畏 何某 殿 

獎 舉を劍 をを 非常 r 功績を 示して かが 

る、 か諭借巧おは歎ぞくを額は僅か心 

たな 击十萊 に 遇ぎ ない ので 充み にを 

这じ應 ずる 事は 出 巧ない けれで も 巧 

かお 志の お援を 得て 縣 巧は 大いに 社 

脅の 注意を 喚起ず る 事 ど お ふが 保管 

委 。ぶを は 語つ て 居られね . 

吾人は 巧 俄を の 同胞 趾會 じがる 稱 類！ 

の 翔備を 有ず るのは 巧て 誇 どず るに 

足れる ィ」 信ずる、 而 して 巧 俄を の 同 

雨は を 該裝學 を じ 翁して 盧按 間接 義 


i じ 差 進す る ものなる べしを 


坦 法. 禅 顧 聞 
刑事 f .5 


棄約を の 他の 譚類纔 成、 贊瑜 聲が轉 

見て 法雜 破 賴に廳 ず、 磬見 無料！! 

一恭 駕 者は 親 報 社へ を茲 まれ 度し. 

辨護主 i じク づ、 

巧 奪 la ゴ • 訪 • お eg 色 
■ Atto 3 甘 ‘ a り を！ ^en 巧 at L ミ V: 
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み担齡 婦人 會 寄^ 

覆舍 

監督 夕额 •篤 


西 巧 か セ 了 目 一 〇ー ニ 蕾靜 を 五ん 

ニ モ！ 二..ン ダ ずィド-. 


A 御で 宿 ザ 中 巧を 

.. 斌巧ゴ ミグ ド 街 J あ 〇 

L50 Gold 化 t., Broo 芭 yn, N‘ Y. 
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ま價 n . 販資致 候 
二. ユ ー 3 — ク巧 二十 九 了 g 四 蕾 

ゴ！ ブブン 
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M - き VAN :- 
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S J'l vl る懼 'あり、 巧駿 潔で ち 
C 器い 品！ おへ 何時 にても 猿 巧ょ 
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- り 謝は をて 廉 なら、 巧 
P. 伸 細 普は 中が 巧 お送り 巧 
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追而 最新式 莲輸を ュテ特 二な 速 配 途ザ住 候 間 不构夕 
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本社 邱彌 巧の 日壽國 零」 各種 附屬 轟げ 凡て 
新調で！ よに 大 ホの 機械は 熟練なる 目 ホ 人 

.’V ■ 

お 依つ イ運轉 されて るから ドンず 大きな をので を 叉 小さい 

をので る 早くで 心 覆に お 来る、 鑛巧 美麗な 印 綱 歎 ダ 安價で 注文 仕た 

い 人は 當 & 瓣 都に 乘 るち 應來 、豈 しと 大纖 見で をり 4 ず 

: ： 一 - - . ... 

iiiilifis$§isis ssf Jiiiiiiiiiiifljiliisisgiii 

® 攀藏營 業 部の 特 .を® 

HWtWWHMWWWW WW WWtVWWWWW ま 建 i を ミ • ま m w jt w ミ 

瓜ンタ ヘッド 今ンッ テ^ 车ネ ャタ ti グ 瓜名剌 A ビ火 ヘッド A 外 一 
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甘 网尙ぉ 業 術 管 化 上け！。 兎 名. ッタ もた 鄉謹义 下. 
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0、® E , 英 等の 纖譯、 .電氣 盤 等を 講貧 いたし 策ず、 御用 命 

の 節 お電謡 なれげ チ H グシィ の六理 おご r 御す 紙 なれば 第ぶ 鞭 一 
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I © 精製 安 價お敵 

〇 I ホテ^、 洗濯 所、 家庭、 醫攘、 H 場 用 
G.f を 種 お 磯 おろし 小覃 

酵昏祂 麵 il 麗譜. 

0.1 精製 •したる 物 なれげ. 洗濯 用と しで 經濟 
E A 、 瞒を ミが 勿論。 轉化 家庭 用の お 磯は 使. 

用 後 皮膚》」 海 かに' し 香 氣甚を 佳な 一種 
ミ ふ 可ら をる 俠 威夕覺 わし お。 

をろ し小賣 共に 絡 舞の 盧段 おで 御注义 
k 應 ず。 おろし ふ 質 衆泮 一手 飯賣 の俾が 
一切 クヤパ こ 1 スタ ィム ス碰營 業 部に 
依 巧し をた ばた 試し 希莖 のぶげ 轉所宛 
申 茲が戚 度 候'.. 
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Saturday, M が 3 站 ミ 91 さ 


japan Society met お 喊ぉ るな 鸣 占: 
day to discuss— ti 换 California 巧む la -’ 
む。 な， anfH 6 1 お te。 io the addresses of 
Dr, R. B. Tens ミが dir がれ r of St. 
Luke’s HospUaJ in Tok 辦， and Dr. 
T. lyenag-a. 苗!' • W. ん S 地 k&Ii 巧 
presided. . 

Before an audience of 800 assem- 
bled i な, the 咨 rand baHroom of the 


President Yoan Siiili Kai 德造 
^ 細 Natiofialisi Party 


枉 otel A がが， Mr. Li 口啦が Ru •的 如， the American s が ド も fet of frank- 


j apant^se わ ‘a お ti 岛 g；> and !k>-| -- Great 弦 rkahn お ntnc ちぶ em 记 ny.! JSpOflOSS 霉 If 廷を 眞言 す！! 汇 


w * リ 、.‘，" … い。 り 一 u 、 り 《*..、, む ド。 " WW を、. ja ドな いな UJL 化 U ミ； > ciiiu UU - !-.. .、，|だ沾[ 幻: lUU り.‘ J ’. ninC-C 

红 打を が だち eligible が Ame'u 叫。 c な j -! r 碼 巧ち come の the _ 辟 r 〇 す r な 巧 od な ndlUu お ia 省 p'd Japan— now that ■か: (j 
户な邱 か， fh を p ださ 去 nV 妃を韓 班 0 w ぶ !む 誠 b.. .Pe び onar が！ Wic’ 辟';.. 忱 み ホり が こお i 為 じ hi か; (1 お 比 ’ 、，’ … 


个 ぃい , … y え" レ 可 itfi 台 •韓 が ; 10 w も- ■! 1 む 巧 お. . だ e び on;i! 皆 I 巧別じ^^じ…しリが 

va。 化* h like the か! rage. - T お か p 姑な i [ 巧 口が む! おぴょ な。 が お 3 巧 are mare Mon- 
pHraSe 'Mne! お耶 e t 打 ck 如"— 处 お…! ■を 蠻攀 5 か an arc ■曲 e 1 がを ne お. 


which has c 这 i なぞを— no small a 齡ぃ ‘a; け 
of ei 打 barrass 巧 e! な お. the Americair 
govern 打 お nt as' IS- r 述 e じむ! 4 u! the 
こ x-ti：aoniiri 込 ry 化: is を io の- of M, お ry._ 

an; will, then, have no ni ぉみが n 各-が、 
art -for u ん すぶ t us try, the 打, nof t 白 
evade the に sue， tot to 挺が it with 


去 苗. よ’ む お g 居 这 すだ な 台な ミれ beginning to 

冥 '] opk ugly お China、 While the con- 

;:' が 口 (5 争 on of th^ much n わ ede 过 Chi。 み 
loari ha を g 巧が お strengthened the 
hands of Pres ミ de 狂 ホ Yuan 夕 hih Kai. 
it has at the 巧 併 电お me aroused a 
が tt ち r feeling am 巧 幻 g the opposition. 
The Latter considers the governnuent 
act without reeexving —the saiicitio ご 

of 化を で arfiaBient •なピ ロ nco 打 stit 口- 
み; ■ tao 凸 么1. で he 沒ぞ 。公 te has already 

V 6Kpress«d \u vnil by pa 郎阳 g a がわ 
' る iution repudiating the loan agree- 
- 幻] ent' The 掠 3 な se of R 巧 prese 打 tsi- 
tiveg, wi げ n ミ そ is formally organized 
务 - も お e election of its ofiieers, might 
'： で r 诚 aWy わ ミ io 巧 Bxni. The trpubie 
だ es 卽 the fact that the Opposition 
.ぶ 议 r^;pia な ds the 掛 ajori か in the Far- 
‘* 冷. 陆; e な t， thoiaiJi that mrjority might 
y b を £ジ 芋 all, 

基 ; Ti> をぶ &t ミ〇拉 al お .t Par か， ie.d by Dr. 
繫考虹 打 Yd を g 巧。 な rui General Hwang 
-; lisi 巧 も is tke domixi 注 ti 巧咨 Party な nd 
identities i 妃 ミ芭 t が est with that of 
S む u を China， Anrayed agaki が the 
お 狂 tioual ミ s おお the combination of 

なを publicans、!) お mocra’t も and Uoio 打- 

が お，' 罪 ho support Yuan Shih Kai. 


it of the Soc お ty, e お d. 
The "effo け s が tiie Japa 打 Socie か to 
bring about tlie solution of the Cal- 
ifornia お tuatk) 打 お a>e been along 
the lines of 巧ぶ porting を resident 
Wilson. If 妃 6 peo お 1 をる f Caliornia 
desire to r が trict the ownership of 
I み nd by aliens tliey Jbav ちみ perfect 
nght to do さ o, but there is a right 
and a wrong 巧 泣 玉 • to go about it. 

There has な cv げ begn le が need 
than at the present む me for anti- 
ulien お gislati 邸 お Ca おわ 巧 liai •り 
Mr. Russeil を Iso read telegrams 
from Jo 扫打 Wanamaker, J.： W. Fos_ 
ter, for •说が I 5 ? Secretary of State, J. 
毎. 成 柿 州， Resident が PriiKjeto 打 
U 打 1 マが おか， Larz Anderson, お rm が! y 

Aiu がた a 好 在怕 1 > み ssad.o ど 化 ぶ お pa 打, 

and Dr, L^jaan^Abott, Ed な or of the 
Outlook, - . 

Dr. Te 雌 i 巧 f お! d particular がが が 

0 打 the 純が tf が i An) が お aii landhold- 
ers お Jai 锭气が ;th だ C 斗 li 权 r 打 お meas- 
ure is enforced.；： お J*， Sphleffelin 
appealed ちか 早 09 か ibution . を 0 com* 
が ete fhe f 曲 d が : 黄 250,000 needed 
for St. L 口 長ち， s , 妊 69 がわ!. 

Dr. 切 enaga speakh' 海 on 忧 e Cali- 
お mia sit: 口 a 与 on said：- 

The ‘G 每 D き も ： •が W が， 


口な s and .matil ミ 打 ess which always 
じ hafactffize it. 

. The race .problem has : been the 
... , . *■ ■ 

stumbling block 妃 nations- It お 
お easy to づが巧 th む foUy of ra ぴ 
preju ぶび. 革が、 が な!. e n か她 如 礼 
0 各 opn がん And .ミ t is too h； び sh が 
Wanie o!uy the Califotnians for 
their di 沁 ke of： aliens が だむ ent in 
race- The Gi* が k え and 民 切 nans, 
ホ e H 钟か ws and Hind が， 化. を’ 幻] 咕み 
esc and Japanese, even the す e む t 日 わ s 
な nd Anglo*： Saxons’ have aH in t! げ ir 
わが tofy often shown the cii-sposUion 
t<y regard す hemse ミ v が as _ the only 
啤 おか！ son? of God. and to が？ ice 
other ra がぇ 飞 tnd が th 弓 b な n を f 'bar- 
barians' or 一 おお Hoi'S.， 

ぶが dolJg.nore か c お ciispu お 1お 
すみ が an i 打 equ お i が exi が ing ぶ mo!. 追 
races, as there 巧 such a 打 inequality 
: among Ini の an bdngs of the same 
race. 玉 打 j が tice ぶ om が ori!y when 
なち color が the stdn わ niade ホ e 
stT^e criter ミ on of が i か ， The 


Th^rc is no. longer ぉ巧 East or _ 

かが 巧^ 化: 智却も of Kip り 11を> 尚 一把 巧 報 -勺 u が t お 打 

tjftve '-^e J な p?,、f}ese a chance in the — - . 

CJ 姐 横 か Sta 挺を が id お respond 
as iavalfy as. わがで the. In お mien or 
:王お ll が 巧. ： Certainly so お た in おを 啤- 
'in 舉 ■がを t 砖も む] だ J が诏 nese has prov- 
を cl.ilim 身 対 重 the ‘‘white’’ か; m 


一 _ — — Yu 马 口-. S1 が j 

! 姐， may streiigmen - his hands bvl 

-玲ぶ 雌 打 口 mg か每妓 epuy た at 沿リ； 

輯 幻？ da が. 说 th 巧 connection .ai i -， ど… ,, 、，一,., 

arises — a た tcT が む le. Diet and published !の’ 成* 


顧-作-— 眉 

cnwral ぉり (おが for t!i だ yea お 或う 繁 

巧 13-3 も pits が d bv り w laLc ?たぷ; 帝！ つ ^ 


七 おぶ!:; Fruly youirs. 

靡， '-:''- -W. 芭 おひ r(;r 錦 も 


.け once 


纖號 loin at last 


; 進 ''. Siped 

-- 说も - A が 0 こも ited 


Pircss . た! i さ! 姑— なむ 

を 0 篮: P たおむな: dated A が il が， bdngi 


t む e. 巧 さがみ ()t the foal conclusi がを が 
かたで 取 hine が loan n た 島饥お doi お:: 

放が rk が i ぶぶ so m 夕姆 vi がな lides お f-— 
がを. 化た. ぶ なお， - i‘he. dispa^teh s お' お— 
The おお も >地 ミみ ゎ ゎけ 1 巧， 卿) がれ 
;、vfig. が. 径な辣 just betore caybreak, 
the れ醉辟 e and fpreigri si 容り aton む 
h 马 vm をぶ き s 叫な Weel 1 が e last evening 
，玉 0 ず 这だ the devils. 

:弟 を ti り n— わ が 1 ] d]e Sei な tv 
a口?^ tife.iflotrae -oi 疚 epre 無 ni 注 tiv む 
g る th ■辱 車 もが tlskie 化 e British Bank. 
か h が おこ^^-. repr だ s がけ ati’v を s of the 
巧 ov 台 !"^ ami the .ちな 一 pow が 
が〇与ド;^^^‘: Th じ Vice- Pre 弓 klem of 
ホ た Se 打 af|:. acted as ，さ pokfes 口记。 foj 
the and wh が 1 a 打 op ‘ 


whether tl;?e Unk む！ - States かが なが 
dpipate these Power も お sp な e of the 
f 耳吗 ホ? It tli た Chm が e Hou が;： が 
Rep だ? ei な ative 扫 his— again fa ぶむ 1 お 
ぞ ie なぶを peak を r. ■- 

む お proba が e th が the Southern 
をが か w ぶ s だ k: が cancel お-ぶ loan 
み g, -a. t だむ： of 化な r strength agai むが 

Y ち 却 rS) ミ か-- Kai. •.- 

;;:。,あびぶおだ ミぶ。 (Jon Tu 口！: かみび か 
?QV! お! n が 1 汹 皆との riicis a お p が’ 
地 at Dr.. Sun Yat Sen かが お: d t1 比: 
mreign が nsuls が-: Shanghai が a; 
蜂 e com がが。 打 of the お an ス vitho が 
が お’ reii か 的 忱た ^^aSo打a^A化e巧b乐 

vvoitld provoke a breach between 

fce.n か "th and .the s ぴ け! 1 . 


か e ぃ. なお c お i Gazetted piitrs ilie r 
(iinary 縣 vbiu 巧 お 52 み？. 巧, 轉を丐 
yen,, and 短 e * ■技 xtracin'lir じ i 巧 巧 巧ん が-一： 
な。 e .at ご。, 1 傲; 402 ve。、 - ぶ-； 

■total； Of 584,92 4.051 yen— The 鮮品 
cl indr}； Expenditure is 如 2 , 00 もがち 卓 号 
ダ だ。 and the に xt 巧 か (iinary "i’lx ミぶ。-、-^^ 
ぶ 巧が •化 2 夕 2 〇, 010 - )で 打， a で otai:. 一 一— 

.•584，, 924,05 J . yen. The S ふ 
j が emetitary Budget of I ぶ 3 ん S 
yen for both tlie Revenue an<X.lL- 
penditnre bring the 阳 ta!s わ 


馬ろ か oHd may add as ir が eas が 
those of war, and the noble 如^; 
deavors Japan is to-day making for 
the attainment of the hig 耗な ；dek!s 
oit CIV ぶ zatk) 打一 t お 知 も we oonfi-, 
more .staled 巧 各- 為 bout お th た がび が お 口 お グ もがの ん justly entitle her ta; 
and in the 地を do が of が!! り ザを apers . i- な k? cquai^ rank w む h t:he Powe 時 
巧 e h が ridden .'pver the 巧 li! ■か vind 化 re 沁 iye . ずの tn 妃 em the.tr 说 む— 

• 一1 • 广* 1 •ぶ ， A '* ■ ", '■ •• ■■ J . •ぃ . . 


wy 卜 V ょ WA ' AU " Vi レよ， よ 1 よだ f ^ ^ V ' •い I 

辟な achi 看 V を me 口 悼ぶ f the Japane が i が 成 通 も; 部 as gi が n to him to con 
race in tii が 込 rts で f peac も to wh,ich!f が； WJ. なが eir si 沒 n お ori が:‘ he だみ 

ふ。 一…; •ij — ぃ .，— _，_ 卜 p]a お ed:; tl 掉 t the が ajorky in, the 

Faiii をが姆 巧で 0 打 sick 巧 d the お an も 

.i 喊 L-: 卸譚 ■- : 乎 

. 台 !巧: も 瓶を^ づ巧’ さ of 妃扛讯 oimrdrv 
th 与 ホ 巧 非 堤； 1 ot .a loan hag り 化で お卜 
■夕お 呼が- 考酷乃 ar パ HIS for 巧 ほ， and it 
th 旷 ea か！ >s gow to bnn ど about ぶ n- 


なお ed お CaH ず 0 却ん Apropos, there- 


- _ ド* り ど、 Wj C ■い、 J 、 

を e 机‘ 东 e 技- th6 t 巧々 faeno 田 s a な lent fore, you wi 巧が rm な me: ミ o touch 


細 t § も roe g れ uggk ii 斗 d been going 
, 0 。 さ! 巧た を.' かち .establish 拉 ie む t of the 
聘 p 峨 iic •科 w な s accentuated dur- 
ミ。 g: 蜡 e eiection of Parliame 打 t 故 em - 
^bers が 日ぶ d greatly ag 各で ava ももん b が jhe 
暴. をが a 每 r む 沒 tic, 巧 6 至 M ぞぶ 巧遥 €fei 汉如ぶ 8 巧, 
诘 ぞ ぶが 客; 巧 ■ぉ报 6 br 往却 of 坤1 ぞ .攻 atio 打- 
巧； t . ぶ 縱 け， II を;: ク掛; を served を S 
峰 Hm き ter of Agriculture 泣 lad’F り r がな 
tinder -the Provisional Government； 
あな t を t the Cabinet crisis of i 泣 st 


[out 注 i me レ aDi 打 e で cris 巧 oi last. - こ 一 . 一* . 一ぃ… ‘ご 

*)^7 he seceded from the Acl 泣 i 打 お-!? 。た 巧!^ ご ち^ 墓を 江! 啤 •.却 g 谷。 ミ 占 さ- 

pa 打. S fear： か县 t a れ ythin も 込 如がミか 如 


わ a な 0 石， Since that, tun た 夏な 打を む ad 
-afevpied を 化 ep ち! ■扮， to ド t;repg が len; 
お ig •ぞ马 r 皆， SI 打 d to place it in aii 
advantageous posUio。 when Pftrlia- 
j な ie れ t open も He was the moving; 
3 が 如, 书 1 foi •化 u] お in 君； plans わ defeat 
牺? 勾が tio 幻 of Ygan Shih Ka ミ to 

. *— -'シ 

Ihe 10 1 ; 苗 a! P が siEde 打 cy of the 技； epu!> 
i をち 斗! が iti case 化 e が proved u なが ic- 
S がかみ to む6 np th も imnds of. 地を 
終が； ident b j provi の orts I ね 地 e、Con- 
蜂 tutio 打 • This dangerous oppo- 
nent of Yuan Shih Kai was shot on 


J w 一 つ I ••■ザ ゲ を^ i.u、 Ui レ ご. ろり t り 

upon 寸 he を ul)i 野 味 棘 fany 罕 おが taken 
hy Pfesident が 巧 > 0 打 to.pVevejit the 
enactment of 优 e Anti-Ja^iese 
Lahci B リミ in the California 
fe お II •を clearly：. ミな 追を 姑が c attitude 
。ぞ ホ e Fedc 結 G 扫 が おが ent かか ard 
Japan. When this friemity aU 加 de 
ot the America 打 government is; 巧- 
お for が d by the public op お k)n of 
が e c 饥 [がげ が expres が 打 its pre が 
and な e [> の noimceni 均! わ— of yaTi が is 


掛 t 致 3 严吟 g 巧产 .る 管。 娜 り。 - - . . - rp, -； ■•■マ 。ぃ …！ IW、. りぶ… ょ 。口 化た "u [。 nie を 口 Qica 

み ha^w 巧が ysthe ご nre 戸 がすを S 巧舉 n がが: 背 OWS; 悼。 が the Rnperor, thereby accei 

け ton かか e world of t 解す! が ve: 邹哦 r ! ぶか erstmd な mes も 巧 ting the downfall or th- Man 


巧 ホげ revotution .碑 打 ilar .. わ 化が 
Caused l>y inc Hu-kuaiig loan. 


Mongolian Ceslaratipn 
of War 


R た V 台れ。 ら 

Ordin 江 ry • : . • 
Extraoraujary 


Yen 
.ろ? 各 y5 


、巧 触 


m 




Total ........ 

. 打 en<hture 

Or か naiy 

Extraordinary . 


暴 1 


.. .‘ 5 鞭ぶ だ 調 
Yen 5 

-…ぉ 2 ぶ 18 ぶが‘ 
..... J 64,789 ,232 £ 


To tal 知 -.:;… 5 紙 瓣： が 豁; 

i、 れ た. additional - expendfture がを 
1，883 ぶ 7 yeti お t か be defr; が e ホ備 生’ 
of the 別が h!s bought； かが—？ か 3 — ふ' 
ye お の！ 1 - 巧: 1 . 2 . ，- 


魂. 


'续 


了 he K が on (如 vermri か t お U!( 
Mongolian "〇 瑜おミ Gazette,' 
wnich IS pn! が ed お 如 bngoHan char 
acters has ミ ss 如 ホ a い deer が’’ わ ！! k 
M bngoiian 与 お the Marne 幻 f the Em 
辨 rqr: 〇ち M が 语〇 1 沾 . Accord おかむ 
a P-ek お g sped 註！ 。饼 uo，，， the 

お strucrion 皆、 vord が A が かた Mon- 
goliBJi people ^shaii riot suffer them- 
selv ち s to be- allured by the sw とだ 
but empty み or か 如 化 e OK おぉ e. 
Empress Dowager Lung Yti de- 
が rvcis the severe が de 打 ouncement 
for having consented to the 地ぶ ca- 






Me 郎 flg が お pa 贈 8 接 

8 ぉ ideirts to が《 媒皋 

Caiitaia Sifoatte 




re な 

fee を 


占 -- . v し . ‘ ’ ’ ！ — -j な む!) 泛 the.d か vnia!! of the ミす郎- 

>t Q 巧 r equality ミ 打. れ 乂巧 r たを がが!口巧 1 こ'が Save an ■な 打泛か j かさ loarr し,-, ン、 * - で V z-^. . 〇 ， ，， 

脯; V，， 細 做、. だ.;; 貪 一 ■{ ホ 矿 な . 了 ミぶ み;。 做 反巧が她- 


體ミ；； ^^ 織 ^2 憩狀 ‘ 靴 嘴 お〜 魏顏離 も i'S 篇 u4 巧 L 減 


. ，** ' V 一 I-T 一 口、,* 、ょ*り〇、口*ょ，!*^; み‘ 《 なん ,.. JwJjiiii なな i か. ：レ d . り' U 2 だ t ， 

加掛 . 0 なが な t が 雌が 忧 ten お放知お^が^^ 1 ；^ ’、， ,<^も：17品-ご巧’-.ご"’1^二- 、 : 
let 爲如 fst 巧 en をな 啡这 が 油 e だ巧 〇 寺 ^ 言 も 一- ムミ -a*. -^hik &ai だが r 王が がか y 

- jA ぐ..-*.' , : .' 1 、'.- J . .パ /、 irVVin 二 f ■み C - つ.、 1 、。 f n 1、,.； j _ c •お-。 一-- •"! イー* ■* j -、 


and will be 


巧な t;o りお honor might 打 巧 tieria!- 
:批， or that t 卜啤 trouble might 。が 
be amicably settled：* - 

We are indeed gratified with the 


^ .:_7 ご -: GV •、レ U. ， ^ より -V り C . みく 巧 いい 

みで な I 巧を; 说; t なお-が incite smoothly I 
m t む K world of otirs so ful! of hu- 
nia 打 frailties. 

Personally I have an が！ tire c かぃ 
fide 打 ce かが 地 is desired end can 


で那甲 化 出诚哗 草 5 おがむ が 如 叫觀视 的が が々 ぞ 此 h おお が. the ^'hereks'^ Th 户 r ぁが 

醉畑 n み 解 邱 Ca 说鮮綱 tendsiwkiow なが orphan by deceWog ; 立！?! „!ご^_ 班 


SUCC な sfuliy が t：ame(! ProvisioTial Assembiv holds が〇ん 


批 twee。 .Armjrka and 1 為 句 打 ， the 
formfer ""th を - k 打 d of だ berty and 
eqiiaHt)% the kt が rno が; d も yo おも aiid 
gmtiul friend of 'America.，， 


1; 


Letter Of Of. Sriffia 


' T — — 、ソ J り户、 •ザ ivi . v » い at 

をげ 地 20th が 化 out any apparent ever may be the outcome of か epre 

)91100 } 、が 〇れ . Q OOOO ご； IT * <»4 - み CV > A »~<~_ 0 巧 n * ; Oe,,A こ * "w 广、" 1 こぶ—. 一-、:：* T .‘ム I 


ミ au が.! が an- a が assin at th も S おが ig- 
过が ぞ がょ way Station. The 掛 ufder 
う 辛 化なちみ pre ぶ oun づ inipresskm upon 
たを 峨 untry* A suspicion 常 as 
;リ祀 ; bred among the NaiioHa むが 
Party that this foul deed had beenj:^ 


: パ c 过げ maeeo gra むり eel w び h tiie _ , T； r '. vn リ cxi 巧より e dom のが! n 客 poUuca; 

appreciation accorded to. お pan’s 911 胎 お が 湖 書! g|} が おり 骑 8S8 卿 取. ザ 加; d remove Yuan , Shih 

.position by the American peo が e が ， Kai by P を i-l ミ 如！ ぴ i1：arv '併 eans or bv 


.position by the American people お 
お r が. が e お el grated! tr* ，tihe 
ぶが nfcers of the Japan Sod が y，‘who 
have judged oe ミ妃が labor. 打 or 
ょ ime in their e 巧 o* は fe arouse public 
な pimon to the re み! katkm of wlmt 
化 巧 CO 打 sid げ ju が お ui fain What;- 


がが is 州 e お C 泣 lifor じ ミ も 玉, thei^efor も 

ぶが ahead 口 0 grave complications 
betw がり Japan and the United 
写 tai; が. We most .sincerely hop.e, 
however, that the authorities’ on 
Ix) 山 お (ies of the .Pacific will soon 


that th も Government hiis 耳 right to 
conclude such a contract because 
•the permanent Assembly おぉ 打が 
yet been CO! ぉ iit。 化 d, and there おが, 
a$)provai of -the six-power loan by 


扭 addition to . t もた: ぉ ithd な wai o— f 
the United States from, the び お 卜 
b 成 a む oxi, liowever； o 出げ al お ratkms 
hay^ り 琴 e 巧. mad を m the comract 
•since the ぶ ssen みか approved it. 

The : Kwo Ming - Tang Party, 
which is Jthe domiiiating political 


— J 一一 ~ "一* 一* 一……〜 一" 賜 。口。 一、 

お tigated by some one high ミ 打 わ， -f ぶれが this ep 化 〇 如！ s .(^ぴ 1 ;ake 

、： ■‘.. — - - .. . _ A^r^ ； A^A ，心;— 一- 11 • __ 


お 姑 轉* Thus the gap which alw が s 

.がな お过 siii 6 e the 艮 evohiiio 打 わが 

‘暫 打ぶ or{li and South. China w る s 
> ぶ ea な y: か idened, 

s-^Klnowth^ politica! situa 巧 〇〇 
巧 eat が 巧- to undergo a dangerous 
を: を iop 谢 eitt. A 化!} 〇け copies from 
[If ngh^i intimating that Dr. San 
at Sen and other lea4 が s なが try- 
追 ■to, buy. 如のを to the kmoun わ of 
.a ;o 巧？ ’ 0 ミ dollars, and を 打 oth が 

辭将城 1 を 邦 at Yuan ぶ Wh Kai 
■ lends to r が お凸 tne Presidencr; 
邸 rt ぶ bih お ai had once 班 〇化〇お ご 
• i を さ 泣' 玻 e 次 atio 打 al お t Pa け y そ hat he 
prepared t ひ. でが ign th を post ’ of 
ぶ sid ちた t お r 資 00 な if it ミむ おが g <>n 
を 'r がが が ion of the Pr 巧 identkl 
かか， が ru おが ng at the same time 
を; 苗 eiiibe な of お 16 Party timt i む. 
e event of ttu 加" がが' お径‘ wit お the 
をが 说孩 部が 邸 も，， and. む ha ミ ly 过を; 

: ，峨; y-mg け， they ?m 巧 t あ e がが 別が！ 

少 ke thp consequence. 


(decided step to th (，わ) な 容! 3岭 in がが- 
葛なわ the caus が of .the t の uWe, and 
apply to it. the !a_stihg remedy. 
Otherwise, as this kind 只 f trouble 
will sqrely recuiv な t むで gueiit hi- 
te わの Is, it wiirt 細 id to deepe 打 in 
the hearts of Ani が; cans atidl Jap- 
a 打 辟 e - a suspicion 々f an ■ irn- 
p がが in を da 打 各 er， which お bourid to 
react mo が detnme が al か' upon the 
r 台 [な 口 on between the two が tnitries. 
Su 浊 み. 知を p た ion might easily be 
utilized by the お;5ミ prophets of 
war for nee ぶが s increase .of arrn- 
aniei れ ’s o 打 bo 主！ vside を For the cause 
of peae'e and mutual 、v— d お妃 of 
お]53で and. A 呼詳 ica， タタ，. 姐を 巧 for も' 
most.. がは! なな グ ajvp.eai わ .曲 占 ち お t ■が- 
men ot both countries to が e a;l 


化 eir ; tact ; 地 d おお do ぶ for ぶ n が扫呂 
the permanent solution of the- Jap- 
夕打 ese が estion i 打 なお わ m;a; . 

王 々抑-わ 王! ly aware that- 扯 お a.deH- 
cate 夕 n もが 班 如! t qti な tio 打； Fpr お 
な み砖 'nrvoh で <1 the が onomic, soc お i, 
P 9 ! 妃 ic 注 1 (I mean local' oolitic.) 


主 ，- ド Y り レ i、ai い. 化 な打 过 i yujuuc り， 

皆 sincerely hope th^t the party and racial jjrobkras.. Among them 

泌 J w 姐-なが’ 的イ 泣が ie かれえ he ei •ム t- 


sider dther belated superstiti^ or 

• . " .. 每も ST がり 為-ミ 巧の r 泣り c を，. 1 王を vi 打ぞ も; 打 own 

- , -. t 咕 most わがが exin 咨 is of course tlie Japa 打 ese おお v w 訊 お nee 186 ら 

角。 {或 化 ciong China’s 油が が 比 e k が，/ ' a Httle about An^rican history. 

梦 せ. '' 入た ''’- \ .' ，ぶみ な : 斟 . .An ホ 化 ; V 相 : faev ミ S « 1 を . かが a- and お Oiri が ani 巧 かみ 如 も ’ . 扔 iblicati 柳 お ィ 

， を， - 一， ' • 心ん、， ゴ ’ ， 


Dr. \Vi/ElHot Griffis' has favor^ 
us wuh み 1 轉 そな which we have the 
plpsure to を rint h げ e. D ピ Griffis 
is the author of 吁 he 麵 kado 若 
码 n が r ち T and tnany other がが! dard 
ザ Qrks* が！ 曲む Far 技が t. He h お 
re/idercd a valuable が rvice to the 
Oc と ident; 过化1 Ori を 打 t by a む ing as 

を " 1 )の 1 げこす化- 11 お P 1 す! 巧 e 王 to，s わ rm, 

betweeh the two civilizations. The 
iet お r runs , as follows ; 

む h ミ ca; N. y., April 26, 1913 

臣 cUtor が 比た おお n が 苗 Times, 

. S む： . • 

r I； wish-yol げす おね r;ai 饼 1 the にが- 
fomia Alien Land Bill ceuld be 
printed i 口 ey た ry 。知 vs を aj が!* 】 ‘n the 
land; There will never be peace be 
tw ■がわ t も e 了 reaty nations until 
question of n な: tu ね lizat 鸣打 ミ s がな 
I know な f 打 othi 巧ぎ お 化 e ル— riti— 〇— 
of the 重 がれ er さ of を he Am た ri と an n ゎ 
tion and Constitutk) わ かお Would 
か rb’:ci the. ruturalizauon of . Japan、 
ese. 


Kai by P を r! ミ 如 1 げ 1 ぉ び me が! s or by 
fore も but neither is poss あ ie wh な e 

か 占' を re 別 d 巧 It と〇がのお tl 化 am 巧 ■が 
Peking. The. adhere 打 お 〇 い he Kwo 
みむ n を- Ta 打 客 Party do 〇が d.esire to 
ル-む hdraw 峰 成が も mg for the pur- 
pase of estabhsh; 打ぎ a Parilament 
も he が, 1 ) 与 cau が' such act ミ on would 
な suit お がか updo わむ f the north 
from tfie south. 

The deadlock is at pi*esent core- 
がが も ％em お rs, が 命 e K ザ も Mi む 客 
了 ang 鮮 pr がき th さ £eaf that some of 


一 。 -.r 


Four hundred Japanese た eski 巧 i をピ - . 
of New York :が t in Cameg お 扫抽駭 ■鳥‘ 
ミ ast Sunday evening to- 藏捉做 游 ま 城. 一一 
CaHfonim situation. M そ 就"! 5 • 

ing to のな ny speeches by 
speakers, the gathering 能が’ な 私-: 
gra 巧 5 of か atiks to Presideik 巧 時 卜 
son and ミが ret を ry' B 巧 ’a 口，.- 害 
another to Ambassador . O' 请 h 
They 夕を 4 が ed t お ■ もぶな res 



h 、 Ition : 


the 街， and what おむ rthermore, ;n- 
お nds to occupy. Mong-oHa by かを 
patddn 客 an expeditfonary army*' 
The Emperor-, of Great M かぶ 0 ! お 
has thus been obI;g"ed わ declare 
war agam が China、. A, mobiliza- 
tion が the Mongol お 打 troops will 
お effected in the near ftiture, and 
the Mongolian S お te exp がわ the 


ing m the Cal だ ひ rni 早！ が 相 lat な re お' 
of な nature 汝 at ミ rijures 化 e r^gM. むを 
our counttynica お みるを がが を> も-弁—-/ , 
no お 5 む u 说 anity, 相 0 、 ほかち が t を 球 巧 fir -. 
of the ‘も樹 encan- ぶ马 巧 ese でか 趣 y - 
of 1913, and mpairs the fmmisiaph*'' 
existing ^tween ホ e ぴ)口 1 徊もみ>ご，: 

Therefoi-e, nve resolve to- 
ね authori お es of America amJv： 




: . . ... ； > . . 

1 . ’ ，• Japan .and to かな fair— mfmt 詔 結お— こ。 

i 0 打ぞ〇 橄 巧ね ちをお ホ eir he が イ が !が 1 巧 な 打 d subjects of both の 口 t お頂曼 辟 三 
出 言 の ajntwn 抑 ヴ of Mongo!; 叫 化 solve the, present 抗蹄細 i が？ 苗 
!iid が endence a 打 <1 pre が gf む [troubles おか 紐 mess. . . ，..― 与 

. — ~ — '- .'— 式 V. お': ゎ.'..;;-' 

. . . _ ..‘.:..-。-; つみ'--, 

^ ^ ■ - 、ろ。:;: 巧 '；-' 早 

'-. 岳 こ sr: 讀 

か ♦ホ ••か* J ♦化 化*!^ 

• I : ' . • . - : 一...--' み-を... 


ACC0RATE 


‘•he- ‘ し 

|1 剛 悔 1 舰抓 S 

测 


All the hopes a.nd clogiiia おじ り p- 
pos 山 on が 掉鴻が and ri 复 h お ous- _ 
I 巧が shovm さ 0 vimlent かお- .‘white’， 
iBeti so called, (chiefly un-Ameri^ 
caniz が i . denizens) rest upon / the 
id.ea 坪が h な 巧筑 n natrae is わが the 
靖巧 《 か C が. na as. in Portiigal, Ktin- 
扭 ry，， ち okii も お!綿( 1 ,..如み，..お龄 
land and the United State?. They 
try to make us believe か？ it a む 
Asiatic is an abnormal being, ahd 
would never け h お; ux •过 fked お 化 ke え 
good American cit ミが n. Tins I con 


The 

Yokohama Specie 

Bank^ Ltd 




巧^ 


号 


: Au 也 orized Ca が tal; Ye 打 4 も 000,00 0 , 

H^serv ら Fund S 口 巧 加 ぉ Ye。 王 7,85 kOC 棘 早 
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HEAD 0FFIC 弦：； YOKOHAMA 

B 及が C 这技 S AND A 径を识 :：! おを 


Tokyo 
Nagasaki 
New York 
Bo 随 bay 
Hankow 


.ぶ e お。 g . 
Dairen (Dalny) 
Tiehling 
Osaka 
London 


San Francisco 
控 011 班 加] g 
N 有 wch 巧- ang , 
Liaoyang 
Anttm 寧-妊 结斌 


拡? fa を 
.し夕〇む 呂 ’ 
iionoM 议 

Shanghai. 
.で ientsie 


: 社 巧み、 
ぶ "n 科 三‘. 


— AoMA */ 一 レー 上 i 口 

liyojun (Port Arthur) Efliigtien イ Muk お n) Changchmt 
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お 育 新報を 傻 (餅を 题 殺ぶ) 

曰 二' 部を 五 他 口ち ヶ ちみ 一 お 

□ ' I ヶを勞 拿 寺： ： 

モ尤が 十一 重 ハ 巧サ四 H 截 を 院^ 

認可 ，： 

をが 兼 鶴 稱乂巧 葵 健 ， ff 
ま. 筆み を 渉 一 i.li 
變巧 犀. お 育 新帮奪 
紹脊ホ 篤 六 お 一二 二八-' ’ 1 
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を 巧 せらを じ 似たり、 然れ典 驚' くべ 
を 挺剌を H 露 戰爭じ 得た ぇ H 本は 新 

たじ 眾國 S しては 世界の 第. 一巧 じを 

るを 局覺 する じ まゎを て 曾で 特典な 

& ど 信せ る條 觀じ對 しても 彼等は 當 I 

蒸を 權 刺な もど 思 葛ず る じを らお も 

^‘-^是れ 條お に ょ なて 特別.則 殻帮せ 
られ おる 彼等の 權莉 なな 〇玻じ 如 巧 

なえ 形 或を 有ず るに もせよ 凡を .U 本 

じ對 する 谨別 棘の 案件は § の麗家 

的 名 齋じ觀 ずを が 獻じ薇 等の 承 露ず 




.颠辦 に 於が る 主 

地 法案な 0 本の： 

:圆 威於圓 ずる 關. 

; 蠻磕 .(を 遵 ..{か 举) 

よ一:. グ巧 意見め 大要... 

-B ネ はお ホ 間胞が 差別 的 待遇を 受； 

•どの- 舉 純なる 謹を に準據 して 震し 

ぞ戰爭 を 蘭 おし 义は摄 端なる 探 ホ ホ 

I を實傳 する の 急激なる 方が を 機る 可 

一 I き や 如が、 囊 瞬は 時复 'が 决に最 て 巧 どならざる や 巧 白なら、 雨 もを I 

'も 重要な ぶ. 窓義を 有する 者な. CV ど 怒 

德 甘ら れた 去ち の： 至 如し、 然れ北 ハ 吾 

A を 巧て 親る じ 是れ旣 じ 疑 閒じ非 ざ 

I るな を、 知 州 じがけ る 壬 地 案の 重要 I 

なる 窓義を 有する 所 K は 巧 一 燕 H ホ 

I .踐民 じ對 する 差別を 設け おじ 侮辱を^ 

與 へんと する を呂 しで 巧て を國 太ず 

巧 沿岸の K- 斷め政 第の 一な ミ 解驛せ 

.ら れん ミす る おじ 巧な、 挪ち專 入 旨 

みの 立法府 じぶ でを 素 俾裁條 約の 權； 

限 よら 除み せちる 可き ちの ななく ホ 

跟 せらを よ 「國 家め 名雞じ 駒す る闕 j 

I 題 「め i ねん 哥 きぇを 也 0 

.騒 家のを 擧じ顯 和る 通議 故に 巧 

: 本人に 取りて な 化 おず は 實じ國 をみ 

名譽 面目に 關 する 寧が 化、 おし 胥乂； 

: じして 渺 ねる 出 地 案が 如を じ. 大事 俾 I 

I どして 彼等め 殿 じ 映せる 乎を 理解せ 

I んど 欲せば、 ま 人は 彼等が 數 世紀の 

賴東 律に 於け る鷄留 どして ななせる 

が 態よ b 脫 おした る投 巧、 彼嘗 のを 

力が， 徳國 ほを 勘 等の 位 履になる を認 

識 せられん どす る じがせ る 事 實を備 I 

取 じ 叙述す るの お 葵を 見るべし、 郎 

I ち對 等の 位霸じ 進まん VJ の 宿 遵は日 

本が 條 おな 史 によらて 其 關稱の 自治 j 

一を 得、 歐ホ諸 國ど共 じ 「フエ！ ブヲ 

ァ ー ド、 子； シ ョン’」 . 0 地位に 置か 

ぷ ぶじ至-^た を -「T ン ブ ピ ン } シ 'ヨ 

ーン」 化、 傑 約 じよ 卜 ''て 斯の础 き 化が 

1 を 占む る じ まらね る 日本は 酱時么 じ 


B 

9. 


i を 表せる めみ ならず 彼等は が 廚敌府 I 

が 彼等を L て 宿望を 達せし むる じ 叢！ 


濡を州 じがげ る 日本人 じ觀 する 满々 

なる 拳 件の 辞 論は 化 おが 滿據相 願せ 

する々® じがでが 事件を 個々 巧々 じ 

考量ず る 自然の 傅 向を あず、 がれば 

で 本の 事 精に 臟 レてば 裳 も 緊密 じ 狂 j 

つ 解み 的 態度を 0 て辩 巧す る じ ホ ざ 

れば 何故 じ桑蔡 じがけ る 二 一二の 寧最一 

の爲 めじ 鹽 民の 嘆 數が崔 數檢锅 '，だを 

や、 猫た 巧な じが 州 じ 於け るみ' を 

震 灾の猜 めじ 岡 じィ巧 樹拋滕 をる や 

を 解す るに 苦しむべし、 がれ 輿' 所 龍 

排 H 事が は 日本人に 街す る のが 

兼なる を 0 て 彼等の 夢 寂 じだ もみし 

て 息れ 得る 巧 じ 非ざる なら 0 

他の 重要なる 宣言- 亲京じ 巧け る 

熱が せる 議論 中、* Kii 伯の 宣言な 化 

じ 頗る 注意 じ 値する もの あら、 是れ 

換瓣者 中の 領郝が 「H 本人は ホ 人め j 

ホら て 平が を 實傳す る じ 媛み たも： 

ど 号 口へ る 事 也、 每蕉深 巧の 情說 る' る I 

ホ 人は 日本を 訪 隅し、 日本人が 設 C 

る 歎迦の 席上 じがて 繰返し {'.「巧 

が」 を絕 叫す るは 誰乂も 熟知す る 殿 

なり、 而も 日本人：^ 必ずしも ずがめ 

提唱に 反對 ずる 者に ホず ご雖 、彼 堂 

は 太平洋 沿岸 じ 於け る 同胞の 待趙ょ 

爾 て、 是等 0 ず おめ 增導 をが がら 

じ T お 淡を ウ々 ツスグ じ 持ち 來ら つ' I 

、るる」 を ま 張 せんを なする 者の か I 

i し、 挪 ちぷ眞 窓は 蓋し' 归本乂 じ おし 

てず かを 實傅 する 化ち になず 洋 '沿 浮； 


黃して 一の 縣典 なわ. どして 滿 おの 意め 米國 々を じ おつて 所謂 卒带裹 を I 


鼓吹す るを 巧で 寧る' を當 なら ど. 思惟' 

I す ど 富 ふじぶ bo 次 駿衛が 基 實敎ま I 


j ; 巧せ. ぶが 葛 卜教も .点 辣じ錶 謝のを j 義の威 化 力の み獨 ら驟簿 巧辕溺 をが ホ國 ぶめ 戟 ずを でぇ‘ だ ご. ずるむ j 
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微し 得べ しどを へる も 藻ず る じず 範 

陳み盧 じ 外なら ず、 がは H ネ A じ 街 I 

ずる 基 替敎々 義の傳 道を 盛なら しめ 
ん ょらは 反て 米顏 じがけ る 傅 道め 急 I 

發な るを 「ヒント」 せ も 煮なら C 何 一 

這 なれば おのが 謂ぶ 豁 敎ホ義 め' 辩释- 

はが 間の' 「ぅ' ユ； ャ ミ、 プンィ じ；：' お 

< は 「他人の 權利じ 翁す る 巧 敬」 古 
能す るを ま' 當ど す* へげれば 化 〇是れ 
瑕の 唱導ず る 所 じして、 おはな ネお 

がで 最大なる 個 义 酌 熱. 力を 有す、 換； 

胃 ずれば 锥の蔥 見は 兩嵐 々をめ 恐る 
べき 誤解ぶ 巧がん ど 欲せば、 义人じ 

「フ ぶ，— ャ 1 プ 'レ. 1」 を 要 ホす る' 一 
をを るの もぶ 龍み じ歸 寮す 巧し 0 
大潑 おみみ なろ ゃリ本 じがけ ぇを 

致の 識者は、 ホ 個 どは み 諭 化 國ど戰 
端を 無くを 冀® 一ず、 然れ おお 本 輿 I 

論夕势 ホは 此勝轉 じぶ か 蘭 ザる を 樽 I 

I ざる 理由' ホ A、 を 巧 H 本欧 がけ 輿論 I 

めを 藤なる 顆 向を 帶ゾ るを 認め お； る 一 

I 梅た 觀 みて、 之を 抑滕 しで 踪 かなる I 

I 方面 じ轉 横ず るを 得ね b ど雖 、ホ岛 

の 回み は國 巧の 形势！ 盤し' て瑜 ふす j 

べきが 態に 道 あせ bo: 

'革命的 藻 勸數週 拭霜棠 京に 於て I 

潑 生せ る議會 が蔡 動は 殆 でを 推 じあ I 

き 者 じして 么をち してを 治 的を か 劇 I 

の 一穂な^ どず るを 驚然 なを どせ お 

I 渡ぶ 議會 じぶ ける 多歎黨 た^し 跌ぶ I 

脅が お 內颗じ お イる禪 劾み 畿 案の 徹 1 

巧を 鹽 まれぶ かし 陛下の 翻 諮を 拒 I 

否 せん ミ 試みね るが 如 含は、 明 わじ' 一 

I 革命的を 彩み 看せ る もの じ， 非ず ホ、 

如巧豐有を空ふ せ ぶ じが；；： る讓實け 

0 本： 療 おじ ホ 肴 あの 满 例に 媛す、.； 吾 1 

人は 谢准 巧賴め 政が じして 當 時の 輿 

論の 强弱か 何を 論ずる のあ冀 を 見 ホ 

巧と なれ 比 現 巧の 《 本！ 4 がける 與論 

は 高 腿 的 命 かじ 化々 ス服從 せし むる 

事 能は ざる じ まらた を 誰 明 ずれば 

化〇如 巧々 る官 様が 巧 関ぶ 雖 、.踏 

节の鄉 .誰を おて 原し 能は ざり し满を I 

爲 すを 遵み 得べ からず 〇お ふじ 現 巧 

の n 本 じがが え舆 論は 他の 郊國 にが j 

I けち. 輿論'- 尙 一の 勢力み 有する に 至 

れ る. 者な A を雖 而も 其勢为 にが-^ で 




ピ k 帶黎黯 








時 磯 到 巧すべき やを やお、 法 知 歎な 

らど泮 せざる がからず 0 (まを) 

爾新 M 社に 輿 ふ 

'覆 商を 學 十. 

A 俳 S 法案 じ對 する 鉛 清ぶ 留間脑 か 
大 をが 豫想 外の あ 巧を 巧て 了 6 を吿； 

ザ お 事-御 调株大 蘆谨祕 じ# 換 、ホぇ 

ぶ 太會が 時局 じ 向ツて 幾許め が 萊を i 

恶げ ホる や： 杏を は 刷 隅 題. ミして ホを 

な 化留者 一巧の 爲め 其發起 溝た る 紐 

育觀 報が ロ ホ 週帮の 態度 じ 就きを だ 

不滿を 威ず る T 人 じあを 候 
A 大會の 前 H 發巧 .された る 巧 新聞は 
一は' 「大會 ど 組 育み 元を 諾巧 j 、 と 媛 

し徳は 「短 育 使ら j 空 趣し 遮ん じ 化 j 

樂諾± の 所謂愼篮 の 態度をを擊し殊^ 

に. 円ぶ 遇 報の' 如きは 鼓諭替 .の 猫を な 
る 其端鮮 の訊禁 なる、 赴. 曾の 猜 導' を 

を 巧て in ほす ぶ 新 紙 どして 篆 をる 韓 

暴言 諮ぶ 弄し ぉぉ を'—一 

A を 聲お力 家が 時 馈魄 趣 大满說 を じ； 

巧對 しねる はけ 义淸經 驳描家 おガ卷 

ホ じな 加 間 胞が旨 重、 呂戒 巧て が 厨- 

0 解み をが もつ-^ ぁる 際、 輿 哉を を 
開きて 嵐 海せ る 間 胞の敵 镜廢じ 独を 
注ぎ 姪 ひて 来 人の 誤解を 掠かん 事を 
術れ たる. 巧の じみなら ず、 巧ん や 間 
胞の大 集 曾が 化 際 底 お 樽 獨じ赏 がす 
る がをだ ホ 許なる を 感じた もじが て 
ブ ホ、 郞もお 为诸諸 巧め. 皮 邸は 職 馬 
一-一關して巧みの考慮を豐した るおあ 

じかなら ホ娱' 

▲おし 先 叢な 力 者 巧 態 带が時 馬に 回 

つて 甚だ 冷淡を 極めし もめな ちんじ 

は爾 新聞は 鑽ら < 凡てのを 精を 擲 も. 

まつて 熊々 め 言 證を敢 てし なて § 

適 應の蠻 戒を與 る ホす 巧な ふず 

横が か 共 先叢議 巧の が 局に 關 する 憂 

渡 ピ巧为 とぶ 巧して 慎々 鬼 流の お徵 
しねる が 如 < 小なる もの じ非卜 、ぶ 
は 有力なる 康都米 人の 巧を W . 

歎を の鹽體 をび 據會 ど 氣 脈を r 

± 拋讓 ゆ践业 たおむ る 等、 を 

もが. ぶらざる め觀 をり しは^ 

齋 しく 認めた'^ 巧じ怎 、漉ら 

を大 に.；' て ホ 観. の. おを 街ん' の 
るみ、 4 增義 '.諮 馈源窟 勤 


:を 遂げん ど 試む る 贷人不 ザなる か 

: 小生の 頗る 惑は ざるを 得ざる 巧 じ 侯 
A 殊に々 生が 甚だしく 遺 城じ感 やる 
新は W 胞大會 の開權 せらる； 巧 前發 
驚を 薄 巧が' 化 巧じ關 しで 有力 家 じた 
いし 何等 鳴を 渉を 謎み ざら し 事に 候 
發お 者の 一入た る巧裴 若が 其裡 おど 
しで 語. をし 巧を 聞く じ發 起を 爲 はぶ 1 

态 者のを 對 は共濟 脅の 奢 期 乂 會當時 I 


々事 實じ娱 - 

A おる じ 時局 闕題 一趣說 會じ關 する 馬 I 

新聞め 記事な 端な をも是 等ち 家め 
威 おか 害し、 就を 的 じを 我 的に 上下； 

患 惠の肆 邁を滅 ぐの 恐 れゐら しれる 
に まも しげ 小生の 衷必遠 減に 堪へざ 
巧 じ 御座 嵌、 をょ もが 裳 地の 洗冀お I 

力 家は 化 一事を 巧て 直ちに 菊 素 あぶ 

.變 やる が 如乐狹 藍め 人 ネに私 ざ， る秦 




.1# 窘 .舉 巧が 娜 避. 辩； I 


冀 を. 鎭 .交. 館；. 


i 


0 


系.' 


旣じ 歴然たる"*^ のを- 普し 化 事 じで 小を め 深で 信ずる 巧な. 'もど 雖も雨 

かも. 雨 巧雜の 記事が 期せず しでが る I 

掘 おを 生冲 るに 至れを は、 両 渐銷鑛 I 
ゆ黃 巧义大 なら ぶ るがざる ス可 鶴^ 

A 之を 要する じ 词胞大 を！，： 潮す る兩 

紙ぶ 記 宰が稱 巧て 树胞一 殺 0 結を を 

弱ら しめたる 一事は 不诗 ずみ 生は が 

じ兩 街の ぶ 箸を 化が す 者 じが 么候 

ろ寸 . 

♦が •だ 


願して ホ 藥諸巧 じ 諮る 巧 あらしなら j 

ばが 嘴の 企議は 必ずや 藝 傲に 歸 しな 

i 當 地間胞 のを 共 必を蹲 超せし むる の 
機 脅を 逸すべし と 思 梅し ホら しが 故 

じ殊 おじ 諮る 巧な， くして 之を 斷 巧せ 


が 潑俳巧 脅 

前 川綠縣 

二； ユ J ョ； ク 新報 佛潰じ 選者" が 天を 

を絳巧遠く送つてょら其おざぇ甚し 

I 日 人 あ 其後繼 者を 化が す、 を 元 
I ょも 淺學 じして 自信なし ご雖 もぶ 靜 i 

を据の 盛時を しのべば 又 一; 撫の淚 な i 

きじ 非 や > がは 初夏の お、 一 紙. 筆を I 

:携 へで 操々 たも山 w 孽木じ 接せな 夕 

お 詩 稱㈱中 じ 流れ 巧る、 がて 結べ-ば 
是れ 十と 字隸 、をを 千 ホみ 上 じ羣座 
せ ば 光風 齊巧 語る じを ぎを あぇを 覺 
へ 都で 綻蔭 か轉 勃を な るん め 邸义普 
日を 今にな し寫 潔の 乂± VJ をを 摩. 

せ ば や S おひ 旨ち 鑑みて 虛 をを 化ぶ 

つ、' > も 選 港の 席を 巧さん どす、' が 徘^ 

めち 宜しく 我意を 認 どし A し 倍 溝のを 

劇 努力を 巧て お甸 あらんょ を 新る 

兼 憩 ゴグフ ‘淺碍 幅ず. 

メ 城が 限 六 巧 十日 

宛 巧 ニュ！ 'ョ！ ク 新報 社 I 


ど、 吾等は 發 起を 諸 巧め > むを 誌 ど 
せざる じ ホず、 而も 重大なる が 厨 問 一 

題を 撫 へて 之を 政略 上の 具 どなさん 
どす るは おして 策め 得た る ものなる 
やか 巧'’ 

全 おに ホを が 大會潑 起 港 諸 巧の 言勸 
じ關 して 嫌薦 たる 者を るは なお 間胞 
大 をの 影攀 がな 留岡胞 ゆか 哀協树 じ 
f 獲な 攀を 典へ わる 一擧じ 候、 巧留 
'か 就を 上、 上下の 間 じ 一大 閒購 

.マる を遣械 とし 之が 救 潑の途 じ 

しつょ るる ば 一宮ぶ を まを 長、 

二弹 ま店畏 を 始め どし ず 镑* 地 

お瞬、 お野の諸巧がお力巧濟會^ 

あわ 爲に褒 重なる 斯力 こ 赔間ピ 


, ミ； J: 

ホ々 《雪は*; ，を も V みは、； 養 身を をみ g とを にを： か.' 备がホ 巧， をが がか、 普い.：-. 一- 
-驾 ぶの 哨々 侯々 をな 養が お* をが お あ。 叟 I おを 巧 も. 致を 巧 巧 下 おお 《ホを 巧 衡ぉミ 私‘ I 
を 誤， 询 演^な を 塞， を 養な 巧 かもぶ ろを 皆 等 現 打が 巧ぶ 地を 微望 4r も备皆 . 
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去 

ザ荀 笛； を 居 ± が 翰 邦を がを 巧を ム j 

てが おせる 雜 0 案の な 留蓮勸 も遂； 

ぶ 效を秦 せぶ.， りしは 基 だ 巧て 殘 をな 

►惡 太' 颠 'の 舞事ジ ンンン をが 頻 

らじ 如權を 振む 迴 はしで を 譲 和檢の 

道を 杜鶏 せち 彼の 魂膽 はおして 姑柯 

マ おがな 皆 筆を 滿： へそ a 本の 强硬 

々る 挽 簾を 持顯 すを々 報から ど $ 

て 加 巧々 曾の 横暴を 兢彈 おん 这せ和 
►所謂 愧をなお與諭の憐^^もぷに 
至 もて 少斯抑 謀殺 带の猶 なきを 録や 
ぶを 吾 入轉ぶ もな が も 屑む 雕 すべし 
方此 隙. じがけ. 珍巧大 彼は 飽迄強 
I ‘视 なる が證 をち 振ず る どが じ 巧權雜 
讓巧 要求. そを か レむ. るに 不巧 篇巧为 
方 偃 藍の 態度 ど 魁 從め態 巧 どは を 

ら是れ 別個め 間 題化纔 をを 癸ず るが 
なに 强硕 なる 巧れ^ ざるの 理を なし 
►新 歸锁 の々 壯飛巧 家を 巧 天舜煮 I 

が 地方 じ 於で 不廉 の鑽巧 じを ひす 本兩 

じめ ける 最近の 犧牲者 どなる 巧掉哉 
►飛が ホの 發達 還々 ねる お國 にを 
ら ては 渡 巧尙夕 歎の 犧牲的 勇者を お- 
ず べきは 篡じ邑 むを 得ざる 所なら が 
►黑 山-壬 國は 隣馈竣 國の壓 おに. お I 

がする 能は ずな をがん モス クタ U の 1 

徽 をを 承 谦す療 東半 島 還胁な 上め 辱 1 1 

►巧 園 破 麻 碰じ國 民の ぶ 職 察ず る || 

じ餘 ぁらおれ 共が 該 にも 長い 者には I f 

卷 かれろ 香 言へ るゐゎ 遺 彼 眞じ千 お ~ I 

> 攤概 遜內顆 はぶを じま那 共お簡 'I 

じ おす々 獨ホ 承認を 與へ たれで，^ 歓 1 1. 

-洲巧 巧國は 依然 VJ して 涧‘ケ 時 じ熙か 
言與 ..省 お ゅ調郎 も 大絲領 の 撰 輿- 

ィ 厮 て歲 法のを おどを 梯 ちて 獨を 
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ん。 も 猶巧ボ .んミ 1> を も ク 

祭’ 猫 接请' をが 織咚 
於 棘' 乾-を 
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is .あな 人な 上メ 晏會 二適タ ダぶ 廣 間す 又を 祭を 一 颗嚴ず 

龄ま壁 巧 淸潔紳 ホ 常 若 ノ冶與 二' 灌夕 @ を 弟 ノ媛驗 ヲ费立 

祭 グ巧灌 人ヲ准 巧が 誉籍黯 誌 諸 薪規緣 臺圍寒 凝が 等^ 
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J 麵雜苟 替鑛遷 

を馨 金かん 參觸 天火ら 參 栗：^ 

f 蒸 寒 八 A 戚聲卷 鑛燒搔 葬 寒 
痴礙 赏參蕃 霞.® 剩备馨 

.權 粟は こ® 蠢潮馨 藩ら 

を 班.. ：々 ♦ み 〇 9 當 ミ 

卷 掘-年 ホ 無が.. 

ん § .11! ホの 知 珍品 澤山乂 荷 致し お H 

3 K 虫 I 的ぶ お 目 錢御乂 要の 御 方へは 御 申 お 巧 第 御 送 巧 ホ 上 梅が 
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參彌 0 業 謹 

.3 本め お 議^ 中央な 廢の攀 を も顏疑 

なる が 則々 會 'め 態度を 驟す じあ もな 

く 排日 主 地 法案は 去 S 弓 吾 ミ 十ムハ 

をな て厨獨 上院を； ^ 過した ブ、 闕務 

擲武 蕾を 巧は 酱 別の 齋と おじぶ 院の 

麽亞 しねる 巧謂ウ えッブ 案が 化然 ィ」 
して 大統領 ウィ \ ツシ 巧の 窓 見と 一 
致せぎ る 事を なて し 最後 じ郝 脚が ン 
フ 7 レン ダム じ訴 ，へて 一般人 おみ 魏 

.巧 じ 委ねん をを 觀 誘し 罔を 午後 お發 I 

歸 華の 遂に 就き おみ、 該案め 通邀 

词時じ 知事 ジョーン ソン 巧は 頗る 滿巧 

め 意を 表しれ るが 巧 ばを に對 する 大 

統領の 意向を 知る のが 要 立 ホ だ署を 

を爲 すじ まらず _ 

!1 を簿ず 裁が か，. 雜日案 か麗適 じ顯し 

す ホ両麗 を 廢が诞 巧なる 方斜 をな て 

嘘 疑 頸め 解を を 試む すき _ かは ホを な 

I るが 藥盛賴 じがで 一般*， 信 せらる、 

巧に ょれば H 本は 多を 一千 化； なみ 生 

の；： □米條 約に 基き へ.！ グあ國 裁が の 

巧みを ホむ る じ 至る-ベィ-、. ホ 國皆费 _ 

ひが 卿々 會の 巧爲を 拭て 通蘭慷 おた 

紙觸 せざる ちのと し 之を 辯 謹す るの 

が 要に 道 もる ベろ がを しおず 寐科の 

経を 目 本め 要滾 をお嘗 な^ 夕判 巧せ 

かし 壌を え鹽が 己む を将中 加挪を 


き改 がぶ あを 抗議め 方 舒は踞 日窠は 
R 米 逆銜條 約の 梟 惠留條 なに 違反す 
どま ふじをる すしと、 馈 坂を 東 蕉ホ 
をは 歸化權 の 獲得、 殊に ± 地所 あじ 
顯 する 日米 條 おのな ぶを なて 時局め 
解を じ 最も 巧 要な^ と 語 b しかなら 

@ 排牛島 案の 通遞 

"•言 縷府發 

が烟 々會は 本目滿 場一敎 をな てを 稱 
品 棄却 法を 通 逆せ 自 、.化 案は 巧價を 
保たん ガ爲め 忘ら じ 肉、 ご 野を 類を 棄 I 

却す るを を 六 ヶ巧闆 の 蔡銷义 はぶ 巧 
弗 巧 上の 罰を じ處 する のを 潍 じして 
提出を たる' ゎバト 巧は 語 もて 曰く 
施 巧の 縣鞭 蕃を獨 占し， つ； ゐるホ テ 
シ 'マ ま {牛 嗔 謹衛) は マ； ケット ブ 
ライぶ が 下落を. 防止ず るね め 年々 數 
多の ホ テトを 藥 つるを 常 どす る々 


新 


す》」 云 ふ 

巧瓣 H 樂無 巍の决 議案 擺逝 
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する 可き 壌 巧を 有ず 货 つてみ 慶 人を じ 骚洋総 二 隻施繼 一隻 驅遂 鑑疋隻 ぶ^" をろ 巧 逃 去せ しを お于 ホに 及べ 


♦アリゾナ州 會緋回 藻の 通過. ア-ジ 
ゾナ が會の 下院は ま 五日 加が 案 ょら 

も 猫媛濟 なるみ 人 主 地が 有 集を 通過 

ムね 心、 化て. 同 州を 留 H 本人 千餘名 

は 蟹 セ 日 フオゴ ニ' ツ クタに て. 一 か會 

をを 權 ふし 該案に 對す るが 讓 書を 藍 

草し- _し 本國 政府に 送致ず る 事 じし お 

W 、 一 冗 巧 アリゾナが じは】 をな 前 I 

じ' 觀 をせられ たるみ 人 丈 强所巧 禁止 一 


一 樣じ尘 地 巧 有 權を禁 北す るち のと 
みば 齒 家が 化の かき 法律を 鍊 まする 
寧は 其 國の宫 由 なれば 敬て 異議を 嫉 

むのが地なしど雖 ^^ 十 1 日其游じ達 
しねる 電報 じょれば 其 繁四項 じ 於て 
本 法は 巧 おねる の 患 志を 表示した る 
1外 齒人じ 適 巧せ ず ど . 規定し！ ホ 憲法 

は 明文を 巧て 目 本人の 歸 化を 禁止す 

ど 雖も阔 顔の 歸化 をに 白を ぷび 黒を 
人 稀. じ歸 化を 認 むる 事を 明 乾し 其 他 

た 就て 巧 等 明記せ ず、 而 して 同國量 

I 高 法 院は呂 本 入は を 巧 义褲じ 屬がざ 
るが なじ 歸化權 をを せ中イ 剖み した 
る 化め 加が じめ ける ± 地所 常 權禁化 

法案は 化 おょ も 日本人の' ホ 地 所有. を 

聚立 せず ご 雖も 明か じ 目 本人 及び ま 

が 人に おつて’ のみ 其 所有を 禁ずる も 

のどして 嚴惠齒 儀 欲 じ 反ず る や 明か 
I なら 直つ 郝 がの 主 地を 開發 して 今日 
まら しめたる 巧勞の 半は 日み 人 じ 
あら 化巧勞 ある 國 民が 從 事す る 農業： 

を 禁止ず ると 简 一の 法律を 满を する 
事ぶ 國驟 法の 大巧 則 わ，？ 正義 じだす 
る 違法 巧 為なら 

去を 國み 態度 本俾は 一部が がが お： 

目 本人のを 命が 產じ關 ずる じ 化 まら - 

す ホ 國の體 おじ 搁 する 藍大間 題な b 


じ 逆ぎ ず丽 して 如上の 勢力は 谭じ灌 
游 を巧衛 する じを る も. 之を 凶て 廚證 

I ホ 面 0 居留民 保護 若しくはが 事 巧 駿 I 

に 於け る 示威 運 甄を爲 すじ ホに 十を 

なら どを ふ 能は ざれぶ 剧國も 常 じ 東 
I 泮 じを 干の 海睾 力を 增郝 せんごめ を 

j 望な え も 現下 旣成 歷の不 あせる 这直 
つバ八 ボン 閑 題の 前途が 巧遽 じ樂觀 


I . ' - ..法 あら 化 法 襟 じよれば ホ 巧權 なき 外 

j 去該 . 制决 C 服從を め . ざる r から 國 人は 其 馨婢 i を 五ケを お 巧 じ質拂 


時 一二 十み 巧び 同大 化の 訪閒 をを ぐえ 

假みひ 本年は 靈事 ザしたら、 巧 蠢が嚳 見 某て 

• . V ‘ I [r I •'ィ .•；>*&. ‘ こ、 〇 


ぶ ザを ちの なる じボ拘 、同を 禅の が 

I なは 一般 じ 忘が せられ 爾ホ H 本人 あ 


を 阻止し 轉 • へし -w す t 焉 時 — 冀 提 ^ す ミ 甘ら ミ； 一 - ぶが 懇 _^, 

する や も 計ら 簾し. 徒つ て 本件の 解な げ^ パ；： け いい パ.. 一 


よ 


ズ邀お 下 驗議羣 ブブジ クン 巧は ± ま 辄 人め 主 地所 あを 績 おし 巧ら、 加 

.地 案を 巧で 像 約 違な ど 認め 去 六 H 左 I 巧の i 化 案 巧 お VJ 閣時じ 今 巧 巧び 間 


巧决證 案を 提おしたら - 

本 巧 ミ 目 加が 巧會の 採用 丄た る尘 

; 地 法案は 一 .. 千 化な 十一が の：：！ 米條 

約 じ抵觸 したる ものと 懿 ，び、 を じ 

-ホ圃 講會は 國務省 及び 拖事 総を じ 

命 卜-該 を 案を 無 效ど爲 すめ 恵 向を 

巧て 法律 A 必要め 手段を 裸 巧せ し 

むる 事を 决議 す - 


え 


0 


I 巧 會の排 H 巧觀を 見る じ まらし もの 

也 じて 華盛頓 圃務卷 すら！ 一^法を の 

骚吿 じょ b て 始めて 該 法律のを おを 

穷 るを 得たら ど 

«彿 日 漁業 案の 巧 巧 ホ 適 人の 漁讓 

鑑化巧 一, ヶ伞 一一 弗 あ 十 仙、 他 外國人 

^^十弗、 目 本人は 巧 弗を 


を じ 就て ♦フ .ジジげ ン， 氏は 語な て 巧く 納附 すべし どの 拂 H 漁業法 案は 日 素 
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遞じ關 し 女權黨 じが 殺されつ \ ある 

§ ぶの 條約じ 違反し、 詞 じく お ま 

黨 政府は を又國 家の 名 臀の爲 めじは 

戰を辭 せざる 「黃 をの ゾグ ドック」 

ごの條約を無視せんど^-云、 

♦非 巧賓 へを 器 彈藥を 送る 象潘電 

^ 說 じよれば 米鹽 政府の 運送 姬シ ャ； 

マンな 申み 欧 がの 命が じよ 卜 J 多量の 

を 器 禪藥を 搭載して 本ち 4 ハ H 阅谣を 

齋績 せろ 夕 J 


jH 郝卿 上院 じ 巧て 巧 巧され たら 

® 高 輸法擧 博 丈の 意見 東を 電報に 

よれば お憐 ±は《 ホ 間 題じ顯 し化稻 

の赏言 誉を潑 表し、 自本 はぶし 

ホ 國じ對 して 歸化權 獲得の 要求を 爲 

すべし ど 言へ -^ ど ' 


み排 H 案 W 條約か 旧法 學博壬 淡 

|ん《 ホ 龜商條 約 じは 明义を 0 て 日 

I 本人の ± 地 巧有權 をが 証せ ずぶ 雖 


需聰十 一隻 セ ッ水鑛 十二變 を签 ず-る- 1 .ぶ 衆 岡 雄 方は が 太 靴 謀を 輿 ホ 半を よ 


め 屠れる が A 種 的 謡 係 或は 其 彼の 巧 
由に 化 9 寧ろ H 本人を 喜ぶ め 傾々 トィ 

ぶち H 本人は 果實採 化 じは 最も 適 常 I 

な もも 其 他 じ 於で な歐が 人ょ b 夕れ 
ら どの 詳 が をれ を 移 ほめ 實 質を 逃 濁 _ 

レ養實 なる 移は を 送る じあて は大じ 
，厨 地 ホの 歡迎を 得るなら ん丽 して 優 

をなる 農場を さへ 選 揮 すれば. 一家 族 


I を 許さ，、 る どの 事 债ぞ〕 たるた め遂 |~ 二人の 移 化に て 四 五 年を 後 純 盛 一一 千 _ 


I じを 望を 達し 得 ざら しが 最 をの 楷報 I 

じ 依れば を 東轉 だい も渐< 落着の 緖 

じ 就くべき 見茲 もぶ もたれば 蒙る 潤 

題 巧 支那 巧 部の の 動 搖じ俯 ふるのを 

要 上を き 將巧じ 於て 東洋 じ鑑 隊を增 

派す る じ まる や も 圖られ や 尤もを 風 

說 が事寶 どし を 現は る i もを は當を 

ル 巡 泮艦二 II 一隻を じ 正 まる 一べ し 


参 sffl 大使 

' A 八： □ 華 府 懲電 . 

I 武雷ま 巧は 去 八日 朝蒂 がに 歸 着し 题 

暴卷 法律 顧 間 ジョン バ； セット 
ア！ 巧 ど 長時間の 商議を なし 午後 I 

I じは 大統領 タイ グ ソン 巧を 訪ひ 煤に 
I 吾を 扭 大使. どを 見の 上 明 化 日 キ前あ 


時 巧の もめに 非ず 不幸 じして 法 
案 連 過の 上は 尙 を々 あ 國め國 諭を 嗓 

I 趣し ゴ 化が 議會 のな 省を おがし 其 腹 

止を 期すべく 最高 法 晓じ訴 へて 其 法 I 

雜を 無-効なら しむる 様 努力ず るも必 

要 なれ 共 叉 ー ホには 帝國 政が をして 

j 外を 的 ホ 段 じよら 极本 よら 斯る法 緒 

j をして 無効 じ 終らし むべき 方法を 講 

せ さるべからず 

▲酒 頻販 賓蔡止 案の 最近の 電報 じ 

よれば 加が 上 臨は 加 帅を般 じがら て 

H 本人の 酒類 贩賣 を蔡 化する 法案を： 

I 提出した るが 目 本 臣民は 目 本 通商 航 

海 條約第 一條 じよ々 お 業を 營む事 じ 

號 ては 米國臣 おど 同一の 旨 おを 享有 

する 旨を 保証したら 從 つて 化を 案じ 

して 通過した る 時 じは 最寓法 院の巧 

巧 じよら 該 法律を し 無 かじ 了ら しめ 

ざるべからず 


® な 本 欧膊の ホ 針に 關 し象灌 栽世嚴 麗鹽條 歎じ^^ 目 本人は 他の 外國 

を 並 目 米両祖 じ. 達せし 巧電 によ かば 人 ' V 一同 樣の權 利を 寧を し 之を お 態せ 


I •繁國 艦隊の 增派露 固が 近く 巡泮一 

I 艦隊を 東が じ 派遣す べしとの 增じ就 

ては 何等 其 おじ 情報な きが 词國 東洋 

I 艦隊の 現狀は B 露戰 役の 敗 巧な ホ 殆_ 

んど無 海軍の 省 樣 じて 目下の 處 僅か 


爵 iSSi " ぉ 蠢资黨 逢 を 

を 御瑪靠 じ. で 韻擲 をら 巧綺の 群藥を 

徽 せて 御陪 おめ 波 多 野 ホ ホに おせ， 

H - は 巧 かおる か 这の御 下 隅 じが ホは 
I 本日ょ ^ 乃 术规闇 巧を る 開し . 一 殺 火 j 

じ 入 邸せ しわる 事 VJ な b 斯 くは 辩集 
I したるな な 这奉综 ' したる. じ 畏れぶ く 
も贩 下には 乃 木大赌 夫妻の 祀馈に 寒 I 

I 手め 御 曾釋を 賜は らた ^. 
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々乃 木 郵團巧 開放. ホが 新玻咕 ぶ 十 I 

を 番地 故 乃 太大將 邸は 十 西日ょ 6 構 I 

み庭圃 めみ の觀磬 を】 般を おじ 許し 

たれば 午前 八 時の 開門を 運し V 」 巧ち 

莱ね乂 邸す る 者 雪崩を がちた るが 柯 I 

片も 先づ锁 なの 乃木乂 お前 夫人を 嘶 

れ るみ 盤を 拜し 中に ほ馨錢 をなず る 
を さへ あら 大縣自 S の 萬 夫人のを 當 

棠應搂 室 等 じは 夫れ 紙 じ 記して 
窓が じ はら たれば 入 邸を は恣 下よ な 
棘び 上^て 徳子 越し じを 內を 見ん W 
する もめ 夕< 邸 巧 逍遙の 後 四方の^ 
をを 眺め 繪揣 寡を ホめ 巧 前なる 乃 ホ 

やし 乃 木 せんべいを 手尘產 じな ち 読 

る著歡 'からず おを 蟲 の. 入 離 者 約兰千 
;五 巧賓あ 6 午後 二膊 頃が しも 東宮 殿 
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I は廊 巧： H 地 案が 日本人を 他外圈 人.、」 
驛 がし 其 十： 地 巧が 權を巧 おする は 巧 

かじ 日米 條約 中の 最惠 賴條 歎じ 違な^ 

I す どい ふじ ぁる 可 < 、をつ がをだ 留 

乱 本人 六 萬 人 じ 歸化權 ぁる 事を ぶ 張 

I する や^かれ 乎 ど 

♦南米 移 化が 暨. サ化 日殖ぉ 學會に 

がて 矢が を學博 ± は 南米 移 段に •つえ 

語つ て 曰く グラ ジグ じ 巧て 最も H み 

乂じ 適する 移 お 地は ザンパ ブ 。がぶ 

-閒攝 は 人 も 知る 如く 力！ ヒ ー 裁 巧 i 

I 地 じ' して 其產 額は 世界 產 額の 二を ぶ 

一を もむ ぶ勞 働を も 常住 潜 約を ぷ人 

じして 五 巧ょ 9 十 巧を の お 實採化 時 

にがけ る 鶴 時 勞働者 約 十 萬 人を 算す 

一而して こは 欧州ぶ 他ょ b の 移民 じし 

て H 本勞働 者は 呪 治 四十 一が 初めて 

其 第】 回 八な 入を 送れ b サンパゥロ 

政が は大じ 日本 おはを 歡迦 しが 年。 

かき 約 ー ニモ 人の 吾 移民を 入れ だ b な 

れ でも 其 成績は を然 良が なり VJ を ふ 

を 得ず をは 目 本人が 殺 化數ケ 巧を お 

でざる じ 逃 去す る 者を きがな じ.. てを 

さへ なく ば 日本 移 段は 大じ暮 ばる、 

ならん が是 までが 巧 しれる 四千' 去訂 
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を 親ぶ 直 氏が をて ホ 化 力 じ 就 蛾 中な 盗、 み 巧手 僞 造、 金 圆騷敕 の 巧， 

しど 認め、 直ちに 法廷 じ 吿訴し 審理 中 巧は 十 お H 間 入獄せ しかを' 判め 

結 あがは 幸 じ も 法律上 無罪のを 吿を をけ、 無事 出獄す る 事》」 なろ、 夫れ 

ど 椅時じ 小を を 相手取ら 名擧穀 搜の訴 熟を 提起し 類 害 要償を が 方 乘め諮 j 

ホを 爲 すじ まれら、 術して 爾來數 回の 裁判を 經 化る 後、 訴满は 去 二 巧！ 二 

日を 親 巧の 滕瓣 じ錄 しみ 生は 巧 じ おつて ホ 金 一千 二 巧 巧ぶ 藏 判な 用 一' 直 

四十 九 巧と 十五 仙を ま拂ふ 巧く 命 かを まくる じ まら ねれ ども 小生は 元 ホ 

巧 じ 向クて 鹿 毛たら ども ま挪 ふす き義 あを きもの ごし なめてを 訴 のず 續 

じあび たらしが 小生め 先輩 有力者 並 知ぶ 諸を は、 現 巧の 地な を 化て か 化 
がず 哉の 煩累を 繼績し 居る は 營業上 至大の 不利 溢なら どて 祂 々徽吿 ずる 
巧る り、 結 お 双 そ 辯 誰 ±談 をの 上を 親 巧へ 米貨を 一千 弗を 化雜 ひか 解を 
遂げ、 控訴を な 下ぐ る 事と し、， 巧 ピホ生 どめ 訴誰 事件は なじを X 落着 致 一 
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’ 鑛攘ょ 諭ず ；. 

11 易下疵 淵が 議會 じで 訝證 中の 邦人 尘 i 

:發叛 あ睾な 風儀 法 違反ぶ 條お違 だを 

ス巧を 論 やる じ ホつ て 外人ぶ ホ 如 巧 

のな ' る もめなる れを說 かんじ、 外 A を 

騒め ま 糖で . じ滯 化する 他屬の ホ； 

y を 或ぶ-臣民を 云 ふめで、 が 人は 殆ん 

でぶ 及 ド 等しき 錐 利 測 もを 命 * 班 麓： 

I 誠 毎 お 誰を 受け、 僖敎 、.霄 論の 島 おぶ 

、黛な して 愚る 併な わら 敦 權じ參 おし、 

|| 或はを 發ド就 < 事が ぉ惡 、巧 民と 

! 一 1 冀 なを 最大の 顯 は化處 におず るの ホ 

一 ある、 操て 權 おが ある どぶず 義務な 

てらを が附隨 して < を 、外人を 食 ふ j 

べ是 義務 お窠 .IV 滯を闡 め 法 将滔愼 ぶ 

謀を义 稚 我を 拂ひ > を 提閱 をには & 

がを 准み ぇ 愚 ' る池赛 9 巧 黎 幸福を 齊 

..:' 進 守 . るか 義務 か ある'、 渡れで 外人が 

I が |h 殺に 兵役 じ 殿す るを 要せが い、 -- 又 - 

- 識時 报を掷 がみで も羞 丈がない、 み _ 

每」 . 强觀 國德じ 磯ず も 義務を 持うて 居 j 

11 iv なて.：：.， .V ' I 

! 一潑 せか 克 のがを する 教達 はがが のが I 

み 券 等しく 齒 家め： 保 謹を 愛せ そ 唐 も I 

夕荀翰 蕉にば 廊、 - 未 勘が あつ； で 動 速 i 

I 々富 蘭 蟲倍如 おが 云な、 ボ 截淀ぞ は： 

一み 送 r ち 地を 摘！ ) で 居る、 外 ふは 衔 

しで 丈 墙を離 义 . 苗艰 澈ぶ澗 入ょ を ) 

^ をれ を お あし 、.' 阜 クお鑽 する 事が 

扭器 . 歌を 、- '暴ら 相績 A は 其よ 地め るる 

:變じ 棲 在で 忌ら か だぶ も おので 建国 

b 留る薄 お 义親厭 じが 國獲ホ 攫を 相 


憑を 技む 努を諫 をない. '、'例を ばす 本 

k は 棘满 もた 丰跑を 磯. 又 規ぷ ザん 避 

II 带 おを 顯慶 法. よで 露 をら. れず 暴る ぶ 

をれ を 口 本 じ おる す； 孫 ド辆續 ホぶ 查 

共 お ホな/巧よ は 戚が卞 ぁぇ； 傑辩 

もてを 该劍繫 を 解で 居を 犧 をが 澤か 

もも 閑み ば 米 園は 榮圖品 モ乂か 九)/ 

资な永 菊 t 千ぶ 二み) >雜 約を 德仁 

でが聲 め國乂 な聚較 じて 巧 おせる も： 

111 ^ ぶな 醫じ 居々 モお戚 じ 捆纔 し' 得を 

如!! I で 词 おに 娶國 に主硝 みちして がる ホ 

探 r 人は をを ホ圈 じを るネ がに 與 ぶる 垂 

がが をる I 

品 前述め 麵 くみ 人 かお. 姻を顶 有し 得る 

'1 はが 攘な 及圃瞭 巧め 原 班で ぁるか、 

ム衝屬 通商 條箱綴 結げ 原には 其 / I グ傳 

蕴家 愚み 俾 を霜乂 する を 例 どし 

,! 专巧 ふ’ 肉ん となれば 潘 巧を なすは 

娘う 泉辕篇 を 地を 祕旧 ルせ ねばなら 巧 

錢， 篡齋 1 たな 族鬟資 がを 娶 -,>* 塾 


を 工業 じを 事ず る じは 媽 巧を 盤る ± 

地 や 製 違 巧を をせ ねばならぬ、 な C 
も 地 象 崖 化 巧ぶ 巧ち 權閒 題は 雞商條 I 

あめ 個據 じがへ 最 かねば ならぬ. 理も 

である、 然る じ 近頃 ヮシントン 通 倡 

じ 鞭る ど或國 際を 學 港の 哉 だ どて、 
よ 地所ち 權間 題は 梟 惠圈條 歎の 觸鹽 I 

じ乂 るべき もめでは ない ごを クて 居； 

ぇ、 お 鼠一潍 外を をは 何時も ご 吾が 

言 的の 口調で 辯 解を 試みる が 化れ は 
ホ 國の细 き 火國の おるべき 態度では 
をるまい ど 思 ふ、 巧 輩な 當 人の 言 ひ 
違 かを は 聞き違 ひか ミ 思 ふ. からを じ 
誅ホ する 事は ホ めん ふ、 巧 一言 閔說 
の 誤謬なる 奉を 表白 L て 薄きたい ぶ 
みで ある . 

梟； お 善意を なて 雜 結した 條釣か 事件 j 

めを る 每じ旌 々異なる 解释を 見る は 

遺據の 次第で ぁる、 加 沸 主地闕 憩に 

I おつても 日米 镶 約の 解 释は二 糖 じみ I 

れて 居る、 邸ち 日本側は 條約 文に お 

然訟 レで 十茹巧 あ權を 輿へ て 居らぬ 

が鑽 十® 懷の最 惠園條 疑 じ 基て 日を 

乂 は米國 '( 加 沸 も米國 の ) 部な 玉： 

じて 主 地を 所を ずるの 權が あなどを 

ふ、 浓國 伽の . i; 部は 日ぐ、 主 地間豊 

は嚴 惠鹽條 嫁な 外 なれば 之れ じ 巧で 

H 本 . 乂は去 地 巧を を 請 ホす るの 權 な； 

しを.... - 

化 ' て', 據 約を 解释 ずるに 當 では 國瞭法 

め 親を じ據ら ねば'々 らぬ例 命 ば 萍儀一 

照に 儀 約： かがらが 唐る 事を 庚 レて 擊 

めのから 解 释は知 時 もグ！ ド *.. フ：ユ 

ィスた 赏ホ 招 ' 樣 ホねば ならぬ、 る 儀 

載を 無 熟 巧 文た をし むる がき 解涛は 

絕體梅 じ 許さね、 暇ら じ も一國 がが 

:莽ま 晒 圈の巧 じ 郝ぷつ おお 上は 齒際 

を 底 條 歎を 遵秦せ ねばならぬ -V 其れ 

ぶ國 あか 義務で るる、 國麽法 圈內じ 

在る 屬は 何時も グ！ ド，、 . t\ ち スを盡 j 

ん じ、 コン セブン ヨシ 郞 直じ讓 をを 

ぶ © 必要 かをる、. 鄭ま 誤蠻 をな 訪ム 

屬聚呀 诚縣を 保 も 或る 疆度 迄は 親を 

を おつを ぷふ義 嚴を有 L で 盾る'、 若 

ホ屬 かず 旌國 際：^ 废 がを 無視し お 

約を 蒸增せ ばぶ 明簡の 義務を 媛顯す 

も 寧ピせ も、 斯 る巧觀 をおク て野蠻 I 

賴巧舜 じ. 前せ ろ ふだは 夢想 ども 思は 

れが 事、 巧 輩の 確隹 する 處ば ホ齒の 

襄 哉を 道は 郎ち 止地閉 題を 營 尾が 

解 巧 I で .H ホの 岡 凌を 益し 親善なら 

しむえ '# i- である 


琴 


雜す 女。 化？ 見の 化 

を 淡 S 

ク三 よ' 二 1 ** •- •'ご* J こ 一 
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接 1 


. 京. 露 簽の惡 

郁 お亟 二 / を 一 了 目 震祗 と太郞 ( サ i 

五 )‘ は 今,^ ぶ一 面を 前が 豫戲 な 山の 

I 稷み 源ち' ぶじ 壌 なれ 朝鮮 じ 渡ら 源を 

ゆ雜貨 陶滞谣 K 舉 をし 居 も しが 昨 律 

み 秋 神 おじ 餘ち 巧り 源 吾 所有の 借家 

寸數 斬，^ ゎ 飛ばし 藝妓を 落籍し 聲 

望 . 一： 康じ 寒し 居れ - ^'、： 然るじ靈口の 
おじし 呈で巧 二了自 猶畴 某の 妻い ど 
と 乏ふ 奢が 不審 じ 思 ひ 朝鮮に 間を せ 
たぇ じ 源 まさ 二吉酣 ' よを 行衛 如れ ず： 

I 且 朝鮮 じて 黃 入れれ る 二 萬乂千 四な 
六十 . 1 ' 1 坪の 地 巧を ' 席】 おも A の颇 どな 
ら 居る よら セ 太颠じ 嫌疑を 巧け 闻人 
じ 顔を 見知られぬ' をき ツじ夫 じを ひ 
てを を 錢へお 太が 方へ で 女 じ 住み 遊 

み 日を 勘靜を 探を 居る 中、 巧の 實邱 

を 所持し 曆 るを 蠻 見し われば、 舊臓 
I 棘 口 暴 じ密吿 しおで たるよ ’ ク 、化 調 
の 上と 太鉱 をを 巧盜 用、 を 書 僞造か 
巧、. 詳お 取が として 神戶 監獄に 送み 

I 刑事は 戟鮮じ 渡ら 搜也 したる 結棠帶 I 

か 巧の 川 中 よら 源 昔の 屍体を 發 見し 
j 管 詔 どし で 持 歸ら么 をと 太郎じ 示し i 

I て か驛 したる も 實を化 かざらし が诚 
ぐ 昨今に 至む 同 入は 去る 西 十四 年と 

巧 十目が 八踪源 苗を 禄の上 よら 渡が 

这み翌 H 河 下に. 浮き 上を し屍體 じぶ 

を おび 付けで がみ 擺 をのが をを をを 

覆領 したる 诗貪白 L たる 曲み 說 的ぶ 

1 葬恶 VJ るふべ し . 


歌ら しね 一 一巧 許 もの 赤棟醒 である 御 1 

寮の 砸 斯樣じ 溫順厂 いのです から； 

可愛くて-^ 速で もな せ や 致し ませ 

ん ゎ、 歐 えでは 犬 猫 VI 同樣 蛇を おお 

じ 飼養す るは 珍しく 無い さぅ で 目 本； 

じ も 同 趣が の ホ もを る 様です がマァ 
大抵の む ホは 俗に言 ふを はず 嫌 ひで 
I 恐れて る樣 でず から 觀ち まずょ、 デ 
ス から 餘ら 栽を 寮め を ものなら- 是れ 
を 巧が けて 遣り ませぅょ ホ、、、、 
棘です か】 番 世話な しの 動物な めで 
ロハ 場の おじ 少しの 水ろ へ 入れて 遣つ 
て屢 けげ 宜 いので 五 巧 じ 入つ たなら 
をき た 蛙を 得 輿へ るんで す、 五 1夕 
モゥ 絶く 瓣 如て ますから 頭を なか 
口中に 入れね^ 又は 搂顿 をしたら し 
て も 巧き 宫 おじな ウて おれまず のよ 
名前です か 常ち やん を 付けで やら ま 
した 


衝赤 雜經を 弄ぶ； 带劇ホ 慶壽菜 巧 

. A 破 子 びんの 中には 赤银蛇 

ん巧 をくて 巧ても なせな 

を-劇 女慶 なが 壽美 巧は を 頃) 頭 ゆ ホ i 

德 雖を衙 つて 巧 愛が る至莖 大抵め 騷 

ざ-じ 非ず がが 枕許 おくじか 息 させ 羣 

は 义樂屋 入な の 時 剔 迄 巧して でへ ぶ 

霞かず 懷き 海， 2 ていた ゎるので ホ 據 

脉 ，先を 頗る 得意と な も幼强 のが じた 

じが 樣じ 懐中から ユョ と 鎌 頭 I 

を おち 上げて 遺 ひ おした- => 雪の 舰や 

ふ. 富± 額を ベ-口 9 -- 这趣 めを- = 'た 

ら ホ々 珍で るる、 壽 美化は 記を じ お 

クで 「貴 ホも蜡 がわ 巧き で マ アじ潑 一 

レい 是れを 飼 ひ 始めた のは ツイ 近 填 

め 事で ホ か 幼々 の 頃から 別. じ艇 をを 




み 墨國を 日本人 

A 墨 巧 哥化理 を 使 掘 U 化 萬 一巧 談 
A 墨國 漁業 閒題智 巧に 移る - 
獲 西肆の 漁業は 有望の 事業 どして 寿 
目され 横 出 . 一-ず 巧 等の 漁業 卽盡ピ な 

ら だる も 東洋 捕線會 社の 岡十郞 巧の 
誦杏研 おめ 結 泉は 墨戲 めが 類は 巧々 
に ' 多くみ ずし もち 攀； ならす S をはず i 

蔡れ どち 典 魚類は 集散 常な く 是れか 
捕猴ホ 法ご而 して 其 販賣ホ 法 じがて 
嚴じ研 炎を 喪す ベ-ぎ もの あ も 然る じ 
智 巧の 漁業 於が 爽 したる 結果 如呵 ‘と 
を ふじ 智 利を 府は 漁業を じ 補 巧を を 

輿 ふる 事に なち 短る のみならず 墨國 

じ 比して 其 あ 類め 稀 類 も 多く 罐 詰く I 

なす 事 或は 販賣の ホを じ まつても お I 

易なる も あるを 巧て 智利 _ じ 漁業の 剖 j 

載を ぶつる ま 氏 今年) 巧 ホを なて 脚 

十郎 巧は 智利じ 旅 巧した るが ホだ歸 1 

誤せ ず 殊に 智满 の捕驗 .じ まては 大じ 


~ 贈 或は 肉 かお 廚め漁 誰を 社設货 さる 

べきを 信ず 

么 1 : 1 萬 圖の姑 產ぶ歸 化 權摧稱 

曇 西 哥の遙 楽 じ まらて はお 独、 金銀 j 

銀鐵 、森が、 菅有地 旧 逃の 拂 下げ 等 

石れ な是 . 亦縣 ，ホ 鶏 目すべき もの ふち 

て おす、 ホ國 じて は 巧民權 なきる の 


ろしい どか 術い どか 思つ わ J も ホら™ こは を j 目 链の拂 下げを なさず ど雖も 


ませんで した J ' ぶ を ひ 乍ら を 避と 寸 I 

許ら の贿乎 壌を おおじ 歳ぶ ねを 網を I 

; 外し ザら ホ、、！ B . デ-,^^ 能ぅ 大人で 转 

て 寺 每< 棘ち や 冷め 處 へた 巧で なさ 

か-ー ミ 火. じ 物い ふ樣じ 爆し <1 富 葉を 强 

がな， かるない 李に ズ r ム V 占 引 上が 

わを i 黒い をを レが 孫を が お强を 

nil— 


墨虽鄙 じみみ では 鬻 く窮窥 なる 法潍 

のが おず るな く' 何れめ 阔人ど 雖も平 

等 じ 取扱 ひ、 地の 细 きお 易に. 拂 

下げを なす、 なに 夫れ 外國 人には 選！ 

擧權 なしと 一ぶ ふを なら 爾 かち ニケを 

巧 上な を 杉た る も 巧は 歸 化し 得る 法 


し 祷るど 共 じ 自然 墨 巧 哥入ど 同樣選 一 

擧權を 有する じ 至る 譯 な ’ り、 更ら 

I 漫 らお 白き は. 二万圓 の批產 をら ば概 

み ご ヶ伞巧 上が 化 ザず ども 餘 化し 得 

ら る、 な b . 貴下 もし 二 巧 圓を懷 中し 

墨® 巧 じ 渡航し 二で 劇の 止 地を 賣化 

せぶ 其 日を 0 ておち じ 歸化權 を得投 

瀑權を 得るな も斯 くの 如く 墨 西哥は 

諸外國 人を 微迦す 蓋し 諸 外踐の 知識 

を轉乂 せんとす る ものなら 沫じ U 本 

人を 歡迎 せら. 

参 大風 呂數 S 巧圓づ 、持 寄らで 

云中觀 のをを こしら， 口 これを 向 ふ 云 

す 年間を 四み の 剌で預 づけて 蒼 < VJ 

四 億万 闡ど云 ふ义變 なをが お ホる 

▲其み 時 じ H 本め 改府へ 敵を して 何 I 

がの 用 じあし ねい どが 閣が人 許可の 

お颊を 大敵 澈 じした 人 か ある、 氣 Q 

長い こと だ、. 巧の こくじ 「巧 二 宇 遇 

のをは 活 きて 傲いて 四 億 ホ 凰 じじな I 

るんで はない 寢て 居て 大きくな つて 

巧んだ 誰か ' V 二 一億 化で 化な 九十 本ガ 

と モ觀の 刺 息は 賴を しな けれぶなら 

ん^ とい ふ理 緒も考 へても らい 度い 

A 女 爆から 活辯 じな つ だ 女 か 京に る 

る、 山の がか 經じ なつて、 を 友會か 

餘じ なつで、 巧處 やらの 新 焼 記署か 

お 頃佛俊 じなら かけて 巧 巧の 化か 雨 I 

なづ て、、、、'、 あ {に むい 


•: 
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A ザ 時 も身邊 から 離さず すを がつ て 
おたか 厳を 夏の 卜 。ンク じ夕- 權臟誌 
I じし だ 今 H 化 頃が づ處の 集を 巧に が一 

つで もな 端營業 潜の 巧 搔も威 歎よ 
帯る ど隨る ミ 賓の 山の 夢見 趙 、乃を 1 

のた 目に 掛ク ねら 最後 巧を 人の 軸 布； 

は カラ じなる めだと 孰れめ ホ も口麗 1 


I 着目す バ きもの あれば 寐蠢 じ霸べ 腺 鼓べ の 氣焰方 ホ、 をを ホ 腺 家 


がみる をぶ をち 绛 ぶと をな ザが.. 城ぶ 

已 。も* モ おち 


i み 栗 京' じ 


偷 ひなら がが じで も坑 つで' 拂 な 厭を 

j 邊化 け. て おれ どを ひたくなる. {恐縮 I 

人) A か奔- 東京 ホから 资 贈した 太 和 

I ' 禪を槛 がけて わる リブ サィドを 圍は 

將に搜 化规潑 の. 大詳が じを めし 八 蛮 

驻 丹め' あ獄れ 怒な らん ど 思 ひの 外 化 

楼がホ 譯の襟 じず クラで た 座い の 風 

をには を 膽か支 半 毛 鹿) 瓜扫本 A か 
了 お 贸二宜 入 集れば U 話め 一點繫 、口 
VJ は 柯んぞ や +1 瓶の 口に ゐを 中ん て 

被歷 U なら 奉を 口なら 之れ をず 麗じ 

をべば 就 蛾 口な b (巧锻 巧を) k ぶ 

义君 J 家庭に 就職して 盾る 五ス なる 

なか 友人 か： E をの 才身 ファ ど驶 じな 

激难 を夾微 'ふん 邪 かを 澈ゎ 趨っ たお I 


じ 数を 訪問を のな つた 傑の 巧を 誌 聞 一 

て自働 おじ 付ての 精神的 効 雄を 吹 渡 

するど 忽ら巧 論ろ 駭の大 議論 か 奢 宵 

め箇を 破つ わが 忠吿 生か 五. ス なる 人 

の銳い 舌端 じ 見事 親 化された 悔し 絲 

れじ殺 雙的じ 籠らん を拜 偕して 一 を 1 

を酬 ひねの か 測らず ち 外 矢 どなつ て 
をじ當 つたので 氣の專 の 想 ひじた へ 
め ご 巧を じがる 同人ょ b 態々 曲 越し 
て 巧た から 一寸 ゎ斷 りして 霞く.. {加 
瀑 生) ▲何を へ 巧 つても 加州 閒 媛に 
口 巧 飛ぶ して 論戰の 火の ずみ- 務げて 
いるか 要する じみ 一巧び 加渊 じぁつ 
で 至 唐から 舉 固を 損 載した 經驗を 有 _ 

せざる ものは 論を どなる の' 資格な き 
もの ど 斷 をず る じ 一致せ， P 、 と (傍聽 
ホ) A 藥ぶ會 め 花形 ィ J して 積々 の 巧 
評を 受けし 德ず 猿の 巧妙なる 溃秦あ 
h ィは 幾を の 释± を腦 殺せし 吨 のか 昨 
今夏 寂れの 不を氣 じ' 幾れ ている 酌を 
じ 獨り大 かは タン テコ 舞の 大 繁昌な 
結構く (垂延 芝 ▲夏树 じなる 
VJ 森が V 巧 ホ 桃 井、 多 お 見の 誰會社 
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'に 海わん VJ を々 の 聲が 詩人の がさ レ 

I を 題の-.' 姑'^ 時々 菩 人め ザ 孕じ觸 る： 

燕，*. 鼓說 みして 现 一な きじ 非らず、 

II. 雜 蒙胜ボ がの 穂 神は 其 撰 じがは け 

^ 謹 太の 謀 も ほめ 見 わで 菩义 をムて 

J 宵‘ か L むる もの 無き じ 非ら す、. 然か 

ザと も 吾 入が を 尾 ホ おめ 擴毒獎 を おの 

_| 溝' を お ふ 時. 『去」 はを 易の 業に 非ら 

I ざ もを あは ざ' るを 得 や、 扭 園に. I 宰 

^ を 見 ざら しぶ 壺逾じ 織を をんで 化 ま 

I リ 、'猶 主め 說諭 じ. 態せ ぞ b しは 專人 

を お 魔た 新 だな ぇ 「去」 はがして 

I ' j 箸 為め 業に 非らず、 殊じ黃 をのが を j 

|| 萬る け 誠 じを 易の 業 じ をら す、 加州 

|| 闕跑じ 蟹して 姻 がの 诞を 去れ ど觀む 

をはぶ し<<; 構を 解ぶ ざる 也、. 寧ろ 

愚な も 装なら 知ら やや、 郝州留 地 ド 

呼な 萬の. 同胞は 如何 じして 環. 地を 建設 

せる かか 仍じ 菜し ぅ骼 ホを 巧す るか 

一を^. 加渊隔 廳がぞ す々 立 孤 上の 經營 

I お 日米め 經濟關 係に 於て 帝 凰の 避め 

ドーを 4 盡大な も - 

前 調め 口 米 經濟を 無 蘭せ る 乂は观 溯 

I 调疆 をな て ホ. 圃ど澤 か、 巧 國の 通 お 1 

::巧 韻 善を 嘗 ふは 簡 家の 篇巧 其のを ふ 

巧き 事ど霸 ずが 如し、 か 諭 吾人 も 爭 

ふ ゴ宜踐 の 顆舊を 招ぐ； もを ごせば 加 

I 挪隅 獲を 國 家の 爲 めじ 犧性 ごな すに 

一役らず.，， 然し 吾人は 一 部 論を の 如 < 


- ® 掘 かを 官は 今般 矢 旧 巧の 後を 次 

I 觀瓣 S 遠 f 穫 たて 轟 齋ま利 公.」 馨叢 勤を 命 言れ むる か、 


-隸 を解馨 T ベ 蒙 何等の 魏 もを 講 むる 

i を 得 ざ 义を恨 どす 

I 一； 吾 ふが がて 戟 じよ^て 運命を 巧せ よ 

,7 馬!^ も 0 じ 非らず、 然し 吾人は 斯 


If ず 段を 用 ひずと も、 がな 倍 も 山 口 秀太郞 巧 


かを 論 卓說じ 苦しむ 提あ b、 巧し 吾 


ミ 知己を ぶを お‘ ぎ S? ては お冀 Q 根氣 じ 敬服す 


あは j 部 論を の稱 する 如く 滅退 すべ 

きものじ 非ず ど 信ず、 牺等 現今の 資 

は ホして 鹽 際の 觀係 じよつ て 營 まる 
、ものに 非らず して 經濟 上の 原が じ 
よつ で、 支號 せらる ミ 名の なれは 也 
米. 人が H 本より 構 蔬を霄 雲す るは 彼 

I 等が 閱巧 じがて をし くに 他 じがて ホ 

むる を 襟ざる か 或は 求む るが 翁 測な 

る じ 基く のみ-、 若し 然をピ せ ばを H 
~ 城错か 日本の 商 おじ 及ぼず 影が は插 

めて 化 二 みなり どを はさる 可らず 吾. 人 

索よ 扫米資 易 上め 數學を 無視す る 

もの じ 葬 ざれで も、 其 數學や 現 巧め 

傾向を なで 縣 巧を 察せば 確に 報酬 截 

I 滅 のま 配を をけ つ i ゐる が. 如し、 其 i 

滨 .！' ゆ あ 引 品た るを、 ホ ホ じがて を 

I 人は 爾か <斷 ずるを 嘴らず、 么じ反 

じて 如魏の 樹胞が 生地 上 じ 有する 利 

盗は み. 僅かに 其繞じ 蒼け るに 逆ぎ ざ 

れ ども 日 おめ 茶、 生糸、 雜贊資 易に 

I 向って 毫も 輕藏 すべ きものじ ゐ もず 

ィ」 聞け 一-^." 

吾人 如上 巧 観察が を然お 確なら ミは 

I を ふす ち ざれで も、. 多み 槪觀 を僞た 

这せば 吾人は が满間 題じ範 して 弓 

ホめ 國際關 係 上 最大の 注意 最大め お 

力、. 最大の 犧 性を 拂 ふじ 塞も禱 機す 

y きじ ゐら ずと 信ず. 


) 雜 


，ぶ- 

を 


ぶ 郵船 會社岀 狼 所は 旣 報の 如 <鐵 

I 道を 換臺じ 設られ 、ホ 巧龜 典； 巧が 戰 

許畫 怠ら々 く、 大いに 活動して わ 座 


i® み 巧ホ鹽 大使 i 良附 武官の 同 巧は 

前週 桑 淺經曲 ホ 巧、 一巧 日 滞 巧ワシ 

ン トン じ 向 はれた、 滯ホ 中は 基督 敎 1 

I 靑を 曾の 請に 應じ中 一場の 講話を 試 

みられたり 


なほのを 次當巧 じな も 窗られ た. 


♦オッ タワ 矢 田 絞 領事は 巧 務を滯 

なて 前 遇 巧 俄を じ 出張られ ねら 


は 前週を 藤 夫妻 及 


細 己數十 人を自 を 

じ 請 じ 前 遇 水駿曰 盛宴を 狼ら れた 


♦島 誰 巧 移韻黃 を會ホ 事た る 巧 氏 

は 罔會を お部增 員の おを、 贈を みフ 

ラ ットじ 引越し 傍婦火 ホ！ ム を経替 

せらる 


.♦舰 城 問題 發 をな 巧 領專舘 じ 向つ 
て H 米開戰 のち 無 じ 就て 質し ホる 者 
数を ある あなる が 化 等は 賴題 じ醬し 
て國 お的自 覺を强 めで 输 奪の 餘ホ礙 
じ 出 づるじ 非らず して 寧ろ 自 個のを 
I 險を威 じて 然るな bvj ■ 


一 ♦グィ トンの 水 寒地 整理 工事' じな 

事した る 工夫な 五十 名は を 行 婿 まし 
からず の 故を 0 て追拂 ひを 受けが 過 

おご 巧 俄を へ 無】 文 じて 下 単し デス 
ブン！ ンを署 に保議 をを おでね る 由 
I な b . 


® お 巧 巧 目 日婚日 午を 十 時よ ろ靑牟 
I 曾に 巧て 淸水 をみ 誠 君の 送別 會 ある 
I をな ち、 吾人は 奪圈 をを 送る じ 際し 
て-大いに 其 行を 盛ん じせざる 巧らず 


を 津旧腐 巧 まな 度々 延期 せられし 
もを ホ 巧歸謝 巧を じ 着 わる； 豫 をな 


•前 化商會 の移轉 .西み 十ー ニ おの 同 

™ 蘭 巧は 逆 日 六十 四 街と ホ！ グ ステ： 
附近 じ輔 じね る もな-^‘ 


々テニス 番敞 前週の 紙上 じ僞 げた 

る じ おつて 京 西の 權衡を 得ず ど 頗る 

か 評を 試む ぶ 向 あら ど、 兎に 巧廊で 

試め しわ 上で 批評 をら て 然るべ し 


! ド、' イン、： シカ ブ展 黨會 獻報 

の 阔會は ホる 目 曠閱 會の緯 なる が大 

統領 ウキグ クン 電氣の ボタンを ブシ： 

ン トンで 巧して 巧を 始 むる ごは 恐れ； 

一乂 つたら/〜 加が 彼馈 ブライアンが I 

尙は 都を 題し < まじ 藤む を 得ず と 


參 H 本人ぶ 督協會 じ 於では 淸ホ傳 

道 ホ 巧 最後の 說敎ゐ もしも 前日 瞩 U 

は 巧 席 極めて 少數 ならしは 造憾 なら 

し 


♦靑 年會の 運動 镇借乂 グロ！ ブラ 

ンド 街の 同 會醬宿 部 じがて な 錐 前の 

{八-地を 借 入れ、 テニス n! 卜の 設備 

じ 着手し つ、 あら、' 有志の 後援を 仰 

で 由 化 


•食ぶ 四月 號 發刑靑 年會 ©機 隅雜 

I 誌會 ぶは 前週 ホ發 刑せられ たり、 巧 

も 無く 不可 も 無く 例 じ T6 讽 0 かし 

户 1 バ |^ミは ロ ブ ク フ 、ぶ ラ 1 じ看设 

せられた 等 類る 奇 がの 文 宇を •りて 面 


® 廓况ぉ Is ぉ f 

I をが ちて 大巧 敷を 試みん ど 力みを 鹽 

が師枝 「アミ ユズ メント 、パ！ ク」 

め 蘭壤を 待ち、 雜貨 商は こ i 1 ケ巧 

のを 命 ど 雪から ず'、 寒から ずの 馨日 

I かのに をを 牺手じ 一儲け ど爭 ひ、 輸 

て 商は 暫らぐ 閑散の 樣 子なら 

時 ホ 常じ受 口ょ からし 手 找地も 目 
下下 义 となら、 時節 枫が 細工、 籠 類 
の賣 口ょ く、 殊に 電證 巧の 籠む では 
窠 一の 賣口 なむ W 

I 巿 巧で 何時もた 繁盛なる は 髓藤ホ 川 
ど 森が 馈 なり、 然し 大巧の 貨物 運送 

は 最も 好 况を呈 しつ J 巧ら 


A 勞 働を 懈 では チャ ダス ィ黨例 じょ 

ら靖ん なら、 本年は 供 樂部黨 のぞ 人 

數ゆ 口は 殆んど 皆然の 有様な^、 こ 
れ逛 去の 惡 成績 じあ おせる もの か賴 

I してち へば ぶんな 上 日本人を 巧 用す 

ボ テグ、 クラブ 等 じがて は 目 本ん 
ぶ 巧 ましから ぬ. が 穂を 示せら 
をを 勞 働の 霜 要が 增 がしつ； るるは 

化 じ 幾を の 巧 同 あらん も 其は まどし . 

て ホ 俄 俄 間 胞は該 方面に 適せる の お 

奥なる べし、 家み 勞働 をの 貧 銀は 稱 

理乂 五十 弗 方 まと 十ぶ 巧、 給 化乂四 

I 十 弗 乃 ま 六十 置 弗 泣の 處な ろ、 目下 

I 無職 おは 協 會じ十 名、 靑年會 じ ホを 

其 他に がて 約サ を、 都を 四十 ホを 餘 

昨年の 當時じ 比し 寧ろ 寡き ホなら i 

了嗎 U 晒の ぶ 日 支那 飯屋に 働きて を： 

I 樂な生 渚を 試みる、 ゼン トグ マン VI 

- ポ ラ！ の 數も廿 餘名じ 達すべし 砸 

てて 現を 勞働 黨お敎 は殆ん ••星 一春 鞭 

じを きおな b 


►投 込乂 


® 先達 領事 舘じ霜 話を 掛けて 「もし 





•* を* 一ぎ ミミ 




棘屋の 

与！ n ---- も ちこ,. 
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y #^ 妙の 栽觸 

ユ-ョ .-ク が も 態々 ホが を デ トロ' ィ 

邊じ 魔れ て 演じた 事 なれに 少 々准： 

蘭に お， ずけ で 栋獨の 如： 珍を 巧の 栽； 

ii 剖沙 をを 槪夕 ど 御な 紫 せんじ 披籍は 

廣 演じて 役 班め 速を どて 黑巧 2拂 ぶ 

てを うなを 黒ち は-某 家庭に ニ ミ伞截 j 

一榮 0 わ 藤で 夕少の 預金 も お 巧 たれば 

驚の 威 類が あな H 本の 家族に 金か轉 

がつ C をる 蹲し 义國を 弦を 吹' 菊し わ 

霄 ぶ大啟 島 敷に 包まれて 遙か送 もれ 

でみ ねがは を 鄕じ殘 しめる 妻 索の 連 

^れすむ竹ゴで 二 八を誇么 ン ョ. 1 ト タ 

I タ ァトの ザを い戲ボ チャ 娘.、 る 人の 

一猎. 金で 英語の がる 迄は 暫 がくで 宿 虜 

で 預け 攝く 答なら しち 絶に 一, 職ゐる 

b 爺め 建を 這 麽んな 女 韋赃の 狼 おじ 

I 辨^ ぶを ホ玻 して 罹けば 六な 事は 敎 

化を 巧 萬で 甚费の 働 先に 義娘 のぶぶ 

I を： 連れ 巧き たる わ、 もめ. ょ 1 グ 巧を 

ねみ じ お & だか 妙な 巧爲め b . し 事 

I そま 婦じ發 見され 一巧 兩觀 @ わ化鑑 

U ' 蒙る 歲を 解麗 されて 漸つ淹 事濟じ 

飞 つな ぁ 巧 > •尖れから が 友乂賴 にも 

, u 驾跑 をからを 風評 巧ぶ 匙' ぶ 茜 巧に 

j も 语堪ら でち A 連れぎ. 下； に ィド 巧 じ 

がれ 込み b は 三が がみを 填な 自 'き. 

マみ」 をが： さし 達を， は 渡 霜め 二. 搔を 

發 なて おを をを 雖業屯 傍 も 狼を 请垫 

をが ホ.； 識を類 人：。 ホ かよな 叛を弓 章ぶ 

.灌を 考據無 象の. 懷ろ 苦燕グ F . 蓉 .玉げ 

じ 会は 逢を にして は ホ 手稱を 穀宁巫 

i す—.- 數伞 *0 踏みで' わ はげ 0 ぶに； み 主 

! 妻女ぶ； 樂隱 おさせ ホ 鹽化疆 ホみ 澈お i 

j 帶を 泣で が 藻ら/に 舞た しでを る ど 媳一 

j 屬じ あこ 於々 おがを 嬉しがらせ てい 

I を' る もち 樣 うせ な偶屋 の. ホで 鍊が 

? ずがぶ'- 一- & - ョ ― ク ょる 疆乂れ しが. 己 

妄 ぶを 錄 人め 秦ホど .一. 入-め 子供を ぁ 

.1 右を 屑め コザ クか 彼麼ん な. 巧 幾ろ 发 

をむ 释 掘の ょうな 爺に ほせ 邊らで お I 

j ぶ视へ ザい るな では 香々 貧 年め 發每 I 

ぶ％ ど 飛んでも ない 巧に 敵 衡必を お_ 

1 し亲日 逢を の留 ザを 幸に 巧ま俩 盤の 

一 誘 榮ど說 /、 じ' 「嬉しい ゎ J の ニッお 

.1!¢. に 思つ たょら もを みく 精 窓 おを は 

一. げられ じけ る {まだる る). 


夏 壤玉屢 ぅり 度し 

を遵 なる 藤 巧、 ま襄 、お 物 (殘 品) ヶ！ 

了-類 一 巧徽屬 のま リ賣 渡し 度し 

樓 お、 家賃 等に 就て は 親 報 敬 巧餐讓 j 

韶じ御 間を か あ b たし 

を 奇特なる 高峰 博 古 


ぞ 典を 爵役貴 掷を去 八 扫 をと 時自 

|| 本 県樂郁 じがて 駒會 し、 會貴 及臂叟 i 

一 紫 錐 方が 决 を" な 身 曾銷储 お、 誠 間 I 

; 委賓爾 巧、 前を 賞 宇が 篤太郞 巧-. へ 香- 

幹 窜增給 等の 數 件を 議し 最後に 

采骚 氏の 明雜 なぶ 襄地 調を 報吿み 


午が. ザ 1 時散會 しねる が當 がは 新選 b 精 我慢の 両 若も驭 み勞れ しど 見 心 都を じよち 一 H を 燥 上げ 卜六扫 苗 帆 I 


一 firrK 


再選を なせ サ餘ぷ 0 おお 者み b た b 

芭 おがを あ舉 耗お韶 ごを 離した る 
詞 をは々 间骑會 缩を常 立す る 事 どし 
違 本を 潑额八 巧 ホを 曾 員ょ ク 募集ず 
ぶじが しわる か r 人の お赞锁 み棺乘 I 

じて 資ダ 年後 じは'' んを 出資 會員へ お 
I 濟 乎る 绪 なら 〇が瞬 會奇宿 部を 擔ぶ I 

し 据わ. ウし义 ザ 田廣み 巧は 廣吿 の麗 I 

み名稱 じで 寄宿 業を 餐む 


化 おが 方 辯 譲 ± 立 をの 上、 菊 池を ょ I 

ぉ 善 千 弗を 支拂ひ 饲替は 控訴を な 下 一 

る 事 どない ねる をを じち 本 事件の 
がま^て ょ b 徒ら じ 世間を 騷 がした 
るめ み じて お 被 兩造共 貴重のを ど 時 
I 間を お 壁し ねる 外 大して 得を しねる 
I 筹 はなし、. 裁判 沙 ホは せぬ におる と 
知れ.-' 


; (大锁 雲 

旨で 歸瑚 中なる H 學簿 ± 离峯讓 ま 巧 

は サ年脯 を ぞ 米' 國じ渡 タヵ デァス 

夕べゼ 、ア ドリた ブン 等を 始め どし 

數 多の 世を 的 發明じ 波 > 藏ち縛 たる 

を 万の 當を 割き 城 糖を 設け 本が あ 壁 

每め 進步に 資すべき 化擧 研究 輿を 設 

懂 したしと で 目 T 之に 要する 金額 妍 

黎 成の 紐 撒 管理 等に 顕し 在京 知友の 

閲 じを 渉を 試みつ \ .ぁぉ ど. 樽 虫が 斯 I 

るを 典 審樂を 思 ひぶみ だる 動機 じ說 

导 知人に 語らた； り どを ふ 巧を 聞く た 
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St が,- も its 化 狂 der 百 touUi have p . roc れ 誠-‘! - Uon， or corp 扫 ra む o な， organ 化た u u な cu 巧 f 识だ 化に tor 、:わ だ o い ite lor tii け 社; "の い u 、;,化 过 化 ぶ power , w 川 〇む广.— は！ ii 、- む。 i '。.*' ド ぶに. f ら r a 面 er 化ん 


jAion , or corp 扫 ra む 〇 な, ofgauixbu u な cu 巧’ 化に i：or 、ぶ だ c^Ate lor tii け 社 iuoiiAt 、;" 
が to a ぐ compHsh t:heir end by 化 〇 化 t も c laws of U ; わ 、 or auy other S は te t じ ereo も’ 化ち がれ er wir : h -. co な 化. で Iwr か! ミり 

が a が: tul 江 nd court 如が ni がで! s , .ミ 9 - j がむな む 〇 巧， り て’ 巧 わ ミ 純 . ^ maj が •は: f がげ e 


Ad もが も 238 6th Ave N . Y. じ.； が ead of 说 w : 化 imhig . in t 沁 .face が m 印 化 e 巧 . are お ie 。 も o 化が', か aa those 


拉か red がみ e N. Poit OfJi がな .括 cend clafs matter . 

B»^er Act -of Match Sid 1 879 


Saturday * 说 が 30 妃 1 が 3 


み 


r Ca!if 腳踏 l 8 g ほ ia ! 目 巧 


tho Japanese * the 。〇 ctr ミ 打 ぉが their 
inferiority , and rna がな g it ス he 々只 nse 
of depriving th の 幻 of も狂もが鈍な fuid 
がう viileges hitherto を n か yo<l 1 订 f を ct , 
tb お ITed さ — ral 店 over 技の々 打 t most clearly 
showed its will ミ 打 go ’ らが妃 な o Us best , 
for the attain lueut of tlie end sought 
by Catifor 打 ia れ 3 through 'diplomatic 
ch 狂 u 打 et さ- A む (3 we have r も asox ^ to 
ね eliev が: Oil 化 も tii-e j ぶ お & 打 ese Govern 
煎むな t み わ 0 巧 re：pared to enter into 

。を goti 巧 。 0113 巧な til the Ajue け ca . 打！ 


specified ミ 打 Section I ot tni ら act , oi 
ミ だ whk 化 a majority of the お sxreo 
Capital stock is owned by ぶな。 も aUea も‘ 
夕 lay acquire , pQsseas , 文-. 比むな eo を-; 

で ey , real property - or any Interest 
the を eS じ , in this St みむ j , i な を he manaer 
and to tiie extent aad tor the をが ど， 
が 巧な prescribed by any -treaty now 
e - xisting ねを twee 凸 the 谷な ve トロ m な 打 t が 


Amsiica w1t>h 化れ rv6]ous がら ps . 

upoa the couri shall order a Sale . oj!The present ) ncU * batio れ s in the Am 


th©、 real pro ご erty covered by such 
leas ち liold , or '•other interest , in the 
立 lan 巧 er すぶ ovide さ by Section 1 . 若 71 
of t3id G りを G of Civil Pro がな i げた Oin 
.of the : ぶ foceeds 往 ri がな g from ‘ィ げ 
琴赛 ミた V たみ anao ' u 拉 t ‘ of . tlie ju 过が公 ent 


i 只 t か t 扛 e - St を te Ti ’ ea が ir ■文’ 注な な the ね a 卜 
を li 嫣 ： s む 良 n わを depos3i 巧 d — w むら-ぶ 打な 
なお 巧 ilm をら 过 ぶ y ■ the が u れ - in ; ■ aceor - 
技 aned Syit れ the i 打 ter も st o ど . the d み r - 
ties ' tlierein . 、 ... 

/ 8 もたむ! 幻过 "了. - N6t じ in 呂化 this a ぉ; 


th 台 ’ぶ〇 け ed なおが an 过 the 打 atio 打 〇! 

- ■ , = ' 
counU’y for which such meiab&rs oi 

slockholders are : cU わ er‘s or si ' ibjeet も 

jand . も ot がれ er が おも （化 打 'd may- iu a も 地 ail 巧を dp れ stmed お a li のれが kin が ’ 妾 3070 なな ぶ 00 a 日立 u 泣 ] け . 011 か ii 注 If 〇 : 


^ 7 刺 娩 ■ acU な！ お the CaJti な riiia Leg - 
でぃ • 
( US&laturs ia ぶ a 泌祖 g ttxe Ar ょけ - Japa なが e 


，を压 lid A が ,， igiioxtxng the most reason - 
- なわ ! e お 3e 江 妇 iag on its floor of Seer を 
• - j み r ぶ Kryaia tor the postpo む ement of 
^ 倘 a 江 ctiji 户 oat until diplomatic e む 

..过 夕江 でみ r ぶ were made to を 打 d 化. sa れ s 支 a む 
t £& T 说 触ら 说 巧 ut of the お su も わ むみ 
が 放这 な iir — CO む 巧) reheii が 0 打. P 过か iot わ m , 

justice 化れ d wisdom seem to have bee 打 
三 為-な あ 0 the winds by-tKe CaKfor 凸 i 扫 


もム媒 お Jai 切 ive for the が ng 化 purpose of 
•マミ Edicattn ぶれ s vieiv of the State's 


ミ’ ig*ht io 触を ct such a law . 

. Wt '： ぶ re 卿 nstrai 扫 ec ! to think th 江 t 
味 he CaJ が orlnia Legislators have bee 狂 

00 yed miar 台 by provi 凸が aiism than 
oy tru ぉ みを trioc お 打！ ill refn がな g す o . a •(；- 
.ジ ede ゎ> -tibe 如 純 6f the ' President ol 
Ih L ' ai.tejd States , aa な to heack 細 to 
f た e voice 々 f を おを Am 別 •ミ can people at 


を 


鴻. 


■でが.. 


了と© も で 玉 of the NSiUo 打 as 
典 が] loe 这 む！ な S press stood thus ： 

- .Out of i,3 な Q e な it 々パ、 お from about 


該玄 jOO 过 i が ercju papers of the country 

'V'.-' ッ V 

夕’ぶ aUiered by the Ja^aa Soc お ty .of 
をぶ ew York for the purpose of ascer - 
g ； お Uu ミ打邑 public 雌む jio な from the 

托 '夕で es も clioD む V をん fur 扛わ he4 by H がぶ y 

を — ' - 

Xr^Homoike d 口 rmg 注 test period of four 
• day も the ‘ following csti 沉注 te or 
と-’ cia ぷ おれ cation can be 征 Lade ;- ed れ or ミ- 
を a お 111 about 400 aewspagers wer を 
ミ: f5Uh ゎ‘ suggested , by the subject than 
; 'Ufect coauu も 打 t - upo 公け ， hence they 
^ 'may "be k む out が thg ' count ; e な Uori - 

a 占 i 打 王 2 か newspapers discussed the 
も liatioi:: seriously わ nt 夕〇 jru な Icio'tisly 
Pfiiai 11x6 papers ca 打 not b ピ classSfi^dj 
，苗 7 newspapers condemned Calif- 
• uia , commended th をで が 夕 Meat's 

电 cHn 、 s (; an な declar*ecl that , the nation 

ジ ホ nnot allow が s か imiiiatio 打 这咨お nst 

Japanese ; 25 打が vspap を rs sup - 


比 e 

一 诚* 

rtod Cal け 〇でがん 


.一む i も が 巧を， clear けが むげ Ca ] が- 
を‘ か、 打 ia le が 別 ators have acted in deft - 
? を.. iinc け of the : wisli of the Anieric 度む 
ずれ‘ uio 打 ， so far as it is reftecte な i 打 the . 
蕾 承 r 放が : and are prepared to sacrifi ^ 
ilie be が i 打 お ] rests of the ぶ ountry す o !. 
t ょ-巧 he sake of asserting their vannte な 
い right to do as they chocs 食.， 


That - the Cal び oraia ie がが ators 
备が tve no hee な lo tjtie dictates o ど ju 別 i 


; だ； をち but acted in ぶ q 打 travention to the 
卽- s お iHt of t ね e :* j ^ merU ; a 打- Japa 打を 与 e 


Treaty waich the Senators 化 ore 


づ alifo で n ミれ took a h 泣 打な i 丘 rat び y ’ み 各 




-： X911 , hardly な ee 过 s any demon - 
|；、 st ; ra < t ! 〇凸 . The war 凸 i 狂 gs が ve 打）} 文 
President が Uso 日 ， the extraordinary 
V - "isiissian of 的 じ 長 巧 な打 to C み Ufora ! も 
薄 c 巧ホが 6 h お tory of the controversy , 
ムなも minutes pf discussion on 1 お e 
ふ floors が both お ouses が ホを Ca ) [だ- 
む rnia Assexdbly , when its の embers 

で ot IB ミ凸 ce 巧 " ord お and , 这 bo 施 all , 
ぶ er;^;law はが U which allows en - 
, ぶ S of t 虹 a rig お ts of o-wning aat 

i な easing land , hHli が to .- epijo グな J by ail 
が. al ミ en もむ tho お g who are ， el ミ glbl * •走り 
American cit かぶ n か iv , while . th もがが な e 
み ス h な are deiiieO or UiaUed れ tl ] 〇畔 
を-. で ot を Ug : 化 ie to eit わ e 打 sliip —— these a]:e 
接 . too CO 石 elusive to aCm れ the なが u え 1 ..り f 
除’ 碑 さ specific おがで ミ请 m が io 巧 aim を过 at 

ミて： the 必 ct-.a が tius ' し the Japanese . — ; 
が こ,*'- Tru も ：.. the phraseology i 凸 the 
^^ leaaure /, ■ j ust passed has been so の 9 , 

む 机 mo がな をん お n な by t 虹 わ t 々 eh 打 I 知 


Grovernment w ミ tb / もむ e vjewto ぶ 拉 di 口 g 
a 凸 equitably so3 が Uon of the quesWon 
rhe Ca ! ミ for 打 ミ a legls ミ ators by eaa ^ c レ 

一. ' . • f 

in 咨 the Land .Law have , ho か ever , 
CO のがが 詞 y " ups も t . the t を bl 色-" す b 巧' 
have ‘‘by be 化 tin 各 aro ね nd the — bush , 
を ou 打 < 3 化 snake ,，’ a を a Japanese prov - 
さ rh says . They have now raised an 
issu も w わ ミ c 垃 ， we presume , t 巧 e Cali - 
tor 打 i 化 as are not ! nu が i が laiiiored of , 
We 放 ea な the ques け o 打 of the natur - 
alization of the Japanese . A レ 
though we are strong - beUe ゲ がで よ凸 
the equity of the measure , we haV 台 
wished that 主 h か question 讯 i 径 iit have 
remained in Abeyance until time and 
education sh 筑 U have smootiied the 
race 汪打 t ミ p 化 t 虹 y to tlie Japanese that 
ex わ ts among e 台 rtain por が ons of the 
American coittmunity . Now , how - 
ever , that the . ( ia^ifortda お居 お J&tors 
れ ave done wJht な t th^y have d ひなを, a 打 か 

Japan is i な’ み way 'pushed to th を 

.. . 

wal し we can see と o other recourse 
for her than to ask the A わ! 碑 レ 
ca 打 Government to grant her sub — 
jec な tli8 right of 打 atufaJization ac - 
corded to 拉 uro が an も or to 含 ive her a 
satisfactory a ■凸 swer that her subjects 
shall 凸 ofc be tHscrim ミ nated agrainst . 

Nothing ミ s 孤 ore regret 泣 D]e than 
that t!ie CaU むを 打 ia Legislature , in 
ぶ r な er to gra け fy れ s vanity , ぶれ oiUd 
h > i の 2 brought about the ' 色 Uuat.ion 
which , while れ touches upon 凸〇 vi - 
tal in 化 res お of the United Stiates , 
has a tra づ苗 ce 打 de 打 tal , importance 
た Japan . The ぶ ul ) お et of c 的ぃ 
fcroversy has no cone ぞ vn ホれ b t 权巧 
; air 辨 こで art of A の© ri か i . • U お i 扛 de © ホ 
an unprofitable affair , for what . l > も 打た 
6t ダ ill accrue to Ame パ ca at large 
by wound 細 g the amour propi.e of : 
Japan , ‘thus — i 故 paJHn 居 th が r loug - 
standing frie 打 dsjiip . To Japan , how - 
ever , the questio 打 お 〇凸 台が Ufe 化 口を 
d ぉが 1 、 か r れ が rikes at おが honor i 
が : pre precious than Ufe Use け. 

The words of gl ひ riflcatioii uttered 
Gov . Johnson pv •も r tl ! だ so 斗 aOe み 
victory of Ca ! け or 打 i も and the tactic 
h お lias pursue な to push tb 色む leasure 
through the Leg ゎ latur ら g れ e us 
s と a 打 t hope for h わ vetoing the Mil . 
OUr 0 打 ly ぶ op も then , rests か the wise 
course to be pursued , by the American 
Govermnent . The occa がが ti indeed 
dem 江む ds the highest st る tesm な 打 shig 
of 比 6 two countries to ^ extricate 
tiiem from the d が お ate and 与 ra ヶ c 
position they have been placed in by 
t れ e が oc が afe of the Cal け ornia L ゎ 
がぉ i 化 tu 巧. . 


み _ む rnia 

梦 'が d 。〇 

^ 村 ぶを 
U ィ お 4 が。£! 


Text が 相 8 G お 蹄 niia 

Land M 


が tiem thereto lease - land in tlih 
State . i'br agriciilturai puriigs ， 巧 s tor a 
ten 打 も ot exceeding three years .)' 

沒 eet'icm 4 . Wheuever . it appears U 
th み court in . any probate proc がな iu を 
よ hat by reason of tlie gro . yi お 〇打气 Oi 
th わ . a ' c も . any heir or devisee c 化 打 uot 
take reai ぶ: ropei'ty ミ 化 this State 
which , but for said - 咨 rovl お o 打 も saio 
h ぉ r or devisee would ta ぉ e &s such ; 
the court , instead of ordering : a d ; を 
t パ but ミ〇且 of such r . 台 a ミ property to 
such h が r or devisee， shaii or なが • i 
sale of said r が 3 property to be inatK 
i 丘 the . manner , provided by law for 
probaite sale 弓— of real property and 
tlie proceeds of such s 狂 l6 s れ な 1 ! Ik 
diistributed to isueb ミ 化 ir or d 色 vi 呂 e ド 
in lieu of suci real propa 古 t た ， 

Section 日 . A 凸 y rea ! property here ム 
みむ er 串 p な uir が 3 ミ凸 fe を； 巧 が olsitioii 〇; 
げ ぉ が〇 が sio 打 S が this act by 注の 
alien me 狂 Uon か 3 ミ n Section 2 of 化 お 
a じ t , or by any ut ' jtibpany , asso がみ Uon 
or cerporat ま 0 打 な lentib 打 ed in Section 
3 of す his act , shall escheat t ©, and 
become a れ过 remain tke property of 
the State が C がが ornia . The ' Aitor ‘ 
ne 扩 な e 凸 era ! shall i 打 ! stUute proceed - 
ings to 'have tbe escheat of su ゎ h reai 

が op かれ 迁がひ dged . a4id e 打 か reed 叫 
the 1 だみ 打 打 er provided by Section 474 
of the PoIUical Code T れ ie 8 , Part 3 
of . the Code of C れ il Procedure . Up - 
〇凸 t お e entry of final 3U 过 ミ扫 
も uch proc がが 凸 が ， tlie title to suet 
が al p み!) 种か shall pass か 化 e St が卜 
of CalUorn ミん The が oyi が o 日 s . oi 
this section , and of SectioBs 2 a が 3 
of t が s act shall h り t apply to " atjv 
re が property ther-eafter acquired in 
the en . t'orcemeui or in が iti がが; なが! が; 

見 ay Jie か 打 0 が 的; ■おは 打 易 u を on ， か i 过 

解 ■辞 t ミな iuch ' property ,' so む n ち’- が 
sue れ reai pre 巧) が* か夕〇 acqu ミす ed を haU 
remain the prop が ’ ty が t おを alien 
company , が saciati < m , pr eorpora - 
む 0 も ， acquiring th-e same ! む か ch 
t 打 這 n む er ， * 

S 啤 Uo 技 6 . Ai げ leasehoitier or oth 
げ お t 肿が も in てた &l property less 化 みれ 
と lie fee hereafter acquired in vio お- 
む が！ of the pi . 0v ミ さ io 打 s 一 of tills act by 
a 打 y alie 打' iae 打 tioned ミ 打 S 知 jho 打 2 で f 
this act , or by any の; 打 pa 化 y , 化は 谷 がを- 
tio 打, or torpor み tio 田， 化 6 巧だ〇打が 1‘511 
Section 3 が this aW，shaU が ch 辟 t む> 
the St ' at も 〇£ — CaHfor 凸 ia . Th 与 A び or - 
ney Ge が eral か all i 打 f?Utute 巧' ocee 江 
i 打径 召 adjudged 苗 。 d enforced sls pro - 
が お d hi S がけ on . 5 of . this act . 妃 
sue れ ' proce が i な gs よ he court shaii さも 
tern ) i 拉 e ’ and 8 , 过 ; judge the value of 
STIC わ leas 雄 otd , or other interest in 
s ザ eh real - property a 打 tl 々 nt ろ r ま u 过 g - 


on よたを power , of ' the State to ena の: 
iaws wUh ぶを 巧 e 口 t ' ,to ■ th た acqu おれ i 白: o ; 
holdiag , ctr disposal by aliens 、 が 
real リ!.〇がザい' 化' th な‘ 存 tate ; : •- 

每夕 cUb み; ぶ . .Ali a りを S aiid parts , o . 


が: もゴ - inc 百 n おが 細 : t or in かぶは わ t . w れ お-がみ!！ Government lias .— lately - dra 化す 


だ‘ n ’ c 这 a world o ミ f がれ io 打 poi な t to Ur 飞 
CO 打れ nua け o 打 of increasing pop *! a ■い. 
ity or si 祕 g 日が i も wit も a : 化 ミ r が os -, 

が ct 0 ミ til が r taming out to わら n を 
c が s ミけ es of Ufe r 泣 t おが thau liu { trT 说. 

It お， ち h が！ ■，が パ t ■さ, nat 巧 rai - む ; at A^iner 

化 打 d か ed - お i ’ ' が 1 お‘ 鮮込!; 占 嫌 化な: も ’ e p お d わみ, s れが d ふ lead the work ! む^ 14 にがり 〇〇 

細を‘ industry , absorbing nearly 如 舞！ ’。一， 

of . tile total か. 如 お 此 cm か ut 〇 1 柏-!— ~ ' — ' ~ 〜: 

mn,. i をグ かが な 邮， LS % of CIV 比ぶ 蘇 も 3 目 9 ’ りひり. 化ん 42 ’ が M りが 

a 加. I2%.. xd FYanee ; だ act , 另 g 如;’ 卜れ化 沁 も e を oted 化が t ぉ每 .な o ' 

む f 地 e world's .台た 加 ロバむ も as well 如 〇 り 口 3 口 化が! 公な が •Jap 化 打 .; s es な 做‘ 
还 . va が リり 化！ no が パが ! k artlGleB w ぉ リ化 わを & をり のがの がを じ- 3 〇 帮 of 虹啡 

{duct ミ 0 


巧， 玉: 3 ら , 000 化 S . 
も 5 が， 〇谷〇 - ’， 

8 , 696 ，な 00 ’’ 

も 385 , ¢ 00 ゎ ， 

9 ， 1 ? ぶ， 0U0 ，’ 

: 9 ぶ呂 4,000 
王ん 0 ?ん 00 々-.ぃ; 

玉 2 , り: 10 , 00 0 : 

玉ん 749,00 0 ’， ： 


化 xp. lor iU 化:; 对がぉ 皆 
3 , 2 ?{> ，わむ る ぶが 一為--';;^ 
も渠 ，纖 

も 760 ぶけを ゎ"‘ -/其" 
2 , 72 をぶ 巧を.—* 

も も 2 ら 、り 9 な’’… 

4 , 38 もむ かさ— M ' 

. も 2 夕 もむな を’; 啤 

rr 0 , ‘ ， A.-.-ii : 與 1^-3 


5,897 ，帅 を。 ザ! 蜀 
5 , 66 も 60 か も^ 
5 : 76 ■もな 0 扛 ; 


tlie ミ Rip 。 でを silk : good な eomes — frotr : 
France ' and tlie other half む’ 併が な e ピ 
many , United KJagd むび!， J を pan ^ a ごバ 
Switzerland . - ■ 

I'he . ranit ’ ileY お ion - が tiie A !'。 皆. 


the prfjvfe — ion が of this a と t 却で む ere 
.fa ド でを を 巧な led . 


Cnina I 郎〇 がな ed 旨 y 

№8 Un お d States 


m をれ t and iny . countrymen a ぞ卜 もが 
of we3eb ! 汽 e to りげ な ew C れ凸も thuf 
が it 如 iug — h け y the 重 am り y of n が ミがは. 

"妃 ね Mtig * fli が step I en む rtaiE 
よ 丘 e con を ^ ent hope and explication 

t 歸 ■も . ia pe ‘が e か妃宮 a r も pub け 户 ，を it .. か rr ム 
韓 さ: OY 至 ホ打醉 うむ t - the ehiJiese . 。化み が 
がが.. ち 巧が 和を;. 拱 も .胆 お醇 siv . がな が;: が 

巧 合 V が op 班 eat おご 庄 、 ve む - boi 打爸 抹 巧 <3 
that under the 打を か . m お ali the es - 
tab だ 地が り ゎ 1 おがミ 0 打; 3 が China whici 
p 見 ss to . t れ e ‘ provisional governmeni 
will in むび 打 pass to and be observed 

by t む e go \- c てむ tno 只 t established bj 

the A が emb か . •' 

Pre がな 哗 t Yuan SMh K お ， s res - 
po 打 se was as foUows : - . 

f 打 the な aiVie of the republic ov 
China , 王 けぶ 拉 Ic 户 Oil mogt れぉ art リ y for 


細 ORATE 


Translatioiis 


ぞ or CO 说 pi む te r お 句* な 打 c6 we 各 かを 
h 肿 e the luH text of 'the California 
L 式打过 Act that is now awai がを 各 the 
さ i 占れ atur う- of Oove む do で ぶ o た 打 soli , as 
feeSegraphe な by じ 5in'to Pr がミタ e 打 t 
Wilson . It ru を s as ； follows : 

.巧 jc が oa ミ • A け alien さ . e はが ble to 
citoenship under ti ) [污 laws of the 
Uu け e な States ゅぇ y : aeguir も- possess , 
enjojr tra む sm ミら. a 打を— inhei ' i よ- r 的 l 
p わ 巧 巧け ど が 写 y i 打 か!* 幸 お ere ミ。, i 扛 
が！ お ぶ fcai も 111 tile - same m み 幻 打 百 r を nd 
to the ぶ a 風 •さ, - e 义 t6 な t る ? 5 citizoDs of the 


，ミクが^ ice 化ろ e だ ort has b が n : miide 化 U が Le な 巧 t がが， ex 如む t り tli げ叩お e り でか 


ring な i^to 虹な wnony wit た th * おれが 
■the なお だ n を： れ ea か. 了が か 扛な 
論ぶ 3 . the ' vital , point by sudi sn ち ^ 
蠢 おが uge - お， れ oweT 户 1’,— to say the - ieast , 
琴 片,; 'な な s - American . The Jap みむ e を c h み种 
品，. re & か- learned 拉 ngl お扛； enough te 

ち ふ 仙ぶ w that thore , おぶ 0 . ( Hsth ド tiou . 
苗?' わ etw ' ee 打 " ineligible " and "打 ' ot ぶ lig：l 

辟 — 1 も； ’一 - 


y ミな 細 的 -. the Ikws 〇£ 祀 6 ぷ妃をを‘ 

'. SebMo を も. AO 泣 ile もを， oUie 亡 than 
those mejitioned ia 夕 e が io 打} of t— la お 
act - ra な ド る equir る. がが ess .; 0 凸 j ； c > ド,. 化り l 巧 
む ‘ an がが、 re * さ I ぶ roperty , or a 打 >' iiU < が. 
が t . •げか お 打， お， もね お 夕 tax も' i . 虹 . the 
拟 度な net *- 贫 11 な お台： な! 行を 文 tent : fmd すが 
tb.e purpo !^ 98 が’が坤ミをを茸 by any . t 啤 a こ 
な-,- む ow 6 おが ミが g ■'わ e む V — ee 打 the む〇扣 

ermne 打 t of the し 了 打 ited - S 括 かが れ むを 

__ - - •-, - -• 

the 打 atjo なが ぶ cm がび が w ねむ Irsuclv 
み麥ミ e 凸お み でな お ca 々 r su か iec も 皮むな no り. 

otherwise , (and may in . addition 
け il がが 0 lease ian な s i 拉 tMs SState f が: 


V ' Wiiat が like 扫 us 從〇が ミ さ 化 & lack 
g ， が wisdom displayed by the む ••じを 肿- 
，啼 .及 ミ 江- わが sl & tor ん む there was .. f ちを 1 
t r •'知‘ ' f 巧 化 e 气ザ が: 9 , がぶ が;" rm 。 叫が 加。 巧腾レ が がが が;— 病;;; 品 口 品. 
〜 ■ジ 呵贿 そ;’. が’ .. f がが が' 辟を む？ みれ がを i ! exc がが; K 占-. な 巧‘ e も years . -ミ 

も.. 謂 呼 呼-’ 〇 で t お马を ミみ 島-皆 口马 ミれ; J た々:. r 留が支 ミ确 ；. さ •:必 II 扩, W 班黃城 た .る ㈱ 凌站. 
护ぃ 論 痴船ぃ パ-^^^ 識 減 誠^ 茲益 茲:必 靡ダ遍 如-. 獵 .二-こ 


ANB 

加呂 PBiNTiO 

IN 

iiiiBse Japanese 
mi hglM 

'■- » • ■ ■ 7 .- • 

- — " - ..." ' - 

! ha か 卿 8 雜 Ti 播 8 い 


がを るた もぶ 沒 lb 夕 h * J るを を拉 が を: 

- .... ,.'... 

f ^ is^lication m A 筋を 巧 ca 


了 わ e Jorraal recog 应 Uio 狂 CiU 田 a 
り y げで Incited なおが‘ took が往が o|i 
May 2, wheu を わ. 位な wa 如 T . Wii 
Ua 山 s , - Ch & r が d ’ affaii ’ es ’ .of the Axd - 
ericau Legation , pre なぉ ute 过 to : Pr が i : 
dent Y aan 曼 hih ぶ 江 ミ the following 
巧 だ sage ‘ froTii Pr がが がな WUsouV 
" Th を を糾 er 打 meiU and 祀 e peo が 6 
0 たげ e むが tea おを む巧 of A 打 lerica 
having abundant が ホが jti 丹が 3 tii じ h 

6 夕お pat お y vdt お the peo がが （け CMn .- 
upon their assumptioK of the attri - 
btites . aud power of を e け 一 g - over 打 
deem it bppwtnue at this り au : 

取た お 打 : . tUe だ 巧) 巧 夕 (ぶ t な Uv 台， W は t ミリ i 川； 
A > が も 打ぶ 1 ぞ has 巧が か-が •か ha 王ぶ 9 tiu 
おされ 江 U 切;- 〇ぞ お et け 打 g the seal of む!:!. 
acc 幻 HI が お Iimeai ; tipon the が pim - 


- tiie ' 幻れ さ 巧 t-on of silk 取汉打 uf な ct 巧 rere . 
ド."-. ■ - '■ 
り at QQ far for the volume 0 ¢’ raw 

白。 わ imported into みな! な’ か a け；. ち un 
H た eJy to undergo any ■ 打] ateri お 
. 3 お 江む 琴 e . 重 or t れ e — time being , 

-The 卜 aW silk supply of the work ' 
化 r th を お化 seaso 打 from July 王 ， 1913 
か む 口 le 3 も： 玉 912 ! がが 说 ate な i ) y 技 u 
ropeaii and Amer わ an sU お exp かわ- 
さ お 5wed a total of more than 88 , 3 ぢ 3 ，* 
00 , 0 . p 如む ds . . ' 

でむ 台 figures 这 r を a ち foHows : 

坦 ur む p を-，， ..ご .... 

の?'： 

む? •け も 王 01*000 

护 ra な ce . . . . ... 882,000 

Aus れミ a . . — • . . . 76 も 000 

S む お 打 ...... . . 1 色 5 , 0 々 0 


0 打 ， tiie rera が mil 客 70 % をが かを: •"； 

姑 po が e ん as already fef が reti . UxT で‘. 某 為 
; : Japan 込 ti 过 Gluna ean elaim ' 

が ead 女 in が ease of raw s ミ 化 お 1 が vS 
to な e だ lUted 'がが が， whi お.. . t わ 巧. グ i 
verse お 1:rue が th す姑皆 anti - 
な is む equejiUy argu が i timt ' Oe が 泣 おが 山 i 
t ： 別 iabor . わ more produeti \ e eiaaat ， 
th が of Orientals , なな ホ . .嫌 お. ミ 没'。 なみえ 
か 化 I が む U も so . far a ぶ u むげ zat "> なが’; 
mac れ ミ 打げ y for pr<|duction is e 巧 ee ^ 

ム ’--- ぶ ut ミな reeU を g raw : silk ;-.； s «<; お 蘇! 


tive . 


Levant 


Asia 


施: 

J 注 p な 打 . . ， 

沒 h 注れ ghai 
Canton . . 
India also 


わ riot 化 e csis も The ma 細 峰 er ： が 璋き獨 
れがが y of any avail without むみを お 4 直 
も a 打な s’ The の a 过ホ u!aUo 口 わ a mitV. 
t が 如 4 純说 巧，， r 如 ur おも as な <k 的 皆ぶ 讀 
skiiiful imiids 込 紅な close aitii 》 だ 挺 おご 心 
it is 0 わが ou も til ere む )! • ら t を at Japa 苗ち 
a 打づ China ho ミ d 泣 much more 比を 幼を も灣 

9 , 910 ぶ 日り 比 s .— i もる gew 巧 POS 化 ミ 〇む than Europe lu 描 《■-、 を 
Dfodu な tion り f silk . .. 

U is a most evident fact , げ诚右 支 幕 お 
sUk ミ n 这 us れ y •わ coTnmg い が 巧 痒^^ 
here in A 化 かわも が least 妃 ももせ --. 

PO の t 々 f crewing がが ! s Uia . t 怕み ぶな 

fashionable demand . i む. 雄な か‘’ 
of 削 eh : 化 b パ か t out ! 00 を 化 a を‘ 

sue れ が！ apparent pro 姐! s を 知 T 細が* . 

な ess DrosD が ity in the itnme が a をを i ■だ—; 

がで も. れ is Tnneh to be ; 一 regm ホ c . i 斗;- 苗 
む! が the ho パ:! 0 打 shouUl ha が を’ 法 出"^ 
aar ぉ 知 ed by labor troubles in 妨が が： 
s リ を mil わ. : ’ 叫： 


6 ぶ 25 ぶむ 0 


. 71 , 927,000 


. 3 も 1 を 。，000 

. .が， 旨な 0 , 々な 0 . 
,.. 12 : 2 孕？ 炯〇ぉ 
produce's 


tkms がかぶ CM 打が e P がが もげが. 化な 化 过 ! 30 pro 过 ucw 巧 c が : an | 语 泣, 化—‘. 一 寒 

が; e 打な お- 讯马 ‘ name がの y が け!‘。 な uapt れ y が が 化， 呵 os もが act figure ： < JdP が 巧 I 0 [照號 霆 I 巧 巧が’-. こ 

- . ' 如を 

P 巧满 が 削 化 8 巧 綿 Ip 

認。 2 ^ 志 5 ^ 6 1 遮 :^ tp::| ' 越 お論 f if) Peniii 


托 r ち お oweve た， har 过 to obtain .. 

Jap ^ a 打 ’s exp が tatkm of siU ; わ e が i ! 
mated to be approximately 70 per ! 
cent , of れが み 110 Je pro & ieUon , and 


かぶみ 、で巧 ' prominent positloxi ainongj 
が le がが - p が 斗 ueitt を ぶ 〇扫打 わ; おみ f 巧适 1 


— W as. ね in が; 0 も. 站 巧* 

か or; も ‘づぉ 仰 '8 が1台 绅ゎ^ぉを.:ち却巧ホ沉が‘が*〇ぉ3^'试だぉ服 

alien mnd bul was ； 


the : 班 も 故 a 如 of . recogntion お、 ミな 寺を 則- 玉 9 玉り. 


you have sent me through your hon - 
ore 江 represe 打 t 死なで を i 打 th お ea が * 1 な} 
and til を ： sentiments of stmi け 狂 打ぶ 
か) 0 な win which it b 巧が a おん . The 

expression ot greet ! 垃 g and w お epme 
みな ミ c れ it conveys at once t 占 s だ 行 es tc 

the Am げ iean 夕 が パ t of 描 ut む ai he - Ip - 
fui 召を が a なな adds another page む） til's 
h わ tory of seventy years of ぶ niuter - 
rupted かおむ 过 ly interbpurse between 
む おむ a an4 化を Tin な ed Stat が.: 

.りて h が 巧れ 。口む t . 成 i じを r wit な the 
publican form of government , 
Cbiaese で eo かも are fully な mvi 凸攝 a 
of the 8 〇«巧 を aeas of the pri れ cipl を $ 
which 巧凸 dsriie itj 化 nd ’、 ザ bic も a：re を 6 
lumiaousty Yepreg を 口 t 号す. む y your glo - 
TloiJs . み 巧の/ on が らがげ， Til を . sole aim 
がげ を: gov 畔凸 me がみ’ Mch か ey have 
巧 ta が おおが， ゆ 如が’ Of 占， お an な 柄み わ 色 
わ が ■細が ホ e t れ おな rm 々 f gprernment 
七な 口 化 P 細 f 既 t れ g worki 技 gr ; to り 化 
夕 nc ! that t 丘 (び- may 約! か 扩れ s れなお わ y ょ: 
e か Wessiin ざ！ 3 ， p の spexi び and hap が一 
む ess Yi - ith 比， Uarou 咨 お- un わ ！ i of la-w 
泣！! な 1 ミ じか か and が 功が and frienOship 
か! 诚 ？ が^ げかな を- れ比 6 •お ith か i が與 ii - 
だ〇打 of aJU が 化 Tjlshed obli 客が $ onsi . 


with な 客 込が 化 れ げ がを on . 

Japanese raw silk expor むな かで th ド 
Jas もな 狂 け 0 )、 ra 夕’ お 比 ちが aJ years i ! r が ary お rya 打 early . 

. . 9 , れ s.cfoT 比 S jwn が 胤 加け’ 化 が 脚 化 
. 台， 8 去ん 00 が ，，； I 
.. 1 ん 45 も 000 
. 10 , 01 呂， 00,0 
3 も 目 か), 帳 
,. 王呂 ，を 22 , な 00 
,. 16 , 3 るん 000 
. が ’ がふ ひ 00 
.. 1 ' 谷， 352,000 
2 幻, 3 玉 1，000 


1902 - 190S . . 

1903 - 1904 ： , 

1904 - 1905 . . 

1905 - 1906 . . 

1906 - 1907 . 

1907 - 1908 , . 

1908 - 1 を 09 . ， 


1910-1911 
玉 9 王：- 19 王 2 - 


The protest will be が aced b ド お r を-. 

g President Wi お on and cab 的が が il 拓 

1 forenoon that an answer may fet 《- 

jpromptly returxied , - 

1 ス Vg are 打 か sin で wheiher ま he - ぶ 讚 

j above formal protest とみ s been ，.う 

• ，一一. _ 

isented . 


But we g;ive it here > 狐社據 ^ 

ごぶ:?^^ 


: 1が,§3 も 000 化 芦 iis が po け ed by な news agency!:； 

... -璃 


The 


- 二-.. 、 

ごげ: 


YoKoham を specie^ 


r 爲 


鱗 舞... 

W こご V 打 


Bank, Ltd. 


mm 


:觀 

議 


- Anthom が 1 Ca：pitah Y が I 4 も 000,00 り ._ 

}i なが n，e Fund みげ が us: Yen 17; 850,00 が 巧 


な； 

裳': 

塞' 

毅 . .' 


HEAD OFFl じ 技； YOKOHAMA. . 

お托 ANC 这 ES AND AG 苗 NC ； i お S 


一三 ぶ 


Tokyo 

ぶ 泣 客 江 Sfikt - 
New 於) rk 
お omb が 
よ I 泣 打 ko が 


Peking 

ぶ おがむ. （り a ) ごふ） 
'了 lehiin 这 
Osaka 
London 


Sa。 FrfmciSL'o 
Hongkong 

Kewchwa 打 だ 

Lwoyang 

Antu 打 呂-王 玉ら i が 1 


Kobe I 
Lyoiifi 
壬: [ 0 * う olm じ - '"M 

- 紳 an 波 a ぉ 苗、 
Ti ドが。 が' V'i 


‘。 


taport ef Il 8 背を ! k aRd & 

; . * -r.^Ksa 


Ryoj 巧 n (Port A ド Fengti 巧！ （Mukden) Changchiui _ 

r 巧 ar でな む 

]Ht 拉 IT ぶ 技み i.GHTNP なが A, …を I 名 


C な rrespo 巧 dent ぉ: な t み ぐ -b お t co 班: m が da] cities i 打 th た 巧’ oy!<tu 
:需 Wail ；8ぴ が t 


W yORK AGENCY ： 


Si lnistry in 爲衛 8 如も 《«* , 




だクで 


By a ftlemls が of MHsiii ぶ Co. 

- V 一 こ'- •/' T : - で 亡" r *-. ■ ん 一 - 

A ちが 却を 11 of .;化 が iffcrealed vuiu ? なお 
. of た 舶わ 1 が岂 , お ansaett をづか t もも- 芭な; /苗-; 
■ duf . ry ： 0 を- 饰お 巧むな おか— States ^ ' おを た y 斗 T 

なれを 化 tioa 纯 013 . 1 U .’!> リ た a おを d to な! をす a ザ.： 

- 这む护 impo — お 辞 かげ ミな を す蜡 •、技が 夕谷汪 了- 
す の? 11 : ぶり .な) uiUr 如が pro か 1 础 ng ‘ が r 右. 
which , - a ぉ iouiifed . £ が - about 2 も T か 0 
々な f - poan ^. ず ぉ 知 ぉ む, 舞で も.; a ;.. 空か お 
- inc よを 注 se V . 0 で ご r よな を— Import -.- が— ミ 狂を- -を r ■色 r . 
がな in だ ざ ear , an なお the * tc か 

が， 过公ミ ミれ 1 取 か ts が any ye なが’ まな リ i だ 
技 おわげ y of the sUk . i 曰 dustry 、 み f A - riier -: 
がな ■ - V ぶ.--'- ■- - ■ ' ' ' - '--'三； 

で : Ue : ぶを な! 巧 泣. ..す 0 で- eilk , - - tiiougl ; 

お U 舞 i ' 非 y . な t ，: そを 化が だ y -.-ofr U 咪 .巧 わ ミ 班を 
なな. な; ぶを & が 械.‘ 々た' ち e むさ raa む，]. 

keeps ' を ac み-'' ザ 巧れ ’—. the ^)^ d でを nc を of ‘ ptir - 


邏 欄圓 碰 證薩 = 刈 


k MmM'l 如 HI 隅 る巧〇 ! 强自 が 陆 巧 が til 8 みお 蟹 V 

THE OKIE 沪 TAL K 巧 VI をな、 谷如 — 、。 to yon— tlie 饼が _‘.r : 

が lomari 邪 h が . thh 吨择尋 ncl_ ど ( み 謎 s— な ti’vTe /picUn • たが t む e Ou ぴ ''tal of . も : ， ド -; 
な 汰夕， が 託.； 巧 th-a ■ も 0 よ ’ i をむ ti really is uv- をね &. Twentieth (Te む t 巧 巧 v : - ぶ -- 

rJCIlb； Olil 狂 NTAL 挤 技' VJK\V お か、 not 巧 ミ sii け け 巧 reM ミげ 拍: 。でぶ 
， 呂 a 如 '.肺を i 祐 心- 婚嚴 が汽が ^ .館 ie 如、: か i 施' ed か； ？tel しか' 优 巧 ぶむ ぉ n 装を 福 
Obcideiit. Jfc tells-- the/ truth cf む in がれら th が aw , む 別 aa tk 巧 時; 
. mig]- 儿 b も. _了 あ e Far 招 &8ホー 评 3i'ich means Asia — ft*enis to- もが 寸ご’ づ 
なが 先 i 甘 terpT が. みお 0 打 to .the world か at 。注けを i が elf Occtiici 的 itah 邱 ぶ •こ. 
0 な 1 おが TA し挤技 yr 段 W お V 妨 化 at : i な t がが' が お io む-’ 往 nd |： ミ v が 搔 k 

ミ‘— 姐 去 姑 lig 紐れ お/ r , , 三 

LUCTA が TH がげ C な APIVIaN 

:蓝お t なで，. T1 如 Or 攝 斬 3 -ぶが i 幻 L がぶ. 號お をが れ化 島 t. iS exv みが： 。皆 _ 、 
S . ..み ulDscn をな on. ••が， 化ぶ (5 卓 r ',-. . 气 

•山み 1 こ^お夕お.;给: ぶ-,'; ぶ •心;? ど 激 ぶ；^!^. なぉみぶ 猶 








巧 一 r 一 


書 


#- a _2 is 3 


1^1 

5 




1 C〕. •ク f 

を. 〇扣 r ~ 

岩 パ磕 a . バ 哗 

c .., ’ s ぶ • e が d c 

Z レお -! Yk 3加，げ>1^: バ ，-/ 
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紐 宵 薪 報ぶ 價 (前金 敎禄 共). 一 
日 U がを 五牠 □ホダ 巧を 一 讚' -1 

'□ー ヶ牟 をを 弄 ： ；；■ 」 

モ 九な 十一 年 六 巧サ拽 H 薇を 廣； 

韶巧 . '-1 

を 巧 乘綻樹 人 甲斐 健.. 一; 心 
よ ...筆 水を 渉 一二 1'1 
敬 巧 巧 .菊 育 新敏赴 
..紐を 市 第六銜 ニミ乂 

電話 チ' 3 グシイ 六 四と 一二！ 
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無論 御 索 知で るろうが、 同搏 ，了は： 

^ ホ 俄 奋大學 社 會學科 及び 神學 部め': 

名 製を で、 社會 事業に 關 する 先を 


監嶽を 驚の 會長 じ播 はれて 居ら 
ー ホえ をは 人口 潮礙 論者で あ 


屬 巧の！ 針 ’ 

左は 紋國 のを ± 中檐德 五郎 巧が 排 

日 案じ 願す る黨見 ど. して 五 さ 一呂 

を 111 H の 睹擧新 薇 じが 穂し ねる る 

のなら、 そが 特に 之を 第一 面に 轉 

載して 化 湖に 示す 巧な はお 人 & 多 

くが 冷靜 なる 頭腦 ど、 經化家 的 態 

巧を な 日米 閑 題を 巧が する をな く 

霄 々繫 々ミして 徒ら じ當扇 者を 罵 

ら级 お燕趙 悲歌の 丈を 學んで 唯ら 

じ 無 貴が の 富. 議を 葬す るを 誠 をん 

が爲な も、 H ホ 間 題の 殺； ネ的 解み 

を榮 せんご 欲み ば 避ら く先づ 巧を 

て 巧る 巧な を說 明ず るの 梁 あら、 

單雜 をを あ 義仁道 諭 ホ 巧て禮 殻の 

間 題じ對 せん & する をの 如きは ホ 

だな て 共 じあ 治を 讓 ずる じ ぶら ざ 

の 人め み、. ホ-橋 巧め 窓 端 法す が嚇 

を滨 うて 潑 まを んピ紋 した 公. 谦諭 

‘V/' 二 致ず.^ 予は 本瀉の T るを をち 

:冀 .じ 媛 おを 陳 じて 講を巧 .一顧‘ ホみ 

一-は クんど 欲ず 《記董 

主拂 0 画懸 。廣雜 

公を 衆圈じ 於け る H 本 移 巧の 諸 間 

I 題は 寧ろ ホ 國じ耿 至 じ 聞は のが 赛 トー 

I 並に 巧 地の 統治 上 最も 巧 痛を 感ずぶ 

董 大間趙 なり どす 蒂 輩は 义閣 じがて 

贯議 者が ホ 観 调巧じ 於け る. 人 础間鹽 1 

を講寃 する こごを ホ もま 稱の 事な 

:く 思考す 既往 一一な 年 前が 鍵 人相 率 ひ 

で 谢化莽 に 渡航し 爵で今 わ 合を 國を 

I 建てた るな ホホ圃 おの 血液 中 じは 某 

1 初期 じ 於て は 僅かに 佛 蘭-西 人、' お 蘭 

夫の 血 锻を泥 被した るを の ものな り 

I しがを 時 じ 至らて はおに 多 數の獨 逸 

I 稱 族を 链 をし 現々 最も 茜が を 感じつ 

をん は萌歐 がの が 太を 人と 東軟巧 I 

の スラブ 乂 どの 如を 劣 巧.；； I ■る 道德程 

度の 者が 盛ん じ 移入 せらる \ こど 患 

れな br 蛇の 如き 實 精の 下 じ 果して 

能く 0 前の 如き ホ國 人の 邀德 格、 変 一 

國 必を閔 等の 稻 度に 維縣 する' 事を 得 

i べき や 否やえ 國 人の 道德 也、 変國 >む 

I が 年 ど 共 じ 低を しつ、 をら どの 論を 

は 恐らくぶ 確な 自ご 思に る、 巧ん を 

南が に 於て 道 鞭 お 度の 夕 等なる 黑ん， 


穂の 藩殖力 極めで 盛んなる あら、 巧 

I 数 一千 巧に 達せん どす るを やが 么其 

: 西部 太平洋 沿岸に 於て は殆 んど闻 化； 

の醫 なき 丽 かも 勤勉 じして 產を 巧し I 

つ- < ある 支那 人、 H 本 入を 链 なすが 一 

のかき 實轄の 下 じ 立てる) 大邦國 に 

I して 如 巧じ內 域の 統一を 圖らか 巧ドト 

興. 逆' 德の 程度を 向上すべき かの 點じ 

一た び 想到せば ホ 鹽の熱 斑なる を鹽 
j をは 必ら ずや締 歎を 幾ず る i 能は ざ 
るべ し柯 となれば 

I ▲一圃の 輿 ごは 巧 面 猜の大 ホ じを 

I ら乎 其を 力の 强 熟、 爲 力めを 寡じ關 

をず して 實 に. 一圃を 歎 人民の 道德賴 

一度 お 柯じぜ し 其 程 巧の お 上す る もの 

はを へ 其 低を する のは 遂 衰亡を 

1 を かれざる 至ち 今の 歷あ 之を 證 して 

餘ら あれば な •り、 然 らばが ちま 那人 

日本 A 巧 ホ戲內 じがて 藩殖 する は驳 

レて ホ 園み 利 盛な^ ぞ巧 やは 閔ふ迄 

るな き 所な ぶべ' し、 されば 化 論點を 

从 4 ゴる 0 上拂 一白 闽 題め 解決' は 末 

S 味' て 舞を 农む るか 如し、 今 ホ れ獨 

を 人の ず题 じあ 住した る ものぶ び萃 

がを 勞 ぶれば が 数 や ふを 一千 万人 

じ 達すべし 是等 VJ 雖 ども 移 化した る 

當が じな ては 本國じ 向つ て お 萬の 現 

金を 纔遂 b たるは 閒 ょ， りの 事なら し 

ら旣じ ホ 國じ歸 化して) をの 年限を 

經 適すれば なじ 順良なる 米 國人じ 化 

レて 次鑽 じ本國 への 送金を 爲さ ^ る 

じ 至りし なり 現々 歐巧 じがて 務 はを 

I をつ る こど 最も 盛んなる はか 太剌な 

ら 、伊太利は 獻洲 を國み 最も 貧民の 

夕き菌 V 」 して 知らる 其 貧 ほを 巧 ホ 及 

び祀 米に 移 化せし めて 一 化を I 二 億-力 

I 圓の 現な を 其 本 國へ餘 送す るの 盛况 

j を呈 せし むる じ 至れ 是 等の 伊太利 

スは 、其 幾窥 みは 康を爲 して 財 地 じ 

一 還へ 6 或はを 敗して 空しく ネ 國じ歸 

る もの もぶ かもず ど 離で も 多数は 移 

I 住せる 醫 じ驗化 ずるを 例 どす、 さ 

I れど是 等の 伊太利 A は本國 じがて 

i 旣じ H 本人の 如く じ愛國 、む、 愛鄉必 

の 盛んなる 人卽 .にも あら ざれば 唯 巧 

を 逐ひ產 を 迫ぅ でが 化すを じ 遊ず 隨 

I .つて 絡 二の が 太 刹 ァグ ゼン チンに 進 


I 念を おず る こごな し 然るに H 本人は 

i 之 じ 反して お國の 領主 巧 じ 化しな が 

I ら 日本人は 口 本 A なら どして 畜もホ 


涵じ 同化す るの 窓 思を 有せず 有事の ~ 放 膝を 审おづ るめ 權 龍を 有する や 巧 


I 實ホだ 許しが らざ么 もの ど 見る ベ し. 

されぶ 日本人の みが 外闊じ 巧て •ェ视 
の 巧 あを 拒まれた る 撰を じ も 德義上 


日 じは 商 もじ おつで 日本の 爲 めじ ネ 1 

を 執らで こまで も 大和 火種の 本を を 一 

發 揮して 

ah 本 •八た る 面目を ホ 國の領 i 內' 

じ 固持 せんどす 米鹽 ょらい へぱ邸 

f 他 國の領 出 巧^ 謀叛を 企つ るの 火穗 

を 養成す を ミ 阅一 じして ホ國 人の 之 

を嫌惡 ずる じ 至る は 必然の 数な- 今 

间巧國 論を 鼎諫 せしめた るが が 外人 

主 地所 あ權 禁止 間 題の 如き もぶ お 本 

の理 をは 部 も 妃點じ おする 拳な らん 

ど 思ふ隨 つてが 留 H 本人が 巧 力し わ 
る ホ 業を 巧し をを 蹟み をを 溜め 主 地 
を 巧ち し 腹 巧す る じ 礎つ て 益が が ホ 
_ 乂を體 の 利’ 害 ど 相反す るの 結を を ホ 

おず Y し、 H 本 A は 柯れじ なても な 
I 秘め 愛國 狂を 固持し ホして ホ國 人に 

祠化 ずる 事な': r 常 じ a 本 入の 絕 立が 

I 落を 設立せ' んピ ずるめ 梅き を 有す 円 

すの ホを 输 入し H 本の 總 諸を 輸入し 

ホ國乂 のず 常を 巧 ど 巧ら たる 生活 狀 

L 媳を 維持せ ずん ば 己 まざらん ごし ホ 

戲の國 歌を 歌は ずして ホ 國の領 ±內 

にが 6 ながら 媛々 H 本の 颤 歌を 昭歌 

I す、 されば 狂 お H 本人が 不成功の 狀 


や 唯 國の巧 目上 化の 闕人 ど飼樣 にお 

扱 はれた しとのを 望を 述 ぶる のみな 

きじ ホざる か (二) H 本は あ 巧趨 じが 

て 外人 勞 働を. め 使用を 祭 止す 化 政' 碟 

を 持 緩せば か 巧なる 口 實をホ 酒 人；^ 

あ ふべき や (.一 .云. H 本國 政が ぶ 日. 

はなえ B ぶ、 人の 多 數が垂 然ホ團 

I 化ず る 幕を を 盛ず る やを や 义與- 

I 化せし むる の 外を ず 殺 あ ホ 法を'. 

つ \ぁらや巧や{四)化ホロ本ん 
闕じ歸 化する の邀态 をを すを り' 

ぶ榮 の 曠 じぶ 日本に 歸 るの 一 
や 杏 や (五) 裂 巧の 粗 ホ H 本. 

の 歌繁じ 成功' ずるに 隨ひホ i 
I 窗 VJ 衙 おする 事 なきや 巧. や. パ 
の賴黯 、道徳 必 あび 愛鹽を P 
るよ. よ' 矿 、かみ じ 外人め 發を 
I 比せざる をを 错るや 杏や聲 
I 禪を 異にする 萊が諸 菌の人 一. 

化を せし む もを 爲策 ミす るみ 
I 等 諸 間 題め がみ 细巧じ ホて 一 
ホ 兩國の 刹舊相 一致す る藏 化 
I 關滿 に！： なぶを 濡 ずる 事を 化 
雖 でも おし 不幸 じ レて が 破 小 
寒が 一を せざる 蜗 はを 晚兩掘 
I 者 じがて 最後の 解 巧を 爲さバ 


め宜衛 灌じ對 して H みは 哉 巧を ぷ巧 j 
ごする、 畢途 度す る じが 圖.。 沒-巧 單^ 

澤 はを 熱人雜 がで なく 學術朗 にぶ 诲 
み 度ぶ は 魂 じ ま 喪な もので、 現じを 標準 ごし 經潑 よの 原赃じ 基き 證衝 
.. ずべ. 3 ものでぁる 而 して 曲が 要 主 ホ 

藏 はを 階級の ぶ 派な 巧， 表 おを 選出 ム 

一て 其 磯黃じ 驚ら しむれば 巧 おおを 窥 

らす かど 思 ふが これは 自 かの 化 見で 

まだ 曾 クて 試みた もので ないから 髓 

ど斷 言ず る 事は お ホない.、 現 時 馬 巧 
遊 巧を 一觀 ずれば 兩國 共に 複端論 巧 
お ゐる樣 だが 雨 國の賴 係ぶ 巧を ずる 
じは 斯る 威淸論 や、 な 益の 极據 論で 
I 如何と もす 事は ぉ來 ない 京々 

((寸 ，鐵お 

'参® 售 i ：：：：；： AKA 

►新が，； 鶴で 脈が か她 撒が 9 1 .が棄 
態に 渉らせら る i の 驚 報じ おし 擧國 I 

否を を ひしが 幸に して 輕 快の 旨. 拜既 

►を 極. 巧 隆政變 巧に 頻 じして か 患 
尋で讓 .る 是れ 裳に 鹽ホ敷 難の 載 化 階 
下の 裳 襟を 構 まし 給 ふは 稱然 じ不葬 
マ國民 じして 若しな 縱 度な < 黯慢 
祗く なからん ず 恐らくは 天 狭を 被ら 
ん須 らくが 協して 皇講 を翼贊 すべ レ 
ザ 對米隅 題は ホ圃 ©答 辯を を 瓶せ 
る儘暫 らくが 戰の狀 態 じ 巧ら 叙らず 
I 證 願の 絕幕英 じ 如 柯め渡 策 か あるか 
マ宜敷 魚鱗 鶴 翼の 雖 をを 整へ あ々 
堂々 どして 維爾遜 巧閣じ 肉な しなて 
添 約 違反の 罪を 間 ふべ し 遠慮は 無 巧 


巧遵婦 星た a 法 化舜 


ろご 

^ つて、 豫防的乂口觸限は乂閱か社 
會的 義務で ある ご 論じて' 语ら を、 
をで るる 

ホ 巧が 州は 讚を な 巧は じ乏 レい、 ど 
1 を ふぶ は濕 手で 聚を 摘む 稀 類の 連中 
が 金潑潑 見な 巧 碑し 掛けて 行つ たの 
で、 眞面目 な人閒 でが 巧は 開拓 せら 
がな かつた の だ、 其結聚 々日 じがて 
'乂體 から 云へ ば 下等な 化. 民が 多 救 
を もめて 原る、 相場師の 子孫 や、 際 
騎 神の 藥 が. 米菌 の壌實 なる 輿論を 解 

ん 事が お 巧ない のはを ふを もない 
」 、姻何 じが 州 じがて 猛 熟に H 本 

ぞ排 巧し でも まれは 加が ホけ ぶ 事 

•ホ 國の鹽 論と 見て は大 なる 誤で 

る 

绩あ國 の 立瘍 から 云 つても、 無鄉 

民を 收を する V' 一を ふ 事は 到を 

じ ホ屬が 善良な；' る 移民を 歡迦 

なの 移 おを あ絕 ずるのは 經濟 

拳 さ 畳は ねば' ならな 

がでは 賴拓を 要する 幾多の 當 

つて 勞力を 蕾 要する 而し で驟 


を； ^:;>>**;よ* ■'•ホ "St 
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j 態になる 間は さまでの ホ 難を 招か ざ 

るべき も渐時 成功す るじ隨 つて 益 其 j ざるの 旗を じ ホ も 到る ベ 
ホ 難の 磯を ぞくず るに 至る は 當然を 

肇 なり 故 じ 目 本人が 巧 < も. 今 円 巧狀 

態を なめざる 礙らは 年々 排日 案なる 

もの 現 はれざる； なかるべく 到底 之 

を 防 化ず る 事 能は ざん べし、 菩藥！ は 

巧國 のを 力 おが 頻 々じ 云 崩す る 所の 

如きは 勸も すれば 澈 はち H 本の 利 奪 

に 重きを 疆 くじ 遇 ざ 毫も 米國 の利審 

I 米 國巧地 統一の 必要 等を 限 中 じ歷か 

j ざるを 遺撼 VJ す、 若しが 餘 なる 頭 臘 

I をが てを ホなる が 斷を爲 すごせば 柯 

一 乂ご雖 でも ぶらず や 加州 排 H 問題 じ 

I 關聯 しゴ溝 兜を 嬰すべき 諸禪 の論顯 

を 想を す こ 巧. なるべし ( 一 ) H 本は 現 

I を 外'. 國 人に 上 地の 巧 おを 許さず 縦な 

牺是條 約を がて 之を 許す どの 法律は 


じ パ 博 主の 煮 

シカゴ’ 龍. 俯 
げ 巧の 绿巧は ホ だ 解 ホの 徵 候を 示 

さず、 吾人の 随想は み 第に 攝 まり 

て 一 巧を ふ 巧から ざる 不快め をピ 

忍ぶ じ 難き 機 怒の 情な 或 極端なる 

衝 勤に 際して 戰巧 どを ふ 恐ろしい 
現象を 速 絡す る 0 である 


一昨夜は 巧 俄を 大學 H 本人 俱樂都 I ® 限して 居る、 然し ホれ は微 頭徵祕 


- 第二の な鄕 をを 衆 國巧じ 造る の經么 るる も 赏旌の 賴かホ だ おざれ ば 事： 

- r. ■ I . > 一- 


の 晚變曾 じ 出席して 错 巧の ホ おへ i 

ン ダ！ ソン 構 十一から 排 H 間 題じ對 I 

する ホ ホの 御 怠 見を ホ 瞬の 最も 楼 1 

實 なる 根據 ある 化を 的銳察 ごし. で 


ホつ たので ず 其 親を 惜 巧して 冀 避かは 梅め て' か 都を な事ス a 本人は 


の 載 時が 論の おおどし たいの 史あ 




JI..J 


マ 紳± .は對 手の 跋储を 曾を す然れ 
雖騎 隙め 道義に 浮れ る ホ 張に 對 レで 
興 潮 盛 にがては 火口 爲だ疆 超ぶ 充を じが 非辨を 鳴ら 杳 ，'がるを 得 ホ 
描 巧 程度が 祗 下して 巧く、 箸 マ a みは 紳 ゎなる かなに 巧 人を る 
だを い、 然 らで是 等め 證簿は ホ 國じ謀 ゆるの 態度を 維 待す ベ た 攫 

, - '龜哀 頸 等のを 谣 なる ずで 搜を 不可が 癸 

ザ 濁を のを 藻 伯が じ 柩塌の 典を 管 

ぐる じ 薇み 英 溝雨菌 のを 首 親しく 參 

; 刈して 祝 窓を をす 親の ち^は と龙 

ザ 吳王お ホ じ 於け る 大使 银の窠 じ 

菊 願して みかを 冀强 するめ 淸 說を訪 

み 玉 ふを して 何等の 慮義 をな する や 

►を國 め ホ 權者識 お及び 學 巧の 兰 

者がず 巧を おがす るめ 必要を 感ずる 

間は 當み牢 おの 絕對 維持は 嚷 まれず 

►毕和 じ禪 々の 階級 ゐ 々曰く 爲善 

ず 和 曰く 武装 平 か 曰く 軟弱 半が 曰 
俩曰 < 何 而も 皆 是れ御 都を のず か 化 

►旨 己 を沒 却す るの 思想 じして 擁 

I 度に 後 達せざる 限ら 到庇眞 ぶの ホ 和 

を 人間 社を じ 期待し 僻べ からず 呵々 
.►高遠 の 邸-想 じ獲據 して 巧 か 0 が 
要を 哨導 ずるは 巧なら 然れ雖 實燈ど 
調節ず るの 提案 じ 非 ざれば 擲而 不可 
►專藏 平 巧 翁の 遣を 調を の おお 僅 
I ' 々を 拾 巧 圓シ- 刹す に 遇ぎ ざるを 發お咖 
せら どの 踐 あらなる 樣で撫 いのはを 
全！ 鶴’ どして 幾が 巧め 窝を蓝 ね 巧 
て僞 物め 羡 盛を 質 ふ ど 餘じ國 ちめ 患 



搂 .轉巧巧|§??5、.'>'全とんてご' A シト.シャ尤ソ}おに化リ 

を 違!！^. 讀 蓋；' 速.'" 零義莫 4 城が 叫 

■冷 論磬 椎巧 柄蝴 姑ち％ 遜观 あめ 雄 錠'' ，一. : 一' 
望' 幕‘！ Hi 控夕巧 題 おび！ にだ 犯义巧 > 

- 貧% が 巧 靴 脈離顿 |な の勞巧 . ；一 

'が 朱を. ぶ 巧 巧 頭 
綠を 済を- .巧 趣 
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彰 ほを 宋國じ 送つ て. 一 殺を 

餘 踏を ホめ 而 b て來 園は 斯る 
の 移民を 化を して 毫も 困難を 
いかどを へば 左橡 でない、 ん 
鹽 じがて は 移 おを 策の みに 欺 

口の お 加を 巧ぐ 事は お ホまい 
が义巧 國が每 年数 十 方の 移民 

じを つても が 太 巧の 人口 增郝 

贼 々する 事は なく、 却つ て综 

.'.率を 高む るので ある、 义米圈 

じがて は 世を の 越 過 入口を 1' 切 御 お 

受けす る 事は 旨銜 上潑濟 上を 然 不可 

絶で あつて、 若し 適赏の 制限を 窓つ 
たな^ば 國 民の. 安寧 幸福を 善 ひ褒ふ 

ザき 結果を 發 生す るので をる 
泉銷 じは 移民 渐限 法が あつて 移 把を 


豁辭 上の 原が じあく もみで 毫も A 郁 

I 的な 威が 養から がお决 をすべき ちの 

でない、 巧し H 本 A が 乂稱的 翻 係 か 

らして 米顚 にお 絕 せら か ミなら ば 夫 


熱して 居る 尝が 無い が、 經濟 上、 自 

銜 おぶ 磯が' y 本 移 おを 撰擇 すぶ 米國^ 
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、ぉす 掠 挺 S 


てぉ お. おお 證. 


I 雖ら巧 裳が じ 於て はが 然な 呂徽瞄 中： 

1 傷 等體ん にを 換 せられ 巧ら ぶ 敎仁暗 
殺の 如きは-棚 も 化め 最も 顯 楽なる- 
實 例た るじ逾 ぎず 而 かも 化め ホ蜡殺 

I 樂 俘の 異巧 明白なる じ まる や 久しく 

藻 面 じ 影を 潜め ホら たるが の 大祗氣 

踞は化 じ 俄が どして ま 巧 じあ はれが 

れら ' . 

A 南 化 勢の 離乖は 非常なる 速度が 


@ 體下鄉 庭が 

I 其を め 御を 態に 跑し ホせ とり 當雄殺 
領奉潇 じ 達せる 公電 友 之 如し 
天 正 二 年 お ホ お H 

.化 紐脊 帝鹽爲 領を絕 
ず B 左のを 電じ おせら 
I 廿と H 午を 四時 拜診御 捨髓引 磯き 御 I 

段が 御氣を 御を あ 方 午前よ 時 册ムハ 

I ぶ® み、 と 十、 二十、 ぶ 午 册よ度 二す て 進 巧し 巧れ ゎ 時 恰も 置 圃 款問随 


1^, ， こ .' r — 1:4 イ リ --*:. 1 „ J ーブ ..t..- 、パ ザ活巧 

厨 f< 菱攘體 じ' 短す， 己雄 も 俄じ户 I 紙は ザ； 社說 じを-心 贼 州が 國殊 ん 嬰 ^ 

A'& 吁‘ する こがでは を乘ろ 锦陈上 UI 國 がが 巧 間 題に 關し甚 媛の 漢化 4」 挪 


; お 十、 二十が 后 四が 化と お阻み j 

お 十、 二十 二. 

す 娜麟橫 丈渡聚 東京 文 巧乂學 教授 i 

i 义舉搏 ホ郝晦 おお 巧は 第一 風' ソ！ バ 

i— ド 大蠻を 巧と して 巧る 八 巧 渡 ホに； 

I みせな 間 博 ± の擔當 講座は 今网 創設； 


を b 灑が逃 おの 競ず ょゎ 何れもを の 
愚劣なる 手段を 黛潑 したる を 巧て 旁 
な 對の 気運は 一大 勢 援を典 へられが 
じ 南 化の 紛 巧-はを に 北む 巧らざる 蓮™ 

命じ 陷 らん どす 孫 文が を國雖 新閒じ 
徽を 鼠ぶ したる が 如きは 衛ホ 人ん 南 
精を 代を 巧に 踏を したる. 吿 なぶ 見る 
ベを 巧國今 H かお 敦任 巧して 一部^ 
が 通の 觀察 ずるが 如く じ樂觀 ずるを 
詳 すべき じ 非ら やか 諭 ま耶乂 はを 憔 
的國 民なら 口じ大 じしで 巧 じ 小なる 
A を 信 深き 支那 < を ホま鄰 人は 掠 ~ 國民 た-る 也を ふを もな しど 雖ら をの 


された る 東洋 巧學 じして 一倘 年間 雜 

棋の豫 をなら ど'. 


@爲顚 の 風雲 


义 

蓝 

二 

年 - 

金' 

お 

L1 

ザ 


めて 迷信 强き國 おじして 巧變 地異の 

ぶ おを る じ 當てお 逆ず や 何事 かめぶ 

軍 勃發卞 る：*^ ぶな b.w. 爲 すを 常を ず 

ぶ もめぶ るか 近頃 云 海に 接め ぇを 直 

.I .の 鹿が 锅 證を爲 して 娘 中を 艇 L 巧れ 

で わ 逃走 じぶ るに 眷ら宛 かも 海 ちん I 

i をめ 沸 磯ず るるむ 化 京 ゆ 人 おは 是れ 

資じ乂 媛亂め 化なる 匆 らん やど 信じ 

て 必满 々ピ してを からざる 有線なら 

I ご 德 へらる 化 事 巧て 一笑 じ附 すべき 

も民國 め' 內 部に な實 じが 易なら ぎる 

大 暖流め 機た はらつ、 ゐ るは 疑 ふ 

ベから ざる 事實 じして を 化 跳の 巧 動 

は 最もよ < 之を 證 明して 餘り ぁるを j 

I ぶる、 見よ 彼は 化を じ 没 居す る 能は 

ず L て ご 一海 じ ま h' 家の 四周は 國らす i 

じ乂 なる 滚を投 てす 是れ乂 の 巧ら て 

添を 碟 寒す るを 恐る ょが 爲じ 非ず や 

又踐 會は實 じ 支那： あ 千年の 歷を上 じ 

がで お 筆乂窜 ずべき 一大 盛典たら 彼 

が 大總統 の 位 にがつで 遂に 化 飄曾じ 

あく 礎は ざ- し 所 巧の ものは 彼が 胸 

中碟 ずす がなる 一大 信仰を ちせ ざ 

が爲 めじ 非 やや 宜ら 信ずる 能ばず 义 

一 乂を一!55^ る 能は ず 袁が遂 じ 爲ず無 

めが なる は 能 <么 じ 化つ て證明 せら 

て i ど おじ 义民齒 の 政情が 如何 じか 

i 都に 恐るべき 囊腾 の勸雜 しつ、 ぁ 

々ずを 淀 蒙す ぶじ 充をな 'b. とを ふべ 

で 誠'-』' 礙お聲 傲 銭の ホ壤 どを がな 儀 j 

する おな ち 综ヴ妨 放、 某す る 態は' ざる 

恶皆を 遺ず る や夕識 じしで 沈 年 一度 I 


を實 巧す る じ 於では 従 ホの 關係上 U 
挪朔巧 觀船資 あ當 業者の 苗 痛を 乂な 

らちの あるべし ホづ 第一 じ 諭 巧なる 
歡攀 を藥 るは 巧 本 國猶船 業 巧なる ベ 
さも 多み は 除外例を 要ボ する じ まる 
ベく 本邦 お 船 業者 ミして は 薇 触の 四 
迎 一 航お祖 外 船の H 一 航海 之 じを お 
じつ、、 ある •か 薇 船は 補助を 就なる が 
なじ 化 ホの お 3 がが 齡を放 楽し 祀外船 
はな 人め ホ 火夫を 庵 用ず るが 如き 到 
あ阴難 G るが なじ 遂にを く樣 洲お滩 
を斷 をせ ざる 可らざる 悲迷广 階る 可 
其 結 おは 我 叛船當 業者 じし' てを 溯 
航路 じ從樂 する お 或は お 結ず るに 至 
るが きをが せず 延 いて 掛療資 易 疎 じ 
I 輸巧賀 易 上 至大の 巧 擊を繁 るに まる 
可き は 疑 ふべ. から ざぇ がかし ぶを 巧 
て 巧 政府 もが 國词 .様該 地 踩化撼 領事 
じ勒し 訓令を 發 して 肖で 英本 瞬駭府 
ごを がを 聞 さつ ミ あるか ザ戚 の 巧 巧 
むる 條 件の 下 じ 解み する を 得 ば ホな 
i なな 

础東 太守ぶ 新設 說溝 郡ホ電 じょれ 
ば 鑑園政 靡は おく 擦： 東 太守 戚齋設 の 
講 をり 簡 太守； じは 文官を、 補佐官に 
も 武官を を. つるを じで 浩黑 補驗特 >1 

ンダ タチ 巧は 唯一の 太が 极補 者に 繫 

せられつ、 あら ご 


霜 装ぶ 褐點 じ淺し 補々 なる 隱 謀み 谣 

歲頻 々どして 來る じなんでは 姑 巧 じ 

を 燃 的賴玛 ご雖も 遂に 惰然 ，、'一心’ 巧 

の 權耶述 命 掛產感 髓の擁 覆の 爲 めじ 

想たざる を 巧ぎ るなら 左れ げを じし 

て眞蓝 なる 化 ハ おち 鱗の 爲 めじを 明な 

る 政 巧 家め 務ぞ おすに 弗ん げ 或は 遂^ 

に 第二 S 舉命 はを かざるべし 化め が 

じ當- =>- て 彼の 化 方 じ 恐るべき 鷄 力を j 

有する 

今 绿鄉の お 違' は實 じを 岛じ销 する 

もめ あら 蒙を 人なる ものは 先天的 戰^ 

0 民 じして'々 年脑 化ょ ら乘 馬を 巧 ひ 

一游よが擊 のかきは 巧妙を猛 め て 

他 蘭人の 企及ず る 能は ざるが なる が 

近年 じ まろて は あじ 露國 十- 官じ 化ら 

て 新式 藻 練を 受け たれば 其 兵 救纔か 

じ 五で じ 過ぎず ど雖も 何れも； 蹈當 I 

一千の 興 おじして 而 かも】 度戰滕 のが 

を 知る か毋き 率を らん か萊 十け 人は 舉 

げて 悉く 戰陣 じがは るに まる ザき を 

巧て を 驅化 巧を 突く はみ して 架空の 

說 なら ごを ふ 可らず がん や 巧 佛の背 I 

後には 盤國 が 膝 9 控 ふるもの あるは 

I か 論なる をな' て 巧 佛が眞 じ 蘆を 决し 

て 南下す る じがて はお 化 爭廟ぶ 上め 

大紛亂 ど爲ら を. 雕 四な 餘州 れを 

は 亂戚の 如ぐ 爲 をべき 乎妍れ じが； M 

を臀 の..’ 風壑 甚だ 歳なら どを 毛べ し取國 諸新關 おの 加州 間 題に 關 ずる 篇一 


馨 I 黛み 本 巧 願な 對； 

、 (サ八 H 東京 發 霜) 

がを の 立憲 同志 會 幹部は み H 左の 決 

議を爲 せ b 

吾黨は 加が ± 地所 お 間 題に 關し現 

山 本巧閣 の信賴 する じ 足らざる 窜 I 

を 巧 譲す 

が 詞會は 目ず 疯氣巧 養 巾の 梢を ど谣^ 

證の結 染此巧 議を爲 すじ まりし 事を _ 

茸 胃 せら t 現 巧 闊反對 派は 排 H 賴耀 i 

を褐げ \ - 山 本 內闊じ お 薄し 0 て旨黨 

じ 巧 せんどす る もの 5 如 くなる も 就 

巧な ホ庶 なのな 革ど批 をの 整 濁 じょ 

b て 現 的闡め 基礎は 甚だ 冀閒 な-:^、 

外務 おは 本 U 加州 間趙じ 願ず' る 政が 

の盎 力は 豫 期の 結 瑕を 得る 能は ざ b 

しも 今 尙兩國 政府の 閒じ 於て を 渉 申 

なる 旨を る聚 しね b 
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が 口 源を は 加が じ 劣らざる 蒂 、をが 
隅 題め 影響が 目下 覺齡 しウ； ある ホ 
那に 巧べば 事態は 巧に 爾大 どなる ザ 
き 事 等を 說き 且つ 日本-^ め# みお 想 

り 磯ん なる 事 じ 論及して 
おお おれの 園と 雖 も外國 人の 寶抵 j 

を 綾る 事 じがて H 本 f 柄 じぶ 巧せ る 
者 ホず' 

ど 言ひ义 日本の ま 張め 穏健なら ざら 
5： ■ら ざる 所な. を 論じて 

故に 是は震 人種 闆騷 

をを 爲 する 事を おへ 目 じする の邊 

冻 り、 若し 衣 幸 じして 化 概念の お 

火を 致さ ば 日本は 爾 泮諸鹽 

を 体 y 敵と ずるめ 止 

むな きじ 至らん， '-: 

I どを 恵し 私の かく 結論せ を 

化 館 火なる 化 泉 共 か賴ど 菩英國 め 
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たる H 本 V 提携し でホ國 おな 擊サ I 

とする か 如きは を然 思量 
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おたらし グ； ズブ 五グト 氏が 强 恐な 
る 術 鶴を 飲 巧し が 結 あ 化々 じして 顆 i 

くじ 堪 へざる 紐 親の. 着 劇を 敢 てした 
6 どミシ ダンが ィン ぺ ミン グ巧發 行 
の アィアン ォア 紙は 記載ず る''‘ あ^ 
しが グ巧 はな 上の 韶 事を なて 县 むめ-: 

を 擧を搜 損せる もの ど し々 閒 同紙を 

持 ま ニユ！ ゥ S ット 巧を お 手驳 b 課 j 

識の訴 認を捷 おし 攪窜 要請を 費方诚 j 

の 要求を 爲 ずに まなよ サと H 第 j 1^| 

のる 判閱廷 ぁな、 が 巧 則 綾ぎ 認爭中 I 

なる が 原吿の 人物 か 著を なる ホ 著し： 
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左の かくじて . 一 8 危篤 ど傳 へられ 

し體 下か斯 くも 急速」 御 回 鞍の 期 

じ おはせられ たるは 內 化' 臣民の 等し 
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敕言 

太 慈善家 どして'、 人道 擁證 、世界 ホ 
斬® 賀鳴者 どして 有名なる 力！ 子 V 
j ! 翁は 遜 巧 歐 測へ 向け お 發の機 H ホ 
-醉題 じ 關し顏 間 煎 者に 語らて H く 
I お 圃の殖 巧 趨法粹 じ 化れば U 本人 
j ' は療渊 じがて 永 化ず る 能は ざるの 
I みなち ず、 を じ 旅 巧を ぶして ーヶ 
.. がな巧 の 滯巧を許 さ る 5 の み 、 を 
:んれ お踐の H 本. 人 待遇 法な- = 一本 

1 U ホ國じ おつで 么な 上の 待遇を 期 

"'"棘す ベ.'' きじ ホず、 おし 日本 か 某 ま 

一康を 鹽ホ ずる 結み 戰爭 どもなら ば 

音 じ ニモ ニな 巧の 憐をハ ぁゎ おて' 日 

ネ y 擊瀑 ずるに を 

'ら が 之 日本は 义大陳 じ 上 懐 

す も 能は W るな-^、 方' 一巧 等 かの 

機會； li よらて 上陸し 语た b どす る 

も 彼等は 無事 じ歸鹽 する 能は ざる 

ベ. し、 予 はがが なる 强國； W 雖も吾 

.ホ戲 じ 侵入 せんど 企つ るか 如き 愚 

蔡を孫 さ. 5 •を 巧き を 信ずるなら、 

チは 义化冀 た 爛し歡 々グ タン ド、 

.务ャ 'マン 両將ど 語 も おも か 彼等は 

福 じく ホ 國懲み 巧み' 巧 能を 說けゎ 

.亲 々： ご-. 7.'-.,. ぶ.. 顯 U 

お義哦 摩 酱が楷 .もぶ のな 嘴を 洪ぜぶ 

がを 茹 がか ホを 號部^ ぶ僞違 j 

爱をお 懸を鑛 技 お想^、... 蔡 か. 夺ぉ输 

がを 秦を 驗炸钩 をを せる を觀入 おの 
截路み じ赔菩 らを i . めと 見 ゅ' 

々み 國化犬 極が 艦 棒の. 乂淮 来國お 

魂な { 册な }‘ 當 な. 開猶 うるす きメ 


: 巧の 現金を 提供して 媵食を 就み たる 
I をの 最氣な b しを ぶてを 刻 前 疑な 撰 1 

は 立錐の 掛 な^をの 遂繫人 ぁ 6 しか 
I 當巧兩 雜の紋 接は お 人の 豫朔じ おし 
泣 お氏此 十一. キュ！ じて 獲 かじ 垫二 
~ 得た る じ 過ぎず 隨 つて 巧徵ぜ のが お 1 

; を 現は す 機を なかり しか 故に 參觀入 
は 何れも か 望の 焼 じ そ 解散した-^ 


いッ 家屋 貸 度し 

朦 巧は ニユ. ジヤジ アト ランチ ツ _ 

ク 'V ' ィラン ド じして 家 崖は 美麗 じ 装； 

鄉 しあら、 間数 十五 盛 心 風 逆し 巧く： 

巧 劇には 諸 補の 樹木 化で 巧を 貪る に^ 

便なら、 停 率 撰じ搂 あす、) 切 家具 
がの. 嫌 鳥 尚なる H 本 棘 ± のを 族 じ 貸 
度し、 レントは を 盛、 希望め. ホは 新 
報 社へ (姓 あな 社) 


'♦を 那街雨 おお 結社の か 解 條お當 

地 支那 街の 雨 秘密結社 たる ヒプ シン 

トン、 ォン ジョン トンを 兩 派か從 巧- 
を にお だ 巧して 獲酿 なる 殺人め 大罪 
を 繰 退し ク； あるる は 遍く化 人の 知 
る 巧 じで 一は ペグ 侮を 本據 どし 他は 

モ ブト 街 じ； 本陣を 携へ相 ホ 共に 其馈 

j お 線に をを 踏 入れた る 反 盤 者は ぶ 巧 

じが潑せちもミ继愼なみしか闆街の 

紐を はま 那 願事、 所管 響 繁署鬻 

鄰 ど槪議 の上兩 派め 間に 仲裁を 談み 

わる 無谋 .愈々 が 解す る審 ミな り、々 

一 後热議 をな せし 壌を は潑ホ 商業組合 

.庇 抑 戴に 藻み る擧 ごむ. 召 お 度 ホぶ 靖 

雪ね 黄を、'‘ 蘭 歡人簿 かが 蒙え 永' 
實巧 する ぞ杏 やな 赖 を飯踞 'お古' 

#驚 口 簾獻： 法師 巧が，’- 魔辩 不思議め 

人身' 旨を 術濟 どして おを なる 鬧 法師 

は： 一 僚 巧 画の 敎脊 基を を 儲け 出さん 


廿一闽 法廷 じ 立つ. 奉 四十と 巧に 及ん’ 

だか 現在 栽 お 官ゃ醫 をぶ を ひぶ 即 ホ： 

.ずを がけずに 黒子を なつたら 縣ん 致】 
つて 煽を ないたら する の だから、 细 
巧な 網官も 如何 もし 樣 かない、 今 H 
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されを ぅだから 猛 々索 破らし いど 云 
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去サん 目 獲 入 雑し 貫 下ノ！ スみバ i 

セず 二 了を ょ h な 阳十あ 了 肖の 頼 じ 

，磯 街 串 じて、 J ド ソン 河の 東岸は 觀覺 I 

人ぶ の 嘴し、 海 孽鄉ダ >1 ユグッ 氏は 

まサ ホな 巧 巧せ- , 
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i ' l み 姐 巧 撰ず がる ビリャ 1 ドの チみ 

;ビ オン クィ リ ミ、 ホッフ 巧に 柯つ 
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，と' 月を ホ テグ アス 久； じ 於け る 渡 お 
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‘の爲 王を し澡じ チャンピ ホンめ タイ 
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吸に よって、 觀 巧の 病を をが のみよ 
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I おせ ザ B; 溝が 化 じで 雾潘に 着し 词视 I 
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ねる 程の 豪の もの なれば 驚 技 開催 

I 帮 のが 絳は 殊じ嗚 しく クオ！ A 街は 

一み 論、 スボ； 卜鼓曾 じがて は 盛み じ 

三' ハを 試む る 者 多く 両雄は が自 五な 


術」 をが ぶ樣 じな つため でる る 十 化 

歳の 時 那智の 山中から 下山して A 身 一 
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るを は當 時め 電薇 じて 额じ搔 きし か 

めな 國 新聞 じ 化れば 巧の 惚 おじ 

對す るを 方 雨の 词愤は 特に 深く み 還 

宮殿で かお 就 料と してを 巧 圆を踢 は 
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頸 善な ぇ爵 をを 陳べ たえ 後 A - 简必絲 
幾は 巧 湾の 戴决 じょ-^ で H 本 じ缉し 

滿- 足なる 媽 决を遂 ぐる じ まるす レ ど： 

一 - > 

一 あ も 

I 本 H の お 朝 報 激烈なる 攀鋒 をみ た盡 
0 下 路面に 緻 'ぐ 


ながず 口を 沉 trect . は 39 区) 己 お Y. 
' ご .；' : ^ 色. 运 ain 747 み； 


I 測 


□ 


。診 蔡； 

; A 呂 午前 化 牌 至 十一 赌 
A 午 盾 六路を 間八 時 
- A H 曠 H 午前 殿り 


审 


西み 十 巧了 目 四十 二發 

電話 八 八 S! ー コロンバス 

ぶ 泰錄鄙 i 


、 ..i 

が 


,11 

叢を る rn . がブ 

磬ぶ寶 を-雲 ホ 

は 新報 社へ 御尋 下され 度し. 


►鄉 禮糜酱 血 

小を 歸朝 ホは ずが 越に もす 拘 巧々 一 涵 j 

飽 愈を 恭 ふし 難を 舉萬謝 候 就而は I 去. 一 

ホ 五 H お 陸 無事 歸を 化ら 娱 に# 左 撰 

j 御を 必被下 度實は 一々 お趨鍵 磯部 ム 

す 含の 所歸藉 巧々 諸® をみ 接胞搔 

ータ繼 R 紙上 御 體ホ述 瑕 を逆赏 

武巧 サンズ 街 脊由亭 i ド 


画 鄉卞宿 や 州 

チぶ . ジ！ 衔一蹈 半 
Chas 乂 akagiuya , 2皂 cl】eTy St . 


抓が 棘て ミ) (郝 )( 輯 M 理 

. J a . • 1 /IV /|\ /\ {. 


A が 5 

耶跨ぶ 

T g が 2 

S を-が も 

基 

VRX BF 

，品 


夏場 錫 骑着廣 裳 


磁籠 、玩具、 アン チモ-一 て一 製赫 

鱗 か 籠 類、 造花、 手拭 地、 其 他 製 
滿 種々.. 

取 揃へ 居り 候觀 舊倍鄕 愛顧の 程 

蠢上 候. 


紐脊ホ 

1 クン 


や、 


‘衡十 


读木 磯が 組 


鱗 驚 
古窥赛 だ f 

も'。 だ) 一‘-。： 1_' 


畜 )( 凌.. (雙 長.. 

遠 策 茶 顧 

'西 お 十 化 街 


. 從巧靑年會•^夕稱ニブ經 
日 C •い' 爾を お候當 館'、， 今 间ぶノ 
誦 Y' 阶骚ブ なお 么 上が 然蔭樂 化 
ぶ X 'わ リ尙今夏 ^ 1 乂修携 ヲ 郝 
'I W 饼へ 一層 触 强么上 諸を ノ摂 
、如 t 比 巧 ヲ韩ブ 候へ バぶ 袖變御 
§ 龄 L 愛顧 御宿 治 ノ稻を 願 上 候 
一如 .S 励 巧々 敬 封 
. ,e お w な 稱紐育 目 本人 靑 を . 

S .寄宿 舍 

お I . 大井 巧费次 

^ . ンキ シン トン 街 . 

、’ ぶ も 丸十 八霄 

,i . 画 


■日本 雜賞 3 る賣画 


□□□□目 有 □旨 旨 

加な 木 桃. 井釉邮 

□□□□召 □目 旨 □□ 

• 一10(だ . MOSOZOJ & 00. 

二 巧 ai をち 穿.， N . づ (： 量 
. Tel さ hono 骂 ぷわ爸 cky 


看 


'、A/ 夕も .ヨン ホ， 

藏拜 を H 騰 午後 八時 

新禱會 ぉ水幡 午後 化が 

词胞の 理想 縣 ホ！ ム な^ 巧 おお あ 

をを 能ず 

巧 五十 セ お 一ー ニニ 0 
電話 六と 五 ニプヲ ザ！ 

ホは 秦 光重 



囊 


み 


が 

I 

T * 

G 

ち 


.濤玉 塵 ぅり し j 

帶遵 をる 襟 所、 玉舉 、荷物 透 おす 丄 

ス療 一. 切附廬 のま： I 揖渡ム 巧し 
德 格、 家 貸 等 じ 就て は 新報 社 0 苗樂 I 
i 部に 御 問を せ あむた し. 


圓 法律 顧閒 
i 爲事ぁ 刑事訴訟 一巧 W 

I 契約を の 他の 書類 鶴 お、 貸を お 立 等 
凡てを 雜 上の お 賴じ應 ず、 鑑を 無料 
希黨 落は 孰報祉 へを 遂 まれ 度し''. 

户 ィマン、 ァ！ グ、 

シ； ググ 

苗泻】 aR- R. 3 提 己 
户 再 ミち-; ミ 立 (.a を celier を raw 

，参！^ 

御 醬二巧 9 「テ！ ブ 於'. ボ！ ド 巧 經 
ュュ 1 巧 巧 チヤ j グス而 
十九を (十 町 及 十一 町路 



攀擧 綾：； || 

ホ ヶ月を 紫が 證 、德 かな I 
るち 謝に てを 業 か 瞭用其 一 
，巧を 給 輿す 

バレット じ‘ は特 がの 
敎授の 法 ゐ> . 

二. ュ！ ヨ 1 ク . . 

.? ビング ドン 海 二發 


衰瘍轉 顯藝一 

.固 •本 パい S 藏會- 

おち P 0 N - D 召。 00 DS 名. 

.泛 TBroad 与 ay , N . 

. .! 

南 特窩等 旅館 

武巧 一八 イス トリ； 卜 

蕾 窥二〇 九おィ イン 

友ム 7 星 gh 安， ま 00 さ 口> N' V.' 


I 嚇 






ドみ. 




s 祭 


li 


M 


疑， 達！ 囊 


■お r 雀 


:某 


: 補 


ち 


a 


— 


險實； S を 


0 


游 n 裙訪づ だ' 


:今 




す藝 



i 


1 


四 


軍ぞ 


ち- 


1 . 


-呂 _ 


. ご！ おの 織き^ 

極を 罵 A 巧ぶ じ異敎 徒の 謗を 0 てせ 

fOv 3 /\ 

若し 外國接 じしで 日本が 蒙 A し 如 

きを 遇ぶ 受けし ぶか ば 戰爭が 到底 

ス す 避 吾 國若化 暴 房を 看過 せんか 
a 本の 廚 威は ぶじ 凌 奪せられ たる 
もの 也、 吾讀 じは ホ 國宜敎 姉は ぶ 

ぶ 要な" ソ 彼等は 頃 X 先づ 彼等 自身 j 

の國 民を 德導 すすし、 日米の 顧を 

.か' 麟絕 された- VJ でけ ネ國 民は 巧 

等 憂 ふる 所な きな なを々 

太顏每 .目は 白く 
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^れ> ぐ 一を の おを 巧 かかって 其處 

で 吾. 巧な-: 四月な も米國 霞なる もの 

を 修養せ しめ 風尙 動が か ド n からぶ 一 

でも 本國 式むな っお處 でを 段 どし で^ 
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- 喉を 洛 易に 太 あ洋方 晒に 固 おし 梅る 

孩前 たがて を 裝を關 おもる を @ でが 

I 薛 機化 どせ む〇巧 本 じして 比 银賓ぶ 

奪 はん £ せ ば 其 欲する が爐 なるべき 

~ め みならず、 ホ 畦 も 义 ず じ 嘘して. 略 

する を 得べ し、 而もが 煙は 太率洋 

一め 賴 鍵なる が 故 じリ本 じして 费じ一 

: ホを 繼 めんか、 あで ぶ 斌隊を 加が じ j 
'な繼 せん も. ぶこ 毒 難 奉じる ちぶるな 

毒 诚は饼 韻 「撫を @ 鑑？^ ぶ 菊 

:| めじ 藻^れ で 終 おぶ をけ 本 じ： 講ふじ 

ki るべ けむ 〇予 は從ホ 日本が 戰爭を 

I 黨 望せ. CVW 倩せ ざら しのみ なをず、 

取 r H に 於で も决- して 爾か 信ずる 濟じ 

ホず 0 おれ 並置 n 人 じして H 本の 圖家 

; 的を 擧 を攻繫 する 事を 繼 猿し 叉は j 

! がを しで 之が 巧 擊を敢 てす るを' 許を 

I せんず 〇目本 政が が 輿論の 沸騰に あ 

; まらる j のみら、 極端なる 方針を 執 

んもホ だ 巧 b 知るべからざる 巧を 

60 曰 本は を 邦 どしての 蒂人 どの 條 

I 約 上の 權お をのみ ま 張す る じ 北 ま 

を じ 巧して 巧 加州は ±她 法案を 提出 

I して 日本人の 權巧 をを T しなて 撥ぶ 

.一なる 條 約を 無渐 ごせん ど 試み クミを 

; る もの 姐 0 

如斯巧 嚴は單 純なる！： ナリフ 

シ ョン」 なり、 巧 どなれば が贿は 

I 口乂 條狗絲 結げ 一. ホじ蹈 する 當事者 

ん一 なれば なら 〇 加州 選出の 元ち 院 

聚眞な 日米 條 巧の 化 準じ 參 加せ ぶら 

下 レ かか 巧、， を じ も 巧 じも條 約は’ 國 家； 

を最离 のを 傅-也 〇 如何なるが ど 雖さ 

を無雜 しおく は么ど 抵觸 する 法律を! 

剩 i 足す るの 樵 利な きは 明瞭な 自ど 調； 

I はざる ベから ず 0 今 おし 新： n ホ條 約； 

でして 假 じ. 鞭畿 巾に 遥ず ごせぶ、 孤 


ぶが 批 準じな 對の 意を 表す ザく、 他 

みを 州 も ± 地盤に 學董 閒趙 をを むの 

かを 巧て 疑 もな C 彼等に 助勢す ザし 

ど雖 、晚じ 傑 おの 嚴 がせる 巧 上は ぶ 

1 奶は 勿論 他の が挪 じがても みして 么 

を 無効 ど せんとす るの 權がゐ る 
なし 〇郝州 じして す： 伞あ らば を 敷 外 

I を 上の ず 段を 盡 して 條狗 のな あを 金 

|圖 ずべ く、 要する じを 惠的某 礎の 上 


じ W 米 か' 條 約を 絲 結す るは 爾國 々民 

I の荆益 'たるべき なら 〇然れ 典 香 人を 

てて H 本 おくは 他 國公戰 ずを 爲 すの 

正む を 解ざる じ赔 るが かきこ ど あら 

j ば是れ 寧ろ 加が の 貴 巧 化ど斷 言せ ざ 

るを 得で 凄. 
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蒂燕 頓な瑚 特命を 權 大使 子 得を 曲 

I 給 6 銷下 、を 人は おを み 一 寒 生じし 

てぶ 幸 ホ だ 閣下の 馨孩じ 接する め‘ 機 

I 貪を 驚ず、 隨て賤 での おを おを 燃 じ 

ザざる 者 化ご雖 、おじ 普ね く 社 脅 じ 

I 霉ボ せられた る觸下 の 「バ ブリッタ 

レ' コ！ ド」 じ關 しては 之を 道 聽途說 

じ徵 して 略 其 一, 班を 窺知し 得た るを 

I 倩ず、 乃 もを 人が 茲に 憩嚴を 督讀し 

で 一書を ぶを じ呈 せんどす る 所 巧の 

めは、 素 ょらを をな 情に 攀緣 せん 

どす る じゐら ず、 窃か じ 想を 扫 '米 固 

夕の現 化な び お 巧じ勞 する の餘 、敢 

國 々家な A 相な ぶ 剌蠻ホ 戚じま 犬の 

I 關繫 ある 蹲 翅じ對 する を 人の i 篆言 

を 化 露して 敢て觸 {4- の窗 愈を 公 ひ、 

併せて お 高 敎を仰 おんど 欲する じ 藻 

のみ 〇廉幾 < は 閣下 洪 海の 畳、」 

寒 生が 不遜の 罪を 銷は夕 巧 措 解の 

ホ 節を 巧む る こどな S :-、 唯 おじ 側々 

の. 徵 あを 敲ど する あら ば 河ぞ蜀 みぶ I 

乂 のを 渡の みならん や 0 


を 人 おて 之を 本紙々 上 じ 梅 諭せ 

化 閒の淸 息は な 年 職に 藥灌锁 事の な； 

にな 如て 詳 おお 藻 両 横の 眞相じ 逆 中 

る觸 下の 巧 じ看玻 する 巧、 をず しも 

を 入. の酿 々を竣 つげ 娶 なかるべき 
も來排 H の運觀 はお 源を 人 桃の 傲 見 j 

じ發 せる 祗會的 族を じしで 福 勢の 一 
弛 一張 一進 一進る る 每じ徐 々じ 病毒 j 

げ傳 .播淺 潤を 攫 ふずる こご 宛然 「テ 
ユバキ n — ンス」 め 嚴巧じ 異ならず 
了 r おしを を 病勢げ 趨 くが 權に放 憤せ 
だ 深甚の 禍 破を U ホ感 をめ 前を じ 渡 

すじ まるべき は昭 々乎 どして ホれ 滕 
なら 〇耐も あ 巧の が 卿々 おじが ける 
排日 おおの 發 現は、 樂殆ん ど 常を じ 
魅す ど雖 、本 期の 卿を じ提 おせられ 
たる 漁 藥法窠 、學量 離隔 法案 おじよ 

池が 巧權 禁止 のかき じ まらで ょし 
费去 明な じ挪 H 病 溝の 溢 城を 擅 ま 》 
が 山つ、 あを.！ 魏ぶを ベ 苗 掠み を ホ j 

や。 躲め 如ぐ 婦鑑國 際が ま 綻¥ 敷满 

. 對等條 巧の 视义 じ途 化する め處 

瑕は、 谭じ 米ん 中み 巧識 着を して 盤 

獲せ しむる じぶ るの みならず、 眞じ 

こ 十 おが じがけ る义 明の 巧择 どして 

法 A の 猜繫を 加 へんどが する 巧なら 

を 人な 巡 去 じがけ る 日. 乂國 をのが 

潘 のかき 密 がの 關 係を あせる 歷をじ 
鑑み、 直つ U ホ賀 易の 巧蒂 錯綜の お 
嚮歡 少なら ざえ じ 願み、 凑ら じ無黃 

巧なる を 口 錐を' ホ 張して 衆激を お曠ず 

るの 却て 累を國 を じぶ ぼすべき を 礎 

信す る 者なる が 故 じ、 轉 々じ 磯 情の 

I 提案を 爲 すを 巧まず、 然れ おな 巧 我 

I あ 府の對 ホ ホ かは 一言 0 て 之を 薇へ 

ば 無 患 巧な ぇ 事 かれ ホ 義をお 持し、 

偶々 佩 I 辟の 議論 だ 試む る おぁれ ば 彼 

i 等を 慰撫す るに r 額ら く 適當の 機を 

をが ク べし』 どの 語を 巧て せる が み 

I 視よ旣 巧 じがけ る學 童閒殖 を、 當時 
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からざる もの あら、 無識 なる 券 働 ■者 
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I じ 許 輿す るの 巧 萬を る 試め 音質を 得 

I ねる じ 巧 はらず、 游 然を裘 めだを な 

をな て 外を の> 聪 款化ピ 信せ る當尚 


- し、 終 じ ホ 厳が 胤の 爲 めじ 逆る じ 旨 

邑化誠 恵な 有無を 問は か、' 延 で.， での 

レ スペクト」 ご閒情 どを ホ ふじ 至 

がる じ めらず やひ 如斯 にして H 本 外 

をめ 權威 ど僞聲 どを 做たん どす る も 
驚 呼が 難い 哉 0 . 碱は逆 お 傅ぶ る 所 じ 
矿れば 巧 政府は 到 鹿が お 架を を ホみ 
を ゆ 上 じ擧が 巧ざる ベ' きをち 奪し、 
お ホ H ホ 武力の お 突の 止*^ ベから ず 
るを 信じ、 一度 比 磯 職を 米 人の 雜卜 ； I 
じ擲 J しで 賴伞の 侮 辟を 蠻 がん-こず 

るの み 意を 黎サ ..るに 似た 6 ど〇然 b 

ど 搬是れ 率を 卒 かの 賊 じ裁决 せんが 
海め じ 盤ず べきを をぅ ず、 擁す バを 

を爲 さず して 抵 ちじ 卞夕が 見わん と 
I する 潑 面せる 挑戰 論を の說 な^。 盆 
じがて がま 人は 巧の お 要る をて ホ隹 
がを 機 關の锻 がする やを 疑は ずん げ 
ホらず、 お I ホれ 外を ソ體 事を した 
な 命な 寺. 形式 銜價冀 を 逆換し > 化を 
勝 劍め辭 令を がを ず， る ものなる しみ 一 
則ち 芭 む、 苟もが ふず.： でが ば 我. あ 麻 
j 當 風を じしで A ホ泮 上に 於け る 或は 
I 戈 鄉大隆 じがけ る 祐閣權 力接觸 みれ 
めじ B 米疯 突の 避く ベから ざ义 '赛 
する は ザ 神も甚 し. ど 可 謂を。. 灌れ徒 
らじ巧 外 巧の 無 爲ど巧 玫萊の 無 離 ご 
を 自白 せんどす る じ 了ら < '、'を 人は 
ち おめ 國稱を 獲し、 幾 萬の 生 蔡を常 
るの 俯 じ 孫ず のを ホを 蕾 巧し で'、 截 
はやして 化づ捷 つの 遊を 嘆 街す るが 
I 資 明を 正なる じか かぶる をよ 張せ ホ 

みば あらず 〇 即ち ホ入じ 巧して； は徘 
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雨を 示す 能は ず どがん ず、 おんけ 撒 
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ぅなとの めた^ 白き 化 散る 
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は窗 '人を 目す る じ 蛙 じして 牛に おす 

るを 化 ど せらが 暴の 宮議 不可 默 過を 

►彼等 常に 费働 をの 鼻息を 銳 ふを 

みて ホ蔡 どす ぇめ 葉は 到 麽眞爾 恩に 
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ザ 米' 西 戦ず 巧舊 夢を 追懐して H 义 

か 衝突に 虛 をを 槽 せんどす る も雜か 
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A 愚 お- 禮 ァ スト おのかき は 畢竟 
き', フ 八、 ィ！ 力！ を 巧て 齡ホ夢 死 
I する じ 了らん のみ 政 渡 道 樂はあ 太' 審_ 

ザ轿跑 ..な 煽勸 み 武器 化 どは 佛蘭苦 
がの 宮锻僧 かじ も 南 出し 能は ぶる 語 
なを 巧 馬鹿 もがみ 化み を'-^ 一、. ミ哉峭 
ザ：^ 古或裡 みる 案 華 维懈無 办链藏 
ザる を 巧です を おに 慈 が 病が^に- 

禮せ ば何ぞ 速じ當 韻め 獲吿 を不满 ず 
►武力の 衝突 ゆ撤 のがぶ 邻姐 紙上 
のな 寶の 巧； ッ戚 み 如きち めじ あらず 
A ァ 'タト 君な 敷贵赌 ちの 隊寂 どなれ 
巧 胸を る こど 若の 如くず 腕ゐる 
こど 君の 如きは 冗 じ キン.、 ジグ ぞャ 
- を撥禪 して H 乂ど戦 ふの 赏格 あら 
A 禪化 ..兩 溺の賦 じ 肖 おとして 拂 H 
論を 泡 草し 得る め 沈勇を らば ホ ホの 
I 大統領 どして 塞哥 あじ 若 藤し 得べ し!! j 

マ排 H の 本家 ジ 3 シソ 'ン をは 政略 
一 上の 惹 味を 潭 をして 雑爾遜 大統領の I 

化囑 をを ふせん ど ザる もの じ 似たら 
マ 流 巧 じ 八— ズ 巧の 胺化丈 あらて‘ I 雨 

モッブの ぶ 邵：を 解す る 者 ど 謂 ふべ し 
I 然れ が日义 嵐を の將 ホを 如何せ む や 
►近電 はおた じ 巧佛の 協約が ぶを!！ 


.ま 执夕襄 々巧襄 段を をを j 

な，- ぎが だ 巧 u . 知驾 皆* s ぶ さる 茜が if 夕 Yr 、 於 
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を 度 大使に 輿 ふる 專 
.... . ( 1 .面ょ も 績 く) 

ま 入を か沁 思. へら < 、舊を 0 降な 
國 0 を變 頻りにして 無氣 力なる 長 補- 

侯の 遙賢 どな 自 、狼 潜なる ち 頭を の i 

を ㈱ どな--^、 尋で 覇必雜 々たる 權兵 I 

衛 伯の 街展 どならて、 キ じて 一' 段を^ 

を吿げ わらを 曝气現 巧趙が 眼前の 雞 I 

搏 題を 解み する じが 殺せられ て、 其 
妓統を 外を の 方面に 耀 ふの 時日な. き 
じを し 突か どして 蘭で ホ 次の 强 硬な 

るが 議の 提出を 見る じ まらた るは、 

恐らくは 閣下の 故 罔 政府 じ 致せる 周 

舞なる を 意 ご 熱 恐なる 慾潑 どじ 基き 


たる*^ のな 含 ど。 叉 思へ らく、 曇 せげ、 た ミ 如何 じ 某の おを が 致 


■0 


人 或は 曰は ゎ是れ 强ゐて 根を 米 入に 
I 買 はん どす る もの じして 其 惡影蠻 を 
白 本の 輸出 貿易 じ 渡を せしめ、 巧の 
得る 巧 到底 失 ふ 所を 償 ふじをら やど 
鳴 呼裕人 0 俗論は 夫れ 遂 S ? 民 
人 VJ を擾 毒せ ずん ば 化 まざらん どず 
試み じ 思へ* ホ國の 日本の 茶、 生糸 I 

を 輸入し、 陶器 雜 賞を 輸入す るは 需 I 

耍 供給の 應がじ 維れ 狼る 經濟上 必然 

の事實 なる のみ 〇 ' を假 なじ •日本の 生 
I 糸が 傭國 のを ホ じがかず、 日ぶ の 茶 
が邱 度、 ま 那の茶 じ おかず、 山 本の 
j 陶器、 雜 貨が獨 遮の 陶發 、難 賞 じか. 

かずして 品質 巧惡 、煩 格. み廉な 


日 お 野 緩 領事が 桑 港を 巧な 補、 忿谣 

顆下を 乂使潘 じ訪闽 せる は是れ 閣下 

の 『ィンスト ラ クシ 3 ン」 を 循んが 

爲 めの 要评 あらしに をる をら む ど、 

其 推 鐵め當 巧は 暫 らく 措き、 假 りに 

大統領 維廚遜 巧が 排 目の 辯議を なす 

が 如き 霞を 曉漢 じぁらず、 國 務卿武 

雷を 巧 ど 共に 辭を化 ふして お議 0 姉 

義明 白なる を殼 むる をを 言す る あら 

ん も、 法人は 大統^ 若く は國あ 卿の 

一所 謂 好意的 「アブ シユ！ ランス」 じ 

めみ 旅賴 する の 想 験なる を 響吿 せず 

みげ を も ホ、： 獻鑑攘 かを ホ,. が 1 卜 

對瓷 半み ち 力 じな^ろ 巧々 缩高苹 巧 

I は 巧妙なる グ ー ズ べグト ぶか 慰雜ど 

機 錐 舒の如 前 VI 卜 巧の 銀を どじ 域 

せられた るが ためじ、 當然ま 狼し 得 

ベから し：： □本の 權 利々 益を ホ 狼せ ホ 

して 風 奪 的、 がが が 誓約を なすを お 

儀な くせられ、 彼等を してが をを 化 


くこ 


治 的 じ 親善 敦厚なる じ もせよ、 米 人 

は 甘んじて 日本の 顧客た る 港じゐ 

ざる や 素より 論な き 所也〇 徒らに ホ^ 

人の 感 巧を 雀 せんこ どを 一褒 むて 言 ふ 

べきを 言は ず、 貴社べき を 質め ずん 

k 彼等を して 自 なじ 靡の 輕垂 を萍を 

かしむ るの みならず、 化が の 夕强よ 

H 本 外を の 無爲無 館なる を觀 おせ 

らる べし 〇か斯 は 東 泮の盟 まを 巧て 

自 化し、 お 嫉游體 の 抱負を ちずを 新 

興國 をめ おへ 得る 巧 じあらざる 化- 

まん は 蘭 下の 豐 富なる 經驗 ミ 趣' での 


ぶ 焦慮し つぇ あるかを 表 巧し ねる も 

のなら ど 

A 統議 寶は發 表せられず. を 0 大使 
の 提 おしれる 抗議 書の 巧を じ 頸して 
は 化 評-化々 じして 其 梟 相を 捉 ふる じ 
I おな <1 II 二日 前の 華府慮 おの 如きは 
目 本巧議 のま 眼を 巧て 「國 威毁 損」 
じあら どし 檢も戲 爭を睹 して 巧議し 
居る かの 姑く じ 報じた るか 某 消息 遠 

の談じ がれげ 其 巧を はが 溯閱 題を を 

お夕 J して ホ國 民の 差別 的が 遇を 鶏 じ 

此機會 じがて 媛ての 日本人 蘭 題を が 

巧 せん ミず る じを るら し'-- 歸 化. 權獲 

得に 說 しは！！： 明記す る 所な し》」 






立感 見な 今 も猶異 .る 事な く魏 霞：」 i . 九 寡 京簽電 

"レて 歌ずに 依ら 和 道理 公 掘削 じ訴 i を 添 担 博 ± 1 巧 お あ 目 ホ 詞悉會 を 


へで 解み せられざる もの 無き y も 
子の な 巧 期 閒じ戰 ずな く义予 のが 
生 中戳ず をらざる をを 信 せんど 欲 
す ミ々 

な上武 巧の 聲言は ほ ホ 間 題に 願ず る 
誇大の 報 導を 誠 めんか 爲な 、ソぶ 葬せ 
られ たな. .品 


~ 代表して が 測に 派遣され たる 法擧搏 I 

± 添巧壽 一を の 一巧は 今 化 H 正午 新 

橋を 出發し 見送 人 雲集 中 じ 山 本 農を 

務 大度 後藤 新 牢遮澤 を 一 東を 南を 坂^ 

を 巧 雄 一二 男爵を 見ず けた も、. 级巧家 

今 西 兼 二 巧 も傳モ r わ ど 同が お發せ 


® 人穗轉 題ぶ 

(十ぶ 日 東京 發亀新 紙の 謠 調) 

la 本 政府は がを 譲が じ ま 障な からし 

めんか 爲 日米 關 題じ顯 ずる 集を を 可 


A 知事 ジョン ッン 巧の な 場 大窺領 成 陽 止ず るの ホ 針を 採 もつ、 あらで 

r r I 一 • ， 一， ■、 ン 3 .VI 方！#' • F > 1 ■ k_ ' > . 


の 要求を 容れて 署名を 拒まん か洲民 
の 輿 謀を 無 親す る 者 ミの 批難を 巧け 
I て宮 田の 聲 望を 失 ふの 怖れ あを、 も 
I し 然らず W ずれば 大統領 及び 多数 ホ 
j 人の 意に 反して 事態の 因 難を 巧大せ 
しみたら VJ のを 攀じ堪 へざる 可から 
ず、 ジョンソン 巧の 境遇は 目下 特稱 
め デン ンマじ 巧-^ ぶい ふべ し 
A 大統領の 巧 意' 这 して 十二 日® 
電報の 報ずる 巧を 說 せんじ 排 自主 地 
まを 0 て 患を 上-^ し'^ は法俾 上の 聞^ 

領 VJ しで ホ 慶政廢 自ら 最高を 鶴の 裁 


隆盛なる 窓氣 ど庶 レて 賴 下の 犀 刺な かを ホめ 或は 海 ホみ 裁 おた 說 惑を 聰 

ら旣察 どじ 化 激しで 暫ら G 時 おの 推 起す るか 如きは ウイ グジ^ 巧の 岡が 


後を 巧識 せんご 欲す 0 刻下 爲巧家 頭 

I ドのを 棠自 をを 新る - 

• - 恐惶稽 昔‘. 


參 日米 聞 題 

A 乂 統領 云 度 目め 馨告 可み されれ 


どご 一寸、 堅 子 輿し 易し ごを 嘯せ る 排日 ± 化 まは 目下 前 州 知事 ジ 

イ， ■ 、 t >• 夕 3 * A _ r • iS t\, M 


ン 


犬 


てめ しじ をら やや 〇蘭 下是れ 之え あ 

じざる ベから ず 0 

'蘭 下の 頭 臟明腑 > 思慮 細密なる お 

め ょら I .寒を の 富に 聽 くの あ 要な か 

るべ し泛雖 、人を 巧て ぶ 言を おつる 

I は 萬 ± のぶ さ f 、 る 所 化〇を 人を して 

率直 じ 曰は しめば、 化 際單じ 米國聯 

巧を がを して 加州 知事 じ移嚷 して 拂 

目 議案のを 殻 若 < は撤闽 を勸獎 せし 

むる をな て滿 ぶす ベから や、 宜 敷將！ 

巧の 禍根を 劇絕 ずる じ 資せん が爲め 

，じ 必要な^ ど の理 をの 下 じ餘化 法を 

なおして 完 をなる 巧 ほ權を 邦人 じ 評 

與 かんこ ピを 化が し、 么に對 ずる 後 

I 旧の 左 券を 要 ホすべし 。又 H くもし 

I ホ國 聯邦 欧府 じして 陽 じな 府の 抗鬻 

j を 是認し つ、 陰に 言を が權の 不巧僖 

じ籍 たて 排 H 讓 案の あを を獸過 せん 
どせば 進れ で 第二の が 譲を 提出し 最一 

I を迄强 趣の 態度を 維持すべき 化、 俗 一 


ソン 巧の 卓上 じあら、 單じ 巧の 署を 

を俟 つで 盧 もじ 法律と なる すき. 性質 I 

の ものなる が 乂 統領 タィ グ ソン 氏は 


/ ー ミ、 7 一ろ ミ 文 づも巧 ijp,; : /ノ ， - : J — I 

幸 十一— 蘇卿武 雷. 安 巧を して ii ば ホ 菌は條 約— じょえ ピ パ^ 

■ - 日本は 姻淵 知事の 著名 後 柯等為 速な 

るず 段に 出づ るを なく 徐ろに 中央を 


1 び加渊 民の 反省を 促さし むる じ まれ 

ゥ氏 はを 縫一吿 にがて H 本の 嚴重 

以ぃ歡 Xl 繁 私る 蠢案 事が は谭 


の^^:: 裝， 

天臺搜 で じみ 四 巧 


をを 經大 絳元輔 

三 常 鄕大 おを 宮辣 御座 巧に 巧 さ杳； 

れ 出ネ菅 相ぶ び 倚を 畏參 刹の トー 左， 

の 通ら 特にが 純化 稱谦を 磯 ふが き营 I 

I 御沙汰 ぁ .9 

お軍乂 猫を 二位 大鄭位 巧-級 ぉ爵 
■ .東； 鄕浑 ，八 飯 
|一 兀娜が 被 巧 {' 聪じ 元紳の 稱號を 勝ぶ-). 


する 巧 じして 巧 一一 其 必要 あら ば 寧ろ 

; H 本 側 ょら 之を 提增 すべき ものなら 

とは 同氏の 盒 見なな ど 

A 掃菌 ながめ ホ 針 如 巧 ジョンソン 

巧は をを 拒否 權 (ビト パブ； 一の 消 

滅 VJ 同時に 尘地 案に 尝 るすべき 摸樣 

なる かを じれいし 兩國致 麻 かお 巧な 

る ホ 卸を なて 時局の 解 巧じ當 るべき 

やは 世を を觸 民の 雍 しく 媛 親し クミ 

I ある 巧ぶ るか 目下の 情势 ょも 察すれ 


ct/ rr. - • 

昨夜 購權 の尝 ならし 日 ホ 襟 會め會 を 

ょ爲 こお もしれ る 程な をら 新聞 雜誌 

を 主斌間 趙じ對 する 論評は 化然 どし 

て繼續 され 居れら、 苗戾栽 聞の 襟當 

I 蘇峯巧 回く、 白 哲人 硬の 徒黨 前を 略 

は 目 本の 爲め將 た 人道の 爲め速 おじ 

破 壌され ざるす からず、 と 破して 他 

諸新閱 紙の 筆鋒 f 齊 しく 白 入の 入 稀^ 

的 偏見を をめ 「劣等ち を 入 強」 て ふな 

お 人 極の 迷 想を 打破す - & じ ホ ぶれに 

な 本は 遂に おがみ 國ょ 5- 顆逐 お：'-^ る 

じ まる 可し ピー おへみ：；--.' i : " 
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防止み 策を 講ずる は烦る 難事に し 
て お 方法の 如 柯を說 くょ らもと 八 
年 前 巧の 化 一 禪の病 氣じ對 する 治 I 

療ホ 法を 謀ず るが 化が なり 而 しで 
H 露 戰ず當 時 H 本 お 負な 6 し 义國： 

が， この 四ぶ 年め 間 じ 著しく H 本の 
A 氣を镇 したる は敢て H 本 か 米 閥^ 

じたいして 何等 义题 巧の 感情を 警 

する 所な きじ 巧らず 或 稀の 义國乂 I 

か 日本の 人 氣を麗 からし* d ベく 煽 

動ム たるが じ 逆ぎ ざれば 何等かの 
ホ 法を 設け 能く ホ閣 人を して H 本 

のが 態を 知悉せ しむる の髓 巧な 
必要を 感ずみ 阅の排 け壤じ 就て 加 

溯の 巧 精を みがす る じ 王化を 所ぶ 

しおれる 農家 或は 實業 家の かきは 
がて 目 本 乂を歡 迦し义 中ぶな る 態 1 
度を 執ら 居れる か 其 他の 勞働 者の 
如き 所 造 ヮィ 速か議 貧の 選擧 
じ 於て な 粟を お 用し で排 .口 じ贊成 
せ ざれば 諮 員に 選 おせず ど 威 跡ず 
る斯 あら'. たる 結 あ 加 规謙會 は 今 H 
のかく 大多叛 の 排扫黨 を 見る じを 

たる もの じんで みして 郝洲を かか 

'一-が H. 難に あ. もぎ 一る-ぶら 克れ端 -H 地 

を かょ じ繼 なを 羅過卞 えこ' 艺 がゎ 
VJ てを 人な 巧して 驚-わ 赶ら .乎が 

邦人は 世界 じがて 最を 平な ゎ ど 避 

せられつ ミ ある ホ國 高等を 路じ其 

理莽 曲度を 訴ム るめ 法 ゐら离 等 法 I 

除は 么 じれいして 必 ややを ホなる 

旬 ホを 下ず ベく 择乂峰 之 じ 向つ て 

充み 信賴 して ザな も. 今 H 巧圃 おか 

を靜 なる 態度 度を 失して 得らに 遇 

激の 行動 じ おでん か 彼等 排 U を 策 

す も】 鄭义乂 け 之を 轉も 設けね 主 

ものぶ して 疯 もじを じ應ず ベく 其 

結 おは 徙じ米 人を 巧して 却て 加洲！ 

閔胞 等の 前途を 誤る こどな しどせ 

ず么 等は 巧國か 米國じ 池を 貨 して 

火を 焚かし むる の 類に 巡ぎ ざら こ 

這を 思 ふを なら 


去 寸二巧 加が 同樣の 排日 立地 案を 巧 

みしが 知事に 廻附 したる かが 尘化窠 I 

は 歸化權 なき 外國 人に 止 地の 巧 巧を j 

許さず、 借 逊斯閒 をぶ ヶ年 にを 限し 

る ものな ち 


•化が 訊 飼 氏は 去 十二 日 
突然 腦 溢血に 罹ら 爾巧 療養中な b レ 
か 家人 一同 巧 方ず を盡 せし 巧裴 もな 

くま 十五 H ザ おと 時化み じ 巧 去 せら 

れた ゎ、 氏は サ ーニが 前 渡 ホを 幾夕の 
辛 厳を 嘗めて々 U ち 萬の 篱を爲 すじ 
ま b し 東部 成功 著の 一人なら、 葬儀 1 

は 巧 十 化 H 午後 二時自 を出惋 ブグバ 
! ド 乂葬燒 じがて 執行の 答な^ 

♦お 旅館め 移轉 ああ 十と 街 一二ち 四 
十 帯のを 大 をる 家 崖 じを 轉し大 勉强^ 

じて を 前祠線 绣樂す 

♦泉 お 氏 前 號巧栽 r 國騰 をを 上ょ' 

b 觀 たる 加が ± 地 案」 は 間 氏の 帯畜 I 

なら - - 

•巧 戟會の 佛巧黨 お， 級切ム ハち 十 g 

，兼題、 ゴグフ 、を 稱嗎 子、 巧が は揣 
じ 限る 

® 共 職實貴 .遵 邸— 傲'®^ 巧勵遍 

の おおか 近來 じがけ る鬧 を々 員の お 

がは 從ホ 脅て 無き 巧な 

■さ ■ II * 古 ，二* 二 St ■■ご 二、 ■玄 CS ■ニー S - 

- . . . 


一 東洋通 どか 云 ふ人乂 のぶ 本 同 精 窓 見 

を 聞いて 無暗に 難 有 思つ て 居る か A 

而 かも 之 等の 人人 か自 をのが か 日本 

人と 結婚す るぇ じ大贊 成を 表する 人 

人で ゐるど 思へ ば大變 な 間違で ある 

! 竭 ■ 


♦ホ 巧 化 蕾 氣を就 技筛な 巧を 治 氏 

は 去 十四 H ホ焉目 下豐が 地方 視察 中 I 

なる か 約 ムハ過 間 韶ら滯 をの 箸な りを 

宿は ボブ グア スタ！ 

•須 かを み 郎た白 お氏隨 員ィ」 t て 

^0 ミ . „ ‘i, 

® 一二 井 物康を 社員 渡邊 秀次郞 たま 

十四日 ホ 巧 

家み 望 $力 H 霜 題 じ賊し 

ホ樹柬 都の 輿論に 訴 ふる かたみ ニ ュ 

-1 クタ ィム プ、 ッリビ ユン 雨 紙 I 

其 他 じ お 叢して 祿力盡 力 中な 

•ホ 稱官 補を々 ホ 着... 去 化 日 巧 唾ょ 

り 藥潘じ 蒼 目下 岡 地方 視餘 中なる^ 

@罢 人の 移 化を を 望す ニ ユ メキを々 ホが'*^ 酱. 

シコが カ ー 八ゾ パッド 贿 樂會議 巧は A 長廣 を' 排口率 か ィ占ハ じ 黃白兩 人 _ 


を 商峯巧 ホめ お 說赖養 軒の 新聞を 

偉 記濟 職を 大會 じがけ る离ぷ 憐± の 

溃說 要肯如 左’， 


本人が 同拥 ペコス ブヮ レ！ 地 ホ じ 

お化し ホらん 事を 希望し 化 疆擺府 日 

本惭人 代理人 グ； キンク 巧へ 向け 勸 一 

I 誘が を 送ら 越せち、 ちじ 對し巧 並 じ 

日本人を 志は す a 出發間 地め 親‘ が だ 

匙く 篱 な^と 襄 


# アリ ブナ 排日 案の 可决歸 卿會這 
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禪みホ ホて ふ熙 題は 践 々八を し < な 

つて ホる 公 加卿閔 題は 環 じ一述 方の^ 

I 間， だい. と あはれ、.々 も尙 がか 思つ て 

おる 人 か ぁるじ も不拘 、排日の 氣 運^ 

は ロ ツキ！ 山嶺を 越へ' ミ スン ツビ.； 

の 大巧を 被ぎ つて 徐徐 じ 東部 じ攒つ 

てがる 公轉 がな るげ 本' < は學を どが 








請 巧； 


一 


毒 ！? ii ; FV : よ； pr 牵こ CC " さ 

瞧吗 II 洛 ，山 巧 機 ±0 解み 意見-ホる 十 H 

j 米 阔を會 を 巧 表して 渡米ず べきな 學 

博 止か單 一一郎 巧は 法 學博十 秦旧壽 
ぶめ 希遵 じょら 本日 東京 荫榮 會議瓜 

じを' 曼縷 々二 時間に 置な 現 巧 H ホ條 

J ' ill 約 至 r 回颠 如々 會兩 おを 通過せ る 生 

I 化 法 集に 關 し說述 する 所を ら丽 L で 

萬 要 お 左の 如し 

'迦烟 巧 お 化を 案は 'H 乂條約 第 I 

十® 傑 違な なれば 化み を 巧て 抗 

議 しを 衆國 大審院の 解釋を ホむ 
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榮泉叢 讓ミ日 愛 《ねる 結 養が の 好 窓 的韓旋 どを ホ さ 运る某 もも 化の ぉじが 意して 

'-'.-.If ■ 國投 のが 盧 どじょ も 僅かに 上 おに 於 么を剌 用 すれば がいの. であ も か 巧を 


づ：項 


漏 

.'.古み _ 一 




べし' 


, 1 ; 


己' 接し 前項す ぷ巧じ 終ら ば 底 も 

に 現が 鞭 約な あ歸化 權獲禄 のを 

渉を 開始ず べし 

おの 読は 添 田 德± ど おじ 白 お 元み 郞 

ホ 潭武營 をが がぶ 郞迪旧 謙！ 二 轟が 細， 


て跑 化する 事を 得た 
A 娘 底 一 曆泼し 今 圓か虫 地 案 もを 

~れ ど 系統な 爵を 等しぅ す も：^ のな 
はか 論じして 余 ば 化 お 牧野 外相 ども 

I 會 見の 機會 あらてが 大 糖の 成な 巧 じ 

クき羯 き 得た る 次第を るが 今度の 
のじ 至 もては おは 一 曆其根 おを 雜ぅ 

せる もの じ 似 たれば 圓 溝なる 經决を 

す： む 事は 極めて 容易なら ざるべく 外 

1 務當 厨め 教 & 慘 潜は 勿論 一般 國 民の 

j 等しく 柄^^る 巧なら 

ム 知事のを 認權 而も 圈圃 上下の 熱 

I 誠 も 不幸に して 纖底 せず 假らに 同 案 

が 通 適す VJ せ ば 上で 爾魔 じがけ る 巧 

凝め. 一箇 9 築は 巧れ 鶴議 會じ辭 せら 

え >> ならん が 么じ掛 しては 更に 加州 


外を 上 ゆず 段に ょらて 1 B 和を.! 芦邮 
I 化權を 得る 事が 要な み而 しで 化 I 化 


'.お ミ 兩ミ聋 ぶ？ なイ巧 L ス拽说 巧 

も 闕題か 起つ てがら 騷ぎ 街す から 不權 なる むりは 加 お 太 じ 於て 巧ず ぶ j が I 

巧ん、 今度の 間 憩の 如き も 州 會じ提 き選擧 權を跋 もじした るを ねる} jj : か _ 


おさる j ® は 部伞の 例に 徵 しても をらず 柯 £ なぶ ば 今風の 法案 提出 心 如 


f 


嫂 發十郞 乂 続新蠢 巧 等を 始め どし な 事の 霞權 .ぁゎぶ も 如 知事の i 

認 權は議 曾が 巧び 互を の 二 0 上 のぞ 

数を なて 議决せ ば 其 劾 力を え ふじ ま 

る 可し 


心靈 なる 實 S 靜 之を 聽取 せら 

IIA 搬澤 男の 惠 見を 朦上 盛' 潘舆ホ お 

.つて！ 鶴り 馈說 をな し肉循 じ陷ら ざ； 

を 限ら 穩傑夕 を 巧 卦を 採つ て 本闡題 I 

ぶ 解み すすし ご說 けら./.. I 


A 常が が 赔め策 要す， かじ ホ题 人は 

I 山' ホぶ 蔡 0 觀を なち 深を ほ 族 なれば 

ご！， . I 其闕 K 悅じ訴 へて 擲滿 なる 解かを 期 

. sf 議 ぶ恣 海 謝 間. 賢 黨化議 I すを 事は. 慕® が 好® 策な ミし ど 

.ホが 島 勸次郞 離 お 知め 雨 巧ぶ びみ' こ！ 堀 おさ； る. •'こ..'......；; t . v . 


If. 


遣 今 觀が務 海を 誠 弼し郝 巧々 皆 一了掘 

.1^ じ輔 b 裁が を 陳述した ゎ/》 

.善 無奈 太移廣 

審類 


.狐 - IT f ; 气 i 古- 

: l ホ駿 人は 元 ホ お 常 じ 威 馈の强 ぃ人禪 

で 施ぶ 漸 ぶ. 蠻ら みい 点じが で 與屬人 I 

ぶ 反對 でみ る：！： 露 戰爭の 際 熱誠を の j 

て 問 を 表した るに も 巧ら 中 戰爭後 


巧: け? ぶ 太 政 麻 C 管 1 は SCH 本を 繫」 動-ミ 皆 


I も 移 おを 制限す 巧き 質な 替せ 

礫 犬が 變乂 

'臀 り.. 


み 域が 說等 傅へ’ らむ たのは 餐じ悲 む 

べき 現象 ど 云は ねばならぬ、 宮 かは 

I 去る 化 丸 年 か 蘭 海ず じ 隅 かれし 豁二 

巧が 和を 識の大 化 どして 則 帝した る 


つて 语 るので あるから 少し 早 <緣 巧 

I 線を 酸つ て 居れば 宜い のじ 間 題 かお 

つてから 騷ぎ 出した のでは 効力は 少 

ない 元 巧 本が じ 就て はお 本なる 歸 化 

權で大 じ 談判す る 餘地か ある 橫港稱 I 

覺會ゆ お 品を 担絕 するな でょ をつ で 

汤 おか ある もの か 併しを 乂 の犧牲 

I を拂 つて 桑 巧 じがて ボィ ユットで 
やれば 或は だを する かも 知れな 

窝橋 法學博 ±談 

▲當 巧の 谣渥米 國の彿 H 奉が は旣 

j じが 究の畴 機を 巡ぎ 今 S は實 巧の 時 

じ郵 達せ もを 人は 本が じ 顯ん紙 化 お 

j 年間 世のを 笑を 騒み ず 專也其 解 巧に 
I を必 しつ ミる るか 米 國の條 約 締結 壁 

.、」 奶權 どの 閥 併ぶ び 日英 新條 約の 第 

條ご目 ホ新條 約の 第一.. 傑 どめ 比較 
推理よ な 二箇の 難韵題 あを VJ 雖も當 
おの 間 趣 どして は 加が 畿會 じ提 おさ 


るるを なて 港が お魏円 案な が 比せ ざ I 

ベから ず硫 してぶ かが 本 的 解决じ 
I は 所謂 權化權 を 潑祷せ ざを ザから ず 
ィ」 述べ 島 巧 II 一郎は 「憲政 傑 約 0 上の 
I 稱題じ S して 排日 案の お 巧 及び 經適 
み 事 實を詳 說し最 钱じ山 旧 一二を 博 ± 

ぼ 「加 渊議會 ど H ホ 傑 約」 の溃 だいじ 

て 幾多の 排日 案 中 尘地巧 有 禁止 楽 及 

が 借地 禁止 案 等は 畢覚 日米 條約じ 背 

逝す るぶ 結果を をず べし ど 論述し あ I 

時 適 散會サ も' 


か 主： ごと rai でさ こ, をを 之 5||で5 こ- 


▲ホ顏 唯'' 一 


IrA ぞ Arlflls 丈 C.ALI こ 7 が 

J 卜 > h 


し.. て并夺 下 


の 評論 雜誌 


な 本人 


き 挑 日 熱が 往 ホす るは 常 じ 選 攀ど涕 

き觸 係る を かが じ 根本的 じ斯 のか P 

熱の な ホを 化絕 せんどす るには 

權を 有する 歸化權 を 得ざる ベ がら！ を 

れ ばな り 

▲段 ま 黨ど排 円. 元 巧 民 ホ 黨は裳 敗 

綱の】 どし で ほ 本人を 挑 巧せ る蠻か 

壤を じは 法 偉を 學- 之を 爲し巧 歡の. 〇 目を!^ 離 

ず必 をな て菱」 f ず 基れ 糞？ くう 

を稱の 異なる おな^ 今回‘ の 奉じ 風て 

も およ 黛 若し お 巧め 政 濁を 遂巧 をみ 

じな 實 ならげ 大統領は 加渊め 立法に 

卞沙 せざる のみならず 却て 么を 拭.； 取 _ 

歧綱 じを 义る もめ ご 見 傲す の 虞を 知 

I 殊に 翻 殺 卿 ブライアン 氏 ほ 二一 阳が 

刷に めて 旣じ サク セ" ス 紙上 じがて 化 I 

I ち 藤を 言明せ るれ なじ 必細 きを 威な 一' 

吉じ 非ず 然れ ども 元 ホ お ま 黨が斯 る 

I 事が のた めじ 國 運を 赌 しえ を 對み的 


A 每巧 十を H 發お壹 部拾倘 

T## # ## I 


I 發さホ チカ ブト 辦 グリン^ 
W 巧 ウキ ツチ - i 

剛巧 白 ネ人雜 '誌 r 破 f 

ツ ■ l ■ u * tff ょ ■よち 古：： 二， 古 pwifKi ■•ち* •で, 三 古主* か 


芯 苗 慕 愈： え. 郵畜 000 ;..;. 

擁蹲 夕轟瑚 の 爲 にた 辖 兼ねの 

....を. 資 4^ 卜 '. duL . .. 

鷄止 .女..，. 醫 者''. 

V じして 雖か じだな 廓を ホに すを を 得. たも 
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を漸 C じして 雖か じ： {ハな 廓を ホに すを を 得た 支〇化 部駭潑 きれば 蛋 度を 
の 有 b ミを を ゆる. 書 巧を おす も 到 お 衆む る 能は ず〇巧 機を 逸せず j 寧- 
ち ぐ 御 お 越の 上 侮を 後が に 幾ず かれ.，. 


前. が； ボ 


各. ホ 


禱着表 


れ たる 不條禪 の 法 窠じ骑 して 日 ホの I 葛藤を 引 起さ. V . る もホ從 ホめ' 故 祭ぶ 


j 蜜ぶ 相 撰餘會 じて は 五 巧 鶴 所蒂附 を. 際 もが 磯ょ 6' 别谣 せる 大 化の 閒 じを I 

1 邀 ましね るが' 東西 全く 义 ら替ら どな I おの 骄輿 國は媽 逸ホ國 H みの 1 二國で 

ら たち 東は 梅ヶお 張. 〇 おし 鎭躺 して j ある 些 画は 勢の 趨< 巧 巧ぅ しても 

貧. f !*1 を. 一を 一 ここ ィ こ，、— ■一 一’ ► . 
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目で 加が 議 曾の 属つ J あるれ 爲は 

i を 一1 谓牟 ぶ摄選 裝じ掛 する i なる 事は 

嫌が 伽が 勞織 诸の觀 もを 賈 はんが 爲 

にあめ 議藥を 度し、 中な おがの 干渉 

あわ ぼ證 案を 撤回す るの 惹氣 組を 暗 

お 1: 暴し、 政府' 側は 勞働 者の 勤 公を 失は 

I ざらん どして がを を々 を媚 どなし 茄^ 

.がな 府じ 導つ て加姻 をして 育ら 議笔 

を澈 回せし かんとし、. を 自其黃 化を 

他に 讓 つて せれ 獨ら宜 いすに 力らん 

とす かに お ムて巧 ぶら どが 候'' 

郝 がは 述地規 が 權を測 限す るじ絕 1 

髮簾 拡の權 を： 有すと ぉ 張し、 中央 政 I 

がは 撥 約 上 H ネ ぶの 出 地 巧ち 權を承 I 

一驚し つ ^もが巧々權をが幸さるん 夕 
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■キ グソ； ン巧瞩 が、 條約 ど炯禮 ..を 河 池 
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I 哉み 安 带 ほ 女. キ糸 タツな 韻め 
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j め 遙吳じ 懐 ひつぶ をぇ ちのに 候 

就 巧め が 爲じ對 ザる 米國 なをの 蓮 

I な 銭 駭證義 め 上よ b 巧て 評す 可ら ざ 

ろのを ならず、 個人 聞の 德義 V 」 レて 

產か 端し 滩 はざる の 朽 動じ 候、 をを 

家® 終 様の 目的が 投票を 得る の 多少^ 
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じ 其 禁止法 义を其 等の 法律 じ 傲 ふの 
I 得策なる を進蓄 しおら ク」 傳へ淚 、信- 

傷は 鬼 じ 角 クキグ ッン がを し 麵が夕 
ゼッシ ヨンを 與 へたる 事が 擧 實じ猴 
.ば、 彼は 舒 ふの 爲 めじ 憲法の 解釋 
を をれ たるを じ 侯、 然ら ざれば 黨略 
上 憲法を 曲解す る もの じ 候、 ホ菌乂 
審院 はを 害顯係 人ょ も訴 哉を 提起 夕 

れ たる 猿に あら ざれば が 律の 効力を^ 

審 がする もの じ をら やどは 大審院 判！ 

需 例の 燥遽 してを ふが じ お、 或が が^ 

外 齒人尘 地が お權禁 也め 法 体を をし： 

1 ホ留 入が 之れ にがつ そす 牢を をは ざ 

るの 事實 あを を 理由 じして 直 も 4 如 

薪 法難が 條約じ 奪 反せざる。 斷富す 一 

るは、' 被 蕾を がが 棒め 有罪を 訴 .へ. ざ 

るが 故に 鞭は 泥棒 じあらず 公 云よ を 

祠 ：一 論法 じして ホ國の 立國ぶ 賴郝夕 

I 寧 法め 文を を 知ら ざぶ もの、 をか簿 

承 裳は ぉを ホ觀 をへ'. 典、- 法 雪ね 

がゥ .キ扛 .ソン 蒂プ ラ. ィァ ，ン 等の るへ 

ベ it , 寧に 撫么 ，ど 帝 お、' 大審院は まだ 

如斯を 律め 傑 おじ 谨 がかざぇ 事を お 

巧した る掷 は無么 候、 み 生は 彼等ぶ 

を 禅家ぶ を 擧め爲 めじ 兢聞 紙の 報吿 

がを 然 ねつを じ おでた る もも だるを I 

識 み換， 

惠法 じが ツ てを 衆感 た 輿 へられ ホ 

乱を がじ對 しで 其 巧 使を 禁 せられ ざ 

る灌 力け を贿 おしく. .は 人る.. じ 留保 さ 

かたる もぶなら どは 蒸 法 追加 第 十 儀 

の 明 富す 秦 じして、 外 國 人出 德巧 

荷權を P 股す るを 禁ずる の條 巧は 羣 

法み 柯 '知に めら や、 を 衆 麗の患 法 じ 

I 違 皮せ ぶえ 駿^は 軽對 なら、 無限ぶ 

ら どは が權論 老が醬 つてな て 壁城缴 

盛 VJ 賴ゎ 所に 候、’ 然 れ雖憲 をは 其 築 

一 慷懲十 節 じ 於て がの 傑が 総 結權を 

あぶし、 哉 第二 條 第一 一節に がて 條約一 

I 締結 權は 大統領 及を 衆國上 院議 廃の 

なする 腑な と 親を し、 傑 約 締結 權 i 

殺對じ 贿じ錶 じて を 衆國じ おへた 


無效 を實酱 を 候、 現じ 憲法 第 六條は 

All treaties 3 ad な whicli 议 h 色 J b 巧 
3 ad こ K 々ど 規寇 し、 War 夕泣 yito 。 
IHaserstdn . 穿ヴ h ミゴミ k 1 JPar 3 1. G 苦 l _j 

を e . ca - 第の 郵 きは 條約 じず 盾うる 法 j 

禪 は其择 をが 條約 ょらな 前なる が じ 
て も 巧 じ 其 効 無き を 巧み 致 居候 
現 巧の 日米 條 約は 州じ蔡 じて^を！ 

衆 國じ與 へたる 權 力を 涩 じて 造られ 
憲法 冀ハ條 第二 節の がを じ 化る、 ホ 
鹽 最上 法 禅の I どならた る もの じ， 候 
加州が 其が© 法律を 0 て 化 最上の 法 

發を 無視 せんどす、 1 は 日本を 侮 
辱 せんど 試みで だうて が 衆 嵐 憲法を 
無視し つ、 あるを じ 候、 然れ雖 擧苟一 

しく もホ圃 0 威嚴 s を 益に 蘭す、 吾 I 

人は 彼等 か 巧爲が 日本を 侮らん とし 
I .て 巧つ てを 衆 蘭を 辱し めつ、 をる も 
めな-^、 間 題は ぶ ホの 潤 じあらず し 
て辦權 どを 央權 どの 浮な が、 扫み A : 

の 願ず る處 じ. 遺. もず》」 大人 艰クぶ 濟 

手 镑觀自 なみ 戒ドィ 巧を じ： 化ず る 事み 

かしく 乂騰じ 失ず も かピ兵 候'、 苔 人 

战飽迄 も權利 巧を る處じ 立たん ー ホ 

も遽 かず、 帝 搜み威 嚴ど剌 盛を が發 

する の 實巧あ もど： 情 じ 侯、. 郎も おし： 

颜 がが 横暴を 違 ふして だ g 本人 法读 

を逆邀 かば 吾人は 其 瞄痕を 大審院 じ 

訴 へで、 彼等の 橫 讓を掷 ふる ど网脉 

じ 他が じ 於て 有する 河釉頻 0 巧 俸を 

一 おして 無効 どす る 事に 候、 權莉の 

i 上む 股る ちめ は 法律の 解 議を受 < る 

の資格なき-^^のじお、 今は資じが國| 

臣民の 熙 おする 最 巧の 機會じ 候、 な 

て阔 憂の ± じ訴 へて 注意を 呼 ふ樂お I 

斯じ 御座 棋 ''謹 吿 

; . 長 を 賺靜 

•{良 擧特權 廢止案 

li 旨學特 權廢止 法案は 第一 二十 議會 貴族. 

おじがで お巧奧 班庵捆 よらみ 期議會 

じ 試験 制度を 正致府 案を 提 おすべし 

這-の 言 巧 あ^たる よも 留保の 窓が じ. 


獨學 者が おず 受験 寶 格を 矢 ふこ ど 

なる べ东が 化の 草案 じして 其の 锥大 j 

臣の 疎决を 絕巧議 をを 通過す る VJ す^ 

る も 巧の 實 施は 恐ら <大 ぶ 四を 度ょ 

ら なる ベければ 本年 九 丹 じを 立法 盡 

大學 じみ 寧して 法 禅 寧 科を 修習 する 
淆は 8 權 ごして 當然 ホ樂の 上は 盤 

試驗 じて 哥を 宫鮮畿 壬た る 事を 将而- 

して 獨學濟 の忠聲 者に おつでは i 呂學 I 

畢榮 をの 特權 が績 期間を 锁ピ して ま； 
驗 資格を 取ら 上げら 一る \ じを るべ 

•を 掘呈 椅を谱 ± 

米圈 ょら 歸朝 中なる 烏 藥エ學 搏± は 
十と 日 午前 化時呈 十み 山 本 首 梢を、 ぶ 

巧 明め 官邸に 訪 間し' 首相は 嵩峯搏 i 
'疵 巧々 當 じがかん ± 地所 あ 禁止 
煤 案の お ホ あ在谭 邦人め 實苑簿 じ 隣 

ずる 談證 を； 撰 散 せらが ft ぶ携 ホ’ に ホ 

• ■ >:1 _ 一! < •" I - > 一 」 - •ス • J 


もの じ候〇 がが が條 約に 干渉し 能 一 がて 巧 巧せられ ねる が 典の 後 司法 省 


i 


はざる は么等 患を の 明文よ 6 見で 閣 

ど：：： ホ條 おじがで 膊 たる 維莉 をが つなる 一所 じ 候、 狂つ 條約 はを 衆 國憲を 

て 之れ が 解かを こょろ むこめ 巧 道な 遊 六 條じ叛 て、 をを 圖 憲法 及を 衆國 

をを 信ずを 潜に て 候、 然 らば 皆 人は を 潍ぶ玻 に サッタ プン ミム、 ホブ- 

S , :,.1■■1■.1 • • ( i:, •.广 -i— n,l': ,.s ミ，-‘ >■ : n!l'nt^:-lt . ,1 , 


にがてぶ 案 中なる まの 內 をを 聞，，、 

辯 謹 ± 試驗 どが 输 事證诺 第一 闽 試験 

とを 併を 阅 .一の ものと 爲し豫 備試朦 

は發 北せられ て 其の 試 藤 巧 目み 一 鄭 


めね る 上司 法 i 良 試 傭 だ 共 じ 第二 回の 1 

試 驗じ應 じて 始めて 資格を 認を せら- 

>じ至 るべ へ 雨して 受驗 資裕は 一二 
ザ 程度め か巧學 校を 業者 及び 宫ぶ法 j 


棘大學 々十 業者は 醫 節の 試驗ど 同じ < 木 正 年、 願 直を 等のを 巧 議± 其 化 五 


於て 十 曰 橫谱ぉ 帆の 春が かじて 渡米^ 

すべき 添 旧 傅- エ 及び 同 巧の 神を あ 雄 

; 巧 送別を 兼ね 懇談を を開會 したら 出 

席せ るは 曾を 盤澤 男爵を 始め 巧樂曾 I 

議 巧を 頭 中 幹武營 、日本 郵船 會 社々 

I 長 近藤廉 平、 同 副 社を 加 藤ぶ 義 、東 

泮 窥船會 を々 長 淺野總 一郎 等の 實樂 

I 家 諸氏 並 お岛單 一一郎、 寺 遷化 劫、 高 


賠邁宫 邸を 盤 度' 'から；). 


♦太 巧が 會 0 巧 働が 年 化 ホ じが ぉ 

i 閒 獲を をれ る 際當质 'の 無爲 無能を 檐 

がしな 馨川 憐± 、'寺 庭を 博ち 中 一 

が 横よ 等を 中必 ミして おれる 太 K 十洋； 

會 は銳蔥 太ず 洋 方面の 事情 じか 与」 調！ 

盤 ホな をし がを 結了した るを 巧て 化 

の 驚 一大 活動を 離始 する こど じみし 

幹事 並お郭 議員は 速 日 事務所 じ 曾を i 

意見のを 娩を爲 .しつ、 をる が 化踪轉 

巧が 大 活動を 試むべく ホる 十八 リ- た— 

I 後 二 禄ょ曼 巧 比を を轉 が本樓 じを 克 i 

面を f せる 一大 懲雜 をを 開 X べし 

♦黒 术膊 官重體 ' 鶏' 水將 軍は 去る を 

I なょ A 録が腎 腺 炎 じ 罹 . CV .一 時 虚搞な _ 

しが ホ お醫夕 納憐寸 尊の 遊 力に 時 

か L く 诀方じ 赴 >一> たる 旨 巧 時し お 

天 聽じ達 L 十六り 天盛黨 を關陛 ドょ 

御譯 ねとして ぶの 詢 おを 下賊 され 

た々.'.' 

'一 葡萄酒： ，. 一. 打 

あじが き 巧 郷侯ば 商に も 域に 參 内し 

取 敢ず御 禮を胥 上した る お 

を 添 おが ± 送 巧な 時 盤 謗會 ' 

V 盖 H ホ 词志會 ま 催 


十が 名 じして 庵 上 渡 澤廣夕 中 弊會頭 I 

の 送別の 辭 、添 田 博 女の 容儀ぶ び 葛 

田 化 議± 其 他の 演說 あを て 極めて 盛 

替 ななき - 

♦山 口 氏 渡米 期 お 歌 & 縣 民を 代表 

しを 米 同胞 慰 間の 爲め 渡米すべき 前 

化 議主か 口 態 野 巧は 巧る 十 お 日橫濱 j 

解 綾め チィべ リア 號 じで 出發 する じ 

み 甘む 

参 秋が 大使 重患 維也納 駐割 日本 大 I 

艰秋 巧ぶ 都 ホ 巧の お 氣は經 過 甚だ 不 i 

良な を 


A 巧® お 軍 ま 許大盛 海带を 計大監 

巧留 小み 郞 巧は 過般 巧 宫藤炎 じ 罹 
大 寧病薛 じがて 療養中の 潑藥ぶ 効な 

,' Y ; ぶ 巧 十と U 午后 .V 時 逝 ませを 一を 伞 

四十 五.：' 

之ぶ 雪 リみリ 々リタ 
ご 投書 籠)) 

参 K 餐 K 毎^ ♦ K * 

I , 

: ' A -ス ィ 半ち 潘君 化て 生物は 氣お 風-主 

じ 狼. g . 變 生ずる もみで 日本 固有の 八 

靈化 丹の 搜稱を 米 ± じ 移植し 山 礫に 雨 

化を はが も 目 本' 人の おが ホ國 じあな 

ずを 間 じ 华ま唐 ど 變 化する ご阅樣 な 

る お 知る^し だ (變か 謡) ▲歸 化權； 

繼得論 おどして-あ をなる 宮 川憐： H 並 
:殆權 硏究お 天 起 ホ化弼 おが 時局 盟 

趣に 向つ て！^ の 患 見を も發 表せ ざ 
るは 甚 はだ 怪訝の 威な き 能は や 的ぅ 
なき じ 矢を 殷 つょ ^ おじ 向つ て おを 

どぅ プぺ し公徑 養は 最 ども 適が じ 諸 
皮を 諷剩 せる もの じあらず や (硏 免： 

化} - A 自働 車を 粟 用す る 人を 虛を片 
ホ 息 氣だピ けぶ す 人が あるが 先 逆め^ 

巧曜 H に 一遇め 給料 二 一十 弗を 蕾發し 

で岛慟 革を 借- > 戀乂ど 典 じ 靑葉蒂 葉 I 

苗 垂れて 頭を 撫 する 田を 路 へ遠乘 し^ 

朽某會 社員が をる. どた 思な せ、 疲勞 I 

'いた 兩 個の 躯を靑 草濕じ 横へ 密め隆 

な樂 しい ホ 巧を 燃 ゆる 靑 春の 構 緒に^ 

廣 へて 迎想的 化する ど 言 働 車を 質 I 


日 ホ 祠お會 じ X は 本扫荫 業會講 巧に 猎 'りする 赏 がの 酿 をは 還 進： 


「 - J ~ 




ピ戀 人から やられね が 其の 一言は 實 I 

じ 万を に 値せぬ' かど オフ ィスの 誰彼^ 
を攘 はや デスクを 縣 つて 居る (山 巧 

ま； 一 4 先達って 佐々 洋服 巧では を 儘 

の 巧 刺^^---- 嘟 ばかりでは 面白くない 

から 巧 か風變 もの 遊興を ど 巧を の 菊 

述ガラ 君のを 議じ滿 座】 か をれ では 

釣 遊を やろう ご 义 山 ホ 任の 趣向が 採 

^ 用され たおの 朝日から 子 クタ ィビン 

一本を 借用して 巧て 御ず 前の 洋服を 

紹 じがん の ピンを < つけて おの 眞 中； 

へ お をんで 居た が 糸 もを もを 込み 引 _ 

擢 '^れ て-! つたを うだ、 巧を 釣镇つ 

たか 當 てた 人 じは 一年間の プンス を I 

無 おで やる' どか (一 雖 を) ▲ポ 々ボ 
々 機か < な つ て 巧た から例め米强陸 

海軍 人 寡 集が ぷ處彼 所で 初 まり まし 

たす 佩鍊蹤 々の嚴 めしい 軍人 チンが 
I 看板 的の 軍 霞を 报 へて 軍隊を をめ 效 

带を嚷 々している 現は 乂遵 商人 踩巧 

て ふ 態で た 座い 促し ホブソン、" 

スト 等の 排 H 論者は 實 見せない をう 

だ (大和 男 一 A 先達ての 极 僕は H 木 

人 流 じ j 入で 芝居 見物 泣 出掛けね 
.人の H 本 齒速邮 が 春暖き じは々 
しなれね ど 思 はれた が當 入' じは 二八 
の. つぼみし かも 第一 刻 じ 座を しみて 
ホ 化した わ 樣モは うらやま しかつた 
ぶを 國の 御両親 等 じ 彼め 睹ま しいが 
f を 見せたら だ 喜び (不ホ 化 も：)-'.'.- 
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奉猴 巧々： 
臟願 、十 御 
m 横 尙五淸 
叉 H 榮' 
關 J ； 秦 1 
業ら 赞 1 
太 の 亢棱； 

ホ 節 巧 道， 

は 十々 1 
巧 が 宝： 夏 1 

乎 舊曰季 1 

太 御を じ.！ 

お 則 化が i 

. ' 扇) 度） 

、 一 一 

爆 へ ^ 

^ (蘇） 娜） 

一 一一 

西ク民 

¥ * (#) m ) 

厲感 （ g ) 

る素难 
巧灭 1 
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, c 甫戳を 記事は 爆 禱遽馨 の 爲小說 並. 

敕霞近 信 等を おて 其 裳を 蒸ぐ ミ ど 

‘ せら. 讚を 歲么 


3 ち li 佛蘭觀 西 


壁！ 


t 嬉しい な i 


を r 獻 父さん バ！ ク .へ 遊び じがれ て 

一 I 禮ク て吳れ ないかな ！」 

ゴ广 巧の 新宅のを 間で、 モ {リスを 

H 斗'; の 上 じが 寬 いで 璋る 傑の 首ッ 

棄 じ曠い 口ら かきながら、 いたいけ な 

裸 蘭が 西が 尋ねた 0 ’ ， . 一 

儒蘭斯 西は 占； 巧の 一二 興で、 僕の グ 

タ ド、 を ャィグ ドだ〇 今年の 巧が 來 

が敵く 滿ホ歲じ ならぅ どを ふ 可を 

I 證巧鐵 おでる る、 蟲負跟 で視る おか 

普 遙ゆ兔 ょら 卖 ななお 娘を 滞へ て 居 

え 綠じ戴 がらる ミ 0 

;; , T 鞭 議斯淸 u 好い 弦 だから 款父さ 

: 。，かが 伴れ. てな うで 上げ； 和ょ _、 

護；； ピ镶ぉ 雀 A ぉを 娘は 柔かぃ ぉ鬟頻 I 

承を I 亏樣譽 V ソが- 革藏 々しれせ 颊を繫 j 

ミ。. 

I 窜盛じ 白が すを が。 傑は バ- チラ；' 太 

等の-李 業 生ャ〇 おが 犬 じ獨身 術の 翔 

ぶを. 潜 表して が 世 聞の 有象無象を 驚 

して 遣ろぅ ど 窃か じ考 へつ、 > ゐ る 

I 位の 男 だ 〇が〇 锁蘭斯 西の 稼なず 愛 I 

いふが 僕の かき 0 パ！ 卜 の 血の 姑れ 

燕 でれ 巧 じ おつて 0 , 無 邪氣な 態度で 

巧淨な 精が を 供給して 吳 がる ご〇平 

を 硬くな つで 居た 僕の ' A { 卜 すら 巧 

慶 どむ. くを はら かじな つて 〇俄じ 温 

V ご ' j かい 一脈の 血が 溢れて ホる 樣な必 地 

ぶぉ ずる。 

r 僕 0 ず 供. の 時 も 巧 どなく 挪 蘭が 

茜の やぅ々 誠が をつ た 

をで と. 不细 不識自 をを ミ卞年 前の 堂 

碌の お懷じ おき 入れる 0. 

I' 俊の 親爺は なか {嚴 格な 男で ぁつ 

むけれ ども 〇 をく 僕を 可愛 かつてを 

れた〇 或る 年の 正 巧に 僕 か演町 爾错一 

0 巧 前で 紙 驚を 揚げて 遊んで 居た 禪 

じ〇浮 つから 糸卷を 手から なして 了 

I まつて 0 泣きな から 親爺の 書を へ 駆 I 

巧达ん でを つて 〇巧柄 巧 客 ど 慕を 圈 

んで 屠れ 観 爺に 愁訴 レたら 〇 親爺 か 

' r 新： 一は やく 駆けて なつて 眞 琴の 



I ご 


琴 


紙 薦を採 かして 遣れ 0 
ご 書を の 薪 f じ 命み しつ 5 圃 慕のを 

で 親爺の 從巧 じ當衣 幕臣 中の 家柄で 
ぁつね 巧の 靑木翁 かぶ 

f 眞 琴は 弱ぶ だな 男め をは 泣く も 

の おやない ぞ . 

ど 化つ だら 親爺 か 

.ィ ャモ 化です からな 
ど 巧が じな く 侯の 辨選 をして 吳れた 
拳め をる ゆを お應 して 居る 〇 僕は ぁ 

めな 饒 かつた 事はなかつた 0 
ii 斯® か 僕の 優 L い 言葉 じ對 して 

「磨. いな」' ど 云ム感 精を 霖は したの 

は 畢党准 か 親父の 二 音に 威 数した ゾー 

詞じ ! 卜の 働きでは るるまい か 

傑は 耀女 たる 俗人 か自 をの 黃巧 ごを 

ふ 事を 自踞 せずに 〇む やみじ 0 , 結婚 I 

を 巧つ たら、 家庭を ホつ たら する- 

ど 鞭 言 すれば 無意が じ勸赖 どしての 
一繁 ^ 本 难を滿 足させる 蘇に 媛 位す 

るぶ だ惜 むが 爲 めじ 0 .あ 妻ぶ. 荷宮 姐. 一 

ぅ巧撫 || ぶりとの 說を雜 信して 還 

るげ がぶ ち。 佛蘭斯 巧め や 3 な兒が 

若し 旨 發の妻 VJ の 間 じを つて 僕を 


孰 巧の やうに なつて 見たくて 耐らな 

かつた、 

僕は を 然を實 なる 佛蘭斯 巧の プンィ 
メィト じな つて 〇蒼 いを や、- 白い 雲 
や 繰の 木 や、 ない 化を 夢の 様に 眺め 
ながら二時間描經て S 1巧の寓じ浸 
った、 

お 發か濟 んで〇 いざ 旧を へ. 歸へ らふ 
ごな つたら す 愛い 佛範斯 巧は 突然 
「儀は 叔父さん か 好きなん だ* 

*こ 云つ た、 ソシ テ、 彼は 殊膝じ も. 

f 傑 か 見送 クて 上げる ょ 0 
ご. 云 ひつ、 紀 葉の やうな 手で 傑を 半 I 

巧 許ら も ぁる 巧 街 凝 道み 停留 谣 へま 
内して 電 おか 搔ぎ 初める をな つかし 
をう じを めず を 振つ て 0 
「ダ！ ドバィ 

を 連呼して 吳れ た、 鄰蘭斯 巧 0 被つ 
で 居た お稱 をの 幅 子 ど、 夫 ど 對の着 
I 物 ど 靴 こか、 彼のを 齋 のをるな 貌 VJ 
共 じ 今でも 傑の 目の 颠 じほう 藉 する 
頑强 なる 漢め無 妻 ホ 義、、 、、 、； 
のをおか雜明を诚く 樣じ な つ た のは 

一 佛蘭斯 巧の 御蔭で ある (完) 


I 年 一 


ぶち ク て， 契れる ちの ど假 をし ねら 成 

妻お酱 說の粮 あが 勘搖 して 巧る 

でがら ふなで どを へても 見た 0 

;馨斯 巧を バ ー クへ がれて いつて 0 

1 ン のなか じ类し < おき 謗つ て 居 

るを をい 化を 指しながら、 

;; 「あれは 柯ん VJ い' ふ 花 じね 

f 訊いたら 〇彼 はお もじ 

「叔父さん ゐれは ダンダラ ィン だ 

£ 答 へた、 傑は 僅か じ 六 歲じ滿 たぬ 

彼が か 巧して 蒲を 吳 のぶをが 遐 して 

居る の 力 どい ふ 疑 隅を 解驛 しやぅ 夕 

思って 0 

「如何して あれを ダン デラ ィン 

いふの だい 0 

ど 葱 閔を發 した も 〇彼は 

「なせ だか i 斯西 はからない 

といぶ た、 嗚呼ず 拱は 天眞 爛漫な も I 

の だ •巧し 验 ずが 佛蘭觀 酉でなくて 

御 直に 大人で ゐ つたら か^もせ ぬ 癖 

じ 相當の 言葉を もうけて 蒲を 英の說 

を 試みた かも 知れぬ 〇巧多 < の 燒を一 

じがて. 「先な て〇 する じ極 まつて 居' 


僕は 位の 底から 〇今 一度 純潔な 佛蘭 i 


參 加州 知事 也 返電 

大統領 あ國務 卿ょ も 送れ 呈虔 目の 

譬吿 に對し 知事 ジ ヨンソン 巧は 去 十 

四口襄 文の 返電を 巧て 氏 か 排日 ± 地 

をに 署 をず べきみ 怠を を 巧した，} 

今 巧 大要を 譯 出せん K 巧は 冒頭 じが 

て 中央 玫府の 要求 じ 答 ふる じ 當ら現 

なめ 狀 態に 願し 加が々 會 及び 自己の 

立 壌を 明か じする の 必要 あり ゴ しで 

曰く 

逆 ま十數 年間 東部 人 古の 誘 解し 難 女 

重要の 閒 題は 加州 じ 於て 起れ' 〇、 而 

して 5^® 題の 頗る 痛が なる i じ 就'’' 

は ホ 國並加 如の 識者を して 幾を の お' 

慮を 豐 さしめ たる ものなら、 S 十餘 

^ 年 前 制を されね る 現を 加が 惠法 中の 

一' 節 じ 巧の かき 宜言 あら 曰く 「巧 民 

どなら 得ざる 外國乂 のがな は贿 民の 

-ま寧 幸福を 危險 ならしみ る もの なれ 

だ. 翊 が々 會 はぶ 權巧じ 於て 有 ゆる 手 

段 方法を 講じ、 なて 之 等 か ホ 民のを 一 

をを 防 化せざる 巧らず」 ミ 

ジョンソン 氏は 巧 上の 聞 題 かぶ 年 他 

の 一巧 よら 著し < 銳敏み 度を 增 加し 

巧- 農業 地 巧 題に 蘭し 連年 繼績 され 


おる 排巧 運動の 結 梁、 なか 最 をの 解 

巧 策 どして 州を は 十一 地 案 巧 巧のを 要 

を餘 儀な くせられ たる 事を 說き且 州！ 

會の巧 動は 法律上、 道德上 何等 間 お 

する 巧 あるな. く j じ师民 巧が 譲を ホ 

患 どし、 國 家め 善良なる 意惠ど 現在 1 

め 傑 おじ 準據 してを 明ぶ 大の處 握 じ 
おでた る 事を 叙し、 日本の 抗議 じ 論 I 

なして 曰く 

虫 地 案は 第一に 條約 上の 義務 じ 棒ら 

第二，；； 日本人 じ勒 しを 擊的且 差别的 

なら どは H 本 お議の ホす 處 なら VJ い 

ふ、 乍 併 i 化 法 篡の第 一條には、 餘 

化權 ある 外國 人は 主 地を 化 得 义所お 一 
する 事を 符 ど」 あらて 紫 二 傑には 化 
權 なき 外國 人ら 現な 條 約の 規を範 勘 I 

け じがて 不勸產 を 化 得する を 得 巧く 
父 農業 抓 じがて 一一 1 年 隅の 借地を 巧ず 
ホを 得 VJ おぶ せら、 如斯菩 等は' 現が 
W 條 約を ± 地 案め 一部 じがへ 巧て 締 j 

體を國 民の 權 刺を お 議 しねら 
二す 九 巧 十一 年の H ホ條 がは. 「兩雜 一 

雖の民 民 又は 人孩は 化の ー ホの 版圖^ 

のじ 到ら 旅 軒し 义は 居住し 卸資义 は 
ル賣 商業 じを 事し、 家 履 製造所 倉庫 i 

义巧舖 を 巧 あおく は 貧 惜して 之を 使： 

; 用し i ；:： 巧 人を 疆巧 しを 嚴あ構 業め 君 
がの 爲无 地を 赁 惜し 其 他-一般 商業 じ 

附 帮し义 はを をなる 一 巧の 巧 爲を爲 

す 事 じがき 其 闡の法 かに 霉 おする じ 

於て は 巧 國巧民 文は 人民 ど閒 一の 條 

仲に 化ら 之 か 自由を 享 をす 巧し」 

ゐ 6、 故 じ 吾等は 如上の 規 あじ 基き 


事に^で 異議を おず るの 餘雜 あら 
どす 菊は ホ國宮 身か歸 化を 騎を 

の當攝 じがて 么 を巧爲 しねる もの じ 

して 此-歸 化を じあ 據 しつぶ るる 吾を 

みお 觀か巧 おじ 世人のを 邦を をけ ざ 
る 巧 お^らざる かを 怪 まさる 能は ず 拭! 

下 巧みず 墙 韶議會 0 來 W 懸漢 くな 
居る 薛 民法を 引用し 巧ろ てぶ 肉な 
巧擊を 試み、 日が じかけ る 外人 止が 
所ち 權 、他が じ 於け る祠樣 のを 捧ぜ I 

を、 等を 菊し 巧 もて 結局が 巧々 會の 
巧 動を 是認し 自 みか 主 地 法を じ署お 

マる にを したる 辖 由を 明-かじ せら 
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目 本人の す 動產所 

有權 ッ」 規を する 事を 巧て 

— 吾 州の 權巧 た屬 I 

ずと 鑄ず 者 也、 吾等は 


白眼 臺 ょり 龍 他 

吾 A は _蔬 韓の關 がを 毫も 無視す る 者 I 

じ 非ず、 潛 東洋 政策の 第一 着 どして 

一 滿刹一 帶げ地 じ お ホ 得る ホの 資本と 

勞 力を 鼓 じ 置きて 將 ホのを 礎を おゎ 

商を 巧 年の 大計を 宠 めざる 巧から ざ 

もは 論ずん を 要せざる 事 化、 おがの 

權戚 者たら 得ず して 巧 固 かが 婿的大 I 

を 力た.々 得べ からざる は靑ニ オを蕃 

T ずな 巧 也、 吾 A は我當 局を か 化 

々翼を 榮 ずに 張つ て お ホ じ 備く屬 民 

を 指導して 请滿 沸の 利權 を俯雜 しつ 
あるを 深く 威 謝ず、 香が 國の 大陸 

的を 废は 滿辨じ 於て 化 づぶ緖 を潑立 

るは 遮 化 上、 を あ 上、' おた 义經濟 上 

巧 人 も嗔說 なき 自然の 進 巧な f ィ」 ず 

吾人は 友那 共が 國の 運命 かか 柯じ が一 

がせら わ、 開が 展開せ 
俄かに 豫 言す るを 得 ざ 
にがて ま 那人か 示せし 巧爲 ど 能力 あ 
現 巧 支那 人 か 示しつ、 ある 一巧の 
お 楠は 彼等の 縣 巧に 一大の 光明を 認 
め 彼等を 運命 じ 一稱が やかなる を垄 

を認 むべき 權植 あるじ 似たら (ホ 完) 


條 約を 地 法案の 一 じ 包を したる 

のみならず ご 一年間 借地ぶ 條 かを 附加 

し、 而か も該ホ 案を なて 單じ 農が i 

地 じ 適用 せんどす るの み、 斯 のかき I 

特 稱の條 件を 0 て 其 名譬ど 信用 VJ を 

が 鍵 甘ら れ たる 齒民 抑ら 何れ じあら 

どず るか、 ± 地 法案は 攻勢の 將た差 

別 的の 意味を をせ ず、 只 「ホ. 民權あ 

る 者は」 て ふ 文 宇を 投て ボ民權 をる 

を VJ 無き をとの 區别 を爲 したる じ 過 

ぎず 巧ん. や 日本人め 名を 明記せ ざる 

にがてを や、 一千. 八ち と十乂 年の 憲 I 

をは 嘗て 何等の 抗證を 受けね る 事な 

きなら 

ホ 國の歸 化 法け 嘗て 巧れ の國 民よ 卜 y 

も 異議を 受けた る こどな し、 若し 化 I 


A お 吿 ►を 锻古ま 赴 信 巧 部 

A 本社' 一阅胞 をを ノ 便宜 ヲ圖 リ左ノ 

事業 ヲ經營 致 候. 
y 職業 事業 周旋 二、 企業 投 旋 

云、 を 巧 巧 理事 あ 四、 賓買 貸借 仰 か 

五、 調を 案 巧 事務 ム ハ、 郵便物の お 巧 
と、 を 栽 一巧 世話 八、 商事 法 椿 相談 

を 部面 二專巧 请ヲ選 ミを 賓巧 ヲをフ 
ブ御依 巧 二 應ジ巧 ホ 憤 
A 本社- 网胞を 位/御 愛 憩 こ 醋ヒン 
爲 メニ圖 '蕾 縱覺 室ヲを 顏シ义 日本 新 

廓雜誌 類ノ御 取み 致 申 侯、 縱覽 堇- 
ホ グ云巧 巧が 迄 二 堯備 巧を 何を 御 ホ 

臨 相顔稷 i - 


御 下宿 


基督 敎 修道 會 

寄宿 f を 巧を か兰 了 旨な 〇一 一番) 
H 體 H 集會 午后 八が 西 巧 ホ兰了 目 

试 一番 レノックス アベ 
ニ ユ 1. カ レ ジ ゴ 卜 

.敎貪 巧 チャ ペグ じがて 
藥毒 研究を 日歷 午を 一一 一時 (修道 會一 
前禱會 .木曜 か 后 八が (薇に て 一 
讀 書 會 第二第四を喔午后八時^ 

挺 蹄 大掘 篤 

’ ， ’ ■ 二 


国法 律顧閒 
い UM 民事 ぁ 刑事訴訟 S 


契約を の 化の 蕾類撫 成、 貸を おぶ 等 

化て 法雜 上の お 賴じ應 ず、 鑑巧無 お 

ホ 望 おは 新報 社へ 申込 まれ 度し 

聲簾 t パィ こ： ァ ミグ、 

扣 S3 an . IL ぞ的 el 
A,ttoruy and oatBce ごち を La ち 


!' f 磬み午 唇 十 鱗が： 

佑々 緣服據 

な 巧ち •挺を をを 广装 苗な 3 を 



か 8 苗な ree を 


ミ 


誤 




ぶ一 

话： 

il 

甘 与， 

苗 


祭な 




二 


苗 




夏向 食料 轟 新 荷 着 
新稠洛 をを々 


懷中 必携 良藥仁 丹、 寶 舟、 淸 がか、 千金 丹、 神藥等 


I 


夏 


新刊 書籍 雜誌類 

な 正 商品、 書籍 目録 御 ホ 越み 第 贈呈 ， .だな 

: が赋 兄弟 商 會お： 

■み も § ？ ド 1 L こし b 二 I _ _ 


'電話 プラザ あと 化 九 

KATAG 白 二 P 占 0、屋 賣化 
22^ 巧を 一‘ 塞 h 驾. 芝 一 W Y 0 巧 只 


衰場祠 新 燕 着.； 

一 

日本 パい パ穂會 



1 幕 曇囊 


li 


NIPPON. D お Y Go ご 巧 8 00. 
ご 21 Bro ち hvay, 巧 . 与 .. 


泉 ホ 十 了 目 二百 五番 地 

倉 旧 率 次 

.電話 六 八 〇 五 


;フ ー' 


修道 會 電話 八 一九 云モ- 
ングザ イド 


蹇動 婦人 會寄 I 

藍 替^' 大踰 ..簾 


ク荐 

.十九 一 

暮 興遲话 

Pho を graph 茫 塞 的 


夕 

を-僧-一 跟賣を 族 
二 立-- ョ！ ッ巧 二十 丸 了 目 四 巧 

ゴ！ ブ クシ ー 


MZGOVt 声を ' Pho を graph 
&tabU をを i 1 漢〇 
NO. 芒 V 巧 送凑 th 空 - N.’ Y; City - 


u w が . h 8 

な£?さ~パ.；- 
/ 叫げ 別* s . か.；：、- 

が s か I 一品 
d 1 . 


を 錢に蜡 なか 校を 敦^ 
じ學 をは 宮 をに 鶴 おす 
る瘦 るな、 朽致 諮で も 
おへ 柯靖 に' ても摄 致ょ 
6 を較す 
ぶ，—' 9 ッブ盡 を 
>, ; .語學 校 
リ謝 はまて 廉社 を、 巧 
細 審は审 越 巧 索 送な 巧 
時で も 室 韻ぶ 幹ず 


二 


T :. ア •八 八 

R S \ ^ 

t 潮泮合 

E ■ 

R W ニュ； ヨ ，—ク お 十が 巧 

^ I 目 巧 十四 惡 

- 蒸. 旧' 雲を 


语 


8 

ま 


奠 4 ジ么 么么么 な 么<3^ 公 か 

X 隱齋 '久 I 

弱么钟 会ん ミを <! 衾 

壳蠢嘉 一.;. 

窝を晏 ：法^^^终沒 
ち Pr ぎ pent : 這 •巧 巧 二 ざ沒 .か 紫 


醫サ許 巧 垣— 重を。—？! •霉闲 .みだ を ft 


ニモ- 


ぶュ！ 35 .ク巧 西 巧 ホ ーニ 
す 目 畳 二十 かを 


懷お 御料 喔- ^ 


ニ ゾグす イドと 



.館 ま 主 生 茂太郞 

蔡琼 ジヤクソン 裤ニ ニニ 


1231 ， L ミ 夏 ON S 另島 T 


蘇 雜^ 亭：を 
PliT 一と \D 尚 1 LP 南 JA 


? A . 


◄御 下宿 ►中 西ぶ 談机 I 

武ホゴ ミグ ド 街 一志 〇 
•so C 30 Id の t., Brooklyn, N. Y. 


^ « 11 

f Kf-j 


け 
夕 w 


大正 館 

下宿 並に 邸 席 御料 巧 

n I 比 嘉盛榮- 


潔 潮 

御で. お 


働 口は 澤 か， り 識初じ 额罔旋 巧 ホ お 


臀 


為. J . liz 己 3 , 1 ま 4 づ § 空. さ ilFpa . 
巧 hone I 、 專養 t . 送 若 




转を ‘卜 



み 一 


ち 室 


達 


整 


i 


二 去 

表 d 


常 II 藍 


|電 


a 


-..と 


塵 


な - 1 

こご， '. 巧.. 一 


義 
麵 


m 


も！！ 


お 訖 I 


1 


3 


みん 


接 


を I 




禱 










1 




K 遠； 4 

が k 卜 

I 一み 


€i 




達 



ミ i 摸窮. 


靖 1 


r ィこ 'VJ 




".. 讀 


達 U 




基 


篮 


二 

を 


を . 


を 

巧！ 


十 


增‘ 


本 祂印麻 費 曇— ミ 各種 附属 威を て 


新調 モ をる 走大 ホの 機械は 彌 練な 5 日 ホ 人^ 


さ 




常 L 

0 


0 


屬 


が 依つ て運轉 されて るから ドンナ 大きな ものす も义小 

をので も 早くて を 派に 溝來 ミ. 精巧 な 印 綱 物 y を價で 注文 化た 
い 入は 當印觸 部 M 來 5 と r 應來 、盧 レと 大 嫌ぶ でを 9 まず 




巧 r • 了 ！. 


塔；.、 


零 




I 




卿幽 



B0 

i i- 賢 -.'-. i-.. ' :...-' 


臺磬ち 


晋 V 


l;r 


題 ；：.. 


祭 


ンタ ヘッド 乂ンブ テ ネヤタ ログ 瓜名剌 今ビ少 ヘッド 乂 外一吗 
ぜ网 に^^^ 約 於 化 上け まず。 兎た 巧 ツ タイヤ 火に 御 注 家 下 


さい 


0 


0 南、 英 等の 麵譯、 .電氣 盤 等 も 請負いた しま ス鄉韻 命 


思'- 


明 


‘吉 

規 


の 節は 電議 なれが チぶ 方 シィの 六题よ 一二 御手 紙 么れは 第 ムゾ夢 二 ご. 

r へ T 萬 養 煮 萬 T 養 S 叉は C- & 产雲羣 蓋 碧； にて 御申趙 下さい 


琴； 


て 

. だ * 一 

霞 ；. 


£ 


罪 


露 


鬟 


— 


J 


m 


が 

t 


腎 ：. 


、か 5 ご 
一 .-，* 


泰藝马 


，ミ 3 






ぉ矿 P; 心を 巧 折 


1 



© 髓製疆 巧臟 

ホ テ 火、. 洗權 所、 家庭 、. 醫療 、王 場觸 

V - - 

ろしみ! K 


节製權 -の 登 ぉ穗ぉ 磯は 最 


蕾り 棘擧 X 應 周して 


髓 製した る 物 をれば 洗濯 巧》」 して 經濟 


的な ミは 分 諭。. 特に 家庭 用の お驗は 使を を 

猿 皮膚》」 滞 かにむ 香 氣遥た 隹な一 穗 
一ぶ ふ 可ら 式る 俠感夕 費り しむみ.' 

おろし 尘賛共 M 裤辨 の盧駿 おで 御进义 
に應 ず。 おろし 小 費 萊雖； 一手 販賣 の. 傑 




说 _ ,•; 一が クヤパ ニ 1 スタ イム ス祇營 業 部 お 

靡 I 依 巧し をれば ぉ談 t 希攀あ 方は 間 所寃； 側 

が MJ 塞が 成囊 

一 ! 

ネ クタ 

£ 驗售肅 


テキス 


脊 


一 V 




^11 


> n wl ホ m 


ホ す み f 、 1 






...:^^^^ か护 ’ ： -|. ぞろ -;1^ をも - も、も ..- を； , ； ^ さ 4,. ぞ、を打ミ ^,?^, を ユを ^;^,^ で ->**^ リ - ホをミ ?^,-! 么，； ^^^ 若 -11:: ， もをむ |,; 担，いを . ： . ホ . 、ミこ ^5;^^,^ んもを； ,.. をたわ夕 . お ^**^ ぶ吉 3\.;11 わお Ji V .. 一 



i-. ムぶ已 -* 1 .^ 式ゾ ' .V - - ご 

ご， - m. て - Ay 一 >. r'i - - ■ で ..' —.t - 1 ■.■■ 壬 •て fer ► ドし ，‘ i t J I I: I {>luil^,-r! 



で 


. ，み - 




ij giy み 1 ぶ 3 一—; さ ミイ； 一! ろ づ— _，3 夕 1 一？-- 










♦ よ 7 

4 一 A ジ 


が 


さ ! 


Y む L. ミ タ 巧 I '04 


TME JAPAN 超鬟抵 TIME 浸 

******'^^''^^^*^***f*™™*^^*^***^*^***'**°^^****^**™^**^****'^~^****~fllhTrTm ~ mmru nfmfi— r—r*— >r— n>IMBOHMIwMWTill'—"M>i""i iiiiiiiii h ii"" I - i '. nrff~~^fn— TTmii.i" ■■■■■■ - - - ■ - . . 墨 ’' - 一 -.. 


SATURDAY MAY !7 比 ]9 巧 


ii^gwcMMtMMMaMioeatBa— MB— tiMMtiii— MtwatWMWgiiaiiBi ’iiaMMUgy figiMtwwaBBaaMaBau unrtfgJattrH i ywftf wa^M^)— 

the JAPANESE TIMES CO. ド" ん 化お〇 凸 レ' 巧 pScaWe 化 jwr 〇別 

‘ . ^ IT ， ，• 】 | か 6 〇 を ミ々 . む not, your 巧 r 狂が , ice ‘i む yoii で 


•~mTi~. の Tr-rwrwri"i I ' -' 十 iii - 



Kenk^ Kai, PubSs 知 ‘ ！がなた々む ’. ゎ whoHy uiU 城 孤 お 比 le to 


A^hressj 藏游 ぶ 祐ぶ賊 ； が • 來 に , i か A .， 
P あ 巧 ne Chelsea をが S 


ホ 


ミ ubs な审む <m 燕 a お S 

One Copy ぶぶ 5 

‘ 冷 X. Months } ぶり 

Ofte Year - ん 00 

iPost8^«* induded ) 

鉛换知 如 ; 话 e N. Y 拘 〇 おが お が : が d み が m'aUet’ 


P 搏 8 泪郎！ 誦 3 郎 > ぶ La が 


*The - presence ot foreigners 


S uiur . な o 巧！ ぶ ! iy む axio む， （ fet 具 IrHiTed 

who 1 ??^がぶぶ巧な who were not eligibJo 
む nUea なお es わ か 如权で 細 如 ： be dam ， ホ 〇 を执 i 始恥 hip, び iiiv ミが ous がが !' ミ 巧 -! 


jupu れむ ig of Chi なゼお won {■ も T - でなる . 
led^meto the. special が なか r ■ が 〇がれ诚を --- 



。一よ 《 •レ u 一 tctLva ».〇 w^y<irtCAA.v7»r, -w , リロ u かれ， ミレ v> . 上 i JtliYilli ひなみ UJSCriiii-J 

ger が: s to けを weU み 6 出 だな f the S 化 t, 叫泌 みだが i、、 を ver iiiailc i 打 え' 日わ regard tlie 
an 泣 the Lcgisl 息 ぉな が i 触 过 iscoura が托 了を ミ. ちちな States— ma.4e i 屯 when the) 
Uielr i 打 1化 峻 rati 畑 -れ y . ぶ 1 ミ -means wj 化- ij 护 •す もが TStat が de 妇往 化‘ な 巧 h-Q.'Yv け* 食 み 打 d! 
in its が>\\ で r. : す當絲^夕巧巧 ち山 eU 呂が ie ミ〇 ciU が as も ij)】 ミ 

*' リ t 化 te years ^ocr pro ね 1 が n * 你 mi 姑 さ 巧む cn た ut ; 0110 ル anu ん で e な u 

复 巧！ } 8 §1 言 8 OsVBrillir jnnn— a 。。 化が ’ 式。 如ぶ 似 柄の。 げ が " 化 だ ‘ 。 ‘ ぉ !*' *— ミぶ な。 い ' けが が げ 户 じ。 • マけ ^ ぉが だら 
•，- agitauo 只 お が been 巧 巧 n む luious in tn を 

last dec な de :tn で 过 ’.to 。口 r- a^rl- 


. 如み I'A 幻 お ‘ も laich.Std 巧 巧 


ぶ 關 and 撫 6 貧 v 8 rno む 


で 中で 古 ,-:; で -;— ご 耳 , 7 ffTT ；： 7.u'i- ; ' ' 

、每接 t ね础 a も M が〜 巧 地 . 總 1 若 


如 , 臟 補 S 麵擲 SAL 


-Tl 3 ?e ,.id 賊姑 )£-D!‘* 、 Jo 如 3 に .- も 王〇れ on 

尸 -the _a はも st4 がぃが ’ 5 化 mig で a を ミが ri ' ぶ れんぶ 込 - 
な uriU わ aU り 私ぶ S - 扭 ve 打 - 〇 巧と - 妃 the T む 
i わ财 ieio£ ■ みな y - 玉 去， 1- がぶ la ミを 污巧が y. ぶ A 円 も 
: 立证 St ， -- なな d がな わ！ 化す . わ な 了 2 な ざ @- 〇 仁 pr 式 ca レ 
' 七み - oil む y- ' 巧 r. . ぶ oU ミ S むが ^ だ卜 : お 呵 a な 
の f . 姐 6 - のなお 111 な 3 お〇日 CO 扣芯巧 Uee. 〇 ま よ 1 巧 
— 祕 6 祁〇 • 封を 甚巧编 お nary だ々 i 嫌ず なな c ち ぶ 过。 
: も； ’ それ a レ がぞが ゴ か ^ ぶ e: Uas-iteen- travel 
煤 . > がリ g 比； . 纽户 -Or; en いが r 祕ち巧 a を わが 巧 en 

. ，で 泌 nU だ ■ 掠づ もが d 如 巧 ned が ! をで ostv ひ f 
一 ‘ .. 站 ’iu お 妃： お ;’: で おり も wbi を お.' 帆が ミ お が 
• ，巧 r 妇 so 化 〇泛だ F 谷 立 . お化， ゴ 〇む ‘ 励 e .-P が P が e 
.- ぶ f. : が osec 城む a 良 マむ ) か み ’ 妇 iLi を e;>.has . 佔 が 
’ liatid か 〇 打 . 

r. よま e 、 な。 良 巧 巧 ホな Q さ S >vell . ぷ狂 ex:. 在 ttitu な e 
，.が. 純 e お 巧が 幻 ese aaUo 泣； 拙 wa む i the 
巧 AR： は 二- A； 化を 注 お 3なむ 呂 m. — …‘ む. 贼 iieye! 
r:‘says : 故 e, -<* 城が. げ e Japa- 於が， as 


fl 碑 ! r 

'On が ay IS 比， P 巧 'side が Wilson 
ぶを 过 t 三 ' In the 五 4un€、of Secretary Bryan 
を h 百 お >13owi^. t が egram to Governor 
.Johnson, of • む お Kor 打 i 注： 


癌す -Ih ご ; r det がぶ ミ aa じ 0 丘 as i ； む お 1 呂 i 
;-to citizenship 、 \ で - . e なごむ o も be a か 


! ； Seerat お r 熊 w ! 始插 
ftyssia Gen 靡 ruing 
iongoiia said to liave た；:： ?;„ 二: 
Bseo Signed 


Cultural iaad も な站ょ ミぶ tiall 夕 a 巧 ど ma- 知 お ■ 〇 王 ま巧过 が苗 をぎ '' in ミ 打が が 〇 お - が s‘ 

. . ' . . - —— V--- -•■■ 


な 


ぶが U? 打，： w 公 鉛ぶ け 化 i で ‘ 客 弧掛 re - of 1 巧 
tha 辽 . a ぶ 械お ■ あなが H か扣 atoTj,; だはは け 泣 e. 
Th 巧 y' } ぶ マな ©® - objectlo な む rH も e •の 〇 が 
r'r ミ爸 ! を reel' 口 U • 朽 はが 打 - ts わがじ - を ^ ザ货掛巧は巧巧 - 
え； け ご み 口 <2 わ むが a ； ii ； 玄 a ； tio 打 • ホ . 巧 * They 
这〇 。ひも - want が . あ， ? が ?㈱ がが やるな ■K a .race 
fufevlor lo tfe ち 巧 注 ces of Semt な扫 rn and 
•‘ 拉 as$e お 口 •拉 uro 於 .whose まな ! お i う gTaiUs 
" we るかが t in s 诚 £ お る aa’ge 狂 巧 泣る せむ .'They 
.' お THJ) わ -. 过〇 凸 ofc ‘ 祇汹 it t び沁 6 班 だむ ran- 
: ate 过け译 を ミは 良む パ 

To . の！ V も 1116.‘ を巧み 1 污が；たを ^^> 银 3^'0 妨 
- the proposal based japon ミな が立 な e . なむ 马 
ゴがの less. ; H もを む - がが es.. ちむ e 城 
け ; ち e なし。 f. か ‘S39te 猫 が • がを i ぷ a ■ 巧过 み!^ を 
: ぶ du 々 a けび 巧 !. -and ee 巧 ^〇跑 わ r 的 巧 • おお ‘’ 
て! 其 eu な むぶ か ot じ i の 说 3 袋 巧 お 〇 な a が i ，神 今： 
itui*aU 挑む C を . which ミ s . か） T>e a-pp33«4 
ホ か 凡 !!. ： かが 巧が が ive. of: 巧みを . . む ! ，々 口 泌； 
•words, ぶ お； が 城 お祀 がを 鳥 e requirer 
-’■ 带馈 がさ イ 的 - をを だ 连 ず を ! 王 む碟 がが ueh privK ； 
を 3eg が shou が L も 妾-- ち 込が d 巧が : \ が おみな-. 巧 1 を 
-color of the s おお i, but npoB 純 © physi- 

，乂 aJ, •巧り o 打〇放 主 c, , 巧 〇卜 る3 ， 泣打这 沒巧 teliect- 
巧な しむ 始が S of t 杠 fe 涛 ゆわ ミわ立お を.- が oth む! さ 
ぶ oiUcl さむげ- 巧； th わ. 、N な? が 為が 打 一 
■描が！ or : E 對 4 巧む. C を tt が* ザ勒 I ィ >わ， 
.這を れ to : おが 丘 a -3 口ち t わ re.atBie 打 t. l^ea-st 
产 a 巧， thj^ : Jaj? 汉狂學 を .would noi ぶぶ d 
ィめ uJd で夕 t み 江 ve any c な哲 iplai 凸 t a 客る t み St 
がが’ 口 史丘 ぞ巧巧 i を 見 わ! e syst^jh of ’require 
こ说 がが ts for を口 巧 由: igrat:io 巧ぶ： r natural わ M 
tloii, むながら y ち ダ ボを vec を 每巧沒 ぶ； 5 タタを i なお 
な e が 枠 も ざが 换 . Dr •: 閲 が レ お r 始 1け 
wUe 打 lie assertis ホ} .i 抹 t "th を -^をな&巧がも 

- appreciate that 巧を must 夕 et み in* p 巧 •n 
; reg 。 な e 化み iit もお她 巧 x も y axe. な 。巧 md; 
people, 細 良を も！ お f a spirit 去 か ぞ r 如 t 
む ‘t が . T もが ミ ook npm tis -witb tfee が -; 

- most むゴ e 打が Sn が这 ： as the 公 e© お e みお？ 
op わな ed the 召！ oor が W が t げ巧 が v がるい 
み,; 〇凸 わで them, but t;fe 約 ’ could not 
stand ， as 丘 o grea_t r 泣 c を c<nUd, the 
ミ凸 t ミ maUon that they ai ， 合 5 打 苗归 y way 
inferior to oth 夕 r immigran な .. 

、 口 w がわ dom of Dr. Mo れ 's plan けが 
iu the fact tii がれ would a ミ 良 o be a 
ぶ uar 泣む tec th を fc the American ミ ni 班; l- 


イ〇 ご， ^かを拘 巧 V.'Joh 凸 son, 

00 y 色 r 凸 or、,> '■ 

这这 cr 过 <£»» 柱 to, C 注し 

ぃ でも e/. す* が 足 ident directs me to 
ゴ press む 巧 appreciation of youi 
co.urt^y > iii de! を yin さ acUoa on the 
land' bill r: で 幻 w , わが 〇て^ you un む！ ミ お 
proy ミ お 〇 芭ん ィ询口 1 ん .be communicated U 
もれ© JapaQ を so な over 幻の e 打 t and cou- 

sidered わ v ミむ. し 

- .<• 

"抖 お 控な飄 3 扫 0 たでぶ が 0 打 Cbinda has' 

3n. I behalf ; ぶ だ： Ms Government pr& 

が 巧 to な a はかげ 凸 est protest against 

こ b も Bieasu が〜 -A き you: をを ve. before yo 口 

but 東 wo . もな 巧 sjioXive み v た. to annrove 
； .'一 .. ' 
or to. V が o ごな が iii ave.il nothiug to でが 

を to 家り’ ニ ミ... ぶれ eiit ま 0 な the amend- 

me む t su ぞ毎 役 谱も rto . tlie Legislature, 

anci る3 the P 户 をむ Sent I19 存 already laid 

むが ore- you:、! 诗 s：、 が ews' .u.po 打 the su ね- 

jeet， が お i ‘の 愧 、が々 が ary -to reiterate 

如 巧 CL _ ' ■ 

He pss が も々 か: ぶ QiiesU 包凸 s a だ ecti 石 g 

treatT rights を 巧 vt か 0 reasons ; 色 巧し 

1) が 江 ぉが. t を e が n. 课 が se な by .け だ お- 

:が口 が; お &VOW 巧お^； か t.e 打过 ed な con、 

form みお/ treaty 打 巧 U 辟が on も .み过 も ぶか- 

〇ごん 沁^ 投 use any が qu お ct coaa が ai む 占 d 

of woa 踩む e み 111 がかぶ イ or the courts, 

か! し t おも 幸 かが i 非 泣！: お 封 s 巧が ifted in 

exp で がさ4? を g:. み宮 お。 iif*^;d^ire もじ 込*_ ac- 

lion on 掉が sul)jebt- み も deferred for 
比 お ド朗 F ミ 〇 ち：::; and おを .ろ spresses を h 長 
な がげ e thi せ が ore freely ^ because 做々 


live action in p ぶ attempted さ olut かを 
た ' が ame ミ 描 辦でぶ が お . This が te 说 を括 !^ 
‘ 乂 ) iiUi な a わなれ 1 亞扫 • む ！； the a が も m of ou!- 
L-egislaturt* in 攻 ive pasga ぎ e of t ね 台 ' 

江 Ut 打 la 这这 b 紐 . よ 打 the を liras 每 lo な - 
が tills わ 巧 2 ， 補 tliose み ' お 〇の ‘. な なえ - 
さ ects, i 江 its seo を p and its で urpo が w た 
:; i な I ミ eye- we &r せ wU わ 1 な な ur legal a 打な 
our mora い ’ igli 暗 and 姐 at ， ve-a!.e do.. 

ing- 0 打 じ •• で • 打 化 t とお i 打ぶ が ati で お y de 
巧 ian 扫 ed for 巧が か ' 〇わなミ施 .! をぶ <1 pres- 
ervation of OHT 巧 檢 沁 ■' 

J 打 t3i お が！ なな tm 効 It \\ 巧 ’ わな ve 1 かが 
aver la 巧 3 沮 d oti r-a-atiotoalvsood おれた 
as evidenc 础 ，が : 巧が な妃ぞ け eati お ,' a 打 日 
cur desire a 幻 过 ; なれ xie か ;- hav 占 bee 幻も扭 
■act only in なが h イ おが 0 打 江 s would 
ご omme 打 d Its 化， の - Uf- ぶ お ter 8tat 接 i;an る 
would おぉだな ‘ 晩化 0: 加 ir f らお OW covfa 、 

fcrynien. 

"The otjjetjcmns : to our . がむ am 
base 这 first u を 技 n 脯おれ e なか - obHg 江む の だ 
of th ろ 技 aiio な ：汉 ixti 、 • が cemd じ - upoii tliip 
ながれ わ 公 . th が ，の irr a が - お 〇 巧 cusU’fta 己た 
が S な 1 の inaTory. TT むを protest to our 
uiessur もが 孤 切 r •• をら } egra 班 が ates. 
comes fro 逆 げ を 備 pr がが け &t ミ V も of J む 

pa。. 

The をが お 孤 t is aow. わが ore n お ' as 
you た sow, が . のが i 过 ㈱: . ち 口 b が aati. がか ； n 
Hs first どみ c ち抬迈 = 一： 它れ at aU ali だ as eli- 
が b!e -to 古は な奶 沈站 わ d げ 比ピ 虹が を 化 
も UuHed Sta お is : 说 4 ゲ aCquir.e .. re が 
prop だな ミ 打 主を をを apj.e の 注凸 なが :.: as;_ 々化 !- 
城 S of げ e U 凸犹細 S- 权 t 飽； - a が < 1 - ti ) も 
ミ eeo 打 泣 see だな 打 p 做 vid 於 : 姐 at え JI. が ミが xs 
が わ が t をみ n those : menu 卿々 过； • お、.. 姐 お 
first S がむ 015 may sacq 山 巧 real. お rop, 
台け y in Uie 巧 細 孤 ? r ぶが ； to ; t 虹を < 々む 
わ at ac な わで t 始 が 的 巧が 货 6 : を!* お 扫も赖 づ 
by any む ea び か 3 ■ 味 だぶ 她巧 を： b ザね v 做 お 


^^なお ご,, げ稱も be. 化 御が 凸が が aa^fthg Government が'* 泌 蜘执が Stated 
か酣け か e 、 みが are of 孤 e S ね te re^|a„d 齡 nation or 復が なが、 娜 ，山 


巧 i ド がれ . 


リ - .... - - •» 一 ^ニク i> 

加 ell ぶ 巧 e 打 S が e が f な 約 既 ^ み r 耶椅 ぶ喃 ; ! . 换 ，接み わ 口 


こぶ ’ i! じ ミ 狂 a む 0 打， 

•: ，が hre T な ins 巧が d by Go 端 ic が . 
. ，さみ K 键 か 王 —‘- ダ enture か - caii to. か ! げぶ も、 

. で ヴ ... 心 ， V • ’ 

%^:tlon.ith'e irmn お rat わな Ihw 幻 がみ 
与 柳 ■ 妃 ig 妃 Congress お biie も passeo 
が 巧 ;. h が 巧 巨 さ of the last ^ 0 011 -g-ress 
を 1 巧 ド . -appar 色 反 Uy -cert み i は '' と Masses -- を re 
耳る け で啤ピ タイ で〇りユ .. GUI. country are ん女 
卓 ^ な ぞ过汉 s.. ‘ り がが ms 巧 - ho ぶを BTi’ot お G-- 
■ けを む 客 r ご i を u 円 der the existing lawi 
: 〇 良り が : がり e e な ; zeus ot が 化 Unite 接 

'嘯掉 を.—' ' . 

' ---"Ar t を お ye り ’'’ 化 〇 が 夕 at ’ が ! ぉぶな t.ion お 

Lil おを 時 叫 re without praoiest or :ofc. 
1 知を; cm 二 rrxin おが 3, . れ お’ お ib は shed 化 

.' ぶ 占 ，；;''.' • 

バみ U 化 rma, 1 > 扩€又で巧说 <; 磁 8 処 1 一 ■. わ i が 
. 口を terms that are c!ai おか！ 姑 で お ミ - 
が を ni ぶ s iaw to bb offensive and が s- 

: ご nm ミ。 at り ry. 

:. ちを t least three ;Sta ■ お s.iii よトバ， だ 打 ion 
:i なみ 声 aJr むげ おがを - euac|：erf laws おが i 
U さ だ td.tu だ . 巧 ntei 巧な 江な d ,! み w ぶ f -.Gaii- 
如巧 ^ みみりな り 11^ げ苗 な mtiiits of thosf 
よ 敗を States お 泣 V もぶ お m without ob- 
鳴 : 帮 敬 ;,. oi* が ot がと . 了 おが the - が . け もが ; 
is ちを ちの ade i 狂 r 從 ^ee 争 お Oai; むが r ]. お 
亭 U に ‘ せ mp 打が わ 6 白 the acu すぶ HBS かがよ ) le 
ぶで み ]. ご 化 con れ ontin ぎ CaJiforuia ぶ 狂 <5 
. 吃 泣 公 n ぉ； : は tes that Ca ミけ cr- が a is が r_ 
/ だ 巧窜 t; かが 的 ; ， e をげ • 训 〇泌 か お^がが 
- 丰 i 巧 r がむ kirr なご d th な t> if 扫 fs 幻 与 irn ミな ation 
警拜 ^ ; 巧 ぉ がが ri!um& な 0Q against- 
燕が 饥 '山ん ' 

,? 絮吟 : ミな が？ た t じ 加 か St け！ のぶが ensfc 
C& 巧：， fcip^ ; もを kcQ わ 文 ’ ' a じ y E 注を 心よ 1 よ 0 -th わ ‘ 

.! な、 " 為 and more ： |)arUeii ： [ がれ ぶ 〇色 百 .よじ お 
弓が 嘴が 似 clear in th 弓 . ms 姑 ace ’ がぶ 
りな U 巧 n like Jap 么凸 t れ al も y けさ ぶ \v り 
!a 巧が . pr 曾 vems ^<XiuisUioti- of 妃托 3 む -j 
が ie 巧を . は is お ost respect む ! おぶ su 权 
— : がな 縛 , もれう t ろ f もげ邱 the qu が ti 孤 お 

巧ち 讓濟 带鸿 进 e 戦 J ， 己 弓 じがな 

t 乙 戸ち M 卓 bu も を ? な ii-r - j.iiatb ' な 


なりみ 3 ん で ! iu お过 をん May 王 

secret agreement Iststw^u . Russia 
: i む d 013 ma was -signe をが ceiitly , み 
jor が n 甚 お .- the Peking cwr が poa 过 e が 
of て la ぉ り a り y., でが を gT?"pii. じ n 職 i •.わ 
C わ h ] み eoucede ざ complete —guitoodmy 
to *=0 城が 盖む >ago だ a, whose ぶ ron むが ' 
has •.か e を凸 なが imit を ted. •' 

でな is agreement, w お 3c も tlie corre- 
3 が - 巧 dent sa 抑， . 皆 .- e'orta;；! to が 6 汉な 
な orjvi thrpughont China 、 vhe 江 it _ be-' 
eoines k 打 own，’ sav 政 Kobdo 月 わ c 
の iassiU お， . を砖が Gs が！ the Kirgha 
:ov:iirTy an な e がが ! 立 e : uoirt お western 

Mongoii 江 -—. 

立 UtoQ 幻拍 ; 0 口 s が oa 夏 olia will ale 耳を 
か e 化〇が than half a milUou squa 門 ' 
も n が . No sTi 冲即 rre! が er has been 
chronicled おみげ .; 1.898 wlxen the Po パ 
Arthur arid _ な な orOi わ w . 它 叫が w かた 

r^eognized by わ妈 け/ ' - . 


け angu み ge aud h か ratur も 
I "A ち な e . け me of ray が a な us だ。 巧 
I む om t もみ 幻 お h Normal School fur. 

i 虹が Bhaiiglial 
Japanese なが〜 
jbimne が， reques なな g け to reco 前 nae 石を 
見 c 瓦 paWe teacher -for Cliiaese お iris 
I 巧 沈が po れ . ド 饥 ’ tMs po ぶれ on 玉 . was ; ミ 
を み 9 が ly se おが ed. . Thereupon I pro - 心 '; 

でも eded to S れを な ^ お 汪 i 註む . 泣 ち st なわむ ぉれ もを 1 

巧 e を r が 奴 Kool なで ぶれ is m Southera ； 
;?hiiia むがが 句を 'the ぶ h; お Ua. 打 mi が ; え 0 たを, 項 
こ ■ け 3 ミな： hpc! . 王 xouudod r が nai 打 : .i ミ Ui ま：： 
注な a を號 よ !! 色 record of わ お 互ぎ わな 七 of' 

ミ わき best み 打な most us が 巧 1 — ed リ がけ〇 ご at 号 
畔な化 ut’:o 打を . for Shan ち h. お ど irl ん ：’ 

‘ • 巧リ iue 1 体が pro&ecut お疫 my wc>r お - 
ミ ご sliajjghaji ， ミ v, ， a.s sudde な ly- .A.alie ホ 
な 〇! 公 au unexpected aaartx ザ . Th わ： 

happened. in this wis 白べ ' 一 jlChere ' 

、ぶ 色 - 占 gc.sU わ 打 - in 〇胡 おが 謀 !^ ド year 巧 女 
ぶ c. To' v;s け th;d expo 占 u お 打 e 狂 抗& 去 毒 
卜々 Pri じ ee of 泣 11' な。 h ミん え pr が.' ミが み ' が -:- 一 4 
で on 若 〇 '1 な •. 注 t th が time Mongolia' 
%vs け - iu か Cne ru! さが the M な 己 ch 巧； 

を ぶ ， and divided into 3 61 ぶ!. が > ご 
-’inc が， がれ ruled over by 泣 Prince,;; 
、で - 一む g these . が . iaces . げ y mo が . 、 e 瓦 二.-. 琴 
■i 爸 ht ぶ as 违 wss the Prince が iCa^abli ， 

古 ' - 




m 


. み S 


llflipa Work el h お p 塞邮 S8 
Weinafi In Menplii- 
Mrs. i 她邮溝 抑 s Mission 


‘1 で ' Ik う . 姐 a 打 ciiu rulers, . in fear lest a- 


姐〇巧爸〇 1 お おぶ re が on corapai'ative- 

;y' 口 nit 口ぴ み-じ to the 巧 ひ rlcL 了む 0 巧 g ミ， 
凸 ot 巧げ y 王 城 from 化が r n 注 t わ e coun- 
かん じが many Japaii が e がゎ な havi 
daro：d よ 0 pep が rate or travel tJirou ぎむ 
' 啤 e— coun れ y，. Ui;e return from whi が 

wUh safe ぶ toir ぶ chs and h がお 
't 过 s じが ご 夕 nshJsi.e な a ble が m を 
-‘i‘!ncm さ な pa 巧が 皆 常 oine な， Mbs Misac 
Kawara. pow the w だ e of Mr. 氏 
;eii 化 o 泣が a: 五 tanag か —〇 も り ) り Nevv 
Yo な . _Ag 啤 巧’ of げ e Yokoho がを 
写が e お 返 助 i も がが the first to- attempt 
な!！ unique trial が 泣 inglh 巧 wUh ttu 
Mon がわ 妃 柿を ミ lU な ior. M ； な . 妃 fit 
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tw'i 弓 e travelling ia な ! で お n お n あ j on 
t 与 e paxt of 汹〇 むか Ka 拉 ‘Prill が , ぉお お！! が 
open 化妇 r ey がわ the world な ad り l-、. 
f:.imat が y cause the 泣 わ revo れ， — ha さ:， 
が oMMte 巧 な e 拉か が out ら ide が げお r ' づ 
prov ! 打 もが wit 扛 out the permis な on が 
the : P 純化 容 Gove 巧 m 村は . So 
Priace of Karacliin 扛 a 泣 U> け aval 1 狂 
my CO 巧むな y incog な ito. W 虹リ e 卜 e w をを 
in Jax>an, れ〇げ 巧が ， the Princ を 说、 ぶ . 

及 日 d が！ ! が ed evorythiag-— the scliool-; 

姐 fe army, — 化を aav も を化 . Amo ユ穿 

th 比が til お impressed, him mo ホ 巧 e る晋ミ 

the educatio 打 - 0 ¢ the women. 

"bn も ぉ ! • がな : 巧 か Peking, he 地 (な 夢 
らお ミり ! pressibiis れ Ms がお an づ ur がが ; 
her なむ じが わ 货 t.f 饼： 成 6- • 為 - uW -- 
だ on of the 站〇 幻が ! ia 打 が r]s. でな 任； 
Prince and Pri 狂 c 規 a weiU t ひ con 如は 


- . '. ， • ミ ww . 一一 … 化 ic ぃパも w 王 【口 uwj が， 

'‘ .'' 巧ち わ fuH ぞ馈 vets 啤 e お 叩。 れ 叩 ce! 吸 d 巧が わ add なお a 接が 《 ,f 押 

$‘• ： た 色 ? flOVl 打 ど を巧夫 of ぶ 5 た巧 ** パ？ Twhj り >» — . 一 ！ _j — * バ _. . _ - 


がず々 巧 oving a 巧を が 00 1 ク f. 译 is 巧が rd which 
巧 : 礎 ’ 々 reat さ 巧お妓 径〇马 わ の をが ween 
A な！ ' 巧 各が。 citi 玄规委 み 只 巧 ； the; 嚇 1 がが わ 
of かを 浑 ; tid n が ミ 0 な 6 が 巧 i がりを が ， but 
he 虹 を 幻を を ! led わ y 狂 我 巧な がぶ !; V ぶが ぶ to 
expre^ ち お e も ope t 女が g yoy wSU .see 
巧 t か が路 > か ： time for がが 0 巧 さ tic が- 
fort. 


み 


をが led が 位 ree 'years 妃巧獻 ； ; なげ あが 巧 — 
側 做が al purposes. 


':3、. 畔たら .1 げ i4li, り le が打り の pri を が‘ 
4 れ e •邱が ority . 幻 f 化ら LegibUiur かが; 
もが S ぷ tate- when I say that 11 it had 
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お 巧 新報を 镇 (前金 郵稱 お)： 
己一な を 五 他 □六ヶ 巧を 一 弗 _ 
cn ヶ年 かを 二 弗 一 

千 化な 十一 年 六月 か 四 H 郵政 摇 
認可 

發行兼 释辑人 甲斐 健 一 
ホ '筆 氷を が 一二： 
敬わ. が. 新 育 新 巧 社 
紐 脊裹六 街 ニ ミ 八 

1 電話 チ H グシイ 六 四と 与 


'て 斯る夕 おの 人口 じ勒 して 吾人は 柯 I 

處 に食稱 品を あめ、 巧處じ おちを ホ 
め、 何 おに 驟 業を あめ、 彼等のを 命 
を 維持し 待べき や、 旣じ今 a じがて 
すら 〇 吾人の ホを おた る 米穀の 不足 


吾れ じはくら しご こ 圈のご W 
〇 しど {ご 五月雨の 隆る 巧の 听の 
角の 燈乂 じし ばした ミず な 
一〇 明滅の がの 巷のと もし 义 は' 
さながら じか 戀じ 似て ゐわ 


を じじ 巧して 勞働 者の 鹽買 力は み煞〇 サブ ク五イ の 巧 口に 立てる 猎 人の 


じ 截少の 傾向を 呈 しつ、 ゐる じあら 

ず や、 もし 化 狀態じ 於て A 口 九 千 巧 

じ 達しれ る 五十 年後の 巧圍 はか 巧な 

るが 態じ陷 るな らん か、 これ 吾 入が 
みし \ しま 閑 どして 看 巡すべき 閔題じ 
をら ざ、 义淺 きにな も 間 題 じあらず 
して 近き じ' 解决 せざる 巧らざる 圃家 j 

の大間 題な 

吾人 近時の 傑 おを 見る じ、 ぶ 作を 自 
身 すら か 國產の 米穀 じょら て 一家を 

まふる の 必要 じあ まれら、 或は 云は 
んホ 作を は高價 なる 內園 ホを 輸 おし 

て廉 僧なる 外國 ホを 其 食 巧 じ 供す る 

ならと、 說 一巧な きじ あら ざれで も 

米穀 輸 おの 狀贺を 一見せば 吾人け が 

雜の 說じ對 して 夕< の 注惹を 鎌 ふを 

巧ず、 もし 五十 年を 經 過せば 日本は 
米作 地 どして 經濟上 極めて 不利益の 
地位 じ 立つべき はを ホの 傾向 じ 照し 

て 拒む すらざる 事 化、 巧 國產の 米が 
其 魔 額の 十を 一 0 上輸 おせらる i の 
ホ 駕 なけれ ども、 大農る の 諸み 廣じ 
がける 米 化は 益 盛大を ホし 縣來 內國 

ホを して 競 爭の餘 地な からしむ る や 
も難圖 化、 而 して ホが 者じ對 する が 

議 な 策が 巧圃の 商工業 港が 巧 第じ議 

貪 じ 勢力を がへ つ i ゐる 現な ぞくの 

ホ 聲を窗 する を 得ず、 或は 他 H 商工 

業 派の 教 力が 議會 のぞ 數を满 してを 

然 米が 者を 膨 をして 輸入 ホを 歡迦し 

て) 艘勞働 者の 購買力の 餘裕を 資す 

る 事 もや あらん、 あして 然 りごせば 

約 千 八な 巧の ホが 者の 運命は 誠に 檢 I 

惡な 

一, 殿のを 働を じ おして お 外の 天地が 

必要なる かぐ 日本の 農民 中 ホ 化を 0 

其累 巧の 生命 ご 甘る 者に 對 して 义鬧 j 

樣じ 必要なら どる ふべ し、 か 化巧國 

の 現 巧 じ 照して 縣 巧の 大勢を 察せば 

再 入が 痛 州な 外 じ 於て 我國の 超過 人 

口を 移し、 訓練な き 巧 通の 勞働者 や 

將じ急をををんし つ i ゐる义作者じ 
對 して あ 食 化の 道を 諸て 彼等の 發展 


あだな 娶 のぅし々 を ば 行く 


■W \1 J / ^ 、 

ス寸 


/Jw\l 

鐵 

ぃ ♦作 


▲排日 法案 通 巡を のホ國 輿論は 稍 

I 其を 彩を 邀 じたる じ 似た b 丽も 白米 

I 截爭を 云 病す るの 巷說紛 々たるは を 

A 負 家の 欲する が 儘じ排 H 法を 測 

をせ しめて 後 戰爭の 避 < べきを 摄論 

し 筆ち を 巧て 化 間を 誤魔化 さんどす 

A 平生 自由 卒 等を 口 じし 搏 愛を 冗 

I を 筆 じする 彼等が 文明の 眞僧や 知る 
べきの み 霞 關の迷 おを 破る は あ 化 秋 I 

A 円本の 抗議 じ對 して 維爾 遜巧觸 

な 如柯め 美齡麗 がを 巧 ねんどす る や 

I 時局の 將 巧は 彼等が を辨 如何 じ 化 
A 吾人は 正々 堂々 V 」 して 其 條約違 

なを 賣 むる V 」 词 時じ訓 ゆる じ爾 にお 

I たらを は ホ 爾じ歸 るを 0 てすべき 化 

▲彼等 じして をし 權方則 正義な も 

黃金 則を 善なら ごの 化が 觀を 抱かげ 
是れ 實じ大 なる 誤謬な り 駐敷巧 一二 堪 

A 物質的 文明の あ 相の ベ 子 フキ ッ 
卜じ墜 を 心で なて 得た み どす 名は 稱 

巧て 其 精神的 义 巧の 退 ホを 旨 白而巳 

A 新興 腐 民た る 吾人 ば 高遠なる 巧 

おど 雄大なる 抱 資ど而 して 度實 なる 

I 技倆 VJ をが す 嗚巧ホ 乂何か ぁらん や 

A 白人を なて 文明の 專® 特許 權を 

有する がかく じ說 きたる 時化は 旣じ 

歲か 上の 事實 どな 6 了せ 6 覺聰 せょ 

A 若 ホ 時代の 思潮を 察せず 異人 稲 

を 排斥し 侮蔑 ホる がかき は ホ 人 自ら 

I 攘夷 鎖 園の 政策を 俊 渚 せんどす る 化 

▲が 育. 邦人のを お阀体 VJ して H 本 

I 乂會の 設立を 增 ふる お あ 巧 爾< 巧 数 

を 加 へん》」 す 議論は 無蔬實 行が な 要 

理窟 どして：：！ 本人 會 創立の 必要 

は 問題 じあらず 唯如柯 にして お 力な 

る閒 体を 編成すべき ずが 一寸 間题化 I 

A お 濟會の 事務所を 領寧 館の 一隅 

に 置く がかき 問題の 爲 めじな 赤に な 


レ備ふ 巧は を S 登 霞す 巧ら ざつて 議論す る f 到底 堤 携は不 叢 


る 閣民的 大要 ホな 


去 完 



校の 巧 じて 巧 

3 下が， みなる を あざむく 燈乂も 


女 


A 偏狹 なる 島圓的 根性の 弱な を 啜 

露ず る 巧 人が 幾千の 多き じ 達する も 

日本人 會の難 有が を 感ずる ミな けむ 
A 講 論を 爲 さむが 爲 めじの み 議論 
一を 磨し 平素 虛 必苹氣 となる の 修養な 
-速 中を 會員 どして おして 何の 有 溢 I 
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荷二自 御案內 
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な 排目 法の 通遞と 

1 時局の 縣來 _. 

.巧 下 H ホ 間 じぜお 3 る條 約の 明文 

じを 反する どの 批難を 避けん が爲じ 

辛 じて 血路を 一. 方 じ 開きれ ぶゥ エッ 

プ 法は 遂に 加州 じ 於け る雨院 據講會 

を疆 巡し、々 や 知事 ジョンソン 巧の. 

署名を 俟て完 を じ 立法 3 あまを 具備 

‘个る じ まらん どす 〇然れ おぶ 攸然 ど- 

して 排自を 目 ； S ごし、 化ホ條 約の 鶴' 

.麻 並に 朗义じ 背馳す る 非 立憲のを 律： 

- なるこ，/」 は、 か 巧じ强 辯を 涅ふ する 

:も 到底 蔽ひ盡 し 得べき じあら ざるは； 

.識者の 風 じ 道破す る 巧 化、 ゥ 3 ップ 

I を簇 一條 じ 曰く r を衆國 のを 雜 じ據！ 

j もて ポぶ となら 得る 特權を 有する 外 I 

'一屬 人は 巧 民 ど 巧 等 じ 贿內じ 於て ±地 

か 巧 有、 賣買 、併 じ 么じ關 する 繰て 

I の權 利を 享 巧す」 ろ是れ 明か じ 加 

が 高等 法院 のが ホ 例 じ 化ぶ し 歸化權 

f を 有せざる 外國人 ごして 認 をせられ 

ぞる 日本人が、 新法の 惠巧じ 巧 霜し 

'淹 はざる こどを 規を せる ど 同一の お 

I 果を 奏すべき じ るらず や、 若 t 米國 

政が じして H 米 通商 條お鍛 十 西條を I 

正當じ 解释せ ばが U 本人め 權剌 をび； 

I 膊典 保證の 契約 糜巧を 恥 萬す る偏颇 

を理の 法律た る こ •じを 發 見ず る じを 

まざるべき 化、 叫を 资二條 にたて U 

- r 前 條じ規 をせられ ざる 外國 人は お 

本國 VJ を衆國 VJ . の 問に 絲 お' 叫ら れた 

る條 おじ 規 をせ る範蹈 巧に がて h 地 

の 所 巧、 賓買巧 他 之 じ 願す る 一切の 

利 權を享 ちす」 ど あるは 現 おず る條 

約の 精神 ど 明义 どを 自家の 欲ず るが 

! 歷じ 曲解して、 條約中 H 本人 じ おし 

て 一般的 じ ± 地所 あを 許與 する の朋 

確なる 成文な 含を 奇貨， じし、 0 て此 

第二 條を規 をせば 日米 條約じ 抵觸ず 

VJ のを擊論難ををる { を御ん .こ の猎 

手段 じ 外なら ず、 然れ雖 旣じ條 約の 

明文 じ 化ら て 英佛獨 がの 别國 々おど 

均等の 待遇、 特典 ホじ權 利の 巧 障を 

要 ホし 得べき 吾人は、 か斯 抑を の 制 

をを 0 て 飽迄條 約 上の 權 利を 侵 普せ 

られ たる ものなら とま 張す るを 當が 

なな どすべし 


尙同法 第一 一條の 未 項 じ 於て 農業の 
百 的を 0 て 十一 地を 貸惜 せんとす る 焦 

を じは 其 期限は 二ーヶ 年を 超る を 許ず 
ど規 をせ るが 如き、 是れホ 鞭 約 第一 
條の 明文を 蔑視せ る ものな も、 今を 

じがけ るな 留が 人は 僅々！ ニダ 牟の契 
巧の 下 じ 誰かを じて 農業の 經營じ お 
事し 得べ けんや、 况んや ー ニヶ 年後、 
更に 新 契約を 締結 せんど 欲せば 他人 
のを 義を用 ゆる じあら ざれば 恐く は 

が 法 違反の なを 化て 契約の 無 熟を 宣 

吿 せらるべき 疑点 あるじ 巧て を や、； 

其 他歸化 構な きおくは 慷約じ 化- = 'て I 

± 地所 有權を 有せざる 外商 人 (即も 一 

が 人) ょ b 其 現な 巧 巧ず る 止 地のを 

総 權を夠 奪せ るが 如き、 ゥ S ッブ法 

制定の 目的の 那 邊じ存 する やを 推み 

すべきの み、 巧 謂 「ビ T ナブ ッ 、が 

リテ シヤン」 を 巧て 化 ませられ たる 

加州々 會加脚 民 多數の 利益 ど 曰 ホ 固 

をの 大巧 ごを 省 慮せ ず、 漫然が A の 

を展た 0 て 如 巧の 不利益 ならと 諮ゐ 

巧て 如斯 排日 的 法雜を 制を 腳行 せん 

VJ する じ對 しては、 專 人は 斷ず ねる 

覺 悟を 巧て 之が 粮本的 解决を 期待せ 

ざるべからず、) 時の 彌綠 糊塗の 小 I 

策は 巧して みん' じ H ホみ 親善を を圖！ 

し义 ホが のか ホを 維持す る 所な の 道- 

に あらざる 化、 而 かも 知事 ジョン ソ 
ン 氏が 本 月 十四日を 0 て 國務卿 じ 致 

せる 返電が、 縷 々ゥ ユップ 法の 排日 

を 目的と せざる を辯疏 しつ i 1 巧蒂 

溢頓 聯邦 議會 を述 過して タフト 大統 

領 の巧認 する 巧 ご なれる、 彼の デリ 

ング 'ノム 移民法の 明文 じ 論及して 中 

央 政府に 巧 あせる は、 畢竟 邀域 なく 

彼 自身が 排日 黨 のち 魁た る 馬脚を 曝 

露せ る ものに ゐら やや、 遮奠 吾人は 

類 動的 か 客の r 標本 V 」 して、 「モッ 

ブ 、チィ n 。 ジィ」 じ 富 従す るを 0 

て 能事 どす る ジョンソン 氏の 如きを 

對手 どして 無益の 論爭 を繼績 すべき 

じ るらず 何 VJ なれば が 日の 間 趙は旣 

じ 地方 的欧略 的を 質ょ ら變 じて、 園 

家 的、 論理的 閒汹 どなれる もの なれ 

ばなな、 想 ふじ 化が 則 强の間 じ 於げ 

る：： 3 本 外を の眞 懐は、 客歡的 じは、' 

排 H 問 趣の 解み 如网じ 浓らて 評を せ 


らる i じ 至るべき 必然の 傾 巧を 有す 
る もの ご 謂 ふべ く、 吾人が 蟹柔 なる 
な 菌當路 をを 觀 援督勵 して 強硬なる 
抗議 VJ 蜡 爆なる 要 ホ ごの 持績を 提唱 
する は、 實じ化 おじ 顧みる 巧 あるを 
なて 化 

盖し排 H 法の 通過 じ纲 ずる 維爾孫 
內閣の 意中は な あじ 材 度し 得べ から 
ず、 囊じ排 H 案 成立の お 戴 巧な せる 
じ 膝して はお 霜を 巧を 特派して 陽 じ 
其 通過を 协 遇せん VJ する の 態度を 示 
したら ど 雖 、武雷 ま 氏が サクラ メン 
卜じ潘 狂 中、 规州擬 事 總長ク H ツプ 
巧の ず じ 依らて 發 表せられ たる 新法 
のを 草じ關 し- は、 別 じ 巧對の 意見 
をを じせず、 寧ろ 其 譲 案の 提 おを 默 
認 せる もの、 かし、 世間 或は 懒邦政 
がが がが 知事 及び 州 會に對 して 條約 
め 明文 じ 違反す どの 批難を 蒙らざる 
べき 程度 じがて 排日の 目的を 達する 

の ホ 法を 案出 せん 事を 懲邀 し、 なて 

脚權嘗 重め 意を がかす と 典 じ 立を の 

貴 巧を 轉嫁 せん イ」 する の 準備を 試み 

たるの 形跡 ゐ るを 指摘す る もの をら 

なじ 吾人は な 國の 當路港 じして を然 

雜爾遜 內閣め r を お」 ど 「巧 患」 ど 

じ化賴 して 排口 問題を 解かせん 事を 

冀 望せば、 外を 上意 外の 失敗を 招致 

すべきを 豫 言す るじ禱 磯せ ず 

惡 人は ホた 珍 旧 大使の 提出せ る抗 

議の內 を VJ 之 じ おする 雑爾 遜. Sg の 

答 辯 どを 閱讀 せざる をな て、 時局の 

將巧 がか 何なる 方面 じ推發 すべき や 

をを 斷し得 ざれ 雖 、若し ホ 國§ の 

答 辯が、 道路 傅 ふるが 如く 加州々 會 

の 措置を® 護して 日米 條約 違な じあ 

ら ずど强 巧し、 正面ょ bH 本の ま 張 

を 「イダ ノア ー」 する の 態度に 出で 

たら ど せんず、 吾人は を 敷 正 じ當路 

者を して 

第ー ホ 國じ對 して 傭 約の 精神 並 

じ 明文に 背馳せ るを 巧說 して 其な 

备 をを むる と 共 じが 責巧の 所 だを 

閒ひ 

第ニ クタ シブ 法の 條約 違反なる 

や 巧 やじ 隣せ ず、 歸化 法な 正の 當 

然 なる を链證 して 其 言質を 得る じ 

努めし め - 


第 |二 外を 上の ホ 段と しては 同盟 
廚 たる 英國 ごを 縱連 街して 良む を 
得 ずんだ u ホ條 約を 破棄す るの ホ 
意を をし 

第 四' ホ國 政が じして 適當の 狸を 
な — - n し條約 違反を 政て する じが 
ては 日本は 移民 制限 じ關 する 覺嘗 
の 葵 約 履 巧の 實じ 巧せ ざるべき を 
疆 をすべし 

如上は 單じ日 ホ 外を 談 おのが ホ じ 過 
ぎず、 彼の G 奈馬 大權觀 會じ對 する 
寒がを 中止し、 若 < は 加 卿 人に おし I 

てが 極の 立法を 故國畿 會じ提 巧ず を I 

が 如き、 或は 東洋 歲船會 社 じ 命な し^ 

てが 潘 地を變 巧す るが かきは 時 厨の I 

推移に 化り て 巧に 考量 せらるべき 閱 

題ね るべき を おはざる べき 化 

白脈臺 より 系 前 一 I 

kB UM 

脊 み' 

か斯ま 那が發 あの 機運 じ乘 じて か 化 
を 根本 じな をし、 魔 業 じ 武備 じがら 

たなる 巧 聰の緖 じつ かば、 吾 A げ滿 

巧 政策は 益々 窮を難 縮を 巧して 發展 

の途を 避ら る、 に まるべし 、'恰も 加 

州の 地に 於て H 本人が 排斥 せらる i 
かく 滿 州の 化に 於て H 本人が 排斥せ 
らる i の 時期 無 之 W 云 ふを 得ず 
: 現な 我國め 立燒 よも ホ ごして 滿州敌 

一策 じ 力を 注ざ薛 人の 地盤を 阁む るは 

誠に 當然の 事 じして 柯乂も 異論な し 

と稱 甘ら る、 而 して 現な じ 於て 巧國 

の 政治的 及び 產駕 的势 力が 滿卿じ 於 

I て 最優势 なる は 明白なる 事實 化、 然 

れ讓 をし 支那 お 和 國のお ホ か 巧輕の 

満州 政策 じ强大 なる 赔 迫を 輿な ば 或 

はを 人の 大陸 巧發 おの 運命は 假み現 

_ 巧 じがて はを 然 何等の 障嘗な < 、祕 

めて を あじ 进速じ 開が せられつ、 ぁ 

が 如ろ もを は 要する じ 一畔的 現み じ 

過ぎざる 化、々 H 單じ滿 卿の 利權じ 

のみ ホ 舉を囑 して 圓 家ち 年の 大計を 

おれぶ 今より 五十 ザを おでず して 島 

I 人は 永み に 島人たら ざ 可らざる S ' 運 

命じ 遭遇す る や も 難圆化 

年々 お 十で な 上の 過 超人 口を 有する 

巧圃 は々 よ b 五十 年に して お 云 千 巧 

の 人口 增 加を 見る じ をるべし、 而 .1 

: j H. — mutt -'HI— I . a — 
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粧母國 訪肖團 募集 

A 化 巧 下が 出發 ▲十二月 下 巧歸义 

迸 員の 特點 
♦旅行 券、 領事 錐、 移：！ ii 帰 等の 諸 

手続は 化て 本幽 にて 取扱 ふ 
• 徵 を猜豫 中の 加入を じして 本年 

徵兵猶 豫の許 巧を 得た ぇ 者は 差つ か 

いなく 歸义 する 事を 将 
• 蝴體じ 巧して 家族を 呼 游せ义 は 

小 班を H 本 じ 送り 画けん とする 人々 

の 霜 じ應や 

•.非 幽員ど 云へ 雖 幽体 ど 共 じ歸ホ 

する 者は 削 員"？ 樣の 取扱を 亨 くべ. し 
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^ 2111 每ス WTl 樓 

特 こ 日本人 諸君 ノ御轟 負 ユ預リ 度 擦 

0 田 il'J 巧 ^巧 c 巧 尸 M0N10O 

•2-i Pell S す eet 乂 . Y. oi ミ 


日本人 職業 
周旋 所 
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崖を 借 入れな 姓が 巧 ご 旅舘を 乂勉强 

じて 磬業敦 ます、 室 巧 特じ淸 潔、 球 

突 撰 あら‘ 

電話 n C ン バス 五 五と 九 

で や廣が 鋒 
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中原 修吉謹 お 
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，，‘ ： phene 8707 sain 
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参 flit 日本 


(か 一 H 東京を 電) 

一 加州 知事が 排リ i 地 案に 署名せ bvj 
の 報 導じ對 しみ 國 おの 激昂 甚だしく 
其稱 度は 學童間 應當時 0 上なる を些 

て 政府は 目下を 力を 注いで 之 か鎭靜 

で 巧め つ； ある も杂態 頻ぷ的 難な b 
^ 本人 排斥は 人稱閒 題なら どの 觀を 

な 一般 じ增 加し つ、 ゐ b て 速を 緻發 

一す る 加贿議 會め排 U 索を 巧 止す ベ < 

何等かの 方法を 谣 がざる 可らず どは 

之 ホ I 娘の 輿論な スが 時が じ 關し著 _ 

をなる 某 高等を は 語らて 曰く 

某な <品藥 裳.^^ の 

名譽に 飄 する 重斋 趣な 

b ど跋 せぶ る 雄は ず、 現下の 問理 I 

は 平和 じ 解み する を 得 ザ きら H 米 

國 巧の 親蕃 をぶ 乂じ持 綾 るが お 

の 切要なる ず 段は 一部 义 人の H 本 

じ對 ずる 感 精を 一獲せ しむる じな 

ら 云々 

♦渡米 實樂蝴 の集會 

(十九 H 東京 發 蕾 ) i 

」 千 九な 化 年 じ 渡米した るを 國實業 1 

圓 の】 行は 本 且巧都 じがて 大集會 を 

催 ふし、 拼 U 間 趙じ瞒 し蔚議 を赛し 

乂國實|^^ ご 提携し て 圓滿な る事府 

の 解かを 巧ず 巧 < 决畿し 其 ホ 法 ごし 

て 歸化權 の 獲 轉ど條 巧の 改訂は 最も 

必要なる 條件 なり どせ り、 を 圈の新 

蘭 紙は 加州 知事 ジョンソン 氏の 大統 

領じ對 する 答 書を を擊 して 餘 力を 剩 

さず、 ジョンソン 巧は 圖 法の 下じ隱 

I れて自 已の實 任を 轉嫁 せんど 試む る 

"のな b ど 諭 皆り 

•脈 娜兩 代議 主の 墓 

桑 

骄曰 問題の 實倘 硏绝 どして 政 友、 國 

民兩黨 ょり 派遣され たる 江 原素 六 服 

部 綾雄 兩 代議 ± け ま 十九 日 コンャ 號 

じて 藥港じ 着せ 6 、 今兩 巧の 談 どし 

して 同地 發電 の傳 ふる 巧を 記さん じ 

なお 代議 ± は 曰く 

予は 日本の 夕數黨 ねる 政ぶ をを 化 

をし 日ホ屬 をの 親善を 謡 せんが 爲 

めじ 巧れ り、 予は 加州 問 趙じ關 し 

自己が 苦 巧を 辨 おする 0 前 先づ加 

贿じ 於け る 吾， 門胞 のが 態 ホ じ 事態 

のが 阿を 硏兜 甘ん どなす、 U 本网 

おはが 加州 吗胞じ r 惰 し、 ホ 和に 

化 間 腿を 解 巧すべく 巧し つ； ゐ 6 

を々 


服 部 化 諮 ± は 曰く 
ずは 國化 驚の 代 おおどして 來れら 
H 义條 約は 不完 を；；？ ■るか 故 じ予は 
が 改訂を ホ 黑 す、 丈 地 法案 じ觸し 
ては チは：：： 本人の 歸化權 獲得を が 
'要 どす る もの じして 斯 はを 國 及の 
輿論なら 而 から 如何 じして 之を 得 
べき かは 来を の 間 題なら 云々 


•加州 知事の 馨 名^ 

ホ 國の應 答 

A 加州 知事の 署あ义 しく 則 待され 
たる 排 H ± 地 案は 去 十九 U か 帅知擧 I 

ヨンソン 氏の 手 じよ b て署 あされ 

たら 

•ホ國 H 本の 抗 講じ 答 ふ ジョン ソ 
巧 著名の 電報 中央政府 じ逮 すると 
關时じ 大統領 ウィ^ソン 氏は 國務卿 
武 茜を 巧 ど槪 がした る 上 珍旧大 化の 

ホ 訪を請 ひ、 武 氏は 自ら U 本 政府の I 

抗 講じ 對 する ホ國 政府み 應答 菁を朗 I 

j 讀 して 之を 大使に ホ 渡したら 

I を网 答は 诊旧大 化の 手 じよら て 直ち 

じ 東京 政府 じ 打電され たるが 其內を 

は 極めて 秘密 じがせられ 居る を 0 て 

妹ら 難き も 左は 應答蕾 中の 重要事項 i 

をる 可し VJ 倩 せらる 

一 化 ホを 衆國 政府は 加州 止 地 案を； 

巧て 一千 九ち 十一 年の H ホ 條約じ 

抵觸 せざる もの VJ 認 むる 事 

一 嘴が 政府は ± 地 法案の 巧 化じ關 

しお 來 得る 限 b の 努力を 爲 したる： 

こど 

ー ホ國は 日本人の 巧 遇 じ 巧 お 差別 

的の 意向を ホせ す、 义 0 本の 國威 I 

を 毀損す るが かきを 望な き 事 

ー ホ 國政體 の 組織 上、 止 地 じ關す 

る 制を の權 利は を 州 じがす る 事 

一 义國 欧府は 今回の 事件を 化て 外 

巧ず 段 じよ b 解 巧す ザき ホ 望を 有 

する 事 

A 王 地案實 施の 期 知事の 署名を 經 

たる 出 地 案は 州會 結了 後ー ニケ 月の 後 

實ぶ せらる 可 きらの じて 八 巧 十日は 

即も巧 期 H なり ど 


♦加州 大を絕 長の 挑 U 意見 加 挪大一 

學撼 を ホ イタ ー 巧は 去る 二十 a 當潘 

解纔の カイ ザ ー、 ウイ グへグ A 號じ 

て 御 逸へ 向け 出 發の際 ± 化 案に 巧し 

j 新聞記者 じ 語 b て 巧く、 讲日 ±i 

地 案け、 正當な 巧し I 

該を まじして 述 巡せ ざら しなら ば 加 

州は 數 年なら 中して 日本人の 爲じ占 


有せら る \ じ ま b しならん、 頃 H 巧 

の 挑發的 新聞記事は 痛く 化 人に 不安 

の 念を 抱か しめたれ 雖此閒 越 なれば 

なく' 费 ふる じ 足らず 加师 々會 じは 煽 

動のを 治. 家 あらず、 彼等は 何れも 眞 

巧目^:^る卿ぉみ化表者なら云々 


參時巧 どげ 兜 偉 

政府を 信頼す 

排 = 問題 じ對し 巧が 院な 志は 囊 じを 

派 0 おお 聯 をして 山 本を がに 轉 見し 

圓滿 解が み ホ留を 致た る も觀ホ 間 晓 

侧 じがて は 何等の 巧 動じ 出で ざるが 
就中 閒 おの 最が 力蝴體 たる 研 兜 曾の 
態度 じ 就き 聞く 處じ 化れば 词會 はを 

巧 ど おじ 旣じ當 局 者 じ ホ 望を 致した 
を こごな 化 上は 政が 當 おちを 信賴し 

外を 上 機 曲を 失せざる 樣 最善の 道を 

遥 がしむ るを 得策 なりどし々 後は ザ ー 

成 行を な 視し飽 を 政府の 後 おおた 
ん 事を 期す る じを り ど 一 領釉は 語れ 
り 

♦羅揭 法の 觀譯 

帝國學 モ院の 事業 I 

ホ 松 顧閒官 の擔巧 

世を 法が の 溯源た る羅ぉ 法は 族义羅 
，甸 語を なて 記述され お义章 今人のを 
易じ琐 がし 能は ざる もの あ 6 を 巧の 
戈 物 東漸せ しな 巧巧國 じて は 法 禅、 
を 治、 經濟 、宗敎 、敎 ち、 义學 、天 
I 文、 地现 、歷あ 等 大小の 書籍 火 底は 

:觀譯 されし も獨 b 羅 馬を じ 至りて は 

がた の 難解なる 意が の 高雅なる 普通 

を學 者の 適當 じ觀譯 する 事を 難ず る 

巧なら しが 帝國學 ± おじて は此缺 辟^ 

を 補 はん VJ て 過般 ホ 博 +; 諸 大家 中ょ 

6 搬譯者 其 人を 選ばん どせ しも 今 H 

を 適當の 人を 見岀 さ^らし が 先頃 化 

雷 業を 末が 樞密 顧問 官じ 懇喊 する 靠 

じ 衆議 一み したる ょり ホ 松ず 爵 もげ 

諾し爾 來羅甸 文の 厮蓄じ 化 b て 書 巧 

兼れ 巧 潮なる 羅馬 法の 搬譯じ 盛す い 

しつ； あら 爲じ 同ず 爵は 今春が 化 じ 

もな きたら どて 此程 巧須浩 々等 間 歌 

千を 遺 义薦欺 多、 點捻幾 篇羅ぉ 法、 

一二 蕃が易 夢中 過の 一 経を 得たら どて 

訪客 じ 示した b W 但しを の 截譯は 今- 

i 後尙數 巧を 要すべく 成 巧の 上は 大學 

は 勿論を 專巧學 校め 敎が書 又は 個人 

のを 着 書く もなる べし ピ云ふ 

内. 新 渡戶博 ± 狼 磯 運 勘 同 愧± はま 

パ か 二 H 第一 高等 學狡 長を をせられ 

d 時に 义 郁を 规聲を 瀬戸 虎記を 其 後 

なじ 巧 命され たるが 多を i ： その 薰満 

をず け 深く 其 人格を 祟拜 しおる 閲校 

一千の 學 をは 博 ± の 辭任默 親ず る じ 


なび やどて 一大 會 合を 倦 ふし 委員を 

選びて 义部 當-府 者を 訪問せ しむる 等 

おおが 職 速 動を 銷 姑したり、 化 報を 

聞く や 新 渡戶博 ± は 度ち に舉化 等を 

偷邱 講堂. し 巧き 其が 意を 謝した る 上 

右 速 動を 中 化せん ミを 懇話し たれば 

學生等 も 其 怠を 誌 どし 解散したり 

♦歸化 權閒題 ど ホ國歸 化權を 獲得 

する 事は U 米 問題を 解み する じ 最も 

巧 要な b ごは：； n 本の 學诸 政治家の 
致す る 所なる が斯 は畢覚 H 本 側の 說 

じ 止ま b ホ 國侧よ b 見れば 事 甚だ 栖 

雞 なる 理 もめ 6、 著盛頓 じがて 一艘 

じ 信 せらる、 所を 記さん じ、 もし：： 3 

本 政府より 斯 かる 要 ああ もたら ど碳 

を すれば クキグ ソンは 現下の 難局よ 

り も おじ 一曆脚 難なる 地位 じ 罹 かる 

! 事 どならん、 柯 となれば 日本人 じ 

典 ふる じ 化 外人 ど 巧 様の 待遇 及自を 

を 巧て すべきは を 數ホ國 人の 恵 見な 

。歸化 權を巧 ふる 事 じ 就て は 上で 一 

兩院諸 員 中に 夕 数のを 對 論を ぁるが 

爲な なご 

♦大 號領ゥ 氏排： n 證 員を 戒 む， ミス 
シッピ ー 州 選出 議身 シッソン 氏は 二 
己 遇 間 前 諸を じがて 激烈なる 排日 溝 

說を 試み 頗る 世人の 注意を 惹 きたる 
が 今 巧 又もや 議を じがて 排日 ± 地 案 

じ 願す る 意見を 發 表すべし ど 豫吿せ 
し爲ゥ 巧は 大 ひじ 憂慮し 此際 ホ國議 

をの 難 貴が 輕 操なる 排 H 的演 說を爲 

すは 日本 國 おの 誤解を 招き 延ひ ては 
時 巧を して 益 脚 難の 位 渥 じ 導く もの 
な b どてが もじ シブ ソン 氏を 招きて 
懇談す る 所 あらしが シッソン 巧 も 
且豫吿 し 置きて 何事 も 言は ざるは 甚 
だ 不見識 巧 第 じて は ぁら 旁々 不得要 I 

領 のが 說を 爲ず當 なり V 」 サ ー H の 華 i 

府通 信じ 見へ たら 

♦朝鮮 移民 黨集 

お數千 二‘ 百戶 

本年 九月 未 H を じ 申込むべき 第 四 巧 

東が 朝鮮 移民は 今间 東が 旨 社 じがて 

甲 こ 兩滿を 通じ 總數千 二： 白戶た 募集 

し 之を を 幾 道の 一 府と鄰 忠淸南 道 十 

一二 撕を 羅北 道 五 挪を羅 南 道 十と 郡慶 I 

尙化道 十四 郡 慶尙南 道 一 府二郡 平を 

化 道 一が 一二 挪成鏡 南 道 一二 郡 江 お 道 

都 即ち 十. 一道 五が 八十 一郡 じ 县ら配 

化せし むる 事に ホを し 之が 裳 集 方を 

夫々 內 地を が縣じ 移朦 する 所 ぁりた 

るが 化 ホの 朝鮮 移民は 重に 溫暖 なる 

^衔 部を 學み化 部 朝鮮 移 化を 希 盛す る 

もめ 少な かちし ら前网 より 漸 時化 部 

顯鮮じ もを 化せし^ るの 方針を 執る 

じ まれを ど 
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Ch ‘ ese Restaurant 
B rodway & 59th. St. 
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新ク！ 3 ュニ 


日四廿 月五伞 二ぶ 大 


理髪 學段 

六ヶ巧 卒業が 證 ，僅かな 

る 月謝 じて 卒業の 際 用具】 
がを 給 輿す 

バレット 諸君 じは 特別の 

敎授の 法 ぁり 

ニュ！ ヨ 1 ク 

.リビング トン 巧 二 燕 


夏場 向新 荷 着 

日本 バぃ？ ： 商會. 

お Ippos DRY GOODS (0. 
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化 ホ 靑年會 ノ名稱 ニス 經 
C り蛾致短候當舘'^今回左ノ 
通リ な稱么 上が 然營業 仕 
X ; おリお 今夏-一大 修鑄ヲ 加 
W a へ 一層 解 强之上 諸君 ノ瘦 
^ 化が ヲ計リ おへ バ不 相變御 
如 i 愛顧 御宿 あ ノお奉 願 上 候 
明 似 匆 々敬白 

g おな 稱紐背 H 本 乂靑年 

P 眉 寄宿 舍 

了： 一 大巧 旧廣次 
的 ンキ シン トン 衔 

とな 九 十八番 




夏場 裴荷 着廣常 I 

陶磁 麗 、玩具、 アンチ モー Ti 製品、 

煤 竹 籠 類、 造 お、 手拭 地、 其 他 製 
為 種々. 

取 揃へ 居り 候 間 舊倍御 愛顧の 程 
希 願 上 候 

紐育巿 


，、 


— クン ー 鞭 十 一番. 

煤 木 桃 井 組 
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遠 東 茶園 

西 五十 化 巧 
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▲社 ■吿 ►ま 俄 古 支社 信 巧 部 I 

A 本社 同胞を 位ノ 便を ヲ圖 リ左ノ 
事業 ヲ經營 致 候 

一、 職業 事業 周旋 二、 企業 投 旋 

一二、 を 巧 代理 事務 四、 賣買貨 借げ か 

•五、 調査 案 巧 事務 六、 郵便物の 取次 

よ、 を 私 一巧 世話 八、 商事 法 禅 相談 

を 部面-一 專 巧者す 選 ミを 責ほ ヲをフ 
，ブ御 依 巧 二 應ジ可 申 お 
主 本社-同胞が 位ノ 御を 顧-- 酬ヒン 
I 爲メニ 圖書縱 覽室ヲ を 開シ义 日本 新 
I 聞 雜誌類 ノ御取 ホ 致 申 巧、 縦 寛室バ 
I ホグ S 巧 初 甸を二 完備 巧 致 何卒 御 巧 
_晦 相 願 お 
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診察 
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，▲有 午前 九 時 ま 十一 時 
, A 午を 六 時 至 罚八時 
, A U 曜日 午前 限ら 


, 巧 六十 四 了 目 四十 二番 、 

, 電話 八 八 一二 一二' コ P ン バス、 

^ ぃ？ 小春 錄 


•前途 有 長た 

< 望なる 3 ^ 

の賣物 t 望芳 

^^!^は新我な へ 御尋下され度し 


■■御 下宿 中 川 

チぶ リ！ 街 一四 半 

Chas IsfakaKawa , 147 (hery St . 


夏 傷 玉屋 し 

ち 望なる 煤 所、 玉 萬、 荷物 (幾 品) ゲ ー 
ス類 一切 附處 のま： 一貫 渡し 度し 
憤 格、 家賃 等 じ 就て は 新報 社 內臀業 一 

部 じ 御 問を せ あ b たし. 


參御 貸間 業 

御 结 二廚ブ T ァ） フ八 ホ！ 卜 なお 
こユ！ 巧 ホ チヤ t ^ ス巧 

十九 番 {十 巧 及 十一 师閒一 

お篇 實 


西 村 高等 旅館 

•武巧 一八 四 パイス トリ ー ト 
電誘 一 io 九と メイン 
ち 4 II ' 鲁 S こぎ oklyii . N ' Y . 


武巿岡 野 Q 

自巧 黃 m 

選穀震 I t 

凑 Sands Street JBroo 芭 yn N Y . 
Irel . gain 若 7 r ) 


常の 盛會 な"^ き 


♦栗 栖官 補來着 ご齊藤 副領事の 招 葵 j 

布隨 ょり 轉 ほの 间官 補は 去 十九 H 着 1 

巧した b 化て 齊藤副 傾 事は 同廿 一 1 UI 

日本 供 樂部じ 諸 有志 新聞記者 等 約 四 _ 

十 名を 招きて 架 栖官補 紹介の 宴を 張 1 

れ b 


♦讀 者へ 注意-ー ユョ ー ク巿衔 生 尉 

は 今 巧 ボ內み 春 期 大掃除を 行 ふ 善に 

て- 般の 注意を を 示した り、 サブ ウ 

五 1 、 サィ ドウ ォクじ 唾し、 又は 新 
聞 紙ぶ ハ 他を おを の壤所 0外 じ棄 てる 
やうの 事を 爲す 可らず、 又 旅館、 鹽 I 

體 等夕數 人の 集まる 燒所 じる は 殊に 
注意して 不潔 物の 始ホじ 無 遺 城樣せ 
ざれば 載を を 申が かる 巧し 


お 田 悠四郞 氏の 歸朝 化亞 ホの 岡 i 

氏は 腑 患の 爲め歸 朝 療養の 事に 决し 
十六 H を 港 出帆の 天洋丸 じて 橫濱に 
巧け 出發 せられた b 


A 社吿 本社が 刷 部員 じ 欠 一 

員を をせ し爲目 下 日本より 呼 寄手賴 

中 S 專巧家 到着を 乍遺據 本紙を 四 貢 

大 どなす の 化むな きじ まれら、 讀ま 

の寃 がを 麻る 


共 濟歳業 周旋 部 > 

么名稱 ニ テ 替樂致 お 候 森 職業 周旋 睐一 

五月 一 H ヨリぶ ノ通リ な 名シ現 化' 

家 崖 ヲを部 借受ヶ 何人 ニモ 無關係 

獨立 經營靈 襲 

じ 裳 塞、 梅賣 向べ！ スメント 貸を お 

紐脊 ンキシ トン 百 十 一番 

森 喜が 治 

Jalnsn 累 1 ) 03 ミ hcEn ご-一 oysont 巧 S 口 cy 

】 二 Lex . A . ve * bet . 27 & 送 th st - 
-- se ぶ York City 
Tel . 赛莫 Madison w 夕 


改化 齒禍松 壌の 際 

は 御 盤 巧なる 御 吊 患を 赐 はら 且 

つ 遠路 態々 御 會葬被 下 御 巧 おの 

段 難ち 威 謝の 至り じ 御座 お、 

々拜趨 御 禮す申 上め 處 混雑 中 御 ^ 

尊名 伺 ひ 洩れ も 巧有么 どが じ 乍 一 

略儀 0 紙上 御 厚 禮申述 候 

妻 化が ヒサ 

ザ 化が 萬吉 

緣 一竹 巧久吉 


▼巿俄 ホ 便り 友 

♦巧 彼を 乂學 H 本 火 お樂部 じがて は 
帝 過水醒 H 間大學 宗敎社 會學巧 長へ 
ンダ ー ソン 博 ± を 招待して 晚響會 を 
催した、 巧 博 ± は 化さ じ即- 巧を 經て 
滿韓淸 及び U 本の 國 がを 親しく 視察： 

して 四月 巧 甸歸ホ 甘ら れ たので あつ 

たお 徽が會 は 同氏 多 化の 爲め 延引せ 

られた 巧 第 だ、 當 おは 化 學树胞 十五 

名な 外 阿部 領事、 山 口 秀太郞 の 諸氏 
出席せられ、 ホを が膽相 照らして 談 
笑、 を 後間え ホの 演說 かぁつた 

♦ヘン ダ ー ソン 博 ± 夫人は 巧 俄を 大 

聲の 同胞 一同を 自宅 じ 招いで あ 謡會- 

を 倦さる、 も、 追て 目を 攫んで 樂し 

き】 夕を 過した' いと 


金 款拾五 弗を 寡つ て 女 あじ 送つ ねを 

ふで あこ 


巧 俄を 大學衙 科 盤 井熏次 巧は 本 夏 

卒業の 善なる か 過 H 討論 會辨 ± じ豫 

選せられ、 日米 巧 題じ闕 して】 大氣 

媳を 吐いて 時局の 解 ホ じ 後援 せんご 

目下 頻りに 準備して 居らる 


• 7! ド、 ィン、 シカゴの H 本部 じ I 

驳 ずる 撫满 は旣じ 報じて 置いた か 昨 

I 年 有 ま 者の 間 じ數な 巧の 宵附 をを 募 一 

|り、 せめて 一 神殿を 建設した いど 一 

I 婦人は 運動して おらる ミを ふ^や、 

巧 俄を 大學上 杉 能 雄ぶ は 其 間 じ 立 も 

マ 桃々 周旋の 勞を あつて 居らる - 

参 前 遇 ±隨 日の チャンス、 デ！ は截 

ろしい 盛んな もので 州 か 事 迄 も 出席 _ 

_ して、 殆んで 州の 徽迎會 かの 觀がぁ 

つた、 驚く 勿れ 觀衆四 巧 人、 旨 働 車 

の 數千五 巧 裏、. ベー ス 、ボ ー グ もが 

環な つては 驚く の 外は 無い 

♦昨年 ノ！ ス 、ゥ五 スタ 1 ン大學 で 

マスタ！、 ォプ 、ァ ー ッの學 位を 得 

てれた 棟 方八郞 巧は ホ 巧 初旬 當地出 

發歸 朝の 箸 

•ヒ ラム* ジョンソン* クオ 1 夕！ 

ジョンソン* ジヤキ 、《ョンソン 

をへ ば ホ圃の 一ニ ジ 3 ン ジン どして 有 

をな もの だ、 然るに 本年は ブグモ 

ス 、ジョンソンは 排 目で 彌 々名を 高^ 

めゥ オタ；、 ジ 3 ン ソンは ノ 1 ラン 

五十六 回の レコ！ ドを 巧つ ねが 獨ら 

ャキ 先を のみは 大弱り じ や 

♦東臺 円 山の 秋 穗女熱 ご 云へ ば 東都 

じがて最も評番のょい、 淸いホーム 

でぁるか、 お 建設者で ぁる 秋 穗ホあ 

は 熟の 基本を の 裳 集を 兼ねて 昨年が 

米國が 地を 巡行 中で あつたが、 二 遇 

爾前當 巧 じ 見 わられね、 前 日曜の 晚 

はン ー キ巧 のぶ 督敎 協會で 事業 じ關^ 


♦加 洲羅 がで 十敎 年間 博 道して おら 

る； 稻葉牧 帥 及 同 夫人は ホ 遇 年會抵 

席の 途次 當地じ 立 も 寄られ 前 U 鴨の 
晚はグ n 1’ ブランド 街の 靑を 會で說 

敎 せられた ど 云 ふ 事 

♦宮お 鎌 遊 氏は 遊 H 巿俄古 街に ー レ 
スト ラントを 眞乂れ 百 下 苦 必經營 中 I 

♦永 ザ 剛の者 五 尺 じ 足らぬ 小男な 
れ どみ 酒 敢て辭 せず ど 云 ふ 名物 男前 
H 願の 晚は 何を 威 じた か 靑年會 じ 暴 j 

れ 込んで 大醉 化を やつて、 化 五 了の 
警察み 署じ 引渡されれ ど 云 ふ 事だ剛 
の 者 もこれ じは 閉口したろぅ 
見逃し 給 ふな 立 才^ィォ 洲 。ヴ 
ンビア肺のフランクリンタゥンテ1 

銀 巧の 破 產當時 金が 戴 弗 おが 仙が 銀 
行 じ 預金を 有せし H 本人 大 井原 一二 四- 

郞じ おつて 化 H 同が 淸筆 人ょ ら該預 

金額を 巧が 古 領事 舘じ 送ら 付けし 由； 

なな、 一二 四郞 君何處 じあら や、 領事 j 

舘 では 切ら じ 索し ホめ つ、 あら 

淸氷 宗巧郞 君の ニ ュョ！ ク行お 

る 五 0 知己 友人 じ 送られて ミグ ガン 

- 中央線 じて ニ ュヨ！ クじ 向は る 


I 因 ダん ベい 形 ま 女賣 


(廿 1 1 H 柬京 發電) 
今上陛下 じは ま 十八 H 巧 ホ 御風 邪の 
氣が じて 御 加養 中な b しか 本 a が 臀 
局ょり) 般じ吿 示された る 左い 御 お 
態 書は 痛く 國巧を 驚愕せ しめた b 
今上天皇 陛下 じは 風邪の 箱め 御微 
恙 中の 處本 H 肺 欣街じ 變拖し 給へ 
ら目 下の 御を 態は 别じ 屏ぶ盧 する じ 
足らずと 拜該し 奉る も 御 熱 高し 
■ホ國 大統領の 御見舞 電報 右 御ず 
例の 報 達ず る や ウキグ ソン 巧は 直 も 
じげ 重なる 御見舞の 電報を 發 したる 
かな 東京なる ホ國化 巧を 使よ b は ホ 
だ 何等の 祥報 達せず ど 


中 十二の ボ ー ー組 十二 巧 宛 


化 


九 T のぶ 二 組 拾 弗 宛 

お大 十二 一組 八 巧 

を大 至急賣 拂ぴた 

が 育 喜乂 や. 

.5 ゴー V 】 基を で.： N . Y - 


こ ユョ！ ク大學 H 本學生 同窓 會 

本 巧 化 一 H 午后と 時 若が じ 於て 卒業 一 

視賀會 を 兼ね 乂 懇親 會 を關備 する 箸； 

なる が、 同 會員中 宿所 不明の 人 ぁち 

て 一々 通かず る じ 困難 なれば 閒大孽 

じ闕係 ぁりし 人 じて 出席 ホ 望を は 巧 

校內 幹事 宮川節 郞氏宛 じ申这 まる 巧 

しど 

参 共 濟會々 豐領收 (本 週 ホ 曜日 締 巧) 

をが 戴 弗。 願が 五男 兒六巧 宛 石 _ 

川 春 水-高木 たつを 千 本木 正 治 

击弗 离木舜 一二 四 弗 宛 新 井 a つ 

る 子 古谷 竹 之 巧 巧が 庄 太郞參 

一 弗 宛 岡 部义太 郞觸ま 太郎を 根 

をを 柳 生 磐 ま 戴 巧 おを 働勝是 

小 野 壯平岡 宵義一 岡宮 弗み 寮 i 

一 弗 宛が 島 泰夫水 巧 德路鉛 木 ホ 

巧 义塚順 一 戴 拾 五 他 •苑 おを 富 I 

太 郞橋ル 源 吾 宮本貫 一 岡 田 一二 

规靑木 刷 夫 ホ 島耍橫 本榮一 


して お 略を 語られた が會 衆は 速 時 じ I 山 口堅 吉奥化 重厚 西 鄕藝二 梶 I 


お 貞思山 度 か 

大正 こ 年 五月 廿日 
を 計 


一を 錢太郞 


〇 今上 階下 御 不例 


参 目 本の 不滿 ぶ 


(廿ニ ロ 東京 發 軍) 

米 國の巧 答 じ 接した る U 本の 朝野は 

: 甚だしく 失望せ ら且 义國欧 がか 排 H 

主 地 案の 撤退 じ 關し何 幾 姻當の 手段 

を 講ずす き 事を お 明せ ざ b し 點は外 

務當馬 者め 殊更 じ失遵 せし 所な り、 

牧野 外相は 本；！！ 珍 旧 大化じ 向って 條 

約 上の 解释じ 付き 梅 カホ 眼す 可く 命 

みした るか 武雷逆 氏の 摧 化した るン 

フワ ンゾ ダムは 其 成功 疑は しき 爲微一 

迎 せられざる 摸樣 なら、 歸化權 要 あ I 

は 一般の 輿論な るら 目 本 政府の 方針 

はまを なら 


♦牧野 外相の 言明せ IIH お 東京ょ 

を 港 新 世を じ 達せる 電報 じ 化れば 

外相は 立憲 間志會 代表者 逆 達、 窝田 

兩巧 じ勒し 左の かく 語れ 6 ど 

予 はホ國 政府め 回答を 巧 お b たる 

も 未だを 表する 能は や、' 本 事件を 

訴認 どす 巧き かじ 就 1 は両國 化が 

じ 於て 目下 熟慮 中な む且歸 化權問 I 

題 じ 顧しても 閒樣な も、 時 厨は 頗- 

る® 難なる か 子は 急速 且圓滿 なる 

解决じ 向つ て 珍 田 乂 使 じ 命 かを を 

せ b 云々 


♦蒂府 政府の 樂觀 H 本不滿 足の 巧 

-電じ も不巧 大統領 0 下 時 おじ 關 して 


は 頗る 樂觀 的な りご 


参 日本 谅會の 催 ほし 间會は 昨 H 內 

外 名 ± 諸 新聞記者 等數； 白 名を おがし 

て 午餐を 供した るが 當 H は 前な H 大 

^ 使た b し グリスコム、 家 永 博 ± 其 他 

i 諸を ± の 時局 じ關 する 溃說ゐ りて 非 
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V: 


GaMornia Legisletioii 
and Race Prejudice 

The' deyelopm が it of events i 打 


jeon 打が tion wi 池 the Japan がか Ca レ け 〇で 打 ミ a legislation ib the 
-jHornia が! が tip 打 shows that it is 
jdi. だむ ug to the point apprehended 
by President Wilson and oth が た r- 
sight;ed stat が men* A local a む a げ 
of no 


Johnson’s reply to Secretar が 良 rya な， 
is not the economic interest of the 
State that is menaced by th presence 
and activity of the Japanese. 
To put it curtly, the root of the Cal- 
T&ce ques" 

が〇〇 . The frequent recurrence o 主 
this kind of ho お il_e legislation is 3 の 
added proof of the analysis. 

Among all the barriers that sep- 


が eat importance is in dan が r .‘げ〇 わ man from his fellow bein が 


of being rai が d わ the dignity of a 
world problem, whieh iu Us magrxi- 
tilde is out of all proportio 打 to the| 
! material and economic irit:ers お i 打 - ! 
|volved in the case. This, however, 
i would be, H let a.lo 打 も the logical 
coiiseqnence of the s お p which the, 
California Legislature and れ s Gov- 
ernor have, in defiance to the rep- 
reee 打 tations of Pre お de 打 t 巧 む , 
elected themselves to take. 

控 ve 打 a cursory が が ew of the 
California situation with regard to 
the Japanese land ownership re- 
veals that the material, interests at 
stake are insignificant. The num- 
ber of Japanese が 別过 が) な in the 
Golden State わ mis only 2.82 of the 
entire po も ulatio 打， - arid， furthermore 
the わ rmer shows a constant tend- 
ency to decrease. The lands own- 
ed by the Japanese are but a must- 
ard seed in the empire State of Gal- 
i お rn ミ a with the total value amount- 
i 打 g to a beggarly sum of half 
million dollars or so. 

It is, then, sufficiently clear that 
yexy grave problem り coofro 打 ting 
Cal だ or 口 ia, re お nred to in Governor 


none has proved stronger a 打な more 
tenacious than that of race. Again お； 
this vral! of sepanition two nugtitv 
forces 1 打 the- we お have been ba む er- 
ing, to break it down.' Christianity 
with Its doc れ iue of "the Fatherhood 
of God to all humanity and the 
brotherhood of man ha さ been for 
the last nineteen centuries loudly 
proclaiming against the folly, if not 
the crime, of racial ha 的 d. Lately 
Democracy with Us pet dogma of 
inherent equal riglUs of men has 
joined its force to the storming of 
the おけ re が . These attempts have, 
however, hitherto proved ： futile. 
The fortress of race prejudice ドが 
mains almo が as お vul 打げ able as 
ever. The sentiment of race 
prejudice has such a su 亡 tl も none 
the less potent power upon human 
beings of Afferent race, th お 
none but tim も culture, mutual 
association and benign in む uence of 
Christianity, could subdue. It ， 
th が efore: ioudiv calls お !* the great- 
e が e だ 0 け of お atesme 打 to prepare 
the way to let th が e surest 死 归 d s 台 


or hindrance. Will it not be a sad 
commentary upon the imperfe が io 幻 
of modern civilization, if it cannot 
muster the forces 01 V げ fcue and in- 
teliegenee strong enough to combat 
this basest of human passions, and 
allows it to run riot;? 

There is not a least doubt that th 户 
procedure cf.CaHforLia bas deeply 
3 む n . が 1 the hearty of the Japanese 
people. The. biow dealt is the 
more keenly felt by them, because 
it has come む om among the Amer- 
icans, upon whose friendship and 
good will the Japanese people have 
i 打 "iphc け ] y す elied. Kee がが s お r us to 
dwell upon tn 台 numerous tokens in 
the past that have forti だ ed us in 
this faith. America む rst in か oduced 
Jap 注 打 to the world, and thus open- 
ed the way for her remarkable 
career darning the 1 注が ha け边 cent- 
ury. During that でげ iod what an 
incalculable benefU ha を . America 
bestowed upon us by extending to 
us her helping hand in the hour of 
our need? When Japan was struggt 
iiig hard to break off the yoke of 
old 了 ! 'eati が， co 打 eluded at the むの e 
when diplomacy was an unknown 
science to her, the Americjms were 
among the first who recognized the 
justice of her co 打 te 扫 tion. The 

stigma of serm-md が e 打 den か 一 the 
clause of ex な a - territoriality- was 
thus wiped out, When we fought 
Russia with all the tremendous 
risks involved, Am が お a 咨 aveusun- 
grudgingly her moral and financial 


だ rst affixed seal to ihe Treaty which 
gave as the tariff aiatono の y and 
thus the Ml reeognitioii of our 
equality with the great Powers. Of 
the American teachers, lawyers, 
scie 打 ticw お , engineers, ixds お onaries 
and benefactors who g を ve us the 
benefit of their knowledge, Yi け ue, 
and wealth, it is idle for us to enu- 
ni が a/te •- 

Such being the past record ， our 
拉 ith in the Amencan friendship ： 
cannot be easily-shstken. Even in 
the present dispute 讨 le Am が ! can 
Government and the Aroerican 
people at large が 00 d with Japan, 
Such a love oi 311 が i じ e as displayed 
by the American people in the pr か 
sent case against what one might 
call the sentiuient of patriotism to 
お de in right or wrong with his own 
couxitrymen — this is indeed well 
worthy of our emulation. Nor can 
we consider that the attitude cf the 
Federal Government and the Am- 
ericaii people at large has under- 
gone any change since the Alien 
Land Act b が ame a law of CaiHor- 
打 ia. The A が is ther も The spirit 
of the Act remains the same" as it 
wa 与 when objected to;o 打 かむ le phra- 
seology has been changed. If it が ひ 
iated sp げけ in the<ik‘tatesof わ s だが 
わ efo がれ s enactment, it would be sc 
even now. -We cannot imagine foi 
a moment that the Fed が al Gov が ! 1. 
ment exerted all it;s efforts. as itdk ； 
お r'the お m が e purpose of mocii か . 
mg れ 3 で hra が 010 gy in oi’d が t.( 


おお reme がが work wi 油 out hitch support. To c の， ボり all ， America ! bring it into harmo 巧 ' 如 th the kt 
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曰 四 廿巧五 年 二ぶ 大 


( 四） 


じ 行けば ノ！ ジャプ ど 斷られ 飲食店 ~ 
じ 這 入れば 何時 迄 待っても 給 化 入が' 

ホない 化 位い の 事なら 多少 我慢が お- : 

巧る か 田舍路 など じ差掛 もし 電車 じ 
碟 うど 待つ て 居る ご 車掌 お 日本人 ご 
見る やみして 停 鈴を をせ や 素 運な す 
一る の 不便を 蒙る は 旅 巧 着の 最もき お 
でる るる々 (纔障 生) 


移轉 

^ T -/ JHH 1 


ド クタ， 村 瀬九廊 

窗 5 岡 巧 满 

新脊 ホン ネシ .ン トン 八十 六審 

(廿六 了 目 トサ お了資 ノ 間； 

寡。 exiii 於 ton iVv タタ Y. <3す 

I'd. 45】8 M’adiscnsq, 


么夏瘍 向新 荷. 
取. 揃 
多 治 見 商會 
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ご 何. ぞあ气 


冷を々 M ょを 来 巧^し r 
お々 た A 」 >; す. 主を 颤 、へ 
求を 夕 連〜 W ホタ 呼、 だイ 


C 


一 

一 



當シ ャトグ 市御經 由の 御 ホの 御 便宜 

じ 御な 披可申 上 候 

藤 ザ 旅館 支 巧 

ホテ^ タコマ 

里數 一一な サ ー、 冷溫 風呂 燒の 準備 ど 

スチ 1 ムヒ； 卜 及を 室 じョビ べグの 

備ひ あら 

田 OTEq TAGOMiV 

送 2 .Jack 空 n 空； r を t', Kea 含夕 Wash. 
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根本の 宿題を 雜 かすぶ 所な かる ザら 

I ず H 本のが 力 者が 擧じ 旨圃敏 巧. の 殺 

おが 剌害 どず る 所 V 」 並び じ舉 純なる 

I 條钓 上の 面目》」 云 ふが かき 枝葉の 點 

どじの み 其 目を 奪 はれ 拭て 根本の 閑 

I 題を おる：' ピ きは 經躁 ぶる® 上 一時 

i め 論調に 驅られ 宜垂く 外を の 間を な 

るず 纔か柯 を 知らざる 一部 人 ± の 言 

じ 動かされて 觀 察ピ處 僚とは 爲め 

に圣く 逝を 離を 失し 是 ょらして 蘆 外 

なぇす 測の. 禍根を 贻ず 事な きを 保せ 

ー サホ國 め 有力者 もホ柯 時な も 日本人 

みお 格を 了が かず 徒ら じ賴巧 政ず の 

具に 供 せんが 爲め 現じ 娜烦じ 於け る 

が 如く 一部が 禪靖 めを 爲 する 巧 じ 左 

を' せられて 侮を 耕 U 案じ 繼ぐ じ排を 


つ \ をる におらず、 乙の 磯 ほ 及び 政 

j 府が 「デュ； レ スペクト」 を 巧 じ 沸 

はずして、 忘りに 其感 構を 傷く るみ 

I 青 醜を をに し、 黨^其 厚意に 酬ゅ 

め 「シン シャリ ブィ」' がないなら ぼ 

晏ぞ 得て 親 蕾の 顯 孫を 維が する を 期 

すべ けんやで るる 

寄 人を した 忌懼 なく 着は しむれば 

円 ホ 親善 論の 基： 礎は を 然破壤 されつ 

、あるので ある、 か 論 ホ阔の 日本 じ 

I 對 する 無 速 慮なる、 將ねホ 常識なる 

I 態度 じ 依らて 據 壌され つ、 ある 0 で 

ある、 就中 今を の排 H 的 主 地 法の が 

I 立の かきは 巧 個め 適 网でゐ る、. 被 

1 自圃 み政體 夫れ 自身が 他國と 相異し 

て 居つ て、 或る 一巧の 立法 權 をが 制 

~ する の權 利を あせず どの 遁游 を該く 

る じ もせよ、. 旨國の 憲法の 不脯や 制 

度の 不寃 をなる の 故を なて して、 。 

本ぉくは他賴どの條ぉじ途なずる巧 

を敢 てし 得る 雜ホ ど' する i の 出が な I 


資遭 


をり ずを 强繁を 策ぶ た焉 しし V 朵撼 f ， ん护) 挪 の間驢 ょら 锭 一. レて 姑 遂に I いのは S 巧の 一霉话 ご 雖旣じ 亥を 赢知 

U も. が. L nht^rrhLbr ‘ 1 ! い Inlzrb'.rh!. :.;yK J- MKMr HR , け-— け^： け Hu 




でる らふが 而 かも 黃白巧 人 極の おを 

なる 化大疑 聞は 縱か 日米 戰爭 をな て 

ずる も 解 巧は 到底す 可能で ある 

A H ホ 戴 善 巧なら、 永 化 同化 巧なら 
歸化獲 獲得 巧なら、 正義 人道 不可な 
ちずで をる、 乍 併 東方 亞雜 盛を 族の 
だ 表 的 精 導 者》」 して 奢れる 白 督乂禪 

め 猜上じ 傅 浪沙め 一' 擊を加 ふ 巧き 使 

命を 有する 吾大 か 民族は 儀 かじ H ホ 

間 題を 一時的が 决 にょりて 庚して 其 

前途を 樂 観す 巧き でな. いの ザを る 
衣が 巧 排日 案の 不義す 當を 鳴らす 日 
本人 ど 日本ん 同愤淆 だる ホ 齒の學 者 

I 等は 其を 攀の 最良 武器 どして 正義 じ 

I 遊に をる どか 又はが も 案は ホ 圃夕數 


る 批評を 試み 「を グ巧宮 身の 娘が を 

j 本人 VJ 結婚す ごせば 氏は 首肯ず る や 

如が 一运 論じれ、 其 後 彼 自身 も 段々 

VJ 排日 隅 溝の 根底 案外 じ 深き を赞ら 
巧ぶ じ 研 樂を垂 ねた 結果は 今や 大々 
的の 搔 端なる 排日 論者 じお變 しすせ 

舞つ たでは. ないか .'(来 宪 }.^ 


み'' 
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佐 一' 
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か M 
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H 彭 傾く 蒲を 英 めぶ 
I 新ら レミ 女 予の默 をみ を ぼ. わて 
•が じた ミづむ 夏の 夕 巧' 

巧 翁の 影を かすめて 横し まじ 

飛沫の 雨 じ 乙爲媽 けら 
を 妻み 怪しき 傳聞 くご どに 

を 巧 弟の おを 悅 しど 思 ふ. 
ほた' ご 椿は 落ちて 潮々 なげめ^ 
靑き蛙 かおを 摸つな ろ：； _ 

I 鬼な を 鳴らす ホず め腰卷 を' 

.八つ 裂 じする 傾 面 ホめ. 巧 

牵ご どじみ 波ょ ずる 彼の 岸 じ 

ぶ 花 もを けて 日 為の お.^;. 

矿 雨の 化の聲 じ嗎き やみて \ ふ， 

立 底なる 飯闕戀 する . 

蠢 署段 載の 抱疆 

が. 備 

A 加州の おじ 投 せられた が H ゆ 端が 

一 被 起って 萬 渡 之じ隨 ふゆ お 势ど巧 

び、 渺 たる 一. 视 方の 間 題' は 國際码 題 

这變じ 今や 益々 其 錠 麗を擴 太なら ち _ 


がぬ を 諭を 繰遁 すので かる、 否々 學 

じ. 日本人の みならず ルての 社を 的 勘 

'物、 郎ち 人間は 勝手な 時 じ 化 「正義' 

I 人道」 を 揮 避' すので をる 

心留 人を 敎脊 し倘人 閱の紛 巧を 激^ 

I 和ず る 上 じ 於て を敎 、道德 ，の 熟 あは 

I 導む すきもの でぁる、 而 かも 觸 入め 

乂集圍 たる 屬 家を 經理 し、 若く は 
I 外じ戲 して 其國 家の がを 幸 藤を お讓 
ずを 上 にがては 巧. しで 斯 かる' 模 おれ- 

る 理 恐を 化て 巧 目が を 達' し. 得. 巧き も I 

め- ぞは ない、 强 ぶ-一千 伞閱 巧翅お £.^ 

の 歌 潰は 興 かじ 化 事 實を證 明ず るで 
がない か- \ 

A 正義た 道の ホ 壌から 言へ ば ホ留中 
I 央 政府は 目本乂 0 旣得權 を 奪 比ん ど 
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A おおじ 喧 驚を 極めた る 排日 閱墳 

もな 國 ああみ 樂 崖の 御 都を をが てが 
I 暫 らく 靜穏 巧狀態 じぁら 吉乎 縣ね隨 
A 愼 追と 口む 冷 靜と円 ひ遽謀 ピロ 
ひ攘 慮ぶ 曰 ふ 雨 もを 生疵な 間 趟じ對 
する のを 見なく 柯の 施設す る 所な し 

本が をの 機能 じ艇 液か賴 環が く統 

1 織の 整 煩な くして 徒らに 潑 りが A の 

I 態度を 持す 誰か 其 ま 張を をる ベ けん 

A 1 旦閔 殻の おおす るるれば 腐韋 

I 亦 狼 おがい が姨め 程度に 誤魔化し ま 

1 らん どす 潑化 家が 聞いて おれる 或 第 

A 猜 極の ホ 張は み 國ゆ酸 镜を舊 す 

べし 親善の 國 交じ 禍 すべし どの 混 地 

ょら 先な ii i 猿 ホ 義を莲 ザす 寒が 至颖 
A ず 素. 勉 みて 聞 題め A たらん ピム 
つ 4 もる 化踞變 の撞傑 諫識の 请瑶を 
濟哺ん で綻 巧を 4 ハ郝 め雕谦 ザは 患 ホ 

A 如展- 巧を 新 樹を對 ず' じ户 ぶを々 
だる 大名の 巧 則を 示さん どせ るが 细 
き 宴 巧の 言動は 大山鳴動して お I ぶ 
A ホ國あ 上み 大人物を 巧て 旨 巧す 
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する がが 人を じな 逊 し、 化を 得 ずん る 巧が 扇々 たる 毀臀 ご褒贬 .こじ 巧 泥 


げ丘 ハカを 巧て しても 加州を 歷 あすを 

のが 當然 でぁる、 而 から 米 國を體 W - 

刺 益 幸福て ふ 立場から 化 間 題を 硏宛 

I すると 加州 其 者は 化 ホを 衆國の 一が 

であつ て 中央 睐 前は 化國民 たる H 本 

人 ゆ 刺 益を が證 する 0 前先づ 加が を 

が譜 する 寶 巧を 威' じ 更じ異 b たる 入 

I 補の 渡 ホ お 化は ホ 鹽の將 巧 じか 巧な 

么紘 おを 齋らす 巧き かじ 想到す 

クィ 产 ソン 內觸の 日本の 抗幾 じ逊す 

る' 岡 答は 礎 かじ 姑 上の 見地から 演釋 

された る もの セみ らら 、郞 もホ國 A 

I 民の 刺 益 保 誰が 第一で 所謂ぶ 義仁道 

ぶは 何等のを 涉 なきもので みるの ピ 

A 學重間 適の 曾 期 じがて 自家 廣吿の 

張 本' グ ー ダブ 五 育 卜は彼 有名な， 教書 

を發 し'-‘ 搔力 H 本 ふを 辯畿 し、 郝脚 


Vi 0^ 


せる を視 てを 絲挪 をの 恨な きを 得ず 

A 中蒂 民國獨 立の あ 諮を 維 俩遜巧 

觸じ お で 確 めら れた る ょ - i ^ 巧傑宋 

だ 憲法の 制を を 源かず 前を 職る 瞩赡 

A 漫然 突飛の 外を を 事 ピムて 刻圃 

の嗯 をを 招ける 巧 ホ黨の 失政は：；： 本 

の 引茲 思案が 交じ 比し 數段 優等な 
A 苗 化 若しを 毅の 悲運 じ瞭會 しは 

I 國のホ 謝を 藤す ども お 國は谣 巧楠關 I 

する 巧な きを 0 て 知らん顔の 牢爱俯 測 

▲化 間 萬 事 葵 翁が 馬 化獨立 承認の 

寶巧 なでは 貧ふぺ きものじ あらず 宜 

敷. 日露を して 惟 必苦盧 せし むべ 穿 耳 

A 巧 奪の 願 係 最も 深 法なる 化 露 ど 

英國 どが 協力して 慶を附 けを るべ か 

ら ざるは ホ國ど 灘细ら ざるに をらず 

伞雖ぉ 思をぉ閱政府じ賓-=>て獨り 
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A 懸窠 、中なる 0 米 雨國轉 の雜寧 お、，' 

或 a . 碟觀 のな おじょ \ 若 It 卜 撫^ 

ぶ 法 じより で 一賊 的の 解跋 を常聲 八， 


ひ 或は 乂國歸 化 法を な あして H 本ん 

じ歸 化を 許す は 米 騒 議會の 義務な 

とを 叫んだ 

冷 案 時-一 •立ョ r ク、 サン 紙は 巧 巧な 

，.ピ グ < v-r I .ご . 
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致が 政府は g 本 A 立地 所 ホ 權蔡ル 
，稱 する 加 巧々 法に して 成立す かば 卷 

一當 V . 水國 聯邦 奴が をして- 是が解 巧の 

1 寅 巧を 貝は しむる ぶ 針を おて 進 わべ 
I きら 米闡欧 がが 如 巧 じして 礫狗 上の 

黃巧 を完 ぅずる ず設 に巧づ べき わは 

を 目に お 一ず ど r - 某當 厨は 語りて 口く 

j 由め 旗を ホ國致 贈め 執る 巧き ず 段 
1 ば. ' . 

! 口 本人に 歸化稱 を おふるが 

.己 白米 逝 商條約 造郝條 約を 線 結 

し っ一ぉ 本人' の ± 城所书 權じ關 する 

-!. 巧の 赫 股を 無効なら L むる か 
'ご！ 試擬截 制を を L 該 なを 無効な 

^ るか 

截 らくな 上 1 二稱じ 適ぎ ざ. るべき が 

裁國 のを 袋-^ 4 いへ： な 化. 機を じが 

.て H 本 火に 縣化 權を附 巧せ しみ ホ 

地 案め みならず 一巧め 排呂 案を 豫 

:が ずるを 裳を 刹 避 ど するど 共に 日 

.乂 歸化條 勤み 藏聽 又は 来 翔 歸化姑 

..をな 正 あして 實 現す るを 得-べきを 

一擲 か 疑 屬な省 能 おず 决じ襄 婉條約 

を おホ盈 巧驚晦 筋 ゴ 鞭を おおめ 如 

...く 旨國 弦'. 稱錶懲 てが； 產聲に 欄ず る 

一顿 を巧權 おおを 露め しむる も 

不 すな. し' ど 雄 も 追加 傑が の歸お 

中々 お 易 じぁら ざを ベ .L をに 采廚， 

政箭 がを ず 河」 の 鶏を じ 執 たるま 

段じ徵 すを も 猎た义 犬 統領 か 過 H 

琢 の警吿 じょる も 先す 試 驗的裁 お 

を おして 罚 法を 無効なら しむる じ 

装む るなる べし 而も 乂國大 薄棍が 

外を 家' ど， 词 様の 巧譯 をでして 條巧 

違反な ゎ ど毅 むる やを や も 疑問な 

る. べし 巧 一 裁 おがが 祠法查 廓を H 

ホ條約 違反と 薇め ざる 時は 米輕披 

みは 他 じぶ 顧の 削 法を 破 薬せ しむ 

えず 段な がるべ < 日本 じ對 すぶ 條 

約® 義務を 淀う ずるには 到底 前記 

追 郝傑狗 の絲お 义は歸 化權附 輿の 


J が缠 の- 繫理 じ關 して 木 越 陸 贿の慮 屈 
猫 姪め b - i 致 勘に 勒谨 する じな み 
をは 餘 おみ 意志を おばざる V かんず 
裝くて は 流 目 ホたず さの 事搪 じ頗齒 
ずる もみ；. 如く I ， 週間 お前ょ b 巧 省 

せず 辭職 をみ 巧した もみ 第な- 陸軍 
太 的ぶ を官の 資格を 豫 後備 迄 及ぼず 
學じ 就て は 陸単說 巧に 兎角の 議論ぶ 

きに あらぎれ でも 岡巧宫 は化點 じは 
み 一巧を じ ホず 辭 職の お 因は 巧 管め 巧 
が 整： 巧 じ 於て ぃ i 木趙 陸相 0 整理 おを 


盤-よ 嫂.，'， 御擁 がを み泌溢 御臘堪 お 
ら せられ 本 味 は 廣早话 で 猫を かみ 擲 ，1 

姑 獲に をら せらる； も 巧を ずお义 
. M 后 問 下め 御 威 部ら 速 U 御 看 譲み 御 I 

あ劳に 過ぎざる 故 何等の 憂慮には 及 
ば ダるべし，； ホセ H 萊京發 聯を述 侵) 





雜大博 奉 年度ち 飛 
額の 繰延說 

掛ホ閒 屢益餘 糾を靈 おる じ 速れ 都下 


女 じがい て 蒙が. 歸 化權獲 

の 


\ を詞顏 殿が におつ 


恶め クミ あり 


雌. 懸 


均て 荒 林 巧な-^ ピ なしぶな を 陸電大 I 諮 刺 聞 賴の報 海す る處 じよれば 巧を 


おじ 致 t たむ. でも 山 本 首 お VJ 木 銭 陸 

が》 艺の 相談は ホれ に頓 奢な < 進 巧ず 

るめ をなる をな てが 結棠辭 意を 欺ぜ 

るを の 如し 


一參 特別な 用法 改正 

巧 偶 じて な 目下 間趙 として お 上に 愧 
へらる i 文官 任用み なぶの み じを 巧 
I 持 巧 巧剧 令め でに 巧 用せられ ねる 离； 

I 靡 香 想 官等め 巧 用法を もな ぶす どい 
ふ 巧を じ 就て は 具 焼 的に 知る を 僧 ざ 
れ どもを ホ よらは 制限を 寬大 にして 

登用め途を辩く ご云 ふ じ ゐをが如し 

尚簡 なぶ 寃巧誦 をは 殆で 八： n 迄にて 
宛， すしみ 口を 閱議じ 殿 ザ もれ お 殺ぎ 

溝' 瀑搭於 盛で お 豆 母お官 測を をめ 秦 


整 題の 都を 上を 潘 乂 博じ對 する 本を 

~ 巧赞 IT 費を' 操 延 V t 么じ 至るべし ど 

巧說 る' も 元よ も當 おめ 言奶じ をら ざ 
わ ど 巧し 果して 審 '實 どならて 現は る 
{隙は 坤隙觀 を 貧 f 耐 事業に 多大な 發 
j 響を 巧す 率 さなる ベ' し 


をピ闕 一で 喊期 じを で. 發 表せら るべき： 


で 蟹な， 


ミ 义保卿 菊 撰 棘 竣成 

畏 き. 遊ら じて は 贈を 大ぉ從 一 化大み 

お 利 通 鄉の颜 巧を 表彰せ るる'; が篇 

.特旨を 巧て 東京 巧 ホ 歐區南 即め著 前 

'へ 棘 機巧 録碑 をな 鼓せられ 廟 ず歡爵 

大义保 利 和 氏へ 卡赐 せらる、 旨 屯 H 

御沙汰を b たら 尙右じ 就き 巧 十 

ぶ 間蜘が 島国 一' 郞 のぶな 違が じエ兜 

夕 じかれ たる 忌 H じ栖當 する をな' て 

闆扫を 期し 率吿 まを 巧 ふこ どじ 巧を 

I したと 由 . 


® が 本 新 化 讓± 

で 一二 显縣疵 嫌よ， 


蹄 八 巧の 補欠 どし 

選岀 せちれ たえ 新 


外な かるず きを なて 巧が あがは 此巧議 ホが 本 祭 巧 巧は 米國玉 I .グ 火學 


ホ 商じ路 力す る じ 至るべし を々 



I ♦陛軍 次官 おな 岡 陸軍 巧を 病氣の 

辭表提 お 中の 處御 お許捆 がらよ ： a 

- 左め 通/'、. をを あらた b 

I : . C 媛.' 非 封 宵' 本部 陸 

W .讓中 脂. • . 

i 巧' 黨著官 二' 等} 


余鄕 房太郞 


ク 


二丄 ホ ，； F 


.陸 誓み 官睦嚴 中 お 岡 おを 踩 I りなに てを 裝 巾な.：^ 巧 猫を け 去 

波 感を余 を. 待 给敲仰 巧 . 


巧 身 じて マスタ！、 ォプ 、ァ！ -ジの 

學 位を 有し 目で をを 属ホじ 於で ロ ホ 

I 買み にお 率し つ、 ぁと 二重 縣邁齿 化 

; 壬が 本 ほ定助 巧の 實 弟なら 

魯魏巧 天が 巧 巧 懷巧ご 霞 @哥 が .旅み 合 衆麵夕 再考を 促 

I 猶 でけ-前 雜所 戴の 通な も' だ 荷 か阪朝 

見 


善 太 借款と 敕爭 

. (東 觀所敏 .) 

A 乂借欽 進跋乂 借欽談 がみ 银 をし 
节 るは 囊じ巧 頸の 逆らなる が 其 後 時 

馬な 歎 お 邸に 向 ひて 益 非なる の 趨勢^ 

なる にお b 裳は 速 じ 借 歎を お ホせ し 
一心 孽豐を 盤 窝じム 1 r はぷ爲 瞬め 
I 後援を 稱國 お黨を 腿が サんご 就ら 俄 


ザ郑鍵 

な 十よ を 誘かん 卓’ 
要ろ なみが 國 大政 變じ關 磯 起し 勃 

壞 せる. 騷擾事 傅は 東京 地方 裁 坤所南 

一山 窺 判を 係 b じて 審禪 •中な： 扣 レが あ 

U 响 みあ 咬' 立 二が を 最島ど 一し！！ おを 

をけ しを 二十 化あ爵 をじ處 せを むた 

る もの 八' 十八 名艇罪 十五るな るが 國 

なお 轉恥眞 も處爵 クれたら：： 


藥 H 本致府 巧與榮 


おお；>;^乂巧*,擾ぉ遺；^<<=^满がそ，户とを！1を备 ！ -1 - '..ター I >づ；>^.巧-^-卜巧-、ぉタス.ジご茜ぶ夕费 

じ 五 熟 批域じ 皆み' か..' きをる が 爲め遽 効を も 邸を 超に がふぶ 欲せず、 特ピ 

评乂じ 進 嫂し 曾で 參 議院のを 認を經 r,! 


ヴ 


U 本を 静は 加が 地 まじ 就き 舞. が 
シン ドン 政が じが 謠を 申茲め f -、‘ 描 

I 辭は 勉めて 茂 邦じ觀 ずる 禮を {ふ も麟 

I 當 なぶ も、 論旨 にがては 斷ず ザして 

り 本 政 腊の要 ホを ホ 猿し 靖濟 恐は を 

然圈駭 間疆な 如を なて ブ シン t - ン' 政 

府は词 法 あ 逆 過 ち 起-^ 躁れ ぶ圍瞭 

j 禪腾じ ホし を 當 なる 處摄 なかん 哥か 

ら ホ、' 4 父 H 本 政 おは 厨を 衆み！! 效無 


たる 通ら 金利は おかご 許ぶ する 外. 一 
I 巧な 髓め 契約を を 詔す る こど ごなら 

目 T 残がず る 聞 題は . 

A 顔 間の 割當 のみ ど 爲れら 顧闕は 

I 輕俊巧 'じ獨 遙乂審 莉處 じ繁佛 人盛務 I 

I 所じ英 入を をる、 答なる も 新 じ 五 観 

|國-4ちを 一 名巧顧禪を巧れをみをが| 

っ-へ し ど め說ぁ.^>义嚴满の潮を等に 

I 就き' 柿々 卵' 究を耍 ずべき 點ゐる 等 ホ 

I だ决ぷ する じ をらざる も 其 巧 蓉决を 1 

しね る剧當を隅く じ左めかし 


阅愤 姑を 辨. 

審お 巖を辨 

結 務處本 巧會辨 

闽上 おを 局會辨 

岡-を 蘆み 巧を 難 

间両 おみ 厨會辨 

同 本 馬 詰 

綺牛 おみ 厨會辨 


こ ブ竊) 

ユ ； ヮ . U フ (露) 

ゲーン .( 袭) 

モミ グ ■ '( 猶 一.- 

鄭み島 ( S )... 

ご. ベザ 子) 

バ 丄変慶 


國巧 較め爲 かじ がられた る蟲 悼とは 

垂然關 係す る處 なし V - を ふに 移を 
をが 遊は 歸化權 じ 就き 巧 等 論を する 

がな しごを ふ . 

す 船 巧が 式 市 鴻の變 動み しで 鎭靜 

な-^ し 當ボの 株 ま 巧 場は 過 H を. 俄 じ 

I 勸搖し 巧り 著しき 憤 額の 下を を 見た 

*'、 原因は ( 一 ) バグが ン樂 妊： 巧 想れ 

る ご おに 太が 擊を受 がわを 儀 細諸屬 

1 を融 をの 影響を 今尙 をけ ク 、ぶる 
一) 跌 州' 謹が 競 ふて 軍髓か 籍觸を 

がし 之れ が爲 め别强 のを 獲搔识 しと 

な b 礎って 踩測謠 願 @ 金融ぶな しお 

一る じ 乘じ貞 方の あ 数を 化れ るに 彼る 

の； 如 1 レ 


も 



ま 瞬み 官辭觀 事婚 .岡 陸 単を 官は隆 


を じて 約 ミ 艰麟の 巨額-じ 巧せ b ご 

を 盤 上 巧 御 をげ： 


ず 


加が 尘地ま a 化 乂储耕 違な じ 非 や 

- め. 余 經渡府 よちめ 间 '辖に 對し我 政が 

は 之‘- な 殺しぶ 類 政 廢の驻 をを 化が 

方 S 提諮 をを 搁 する じみせ ら丽 して 一 


謹" 榮‘ 

おお お次が ホみ々 病 氣め處 療養 

棺 かな はずま 巧廿よ 月 遂にを お 

致 操 じが 化 採 御 通知 ホ 上 候淸强 

人が 生 中け 不ー ホ 御 配慮を 辖ふ 

て 残に 葬送の 際は 態々 御 會葬殺 I 

I 战 下御昭 盘巧踩 乍を 儀な 紙. 上跟 I 

.搁驢 か h お ^頓首 

西 立 十四 了 目： 白み. 十二 奮 

■鈴 木を 太'; 郎 




毒 國誌閔 i 集 

A 化 月下 巧ぉ發 A 十二月 下旬 歸米 


ず 


该 


幽眞み 轉黯 ' 
..旅 巧 券、 領事館、 移民が 等め 諸 

手 鶴は ロ ルて 本鹽 じて あ极ふ 
毎勸 を猶豫 中の 加 义 者 じして 本 ザ 

殺を 猶豫の 許 巧を 得た る 者は 差クか 

、 なく餘ホする事を轉 
— 魄體じ 巧して 篆簇を 巧 賓せ义 は 

ホを を H 本 じ 送ち 瘤 けんとす る 人々 

め 需じ鳴 中 ソ 
毎 非 踏 員 ど をへ 雖 幽体 ど 我に 銳 ホ- 

ず るを は鹽 員閲樣 めな 數 をき < y し 

.を... 愈.；. . V . 
9 孤 入. 希谭者 文は 樹 がに 寒 巧して 要- 

務を 柴 さんどず る 入々 な 化 際 至篡ぞ 

人 自ら 本雜じ 巧鑽し 詳總の 要が じが- 

き 相談る. 扛 たし - 
規朗書 其 飯の 書類は 毕る お雜 送呈 

.''.紐 育 ホ 第六满 二な S ず. 八證 
お 宵 新報 社 巧. ま摧奢 •林を 率 


I 典 濟# 職業 願旋鄭 


霊 綾馨 i - 諮观 



を 


'巧 諸 おめ 鍊彼 進を 謀ろ を 記 巧 違に 


). • ソ- •.一-ここ*. ぶ- • .r . . ’. T.-v " 

なれぶ 蹲 題は 轉隙锁 獲なる を 巧て ホ 礫 業を 絞 お 立公语 を 谦上慑 

中. 媒 修杳' 謹 白 


Japa , 是 S ® だ 呂 己 i 長-' 巧 ouse 
さ Sa , 星 S ... 里 ：.. Brooklyn 
•P すを. 3?0叫 M ' aill ., 


ち 本 口 乂事黎 所，’‘ 

I 萬 事 諸 若の おがを 幹ら 巧嗜 親切を 旨 

致す 可 < 候 聞 陸續搁 申を 被 下 度 お 
電請 一二 〇 八 九 ブラィアント 

. 826 羣 K AA - e - cor 47 を％. Y . p , 


® ll 廉羅 料肆， 


谓 

衝' 


特ょ 曰. 本人 諸 巧ノ御 轟を 二預 n 度 鶴 


C : 頁 N 爱巧吕 a 夏 OXICC 
だ P を ま ミ' { . N . づ たを 


SS . 


..ソ ごり 繫 

お 望なる 镇 所‘’ 巧ぶ、 狗赞淺 ち グ 
六. 類」 巧附 猿の ミ i 巧 態し お』 


L 


.弦 一.‘ 


J 一 


00ssii 


馨糜解 

ザ';: ■.如 . i パ 周-、- ■ 1 スト y --— 卜 
，い レ帮二 C 一九ん ィ 


.ン 


夏 人 磯 ！ r 

tSS ? ぃ IIUJ . 


，了い 1 ，: r ク .南 繁ムハ 

衔八四 四 番電敲 ブラ' 

.イアン ト* も 

圭巧 をが と 助' 


之ぶ 稱ニテ 摩 蒙 致 语候薇 薇 業 周旋 萌 

五 巧 .1. け . ヨリ 左 メ寇リ な 名. シ蠢だ 

家還ヲ .を 蘇 惜をグ 河 A 二. す 鶏闡 'が 


戀 


治 

巧 


臟 


自 午前 乂時ま 十 i 忌 
自夕後 二が ま五脉 


伊 輿 蹈猜菩 


.鶴 利暫 

:追 W •一 〇 策 「さが.‘ た 一诗ィ ぃ： 

B こ t C ご h ; き g を 器， injuit 一 t み A 

T 己基 V っ r な i ぎ-公， 蹇 


ぶム iI 4- J . rst . . Brc ご idyl ). ン‘. Y . 

T 寫鬟 黯搬並 K 藥踞 

を賴 I 


r « « 〜 ご r 




ゴ 

を 


をが. ュ 眼賓衰 '.淚 
こユ —• 3 !. ク覃； 卒九了 封拽發 

I フブ ン寫眞 用爲店 i 

.ミる iv , こ)} U を 於 一-葛 1一：巧\葦 お - j 
.1 瓷 a 夏 •香 0。 ！ 安.、} 

Kf こ \ Vt 署 ぎじ】 至. 产 品な 


遠 


を 


; . i 周旋 巧 ホ 尙は廟 業 
贊 を、 壞買 向べ！ スメ ン . K 貸致磅 

紹 巧： レ‘ 巧 V トン 街な 十' 一 燕 

; . 蠢霉 ..か 雜 

- J 田 paiif 巧 e 巧 含 U ミ ご 〇兒を 冷 ー ミ 送 こ； ミ 巧 0 望呈 

- J 一一 Le ド A さ； • 一安. 2? & 2 塞 一史‘‘、 

■君 与 - y ミ r と导评 一 

、- Tel * ミ 。 S ivhl 4 iiv 輩.^- 


墨議 瞒廊. 


i 護. 

錦#。 

か 非' 浸ず 绩化縣 

むげ 数ぶ ザ裔六 時； ま 商... 及晚 

凹 独 八 V 擅 巧 爆ぶ 5 .南 轉ノ酱 者 去 醒 

若を 知 - 、 


.苗 蘭う. 一.. 馬 


む 


殺'. 


I - ドタ 

、•グ 




，ま 幹 山掛銷 牛^ 

醒 ドン， 表ず... 

ホ^ 三兀祖、§ おの巧穿 
.恐 i 强 なち、 讀み 度き 敏な 
撥舰 出して 腹のを を 薇が 
'わ ャトグ つ*‘ ツチ 令瞄癸 巧- 
-解 绩 取. か 焼'.：.'‘ こ 
.みお 渐報曲 斑；；.：.-: V ホ' 鷄 


:. BV 




夏尙 食料 贏新藝 
.新 猶攤 をを々 

懐中 必携を 築た 丹、 裳 舟、 淸必 丹、 千を 丹、 神藥等 

，新刊 書籍： 雜 11 類 11 

.. 薩累 藏嘗を 

:. ，: i 


電韶 プラザ 五よ 九九 
な . V ;- .る i 養 弓 だち ミ 
た S Is ゴ盞 き-, 空 V N お W ' T 包 舅 

. 111 ; —‘ — t _ .. r .HI { ; 


'嚴 .み 十 了 目 二 巧 置蠢 地. 

倉 巧 平 次 

電誘六 八 〇盈： ブラボ 


基督 敎修 遵會 

♦ F H ^ t ^ ft , 


馨御 貸驟業 

御 撰-一因 リ 「テ 1 ブ 成が； ド」 せ 懐 
二. ユー资 が チヤ.--' が .！< 巧：：.，. _ 

..十み 駕 {十 巧 及 十一 巧獨一 

を謗實 


資も. 

tt--s 


ア 


《、 


‘ .あを を 西 巧せ S T 目な 0 1 蚕/ 

H 躍 a 裳會ぞ をん 時 西が サご 一て 替 

'音. 蕾 レノ-. ダ.'. ク .ス玄 .： 
二. ュ •■"■角力 V ジぶ； .卜 
おを 巧 チヤ。 へみに おで 


r . F ' - 葱宿护 チヤべ-かじ 妓 で -:; 5 

‘堪養 研 お鲁ぉ 瞻お ，お宜 時： (修灌 嘗 > pej 1 

齡 li 嘴" が 磯 午を 乂睦磊 もて)，— 

I 讀馨會 ..鑽 一" 蠢 巧 を 曜午盾 A 時 

牧廊 大雜ご .驚 

兔ーニ ，ぶ J こ 


ち r 


お 港を 電話み 
.ン 'ダす イド.. 


一續お 鈔婦 人會寄 

雲 ，‘ 

通 も ホよ 了 目 一が 露 五 をん 


一- モ }- ニン ダず* つ ド 


MWMI わ ■ >ご ♦ 

W ぉ洋 

-E- 

R 蹲 - 二. 去--.’ 

目. 巧 千 巧 舉 

藤 巧-，' 靖食遭 


vs 


巧 

クボ 十闽巧 


盛&么 么公 <3 ム A 公， 么 公® 
を ’ 热®' を 

霄雲 ミが 公 I 


轰携 lIKJi 猜 - 

寇巧 m ご Hj 許怒辕 
み ご 寡： 惡 cc,t FI * B な i 思霉 .が 紫 
CGr 4 .. Av & ご c?f 街 .42 包 S だ‘ 也 毒 "1 

ー ニユ 3 3 S 夕巧疲 巧を 二 会 

- ず 旨な 一 二十 化搔 




3 


% 


3 


懷巧 御料 埋^^ 


道 謀- モ 


透 


一一 




一 含 



館 まえ 生残 太 靡. 


中栖连 I 


A 额 平 

.武ホザ！グ*卜街1'五0 
15 ぞを含 St こ. Brooklyn , N . \0 


I .下 お 並に 邸 席 御 怒 郡 i 


3 g wIMl - 



、部.- お： 

念 器 

阻 パ 器 

化 嘉盛榮 I 


働 □は澤 か/。 薇 巧 じ 御 巧 旋可申 絞. 


醫 


夕 J .. J ； ぎ 穿 . J 養 4 ..ご 口田 ま. 一 さ ila ; pa . 
' pho ご 0 Loci 霞 赛 54 


.'遠 

‘璋 


透 


- 1 •.•子 ご.：. 






た r . 广 




み 


もた 暴 kL - f が 0 : r レ.，. 


4 少. * 









.辱 

ち 


巧 


お 


Jfl 魔な ぶ潑議 。放 術 

I ' - 渡：：！ 鶴嶽白 入を 驚かす 

j 人身自 姐 術み 无祖 なら ど 稱し綺 神 的 

I 施術を 施し 总じ键 おに 引骇ら 出さる 

こど-班；’ け 餘阳截 削に 附 せられた る こ 

€ お 十 柯巧然 かち： が； 宿の お前に てず 

沿の' 掏と 稱 へ^れ わる 患者を 立 巧 じ 

療 やすため 詩ず る譯 じいかず， こ-て お 

暦ら 無罪を 歲吿 されを < 添 代科擧 め 

不巧 解. 省な 僧 ご 呼ばれた え 魔 就不思 

議ゆ 怪物 演口熊 綠の巧 米せ る じ 就は 

'. I 前號 本紙 じ 報 導ぜし 所なる が 同法哪 

f が榮淺 地ぶ じで 旌術 せを 摸 挽を 聞‘ 


3 - 


|一<^ 藩 摩を がくな 裝 ぶじみ を 固めた 

1 1 る 山 快を の熊撤 巧は 施術 機の 巧 弁ょ 

1 ' 广タメ を 兼れ 割 顯ず大 の 衆 ボを擢 鉢： 
场 A じ潑 みいよ*^' 議廢焚 じか ミる 
一前 r 遵岛 己の 豁慶诗 的 等 趣 術に 醜ず 

て說 明を なし、- 漉で みが 燃へ 上る や 

獻 座を かきで 蟹 時 X . 踐目 しさて ホれ 一 

でり ぶを をが-ゎ 却を おび ピリ' •バ 

'，ご. 寒 ふ 精なる お 薄に で 氣をひ 

を ホつ 樣- V 戴巧經 恐を 據め r 拂不ザ 

.盈議 ぶ 倦 力は 觀 者を しで 變視 ずる 鑑 

なざる め槪あ 皆、 ぶ息議 なえは 火の 

串に 滿 々たる シメを 玻じ燒 け ざえ 蓮 


<病按 .おを 驚かす！ 一 甘 目は を港ナ 
シ ヨナ. が 座 じで' i . 毁 患者を 窥術 ずる 

の. 按吿 したれば 乂 .お 者 H な 入 約 おが； 

をに 達し 中には ジャマン 病な 長 巧 他 

録 あみ も人醫 十； 來嚮 せり、 當 U 嚴も 

アット 見賴 人の 贩を 驚かせる は 十八 

卒 固 じ 始めて ホ 巧し 得た る リウ 
夕 患を 六 年 目 じて 足の 宿 あを 得 わる 

伺 病患 者、 か 耳の 聲 したる 聽覺の お 


かに 礎實 じな b たる ど 乳の なき 婦人 I 當嵐じ ホら 道路の 親络を 爲す签 

の 乳房よ 回の. ハツ じて 約 二 一四 巧 . 


め 距離に'. 乳 ホを 迸ら しめたる 等を々 

I 怪 々の 熟驗 みる 爲 みに 幾內柯 れも奇 I 

^異の 威を 技て 見物し 瑜記 病院 長は 其 

不可 お 譲なる 施總 じいね < 驚鷄 せら 


I 巧だッ 家屋 貸 度し 


ク 


安 


躁 巧は'-!'. ユジ .ャジ 1 が アト' ランチ ッ 
ク ^ 4 ラ ン ドじしてを崖は美麗に裝 

飾し あり、' 閒數十 置 室、 風通し 巧く 

周 園-しな 諸禪 0 樹冰 巧て 巧を 貪る じ 

巧な.^、 停 革壤じ 接近す、- 一一 巧を 具 

がの 磯 高 おなぇ U 本 紳± の. 家族に 贷- 

度し、 レントは 普 藩、 希鹽め ホは 新 典 じ a 本ょり 歸 巧せ.^ 

報 魅-こ 姓名ぶ 豐 _ 


V ぎ 


ク ス 撞读鸿 黎纔； ，菊み を 朝 综瓣に 傅が 

: n : 應お 逸、 經戴 もが 縛み をが 上 為ぶ 

ン舊 し': こ； 伤 'ゆた' リ .が 夕. 琢 

I ぷ聲 しで 或な あ 人 一4 雖 れつく' る 如ぐ 


みお 憐ボ！ ィゴ タトな 勒 運勸排 H 

讓む 激した る 故！ 一の 人々' はを 潘火 博^ 

の 巧を ぶ 中 ホず べし ど 盛んに 運勸し 

をれ るが 避 薄"； 巾 野-雨 巧 其 他の 實樂 1 
寨は祕 力を 運藏巧 防止に 盡力 かなを 
ぞ 去； 码 ちが 靈 巧發電 お報谁 古 .； V 


を お 滿鐵逆 措" 事 野々 がを 置 郞 氏は 

一六 お 上 巧 モス コ！ じ 開 罐の鐵 道會謀 

广參も 後 蔬察 どして 當爵じ 巧る あ 


みお 務ぷ 技鄉 中爆遞 S 郞 

率 


祠 後藤 速 


卡； 木 厨 書記官 述田 をめ S 巧は 

本 巧せ 偷教 にがて 開隆の 方國甚 

r ミ'-'""^ 童ち 長宿ジ 7 桓 t r い マ S ： n 命 巧 障 ft を涯營 し 見ん どの 贿 

路會議 へ 謹 化 曇 貴' どして 壽 横が ぁら 其れ衰 にて を星ゥ 綾ら を 

一慧蠢 こお- CS 養 I 接り 慧 .累ク . 


I 平綠を 祗當に 入む V み - 刃 圓ぉ衙 人れ I 
を ゎ 挪も今 巧め 東京 銀 巧み 泣： をして 

一四 十ー カ圓を 融通した る譯 なるお ザ-の 

距じ まなた るみ 繁は 一は ホ瑞 化の お 

I ホ大 み 轉ホ 巧が 先頃 巧 あ 上して お 死； 

のがき を 入れた るが 其 一つみ じ间巧 

にて は眞 をを 命を ホ じ 入れ 祠巧 のず 

にて 生命が 險樂を 潑營し 見ん どの 巧 j 


j 爲 したる ものなら と 

ん蕴 引猶を 十で 圆. ，寶挪 入 化成 I 二輕 

; に てよ 十 丸 タニ 千國 る^ ピ のを 表な 

が 本山 じて は最觀 道具 麗 '主- cM 二十 j 

I 川 鐵み攫 S 嫌嘗」 會馨 SS 借 おぁら 其を 手教 かごし 

*?-•! .•一*‘ J , 、 ■ 


♦ホ 國义擧 博 ± あ 藤靜雄 巧は 此巧 

ホ 稳旅綻 朝 H じあら 暫時 滞が の 帯 


の阔 巧は 今回 婦人 ホ； ムの搬 を おす 

一 幾ご婚 お成らず 十一 日 举燭の 典を 舉 




参上 地 建物 會 社を 闕 本泉灑 巧え 妻 

は巧廿 五. H をを 歸閣す 巧ぐ 巧 渡 表は 

ー マス 前後な らんと 


葛 西义ま 巧は 瞒巧自 由亭ホ 人と 


新 


を淚 苗猜モ 、な 媒 、一 殿 挪南巧 雜± を 

斑が あ 旨 下お鄭 地方 親 察 中め の 上 


3 父 

萄 


威は がを にで 绝き茲 む 细く诗 弓シ還 謙 巧は お々 み 巧め 當 にて 南 巧 有力者 


かぶ お」 f ナ！ 每ス だ、 おいか 雜く 

-ぶ ある まむ ずを 狼つ で 見ょ、 ■ぶを 動 

かせ.、 - 善 r ななた」.：； f をは 誰 だ 

- 一脈 結核が。 一，？ だな 柯 じよし 潔る S 西 

-阁も > -れ か， j '. い」 「次は ッ单； マチ 

ホ おじ 怠ぐな ほる IP 次' も 巧 も； こ斯乎 

' . 11 して 匹 十 幾 A を 施術した. もが ホ 載の 

鴻^病 A ほ' I 五！ モミ 澈くぁ b ません rl , 

化 j . j ど 一. 旨つ ず是 を‘ 動か. しずを 振つて がぇ 

眞に摩 施 木 思議の 疵 上な レ、 基 

I き 面 人み む 前は 歲ら ぬを を おすから 

歸れ '艺富 ホ 渡され だる 蓄 あら 

A 無モ 忽ち 無くなる 其 中 最もみ 思 

諮；-: 趨 比れ しは 一人 ゆ 曾 牟が麗 術を 

.巧 巧で 綺 らんと ずを を 一寸 侍て 黒字 I 

; .を あつて 逆る ど ピリ / — ユヤブ W 畔 

びながら な 眼を を 晩んで 九 字を 切' ゥ 

游を捆 けだか ど 思 ふ 一刹那 忽ち 腺 下 

み' 叢す は柯れ にか 淸へ央 せみに 齒薇 

を 患者 現 化れ. リ 、树の 巧聲じ 一彈猜 

ホが みを 立め ダラ-^ せる 腐は 間 巧 

じ 動かぬ 樣な れら' 


は 其獄迦 準備 じたは L 、 諸氏の 冻葛 

j 熟は ホを なち 


十 

と 

豫 


瞳 


• ジ 3 I タン 蹲 十一 日 ホ 慰を の 親善 

じを 力を なぎ ク； 'るる 词薄十 比歓渊 I 

I 漫遊のを を々 ホ ホめ 绪 じて 有を 諸を 

は 博す の爲を 盛んな々 漱迦會 を 催 ほ 
す 計雜中 

み 明治み. お 保 敝曾祇 ち 配 人. 叛錦吾 巧 

は 去月 化 1 H 巧 着 ホブグ アスよ 

じみ お、 巧 遊め 眉 的み が 防德關 改良 

I 調査の 爲 なら'.- 


« 共濟 を 0 涩動去 ミロ 東 泮巧樂 廓 

I じ 逝 常 役員 會を 開き 慕 地撰擇 、遙淸 

待闕 値、 化淹； 二の. 要件を が議 しか 

が 高見 會 をの 提案た るを 誰 演會は 
I お ± め 巧を ホる をに 間を がぷ ま體蓄 I 
とぶ み 狂 留滴踞 み 箱に 譜棋 をを 開 


追な じ' で 麟沼襟 辜； 服 韻 r な 族め 龜配お あを 姑； 


で總賓 上の 約 二割 即ち 十六 巧 験圓め 

一 ま 挪約巧 ある 上 じ 破天荒の 窝憤ど 諮- 

は れし 光琳の 屛 風、 女郎 化か' 否かは； 

I 其のが 做 者尙與 巧し がみて 苗 骑を鳴 I 

ちした る爲 めじ 鹤巧 ご 云 ふを 一蕃 じて 

I 實は 當の賓 まみ 本願 寺が 買 ひ 取らた 

る なれば 大が 判の 寶 物赞挪 もぶ 陳め 

质は靖 か 十 方 圆餘ら に 適ぎ ざる ょら 

I 整理に 奢ず ずる 2 も お ホ ざ 6 じど 

今納をの巧ホ を圖の巧徒-^も蘭山 

人の 骨を 納め ある 京都め 配大 をの 
烦 所へ 尙 けで 死む しわる もぶ' i ら藍 

を納 むる もみ ホ 常 じを 数な を：. がが か 
限りる る撫所 どて 納 主り 巧 曲ざる ょ 
心' 納骨の 供蔡 巧の みを おゎ 息は 他め 
を義 になめ' てが が 烏が 出に 送な 居ち 
しがが み r はお ハ おすへ 知な はれ もる やの 


J よ.- In 片— むて ■- 一. . . . • I I m 1<■11■.. t > 

目 か雜實 
わろ し賣 

巧 お 目 炼御學 ：み繁 無 化 進呈 
ホ 俄を ホ 

.臟藤 小川 藏巧 


SA'i 白 To • OCA'\ ご V & 00 . 


ぶ 


一 萬 W. Lake 术 t. Chicago ご 一 . 


-phone Main 4281 


I m 本雜貨 


を リをン 類 


! ルぶ たけ 

程了窜 

を 板む 



燕が フーフ ザ： 义 

器なん 43 皮 rcalclway-T'r. パ . 
T 巳 . 援ぞ • SpriNg 


武巧岡 野 

自巧亭 


.即お 御 料理 並 御で お 


I 巧が 带值隱 な 諸が ゆ薇雜 お 驚ぶ 雜か 

なる. 鷄携 をを 獲 ほす 巧し と、. 巧 じを 

一- "ろ. 

I 巧に •於が る词會 々貴 0 巧 加は 褲じ著 

緩 數お巧 餘 にぶ ぺ じ 


©旅 舘 みや ごの 關樂藥 山、 が 巧 雨； 

ぶは 今回 元游旅 舘を讓 をけ 漂 題のを 

稱 じて 開業せ り" 齒じ旗 氏め 遣 族は 

を々 歸朝 する も：.' 


一本が 器を み 激昂. 衝朱嚴 ホ もては が 

j 化 光な 法 まの 代に 質を 爾晓讓 貧が 誌 

I 暂な . るふ ' のを 組雜 し ' I; 時を おを . 姿な： 

t も 画ぶ 年 前ょ. らお 渚され 現じ 今 
おも 開會 された るが 村會に 去-は 今 厨 
のな ぎ 間 遞じ對 じ 早も贿 無!^:^ な 箱 
む-- > •馈 織す る處 あ- ら化月 和が じ 幸 

1 ち あじ 現が を黯挪 する じ忿 びず どて 
阔會 よも 互 あの 微化を ハ デ 山に 源し j 

1 親しく 光瑞を まじ 裳 精を 披陳 せし 必 I 

- ん V 一し ' たる じ 光瑞 法 ホは 旗と しで 配 ' 


.‘ ‘訓 


♦郵 漉の S 原 巧 當地滯 を 中なら し 

I 固 氏は 去 一二 會出發 あ 俄 古 じあき たる 

.が 十 H 後 再び 歸 鱗き レ 歸國げ .豁じ 就 

i く當 なな 


H 


» 東な 口々' 新 蘭 籍濟詔 記を 掘 川英哉 

氏-は 化 お ホ 蒼、 コ。 ム •ヒ ャ乂學 に 

又學の 目的なら と. 


を 羅が新 綴の 膝 ザ 天 彩 巧は； 肺 用に 

I て 去 二目 巧暮 、衆 部が 地を 視 .祭す る 


■/ . .1 ィ. . 、つ J 二 7主な} ミ { ぅ 可 

> 料亭を 巧 郝膳 どい ふ人氣 巧が 開 會を謝 婿した るに ぞを總 がは 哉纔 を； 

r 歸 菜せ しが 斯 くご 閒を がる 曾 r 


5 で Sa 口を Str 塞た rook ぎ . K 
. Tch . Mf ' 7475 


□ 


□ 


□ 


、 1 t 、- 

.診察 


A 爵午節 丸 暗 •モ 十一' 時 
A 午后 六が 盡巧乂 時 
A H 曜 U 午前 限ら 






夏場 義猶 着糜吿 


卿 破.. 麗 、筑具 、アン チモ ニ ー 製 轟、 

煤が 籠 類、 造 お、 手が 地、 ぶ 瓶 製 
蔬 種々 

取 揃へ 展り候 聞 舊倍鄉 愛顧の 穂 
希 願 上 陵 


♦ 


鑛育 ホ. 

—ク ン 


夕、 


.裤 十一 

ぶ 木が 井總 


.擊 





西々； 卡闽了 目 四十 二を ‘ 
證話 八. な呈 二； コ严ン '，パ， ス ，.< 


小春 緣葬 



I 業した ち、 平 客で 來 、靈 事應來 どめ 一 

MJ を^ 


•實 蝴賣挪 のみ 慕 


本 顧 ホの 借を 整 邸 

おを 錠 わじな がく 


^斯莊 敷地め あ畏 し... 大をホ 瑞をま 

常 化め 六 甲 山の 別が 云 夜 おの 敷地； 

さ' 芋 巧 ど扶 見に み鱼一 焉莊の 敷地 

I 云 千 坪 どは-前年 神 巧め！； ンタ！ 悔を 

.'ょ' ら ザ万圓 .を 借 入れた る 際 其 お當じ 

乂れ居 4 r るが 化 度 東ぶ の 東を 銀 巧ょ' 

廿巧圓 を 惟 おして 衡ィ元 通' りじ あ； 

ニヶぶ 巧 敷地を 巧 本願 寺 じ おり戾 し _ 

たら 今 巧の 內 情を 聞く じ 西本願寺 じ I 

ては 前年 東京 銀 巧へ 眞 をを 命の がん： 


等は 贵衆兩 おめ 潑 貧たん 蠢辑 上义至 

屬巧 信徒 中の 先覺 者た る自提 A 姻傳 I 

■しても 其磕 じか 給て 置かわざる 舉： 
な^どて 激搔甚 しく 着々 本山 0 戳渡 f 
調査 もずを 通め 繁二 のみ 法む 巧た も 一 
どしつ'! あら 么じ對 し 本山 當巧ら ホ 

じを 脚し を議 貴を 說會 の感始 疑が 策 

.に齊 をし 巧れ ら ど 


^11 



寶 をら ' 望芳 

は新觀 社へ 御尋 下され 度ん 


' 伊 ./ P 饱ぷ靑 作 會ノお 稱けァ 舞， 
か - C g 縣 致 . 培 像楚 飯 . ぶで 野 左 /'. 
.齡 > 4 け 通 リな稱 之 上が 然營棠 化 . 
! 、 - 地 リ尙 今夏 こ大修 '錢ヲ 加 
W をへ】 層 敏强之 上議 君ノ践 
抑 わ 比 巧 ヲ許リ 候へ バぞ 怯變敞 
'I 化ょ .変 願 御 ああ ノ豬奉 願上換 

.叩 11 蔡’ 組脊莫 人 勢' 敬な - 

S け sf 

大 井田 巧 次 

レキシントン 巧 

..よが 化 十八を. 
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圏 日本 雜 賞， 


おろ 



□马 □曰臣 己 □□□□□白 ql 

凹ぶ 木 挑. ザ 親 加 

□ 口 □□曰. □□曰 □□□inD 


一 10 な 产 . 夕10當0ス01 み 0 O. 

I Bai 在 ay お t : N ’ ： Ci な 
1? 色 epho ゴ巧如 793 巧 a 芭 ay . 


で獅禮 廣卷； C 

* hrr ruF —r . k • ■1 i I . — - I .•し 


小を 歸朝 中は 不巧屉 じ もボ蛟 稀々 婦 I 

お 慮を 恭 みし 難 お 奉 萬 熱 お 就 雨は ホ I 

廿 五村が 陸 無事 歸を 化 - づおじ 待 左榻 I 

御を 必 被で 度實は 一 , 々 砰 牆鋼體 .ホ 上 一 

j 巧き の 巧 歸着匆 々議事 取茲 みを 聽德 

I 乍路 儀な 紙上 御 禮を述 族；' 巧 

武巧 サシ ゾ街国 ホを 


覆 御 卞猜中 V 祉 

チぶ ブ！ 猜 一四 半 
Qi お alaigawa , H 7 Ch 皮 ry 8 t ’ 

剖’ 

•E 
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G お お C 

■ A 句 52 

始^ もが 
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わが e 
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丢 ) ( 胁 ：) {5 . i ) j _ 

t 風) 寡)' 覆 ) £}i 

遠 康茶鹽 


蘭 業鑽吿 

今潑 みを ィ兩名 \ 

. お 旅 おを P 支 茜 ホ 
Yg , なをの 上 左記の 名雜 
N - 心 じす 新たに 御 巧理並 
f 下宿'、 療 々勉 强餐業 
み m 化 操 間が を鄰 引ぶ 之 P 


釀鷄詞 两 .閒 

趴 民事 及 刑事 訴談 S 

、い f 0 clr 7 v - ■ /-S を./- V ' た Jurpr 、 n 巧 s „.- c ^ ^ 


契 巧を の 他の 蠢頻： 編成、 贷を耿 立 等 j 
化て 法 禅 上の 依 賴じ應 ホ、' 鑑ぶ 無料' 
ホ 皆 者は 新叛 社へ 中 込まれ 巧し. 
擎囊 . 1 1 バイ マン > グ！ み、 

夢讀 ゴシ！ ご 

* ' 吾一 己妄 - ゴ'. 化 庭 〇一 

曾 . ミ！ 与 Sid ごす C 宙 一ー ミを 1 , ゴ \' 



査感 におな かなを を も'; 

じ學 をな 自 をに 锅 役す 
る 硬 あな、 妈錢 語で も i | 

敎へ 何時 じても 鼓 執ょ' 
b を 狡ず. '二 
5 • 、 . ミ 9 ッ？ 證祷 一 
,>, 挺學锋 
が 謝は をて 糜 なら'、 巧 
雜蓄 は' 审强 みを 送を 柯 
時で もを 觀を をす. 


夏 曝 6 雲 
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乂 JP 巧 ON ごで Y GOODS C 0. 
ご 21 Br § d 吾一 y , 巧 • Y ; 


h . 姑. 禪 伏て 祭 希 上 鶴 
.胤"：： 玉 お躁ゐ 


一心 


みやこ 


酔 




二 || 

f 蠢 . 


盛： お 生 盡驗輸 軍！ 
.轉 淵が 哩 人.. 1 

早が 養 寒； 


す ミミ ー受 一法 ug ミゴ uiitM ごに 
i 基 一 ごを‘ 护 V ミ. N ’. Y.CUV 

TV ご；： おでこ 0 づ：ご dciiii 

•'一！ 一 


餘 i ツン 

-臟拜 
. をを か r 
? 刮胞 の 巧 想 的 ホ. 

をを をす 

' 阳お 十よ 街 s!llc . . 
瑶話 ホち を) ソブ ザし 

ょ作秦 光重 


3 ンホミ ム； 

雜=^離午後八髓 
毎 本願 半 後 八. 轉 
.ム な、 り 衆 替宿鴻 


.m 


お .，. 






5 ぶ 




藻を 


を お;^ 


恰; 


(月 願： fc ) 


號お 十九 第 


報新ク 


巧？... 


’，- ぶ'’ ■. 
御 




-ぶ 




を 


吟巧 ぜ 


曰と 巧を' を 


■ —ぶ こ：，: おち..-. 巧で 

'V 一—， 

'■一 ぉを ま 


か; r ， 


产 ミ 


IP 1 MA 丽…顾 

i ... : : ’ - ^ __ — - - . jCcn 吉 iUu む 〇 打 ’provides th が aU 

i ぶ inee 忱 e . And - Japa なが e La 己 さ わ i ; J ! so 巧 s b が 〇 or な aoir か。 が d in th 巧 巧 a レ； 
! 印 as p の おが 蜂 か ， the J れ峽扛 巧 e gov - ! かく ！ ぶ tat がを 巧 citi む-. じを ther が f . TU 巧 | 
护円 り打 6 !ん various i 过げ rpi'etaticms , 別! 3 じ邮お む ichv お Japaiiese born , iv , 

[the U お te なぶ tat：es n が L げお i 加 Uon お 、 V j ん 化か ' i じ- . 

与 Sfliave been g ' ivea . as the bill が a 任 巧 rst 


Work of k Ja — p 。 醉 


: .--. JUi に Ua against the . Japan が e . as " U!e 
— ’^ pc!){jlc ‘who are 二 石 ot e ' li ぎれ) I と 化 お! 

毒 i ; r 、 ship . • 

•~>^ 4 , 'The Uo れ eci Stat が i な ws 谷 ay !ぶ 一 


.^, じ; ii ぶ cu な inctly !.c this r が ai づ so イ が j がお巧 〇で by るの， S な te on a じの u — 川！ 
1 iat ； the Japanese are couc が nt な. 


A 打ヴ the XTth Ameudme 打 t s な 革ん 
い The が ミ! It が the がむ ス e 打 s or ， t わぞ 
United Sta か a to 、•〇 te . 純? U ! not わた 
(Jellied or 化)) パ d がす by thy U 打れ e り 


piia Mrs , お hino 構 p，s 
, iissiofi 


m 


を 


たみ : rHeie 玉， Se が ioii VUl , o ! the Co 凸- 
i がな u む on が the " C が ted States を iv か 
に oQgi を s 写 power 。か 括 tabUsli- a ' a り レ 
が ’m ni お - of 口 aturaiizaticm .パ An な 

jin accordaj^ce with this provision , 
iCoagress enacted vaHons naturallx - 
jation lavvs . Tliese ! a\vs pro 了 i 召さ for 
も： he で roee 过 ，'げち. of 打 江を ' tixaiizaUo 打 ot 
.，any alie 打, who お a wUU を ps だな a , or 
of A な ミ can nativity or Africa 已 des - 

が nt ." 

王!！ 1 が 2 , the N が ui * a ! た がミ〇 五 が 
GM 打 ame 打 わ espre がけ p 化れ 化 ミ お d by 

Section : U， Chapter 126 , 1 «&ザ 3 of 
XS82 . 

If よ he お situraUz がみ n laws of the 
Unite 这 Stat お grant eit た e 打 ship o 打 ly 
.と o the aliens who are either white 
jpersons or A か iean - 过 esee 打 わ がげ Uis わ e - 
jly as some autiio けむが declare , why j 
j was it necessary to ma お e a law i 。 

I jI882 pro 虹 i がむ ng the Chinese from 
ミ； beco の i 技 だ the c れわ e 打 of the Dnited 

I Estates ミ 

1 1 - Whatev が tlie ミ rit が pr が sitio 凸 が 

j I the Naturalization law m お ht b も. Uie ! 

巧. a £*& express れ- exc む ide 过 む- 01 n | 
ミ ；; he が tizenshi を. お at there is no law ； 


ミ 難 ゴ ^ 耗 r 霄 おを 玄可畔 峰 : 客 巧り . ぇ ; み。 t みおを - ミ も all- 
置 もぶ 今な を try : . 舞 :- が CU ぎが ミを ;- IK おを リ? 辞 
な 苗 - 4 虹 おも SC 丘 oo’t か ;‘ 韵 ris and 0 な I を 

anese Woiw in 

与: e 知 趣] を.; had . む 0 え お 打 M geo - 
^帮 •も);) Vr ::. They が 狂 not .ドけ r - おお o、v 
^ 避- tu . よもを: esrt む わ. 1 •をな： a が 了な 巧--. むむ だ 台、： 

— ^*that Ch むみ： 巧 ' as the . c お iter お 
皆-す も; 打 S an な C おおな もじ も ミで. tmui れグ 

■ .文 lid な] た .玉。 过 gdo 泣. ：了扫 ey had 

对 .; that ther 台‘、. 巧 巧 some s の a !! 

t ^ oean でむ uii ^ tri が な ro 巧は も もじを out - 

fcis - Hv . tho Ati . vr .-- T ぐ; iT をう t ; み w 、'; 
が 主ぶ が， c がが， が P が vious conditioA-l ，• ‘。 •， 。： 、； 心 ' 搭踞 皆； 科な^ 化ぃ ぶぶ 松‘ ag がみが d 

‘ I に arax ? li 毕 . At forty 化 王} が 叫 9 の ■もを を^^^う. Uei •旦 w な s 注 li island so お le 巧 ’ liere 
〇〇 11 け i w おが 写 t by れ uo 比が b 过 打な な Ainmc 泣 おな an , they saUI 
The がまが mg . Laws が the だ凸 が站 〇規が 巧， が d が ng 化& we 化 〇なも む op ぶ. U け お island no お r おが than a 

the ki むを . ’ 谭 ^ 妻 , ： なむな til を J 这口 aiie 白 e-. were る を口 _ 3 € 

" が じら day aftfii* my an • ミ vai . 王 lia な 巧を o を 3 早 ス v じ 〇 liT 幸な VfP ひご - もわ坛 Ses な〇告 


- ( Contirmed ) 

(In teu days 、’/ も travelled three 


of servitude / 


-States な 0 not prohibU Japanese れ〇ミ ii 
beecming t た e c な izens o だ the I'nifed : 
: States - However , the right o £ nut - : 
urai ミ zat ; lo 打 for the .Tapaixese i 打 Uni - 
ted States lias not yet been おら 注 Uy 
passed npo 打 fey the highest a 巧 L5i ろ s ’ ity ;: 
and the interpretations of the laws 
differ according to tlie author ! が e も 
These ar も tlie quesUou 巧 to be de が过- 
e さ by t 社 e .' Sup . rerae.Courfc by th'e legal 
procedure . But we can aot but feel 
that the spirit of the . Co 打 stituti ひ !!， U 
lightly ミ 打 tergrete ん do が uot count - 
enance any disciioainatio 化 of aliens 
on account of race or color , in fact 
th 色 C れミ jl War was fought to estab - 
lish tne pr ミ nci が e t 社 が お 1 human わ も 
in 径 s , whet お er whUe o ? black , sboul さ 
receive and . enjoy equal rights in tile 
Great Hepublic ^ founded for Uie 
ciiuse of liberty , a 打过 ■ freedom . 


a な audie な ee with 化け kiug an な 枕 eg 谗热 S が r5 ん 


queen . I informed them that J 
would be rea 々 y a begin school vr は hi 巧 
a w が k . The situation , how が er , was 


: 戴が わ を 打 ピれ后 • peop ミを hear な that my 


k 蕾拜 をき at b 食む ミ nd deslis a むな that they 
ごぶを -Tegular periods of r 各 ere をれ o 丘 
uot ready 走 〇:〇でさ 打 the school at 〇凸 た 凸 .し -iitr study , t ミ l を ド a な] d , ‘‘That foreign 


They had no idea 虹 o が a school room j ぶ 苗を おな 
should be fitted up . And we むの aliy 
converted , an old theater built es - 
pecially を or "the use of the ro 户 al laiai - 
iy . 玉 れ ad -the court car を enters mia ; ち 


is tryiiig to tame ou 王 
••撕 塔' 則 e ? s . She puts t 过今阻 ミぉ baskets 
(寧 s おち > なで 々じ e hour aaii the 打 が扫艇 
h .< 5m 0 巧 t to が ay . 良 y . a 巧 句 by she 


o 巧咨 iLii 7G uria だ! ぷ ciinti t れ e purooss o を : j 

the school , and they b 巧と a む ie : to . b を f 
willing to さ e な d th お r け&; 玉ぎ hU ザ 吐 ’ tc 
my so を cG し 

‘‘i tau ざ ht i 打 化 cldition t6 . i でな di む も 
ホ rUin ぞ tuid 啤 でれ hme な c ， —を inabroidery . 
crochet and k 打れ Ua 客. で he がが な たち 
cou — i な not undei ’ s はな d - boo な s , わ 口を. か ち 
_ a むか ’ works aelightod t を g が.， Gc 注 幻 uai -、 

ミ y thcjir を reju 过 ice ag な in 別 . the f り rc . i ぞ n 
teaching broke do 件 u a 加 ， two or 
tiire を R-eaJthy fanUU 奋 泣， r な aXi \* が of 
こ]! た 技 i む这 で ame arul asked: to teax -^ 
■ tlielr 过 a なぞむ ter ん . — . 

‘‘ A を ter a few リ… nt 托法诚 iny w 如' k 1 
c ： 曰み f^re 江 w な ti the か i _ が 狂 ： with . r 卜 
gar 过 s -to i な vit ミ打曼 かを p « bUc;to v わけ 1 
the school . A 包 a U が Queeii を 江 ; re a 
great 王 east 壬 or the - をち 華 ミミ g at . む、 ぶ 
school . T-iie work of tii'e stu なち tits 
ザ as exhibited aa-i tlie icUig ,,. tli9 
queen 这 n 这 .、 myse な spo . たを ' to th ； を peo - 
ple regarding tlsje mer れ 色 王- edufi 这 Uo ご. 三 

"After the work ot t 巧-を； jre&nv ミ 
returnc を to Japan to see my fat 杠 e ^ 
At til が tlm も 1 ; を e るは e 拉马 泣な e ら なをな ia - 
erea 知 jd tc - one ha むな re な る nd 巧 f も y . 
We * bu む* - a new scheol bu 叫 3 ミ a 客 of 


转 


4 


う^*; 


M 


■ 




cimirs , tables .and わ! が kboartis . じ！‘— が y みり ‘ an . and the Japanese ； v/iil Kill 
was 化 お r を rst . 泣れ em が at such wor お . j 舶教跨 おを ©が 化 em ’，. 

. .'.'ぶ 帶聲 措-'...-.- 

'.‘ Th © k む お seat out 瓦 royal c ひ in - !， づ I をを e queen one day apojto 封 zea to 
み 江 n 过， お d が ng li お SU ' D おわ わ 心 se 口 か 化を をが 占 cause her people が过 not ap - 
こ 1 化 ir dau 径 liters to ぶ choo !. . But ち h た]-; ) i ： efe を 注な. む ) y work aad 化 化 under - 
パぃが idicc agaiiist the - ミり ル）ピ は U り u — 卜. さ u ? みち-巧れ、. 王 said . ‘け your pe な pi ら haA 
was great , an な the が 巧が ぶ titious peo - ! ゴる 皆が 〇〇 な I would aot have com も， 
が e hestta ^ te な - to ' dC がが ra も And 〇 11 ^ぷ栗^でが？-ぎ 1 ぉ^ 口の t l am む er ち to. help 
: he openi 打 g day 0 主 the が ho り 1 ， げ ere i yo 化ぶ 比な よ ル-! 1 ミ stay れな e uutii . tli 台 y 
み - Qre 0 なわ fcA ' en が f か 化. you 召 客 おが 始 i :. ui をぶ s 如 な す 、 he queen が〇掛さ な 
D 扣 sent , sel がな な fro が. the のが rt . な t - 社を も 与む 巧‘ p れ: .王が お ved t •.日 bea !’ たがを 
お 打 daii な. ' i - ‘ 巧 "- .SOOU the 巧说 が e of tlie conrt 


為す' な攻 e 化 em and take か 脚 back *?でがが s がち eon がな 比 g 〇£ seven 

lar 呂 をで 〇ご攻 s . 巧グお を 巧！ fou なな Uiat i 
coui さ not r.etura t ぐ ， my でで でな i 。 
ろ io なさ 0 け 召 ， I s がが te な two ぎ 00 这 work - 


b ん 



j 




げミ で，' ii り were がなむ 打 忌 to take charge 
pf ミな e 夕 ehooi - でな ere are 这 t present 
two hundred pu が お a ■凸る the school 
is beuorai な复 々 yer pr む sper る us . 

•【むげ people in charge of よ he 
が ho j ミ report that woniip で fui changes 
w がを naa4e in that dark cou 打 try by 
e か: ica け 0 打 and 口 lii 夏 htc むか eiU .，， 
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がれ のぬ ホ 黒 掘 二 る 萬 し 调對が るを 敎で子 獲 A 

ふ で 同の は 栽 置 ュ 桑. 朝れ 題 じあ； じじ 徒い おを 排 
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壽閱菩 民族 蟲負 j 

其 ご 一 

'格 佛 

てリ 橡劍截 を用ゐ てま ま 熊を 貫く の 

質 力を がき、 條約 明文の 解釋じ 依て 

蚕 要 あを おすの 望み 數き 今日 靑暖あ 

は 抑 も 何 じ 化て 時 巧を 解决 せんどす 

るか 吾輩は 翰 じて 言 ふ、' 化 際 潔-- 看 

献樂を 採用して な姻 州が 人 巧 あ 丈 地 

費 巧の 談 がを 開始し おじ 條 約な ぶの 

謗を 提增 しで 香 邦人の 轉 遇を 他外閱 j 

人ど鬧 等なら しむる の擧 じを でょ ど 

A 概 らじ菩 献策が が 用せられ、 ホ鹽 

致府 亦た じ應 じて 愈々 鄭 みが 有地賣 1 

辑 が具體 的の 競 おに 入つ たどして 硏： 

萊 する ミ 現を が 州に がける 吾 同胞： 

の 所有地を 許 一ぶ と千英 卿の お 段は 

一が 巧 程のを 額を なて賣 買す 巧き か 

VJV ふを じなる で るら 5 

A が 巧の 農業 地 一英 吼 のぶ 確なる 浑 

谢卸 格を 示イ 事は 産 お 物む 補 類、. 変 

通の 使‘ み 便 其 独を々 な 膝 因に て 頗る 

I 满雞 でぁるが 艘 ら' じ 一英 町 か' 苹巧徑 

がを 巧 弗と 見猿つ て 計算して 見て 

r 方と 宁英 がの 賣貿懷 格は 瘡 なと 十 

方 弗で ある 

A か 諭旣じ ホ乂の 目を 驚かず 丈の 邊 

證を 示して 居る 加州 同胞の 所有地が 

斯 のかき を曠 をな て賣却 せらる、 簿 1 

はない のでを るが 假 b じ 斯く見 積つ 

て も 其な 倍じ賣 渡ず とすれば 費 億ぶ 

予万乘 ごなら 巧 じ盡巧 倍と すれば 八 

億 五 千ぶ 弗 ど々 る 

A 米國 政府が 目 本人の 所 あ 地を 買 上 

でる が爲 に時價 のな 请 格な 上の 懼あ 

を 拱つ ね这 言へ ば 一原 お 何にも 不廉 

な樣 でぁを が 巧し も化窝 がを 掷 つね 

が爲じ 日米 間の 國 巧が 奮 態に 復 し、 

粟 泮賃易 じ 何等の ま 障な < 、曰 本人- 

击地巧 おの 旨然の 結果 どして 起る す 

き 人满的 乃至 經濟 的の 難題を ホ發じ 

I 防ぎ、 年 ホの ホ 堅、 國 民の 輿論た る 

k 洋 移民の 禁遏の 目的を 遂巧 する 事 

を 凝る とずれば 時 僧な 曆倍 0 上の 僧 

格は 寧ろを きじ 失する 位で みる 

▲强 硬談 おぶ 義た 道を いふか 國の 

I 論客は 目 本の ま 張を 巧て 查然理 じを 


しね もの、 おくは 國 路上の 談 おとし 度き は宮 阔盟齒 たる 英國諸 新開の 態 


て 結局 勝を 制する 答の ちの ど】 圃じ 

思い 茲んで 居る から 稱潑 である、 現： 

んゃ歸 化 樵 間 題の 姻 きが 呑 輩の 献策 

じ 化らず* 單じ 强硬談 巧の み じ 化て 
目的を 達せら るど考 へて るから 愈々 
猎稽 である 

A 吾輩が 繰返して 暮 ふが 如く 来驗中 I 

爽政 麻の 立 族 にがつて 見る ィ」 扫ホ兩 

閣 間の 國 ぷを圓 をなら しむる がぶ じ 
がが 人民 や拂 巧を す どえ るホ國 識者； 

め 要求を 排 して B 本の 耍 あを 満足せ 
しむる 事は 出 巧ない' ので ある 即 もな 

ネ 政府が 巧が 旨國 民め 體刺お 譲を ホ I 

張す る 事が 理じを しだ もので をる ど 

I 信ずる ど网 じく 义國 ながは をを 固の 
部 だるが 脚 人民を 輿論の 歸 着觀れ 

る 衆が 人の 排 巧を 遂朽 ずる 事は 當厮 

着 どしての 義 勝で 义理 じを しね もの 

だ ミ 信じて 房る、 あ 溝た 道て ふ 弱 潜 1 

の 聲じ聞 ひて 巧い 顔を ずるょりも 寧 I 

す自を 等の 子供 巧 惡太郎 をす 愛が ク 

て巧戚 長を 助ける をが 親 £ しでの 義 I 

務 、爲欧 家 どしての ぶ 派なる 衍爲で 

ある ど 信ずる のでる る 

A 斯の 如きぶ 攘じ 巧る ゥィ グ ソン 巧 

j 觸が 何を 皆し むで 日本の ホ 張を をれ 

る もの か、 現ん や f は 日本が がが 

止 地 窠を理 を どして 戰爭を や.， クぬ 事： 

をが つて 居ら、 親み 戰爭 をしても 救 

けた 所で 結厨猶 金は 出さぬ でもす い 

S 思つ て 居ら、 若戰 ずが 日本側から 

'關始 さるれ ぶ應 戦の 理 もは 立派 じな 

ち 白稻乂 極を かは 自慰の が 方》」 なつ 

て、 自國の 巧 じ お 巧な 伸 裁を するど 

I 裔を 縛つ て 馬る ので ある 

▲斯の 如き 爵 あの 下に 應答 しつ！ を 

ぶ ホ 國を旋 じ もつ てぶ 義は 何ぅ の 鶴 

利は 斯 ふで 御 逸る のど ま 張した 所で 

巧の 役に立つ が、 現じ 香 珍 旧 大使 ど 

ホ 國當局 者の 談が經 過は おの 如き 氷 

懸 論の 押 間 答 じ 過ぎない ではない か 

j ▲が H 問題を なて 地方 間 題 どなし 盛 

は レ！ ボア ユニオンの 横获 じが 因す 

ピ爲す 人々 をく は 巧說を 是認して ホ 

國 中央 政膊が あ必 日本の ホ 張に. 碌慷 I 

てて 居る かの かくじ 誤. 解し 思くな 喊 I 

名 ± の爲じ 一服め 淸凉劑 どし でを し 


度で ある、 倫敦 タィ ムスを 始め どし 
ボ！ グ .モ 1 グダ ゼット 、スタン ダ 

ド 其 他 諸 新 焼の 論調は ぶじ 純然ね る 

が 曰惹 見で ぁる、'^^ は 施 巧 乃至 ホ^ 

面じ网 情し、 白 お 人種の 同體を 諷刺 

してを 然あ 间盟國 たる a 本を 威嚇ず 一 

るでは ないか 

A 賢明なる 彼等は 其 同盟 國 たる 日を 

のま 張 じ 逆 ひ 之を 威嚇して 其 旗 情を 

害ず るの 不可なる 事を 知らぬ では 無 

乍 饼宮國 の 猶畏地 おる 療渊 ぶが 亲陀 

の お 巧を 慮ら 巧 じ 其 血族れ る ホ國民 

の剌蕾 ど 黃白兩 穂 族の 競争て ふ 重ぶ 

閒題じ 思を 猶ら すじ 及んで は：^ は 
日本 じ 巧 情して 較 が無惹 がなる 亞義， 

と邀 論を 繰 返す の 暇がない のでを る 
A 皆 輩は 英國の 哉 新聞紙が 排日 問題 1 

を 動機と して 化 欺かざる 吿白 を敢て 
しなて-盛 細亞お 族の 證先絳 ねる a ネ 

爾 民の 覺擠を 促が しねる 摩 窓に 對 し^ 

て鹽 腔の 謝 葱を をす ぶ、 而 して 之を 

お 辟 じ 彼等に' 巧ぶ るた 吾 盤 細 亞我族 I 

の 欺かざる を 白を 巧て し、 叟じ赛 國! 

.おが 百年 おくは 二な 伞後 0 將 ホじ關 

して か 巧なる 爲悟ど 抱貨‘ じを 巧せ ざ 

る 巧らざる かを 研究 化. 度 ど 思 ふ、 を 

即も 「挑 H 間 趣 ど 吾 民族の 抱負」 を 

I 草. する 風. 巧で ある 


，は 堪ぞ なね もので ほな か、 若し 多； 

みで もぶ 樣な 患が が ぁつね ならば 

是實じ ホ お ぁる 大日 本が 國む 恥辱 j 

で^^る 

あ 大木 足下 足下の 限 底 じ 映ず る 巧 

米 同胞は を然不 なの 徒、 刑餘 のを じ 

遇ぎ ず* 其 巧勸や 醜搔巧 巧、 巧んで 

社 會證義 の 圈外じ 巡せ る 破 廉脈漢 じ 

赛ら ざるが 如し、 而 から 1 巧留同 j 


だ殘 をながら 然 々ターは 言へ. ない 歐 

刹 大陸を 唤 S ? 魏福叠 脚 j 胞は SS ど はれる 新 男 海 輩の 巧 


じ まつれ 樣な者 VJ 罔 等の 人蹈が 其^ 

處へ 集つ て 居る 

乂木伯 足下 漫らじ 巧 米 廚脑を 熟る 

を 止めょ、 招提 二十-有 餘年蔬 燕ぶ 抱 

き荆 W るを 排 し、 菓攒 萎々 ねる 美抵善 

くな族 の 嫉あをおく じ ま る 0 棠果し 

てを の 所謂 r 修 詰を」 じして 能ん 得 

べし， となず か、 吾等を 米 同胞は 祖先 

め 遺業 じ 徒を して 妻妾 じ激る i ‘の '暇 

な <骼 ね 放 鲁縱横 博を 街 ふて 级 巷を 
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那 み 目一脉 殺の 體を 見る じ 何れも 文 巧 

な剌 態を 亂 用し 其 ガ法御 じ 巧妙なる 

I ものを b お 巧 支那 人は 暗殺に 巧 なれ 

ば 政 ホ 益 激しくなる じつれ 穂々 のぶ 

i を績 おす 之に 到シん 

▲金が おがつ 敵が 於-暗 おは 夕 <1 
I がぶ 徒じ扛 なて 巧 巧 せらる 耶ち 慾に 
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ずされ ぶ 被 暗殺者 じ 近き 者を 選びで 
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I 大潑統 以来 革命 派め 刺客に 歌 はれ 居 
すがおなら 

ん 巧に 礎. ぶで 泰然 支那 入は をを な 
I 曠潑 狂た を敢ゴ する 樣か 勇氛 ホが 濟 

の 她乂見 一へ をる もを々 み 巧ず ると な j 

I れば 巧で 誘度屬 娘は ぉ 死 お蹈ん でお^ 

|然旨を於 る娘がか-^お說 ^ 向の刺容 

这 るふ。 へし 蔡じ 革命 谢の 遊ら たる 當 

時 或 者ぶ 敵營 じがつ て 媒禪を 投じた 
る も 如が なる 機か骚 裂せ ざら T- を 拭 j 

て 突進し V 其 踞课を 我がぶ じて 踏み 
™ 曝. 發嘴 しめね る 者 ザら々，^ 孤の 细 
旨 的を 潘巧 する じは 一; 淀猶惜 まざる 
わ 如き 其必 狸が 態の ホ嚴畿 なる 驚 嘴^ 

の 外々 し斯く 騰殺按 巧-がなる も巧が- 

巧 散 じ 崔<逮 補 さお 'V が どるへ； ば囊 
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The remedy わ r race hatred and 
prejudice is not law nor treat ん laws 
and わ eatieswould aceomplislrliUJe 
toward the abolishment of race ha- 
tred or 巧 * ejudi が . 

0 ね ly が me and closer intercourse 
are -the possible jfactors which solve 
the rac 6 problem 打 . Customs and 
understanding would slowiy and 
|paii>fully. with the assistance of 


No laTv however clev が ly it お made 
む or any わ eaty however cordially it 
is な iaie, 巧で 口 Id fail to acco 口! が ish 
anythin 呂 towards the solulii か i cjf 
this race prejudice. 

The power of time and habit up- 
on the sub おが of race problem could 
!b を easily found in the United States 
The foundameotal race pro o おの in 


む ee 巧 om that they enjoy, to-ci 泣 
The time 江 ぉ 巧 ted the white people 
to rain がな with the ra、ce 泣む 过- know 
more of the people. And む te habit 
0 ミな が ing the ' N-egro among the 
vrhi お people, by and by lessened 
the pre か dice cf the white people 
against 比を black. . 

This effect 0 至 お me and contact is 
true in the racial- -qu が だ o り of a 打 之 
country and 炸 hatev が race is invol- 
ved in the qu.es お 0 打. 

To try to 注] >ol お h the race hatred 


tim も find sol 地 ons が 比 is q 朋が on か making a new law or by making 


aD other treaty with aiio 化 er nation 
is an attempt unworthy / of any clear 
sighted statesman . They eo'uld 
CO さ ! ♦ sfev が al new laws and make 
v& 3 ：ioiis new む e る ties ab— o な t the sub- 
ject. i 5 iit 妃 ose laws and treaties, 
would do nothing for -the solution 
of the race question. 

The race が lestioa of Japanese ki 


け his cou 打 的 •お tha/t of "the 打 e が o. At| 植 日 U が ted 巧 ates could not be が op- 
|the time of Civil War, what が e か -! Pe 过 nor solved by a new law. : No 
: dice was 注 gainst the お egro , 邱 e al ミト ロ ® ^an or one go 巧 rn の ent wi 化 
know. Kow the colored 屢 e wasj 細な s が>巧 が and 卽 * 6 打呂 th conld 
treated even a むが tne Civil War, we |’w 的 e 化 お Question. The solution 
are aware of. I of this matter, requires the a が 玉 st- 


The right and fr ちら dora th 瓦 t wei’e 
given by the law to the Negro after 
the Civil War, are !H が e o? not む : [ 打 g 
compared to the rights and わが dom 
the Negro en ミ q 女 to-day. 


The recent decision of the United 
Supreme Court declaring the Civil 
rights act of 187 も unconslitiitio 打 aJ, 
打 lak がな 0 diffgrencewhatevwtothe 
お e 民 ro. They have earned by the 
お istance of ti me’ such rights and 


a 打 ce of time, and by slow and pain- 
fui effect of habits and contact, the 
matter would be solved at the end. 
It is ご ot a kind of problem which 
could be solved i 凸 one day, nor 
in one year. よ t is the problem 


will be abjie to solve the m 过れ sr in 
the CO な rse 〇ぞ だ me. 


NATONAUSTS VOTE 
AGAINST LOU 


The Fiv わ powe 玄 loax. was tl 化 
subject of disc 巧 ss.jon ot ths session 
of the House of 技 eprese 打 i:a だ ve. 〇な 
May 5 th, T も e House took up the 
fiv か power loan for disc なが ioii， and 
acting freraier Tan Chi-jui mad.e ぶ 
わ rife, ex が 泣 nation of it. 玉 nt が pe!i-: 
ations がが e sho で ei*ed upon the act- 
ing Premier; but he merely repe^ec 
tbafthe loan contract was forraerh 
approved by the i> が 'viotis Senate ： ； 
and so it is not m ス : な^注お〇口 t)f tb( 
Provlssohal Const な nuo 巧 • ' 

The Katio 打 a じ s お who ぶ re againsi 
the five-power loan: were 望' ready 
offended at tne €：xi)iau 汉 tion of th を 
acting Premier and sent fov Premiei 
Cnao Minister o! Fi- 

nauce, Chou な siao-h が and Wai 

Mimst が ム u Cheag-h が兒口 も わな 心 they 
did not CO 凶 e to the 110 巧 身 e. 

Then the Nationalists m む oduced 
注 1 公〇 む 0 り that:， though the .House 
が d o り t oppose the loan, it can' n り t 
approve the 和 ay the loan た oniract 
w 泣 s お gned. Then the Nati 碑 aii が s 
which re な ni 成 s が ar 台 of painful ex- and the opposition, satis だ ed with 
p か ience before it could be so 3 ved, jtlieir sneess in the eleciicm o を the 
The CO が act of 姐 e Japa 打 ese with I speak が of the two h りな s 制， w が 色 
the American public and the slow 1 not present, the result of vo お on 
effect of the mutual understa 打 cUngIth ミ question 祁 as greatly in f^vor が | 


the ム、 ationaii 奇 細 ， who / carried th を 
resblution against the loan わ y 
YO お of 222 agam お 12 5 ，- 
The sa 泣 e f がが が ion: 、vas intro- 1 : 
duced lo the Senate a 打 ぷが口 がちが 
jbr hours. But at the oritie 幻 i ru か |. 
merit ， th を々 pposi お o 打 k れ the 兒 oust 、 
in a body, and Senate lacked a Quo- 
rum and the siting came to an end 
with no result. 
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THE 0111 拓 NTAL REVIEW g!y 閒 to you — the man or 
和〇の an who thinks and I’eads— a t 明 e picture of the 6ri か t.al of to- 
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i sage which 比 e 触げ Orient wished to t 純 to tiie youngs 
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Subscription, $2 a year. 
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玉 デュ グ '— シ ヨンの 弦 巧に 向 クてホ _ 


藥霜 若の 磯を じ おする を辭 せざる ど キ前闽 時大嚴 商船 會お療 船鄉を 巧え 
おに 當面厨 じ 巧ず るの 人々 が 其賓行 I じて 長 蹄に 幕し 午皂 .一 一時よ， 9 間' 所 商^ 


幾 巧 巧 新 育 渐额社 I 
紐 育が 第 ホ 街 二 一一! 八 .. 一 

電話 チえ ダ シイ六 巧と ご 一： 


藥 I &. 雨を の 使命に 

す V.; 


f お 茜 燕 獅合譯 本‘ 人 寶は排 H" 蘭 題解决 

一の ホ舒ミ .レで おケ .儒の 事 環を 議决し 


i 其- 議决 り藉莱 を齋皂 しで 添 留簿ホ 等 思、 お 留棘膽 一.. 姬一般 ©轟 位ぶ 窩を 
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で 輿. じ 窠行ザ もず 島、； 每竊ネ の 講巧 

段 避 m 舊 她じ來 主」 を 紐 幕 愈の 歡遮 

换じ驗 .みせ •葬 日め 厭 お 地ぶ る 姉 卿め' 

實 靖を陳 てな 東 雜同敝 の 參考に 拱へ 

を 今齒ホ お. の 目的は 泉® 摘 呼 媛して 

腎 馬の 解 决じ努 むる じなる をを おて 

j せられた を、 吾人ぶ ホ鹽に 於け る 香 

が 族 發展の 目が を遂 巧せ むが 爲じ東 

.1 茶菌ま 扫も辆 ぶら-ざるの 觀ゐ る歲が 

を 努为に 海して 溝 おみ 謝意を 表する 

，た」 荷 梅 じを 媒菊覆 1!^ 脚 香が す 重み 遠 

み じを' が やしで をれ ぇ爾 をを 勞ら ひ、 

蒂が が齋ら せる 彼 命み 乂體の 方が に 

;野 つて 賓阅の 意を 表し 么が寶 行の ホ 

I ぶ 如が じょら て 應援め 誇を 惜 まざる 

巧き^ を 約した は 蠢± を 俟クみ 纔を體 

せる 適應 のが 爲 どじて 諸君の 夕を多 

どを 中ん ば をらず、 硫 して 吾人は 帝 

■おが 日本 惧樂韶 徽巡會 の 痛 上 じがて 1 

謗れる 巧 謂 解 あ 方針の 溺目じ 駒して 

.審 じ發表 すを の宮 をを 有せざる をを 

3,' . ，:滅 み ど すれ ども 其大 鶴の 方舒 ごして 

11^4 管に 西部 諸 新聞紙 上 じ攘羡 された^ 

1 P 事項を 諭 評しな て 化 湖の 稚考 硏嚴じ 

; '繁 ずるの 義務を る ことを 感が ずん ば 

非ざる な も 

|| 如上 聯を日 本人 會 のがみ 方 か 九ダ條 

P あ两 巧の 絮說 せる 方 か ホ 最も 重要な 

.1 る 事 巧を 要約 すれば 

1 1 、 歸化權 獲得に 願して は珍留 大使 

一玄 商議の 上 適當の 方を をを むる 事 

二、 キヤ ム ペン、 ォブ .、五 デュ ヶ 

シ 3 ンの太 運動を 蘭始 し、 来國內 

1 な留 同胞は 巧 論、 亦哇 、姉を 防 巧 

お 者 一尉 鶴 力. 一致の 上故國 政府 及 

有力 家の 後援を 得て、 ホ國の 朝が 

じ噓 まれる 誤解 偏見の 拂が li 巧め 

辟々 現 はれ ホる 誤報を 辯 明し 

本ぶ a 本人の 實 相を 絕 かし、 ホ國 
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蜜 


的.： 
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園 論 箭聞證 誌® 筆鋒ぶ 謡 潜の 嘗¥ 
を 親日に 傑 かしめ 


勞 慟社會 棲 

觸 連絡の ホ 鉢を 揉ら、 歲社會 の 首 

領陳 さを is の 蹄 絡を 結び 巧て 一般 
穀抒の 思想 鼓 おじ 巧なる 事 ' 


內岳桃 諮閱體 V」 め聯 擦を 謀， ぇ。 ホ 

'.■二-'.. こを 

i / 主、 

へ /、\J V . i -こ JIS ，. It ご- パ -- i だ| レ、. ご*.- T * ‘ 


ホ 人 ピ搂髓 を 遊め 機會を 作る じ賓 
かる 歌 ' 

四、. 巧 上の 目的を 遂行す るが 爲 めを 

をが 地諸麗 禮を驗 おせる 一大 中央. 

團體を 紙 織し、 之が を姬 者には 故 

顏が をめ 有力 家を なて する 事 

玉、. 目的 遂行め ぶじ 要する 费 用を 巧 

十五 萬 頭 (年.々) ど 見 蹟ら巧 十 萬 鬼 

を 故國じ 仰ぎ 云 萬 巧は 巧 ホ 鬧胞じ 

於で 之を ま おし、 殘額款 萬 弗は 他 

; を 塞に 化ら で 么を慕 集す る 事'- 

I 等な， ろを に對 する 餐巧 有志 家の 化 

一を 的意是 とも 見る ベ 家.' ものは 本紙 第 

云 面に 橫載 ぶる 所 W 家み 稱 ± が歡盤 

I 會賺 上で がて 陳べ たも 所'、 邵 もネャ 

ぺソ 、オブ 、-ユ デ. ユー ヶ！ シ 3 ン實 

巧の 一策 VJ して ホ 凰 一般の 與論を 親 

a じ 候 かしむ る 方面は 硬宜 上な 東都 

のぶ 留を 重らに 么じ當 勞働者 お 

を 巧辅 言論 界 、を 治 ホじ對 すぇが 戰 

一計 養は 西 都 巧留者 專ら么 じほず 可し 

とめ 意見 之な 

~ 醬 人の 旣記 大体の 解 巧々 針 じ 願す る 

蔚 見は 當布有 方 家 諸 若 ど 器 ば) 敦 す^ 

VJ 雖も只 遺 嫁なる は 之 等の 解が 策が 

采國に 於け る排 H 運觀の 初期 時化 若 

〜は擧 .童 間 題 當货じ 於て 開始され ざ 

9 ム事 じして 其 怠慢の 葬は 香 人 亦 其 

一を を 貧 擔 せざる ザらず、 巧 當 面の 

一 應急策 •として 擧 げたる 條 項の 第) わ 

る 歸化權 の 獲得は ホ國の 輿論 擧 'つて 

之 じな 對め 傾向を 一' をる 今日 到底 肆 

常 一様のを 段を なて 其 目的を 逢す る 

の 望な く、 牛 島 ま おすの 兩巧ホ 之を 

I 謀 ごせる もの、 かきが 化 事 じ 蘭す る 

'一. 郁世 人の 槪 をは 甚だしく を 人の 意 

i 見 ど 異なる 潜 をら、 卵ち® 乂ば 邦人 

の 歸化權 の 獲 緑に 願し C： 本波府 ぶむ 

讓 がを 爲 すは 化な ち 麻さず、- 目 留人 
がを が棄 するめ 謂に， と」 を府 としぶ 

みで で.. 一？？.」 5 •■ミ* 泣 でィろ ホ ル 


をる 表 じき 所な， り どず る じを む、 乍 

I 併 斯は歸 化を 歸化權 VJ を诞 岡せ る も 

のじし で晋 人の ホ 裂す る 線化權 獲得 

はホ國 をして H 本人が 世が を 留 巧 

と 同等なる 權 刹を 嬰 求す 巧き 資格を 

る； を 認識せ しむる の 謂 じして 吾國 

の 人口 遊 剩を處 をホ國 じべ ッグせ し 

むる の 謂 じ 非ず されば 目下を 巧 中な 

る 商屬の 譲が が お 巧なる 結 あじ 終る 
とする も將た 加州 ± 地 案じ 姑 巧なる 
郝が をぶ ぼす どち がら 香 政が が適應 
ゆ 機 辞を 利用して 霞を 巧 人の 歸化權 
j 獲得 簇 巧を 開始す るは かして 吾 撒 面 

を毁 婿す るの 結 あを 巧ず ものには ホ 

や 巧つ て 巧國 巧の 地位を 一段の 高き 

じ 導く 一ず 段 じ 非ず や、 卖 ょ-^ 吾人 

はみ 曰の 情勢 じがて 义ホ踐 巧が 權限 

卜； の 立 撰 どして を あじ 直つ 急速に 歸 
化 權を避 得し 得ざる 事を 知る はか 論 
なれ ども、 义國 政ぶ が 僅か じ 條約巧 
文 どが 贿虫地 案の 條义 解驛 W を 巧て 

|> むなら ず も袭^ 切らざる 應 答を 繰 返 

しながら 他 じ適當 のぶ 策を 見出す の 

途 なき じ煩閔 しつ、 あ^て、'- 日本 政' 

府 ょら 新たなる 談が 條俾の 提供 せら 

氏ん 事を ホ 黨 しおる 際、 吾 政府の ホ 

がを 一變 しぶ 他方 法を 講じて 前後策 

を 試な ぶ 邦人 歸化權 の 獲得 必ずし .も 

木 可能な りと ぶ一ち ふ 不可、 要は 只 中 


j 成功せば 少く ども 時厨调 題の 大部み 

I を 解かし 得たら ご 信ずる もの、 如ム 

背 人は 谊搂 問題の 中が 地に 巧 化せず 

爲じ其 お 本源 巧 おに 之が 應急 策じ賴 

して 諸た の おへた 傾聽 すべき 義務を- 

おする ものなる が ロハ 米菌垂 部の 大掃 I おなる 願 係を 猜續 する の 便宜 あ 

なょ も 見ね る 鄙見を 述 ぶれば 吾人が^ 

：3： 常叙說 しで 止まざる が 如/、 义 顧を- 

体の 輿論は 排日 閔 題て ふ お 奪の 潑生 

當時ど 著しく 其 趣を 異にし 曾て 加贿 

政治が の 腐敗を 巧て 排日め お 因 どな， 一 

せる ホ 國の識 あはが 根本 お 治 策を 

I 兜す' る じ 人 稀 的、 社會的 V . 國 家が 


洁 子ので おど 會見 A 袁蒜黃 へ あを 
加 躁离巧 男は 支那 視察を ま W 矿 


方法 じ歸 して 十二を め 熟慮を 费 さん 
事を ホ 遵 して 止ざる 者な’ り 
巧 ホ 中央 鹽 体の 組織 ホ 法に 願し でば 
尙 幾を の觀 量を 要す 巧き 奶 るる 可き 
をな てを じ 論せ ず、 只 其首腦 をを が 

爾 0 巧为 家に 化賴 せんどす る議 .じ ま 
つては 昔 人の 所見 娜か發 意 者と 異み 

をの ゐ な、 巧 孫子ぶ 0 說朗じ 恢れば 1 

をの 首腦あ VJ してな 國の名 ± を 招 
I 致ず るは® 部巧留 者ど該 倒が どのを 


いふに ゐる もの i 如し、 然れ ども 化 
贼 体じ對 する ホ 人め 觀察 如何は 之 ホ 

を 入の 省 慮を 喪ず る もめ をら こ 信せ 

ざる 能は ず、 徊£ なれば 排 H の 理由 

どして 等 r じ ホ 人の 唱 ふる 巧は 化留 

-研閒 腿の ホ 厨 化ぶ 事每じ 故國の 後援を 

-、' 得て， 米 人 じ 逆 はんごす るの 樹向を 厭 j 


r 的 Si を 量 专 t . J — 棄日 f 

して 加 如々 富 言 繁 ずし も腐髮 1— 動を 蹇ず ザき オツ "チ*;. をる 

舊は勞 鬻器覺 Q みじ酱 A 」 1 冀缓 《首豐 じ 8 0 重を な 


一ず。- 排日 問 獲は ホ國 おがの 政 常にす 一 

破 危驗を 息が する 重要 閒趙を 繁應ゴ 

る もめ 这 なず じ 至ら、. 一般 义 人の 媒 j 

i 隠に' 一輔の 恐は 病を 起さし むる-巧 段 


どして は" 


I て せんか 彼等え 人は 目す る じを 國を 

I 巧の 淚遣宮 坂に 類す る ものごし、 彼 

I 等の 所謂累 國領尘 巧じ强 力なる 一 

外題み 幾設 J せらる： 前化运 なすの 



髮考 .涛ミ 燕、 


所 請黃を おの 煽動 的藥蘿 i 惡結 柴を來 さや f 限られす、 順 酷 


ゐ 南部に 於け る 白 黑両禪 族め 技. 


み 0 おを を黑 商なら しめん どして 却 


I 威を 香が 人の 頭上 じ轉換 ザし めて 恶でが 遊なる 拂 U 派め 乘 する 巧 どな る 

題を なつを 衔 家の 緻出 あち、 を 船 *^ 一が 细 'きは 巧して 策の 得た る ものなら 


社 御用 畿 島； の H ホ戰爭 論 、 . U 本の 勃 
一興を 遵 ばざる 某々 画の ぺ； ドぶ セン 
じ 化り てが 爲 せらる、' 虛播の 誤報 

一 浮説 傅は る あら 大波 小波、 犬 才銳綜 


磕 ，一律の 巧 問答を 繰 返へ して 泣聽 入が g 病 祿は舉 量 間 題 じがて 旣じ第 一 

■ _ ’ 一 


の 醜態を 淸 ずる 事な く、 斷然乂 ひ j 

じを 渉談 がの 厨； 抑を 煤 隅 甘し わる じ 

なるなら 

キブン ペン、 ォブ ろ. エ デュ ケ 1 シヨ 

ンじ 願す る ホ 体の ホを は 吾 A が 中 ふ 

のホ璧 •こ 一致す ど 雖も其 ホ-法 及遵目 

か黯じ 就て はおに 一曆の 熟慮 研 惑を 

I 裳さ^る 两ら ず* =- 牛 嵩、 を 孫子、 擲 

諸氏 现も 直接 排目 問題の 中が 地 じ 

1 が 化し、 時 巧を 生の お 因 じ 通 瞬せ る I 

人々 の盧見 じがれば、， 加州々 會 はか 

論 岡 巧を 體の 政治 機關 をぶ あしつ \ 

ある 勞 慟巧盟 どめ 連豁識 か 及 諸 巧 巧 

I 物じ對 ずる 方栄 (設 おは 之じ關 する 

年爲 巧の 說 巧を をを する 奉 能は ざる 


I 朔を 過ぎ、' デ X リン ダム 法を じがて 

が ホ 間 題 ょら 國家間 題に 轉 じす 第二 

朔を議 し、 よ. 地 お案じ 於て を 一一 一朔の 

'項點 を 示し 今や 吾 間盟國 たる 英齒諸 

新聞の 親米 論調に ょらて 渺 たる 加规 

の邊 地に 發を せる 病毒の 違 延は人 禪_ 

暴ずでふ 一 大化が間題ゴ^^^が毒は 

巧 詔诗富 じ 入りで 殆んど 將じ拔 巧ら 

すらん ピ す、 滔 々姐々 な 河 源て 滿地 

を 覆は んピ する 拂 H のが 想め 濁浪を I 

摘み じ 遇さん どす、 货 ホな 易の 業な 

らん や、 が么是 に. 要する 裳 額のを 乂 


とはい ふ すらず、 晋 人は 寧ろ ホ圖み 

み 情に 稱 通せる 化 米 同胞 中の 有力 滚 

みなで 曾腦者 どし を 地 化 表 濟の綠 巧 

せる 意を を 用ゐで 総ての 措躁じ 緩急 

が 應 せし わるの 擧 じ出づ るを なて 最 

I 皮め 人選を なら》」 信 やる ものな 
ザ 併を 縣者問 趣の 如きは 中央 閒 ホの 

紐 織及資 額の 繼續讓 集 方法が 具体的 

に實 現されれ る' 後 じめ て硏究 せらぇ 

、> ちな て遲し VJ なさ 乎、 要するに 晋_ 

; 人は 西郑 有力 家 諸 巧が 地方に めげ る 

ホ國人 投の辨 S お 想を 際 おする じ 巧 
なる ど 闊 時に ホ 大權は 勿論 化を 列强 
j 轉 民の 東 泮人挑 斥じ萄 L て おする 觀 
るが か 巧じ忿 速に 變 移しつ、 あえか 
じ 想 倒 L をが 解み 方が'' を 叢ず る 上 じ 
I 巧ても 大巧 じ 徹底せ る 観を 股を 技て 


なる すきは 藻め 充 をの 覺 悟を 要する I 谨算 なき 方策を 諸が む i を 希望し で 

一は 說< を耍 せず 殊に 化 脚 難なる 事樂 j がまざる を 化 

を繼 給して 數年 じ： 占る お 岡 じ堪へ .J ^ I mt , C さ 

■鑛挪 藤 男 謹 支那 

. (六ち 四日 大每跃 載) 


* 一 < ゴ ー''* 


を减 みとず) は曠機 敏活の々 がを な I 夕教の 運郝を 用を 慕 集 すらに 誤らむ 

てずれぶ 化 人が 豫閒 する が 如く 雨 か 一き 方策を 赞巧 せんどす る U は玻に 一 
く陌 難なら ず、 跑 つてが 方 巧に' ろて 一段. の 覺掉ぃ 一 輿ず すし， を 入 怯が が 力 







を 


A 南化戰 ずは なかるべし 


譜會講 所 じがて 一旗の 支那 藏察談 を 

試み 壇 ハ 時 よら 迎螺亭 じがけ る翁惠 

の 歡迎會 じ 鶴れ^ 搜日ぞ 前 お 發隆路 
I 下關 におき 同地 經濟 をの お 待 じ應じ 
てま 那該を 試みる 答な も、 巧は 般中 
じがて 記者 じ藉 つて おく 五ち 廿目頃 
迄の 日み 諸 新聞は 彼の地で 見ね がま 

那の あ爵は 日本 新聞紙 上 じ 現は わて 
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裝家も 亦 類 お L で U ホ 閒ま會 を徽織 

に 或は 國 巧の 輿 諭を 喚起し 谱 はな ホ 

商胞を 慰籍し 陰に 陽 じみを 當お 者の 

I を涉 じ聲援 をが へつ、 あるじ： i ： らず 

みおの 巧 志 曾を 满る事 扱め てが 淡 じ 

てて 垂 < 其を がの 如何 すら 壊 かせし.： 

めざる よら 中 野が 錢 巧は 去る せ 六 巧 

り； ス 、グン ゼグス 觀光幽 め 招襟赚 

上 じがて 颇る 憤感の 裁を 波し だるが 

ちじ 薪き 姬深 男爵 も ホ 語な て 曰く 我 

國め 外務 當厨 おが 秘密 一天 張は 今 H 

始まらた る 事に をら ざれば 予 等は 

な 外務省 よら かぶ 上の 巧涉 をが 開け 

j られ ざるち 游た轉 蔑 せらる i も鞋麗 

せらる、 もが 段 怠 じ々 すぶ もの じ 非 

ず鹽 家のを 徽为の あぶ 限 b を盡 すの 

ル义餘 をな し 左れば 外務省の 猎潰じ 

憤慨して U ホ 間 志， 曾は 外務ぶ を敏視 

しで 薄 郷じ碰 々の 運動を 關 がせん VJ 

する が 如き 率は 毛 頸是れ なしと 雖ち 

- H 乂問體 は兩國 はの 親和 睽 

j 愤 じよら て 解かし 得 可 きものじして 

姻ウ 外を 家の ホ脫 のみ じ僞賴 すべき 

じ 非ず 故 じ 民間 じな’ りて 外交 上のを 

渉 じ 多少の 聲 巧を 與 へつ i ある もの 

た對 しては 或 么 。稍 度の 破. おを 打開け 


ん る、、 も 其 sil 链 1 巧繁編 

の參考 たぇ 可き もの 歡 かもず 然る じ-. 

i 外務 奪 崩 港が 柄趙 を) 天 狼ら にして 
奪 も 其 聞の 聲债を 了知 世し めざるに 
就て は 予等岡 藍は 柯れも 頗るす 快を I 

成せ b 帝闕の 外を はみ 一' 廢か活 じ 親 I 
巧に 且つ 周到 じれ ひ 難き ものなる や 
j 予の 甚だしく 遺 減 どず る 所な^ と 

©お 岳 ホを々 を 闘と ならん 四十よ 

|義± の 慕 所ぶ 巧で 巧 名なる を 高 輪 泉 

I 岳 寺を を鹽じ 編入 せんとめ 間 題は S 
四 年 前 焼 じ 計 劃され たぇを なる が 其 

^後禪 々事情 あ b てぶ 消 •口 どなな 巧た 
る 巧 近來じ 至自义 々巧議 起り 今 巧 ± 

I 方を 鼠 長 其 他闊驗 選おボ を 簾 員等發 
j を ごな-^ て 泉 岳 寺を 萬設 藍を 員を な 
る ものを 說 立し 本閔感 をが 區 な' あを 

I 員 會じ堤 おして 巧のを 閣に麵 入し 完 

をなる おがを 圓 らん ど 目下 奔走 中な 
るが ボ じがても 繼績 せる 事業が 他の 

歌 精の 爲ザ窓 其 蓮び じ 至る 事は 六ヶ 
敷からん も阪が ホを 等も赞 成を 表し 
泉 巧 寺 化 職 もを 瘦 しを々 閒 巧は-巧の 

共葬黨 地' とな ^ 居る. 事 なれば 之れ が 
I 移轉ら 左まで 阐 難なる 閲 .類に も るら 

I ずを々 柯れは 成立. をを るに まるべし 

み 本邦 输 ぉお ど米關 渐關稅 'じが 珍 
I 田 大使の 薇を 左の おし' 

ホ國 .への 本 帮输入 おは 生活ぶ 雜な 
W 認め ふる；' 物な 壓 少な 义 爲大體 
じがて 輕 嫁の 巧 度 僅み 巧る も 飛 二 
盡の 如き 現行 お 疆齋じ 化れば 時懼 

六 割 位に 相當 しおれる ザ爲 めな お 

维時慨 四 翻 五 かじ 比 L を 引 一割 五 

み ホ 引下げ どなれば 化 溢な 里 案が 

立ず る曉 じは 巧 筵 等に 對 する 嫁 我 

どが 俟て贵 刺を を/る 事觀 少なら 

ずど思葛す义：<^>棒縣は掛-製おじ戰 

し 新 じ課稅 ずる じを 5 ねる のみな 

らや 競ず なた る 人を 格臘は 却つ て 

幾み 引で ばられ* たる こど なればん rj 

圆 .のな 正 な 巧 じ お. リ 幾を 不利なる 

じ 相違な きも 現行 率 じ 於て すら 巧 

韵 ょら 頻年 粗製な の 輸入 增進 せる 

今 H なれに 左した る 賴失無 かるべ 

く縣义 硫黄の 精粗 共無稅 どならね 

る 事は 從巧储 製 硫黄 じ 課 琼の爲 競 

爭し屏 たる 本邦 粗製 硫じ 取な て 欺 

.からざる 巧擊 たる ベム ど あ考す 


1 J 

其 他 歐恭久 
i 純布輕 人 - 
が 剖 十卡巧 


' 釋ゴ ニ醒 八よ ， V 

一 1 ニム 8 蹈 

モ かな 0 九 人 . 


•巧 鹿 住民の 乂柿別 

一 化れ だ 

日本 入 

支那. 人 あ 朝餘人 

ボグ -f- . ザ！ ス乂 

ホ -— 卜 3 n 人 


最 なの 調査に 

と 化 六ぶ お， 

ミこ 0 わ 

ニニ 互 〇 1 


なる が 日本 ， < は千义 百年ょ . 6 .千 丸ち 

十 年の 十グ 年間に 五 剣 二を 淆规 せら 

參鹽軍 大段更 逸 

( 六月せ 西日 東を 發電 ) 
I 未 魅 陸軍 大監は 陸軍 養 巧 减ぶ祠 大度 
お 政 權殴じ 就き 反對惹 見を あ 'ム 辭截 
せら、 後任は 楠 瀬中將 じを せられた； 

ら 

受 ゥキグ シン 大統領 ど縣 制弼邀 
現 大統領 クホグ ソン 巧は 先き じ顯穂 
閒題じ 就き 自身 議會じ 出席し 顯稅が 
な 化 ザざる ずから ざるを 論じ、 大 じ.； 
I せ 人め 注 患を おける がみち ホ ご 一 H 太 I 

統領は 帯 議會じ 臨 旅し 上下 雨. 院み雜 

j 貴を 集め、 貨 おな 銀 巧 制度な ぶの 猶； 

豫 すべから ざるを 論じで 曰く、 目下 I 

j 實業莽 の最嬰 求は が 個人 あみを 既 が； 

I 億 用 並に 才能を を 曾 目 もに 發攘 せし 

むる 街 宜を舆 ふる 事なる が、 楚 時の . 

銳行機 願は 旣 じみ 歎 有力者の 專难賴 

どなな 位 霞賓为 なき 者は をを 運腊啦 

る馈 食な ぐ、 义目 下© 金懿界 は少數 

な も大窝 豪の あを ずる 巧 どなな： 

あ 勢力を 霉 々增大 ならしむ るに を 用 

せ ' られ 或は 投機 業 じ巍用 せらる \ 等 

其の 弊害 帮 からざる を 巧で 錫が 磯顆 

の 監理 及 運用は， 之を な膽 にを せざる 
可から ずち々 

• グ 巧の 南が 巧 確を グ ーズブ みが 
巧は 盛 翰 然了共 郝園お 志め お挣に 
!應 じ 講演の 爲ホ 十月 初旬 當地张 藤 基 

巧の 途じ 就くべし どい ふ ' : 

@ デュ！' ゥ H 1 大 おの 海を 息 見 ." 脚 

，粒 ホ 画 海軍に 對 する 自己の 意見を 發 

一 表 じて 曰 < 吾， 人が ぶ もを が 持す る 唯 

の 方法は 常じ充 みなる 海軍み を货 

て. 一朝 事る るの 時は 如何なる 顯 敵を 

^擊 破す るに がる 巧き 準備を 怠ぶ ざ 

るに めら、 吾等は 先見の明 なか^ レ 

I 祖先め 爲 にあな 万の 人を をを ひし ' 紀 

お 親 じ 一入 じ 付 年々 一 弗 五十 化み 負 

擬を餘 儀な くせられ あじ 年々】 ' 人' じ 

付 一 弗 八十 仙 宛の 祖 親を 負荷し つ'、 

をる じ ホ ホ や、 吾 ホ國乂 がを 觸 人の 

I が 隙を 爲 ずと 同じく 後世 子孫の 爲じ 

I あみの 溝 軍 力を 備、 戰爭 誘致の 危験 

を 除く はを 人の 義務な ろ どす 云々 ' 

j 巧 闊大縣 は 朱國が 軍を 英國 ど' 化 肩す 

るじ是 るべき 辞 度じ猛 らしむ すし ピ 
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了 军隊等 じして ホを 御 じして 准 じが 

; 巧 ずる もめ あるは 必然なら 雨して 化 I 

I 事は を も藉む 承知して 曆る菩 なら A 
„ 武 岛の黎 r 兀满は 最早. や 何等の 實 力な 
I をく 裳す のをの お， 策を 缉鄰瞥 めか 
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適は 二度まで 肆樓を 派して 後藤 男 じ 

會 招を 求めし ホ 時 蹈の都 准に ょ- = '遂 

-ご 曾 見す るを 得 ざら しが 男は 會 ミ.」 

見ぶ 方が ミ か々 たと て殘 惜しく 思へ', 

^搜樣 なぉ 張 動 とても 恐らく 巧廟途 j 

じ 惑ひ琶 るは 必然な を A 之を 要すぇ 

ゴま涨 め 政局な を 階 凱の 餘 命を がつ 

限 知 時々 豫惡 なる 狀 勢を 繰‘ 返ず の 巧 I 

I : なかぶべし を々 . し I 

j 度 盛 棚： 蟲人髓 を：. 去 一庄 盛細亞 義會； 

ま 獲め 下 じ お 本 A 、. 巧 度 人、 と 昇 お 

哭 ，馬ず 入 等の 端を 靖說 貧を が じ 謂 

'ホれ を々 な圖 .の爲 じ 觀淚を 盤ぎ 敎錄 

を 鍵へ を ど V 白闕跋 鼠を 儘 ろ 呂 爾 

灑に發 がなら みを ずるの 時、； を雜逊 
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タニ' ュ .身.，— ク摄領 .事 徵島 おの 着聚一 

1 新を 驚. 孤 慾 観 蕾 飯 鳥 龜太狐 巧は 去晋 I 

ち 目 著瓣 雄が 化ち て 無事 案 港に 到着 I 

で だる a 藻 猜 ぁらしを なる が、. 巧 也 

が說 のか 字 新 縄 記者に 對 b 0 ホ戰巧 j 

©浮 誰を 巧 殻し 時婦托 翻 おじ 解 巧を I 

軍て へ. しど 語 もしを'；:;:..,..; 一 

♦や 島を おみ 淸巧め 歡迦會 一 旣错巧 

一如 ソまサ 日 H が棋樂 バン. 夕 H ブ ，.卜 

j ホ； グ じあて 開摧 されね るが. 最初に 

h 窝骚 長' は 歡述の 徽ごム ザ 時 慰 隅 題 j 

じ對 ザる 巧 巧の 勞を 誠ず るく 共に 雨 

をめ 使命 も 願し 會 をを ぶを の 相談 會 1 

を 謂く ベ レぶ 報じ 一同 聰藝の 後兩巧 

はぶ々 起ら て 東部を 留阔 術の 時局に； 

對 する 深厚なる 厨 精と 後繫 をを 誠し 

たる ふ 起 巧部擺 合口が 人會の 講决條 j 

霄九 ケ條郎 もが 厨 解 巧め ホ斜を 述べ 

マー 會 おの 袁 見を 求め 化ろ、 ホ よら 新 

す領 .一郎 氏の 中央 幽体 首鹏 おじ 親ず 一 

る 質 蘭、 巧 集 巧の 解み 策の が 本 ホ 針 一 


著 義送， 

鑛遊 現' 1 

.4# 嚷驚 おか.； 

及勞徽 紙を たが 擾お巧 策に 碗ず も邊 

閑， 滿引 巧を 閣体 組織 並を 用 募集め 
一を 巧 ごして 大踐裳 用の 中 お 十寓乘 

を 解 お 臀用じ 流用の ず 殺を 雜ず べし 
VJ 巧 新摧 案、 家永稱 十め 辭巧 ホ斜じ 
對 する 意見 等. 出で 裙 巧は をる'^ 會， 

衆の 赞問じ 答 ふるが 巧 廓 日本人の 聲 

精ぶ 姉 州 政治家' ミン ボァ ユ ニず ン 0 
縣係 其化審 さじ 說 巧し、 お 爲巧會 有 I 

お 家は 梅 巧が 麗 せる 解かち をの 趣茵 
じ 贊网し 某 方法 如何によ ら應發 のを I 

援を惜 まざる すき 事を がしす 散 食し I 

たるは 午后 十 r 時 填 ぶら き、 酱 巧の I 

ホを 濟は巧 巧 諸 會祖を 巧 表せる 乂 々 I 

增潘 お、 兩箭 賴既眞 等ホ餘 をなら き I 

旅® 男爵、. 郝逵忠 雄、 阅略化 畿ム丄 
ョ； ダン 傅壬國 巧み 槪迦 貪は 去 
ザみ 日 後日 本俱樂 部に 巧て 蹲摧 され 
たら、 凌會 をは ボ みのが 志 約せ 名 じ- 

て) 宮化を 支店長は 座長 どして 最が 
に 巧 寶じ掛 する 徽迦 のが 挨を 述べ 巧 

で 家永憐 とは 加师間 題の 极本理 曲よ 

巧憐 古の 舞为 じ對 する 謝意を おし 

を 了ら て j 闇 巧 巧ゆ錢 康を馳 しま 客 

十二を を 歡を龜 して 嚴會 したら、 當 

夜の 巧賓 たる 祇憐 ± の淸說 はぶの 如 

ム 

ジ搏 ホの 演說 .， . .. 

人類は 化て 間 等み ものな' 杉、. 專等 

乂國乂 はが ま 義を實 現かん が爲に 一 

巧 お戰爭 をな せ-一^、'; 了ホ觀 Y 言 ふ 

■は擧 ，じは 冰乂 諸を の爲 じの み 言ぶ 

じ 非ず' 4 巧 丈厨迂 をな 冀 したる 結 

，諭を 披歲 ずるめ を、， チの 舉す るず 

■等 ホが ホ 蒸は が 見 上が 進步 暴に 運 

々たもが か _ きも實 は 甚だ 恐 速 じし 

て 子等が 徒を に 其 外 息に 夾醫 せず 

: 益々 進 おで ま義の 向上に 巧 力す を 

.巧な. はを々 同ま義 者の 增郝 をし き 

現象を 妾し ホる がな な々、- チが 先 

が 化雜 道を 族 お 中 青 語' 不通の 濃 他 

人 のボ ^!!!^雜斷じ て 懊用した も に 

其 所ぶ まは 太 ひじ 怒り デ 火を 奪 ひ 

化らん ごせし 猜中 じ义れ 置きし 數 1 

多 巧. 鮮魚は 哉卜； じ散亂 しねる が 解 I 

近に 化ら. たる 人.々 は 予じ對 して ホ j 

常に 氣の 奪が な、 趣々 謙が に® 疆 

しおれね を擧 をら、 化) 事を 巧て 

.ずる も 窠西乂 精の 间】 なる 事を 證 

'す 巧く 硫 して 一 一呂 語の 不邁 習慣の 相 一 

'一 違 等よ らしで 相互の 誤解を 深 かち 

しむる 事る も、 あに 吾等は 巧め て 

斯る 誤解の' 發 生を がぎ 梢を り 幸福 

入 鎮め 福强じ 巧つ て貫献 ずる 巧な 

.がらざる 巧らず 一ぶ々 







一づ ふ V . ! ツ 店ぶ 卜 

ぉ进辕 蕾 

ジ幡 ± が《 本の 爲 じの み盏方 甘ら 
る-^ もの ご爲 すは 义 なる 間違 じて 
隨 つて 威 謝の 巧な きが 如き も义一 
ホ ょら 觀れば 博 ± が 惟が 人類の 媒 
じ貫狱 せらる 巧は 吾等が 國民 VJ 
して 敬意を をし 術 A としで 充みじ 
感謝 ぜ ざる 碍らざ ど 巧な b 
な 下 博 ± は S 本人が が 戰國巧 じ 非 ざ 
る 事を 歷を 的に 說 明し、 丑つ 米 園が 
地勢 上 超然 ホ義を 奉じて 世界の ホが 
を 唱導す る じが 巧の 地 泣 じ 居る 率を 

歷化 的に 化な 策を お 持し 巧ら しがず I 

を も 义然ら ざる 可らず ど說き 終^に 
ク博出 巧 力は 必ずや ホ 廚の爲 じ將た 
I 萬 國の爲 じず 巧を 朔 が せし むる を 得 
ベ. しど 結論せ り 

ザ 柔術 敎授 S 求む 本 

ホ 人 じて 柔術 敎授を 望む お数 あぁ^ 
每過 云が じて 充 みなり. „ 
:時閒 はが 八 時 頃 よら 詳細は 當社じ 間 I 


! . 養" 

-'--J 一- ，■夕 4 


導か 


ホジ 3; ダン. 博* は 巧る 廿八目 お； 

_ 發渡跌 ず 可し 一 

•添 旧 神を 両巧巧 ホ 同胞 慰問 使 ど^ 

てて 聯を腐 業魯畿 所を 化を し 渡 ホし； 

わぶ 巧 巧は 去 廿四口 ょ々 ホポ、 

市 巧お忠 家の 出 遇を 受け ホ テグ アタ 

じ 投宿 目下 滯花 中なら 

® 添 图懷立 一巧 满說 會當塊 H 本人 1 

共濟 貪は 稱± 並 神を 巧に おひ 一鶴の I 

演說を 試みられん 審を 懇請し， 雨 巧は 一 

也 善ぐ ホ諾 したれば 愈々 巧と 巧 一 H _ 

み 乂歷リ )午括 八 時 カ ー オタ！ ホ，- グ 
じがて 第 i ' 码雜演 をを 觸催 する 事に 
ホす.、 化 留轉掘 諸君は 雖 てホ魯 るる 

♦日み 儀 會のお 田 博 ± 1 行歡逆 脅'' 

邸 曾が 幡± r 巧 並 ジョ！ ダよ 憐 十-を： 

ま資 とし 去廿ム ハ H ホ テグ ア. 义ク― じ 

がて 薰變 を夕傑 ほしね るが 巧を 濟約 

で ほ舘名 あな、 席上 ゼ コブ、- シフ、' ジ 

; ダン お 旧両搏 壬、 一 皆 おお 支 巧 

i 長 諸 巧の-因 米 親 文に 願す る演說 をら 

非常の 强會 ならき 3 因 じ 添 阻ち 一巧 

は 巧 眉 四：；：！ 頃迄滯 化の 蟹な.^ 

を 牛を をな 乎 雨を 揖發 をを 瞄牛島 

i 巧は せ. 一日、 を 孫ず 巧は 廿 五目 巧れ 

もな 遽歸 桑のを じ 就けら、 お 牛餘巧 

は H 本俱樂 部へ を 宵 弗を を敞 し、 里 

安孫子 巧》」 典に H 本人 共溝會 へを 戴 

が 五 弗 宛を 帯敞 しねら 

©巧 識ホ陶 崎巧郎 巧は 數自 箭來着 

目で ホブ V ゥ - r グ .ド グフじ 滯な中 

» 御斷 もが 傭 横 r 排 H 問題を 吾 民 

族の 描&藏 稿は 記 率 轄模の 與次號 

じが 牛岛ま 孫す 雨巧每 もたら サる解 

I 決 ホな じ對ず もな ホを 志の 恵 見... な 

說參 照) 次號じ 

©黃 扉が 意を' 電氣 事業 視察 どして 

滯狂 中なら しがが 日が あお 地 ホへ お 

け出發 せ， リ ー 

* を 民企榮 をのが 機’ 曾’ 廣吿に 見 ゆ 

る 姑ぐ. て 地當饒 じして 氮候風 ±等 日 


ず 入；. に 適する. 藤 所に て 目み 人 農鬻查 
を歡 .逆す るよ 地を 社る' り ~ 

靈 答き 戀 人を 慕 ふ 

陋毎縣 巧 樂郡醫 師大乂 保肇の 養歸子 
を 巧は 显年前 醫巧大 寧を 優等の 成 穂 
じて. 卒業した るな 鄕國じ 渡な 邑里じ 
稻 遠から ね ストラス ブ- グダに 滯 をし 
て 斯道の 研 巧じ徐 をな か^しが $1 

病 じ 罹り 前途 有遵の 身を おて 空しく 
I 異鄕の 露と 消へ わるは 一昨年の がな 

b ノ き、 量よ"^ 先 こ义じ シユシ ブトと 

稱 へる 化 恥し きか 攘 ぁ-^ 姑 巧なる 緣^ 

然 らしめ し 巧 かおを ご柯 がしみ' 裙 愛一 

の戀仰 ごな^ 互 じ 盧を巧 耽けて 行 ホ： 

を 契れる も 今は 夢 醒めた る 蝶の 尋か 

べきを め 散 6 たぶ 必地 、かくて 數 巧- 

の 遺骨は 速くが 國 なる 前記の がに 送 一 

られて ホは 劳萃露 おきを へぬ.. 一ぼぅ 
尘 のま ご 化ら 終卜 J ければ ツユ ミ ブト 
嫂は 化を 頃 目 頃 東の 空懷 かしく 機し 
悲しき 巧 日を 送^ 巧ら 時には 寒ぶ 

攀 氏の 許 じあ 環な どを ら經 せし 寧 も 
を 6 しが 今は あじ 堪へ かねて 遂に 惹 1 

を决 して 覺 衆ながら 豫 てを 巧 じ當へ 
る 斤 假名の 拳の 鶴た ど-^'-- > ぅ も チ 

カィ ゥチ 乎^ カ ニ マ ィブみ ス どの ホ 

紙を 送^ 巧れ るが 遂に： 鄰 巧が 藤な 宾 
衙 巧は 曾て 彿國 に滯な 中を の榮 巧の 
該叛を 受けて 菊氣 をが せる 事 もる' 每 
を 緣も淺 がらず 雨 A の 麗しから し戀 I 

を おもし 聞 もして 锐れる 事な れぱ先 一 

ブ シュミット 縷を 貸を じ迎へ 多少 S 
本 語を も 習は しめ 昔め 人への 巧 蓋を j 

も 兼ねて 礫を 間道して をぶ の 黨に詣 
づも事 どなるべし ど 美し 
崔 請な b かし' 


，もち レぎ 


瓜 目 本人 農業 奢を 

歡遞ず L . ;; 鲁. 

嘗會 なは 一一 一畫 モー T 々 r ん 

± 地を 巧 おす、 述 が食饒 じんで 戚サ j 

バィン アブ プ ダ、' バナ 、、姪 著、； 签 

巧 お 栽を び家签 、家禽の 摇蹇じ 遮す 

キ ユバ 島の 西南 端に 位 b 鹽 

遣衡 船の 便 をら、 產 物は みて v"vf 

巧 じ 輸送し 聞が ょち ニユ 3; タボ鉴 

に. 厨 送せられ つ i るら 

目 本人 殖孩 企業者 

じ 恥を では 實じ 稀ち の 巧 緩 食 ど爲ず 

/- • 'I 

觀主 滴な し S 最もを 本餐 

適ず、 琢化 者の 望 じ 巧せ 十エ 

I な 上 巧 ロット じて賣 却す、 又 寧 

ブ ミスの 契約を なす 巧し. 

帮 細は 當 社に 閔 をせ あられし 

J 甚尝器 巧ゴ呈 es 

養 雲 Ave _ 


’为 • 


角 

, こらをを.二石 , 

'氏 T 雜 養； 聋 . 

V をろ し賣' 

商 掃目錄 御望 巧 第 無 巧 進呈 
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公 宮ザ前 九 時 お 十一 時 
ん 午を 六 時ま阔 人時 
' ah 確 円 午前 限ら. 

巧み 十四 了 目 四十 二を 
電敲八 八 一 一吉 コ〇ン - 

ドタ^ 春錄 f 
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-Jti.ichi かげが な 

K! が n け a 巧化〇 むがら もが 〇 eomra ほ お〇 かな ド饼 がむ - ぎ 姐 的 が !* 6 な かな ( ホ お : 贴 げ c— お . 
jby 、 .U!e Assaulted Ohamber-s oi じ〇拍 - か u が！ ‘ 備 e 放 ’ in pextee む order, 
: 卜処 がが of Japan 瓦むな ne が ド 〇畔； i 巧 巧 e 戸 ! pur 巧け な ぞ peaceful で oca む饥 x も waJttngj 
Japan A がが ica 打 Fellowship As が ca- ミむ ミが ミ hp か 5 a 幻 さ trus を tii が a かが 
- お 1 〇 狂 かな U か t も e .Ta ■ が I なが e を れ 11? う 1 的！ なが お ミ Oil will ulti 码 が を ly be 注が，,- 如 
も . ia ぶ aUfo む ! ミ a ? ぶな を Iso か give & なが ご がが ' by な与 も ) ve : 坪 前 占 むも な 凸 を 地色 おをが 
I ■ 聋 to 地を - Japanese ia th ぉ 姊 a よを むが ftjpje 々？ 化 お が eat を epu も U た - で b 船 
申 ! 诗巧ミ だ 細 i ユ New Yo 忱 . . ■ icalm, pat 挽 at. a 过 な a わが i 打 g sittitude 

詞！ Dn Soyeda says tli がが s 班 ;! が ミ 0 込 お ! が も 打 も — a むひ 易 eth 約 ‘' ： far: be 》 • 加 td olir ex-: 
苗 辛 jtUat が： pea が . で lie 妃 で がむ がち ミ 0 な ひど jpe が atioii を -and お 
: . 、 _4iDr- Soy が a and 站 r. Kam か a ■ ぶ roved おの eomgassio 打 . 


I かが neither 巧 打 注扭が 江 1 。〇 r racial; 

! cause is responsible な r the auti- 
j- Japaii'ese feeling% but that it 虹 
! i お 也 ply わが ause of the misunderstand-: 
；Hig わが w が !!. tlie two people 化 at じ 込 s 
-fbeei) causiag the trouble. 

ミ •■Wh.iie ぃ u one ha 打な th も y ぶ 汪 v だ . fou ごな 
!化な vadoii を ; がが >r な made regarding 
お卜去 お pa 凸 e が お Cal け OI ■山み were 
U'yunded on false jrepon ; も a 过汪 ruin- 
jors,. on 紐を o むが r ， 忱げ have か un 幻 
!がが the Japanese are not withoxit 
'faulty.* Those 化 ul お， bo 、 がが が，！ ) で . 


パ Occa が 0 ご aUy som を in’espo 口 : sibk | 
voices may r6 を c 己 your お 注 でを か ut wc ； 
know weU tb を t these ori^inaxe .. よむ ’ 
quarters of lUUe importance a 凸ホ in- : 
flue 2 ic も By ミが Ung t 狂 e "broader and 
respon が b!6 y お ws have their s ザ a:* 
these wiU be overeo 扫 i ら , a 打な t 打 e ぶ oou- 
er . they are ended the bette に for. the 
lasting interests of both e6u 过 tri な i お c 
パ os が y CO む necte な tra ■ が ti り 打 ally 江 u 【 
e.oinme でが aily. 

"Jap 江た な s a むを tioQ entertains th& 
hi 郭 est respect for your country a む d 


w 也な i ■さなを has- be をむ 七 ミを i 泣 居 むな r 店 t なぷ た， 
が抵 を ! is れ となを . をが を- 相 le 泣-ぶ i が irl を t なが • 
お 庫 おさ り け 台 ci 古斌 za お 6 ‘ 打 wit ■ 击 i ; 掉そ 

-•••. 、..■ •>* 一 占 

of tii6 Oc がるら U 衣 . Siaee J み P 庆打 became 
な なおの わが * -of 半 红か W0 村な， を 括邱 Hy — を ザ 
your 'istroduGiio な it been tier 

'sfe 幻 . なむぶ t. policy —to みさ opt み u な 右 0 なむ >巧 で 
to おが 1 な 6 每 み お abii を a 凸を ' 巧过な过 0¥ さ . 

the Occident が ‘ をを 辨 ies- 

‘<1 打 ordfer to &tt 注 さ e む i 夏 狂-: 红なを 
ご 6bie aims the h お 9 acd 客 uut 这 nc もが 
an advanced eo 化な t む — liXe "yours ar た 
of the utmost 打ち ce 殺 ity え 打 d 巧 ; 辞；; ゴを 
Japan are looking 如 r が ar ■‘过 to yotiV, 

お m な liei 目妃 the ぶ utur さ • 一 * 挑 王!* がれ 
given in the past-：— for the' assurance 
of vmi でら r さ al お き ace and the s 屯 r 巧 ! 泛与 ii- 
- さ 打 ! 凸ぞ〇 だ commercdal ti 游 左 !! を - 。渾 . 
が 1 .- 化ピ . briiigi な g the が 辉げお ft ‘race?, 

into 0T、e perfect, harmony and e で er- 1 

' i 

lasting bratherhood. 

"Geu.de 筑を 技， 化 がら 致 か indeed 

weighty —problems, t な be sol で e を.々 むた 
by the co—oper^tion of countries Guitt 
-anselfish を 打 d enlightened, and your 
traditions lai 江が ' 


が yeda sa 巧 . 江 巧 not any ド 0 巧 e かぶむ 扣 汪 〇が the gre 立 te な tru な ミ n your 


ju が ice a 凸 な fairness an な Hrruiy わか 
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P ず请 vy ， おが じ. 4 デ' , わ 蹈稱を 文 

C 蓉报摘 海 巧みい どみ. パ 於な てを 

を務 一ん 蟹を だ猎 ぶ该 が閲遵 ひだ 


る 巧を 裝 ふて 思ても が處の 商人 もを 
I 儲け おな もど 独才 はを いがら、 竊-〇 
I 翰义 ずる 輩ぶ 巧 かなる こぶで をる 勸 
毒 1 主. 玻绪 だから 無 礙じ攘 女つ 材で 
ふ ば 辕べホ 化 就が おつて ホ ミ お 


fl 米が 入ッ たと. いふ. 6 は 激め贊 頂 だ读處 ぶず 成ぶ 軍 乂は蠻 V . 巧 娘ぶ-. ふ' 研' 


よ A 支那 じ--- 猶 しけみ じな 獨特を 長所 

が あえ、 H 本み が 刹 轉め摇 てを 餅せ 


あむて 恩が み I 太爲巧 玉 じ 東 ザ 挺て 大 

かに 巧 奔叙鼠 針を 避せ. あ 夢ぶ 塾が 

故賴め 大政 黨：ぷ も 狼 澄され たる 歐か 

駆 察の 某巧畿 十； 先を 耽 巧 當视じ ホ^ 

1 排日 間 纏じ關 する 篡颖熙 記 若み 質 隅 i 

じがへ で 巧 

ィプ 排 H 間 濃は 偷敦 ヤ研绝 しで 巧 

.走した から チヤ < — ント 解つ で歷ま 

ぶ 研 兜 法は 如何なる ホ 針に がられし I 

かどぶ. 同 記者 _ の 赞閒む 鞭は 得 恵ら し 

.答へ ず 回く.. 

ィ 、ォッ タヮの 潑 領事を しぶ 御 

座つ た 呼が さんじ 聞きました':;. 

i じがて 起卜 ''し 緋 H 問題を 對 措の 

英國 じがて 研 免せ しとい ふさへ 焼 じ^ 

奇怪なる じ叟じ 加を 太じ駐 化せ 心ち 

露の 言 じ 聞きて 排 B 間 趟を硏 宛し 了 

はれ もといぶ じ 至つ ては. 邀 々潑稽 千 

ぶのを b ならず や、.. 昔 A は 中が 巧の 

I 某 巧 簾 ± じ 語らし 所の 何 拳なる やを 

知. らず隨 て 其 是非を 謀ず るめ- 賓 がな j 

しど 雖も巧 じみ 國 民の 選を ど レて 大 

敢黨を 化 表する 摆 0 潜が 磁 家の 威嚴 

じ關 する 巧曆間 題を： 排 兜す るに， 三 良 

人の 富 じ 類 耳し 0 てを 物 顔に 廓来視 

擦の 報吿 書を 錦らん どす、 其 禪卒じ 

して 横着なる' 所謂 抱腺絕 域の 喷 飯事 

なる© みせらず、 频斯 •跨 治 家 じ 帯め 

爲あ家 写 如斯 似非 選 挺を 載. く 


I 化 薇せ 去る、 こどな ぶ 或' に 腺： 器 省廣 だ. ふゎ 幾 中 暗 ど' いぶ 多 歎 菊 人が 吏 潇 

I じみで ず 掘ん、； ぶ 涨義ぶ fg : すん を 

に 东顯； 迂 11% おお 練 潑ぶ甜 I 

i 書 ぜ聲墨 暴を-^ 發雲 瘦 

すい 0 でぁぇ、；； 普 梁か视 をを だみ を 

适る ものは 殆ん でを く 日本語を 謡す 

斯ぅ-いふ 便剌を 得で.'' 居. るから 繰での 

點に 於て を 勘し 易い'、 招爾 厨ぶ か 太 

が雜 化 どかを が當 じして 金を 巧才 

を ふじをを 早ぐ すれば を かみね 巧た 

I 大抵 お ホね もを. を ヘスな' 歌を むてち 

敗した のは 殘 なでを つた、' 摇簿 掃の 1 

かきは 割る 所の 要所-^ を 占領す 

めでる るから 測 威は 彼の 稱題 じは 戰 

i 徳 しためで ある、 然 ぶじち 陶常 なな 

を、 アンナ 渦中に 投じた のは、 が も 

自本ピ るふ 角力の 轉瘡夕 ずめ 娘 川ぶ 

I 封じ茲 めら れね 皆ど廚 じで ある、 奥 

愚を 敢 でしね U 本を 府が尙 懲ら やを 

じ 化 力を 吸'' く-ベく シンジ ダー トを先 

j をら をす るな。 どは 巧す の 巧を 冀 ，であ 

る、 表 おを 平 だ どい クて 居る もを を 

のず 許へは 婚 報が 來で 居る、‘ H 本の 

を 入 の 目 か ち 見 る ど 巧 で 义>.觀 で 質 

化 立つ で おを ものを み ラ. ィ とげから 

京で 居る から 淸搔 だ、 先 か 拿 命' 軍. の 


-らる 


究を よしおみ げ潘 ザ 違. へな 著 あず 
ながれだな もががん 率滿 を遙あ .みが 
が致舉 で おる' な. 策れ： も あ も かぶ‘ 寡 一 歌 
ホ 满-ふ .'どるを 漱遽 すぶ 部 瓣遊鑛 を お 

-巧 肇赛ホ 蕾 寶虐 薄搬霞 I 

議蕾あ 畢 

娘を、 パ 解を おや- 館が での. よ窗鍊 
ら' 姑た かを、 親' 聞か 数換 さの 薇 皆ぶ 
ば 違つ やおる、 V 夾 かお 孩 めじが 務端 
と 隣 軍密这 はがが ら報吿 がが おんで 
语 ぶの だ鬟む 外を じだを い 去の ホみ 
最もが 治 家ぐ 稱 する 潰め 申' 节も 
亦墙 @ 事を 沸窠 しで おぶちは 感勞 .」 
少い .、を 数黨だ ムブ威 藤々 谭る 破ぶ 
娇の 中に も 外國の 事を 研 免 もで おみ 
泰は强 ジタい 雨 もやく ぞ化議 ± な批 
ば 兔も巧 裳々 ねる 名. ホ だるは がで 语 
るぇ のが 數ぞを 族れ てな な 治 一 i 跋す 
だとを つて 居る、 數ぞの 生に 爲 等： 取 
の ある 事は 知を ぬ、 高等 晚治 かなを 
敎 をは 初めで 生ずる ゆでみ る、；.. 含が 
の 化 潑± は 多くは 縣 を 證員边 あを が I 
へた でもる、 地 ホ 0 が 歌が 踞里 
- したる 驚算を 霜ず る じ： く 挺 履を 
おした 豫奠 ぶ最次 重要が む 也縣 
其窗罚 より 巧みの 嫌は みし 去え.. 作み 

I 豫奠 谁疆ら '類ら 巧が にな 何事る 海ぶ， 

.かお じな をぶ 谱 海軍 クは 郑荣 取： 


一 ふ 風に したならば をい 艺思 ふ：.、： おも 

I 今 口の 支那が 绿 は强國 じな つで 牠が 

め 領王窠 化して 國權 を猿娠 せず とも 
j す 和. め馈 .に國 力を 巧-貧 ずれば 貴い 這 
思つ で璋る 云々；- - 


•リタ 

((寸 
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、鐵 
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巧 符歌次 


鑛 

鐵骼 
S ホ， 郵船 

な； I お i 倉 飯. 

お 歎 次る C 敷 

養；； 

; 本 攫 致 業 部 


ぬ 


苦ぶ 奉じは. 常に 軍き 瓷おい て裔を 像 
起 クね時 じ もナニ 革命 載が 巧を し 鶴す 論： 一'® 串 ある 縣は细 巧 じしで が國 

る— ものが ど 淸廷の 保 雛に 巧め つ > 么 


を 倍 じて 爲ウた > 巧が ホれ が 倒れる 

どみ 度は を 祗规ピ かちを 信じて を を. 

保鷄节 ぞう ド もて 思る、 をが 21 本め 


I 亂が おれげ 巧 隙 じ 乗して 舜鹽が 衆ず 

詔. 一を蒂 いで 無暗に 搂もゥ くる 
事は ょくない、 H 本のみ を 家 じは そ 
I 涨が 平年ぶ 歷索な ，愚か 淸朝 一. 音 ホ十_ 

浑め 礎ぶ さゎんぶ みがみ をん ホ 居る 
，かの' が 少ない から 因る、 自 をは 將來 

I のな 蘇 じ對 ずる. 慮 見は と 聞か かても 
I 夫れ は. 一寸 揭 ぶが 現な か 女那 乂が國 
を雜 .でんたい こを ふ 事 ど 地 ホぶ を耀 

じして 麵ホ丄 おみと いふ 奉とは 爾立 
てない 义 .い. ふ觀 をを 待つ て 居る 者 も 
ぶ >0 尖が で. 島み は 六 お 年 前 ま 那じ漫 
證 じた 蒋 から 命 口に まるまで ミが の 
をぶ や 旨み め學 校に 唐れ ま涨 人じ對 


をが 讓ム如 おにち て敲勒 が疯を 救 ふ' 1 して-も 常に 親して 眉る 事で るるが ま 

ん かぶを ふ 薇 念' か襄で をる、. '妹を!^ 郷束轉 す タン A み遽 法を ホいて 地 ホ 

京 ぉ辣读 えく 藤驾歡 准を 狩を レ泌杂 ..1 带 纖雜勒 度..、 じぶ し、-- み 國じ韵 する 齡 

进 礙な喷 拳 政が 化. 搬 般ず鸯 をぶ なぞ 1^1 

- が, • l . i ■んィ f •••4 * - r . < h ： : __ r r ^ I •一. • S -口 


影 錦 i 




い‘ 為 瓣燕帮 る、 謠 一け® が おが％： n ; 


'►郝 州 じがけ る 排日 間 題の 紛糾 其 

攝じ 達する じぶ びて 始めて 画が 游麗 

戴の 必要を 增ふ 泥棒を 蹄へ 扛麵を 薄 

ザを 踐 ..の あ ± を聘 じて かお 题 体め 
.首班 どせ む ど' の 患 見の. 姑を か湊 々腐 
み 化を 敷を ホの 先覺 をを 推 載ず 可む 
夕柯 々真 淸 化々 お 離。. 等の 入 得を 
なて 白痴を 磯 かさん どす を 磯 窺の 老 
I 椅官 をな でを 引 狼 込 ぇれ てが 大巧 口 

，マ 化 米， の} K 地に 粗な てを 巧の 願に 

I 奔ま 幹旋 せんじは が じ其乂 あえ 巧し 

レ も 故 圈の名 ± を 娘す るに 不ぶ 

マ 博 十； ジョク ダ ツ：巧 か 豫朔菊 巧 保 

王大 擧を辭 して 衛後專 ら力ぉ 孕郝麗 

I 數 ，の ホ 厨 じ 露さん ミす を 驾暂み 健を 

▼弦疆 先生の 對材ホ 鱗は 時 じ少燕 

お 鶴を 得ぎ ぶちめ な考じ るら をれ お 
齊 ぶ瑜是 .離に 竿 おを 殻银 ずるが 礙煙 
I マ 寒擒 .ホ 1 子ぞ； め おぐ おがは か 
乂 《譯賓 特許に 麓す をを 業繫 杉で 量 

1 人を 漫罵す るみ 類 ど は 識見 糞 破ゆ兹 
►微國 ^ 大統領 渡英め 瘡 を々 もゼ が' 
j 陛下 御機嫌 甚だ 斜 じして 近 旧 愛 じ 示 
I 威 的 かを 運動を 關 おせら おん ごず' ど 
，►獨 逸は 陸軍 大纔 張め 追郝 案を 講 
すじ 提带 してを じ 其す 巧ず る 巧 どな 
る 恐ら ごの 衝裝 を豫 見ず る 者 

ザ 維 然隣强 の 誘 鞭が 與携を 窺 ふ ぁ 

b を 易じジ 3 .ン ブグ 4, 獲ず の 機 曾 到 

ホせ ざるを がと しつ、 るら む 御 察 ホ 

マ 支那 典み 留め お 巧 例に 依らで 混 

一 滩ホ搔 鎌 憲法の 傑 章は 附薄 やらを ム 

じ をらず 大撥統 の 選孽も 遷延 ホ 揮 常 

▼化 間に 跳梁 跋盾 する‘ 者は 炼來ゅ 
爾を 化を を 露 じがで か 得意の 怪 腺を 
I 擺 ひて 革命 黨 &- 狼 渡を 絕滅 ザみ と ず 
ザ 巧蠻の 風留墨 西哥ど 巧たら 難く 
I 义 弟ね り 難き 閒じ巧 もて 奚だ 羅想闽 
の 並 ハ あ阔を 建設し 得べ けんや 耍猛竭 
►を 敷 化 づ蕾熙 の 好 惑に 顧みで 固 
本と 疆携 ずるの 翅是を 一を レむ ぶ 奥 
和 殿 治の 實 藤を 擧 ぐべ' きじ をらず や 
マ 寸辫ぞ 曾で 目 まの 提携 阅 離を 哨 
道せ るに 人 ゐり禮 て 目ぐ 甚 哉ず めを 
燕 巧る や e がず の 形勢に 鑑み ば 如が 
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I ▼范平 里 外の 異域 じがて、 巧 照み 神 

ぷホ箭 たる 諸を が V 新聞を おがす る 
み 要を 認めら る \ おじ、 莉 天地を お 
.请し 居らる； 舉は苗 等 故國じ 化る も 

み j 、 简 家人 おの 腐め じ 感謝の がを 

一鶴 さ" るを 得ざる-所 じ お 之 候 〇故じ 
柳 か 諸君の 巧 力じ剛 む、 諸 あめ 事業 

1 を援胁 すを が爲 めじ、 茲じ逾 信す 哥 
I く堯 をを をらず は、 畜 薬め 渡必ょ 6 

攝快 とする 巧 じ 御座 彼 〇 . ' 

►逾僖 どる ふど雖 も、 諸 若の 故 翻 じ 

湧 起す るめ 藍 火事が め 如きは、 別 じ 

電 おじて 報猶 ずる 黃巧 あ. みる 事 ぶれ 

I ぶ、 吾 缓は霉 ろ 斯ろそ おの 通 停を 辨 

げ 、最 あの 東京 事髓如 巧を、 或は お 

象が じ、 時 じば 具体的' じ彷嫌 ザし む 

，ぶ 事に 努力 致 度が 晓 、評 信を 名け し 

もめ 化の 理 かじ 原 づき 候 0. . . 

夕廉 京は 一が々： 3 よも 格 兩じ乂 'む 帝 

候、. 曆 おじて は 來る义 一口よ もな^. 

f も、 丢寶 には 一， 雌 H ょも じて* 每 H 

I 細雨 靡々 ど' ムで 礫陶敷 限り じ 将之候 

I 化 季節には 人の. 公ぇ 滅入る 爲 めじ や 

.餐夺 格別' 人ち を 驚かす 事件の 巧で ざ 

j るを 淵ぶ せる が、 本が も' 其 例 じ もれ 

す、 なをら 巧 ザ も 解し き 暇々 た 御座 

一 擦ち'/:- V ,' .‘-'..>3 で：：. 1 

> 無ん ぎが 中に 去を 少が沙 をが ぶ お 

ろ、 を々 が 例の 行な 豁 題に おぶ r 牺 

がめ. ホ 南に ぶ 今 か/ \ ピ 幕 巧き を' 待 

ん揖 らおへ お、 今 H を 巧 じて は 巧る 

虫た 闽 な 贺 どのみ にて、 礎 だる 發を 

I .勤は 嘴然お 致 候、 你レ敬 淡せられ た 

. I ちとて、. ド！ み 天 引 整理に 巡ぎ ざれ 

ば. > 巧みを 薪ね じせし むる 館 戌ざる 

なか 論じ 術 座 喉 〇 . , . . 

盤埋じ 就て 固 下閱題 どなら 语 るは 

隆 海軍 大 をみ i 旨 刷化史 におた、 軍部 

にがては 飽く迄^ なおの 不可を 增 .へ 

で 其 遥見嘗 を 狼が 顧 閒嘗に 配喊卞 る 

I など、 礎 おめ 運動を 致 居 おへ お、. 大 

勢は 無論 豫 後備 おの 乂胳 おを 相避賛 I 

格を 揽 張す るに みしお 候、 斯 くを 制 

ぶじ 於て は 資胳の 娘 張せ もる、 ぁる 

.も、 タブ 實膀义 物の 撰 擇に當 々て、 

豫終備 を 中ょ 表迦 常の 诸を發 見し 得 

をる、 や杳 かな 疑 間と.. て、 が 角のを 

正 も擧實 上には 巧攀か 効を をを せ ざ 

ぶじ 非ぎ るかを 必配 ずる 潜 かからず 

候。 - . 

マ おには 义官巧 用が じ おが、. 特別 巧 

I 巧を ばを おお 管、 蠻職 総監、' 錄掩厨 

I 長" 法爾姑 お官 、上下 爾院 書誌 i 弓 お 

I じぶ し、 化 上 じが 卷じ 棘な 參事官 を 

廣玄 、..之を 蒋別巧 巧 じ 依らし。 ける め 


外は、， 一般 踊 放せざる 方針な b'VJ 閒 I 

ぶび 懷 、如厮 狭隘な をな を じて、 政 

潔を 流の' 騎 あずを や、' なぶを 巧じ觸 

摘を ホすな を やは 擲か懸 なじ 堪 へず 
ど雖 も、 瞄 もがく も 政 黛を 閒じ额 {量 

運擲 かおら 居る どを へぼ、 化のを ゆ 
改正 じて 結爲 なを 入 & 巧 相 成と 觀を 

被 致 政。 

ザ 對加贿 ± 地 間 題は、 が務當 姑は 大 I 

おみ ごし 嘉閣 なかの おじて か 明. け 話 

をな せし は 磯澤 男 外 二 あじ お、， 併し 
抗 離の 巧 度が 今後 じを C 0 餘地 を 有 j 

せる ものた る ば爭臂 じを 么 、.一. 部 じ 
て 當お巧 弱 膜を 攻擊 ずる 者 も 御噓が 
へ 去 父一冻 じは 當 腐み 飽く迄 溢 かな 
る ホ 段に' 赞成 する が. 故有么 牺‘ 、蓋 
現 願には か 論、 民間に もずし 巧 翻を 
を 有せざる な 上は、 餘 地义餘 地、 が 
處 迄ら 晋 論じて 解かせん どす も 態ち 
を销 .るは 化む を 巧 ざぶ 蔑なる 可く 候 
本 聞 溜じ對 し' では おを 巧 識を閒 じ も 

雜論二 派に. かかれ、 軍 郁み 人 十； 中 じ 

も强溺 ュ ー 波ぶ 么阪 、强 派は 錢西惡 の 

潘ス 、じを ちぎらし 细 ぐ、 ぶ國 A ホ 

换 しで 惑 も-' じぶ るず、 救 字 .ぶじが 

ぶ 彼が 俊 歎なる も、 齒氣じ 於て H 本 

はみ しで 一. ホを 譲ら ホ" なを 巧 ザ 迸 

興始維 渐を觸 巧ぶ び 驗嗯微 巧め. 事ち ； I 

常な； こが 窓 氣の欺 寧に 縣ちレ もみな 

> 、强’ 便なる 談 制に おず ザし、 あ義 

W 崩み にな 願の むぶ る も 悲しむ じ お 

ら ホ.、' 乂 をを 巧忠氣 を電ん ホ.、 彼の 

歎ぞ上 じがて 剑朦敵 讚 お裕ず ミで 游 

華 じな お 入る 紫め 如きは 趙 がな 氣り 

柯物 た玄ぞ 解せ ぎる 樂 のみ ど 主張し 

飄 論者ち. 今 y をに H 本は 天 棘を 嘴 

け過ぎお-^、 今後-^5天滿あらど'儀ず 

るは 疆れら 、一窓 窥論 あは 化み 天 祝を 

殺む 某な ょぶ 反 殺 致し おお、 何れ じ 

'一 運 鋒 ぁる 事 乍ら、 菊 外事 傳に就 

て、. 巧 も；： み 諭の がき 靖む ，如きは、 明 

ぶ 年間 造は 来 だ 日本 じ 見 ざ々 しを 象 

じ甫么 、り’ 本の お ホ A 大じ篆 へざる 

を错 ざる' ものす 爸么 どが 候〇吾 人' は 

飽ぐ 迄が 和の 解かを 鶏む 若なが ^、 I 

最 をの 蹲 擦は 今ょ^ 持し 展ぷ 巧き 單 

ど ぉ 換。 占'： - - ■ > ■ , 

W 米國 たては 薇を 省の 設—嚴 瘦識篡 さ！ 

'へ 提出せられ. し 今日に' がて H 本に ず 

は 巧 おおめ 衡ホ局 牆立說 が 慕 願 じ て- 

ま 曝教 され お、 廣峰構 ± は大に 之を I 

透 ひ、 ■較 巧. 外稻、 廣橋藏 が* 癖 燕 お 

嚇 等を お 哉し、 巧 方 典ぶ 呵 .なる 所の' 

だ 飯き、 乂に 奔をぷ 力せられ たを 結 

棠率 じも廢 止の 講な 中止 ど 柄 がら 


段 勘が 招 梅。 一 
マ 高聲憐 十一め’ 致迎 倚は 去！ 二り か 暇 H 

平 後み 巧： ょも 巧 糊 ホ テグに 於て 願 か 

か 中 候、. ホを 潰は 巧な 餘名 じて， 踩巧 

艾 相、 替 殺鞭牺 、.高 礁藏 相、 木が 终 

お、 おがみ. 相霉沪 始め 蔚棠 が、 巧み 

± 、义學 者、 美裤 を、 新賴 記者、. 取 

人 靖ゐら ゆる ザ 丽め入 立を 挪羅し H 

本 じは 珍ら しき 踰大 なる 微迎窗 じが 

么 が、 0 て 博た が無趙 の犬徙 たふ專 

を 事 赏に證 がした る必 糖-いたし ホ L 

候で-' ’’.' - :. 

ザス タン' フォ ー ド 選ず け四戰 して 
勝せ L かみに てが々. 人窥を 落し 申 横 

如 巧が 逃 乎に 欠 點ゐ么 お 結み なら ど 

批評 被 教觀が 如何み も かじや、 最初 

は 非常なる 人氣 じず 输人 0 村- 颗も前 

代 ホ 聞 どい ふ稻 多数な b しもに 礙 
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ごお旌 し' ソィ タザょ ^ 巧 藻を' じかげ 
て活 ，蝴し 化 地 ホめ お 贼相您 して なを I 

をな しを 少摄 亂サる 如く 息つ か 紫を j 

_ 力 廚じ巧 偵を 放ちて 支那 軍 駭め狀 お 
を 探る 公典 じがを 典へ てみ 繁 をに 附 
おせん 舉を擲 諭す る じを めつ.、 をる 
なの 率は 弔實 なるべし をれば 張瞥は 
化等裝 ホを なじ 掛し雙 おを 命じを； つ ； 

用み ゆた め舉夫 軍隊を 働が を，、 を遽 

楽 総 疑 じ 請 へら 
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.が 蓝 ずる 翻 かなる じよら 傑を なる 
與論の 喚起に よら 資満 なる 解 姑を 
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® 潘が觀 宠幽留 送別 會本 H 築地 輔 

養 巧に 於て 羅が觀 ホ； S め 罰 送別 曾 輿 

巧 さる.. 


® 海軍め 飛. 巧 成功 海載縣 がの 御前 

飛行 擧 おされた るが 觉 事なる 成功を I 

表せ-^ 


♦林 偏の お 篤が かがが 莖 巧け 白 下： 

猜驚 めが 態なる ホ/ 


度 地方. 投 { 臣を別 道が 縣知率 西 十 セ 

省 中犬學 出身 おは 十五 年 卒業 0 商圖 

峨 .被を 最を さし 吉 十二 年の 川口 大か 

を 最新 ごし 驗整 二十 i I 名が 驗な 鑽夕 

は 脚 旧を 城、 をが 殺な、 おお’ ル、 滤^ 

す 木を 化の 脚を あぶ 學校巧 身 其の 化 

格別の 學脖 なきものは 中 村 化. 海道、 

; を像嚴 京、 大な凉 都、. 大义が 火が、 
脈 顯ぶ嚴 r 巧 滕帮瀉 、' 化 旧た お、‘ 川 
i 蜗な歡 、を 抱 廣曠、 V 高 極が 媚， 大 芝' 

が 馬の 十一を にて が 等を 一 等 十六ぶ 

岡 二等 {は H 十 r を あな 特にを 窓ず ベ 
j きは， 较ぷを どして 旗 峨鮮彻 なる を 藤 

新 海、 化 田長狮 、蘇 お 城、 田 中靑森 

川 鹏烏取 0- 川が か 歌 山、 梅； 禍 岡の お 

あを 筆頭 VJ して 純な ぶ 系のを 彩を 帶 

ベる 者 漸巧增 加し 巧れ A どい ふ 


•挑 ホ 滨說轉 二十 化 H 巧な を電じ 一 

ょか ば現欧 が根堪 派は お 巧せ An 集 
會を赚 き 現 巧 顕の對 米 外を ホ 敗ぶ 禪 
i 劾し 距酱剧 巧は 大 なる 覺 をを 0 て闕， 

撼 の 仲 張を 計る ザ^ 事を 巧議 しがみ 

後 時分が 說會を 閱表义 は 刊巧賴 じょ 

らで题 I. 公憤を 發揮 すで どめ 暑 浦雜卽 y が 謂 fffi 

なる が當 H の會 をには 二を の 化講十 

を 席したら と' 一 
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巧 お. ま， 孤 聞 趟大替 法な H 筑巧攘 

軒 じで 义 餐捷婉 両氏の 常‘ 巧に て 駒 盤 

せられた る お ま 耶閒 越を お 入 豫獅會 

のが 鑛に莱 きな 昔與め あ费並 じ諸舉 

倾も略 整 ひたる を 巧で 愈が を 十； 二 H 

頃筑 地絳黎 特に 於て 省 ま郷閒 題大會 

を 開 備ム巧 野 知ぶ の 去を 简 をし 間莖 

上 じがて 赏茵 馨ピ發 おし 火 じ 輿論み 

'瞄廬 じ 巧め なて 現な がめ 觸ま 那な蓝 

をな 善せ しむべき 方策を 雞 ホべ しど 

一友ふ r V 
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® W 本のが なが 態 ど 高 橋 藏相ゆ 濃ぶ 

ぶびが 方 侯の- 簿を (も 巧 1 け 策 

發语巧 一 

みぉ 云 十 H 巧 銀 巧が 梁-嘶に 於で 鞠 か 

わが . p 艱巧 業者ぶ 集會雕 にがてけ 本 

化蔚は 十四 挺み 週の 外 儀" おがに 韵じ _ 

满辨濟 額み しごの 渡 難 對し 荡橋遵 

棺 は， みの 姑き 蔥視を 述べたら； 
r 現 赔音觀 のか 構 商は 円本み 經濟胀 i 

版 よら 見れ ぼ國 おめ 貧擔が だを し 
るふ 巧き も、 一顯 の 助 政 お 態 猿 隙 
攒サ女 ど 思ぶ が 如きは をく か 褒に過 

年」 や、' 义 H 本を がの 外 國ホ褚 じがて 
下を したる はが じ-て 我 國み悟 用 如何 一 

を 窓 ホす る じあらず して 袍め 經濟崇 

輪より ホれ る もめなら」 '遇 じか 儉邀 

機の 方法に 就^ 

「外 僚 瓣濟の 最良 ホ 決は 輸お寶 易を 

盛なら しむる じある 事を 世人が を蔥 

せんこと をが 窺ず」 述べぶ： 3 く f 踰 

おを 易を 盛なら し 巧ん VJ 娥せば 妾ん； 

にがおを おがに' を ぶんよ' みは 解ろ 之 一 

を 巧 地め 康業じ お 率せ しめ 簡 巧の 直 

醬 を聞發 ずるに 化曼 J ータ」 

I お 巧 侯は 凰は. を譬吿 しで 向く、': おん I 

ホ國 じして 一； 旦化國 ど^を ゆえ 瑞 j 

香 じがて は 外 聪裳笼 の 画 難は か 論を 

國め旣 にを 擔 せる を 綴め か 慎は 愤權^ 
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摹 


鑛脊目 本人 會/ 

談立ぉ 就て - 

適般廉 留德ホ 並に 神を あ雄兩 巧が 

一孜 慰を あの 委驟じ 化ら、 H ホ 間態實 
城禮壤 巧 送み 紐 靑を經 もせられ しじ 

營 を、 忠實 なぇ お 瓣會の 役 貴 諸 巧は 

一皋先 我を 趙 同胞 0 篇 じ、 二 巧 じ 請 ふ 

々 I ホ V Jr ボ！ グに .i. 夕の 演說會 

ぶ 罐し二 巧め 窓 見を 傑驢 せら、 巧 

像ず ぶ 者 S 巧餘あ 文な て鮮 しど 音 ふ 

巧から 斗、： おや 節が 盛 暴に 際し、 巧 

餐 S 本 乂巧 適 率は 巧 外に 巧る じがて 

を や、' 銀 じ 鹿 獲み 厳 暴 殆で签 中に 報 

す もの. 想 あ.- かしに 不 係、 化 多数の 聽 

おを 冕ぶ は盡し 树胞が 獲般め 閒蹈じ 

j 熱、 むなる' 法 溝を 拂 へ； を W おに、 细觀 


め 同胞は が 其 巧む 巧 じ割據 して、 其には、 之を 巧るべき 秋期の 大 をじ懿 1 


發 巧‘ 所 薪. 宵。 薪 お 尊 

が 育 巧 繁六擠 111 二八 i 
霉嚴ナ ぇグか T み 四 セ ーニ！ 


商 田) 派は 扫本 供樂部 じよな、 自余て 吾人を 化 表すべき 鹽 体たら しめん 


齒 相な 一のを 渉な く 、惹 恵の 疎通を 缺 


さ > 


因鑽のみしきぉじな跟相親るの脉等の事業巧外じ撥嚷せば邱ちをる巧の犬を使ひホけを美しく着飾った 


I な 居 il 會をゆ 頗る 莲 度に 適して 必娶 ならし 

lit 


酱. 


If がを に 外 化.^ ざるな ぉ、 

，.で ' 繫街 神を' 一、 焉贷 猜熟聪 .り； て 後、 豫 

ふ t 守； 米 U 本人を 設立の が 祟 

一を 蛾み 掠た る 有を が 機に 乘 じて ホ會 

j 鬼© 紫 岡を 求を、 を 座 じ， 一宮 鈴太郞 

■ i 巧を 擧げて 劍立委 貴を どなし、 新を 

I . ぶ 额厨胞 の 巧を の機關 閒体設 なのぶ 

! .灌を < 成 るを 吿げ ただ、. 

挪も瓶 荷巧留 H 本. *5： は 其骇の 甚だ 

ずを じ賴せ 乎、 横 猿 正を 銀-わ ぉ 狼 巧 

を 一 莽顿產 會社支 ぉ、 蘇が 組、 山中が 

食な びが 他 故 園 有數の 大銳巧 會社樂 

「の、 ホ國 じがけ も 化 ぁ 支 巧を 網羅せ 

霞ぃ； る 主な して、 を 州な 端の H 本人の しし 

源 ，. 京. じ 超然 どして 其 巧 表を たるが 如き 觀 

萨？. J ぉ自 き， 一. 

錐が 萬 人を なて 之を 觀れ ば、 新 育 

か 行 本人 赴 食は 唯に 其摸銘 が 化 表 お 

じ 兆ざる 而邑 ならず、 其 組織の 不お 

をで る 賞に' 西部の をれ じ化錢 して、' 

1 ぶばざる 事を だ 遠ち 己 もの ぁ b .、 鲁ふ 

! 巧れ 费乂 はが 外になる 司胞に 謗る じ 

おる 巧き 大焼 摸の U 本供樂 部を おず 

. ご 、 設備の 完成せ る、 基礎の 擅 固な 

.も 等 た ホる 事ながら、 畢觉 之れ 

1 0 舶 をな 樂部じ 遊 ざざる なな、 萬 

:| し 熟靑の H 本人 耻會 たる や當 初よ b 

磊然 が異れ 三階 紙を 篇 し、' 官お紳 


巧して 其 目的を 難病 者 救助、 難儀 傭 


奉 浮图樓 ±な「 辨 目論 j 中 じがで <ru 

矿狀 態を 招いた 猜因 はな 麻の 怠 寝、 
轉 ほめす 強意、 移 お會租 の葬惡 でで I 

等な 移民を ホ國じ 送ら 义 布をから 轉 

航ぞ しろた 結 柴でゐ るかの やう じ 論 

じて 寇られ る，、 だは 博 ± のみならず 


I 聲じ 耳も繫 する 許ら、' 夕方 かも 人波 1 寧の 先 や 桃を ぶで 解決策を ぶてるな 


つて あせ 巧る 謀 巧じ騎 まれつ よ、 
水 高き 露天の 楚臺で 操を 鳴して 十敎 


F 


I 狀態 をぃだ せら、 然 れ巧晋 人 同胞の 

夕數 なる、 龄 如-移 おのを 數 なる 觀靑 

じがて、 何等 黄白の 國 驟的閲 題を 嚷^ 

最 するな からしが ば、 如上の が 態は 

長年 巧を 疆 じで 繼戀せ しなら、 
學董事 化み 紛擾 をら てな 巧、 西部 

の阔 胞か續 々東漸す る じ まらて や 

新 宵の a 本人は 急 じ 其 おを 增 巧し 

ぶ狀 態は なじ 渐< 複雜 なる を ませち 

诞時じ 當らて 巧 盧の宜 敷を 得た る も 

のを 典 濟會の 設立 どなす、 溫 摩の 紳 

了离見 巧を を 長に 有せる 共濟 食は 蓝 

败兩 個め ィン ブレストの 異れる 社 

會の 中間に かなして 其 職 廣を盡 し、 

今や 撼領 樂飯懲 巧を あ 擧會畏 どし 一 

宮化を 銀 お 支巧爲 を會計 ど し、 其會 

I 貸には 巧. 一 I ユ .！ ョ； ク 日本人のを 燕 

I を瓣骚 ずるの 盛 おを 虽 ずるに 至れ 

奥 遮典瘡 をの 目的は 其會截 十號じ 

かて 新 巧 領一郞 巧の 指摘せ る 如 <、 

難病 者 救助、 葬儀 補旣 .、其 他 巧 溝の 

目的を 達する にお 耍 なぶ 事業を 經黨 

する じゐ て、 這 巧の 如 <國 際巧趙 

紛 '糾 し、 を 地め H ネ人會 等 ど 相 提携 

てて 巧 動す るを 要すを じ當ら て、 菩 

人の 不懊實 じ 言 ふ 巧 がら ざるら の ぁ 

讀を 試に 加 巧 虫 化 法案 邸 題の お 

を 巧 巧ニュ J ョ！ クじ 巧け る 曰本條 

曾 の 速勸、 當時々1モゲ！ホ！グじ 

蘭 がれし 時姑大 演說會 、或は 今 阿の 

巧 濟會の 添 ffl 博尘 招聘 等の 凝を が 紐 

た考 鼓し 來 らば、 あ ひ 半ば じ 逆ぐ る 

を のめらみ， 

斯 のかく じして- V ' ユ - — 3 1 ク阔胞 

の 巧 表 的 機關跑 体ね るべき H 本人 禽 

の設 ホは 其 社 會の發 展ど典 じ 茲じ巧 

お缺 くべ からざる ものた る じ 至れら 

ぶ 設立 及び 維 狩の ホ 法 じ 至らて はま 

乂义 策を くん ば ぁらず、 挪も現 巧め 

巧 濟會の お 摸を 綴 張せば 可た を、 ホ 

飘 曾は 現睁 じがて 己 じ 殆ど 圣部 ゆけ 

本 入を 網羅せ るは 上 巧 論じね るが 如； 

し、 之を. 一轉 化して 凡での ホ おじが ： j 

i . t ■ 1: 1 l i 11 ，'— —( UK . : tnin ; n — ■- - — .-w 


ベく、 なて 至潑の 業には 非ざる ザし 

其 新に お溝會 をを 廢 せしめで 三ユ 
ク H 本人 食たら しむる か、 或は 

別 じ H ネ A 會を 組織して お 濟會の 事 I 

業を 之 じが 屬せ しむる かの かきは お 

よらを 目上の 爭 じして 實賓じ 於て 巧 

等の 徑庭 なき 限な、 を A をく 么じ顯 
せず。. 《お 劍) 


~ 彼み を 見る 時、 おは 言む 知らね 寂し 

さを 感じる めでを る、 


省 ド 

一. 夕 I 


女- 


夏. の 

么 . . . 盛ち お樓 
~ ◎ブ 尸！ ドク H ! のが 疑じ劑 .へて む 

I 紛 n ッブブ の 濃厚 美 A は、 秋 も 稍 寒. 

むの 巧 おの 頃ょ らしで 一刻 値 千金の 

1 潘必增 じ池逊 を 謝す、： 夏の みは か， つ 

b すち 煙波 漂渺 なお 濱 でな ザれば い 

かん、 おし ホれ 配す るに 谋媒徐 ろじ 

ある 晚 巧の 歎を なて する じ まもて 最 1 

I も 可、 觸 らば 露も婦 らぅ 晚 々たる 明 

巧の ホ b を 肩から 播 びわ 減 白の 裝ひ 

じ 風 じ亂る i ほ つれ 毛を 撥き 上げな 

がらせ 手に 輕く 棲を な 6 たる 潰邊つ 

たい、 蓮ホ楚 々どして 夏の 女の が娟 

たるな 姿は 擢れ違 ざまに も 想は や ホ 

も 止まつ. て、 遠くなる まで も 見送ら 

れ るので をる、’ 

A 蛛田弄 化- 

◎を 鹽のフ ブ；、 ンョ； じ 犬 使 ひの 

女が 巧ね'、 今を 女 盛 f ' の 美し < 化： 耕 

して ぉ附の 好い 胸の あたら まるでぶ 

ぶを 白羽 二重で おん ピ やぅ、 咲き 谢 

れ たな 丹の 化 ども 形容が 化 度い、 

乂 を數夕 引き連れて、 唯 一人旅 稼ぎ 

の 匙 A なので ある、 - 

さるから じ 今年を 散らて を人少 <、 

W ホ 花 又 開いて が顏教 多の 年 被を か 

郝ふゾ き、 時 あらて 丹唐靜 かじぇ も 

垫めたる眉じホらな^、 深き物想ひ 

に 耽 b う j ある 襟 子は、 やがては 巧 

マき 身の 果を魄 じたので も あらう、 

滿鸡 みしい パ ー クは 大道 痛 人み 呼び 


參 |"5 吾疫簇 を 

抱 賞異) 'が； 織 
A 米國の 現を そ歷短 じ岛療 营じ眷 化 

現は’ しわ 言葉は が脊ブ ずめ 巧 謂 「伊 j 

太 利 盛 A か發見 L 、. ァィリ- ッシ がち. 

配し、 猶太 人が 斯 有す」 でを る、 驟 
も 其 奪し 排斥され た 外壤の 移民が 瓣 

I おを， した 米 國人ご 共 じを え 國をま 配 I 

し 所有して 盾る、 左れ だ 博 勢の 變遷 
ど 共に 推移して ホた 米涵 おは、 嘗ザ 
一旦 排 巧した ほおを 吾 家 磨の A とし 
だ 如く じ 東が の累秘 終を，々 を 擁えぺ I 
しど 論觀 する をは 大變な 間違で あ も 

.み. が.，.，'.. - tr . こを ミこ？. こ-:-..- - v - 一 

A おし 穩弦 _ 差別で 緋巧 するな 如 

ば 支那 A 专排 巧し でな 泉 ふを 歡總し 

I た事實 が裡逊 にを はない」 ピ をょ 議 一 

論 も 么ホ學 者の 歷あ敲 で 時 快の 推移 

ど 現 巧の 舉資 を沒 却した も 0 でる る 
j ち 那乂を 排斥し でぶ 化な 巧 本人を 入 
れた 時化は ホ 簡め薛 郁 战霜濟 上の 必 

然的耍 ホ じ あられて 居た 時朽 であ 民 

|巧題のお巧をた或は移は閣趙^^おじ 
ぶ然 生じて 巧る 社を 間 題 及 人 禪間戀 

にを 研がす を 暇は なか々 た、 鄉之其 

當 時は 勞激濟 の 勢 方 も 今 H ゆ 如 <甚 

だしから ず 「ジ ャジプ 、マタト、 ゴ 

」 の 旗を 立て i 選擧 運動を 裳す 政 

を も必の 中から 拂 H を. 王这 した もの 

ではない 、然るに 今回で 見る どホ屬 

k の排 U 聞 趨巧究 は 箭じ菩 P 繰ら 

~ 迹 した ホ/、 非常 じ' 進 ホして 盾る 其飽 

劇 も又廣 'い . 

A おし 米國 人の 殿中に 入 補の 痛 見が 

一ない VJ する なれば 彼等は 柯 なじ 宜 厨！ 

找 たる 黒人を 動物 跋 ひじす るで あら 

巧な じ 雲霞め 如ぐ 巧 寄せ 燕る 薛 

欧の 不を不 游無學 なる 移 巧を 微迎し 

て 比 铃鉤眞 巧な を 只 本人を 挑 一中す 


醫の巧 請を ホ 諸君から 不絕 をる 巧の 
禪 議論で あるが 香 叢ぶ を驢を がら 請 

若が 發お銳 を發衆 せらる； な前片 ，一 
實雄 夕翻蔡 せられ わら 巧' からう さ 
j 省 勤めを 攫' しね 


I を 巧て 犬藏 盤は 海軍 乂芭 を彈 劾し が ~ 

で 現み 磯 緩 ぞ信巧 案を 巧が せ' 

さ 民 國大じ 鎌る' 箭項孽 し 終な て お 

じ號需 をろ 化洒 おじ 於て を世飄 ，のを 

ど、 地々 擅 お 軍 ど 巧 間 じ 大衛突 ぁ b 

死江附 をを 中 もどして 滕化ホ だ ホせ 

ずを、 蓋し 先般 袁ホ絲 敏み嚴 をせ し I 

な 西 省 知事は 識必 なる 舊を命 凝 員 じ 
I して 孫、 黃其 他の 轰 ，てぶ む. 互に 氣が 

を 通じ 現じを 派 じ展酱 する 國お黨 じ 
~ 感 せる ものな えが、 を 磯 露を の 命令 
を舉 せず、 •'郁で みを を締 ホして お爾 


■を 


ホぶ‘ < な， ホ お' お 水 ~ 瓦斯‘ 泻巧お 巧み ホ 巧 
宿が’ 並が’ を 聞邸萃 あお 級ち A 唐な^ •- - 


姐娇装 違の-巧 巧 おが' に. 信 
地 あお 巧 巧 が 祐适 巧 巧 む 


華を 


を ホ々 
巧ん 皆 


...，.巧 巧 巧 




: 難， 曾 玉瓣雜 .賴 辕； 式 


が 巧 巧 


一一 

.'一良 
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- i i I 夕^ i r . 養 i な-ぶ 翁 ザ t お擾 I - . 

冷 現を ホ鹽領 巧に 语る a 本人は 故感 政府 じを 抗ぜ 'しちの なぶが、 巧には 


斟君お _ '一- 

I 歲 S 

: W 苗な' 


め A 々が 思 装す るが 如く 下等 巧 もの 

でを ちぅ ホ、 勿論 彼等は 十 入が 十 入 

ぶぶ 狼を る 純. ± ではない、 多 敷 奢の 

ホに 赌磯ゃ 離 榮を營 む 者が ぁるの 
韦事實 でぁる、 か卜併 之を 歐 脚から 距 

爾 じを 化 お 巧る 證圃 巧ピ比 鞍し ね 
ならげ 敎巧 的に 潜德巧 じを H 本人 ば 
じ截 してを る ども 海る 辟は ない 1 

黄 霜 韻には 米屬巧 至る 巧り お獄を 一視 
羣 レて 為る がを しぃ、 違 刑 葬 @處 を 
を まける をす、 如比穀 的極ク 数で、 强 
葱纔人 7 放 化み 如う 大紫を おしね 濟^ 

は巧ぞ 皆無 VJ い： つて 差 まへ ない 位で 

玉 

若 如 巧に ぇなを U 本人が 擧ク て慕撞 

.興 姑ぐ をれば をむ 猶ムね 事は ない が 
が爾 なぶは あお U ド ふ 文 ぞじ掛 して 
I 甚だが な 注 义でゐ る.、.. 巧ム 普通な 上 

めが 康がぁ b 純 ± w してのを 潘を爲 

すに 充 をめ 餘 誠が をるならば 何を 巧 
んで 他鄉雄 おの 艱難を 嘗 むを を耍が 
を. らぅ ぞ 、孫 じな ホ H 本人め を活狀 

態な 之を 歐 がが 國の 移を じ 比して お 

ら ざる 許ら でな くを 錢 I 般 みを 洁狀 

態.. ょ.^ も迦 かに 上等で るる、 をら 
はな 乂词胞 を 罵つ てみ 轉の 「を 詰を ； I 

公な す 巧謂黨 等 遊 巧 等ょり ち 道徳的 

じ 歎 等 上 かも か ホない / 

A 故國の 人々. はだ 米 骑胞め 一般を 指 
し 维滞擅 や満娩 "'茜 比利亞 、南を 諸 
島な' どじ お掛けて 醜業を なすを 等 ど' 

I 鬧樵 であると 思つ てが'^、. 髓 がちが 
みに ホク て： 菩葉お 問 施の 現が じがせ 
よ、； 巧 蛙に、 シブ トグ じ、 を 港 じ、 

(が 下 一二 面 じつ'‘ ><么 


蠻ぃム 闕を會 巧 踏を 彈劝す 小を は 固 

め お 獄は紛 媛义擾 親、 踞に 五太 借緣 

め 成を 化 來袁粗 凱の 鼻 患 氣爲窺 <跑 


ち 無し 經濟 上の あ霎 からして 嚴律 すじ 於け る 無な がの 狀攘 這議 をに' 於 


移民を 拱 斤 するどを ふなら ばを は 人び が國を 為 f を國 K な 巧. みがみ r 叫は I るべ き 


I 搪玫の 整 頸を 要ず るぶ々 妹に 法刹强 

め滕 なみる じ 聲らた 蓄殺巧 託め 絕ク 
す々 はお 圆み爲 じ 漏 絶め 彼 事 ど，' なず 
巧 メネ乂 コ だ 於け を； 撫を遠 励./.- メキ 
シ みに 於け るが え 的 思想な 端と 歷あ 
1 的の 事實 なる が、 昨今に 丟 て潑甚 
だしく、 义圖を おじ 對し 一し 齊 あがを 
渣れ るを をへ おで ホた.^ 、を 留ホ人 
I の；！ みがを 去 もを 獄 から. す、， 頃 若瑜巧 
リ ホを 化 安達 拳 一 郎 巧の 歡迦じ 歎を 
I あの 寧を 等が 除 想を 舉 今で 街迎 へた 

る 如き も、 實に排 え 思 狼の 表 徵じ異 

なら ホ、 栽 聞 紙は 麻れ も攀を 揃へ て 
を 衆 蹲 巧め 本 德を猜 鬻ム 短れ自 
ホ 政 旌の措 環は 郝瞒使 おが 閒じも 非 

みが じず 評 じしで まる. 十 風呂 彼等は 連 

1 をを 難の ホを 宜ホ國 を 府に對 し、 を 

衆國 政府が ゥ！ A グタ化 あの 統治 樵 

を承殼 せざる は 造. 命较 徒の 聲按 をな 

ず ものな 9 V る 通謀を な‘ し > 雖盛顿 

じがけ る化臣 をして 米な が じなら、 
墨國假 政府 承認の 運 働を なさし めつ 

j 夫れ かるらぬ か-知る 由 も 非 ざれで 大 

I 統領 ゥィ グ ソンを は國 務卿武 蕾を 巧 

I をして 强蟹ホ 國る独 クキグ ソン-巧を 

摇 喚し 事情を 獲 命す か， きを 命じたら 
すらながら 普盛顿 'ょら-の 情截 じあれ W 

ば ’ K 統烦ホ じ國務 おめ 巧 愚は 基だ瞄 
く、 今 巧 十月 藻鹽 じがけ るぶ 巧の 大 
統領 選瀑 のみ 了す るを は 本 殺が は 現 
暇 政府を 認を せず ど ホ 藤せ もど 傅 ふ 
を 下の 態に f ては ホ國を 使み 水： 

I 鹽が がが 偃 政府を 認 みざる 結 梁、 を 

I 式じ假 政府 ど 楠 紐 ゆ 間にが おず る豫 
裕な < 、文 鄰國彼 おを 議じ 巧す る 能 
はず、 輯らに 列' 國が 運を 一. 致しで お 
な 麻を 肋け、 ホ 風は 府の義 巧を 蹲み 
やして 行' 掛 する じ 至ら ば* 所 韶巧ン 
クト もす 0 蔚 あな 終に 如何 ホ 
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•光 宮鄉 が續/ 

廉仁 親で 戲卞窺 御 ど 間 時 じ窠己 皇子 一 


I 光， 宮實仁 殿下を なて 有栖 川を 家 御 姑 

I 績 をら せらる べ秦貴 蹄せ 度 さる 


幸 まだ 其 機 會を得 ざり しが み 阅 幸に j 督認 巧を 要せし 事項 じして 地方 廢盤 ~ なる 点を 擧 ぐれぶ (ごが 國大 學法稱 1 


其 機會を 得た るを なて を 鳩 S 巡 間の！ じ 掘 方を 官じ裕 され わる も 0 殺から 


視 祭し 特に 彼 地 

♦ 


♦高が お 御 新ぶ ホを 殿下 あお 川宮 

家 御相績 & 阀時じ 新た じ 高が 宮め稱 

.一號 を 給は •り 事 實の御 相 績ど閒 時 じ 親 

すに 冉家御 新 立 VJ 相 成-^ ねら 


0. 


® 巧概 巧を 殿下 國葬 威た 親王 殿下 

が 式る 十日 午後 八 時' 二十を 溝 去 あら； 

せられし は 前 號じ辕 導せ しが 擦 領事; 

!豁 じ 逢せ しを 霄じ をれ は 十日よ らづ 

I 四 其 足を 中 喪、 十一 日よ， 9 十 吉 口を 

廢 朝が 巧され、 尙輕 葬は 十 お H 御 施； 

I 行 相 成りし をなら. 


縣 ぶじて を 鹏を普 

の虫眷 A じ對 する 統治、 砂 鶴に 廳ず 

る 事項、 敎 育に 飄 ずる 垂 殻め 一二 点じ 

與し 精細の 視 豁を爲 さんど 欲ず' る も 

のじして 他に 何等 ホな； g 的を ち 巧せ 
ず 故 じ蔡じ 义闕乂 彼. 儒を 訪 潤して 彼； 

地繰瞥 等し 懇篤なる 紹か狀 を 得 化つ 
漁船 其 他 も 彼 地官廳 0 も 0 を 刑 用し 
罔 鶴 視察に 遺碱 なき 程废の 便宜を 将 
巧 なれれば 今 岡の かは 頗る 騰 快なら 一 

ん 云々 


やお ホ じ 比して 地 ホ 長官め 權 殿は 藥 I 

しく 潑大 せられ 從 つで 地力 長官の 能 I 

ス 龍 お盧 接地 ホが 政 A 大 なる 影響を 

ホたず べし どを ふ 


I ♦日 か條 約を ホ 囊じ爱 巧 顧 詞官の 

諮 弼を經 たる H 伊通 商 箭が條 おは 大^ 

:些兀 年 十一 巧 甘 五：：：！ 署 を調邱 したる 
じつき 十八 B の 官報を なて を 巧 せら 
れ たを . 


參植 をの 容態 

不を 

旌 をは 数 巧 前ょ b 病氣 じて 取髓 りお _ 

I 養 中なら しが 去る 十 西 H 袁を發 の電一 

報じ がれば 病勢 患に をら 厳る 龍 態 じ； 

j 陷 入れら どい ふ、 或は 言 ふるの 病は _ 

當巧 ょら 周簡癌 どて 巧 痛 中 じちな' も： 
惡 なをち りなら しお 窥な黨 組織 知 辞 
牆 める 今 円 固く 疯 症を 秘し おがる V 

おな を ども 聞/、、 をが 先般 踞下ゆ 

I 鄭假巧 じ るら せられし 際に も 何 彼せ 

I す 叉を 息與 一 巧の 郭じ 接して を 上を 


®博- ff ®現粗数 論文提ぉの倾向衰^ 

退 文部 おの 調を じ 依れば 大 亞二牟 I 

六ち 一十 H 現な 9 博 ± 緩 数は とな 四' 

十八 人に して 其 內譯を 示せば ぶの 如 I 

し . - 


せられ ざら しより 辕 すれば 或は 稱か 

ぶな しならん とも 相 想せられ ざる じ 


を 化 界の珍 植物 光雜 H 本に 潑 おぜら 

玄 今回を 巧 縣化佐 义鄰 おが 旧 町 字 

千蟲 敷の 洞 巧に 於て 軟米 譜國 じても 

ホ 常 じを 盡 せらる； 兜雜 (ヒカリ ゴ 

ヶ ごを 發 見せら、 化溃は H 本 じて は 

1 まだ 其な 化を 認め ざら しもの じて お 

I 野縣化 俊久挪 渾中舉 校の 博物 敎 姉み 

一山 海太郞 之を 發 見し 標本を 直にが 赫 

j 大 學敎授 云が 膊± じ 送 b し ょら 博 十 

I は 之を 硏绝の 結架獨 逸な で じて 最も 

がを なり ごず る 穏を恤 物の 一 補ホ蕊 

なる 事を 錐め 實地 踏査の 後 楠 物 園に 

て 培養 試驗じ 着手 せら ど 言 ふ 吾' 植物 

I 學 がの 爲じ慶 すべき 發 あど 京は ざる 一 

ベから ず 


法 學樽击 
構學博 ± 

了 聲博モ 
碟聲博 ホ' 
义 學馈ホ 

搔學博 ホ- 

藥學裤 子.’ 
な學陳 ホ； 

獸臀惡 ± 


巧 云 十五 人 
一な 五十と 人， 
巧 二 一十 八 人 
丸十 KA 

と 十 お 人' 

二 ま 一人 
:;- 二十， 4 人 
:: 卞二 一人 

..ま 一人 


® 新 郵便 かを の 發お囊 じ 遞信省 じ 
ては 鄙 便 蝴手改 '正の 圖 案を 懸賞 游准 
せし が ぉ 二 仙が 手な. 一仙 お 厘邱 ずの 
二 禪は來 る 八月 一二 十 R の 巧を 鄉 をに 
I 發赞ず 巧く 其 化は 諸 儲の 谁備 完全せ 
夕る爲 めを 湖閒內 じは 發賣め 運 じを 
もざる べし W 


邢阿 一人に して ご 侧の擧 位を-雨 する 

巧は を 計と 乂 じして 邸 も 左 0 细し 

藥理担 ホを 義藥エ 寫盗讓 巧 

文. 法 加‘ 膝な 之. 臀义窥 が义が 

法 义がお 長 雄懸理 'が 下跑一 

麗法親 渡 巧稻湛 

ぉ 巧 ホを 位 請 あの 論文を 提出す る も 

の 著し <臧 かし 目下 义部 がに 提お中 

ぃノ ものは 総 選な 述巧外 じして 內機學 

じ 翻す る もの 八 化 十 通に 上 b j 時を 

溢を 極めた る 巧 學論义 の 如き 傕 かじ 

六 屯迪じ 過ぎず ど 去 ふ 


♦新 渡 巧 巧 化 鸣巧新 渡 お 淸± は ホ 

巧 末 巧發比 雄資鴨 視察の 爲め 出發せ 

しがを に 就きが ± は：：！ く 子の 比 峰 巧 

は 巧のを が •。るに ホず 子は を 戲大舉 

じ 於て 植物 學の 講座を 擔 がし クミ あ 

るを なて が 機を 巧て が 留耀ほ 地の 臂_ 

惊を視 おせん 率を 希璧 しおた るも不 


•が 黨な吉 十 人計當 新政 黛の お爲 I 

巧は 九月 中 巧 S : 豫 をな b ' しが 柿々 の 

举 楠に 主ら 十一月を 延 則せられ が网 

に 於て 地方 遊說 及び 代講 ± の憾 ホを^ 

巧ふ尝 じて 巧を ょら 閔黨 幹部が 受け I 

だる 命み じは 結黨 或を じ少 くも 巧 ミ^ 

十 人の 代講 ± を 得べ しご あら 現が の I 

几 十 人じ對 し： あじ 四十 人を 嬰す るみ 

第なる が 地方 遊說 の 成銜 並に 代講 古 I 

どの 內 をが の 摸 様は 頗る 私 好に して 

が じ も 難事 じ ゐらホ 結鷄巧 間際 じ 至 

らば 手段を 擇 ばず 像を の 計 謡を 實巧 

ずべ しピ なむ 


a 地方を 權跟 擴大 今回の 制度 薛埋 

並に 事務 髓梭の 結 棠化巧 中央な 巧め 

權 限に 患せ し带 巧ぶな ホが 大巧の 監 


巧 本年度 鐵 道化 入. 徵 道路の 調 彼に 
係る 四 五兩巧 間の 牧乂 槪奠じ 化れば 
乘をミ 千-二十 五 巧と 千 八が 九十 化 人 
ホ赁 を' 一千 八十 八で 二 乎 一圃 じて 前 
年度 間 魏閒じ 比すれ ぼ 乘祭さ 一十 S 
乃 S ま-宵 十八. 人贷 をを 病 八で 八す 

化 圓を踩 じ おろを れ睐 がは をを じな 
き 蝴か乘 を 其 他遊覺 的め 旅を 非常 じ 
夕 かりし じみる ものなる が 巧 國の鐵 
道 も大體 重要め 地閒 じは 敷設し をら 
たるを 0 で 特殊の 带鴨 をき 限ら 巧 飛 j 
々る萊 をのを がは 學み 難し 然れ が貨 

物 じ 於て はを 淹 工業の 發趣じ 伴ひ證 

しきが 郝を 示し 織 收乂は 二 千 二十と 

方おで五巧：立十か劇に て 前年ょ 阳 

十 化 あが 二十 圆 の. 增な VJ なれり 丽し 

て 本を 度 @ 實巧 豫錢 じがて お货 収入 

の增 加を 見込み 席らざる ち 年度 ホ 迄 

じは々/、 も 二な お 圓の增 化は 疑 ひな 

き 所な b 


本が 府ホ艦 じ 無盃を 贈る ホ 年 

東京 附近 じ 乂获風 るら て 洪水の 化 撒， 

せし 巧 柄が も捉治 中な， りし ホ國 軍髓， 

チヤ！ グ ストン 號の乘 翻 員 等が 酸を 

しで 救 渝費中 じ寄觸 せし 事を ゥ しが 

日本 政府は 化 描を じ おして 謝意を あ 

する が 爲じ銀 湿を 贈る 事じ决 し此释 

珍田大 彼ょ， り 國務 あじ おひを 銀 燕を 1 

チヤ 1 グ ストン 號じ轉 送 方を 故賴レ 

ホれ- -； 


大學 ぶび 文部大臣が 之 同等な 主产- 
認 もたる 學 校のを 業 生は 高等 文官 益 

驗を經 ずして 蒙 巧を ねる 寧を 得る 
(二) 型 辟 1 ら文官 じ 移る 0 途を 蘭く 

睾 (ごご 辯 謹 ± 心ら 义官 たるの 途を顯 

事 (西) 外交官 ど 其 他の 义 i 長 S の锁 i 

む おする 牆 璧を澈 去ず る 事 あ (立 霖 

書宮 の细き 特别巧 用の 讓 任官よ ら邀 

ほを じ 進む み途を 開く 事 等 じを るが 
他の 糖 別 化 用の 雜菌擴 藤じ顯 する 至； 

1 めな 大體 をを 次官 法躺帰 f 蠻視總 ~ 

監缕保 局 おぶ が霉の 赫巧擧 愛臣 等： を 

新 じ 特がほ 用の 都に 加 へんどす る に- 

を み ど 兑て 大過な がるべし 丽 しでを I 

なおのを 正 案じ 對 する 樞 おがめ 鶴篮 

に關 しては 昨今 麵々 ©臆測 傳 へら 
も 聞く 巧 じよれば 枢密院の 議論が 

專ら疆 度 諭 じなら てぶ しも 政府 提窠； 

の 大綱 じ 鼓て 巧對 する ものに 非ず 遐 

^ じ； 樞府侧 じ 葦 固なる 反 載 諭る A 
ずる 壬 城間官 個々 め 立場 じ 就て 觀蔡 
せ ば 原 窠じ赞 意を 表する 側 も 巧 レて 
徵 からず 么じ蹈 貫を 加 ふれば がか A 
上 じ 於て 政 巧の 失敗に 热 るが 如き 處 j 

なをぶ ー ハを 胞じ 於て は 文を 化 用を か 
な あ 案じ 就 ミて 欺の 如きを 立ちぶ を 

巧 励に 班づ るを 欲 甘ず 可成 圓 摘み 趣 I 

じ 解み せん 意 おなら 形勢を のが-! ホ 

むば該 なお 案が 愈 樞を院 を 通 適す 
を じは 媽 案じ 销 しを かの 修正は 歲带 

之を 免れず どず る もな ぶ 集の 根本 粮 I 

神を 破瘦 さる、 がかき 遂 ひは 斷じ 
なかるべし VJ るふ 

• 敎嘗家 ど 男女 旨 銜ホ理 をな ゆ莖 

校た がて 巧 女 兩巧 じ必耍 なる 衛生々 
理 をを 授 する 巧議は 化ホ糜 々論議せ 
られし 所 じして を 敎授の 必要を 說み 
ながら も舊 巧の 慣習 じよら 挪か遥 fi 

せる 敎育家 も ゐら义 如斯は 家庭 じ 我 _ 

て 父 巧の 黨陶じ 一 巧す るを 可ぶ する 

論者 も ぁらて ホ だ 實際じ 巧は る；. に 

まら ざら しが 巧 俄を 甫の敎 ち 家は 來 j 

學 期より 共立 高等 學 校の 男女 學 なを 

必耍 なる 兩性 衛生を 狸が 敎巧 する 第 j 

じ 巧せ り どを ふ 


ホ 敗し 蕩圈 政膊 じが 頼-しで 伸 裁を ホ； 

を つ j を- c ^去れど速を軍は露國の仲 

: 栽に 應 ずべき 携 嫌な く戰瞎 じがて ず 
牺談 がを 縣妃 がん 事を ま 張す む 


9 巧 用 かの お 勢 目下 お密お 特別委 

貴 曾 じ 巧て 調を 中なる 义官化 用み な 

正窠 は大體 (二 現わ 文 宫に巧 かの な 

化に 願す る- っ‘の (二) 特別 化 用の 範閣 

撤 狼に 願す る も 0 よら ホれ る 中 じは 

現 軒な 用仓 0 なぶに 就て 其 最も ホ 要^ 


參グ； ゾ べグト 巧の 近事-前大統領 
グ巧は 目下 西 薇に 化々 て アリ グナ姆 
地 ホ じ 树のグ 氏. 一流の 暴 中 ホ 暇を 送 一 

つ、 > をら、 技の 計 護 じ 歡れげ 巧は 
驟馬 じ乘 じて グランド キヤ ニア シの 

驗を趙 へ 熊、 猿 等を 狩 獵し遙 じ 3 り 
ダ ド 川を 渡る 酱 なり，/」 ぞ 、東部の 新 
聞 敵は 巧が 親 育 じがけ る 進ホ黨 のぶ 
礎 甚だ 固から ず 疎に 新 育 巧 長改 幾を I 

目前に 接へ て 山野 じが 狼し つ j るる 

を 見て 巧の 態度を 揣 摩しつ ミ をら 

ン クン シ 博み 大化 じ 巧 せらる ウ 

牛ス コン シン 大學 經濟科 敎披ン クシ 

ン博 ± は今圆 大使 じ巧ゼ ちれ 中帶 な 

圃姓 巧を 命せられ た' ゥ 巧は ミグ オ 
ネ； 巧の 巧を じして 千 八 巧 九十 二 年 j 

ゥ ネス コン シン 大舉を ホへ 更に 大學， 

巧 巧し 巧る 事 二 年 進んで 獨 逸が 太 利 

i 西 じ留學 し歸ホ 母校 じ敎授 たら 

し 人なら、 巧欧經 濟學じ 造詣す る 所 

顧る 漂く 著 馨數禪 をら 何れも 學界じ 
冀 きを 爲し H 本 語 支那 騒に も 驟謎世 
られ 居れ も、 巧は 义 r 昨伞 ょら 昨伞- 

じ 渡な てグ ー ズ 'ベ グトを 換歡摄 どし 

わ獨逸 U 滯 化しが が大を じ講靖 せら 

I 東が じ關す るが 宛' ホ淺 から 中な 支那 
U 本 等 じ 駆せ る 論义じ 見る 可き もの 
をし 
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♦挑 H 閒題 ど 吾 民族の 抱 質 

1巧ょ々つ¥く 

口！ナンザグスじ、 口. ッキ10東じ 
i 吾 日本人は 其 人口の 辫 なじ 立派なる 
j 薇 達を 遂げて 居る、 化‘ ホ 阅臘の 實愤 I 

棘を どして ホるな 國を ± 等が 異口同 I 

を じ其發 建の 豫想 外なる じ 驚く のは 
i 抑 もが 故で あるか、 興 驚く のは 巧 ホ i 

同胞が 旣じ出 稼 移民の 攪遇 か' ら賊却 

して 永 化 - H 猜を 方か泛 'したる 實 力の 

覆廣 じを 力を 注ぎ、 家を 持 も、 妻す 

一を 持 も、 糊 体 組を を 組織し、 化 米 口 

'1 社曾をお成して居るから 


j で^ない か 

iA おし 故 園の 人々 がい ふが 如く 曰 本^ 


育 


I 移民の 品 碑が 劣れる 爲じ 拂日閒 題が 

I 越る のでん 鞠 間 題で ない ミを ふなら 

一 ば、 白 黃を然 婦女を 誘 巧し、 をな を 

强奪 する 伊太が 人ち 大 鄰の眞 ロハ 中 1 

じ 醜 窟ど鮮 磯 殘ピを おし、 贈賄、 請^ 

巧を 0 て當 路の官 溝を 藏 化せし む も 

I 猶太 入の かき、 ホ 劇の 社を じ 夕大の 

截 寒を 輿-へつ i あるみ ホ 人を 柯故じ 

1 拂巧 せぬ であらう 

i ん 日本の 論を 諸 栽は 事實巧 物を 知ら 






♦円 木 人鐵道 H 夫 あを せらる 前满 

じは n n ラ ドが 憐おホ じがで H 本人 

の排巧 せらむ ク！ みるめを 報ぶ しが 

义 もや 聞が. ス ブィ 1 ム が^ — 、 スプ- 

リング 巧 じ 於て 聞ぐ も 窓は しを 事件： 
を おら たれ、々 其 詳細を 脚く じ傳； 

お ッグ' トン ー ホ鐵 道を 社 じて は關地 
附近の 線辭 工事の 爲め とて 一隊の H 
本人 王 夫を 輸送し 一巧は 晒 端れ のサ 
ィド トラックの 貨車 中 じ 起 化し ゴエ 
事じ從 率し 居りし がまる 十盈 H 早朝 
所な 無赖 のな 徒 群集し まら、 銃器を 
なて 一 村を 脅 おし 間 巧を 追な せ b ど 
ち ふ、 地方 官 癒は あじ 瀑 徒の せ領云 
名を 滿雜 して お獄 せし が、 が 数を の 
發 夫を 派逛 して 嚴盡じ H 本人 工夫を 

巧雜 しつ - A あら、- 銳道曾 社員 等は 勞 

働 おすぶ の おあり 本ん を 庵 ふの す 得 I 

己 理由を 主張せ るが、 磯 遊 工事は 爲 

に大 じ遞延 ずるに まれり 


を國語 じで る阅一 内が 巧じ揭 示せられ 

ゐ 6、 當事 潜は 多 歎の ず 服 巡 杳を配 
恨して 違法を を檢恶 しつ、 >あ を どる 

へば、 H 本人のを 簡じ 遊ぶ 若は 巧 成 
化 窓し で 同胞の 面目を 截撰 ずる 如き 
違法の 巧爲 なき 樣趨 むべ し 

先年 アツ リカ じが 


♦ 新 ± 地 など 後見 . 人 開 題 . A が ホ 日 

本人 ' 曾© 調を 報を 加が 新 主 地み じ 

よ b て 歸化權 なき 日 ^ は旣 得の み I 

を 除きて 絕豁じ 虫 城を 巧が する 事 館： 


すじ 拂 H 間 題を 諭 じて 居る かふ 議論は ざる 事 どならた るが 友ら ぼ 加が じ 




I が おじ 理がじ 許り 隋 みって 其 琴 所を 

突く. MJ が お ホない のでを る、 お 米 

本人は が 等で 米國 巧。 を 巧が 態ろ 降 I 

でせ しむるな でを ふ 議論 旣じ 十‘ 漱. 

I 年 前の 事で 今 H 排 n を唱 ぶる おは 却 

ろて 口 本人の が 格を 赏據 し、 如 敬 ホ j 

I 力なる 異人 柿が ホ 國の領 巧に 實墳的 i 

一發 あを 爲 すめは 暖" 治 上、 猶濟上 おた 

j 獻貪上 じ 幾多め 難閱 題を 栽 起す るを. 

をなら ず，/ 更に-孰 たなを 人稱 問題 ご 

なつて 當腐 あを 苦む るに. をる かろ 其 

I 數が增 大して 细巧 どもす るに もな き 

一大事 どならざる 0 新 じが 遏 ずべ しど' 

f いふので 拂 W の 理由は H 本人のを 性^ 

I なごを ふ タチな 奉で になし 才闕ほ 

の 巧 溢、 ホ鹽め 敬ず、 烏 較乂郁 か 迷 I 

命と を ふ立媒 から 增 へらる i 巧の 举 

i 々だる 犬纔 論で ぁる 

! A が 困 健 そや 質靖視 おとして ホね 聴 

讀緣雄 君な ごは 拂 H 岡 題は 人. 砰間壁 

: .でない、 おし 人 補 閑 題で ぁれば 永み 

j. じ 解かの 途 はない ど 論せられ る、 乍 i 

P 併 和 實が人 輔閔經 でぁれ ぼ 永み 解み 

* の， ホ 法が ぶたなくても 化 方がないで 
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飛 陽繫ぎ 難く， 流 光 支 ふべき 術を あら 

なろ を < 己に 先が の 御 一 おを じ 際 I 

し 感慨 言 ふべ から ざるら のをら、 

顯 みれば 先を ホ だ 弱 歳なら ずして 践 

が あらせられ、 をを 四十を ぶ 年の 婿 

呂巧 じして 巧は 四海を 統一し、 外は 

國 威を 八 遙じ發 揚し文 朗を上 ホ 脅 有 I 

I ゆ镑 業を 成就し 餘 ろ聖德 天の かき 

I もの 非 ざえ ょらは 焉ぞ能 < 如 斯を得 

I ベ けんや、 . 

雖然 先帝の 御宇は 後世 あ 家よ 自 見て 

么を中 輿 日本の 創 楽 時 巧 どなすべし 

而 して 大成は 實じ大 あを 俟た ざるべ 

ら す、- たも ふ K 崩御な 巧の I タタ 


嘗 の捆拂 韻す る 所 多少の が 突を 巧 さ 

がる 飞の あらや、 ホ屬發 見じ當 ちて 

歐姆人 ど 虫 着 印度人 どの 衝突の 如き 

巧な じがけ る H 露の 戰爭の 如き 誠 じ 


明潑 天皇の 鄉 - 
年祭に 隙し 大 ぶ 
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圏孩 の. 覺辖を 諭 ' 自然 Q 歎じ 非ず で 例襄圓 じして 

辨日じ 意な < がが 主 地 法を じして 通 
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ぷ琼 i 請 "^ 苗， 垄ぃ Sr お 養 SMi 心删 


j 逆せ ざち しこす る も、 菩民 族の 化 米 j 

じ おる も® は 終 じ 従前の 狀 態を もつ 
て満 ぶし 得る もの じは 非 ざら しな . 9 
置 灵は其 進が の 氣象じ 於て、 其 開が 
め 技倆 じ 於て、 其社會 組織め 才能 じ 
I 於て 或は 友愛 お濟の 美德じ 於て 巧し 
て歐贿 移民に 劣れる もの じ ホず、 宜 

しく現巧傑約^訂しホ國憲をの規 

をせ る 凡ての 巧權を 得せ しむべきな 

-^、 お留 同胞の 現が は 尙發ち 期 じ 巧 

る强 化なる 養 核が 蕉 衣を 纏へ るが 如 

し、 輿毁 裂す' るじ當 もて 徒 じ 彌縫補 

綴を 事と する も 據じ新 衣 .一 領を赢 も 

ホる じ 非ざる よらは、 鐵腺 健脚の 露 I 

おし 巧る 蓋 L 义止 むを 得ざる もの あ 
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A 目す 會 QS SQ 馨疆會 で處 潰 t へき. も S 響を して 


じ締人 ホ. 


乂巧< 暑氣 のがは も 巧ら ば、 學 がは 

I か静 、を 官を署 も 著 中 か 暇を 爲 すの 
例なる が、 化の 義中 体暇ぱ 々の 化 じ 
I は餘を 餐澤な もどて、 巧 索 之が 廢止 
論 漸く 喧し < 相 成 居候、 萬 事 じ英員 

なる 權兵街 首相は 或は 之を 實巧 する 
一な らん かど 傳 もぅけられ 居候 
A 權兵衛 巧 閣は何 ど 申しても 實巧じ 
修道 寡、 をを 昆 f 酸 或 勇 あを 這のを がを 呈せ ざるを 得乎廣 

- 密接な 驟 係を 巧-へで 六 巧 十 S 日に 發 ませられし 巧 政 整理 
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一鹽 寺巧閣 のぶが に夕 いで おを の 宮中 

I を ぉづる ぁらしが 、憲政 擁護の 血聲 

1 化ょ^ 湧いて 民 必勃焉 どして 興 

I 氣 息奄夕 どして 准 じ 余喘を 保てる 瞬 

1 族 おちの 徒を して】 販义 おつ 能は ざ 

I らム め、' 終に 藩閥ぶ ち 魅 棵を爵 をし 

で 進んで 新政 黨を 組織 せんどす るの 

1 獲 態を 演せ しむる じ 至れら、 偶權勢 

に隘 惑して 一 身の 利害 0 外 じ ホ義も 

な < 、な 見 もな き 政 友會の 諸子を し 

て、 山 本お这 妥協す るの 痴態を 演せ 

しめ 長 賴じ更 ふる じ 薩閱を 0 てす る 

を觀 なき じ ホず ご雖 も、 畢覚 燈义め 

I 將じ滅 せんとして ホ 彩 更に 一段な 

のじして をく 化を する を 要せ ざら 

ん 

排日 問題 じ まらて は 吾' 人は 之を 山 本 j 

I 首相の 說の 如く) 加が 內のぉ ホ 事な 

ごは 解释 する 能は ず、 單じ 一米國 

I 而邑 ならず 世界人 文を 上の 大阀題 ご 

i して 之を 見做 すらの な も だ 雄 も、 而 

も义 一 a の渝 まを 事 VJ して 焦 也 普 慮 

する 姑息なる 外を 家 一 冀の如 <衡 く 

化紛 刹を 悲 むべき 巧 0 を 知らず、 お 

; へ 化 ホ 柯れの 民族が 其發展 する じ 跨 

; してみ 自 固有の 文明の 相お觸 し 、 W 


の紛 刺を 憂へ ず、 なつて 其 勢の 極ま 

るが じ まらて なじ お 本 的 解 巧の 機 曾 

を 得た るを 喜ぶ、 

I 噫 先を 英資 高邁、 邦 S 窮の長 計を 


垂れ 給 ふ、 吾人 大正の 健を、 ホ < は をれ 待ない ので ある、 一例を をげ れ 


の 社說百 本人 會め說 立 じ 就て」 は 誠 
に 時機に 適した 驚 論で をつ て、 憩ら 
人の 言 はん ど 欲しで ホ だ 敢て爲 な. 

かつれ 巧で あらぅ 0 
带乂の熟知を る如< ニ ユ ー ョ ー ク の| 
日本人 あを じは 何等の 組織 もな く、 

1 統- もな <难 漠然 どして 比較が 少數 I 

の 同胞が 化 メトロ ポプ タン シ チィ 
かが 巧に 散 だして、 事 巧った 旗を じ 

露が を閔じ < し 、夕少 の 連絡を 通じ 

て 居る 連中が 或は 目 本 お樂部 じ、 其 

I 他の 攘巧じ 彼 巧 じ】 國 、化が じ 一 倒 

ど集會 して、 天長節を 祝し、 巧方拜 I 

に 陛下の 御眞 影を 遙拜 ずる VJ 言 ふ 有 

I 樣でゐ つたので ある、 畢凳を 旨 個乂 I 

が 直 じ 抑制し、 獎勵 し、 共潑 しなて 

ぜ留目 本人 社會 の® 目を 維持し. 巧っ 
ぶみ サ. み‘ っ ホ、， 寺が 現 あの 如く 同胞 

の 數が殖 へ、 香 人を がを 述 じて 痛が I 

i なる 影響を 蒙 白熱 也なる 硏究 を耍す 

る 巧 題の 生じれ 壤を じ、 日本人 社 貪 

はな 巧を 頭を じ ー ホを 進めなければ 

到底 現な の 紙 織では 不完 をの 識らを 


塞 上 VJ 典 じ 遺訓を 遵守し 巧は 憲政 有 

終の 美果を 化め、 かは 民族を 展 のぶ 

磯を 確立 せん 哉 〇 .{ 劍聽) 
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其 時々 

〇 ま 藤太郞 

峰 風し 白き 葉 裳の 波 どぅね る 

巧 馬逐ふ 野路 じ 黄ろ きお 

0 

朝 目 じ 寢覺め 嬉しき 山の 里 . 

眞夏 ながら も營 海いて 

. 〇 

ぅつ-^-^ 眠を 誘 ふ 木 下風 

詩 書を 忘れな 一な しき おじ 

〇 

溪ゅ 吹く 風雲を 脸ひ 牛を の 

なの 下る あたら 姫な をの 换 

〇 

枕 抱いて 消へ ゆ < 夢を 慕 ふ隨じ 

映る 化 上の ホ さき 篇眞 


ぶ 加州の 排日 事が じ關 して、 闹 地の 

日本人を が ニユ！ 3; クの 同胞 ど 牺 

提携して 運颤 しやぅ どしても、 目 本' 

協會じ 相談す る もの か、 曰 本 俱樂部 I 
ぶ ハ濟會 、.東洋 お 樂部巧 何れに 協議し 

て 好い のか 見當 がつかん 樣 なみ 第な 

ので ぁる、 H 本 A 會の 設立は 上 ホ 叙 

I 述 せる 如 < 吾藥大 じ 賛成で ぁるが 

更に 其 

A 設立 ホ じ 雑 持の 方法 じ 就て 卑見を 

陳述し 度 ど お ふ 〇前號 じ聽劍 君の 立 

論せられ わ 所は がち 現在の 共濟 をを j 

擴 張して 日本人 會 どず るか、. 或は 

日本人 會の 一詔と して お 濟會を 抱擁 

する か、 兎 も 巧 も 新しい 會 をして 間 

胞社會 を 統一し 其 化ての 出 巧 事を 取 

扱は せ やぅ どす る じだつ て 確じ當 

面の 理は 有る が、 吾輩は 別 じ 日本人 

會 なる ものを 履き、 共 濟會は 又從前 

I の 通 も猶立 させて わいで 其 間にを 楼 

I な關係 お付けさせ 度 ど 思 ふ、 又 祠時一 


東京 評 信 索を を 


を 蒙らね るに、 助 さ， 口擧 校試驗 

の 爲め寸 閑を 得 ざら しもの、 唯々 御 

I 寬容 をた ふの み じ 御座 候 0 

▲前便を 差し上げし 時は ホ だ 東を は 

漸<禪 天 じ 入らん どす る 時なら しが 

今は 早 やを の 化は 散 b 盡 しで 山 おず 

一の 白き も、 紫 陽 化め 紫 も、 東を あ 物 

の 一た る麵 巧の 黨蒲も 皆な ホ ご 相 成 

ダブ ャ獨ら 天下の 夏を 領 し、 隅 I 

'田 川の 水 化壤ば 巧る お 丹 ょら 闕き當 

古山 も 化 口は 巧る 十五 日よ 6 開山す j 

る營 じて、 曠の 日は 帷す 着た る A も 

I 行き、 巧には 金魚 資の聲 永く、 郊外 

じは 靑 旧の 風 i 化しき 眞夏ご お 成 申 候 


なて 根本的の 大 整理 ごな すじ をらず 


义 他の 圃 がで 始^ べき ものは が 自其節 巧し ねる 經冀も ホ 僅か じ 六 千万 

國保 をして 囊 し をら を 一， 4」 思圓 C 滿 たざる も、 而 ミを けの 

ろ赫 がず る ど 言言 罢人會 に义事 すら、 從巧幾 夕の巧 顆が其 ホ義網 I 

が給違 貴を ほ 命して 冗費を 支 おし 領® 一 f て 8」 乍ら をて 貸 巧す 

なければ ならん 樣 Li も 見へ るが、 之る を 得 ざら し 所 C して、 不満足な が 

な 共 濟¥ 事務 雪た なじ 質繁 らも 之を 斷行 4 たるは 愛じ曼 

會長並 じ 幹事は 名擧職 W し大低 Q 事 《る もの ど’、」 言は ざる 巧から ず 

務は共 濟會の あ給當 おを して 擔當せ ▲權を 衛巧賴 成立が 巧、 まだ 牢葦こ 

おねなら ば、 日す S は 別 C 壽 遇ぎ ざ 5 C 、 諸を 着さ 告實を 

I 所を 借 もる 必要 もな.^ 、又を 給 役員せられ、 ルノ しも 禱踐 する 所な きじは 

を 巧 かする じ もぶ ぶまい S 思 ふ、 若大 に-殺 じ對し 快戚を 輿へ 巧 候〇遠 

|しお巧得べ < んば典濟會のかあの繫慮なき地方官大ををの抓き、 ま那を| 

理を俟 つて、 稍乂規 攒じ擧 をを、' 萬 化を 巧迭 せしめ わる 如き 或は 東京 巧 

I 敎画体 巧 他を 一つ 巧 じ 抱擁し ねいのを めか 戚じ關 する 垂乂 事件 どして 證 I 

であるが、 現 巧の 狀 態に めて 之 お 或 論の 紛出 せんごし たる 電燦會 就のを 一 

は 實巧お ホない 議論 かも 知 打ぬ 〇 间 を' 一 嗎の下 じ 中止せ しめたる 如き 

要する じを 攀は 名目 上 一つの な ホ 人 何れも 柳 か 人氣取 策に 汲々 たる かの 

~を->;?る^のを設立して、 散漫歸證す感なきじ非ずど雖ら、 が典論を重ん 

る 所を 知らざる 同胞 社會を 親-する じて 實行 じき' なるおは、 流 巧 じ 藤 摩 

S 共 じ、 從 巧の 諸 働 体は 其儘獨 ぶせ 维 人の 特性を 發播 せる もの どして、 

てめ 置いて、 叠盲 曾す & 所に 向 ミ S お 衛ミ大 A 氣 、大儀ぶ 

て 相 提携して 進まし め やぅ. ど 言 ふの 態 じ 御座 睽〇 

である 0 A 併し 化. 人氣は 何時を 績< かは 疑既 

.死 おめ 白骨 或は モ をの 壊の 後 巧す るに 候 〇化程 木 越 陸軍 大哲 の辭 して 窗 

なきを 期せず 敬て 大方 識者の 敎 へを 嫩 幸を 巧 其 後を 襲 ふや、 巧< も 内® 

畏 つみ 第で ある。 " 動搖は 傅へ を 申 候、 陸璧巧 をを| 


|補< 往牟 の 觀餘王避黯殺當蘇 の 如き 

~ を 腺を 振 ひ 得る やを やは 疑闽 どせ ざ 

るを 得や猴 

▲加 之 現熙の 補題 じは お猎 ホの 暗礁 I 
有么候 D 御 お 知の 如 < 對ホ閱 題は 其 

後 還々 ごして 進まず、 過 曰開會 され 
たる 地方 長を 舍議 じがて 姐 本を 相は 

凿米 事件ち 不日 圓溝穩 がの 解 巧を 

吿 ぐる ものと 信ず 
ど演說 致し 候へ' 共、 圓滿穩 がの 辩决 

を 見る 事は 之れ るらん、 丽 かも 其 鱗 

巧は ホして 爵 民じ滿 足を 舆へ 得ざる 
もの ど 想像す るは 難から ず 侯 〇旣に 

國 民に 滞 足を 輿へ ざる 限な 之が 巧顆 

攻擊の 矢 どなる 亦 論ずる を も 無 之 候 
▲觅じ 築 二の 暗礁. は勒 支那 政 箫じ御 I 
准 候® 曲 座 巧 新た じを 使と してな 巧 I 

ん 、巧は が 集院前 巧と 異 もを 化 凱 じ 

I をなら ずして 却つ て 南方 人 虫に 廣係 

深 きょをして、 幾を か從 巧の 化 まを 

策を なめ 得べ けん も而 かも 根本 方舒 I 

を一變 する 能は ざる 可く、 之 ホ 世人 

の 視聽を 新 じする も 0 るら ご 雖で 
~ 問題 解决の 期は 决 して あかなら しむ 

るを 得ざる 巧く、 么ホ現 顆巧擊 の 矢 

ど 相 成る す < 候 0 

A 宜 夫れ 號 燕の 整理の かき 棄 大巧 題 
- 懸案 どし 横 はれる ゐ な、 教育 觀度 1 

のな あの 如き ホ 勸搖を かす 原因 ごな 
やど も 股ら じ、 さる じても を 日 迄の 
處 は、 夕 みども 人が を 新 じする を 得^ 

す、' 順風 じ 化を 擧 ぐるの お ぁる 權を 

'衛 巧閣 の、 何時を も 順風な らん 事を 

~ 祝らざる を 得ず 候 0 

▲大正 二 年度 のぞ 巧 豫奠は 昨 一因を 

0 て發 表され 候〇 邸ち 本年度 じがて 
も 巧 二 千 化な 巧圓を 節約し 得 わ 
I 第 じ 候 〇义敎 育 調 查會賃 も 昨 
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は、 表面上は 病氣 ごい ふじをれ で 
巧は 元 巧山縣 、桂 系統の 人 どして 前 
內閣じ 陸相 VJ なりし 人、 をれ 丈山縣 
系 ど 山本ぷ 、換言すれば 長が 系ご薩 
I 派との 板挟み ごならて 辭 巧した るら 
のじ 有 么候〇 ぶじ 說明 すれば 一一 俯 節 
I 劇 增設派 ど 非 增設派 どの 板狹み じな 
たる もの じ 候 〇今楠 網 巧 新たに 陸 
I 相 どなら たれば どて、 化 二 個 師圈臀 

設 派は 陸軍 部內じ 於て 優勢を もめ 居 

る ホけ、 其 根底の 甚だ おき 難き もの 

あれば、 必ずやを く 明年度 豫黨鑑 成 

1 期 じは 一 閒舊货 上ら ざえ を 得ざる 可 _ 

お 〇化時 じがて 摘徽 陸相が 果して 
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叙 おを 媛 裁 じ、 お 旧 文相を 副 緩 鶴に 

を 乂學當 事 者^を 敕黨員 及び 實 i 
等 二十 お 人 じして、 實じ狐 馬 的 珍妙 _ 
なる 配を にて、 一部 人 ± をして 噴飯 
致させ 候〇 要する じ敎育 調査 會も儀 
j 式 一が の ものね る じ 過ぎず、 之る る 
が爲 めじ 日本の 敎育上 じ 夕大の 利益 I 

I を 持 ホす かき 事は 飯 じて 無 之 候 0 
▲六月は 飛行 巧 どもす 申、 陸軍 飛 巧 I 
I 練習所の 卒業 飛 巧を 之较爲 め、 非常 一 

に 東を を おか 甘 申候〇 何れも 好成績 
じて 卒業を がを 得 換も総 貴 僅かに S 
j をのみ なら VJ は必 細き み 第 じ お〇日 I 

本の 飛 巧みは ホ だ*^ 前途遼遠 じ 御 

雷 候。 
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I : 巧 衆般め 暴風雨 

六 巧 ホ 八日が ホ 靑藐阱 おじを. 風雨 水 
密る もてみ 菊 線の 大巧 加驛晚 近の 線 I 

おじ 崩溃ゐ b 同が 貨物 列を じて 腺 蘇 
せし もめ も あら 旅客は 二十 余： > の 間 
I を 徒 ホし 居れち 义巧化 線の み 湊巧巧 
猩閒じ 浸水した る ケ巧も あら 一時は 
变逆垂 < 不通の 蜜 じて 靑森巧 じて は 
あみを はて 罹災を を 敷 既し療 船は 何 I 

れも潰 巧 じ 避 錠 せら 

义凤 地方 栽 城 川め 增 氷は ー ホ じ 巧び 

旧を が 叉 街 氷し して 壊 巧数ヶ 巧み 遺 

し 藤 巧が じ 於て は ffi 就の 冠水 数百 巧 

ホ じ 達し 街 蕃十歎 萬圓じ 上れら どを 

I 隹 島根 縣 ての 大 

火 

一 主 ハ 日 午前 一時 烏 お 縣穏殺 國西鄰 

巧 ネ语和 か 陰 新聞 支社よ を 巧みし 閒 1 
ミを ー ニを 病院 其 他 五十 九を 棟 数な 置 

卜垂燒 し 最時銳 火した るが 搜害約 十^ 

巧窗じ 巧び 人 舊じ巧 傷な かちし がぶ 

混 雜あ獻 すべから ず ホを 慘 濃を 極む 


しむる 豫を じて 成案を 得た る 上は 敎 j 

一 育 調査 曾 じ附雞 ずる 事 运 なるべし VJ 

♦ま 那の徵 を 制 案ち 那睡 軍部 にて 

は國民 皆を 制度を 實 おせん どし 旣じ 

菌務院 會議じ 提出せ も 該案の 骨ず は 

夕子 二十 四歲 よら 一二 年間は 一. 棒 単 役 i 

じ报 する 義務を をはし むる じなら ど 


び 謀 座の 適 裳なる 整理 じ 化り 少く < 會 計 法の なぶを 企てつ 一 
も】 ケが叛 縮し 私立 大學ど 間 稼たら 之 ど 願？ 會 計^も をす 改 化を 迦 

へらるべき 蟹なら どるへ るが 化な を 

は 要する じ窮 ，触なる 現行法の 懒 限ぶ 


あな お 時に 一を じ强 硬の 態度 じて ま 張せ ざるべし ~ を U 本が 祠鹽な ザを じ 彼 節を 兹 列せ I 




参な 稱ぉ發 が設摄 臨が 軍用 氣巧巧 

を會 じがて が 第 ホじ巖 ずる 彌巧 磯飛 I 

1^’はみ尙研究時化を脫 せ ざをぇ旣^ 

じ 風玄猩 をょ で 進 楼じ嚴 早 軍 巧 卜：缺 

V からざる 一を 器 どなら 媛れば を 

き辩 ホに がて は 歐が諸 窝の隆 举じ則 

巧 立ぜる 1 换を組 撥して 之を を 通 i 

を 旅 猫を の 鎌 下 じ 酷 農せ しむる 箸な 

ぶが あおを を- をを 員を W L て 

I 解を 巧が 兜せ る 瞎巧じ 於け る 無線 電 

115315^ 致 f を勸 まは おじを く硏兜 

をが も殘れ るは 獲. じ輕潔 まめみ ごな 

す 愚れば あ < 獨ぷ ザる 8 雷 信； 

i 暖め あ 織を 見る じ まるべし 去れば 巧 I 


♦大禮 使 官制々 を 巧る 一二 十日は 早 

も 明治天皇 御 一年な じあ 常す るを 
なて 當 も 宮中 及び 桃 山 御陵 じがて み 

九條 、中院 正副を をを 0 下を を官ぉ _ 

化、 激 かなる 御を 典を 巧 ひ 岡 時 じ ま 
部 磯 掌 典 部 じて は遭變 殿 じがて 御が 
靈 をを 巧 ひ 先が の神靈 を皇靈 殿に 舉 
祀 せらる i じが 桐の 間の 旗 殿は 白然一 

同日を 巧て 御閉鑛 どなら】 ヶ 年の 大 I 

喪は 化 あじ 滿 了を 吿げ 上は 兩 陛下 臺 

族 殿下を 始め 奉り 下は 當 おのが 餘ょ 

を圓を 官民の 雜 章を 撒し 平常 服 じ 

- 後す るなら、 此誠簡 巧の 滿 f ずるを I 

待 も 宮內省 じて は 巧 閣ど協 諮の 上 登 

おみ 第 置 傑の 親を じょむ 大敵 彼のぶ 

I 鄉 をを 巧し 乂藏使 総 栽、 副 総 戴、 事 I 

藤を、 馨記 を、 雪 記の 巧 命を 見る む 

まる V く化乂禮使官制は郎おをなヴ 
乂嘗を じ 願す る 事務を 般の要 巧を お I 
をず る もの じて 從 ホを 频 み 其 他の 基： 

蜜み を 制を せし 願 係 上宮巧 省 じて は 

楽 原 書記官 專ら 之れ が 起 革に 從 拳し 

數邊営 相、 河が が官ど 協議の 上 草案 一 

概 稿せば 之を 內觸じ 迴附し 首相を 始 i 

めを 大括 法制 厨を 等の 審 登を 求め 而 

して 乂巧 上旬 宮 巧よ &之 がを ボを錠 i 

るべ し 

行な 整理の お i 


緩和し 就中 現ぶ 名實相 添は ざを 藤 儀 

競爭兩 請を 契約 じ顆 する 親を のかき 

適 當の修 あ 按排ず る 輩を も 期す る じ 

化ら て綠 おは 證干 政费の 節約を も 期 

し 得べき 目的を 有し 是亦 來講 倉じ提 

案すべき 垂要 法案なら W 云 ふ 

♦起案 權 移る 陸海 軍大 おを 制な あ 

の 代償 ごしで な 巧 權單卷 軍を 厨 じが- 

て 管掌せ るが 時戰 時め 攝 お及び 動員^ 

就 霸のお 案 權を參 謀 本部 じ 移す 事と 

な も 陸軍と 效謀 本部 どの 糊に' がて 溢 

日 ホ 委眞を 設けて 炼 をの 事 巧 じ 就を 

攝杳 中な もしが 潑 々炼 をが 化し おじ 

內奏手 藏をも あらたれ ばみ 後 起案 權 一 

はを 然參謀 本部 じ 移らた るなら ど 

♦中 材嘉 壽巧奧 巧が 部 大捂を 越訴す 

東を麻布踪巧町宜働車輸 入業中が嘉^ 

壽 氏は 曾て 當哪じ .ならで H 义 週報 英 一 

文 欄 じ 執 拳し 居ら 數年蘭 スチュ ドべ 

力！ 自® 會 化々 代が 人 V 】 L て歸 j 
朝せ し乂 にて々 尙當地 じ 知 入 もがか 


S み說 あ^ . 

ホ 两國の 川開きが 年の 兩齒 川開き 

ば敦閱 中の 篇め 見を せた るが 本年は 

說關 明けの ホる 八の 第一 自曜 を卜し 

て 盛大なる 川開きを 舉巧 する の 計 叢 一 

ぁ も化掛 化み じは 特に < r 上 陛下 御踐 

おの 第一. 年を 奉視 する 惹ホ じて 最も 

華 かなる もの あび 飛 巧 磯飛 巧 船 等の 

を掛 花火を が媒 ぐる 當れら ど ■ 

•天長節 鄉延朔 

I 今上 天 基 陛下 御 生誕の 伟辰じ 相當卞 

る 巧る 八ち 化 一目 じは 單じ 宮中 賢 巧 一 

に がて 御儀巧を御擧行相成 の み じ 

化めさせらる-^事じ决をし豐巧殿の 

賜 裳 及 觀店ハ 式 等の 天長節 視 をは-^ 

巧 一二 十 I 目を 浸て 擧朽 

ずる 旨を ホされ た b 

參 中華 段國 益歡. 

觀ず 


しゎた る 返 破 公 レて 日本に 赴く 學を ； 

な b 本 主 願 g メキシコ 巧 出 壌を 灌潑 

由を 释 せら 〇攝 単は ホるべき 大統領 

逃 擧じ當 ち 最も あ 力なる お 補 おの) 

A W し 蓮 動 申なる が 假政麻 大統領 ゥ 

ユグタ 巧 ど 協證の 上逃樂 日は 巧る 
十月 蔣軍 歸留を 延期 さるべき 默契ぁ 
ど替ふ 

米國 じがけ る拂 U 莲動 ど墨國 じがを 

を排ホ 思潮 ど デ アズ豁 軍の 使節ぶ 間 I 

じ 何等かの 暗示を- ^ VJ 見し は 僻目 か 


9 ネ输乂 業 
，稅關 事務 取扱 

all も！ 


曰 本人 麟業 
願， 旋 所 

一ー ユミ 3 -- ク兩 111 六 
衔八颗 四 蕾 電霄フ ラ 
ィアン ト七お 〇 九 
ホ 巧が 玻之與 



膊替馨 旅 簾. 

武 ホ！ 八®^. イタ トリ*— 卜 

電話 二 〇 丸 おメ - v ッ . ； 

友 4 齿 i をを. Br ミ 巴 さ； 3 . Y . 


奉 嫁 館 


{ 


ぶ A ぶ/ 夕さ ジタ ♦■タミ f ssy - 


科 


能聲 1st 


参 日本人 メキシコに 殖民 せん タィ 

ムス 紙は 墨 國を留 目 本ん， の 巧 表着が 

词國な 腹 じ ホ 請して モン ロタ 州 巧 じ 

日 ネ髓民 地を 轉ん 事を 申出で たる や 

じ おか も地纔 きの 隣邦 じ 遠慮なく 營 

入して 資本を 放 下し 萃命拳 かじ 關し 

ての 填審 のみ じても 一億 五 千 方 巧を 

請求せ る さへ あるじ 少數の 日本人が 
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一' 巧 諸を め 御 便を を 謀ら 左記の おじ 
j 雜業 なお おぶ の 稱奉希 上 候 
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な-西 省か 江 附近 じて 紛搂ゐ らし 舉は 

ち さるが 第な をが 化 お 辯 證± 鈴ポ直 ちじ 前號 じて 较 道せ しがな 西、 福 建 j 


♦文藻を 員 會のお 版 


肇に替 &を霍 QS も 5 果廢を C & 蠢 .省 2 S 委員 貪 I 


犬す ベ 巧れ はを がを 宵 上の 貴 巧者 も 

巧 お' の 姑 U 父 通を 旅 蘭を のみ じを 

ずべき じあらず 更に 進ホ發 をを 巧す 

る 巧み；^ 驗監が 巧の 技術を 監 部な 

i を 澄が お 霞げ 券隊 のを 育 上齊一 

を 期す るに まるべし どを ふ 

•が 索を 限の 斌 縮を 化 巧 蘭の ホ莖 

校ょ を 乂擧に 至ん 學增年 吸は がら じ 

をき にちじ 種々 す 彼を をれ ざるを 挫 

て义 1 局に 於で も 現 巧 制度を 化 正 i 

せんとが 意 あら 目 々研ぶ ホなる 

が 乂 植の ホが ぶし.' では 現な 离带學 絞 

のん が說 がかが 臨ち じ變 あして 中 寧 

|^^|1!!15時巧を直じ 灌續せ し め 之 ど 同時 

じ 乂 學の义 學が觀 を も 巧 丹に なめ 

て 本 策 頸を ホ ケ年叛 縮 せんどず る じ 

をら 祇 5 て 乂 蘇が 巧 0 かきは 學 巧せ； 


の 殘務は 目下 導 巧 寧務局 じがて が 浦 

ホ 事 指導の 下に 整理 中なる が 蓉ぼ完 I 

敌じ 近づきつ； ぁる 佐々 木 信 網 博 ± 

1外 二を 絕篆の 萬 葉 集を 本 及びを 文學- 

I 主 等の 擔 巧せ る隹 言憲謠 の 二部は 岡 

會掉 尾の 事業く して 之を 出版し あ 他 

此 凡てが がる i じかした るを なて 她 

崎 博 ± の ラマ ヤナ 鳴が 抱 巧 巧の ドン 

ホ！ テ 等は 何れ かの 蕾が じ拂 T げ 

らる じ 至るべし 这 るふ 

♦滅稅 案 ど會許 謀.- 整理の 結 おに 墓^ 

剩餘 を觀か 源む ま途 如何は 當然大 一 

化 S 年度 豫算の 編成 じ 於て 表 はれ 巧 1 

るすく 就中 懸案 中の 營業稲 法な あ 案' 


ホ酿 巧を 化 狸 どし ぁ 支部 大 段み 田莖 

A ぶびが ま 曾 社 國をお 科 嘗贩寶 所な 
纔役大 橋 新 太郎雨 巧を 相 ま おもを を 

地方 裁が 娇じ をが 權發轩 停止ぶ じを 

丸： 白 圆の横 舊赔橫 を お說せ も、 中が I 

I 巧は 千 化な あ 年 佛乂ッ ゾナ！ 巧ょ 6 

其 若が 物儲义 r 單雜 を' 活 J 及び 英文 シ 

ング .グラィフを 日本た じ觀 霞す る權 I 

利を 譲らず け间年 之を P 譯を巧 せら 

然るに 被吿 义部大 をは 威を ち ブグナ 

あび 中が 巧の 詳 巧な < して 觀證し 

乂橘巧 ど 共同して 本を’ 六月 お日發 が一 

した b 想 ふじ 閒蕃 ぶを 巧 後が じか 千 

部は 發 I 貫せられ ねる ものな らん ど 見 ^ 

一 傲し 如上の 計算を 巧せ しもの なら ど 

ち ふ尙阅 書は を々 木 邦 並 じ 巧 施 知 足 

をに 依らを 煽 易 生活 公 題して 繊譯お 

版され 居れる が 中が 巧は 文が 大悟を 

手 巧 じ 化の 二人 じ對 しても 閒 樣の訟 

I 訴を おず べき 答な り ど 音 ふ 

•陸軍 第二み 整理 隆軍 省に ては 凸 I 


I 燦 巧の 一二 堪 はを 蛟 府じ對 して 搞ぷぶ 

覚 言し 湖南、 湖 化、 が 满 、がな、 巧 

徽 、な 厳 等の 諸 州 ホ 風を 臨んで 起 
形勢 益々 檢 栽なら、 南方 一圃 入必槪 I 

々どして 商工業は をく 化 経し 化 巧を 

く 化 方に 遁走し 其を 潘 及び 葡萄 ブ領 I 

馬 峰 じ 避難せ しもの ホ 歎 千を 下らぶ 
獨立 軍は 尋常】 様の 巧檐席 旗の 農民 
じ 非ず して 數隻 のを 艦を 有しを 器 場 
を ホを しからず 飛银紛 々或は i み 
後援 をら ど 云 ひ H 本 あ ± か送與 せら 
どなせ るら 日本 政 巧は 化 然嚴あ 中立 
を 確守せ るを を 言せ ^ 

淸彿滅 む 0 巧な 黃 等の 統 卒せる 南 ホ 

畜 革命 飯く をが のな 目甚し < 終 じず 

回© 騒擾を 喚起す るに まれら 
最近の 電報 じ 化れば 一 萬のを 命 軍は 

止海蹤 近を 藥ひ南 化 直 じ 勝敗を わ 結 

局姬立 軍の 退却を あたら ど 香 ふ 

.耍 する じを 大統領が 革命 健を を 掃蕩 

せんは 夕大 なる 兵員と ホ 常なる 眞年 


柬京評 信 一面ょ も 
る 萬國徵 學會へ 日本を 巧 おし 出席す 
る 事を 命 がられ 狼へ ば 歸途は 歐州じ 
一 立 海-^ 太 西洋 線 じょら るべき やじ 承 I 

j 终梗〇 尙ほ阔 博 ± はが お 口 本 帝 固 ^ 

± 院會貴 じな せられ 申 候 〇是れ 學者一 

どして は 嚴乂を 嚳じ有 么候〇 
A を 博 おおのが は义 しく 間 隅 じな 
居淚 が、 東京 商業 會議 所會頭 中野武 I 

營 巧は 化 程 山 本 農巧豁 大度 W 會 見し 
て、 入、 むの ホ 國じ巧 患を 巧せ ざるず I 

H お 品を 勸誘 ずる も 其 劾なければ 锁 I 

然 之を 中 化する 事 じ炼議 一巧した る 

由 じ候〇 日米 蘭 係の 赔巧 じは、 尙ほ 

光明を 認め 得ず、 暗雲の 硫 おしで 雨 j 

どなる か 風と なを か 少しも 測细 すべ 
からざる もの ゐ るは 遺 據モ巧 じ 御座 

饭〇化 事じ關 する 輿論 や學 をの 講じ 
就では がは お便じ 詳しく 巧 申 上 今風 

は 之れ じて 御を 被る ベ < 候'. 

(と. 巧 二 H 發】 


A か 巧 下旬 お發 A 十二ち 下旬 歸米 

閱 貴の 特銳 
旅 巧 券、 領事 維、 移民 厨 等の 讓 
ず纔は 化て 本銷 じて な 扱 ふ. 

参徵 ち猶豫 中の 加入者に して 本年 
徵を猶 豫の許 巧を 鶴た る 港は 差クか 
いぶく 歸ホ する 奉を 得：..' 
♦測體 じ' 巧して 家族を が脊せ 又は 
ホ. 班を H 本 じ 送ら 赌 けん どす る 人々 
の 霜 じ應ず 

— 非 翻 員 V 」 云へ 雖跑 体と 共 じ歸ホ 
I する をは 閒員閒 様の 取毅 ，を 亨< べし 

を. 化を 

•加入 お鬻お 又は 勘 体に 袭 ぜん 了遷 

i 務を をさん どす る 人々 は化礙 至. 忿本一 

人 自ら 本部 じ 巧 頸し 詳細の 要 牌に 侍 i 

き 相談 あむた し'- 
規則 聲其 化の 善 類は を 这 次第 送 量 I 

雜肯 巧莖ハ お二诗 一二 十 A 番 _ 

紐 脊新觀 化內ホ おを 林 當巧 j 


j 游お (を f 节云了 目な G 二を.} 

旧曜扫 '集會 ''ホ 若 八 時 か 脅 みれ-で' 

雲 薄綺嫩 誓 ぶ¥ を 互薛 {贈 邀簿 I 

薪.. 儀 食 朱 零 忌 A 時 贏 もで ， I 
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ニモ jk . ンダ タィ •卜 
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，報の 如く 第二 齒の 整理 じ 驚 手ず ベく 巧を 蓉 して 而も 成功 學〇 疑は 


しき も 


目て 調査 中なる が 其 程度は ホぶな る I 

も會計 監督 部 及び 衛戍 病院の 廢止等 

は略內 をし 不日を ま せらるべし 尙 

發師姑 避は 先年 ホの 懸案 じしで 巧に 

上 お獲 相の 辭賴巧 園 寺 內輯の 定解ど 

W あじ 例の 通わ 稅 なぶ 樂も其 一巧 ど I なり 义窟政 雜證迷 動の 導义 線》」 な も 


して 巧讓曾 じ提を さるべき 撰穗 なる 

が お 膊ぶ吏 じ 二次 整理の 要 巧 どして 


たる ものなる が 勿論 ホ伞 度の 豫算じ 

は 計上 せら るれ ど 陸軍 側 じて は 左 お 


の あるが 袁 政府 痛は 最新式の 精兵を 

ちしみ じ 這み 数千で 乘の 外資を 输乂 

せし 事 なれば 獨立 軍が 袁政 化を 感覆一 

せんが 如きは 到底 不巧 能の 奉な べし 
を衆齒 東が 艦隊は 目下 賴子 江を 遊ぶ 

しつ i あ も 

♦デ アズ胳 軍： n 本に 化 節す 增の如 

<ぉ 軍は 愈々 墨簡を 代表して 一昨々 


旅館 讓渡 

を 年經營 中のを 巧 旅館 譲ら 渡し 度 盤 

じが 御 希望の 方は 御 巧 諫被下 度 候 

な 宵 レキシントン 街ーム ハム ハと 

み 松 こ 


崖. げぉ 

战 M 自 午前 化 時を 鬧十こ 盾 
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ホ國 唯一、 一冗祖 、金看板の 邦を 
滑稽 雜 誌なら、 謗み 度き おは 
が 仙 おして 腹の 巧を 破れ' 

シ ャトグ 、ドン チキ. 社發行 

ザ 曾 おみす 

紐 巧 新報 社 巧-，， ホ 狸' 
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1:- 


み 0 水の 縣來 

巧 涯 

一を 人は ジンゴ； じあらず、 戰聲を 厭 I 

ひ、 磯爭 をが る i を 化 •がれ どな 巧 一 

じが ひ 如 砂 じを 邀 しわれば とて. 巧ろ 
べき ものは 漱 る、'- 義 鳴は 婦女子の 恐 

怖じ 頓眷 かず^ぶ 風は をる ベ < して 
を^ 恐 兼は ホる をに 巧る もの 化 。畳 

I 人は ホ！ マ！* 3 ! の 数 言を 信ずる 

おはず 2 おら ホが の 言の 甚だ 適切な 

るを 思は ずむ ば ホらざる 化、. を 裁 じ 

かへ だ 現今の おがょ ろ么れ をい へば 

岛 ホの 南 苗は 筵ら 相 おひて 突 雄す る 

潔满 単の 姑し、 一 去 熟れ かを 退し 

目. み谣 ず* 9 か、 ホ聲 謗る か 二若ぞ .一 

におです む ば 這 娘め がが 满 題は 别ど 

しても 歲 度の 街 突は 避 < ベから ざる 

が機教 私べ し 0 

帝 ホな 本は 麗辱じ 憤れた る 国 あ、 大 I 

埼め巧 寒 おが 冀 して 能く 忍び 鬼 <输 

巧* おか も 化 忍 辱は が々 遜 結を を齋^ 


へ ホ國の 態度 彼が かし、' 今後 歎 ザ 米^ 

i 國の 海軍 力は H 本の をれ じ 一二 倍し 越： 

上の 防備 变无備 しれる のがに 藻ら ぱ 
ホ國は 巧に 勒 して 如何なる 態度 じ 出 I 

づる や、 今日を 塔て 其 時を 檐を する 
应ず しも 知者を 俟 ねざる 化 〇噫戰 ホ 

は 避く. べし、 がか も 避け 得べ から ざ 
る じきら-ばか 何せむ、 吾等は を 日ユ 
!ト ピヤを 麥 みて 离 枕を 駄 するな く 
あき 將巧 じがて 斯の .抓き 忌むべき 日 

I め 必ずを 豫 期し 今よ なが.々 之れ じ備 I 

ふるの 要を るを 忘る 巧から ざる 化' 

而 して 是れ巧 謂 ジンゴ； じ るらず 
座 治不思 熟の 寶じ 他なら ざる 化 0 


じ 依れば 結爲國 務鄉武 雷を 巧の お 張を 遊說 せらる； 田 じて 途が 當甫 にも 

仲 戴を 見る じ まるべ ぐ 目下 非常に 緋立 宵ら る，， 善な り 


日 熱の 巧 盛なる じ驗 しを 衆國 を遙敎 I 

なる 卞涉は 或はす 慮の 結 梁を 巧さん 一 

知れず とな も、 武雷ま 巧は 昨 二十 
四を シカゴ 發歸 華せ 6 巧は を 訪の記 
I を じ 載して 巧 等 語る 巧な < が ホの 爵 I 

務堪は 巧 ホ おを 堪 どな 稱 すべし ピて 

哄笑 せら 

淸 國颖亂 別報を 大統領は 孫 逸 伽 1 

じ 許可せ る鐵道 數設め 化ての 特權を i 

I 鄉を せら 該鐵道 敷設は 孫が 义明的 計 

蠢か一 じして 民國を 盛の 中 幹線れ る 


••中 ホを 策の 失敗 武雷 をが 上院 外 

i をを 員に 提起せ し 中部 ァメブ ，々の 諸 j 

國 をを を圃 のが 簾の 下じ糧 くの 案は 

同を 員 等の 贊间 する 巧な もしが 中 ホ 

議國め 協同せ ざるよ らして 夾 敗せ 

I 武蕾安 巧の 政策は を 衆 國软府 をして 

申 ホ 諸 あがを 巧 護し 諸 攻がじ 代らて 

其 外を 並 じ 外資 輸入 等の 件を 狭 寧せ 


.忘 なれ 嚴愚绿 は】 暴の 侮蔑を 萌- 

ベ がれば 化、. 目靖 の戰爭 、日 の 犬 

资を 畢竟が 精 梁に 逆ぎ ざら し 带〇為 


てこ どる公^^郑らさ る へ 力ふす 何 しめ ん どするじぁらてを衆國の發展 ご、 オジー I 

の 侮蔑を 招致す 上 索 常 じ霸は あれで 馨 諸政 あは 6 巧 許す 皇穆 i 


にが 股を ずげ で竟 'く 潘ヴ をち たる 今 i 

H © かが 稱 贈が 其 償 どして 及 今 圃み 

がきが 黎を费 は ホを*' 化 奪を 若々 す^ 

れば此 を题巧 人が あして 筹 {我が 晏 I 

猶 を铸懲 ず々 ゃ满 なき 雜 はず* おぶ 

れを調 ミす る も 近き お 巧 じは 日本 曲 

還が にも 彌 もる 莱玻飼 題 ぁゎ、 太 ザ 

泮銳敕 藥熙題 をら、 S 本 じし V ホ ホ 
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trie specmeii どみ ’ お 地 尹が g.o がが 叫 扫 扩 ! が。 か a- single pr 曲 ! e. お 主む ten がか.，， 


mem をを な が a む iend’s family がが なか 
irom. the む ub& & けわ お ， and artistic 
ca ■ り y coo がな 钟 ed， had withstood the 
な 的が cr な i が sm of varUnis . me 促 貼 rs 


げが ruled the Samurais. But an- of the fami け かげ mg sev が al, some- 


Among the recent additU) 丘 s to the 
c が lec だ 〇扛が the 扯 etro^oUta 凸 站 u- 

seum of Art, there ミ s one that お quite 
i 凸 teres む凸 g to the Japanese, and thp 
lovers of the Japanese arts, 

A 狂 iron sword guard made by 
i Kan が ye Shodai was added to three 
I Kail ぉ ye tsuba wMch del 蜘 ed the 
j .fapanese who が ぉ ted the Museum, 
ixhe parHcuIar Tsubo whi 地 わ now 


1 1 added to the coUectio 打 is noteworthy 


〇祀 er reason for i 凸が なげ 如 ce of for- 
が 客 打 art lovers in tsuba was from, 
化 6 fact 組が ざ 00 过 tsuba could not 

be が ) t 泣 ま 打 e 过か .Tapa 打 . なわ aJmo が 

impossible for any oxie to obtai 凸 a 
good tsuba In Japan. 

And the 站 us 的 im 纯 ouM be con 
客 ratulate な 口 poa its good むれ u 凸 e to 
possess now three tsub が by Kaae か e 
the First a 丘な . one by を aiieiye tbe 
TM が . 

A writer i 打 Bulletin of the Mu- 
seum of Art pohu 自 Qut iMs おがな 3 
the reason foi* lack of opportu 打 ity 
for for が gners to see a 打な が udy tbe 
Japanese わ ii 杉み . 

"The for が这打 collector soon learns/’ 
he say も "in fact, when he がが わ 
Japanese む ie 凸 ds that the trayful of 
sword guards whic 丘 お が aced o 打 the 
议江 t わ efo でら him ev 6 打 gives an insight 
into th ぉ positioii and re せ ae 沿 exit of 
the family か iiich possessed them- 


が化 が ma 丘 y 爸 e 打 eration ん 

A むな m setUng なけた the meaning 
〇ぞ the sword がが お to the Japanese, 
the writer tens us l な the な l;o かお g 

words: 


1 ん 3 the recent collec だ 〇凸 shows c 丘 ，! This may seem to him in the be が n 

;drely different execution from those ミ ng soxnewliat p£ a paradox since he 

I of other Kan 別 ye's at the Museuni..|^rmost Amida Bu な u, lotus-bor 打 もが 

I And not that tlie present わ uba {だ told that sword guards -Were のらで 
； - : . 


“It わ が 想が !! t か appreciate the 
love for a beau だな！ sword guai * さ 
which was おれ by a Samurai of the 
old が hoo!. Its 妃 rm deUghted Mm, 


了 he 巧 ! -Uer of 郎 e’ article in the 
君 uU が m is modest eCqugh to.s み ; jr. が lat 


retains, also, 化を 巧が お 泣 te black scal^ 
at vaip 王 的 巧 po 虹な が t お e guard. 


s な 空 g が t 姐 g.tlmt ； H 冉 -33 • が OB€ Uine 

covered wuii lacquer. の ! が e scales. 


only In tiie auth が tic 巧 ' oiiss of tfce 
を rst .generatioBL. In its が扛洗 a ら 
t; 00 ，なお typical of the e が H 輯 t gener- 
注 tfioii- Its が cturbs 0 な i な な ce. a 
descent of ’.the' heavenly host, and 
0 な t も e reverse in fearful contrast , る 


化 わ iinpo が 化 le む r any o 技 さお under 、巧 e 狂 店， 可1妃 horns, tusks, が tebfork ， 


sta む过 th ち Jf 巧の むがを sword guar な / We 
h な rei か >1 巧れ - presTaiiie 化 お tbe 

が ! 'it な of the artide お あすこ も ash かが 
Curator が Ar 故 or , が the 
Museum.- で he writer の ay or may 
not be Ml*. Bash む が む eaii, but who- 
‘e"v 辛 r he i も h も has ' 巧 ' oiiderfui お ; nowl - 
を这 がが 妃 e Japanese sword guards 
a ご过 armor. And we- なむ 巧が sta ■むを 
热が it お by h わ enCearor tlisit 地 © 

Museum succeeded to 0 が a お tliis ex* 


a 狂 d れ s color, its 料 tme soothed Mm, が 齡打 t • 巧が i 巧 戸凸が Japanese Sword 


aoi 过 he touched Us がむ su がが e coa 
弓 tant け 注 口な が nt け . P 的 "bsip もけ s 

design suggested some deed of Jap- 

江 打が を chiv 注 iry which made this 
guar 过 a 技 tti な g setting for an historic 
blade. Na^turaUy, therejfor も Samurai, 

who repr 汾 eated’ a large 江且 d ミ凸 むじ、 
6 打 tia! cjiass, patronized the makers 
of tsuba, and from this geaeral- 
■patronage arose み nd flourished 
schools of art おな ， some of whose 
names pers わ te 马 for が atuH 株 ， some 
but for two or 忧 ree generations, 
each, がが むげ もから however* ， and が於 
か i が ! 巧 objee む which む ) rm in them- 
selves an attra が ive theme わ r study — • 
致 the 的 e no less &Hrac な ve, perhaps. 


hi 


Tlie Yokoiiama 

S[) が お Ba 化 L 扣. ； 

55 Wall St. New York 


Guard. 

ホ he 校 a 打 e けピ s で su を a w たお 包 わ 打び 巧 

exMb れ e な at the 如な seuni is iron 
guard, plain 狂 打な が m がら as most of 
t &6 good tsub が 毎 re. As to- the 
descr:l|>tio な of the tsuba, W 6 use the 
words of the w バ ter in the BuUe む！！： 
TWOO Japanese む me 

"This な uba ha な b が 狂 ascribed か 
K ： 瓦む ciye the Second, but tli ち writer 
beMeves tlmt, accord 化 をれ 址 e cri- 
tei’ia of Japanese experts, it should 
be assigned to K ： a 打 ieye Sh か 3 をし 玉!！ 
th ■わ attribution, one would lay な ress 
〇过 t 虹 e cbariic な r of Us' execution — ■ 化 s 
の u が! か れ eated margin, Us bold 
かけが ， and Us が eat げ 巧で iglit. な 
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す ミ’ 至 •暮ヴ るを！^ 易 壁で 共 

る 


ぶ IX な e みがな roil , お mnowiag human 
bones. It can safely be s おな that 
ill を present compos ミ tiem お one 々 f tbe 
most i 草 ■port なな t a4;tri わ ute 过 to 妃 e 
ear け Klaiieiye . 故 巧凸 i 丘 tlie ma れ er 
of size it is exceptional i：or ミ t meas- 
ur 泌 3 7-16 inch が in Iasi 純 t. 0 む 
tb.e face が tlie guard 化 がら are ao 
お化 than thirteen personages an な so 
strong け group(^ that Uie artist has 
お 化れ pi • 雌げ 右 o leave bare えなを をが か e 
opposHe りが t) side of the guard 
On tbe 过 esce 过が过 g cloud appears, 
foremost Amida 技 utsu, わ t 做 ホが 丘ら が 

じミ这 side 泛 essei bowi 。 這 ミロ pr 泣 yez •. 泣 丘 d ' 
区 wa 丘凸 on, who stooping h お taken 
m her ban お the fruit of むを lotu も 
み a な ミ s p で ese 凸 ting it to the world. 
で !! が e three figures are modeled in 
the mast が ， s best が がら si 攻 がち お 
わがな relief ， arcli が 巴： i 打 mod が ミ凸 ざ w れ h 
お tails 純 iifuUy suggested ，， 

て ncideiitaUy, we a をが * が ミ ate the 
.work が M じ Basbford 〇说 な！ 凸 如 レ 
lecfiing Japanese Armors a 凸な swox * お 
for the Museum. <• The M な ropolitaA 
站 us 約 nil お Art of New York has 祀 e 
best colie れ ion of 化ら . Japanese Ar- 
mour in the whole woi *! も 
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扇 雛 J 吾展 驚の 

龜貴 (ちが 棘 

A 辨目閱 題ち を 涉讓制 も 今や 紙た 也 I 
が 見へ た、 日米 爾國 のを 治 家は 邦 載 _ 
答の お 嫁を ば 左 も 大事 相 じ おを 篮じ 

化 舞 込んで 散 人の お詳を 避けて 居る 

'が 愈々 本山 御開 張の 曉じ圃 民は が 外 

御ネ績 めを 溶剝げ 易き じ 失望す るで 

みろぅ、 あ 巧の 世詳で 見る VJ 結 巧は 

ブスを ケ ミスら し.*^ 見へ るが、 萬.) 

之が 事 貸で ゐるど すれば ナ シヨ ナグ 

I ホ； ナ； だと か 或は 差が 鉤 待遇な ど 

I VJ 大げさ か談 網を 持 掛けね 意義は を 

辣柯處 じある のか 薩 藤ち 譯が 解ら な 1 

< な るので ある、 之と いふ も 舉黃は 

; 専致 あや 所謂 有力 家 ど 自稱 する 人々 

お 排日の が本據 因を 識別す る 寧を 誤' 

を、 地力 闕理や 偷理聞 題じ假 巧して 

一陪 を棚蠻 せんと 試み おおを ある 、 I 

感懷竊 趣を 麵 混で 解 释が& さ 試み だ 

結 祟で をる 八 若し 始めよ々 排日め 眞 

巖 をを 0 て 人 穂 聞 題 じあ^ ごし 巧て 

I ; 一刀 南 鱗み 大鐵 案を 下す かお もな < 

ばす 得耍 顔め を渉談 がに かめて 國力 

巧實巧 朔を俟 つと いふ ミに ずれば 如 

斯 醜態を 溃 する 事は 無つ たでを ろぅ 

一 A 乍 併 吾々 は 今に 於て なおしの がか 

み 愚 類を コボ々 必要は 霞 じない、 到 

る 巧 白 替乂稱 じ 嫌 はれ、 厭は るょ 吾 

j 民族 乃至 盛 細亞投 族は お 巧 如何なる 

I ホ 舒を投 て 彼 嘗白督 人 穂じ對 巧す， へ 

I きかを 研究す 巧き である、 邸ち 對ホ 

部 題よ な も 寧ろ 蜀 白閒禮 を硏究 す' 

であるので ゐる 

i ▲白 替入穗 は 今や 最高潮の 時運 じ 際 

して 居る、 領±ど いひ、 當 どい ひ 

學術 どい ひ あら ど あらゆる 現代 文化 

めを 物は 凡て 彼等の ち 有する 所でめ 

クて阔 じく 人熙 であぇ 巧の 有色 人拂 

は 一 も 二 もな < 彼等の 膝下 じ拜 跪し 

I て 唯 か 之を 0 憐れな 境遇 じなる ので 

一 ある 

I A 峻 殻なる 儉理道 德の批 一: じ訴 ふる 

ぶら ば 過 まじ 於け る 彼等 自乂の あを 

I み^じ 對す ぶが 樂は殆 で 化て' 白蕾强 

.歡 I 麟爲ど 巧 摩の 撰ぶ 巧は ない ので 

ザ 欲 等は 口を 撥め て 東洋人 のぞ 


道徳を 罵を 亞細疆 入撕巧 間 纏の 起る 

おじ 東洋人の 品徑が 下等で あるから 

な ざ j 勝手な 茜 堀を いふが 自 國の殖 

お 地 や本國 民の 實 情を 顧み わなら ば 
ぶ樣な 高言は 吐かれた 義理では ない 
ので ゐ ぇ、 夕併 彼等は 道 德の權 威を 

~强 ゆべき ものは 有を 乂婦じ 限る もの 
VJ し 浸 身 等は を 然逆德 の 除外例 じ 街 
かれな 高等 民嫉 でを る ど 信じで 歷る 
I から 欺る 傍若無人 0 振舞を 爲 すの セ 


イキ シ 


ゐ る、 裁 じ おぶ 乂等 0 拂 a 間 題じ關 

する 逛 ホの 言 勵は巧 かじ 彼等め 本性 半ね る じ拘ら ず、 其 人口は 立を の ！ 

~ ー ニ ’ > » k k'fr > 4 ‘ 1 Hr - ^ t— JJ -r . 


が 化 上 じ 投げ おされて、 ぅずく 長い 
I 影を 即す* ずん'^. 目 じ 見へ て 昇つ 
て 巧 <0 今は もぅ' 限らない 靑 空を 殿 

一な < 照して 居る 〇四邊 は 叙 閑 どして 

犬の 遠 巧 わが 二 聲盈聲 、家の 影が 縷 I 

: .短 < なつた 0 

我 銭を を じ 文に 載せ. て やる 

山 あか/、 ど 夕 くれじけ を 


日本人を 巧を f .r / 
W じ 必符て 居る^' う、 シ 

，.コ に 移 化が よ 

の® 積は 目 本に 比して 旧 倚 


惠 


I を恶靈 した もので 倫敦諸 新既の 黄禍 

.論 やフ ぶ ！ 力！々— ホぞ！ の 辨円的 

道！ 呂 'のが きは 其 尤も 著き をので ある 

A 勿論 背 輩は な. 人の 中 じ もを 巧 幾を 

み 哲人 傑 ホが 現 はれ、. 個' 人 どして 世 

幕 切 文 准 じ質献 し、 が 功業 偉 劇は 今 j 

が 人類 社 會を薰 肯しク j るる 事を 知 _ 

もぬ 若では ない、 ロハ 彼等が 闡家 どし 

で 巧 族と！ ぞ 到る 所の 巧を 人髓を 酷， 

遇した 巧 酷遇し つ i . ある 巧 衆は 勘 底 

其' 巧を 拭-て 巧 罪を 償 ふじは ぶらぬ の 

である 

A 白 お 人 禪が如 巧 熙梁跋 盾を 梅 わる 

おおは 彼等が 時 逃の 順 潮に 乘 じね 結 

おで あつて 吾等が 之じ對 して 何等の 

が ホて をす るぶ 嬰は ない-巧 香 等は 

現な のぶ 運なる 地位から 脫 却して 彼 

每む A じな つて 化る め 巧を 簾ず る 事 

が必 粟で をる、 實 力を 養 ひ お 力を 織 

-機 熟する め 後 縣れる 白旗を 亞細亟 

の 天地. 巧が にな 逐 する 覺 おがが 要で 

ある、 観を 琪 化に 於て 實 巧せられ ぬ 

I を も 巧 年の 後 之を 實巧 するめ 抱 貸を I 

巧て 徐クに ホを 進める 事が 吾等の 黃 

I 巧 促 命で ある 


I 等 諸が じ 於で 事 集を 營 むごして をれ 

じ 軍す る 虫 地の な 得のを 如何 どを ふ 
じ 官有 地 たるま 壑 地は 三 クタ ッア 

力ち 巧 か 一巧 餘) 四圓 乃至 六圆 の樓： 

: をに てを 易に 拂 下げを 受 くる 事が 街 

I 巧る、 鐵道 沿據の B 鶏 地で 牧草な ど 
1 の瞧 付の 揖 ホて 居る 出 地で も 一 がを 

一十 圓 から 四十 圓拉 なら 手に入る \ 
事が 難事では ない、' 废攘 どしての 巧 

分の 熟備 がるる 處 でも 一巧 ホ 先づ巧 

贈位の 相 鶏で るる、 南方 チヤ バスが 

の 如きむ あらては 過 年 複本 子爵が 事 

業を をし、 其殖 おどして 渡が した 备 
人々© 一部が 現じ 巧 續き居 化し 照が 


~ 位で々 る、 巧ち 一 牢モ哩 の 人口 お 度 j 

I は 僅 だ 二十 人 弱 じ 適ぎ ない、 をの 齒 

I 內 領主 じ 炼裕が ぞい W を ふ 事は おて 

岐を 推ず べきで をる、 而も 氣廣は 

滞 地域 じ 琴る 地点 じぁ 名 も 凌 敬を 捕 はれ . てち ミ而 して — 黨 

lUU 、 „ ’ .c 、 よ一じ 二 、，- ?. -k-r *_J 1 * 1ら ミ 


A 併し 近 ホの 新ら しい ホの 葵 ホは 其 

形 まじが て篱 をの 爲 山女 あ 等の 巧觀 

意見，/」 異 つて 居る 事、 猶 々の漱 巧 
藤が、 白 烏 諮 巧の か 物が 鐵 腐、 東海 I 

散を 等の 夫れ ど 栖礙れ て 思る 程 夫 ホ 

け 進 ホ もし 缓建 もして 居る 
乂拾化をが後半じ歐ホじおつた經濟^ 

一的ぎ命の波動は縷く日本じ及んで 
贤治 維新み 後を く 形を 巧へ ね 社會組 

j 織に 俾ふ 生が の 事 倚を 結み し、 叟じ 

化 巧の 因襲から 腺し やぅ どす る 一 郁 

のな お 的 おおが 附隧 して、 なじ 可変 

! らしい 婦女子の 口から 婦人を 解放せ 
ょ 一」 の要ホを聞^- じ ま つ ね の で る る 
左 親の 如 < 解釋 する VJ 、. H 本げ 婦人' 

I 閒 題は 絕對 的じ歐 ホの もの ど 差異な 
きもの 公なる のでは るるが、 吾 A 海 

が じぶつて 縷< から 雨 者の-行 働を 觀 
察する じ當 つて 其 間じ大 なる 徑 庭の 
おする 事を 認識せ しない 譯 じは 巧 か 
好、'' 

A 郁ち 第！ じ 目 本 0 ホ 權擴張 速歡じ 

は歷 あがない、 をの 識者が 熱 必じ注 


I 岸 本、 小. 橘 等の 諸 巧は 刻芭潑 摩み 結 

震 大に成 巧し 靈圓 人間に も夕大 のを 患す る じ まつた のは々 回が 始め ど 富 

< • ，、以二 こご f. ♦ 、一 r.k * * ‘ • た， 


} 魚， 

苗 



其 


時々 を 藤太郞 

其气巧 

- 山の端が 少 しづ-^ 明らんで ホた、 ラ 

シフ かポッ 点ずる、 牛乳 おりが 終 I 

つて か 小 厘の 大扉 がが ー ッど閒 さる 

やがて 山の 上 じ 光の ない 眞ん圓 

い 巧が おた、 姑る 閒じ 乎ん. 昇つ 

て 行 {、人は むう 英 しい VJ 賞す、 が 

I ホは み 第に おを ド變 ずる ど キタ.^; 

と獨 きおす、 風見 車 や、 斑の せ 阿き 棟 1 


ぎ 難い ごを ふ耗 度では ない、 巧が 遇 i 

翻 おの 移殖地 どして は實 じが 適の 主 

地が ど 思は る、 ロハ 巧を がは 囊じ化 米 

を衆國 ぶめ’ 辆じお 韵す乂 强ホけ 哉榮 I 

慟 者の 渡米を 谢限 しおる から 國乂ホ 

I 表 巧 ょら 渡来す る 事は お 巧ない ので 

一度 メキ' vn じ 渡り 同 國を縷 てを 衆 

I 國じ 入る 覆を 生じ 園を 上面 白 < ない 

ごい ふ 巧から 今日では メキシコへの 

渡が も 非常 じ 制限を がへ て 程る 様 じ 

聞：^ て 居る、 弊のを ずるが 己む を 得 
ない 巧では あるが 誠じ殘 をな 次第で 
ゐる尙 义墨國 巧 じがて はが a なぞの 

I 氣は 少しもな きのみ ならず 墨齒 人は 

日本人を をの 巧み 位に 必 得を だ 之を； 

骄迎 する 有樣で U 本人の 化 事を する 

地 ミし 专 巧して 擦て 遥 くべ からざる 

I 處でゐ る ミ 認めら る \ 、從 つて ホ國 I 

へ轉 入の 目的で なく 眞 面目 じ 墨國內 

で 事 黨を營 まん どす る ことが 明白で 

あれば 間國 への 渡が はお ホる であろ 

日本 A は 政府の 許可を 得で 岡國 

じドシ 入么 める も 0 どし、 さて 

同圖 巧で 日本人の 事業 經矮 ii 巧 適な 

る 地 ホは 巧處 であるか W をへ ば氛候 

の おから 苟へ 地味 A ょ^ 巧の もので 

をる 乃ち チヤ バ斗妍 ベラ クブ！ 州夕 

マグ バス 州 ソノ ラが シナ U ア贿 タヒ 

ブク獅 等で 其 巧 チヤ バス、 ソノ ラ、 

シナ ロア、 义びブ ビックの 諸が は 巧 

れも太 ホ洋の 沿岸 化で をる、 さてを一 


面で 新 ホが 人が ま づ比敎 的ろ 查じ清 

ホの お 巧る のは 敕畜 業であろぅ W . 思 

はる \ 、渡航な 歎を 間 化を をなる が 

樂じ化 事し、 風主氣 候に 惯 る.、 む 
I 從ひ 追々 普通 膜が じず を 下す どを％; 

順 じ やれば 先づ 誤ち かかる 巧し ど偉 

一 じ 得らる、、 尙同園 人は j 體じ 云へ 
ば 備惰の ホで 白みが 之 ど蘇爭 して 灾 

敗を なる なぞは 先づ ない 事 ご おて を 

しまへ な’ 


参 S 麵女權 論者 


聽 鄉 - 

百 本で も 昨今 新ら しいみ が大 をを 

が じな つて ー ホ じ靑踏 赴、 眞 新婦 入， 

I 會 等の ホす 自ち閱 題を 提供して 宮曲 'I 

の お 蘭を 試みる ど、 义 一方に 學を敦 

育 家の 簡に眞 面目 じ 化 問題を が 於ん 

解み し樣 どす る 傾が お 現ずる じ まつ 

た、 

A 本 巧 婦人の 人格を 認めょ w 言 ふ邮. 

びは、 な 本 じがて 初めても ザた もの 

ではなく、 送く 廿を 年の. 昔 ま 廣鐵膽 

の 浮城 物語 や、 ホが 靑萍 のみ 閒も姬 

j 巧を や、 東 お 散 おの 佳人のを 遇 時 巧 

邸ち 國會聞 設前じ 於て 景山 (今の 羅 

I 田 巧) 英ず ホを 等の 唔導 する 所でみ 

つねが、 化 運動は 當 時の 鹿 鳴 無の 舞 

I 踏 ご 共に 一 じ 泰西 文物の 摸 傑で ゐづ 

~ たのと、 又を もじ 時勢 ど 隔絶して 巧 

I た爲 じ、 巧 ざ 何等の 巧 響を 喚 あせず 

T ごし 消滅' して 化靡ク たの やを つた 、 j 


つても 差し 支へ ない、 同時に 嫌 人の 

側から 見ても 歐 ホの 女性の 樣な 準備 

が 出 ホて 居ない' 、殊に 最後の 要件 じ 
まつでは 單じ敎 育の 普ぶ， ごわ、， 生な 

I が 態の 變遷 等の 如き 外部 0 刺擊 のみ 
では 如が どもす V から ざを、 が 班 的 

I 叉 生理的の 約 来が ぜ 化して 愚る 奉を 

I 科學 者は 推む 事が お 巧ないで ぁろぅ 

况や敎 育のを 及 ど 言 ひ ホ 巧狀態 W 言 

ひ、 义巧 モじ掛 する 能力の 比較と 旨 

か、 到 あ歐米 婦人 ど 同 H じ静 ずる 莲 

-を 得べき でない、 . 

A 従つ て 第二に 巧 俯の 對照も 相違し 
て 居る、 西洋の 運勸 じは 長年 巧の 歷 
あが ぁる ホ じ、 敎脊 じがても 職業に 
がても を 程の 白 由を 得て 居る、 特に 
敎 脊じ關 しては 殆 でが 子 ど 同等 ど 稱 
しても Li ので ぁる、 义日 なのを 活 
じがても 世の 風習は 法摔 上、' 又 道德- 

上殆ご 巧す VJ 岡 等の 自由を 輿へ て 巧 

職 紫の 閒題じ まりて ホ然ら 、盤 

I 等が 軍人 じ 成り 縛ず、 ス 々ィス クン j 

の 親を 藤み の 仲間 じ 這 入れな I 

いのは、 彼等が 女を でを る ど 言 ふを 
鋪 上の 約 巧の 然 らしむ る 所で ぁつて 
無理に お 防 夫 じなら 度い どま 張す る 
I 女 + もない、 畢覚 經を學 上め 動的の 

法則は 社を 學 上め 實擬 じらが はれて 

欺 ホ女權 論を の 蓮 動は 今や 偏 じ參政 

權 獲得の ホ 面 じ おクて 巧る、 ’ 

A 口木の 新ら しい ホの 要 ホは 參妓權 


I 固繫 から 脫 がしたい、 粧宵狀 遮か變 I 

遷じ 傅は ざる 男 辱み 取め が 線 的 風を 

から 解放して 欲しい、 邸ち 婦 A の 人 

格を 懸識 せょ ど 言 ふじな つて、 換言！ 

すれば 索 西 婦人の 良綠 せる 巧を 婴农 

てて 恩る じ 逸ぎ ない、 雨して をは 彼 

I 等の 現が から 考 へても 當然與 .へ. をれ 
べきが ま當 でみ ろう、 道德上 じがけ 
る ホ 子 巧 婚の宫 もや、 法雜上 離婚の 
寐 が 邵も 妻女の. 蘇 逆は おに 離雖 めぶ 

I 巧 どな も か、 亭 まの 方は を 通の 相ず 

お 他人の 妻で るる 專 、並に 本 夫の 訴 
露に 依つ て處刑 せらる！ じ 非 ずん ば 
^ 離婚み 爲因 6 なち ざる 如きは 其 一例 

である、 

A 飲に 歷史 じがで 一 n の 技 ホり、 义 
其 要 あが 參な權 じを るが なじ、 歐ホ 
1 の々 權諭濟 め 運動は 甚だ 訓 嫌せられ 
たもみ でぁつ て、. 一面 盧搂じ 該權を 
獲得を ま 張ず をと 典に、. 他ガに 於て； 

極々 の 赴會的 事業 じを ひを 共の 爲じ 

盡 痒して 居る、 如斯 して 彼等は 間接 

じ締 ホモの 實 力を 天下に 巧し つ！' を 

るので るる、 人 稍 も すれば 英圃 のみ 

權 黛の 横 錫ぶ 指摘す をが、. 是は バン 
スト 女 お 等に 化つ て統ホ 甘ら る 
急激 派の 藥 のみで、 吳勵 ： i 於て す 
ら比俊 的'- ツ-歡 なの. でる るからん' を 殿 I 

ホの 女 避機聽 運動の 上から 見たら 所 1 

i を 化 牛の 一を が」 言な て 巧し かろう、 

偶 其 騷觀の 大架裘 じして 人. の 注 怠を 
惹 きお ム 易い 丈め 事で をる、 

么 H 本の 新ら しい 女 じは 巧俾 もな け 
たげ 紐 織 もない、 而 してが 肖 的が 唯 

i 漠然 どして な 巧の 巧 薬から 脫出 しや 
うどす るので るるが おじ、 勢 ひなな 
的 ごな-^、 废縱じ 嫌れ で 締德を 巧す 

巧な 亂偷な 一" 篇を敢 てす る じ まるの 
である、 靑踏 社の ず 岡 脚す 派め 速 中 

なを 然吉 巧に 女郎 題 じあ 掛けたり、 
節酒 馬を 飮み 遇つ たら t 1 人の 女が 
数人の 巧 W 願 儒を 付けて 荒 巧な 色' を 
ら ざる 方な し、 じを ふでは ないか、 驻 百 

人は 化な じ 於て 遷惧 巧く 化は ダる も 
のでを る、 化を 就货 文物の 過浓 時化 
じ當 つて 多少す 健を なお 想の 巧は る 
> 一は 誠に 己む を 得ざる が 第ながら、 
病が 思潮の 懲勸茲 じ まつてば 、終に 
I 許を すべから ぎる ものである、- 畳 人 
はみ 女子 參 政權调 避の 可 巧を 論ずる 
の ザない、 如搁墙 しくな つた a 本 
め 新ら しい 女の 行動を"' 歐 えの ホ體 
謡 君 ど比轉 して、 化の 强 者が， 社會風 
~ 敎の爲 じ縣义 H あぶ 明の 爲 に、 充 が一 
るな 亩でち 拂ひ熱 粒なる 硏ホ 九を 燕夕 
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護敏 


j 參有概 川 宮露去 善 

i お 巧 六 H 午前 十が 御遽 去の 御 拳は 當 — 

腺 巧 堪の憾 報道す る巧ゐ b しが 今巌 でぁる 之れ を 見ても か 巧 じ 殿下が 進 國が游 ホ 策 上 一時 日本を 利用す る じ 

近着め 故 國新銷 じよち て 其 後の 次第な の御氣 なじ 霞ませられ たかを 拜察 適ぎ ず どめ 口實 をな て內 々米 國攻が 

，严 られ^'^' じ禪ら 患 古の 籌を 防. 善し 居れら. 

まる二子易鬟天 ♦ 米國お新を。賠償 ：ホ留政箭よら 

一 ^ 卜周 寡は fs 御陵 C がて？ をた S 葬盡法 C 顆 する 第 

甘ら たる 由 じて ぶの 夕 画々 答は 夏の ま 張をを々 否 諮し 

ち 仰 付けら ら 煩 1 つ辭 かは 巧妙を 極め 居れで 其 

I ド こ - &下 t 賽霸憲 マを は 傑 約た 養」 居ら ば ホ 震ぶ 

閑 警酱下 は ロネ じ 掛し祐 當の锻 害 赂償. の 貴 

量 塞 陛下 裹 見— 殿下 f し ミ 豪 も ^一お て. 口 

♦蜜 凰 特使 ど 政が 墨國 政府よ^ 特の闽 答は 條お違 だの 点じ 就て S 米 巧 

が どして デ ァスお 軍 遊から ず 渡 目の しが 州 虫 地 法が 條約 違反なら どお椎 

報を れゲ」 政府 じて は 米 政府を 揮 るれ ザるならば おして 違反なる か 否かを 

め 却つ て 其を 遇じ當 惑ず ベ < 段 間 じ 日本 自ら 訴 認を提 巧して 裁 巧 じよら 

I がても 到底 豫期 通ろ の 藏迎を おる 能 之を みせよ、 くの 意が を 提言し 巧 
はざる べし • . . .た 




養 


ミ舊 

.を ー ミ-一 


野 


j を 巧 巧路記 すれば 左の 如し 
! ▲额逍 鞭御歸 邸を 殿下の 御 遺 驚は 

ぶ 巧 十 H 午前 五 時 舞子 御 別邸 御 お 巧 

; I 闲口 午後 お 時 四十を 新 摄驛じ 御 到着 

'文が 巧を 及 庶民は おしく 柯驛じ 御 奉 

迎ホ 主げ、 靈柩は 間八が 御 本邸 じ 入 
ら せられ わるが 天皇 臺お兩 觸下御 

化 並 じ御觉 篤の 駭遙 々御 西 下 桐 成- 〇 

たる 太が 殿下が 殿 T が 他は 御先 幕の 
上额 単を せじ 御お迎 遊ばされ ホよ 

靈柩 は大奧 御座所 正面 一段 喬き巧 じ 

る 饋し舉 ら化見 営 殿中を 始めを 皇族 

夕臣親 巧宫 、别當 巧 下家 職 侍女 等の 

禮拜 あらね- ^'ご 

A 藩 去を お當 殿下 幾 去のを 表は 十 

I 聪 官都號 外を 巧て を 巧され 同時に 十 

H よら 廢朝 一二け 間、 お 日 閒の當 中 

、闕 薄、 を 典 停止 等の 嫩 なをを 巧 

一され たら 

1 ◄御 葬儀が 巧 命 係長 じば 子爵が 辕 

I 義撰巧 巧 命 をれ 係ち じは 巧閣 蕃記官 

I 疫山么 巧 一み 巧 凶 下 十 名の 巧 命 をら 

一 I ホ ニ： •唯を 栖 御 拳''-' 

去. 軍 絕の鄉 生を 殿下が 海軍に 籍を 

を かるょ じ 至つな のは か論颗 命じ 依 

b のでは あるが 時の が軍蜘 川が 純義 

飞も 殿下に おって r 巧 図は 晒 おおを 

! 繞ら す. 嚼國 である じ揭 はら ホ 海軍が 

I 甚だ 幼稚で る もまず から 恐れを い 拳 I 

I ではる をます が輕 {基 留の爲 め 御 恐 

び 遊ばせ」 ど 御 翻め 中し 上け で 遂に 

が圈 軍艦に 御乘谢 みの 事 じみを され 

が 度其將 お画萊 洋艦豫 のが 避 ァィ 

ン デ； ク纔が 齒館じ 居 わので 英國ぶ 

化の ホを 經て英 本 闻に瞒 ひを せね お 

あ驚關 艦御乘 組みの 事这相 あったが 

諭 そめ 墳 は外鹽 人に 對 ずる 枯本 次の 

蔵 贈がず 封の 如 < で なかつ だ爲 め ， |ng 

黃の 御身を 唯 御 1 人外 爵 船に 御 乗せ 一 

ホす 空 K ふ 事 じ 就て を ホの 異議 も あ 

つたが 殿下 親し < 雄んで 鄕 を 淺 y 柏 

戒 っねめ で 遂に 其 事に 擁 虚し 徽 下は 

英 檀無ク レブ シス 織に 御 乘觀纔 潰 か 

ら涵絕 にた 出に なつて 愈々 アィ 巧ン 

デ ^ 夕じ御 乗艦 > み 煎 候補を ご 云 ふ 

御 資格で 煤經の ホで 水夫 同樣御 働き 

I になつ て 居る めを 巧み 長官 中縣ク 1 1 

ホぶ が 見て 「媒 煙の 中む 名 玉が ある 」 I 

どちつな 事 おおあな 請で あるが 遂膽 

マスト 登 もど 君 ふ 様な 化 事は か論少 

お換 補を の 磯藤で ないじ おはら 中 殺 

I 下 じは是 れも御 研究 留爲 ピゐ つて 少 j 
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I 掛 たるが 伯は 化關 にがむ て 碟く业 次發 觅ぜ をる、 もな て 神に 段 權带據 

I 任務を を ふしたら 日驚戰 役の 巧勞 を I 度、 言み 務巧 をぶ ヴ總 狩が が 率處お 


I 大— 歸觀者 じ吿ぐ 

^ ▲本國 は あ々 巧る 化 巧 一二 十 H 鹽 

: ，一員 ミ 黛す る轉測 泰^ 

- じょら 出發 する 事 じかす 一 的-一 

I ▲本 齒じ郝 入せ ざる 人 ど 雖も 閱驟 

員 W 共じ歸 朝す る 事を 售 

1 ▲本闡 じが 入す る 人は 長を の 旅—。 

. ー ィ中 他の 乘をど 荷単很 かする 

:孽巧 < 自由 じ 且つ 渝 おじ 旋-- 

をが つ 事を 循 

A 鹽員じ ホざる 人 も 本 圃ど词 巧 

せ ば 船中 其 化 じ 於て 猫賃 祝樣 

の 堇を 甲べ け ぉ 

A 慕樂 人員 じ闕黎 ぁらま 

审茲を 要す 

A 綠鄉 詳細の 事項は 直接 本部へ 

難會 るを たし 

A 毋國 訪琐顯 本部 ► 

iiKiA 
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•支那 學生歸 画 ま 那內巧 南 化戦爭 

矿 物め 日本 じ 留學し 居た る攀 をは 績^ 

々运 して 歸 凰み 途に觀 けを 


•機 八蠢 衰弱 

お 山 じ 於て 逆 H 來 危篤の. 姐が じ •沿 

おる 蛙を は 其 後 益々 寒 弱を ホし 到底 I 


_ •日本 塞玩議 

日本は を 0 ホ 國な府 の 回 咎じ勒 し 反 

駭の餘 地を お 巧 L たれば をく 第 己が： 

議を 巧す 巧し 


t H 本 政 濟巧認 支那 巧 化戰爭 じつ 

いて 日本 陸海 軍人は 窃かに 巧 軍を 援： 

けつ i をら ごの 風 說ま那 方面ょ ら洩 

れ 巧ら たるが 之 じ 教し一 壬 音 日本 

な麻 は 巧認且 つ 辯巧を爲し て 曰 < 日 

本は 支那の 緩 鋭 じ 街し を然 中ぶ の 態 I 

度を あら 乎 かを 热遵サ b ど 


どして はか 論巧國 じを りて 寂 接其衝 

當 らし 人々 を 推すべき ならん もな 

尿 宮を侧 じがて は 伯を 巧て 第一' の 巧 

I 勞蓄 ごして 認 むべき ならん 而 して か 

0 口英 同盟 締結の 巧 綾に 至っては 楷 
で 甚大な 白 云 ふ 迄ら なくぶ 典 同盟は 
を 前の 大事 業 じして 间 盤の 巧 國じ與 

へたる 利を は歡 からず 雨して 化 大事， 

I 業は 加 藤 男 じょら て 準備を 爲 された 

る もの なれ ども 實駭じ 於' て， 

▲同盟を 成立せ しめ わるものは 挪 

ち 林が じかなら ず 其 後 化は おじ 化祠 

盟を修 ぶ 增 補して 益々 同盟の 威力な j 

効 巧を 大なら L めたり をを 要するに 

がの 政治 界じ がける 功績は 頗る 大に 

して 長く 涼るべからざる なら 尙 かの 

頗るを 際に 巧 じして 乂 VJ 應對 して 常 

じ務 話を 絕 たず 特に 其記膽 力の 强言 

は 驚 < V ご. 程 じして 义 しきな 前の 事 

辆じ 就ても 敏 細の 点じ まるを 一.々 一誠 

腺して をを 話柄 じ 上す を おどせ.^ 


♦新 渡夕巧 ± 敏敷繁 一 4學 校 じ 

を どして 久し < 教育 ホ じ 貫 锁 したる 

巧勞 じょち 今 固ぶ の 如く 叙識 の御沙 

な あ も 

從 四な 識四等 農を、 を擧巧 ± . 

新 渡 夕稻造 i 

一叙識 一一 一等 授化目 中 お 章 


♦隆 軍の ぶ 中 お擊碰 陸軍が 空 磯が 

擊碰は 目下 大が極 店 ハ H 廠じ 於で 試 製 I 

中なる が 媛 成の 上が 庶じ試 驗お裝 を 

巧 ひて 不備の おを 修正し 完 戌の 上は 

第 巧 師劇巧 施を をして 縷庭野 じ 於て 

が 験が 輩を なさ しむべし ど- 


♦な 袜蕉を vt 牧野 外 か 去 巧 十日 M 

まし わるが が じ 顆し牧 巧が 相の 語... 

たる お 話中の 一節 じ 曰 く 

▲日 淸載爭 の當時 じゐら ては か 稼 


襄め見这みな矣寥 1が特じ普管 して大^^如们！をい5^ 


I 憲阀 患會巧 部は 瑚藏を 颤藏を まね 雇 

る 擴樣な も 


参 幽 座を お 筵 化. 支那 緩 亂益瞭 露 じ 

了て 今後の が 勢を 易 < 豫 想し 難 < 事 

I 態 益々 急を 吿げ 巧れ るに よもを じぶ 

I 命 あらし 支那を 彼曲瘦 圓巧挪 をは 本 

目 忿遽避 化の 絶む 嫌： げを 


蠻メネ シコと 目 

本 

メキシコめ お 日 態度に 就.！！ 賴のお I 


に熙 する々 面 じ 逊し大 じ 蚕す 巧 ぁ 

て戰 ある やな 巧を 俊 ミして あ 巧し 画 

難なる 戰 役を の 事務を 巧じ處 巧し わ 

おが 療 巧を ごして は 傑約改 ぶじ 就 

でも 巧勞歡 からず 目 蒙 戰爭當 時 じを 

ては 癸 固 乂 使と して 渝敦 じる りし 

が 當時偷 敎は巧 國ど歐 が 大陸 どの 通 

I 信の 中 & 节る觀 ゐら歐 脚 大陸 じ掛す 


♦鐵 道が おど 內 地な 鐵道院 め外國 

購入 晶は谣 が、 跨 線 擦、 軌條 及び 晩 

屬 席、 機關 革， 電氣用 席、 機械 類 等 

頗るを くな を 裳 ま 辯の もの i み じて 

一每年 約} 千万 圓じ 達する おなりし 
が 巧み 總 裁の § ど 共 じ 工業 獎 
I 勵の 意张じ 於て 外國 注文の ず おわを 
I 巧は しめたる ご 建設な 良蔡の 繰む 延 

べ决 ませる 結 あど じょ -H4 年度 0 み 

I 固 注文品は 建設な. 技 雨费ま 辯を をす 

るら 僅か じぶ ぜ方圓 じ 巧わざる ベを 
見込みなら ど玄 ふが 同時 じ農廊 が お 

所 屬製鐵 巧 じ 供給が じがを 涉 のお变 

生じ 巡 日 其 磯議巧 はれたら ご 


一を 招集し 緣 溝の 結果 臨時が® 早辕化 

を 等 巧して 昭殺 隊が禪 のが 普じ從 ホ 
せしめな て蠻 察の 义 だざる 處を 伽は 
しむる 事 じかを せ^ 右は 組織を 識を 
をが をに 通吿 して 施 巧せ しむる 第な 
ど 云 ふ 
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が 蕴壽氏 巧び 媒畿古 餘木當 古 擲氏ぉ 

庸 しが 贿 叛を披 きて 懇談の 姑躁 ぶの 

條 仲を なでが 僻す る 窜じ决 をせ 

、文部 巧は 旣に踞 がせる 狐 數を限 

.巧 どして 巧 後 微行る 停止ず る お 
二、 訴敦載 用は 被吿じ 於て 一 かな 擔 

する 事 

ニー、 旗吿 は訴狀 をな 了ぐ る带 


0本人職業^ 
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一巧 諸 巧の 御巧宜 を 謀らを 萌の篡 じ 
廃業 化 お 引 立の お 奉を 上 お 

中お條 香. 議白 


♦ r 單 鈍生淸 J 事俾 和解 シン ブグさ 
フ欄驛權錢審舉俾は乂橋就太が巧- 

め骑旋じょ-^お《リ本お樂部じ於て — „ — 

お 被の 富を 催し 馨 伽ょ-お 叟 日本人 藏業 樹旋奶 

楠 及び 义橋新 太郞ぶ 掘を 侧 よらは 中 : ‘ 一 


銜—が 與巧溝 吾 f 

る嗦 W •一 08 t ■苗 •， Cr る" 

わ ミ鲁 lu 3 b 養 & 岩な 宮 atta ’ Ave . 
j ，； Tef 结 ver 肚 de 證裘 


> $ 卜 ，く -fi 白-一' 产〇 • t *、 ■'一* 一 > 

■ミ/* ■さす*〜 ち さぞ ク J か； 

A I 


_ ♦义態 協 會解徽 文藻 絲會は 八り 年 

I 後 j ; 恃 ょら 大久が 塔 j が お 坪 巧憐ホ 

邸に 幹杂 をを、 . 巩段 な * 見 軒に. 嘛潍 

貧 會を關 きが 隸の招 梁 覆々 お 偽を は 

解散 ど 决ぶ しわ’ り 其 理由は 曾 搭蔚巧 
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' i ♦英國 のを 潘大 傅を 加拒絕 .英留 を； 

既 はま 云 十日' 米國 大使 ぺ； ジ氏を 通； 

I じ岡國 は象灌 大巧 じ蠢 加せ ざるべき 

1 を通吿 しね^、 同な が 今 圃の措 度は 

じを 馬 運が 通航 稅閒題 じ 願す る ホ國一 

政府 おじ 議 脅の 蔡 懐なる 行 爲じ憤 ほ 

1 る 所を らし 結 あな*? が 流 おじ 實力あ 

I る 大國の 態度ち 友 ふべ し 
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を墨齒 民の 親日 傾 お-ホ 國モ 渉の 增 

j 离 き々 自墨國 巧 じは 俄 わじ 哉 目の が 

I おを 帶ひ ホ-^ 邑 報の 姐 <過：2 新 巧を 

一 彼ぶ 逮峯 一郎 巧 着 巧 0 隙は 巧 民が 喜 

して 巧を 歡迎 したる 曲なる が 加贿じ 

替 して 间胞發 鹿の 望 かなき 今日 化 期^ 

j 脅を 利 巧して ま 民族の 墨國お 住を 獎 1 

麵 する も 1 簾な らん 
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す 地ょ^の 霜 報は ま郝 にち 度の 革命 j 

載 勃を したら と 報じ、 湖南 當の獨 立 

上 縛' のを 烫等 倫敦 新聞の 通信 貴 等は 

々闽の 勸激は 到 邁叛時 H の 蹈じ鎭 を 

.ず まじ ど 薇 じたる が 去 巧 邢一日 の 化 

京巧電 じょれば を あ亂の 派遣 しれる 

陸海 軍は 戰 はずして 先づ 勝を 鄉 しお 1 

景の獨 をは 取消し どなら 南 派は お 逸 一 

I 化 巧爲に 特典 漱 をの. 哀訴を 爲 すじ ま 

よ おじ 致け る 武庫の ホ 圍攻擊 の 姑 一 

き . A お國 j 滤め鄉 贼戰じ 遊ぎ ざ 斗 巳 

を \ 姐 じ 3 一 猿智 墓の 袁お规 ど骨教 
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血が 舜玉地 案の 劾 あ 姑 巧 新 十； 地を I 

蠢 ホる 廿 H 主な を 効の 法潍这 なる 隻 

I なる が、 ニユ！ ョ 1 クへ タグ ド 樓面一 

一都 通信に 化れば 厨 地の H 本人は 便を； 

I 策を 講じ 顧を々 をして 無 巧 じ 期せし 

I めん 計！！ なら ど 言 へら、 郞も 同胞 巧 

帝の 地所を 抱な じ 提出して ' 一 株或會 

社を 組織し 會 魅のを 吕の 下に 農耕に 

倦 事し、 従前の 主 地所を まは 巧提お 

せし 地 藤め を 寡 じ. ょもて 適宜が 數を 

をを する 方法 じしで 株 まの 巧む 等の 

II 藤を 煤は 相績 A の 手に入る ものなる 

もな な、. が 州のを みは 巧を 會尬 の祷 

社 巧 限を 五十 ヶ 年ど規 をし 居れる が 

i 満期： 後 再び 結な すらの 特權を 有し 居 I 

j れ ば、 おしか 計壽 じし'. て おはれ 得べ 

くん ば、 n 本人は 巧を 樵な きも 事實 

じ 於て 上 地を 所有し 得べ し、 暫< 記 

亡て 後報を 待つ 
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I する じ まらた る 同地 同胞 巧樂 家のを j 
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患を 强ふ する もの ゐな寄 人は 滿 おの 

同 精を 捧げて 遙じ其 成 巧を 新る 
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日本人 腐 業 會議巧 設立 されん 桑 I 

锥巧留 口 本 乂輸お 入 業者の 間に 間 業 i 

曾議巧 設立の 計 壽ゐら 目下 其 組織 じ I 

I 就て 訝 かか 中なる が 如し、 在 巧の ロネ I 

入會其 組を 等が％ じ 如上の 機 熙を要 j 


♦ホ廣 博 十一 到着 

巧 醫の園 膝 法學者 VJ して 名 离<煉 じ 

排日 閑 題の 勃發 0 ホ 名殘曠 一々 わるを I 

大 教授の 同 博 ± はま 十八 日 天が 丸 便 

じて 桑 港 じ 着し な ホな 留 同胞の 請 じ 

應 じて 日米 問題に 照ず る 講演を 試み 

大 じ其惹 見を 發 ましつ i あるが 巧 丈 

のス テ1トヶ！ス じ對する意見は左 

の おく じで 尙博 ± は 化 巧 題が 巧 期 ホ 

I 國議會 の大閔 着を 巧ず じ まな 立憲 同 

最會が 之に よゎて 現 政府 じ 肉薄す ベ 

きは 必然なら に 云へ-^ 

加州を 集 がをお 留 修正 憲法 第 十四 一 

條じ違 巧し 居る は 明かなる 事實で 
あるが こは 國內の 事で をる から 日 
本を 府が 米留 々務 當じ對 して 眞盛 

から 正々 堂々 ご 持这 むを 質の もの 

でない、 被 巻者宫 身が 米 國の®- 

法 院じ試 訴を提 おする よら 外 じを j 

をが 見當ら ぬ、 吾輩の 鑑宠 じよれ 

ば 裁が 沙ホど ずるならば 朦 剌は必 

然吾じ をら ど 信ずる ので あるが ホ 

園の 戴 お 官が あして 旨み ど 同意を I 

を 持つ て 居る や 巧 や 頗る 疑 閑で あ 

.るが ホ 圈の無 < 輿論を 奪 重す る鹽 I 

では 撰が 官 其を が單じ 法理の 上 じ 

■ぶち 巧謂舆 論じ 超越して を 平 無が 

正義 人道 じ 適つ ね宣 吿を與 ふる 事 I 

が 頗る 懸 なじ 堪 へない 炎 第で るる 

をす るに 今 厨の 出 地 法案が を 衆 国 

修ぶ 憲法 第 十 西條に 違反して 屠る 

拳は 動かず 巧から ざる ヲァ クトで 

をつ て 之 じ おがす る 最善の そを は 

スブ！ トケ r スを 摄趙 する 事で ゐ 

る 之を かじして は 到 あ 表面から 拿 

'拿な つて か >> る餘 地は 更じ發 ぶ 

されない のでを々 云々 ■ 


せし むる 事 並 じ 事 か 發选な ホ 親日の 

意見を 速 載して を ホの 態度を 維持し j 

I ホら し イン デ ペン デント 誌の 巧 意 じ 

挪 ゆるた め 同胞は 進んで 同誌の 磯讀； 

を どならて 其 載 力を 展を援 け 排日 誌 1 

たる アクト グツク 誌じ教 がせし むる 

1 事 等なる が 時節 巧を を ィ」卞 べき 意見 

どを ふべ し 


参 山；：^ 美な 巧 歸朝大 おが 日の 驚 地 

j 通信員 ごして 過去 己年 閒當地 じを 
し 同 巧は 本 巧 末頃歸 朝の 酱 


云菱 食な 丈 地 部長 栃島像 一巧は 

ま 巧 廿お日 當 地出潑 ボストン ナイ ャ 
ダラ 経由 歸 朝の 途じ 就けら 


♦日本 石她 會お專 おが ホ 乙を 巧 

履 員 哉 田 氏 S 其 じ 本日 お發 渡鉄ょ 
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♦遞信 省な 疎 お潭乂 巧が 茂は 去 甘 化 

日 巧 着 ホ ブグア スタ！ じあら 


•藤澤 亥 言ぶ 巧 業 視察と して 巧 巧 

百 下目 本 棋樂が じる b 

♦义额 卷留學 ホ 比企忠 巧は が 巧 巧 

ど 共 じ 巧 着 ボブ グア スタ！ じ 巧- 
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〇 排貝閒 題梗槪 

一が 截琼 共を お十牠 
排日 間 題の あ 巧を 知らん と 欲する を 

の 座を じ 不巧缺 が 著 じして 殊に 時蠻 

I 柄な 國ゆ娩 己が をへ 谎賴用 どして 謹 i 

當 なを、 ー ニナ 郁 ホ 取を せ あれぶ 賣巧 

れね巧 じ 申を みある 可し 

營業 部 I 
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♦添 困 博 ± の 歸朝延 朔同傅 ± 一巧 

はと 巧 サム ハ 目 發巧洋 化 じて 歸 朝の 豫 

I をな りしが 突然 日本よ^ 電報 達せし I 

おめ 今 暫時 滯巧 する MJW なみな ど货 

擺巧 中の プロ ダラムは ホを なる も 或 I 

は 傅 馬、 盛 湖 巧 等の 規察じ 上る や’ 

免れず と 


•河 上淸 巧の 時局 栽 見 巧は と 巧廿！ 

I ムハ 日のを 港 日米 おにが て 時 厨を 見を 1 

蠻を しわ も 其 大要は 不經濟 なる 故國 

j を - H を 拐 致す るよ らも 义國 人の 新聞 

記者 じして 巧法銳 利、 品を 高潔なる 

者を 葵 雖じ聘 しが 字 新聞 記を ど 親 ま 

しめ 稀々 の 閒題じ 願し 諸 新が じ 寄書 j 


售大 坂， 府電氣 おな 師松 ffl 填み 郞巧 

は電氣 事業 視察の 爲化 程を 着 ホ テグ 

モン ブセロ じ 巧ら 


一 ♦岸衛 氏の 歸顯 ホを 者 招請 义し < 

ホ ブグァ スタ！ じ滯 巧し つ i ホ テグ 

篆の硏 を 中なら し 同 巧は 愈々 ホ 四日 

を發歸 朝す る 答 じて 去 一二 十一 日當地 

のが ぞ 新聞 萌をを 特派員 諸 巧を 招き 

で 晝餐を をし、 を 後 薪 ホ ブグ谱 築の 
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政が の發 行ず る 旅券に 表示 かが 要な 

ければ な、 おや 同誌の 如ぐ 旅 祭を 有 i 

せざる 巧留弗 人； は柯時 じても 米圍よ 

ち 退去を か 命' つる-^ もが 證 かを 地を 

ぜ せず ど 去 ふじ 至. ては 歸化權 許 輿 _ 


魁 方 巧す るから 彼等は をが 競ず じが I 

て 巧 勞働者 じ 敵 しないの じ 起因して 

! 居る' •彼等は 旨 邑を保 誰 せん 爲じ日 _ 

本人を 排斥す るので ある、 雨して 諮 

員 等は 化 人 氣じ逆 ふは 其 位 證を猜 ふ 

する _ 所 巧で あるから をぶ でゐ みぅ が I 

あるまい が辨 u 案じ 賛同す るので あ 

る、 之 じ 巧し む 巧 じがて はな 上の 如 

き 日本人を 排 巧す る理も はない、 發 I 

お 輸入は む 巧の 國是で サンバ ゥロ规 

丈で も 一 か' 1 0 举じ 一一 录と千 ホを 餘 

とか 二 年 じ お 巧 化な 餘と化 一 

一年 じみ 萬餘 人を 义國 せしめみ 年は 
一巧な ホ每巧 一万 人の 乂國 薄が々 つ 
たから 十万 巧 上 じ 上る 豫を である、 
而 してな 上入國 者の 鹽 別は. スペィン 
か 太 剌ホグ トガグ 王 耳を ビグ マ 目 本- 

露 國坡國 等で あつて 其內 最も 成績 媛 I 
秀な るは 化 ホを 衆 顏が様 じ 日本 移 お 
である、 北米では 日本人の， 勞働 者が 


か；^ 蔡縣 f 、 泳窮 ザ， 巧 H おを 叙げ 凝 誘け ぁ が 液 お 婿诉ザ 巧る： お 退 巧 地 かぶな 途ず ぶの 抱 貧を 持で 这泉 

.. 4 む’，. > 1、 ：'i ■ J > » I ; .♦、こ. pk " ‘二 r •こ.* 一. liL .' 一 〇 


べきの み 

要する じ 「 r ゥト グブタ j 霞け 錯 儀： 

はホ乂 としでは を 巧の 所 說じ歎 段を： 

超越せ る もの' なれ. ダ も尙巧 たか 中 頭 j 

ホを 進めて 無益な を條 待を 照ず る 事 

な. くして 完 をなる 歸化 權を焉 人め 掌 

禪じ收 むる の當然 なる をよ 張す る， と 

おじ 組織的に 歸化權 獲得 期ぶ 岡盟の 

運動を 開始して 吾人の 宿志を 達する 

じ婪方 中る の 必耍を 威せ ずん ば をら 

する 也 〇 , 

む 晒の 邦人 歡 

迎； 

お < U ホ 間 題 じがて 乂 屈辱を 雞驗し 

た凸 本人は 移お这 をへ ば 麻ぐな 頭 じ 

浮ぶ めは 排目 熱の あを でを， るが 誠 じ 

是非ない 次第で るる、 ブラ ジグは 化 

米を 衆题 とはを 然國 情が 違 ふな 化 米： 

じがけ るが 円 思 恐 じ 一は 海 粟 當爲や 

:船曾 社 等が 講 員に 曝は すじ 刺ぶな て 

し 永ず 洋岸じ 間 題を おしてが 軍擴 狼； 

の 政策に 化する 結果 もゐ ろうが ホ VJ 


どは 政治 上 經濟上 比較的 顯 係が 薄 
不巧义 我 おおが 一番 補助金が 廣 いじ I 

不お 一が 年 權か千 人を 觀驗 的に 契 韵 
せる もの 漸が其 數を增 し 今回 一度ぶ 

四千 五择人 も契狗 する にを つねの ぶ 
我 移民の 巧 成績 じ も 俄る が 亦 a 谭礙 潰^る でを ろ 
脖 のが 意 も 認めねば ならぬ、 併しを 
渗 ぶい 巧 岛の間 じは 同 圍の國 おが 姑- 
何 じ 獲る かみらぬ 、移民に ょりて 题 1 

當を開 あせんと する 商國 の瞬是 もみ 一 
久じ績<ものではなかるぅ、今度あ- 
がを 民 どが がが 同國 政が ど 與約 せる 
四千 五 巧 人は 成る ベ < は 一人 も储さ 
す 送らたい ものである.、 丽 して 觅ぶ 
を數を 契狗せ しむべく 誘致した いの 一 
である .一 { 大 朝が 載)！！ 


A 日本人が モン ゴ リァンで をろぅ £ 

あるまい ど 巧 細 盛. 民族と しての ま 等 

I の 祖先は 斯 のかき 大 偉業を 奏して な 

族の 格膽 ををから しめね もので あぶ 
然るに 現な はどぅで ゐ るか、 一千と； 

な 萬 方 哩の强 細 盛が の 大部み は 今や 
白旗め 所領 どなら、 其な おは 日本 民 

族を 驗< のが 殆んで 級て 彼 白 族の 壓 

觀 治下 じ踩 をめ 苦 聲を玻 ちつ-‘ ある 
ザは ない が、' 左 じ 揭户る 巧 細 巧が の 
が 活的厮 劃を 見たならば 萊 盛を 族の 
擔 導を をが て巧づ る吾國 おの 彼 命の 
爾 何なる 者で あるかを 看 あする 事が 


盛 細 盛が 面積 領主 腐 割 ホ方哩 


露 苗 趣領生 
お 剌西領 ± 
和 蘭賴巧 
儲 蘭 巧 領± 
米國 領主 
獨遊領 止 
主す を領 ± 
ぶ那領 王. 
曰 本領 主 


六、 四 か 五、 かと 〇 
一、 九九 八、 ニニ 0 
五八 六、 み 八 0 
二 四と、 お八 0 . 

一- 1 四、 S セ a 

ill 

六 八 一、 九 八 〇 
四、 二 九九、 六 00 

一六 一、 二 0 


《腸日 署孩嫉 の 


がでは 目ネ移 ほが 媛秀 なる がな じ 燕 

まが 喜び 微迎 する ホで 推 巧ず る もの 

はない の、 である、 無論 スペィンが 太 

剌其 他め 移 おになら ては 不规 おで 皆 i 

々しい 带 じは 違いない が 彼等 じは ホ 

法が を 動かして H 本. 人を 排斥す るな 

で' じを ふ 拳は 數ホ をの 後は 知らぬ 事 

j 今の-所 出 ホる 譯の もめでは ない、 曰 

本人は 到る 巧 耕 ホに 幕 ばれ 且つ 歡迎 

せらる のでを る 

A が ほな 策斯く 日本人が 歡迦 せら 

る i ならばむ 西 政府は 何故 じ もつ ど 

夕數の 日本 移民を 契約し ないかくる 

ふじ 一は 經蔡の 間 題で 目 本から じ 里 

をのが 盤は 他國じ 比し 一番 高く を 府^ 

は 其のず 額を 補助す もので ゐ るから 

H ネ移 ほは 一番 經壤が 嵩む 郞ち自 本 

の務 はを 一人 契約す るを で スペィン 

やが 太 利の 移民を 二人 も ご一 入 も 义爵； 

せしめ 得る ど 哀ふ譯 だから 經袭の 上 

から H 本 移 おが 制限 せらる - V 事 どな 

る、 第二 じは 外を 願 係で 自ネ 人が よ 

いから どを ふて 澤か 乂國 せし むる 事 j 

の お 巧ね 事 精もゐ ろうし 义或閣 ど 外 


I ほ •ょが 人は 香 薄を なて {裳 一駐 藤かム 

I 自ら 蕃 ぶの 徙 どなす でを ろぅ、 が 併 j 

吾 藥は飽 迄も眞 面目で ゐ る、 例 か 現 

在 じがて を 諭 家 ど 嘲 けられ、 な 人ぶ 

蘇られても 專藥め 信を は顔这 して 勸 

がない 0 である、 而 して 化 信念は 盈 

段 族が 後世 子 ff て繼 ff 孚る も？ ゐ る。 

I 雪 U で 等"； パ? 現 パ •る U 却 雲。 民族が 白が 会囊 策の 準 


して 鞭み 勞働 あが H 常ぶ ン VJ 柄を < 段を 上 何 か 懸案で も あれば 目 然其齒 か 


ひ 牛 孰を 飲み 僅かの 時間 勞慟 ずるに 

化し 巧勞 働を は 紐を がな じ 廿ムな 勤 一 


抱負 


(八) 俗娜 


ホ 獨立國 おくは 牢獨 立の 諸國， 

二、 二号 r 二 お ©1 

A 化廣 犬なる 亞細亞 全 十： じ 住する 人 

円の 八 億 一二 中 方の 中、 眞じ濁 立を 嫌 
を人囊 ©世 甚 St 人を^ 編 狸ぶ!^ する ぶ 吾等 六 千 8 ホ かお 族の 

みで をる、. 日本は 實じ彼 白 族 じがつ 
で 目の 上 0 纔で るる、 彼等が 日本の 
I 進 ホを 兜 ひ、 日本 民族の 慾 漲を おん 
で 之を 排斥 せんが 爲 じを 力を 傾注ず I 

一; 力のは 固よ ら怪 むじ ぶらぬ、 吾輩は 
禍み類 鄉を旣 倒 じ 支へ つ i ある 有 1 

乂 桃の 一み 子た る i を 0 て ホ 常の 


可き 東亞 民族の r 大巧 想で ぁらねば 

ならぬ 0 ' - 

A 今で こを' 「白 入に ホ ざれば 人 じ 非 

i す」 W あはれ 裳 後の 城璧 に循雜 つて 

白禍の 殺到を 巧 止しつ^ ぁる 吾大 和，^ 

巧 族の 中 じさ ゎ 白人は 兔天的 じ 優勝 I 

め 民で るる かの 如く じ考 へて 居る ぶ 

も少 くない、 而 かも 今ょ ち 五な 餘年 I 

前 じは 「黃人 じ 非 ざれば 乂じ非 や I 

の 時化 も ぁつた 0 .1 
アンを サンド グ 大帝 東な の 接 化戟！ 

も 見ら るすき 蒸を 族 西 征の貼 巧 す。 

歷 なを 播く おじ 吾等は 督鳴ぉ 魔の 威 
が お ミ 現な 白 族の 跳梁 じ委 ぜられ I 盛 

て居る巧度も、 西比お疆も、 小亞細^ 

をも、 ±耳ホら、 ン'ガブ！も皆巧一 

盛 氏族の 旗下 じ糜 き、 露國 基を のを 


I 鹏 として 如何なる ホ 針を がる か VJ 

ふじ 先づ 第一 じ 着ず すべきは 對ま報 

かを' 方針の 變更 、円 ま兩國 民の 共 間 
弯 業獎獅 、砸細 亟ぉ族 結 か 機 願の 設 
ぶ、 H 本 ほ 族の 大陸 移な 及靖ホ 移が 

勵 、世界的 敎育ホ 針の 採用 等で ぁ 
ぶ 0 

么菩 輩が をに 對ま 外を 方が の變更 ど 
雜す るのは 單じ 現を の 剌蕾關 係から 
ふので はな < 义蛟府 の 對ま外 巧を 
をみ する のみでは ない、 邸 も 亟細亞 
W 族の 將ホ どい ふぶ 攘 から 專 朝野を 

- 1 般圃 民の 支那 A じ對 する 態 1 

f を . 1 - 變 する のぶ 要を 叫ばん と する 

で ゐる〇 

を 「 H 本人は ま郝 人を 輕 蔑して か 


ち 多くの 移民を 入國 せし むる ど 云 ふ 

様な 睾も 絵. へずを ろを、. H 本と 皆 巧 ~ もあシ た* 


祖は 蒙を まの 徵稱 あとし で 働いた' 事 I 葦ら 實じ闽 る」 这いふ 言葉は 文那 


''轉 ほして 巧た 菩外 をを の 口 かろ 


數 々耳に ずる 所で 其 理由は ど閒 けげ 

何も 連 もはなくて 巧 馬鹿に するどい 
ふ； である、 栽 かじ 考 へて をる ど 巧 I 

I おの 初年な ホ菩國 ほの 聞 じ 支那 人を I 

をむ の觀 念を 生じ，、 日 淸戰爭 じ腾っ 
た爲じ 之を 馈 るの 風を をで 不知 不識 
の 間 じ一穗 のす をなる® 2 ^ を 成しね 
もの ど あはれ る、 么は學 じ雨國 度の 
年が じ售 をる 許ら でな く 盛 細 盛 民族 
の 繼步發 達 じ 取つ て ホ 常の 隐鶴 でを 
るから、 吾鹽 ほは 大局の 上から 巧緯 
レて 速 かじ 化惡 習慣を なめ、 H ま 人 

は攻猎 がに おくは 経濟的 じを < は 孤 
お 的じ栖 倚り 姑雜 けて 相互の 利益を 
亨嘗 ずるの 途を講 せねば ならぬ 
▲「東は 東、 南は 西.！ さ-いつて 苗泮人 I 

は 東西 文明の 非鬧 化を 噴へ る 實際東 
浮 人は 矢 張東泮 人と 阔 化する ミが を 一 

一易で ある、 を 雞は 「血は 氷ょ らも 濃 

一树这 して 嘗て 支那 じ駐 猛した 莲 

ぁる】 外を 官の實 際 談を紹 かず 
孽か當 時南淸 地方は 一 殿 じ ホ 凰を i 

德と する の 傾向 をら 且つ 吾 國を敵 j 

視 する 浸夕 からき、 化 時に 當を稱 I 

か 来 國觀ホ 掛のホ 遊を^、 チは 職 

拳 上 其 歡迦會 じ 刻席ム むらしが、 
庸上 じがけ るが 國 人の 態度は 顧る 
奇体 じて. 冀ホ 獨佛 、'日 ま 人は 箇々 
則々 じ 一. 鹽を 巧して な語喷 々する 
のみ、 巧 等が 解けて 語りを ふを を 

く 親ホ觀 念の 著しき 當 時の 歡逆會 - 

VJ しては 卿 か 輿' 陳 索然の 觀 をな き 

然る じ 歎 H 後 U 本觀ホ 劇め 巧遊ゐ 
曼 、同じ 乂獄 迦會の 催し あちし 
當 H は 前 お VJ 異 口 ま 人 直 じ 打ぶ 

りて 談笑 時の 窥 るを 知らず、 巧れ 
が H 本人な むか まが 乂な るか 於み H 

つに 巧し みたる 稻 な^きる々. 

A 何故 じ斯る 奇異の 現み を呈 した か I 

VJ いふじ ホ國 人な 下等な オリエ ンタ 

グ の文那 人が 呂國 と阔樣 の欧體 をが 
らう 这を ふから. 一寸 可愛らしい 位 じ 
葛へ ね詐 -^、 ふめ 底から 支那の， 愛國 
>む じ岡愤 した 譯 でも 巧で もない から 
殊 おに 打 解ける 蕾は なかつ たので ゐ 
る、 若しも 之が 加が 陀の媚 立 どで も 
をはう ものなら 彼等の 打 解け ホは 殆 
むで 豫 想の 外で かつた でを ろう、 排 
口の 氛 風が 織ん な卜 / しじ も不拘 、日 
す A がが 解けて 談笑した どを ふのは 
相を の 間 じ 一輔 言 ふべ からざる 密接 
の顯 係が が 巧して 居る からで ある、 

人 補 も义が もが 段の 大差な き 人間の 
相 狂的を ン ダ！ スタ ス デン グ がを づ 
W ' 萬處 にを 傲融 かの 美 狼を 現は した 

ので ある 0 V 一 
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東京 評 信 f 尘な璧 

.素 骨 生 

A 梅 兩のゐ け 稍 後れて、 威は 降 ± 用 
どならず や这 気遣 はれ、 爲 めじ ホ價 
も騰貴しつ4を .c^ しじ、 去十二けな 
巧 H 本 晴れの 天氣 どなる V 」 典に 暑氣 
も 俄か じが はらね る爲 めど、 主 佐の 
國の 新米が 旱 くもを らおで j 1 お廿 
八 圓じ賣 買 せらる ミ 始 - ホ どじて、 入 
氣 はを 塔して ホの 價ら 下落し ホら 昨 
々は 永懷巧 第じ寓 {なぶ 傾きに て 東 

京 も 愈々 夏の 盛ら ど 相 成 申 候 〇 . 

A 化の 夏き 東京の が 今を 娠 はし 居る 

がま 那め動 翰 ど、 お 栖川當 御 葬儀 - 
j をを 爵の 病氣 どじて が 新聞紙は 何れ 
趣 111 記事 じて 紙 おを 埋め 居 ^ 候 0 

左 支那 か 容易 じ 袁世规 じょな て 統一 

I ぜられ ず、 衔 針を 入れれ 装を 抱け & 

如く 危瞭千 萬 じして、 少しもを 必す 

すからざる 事は、 前便 じ 中 上げね る 

所なら しが 、' あ滯 、を魏 鈎は 九な じ 

於て 訝袁 軍を 起し、 荫化雨 軍は 九 江 

滞 あの 十里滿 じがて 衝突し、 黃輿巧 

な 南を じ乂ら 、拍义 就 も ホ 之 じ 加は 

. 9、 上海は 獨 立かん どし、 化 京は 少 

からず 動搖を 巧ず など、 宛 も 雜の奥 

を 突る たる 如く じ亂れ ホら て、 巧び 

革命 當時巧 冗の 本阿彌 ど 桐 成 申 唆 

斯 < 々る V しどは 豫想 せし 事ながら 

あ 京の 巧燒は 今ぶ の 如くに 驚 駿し爲 

めじ ホ 播を化 じを々 め 殻 響を 受け 申 

候〇化 上は 之じ對 する 當局 おの 措礙 

を 遜ら ざらん 事 こを 願は しく 候〇尙 

譬散は頻々 どして戲なつ -.,, ゐらて、 

今を 如何 じ轉變 する やは 計ち 難き ち 

め あれ ど、 . 要する じ H 本 じ耿ら ては 

重 太 事の 持 上りた る もめ じて、 化閒 

題の みは 實に 日本の がた じ 願す る も 

め ごして を 廬を拂 はざる 巧から ず 候 

A 有辆 川を 殿下は ま 五日を 0 て 御 獲 j 

去の 旨は 前 媛 じ 申 上 候 ひしが、 御 後 

まは 去 十 U を 巧て せられ、 同 円 午前 

乂時御 葉 まの 事 ど 相 成 居候 〇右 御發 

まど 同時 じ 十ー ロょり S 日間ぶ 御 葬 

儀當日 廢朝仰 おされ、 义滅々 じて 題 

葬 VJ せらる； 旨、 歌舞 音曲を 停止 ザ 

ら る-ぶ 皆 等 も 發巧相 成 申 候 〇尙其 後 

だ 至ら 國葬豐 ごして 丑 万圓ま おのが 

I 及び 葬儀は 明 十と 日を 化て 巧は せら： 

る呵き 寶も發 をせられ、 御 喪 まは 请 

一が を宣仁 親王 殿下 じ 仰 かけられ 申 候； 

故 皆 殿下 じは 前後 二网の 外征 じ 親し 

く礎煙禪雨の間じ立たせ給ひ^のみ 

ならず、 义ね 先帝の 御 信 賴殊じ 深く： 

i しで、 今上陛下の まだ 東を じ まし ま I 

I せし 時 じがて は師傳 どして 盡 させ 給 ^ 


ひし ぶれば、 殊に 曝禮を なて 葬らる j れ ず *. 巧う かがう ミ か兩乂 のかの や j 背 茶を 毒いた 所 - 


は 當然の 事 じ懷〇 されば 聖上 陛下 

深 < 御 哀悼 あらせられ、' が 十五 日米 

お 侍従を 勒使 どして 有 掘が 宮邸じ 御 

差遣 御靈前 じて 左の 誅詞 を贼 はらし 

もじ 候 - 

惹を 盛時 じ 立て 身を 海軍 じを す 巽 

じ航 して 硏鑛 辛勸を 厭は ず、 國の 
爲 めに 盡 痒、 屢 々.殊 動を をはす 道 

文武を 兼ねて 學ち今 じ 湿せら- 
股 東宮に 巧る やお 入輔道 能く 其值 

を锡 しを 巧 獎區善 < 厥の ♦を 效す 

牲度 第の ごごく 誰 師父に 齊し 英邁 

の 資德藝 の隆仍 冀賛を 巧せ しじ 遂 

じ 溢 C を 聞 < 痛蜡 己むな ィ •が 為 

ぞ滕 へんを じ 侍従職 辞 事ぶ 一二 位 動 I 

一等 巧 爵ホ巧 虎雄を 遺して 媒 おせ 
し ミ - _ 

I な 営 殿下 も 慮め し 感激 あらせら る 可 

吾等 臣 おも 轉ね 感淚じ 咽ばざる 
を 得ず お。 (ホ 完) 


かまし い酵は 見事が 一場で 解 巧が 暮 

いねこと を 後足で がを 徽られ たす 藝 

i 協を の 諸若柯 ど 見る 


® 新雞的 旅行 じ 须應す 抱巧縣 飼を 

I 物と 砸 おれる 巧いた 踏で 浮世が ぅ 

る さいど さても 其 後の 女優が 井須 磨 

ずは ホい 夏の H を 人形 相ず じ キッス 

しで 藻して 居 . ます VJ 勸 ねて 見せても _ 

魂の 梅ぶ 火の 男 ど ホを 取ウて 過る ほを じ掛 しての み數 年の 所有 期間を 狸 





♦ ゥょ ッブ撥 率 綴長談 A 法人 鹽 組織 

じ 就て ホる 八 巧から 實 施される を 

一外 虫 地 法のを 草 またる が 州撫事 総長 

の 同 巧 じ 日本人め 主 地所 甫權を 法人 

画が じ移价 ぶぶ ずる 蓄績 おせる じ 就 

き 語つ て 曰< 日本人は 法人 組織に 依 

て 虫 地 案じ 對 するな 道を 見 おした ど 

詳 おする 者 ある 由なる が决 して がら 

ず 八月 十日 前 じ 組織され たるを 人留 

体は ぶ十ヶ 年の 間 ホは ± 地を 所有ず 

る 事が 巧 巧る か 夫れ 巧な じ お 巧た 圍 

体は ± 地 所有の 權 利かない ので ぁぇ 

が 之 八 巧 十日 0 前の 組織のを でもぶ 

十を 經 てば 同一 目的の 爲じ繼 綴ず る 

事ね 巧 巧ぬ から ± 地 法制を の 目的は 

化 等 法乂圍 がの 組織 じ 依つ て 巧等谐 

j 摩されな いのず ある 义虫地 法は 日本 

人の 現じが 巧す る ± 地じ對 し . 法律 實 j 


豊 川 ' ごを ふ 変留着 _ 
を K 曝ぎ おされ* を々 洋服 巧で 譽 巧 
先をから' 一げ 詳な ブラック アィを 谗 
はされ たを ぅな、 耻を 知れ { 册 八 '., j 

呂 ホ ) ▲ 處 人口 入が は 丸で 雜 磯' 柏 
の 如 / 、 一年 餘 をの 血の 巧を S を 間 li 
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のが ホな じ 巧 國の遂 がせる を德 どせ 

る 答 禮の巧 節た るを や、 

! 璧賴か 巧 同胞の 豁化地 W して 頗る 巧 

1 望なる は 論を 模 だず、 請 ふ 之を デ 

i ス將 単の 言 じ 聞け、 曰く 

君 試に 地！ 一を 見ょ、 我墨圃 はホ國 I 

じ 相次いで 廣を ぶる 丈 地を おして 

居る、 靈國產 業の 將 ホは 眞 じ有黨 

- でかる、 硫 して 如柯じ 豊饒なる 主 

I 地を おする も 之を 開拓す る じは、 

I 必ずや 優秀なる 勞働袁 を 要する は 

i 動す 可から ざる 道理で ぁる、 

夏 じ一轉 日本 夥民じ 及びて 曰く、 

1 墨國 にがけ る 日本人 勞働 者は、 之 I 

I を 過去 じ徵 する も 現な じ 照 ずら、 

勞働 おどして 何等 ホを かない、 其 

異氣じ 富む 点じが て 勤勉なる 点じ 

がて 义化盧 なる 点じが て、 香墨國 

; 途樂 がの 要求す る勞働 者は、 ぶじ 

I H 本人を 掘いて 外 じない ので ある 

I 又 巧 邦人の 藥 德を稱 して 曰く、 

一窠賴 ど 日本 どは ぶ 邦で をる、 一兩屬 


を ふじ 巧 外を 箸は 墨米國 をの 現狀に 

願み る 巧 あらて、 親 ホの 巧 意を 表せ 

んか爲 じ 化擧じ 出た るなる べし ご黎 

ら 、親 炼を顚 がし 正邪を 海を し 利 寒 

厮 爆の 打算を 誤ら まる 斯の姗 きじ 至 

.打' ては 患 や 終に ぶぶ 巧から ざるな ぉ 

歡な醫 民 じして 酱< 之を 碳借 する も 

1 當 巧は おしで 巧め 辭を 巧て 墨國 政府 

じ對 せんどは ずる ぞ、 

j 排日' 問趙か 頗る デリ ヶ！ 卜 なる 懸窠 I 

じして 細必め 用意を 要する 言 ふ 迄 

なし、 吾人は 山 本 首相 か 其 就 巧め 當 j 

巧に 於て、. 溢澤 男爵 初め 一般 實業家 

を 招待して ザ 萄ホホ 針を 言明し、 排 

H 巧 趣は) が 卿 內のお ホ 事 じして ホ 

画の 輿論 じ 非ず、 巧な がは 米國 おの 

ぶ義 じが おして 之を 解 巧ず 巧 < 、樵 

一機 適宣の 措置を 執るべし W 言へ るぶ 

I 見、 が谋 かじ 山 ネ內閣 かが 家の 前途 

一を 誤る なきやを 化 憂 せらき、 排自閒 

題は 首相の 言へ る 如き 一. がが 巧の お I 

ホ 事な なや、 ホ國 民の 輿論 じ ホず VJ 

する や、 米國 民の 正義なる ものは 爾 

信賴し 得べき もめなら や'、 化野爵 

よか 塞 塞の 至誠 も 侃 鬻の議 も、 が焉 

I 乂を睹 るか 如き 明白なる 事件のを 麗 

も おじ 當帰か 桃源の 夢を 覺醒 する じ 

由な く、、 化乂 文典 上の 大 々的 偉觀た 

る 萊西父 巧の 衝突 じ 根底せ る 犬 問題 j 

は、 徒 じ 補綴 彌錢 々事 どせ るみを 當 

局 者の 爲 じ、， 讓ホ义 譲ず' 曖昧 摸 湖 


〇 長 恨 歌 

I 國 じび 祭襄じ 立てる フ ィリ ピノの 

いど. の营 いごも^^--^ さわけ る 
0 こ 女 ふ まつす 
j 戀 はれけ も 想 はれけ ち ど 思 ふ 時 
嬉しく もまた 怖ろ しく こを 
〇ぷ’ モ '年子 
j 巧し げじ髓 をを も <る寄 葉よ ら^ 
青葉 じ續し 出の かひよ b 


む 水 春秋 

◎五大 借 鉄の 成ぶ 巧ず、 を お规の あ」 

… 'も L : ■ r • •• ■、■こ..'.--..,-.--'* 3 を. . r -'. ■ : • .' 4 * 

策 一層の 单クツ を 加へ 巧^、 お 方の 


か 持論たら、 地は 豐饒 じして 瓣 物に 

富み、' 民は 同禪じ おくしで 义化ホ だ 

普及せ ず、 况や 親日の 傾向 頗も 篤き 

事、 頃 円み 如き あるを や、 

◎巧 機の ホる や进證 のかく、， 其 まる 

や 疾風の 如 じ、 時 じなんで 補 おせ ホ 

んば 、後悔す るち 益な きなら、 _ 

广 g 莱獨 氣國の 描み いで' B が 境 ホ 博寶： 

间 を拒絕 せし ょ-^、 米國 主で 令 吏 じ 

狼 狼る を あみ、 お 
ぶし も狹 量と 言け じ、 ホ國 民のを 事 

頑冥 不 霞、 宛 ごして 礙 おの おく 理 0 

て說<ザからず、.時じ鐵缀雜打、 种 
後 巧を 戒 むる 亦 火に 巧し、' 

◎新を が 知事の 職 貴' じ 願して、 弈議 _ 

麗 々たり、 卿を の彈 劾と な 安、‘； 或は 

知事 0 停職を 見 ずん ぼ 止ま どらん ド- 
す る も、 维竟當 世政洽 家の 事 f 誰か 
縣の 雌雄を 辯ず る もみ ぞ、 

◎ナグ デ ー 知事は ずを 樂 二の リシ コ 

が 襄蠻輿 化 y な 蒙が％ 幅を 


はない T 殊に 何事ら 資本 じ 依らて が ~ おあみ 將 巧を 想夕で 、 

一’ 


~ おじ、 彼等ぶ 誘 謀が おし、 ぉ 巧 得べ 

んげネ けの 紙慘 なが 態から 脫 巧せ 

しめる 事が 必要 じな つ'- て ホる、 挪も 

下宿屋の 化婦 りで ぁる、 お歸 -0 ど 云 

ふ ど 語弊が ぁるが、 之は ま 方 測が 立 




■巧 哉人滋 'ホ 滋、‘ でボ‘ 瓦が ■巧 戊-巧 斑 《蛮が. 
巧 巧 •盐樹 、巧 域が を‘ を お 助ち みがた 


祗巧ぶ 接を 營巧逛 口に 悟 託が 巧 
捶巧ま 屋巧香 巧 落 巧 巧の 巧 行 - 


る-' 現 化 じ 於て 然ら 、我等 お留 H 

す 人が 患氣 じあて あを じ 於て、 巧し 

て 歐州驗 巧 就中 流浪の 猶太 人 擎じ相 

譲る 所な きじ 係 はらず、 個人 どして 

は 兎 も すれば、 彼等み 下風 じ 立むな 

げれ ばな らんが 態 じなる は、 要する 

じを がない 故で ある、 雨して 化賓ま 

は 班； =1 勤臉 貯蓄 じ對 ずる、 怠 懷浪壤 

で' 戚 因せ るは 勿論 じし' て、 化 点じが I 

て巧乂 VJ 雖も新 巧 巧の 意見に 反斟す 

る ものは あるまい、. 或は 與濟 をの 現 

I がょ ち考遞 して、 之を をの 事業 どし 

て設 ホす る V 」 言 ふ 巧 じ、 多少の 異講 

を 挟む 者 も あるか も 知れぬ が、 貞み 

は茲じ 巧の お窠を 是非す る ものでは 

をい、 唯】 廢 進ん ホが を獎鄕 にを 乂 

め關踪 ある 


が 勢 終、 じ 察 逆す、 蓝じ をれ 新 樹雨飛 

電鼓急 じ、 を r 3 花 落 もて 巧韻聲 悲し 

きもの* 

I ◎さる じても 孫 まの 生涯 こを 一篇巧 I 

個の 哀 あじ 非ず や、 踰風踏 雨 幾 星霜 I 

j 志 業 成らん* J 欲して 又 挫がず、 を や 

|を繪惡むべ<、 孫や、 黃や、 其恵谢^ 

じ憐 むじ 堪へ ねち、 

◎南京を がの 夕 r 武 おなじ 確を 巧び 

袁 をして々 日を らしめ ねる の 愚を 質 I 

一む る、 をはすな らん、 骨 拔お鮮 ど 罵 

倒す をは、 郞 も酱ら ず、 

◎蘆氣 の 化なら ざる じ 非ず、 勢の 止 

わを 得ざる ものを b W 知らず や、 

◎渡せぶ 化の 方義 はを おを 整へ、 黒 

龍鐵 道を 證ホ をく 成る、 路火 夕じ邊 

疆の 急を 報ずる じ當 & て や、 黄 明 巧 

四 巧の 山川、 前途 知るべき 而 3 、噫 

◎デ ァズ將 軍 日本 じ 使 せん W してな： 

國の 言論を 急 じ 親 墨 論を 唱 へ、 悠柔 _ 

不 斷の當 痛は、 ホ 政府の ず 前を 俘ら 

て危擬 ず、 な 野を 治 家が 遽 々然 たる 

の-が、 元よ な 笑 ふべ しどす る も、 當 

I 事 者 じして 凌 巡 巧す るが な <ん ば、 

盈< はが 家を 年の 計を 過わん、 

I ◎發國 じがけ る 巧 搪扶滿 は 吾人 十 年 


そ 修めざる、- お貌 のが 翁槪辉 綠は與 


す 相似ね. り、 ㈱ 禪；； がのを 誠にす^ 

ては、 帝 人 ホ だからず、 站 

◎淸河 上 巧、 拳を 載せて 辟 冻に带 

蓋し U 本 A 貪の 聘じ應 せるな か* 化 

けょ 好漢、 加が じがけ る 諸 闽題常 哉 

おおす る巧泼 .イ^:.. 其 狡 響す る 巧を 义 

にして、 一 領事館 じを 巧す ブ 、、余 I 

じ 雷 要なる なゥ、 ' . 

◎氏の 筆穩罐 じして」 道淸 新の 古 趣 

をら、 巧 助 筆せ る 某々 新嚴 紙上 巧め 
叉を をざる 時、 闇 ごして 潑參 がゴ如 

じ、’ . 一-,. 一 

琢 ニ ユ ！ ョ ー ク 日本乂曾の設ぶじ翩 

して 吾 A ず 少しく 論ずる 所 あ. り 金、 

劇 立の 巧 じなる 委長 諸を、 如 今， 作 も 

细巧 のがを かなせ る、 

◎日本人 會の設 ぶの 如き、 もどを 共 _ 

的 事業 じして、 斷 じて j 部 策 ±4 皆 j 

必を をれ ず、 著し 一塊 肉に 濁 集 L ホ I 

る瘦狗 のかき 叢 あらとせ ぶ、 吾 方 そ I 

I を 倒 じして 監親 せん 哉、 (聽 剣). 


H 本人 嘗宿 をの 取締ら、 じ 富 及し や 

W ' する 0 でを る、 市技權 なき 我 問 
臓が 報 人 補 ゆ 聞 じかを しで、. 敏 むか 
ら ざるず 使 璧な趨 位 じなる の 不幸は 
今を 言は ず もがな、 殊に 赤手 空攀じ 
して 事を 篇 さんどす る靑 年じ對 して 


す 兜 じ 化って 離 酱 、ずる 穗の 清谈じ 

I 解釋 して 欲しい、 抑 も亞米 おがのを 

~ 街は おを 易なる 点じが て、 迎 も故鹽 I 

め 比では ない、 ■一' ヶ 片が慟 すれば j 
ヶ巧 遊んで 證 せる 巧で るる、 瑰 やぶ 

I 巧 0 監将 なく、 師友の 我 摸ず る もめ 

なき じ 於て を や、- 血氣ホ だを まら ざ 

る靑 がのを 數 .が、 か 率いで 邪路 にが 

I 構す るの 誠に 茵 然も 趟勞 でを る、 雨 I 

L て 彼等の 篇に 職に 獎腳 おお 並蔡る 

をのを 訓を 巧. へ. る 地を じなる もめは 

!實 じが 树胞を 桐を のま •八 ドが ならぬ 
めで ある、 下宿 崖 かお 人 ど 言 ふ もの 
一を 單じ 文字の 上から 見れば，.. をを 錢 

て 宿を する のでは ぶる が 新 皆 じがで 
は r 雨 彼等は 北が して 鹿る 連中の 先 

I をで ある、 典 濟會の 理事 どして を 典 I 

一事 棠じ關 係す る 地位 じ 化る、 をクて 
後進のを 年に 對 しては 東 遊 0 指南 革 j 

I たえ ゾ 言邀義 上め 驚 化を 巧 甲む ので 
をる、 みが 的 じ 言へ' ば 怠 攒じ赔 聞， を 
お 巧す る もの、 が鐵 をが 冀 ずる もの 

には 忠吿 し〇 おんで 勞働 口の 周旋 
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h r 
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を 育志 
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颖お長 

が 巧は ♦. 
お 巧 巧 S 

がを 巧 


岡 本 米 蕊君馨 



を一辦 


を 巧 . かす 放 
故 持れ 巧 




求 おめ をが は， 巧に しで おに、 自を •江 强の をを 巧翅 としで 趣に. がられ、 巧て 巧蒂十 おな の 時、 巧 <: 
空留の林々12.々をお邸巧巧しぶ、つ孩巧皆お口觀』一-寒をまし、琪-|挺了巧時のがを巧-嗎をミ卞- 
ぶ年、 ををな巧避巧卒をを、 宏をホ药お巧ホ巧を\ゎ* f 宫が、 現に§±化結租持ぶお趙<^巧巧\. 
を、 本 おは、 萬 巧が I 化を 八. ホ閒乂 •、致し， く 貸を' せし 巧を 嚴# 化を A の、 •萬 あち 接に を お留^ 巧 
化、 地 巧の つホー リリ テ- - J として 採 巧 さる、 而 'と をら デ， お 宵が 化 巧る え A だして、 椅 邦人た 心蒂 . 
寿み. 助 育を 待つ が 讶寒按 から ボムい ふ U . , ’ V 


泉 京. 


: 搏义鑽 

ゴち Hakubunkwan Singer 历 U 黃為 N。 Y 




ぞ處 

證 


は、 巧を じ 同 惟 せらる ミみ 第では あを もして 欲しい、 時 じ來米 0 名 ± じ 


を自 人な 上ノ宴 膏ュ適 タグ 大廣閒 アリ® 家具 I 顿 最新" 
を 空 內淸潔 紳± 諸君 ノ 宿泊 二適ス 承 ぞ年ノ 経 截ヲ有 去 
f グが理 人 ヲをス @ 巧が 馨籍雜 誌 諸 新 軟球 臺虜募 騎裸等 
の ノ娛樂 磯 顯ヲ備 ブ 


攝局 余談 (其 ミ 

，'牛 蜜 第二. 郞 

j . ◄新 ザ 巧の 贈を 黎 擲^と 巧の お 济轉 


るか.‘ 夫れ じしても 夕數 S 本人の 尘 _ 

活 じは、' 驶意を 得ぬ 節が ぞいので ぁ 

-0 旨 かは 廿年巧 ホ齒に 化ら、 少し 

每滋の 消息 じ總 じて 居る が，. 彼 祭 

の ザ 歎を，、 が 殆ど 無 患義に 生が を繼 

j 殺して 居る 如き 觀を るを 破 事 どす る 

をので るる、 諸 ホの 下宿 遅に 城いて 
一つ 壌 所で 數 年間 勤績 して、 千 

巧 巧 上の がを を 有し おる 樣なも 巧は 
十 人 じ . j 人 或は 二十 人 じ 一人 位な ち 
のでを つて、 甚 しきに まらて は 夏 中 
j 數ヶ巧 間勞 働して、 をは 下宿 還の 二. 
滕で 遊んで 慕す 樣 なのが ぁる.、 巧 巧 
數ヶ巧 間 儲けて ホた をを、 遊食して 
居る 閒じ使 ひ おして 化 舞ぅ のは まだ 
巧い ホで、. 長く 宵 おがに 借 風が ぉ ホ 
邑 むを 得ず 働き じ お掛ける 樣 になつ 
ては、 實じ 悲慘な 請では ゐ るまい か 
j 稼いだ 巧 給は 惜 をの 力 じ 入れる、 而 

して ホが かがいた 頃 じは 又 巧 かの 都 

一を で 働を 止めて、 下宿 遅め なか じな 

る 順 巧で*' 化 境遇から 赃 出す るの ^ 

を 燕な 舉 でない、 絶つ であ 儀 レて 贊- 


辭 ふて、 修身 的の 講 薄を 請 ふ も 可な 

な鹽の 近事を 質ぬ る 亦大じ 巧し 

I 寧 術 の-新 智をも 討 党す るめ 必要な 

j 事 もみろぅ、 义 么を實 巧す を じ當ら 

t 舉獨 じ# をが、' 萬 ま 張を 經餐 しで 
がる 所 じ 施す ちがいが、. 相 典 じ氣源 

I を 孤 じて. 

致め ホ 調を 執 つれなら ば 更に 一 
婿の 成踐を 奥げ 得る 奉ピ信 中を、 曾 
てで 宿 崖 同盟な えものが 括 化して 遅 
ク わが、 ク ーは 借が を 踏み 舞して 逆を 
I した もの ミ 巧を を 相互に 通知す るの 
ま 要な 化 樂でゐ つたら しい、 要す 
じ自衞 の 必要から 來た 事で、 間 も 
なく 墳れて 化 舞つ ね ど 聞いて 居る' 

自 みの あ 望を 富へ ば化恣 、夕巧 じ 巧 
つて 止 お 人を 監 乾す るの 親が を' 基雜 
V しして、 化辄 0 を 典 事業 じ講 力して 
もらい. 度 ものである、 

1 か鄉 して お金を する をら 雜 .へ、 义贊 
本を がへ る 者 A 巧 ホ 巧 巧る 答で ゐる 
I なつて 吾等 同胞の 地位を 高める 事 
なる ので 姑 あるょ 6 いか 0 お. 4 ' /いを 
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I 貴み を醫ボ して 居る ものでは るる ま 


龜 


I ▲洪大 無限の 天地の 間じ處 しで、 渺 


I 業務 じな 従事す るが、 入つ て 家庭の 

磁 籍を缺 くが おに、 勢闕 々の 情を 滴： 
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意義の^ めど 化して 化 舞 ふので がる 
A 敎脊 や、 宗敎 や、 或 賭 度を 輿って 
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1： 巧 下を 寒天 じ 素足で 積雪を 踏む 事 

あ ホ やぅが、 必然の お裝 ごして 凍傷 _ 

i を 如 阿 ども 化 様がない、 沸き立 もた 

ぎる-熱湯 にもが する 事は お 巧な どし 

て も、. 丽も爛 •死は. 歎は をれ ざる 所で 

i はな.；， か、 
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ま 口 ふ、 

▲如 斯實 例は 斯育 じも澤 山は なから 

か、 而も 大多数の 靑 年が あたら 靑 

春の 季を 無寇 義じ馨 しつ、 あるのは 

事實 である、 彼等の 唯一め 口 實は現 

巧の 狀態じ 於て 得ね 配 隣 か， 他 曰が 

I 功の 曉に某 ホ 人 ごして 其 だがしい 事 


「- ( づジ ニ-\ ミ — 一 IV こ- ィ -/ -s - 、 : •- •く 

じなら はせ まい かど 言 ふので あるかを 中ぶ どして 月 白 混血を か 約 二 巧 六 

• 一 -* 、 k * V h * k — • I • . , f ’ ‘ ■ 一 一 &ミ 、 • . ■广 > 


神經 のみ 徒 12 適敏 L ： なつ \」、 巧 埋れ .^Q 花 換く時 もみら なみの、 世 

奮み の必 持 もを 標 f し？ つて 事 もな くして f 果てん はが 

1 f 一げ.、 5 ... ’ > i ♦ J . ' ■ IT - . 


行かねば 氣か濟 ょぬ、 化て じ對 する 

I 投げ やらな 冷い 態度、 年の 巧い ちそ 

じ對 する 嫉し氣 な、 偏執れ た 意地の 

恶い化巧も等は、 女じ於けるォーグ 

ド ミス 氣 質と 能く 似て 居る、 神 媛 か 

興黎 する じ當 つては、 商賣の 事も既 

をの 事 も) 切 夢中 じな つて 〇唯 もぅ 

化と 人 かおくて {堪らない さ 一 旨 ふ 

風で ゐ る、 

▲常 じ 揚言 すら < 、僕 じ 妻た るべき 

のは 相當の 家庭 じを 長して、 高等 

の 敎脊を 受け 殊に 音樂の 素養を 有し 

て、 か國 語は 

し、 美術的 越 ホを 解し 茶の湯 生 化 一 

通 咬を 也 得、 而 して 飽をも 柔順な 婦 

德を備 へれ 十人並 巧 上の 美人で なけ： 

れば ならん ご、 

六ヶ 敷な 义 ではない か、. 如 斯は圣 く， 

理想が 化 乂でゐ つて 假 h ' じ 見が かつ 

た VJ してから か 

せる もので をろう か 


ん ぼぅ 懷 多い 事では をるまい か、. 花 

I 子の r 若 子の 道は 離を 夫 締じ發 中」 

ィ」 訓 へられし も、 畏くも 先帝 陛下 か 

ぶ 敎育觀 語 じ 於て 「夫婦 相 和し jw 先 

づ 人世 第 一 の 要 諭を 竭破 せられし も i 

ホへ ばが ふ 程、 深い- ^ 意義の がな 

する 事な ので ある、 


一 I ' . : 

I 之は 余ら じ 澈乂を 蔑視した 諸で をつ 

て、 諸を か 今 H の 境遇から 他 R 大巧 

になら 大巧 人 じなり 待る 樣じ 、彼等 

ご 雖も今 目 諸を の 緖綠の 妻ね る 地位 

から、 大使 ホ 乂男衝 夫人たら 得べ 
のでる る、 要は 婦女 モか數 ある 中 

から 有爲な 將來を 有する 諸君を 逃ぶ 

かく、 諸 おか 化 種のを 格の 婦人を 淺 

擇 する じを るので ゐる 
A 獨身聞 題 じ 連 環して 更じ禪 々の 弊 

蒂の隨 伴し ホる は 前述の 巧 躲でゐ る 
か、 背 人は 頃扫滨 おじ 熱 也な j .. 寶夕 

>, 0 某女學をだホ外の避裳地じぉ奔^ 

にで-火 目臟は ホ輯が g - 宁 .む おた 等 ど 
いふ 蹲を 聞いて、-^ し 邪推を i 襄 ど 
! した 無根の 拳で るる どしても 或はが 
A 々の縣 ホを 傷け る 樣な事 かお々 は 
しまい かど 巧 憂じ堪 へない ので ある 
A 靑を不 重 巧 一 H 巧 難 成 農と 富 ふ 

のら 登獨ら 勉學の 時機の みならん や 


1 雨 ホで ー ラダつ す 居 たげ な (父 聞 嫌 

人) A 國民黨 から 在米 树備 慰憐徙 

して 派 遺されね 服 報が 代 潑± は 地 

ホ 視祭中 も人惡 奴から 駡聲を おせか 

けられた 上に 晦ひ 散ら レめ 密 W を投 

げ つけられた 亂 屠' じは 流お溫 停の 間 I 

巧 も耐へ 兼ね、 义 じ詰閒 じぶ 皆れ た 
が 相手 が 相ずだ か ら泣寢スなじ な 
I たを ぅだ、 慰 間 報 常の がが 狩， となる 
でる ろぅ (あが 生 ) A 


ク 


I 十 乂丽も 每伞殖 ，へて 巧 < を ぅだかを 

れじ 反して 純 日 轟は 巧 違れ る ごな ぐ 

j 紋圖へ 送らつ ける か- チタ トモを < 

をら. ぬ、 時節柄 考へ もの だ どを クて 

おた A か ぁる (會齡 員.) 本 還闕遣 H 

を禮 大使 デ アス將 軍は 渡 R の 遂に ゐ 

るか H 本が 府は ホ圆じ 遠慮して を 巧 

じ歡迎 せぬ どか、' 女 じ 惚れられ 居な 

みら 簇戀 慕の 巧を 沛れで 逆げ 迴るや 


うの 愈氣 地な しか ホ國じ おたらを 其 

巧々 § 貝-レ 込んで 觀世物 じする をうた 

(パィ) A 或 所へ 駆を 潜らし い 巧 ホ 

如 細贿ホ 面から ホて 揖 るか 西部 新聞 

腐吿 してる 懸賞 搜 索ご對 照したら 

I 早速 五十 弗 位 儲かる かも 知れん、 饼 1 

し 逆げ た 蟲夫赛 嫌の 爲眞を 魔、 しく 

お 載して 血贩じ なつて 巧 衔を搜 す 間 

が 男じ柯 情' する やうな 巧 乂檢は 新 宵 

じは 叙な かろうて {獨 身を) 菩を機 

め 矢が 先 ホ 索敵 滅法み な 大腐吿 を ぉ 

して 堕 巧 裝を據 らし 大金を 儲けて 帮 

1 鮮發を 捻ろう ど 云 ふ 目算ら しいか 借 
が： なし おなしの 一 お張り だから 巧 貧 

:を拂 はぬ 化ら 廣吿 料を 澤山 おして 千 
I を 巧 巧を がどう 御座いま すかね！ 一 
ィ (ホ 矢 巧黨) .▲隣が じ 革命の 銳 あら： 

H 米 聞 趣を- >對 墨 離 係 あ 6 吾國 のみ 
I を ホを 奉なる 哉、 霞 ダ 願の 隊長 胸み i 

がして 如 柯の迷 叢 奇策を か藏 する、' 
j 巧 父 巧 東め あを 韓か しむるな くん ば i 

幸な わ矣 (燕 山楚 氷) ' ■ i 
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I 管 見. 一 

◎お 化の 恵義 

:| .挪が ザ アイ ヤ！ ゴじ淚 らて獨 逸に 

t 割讓 せちれ たる .「 アグ サタ 、 C ; ン 

シ」 二 巧め 巧 おが 舉レ克 <瓣 風を 模 

;し、 巧みに 濁 語を 操る のをを なて 彼 I 

等を 目して 霞に 濁 逸に 閱 化せる を 化 

;ミ 織を せ'々 とする は 早計ら 甚敷 のみ 

をらず、 抑 巧 間 化® 意義を 解せ ざえ 

でぶ く 誤謬み 葱 見で をる、 由 巧网化 

!ピ 「イミ ブ イシ 3 ン I どは 破 底 じ 棘 

I てを 然お 違が ぁる、 携懷 どは 唯 旨 君 

のま 張、 部 想、 ぶび 經 論を 有ず るす- 

な くして 徒 じ 他の ま 張、 理 あぶび 經 

I 論じ. 綠を せんど 試む る もので をる .0 

擾言 すれば 自己の 义 明を 犧性 ミして 

I 姬の 文明の 權威 じ迫雜 せんごす る ま 

S 義 でを ウ で、 到を 間 化を を爲 する 資 

I 格な き ホ 張で ある 0 

1: を 人を 巧て 言は しむれば 閱化 どは 

盤 我の ま 態、 拂 想が 打つ て寐然 一 化 |_ 

.となす： .2 巧り 矣 、資凸 のをす る 長 か 

と 他の おする 美点 ごが 異 々魏じ 相 か 

て牺 化する じ 於て おみて 同化の 資を 

I 観るべ^、 同化 ご摸馈 どは 掛麽 间自 

でして 語るべからざる もので をるな 

で 「アツ シミン； 卜」 ずるのを 化て 

自己め 誇りと しおく は 旨ち ゆ 耻辱あ 

ごす 心は 同化の 怠義 を識ら ざる じ 慕 

<讓 見で をる》」 評して 差 まへ ない 緯 

j でる る。 .. 

◎観光 鹽め 前を 

; ，'社 ま林當 平を の 首 增じ繫 る 咏國觀 

あ鹽の 郭盡は 漸次 其 ホを 進めを き ホ 

ホ じがて 實 巧 朔じ 入らん ご すと 傅へ 

らる〇 吾人は がず を 燕げ て 觀ホ麗 の 

I 成功を 藤る ど 典 じ其黃 巧の 重 且つ 大 

なる を 露め ざるを 得ざる み络 でを る 

k し觀ホ 倒は 讀ん でを の 如く 普通 じ 

潔驛 すれに 巧 题の取 物を 觀 賞して 淸 1 

满 の空絮 をを 化する じ 北ょ るか も 知 

れ 2 けれ 典、 玻じ觀 て 其 側面 じがけ 

え 目的を 探を すれば、 ず議を 採らて 

帝 品の 化 入に® せんどす るを も あ b 

h 獨 棲の 寂寥を 嚷 もてを 超の 伴 接を 

婿ん が 巧々 じ 辭を觀 ホ じ 巧して 歸朝 


级は 曰ぐ 阿と、 要する じを 旨 歸朗の 
I 患を 遂げん ごする じがて は 大同み 異 1 

であろぅ、 冀 くは 潮 貴の 結ぶ を 叢 ふ 
して 首尾 貫徹せ る 觀ホ擲 をが 立せ し 
めたい. も 0 である 0 
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せんごす る 者 もあク つ'、 或は 曰 <柯 义大久 保 利 賢 巧を 得て 之を 巧璧 ど な 的ず 和を が 持す る じあな くせげ 河た 


む 水 春秋 

j ◎能 毅ホ矣 世の 染じ對 子る おおは 

穀擧楠 半せ る じ 似たら、 信 旁は 智識 

0 道 ± ど 崇め、 不信者は 釀 がの 然僧 

ど おす、 而も 渠宫 身は 腥然 どして が 

I 評の 劇 かじ 逸脫 し、 窃じ 天下 篤 一の 

一人を なて 巧ず、 

I ◎渠 故ら じ 街は ず、 天 泉 流麗め 趣 あ 

て 、 雅氣愛す V < 义敬中 ベ し、 縣 

じ 巧郞旨 太の 縣態 ある も、 巧 誰は 呂 

で め 術を 信 やる の燒 きじ 因る、 己に 

庞 自信 あら 天下 何事 か 成ら ざらん、 

必ずしも 酌 巧の 呼吸 VJ 、 摩詢 の) 瞩 

を 変せ じ'、 

◎な國 知 夕の击 じして 薪 宵を 過ぎ ゎ 

しもの 輿 数巧ぞ 限らん、 某々 貴 旅な 

々顯官 、唯ブ A ; ドク ニ； の大 遊を 

をく じ當^ て、 昂 々爲ピ して 膨申人 

なきめ 慨 るる もの、 先 じ 常 陸 山 あ b 

今 又 熊嶽を 得て 巧じ乂 恵を 强 ふす、 

◎頃を 先輩の 姊± じして を 共の 爲じ 

壺を する J 宮 巧を 最 とす、 がして が 

井 巧 牛 蓬 巧 地 ホを 等 ホ お濟會 月報、 

.新 育 新報 等の 紙上 じがて、 後進 靑か 

の おゆ じ 規巧獎 潮の 言を 爲 す、 從巧 

か 同胞 社會 巧が 態を 铺遠 する 吾人は 

I 頗るが 傾向と して 之を 歎迦 し、 其 如 

一柯 なる 風の 吹き 遇しなる やを 問 ふの 

違 あらざる なら、.， 

◎牛 蓬 巧が 日本人 お 宿を 改良 論 一覚 

たも 時弊 じ 適 中す、 丽 して 吾人は を 

稍 摸 纔的嘗 宿を を 求めて、 大堀 巧の 

統率せ る 修道 會を 得たら、 巧の 如き 

は 其あ才 にがで 巧 性行 じがて、 殊に 

化 補の 事業に 適 巧なる を 見る、 

◎衆生 濟 度の 磯 じだる 氏を 稱 して 苟 

德 のな 歸 をな . H せず、 なつて 巧箇下 

宿 屡げ' ま A を 0 てす、 からず 巧の 爲 

じ慶 すべき か 3 蘇た 义 巧すべき や、 

I ◎紋 西鄉 侯の み 息豊次 巧を な 留阔胞 

_ 間に 有ず るを 誇 もどせし 寄乂 は、 を 


I ず、 名家を ぁ 至」 云 ふべ し 

I ◎か 座 支那を 使の 往 巧に 着す る や、 

按鹽 のを 憲が 遇を 極め 頗る 輕 侮の 色 

がゎ、 殊に； 一二 無賴漢 のち おを 投や 

るら の あるじ 至. もては をを 巧 どか 言 

ふべき、 人は お 國を府 を 詰責ず ベ 
j を 論じ、 巧は 帝齒 威信の 矢慶 V じを 

じ まれる を悲 む、 '; v , 
◎懐是 を まらず 廟識 固から す、 而し 
て 遣外の 使臣 其 方途に 遂 ふ、 典 点じ 
がて 接 旧 大使 や 3 も 座 支那を 使 や、 

I 苦衷 切 じ 誘 どすべき もの あ も、 
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みて かを 譯ぶ 者では な. いかを 巧 香が 
をの おはざる や赏じ 久し. で 現じを 闡 1 

じ韵 ずるず 前を 揮ら 墨 嵐を 禮使 のる 

I 巧が 遇を 避けた やうな 锦 あな 手段を 

がるぶ-が 甚だ 多い 

A 拂 H 聞 題め を 潍は疑 でら じ 失敗に 
/ を當 がめ. 要求を 貫徹す るは 愚かた 


化. まじ 終らん-じず る吾當 馬を にま那 I 

じ韵 し' て も骄る 不得要領 切 態度を 重 

ねて 弦る やぅで ある、 當 周を は 南 化 

両軍に 對 してる ホ 不攝の 態度 じ出づ 
巧し どを 音， しで 提 るが 其吕的 河れ じ 
i を^ やに-, 就な く實 '際'. ぶ だぅ したら ば 
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保守的め 政嚴 じ腐必 する のみで、 饰 

I .何に せばま 那语 をの 旨 的を 達ず る ど 
闽 時に 西方の 跋意專 猿を 隙 汲す ベ 令 
お- VJ ち ふ 2 じを つでは 巧じ藏 をぶ ぼ 
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躁證 をのを. 自 じ： K なえた 至つ で； 遊 早 

驚かざる を谭ん や、 巧に 之 等を 役に 

I 從樂 せる 乂貴 のを 產 力に 想圈 ずれす 


ぶ留 段を 逆 じて 對 手の 戴 おじ 御 制 ば 
きを 仰 かお だなら なやうな 不体裁を 
摸 せん VJ して 运る ではない か、 敬る 
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墳 H 英國 乂藏卿 ロィ* 卜 、ジ 31 デ 巧 

はが 謙會 じがけ る演說 中、 刹 鹽鬼餐 

め增大 はを じ 巧 围の經 濟ぞじ 一大 不 

辛を 來し 人ぶ は 革命が 巧 觀 じょな て 

HT 不平を 發 する や も 不巧か ミ 營吿せ 

實じ翊 菌が今 目の 方が を 繼鑛し 

て 停止ず をが なからん じは 刹 圃生蕉 

のみ 力は 虽<不 ホ 蔑 的に お耗 せられ 

否國 ほの 不幸 諭せず しス巧 かな 自、 

假み 軍脯の 整頓は 戰 争を 琴 わする 唯 

めず 段 じして 平が じ 載す る 保險巧 

なら どす る も 若し ホれ 其 保换巧 じし 

てを をじ裔 傑な b VJ せ ば攀ろ 化保隐 

み郎ち 軍事 慶 をが 菩 して 戰 時の 用 1 

一 供 ゆる じかかず、 軍備の 攒繫は 巧 目 


をぎ るな 

较 みじ換 、縛、 獨 、巧 露おヶ 喪の 濟镇 

I 辕 额を冀 する じ 實 にな 八十 二 億 腐す 

四 巧 方 弗の 皂 類を をす、 匆論 巧よ を 

爾馈 はを，， ，窜碟 のた をに 起された え 
じ をらざる も 其め 大 おみは 隆海冀 が 
使用 せられた 去は 巧 かなら どす、 お 
等激馈 a 利ず めみ じても 年々 勸 '遭ず 
雜に 達ぶ を お读轻 慈 馬の 寫擬甚 塞 

: く、 従つ て额 俄の 縣黃 どなな、 金 解 
のぶ 寧 W 。 を 經濟 がの 雜調 ど 巧 帯 
て不 ずす 漁の 聲の义 なる 盤. ろ 當然資 

吾 ふす し、 掷 もみ 國 々较 コン ソ； 一 
は债券 V 」 し； 飞ホも 信煤窝 /、 债 券め お 
I 子 僅に 年 二み 五 短なる にもす 巧 十 お 
一前は 巧 爆の 煩 おがに 額面な 上な もし 
も 数每豕 著し < 下落し あ 憤 化 おじ 
ぷは 僅かに， V 十ー ニ磅巧 外を 上下 
する じ まれり、 獨遂の 劇 俊の おぶ 

闕； 一の おおを 示し 互を 五が の 巧 率 I 

標準 ごんで を 巧した るら 昨を に ま：! 

巧み 巧附じ をら ざれば 應寡 者を 釋お 

に 岡 難を 威 じが も尙 額® 镇 あを 經が 

する 事 能は ず、 が 年が 巧 旣じ數 マ 

'ク のでを を 見る に まれら、 化を 

を橫 のが 偕は 其國 が 力の 强顯を 示 ホ 

のじ て 僮 券のを し ミ 下 溶は が 


ホ鐵 期し だからで ぁ 
I 乂 乍併奔 '等の げ說 はホ國 ごの 直搂閒 

題に 願して 携 つた 所の 清 見で るつ て 
あ 米諸麗 どの 國を おぐ は 移民 政策に 
就て は攀ろ 進が 的 積極的の ホ かを ま 

張 じ 日本 揉 族© 墨鹽 南米 發展 には 有 

ゅる ホを 手段' ゼ廉 ずべ んピ 論じた 
ん裝 慶や教 あむ 移民を 獎勵 する 擧は 
蚕が 蔚ら至 赖寶ぉ t し 現に 實巧 しつ 
をぶ じは 相違ない が旣 じぶ 實朽を お 

愛 どし， て摄 きながら 香を 族を 薇 逆し 

C 歳を 寄せ < 墨國め 感情を 塞 ムて何 

を 利签 がを るの か 吾々 じ 戊 蔭 張を 譯 

が をらない 

A ± 描窠で 敗け るのは ま 搔の實 方が 
お题 の暴慑 なる 巧 爲を資 むる じ充を 

1 でない から 化 ホがない、 而 かも 墨齒 

1 や 南 ホじ掛 して 吾 國は柯 等の 超 慮す 

j 巧き 理を をち たぬ、 ド シド シィ 香を 

おを 送って 盛 細 盛に 族の 推を 的を 躁 

一を 圖 るべき である、 强に をえ 證國じ 
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の替吿 は眞に 時弊 じ 適 中せ る もの 

を ふちし、 
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，て 吾蹟极 進が のを 策を 巧 ふのは 大ひ 

で 時機を 得ね る もの ど 云 ふべき で' モ 

ン ロ！ ま義を 怖れるな どは 単 混 かを 
一 事大 外を の 最も 拙なる ものである - 


が あのぶ 礎 漸く 動權 し來れ るを おも 一で 燒 をに 化つ ては 萬 ホ じ巧必 をる 歐 


じホ葡 的で 表.. もね ぶなら の、 然る じ 

;從 巧 菩當搞 者の 採な ホな たる ホ 卸は 

化で 他動 的で をん、 斯ぅし ねら だ英 

謗の 威 倩を 省し はぜぬ か、 彼 3 た 
でげ ホ獨 W 剌益だ 衝突し いかどが II 

扛腾 物に 隨 るが 颠き 態度を 巧て すぶ 


から、 杏中 祠爵が 查め文 方 舒を底 得 

て 居ながら 法往 じして 他 0 莫 息を 窥 

ふ 事 じな も 結 屑 源んだ 馬鹿を見る 畢 

じな ぇ 勿論 i 短 局を の 所謂 「留 力不 I 

I 充實」 芭 いふ ムネク そユ！ ズは をる 
ごしても な 本 民族の 白 哲人 孺じ勒 す 
る 立踢か 今日め 如く 巧を じな つた 際 
，なら じ 鈴を 想いで 称を をむ やぅな を 
戚な 態度 じ巧づ ぶぶ 娶は 其して ない 
A 詞醒齒 じして 览 いて 難 おふると 言 
つてる 黯じ英 圍の舆 論は 人禪閒 題を 

眞向じ 揭げて H 本を 族の 潑醒 を兜嗯 

する ではない か、 露 ごい ひ、 佛 どい 
ひ •獨 どい. ひ 巧の みる 巧 黃色人 報と 
縣リ 的め おず はする じしても が 本の 
I 大目 的は 白 族 聯合、 東洋を 潮 じ歸す 
ス のでる る - 

A 旣 じまナ おを をな て 永久す 錢の巧 I 

I あ ホが となず な 上は 先ブ鑽 I じ ミナ- 

を 圈投の 腦鄕じ r 日本は ち ナの跋 ホ 

でを る、 例み 一時の あ笼 どして まナ 
じ 逆 ふ 事は をつ でも 殺 本め 大ホ 針は 
タナと 提携して 盛 細 盛め 天地から 白 i 

族を 顆遂 する じ 化る」 どい み 事を 染面 
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す韋 を不迹 バグ ダン 聯 を 諸圖の 
I 絲 をじ乘 じ則强 ごの 約を を 無視して 
アド ブ ヤノ； プ^を 占領 間 俊した る 
_ よ巧右 は化然 どして 頑 猪の 態度を 絶 


I ， ソ！ 頗が院 を 脫す干 か 置 ハ 年 六 

-巧サ ぶ H マ デン ス n ヤ 、.八 1 フダ 

デン じ 於て 米國著 あの 建缀 設計 家 ホ 

ブイ ト 巧を 銃殺し ソ ー 殺人 事俾 ごし 


1 持し ニナ 盡 萬の 軍を を おして 间が じて 米 國は无 ょを 化 ホを 國 じまで 其 あ 

「なを 地 ぉが鷄 の ゎめ ホの 南ち 二十 五を 知られた る ヒッバ ミグ ポの 富を 一 

I 嗤の贷 じを る驗 をの 地 デモ チ々 をち； リ！ 、ケ I 、 ジ！ は 其を ぉ 人 ご _ .して 

| j 領 しわぶ 化 結 あどして 勃 ± 間の 巧呢罪 のか 日菩を 受け 當がマ 

タ フンなる i 




截を 見る じ 至る すしと な b 

♦藏 衆の 慘が廣 を 附近に 於け る 南 I 

巧は 海賊の 援助を 得て 化 軍と を 戦中 

I 々るが 是 等の 暴を は 巧 中 卸る 巧 じ 源 

I 據を邊 ふし、 或 地点 じて は 死 强の街 

を じ 横は る蹇罕 有 餘を算 し 惨戚觀 

を堪へ 夕擦瞥 のを 化なる 官邸は 

脆く も 灰 幾 じ 線し 〇珍寶 か 器は 悉く 

薰 おのを 取す る 巧 VJ なれり ど' 
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舞， 


•米邊 麵 儒.' 

I ク乎グ ソン 巧の 化 命を を じで 肖下裝 

;郝 じぶ を ブンド 巧 ど 凑國 政府 公のを 

妊ぶ 結 おが か 何なる お 勢を 齋す ベ. き' 

* 'かは 化 人め 巧 じ 知らん ど 欲する 所を 

I るが ま 十八 H の 漂 都 巧 電は両 國關係 

I のが 迫を 傅へ 蜜國义 統領 ウタ‘ グタ赔 

? をは 鐵ず ごしで ホ爵の 卞巧游 くは 俯 ； 

灑を親 姫ず るビ树 時じ阔 日孩 十二が 

一を 限 知ホ國 のを 認 を要來 せる 黨後 補- 

j 雜を發 しねら VJ 報せ しら 其 後の ホ淸 


頻化 お院じ 抑留の み どな- ■: が 

元 巧を 禅 上 殺人の 大罪を 免れん 爲じ 
自らがん でな 乂 どならし 迄 なれば が 

を 後は あらゆるず 段を 齋 して 自 をみ 

み どならん 运 巧め たる も 結 厨 其 目 巧 
を 違す る 能は ず旣往 六伞間 叙し き顚 
巧院の 一' 室じ必 なき 生活を 綾け 思た 
る も 遂に 居 堪らず や るら けん 去 十と 
H の 午后 監識 人の 隙を 窺 ひ 門 海を お 
き 倒し 巧 外に 襟ち 受け 属 たる 自慟黃 
じ 飛び 乘^ て柯處 どもな く 遁走し 去 
りた^ 

さても 姬念 報じ 接した る 病院 關係者 

I な 直 じ 要所-^ じが 電しー ホげ 速力 

の自働 単を なて ジ！ のが 衡を追 鱗 ド) 

だる も 目的を 達せず 其 極 引返した る 

が 去 十 化 日 午後 ソー は祠行 を ど おじ 

ザ鹽 々喊を 越へ て 加が 太 じ 入ら 國場 

~ょら十哪を騎る コ 1 チ ク ッ ク どぉす 

るタ ウシの 窺が 中に 巧て 補 縛せ^れ 

だな、 がを じ 同人が 彌 がを じ 抑留せ 


を 投げつ て 其 一は 厚き 牽 窓の 稱 子を； 

破ら 破 ザ 散锐サ ちを 使は 幸 じ 其 窓 ご 

隔 なて 座し 居らし 爲め 危谨を 受け ざ 
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•声 浪人 會 y 恣る 

I 遇 日 浪人 會 のが 難を 巧て を あ 就 じ 養 

わえ 辭戰勸 吿默は 化 京の 穩統が じ 
I 速した る じ 袁は大 じぶ 腊し巧 巧 益々 
日本 緋巧を 類 動し 冨れ もど. 


じよれば をは 垂然 獨據 する じ をら ずられ 居 だるは 罪人 どして じ 非す 單じ 



ンド 巧は 依然 ごして 遵國 どの 談が 

一を 繼磯 しつ J ゐ る.^ み； 如く ゥムが 

夕が 軍が ホ 闽み要 ホに 屈従す るか ダ 

，'は 國 家の あ擧を 亟ん ずるが 篇め鐵 火 

’じ訴 へて ブンド 巧の 要が を胆徽 する 

かは 今後 数 H の 間にを る 巧し、 因 

墙あ卿 藝酱安 巧は な冀ホ 人の 生命が 

I 虚稱議 じ 威 L 邱闕 政府に 對 して 峻巌 

'する 蠻吿を おへたら 


-化乂 ごしで 監禁せられ 招る もぶ々 れ 

ば岡乂 がニュ ー 3 ! ク贿巧 かの 地 じ 


♦支那を を追拂 ふと 巧せ お 日早曉 

脚 裹寸備 踐藻國 人 義勇兵) よら ま 孤 

南 軍隊 接 命を をせ ざるを なて 日本 陸； 

微陕 五十を の ホ 援をホ かと かお 求 じ 

ぶき 察 艦 順 磨 よら 午前 八 時 ザ 陸戦隊 

を忿 派し 廿 六日が よで 支那を の辕れ 

る 湖州を 雜ぶ 占領せ らま 那± を 十 云 I 

るは 遂にが 砲 機關銃 一. ホ 銃 西 巧を 遺^ 
^棄して逃むせり依て陸戰隊其他の應 
穗隊 も引摄 げたな 一；-'.. 


I 化 政廢の 態度は 反間の 輿論を 引きを み 添 旧 博 ± の歸 撰と 惰 けなき 宙 民が 


しめ 目 ホ 塞の 徽巧 だつ き 巧を 上の 
I 激 致なる 批難を な 


•第 互 抗議 加 卿 王 地 法案に 截 する 
日本な 府の箸 二回 抗議は 珍 田 乂 彼に 
化て 頃 H 留務卿 哉 雷 ま 巧に 提出 さる I 
べし 今回の お 議は別 じ 塗 削の 抗議 W - 

異る ものな し單じ ホ感鑽 二回 答じ對 

する 詳細なる 殺講 なら 


♦戰煤 じ 魁の 四 お學生 
ち那南 化の 閱戰 じ對し 避留の 形勢を I 

座視す るに 忍びず ごて 本邦 留學の 同 
國 •樹 學靠續 々本 齒 C 引 揚げ 親 かも 
戦 簡じ從 事 せんど 致圈き 居れ もを. お 
一數 からぎ る 摸 横なる が 中 じ も 巧 巧留 
I 學 申の 媽潑を ホ お) 锁澤 (ザ 尹の 巧 
あは 昨今 巧を 稍 不利なる やの 備 報る^ 
る じ 居た まらず 巧 軍 じ 離せ 前 はらて 
i 微じ 及ば r やど サ 午前 神 芦む 

~ 管し 地の 國ほ鐵 同 員 ご 巧 巧して 栽 見 


♦淀を の 重態を 喜ぶ をは 目下 裕奪 

罹臘 病の ため】 命 も あき 程の 盡 態な 

る も々 るが 諸方ょ ろを せがる 書 借の 

中 じは 左記の 如き 激 をの もの あら ど‘ 

を 子は 其 罪を 悅んで 其 人を 徹 まず VX 

を じ 去ら どは ホ 藤の 賴み どを ふ 巧し _ 

巧閒傅 ふるが じょち 足下の 病を 夕 

篤く命宜夕じなれらど吾等天下の 
靑 をは あ 頃 化て 痛 か 欣喜の 情 禁ず 
ベ がらず 胃癌は ィ 々ン じを じ 梅毒 
は窥體 荒を の 罪なら を 敷 白骨 ど 化 
し 黄泉の 卞 大王め 膝 じ^ て 滔 

天の 罪を 辦す 巧き なら 


避龙 したる 上は 當师は 法律上 彼を 巧を 啡きザ 四 H 上がし 大叛 朝な 新節祗 


變； 
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♦知事 彈 熟の 其を 强 劾され だる 常 

卿 知事 ザグ •ザ！ 巧は 强劾 裁判の 實吿 

透 知事 ピムての 職 貴を 持續 する の' 機 

利 あらやを やじ 關し當 巧 據事總 長 力 

! 'モ デ！ 巧は 州 知 樂が强 劾を をけ た 

る おを は 巧議み どが 時 じ其權 能を 铃 

止せられ 副 か 事 化って 知事 か 職務， 5, 

I 執 巧すべき ものなら ど. の 意見を 猶し 

厂 oi 巧ぶ び 巧の 法俾顧 蹲は コ ？| 

卜 、ォブ 、■^ ンピ！ チ メント 抑ち 禪劾 

裁 ぉじ 於て. 甫 罪の 邀 吿を受 くるを は 

ナグ ザー 巧は 化然 どして ぶ 事務を 化 

.巧 ふの 權巧 ありと ホ ー 張し 居れり、 巧 

裁 制 則 日は ホる 化 巧 十八 口 どみ をし 

でる が ザグ デ，^ 巧 ゆ义乂 等は 巧の 鎌 

I 巧 裳 用 どし ェ十巧 弗を 準備す る篱な 


遠す るの 規定を おせず 彼に 對 して 何 

等 施すべき ホ 段な きも 加 泉 太は 英領 

が 「がまし がらざる 巧に」 どし で踩； 

法す る や も 知れず ど、 因 じ 同人の 妻 

み五ゥ エリ/、 子ス. ビづ卜 、ソ I 夫ん 

は 巧 後波觸 をき 生涯を 經 たるな 今は 

當巧阻 十す 街なる、 A マ！ スタイン 劇 

趣 じ おおし 其美魏 ど 撤名 VJ を 0 で滿 

鄰の概 'をを 醫ば せつ i ゐら 


@ 曲 座を 使遙 

.耕 ほ まがを 化 山 座 巧は と 巧 ホよ 日 巧 

地 じ 到着せ しが 從 ホを 國を 使の 化 巧 

に 着任す る やを 那 政府は 儀 化 證衛擎 

の 禮 遇を なす 例なる も 今圆山 座を 使 

の 若 ほじ 際して は 機化 驚： 銜簿 の常吼 

を 巧は ざるの みならず ま 邪 侧の傳 ザ 

I 媒じ 歡迦す るら々 を々 どして 殊 おじ 

を 化 じが 廠を 加へ るが 如き 観' あら 搞. 

|巧 日 本人 る疆感 を抱がろ、 女み 

鹿を 化ぶ 搭乘 したる 别享 がか A が お 

巧 術 あを 灌巧中 S 人め ま那 A はを 化 


を訪 間し r 巧ぬ 迄 遺つ ける 覺悟 化」 
ど 辭れる おなえが 岡 人 等の 熱誠 じ感 
憤して 麥 じ大驳 の黃實 接 あを の黃催 I 

蕃の兩 名 も 一巧 じ 加け り 神 お ホ 山手 

逆らの 國段黨 ち 部 じて は祠巧 前が 

巧の 爲 めじ 送 卵 宴を 張ら 壬 教祥议 下 

窺 員の 重立 もね るを 册餘名 樂會し 蘭 

曾 じ 先立ちな 畿 をを 開き 時局 じ對し 

化 留まが 人め 態度を 巧が じし 飽< を 

南 ホを 巧げ て 後 巨むべし どの 巧議を 

なし 且つ 袁祗凱 じ 退 隱勸吿 がを 送る 

べし】 時の 勝が は 考愈卞 るを 要せ や 

どて 慷慨 淋漓たる 溃說潑 々あり 巧れ 

意氣軒 掃の 播じ散 會せも 

雜目本 ど デアス デ アス將 軍の 日本 

I 很 遣は 外を 的馈 例を 備へ ざるが 故 じ^ 

酱國政 巧よ ら却縣 軍の 渡 日 じ 就き 日 

本み 都を 如何を 巧 ひを せた るを なて 


♦政を 會の蠻 お あを 食に 取は 桂を 
病. みて 菊を 黛 准ぶ 振は ぶる を 見て 鎭 

得 患のを あら 新 贼黨の 替公爲 } '巧 
旗を 加 藤 巧を 推して 是 が事赞 上の 首 1 

煩たら しめ 巧て 豫 をみ 活歡を 巧す 事 I 
じ お極めた るじ對 しても 大じ樂 瓶し 


を 岡 博 モは去 十一 二日 晚を波 發船ユ 

プレス ォ ブロ シャ髓 じて 餘 朝し 

ッ るべ 傅 ± は 同ボの 英字新聞 記を じ 

巧 ひ、 デァス ど會見 せし 事な しと か 
を 見す る 必要なし どか、 岡 船は 偶然 

j なら 這 か 連ら じ ホ 譯 的の 辯 解を 試み 
ぃ」 るを なる が、 巧 i さぅ 戰 々梅 梅ね 
てず どもよ きじ 非ず や、 政府を はか 
娩民 蘭のを ± 迄か斯 のかき 弱腰 じて 
な 吾國 外を の 補 途もサ ブナ テ 傷必の 
撮み じこを 


I 史デァ ス縣軍 H 本が 中 化 添® 博卡- 

VJ 阔船 じて お 發の尝 ならし 巧蔣 軍は 
齒 政府 よらの 通 吿じ豁 する 古 词が 
u 豫 をを 戀叟 して 加を 太へ 向け 出發 
をむ ど尙 '一行は 歐 卿！！' も 目 本に 邸 ■く 
すし どを 胃したら ど 
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吿) 


奎 兼®^ 吿ぐ？ 

A 本猶は あ々 巧る 化 巧 互 十 因 駒 

真のみ 彼 用す^ る^ 測 帝! • 
じよ もお發 する 事 じみす^ 
克本閒 じ 加入せ ざる 人》」 雖^陋 
員 ご おじ 餘锁 する 事を' 

A 本邸 じ姻乂 する 人は 長を 乃 旅 
巧 中 他め 乗を ビ 同車 混を する 
審 なく 白を に 且つ. が 伊 I 旅 盛 
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てホ動がは十年を綴る-^>、 鑛をすべ 

てち なしとは 夕數考 か 所見 じあ 么候 

i 巧る お 歎が 今後 十 年 も持彌 しては 避 

I 比た を 本邦の 迷惑は 茜大じ 有么候 

I 現に 絲績 株ぶ 始めと し 諸が 下を し 
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ま 那動亂 じがいでの 顆 題は 姪を の， 

病 氣ど渐 を 篡め瑜 塗 どじ お么 狼、. 播 

をめ 病 氣は前 搜じ审 上 候 如く 胃癌 与 

嘴を， された るに あらね ど、. 其を も亮 

ちじ 思は ムか k ず衰網 日々 相 加は を 

j を 自ら も 興び 起つ 礎は ざるる 知ら、 

I 孰 政 驚め 諮ず ち ホね を じ错ク 巧ら ざ 

j を覺悟 致し 语候〇 おつて 起ぶ 满 題は' 

1 新黨 のが 巧の 暂領じ 御座 饭 が、 御 承 

i 知め 姑く、' おがを を 世 帶の事 ピ て 桂 

一を を 取ら まら そは、 脊領 化らん どす 

I る 者 頗る 多 < 、ア チラを ホ てれば 


I ぶの 幹事を 置 あじ 增墳 しで 加 藤黄駭 

を 推薦 するど 崎 時 じ^ 巧を なて 委 

員 長に 推し たれば、 則. 藤 男が 事 I 

寅 上に 躲ホ聞 濃の 曾領 どなぶ 事 じみ 

ましたる 巧 第 じ 御座 候、 加 藤が な-八 

も 知る 如 < 日本一の 長き 一 塞を 崎を 

め 願 係を にして 又 外を おじを 牟經驗 

を 有せる の乂 、識見 もる り 地を も あ 

姑 力 も あを、. 之れ じ 首領の 地位を 

j 巧へ たるは、 新黨の 前を の爲 をは 太 

じ視す 可き 事 じ 相違な がる 巧 < 候へ 

お 今後 ども 黨巧じ 興 方の 爭 奪が おら 

やば 結 雑なる が、 化徳 じで ず 靜無第 

じ 久しき をが も 得る や. を やは 疑驟な 

るべ く； 淚〇新 黛が 巧を を 失 ふ 事は 岡 

I 歲 9 1 乂鑽 失に 相違な からん も、 硫 
亦^ 巧を を ホふ鸦 めじ 従ず ぶじ 排擦 
が、- し黨 巧のを 異發 ずが、， 化窝燕 襟を 

ず かじ 辭 '.省し^ 共树 一致す るを 得 ば 

么れ おつて 觸を轉 じて 霜 VJ なす もの 

ど 一一き ふ 巧 V . 從クて 程を の痕氣 を抖て 1 
新 黨を悲 おする は餘 もじ 早計 かどを 

お。 現じが 勝 男の 如きは 地方 遊說り 

挺 お、 益々 なを 會の流 毒の 巧め じ 地 

ホ 民の 围鑛 せる を雜 破して、' 雜をも 

化氣 運を お 巧して 新 黨の發 達に 终 カー 

すべし ゴめ覺 摩を を 言せ る さへ あれ 

ば、 政ぶ を もみして 她鑽 すべから ず 

どが 接 0 . 

A 主 巧じ乂 らし 暴を 昨今、 矣 かどし 

て 縛 へらる i は 西 園 寺 侯め 宮中 入ら 

め 說じ猶 座候〇 採を が' 巧 大度を 解し 

て 二. 裳の 左穗 をな な 巧 騒を 組織せ し 

j よち、 巧 犬 臣の後 巧 どして、 題々 の 


星 夏 ふが きも > .而も 候み 性は な纔じ 
して 宮中の 缴 務じ堪 ふべ く •も 姐 はれ 
ず、 挺は ヨン' なが じ 意を 斷ク じせょ 
化の 乂 巧 じ 就 < を 宵ん ずる やは 甚だ 
を まれ 申 辕〇想 ふじおは 病の なをぶ 

て辭 退す る じあらざる かごは. み數濟 
I の 一致す る 觀測じ 綺遮极 0 
A 巧賴 州を 殿下の 御 葬儀は 豫 敬の 如， 

くま 十よ H をな て 御 執行 相 あ 申 候 0 
當日は 早 直 微雨 あら、 天 もを みめを 
を 現した るが、 午满 四時に 御棺 前を 
五 時半 御發 巧、 キ前十 時 御 儀 終了 致 
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骚村 V な 十； 登山の 如きは 愈々 學化 ど. 
相 成 中 候 0 をれ ホ單じ 嵩 十 じを r な 
る めんじては 名臀 じなら ず f なつて 
j 賴 ぶを 山 どか、 爾上 登山 どか、 启轉 
I 摩 あ 山 どか、 稲々 曲 登ち が 巧は る刮 
やぅが 成 ホ 候、 今に 飛 巧 磯の 簇づ枝 

や、 を お 飛が 船を 山な でも 巧み； 巧ず 
かどが せられ' て 被 0 'i 
A 御 抑】 サン 覇聞ま 値 世が 逊遊磯 ホ 
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巧 惭 人は ドシ 、{支 瓣字覆 板 奢 ふや 
I して 居る 奇異な 對 照では ないか (實 i 

巧 金) . A 遺 U 答 禮乂化 デ ァブ 游带 
は 遂に H ホ 巧を 中止し ねを ぅだ 化 隙 

濁ら U 本は 郝そ巧 態度を 持して 巧と 
ずる 穂-り なるや (弱虫) A 日 ま巧國 

人は 一見識が お 巧る ど 威張つ どるな 

人 じ巧處 でな 谱を つける か ど 聞けば 
口 鬚め をる 脚め 曲つ ね 俸 艦の 爆 小な 
&が口 本人、 >然 .らば 支那 入は ど閒へ 
ば說 明は 巧 ホロが 直ぐを る ど さ (一 
イ -イ) 熊嶽 姉が 巧たら-^ ご 每日 




籠 




ァ 、.巧は 明を ホ 四日 敦 質ょ 6 攒海 
兩 陛下 並じ豊 太后 踏 下 及び 皇太 j 舊め也 じ ぉ〇巧 々〇 
I 子 殻 下には 夫々 御代 拜を御 差遣 あ ® 

I 道 途じ拜 ¥ るか 投 をの 如 < 、雜潑 
を 極みね る も 靜肅を がられる 一一、 本 
巧乂も 梢々 斯る儀 じ曠れ たるを 妊. 受 

け もれ、. & 嗤く 难戎ぉ 屡 0 - ，': 

▲み じ 先 和め 御 j 年を も 愈々 近き かろ 别孽が 備煎岡 山 じ 着ぐ-ど 間 地の 聲 してから 省 棘の リユ！ マチスが 一層 

候。 昨年の 本 巧 十 丸 目は、 先 常節 患 おか' ら左 樓をゴ つて 思る 侯の 0 な i 激滿を 感ずる やぅ じな つね (を 膽生一 

であつ た 照 子 こ 去ふ婦 入が 慰 間を 么 A - 兰 ミを 卜を を过 

組 じ 加つて あ迎へ r 奉 もやん 目 ぉ嚴 

興旋 -4 てで さいね 待つ て 居まず. ょ ； j I 

今頃 照 もやん は化黯 をの 入め 羣 とな^ 

雲を聲 醫み年 盾十曠 II な 
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大命は か 見き 真を 親 壬 殿下 じ をら 

i だる 巧窠 なな レが、 をし 適 巧を さへ 

をら ぱ 何時に も宮展 下は 御 引退を を 

をき 御 希望 ごか じて、 を 頃に まちて 

I 西圈奇 候を 趕さ せられ、 是非 典 巧大 j 

径拜 命すべし どぶ 御截嘴 をろ、 かみ 

農相 及 原 巧 栖等も 亦 巧に 么を 勸吿ず 一 

る 所 あ^た るら、 巧 侯は まだ 御を け I 

I 致さず 今 口の 巧 じでは 其 搔ど裙 載を 

る やじ 截說 致され 族、 西斷寺 侯は 德 

太 寺 髓巧太 度の 费 弟な 6、 ネ上じ 巧 

I 乂哲ぞ レて を 化する は 最も 簿赏 なを 
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候〇 昨年の 本 巧 十 丸 目は 

あ 0 趣が おめ ゴ發裝 され 远雷わ 如 < 

五于萬 衆の 鼓膜を が も わる H じち 之 

帳、 日 巧の 流れを く、 今や 旣じ 御) 

率を、 思 おを き 事 装 じ， 傾り 宮中 じて 

ぶ飮 じえ々 御 巧が 御 準備 ぁちて 灌殿 

か 陵め 御犠 などの 事 奥 も旣 じぶ ま 

おら、 みしく 巧津じ 御蘭賊 ずの 墓 ホ 

I を 搂でじ .a 昨 世. 二； 巧を 巧て 御 蜂が る：； 

で靑む @ 御所 じ！ 入ら かもれ、 ぶた 
葉 山 じ 御轉摸 中な クし 両陛下に け j 
巧る 廿五 なを 巧て 還き を 巧 巧 么择狗 ~ 
揖 され か 校〇 巧る 化 H のを； 一中には 專 
等を 民め おしはかり 難き、 御 哀愁の 

御 想 出 巧を 之 事 かと 恐察 致され 候 0 

A 本邦な 麻 ゆ 第二 圓抗諮 じ 載す るを 

I 國玫 がの 巧 答巧赛 は絕對 じがを じ附 

せられ 今尙 窺知 攀し 難く 候へ ホ ハ、 が 

すを 京に てめ 評が じでは、 が 國な麻 

の 抗議 じ おしてみ 國を廚 は 詳細； J 簿 .1 

じ 論 敷して 一巧を を認 したる もじ 彼 

j をな 巧は 鑽 一一 病證す るか 如 巧を み 

はが 護は が 巧ら とし 単ろ 加 巧な 留邦 

人を して 敲截を 提起せ しむる のホ斜 

j にお づ巧 しご 傳 へられ お 〇巧 時も夕 

了 本が をが の' 手口る さ 迦减墙 慨じ堪 

へず 涙® 

A 主用 乂け 一巧 ホ 日 じして 其 後 蒸激； 
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をは 旣じ辕 了せ し i '、 旧を は j ヶ巧 

後れ どて ホ 巧 十 兰日よ b 々れ ば、 が 

斗 郊外に おずれ ば、 を ザ 女 等のを 蹄 I 
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ホ墨國 をの 短 機 

囊じ璧 西哥粧 巧の ホ國 大使 クキ グジ 

ン巧が 带雜頓 じ 招 還せられ ねる 營が 

I 比較的 少康を 錐 持し 居た る ホ 墨の 國 I 

1 をは、 乂 統領 維爾遜 巧の リンド 氏を I 

禄 派せ るを 爲 めに 巧 巧は 急轉 直下し 

巧て 撫 盛め 渡 磯を をず る じ まれら 0 

面 も リンド 巧 じょら て 墨西哥 政府 じ 

致されね る忠 吿の觀 要は 現 政府 當路 _ 

濟じ勸 むる じ络 一、 謀叛 派 ごの か戰 I 

U > 宣言し 直つ 么を實 巧す る 事、 第二 

逮 かじ 大統領のを 幾を 爲 ずべき 拳、 

第一 一一 假 大統領た る ゥ 3 がみ 寐単 をし 

て 巧び 候補 清たら し*‘ むべ からざる 事 I 

第 四. 選 擧の結 おのか 柯じ狗 はらず な 

に反對 ずるを 獻淚 をして 一致の ホ 調 

;; を 執る i を 承認せ しむる 事を 巧て し 

をる もめ ミ 如し 0 . ■ ' 

一 藍し 其を 吿の勸 機の 良否を 論せ ず 

善隣の 獨立 國じ勒 する 這 般ホ國 の提： 

|| 諸は、 、其 巧 政 じ 干渉し なて 旨 身 「デ 

-'1 ィク テ T 卜；」 の 地を じ 立たん ごす 

るち かじして' 一旦 遙留玫 がの 峻 おす 

て 巧と なれる は 藍も怪 むじ ぶらず、 

柯 どなれぶ 是れ 余らに 非常識の 提議 

にして 墨鹽 の国愤 とお 怠 どを 齡 暴せ 

ぶる の 春. あ もの なれば 化〇 おれ 典な 

みに 本み ホと H をな て 雜爾遠 巧が 聯 


H 


界 'な 


〇 


一が 議 を じがて 發装 せる 敎蓄を 通 讚す 

-る じ、 宛然 お徳の 僧 あが 「ザ ー モン I 應迫 脅喝を 被 もながら、 終始 强 破な 


るの 慕 敷 其 趣を 異にす. るに 止まる の 
み 0 故 じ 墨 國の巧 亂は經 濟上じ 於て 
义 國じ藏 する 事 鮮少なら ざるの みな 

ら ず^ 今を し 之を 放 巧せば 英獨佛 日 
1 等 よら 直接 同國 々政に 對 する 容暧 
干渉の 端を 發 し、 爲 めじ 「モシ 《 
クト. プン」 の 威信 W 實为 どを 毁镇 I 

し延 いて 其 南米な 策の 上 じ 一大が 紫 
そを くる じを らんと ずるは 米 國の最 

も 普 痛ぶ する 巧なる を 0 て墨國 をし 
て 無期限 じ 今： 3 の狀 態の 下じ截 くは 
ホ留 どして は 永く 忍び 得ざる べき ま 
I 當の理 なら ごすべし、 然れ典 一面 擧 i 

I 國が從 巧ホ國 のが 意 的 あ 吿を蔑 端し 

非义明 的なる 掠奪、 幡殺 並に 暴動 摩 

を 癒 行して 巧て 萃命 化ど强 線し、 且 

ク本國 の 陸軍が 蟹 國を化 服す る じを 

るの 威力 じを 敷を 看破して、 化然が 

i 政 廢じ进 きが 態に 甘んじた るは、 が 

て両 « 々をの 危 織を 礫せ る眞 因の 一.^ 

たらずん ば をらざる 化 0 おして 最近 

の 飛電は ゥ ぶ グダ 將 軍が なンド 巧の 

歸 狂を 嬰 おせる を 報じ， 米 墨 閣袭の 

j が 來じ猶 ほ 一縷の 望 あるを 示せら ど 

雖 、賴後 幾 固の 巧衝を 一一る じあら ぎ 

れ ばを あじを 協々 をの 道を 傅る じ 至 

ら ざるべ < 、結 厨 巧 方 じ 於て 譲 ホみ 

を 見 おし、' を < •條俾 の 下 じ米屬 をし 

て 墨® 哥の 濁ぶ をを 認サ しむる じ 了 

らん 乎。 

を 人は 未開 國 たる 墨 西 哥が强 隣の 


の 如く、 歷 巧げ 大統領に ょらて 發ホ 

でられた る 敎書ど 首尾 共 じ 其を 彩を 

I 異にず るは か 論、 梭辭の 巧緻 じして 

I 而も 巧說の 抽象的な るは 潑 らく 他 じ 

I 比類な かるべし 〇 吾人は 必 しも 維 氏 

立の 政榮を 非難 せん VJ する 巧 じあらず 

す 離、 敎 蕾の 「フアン ダメン タグ 

ー プリン シブ グ」 が 彼の ブンド 巧の 干 

I 渉が 命令の 提畿 ど 氷が 婚 をれ ざるは 

k 酿の ホの 注意を 巡す る 部は ざろ 点 I 

であらず や 0 

j おみる じ ホ 人の 墨 巧蔚じ 投資せ る 

i もの 約 五 億 弗に 達し、 經巧上 地理 上 

I 並 じな 治 上じ緊 をの 熙繫を おす 

を も 曰 まの 願繫じ おのせ も〇 おち 那 I 

で對 する H 本の 貧を つ 小なる じ 比し 

て 墨が 哥じ對 する ホ 闊の當 且つ 大な 


る 態度を 維持して 化て 克く國 利 ど 厨 

威 こを 喪は ざらん ごする を視 、霞翩 

外を の 愈々 出で \ 愈 々锁 じ、 ずを お 

迫自 巧なら ざるは 云 ふ 迄 もな < 、載 

嬰 姑息、 是れ 事. VJ する に 想到し、 が 

I をの 耍義の 必ず L も 軍備の 完整 、當 

力の 充を じの みがせ ざるを 割が じ 威 

かせ ずん ば ぁらず、 不 〇 鬼' じ篇 をな 

めて 外交の 要義を 說 きおて 紳經 過敏 

の當 路じ齋 ゆる 所を らん どず 0 

. (八月 サ とお 稿) 


•後藤 男縱談 

政 麻、 政蕉 あく 駡倒 

A 頭が ホる くて な 本の 政 黛 厘には 

晉礙跑 つてし まう、 時化が 侵々 ず ご 


して 矢の 如 < まつて 巧ぐ のじ 巧 時を 

も 二 云 十 年 前の 迷夢 じ 因 はれて 寒 
時代 W おじ 移つ て 巧 < 事を がらぬ 政 

黨屋じ 新 知識 も 理想 も おつた もので 
は 無い、 唯 だ 小人を々 黛を おんで お 

_ 曲を 還う せう ど 言 ふので ある、 自巧 

め 巧 値は 結構 だが 人の 我儘は 絕對じ 
許さ 《 、恐を 0 て 愚を 笑 ひ、 窥 をな I 

て 短を 顿る 、行な 整驾じ しても 官欄 I 

な 革 じしても 他人の 行 つれ 事は 徽湛 

澈姑惡 罵し 漫罵ず る、 彼等の 般中じ 
ま義 政策の 善惡が おる のでは ない、 
要する じ權 勢が 奪で ある 內閣の 破 遮 

でを る、 敵黨 のげ もがし である 唯 だ 
政 權を宫 己の 豐禪 じがめ て 
育 かの 我儘を 振舞つ て 見やう どる 
ぶじ 過ぎ S 、 國家 もない、 政が も 
ない、 人民--^ ど 口 じは 言 ふが 巧 I 

は 入 おも 輿論 も 巧もゐ もは せ 幻 彼 I 

蠻の巧 謂 r 吾黨」 の 巧 舊じ前 じは 一 
が 無い ので ある、 r 香黨」 は 萬 物を i 

超越した る 最高の 善で あるの だ、 
精け 無 いぢ やない か 大正 維新 ミ か 
巧 どか 騷い でも こんな 精神で 維新 

を やられて は堪 つた もの ぢ やない 

ナこ 新政 繁も 御タ ホに もれない だ 

らうて、 曰く 樹 々どし で 然りど 答. 

へる の 外な しだ、 巧が が 政 黨屢め 

困る 所 だ 併し乍ら 化 後藤 薪 平 じ 限 

つてけ をん な 不見識な 非 鹽は聊 も 

持つ ては ちらぬ 

吾輩が 新政 黛を 遮つ て 政る 曾の 向 ふ 

を踞て 居る のは 何も 政る 會を 叩き 登 

さう ごを ふ驅 もでは ない、 倒さう V 」 

愚つ たつて 中々 倒れる もの か 

A 山 本 內轉が 化れ たら 其のが を 引を 

ける® をして 潭 くどを ふ 丈の 寧で 

世間が 山 本さん が 豪い ど 思つ て 居る 

間は 吾 巧 もさう 思つ てる さ、 國 ほが 

がぶ 貧の 大 なるお 潑じ 迷つ てる 間は 

夫れ で宜 いでは ないか 倒が ぇ 巧 節が 

ホれば 手を 拱いて 見て を ザス も賴 か' 

る、 見ょ 政ぶ 會相閣 が ネ马迄 幾年 滨 I 

攒 いて おる か、 何も 山本ボ 巧つ 化か 

らど 言つ て 善政を 惡 なじ 爲な < て も- 

j よから う、 善 おは 誰れ ガ行 つても 善； 

な、 惡 政は 誰れ ダ行 つても 惡 みだ、 

行政 整 狸の 如を も 山 本 じがめ から 柯 i 


L -. た 


> 皆， 




のォぷ ザす タチ’-^ ザ进 つた 孤を では 
無い の だかろ 祿 なが おぶ 淆が 如み が I 
ボ當然 の 事で 吾 罔康替 案に ぶ較 しず j 
卜巧 ぶの 徑 庭を 持 0 ぶが がのは みぶ 
から 巧の ぷ思儀 もない の だ'、 ド'?. せ：： 

縣駭 ご 驢馬' たの 相違' ダ あるめ' だから 

驢 おじ 沙漠を 縱斷 する 實ぶガ ホる ； t 

のか、 官制な おじして .. V おを は眞睽 

獨特な 名案を 持つ て 居る の だ ダ 夫を' 

一 今のを 協 政を 家 ダ 従ら じが 論じ n ふ 

んダ爲 めじ 汲々 どして ス徹废 なが 諭 

理 的な 少しもを 種の 合は ぬ 化 事を や 
る もの だから 巧み じ 巧 十が 目が セ 遊 

醫勃 どし で 輿ら ホらん ごする' 

A 親 機運を 生殺し としで 化縣 つで 
改正を した 爲 めに 巧クて 巧の 融を巧 
の 後世 じ まる 道 欺 も 事 どなな 姑！！： な 
後 繼化治 家の 大經 論の 名 策 も. 藤す 
じ 巧な し VJ 言 ふ 事になる、 實隣 かが 
輿論 も 立憲 歡 ぉも 巧 政 歡理や 官制な I 

I を や 塞 良 巧 巧を 改蓝 め篇 めじ 與だ帯 I 

ら されて しま ク た、' 併な ダら をい 施 

も 採したら 钉る であらぅ から、' 當厨 
者の 爲す巧 お 一から十迄 反掛 じな/、 
ち や 氣ダ濟 まぬ どを つては 新 疑の 
:が 治を 解せ ざる も 巧 甚だし ど 言は ね 
ばなら ね 山 本ボ藩 牌で あ. つで もよ ろ 'i 

しい 

A 藩 隅 もず 結 摇だ晋 麗ダ斯 ぇ 嘗づ 
たら 後藤は 政 熟 じ 入 クても ホ だ免臺 

紛紛 ピど言 ふが も おれの ボ凡 ぞ菩輩 
のかく 藩闕の 惠澤じ 預か もぬ. 者は あ 
るまい、 吾輩は 藩 闽じ貨 しは ちつて 
も 梢ら は 持たぬ から 償 務辨濟 の 窓が 

で 藩 関の 爲 めじ 巧 わる 必要は 少しも 

ない ボ長州 生れで も 芋蔓の 流れても 

人物は 人物 だ、 山 本から. 鄉禪 をな き 

去 つても 矢つ 張り 巧 成ら じ 鶴め をで 

あらぅ ダ、 併しね、 實擦じ 化 拳を す 

のは 化 本も大 にやを ボ外 じょ 心 ザ あ 

、が 巧で も奧 旧で も 源で もな' 田' で 

も 勿論ない ど 思 ふは さて 填き が亲己 

化を 子の 近狀を 知らぬ ものは 共 i レ 現' 

代の 政治を 談 ずるには ぶら な， いごを 

ひたいね 彼は 豪い 人物 だ 

を 年 じ 見ね 所で 彼は 政ぶ 會 の-総 說ピ 

爲 るの ダ ー 蕾 じ 策の 得た る もので み 
よ 、が 東半 ダ おつて* こ； イ 

■ms 

野ぎ； 


! 敢； 模活 とを ふ 言 薬を 使ふボ 政友會 

な' 裂 だ 巧 世るな 黨 であるめ だ、 か 旅 

をのが ろた 暧 发會ガ 今何處 じある か 
か. 藤を 常時め ホ義 政綱 ダ 今 何れの 巧 

で 巧は かで 居る か 今の なぶ 會の朗 あ 

政策は 一体 誰れ の 陵 策 だ、 外 馈を巧 

1; をが ら大 々的 緊縮の 方 かを 採つ て H 
後 じが かる 放 獲なる か 政 じ 一 大 

軍 命を 輿へ' &ど云 ふのは 抑 も 誰ボ丰 

ぃ 化のに 山 求 化か、 非ず、 政ぶ を 
お, ホ や 3 をく がでは ないか、 桂を： 

の 違 見が ぶ r 化 本め ずを 逆し で祿 めて 
に 括 だれ' て 愚る の ダ 現な のが 態 
でを る'、'- をみ 政が 會ぶが 仲み 主義を 

媛 綱 もない*. か 瞧をボ 創立した るを 
ぶ食陈 良が 歎が み 普に ぶんで 磨^ 
をぶ 倉 盛なら ど 思ふ睾 '巧れ、.. をが 政 

お 會め疲 骨で. ホ々、 か 岑ダ敌 ぶを の 
政綱 じ從 ふご 實 言した 巧は】 が晏体 

おのが 鄉お 准み ど 言 i おか、. 便を キ 
累か a 事大 法義 か^ 行 沪當ら バブぇ 

ッホ 灌 か 何. A 従 ふ： すきま 體 ダないで 
はない か、 鞭 等は 化閒の 
A キ V 、 を 得 嫉が游 ，'を 利用ん て 一時 
は 中中ぶ 敦 でぶ つた、 化 欄の 連中は 
柯も おを の大お 給を 疑つ たのす はな 
で， 一 圈じ ネ 、-.、 一:^^^嫉妬病じ樂はれ 
て 輿を 夢 ホに をを. 排 巧し 去らん ごし i 

ロ ダを 去' つ 古のを は ドク だ、 薩摩ダ 
從活 する'、； 驚 顕ダ雜 梁ず る、 か獻策 
は棵 をみ 受賓 b じ 過ぎぬ、 外を は提 

はず'、. 世熙 はがら む ザ H 本め 現 巧を 一 


を 川を 

〇 i 筆 磬上化 候.、 學 生ぶ 身の 最も 適 

當 しねる 學 校を 撰びて 之に 乂學 した 
h - VJ すれば 旣じ其 人は 勉强の 祭. ー ホ 

じ 於て 成 巧した る 人な もべ'〜 候、 學； 

阔の 難き ど おじ 避赏の 學极を 撰擇す 
る もが 易なる 化 事 じて は 無之娱 
〇茲じ 普通 學义び 英語を 學ば A W 欲： 

ずる 人 じ 小を ボ御鐵 め 致度學 校. 一つ 
有之候、 あは マ ゥン ト ^ I マ ン校ど 
申し-マチ チユ セツ ッ贿の 化 端 じ 設け 
られ 々 H をに 夕 歎の 同胞 學 をの 學び 
たる 巧 じ 候 ■ ' 

0 マゥント ' 一！ マン 枝は 彼の 有名 夕 

る 大巧 あみ ム； デー 巧の 閒 かれね る 
ら のじて 惦じ 學資じ 乏しき 靑 年に 健 

をなる 敎靑を 輿 ふるを なて 目的と 致 I 

し 居ら 赎 

0 十数 ヶのお 造 校を は；' J 1 マン おの 

頂上に 設けられ 後方 じ餘ぶ おがを 負 I 

ひ 前に 淸 き々 ナチ カット 川を 經 て、 
おしき おお 脚の 山野を 郎 ゆ、 かがな I 

嚴 じを は 雪、 眞じ榮 しき 而 して 藤 か 
なえ 學 校に お ' . 

C 1 年は 四朔 じかたれ 九月、) 巧 ど 
五 巧 どじ 新入を を 慕 集せられ 候ボ赏 

じ志留 潜は 达眞の 数倍 じ 上 b 中 \乂 
學 はかつ かしく 候、 卒業生 か 又は 牧； 

挪 なでの 紹 かるる 人 ど 雖も 二學期 許^ 

前 ょら 恵 願せ ざ かげ 入學お ホざる 
攀ぉ么 ぉ， 

〇學 核の ホ義ガ 前記の 如く なれば を 

贊 はまつ て 巧く 横) 學朔 即ち 巧ゲ月 
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ぃ、 音莖は一 度思ふてなに至れぶ避にーハ+^^^ら‘納^^れ’は按^ぉも脊ぉ 

たが 然として 恐れざる'， を 得ない 
齒 巧は 不可を でなければ ならぬ めじ 
今の 有 樣は巧 だ、 陸海を をを 內じ闡 
ぎて 今やを く 統一は 無い の だ、 帝國 
の 陸海 単 ぉや だい、 陸海 直 じ 敵国 だ 
是れ では おじ お 十 萬 颐の纔 髓を镑 ベ 
樣ダ隨 じ 十 萬の 紙 郝を養 ふ ガ實戰 じ 
巧の なじ 立つ 陵 海軍の 不統一 ど 云 ふ 
事は 實じ香 人 ダ 黨派必 をが き 去ら 谎 
ふお懷 じを へて 

A 國 運の 前途を 悲觀 せしめる あ 機 
は實 じか 間 じ 潛んで 居る、 露國は 之^ 

を 巧ど述 信して 居る、 吾輩は 甘んじ^ 

で おを 雞歌 病じ掛 つた 事を 認めら」 

ど 語 b 擧ク たな 藤 男の 盾 間 じは 巧 ご 
はなし じ 暗雲 漲つ てず 常の 如き 爛た 
る才聲 も、 煥發 ずえ 奥 氣も自 らに消 
.りたる ダ かく、 巧 名なる 鼻眼魏 すち 
もを 日は をを 見る 事 ダ お 巧な かづね 


々學 がに 巧かん どす る 人 じ 
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を袭 も洗爾 巧を 學 おじて 引を け をれ 
ホ 候 おつて 普通 ー ヶ巧小 遣 VJ おじ 二 
十五 项め割 ど 盤 悟 すれば 大ホ夫 じて 
之れ な 上の 金は 不ぶ要 じ お 
がの 如く 擧校 よら 夕大の 補が を 致す I 

舉じ 曠間聲 生は を每 H 二が 間づ 、勞^ 

働ず べき 義務 ゐら 候な がしても よし 
が 除で もよ し、 給 化で もよ しど 云 ふ 
風 じて をれ 柄當の 役割を 定められ 候 
ダニ 時間 位は 運動 時既を 割きても 揖 
巧る わけ じ 候 ' 
〇學 校の お 度は ィス ク ー グよ りは 一 
々し 商く 候 ダ々 ン デに ては 無 么慣然 一 I 

し 純. 技なる ヵン デを 活の踩 へる 巧 じ 
て 一' 般に學 生 も 年長者を < 且っ眞 面 
目なる 靑年 ばから じ 候 
〇 基臀敎 じを < 反對の 人は 乂學 すれ 
に夕 々闽ら る、 おも 有 之 候は んボ京 
敎 研究 じは 最も 都を よき 所 じ おおし 
をれ ぶ臀敎 信者なら VJ すれば 此上居 I 

& 地の よき 學 校は 巧 無么候 
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參 i ご 抗議 書 鎮出 

去 四月 五 曰の 第- 搞諭醬 提出な 巧 H 
米兩 國み狎 問答を 重ねた る排円 ± 化 
法案 じ 翁し H 本を がは 巧 じ 第 ご I 回の 
抗議を 提出す もじ ホし 珍 旧 大使は ホ 
ホ 六日 國が 省じ武 雷を 巧を お ふて を 
をを せし わるが 其內 をは 两圃 のを 渉 
を 化 链じ義 し 覆き ± 地 ま實旌 後な 加 

掛 日本人が 之 じ 依らて 蒙る 所の 攪齊 

I 一が 賓 現した る 撰を をぐ は 所有を 巧 じ 

す琪 をに 较て損 審赔馈 其 他 化て め閒 

f 米國法 筵の 裁决 j 

た 委ぬミ どい ふじな た 流 

おじが 間 題 ごせられ し 日 ホ 閉題も 円 

，本のを が 的態雙 じょ^ j ; 時のを 着を 

見る じ 至らし は ホ 蘭み をめ 大成 巧を 

意欲す る ものなら どは 離が 政 ホ か觀 

測な 红. . 


巧は 念遽 f を 避を。 歸篆爹 i 加を お 畫んが 2 ま莫 a 商ぶ* f 璧上 $,5 暑 集ん， S み も設が U わ： C ; お も 叫： T もがが 

就かん VJ ムク 巧は 廿六 H 旨ら 中み 議罷 H したる が潑暴 旅行 4 尾め 裝渝 ご： : - - 


胥じお 席して ホ 墨ぶ 渉の 經遇 ど欧腊 

の ホが を演說 する 箸なら しが 同 H 午 

箭じ ま-^ ゥ .エタ 政 麻の 態が 俄然 一變 

I しわら ど 見へ 來阐 政府 じが 薄 しで グ 
j 巧の 雜 み 巧 席を j 曰 延期 ザん 事を 請； 

ふじ 至れな、. 丽 しでを 渉 開始 0 巧が 

衡じ おせられ 居た る ホ鹽の 提案は 去 

ホ 五 H 舉府じ 於て 發 表せられね.^ 即 

も 左 0 かし 

爭圖 中止 あ 確 燃た るか 戰 
ご 急速なる 旨 由 選擧の 執行 
i ニクみ グ义將 軍は 巧して 候補を わ 
ら ざるち き 事 

四を 派は 宜を選 擧のお あを 齒 持ず 
る 事 じを 盒 する 事 


因 じがを 方を じ關し ホ 統領 宿 身叢會 巧は せらを i 趣 じで 當巧省 こ. ては 先 I 
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み， 


1 


• な 袭間潑 り 

の も f 黃 おがの 

I 白 記-. 倫を 新聞に 譯載 

I おが おぶ 「 H お 閒盟眞 相」 は 去月 巧 蹄 

I 事 新報が 上に 速 載 中なら し 所、- 突 燃 

ぶが 巧 命が じょ も 其 記 率を 中止した 

1 るが 巧 日本の 输 教箭關 通信員は 逸潭 

f もを を驗譯 しで 么を本 题じ通 倩 ザ 

しどを へ 去 什 六 H 該 通信が 愉敦 新聞 

に 一を 表せら る^ ど间 時に 其 大要は が； 

じぶ 蘭 じが 電 せられたら、々 渝 敎電； 

韻に よを てなが おの 同 盤 由 巧なる ち I 

のを 記せん じ、 日 巧 岡 盤は 蟲初 英國^ 

の' 希縷 によら 獨 逸を 孤へ て ご： 菌间挪 I 


を 要する 第五 海ぶ？ バ！- タイ- トザテ 

M プ等じ 巧る 富豪の 敬を は 义じ大 影 I 

1 蠻を受 < るな らんと 


♦空航 懸賞 二 萬 五 千 巧 ' デ} ブ！ ィ 
グ社 はと 十二時 間 じ 養 沿海め 空 

I 中 圓航を 了 6 たる 满げ 家じ黨 し一畜 

显モ 弗み 懸賞を なしね るが ! リ.？ 
ジ！ 、ホ！ 力！ 氏は 化 お 賞 じ應 じて 
まサ 五日 お發述 おを 發ムホ ムハ日 午が 
祭 じ おじ 豫巧歷 雕の逆 ザを が 行し 待 

1 たもと 


たるが あ 人 おは 巧を 目 本 じ 巧め を I , 

.かん. ど 犬 ひじ ホを し 君れ 溝 多を' ホ 漏 

じ 巧くな らん ど 一 


二 稽帮巧 巧 度が ホめ 太み 蠻 のを 

避^みなしたぇ陸軍二簿節苗增設 

讓はぶもホ年の06^じ訝上さ麟ぶ摸 

潑 じて 壁を めを 巧々 綻 巧サん 心しつ 
ク あら 


レ. 八.-- 一-さが V }， ‘バ ベ？ 蒙》- こ 

渠 i 


顯 . . 

-ごュ 1. 夕； クお络 ホ' 
裤八洒 四 燕 電說ブ う. 
'イ アシ； '卜 をと 0 が 
まなを 政を 助 


じ 巧 巧して' ぶ敎幫 を朗讀 したる 拳は 
I 第 一大 綻領醫 盛 頓ぶ巧 嘗て 先例な 
部な^ だ 


參^耳巷の ド ジ ャ ノ ！ グ •严妈狼 

± 教兩齒 の嵩搂 談判 戒ら 戟鹽 はを 擒 

; 條你を 巧て ア廢を 上 耳を に 遮 還す る 

を どなれ も 

©が 棘 力 僧 殺さる ま 那傳道 じ從肇 I 

j しおた る 加糖 力敎償 フラン シ .夕 、ベ 


去な 太子 まじが て 墓 子爵の 讓皇 I 

太す 陸 お 軍 少尉 大動 位裕た 親王 巧 下 

じ おする 立太子 まは 郎位巧 藥巧前 じ 


I 殿が 巧々 が 制 式 じつき 調査 中な.^ し 

が 愈々 敲閣 巧け ごなら 夫 下の 人必何 I 

どなく 新 ま； ゥ たるを 0 て遙 からず 其 

I 期日の 如きら 御を を 相 成るべき 趣 古 

るが を 邊め事 愤じ精 あせる 某 子爵め 
I 誤に よればぶ 太ず め 禮は勸 貴に よら 

てを を 巧 ひ 其 期日は 官巧 をな てを 巧 

乂 お 之を を 告し擧 を當呂 貴が 皇靈媛 

I 神 媛 じを 吿し 又觀 使を して 神宮が 武 


が ナット 巧は 俾傑ど 共 じ 山 西 错の化 天皇 山 綾 並 じ 先を の 山陵 じ举 おせし 


部を 旅行 中 薄老禽 員の 爲じ 殺された め 贊所大 前にて 嚴 かなる をを 巧ひ畢 


な戶； .ズ ，ベ グト 巧の 歸巧 アグ リナ 

I 地方に お潑 中なら ' L 虹瓣 機の 怪傑は 

去 かみ 扭歸 着した 咬 
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つ て宮中じ て 义變宴ぁる趣な良其期 儀々寶阔を取消サる今げ巧留が獨 
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曰は 巧 ほ ホを なれ 共 今上陛下 じ 江 


一明 法} 乂皇の 天 畏節即 も 明治 サ 三年 十 I 

巧 ミ 日を 0 て ホ 太ず まを 巧は せら 

一れ蕭 がの 御 錫を 先 ホん ら披 けさせら 


- -{ ミろ： 带をミ うづ お卜 ホく 一 

I を 組織ず るの 幾 ぁを、 英國 政が は 勿 一- ♦非轻 総 骨の おな 千 化が 〇义华 巧！ れ た' る、 先例 も ぁれで 巧 十 巧 化 一日め 

I 諭 サリ ツ パブ！ 卿、 デボン シャ 太を ホ 衬餘総 おたらし ダブ グユ； 、キャ ー 

す ニム バン， ！ ン '、バグ フォア 爾 巧ぶ I メロン、'' フ ぇグプ ス巧辭 職し ホ國 で 


如 一, 


ランス ドミン 卿 等英國 朝野の 諸 星は 

.... 巧れ も 化 諮を 赞し ォスボ ーンじ 於け 

'?||一る吳濁兩違ホぷび濁牺ビ ユ 曰！をを 

j 兒み際 にも 化 事に 舗して. 長 時閒の が 
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媛： 
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ぁ-たる 後日 興# 一画 

同 盤 の 成立 じ 一 致し. わら、 而 し' 

てち 那閔題 じ 類し 讓國は 盛 佛が强 を I 

孤ぶ ザし むる 必要 上、 H 巧兩 a の 外 

第ー ニ齒 をが 入せ し啤ん どの ホ 狼を 固 

持した るが U 本は 查 なぶ かおを 認め 

ず ど ホ 張した. るね め 遂に H 巧 獨を二 

國闆强 を 見やして 止みたら を々.'' 

の 高壓談 

I 寺. 

j 墨 聞に 對 する 米 鹽の播 幾ぶ ホ廿 五り 

~ をのて をが 本 調に 終ら 大統領 ウ 巧の 


'院議 員 フランシス バグ トン 户リソ 

ン巧総 赞じ巧 命せられ た 6、 因 じ 記 

一す クイ グ ジン. 大統領 及 撕総将 の 非 鳥 I 

.紋 策は 事晴の 許ず 限 b 速に 同 島を 獨 

ぶせ しいる 方 卸なら》 J をん 


|ザ お鄉視 H を 拭て 御擧 巧の 事 じ 仰 お 

.. べきが どの 一說 と 或は 皇太子 ほ i 

I 下の 御 誕生 H 邸 も 明年 四ち サ 九日に 

相 成るべき かごの 說もゐ b . 何れ じ' し 

て も餘ら 遠から ざる 巧 じ'. 巧を さる i 

ならん ど 云ぶ 


♦ニユ ー 31 クホ長 淚補 あ. 本年 十 

巧な 選 さるべき 市が 概 補ち につき 

I デち クラ ッ '卜黨 は 前 新 育州窝 等法院 I 

が 事たら し ジヤジ マコー グ 氏を、 レ 

パブ リカ ン黨 及び 非 タン マニ ー 派の 
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て 十} 月と H じは 巧が 須賀懲 おがぶ_ 

勇ま，^ 儀 ふべき がぶ ホ 周が はを み 鮮 

をを 1 ザ巧十：？<两傷貫ナ^^を氷並 

ぶ ザを 有すれば 白が 其 旋喘础 軍港の 

設镇も 一大な 善を 藻ず じを ちずん ば 
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减ホ么 .八 巧 二 U じめ ける 雨簡 の川驟 
i ' きの 如 さら 树牟 は慧 .い-^ 幽扇風 じ 
; げを钦 る 時節なる じ、 本年は 冷氣の 
一巧め ぁわせ 籍 又は 綿ぶ じて お 物 じ お 

おける ご 云ふ始 ホに お 之 候 ひしが 游 

! ぐ 八月 陛 りじ 至^ 暑氣じ 被し 候へ お I 

尙ほ例年じ比しては氣細なく暖〇 併^ 

し 米作 じは 大な るが 擊 じは ホず どの 

樂 じで ホ糟は 今： n 的は 下 巧き おな 候 

持を 本年 も 平 化な 上た らん 事. こを 譯 
I まし < 、之れ は 唯 だ 里 風 十雨の 天の I 
I 慕み. に 俊つ 讶みじ 御座 蛟 0' U 本のな j 

I の 大部を おむ る ものは 化の ホ かじち 

j 么 、而 しす 之が 常 じ 天め 惠を俟 た ざ 

I るべ からざる 幡 めて ホを 固なる は 面 

み 物に タム 1 R ずめ お' がは か 巧 じし 

一ても 商工を な菌 のぶ 礎 ど 致さね ぶぶ 

I 巧かず ど 被が 候〇‘ 

去 棍お院 じて すがせられ たる， 文官 I 

お巧か も巧容を豫報致 お 候 ひ し お 

な 愈' 辜 及 巧 j はの ち 鞭を 巧て 麟か二 

1 置 ハ 十一 鷄 るび' 词二芭 ハ 十二 號どレ 

すを 布 致され 候、 巧を は 前 祗御報 わ 

一如ぐ じして なぶめ 骨子 ごも ホす 可き 

: ものは .‘ •- 

rv 二 年な 上司 か宫 たらしを を 巧 

数 宫じ轉 巧せ しめ 得る 事 

一 Ml 、 三年な 卜； 麥 巧の お宮た b しも 

I ' . のは 文 韶维內 の 高等官 巧 政官ご 

? なし 得る 事。. 

i -!二、 一 一年が 上 高等官！ 二等たり しら 

; のは 技術 宫ど 雖も满 巧の 巧政官 I 

一. .じ. 化 用し 傅る 事 〇 ' . 

; 四、 特別な 用め 縱閣を 撰め、 從巧 I 

^ の內踞 翰長、 蠻 視絕搔 ，、磯 書を； 

I の 外 じ 親 規じ隆 海軍を 驗< が 省 j 

- ホ官 、.を 綱厨展 {良、 醬履盾 長、 

I 赫巧寥 事 官並じ 貴 衆巧院 書記官 

i 長を 擴 げたる 事 0 

一の 四 おじち 么彼〇 化な 正のを る や 政 

ま會 じて は 早く も獵官 運動の 巧 はれ 

i たるが、 臺觸 じて は 乂 じ 方を 等戒 致： 

じ、 今 H の あじて は黨員 じして 此な 

玉の 恩澤じ 浴し、 採用 お拔 せられね 

ぇ 者 一人 も 無 之が り 

一 A 支那© お 化 戦は 其 後 益々 南風 競は 

I ず、 袁祖规 の 掘 策み 第 じ 廣じ當 て 

甫 方は 巧游じ 平定 せられん ごする 有 

辕 じしで、 或 ホ 面 じ 於て は 早く も漸 

;热 が 結 未を 吿ぐ るか <考 へ 居候が、 

々凹は 幸 じ 早くが をす る 事 あ b ども 

第二の 亂第 S の 戦は 必ず 時々 持よ る 


圈ホ ブグじ 入られ 中倏〇 大使は 新闆人 じても ホ 固 じて 乂聲じ 入るな 前に 


記者 軸じ對 しては H 乂腳係 じ 就き 何 

事 も 語らざる はか 論、 么じ對 する 自 1 

d の 抱負 ホ留 等を も ご 吾 も 化かず 靜 

をに ホ ブグじ 眠ら 语 'る おじ 顿座候 0 

巧 ふじが じよら て H 米關係 も夕少 新： 

氣速 じ简ふ 可き かど 被 お 候 0 


巧 < 、决 して 一時的 0 少 康を稱 ねる 
をな：、 一 支那 齒 民の 幕 礎を 固した る 
ちめ ごは 考 へられざる 可 < 今後が ほ 
大じ簿 诚を耍 するど 共 じ、 是非 ども I 

速 かじ 极本的 解み の 策 じ おでざる 可 

からず が。 

A 加巧尘 地 轉溜じ 願し H 本 政府ょ な 
义國政 谢へ致 甘し 媒！ 第二の 抗畿め 
反 殺せられ たる 事は 旣 報の 通み じ 候 
が、 吾 政が はま 化 I 1 關講を 瞒き外 
務 乂 がょ らしで 今 H をの 経過 じ 就て 
報吿 々ちし 結 お 内' 閒を 大臣は を々 熱 

必じ窓 見を 化繁 する 巧 あらたる 後を 
じ 角： をめ て 第 S 抗雜 を提 おする 事 じ 
巧せられ、 旣 じぶ ホ链じ 及びた る も 
じ 候が、 化 第 吉が畿 は 無論 形式) か 
切--® のじて 單 じ米留 政が の裝 二回の 
答 辯の 敏 みを 指械 し；」 議論した るを 
じあ 么 みして 最後の 覺错 をな. てせ る 
ら のじ 御座な く 膜〇裳 わ がらの 事 如 
斯は尝 本が 人め 耻辱じ 候は やや 0' 斯 
る射麼 のか 巧 なれば こを 常 じ 他に 馬 

おじされ 乘 せらる {所 巧 じ 御座 候 0 

▲新 巧の 駐 U ホ网 大使 ダ タリ！ 巧は 

豫帮 のかく 去 二 H 牛 後 六 時 モン ゴリ 

ァ號 じて 橫淸 じ餐、 大化舘 員が 他の 

入々 じ 出迦へ 心れ と 時 十 荒み 上陸よ 

時ぶ 十ぶ をを なが じ 甘 b 巧乂時 ザが 


興じな.^ ずました コツ ダ先述 スト 
プも 洗足の 大 翻々 じなら 自 をの 給 辉 

は 遭な b ぶ 建のを まで 貫ぎ 込み 渐つ一 

ど彌 農を 遂げね をはい ミ ごして 化 事 j 


教し參 加教お 


が' レが 巧す f 辟 集中 じあれ をんだ 等 度) 


事 能は ず 故 じ 目 本は 經费 をみ く レて 
日本 潇を建 Vf 、 其 約ぶ を 履 巧し 補助 
: 費が 二十 万 跡の 大部 發は 之を H ホ 間 


ガ 主人の 巧に 乂り 二人共む 拂 おじな 避の お 本 的 解 决み爲 めじ 消 度す ベ 


し 


つたのは 去年の 索 頃で ぁつね、 お 後 
巧 女は ふ 街 じ 間 棲して 居た どを ふ 事' 

でる る ザを ょら 女の 方 ダ 骨 ザな けれ 
げ一絡 じなら うを ダなければ 別れ や 
うどい ふの だから 脊旧ボ 化 面 八 黄し 
て始 へる 位の端た おじ おを する 篱な 
く、 ィ 、加臧 な 見が も 時 ど 思つ て 居 
る 矢先き 获巧ガ 。— レンスの 避 農を 
じ 移る を 幸 ひ 能を 入れて 歸る事 じな 
つねな ホが 由の ホへは 濃んだ ども 潰 I 

れた とも 硬ら がない ので 氣が氣 でな 
ら ず、. 五 巧から 化閱见 巧當 時までの 
十： n 間に 送つ た ホ 紙が 勿 驚 無 應义十 
I 通のを 歎に ぶんだ ど 云 ふ 位の ホ戀巧 1 

だから、 十 時 頃に 义餘 つて 巧た をう， 

だか、 化储 報じ おしね 蠻 をは 豫め待 j 

受けて 居た めで ぁるから 難な < 巧 旧 
を お 抑へ 挪監撒 じ 抑留 中なる ご か、 
振れ 輿の ピスト グ骚を をら/、 蕾^^ ^ 
の 姑し' 


巧 



どま 張し つ、 ぁら 化し H 本め 輿 諭は 
を 然跑覺 曾效一 加を 取消ず べしとの 說 
じ 傾き' つ； ぁ- Cn 

♦諫閔 幽ど預 を 巧 お' 羅府 新報ち 備 
の设國 訪閱脚 一巧 ダ 出發じ 際し 剖 地 
ぶを 级巧 支-が よら 引 おせし 預 をは 四 
巧弗餘 どの 事なる ダ 其 化 白 入 銀 巧よ 
ら 引出 サ しおら ホれ な 上なる べし ど 
の 事な^ 


"•ぶ* 

潍 ご 


ホ 家は 懲 単ぶ 昇降 じ もぶ 人 等が 氣 ゎ- 

巧が して ホ 留まに 秦 女の手で も 執る： 

ぶ 娜ピす るから 友 逢は 訪 巧す るのを 
遠ぶ して 居ぇ どか (を 社 貴) A 化 隅 
西部から 逃 色す る兹 夫を 婦を追 駆け 
るは 天下 無 猿の 間 化な だピ嵩 倒した 
人が ぁつたが、 乾燥 撫 ホの 天地で 華 
灌 しね 經薇 めない 者のを ふこ どで 嬰'! 

一篇 ずを じ 小 供が 可愛のは 親戚 じ關お 
ずるから 化め 上を ゎを ずるの だ譯つ 
たか (同 喉屋) 夺五 十九 了 目 じ井简 
どを ふ稱 をを 閉業した 爺は 餘释 巧窝 
好きの 男 ど 見へ 渡 ホな 巧巧賣 おへを 

j する こ VJ 十 一遍、 モ！ j 度 かへ て 巧 
て 一 霸有绕 なのを 其 中から 撰り おし 
て 終世の 事業と ずるので ある どか 


瓜四击‘〇前な乂じ速れられゎ頗かみ 
日本美人が流暢なる英語を話し^:^が 
らご 十一 一可 目を通 化し' で おた が 侯を 
I 見る やを ち 道ぶ 外して 類げ を やうに 


I 酌婦 候補 ま】 ▲おがを の 領事館 ホ 

は 相當の 事業を 經營 ずる 人 じ 下附す 
るな 留證巧 書 じ ホを で 移 投ど當 くの 
でぶ るが がは ホ 路 民は 如 巧なる おじ 

よも 腐 別す るので あるか 當趨で 知ら 

I して 下さい (巧 俄 去な お 生) 


g 本 I 郵便 發着表 

八 巧よ H 午後 六 時半 

, シヤ トグ經 ホを 渡 左 

が を灌經 ホを 潘 み： 

八月 十 一 H 午後 六 時半 
潑潘經 由' 

八月 十 午後 六 時半 

■タコ マ經み シヤ トグ化 

八ち 二十 六日 午後 六 時 ザ 

.桑 港經由 サィべ リア 號 

八 巧 二十 八 H 午後' 六 時ち 

'.タコマ 經も イザ シコ 化 

- '•某 ょら 層 習 

八 巧 二22 五 H ' ±1 一日 十六 日 
十九 H サーニ ； II 廿と H 
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チぶ ブ—街 一四 準 
Chas 乂 akaga 写 a. 
Phone J. 818 な rchard 




f ち 备：營 み 午后 平轉 


が 


誦 誌 ‘ 

皿 I が 


一® よら 綾く お 川 生 
OH 本 じて 專巧寧 踐を終 へられた る 1 


'♦振られ 男の ピスト グ騷ぎ . 

窓 越しの 凉 しい 夕風ボ 吹く と 時 巧 口 

ンダ アィ クン ド、 口 J ンンス じある 

某 巧の ペグを 沖す 者ガ ぁつたから 下 1 

婢 は巧必 ぶく 巧を 開ける や 炎 如なら 

ピスト グを差 向ける 一人の 口本人- 

ダン ットの 巧へ 案 巧せ、 巧應 じょ 

つては 擊 殺す ぞど 0 穩 かならぬ 擧動 

じがの 下婢は 吃驚 仰天、 云は る、 ま^ 

、じ 階上 じ 過 じたる ザが 柄 マダン ッ 

は 家族の 人々 とお じ 外 お 中で るつ 

たので、 十 時 頃 引返す どの 捨孽 剖で 

蘭 じ 消へ ね 0 - 

化 日本人は 有 旧义雄 どて 名前 こを 女 

を蕩 かす 壯佛然 たる 巧なる も 巧ち 反 

おの 莫垂 巧. で 二 己年 前 某氏の コック 

どして 就職せ し 時 同家の ホ 執事 マ 女 

ンクト の 色を じ 迷 ひ 最初は 御手 前赖 

のを 事を 戀の谣 波し にして 语 たが 

をれ どを 点した 彼 ホ も 損の いかない 

愛婿た つぶ-- = '振^ まくので ダットを 


化學校 じて 英語を 學ぶ 人ぶ < おを 候 I 

たどへ 窥朔閒 な bw も化處 じて 勉强 _ 

して 後乂學 じ入學 ずれば 大じ 都を ょ 
ろしく 候、 乂學の 豫備按 どして は最 I 

も 完備せ るが じ換 ‘ 

ま. Her 呂き 田を 001 . Mt . 田ミ吕 0 日， 旨 革. 

ピ して 案 內酱を 御取醬 せな、 V れ御毙 

なされ おく、 みなは 数年 前じ學 びた 

る實厳 上、 學生 諸君は 瑰 おじ 近き 學， 

枝なら ごす 被 お 候先づ はを； 不！ 


♦明治 神社 建築 巧 務渔は ホ 年度 豫 I 

算じ 明治 神 赴 建築 賓を要 要せん ィ」 其 

準備を なしし、 あら、 閒 神社 建築の 

篇 め廣大 なる 敷地を 锁納 せんご 申込 

む處歡 から ざれ 典 継 淨中野 二 巧は 當 I 

が じ 向つ て 罔 神社は 東京 じ 建設す ベ 

しど 要請し 若し 之 じみを せらる、 じ 

がて は 夕额の 建築を を 献納す る者夕 

かるべし W 1 方 ふ 


♦大 博不 資加說 H 本 ザむ を 瀉大博 

じ參 加すべき や 否や じ 就て 東京 じが I 

て 熱 & なる 訝議 あゎねる ボ當時 中 野 

武營 氏は 加 贿は止 地 法を 制まして 日 

本を 侮辱した るを 化て 大博養 加を 取 

おすべし VJ ま 張せられ たる ガ米圈 政 I 

が 側に ては 日本は おじ 米 煙 政府が じ 


議 が 藻曆食 


をのが V: 赛 H ぶが A ぎ、 ぎを を 


s も w c 
A ’ s-g w 

ぶ ご 

Rc Bp 


读 二娜 ) s (選 
扇) 寡)' 岳) 長、 


遠 康茶蘭 

おお 十九 衔 



關業日 ホだ淺 けれども'' 

_ 最大が 評を 博し つ、 もら 

/ 藏野洋 腿 調繼所 

顧客 御 愛顧の 御 厚恩 じ酬 ひんた め 
向 ふ ニケ 巧 間 夏着 大剌引 - 
じて 御 ホダ じ應じ 申すべく 候 



を 震 デ だた ご ぁへ 

み も*'^ ミ' ■'ぶ 研- っ 
お々 を ご'-^ す 遠 動へ へ 

み 电夕遂 1 スホ 巧、 譜 、、だ イ 




-m 一,; 

むが 

5 — \ 


柄即 




来 ミちが 心を 致 驗五弗 成 吐 ごハヶ 巧な 上 
ネ が^を 興 I 利息 年 五を ご 一一， 5 .を 0 內 

巧. を r 知議 I - 識雜 

撥鑽 正金 銀巧ぉ 育 出張所 

日本人の 鄉里 送を はが 貨寮圓 二が 米貨 五 抢视ノ 

割合 (無ず 数 巧 ご テ當お 本が ヲ經ブ 送を 方 化が 

申 候 

I 


™ 當シ ャトグ 巧御經 おの 御 力の 御 便を 

I じ 御 取扱 巧 中 上 候 

藤 弗 旅館 支店 

ホテ^ タコマ 

塞 歎 二巧サ ー 、 冷溫 風呂場の 準備 ど 
スチ ー ムヒ ー ト 巧を 室の 設備 極完垂 
苗 01' 巧 一 

- 822 4a ご kson Street. •化 eat ご ター Vgish. • 
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み？ 12，.. w ゎ W 如 献巧 

熙 誌^。 说碑品 
1 〜 


が 益な 常 まがけ r 

げ側扔 に 比 6+ んの huA n 
お N.i が I’H 

起 p げ - t :: ょ〇 

ra 防が 如 拉 w 如 
T K a a 


a 

か dM 


.な？ 化 破 憤 (前を 郵稅 某)： 
口 一部を 五 他 □六 ダ 巧を 1 巧； 
口ーヶ をみ を 系. 

千 化な 十一 ま ハ 巧 ホ巧自 截政醇 
認可.' 

發巧 兼縮鲜 人甲樂 健み， 一 




發巧所 ：お 育新辕 社； 

紐 育 巧 箸 ハ 街二兰 八 I 
電請 チェ グシイ 六 四 お 一二： 


/:： 墨 獨實橫 ^ 

.，...巧 •潮 逸 ホ 

: 左は 子が 滯羣 一年間に 目 贈した る 

觀察說 錄を本 どムて 記述した* も 
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ダち 方に あるの 故を 巧て 氣 傾の 如き 

も酷蹇 炎熱 堪へ難 かる 巧 レと 想像す' 

れ でも 暑熱の 菩 しき 趨 方は 乘も 海择 

じ 多く 予ボ農 繁じ從 事し 短た る シナ 

口 7 が 义か同 巧の ま府 たる バキ シコ 

シ チ； の 如きは 氣お順 か 四季 化を 链 

たず 二；ユ ！ ョ ？クの夏をじ於て見る 

嗦 如き 募 熱を 感ずる 率 至つ て 稀なら 

人裡は 西诞牙 人と 亞米利 孤 闽-度 
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L て义國 入ょ もぇ 保く 女ず は 寧ろ 瘦 

眾に レで 五 巧 0 上 二 一! 一寸な' 下の おぶ 

〜新 脅め 猶太 人の 女の 瘦 せた をら を 

こ 見れば 大差な し { 

風俗-は 一般 じ 西 班ず のな 巧を ホ j 

なず ど 雖 もぶ 暇の かき 一' けげ 勢ピ おじ 

颠 巧. 軟ホ嚴 じ 傑き つ！ ゎるを 見る、 

巧す 巧を 質满 が じして 戰 をが むの 臨 

て も、 而 して 蹟牟 革命め 慘禍 け殆ん 

とを く 人 坛の產 業ぶ 破 堤し 蓝せ るを 

巧で 辉力 ある 化 了は 缀じ化 ゆる じ銳 

をが てし 巧巧牺 集つ て-酷 盜を樂 どイ 

るの あ樣 なれば 人民 一級 じ胖菩 公な 

く 資しき まは 英語の 所謂^ ン ド" 

デ、 マ矿ス のを 活じ せんじな める お 

II ば 業を 廢 して 歐嫌 じじ 怒々 自適の 餘 

なを 樂 しみつ 冬 あるの が 態な り 

德殺颁 度は 炼 端に 蟹ん せられ ホ 

從赞 磯の 社會上 じがけ るを 別は 頗る 

嚴莖じ 露め られ恰 かも 吾國が 建賠化 

じ 巧け る 地 ホ ど ホが 入を 關 係を 化る 

ボ 如し、 中流 社 會ど碟 すべき お殆 ろ _ 

ど絕 無なる は 累年 お 巧み おおな b ど 

は 云へ 健實 なる 國 泉を 就 織ず べき- 

大要 素を 缺 くもの じして 間國の 巧な 
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を 命は 人 も 知る かく 间國 特有の 
産物なる が閒 じくを 命と 稱 すれ 共歓 I 

州を ホの ホの かく 人民が 當路 の專を 
を 憤れる 結果 S 異な-^、 駕じ 巧な 烏 i 

をの 徒が 野 •必 家の 煽 勸じ乘 せられて 
巧 圖を幕 ごず るじ邀 ぎず、 邸ち 举 命^ 

み爲 めじ 戰 ふじ 非ず して 只 食を 得ん 
が 爲じ谭 奪を 事 どす るに 外なら ざる 
をな て 彼等の 爲 じは ホ義や 政見の 異 
W なをて 間 ふ 所に ゐら ず、 朝 じブダ 
を 迎へ夕 じ デアス のな も Vj なる は 

別に 褚 ，。むを 巧ゐ ざるなら、 チは マ デ 

ぞ 革命 當時 シナ P ゥ挪じ 耕地を 購 1 

ひ 選 業に 從睾 しおた るが 不幸 じ も 彼； 

等め 掠奪に を ひて 所持金は 元ょ トィ 家^ 

菩一 がを かひ 僅か じ 巧 下に 陰 裝し裔 

きたる 少 許のを 員を 携 へぶ々 の 体 じ 

て歸 米め 途じ 就きた る巧鑽 ななしが 

是等 勸賊じ 類せ るを 命 おも 蛙 質が 巧 

戦 的なる ホ戰爭 じがて は 頗る 激激じ 

殺 ひ遍ん じ. ダィナマィトを 懊用 する 

がな じ戰 後の え 致は K じ 修絕を 極む 

を敎 はが 特力敎 め濁縷 じて 巧 驚 

大勢 力を おしを 巧 禍福 皆 おじ 傲 糖の 

が^ 知らざる ものな きが 態なる が予 I 

の觀 おじ ょれ. ば羅國 今げ の 衰弱は 惡 

化み 馀ホ じぁる は 無論なる もを 敎の 

ザ 溝义與 つて 力から ご 認めざる ず 能 一 

音 樂嗜が は罰菌 人民の 特色 ども 

雜 すべく 大小 都會 のを 園 じは 到る b 

ぜ樂 堂の 設け あり、 夕数 僅かに 二 云 


め. 如き も徵 をす るに 途 なく 時の 欧痛 

は谨 かじ 外 償め 一を じょら てが 体® 

を 維持す るの 外 策な i をな てなら 

排ホ觀 念の 胚 盛なる は么ホ 想像 I 

ながに して 加が 大學岀 身なる マ デ 甘 
の如き 一時ホ國の黨輿なるかのかく 
評せられ たる じ も 不巧實 は 極端なる 
: 拂ホ黨 ならき、 予が 滞を 中 アグ 屯ン 
チンの 巧學 者に してな 治 家なる ぶ 巧 
永^て 寧を 間にち ホ幽 結の 講話を が^ 

みん とせし 事を らしが 當 がを 11 のを 

一生は 巧の 巧 遊を 機 どし 一大 示威運動 
をな さん 計畫 な， りし じな 墨の ホ 人 等 一 _ 

は演說 用の ホ！ グ貸與 をが み 劇 機 じ 
於て 演說 せんご すれぶ 電燈を 打 おす 

I 等 あらゆるが 蕾を 試みを じ 其 目的を^ 

I 遂 せしめず、 茲じ めて 某氏は 無己學 I 

おの 校を じ 臨みぶ の數 言を 遺して 间 I 

齒を まらね る 事 あを 扫< 

墨* 0 甫中ホ 南米を 打て 一 兄と し 
なて 化 ホが ホ廣の 横暴を 制し 所謂 I 

ホン ロ！ ドクトリン の 勢力を ホ 除 j 

せんどす るは 予が巧 墨め 化 命な b 

音 人は 化 目的を 達する 良 巧の 手段 

どして 東洋の 一强留 ど 結ぶ め 要 あ 


勞 働を 目的 どして 彼 城 じ 赴 

非ず、 可成 夕少の 資本を を 滿レ燃 _ 
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-げ 得を 


る 後 濁 立め 事業を 經營 する じかかず 
殊じ専 巧の 職業を あする おは 最も あ^ 

留 じて 臀師の 如きは 無を 詳 じて 開業： 

- ずる 事を 得べ' し 

吾當 厨を の 無 增着前 じむ 述べた 一 

るか < 墨國 民は 上 T 舉 つて 吾 同胞を 
歓迎す るに も不巧 ま當綺 者が ホ圃を 
おもてが 等の 施設を 試む る举 ぶく 又 
闕 おを 獎 潮して 民族 發 をの 徑路じ 就！ 

かしむ るの 策 じ おでざる は予 のが だ 
j 逍槪 ぶす る 所なら 
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莱 骨を 

A 其 後天 氣じ變 なき ダ 如く じ、； 化 
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▲墨 國の答 禮使デ ァタ氏 ボホ锁 は T 
液 巧 民は 勿論 賞 業 家 側の 最も 錢 首し 
て俟 つ‘ 所 じな 之、 媒 一流の 新聞紙 さ i 

へ、 大歡迦 をな す ザく が おを 猶胁ず 
どい ふお樣 じて 非常の 人氣 ならしに 


今 チな 幾を の 隙 碍じ會 ふて 所を ガ旣じ 晚香波 迄 巧り 乍ら、 突如 お 


あの 万一を 披歴す るの 暇な しこ 雖 _ 

もをふじ予の使命は舆敢^^も學を一 

諸君 じよら てを 留 民に 傳 へらる ベ 

き 事を 信 せんど 欲すを々 

親 H 觀を 排义お 念の 胚 盛なる お 


千じ滿 たざる 小 ホのを 阁 すら 立派な 歡 VJ も 云 ふべき か 阅國戟 巧の 日本人 

る音樂 をを がし ホ 民は 化處 じか 集な を 慕ふ觀 をの 著しき は 局外者の 窺 ひ， 

弟唱 相が する の 習慣 あるは 頗る 奥细ら ざる 所 じして を 園の ベンチ じ 腰 


がし 

.ぶ國 人の 事業 墨齒じ 於け る义風 

人の 投資が は 約 五 億 萬 弗ど稱 せられ 

孽 業の 拂 額は 鐵 道、. 鱗 山、 電 氣盏裝 


掛け 居る 塞 人が ホ 人の 側を 睛れて H 

本人の おじ 其 席を 移し ホる がかき 敢 

て ホ ごず べき じ 非ず、. 予 は-が 奪じ會 

ひたる 後 革命軍 じ投ん VJ せし じ： 3 ネ 




ホ じして サゥ ダンバ シフ キック 鐵 溢' を 使 館ょ トィ 命を あら 「革命軍 じ 投じ 

巧 社の 延を 線は 巧 最大た るら のなる-たる 円本 人は 一を 歸國を 許さず」 ど 

し、 ぶ國 入の 第 業は 巧の かく 大な I の嚴 命じ 接して 乍 遺憾 目的を おし 梅 

るか 如し ど 離 も、 世人の 特に 注 蔥せ一 ざ も-しが 要する じ 墨 人の 親日 觀 念は 

ざる； 巧から ざる 一 躬は 墨國は 歐贿諸 時節 蜗特じ 普當崩 者ぶ び國 おの 謀 愚 

齒じ毁 し 四十 億 方 弗め 貧 償を なし 呂~ じ随す 


る 事なら、 柯 なに 词 固が 觀 るち 額の 


墨 屬の香 同胞は 目下 約 二 一千 A ど 


國 偕を 貧 ふじ まらし やどい ふに 連を 一算 すれば 大差な からん、 彼 奪の 從事 


孽 みのお 裝を齒 を 業の 化 底を 破 燥し 

击 らしを 巧す 漉 政み 棄 細と 典に 郁髓 


しがる 職業は 重 もじ 鑛山 磯道の 人夫 

なる が 論 料は 至夕 て値廉 なれば， 單 じ. 







をを をせ 旌を 回らし 歸廣 する じ まら 

たるは、 遥國孜 がめ 命じょり てデァ 

ス巧 自身 ボ自働 的 じ 見を せ延朔 した 
る じは 無 之、 H 本 政が のが 経せ し爲- 

めじせ 之 候、 政が 拒 経の. 一事 ダお閱 

躁繁 する や、 政府な お 斬 聞 紙は 筆： 

を 揃へ て 政府め 舞を 方針の 谣 めて 城 i 

弱に して、 嘗て 露 菌亞を 恐怖し おれ 

るか 如きを 憤慨して、 山 本. 内閣は 內 

政 じ 於て 成功せ る ご 外 政 じ 失敗せ る 

を 攻裝致 居候 〇么 じ對し 政が 當 おお 

は 墨 國答禮 化は 絶勒じ 之を 拒絶し だ 

じ 非ず 唯だ從 ホの 國際徵 例 どし 

斯る化 節の 特派の 隙は 必ず 豫め 相な 

の 政府 じ 於て がを せを' なすべき じを 

阿のデ ァ ス 巧お發じ'就て 一:^墨國なホ 

ょ-^ 柯 等を 渉な く、 お 貧が、' ホ郎期 

日、 帶化 H 数、 待遇 ホ 巧 等 一 もがを 一 
せな く 旦つデ ァ义氏 H 朱眷め 

喪 上 踏 下には リホ御 迸 農 中な 

じ娜を 惡 きを ぷ て、.. 化 旨を 嶺 

つ''> .ふこ-こ.'.',; ■>: 1 -」 

法 星 是馬 ちち 這- 


じ通吿 したる をなら ご 辨 解し 屠れる 
ダ、 欧府 の通吿 には 墨 國は目 下巧亂 I 

币 じて まだ 鎭靜 せず、 斯る際 じ 答 端 
使を 受 くるを 忍びず どの 意味 も るら 
且つ又 政府 當巧 者の 怠 見は、 墨國 政^ 

府じお 用せられ 巧つ て 翰 ホの 情證を 

寒す るを 巧を ざ る じ 化る もの i 如き 
ょり、 反逊 新聞紙は 當 局の 措 潰の 餘_ 

なじ 恐 ホ 病に 出で たるを 澄な ど 致 居 i 

模 、香 輩は 赏てタ ァス巧 ホ 朝す る も i 

な 熱 的歡迎 をな して 却つ て ホ 人の 或 一 

帝を 嘗 する 如き 輕擧を 避けん 事を ホ 
豐 したる 奢に て、 山 本內賴 今回の 蜡 

置を なで 絕 教じ不 巧なら どす る 著 じ 
は無么 頃へ お、. 而も ホ 餘らじ 曲な き 

缺 略，、 今少しが どかを をつ け t もら 

ひ 度な 申が、 化 一件 じても か 柯じ巧 

地の 卸胞ガ 彼の 孤州排 H じ 就て 巧 蹲 

一し 掉 るかを 豁ず ベく 候 0 

A 泉 じは 支那め C 命を のな な 聞 題 も 

彼是れ やかましく あ 0 孫 逸 他 巧を お i 

め 黄 お、 班漢 段、 おを 之な 下線々 む 

一命 客は ホ 朝 致 候 ご おじ 支那 專 貸の 刺 

おちず 線々 W して 入 込み ホる も. じて 
化む お 客を 如何 じな 扱 ふべき かは な 
府當お 者の 大じ當 、むする が じ 有么曠 
藍し ま那甫 方の 乂 をを 害せ 中商樂 h _ 

じ 影響を 被ら ざらん W せ ば 趙非共 思 

簿 のこ 命を たも 南方 乂氣 者を 保 譲す 
る 必要を るの みならず 、支那の 巧 ホ 
は 今後 幾變轉 する や も 知れざる 限ら 
帝 一 化む 命を が 巧び 政 權を掌 媛す も 
の 日な しと も 限らず、 其 煤を じが 威 
を 得べ <今= じがて 幾を か 之を. 保讓 
しおく の 必要 も ゐるど 同時 じ 他の 一 
ホ にがてけ 巧 困の 比較み 信用ず る 意 
化 凱の 政が じ對 し. て も 十を じ 秋波を I 

贈な て 么等巴 か 客を が 誰せ ず、 巧つ 
て熙逐 する 如き 纖 度を 巧す め 必要 も 
局 之が 巧 じ 候 ご 要する じァ チラ も々 
で コチ _ ラ も 立て、 両方 立て i 而 して 
I .巧 身 も 立ちた しど 云 ふ 極めて 化の ょ 
きな 策を 化らん ごする が爲 めじ 間 願 
は 面倒 じな 么お〇 併し 双方を 立てん 
V ' 一せば な 間 じ 無理の 生ずる は 當然じ 
して 其 結 あは 反ク てが 方じ惡 或を 抱 
かしむ る じ 終らざる やは 民間な をの 
最も 公 おする 巧 じが 之候〇 故に おす 
那 聯合 會 じがて は 思 ひ 切つ てむ 命を 
を 優遇すべし ど决議 したる をが めど 
して 其 他が 田地め 辯 議± 協會、 國技黨 

I 等 柯れも 優遇 巧 誰を 致 お 候へ おが 

ながは 斯 'く 斷モ にる 热抵 じ岀 でず 化 


へられ 候〇 化の 優柔 不斷 ©載 まかを i 

も ホ反衝 派の な擊 -材稱 どなを 居を 板 
斯くて 山 本 巧の 外を は 頗る 不人気 じ 
御座 お。 彼の ホ留 にがて 孫黃 '二 巧を 
媒讓 •しお ホ獨 なの シンデ ゲ； 卜が成 
立しつ^ぁるじ比すれば、 0'本の外 
をは 横 かじ 意氣 地な し 空言は ざるす 
心ず 候 0 さる じても 米屬 の孫黃 シン 
テゲ！ 卜 成立は 誠に や、 をん 本統め 
I 事なら ば 白 本を 麻は をず 馬麗を 見を 
巧き かど 被な 候 0 

A 外を 間 題の かじ 御 報 致ず 巧き はぶ 
京げ す 取引所の 直 驭引膊 題 ど 中國輿 
策 株る 食 能 創を との 二 y じ 有 之が 0 
お 京 株式 奴 引 巧は をを がを がの 商 取 
引を 禁 せられ、 取 巧 株數游 ホし、 爲 
めじ 少 からの お擊を 殻ら 居らた るを 

なて とを 樓活 すべ <豫 て 農が 務 省に 
お 願 中な もしが 農 商務 當は不 許可 じ 
巧し 昨 十二自 を 巧て 备議 をが まなお_ 

巧め 當務を じ 傅へ 择 巧を 赌し 化閱趙 I 

頓挫を 巧し を展〇 をめ しお 引ぶ 

课の價 あじ 多少の 影響る る 事 ど 被が； 

候 〇义中 固 舆篆株 巧を 胜は豫 て H ま 
雨國の 資本を じて 其 創立を 請を せら 

れ れるボ 、ー ホ 十一' 日 愈々 劍ぶ 総を I 

を 開催 b 、 滥澤 男、 大倉 募乂郎 、中 

舞武營 、大儀 栽ぶ 離、 一二が 准ち 倉 

知戲 まの 諸 巧お賺 しち 那ん 側は あ 
! を ながを 0 てを 權を盤 揮 男爵 じ 一巧 

し、 斯 C て絕澤 男ょ ら経遙 報告を 爲 

したる を もな 員 選 寒 じ 移^ 取締な じ 

着知鐵 ま、 尾 鮮敬義 、おが、 巧锡摩 

玉一亭 、張 人媒監 をな じ大橋 新太郞 

化漫 雲の 諸 巧を 選擧 して 創ぶ 綴 曾を j 
終' ゎ 申 候 〇口支 両國人 じょら で 成立 
j する 化會 社が 擧じ懲 利の みならず、 
日ち 兩 固を 感精疏 通の 上 じか 巧に 利 
益を くして 又ね 外を 上 じを 少の巧 便 
を與 ふべき はを 想 じ 難から ず 煩、 專 
人は 化會 社の 前途 のぞ 幸な らん 事を 
がらざる を 得ず. 候 0 
A 帝劇のを が 言 も おじ モが樂 ど 相ぶ 

歌舞伎 座は マ子 ジャ！ 旧が 老人- 

まらて 松 巧 會なボ をる 事 どなら、 座 I 

せ 徘媛 中に も混雜 ぁらて々 尙 ほを 着 I 
を 見ず 化 窺 中 じ有么 、其 他 本 鄕座も i 
I か 煤、 お樂 座は 淺 薄なる 猎藉 劇を 催 
し 居る のみ じて、 梨園は 搔 めて 寂 莫 
を 極め 居候 0 が 今は 夜の 東を 这も申 I 

すべく 晝は暴 さに 淋しく 候〇 巧は 日 
比を を 園の 電巧赖 を 始め、 上 歸不忍 
:池 側の 巧 お 記を 博 覽曾等 何れも 相當 
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r 國 ょら 部 朝が お 一山が ± ぶ 神 だを 雄兩 

^ 一が 新橋に 蒋 、朝 群の 人 止を 數 めぉ迎 

^ .ひめら 口 米阅志 會ピ廊 業曾議 所は 直 

I も.-」 擠ミ 巧め 徽迎 食を 义の 巧な 
j 垄巧瞒 樂會議 所 じ 開き 陈± の 慰問 視^ 

1 を じ 願す る 報 吿演說 あ もた 

•お 田が 說の 要領 热 がは 先 づをホ 

j 岡胞 め' が樹閔 題に 製す る 穏健なる 態 

巧乂 其倦乂 なる を廣 ごを 詳述し 乂人 
i 如游 构胞の 態度を 硏 をして 渐巧 H 
I 本人 ド 避す る 威 情を なめつ をる^^ 


子 (婿) と H 本 女ず 义學雜 學巧巧 

一敎授 じして 阔附賴 离等攻 學授敎 諭な 

る 應话島 縣人丹 下ぅ め 去 西】) じし 

てみ 子の 大學乂 學の許 巧は 今回が 始 

めて め 事 じて 大 じな 愈を おき 居れる 
ボ 愈々 入學許 巧の 上は 九月 學 期よ 
男—' ど 瞬 じく 授業す る ホ 四 婦人は 熟 

一れ も學業 成績 優良み 人に して 巧 枝の 
I 推薦を ずけ たる ものなら ど 


み 孫 逸 伽を II の 


一な て蹲趙 解かの 勢： みを 6 ど 述べたり 巧 天め 事業 漸く 成らん どして 窟. 

九め の 巧を」 キじ缺 きたる 巧は 去月 
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試 訴ミ曇 ぉ 

I 巧 玻府は 加 脚な 留 0 阔胞が 伽 人 ごし 

I て 勝ずに 尘地 法じ留 する 試驗 的訴認 

1 を提 おすを をす 巧 どし 之を 赃 止す 

I 々かじて を雞領 奉じ 訓電を 發 しわら 

^ ® 暴風 爾 詳報‘ 

I .' . A 死灌 一 千 A を 越 へん 

I A お 濤家還 橋梁を 磯 壌 

過ぐ ろ 歎 H 聞 白 本 じ巧藥 せる 蒸 風雨 

の损 语は豫 想せ るょ らも 英乂 じして 

を 化の 巧を を 媛 針 すれば ~ 千 人を 盛 

をべ し 

一 お簿垂 ホを 襲 ふ 化 部 本道 じ 位す 

;るを を じを 濤神宵 当す 餘 あを 流し 

I 去れら、 巧 ホ 不顶數 十な りが 本道 化 

窥に をる がみは 山崩れで 二 千 有餘の 

I 巧 傷を を 巧 甘ら 

I A 化 海道の 傻狀化 お 道の 惨が も大 

なる をの ドレて 數十 あの 漁 ホ 溺死し 

鐵 道家 崖 橘 梁の 破壊 夥し < 巧 逆を < 

繫斷 せられた な、- 列毕 巧し 流された 

ス 線路を 進みて 颊 覆して 死を よを な 

襟 者 四十 名 も おした る 所 も るら、 海 ~ 

巧の がをは 海 曠の藥 ふ 所 どな b 化を 

は 山に 登な て 避難し 家を 央 ひわる も 一 

の 多し ■一 

^ 掛乂國 大使の 避難 新な ホ 苗 大使は 

當の 下よ ら自働 率に て 横 おじ 入らん 

| vj したる も 闊地ホ 附近 离 潮' の 爲め進 

I 巧し 能は ホ鐵道 じて 東京 じ 避難せ り 


I 參婦 A の大學 受験 衆 化帝菌 大學帶 I 

1 巧 大學は 八月 八 曰ょ を十頤 日を 入學 

! 試 厳を がふ 答 じて 乂學 志願者は 數學 

I お 千 八 名 一； 巧 選科と 名) 物理 學科十 S 

j ぷ化學 がか 六ぶ 地質 學科 十二を をら' 

又 學試驗 をを くる 者の 中じ豫 てを あ 

らし かく. 四 名の 渝 人る り 即も 數學お 

-じ 巧を 女す 高等 師範 學 おを ホ 業し 目 

一 下柯校 巧樂囑 巧なる を 郁が 入牧田 <: 

ず (化 六) 物瑚种 じ树校 卒業 化助敎 I 


ス H 信 濃 丸 じて 神夕に 着し 巧 A の 巧！ 

迎をも 受けず 瓢然 どして 柯へ かへ 赴 

さたる もなる ガ之 ょな 前き. 化 京 あ 前 

な 豫め化 事を らんを 祭した ぇらの か 

八 H ホ 神の 御用 黨じ 打電して 何事 か 

I 計畫 ずるが あら 波戶壤 脚を じは 朝 ホ- 

^ 擧觀淫 しきま 那人學 生の 閒じ 打を 
:て佛 巧す るを 見を けたり ど、 孫 巧せ 

j 款記君 じ 語な て 曰く 

こんな 事で 御田に 巧る のは 二度目で 

I ず 嘗ては H デブ ト乂 ど名乘 り てと か 

しました、 今度は 里國贊 ど なつて 巧 

朝し ました、 馈 あを 着て な 鄕じ歸 る 

ダ 如き 半 歳 前の ホ 遊 どは 幾を か 違 ひ 

I ます、 併しが 篇轉 獲は 化 態め 常 而も 

ホが 四十せ 餘を まだ お暧 まるに 暇な 

き 旨み はむ 命 あずし も 悲しから ず、 

I 路賓 必ずしも 嬉しから ず、 天の なげ 

たる 運命は 人爲の 能く 抗 ずべき じ ホ I 

ず、 今 固の ホ锁 は眞實 日本 闊 恵の 厚 

意 じ 基く もの じして 現今 じがけ るぶ 

一は】 日 も 早く 支那へ 歸 らん 事を が 袋 

し 居る も 今の 壤 かこれ も 成らざる を 

如何 じせん、 蓝米刺 加へ 巧く 等は を 

しも 余の 腦中 じがせ ざるなら 賞は 初 

め 福 州 ょらを 巧 じがく 答な 6 しも 都 

k ロザ あつて 裹縛が も 又な 貴國じ 迷惑 

を 巧く る じ 至れ- 〇 ど 語ら 更じ言 葉を 

轉 じて 曰 < みの 口 本に 巧れ るは H 本 

じを くの 親ぶ ある ダ おめ なる はか 静 

な’ り ど雖も 別に 余は 巧 どな < 日本を 

懷 はしき 念 禁ずる 能は ざる もの あれ 

ばな もど 如何にも 威に 堪 へざる もの 

かし、' 談 一度 支那の 現が じ 及べば 

プ おどして 曰 <菩 苗の 現が は 言 はん 

どが して 言 ふ 能は ず 唯御認 察を 斬る 

どのみ 云々..-. 

i 参 政府の 方針 一變 

初めは 上陸が 絕 

を 間を 治 家の 奔走 

I まが じ 命 客 待遇 ホ 法 巧を せの 爲め上 


西 川 逆 S 巧は 十一 邑 午前 歸 ホし 猪グ 
て 曰 < 東を じて 酌 おを 務 局を じお會 j 

にたり、 をは 盎遙他 巧 ボ基隆 じ 上陸 

I して 直 もじを したる 電報を 挺つ て盧 

もに - H をし わる ガ東巧 じても 夫れ ょ 
な娥じ 騒ぎ 始めた- 政府は 最初 上 
陸 お 結の 力斜 なりし ボ かく 假し 一時 
上陸を 許す も 間もなく 化國へ 逐ひ逍 
るつ も b な .：： V しが 如し、 然る じ 犬 養 1 

巧 其 他のを を大じ 奔走して 兎に角 孫 
巧を 上陸せ しめ 相當 の保議 をな す 奉 

S なれ も おし も お 巧 ダ ホ 國じ巧 じ 逃 

れた などせば 巧齒 民を じ 照しても 賠 

I 濟ま ぬみ 篤なら、. つい 化 間な 巧ボ巧 

一朝せ し 時は 大 々巧 じ歡迎 し— ホぶ 戰敝 

-れて 巧 朝せ る じ 際し 冷遇して は巧兒 I 

盡敎脊 上 じ もが 感化を 與へ難 かるべ 
し、 東を では お屋め 下婢 じ まるまで 

お 氏に 多乂の 同情を 表する 有樣 じて 

耍 する じ 南方を 那 人中に 化 方へ がそ 

する ちを るは 學竟袁 じを 力ゐ るダ爲 I 

め 0 み、 若し 五國惜 疑が 孫の手 じ餘 

I せ ば 孫は 巧して をけ ざ A しな b 、 從- 

つて H 本へ 巴 かする 必要 もなかち し 

なら 郞ち 金の 爲 めじ 孫は 欺れ れるグ 

- 今に 袁 のず じ 金 ダ 無くなれば 何ぅ 

形勢 ダ變 化する や 計られず されば な 

も黃 もがるべく なら H 本 じ 置いても 

いたいの ガ 腹.} がなら 故 じ 口 本を 

日 も 草ぐ 立 退いても らいたい どは 

義理 じ も 云へ た 事 じ をらず、 其 筋め 
ホ かも 巧う やら 變 化した る摸樣 なる 
ザ 最初は をの 威 情を 寒して 化を の 外 

I を 巧. よら 疎外せられ ざる 爲め 閱議で 
ア .、决 したる ちの、 如し 
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'媳 .傭 生' 
Ar 吾 民族の 抱負 J も 題が を/、 なら 随 
.て讀 ま 諸を の 倦怠 も か柯这 がむ 候檐 
今颗は r 黃焰 J と 題して 持論の 結 未を 
がれ 可 ホ お 

A ホす 迄 もな く 乂禪間 題は 社 會間題 
どが せて か 世紀の 乂間題 じあ 之 お、' 

一 戚含閔 題は 吾等 人類が 直を 當面 時々 
I 帮 々じず くる 巧の 唾 巧 上 じがけ る 利 

羣閲禮 なれば 其. 解決ら がは 今 あ紀じ 

於て 終 叮 し 得べき 見这 なきに 非 ざれ 

典 A 極' 隅 獲に 至つ ては を 然其 因を 入 

間の 鑛情 じ發 せる を おが 解かの 期む 

音ら f は夺後 歎 世紀を 要する や も 計 

も蘿乂 镇 

A 理 をは 進 ホ 的 じて 感情は 保守的に 

ぞ么 億、 ぶれば 理 をの 發達じ 其 基礎 

を 有する 現 伐の 文明がん 類の 幸福て 

ふ 点じが て チな を 前の 往時 じ 比しを 

ホ 進 ホし おる は事寶 ならん も 人關め 

威 構は 化懿ピ しで 千 巧 年 前 ど 異る玻 

なきが なじ 社會上 じなら 巧る 雜夕の 

現象が な々 じして 道理の 齒がじ 違し 

蓬題顯 倒、 そ 巧げ がを 致す は 庭と に 

夕簿 西 新に 御處候 

ん現 化物 質 巧 文 巧 化を ぉ濟 たる 白朽 

灭彌は ニキ 年の 昔ょ な 人類のを 等を 

道殖 'こ 信じ 魅る 者 なれば 理論 上巧膚 

め 黒白を 巧で 人間の 待遇 じ 差別を 潭 

.く 可 きらのに ホざる i は 勿論 了 得し 

おるべき 善なる じ 彼等 實 際の 言動は 

彼 導 旨 身の 信仰 どぶ 巧 對の結 あを 巧 

はし 差が 不年等 「白人 じ ホ ざれ だん 

じ 非ず」 巧 觀を么 候、 か 斯は强 逢. や 

る じ 現 化の 偏 薄的义 巧め 被陷を 患が 

I する もの じて 隨て 人類の 不き么 じ 適 

夕 たる ものな < あじが 缺 陷の惡 あを 

受けつ！ ぁる 吾等 巧 細 巧 人の 一大が 

傷 掌 じ 御座 候、- 

A 然らぶ 吾等 黃色 人稱 は如柯 じ！' て 

化當權 ょら 蜡脫し 自己の 幸福を 計ら 

间時じ 世界の 义明じ 貫 敵すべき か 

导 すに、 0 前 じ も 数々 縷述 せし かく I 

I ま 目 本 民族が まごな つて 謂 細な 民族 

一 結を の實 現を をからし むる 事 ダ 最も 

i 捷徑 とが 候、 

A 破 壌な 建設を 意 ホし、 を 命の 慘觸 
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I が 觸乃ま 相を の ァン ダ！ ク タン デン 

夕 なる 者がず か 的 じ異禪 族の 飄 かを 

1 齋ら すべき ものなら ば 4 ザ 知らず、 

現 おじ 於け るが か <兩 者の 一方が 巧 

管に 威 精に 縣 せて、 巧 執 偏見を 事 ど 

ずる じ 於て は 斯る氣 をき 雜 想の 實現 

I は营 等の 堪へ 得る 巧 じ 非ず、 宜 むく 

先づ輿 ふる じ 一大 破 旗を なて し 寅 じ 
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る 計 晝じ證 らん 事を ホ 聲致喉 
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の靑 年を を 慰に 破 遣して を 地の 寅 狀 I 

を 踏査せ しを、 玻踏谨 の 結 あを を 表 

してす 絕间 族の 注 黨を喚 准し、 一巧 

を雙 巧は 白禍の 酸を を 蒙 b つ J ぁ 

蔑圓 の有态 あぶ 皇 家の 巧努を 巧て 之 

じ 巧つ るの 方法を 採る 事 じ 候、 

A 尙菩 民族の 將巧ど 相伴 ふて 幾多の 

专感を 要すべき 南 ホ、- 南洋、 支那 及^ 

时 'を 等の 諸方 おじ 願し 認 見ぶ 陳じ度 

候へ お本號 じは 綠白無 么憾餘 は逍て 
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御 方 二を (化 恵は 察する じ 獨逸皇 を 

ぷ宰 がビュ ー 。 ！ 伯な らん 故 ビクト 

ァ ホ 皇 崩御の 勝 巧围現 皇帝 ど獨逸 

畳 帝 ど 屢 ォスボ r - ン離當 じ 於て 閑話 

るら ユカ ー ドス タィン 巧は 常 じ獨帝 

の带じ 侍したら しがを じ 其邊の 消息 

得し ものと 見 ゆ). は 二一國 同盟 じ贊一 

I 成なる が 故に々 H 本欧が ょら 口 開 

をな さば 化 事は 必ず 成就すべし ご 云 

|/ ら 

A カ ー ド クタパン 男が 化の 如き 勸誘 

を爲 しれ もし 本惹は 巧れ じあら レ や 

は 巧は 眞實じ 一二 國 同盟を が 成せん が 

爲め其 筋の 惹を 受けて 之を がに 語ら 

化る もの か 或は 化 じ 目的 あ b て 化 手 I 

段を がらし もの か 其 邊は今 じ 確かむ 

る 事を 得ざる も おして 男が 云へ るが 

かく 英固 政が じがて H 本 ど閒盟 をな 


* すの 蟲ゐ ど が ば獨遙 のが 入 するど 
だざる どに 論な く 我 國の爲 め 大じ利 

湿 ぁえ 結を たるは 論を 俟 たず 少 くど 

も か國欧 がの 意向を 探る 事は 益 をら 

て- ツしも 害な き 事故 夫れ V > な.' く 之を 

探る 事の 許す を 仰ぎし じ 昨年 (明治 

化 四 か) 西 巧 十 ホ 日 電報を 0 て巧國 

な府 じて け 巧みの 意見を 發 あし 難き 

も 政が を鷄 巧せ ざる 限り じがて 余 一 

個の 意見》」 して 英國 政府の 意向を 探 

しまへ なき 肯訓か ぁら 依て 余 
は 四 巧 十と 日 ランス ダゥン 侯 じ會語 
の 巧を なて 淸國閒 題 じ 論及し 阅 苗の 

箭逾 顧る 憂虞 じ堪 へざる 事ょ b 東洋 

のず かの ねめ 日英 雨鹽 じて 何 どか 永 

遠の 取赚 めを 爲す 事の 緊 巧なる 事を 

を 一個の 患 見 VJ して 願陳し 侯の 惹見 

を 尋ね わる じ 旨を も 巧と かせざる ベ 

か らず ど な信じ居 る も當時を相 ソ ー 

グス ベリ！ 侯不巧 じが 英國 政府 じて 

も ホ だ 化の がき 重大なる 事を 簾した 


I 余が 立 b まらん ごする じ 隣し 侯よ' 


I 條約 じよ 6 淸國 よら 得た る 外 お j 

じ 領± 上の 權 利を 得る 事を 不許 
pi 日本は 朝鮮 じがて 化菌 よら 
:一 もち 大の 巧善關 係を 有する じ 付 
_一 同盟 國は 朝鮮 じ 勘し 旨 由の 行動 
一を 許すべし 

< 飛 四 同盟 巧の- 國他國 ど 開戰す 
:る事 ある も 他の 同盟 画は 中立ぶ 

守ら 之を 巧け ざる 可し 然れ ども 
^ 若し第互國ホらて同盟國の敲を| 

媛く る 時は 他の 同盟 國は 直に 其 
同盟 國を 媛くべし 
窠お 英獨 協商は 依然 有効た るべ 
き 事 

第み 本 ぉ盟は 極東が じ 醜す る 事 I 

■がの みじ顆 巧し 其 動作め 銳鹽も 
捶巧洋 な 外に おづる 事な かを ベ 
し 

然るにが 國政 がは 之 等の 箇條 じ掛し 
何の 盧 見を も 回 巧せ ず單じ ランス ダ 
ウン 侯ボ 化の 如き 協商は 必ずしも 二 


る 事な し 然し 柯か 善き 思 ひがき あれ 窗 のみ じ 限らざる べし ど 云 ひしは を 

ば 焼んで 之を 談 をすべし どが おし 猶 1 獨の間 じ 或は 夫れ どな < 話しを ひた 


る 事 あるが かくじ あ 像せられ 其 お 無 I 



五 梁 


〇 


化' ゆかき 協が はぶず しも 玉 みけ^で かる 事 緊要なる じが 予 一個の 貴 巧 

I 限らざる ベ' < 化 题を引 入る も 可な I を 巧て 之を 確むべき 旨訓 かせら 

らん VJ の 質 闕 あゎし 之を ユカ！ ドス 

タィン 巧の 語る がじ對 照し 觀 察する 

に英國 政が じても 巧 b {は 化の 如 

き閒 題を 講 したる 事 ぁるべく 义獨逸 

政府の 意向を も 巧 じ觸れ 探り 見た る 

事 あるじ あらず やピ おはる まらな が 

らソー グ ヌ ベ ブー侯ボ巧じては迪も 

如 化 重大なる 事が じ關し 纏ら のつ く 

雷な きじ ょら 暫く 英慶 あがの 模樣を I 

注視し 侯の 歸英を 待ち 更に 口を 開く 

爭どなし其育帝國政府じ電報せ.<:^尤| 

も 漠然 日英 巧 闕間じ 永遠の 取 極めを 

爲す VJ のみ じでは 帝國 政府が 訓 かを 

蠻 する じ も 目的を 立て 難 かるべき 

一 付 豫め條 靴を 假定 する 方 事を 運ばず 


雨を 呼ぷ 蛙な き 止んで 湖 じ 雲 化う 

飛ぶ 

0 

牧 壌の 垣つ くろは ず 草ち <巧 澄め 


•11 


どもを ふべ < 直接 間接 じ 人民の 蒙る 
重 我の ホ ホ だ じ戰時 我を 徵 化して お 
る 次第で ゥィンド ー じまで 課 我した 
兰 お ふ 英國の 音 も 0 本の 現な じは を 
ぶまい ど 思 はれる 位で ある H 本のみ 
利は 目下 平 巧 一割を 承して 居る が顯 
る 高利を 拂 つて 眞 面目な 拳 業に 利聲 

を 得る 事は 割 底 不可能で ある、 
▲斯様な す 景氣を 招いた 原因は か 雌 

H 露 戦役が ホ H 本が 實力 不相當 のか 

1 觀を 張らねば ならぬ 地位に 蹈乂 ^ が 

要 上 年年 不得策な 遺 綴 算段の 磯 縫を 
事 どした 惡結 あじ 外ならぬ ダ、 專带 
一個の 考を 言へ ば 寧ろ) 大パ ユブク 
ダ ホて 倒れる ものは 倒し 起る 尝 めら 
のは 起して 日本の 財界 じ 一大を 新の 
氣 運を 與 へる 必をボ ある ど 思 ふ、 不 
自然な 彌縫第 や 投期的 虚業 必で なて 1 

國 富の 增 進を 畫 した 巧ガ 何の 役 じ も I 

立 もは せね、 

A 9 ホ 閒題じ 就て は姬澤 さんや 中 巧 
さん 方ダ盡 力され たの じ 森が さんず 
吾冀ボ 何ら 化な かつた のは 不都合て 
ある どいつて 晚を 波め 新聞記者 じ 小 
言を 受けた ダ 賞 際 おを は 何も 化な が 
つた、 併し 辯 巧 ザ ましく 聞へ るか か 

らぬダ 夫 じは 聊か 理由 ガゐ る、 

A 第一 吾 巧は か 州 乃 まな ホ H 本人 盟 

題に 就て 日本の 有力 惠 諸君 VJ 頗るが 

解を 異にして 居る、 永 < 海外 じな ( 
て實 隙の' 事情を 詳知 する 人 じは を だ 

ず 異に 思 はれる か 知らの ダ： a 本の 人- 

人は 同化 ピか 永住 ごかい ふ 言を 〇 に 

一す る やぅ じな つた 癖 じ 巧 ホ H 本人は 

何時を も H 本の 臣民たら ざるべ から 

i ず どの 觀 念を 持て 居る、 であるかを 

立 口を のかく 世界的 見地から 日本人の 

海外 發展を ホ 望す る 者は か柯 じらず i 

忠君 非 愛國の 人間なる かの かくに 誤 

おされ 一つ 間違へ が 殺される かも 知 

れ ねので ゐ る、 

A 曰 本の お 力 者ボ斯 & 狹隘な 観を ど 


'间 情に がする ダ 苟じも あ 外に 巧つ て 
身を 立てん どを す もの じは 今一 愚の 
漏立必 ダを 耍 でぁる ど 共 じ斯る 習慣 I 

は往 、じして 米 人の 誤解を 招く 基 ご 
なる ので ある、 

▲更に 菩輩ボ 化 人 ど 意見の 異なるな 

は 吾 民族の お 外を 展は ホ國 ょりもが 

ろ 朝鮮、 滿烘 、支那 及 あが じゐ b どす 一 

る 所 じなる、 若し ホ 固の みボ吾 民族 

のを 展地 どして 唯一の 瘍 巧なら ば 盤 

諭 H 米 問題の 爲じ國 命を 赌 する 程の 

發奮也 もを 要でぁろぅ ダぶ もな < ば 一 

巧 巧 得る ホ姬 離の 近い 地方 じ 移住し 

て 比 轉的キ 福な を 巧ぶ 巧す じ 便宜 ぁ 

る 方法を 採る の ダ 得策 ピ思 ふ、. 

A 乂國 はか 諭 王 地 も 廣し圓 も 壁で ぁ 

つて 吾 移民の 生活 も 他に 比して 遙か 

じ 高等で るら う、 ザ併斯 まで じ 嫌は 

れ 厭れ てを も朽 かねば ならる 必要は 

巧して ない、 (ホ 完) 


が ザ 保 固巧跋 

▲歸 朝して 巧 時 も 遺が じ 思 ふのは な 

の 便法なら ど おちし ホ 围 政府 じて 愈' 國を般 を 覆 ふ不景 氣の聲 である、 世 I 

间 盟を爲 すの 意 あら ば 化を 左の 基礎 I を 判 强の伸 間 入を した ど 謗つ て 居る j 抱いて おる 所へ 化 米： n 本人 过だ 

心 よら 立 約して は 如何 ど 電報を 0 て 

其 意向を 伺 ひた b 


第一 開 巧 ま義ど 淸國領 ± の 保を 

を 維持す る 事 

第二 何國 ご 雖も おじ 發を しねる 


ゾか 


一 菩國孩 が 一方 じ 於て 生活難、 獄釀難 どい ふじ 事件の 雖 生す る每に 故國踩 

壹 おめ 負擔 等に 苦しで 居る ち樣は 海が やお 力濟の 後援を 賴む どい ふ 習慣 1 


外 じ 巧て 呑 氣な生 巧を なしつ i あ- 

人の 想像な 上で をる、 

A 就中 重 稅の負 擔は人 ほ あ 巧の 根 煩 I 


ダ 聊か 織烈じ 失せぬ かどの 嫌 ダ あ & 

ど あ ふ、 勿論 巧は 權 なき 外國 A どし 

て 勢 ひが やうな 習 憤を 成す のは 大じ 


し 旨を 記し 尙ほ自 みは 武± の 後裔な 
れば自 誰す ど 認ゐむ 


♦二 六 紙のを 巧 停 北 阿部 巧の 遭難 I 

を 「天誅」 な-^ ど 結 巧せ しため 其發巧 
を 停止され た^ 


•我 陸 戳隊の 南京 上陸 十 a り上廢 
を 電じ ~ 曰く、 日本 巡泮 お數隻 はだ 留 
I 自國ち 保護の 目的を なで 速射砲 ど 典 
じが 名の 陸 戰隊を 上陸ぶ しめたら ど 

参敕務 局長 後 巧 

英園 大使 舘參 f ホ 池 張 造 巧 (元 新 
j 脊媛 領事) は膊部 巧の 後 巧 どして 政 
務 局長ね る じ內决 せら ピ乂日 東を 騷 
電じ見 ゆ 

♦日本軍 人の 南方 援助 柴 陸軍 中 お I 

は扫本 陸軍 ま 巨ぶ 丘 華が 政府の 許可 
を* ずして 南 軍を 援助せ し 事を を 表 
せ、 9 


•目 本國 f 引 

■ ^ く •か 日 化 巧發電 

▲义 々あを の排 H 疆 ぎ； 

: 南京 既化 H 本領 事の 使者は 厨 地 騷摄一 

:中國 爆を 表明す る わめ 小さき 化 日 旗 I 

を 褐げて 巧 內を通 巧し 居た る じ 支那^ 

をは 么じ對 して 散々 じ 侮辱を 加へ 國； 
旗を 奪 化ら てスダ {じ 引裂きた る 

上を 下に 躁哪 しわる 趣き 阅地 
日本領 事ょ も 報を をり、 をじ勒 しち 
か府は 目下の 狀 態に 於て か柯 どもす 

巧き 術な く兵條 かの 輕 重じ關 せず 日 
本の 要求 じ應 ずるの お 悟を 巧す も英 I 

國が 日本の 强壓巧 方針を 欲せざる ミ 

を 一縷の 頼ら どなし 居る のみ、 化 京： 

の： n 本を 使は 裕 京の 殺害事件 要求 じ 
駒し 本國 政府 ょら ホ だ Ii：i? の 命み じ 
接せざる も該 要求の 頗る 重 かる 可き 

事は 一般の 豫期 する 巧な" 

，要 ホ ど 日英 同 逃 デ ー ブ I フレダ 

ラフの 巧 京 通信員は 曰く、 日本は ち 

那じ逊 しかを 上の ず 段 じぉづ るの 外 

襄國の 意向を ホめ たる 上なら では 化 

饼 要求 方法を 採る i なかるべし ど雖 j 

摄 子な 一帶の 地は 兩 同盟 國 協議の 

大ま 点た るな らん ご 


♦山 本 首相の 聲 言、 軍事 會議 

.(八日 巧 京 潑電】 

山 本 首相は H 比 ぷ大會 委員 じ お會し 
支那に 岀 兵す るは 岡國 のを 巧を 招致 
. (特別 廣 ！ dla—)' 


♦阿部 政務 局長 殺害を の 一人 旨 殺す j 

阿部 巧を 暗殺した る 兜漢の 一人は 岡 


更に 一二 お乂鹽 
の餘 地を り 

▲領事 舘屆 おの 都を あを 
▲乂 ま 急 申茲 みあら たし 

轉國露 鹽 i 
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ホ おの 著を は、 巧 & しで 巧 区、 自を自 翻のを を费巧 として 世 化 知られ、 せて 街を 十と をの^ 1 巧く- 
蠢の巧*5を巧议巧巧しで、『暗學巧巧是」|をを羞し’東宮康接下藉襄.まを稱、^お云十- 
よ お、 おを 窝を學 巧 ホ 1 J をを ホ 巧按巧 ホ K なて' 單身 旨を、 現じ 巧 育 ± 化 崔顿巧 まを^々 長た 
々'本 汲は、 を 巧が、 化を 八年閒 K 、 哉し く 巧を せし 巧を 載ぶ たる もの、. を 者は、 單 K 巧^ 岡 跑閒- 
&、 拖 巧の f ホ— ソミ ア — j としてを 远 ♦る、 丽 なをらず、 巧 有 ホ じを る ホ 入 K しで、. 巧 邦 ふ-巧を を* 

をの 助 看を 特つ 投資み 巧から ず •とい ふ 0 , 

東京. 博文舘 I ' 

The Hakubunkwan Singer Building N. Y | 
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すべき 恐 あるを 0 て 其 必要なし vj 語 

旦つ掛 支 かを は 頗る 强 硬の 態度に 

おづ べし ど聲 言したら 長を 川 河が 兩 
陸軍 大巧は 日 ホなる 陛下の 御 別邸 
じ參 上して 崇事上 重要なる 事 仲じ關 
し 御 諮問 じを 答 せら、 支那を がは 殺 
嘗 奉が じクき 陳郎の 意を 表し 平 か 的 1 
じ 事を 巧 巧 ひん こどを を 鶏 L 巧れ ら 
を 巧大紛 媛の おお 这 してが 大ぉ の警 I 

戒は 甚だ 嚴重 じして 數夕の 煽動 者は 
補總 された^ 


のが 
• pte 


が 


なん^ 


to 


@な人0上 ノ 宴當 二 適 ス グ 大廣閒 ァ リ @家具 1 が最巧 
^ ま 室 巧 淸お紳 ± 諸君 ノ 宿泊 ユ適ヌ @夕 年/ 經驗 ヲをス 
グ巧理 人 ヲ有ス @內 か 書籍 雜該諸 新聞 球 羣種募 骚棋综 
のノ娛 樂機顆 ヲ備フ 
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.♦顏 ダ 

逝、 


.ナ- ― 巧 


當 巧を ゲ ー ナー 氏は 保養の ため 欧州 

へが 巧の 途中 ま 十一 日 バグ チック 號 


田なる 一學 生じして 其 後 某 辯 譜± 宅 巧 じて 頓死した る 旨 無線 雷 信じて 通 

じ 潜 化し 居た るが 阿部 氏 埋葬のを’ 日 一 

逍 書を 認め 支那 地圖の 上に 端座し 巧 

脫 して 絕 命せ b 、 ちを 書 じは 南を 殺 

童 事件 じ 憤 あせし 結果 兜 巧を 敢 てせ 


報ゐら たら 

I 右 じ 付 巧 曾 議をア ー トグフ 、王グ 、ク 

ラィン 巧 正規 じょり 巧を の 職 じ 就き _ 
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参 金 ミ 參觸天 ぶら 參栗ザ 

恳雲 •燒 松蓉圣 

於 肉屋 茸參 春霞 参利久 煎餅 

れ I 參粟巧 一參卷 煎餅 參 花. 

W ♦参 ♦♦•参— — 

m 廠年ゃ 無 

-1 右の か 珍 お澤山 入荷 致し お 


I めら 

•れ 


ミ 

が 


\ n 

^ 恥 巧 品目 錄御乂 要の 御 方へは 御 申 越 次 窠御送 可 申 上 候 I 

B ユユ； ョ 1 クホ パ 1 口 1 i 九 二 
〇 '電話 クオ ~ス ーニ 

雛 

CL- 

/ —> 《•■ご > ■ k ■ 


シカゴ まな ま 巧 




EKE 



雜育巧 巧 外の 地 巧 



で韦卜 .. 






;v;!^'.T>r's.f J 


p 1 づ JlfT ^ T*-FVM 夕 ** HJJ 




•線 難民. ムの激 
琼 

; 巧を じがけ るを 巧 人の 殺害は 痛く 吾 


I 破 壌 せんど 試みし ち 目 巧を 達せ ざら 

しを 化て 巧 表者數 名は 止を 得ず 墻を 

越へ て 門內じ 入^ 當局者 じ 巧 會め上 

要求ず る 巧 をら 結局 巧る 十五 日 じみ 
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I 民 也を 激昂 甘し め 或 新聞の かきは 當售 ら巧會 すで ィ」 の墅 旨を 得て 巧 
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酿 ' 


局 者 じ おつて 急速なる 軍事的 巧 動じ 
ょら 民国の 要港を 占領すべし ど唱へ 
居れら、 を じか 山 本 貧相は 吾 政府の 

方 斜に熙 し 日 ホ じ 御 避暑 中なる 今 i 

上睡 下の 颊か をち ふべ く 急遽 同地 じ 

なけ-り 

•館 政務 局長 暗 

殺さる. 

一 外務省を 務扇 長！： 部 守大郞 巧は 本日 

i 港 省の 途米國 乂 使缩蹤 あじま 合し 時 

突が 二人の 魄漢現 はれ、 一人が 背後 一 

ょら 氏を 摧 せる 間 じ 他め 一人は 短剣 

j をな て 巧 0 腹部を 突 刺し 其 禮暗じ 乗 

一 じて 何處这 もな < 遁走し まれら、 酌 

部 氏は 貧' 傷後属 ちじ 自をじ 送ら 屑け 

られ たる 上手 術を 受けし ダ 最初 生命 


1 外 じ 巧 6 たる 縣集じ 化 旨を 報告し 

岡 巧手 歎 呼して 同所を 引上げたら 而 

して 化 騷援じ 對し當 局を は 日 塞 やか _ 

傑 約 婦結當 時の 經驗じ 鑑み 聊か^ 聲 

察 權の于 渉を 試み ざら き 

A 牧野 外 か 邸に 向 ふ 外 お 堪を引 上 

げ わる 彼等は 其 足 じて 巧み 一二 邸の 化 

じ 巧る 外相 邸を 襲 ひし も憲 をの 巧 じ 

妨げられて 目的を 達せ ざ もき 

A 第二 巧 お 大會と 0 夜 基督 敎靑年 

I 會會堂 じ 於て 開かれ 會 衆は 其巧議 を； 

なて 巧び 外務省を 襲 擧し歸 を あ ザ 外 

務次 官邸を 襲 ひたる ボ 外務省の 窓硝 

子は 悉く 破 娘され 巧 柄 通ら か、 らし 

一 電車 自働苹 等は な 巧を 受けて 進 巧す 

る 能は や 約 五 時間は を然を 通遮斷 'の 

をな りき 

A 外相 夫人の が衝 首相 邸を 藥 ひし 


縷述 し々 をの 巧逊 ホを 策を I 

痛 巧に 說 破す 

1 巧乂患 巧の 使命を 果して 歸 朝せ るを 

學博击 添田壽 一氏は 化扫 午前 農巧務 
省 外務省を じ 化 本摄理 大臣を 歷訪し 
す 最近の ホ國 事情を 縷述 しを 港大博 

I 寛會 には 是非 參词 みぶ 要を るを 詳細； 

じ說 巧せ ち 

A 巧 業を 議 所の 演說册 日 午後ょ 
ず 京 巧 業 會證巧 じ 於て を 圍聯を 商業 

晉議所 並 じ 對ホ同 患 會じ對 する お 田 I 

j 博 ± のお吿 あられる ダ 盤澤男 司會者 

ごして 先 づ添旧 神 谷 両氏 じ對 する 謝 

おを 述べみ じ 添 田 博 ± の 詳細なる 報 I 

吿 じを b たる ダ 博 ± は 大要 左の 如き 

溃說 をな せ^ 

慰 間 使 どしての 使が 逐巧 のみ 络 
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しわる ガ 直ちに 二重橋 外 じを き 宮城 I サニ年 獨佛巧 國じ差 遺され 歸 朝を 東 


I じ別條 なかるべし どの 診斷 なりし も 巧 民大曾 委員は と H 巧 牧野 外相 邸を 

;哥 rr ミを 一 • E Jit I ミ .!£> 、• \ V , .UC i ン臣 9 ; 1 巧 拿し で お.< 


一間 H 巧 遂に 巧ました を 

(化 上 二 巧 五日 東を 發電) 

記者 曰くを 電報 中 じ 巧の 顔は 孫 逸 

仙 巧 じ 酷似し おる 爲め乂 違 ひじで 

暗殺され ねる もの か VJ あれで も頗 

る 疑は し、 别項參 照 


0 


大 

お 

二 

伞 

化 

巧 

十 

一二 


•東京め 大騷擾 

A 1 萬 お 千の 群集が 務省 じが 

A 掛け 首相 巧 下の 宜 邸を 藥 ム- 

(と 日 東京 發電) 

-酌部 政務 掃 長 暗殺は 益々 都下の 民 也 

I を 沸騰せ しめ 一 萬 五 千の 巧 民 及 男々 

I 學を 等は 本 UH 比み を 園に 一大 集を 

一を 開き 織ん じ 加州 間 題、 そ 邪 問題 じ 

.おする 吾當お 者の 無能を 攻擊し 殊に 

南を じ 於け る 邦人 殺害は 吾闊 旗を が 

摩せる もの なれば 當お 者は 化 際を し 

U 軍事的 强壓 手段を 

用 ゐて吾 要求を 賞 徹すべ く然ら ざれ 

ば 牧野 外相は 速 かじ 辭 職ず べし どが 

畿 する じ 至れら、 を 衆の 多 數は重 じ 

學 生じて 最初は 別段 不穩の 態度を 示 

さ-玉ら しも 突然 「外 あ 省 じ 巧 掛けょ 

ご 巧ぶ 者 ぁる や 俄か じ 騷擾し 初めを 

1 閣 ぉは 忽も酌 •お 叫喚の 一大 修羅 壌 ご 

變じ辛 ふじて 一命を 助か b たる もの 

敦夕 ぁり 斯くて 

A 1 岡は 紅 もじ 外務省 じ 巧 掛け 面 

會を聚 めた る も 豫て急 破 じ おし おる 

间省 はを，、 巧 扉を 鎖し てんしめ や 群 

集の 中気を の 連中は 亂暴じ も 門扉を 一 


請 ひし ダ 夫人は ふ 善 < 面 をして ま 人 

I す 巧の 旨を 吿げ 茶菓を 供して 巧 じを 

助の 巧を 遂げた-^、 邸 外 じな"'"' しお 

I 集は 簿火 をたい てが 半 じ 壬ら、 一 除 

は 首が の 自邸を 藥 ひたる 

も 憲兵の 用患嚴 重な b しを なて 近づ 

く 推は ず 雨中 じが 立して おを 徹せ 6 

A 軍人 ft 曾の 敏昂を 巧の 邦人 殺害 

I 及 漢口じ 於け る 吾 陸 単 そ官の 虐待は 

癌く 革 人 社 會をぉ らしめ 居 


-れ， 


一、 在米 日本人の 事情 
|ーニ、 主 地 案の 經過 

四、 々 をの 施設 か 何 

五、 這み 排日 間 題ょ b 得た る敎訓 
日米 兩 國ぉ雙 方の 巧 お 

の數項 じみ もて 說 明し 今回の 事件 じ 
對 しな ホ 同胞 ボ愼 重なる 態度を 持し 
て輕擧 盲動せ ざ もしは 誠 じ 文明め 動 
がなら ど 賞 讚し 尙ほ應 急の 策 も旣じ 
I 巧 立せ る 上 永 化 的か必 もを 固 じして 
巧留 同胞の 前途は 禄 めて 有望な b ど 
I 說き轉 じて 今後の ホ 針 どして は欧 府^ 

は 抗議す べきは 飽迄 抗議して 臨機 適 

一當の 策を 譲 じ ± 地 所有は 巧國 じがて 

- 外人に 許可し 國籍は 二重 じなら 3 


を 參拜し 夫れ ょら 早稻 田なる 大醒伯 

，邸を 訪問 毅必 なる 歡迎 をを け 正す は 

を 巧 商業 會議巧 會頭中 野武營 巧ょ b 

午餐 會に 招待され わる 後】 巧 打 揃 ふ 

てが II 劇場 じを きたら 

鲁二巧 十日 瓣事 

二な 十日は 平穏無事 じ 通過した b 

(な 上 一二 壁 二日 東京 發電 V 

参 裏 圓僞違 事件 I 

A 前營保 局長を. 賀巧 豫審に 
▲有罪 ごみす 

をて 巧 圃寺內 閣の警 巧 巧 長たら し 去 

賀廉造 巧は 昨年る 支那 紙が (第一み 

革命 戰爭當 時發を 流用せ しもの) •百 

萬圓を 日本 內地 じがて 騰造 しねる 事 


I 京地 方 裁が 巧檢 事、 東京 控訴院 撥 事： 

じ歷 巧し 同册 一年 大審院 换事 ごな"^ 

S 十五 年 大を院 倒事 じ 轉じ其 間 法典 

調査 會 委員を 典に 關 する 政府 委員 文 

I 官离等 試驗を 員た る； 数 あ 後ち をが i 

し 暫く 閑地 じ 化ら しも 巧 園 寺 內閣組 

織 成る や擧 げられ て替お 局長 ごなら 

一回 同職を 務む 


♦要求 條件 


十一 目 
化を 發 

H 本 政府の 巧 求 左の 如し 

一、 被 寒を へ镇害 金を ち 拂ふ事 

二、 犯人の 巧 罰 一二、 も那 政府の 
謝罪 四、 南京 駐巧軍 總督張 熟は 
同地 H 本 領事館へ 謝罪の 意を 表し 

をつ 部下の 軍隊を して 同舘 前を 整 


是人曠 業 周旋 所 

A A * k 

貸 室 あ b 

紐 育 レキ シト 'ン銜 巧 十一を 一 

_ 森 喜 化 治 I 

.Japan まな DOS 蛋 ticE 舅 >loy3ssoency 
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則遮迦 せし むる 事' 1 

# :じ關 し 八 暑 量豫審 Q 結 お 巧罪桌 はち 條 件を 提げて まナを 府の啞 
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ご决 ずるに 至 b し爲 みを 東京 巧 上で 
を擧 ちて 事の 意外なる じ愕 がを を 失 

I し 何れも 呆然 どして 言 ふ 巧を 知ら ざ 

るち 樣 な-^ 

A 共謀 化を 魁 撤縛該 事 かは 當時 希^ 

有の 大 犯罪 どして 日'、 英 、ま 一二 國の 

官憲を 驚かした る もの 郞も前 雙保靖 


一决を 促せ 

日 支 兵の お 突 兩國の 磯道 守備 是 

を 突し 一二 名の 支ナ広 ハ' 射殺さ 

I ♦牧巧 外相 巧 前 じ 自殺す (十一 日 慕 I 

I を 後) が本浆 なる 者 お 巧 外相に 面會一 

を ホめ 拒絶され たるょ ら懷中 じ 匿し 


I •ィ J - 片 • •«? (I • I J 

長 古 贊廉造 巧の 弟じ當 るを 川 某ダ廉 1 持たる 短劍を お出し 自ら 腺 都 じ 突立 

て わるが 重傷 なれば 生命 覺来 なし 


造 巧の 賞 夕腺吾 氏 外 八あピ 共謀し H 

本 巧 地 じ 於て 支那 紙 狼 巧 萬圓 を僞逛 
し 之を 支那 じ 於て 巧 化せん ためを 潘 
じ送附 したる じ 同地 じ 於け る 英國官 
~憲の發覺する所どな-^^たるものじて 


. ■ / y n I It - » ti , J I - . m/ 

やぅの 解 巧を 遂げ 画 お 敎 育の モ かを 共 課 者の 首魁を 川は 該腰造 紙 お引受 

，’ •* ミ..， • I —…く 1 t-rr* ,1 ごも/^ こ 一 


感吾 政府の ホ 意 

-ま 八日 偷歎 デ； リ ー ブ レグ テフ 及メ 

グ 東を 通信員の 所 報じ ょれば 日本 

： 政府は 支那 問題 じ 駒し 秘めて 愼 重の 

一 態度 じ出づ ベく 巧を おれる は 明か 

じして 支那 近海へ ち 力なる 濫隊增 派 

の 議は旣 じかし わるもの、 かく 壌を 

じょり ては 戦略上 柩 要なる 地域を 占 

領 する や も難簡 、當 局を は 巧を 事 俾 

及漢口 事件に 化さ ま那 政府 じ對 する 

要求 案の 準備中な 卜 ■' ど、 尙 南方 じ 命 

客じ對 する 口 本の 同 精は 彼等 內 部の 

腐败 ごが 怯；：？ る 巧爲の 曝露 ご おじ 痛 


I な 良しを 民に 逊 する ホせ は 是非共 

を じ 確立ず ベく 又 婦人 渡航者は 之を 

I 獎 擲し而 して 我圃 おは 米 國の事 楠を 

I 學 びて 誤解な きじ 勉め 進んで 巧 固 民 

を も 理解 さする の 機 蘭を 創設し 今や 

I 巧圖じ 向つ て ホ 園の 輿論 ダ 好調を 韋 

せむ VJ ずるの 機を に 乗じて 益々 之を 

利 導す るを 計る 巧し 而 して 巧 ホ閒胞 

じは 大じ同 精 じ 犬 博覽會 じは 進んで 

參 おの 意を を徹庙 する じ 勉め化 際 姑 

息 的 解み そ 法は 化め 乂碰的 僻見の か 

きは 巧ホ斷 じて 之を 巧 破し 日米 兩闕 

民の 永久 的 親が 紫を 立てよ ど 結論し 

たる ガ 出席者 一同 感じ入れら. 

(八月 册日新 化み 紙 着電) 


江 巧 慰 間 使 顧 朝 立憲 政 ま 會を代 

表せる 巧 ホ 慰 稱化江 戚素六 巧は お 書 


を1127 < C I 与另 夕 こ 一 

く 嫁 退せ b 隨て 今回の 日本 政 巧の 對山 本邦な 货氏 同が 本日 春洋化 じて 無 

.. 二 ... If r ‘* I 1 •♦ を 反目 卜 - *s 文ち ら 5 己 掌 こ 訝 一 


I 变皆 動が 如何 皆る ホ 法 じ出づ ぶを 轉一 

はず 彼等 じ 辟 客》」 は 何等の 函係 なし 

VM ぶふ 1 ! 

• g が I 報吿 大鑛說 


事歸朝 せら、 巧は 巧訪の 記者 じ對し 

巧 米が 胞め あ！^ ど 意氣め 盛なる を激 

賞し 排日 巧 題^ 就て は 解 巧の お 易な 

ら ざるを 說 き! 4 ^ 渚大博 じは 化 際 特に 

漠 岡の 必要 也る を 信ずる 3 日 語れら 


ん象 響 悔 ^ i 要を 蒙迎 檢青 嘗られ f 位 じ— ら高 

I vr, ! .. • -rT — ' • • — : 


j 人 どして を灌じ 出張 中閒地 官憲の ず I 

じ 捕縛 せらる、 じ 至らたら. 

▲古 贊廉を 氏を 巧撕 てを 川 ガを谣 

監禁 中を 賀廉造 氏ょ b の 紹介 名刺 
を 所持し 居る 事 巧 じ 發覺し 其 旨香滩 

1 官憲 よ b H 本 當厨じ 照 幫し來 しか 
ばを 賀廉遮 氏 も 亦灌累 者の 一入 ど 見 

I 做され 支那 紙幣 猴を敎 唆の 下 じ吿發 

せられし が 愈 豫審お 局し 有罪と 决し 

I たれば 化 巧 ホを おじ 附 せらる、 帯 
▲關 係な しど 巧す 然る じを 賀廉を 

I 巧は 飽く迄 宫 己の 潔な を ま 張し ち 川 

は當 時を 賀 氏の 實父源 吾 巧 邸を の留 

守 居を なし 居らし も 自身は ミ 那紙潑 I 

儀逛 事が じは 何等の 願 係 も おせず 元 

ょり 之が 相談 じあ か b し 事な しど ま 

I 張し 居れら 
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鐵目采 新 協約 說 

璧 一玩議 じて 抗議が 巧り どなす ど J1 

I 時に 日 ホ 兩當局 間にて 新 協約 締結り 

わめ 新た じを 涉 開始され たり ご 0 巧 

說 をれ り而 して 巧 協約は を 旧 大使み 

立案せ る 巧に してが 米 a 本 A の 上 地 

i 所ち ホ じ 營業權 其 他 諸 禪の權 利の 確 I 

がを 計る の 目的なら ィ」 傅 ふ浮說 俄か 

じ 信じ 難 けれで 若し 化巧涉 開始 じし 

て-事 資 ならば 遠からず 事 實め內 を じ 

铺 して 確聞す るを 得べ し 

•桑 博 賛同 纏る 

柔博寶 閒じ蔚 する 當 巧の 意見は 旣じ 

屢發 表されし 巧 じして 只 民間 實業衆 

の 意見を 易く 一致し 難き 模樣 ぁりし 

が 添 旧 博 ± 1 .巧 歸著後 大にホ 閣の資 _ 

髓じ 就て 得る 手 ぁら 從 つてを 固を 荫 I 

棠會議 所の 意 おも 客媽 6 を實 業が じ 

あても 貧 同 出晶じ 願し 何等の 異議な 

きじ 至らた る よら 桑 博を 社勸誘 員の 

j 巧 着を 待ちて 新たに 貧 词じ關 する 發 

をを なし 之れ ど鬧時 じを ホ 面の 旋設 i 

じ 着手す る 方對な b ど 


赔歸 的； 目下 故 國飛巧 が じ 頭 巧を 上げ 

んィ」しつ^ ぁるが：：み他シ ャ ト グ じは 

商ぶ ぞ隆么 助 外 一二の 新進 飛 巧 家 ぁ 

り サンデ^ — ゴ^ — 力！ チ ス學校 卒業生 

としては 中が 德治 巧を りシ！ ラ飛朽 

學校 じは 巧 田 海 巧 淺川坂 田碱原 

j 諸氏 巧 學のヵ ー. チ ス學校 じ も 目下 一一 

あの 狂學着 をら 是等飛 巧 家の 沿 犀 お 

身 者 どして) 齊じ 活躍す る 際は 在米^ 

巧 人祖 會の 無二の 誇 もとなる じ まる 

すし 


が 


重役 田 中 山 口 一一 一巧の 歸ホ視 妾 ホ じ 

山 本 氏の 歸朝中 山 巧の 巧 俄を ま 店を 

を 送別を 兼ね 本日 午後 六 時 よら 日本 

爆 幾 部 じがて 店員 一同の 大宴會 催さ 

るべ し、 因 じ 山 本 啤化雨 氏は 多み 來 I 

遇出發 すべし ど 


♦ H 本 婦乂飛 巧 家の 嗜矢 り サン ゼ 

グ 'ス じで 婦人 洋服 裁縫 業を 營る 居る 

南 巧よ ね ホは々 问 飛行 泼 たらん どの 

目的を 化て ゾ ー ラ 飛 巧 學校じ 入' 學し 

，化 月 一日 よら 稽をじ 取掛る 皆な b 


♦賴 が游 巧の 慘死 H 1 グ大學 を 

業な 當地 じがて 英語 敎授 をな し 巧 後 


♦岡 倉 あご 一氏 逝く 日本 美術 院の創 

設者 どして おれ 来 ストン 美術 舘 日本 

す那 部の 監督 ごして 內外乂 じ 知られ 

たる 同 巧は 當月 四日 東を じがて 巧を 一 

(亭年 五十一) せ 9 との A 報 あら、 氏 

明を 十四 年大學 卒業後 文部省 書記官 I 

どなら 爾ホ吾 園 美術界の 爲じ 貢歓す 

か 所 ぞく 殊じ吳 文著蓄 「ゼ 、ブック、 

オブ 、チ 東洋 的 巧を r 日本 巧覺 

醒」 及 ホ國を 地に 於け る 講演 等 じよ 

て 吾國の 精華を 西洋に 紹か したる 
巧績大 なる もの あるは せ 人の 皆 知る 


亞巧近 お 巧 當地ま 化 支配人と して 今 巧な 


參潑稽 なる 恐 日 お 去 十日 楼面 都電 

一報 どして 英字新聞 じ 噴 傲の 記事 現は 

る 曰く、 當 巧陸眾 々み 都 にがては 帝 

器を 藏 せる 日本人 簡 かの ぜ巧 じ顯し 

巧密じ 調査 中な 6 レが ボ特の 報吿じ 

彼れ ぶ 日本人は 二 年 前ょり 彼等を 体 i 

の 巧 益を 塔 進す る 目的を なて が 地に 

四十 餘の ホ 營 お的圃 体を 組織せ るが 

化 等は 巧れ も 州 法じ遂 反せる もの じ 

I ホざる も數 々日本 ょら 渡 ホす る官鬼 

ども ホ官を ごもつ かざる 諫閱 者を 歡 

待 せら、 而 して ロ サンピ グス 附近 じ 

-化鴻 の鹽体 あら 一瑚ホ るれ ぶを じ 

所要に 應 ずる ホの 軍備を 備へ おれら 

尙陸端 一 傅み 部は 則 州ぶ 太 ホが 沿 巧の 

I 精密なる 地 圖を發 見やる か 其 巧が 者^ 


H じ 至.-^ し阔 巧は キン. ダス トン 夏 鳩 

閉鎖め 爲め去 二 a 岡 地 じ お 張 中 旅 宿 

の 一二 階ょ*^ 慶 落し 運 惡し くも 人拳不 

省 じ 暗 入る 程の 大 怪我を なした るが 

急報に 接した る 岡 氏 夫人 (白人) 並 じ 

おが 組の 巧 野盡ホ 氏は 直ち じ 急が 

先 ブ當地 じ 速れ 歸ら 入院せ しめたる 

藥お 劾な くま 五 肖 遂に 永锻 した 

こえに 気の毒な るは 目下が 娠化ケ 丑 


失 ひ今义 巧 ども tt ごも 頼む 最愛の ホ； 

を 喪 ふ、 重ね i の 不幸 績 きじを 術 

もな く 手足 纏 ひめ子 供 さ' へ ぁる 身の 

ん みぐ 恕 嚷じ搔 幕れ おる どの 事な 

->、 を じ 就き 前記 天 巧 氏が 知ぶ 諸 巧 

は跡始 未に 願し 棉 々遜 力 中なる が 山 一 

崎 氏の 潔陶を 受けた る ものを くは 知^ 

人 じて 香奠 等が 贈し 度 人は 當 ボブ 

! ドウ ュ I ち® 六 天 野 重 次 氏 宛 じ 申 

这 まるべし 


♦ニ ューョ '! ク巧國 訪問 團お發 期 

の 何人なる やじ 就て は 語る 所な し 一ぶ が 當ホ氏 ホ 催の 岡圃は 夏期の お 了 ど 


を、 を 地 日本人 曾の 歌を 夢 じ 見た も 

のなる べし 抱腹絕 倒の 喷 飯事 ごして 

霄 者の 一 輿に 化 ふ 


ご 一 


を义 邦人 飛 巧 巧 A 媛 

粟 お羅府 よわみ 流 娘が 家 南掉ホ 


おじが かじ 人員 塔 加の 摸 機なる が 諸 

源の 準備 も赂整 ひたる を 巧で 巧册 

特翼 じて 當地 囊巧菌 轟の 途 I ♦聲錄 子 ホ 金 じを 息洋 一氏 




飯島礙 領事 邸 招宴 ま 十一 日巿內 
日本人の 宗敎 を、 通信員、 新聞記者 
j 等を 招きて 晚 餐を變 せら 

♦京大 敎巧比 企 氏は 地質 學硏究 の I 

ため ホ ホ 


遞信堪 技師 島山 敏巧 唯は 化 程 巧 一 

巿 、當 年中 滯 巧の 上 視察の 答 ■ 


が 雜貨 たろ し賣 

商品 目 嫁御 醬ホ第 無 巧 進呈 
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體藤 小川 商な 
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♦シカゴ 大學 のを 井 重みを は 萬國平 

が炼會 の囑巧 じよ b 來十乂 日 ホブグ 

スタ！ じて 平和 演說を 試むべし 


参 一二 井 物產の 高木 氏 は 墨國じ 出張 


■目 本 雜嘗受 買！！ 


淺巧 辕一郞 か息淺 野を 一 宾は今 1 

回を ホ 滨船曾 祖義潘 ま 店を. どして 去 

五日 着 桑せ るが 斯は 同化 營業 方針の 

變更 VJ 共に 一巧の 船員 じ自 本人を 使 一 

一 用す る こご i ならし 結 あなら VJ 桑灌 i 

壌 報じを ゆ 

參义學 博 古 姉 崎 お 治 氏 'ィ IT 
大學 東洋を 學 講座 擔巧 どして ホ ホ 


技 0 Devonshire St Bre&oston" ブ 19 塞， 
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の 夫人に て 昨年 戴 縫 中 遊つ て 一明を たる 同を はま】 H 魄を 渡に 割 養した 


る 由 


♦旧 中 實氏歸 朝 中な りし 族材 組の 

同を はが 目歸 着したら 


参上 中當 一二郎 巧 高を 事務 巧の 同氏 

は 化 程な 國 ょら 歸着 

中が 繁が氏 アニ T じ 於て 雜 

:貨 業を 營み 居れる 同氏は 化程歸 巧せ 


山 口を 一二 郞巧歸 朝 中なら しが 夫 

人み 息 同伴 昨 H 歸 着せら 

•野が 壊 ま、 巧 淸一兩 巧 ミ 井物產 

;當 地 まが 詰 どして ホ 巧せ- 


じ 就くべし ど 

巧 二十 名の 

>1 を 离峯博 ホが 則 確を ホ 十五 U 泉 族 

を おした るは 管 费？ S を-" 空 揉 雲。 しど 

異彩を おへた る ものなる が 今 U まを がが が瞄巧 去と H 無事 歸 着、 氏 

で榮 おせる 垂 なる 飛 わを をが C れぶ I め 歸朝談 は 載せて 第一 面 じあ 

な あ 藤 一で 乂 、武巧 渋な 雨 氏を 始め ど 

|し 巧加シ ー ラの 飛行 學 おん 卒業 化 ど 


去 四 H 地が 义 じて 着を せ. 


て' ては が本壽 一、 お 爲銀藏 、佐 財 福 

愧の 一二 巧 あ A ス 0 1 ン が行學 およら 
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八月 二十 一 H 發 
.藻 骨 生 

A 八り に 入-^ て ょら 今廿 一 U 迄の S 
遇 間に 於て 東を は 僅か じ 二 j 回の 夕立 
* りあ每 しのみ、 


'± の剌 益を 犧牲 どず る も 止む を 得 ざ 

るぶ 第 化 ど 言 ふに 有と 候〇化 說は頗 
る 人氣じ 投じ おり 當 W おも ホ だ 巧し 
かねが 候へ でも、 今 リ より 參加 する 
も 豫お通 もの U 本式 大お闕 を 作る の 


乂 のがへ たる 如 < 、尾 崎 行 雄 巧 等 
夕 少行惱 みの かにて 厮政 黛ら ホ餘ら 

_ 氣 勢擧ら や、 化處現 政府： をな 欧友會 

の-刀な を哨 ふる 外無么 、巧くて 現啟 1 

は尙ほ 薄命を 保 も 可 得 ど 被が 候〇併 


^ 等 渾^」 が-; 菱斷 水せ し 1 候。 併し 又 一部 人ち」、 f なて 化； 軍の 豫蹇事 ども 云 ふ 巧 


U 々の 炎天に て 水道 奏せ ざ 


餘 U ら無么 、直つ 出 お 翻 誘 もが 般 をし 昨今の 豫算縮 成 期 じ 於て 現じ 陸軍 _ 


へ斷 水す るか ど氣遣 U れ 、現じ 


るべ く、 結が 參加 化が の 方が 
利益なら んど考 へ.-；' れ 担る やじ 聞 及 


め わる 有 樣に有 之'、 近年 じな き 巧き 
王 用 じ 御座 候、 關西 地ぶ の 一. 部 ど 化 

陸 道 どじは- 闽辕 雨有么 が も 其 他の 

地方は' 槪 して 東 巧 ど おじ < 晴天が 猜 

きれる 事 どて 或は 旱 魅を 訴へ水 論 雨 一 

乞 等に 騷ぎ ねる 地方 も ぁれで 要す 

じが 順氣 じて 稻は 平作の 一二 削 上作 即 

ち 六モ方 巧の 收 獲を 豫 おされ お b 候 

j 欺く 日本 唯一の 産物 わる 米の 上 化の 一 

j 览を ホち たる じ 係 はらず 尙ほ 東を ぶ 

地方 おじ 不廣氣 じ 候は、 稅滿の 宜し 

ミを 得さる ど貨 驚の 擺增の 結 欺 じ 外 

ならず 候、 されば 過 口 巧は 旧を の孟 

擺盆會 等 ぁりし ボ何地 も 側 年の 如く 

娠 しからず 猴〇 置 六 年 前 迄は 東京を 

出づる こど 里餘 じして 凉 しき 稻風じ 

: 送られ ホる 猛 蛹の 優踢 なる 昔頌 K ま 

じする を 得ね る じ 昨今は 化の 俗も譬 1 

察 側 ょら 風ぶ 燦齡 ごして モ涉 ずる 爲 

めじみ 第 じじび 巧き、 鷄 がの 「四 五 

おじ 巧を も か i る 踊 かな」 の 趣は 最， 

早見る 事を 轉 ざるは 遺 城 千 萬 じあ 之 

候〇都 じでは 巧理屋 どか 待を どか じ 

て 韻 b じ 風化 燦亂が 行 はれ、 且つき I 

虑ど S ふを 娼地ダ 寂れ 巧く じ 巧し を 

こらの 横町 じ 白 首 將軍橫 巧し、. 到處； 

に風俗爆亂は盛じ行はる：樣相が 

侮 じ 係らず 之 等は 少しも 取締ら れず 

して、 却つ て) 年 じ】 巧のを 脯ボ風 

I 俗 磯亂で 取締ら る！ は 其 意を 得ざる 

み 驚 じ 候へ 共、 H 本の 政治は 兎ち じ 

I 化 調子、 弱い者 虐め じて 困る 事 じ 候 

一つ 故 園を まる 一二 千里 かの 御 地方 じ 

て 化の 湿 跡の 化を 開始し、 大じ蝴 つ 

て乂 人を 驚かし 吳れ ては 如柯じ や、， 

がて 風流の 紳± 淑女 じ 御 相談 申 上 候 

前便 じ も 一寸 申 送らた る榮潘 博覧 

會參加 間 題は 昨 ホ 愈々 やかまし < 相 

成ら 新聞紙の 啤 じは 堂々 祖說を 0 て 

邊 がを 取消すべし ど 論ずる もの さへ 

I ち 之 候〇其 要替 は、 同 巧覺會 じ參が 

I する は巧留 邦人 及 一部 當業 をの 利益 

|ぁるも而か，^5國家をかの體面を薬て 

ii 1 部 在留 者及當 業者の 利益を 計る 

I 能は ず、 おし 么じ參 加 せんか、 ホ國 I 

おは 愈々 日本 政府を お < びる じ 至る 

べし、 故 じ斷乎 どして 拒絕 し、 日本一 

人の 意氣 地を 示す にお かや、 1 部 人 _ 


じ 報 ゆるは 巧蠻巧 爲な も、 米乂ガ 吾 

じ 化を 加 ふるち 吾は 飽 をち 正義 人道 

じより て 么じ對 はざる ベから ず、 を 一 

蹲の 如き 機會を 利用して なし 化の， <1 

道を 示し、 么じ參 加して) 方は 吾の 
飽 迄ら 仁義を 重んずる を 巧 かじす る 
と 共；； i 他の 一方には 吾 文明 稻 度を 彼 I 

れに 示し、 巧して 吾を がする 理由 ぁ 
ら ざるを 實物 をが てが 米 人 じ 旨覺せ 
しむる を 得策 どす ど ホ 張ず る 人^ お 

么お 〇盖し 之れ 巧 諮王逍 なるべく 候 

へ お 化 參加說 は 極めて 人氣 ましく 候 

▲义 那閒 題は 泥滩 ごして 巧 ほ 大勢の 

を まる もの 無 之候〇 もも 目下 尙ほ 頭！ 

强じ對 がしつ； ぁる 苗 京の 革 単 も 

首領な き 事 どて 到 あ 天下を 制すべ 

も ぁらねば 結局は 化 方のを 世 挪ボ政 j 

策 成 効し】 時 少康を 得べ しどな 側せ 

を るれ お、 さり どて 少しも 巧必 はお 

ホず 雙 がを 要する 樂 勿論 なれば、 政- 

が 並 じあ 志 者 も 常 注意を 怠らず 腰 0 

hlr 闽の動 就 じがて 裳 化-沸 ダ 奏功し わ 

るは 言 ふを もな く 别國の 借 歎じ：： 一み 

欧府の 輿つ て カホる は隱れ もな き 事 一 

實じ 候、 然る じ 巧 はらず、 お ホ革黨 

の屛 息ず る や、 袁化规 は 早 <も：11 本 I 

政が じ 谢し惡 聲をあ も、 排 H の 傾向 I 

一般 じ 現 はれ 居る よらして、 最初よ 

ら 南方に 愚 貧 じて 嚴正か 立を ホ 張し 

居らた るに 間 政ぎ は、 頻 b じ 政おボ 

袁化 凱を 過信し 政策を 誤りた るを 攻 I 

黎 致し、 も ホ 袁化挪 の 反覆 常な <H 

本 じ 巧 意を 有し 居らざる はサ年 0 前 I 

よら 知れが つたる 事なる じ、 政府は 

之を 葛へ ず、 彼の 爲 めじ 借 欽じ盡 力 I 

しなて 吾が 業 上の 大 得意 地た る 南方 I 

を 趣し 其の 惡威 情を 買 ひたる は 取ら 

I 退し のつ かぬ 失態なら どを も 切論 致 

i 居候 〇化 事は 何れ 化を の 議會じ 提出； 

され 餐巧 さる-' 事と ち 候 0 

▲原內 お 大臣、 高 橋 乂 藏 大臣は 山形 I 

及 東 化 地方 じ 巡遊し、 山 本 農 商務 乂| 

臣は化 お 道 じを き、 何れも 政ぶ 會め 

黨數擴 張 運動を なしつ i をら 到が 巧 


の 二 侧師剧 が 化め 間 題 じて 夕少 はが I 

機み 居る ものら しく 憤、 化 間 超は 陸 I 

陸軍 部 

じて は 整 巧 おのみ じて 新た じ 経爱を I 

耍ホゼ 中 じ 之を 實 巧せ A の 意 あるじ 
對 し、 山 本を 相は、 斯くては 陸軍の 
I 整理なる ものは 一 も 之れ 無き 事 どな 
ら 、海軍と 權撕を 失す ごし、 前の 里 

闕寺首 梢ご树 一の 意見を 抱き 居る ど 
の 率 じ 候へ ば、 少 くど も此間 題は 現 I 

觸ガ化 年を越ず じ 就ての 難 隅た るべ 
候へ 共、 而 かも 化間趙 のみ じて 巧 1 

閣鬼 解す る 如き 事は 千 萬 可無么 ご觀; 

測され 居候、 果て 然 らば 愈な て か 本； 
內閣は 萬歲じ 候り 

A 武拥巧 撰の 飛れ 傑 じて は關東 平野 i 

乂飛巧 ごを ふを 計畫 致し 去 十八 H 
b 第一 日は ± 浦 巧、 第二 H はぞ 都営 I 

巧、 第 IllH はお 巧 巧、 第 四日は 橫衡 I 

追濱 巧、 鑽击 日は 横 溶 巧、 第 六日は 

i 高 崎が > 」 いふ 日程 じて 日本 じて は 先 1 

づ關闢 の 巧 ど 巧 申 大飛朽 をなず i ど 

相 化 S 第】 扫 のま 十八 日 じは を 澤啤 

尉の 操縱 じて お發 し、 豫 井の ± 滞を 

超へ' を 碟 して 水 夕じ乂 りたる は 巧な 

もしも、 餘途墜 . をし、 幸 じ， 人間 じ怪 

觀 なか b しも、 號行器 破損せ しため 

第二：：： 丈 ゎの 飛 巧 もを が 中止を 候 0 

I ちの 航空 距離は 写 一十ぶ ょ 音 基 

め 間なる ダょ だ ---.- H 本 じて 比違ボ 

大 飛行 じ お 么お〇 世 ホの が 强菌じ 於 

ては 瓣行 機は 慨じ賓 巧の 巧 じ 入ら 居 I 

れるじ 日本 じて は 未だ 轉業 のがを 脫 

せざる は慨 嚷じ堪 へず 候 、. 

▲ 天皇 ミ 皇を巧 階下には 去 十八 日 御 _ 

出發日 ホ 旧せ 澤 御用邸へ が 幸を をら 

せられ 候 〇 ' 還 幸は 化 月 中 か 御 事 ど 承 

6 及び 候 0 

▲ 一昨 H 巧 や i 秋冷を 覺へ申 喉、 お 

I 島な 花圃 のが ダ唤き 初め、 是れ ょ - 

正宗の がぅ まく 相が 巧 申 候匆々 


ど - 


小 野 秀雄誘 


不都合 千万では ないか、 僕は が ホ 岡 

胞を 体の ため 撰を じょつ たら 斷 乎た 
^處 愚を 取る 决&だ (學 侯を】 ▲獨 
巧處 ご 云 ふ 大が朝 23 の 通信員 ガ 物し 


る お 育なる 題 下の 通信 义巾 最も 振 本書は 囊じ 「を 除なる 年齡」 ど 題して 



ぶな 


つどる のは、 城 子 段を 上つ わ. C . 下な 
たりして ゐる黑 鼠が 猫 じ 追 はれて K 
コィ シヨ、 を遺喊 なく 描爲 しごる 
邊ら で、 流 お 支那 巧 通の 吾輩 もぶ 释 
威 也した、 ヨ ィシヨ 色 典 記者 二 
一讀 生) A 道 樂の中 じ もを々 あるが 
其 上句 ッブ 'シ 値の きくのは 篇 眞道樂 
だを ぅだ* ま ハ ザ 働い ね 儲を をず つ 
か b 為み 道樂じ をぎ 么んだ 御蔭で 旅 
; を だけ 持て 歸留 した 一知 人は 北海道 
じ 出掛け 米 閱寫眞 學± の大 看板を 揚 I 

げ て大繁 端を 祕 めて 居る (無道 築) 
不慮の 災禍 じ 罹ち 萬鄉の 露と 巧 


了を じがて お 版せられ 近與 「大膽 な 

る 現實躁 露」 どして 巧獨佛 のを 國語 

じ觀譯 せられ 忽も數 十 巧 版を 垂ね到 
る處じ 空前の 反響を 惹起した るを 書 
なら ゐ 、危險 なる 年齡社 曾の 信用 最 I 

ぉ新 懿 婦人の 四十 

は何ガ あして 爾 く危險 なる か 著 一 

^ 者は 其 離婚 煎を 一年間の 苦しき 
經驗ご 其 靑春時 巧 じ 當り奔 かなる 感' 

: 情ご廉 榮じ換 はれて 或 時は ちな 豪の 

妻た も ん ど ；44- W 4- に 
し 或る時は^ ツの ド* tfT が 

ど 求めし 等寸 毫も 渡 ふ 所な く 

: 勇ろ 富して 化 事 實を霸 しぉ 

'秘密 ク 必を 本書に 

夕き SH 文が？ 赤裸！ 

じ 現は れ議 者を して あが 負 失せし め 
中ん ば 止まず おじ 输 人の 秘密を 語れ 

し 今 井 喜® 雙鑛羅 を 蒙 王錢 & れ韻 J 歡錦禱 ^5 が 


(( S 普 館と 

▲曰 本人は 凡て 劣等 人視 なる かめ お I 

思胳 さる； は 排日の お 因 じ 輿つ て 


人氣 じて な 前 じ 新政 黨の 後藤 新 平 男 一大なる 巧、 然る じを 頃 迄 r 生 捕らの 


や 憲政 擁護 曾の 犬 養 尾 崎 氏 等 ボ遊說 

せし 機巧を 一々 じ 覆して ホ 行きつ i 


予は閲 情のを じ堪 へや 血淚 禁ずる 能 j 

は ざら し、 臨終の 膝 じが、 ける を 贺巧一 

の. 一糸 亂れず グット バィを 連 巧 しな 

ガら從 む々 永き 赔じ つきし 壯絕悲 結な 

る 物語を 聞く もの 誰か 泣か ざらん や 

嗚呼 悲し、 誰で 巧 意を 表する 2 爾云 

胞) ▲先 過 巧 新聞の 誤字を： 

一が つた 一 閑人が ぁつたか、 H 米の 經 

游論渐 報の 政治 論じ も ゥン ザリ ずる 

をれ ょ b 如何 じせば 巧く' 成功 ガ巧ホ j 

るか、 か 巧 じせば ィ 、力 力が 持て 
か 位を 指導して もらぅ 方 ダ 新 靑の如 

き 無 ホ お 燥の 天地 じなる 吾々 じは 餘 

程 ィン ブレス チン グ だ： ィ) A 夏！ 

瘍も コ、 數 H のぅち じ 終らを 吿げる 

の だボ今 歲もゐ まら 面白くない ブン 
ボ ー グ おや ダラ ー 兵衔 殿ガ大 かおる 

をう だゲ 今の 巧は を燒を やる からで 

I すいもの；、 節季 ザ 詰つ て 巧 崖を ク 
スマスの ホを はでうな る 事 やら 

(巧 小僧) 


輯本 I 郵便 發着表 
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船 名 

マ ヌヵ號 

ナィ グ號 

靜岡义 

ジヤ バン 號 

ミ子 ソタ號 

本义 

モン ゴブ ヤ號 


ク本帰 締切 午後 六 時半 

經由地 發送日 

を 港 化 巧 十二 日 

同 九月 十五 H 

沙港化 巧 十八 H 

晚香波 九月 十 化 H 

沙港九 巧せ 四 H 

を 港 九月 サ 五日 

同 .九月 廿六日 


野蠻 人」 ごして お 世 物 じ 供せられ た j 

フ キブツ ビン 人を 日本人なら ど僞證 


ある 查盛 じ副替 へ、 擁譲會 は 其 後は _ し 働 口を 巧 施す る 目 本人 お 庵 ダ ある 


• H 本ょり 到着 日 

乂巧 六日 同化 曰 同 十六 日 

同 十と H 同廿五 H 同廿と 日 

同サ 八日 同册目 


書の かきもの なし 歐义 の讀箸 巧を 驚 
; 倒せし めた る ホを なら W 云 ふべ し) 
本 ホめ て 化 前人を 說の秘 海を 知れ 

澤田順 か郞著 


生殖 左 お 諭 


■を糟 巧 十五 他 

密議 乂圖解 鏡 I 結 

捧げた る 著者 ガ ーー 十ヶ 年の 研を を資 

料 ど歐ホ じがけ るを 髓硏兜 諸 乂滚の 

新說 どを をを したる もの じして 生殖 

上の 隅 題は 悉く 網絕し 加る じ 十数の 

iiii 

法 等を 頗る じ說 巧せ る 近 巧 か 著 

石 川 駒 么巧若 


'パナマ 

運河と 


曰 米戰爭 


を 憤 一二 十 仙 

ナマ 運河 蘭 通 後 じ 於け る 日米 閱炼 

の 推移を 豫 想し 大教の 趨く所 由々 敷 

大事 件を おき 起ず 事な かるべき やを 

憂 ひて 之じ處 する 方策を 述べた る も 

の 焦眉の 問題 じ 就ても おて あ 巧 目ぶ 

戚田か 尉 著 

目 露 未來戰 

を 憤 i 滞 

本 閒义譯 . 

垂 アラ ビト f 卜 

譯 アン ブイ} 

定憤二 弗 五十 亞 


か 田 お 謙 一二 著 

勇 


錄 

を 僧 一巧 廿他 _ 
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‘參 東京の 騷擾 . 

興 部を 務 局長の 暗殺を 爲乂線 どして 

^ るた る 策 京 巧 ほげ 騷淺 は强 いでた 

一を 善慧 じ解釋 ずれば 巧 謂 r 白闕」 の 跳 

I 藥 じ懷錄 したる 吾國找 のす 孕が r 時 

. j じ 勃發 せる ものな なごい ふ 可く 又飮 

I 弱なる き 常 局を りかを ホ 鉢を 饌键督 

顯 したる ものと 爲 ずを 得べ L W 雖も 

髓も 局外者の 冷靜を 巧なる 觀察 服を 

- 巧で ずれば H 化を の大會 なる ものは 

冀费 ずるに 事 雜を辩 別す るの 能な き 

■霸 '藻め 一 翻が 破‘ 耀を欣 び 政 髓じ祐 解 

ー タミを 客 輩の 煽動 じ乘 がられて 起し 

I 一た ぶ潑 集み 澤の 悪化 用 じ 部なら ず、 

就 申な 騒擾の 直接 原因 どな b 人を お 

麻を 製つ じ 至ら しめたる 都下 諸 新 

蘭 紙の 費 巧 じを つては 其’ 弈徽 じて 翁 

すすらざる もめね り 

謗 


なる 巧 等め 一派. は 棠茲じ 近づる こご 一 暴を 载き 下に モップの 喧騷を 舊ぶ帮 

なく 唆々 鬻 々徒ら じ' 陳腐なる 驟 族が I 麗 記を をぶ どす る 白 索が 國 おは ホれ 

破を 懐榜 して 得夕 たもし が おじぶ 運 I 觸 なる 殻 

敷の 結 あや 國 蒙に 對 して 柯等帯 輿す i 


る 巧な く 旨ら は j 方を 嶺 政治家め 遍 

弄ず る 焼 どな もて 僅か じ 『憲 孜雜譲 
の 神：！： なを 空る を 得て を かじ 疆 むる 
のか 他な 家 繫燒を 招を しじ 非ず や、 
斯め 如きが 個の 襯 例を るに もす 拘ぶ 
憲牌盡 會の政 客 等が 蒂を 事# を 促へ 
て 软が顯 覆の 具に 供 すん ごし 社會の 

先 藍を をな て 巧ず る 新聞 獄が 東亞を 

厨の お ホを 閉 助-しで モ乂グ の 煽動 じ 


' gji ミ 4 ち お 

A 


U 赵 

ぶ. 
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I 觀年姥 を おつて ぶ 憲树态 をを 媪繊 す； 

I 维 ゃ遙較 擁麗莲 動なる ものな お I 

I がふち で鐵始 みられ お 方 おの 後璋衣 

k 麗 紙の 煽 颜嘴韶 事 どは' 一時 ぷ聲方 I 

I を t で. を慶 民を 風 鶴せ しなる の槪を 

宗 tx . 阔恵 曾の 傘で じ 機せ る 代議 ± 

I の貂 宅は 爲 めじ 愚民の 藥擊 をを る じ 

j ま. か _ み、 吾 入は 當時 姪る が新蔡 誤を 

I 紐讓 ずる じを もたる が 意のを 邊じ括 

! せ しやを 知る 0 暇な からし ど 雖 もを 

f も 與も蛟 が 萬 能め 迷夢 じ巧德 しつ 

j あら ム賴嫉 め 頭 梁が 觀然 時勢の 推を 

に 鑑みる 斯あ A 政 黨じ據 る じ 非 ざ 追 

设 到底 其 抱負 だ 寒 偷を赏 巧ず る じを 一 

I なき 事を 悟る じ 至れる は 憲政 有終の 

冀 果じ發 じ蒂國 民の. あお 上に； 段の 

進が を 孤へ わる 實證 としで 之を 歡维 

I する じ禱 攫せ ざを き、 をし 犬 養 巧 等 

一派に して 深く 當 時の 大帰じ 着 腿す！ 

る 巧 あな 斷然從 がの 威 精を あ擲 しで 

禪 機を 把扼 しなて 陆を ど 挺ず ずるの 

棠 にあで たを L ならん には 單じ 無益 

なぶを 國 民め 騷 媛ぶ 省き 得たら しの 

みならず 進 もで § のな 治 思想を 一， 

齋 せしめ、 旨 蒸の 刺 益 よら 見る も 敵； 

またる をを 曾と 栖衝 おして 爵猫 せる 

藏伞の 挺錢を 敷く め 機智を 作ら 得た 


スんや も 知ぶ ベ' か ず、‘； 一雨 A 偏俠な _ 

0 
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ぉ W 祝え お': 前 盤' 敎 我が ， r 
□ i 都を お辆 □ホ ヶ月 か一银 

□ I ヶ牟 をを 秦 ' _ - ご 

千 化な， 十； 年 六 乃 か 嫂け 郵を 院， 
纔巧 - - 

を 巧 兼賴鲜 乂ザ裴 挺. 一': 

-發巧 所. 新 脊兢報 逝： 

.她育 巧 第々 街 ニ ミ 八 - 

带諮モ 王 八 シイ六 四ぶ ご 一1 


属ね も， 灼媽 階を 轉て當 時歸避 中な； 勢 か 吏灌を 立呀巧 割を 掘を する を歡 


可し 巧： a 本 英屬を 使サ； 、クロ； 

マ.' ク ドナ ザ. ド 氏と 巧 十五 H 突然を を j 巧り わ'- らく 
巧 韻し 岡を 夕數 H 賄 英隱皇 を じ 巧 韻 
しねら し 際 舆轉ビ 白 本とは 郵底 巧樂 
みめ 協約を おさ '> るべ からず 唯一 時 
の.' 認< を じて はみ 充み なら ごめ 御 解' 





ち 藤夕郎 


草.' 時.々. 

0 ; - : 

葉嘗のず野がおな^!^痕きで 

事 上の 十嗤 巧の 風が く 0 

な- 

布敎 跡の 馬聘を 借を て 虞野猶 す： 

鳥を つを たら おの 風 吹く 

■な'- ■ 

ポプ！ 卜は 掘： ゥ盡 されて 畑 寂し 

渴泰の 葉 じ 秋風 荒き 

:〇 ' . 

宽 劇の 夕 H 辣じな を 鳥' 鳴きて ^ 

虫 絶 わ--^ じな をて がの 風 吹 < 


/(1» ^ 

0 . 

秋風の 染みて 巧 < なら アツ' プグの 

を 赤々*」 をつ るを を 類を--... 

0 

峰を おて 巧 ホ じ 雲め もぎれ 飛ぶ 

風見 車 じ 秋風 巧ぶ ‘ 


従事す るが 婚き其 愚 や 遂に 夕ぶシ か 

ら ざる もの あるな. 

磯に 臨み 變じ應 じて を 權じ近 巧らん 

どす もは 政治家の 常 違に して 吾人 之 

を 咎めず 辣じ 無益なる 極療 みを を ホ 

どして 鹽民 思想の 變遷を 窺 ふの 明な 

き吾眷 厨を を戒餘 する じ餘 力を 剩さ 

^ るは 更に 大じ 可なら 兵 巧 隣 衆愁の 

不ずを 誘を し 稚氣汾 々たる 靑年學 を 

.のな 治 あおを 疆 用して 殺人 放火の ホ 

罪を おさしめ 0 て コレ がを を 成さん ど 

ずるが 如きは 立 窓な 治 家の 態度 どし 

て酶醜 其溃に 達せる もの、 こ 云は ざる 

'巧る ず、 上に 神經 過敏なる みを 當巧 




雜歸囊 威 

が ザ 巧 画を 談 厳き 
▲不暴 氣の狀 おご 相伴て 巧 じ 巧憂規 
; 象は 敎肯 かる 無職 業 あの 遊劍 である 
吾々 がゴグ 7 のを 授 書，， ’-I 筋んだ のみ 
で 球の 巧處を だう 巧てば がの ホ おじ 
飛ぶ かを 知ク て' 實際 じがれ ないど 岡 
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じ おぶな る 答 辯を ホめ たる 結果 間留 I 

をが はを 然其要 あじを ずる 拳と なれ 
巧 じ 要 ホ 損害を は 一巧 万 元 化を 


お 


ナ 


な 原を 葱 見を 表. 政る 會を 化を し 
で 渡米した 4 盛 間 使 江 煩素ム ハを 山ネ I 
巧 之 化皮ぷ 載え 縛 員 等 巧れ も 本ち I 

a ま 翁し な 巧ぶ は 歸化纔 獲得のを 望； 

なき 事 追加 條 がな おも 不可能なる 寧 ^ 

j 郝 羯主维 法じ教 する 試訴 も大槪 勝つ I 

譲が ぎるべし ごの 意見を 發 表し 郝拥 I 

j お留祠 胞じ關 しては 无氣 非常 じ 胚雜 ^ 

なお ご 賞 讚し 桑 港 乂 博 じ 離しでは 左 

j じ贊阅 せを る 巧 かろず》 J 述べ お h- 


馨ち瓣 內隱改 違 

假盛 統袁粗 凱の 熊 希 颜阳謁 はず 齒大 1 

改造を 巧 ひ 閣貴ム ハを のをを を 巧 ひし 
が 化 日 議會の 承認を 經 たら 新を 六 名： 

の陋渴 ぶの 如し 


かを 部畏 
巧 あ 部長 
を お 部 良 
敎育 部長 
潇業 部長’ 
遞信谦 を 


孫寶奇 
朱磬鈴 
梁 塔 超 
王大烫 
張 窺 
周自齋 


- 


® お 口熊晋 巧の 談語 ホぶ 會あ びか 

歌山縣 人を 巧 表 L て 渡米 しれぇ 潑悶 

艰山口 巧は 本 巧 一 巧を 着 政を をの 階 i 

み 闇 じがて 渡 ホの 虫產 話を なせら 

巧を 難に 隆 海軍 派遣' 大蹈 がは 壤雜 

一大 愧じ 巧つ’ て 犬に お窟 すべし どの 說 

一を 畔睾巧 夫れ みみなら ず窜鑑 ぶ穫お 

でも 遂^て 大 々巧 視贺の 意を 发 すべ 

; しごのを なを 發 表せら 

感 挫を 退 隱巧認 棟を は 病 氣快濡 ど 

あに 違み 政を 主り 返 濃すべし ごめ 說 

傅； へられし かを を 首 腦 とせる 立遼饰 

志資 じて は 絕對じ 其 風評を を 認し糟 

會じ乘 じて 大活讓 を 試みん どじつ'! 

ゐ を；' - - 


，ぶ 裝 

•寒 


e 六， 嚴下御 昇進 康都鑽 ホ 八 聯隊 御 

を 機め 义 お宮 邦彥里 •及びを ホ 爆 ホを 

第六擲 隊長 御勸 おの 梨本當 ずぶ 王 柿 

殿； 卜は 陸軍 かお じ 御 屏進ゐ 自柯時 じ 
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吿 げた も公稱 せらる. 


I 右 鄭內顯 じは 康有爲 の黨派 一二 名を 曼 

•徽 お 感繁禪 

現彼徵 をが の 下 じ 於て 徴兵 猶 豫の特 

j 典を 有ず ろ' ものは 宫をぷ 中 學校义 は 

文部大臣 じ 於て 之と 闽 等な 上 w 認め 

ねる 私ぶ 學巧 若く はを 律 經濟烟 あの 

嚳を授 くる 專巧學 校、 帝. 國大學 等 じ 

狂學 中め も & は 滿ホ八 歲を徵 兵を 猜 
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毎闽部 おを 加 巧者 速 累就纖 阿部 睐 
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殺を 遂げた る舒 報した るが 他 一名の 
速累 者は 其 游め採 盎厳谦 なる に堪へ 
j かね 密かに 大お 立ら 衆 船し 大速じ 逃- 
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て 居る ■ 

▲か 斯は資 際 じがて 苗 工業が の 進 ホ 

が 政 お 敎诗等 不を產 的の 事棠 ど 雁を 

して おる 巧な きを 請ず々 もので 货じ 

欣ば しき 菊み ご 嘗 はわ ばなら ぬ：' 

良 f :で 


A 乍併專 画の 工業が 明治が 化 じがて 
かが じ 進ホ發 達を 遂げた じちせ よ 怠 

椎な < 言 へば お 進 ホなる^ のは j 
る じ 摸 做が 進 ホ じ 化 まら 大体よ らし 
てま 邦人の 獨 創新發 見に ぶく ものが 
極めて 少 いの' で. ぁら - . 

▲.栽が 思ぶ じ 明治 時化に 携 像を 事 ご 
した 晋 々 H 本人は 大ぶ 維新.. ど 共に 舊 I 

巧の 習馈 ぶ. 一 掃し 欧米人を して 吾を I 

携 傲せ しむる 手段 じ 巧で ねばなら 打 
A おはか 上の 見地から 載國 じがけ る 
科學研 難所の 設立を おひ 立ら 朝野め 
ぶ ± の 贊闊を ホめ だ おお 繼澤 、お 越、 
淺野益 田 巧 等 十 お八 るげ 寒 名な も實 I 

萊 家並 學お 諸氏は 遊んで 同 硏兜戚 謀 

立を 員 どなつ て 大じ靈 力 せらる， 、聲 

どなつ た、 最あ楼 手した 報吿 じよ も 
ど 右遷員 諸が は旣じ 二回のを をを 登 
ねて 着々 劍 立方を の 研究 中で ぁる* 
だ 朱閲胞 諸君 も化閱 家が 大事 業に 赏一 

} 成せられ て ああ 閒 接め 綾教を 殺な' ろ 
ば單 におめ 摘ぶ 許. りでは ない と' 思が 

ま^^ ん' 

•榮 中將 支那 談^. 

參謀 本部の 命を 帶び淹 4 武 島、 九' 注 
南 巧、 鎭江等 お 化一帶 の動亂 地を 視 
察した る お 中 おめ ま 那談じ 曰く’ ' 
▲南 ホの 敗因々 度の 革命 戰も遂 で 
I 愈 失敗 ど爲 がが いたので 赏は化 巧の 
I 中旬を 滯巧 ずる 答の 豫 をを 切り上げ 
て 賴脚じ も 立 がら やお 江 筋を 親 誤し 

たげ みで 歸 つて 來 たが さてな 結論 如 

巧 ど 聞 はれる ど 撰らない とを ふよ 6 

他は ない が あ ホは 最早 化けで 化 接で 

暫くは 治まる だら うど 思 はれる、' . 1 

體今 度の 革が 戰は孫 や 黃じも 用な が 

をし かつた 賞は 一 擔の中 じ 敵 ホの 軍 

I 隊や単 鑑を說 得 L 矛を 逆にして おわ 

j 勢力を 顚 さう ピをふ 大化樂 なんだか 

ら 々少し 何も か準繩 が必耍 でを つた 

らう ゾ ー思 はれる 化が なおが 敗を おつ 

たを 火な お 肉で ぁぇ 上 じが 前のを 命 

の 時に 諸肌 概 いでを 命 驚' じ おがしむ 

甫 方の 紳 荫ィ」 を ふ ものが 戰谢じ 懲ら 

て 居る、 ぶ 上じ經 等は 巧 蹄 質が 驚 均 
しで 減 かれば 婷 いのでを が 度 帝に々 
ちう ど 孫が 大賴領 じなら，， つど をぉ な 


事は 閒題 じな つて 超ない から 南 威 愈 I 

競は ず どなる ど 彼等の 人氣は ダら：-^ 

公錢 つて ホで おか 黃は 一 端 じ ネ郭哨 

じな つてし まつた、 が 虛じ乘 じて 金 

みぁる 袁 派は 稱 數總轉 やが 聞を 崩て 
ミ 南が 排 巧の 気勢を 號 へしむ' る、 足 

兩 つか 動機が 喘 待つ て 今では お 黄を 

叛賊 と稱 ふる 程 じ 怨言が 高 もつ て语 i 

る、 陳其葵 等が 今上 おに 藤れ て歷る 
どるぶ ので 商務 總會 等では 自ら 搜を 

験を 派遣して 見付から 巧第國 外にを 
逐 ずる VJ 潑 いで 提 る、 こんな 狀態じ 
ては 街 軍は 化處暂 らく 成 巧の 見这が 
ない 

今を の 惡阀饼 しこれで ちがは 隅 か 
ら 蝶まで 統 j される どもが はれない 
夕 張らみ 跡亂 は何處 かで ホ'々 ど 起つ 
て ホる じ 違いない 併し こんな 巧热は 
ま 報 ミモ 年の 歷 をを 通じて； 伞 化な 運 

で滿锁 のを 隆膜驟 の 治 化で も 矢つ 張 
り韶 へない がら 不思 儀で ない が 今を 

の袁あ 測の 巧 ホ 鎭を榮 が實は 働亂を 
或邮 致して 居ぶ がな なら だ 袁のあ 策は 
溃朔の 愛親 覺羅 が結髮 かじ 服從 しを 

い 漢人 狗十 方を 屠つ た ごる ふやぅな 
峻獵な 吸 策で でく 寧ろ 海ら 黄を の 力 
を經 つて 雜 絡して 居る、 勸锁 地の 人 
おが 亂を 恐れる 弱点 じ乘 じて 费 して I 

集めな をで 骄隊を 買な して ゐる '，黯 
的 巧 狭した がみで おを をを おず るで 
もな く、 解除す る‘ で. もな <潭 じ 磨を 
ホ雜 つたが を 明け 攘さ せる、 お 透で 
亢 巧が 無賴の 徒め 集ま クた 軍隊 だか 
ら 一 媪化 がを あめる ご 金め 無ぐなら 
一墳 'が义 みの ステ I ショ ンじ 集まつ 
な 旗を 髓 して 討を をな 富ず る、 地ぶ， 

の 耐お摇 會は义 巧 化する、 潑な邊 で 
は 最视吉 袋 圓か柯 かで 对袁 がの 引下； 

しを 約した が をれ ではが b じ 巧い ど 
を ふので をを なつた 後で 诗び 討を が 

を驟 した 實 例が をる、 吳汲觸 莖を哪 

け 渡した お 綾ら々 又 河北 どを ふ 地 為 

じ循 籠つ て 居る" をが 擦 < なク たら 
又 白旗を 上げる かも みらぬ ご. を ふ お 
I ホで 巧 化な 策は 却つ て觀 熟を 薇發ち 
しむる やうな 乂 獲な 惡 例が おす 舉 
なつて しまつね、 闊脾じ 义一丽 よ 



戦ず じあき ねる 聲舉 通信 貸を 引見し 

で 織ん じ佛國 の. 陸軍を 稱揚 したる がが 

目下 懸案 中む るモ： ロッ？ 歌 仲の 解み 

に關し 西郷爾 國の條 約を を 毀ず る绿 

燕 かに 辭 ちれたり W 

♦墨 國の遽 擧泣お 補 濟ホ墨 談训巧 
恶過 じがて はま だ お 確なる 報 導じ換 I 

せ やと 雖も 靈國 •歡廚 は經渡 上の 砲聲 

を 調節ず るるが 嬰 上 ホ國ぶ 要ぶ じ雕 
ザん ご. する ものぶ 如く、. 去 ホ-五日の 
巧電じ 像れば 現な 大統領 ク 止：. グタ路 
軍は 候 術 者た る， 事を 斷 をし 現 外務 卿- 
デリ n 、、 々ン ボア 氏は 卿 特利产 八 
派の 大統領 お 補た る じみし > 霄乂厭 
を 化 表ぶ るユ ー ゼン、 ラ. ご コン' 巧郝 I 

太 統領 晓補者 どして 典 じ 中* 煤に 鹿を 一| 

逐ふ舉 どなれを、 然れ典 调賴魏 貪め 
夕敎敦 たる 肯も 狼の が 将刺义 派に 盤 

ずる 反感 頗る 嫌毅 なれば 搔逃乘 の 結 一 

架は々 曰 じがで 豫み りム雜 しぶ、 ボム 
ボア 巧は 曾で 弹 ホを 巧たら レ 第 あら 
みがの ホ曠 錦は を教ぶ 人の 觀逆 ずる 
所なる べしと 傅へ ぶる 

♦を •チア ス 歸巧說 .な' ィ户 口の 爲じ 
おはれで 目で' 巧ぶ ず' マド ブッ ドが じ 
がを を樂 みつ、、 ある. 前大統領 ポ； フ 
キ 9 ォ 、デ デ义 をは 適 H 閱國 人のを j 

なじ 娘て 媒說 中祖閣 めを 餘を對 ちん i 

爲 めじは 余が 歸 園は を然 がゎ 齊 ベが 
ら ざぶ 率 じ谐せ やぶ 藤^-しもな A 

«飛 巧が の 最新 潑巧娜 画人 モ！ ブ 
ユ； ぶは 其 新を 明 じか、 る 飛 巧 器 じ 
搭皴 しが 機に 觸 る、 带な乂 してを 中 1 

に 止る 事^を 間ぶ 後 無事 じ 下降した 
るか じで 飛 巧の 際は 一一 秒 時 八ャ， 

W 風力 あらを 時々 疾 .風繫 け 巧ら て颗 
る危險 の} K 淚 むらしに もす 拘を 疫稚 
< 試 滯じ成 巧した-^ ど ' 

♦地中が 骗行横 觀娜闕 め 飛行家な 
1ラ ン ド、グー、'ボ！ ？ ス巧はませ云 
H と 時間 ど 四十 五み をみ て 地中が か 
橫斷 飛が じ 成 巧した など 

•度 國の冀 る 侵 义輸を テン グラフ 
の 化 京 湿 信は 燕國 が西韩 蒙を の： 鎮撫 I 

耍 ホに 對 する お 京 政が ゆ 所 あを. 巧ら .i 
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を 外 國じ醫 主して 巧る けれで も 一. 锁 

金が お ホて を 器が お ホたら 何時でも； 

义 大勢を 引-^ り 返す 事が お' 巧る、 耍 

ずを じな 黃じ金 か 出 巧る をは こ. かな 
ホ騷廊 でを まる ど 云 ふ 結論に 速ず る 
褲て もる おく 一 ‘‘ 
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ずる 體はざ 私き； ぃ： 


ブラ ジグ 齒ずン バウ 《 巧 耕作地 じが j 當お 者は を だが の眞 相を-’」 をず な， 


て勞 働すべき 泉 邦 農業 家ぶ 移 お誘乂 
じ關 しては 闹 州を 箭 どの 問に 成る ベ 


.四五巧巧くは六巧中じ チ ン ト ス 港 ま&て 巧謁抑がられ關下じ化秦才 


かは 継澤男 VJ ヶネ デ！ 巧 どの 照 じ 進 我 國は旣 に. 一旦 么じ賓 辟め 強を 巧 か！ ；^ も. ピグミー.；^ 接 如 I 心が 

がまる 是逆 信を 護」 I 切の 前で したれば 畫 .らお 消す は S 0 登 痛 HJ 爾夥睽 かもす 窒 I 

後 策を 之に 移す 事 どなるべく 旣じ其 

豐 用の お 所 じ 就ても 大 糖の 兒达 をぶ 
て ぜ米閲 腿 五 方 圓盤澤 巧 等 おを 五 萬 

圓を計 十万 圓じ 政府の が 護を 十萬圖 

を 仰ぎ 媛 計 二十 猜圓 ぶし 其 驚 營はヶ 
子 ディ； 巧 么じ當 々等ら 米国の 輿論 
をな 幾す る ホ 針を 取ら 上 地 法 直 俊の 
巧爭 はを 港 博を 微 どして 斷然 放棄す 
べし どち ぶ 

♦なお 巧 議± の 視察 談前潇 の 紙よ 

I じて 巧電 のま i 其 大藥を 巧；^ 應 きし I 

一が 最近 着' の大お 朝日に 化れ だを はな； 

来： S： 胞の豫 想 外なる 後 あを 賞 扱した 一 

る 後 左の か < 語れ b ど 
H 本 入を 排巧 あ蒂 する をは 加が じ 限 I 
ら巧 他の ホ國 入は：：！ 本人に 好意を 表 _ 

てつ i ぁるぶ 如. し Vj 雖も 一を- H 地 法. 

みみを を 見る じ 至らて は 態废！ 變し 

そ 寧ろ 加州 巧 巧 動を是 留 せんごす る 

か 如き 目 本に 對 して 極 

め.. て 冷淡を り义從 が排" 

運動を 見た る 事な きポ！ ト ランド 勞 

働 組を は辄 州の 立法ょりも 酣激 なる 

戈 那乂拂 巧 法を 日本人 じ 適用す るる 

案を 次期の 立を 部 じ 提出 せんど 滿盤 

一-致を なて 谣を したる がが き 中夕独 

鎖み ならね 暗流 も ぁらて 化 隅 題の 解 

おはを 易の 事に 非ざる べし H 本 政が 

かお 本 的 じ 解を ホ 法 どして 產 業に 願 

する 直 惠的 追加 傑 約の 締結を 渉を 始- 

めね 自ど袁 ふ 話の 眞爲 はおら ざれで 

前述の 如き 次第 じて 根本的 解み 手段. 

たる 歸化權 獲得は 邀 

を なれば 逆 細 條約滿 結の 

方灑み 望を 囑 ずべき も ホ國現 時の 狀 I 

態 じて は 之 とても おして 成 巧ず べき 

か 聊か 疑な き 能は ず 尙± 地 法に 勒し 

て 試 谐お譜 を 提起の 說も ゐれど 輿論 

じょりで裁が巧の巧巧^左右せら 

i ホ！！ じて おして お 巧すべき や 巧 や 

疑は し、 裹盡 管ても 一 

訴 1 訟の 提起は 寧ろ 

見 4 口ずに 如かず ど 推 


丈 sf も 藏 ‘ぃ邏 i 

紙!； せ b . ぶぶ る 夕かピ ず W ホ歲と 海； 

'當綺 者の 後 巧し をな しつ、 みる'' 


ゴ？ 


同 お 絕ど岡 月の 誘に をらず 排日 巧 題 _ 

は排 U 間 題と して 解かの 手段を 谦乎 
ベく 而 して 桑 構は を 構と しで 當 巧の 
約束を 腹 巧して 贊间 する をを 當な ^ 
ど 信ず 云々 

尙 巧が 大が诲 ：！ 一記を じ 語らた る ホ 悼 

巧 威は 左の 如し 

歸途布 畦 じ 立 海 b しは 閒地じ も 暗に 
が： a の 化 俊を るを 察知せ しじ 因る も 
のなる が ザ ホ 同地 じ 於け る拂は 思想 
の 化 喉は 布 哇知樂 フリ！ ャ氏 ダ內裂 

卿ブ ィ ッ シ ャー巧じ帯せわ る陳述誓； 

じ 布を の 人口は 白人' 系め 者を なて 充 
す 事 梟ろ 必要 じして 余は 始めょ もな 
人の ホを を實 現す るを 0 てを 策 どし 
其 政策の 爲 めには 如柯 、ぶるな 力を も 
避けざる べし 义布睡 じがけ る 白人 强 

のを 童が 鋪あ的 ホ！！ 民たら しめ A た 
^ 諸 官立 學 枝に 於て 特 巧の 敎 育を 
跪し を鹽の 精神を 養成す る じ 力め 居 
れり 云々 VJ 言 ひ 居る じ 胚胎 甘る が 如 
如し 云々 

•菩簿 みの 恩人べ グッ慑 ± 逝く-巧 i 

槽± は 先が 歸 國後ス タッド ヵ グト财 i 

あじ 巧り しがを 雜 ど 共 じ 病を 得て 加 
_ 養 中 ホ 巧 化 一目 朝 遂に 逝ましたら 
1 憐 ± の 吾國じ 巧 朝し わるは ま 明治 廿 

夕 じしで 巧窗實 じせ 餘年醫 科 大學敎 I 

おどして 數 多の 靑年 を薰 育し 义吾國 

じ 於け る特 巧の 地方病 じ關 して 研究 I 

の 先 輝を 着けむ る 外、 晦巧 あ》 J して 

は 上下 擧 つてが 手 腐を 信賴し 殊じ専 I 

帝室 ゆ 御 覺‘口 最も 深く 今上陛下 巧 

幼少に 巧 ませし 頃は 幾度 か拜 診の 榮一 

を 仰せが けられた る おじて 今回 博 ± 

逝去の 悲報 天聽じ 達する や 痛く 哀悼 

の 意を 表し 給 ひ 樽え 遺族 じ教 しを 祀； 

巧 下賜の 御沙汰 ぁ 5 しど、 おじが ± 

- 未亡人は H 本 婦人 じて、' 目下 吾國醫 j 

學 がの ち攀 ども 云 ふべき ホ： 円 山、 S 滞^ 

木が、 入澤 等の 諸 博 ± は 何れもべ が 

ツ傅 ホの 薰陶を まけ わる 人々 なわ 


どい ふの み じて 柯 等の 措廣じ おでず i 
I 山 本眷栖 はを H ザ 朝、 . H 巧 扭母澤 じ 1 
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’朽生 ハ 十 心 目 二 だ 五發地 


.倉を ず 次 

電說 六. 八 〇 五 ブラ デ 


が 接 


菜 京 儀 


♦爆' 渊の 排日 樣测 クィン スラン ド 

が じがて はモ 九な S 年を 色人碰 めを 

民シ 撰せ しが 過日 义儀 有色 勞働 をは 

假み旣 じ 永 化權を おする 者 じても 吳 j 

語を 解ず るを なら ざるべからず わ 

方が にょら 制が の 就 驗を經 るを 要 主る 奉 重大 じして 

論した る やじ 聞く 排 H 間趙 のま 觸ホ I る 事と なら H 本勞働 者が 最も 多くを 

I 事せ る 製織 業者 じ 向つ 厳命せ ら是 j 

れ を/.、 巧 色 人の 絕對 排斥 じみなら ざ： 

るより 本が 領事は 鞠々 奔 ホす る所ゐ 

b しも 法 棘 制を を 巧 後 じて か柯 ども 


じ 到着せ しむる 事を 嬰す ど 规を せる j 

が 是は畢 寬挪辨 のな 獲 時期が 一二 巧 下 
巧 ょら 五月 じ 入れば 開始せ もる； も 
の なれば 化 季節の 啓が おに 於て 最多 敦 
め勞働 者を 要し 乂卜 ''ホる 幾千 人み み 
I 經 移民を して 頗るな 易 じ權自 じ 就が 
しむる 事を 得る 樣 便を 檐 をせ しもみ 

じて 栅锁の 摘 採は を だ衙 あじて 絲 人^ 

ホ兒じ まるまで 么じ從 奉し 摘 拟じ應 I 

じて 其の 赏 をを 得る 留償 なれば 移玲 

はを 相 競 ふて 巧 業に 勉强 する 巧おゐ 
るに 因る ものなる か 先を 巧 野 旧嘗を 1 

化舘】 等 通 譯官か 媛が 巧 じ お 狼して 
或はが 政箭當 巧め 意見を 叩き 或は 觀一 

地に 於け るが 禪の實 精を 親祭を 渉ム 
たる おおじ 巧れば 本邦 移 おの 细き骇 
なの 家族を 特がじ 借ら 切 b たる 嚴盤 

じて 一 時 じ驗送 する もめは 從 ホのを 

期 渡が のが 尙 別に 一闽 邸ち なお 潮 迄 

に體输 せし なる 課を 得べ' ソ义 僅々 四 

五十 家族み 少數 移は' なれば r 年を 逆^ 
じて 巧れ めを 節 じ 渡航す るら 敢モ不 
可な しど. 信ず 锁 ちが 期 巧む め 移民は 

直 もじ 谢碟 採な 眞 をを 得る 能は ざ 
も ホ 巧 人 ごな りて 小作 巧を 受け おち 

宜活 する の 刹-益 A るを 0 てを 期を 民 

じ 比し 不鸦 益な* れ ばなら 

(化む 西 帝 國を使 緒 報吿) 


が々 り、 S 々令 部を 伊義 そが も j 夏 人 職業 鬧旋所 

亦 H 光に ホ 甘て お 淸擊備 の 名 か 第 ミ も ' 

艦隊 巧み 官ょ b 違した る報吿 じがき I .緋 がバキ シ トン 誓 十一' 霜 

.森 善が 絶 

一 Jap ミ lescD ミミぶ t 再ち ミこ oyss こを こ 岩- 

1 一一 . Lex. >ve. b ミ. 27 お 豎 一罕 


I 化 葵す る 所ち 之、 輿 静は談 巧の 保 諮 j. 

どして 南京ぶ 漢 口を 占領ず べしと い 

A A 一 

ふじ 一致し、 當’細 者 巧 じても、 座莖 

を大 おは 此際 乂 に 膺懲す もの 必集あ I 

る* が ホ 張 L、 旣 いおを 举髓を 爲し砖 I 

れる も、 外務 大度は 支那 民 鹽あ府 の I 

巧 後 じ 某强國 あるを 言 ひで、 尙事俾 ^ 

の 眞 相を 精を する の 必要 ゐみピ ま 張 
し 論る やじて、 今 H の 所 じて は常间 
者は 永 だ おちの 時期 じあらず 空 K ひ I 

巧 巧な 治 家中 じ も 外を 手段 じよら て 
解かず ベ L ご昭 ふる あ b て、 が勢渾 j 
淹 ご して 一を せざる か、. を 衆：；！ 出を 

の 遜き を懷槪 して 一刀 両斷 の處 おに 

おず べし ご敦 園き 唐る 事 VJ て 今後 お 

I して か 巧に 轉變 する やは 逆 略す ベ か 

ら ざる もの 有么彼 〇 ( ホ完) - 


一巧 諸 若の 御-化 宜を謀 5 左記の 處じ I 
開業 化 候が 泣の 巧 奉 ホ 上 候 

.中 ■おお 苔講ぉ 

. J apa ヴ 々SC Bcaa ミ gj 苗 0 ミ-"- - 

寒 Sa ミ Is 萃吾 sklyn 
Phone 3707 ぎ Ih.】 _ 
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なる 今：： a V 幾 博贊阅 をな 消さん どず る 一 

は T 應遙 巧なる じ 似たら ご 雄 もな 戶： 

の 敷を 長 崎 じて 評つ が 如きは 甚だ 面 

白から ず 英獨は 最初より 贊岡 しねる 


A &六 日 發 一 
素 骨を 

▲が 地の 水 嘗騷励 ホだ此 まず 谋単不 
通の 倘巧 巧を きじ、 今は 又 支那 あを 

じがて 吾 軍人 侮辱 巧 同胞の 虐殺 事件 
じて 東京は 鼎の 沸く が 如き 騷ぎ じあ 
么候〇 化 事 仲は 旣じ 電文 じて 御ホ郵 
の如く、 巧京討伐の張激の稱をか霖 

同胞 二を を 虐殺し、 j 名じ盡 傷を 貧 

はせ 且つ 漢口駐 化 軍 脚の 西が 少尉 じ 

おし 泰元洪 の 軍燦か 少尉の 固 旗を 豁 I 
ひ 軍服 軍 精を 奪 ひて 破毀し 裸 化の 摇一 

じて 六 時間 侮辱した るか々 敷 事件に 

お 之 候。 化 率た る實じ 吾國威 じ關す 

陛 での 軍 A じ對し 

添る 僻 辱を 加へ たる 巧 上は 决 しで 之 

を 不問 じ附す 可から ず どして、 顿議 

麗 がごして 巧な、 を政黨 はか' 論 潰ち 

•聯合 劈の 如き も 夫々 會 合して、 此滯 

强 硬なる 抗議を なし、 をが 民 國なあ h 
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II ドン チキ 
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本进 の ォリ ユン タ^ン ビユ！ 八月 

號はホ 人ょ らおた る 日米 閒駿 

論 あら ■ 

本社 の ネリ ムン タ .グン ビ -1 は 東が 

じ關 する 薄 巧雜誌 ミして 旗， > 
歡ホ 人じ讀 まれつ、 をら 
一部 ホ ご丽 ーヶ年 縣讀料 一二 弗 
本社は 東 巧を 歐 来. じ紹 かし、 歐义 
を 東 泮じ紹 かず 

本社は 义國 、メキシコ、 H 本、 ま I 

邢 、邱 度、 シャム.'、 ヒタ ツビ 

ン の事愤 なび 商ゴ 、を觀 、资 
あじ 就き 特 がめ 調を' じ應中 
衆 洋詳 諭？ 
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◎萬醫 油 ◎福 种演 ◎梅 酷 潰 チョ’ 

◎乾 芋 巧 ◎乾 烏貝 ◎お'' , ^ 
◎巧 澤庵罐 詰 ◎せんぇい ◎をを ば W 
◎おお 潰 ◎梅 上な が お ◎別 敷 ホ 张增 飾 
.◎かまぼこ. ◎が ず 大 化- ◎するめ ^ 
◎いりこ ◎萬 上がらん ◎白满 I 

..電 群糾巧 欄 兄弟 腐 脅 -j 


益 
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翔馨薑 ず 


帖 部な 務埼畏 蜡報兜 巧の 脚の 滿 はお 

じ宫 殺し 下手の 一人を 本 干 化 松は 旣 

じぞ おじ 於て 楠雜 された るが 間 兜が 

じは が 多 歎め 間を ぶび 連累 者 ゐる窜 

巧 かどなら たる ょら 其 筋 じて は引纔 

きを 方が 嚴探 中なる ため 巧 も 逃れ 難 

く 思 ひたる ため か 連累 者の-人 岩 旧 

I 愛 巧なる ま 本日 自首し 出で たる じょ 1 

ら 陰謀み 巧 慕は 愈職歲 されん < しつ I 


一る， 


® 南を じ 衔 けて 軍艦の 增派 化 京 政 

原は おじ 我が 議を ホ諾 したれ で 前 護 

軍使 張 戴の ずを まだ 南 巧を 引 揺ず み 

後の 物 精 域は- 曆逸險 なるべき を豫 

想し 萬； じ備 へんが ため 本 H を攝鹤 

ホの 巧鑑 ぶび 颗逐 艦四隻 南京 じ 向け 

I 急航を 命せられ た b . 


® 過激派 內顚更 


'.迭 y 逍ミ 

爵支巧 題遇激 淚は义 養毅巧 及び 頭 山 

滿を 頭目 じ 推し 政府 じ 肉迫し おを の 

立憲が 志會ホ 側面 ょら 急迫して 山 本 

巧 顏の黑 お 蛾を あらおれ Vj 目下の 默 

歎じ 徵し該 速觀は 到麽お 敗に 終る め 

i 辨 なし ど 錄想 せらる 

I. (巧 上吉 .項 十五 a 莱 京發) 


さ 勒ホ闽 題 協議 歸朝 せる お 巧 樽 生 

は 去月 册目化 本 首相を 訪 ふて 菊し， 

標議 ずる 所 ぁな 巧 じ 本 巧-一目 中 野 a 

ホ鬧 志會剧 食を 同道 か 務省じ 牧野 外 

が、. が ザみ をを じ闽 部が 田兩 局長を 

屢訪し 加州 十' 地せ 案 並を 博閒 題じ關 

し儀議 ずる 巧 るら たる もな 曼 


I ♦桑 樽は 外相 じ-巧 橋 本 農 商務み I 

宫曰 <藥 博じ對 する 本が 政府のを 巧 

聞 題は 今猶 何等 ホ斜 どして みを しわ 

る 所な し 農 商務 外務 兩あ聞 じがても 

本 閣灌じ 就き 取が けて 會議の 進 巧し 

たる ものな し 添 田 博 ± 、江 原素 六 氏 

を 妃め同 画ょ な 新 歸朝者 ば 何れも 異 

□同音' じ 象 博 贊村說 をま唱 する が 如 

きも 今 目の 處 賛否 間 題の ホを はかを 

上 機を じ 麗し 擧げて 外務大臣の 處磨 

じ 一巧され つ-^ あり 兎 じを 博 覺會々 

社の 觀誘身 到着を じは 政が の ホ 針 も 

巧を るるべし 


♦日米 岡お會 善を 策 日义岡 あ會じ 

て お 添 巧 博’ ての 歸勸ど 典に 排 H 出 化 

ホに 舞す る 善後策ぶ び閲會 今後の 進 

退 じ 就き 協議 中なる が 溢 澤夕中 野を 

孕 重立つ 人の 患 中は ホ函の 輿論を な 

造す るを 第ー ピし添 田 蹲 ±ら 輿論な 
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繁濟 秋期 大會 .一 

闽 巧が 大會 委員は 去 甘 云 J ぶ 金銀 巧； 

巧 じ 集まら 秋 朔大貪 準備 じ關し 協議 
す もがめ らしが が勘大 翁は あがの 廉 
b を 員の 親 腰を 鹽 るの 目的なる を 0 
て餘 輿に 最も 力を. 让ぐ專 どし グヴグ 
ラム ' は大耍 左の かく' 巧を したら 
一、 時 曰 十月 十八 日 ( 主 曜目 ) 午を I 

I ，八 時 

三、 場帮 . 西 亞十了 目 力！ 子が！ ラ ^ 

- イシ ユ 1 ム 'I 

I 1 、 入場を - サぉ軸 . 一 

1 、 演說療 領事 傲 島 龜太郞 氏 . 

.' 餘 .'輿 

11 、 新まず 品 - 高木. を 

I 1 、 新 ま 演舞を お 高木 組 四 乂お揃 

h 、 が 洋舞 避 並が 歌 孫 木 德子攘 I 

h .、 新 演劇 金を 巧义 (八 名 ぉ • 淚 ) 

'‘ 井筒屋 一座 

i 、 巧夕節 淫崎义 子 猿 j 

二、 ゼ '. ャ 'ノ '棠 ホ 婦人 

二、 ラダ タイム 及 日本 ゴメ デイ ■ 

窩木 W くモ鑛 

，菩劇 r 寫ぷ 結婚」 ホ简還 一連 

、ベン マン 曲馨 無を 巧 

此 外 . 男 ザ十數 人の 餘 興を 这あ 5 目下： 

漂を ホなら とま ふ 尙當日 は 大福 引を： 

獲 ふしを 時荀 、鎖ら、 を 巧、 ス！ ッ 

i* ヶ — ス 、巧 女持洋 傑、 ベ； ビ ミキ ャ 

j ン デ其槛 と十餘 疎な 数十ぶ の 景品を 

I 萌ふ蟹 じで 目下 夫々 準備中 なれば 本 

1 がめ 大食は 槐年 になき 非常の 盛 曾な 

る 巧 ' く 切. 符 福引 券 等は を 旅緒齒 が 等 

じを 不日賣 おす 璧 なり 

一 1!!!^;-! ------ j 一 -— ij - T 

♦ を 藩の A 殺. 東京 隹れの 巧 旧慶ホ 

を 巧す，る港 _ 運獲お 4 ^|^^ 阿韻榮妻女 々 

メ & の换じ 載 - 殺る 换 だる 椿事み-^、 

今 入獄 中なる クメ での 巧訪の 記者 じ 

謗 もたる 所を 記さん な 巧 度は 豫 て ！； I 

部ぶ じ阔衔 したる 事 あり U 頃 K-V む祷 I 

にも々 メ ぶじ 懸 あしお b て 度々 言遥 

る 事 も あ -CV しが 去 . 十四 H がは ホ人樂 

め留 なをな ひ 訪ね 巧ら て鄰 装なる 巧 

業に ぶんどせ し 故々 メ 止. は 止を 待ず 

も ベッドめ 下にを もたる ピスト グ じて 

績 けさ まじ 發砲 ザし かば 彈 化は 美事 1 

巧 旧 じか 中して 郞巧 せるなら ど 、 ' 1 .一 

說 じは 巧 田と カメ ユ どの 蜡 じは 豫て 

1 碟の顆 係ゐ- し 如く 言 ふ 者 あら 

« 藥淺め 日本 醜業 嫌 驗擧去 十二 日 

I 同地： 3 本人 醜窟玉 川、 稻ろ 階の S 樓 i 

j は當尙 者の 疾風 进雷 的の 檢擧 お受け 

一福 子ぶ み 論 料理 巧 鶴 嬰に まるまで 一 

I 巧を 巧補膊 せられ 巧が ホを せおた る 

i 雜巧呂 御を ミ 函人 も 飛んでも ない 側： 


i がを なつて 大じ閉 U しねる 由なる が ~ せら》」 を ふ 

化 大騷赫 ど 巧に 下が 銜赏 < 昭じ 一大 I 

遐憾 起な たる おおを 聞/じ/. 川 地下 听^ 

|巧人熙じは數組の賴巧*^讓をりな上 

擦舉 された る 女郎 崖 速は がれみ 講じ 

顏係あ もて 夕 C は 旣じ議 金を 換載 
したを 夕< 若し 等が 蕃 蘭の 結 化 還 

遠と もなら ば賴 母子 譲を がの 巧 持 
なるや も 知れず 下 和 商人 連は 目下 ホ 
爾後 策 じ 就き 植談 中な 自ど 

♦中® 通 辯 殺さる を 權下即 じ 於て 
廿静年 巧 通 辯を 業 ごし r 啤 辯」 ご 云べ 
ば 誰知らぬを なきが ffl 辯を 氏は 去廿 i 

四日 柯署 じか 銃殺され たる 肯 電報 あ 
夕み則 巧 所載 醜業 嫌 檢擧ど 願聯し i 
たる 結果なる べし ど 察せら' 

♦ H ホ 率 か 連動が 夏 海ずに 巧て 開- 

會 せられ わる 萬 國議員 會議じ お 席し j 

ねる 呂ホ 兩國議 貴の 間 じ 日 来 平和 協 
一會の 組織を 兑るじ まらし 事は 己 報の. 


壌 所 力！ 夺聲 1、 ラ ィシ ユム、 

五十と 了 旨 お街钱 

時日 十月 十 . 八 H ぞ後八 時半 騎襟 ~ 

显八 時语藝 開始 

入 鶏 巧廿五 化’ 

乂诚濟 慈善 鑛藝會 平 

廳 引が 一二 搜サお 仙、 一 故が 他 

乂頰券 福引 券は を 下 お 遠 叉は 鐵 

体 じょ 6 御 買 求めを 乞 ふ 

福引を. は當 見開かすべし 

お濟脅 

かくな を か 去廿二 H 歸米 したる 乂國 I 

巧 表 者 H t 乎 I 巧の 語る 巧 じ 化れば 

化を 壺は現 巧ぶ 寐巧 じが t 日 ホ兩齒 i 


♦キング 領畢 夫人 ▲爾舘 で 小 說の樣 i 

な戀 物語 去廿 U モン ゴリ ャ凳 にて 
白 紳± じ 伴 はれね 一人の 日本 婦人 か 
あつれ； 口元の 締クた 化ボ チヤで' 曰 本 I 

娘には ゐ心 勝な 顏 立で 身を こを 化け 

れ H 本なら 中 巧 中背の 身体 じ スック 
ブを ふたが 装は 一目で 見ても 賓眞整 

-谣 婦人 ど 選を を じ-してち たか 聞けば 
是 なん 函お駐 おの ホ國 領事 H 1 ゼ 
キング 巧の 夫人で 始めて な 人の 生圃 

たる ホ國 見物の 旅を じ 就て 今度 桑 港 

じ 上ぶ 處 であつ た' キング 領事は 西舘^ 

なぶ 飯に 十六 年 じぶ び々 め 夫人 ど 斯 

うなる をには ホ說の 様な 戀 物語 か あ 
つた どの 事 だが 夫む々 ば 昔の 歌で ま 

人には 紙に 二人の 愛をから ま 年の ク 
スマスな 巧 サシ ノゼあ 巧の 親戚の 
許で 養育して 居る ため 巧 巧を のかを 
たさ じ 巧う 速れ 立つ ての 波 ホな さう 
だか 巧れ 序ピ して 化る—- を 地の 見 _ 

物な す も 口善惡 取き 奥を 新聞が 「童 

君の 國で 持て 温ぎ たから 米 嵐の 爲じ 
はおら 難くない 領事 どなる だら う」 
な だ 云つ てる か 二人の 変 おの あるか 

じ 迄 排日 論を 振 b 遇す S は 餘な慘 酷 

遇ぎ た嘗 きぶ*^ でを る.；. . 

♦裹潑 渡 瞥府當 地 ぉ 張 證督藤 巧 幹 巧 

皮は 今闽 潑瞥府 農務 誠を にお 轉ホ巧 j 

下旬 ぉ 發歸销 .の黨 - 

« 瀬を 一二 井ち おを 並讓 族は ホち 十 

置 H 避 箸 地よ ら歸 ホの 答 

•田 邊朔郎 巧 焉國 最初の 新式 統氷 

j 孽樂 たるを 都 琵種擲 間の 設計な 輔 

しでが 名なる 阅 巧は 化 賴ホ市 H 本棋 
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の 紛爭を 解 巧す る じあ 力なる 動 磯を 樂部 じあら 


與 ふるもの じしで 諸般の 準雜は 目下 

着々 進行 中 じて ヵミ子が； 翁の かき i 

犬 じ 賛间の 窓を 表し 居り、 海 才會の 

畿事錄 は 旣じ哉 雷ぶ 氏へ 固 送し ゐら 

日本 委賃淸 氷ボ太 郞骗巧 善を 衞兩巧 

は 十 巧 華 府じ巧 もて 熟 簾を 凝らす 善 

じて 巧 年み 巧 スタック ホ弁ム じて 開 

食の 豫 あなる 證賃食 期を 巧 用し 加ぶ 

爾 溝の 旅 本 的 解- 扶を 諸ず る 計靈な 

どが 目 ホ 謹 眞平か 協 會の會 頭は 淸ホ 

ポ太郞 を 幹 拳は ゥ キリヤ ムデ キビ 

エ ^ ホを ぶ V み 

參 .孫 遙触晚 が じな 苗と め說 この 禪 

一晚を 渡 ' 巧よ ら巧電 あら！ 旦口本 じ 遊 

れ たる お 文 巧は を かじ 海を 横つ て 同 j 

诚じ 巧ら 日本 學を じがして 米 苗 じん 

でん ピ せし が當厨 濟の發 見ず る 所 ご 

かもて 目 がをおさず 目下 岡 地 じ 化 巧 


♦巧 議古淸 み 巿太郞 、.堀な 善 お衞 

の兩 巧は H ホ 議具卒 和 會の用 向を 帶， 

び ホ巧蒂 府じ來 るべ し. . 

♦鐵道 院技邮 當扭保 一郎 巧は 過日 

來ホー ニグ H お 滞 巧の 上がを 太に 赴く 

♦おが 廊撇の 掘 新が は 化稍歸 巧. 

資 京大 理科 敎授 'エ學 博 セ 水 巧 精一 巧 

姑 あ々 歐 がょ ^ ホボの 箸.' 

•樵 本 离エ敎 お 奥が 省 H 氏は 化 程 

ホぶ I - 

© 大 がが 提 がを 藤を 太 郞巧滯 巧 

♦插 がを 木製 肥 巧夕木 一一一 郞巧 はお 1 

消 よら ホ お. 

參避 着地よ ら歸浓 ，せし 人々， 一宮 鈴 一 

太 郞氏棠 お S 郞 氏ず 厨 多 仲 巧.， 
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j 部郵稅 おを 五十 仙 
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る 巧權聲 奪の 豫 化を ボ ず もの じしで 
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米轉 唯一、 元祖ぶ 看板の 邦字 
'掛 藉灘 誌なら、 讚み 巧き がは' 
抢仙 おしで 腹の 皮を 破れ 

シャト . グ 、ドン. チキ 社發巧 

新 宵 取み 所 

が脊 新報 社 巧 を 麵 


本を のォブ ユン' タグ ンビ ュ！ 八 巧 

，號は 米 人ょ- 見ね る H 乂閒題 

'<^禍 ' I . 

本な' が ォリ エン タグ ンビ 1 は 東洋^ 

—に顚 する 專巧雜 誌 V'; して 巧 CI 

談ホ 人じ讀 まれつ、 あら 
一部が 一栖. ー ヶタ 騰鑛料 一二 弗 
本齡は 東洋を 轉 ホに 紹 ホし、 歐ホ 
を 東が じ紹 ホす 

，本社は 朱圃 、メキシコ、' 团 本、 を 
那 、巧 度、 シャ么 、ヒリ ツビ 

ンの歌 精 及び 晓 、王、 金 細、 寶 
あじ 觀き 特別め 調 酱じ應 ず 
衷‘洋 評論 社 

TI. ご C CI'UK ち ' J'AI, FVE<r な づ 、- 
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I 鏡 風 撼議書 


へ 云 十 H 巧 東 發電 ) 

I 加 畑ム地 法じ關 する 新 統馨は 奮 - 

ぶ 閣 ながへ 送 速され たるが 巧內 をは 
お， 9 難き も': を 政府當 巧者の 樂 觀し运 

る 傭 かじして 义國 のをる、、 所 ごなら 
I ば 兩闡閒 の新條 のぶ 输じ 着手す 巧き 
应要 をる ザし ご 


み 中央 觸棘 紐鑛ご お 對 論：！！ 米 同志 
脅 义を國 商業 曾 簾 所の が米祠 胞慰朗 j 

覆 添 ® 檐ホ 等は 歸 京な 巧拂 U 轉 題め 

I 磯を 策く して えづ ホ 齒を地 じ 散を す 

I る 巧 施を 糾合し 么じ內 地の 實業 家を！ 

; 加 へて 中央 幽体なら 1 個の 劇 体を 纪 

織し お 巧 統一な からしが ホ 同胞を 統 

1 し 其 結合を 葦掛 ならしめ 巧て ホ國 

じがけ る 曰 本人 閒題 じ對 して々 後 同 I 

二の ホ 調 じ 出で しむ モ 事を なて 目下 

I の 急務な りごし 髓澤巧 中 野 ‘ 會頭等 S 

協 幾 中なる がぶ 計畫 じよれば 中央 圏 

1 かは 加州に 本部を 遥き 東京 及 本國を 

I 地 じ ま 部を 設け だ ホ 同胞より 五 巧 弗 I 

P 地實藥 がより 五 萬 弗を 部 十 萬 弗の 

縣 をた 得て ホ 嵐のを 力なる 新聞 雜誌 

I じ 渡らを つげ 機に 望みが じ 觸れて 日 

本人め 其 相を 周知せ しむる ど 典に 幽 

’体宮 らも ホ 巧聞雜 誰を 發 巧して 日 ホ 

’人捆 ぶのを あお 補 通し 誤解な からし 

めん どす る もの じて 貪 長 じを 子子爲 

を 載かん 計畫な b ど 云 ふを 計 畫じ就 j 

|て は最初巧めて密密をがつ當な^ 

も旣 じ米國 人間 じ 曝露 せらる； じ ま 

ら夕少 冷笑を 巧て 迎 へられつ i るる 

有樣 なる じ郝 へて 在米 巧 胞中じ もを j 

ホ间胞 0 結を は ホ 國巧じ n 本人の 濁 

立齒 をが るか 如 きものじて 戰体戚 立 

め 曉は米 人の 反 お 威 熟なる すく 却て 

毛を 吹いて 窥を ホむ るの 結 おじ 終る 

j 無き を 傑せ ず ご 反對 する おも 亦少か 


♦結核 療養 ど當お {お 山衞生 局長 誤) 

巧務省 じがて 今回 新た じ 人口 一二 十 巧 

な 上の 都 巧 じ 結 お 病 療養所を 設 ぶし 

が經 盤ぶ 補助 蜜で を 年度 豫黨に 計上 

する か 如く 傅へ られつょ るる も ホ だ 

確を 識じ 非ざる をな て 之を 巧言す る 

龍は ず 左れ でも 當局 じがて は 年 巧 之 

1 か豫防 治療 じ 關し稱 々講究す る 巧 あ 

I - ゥ早晚 適 當の旋 設を巧 ひ 巧て 巧 化 本 

I 的あ濟 策を 施さん 歌を ホ 望し つ ^ る 


巧 S 蠢 g ち觀 .乱 辭を齡 

學的 難なる すしみ 假 q に 之を 設嚴す 
る ど せんか 我國 じて はま - こして 該竊 I 

恵を の 離隔 じ 巧め なて 巧傅染 を防遏 
し 之 ご阔時 じぶ 治 藏摸滅 を 計る じ 止 
. 從 って 其 哉 立 埃 巧の 撰を も大じ 
講究を 要すべ < 囊じ頻 お 院を設 渥し 
ねる 當 時の 如く 其 地 ホ 民には 多少の 
な對 をる を豫期 甘ざる ベから ず 要す 
るじ當 なじが ては 該計 蓋を 最も 重ぶ 

なる 實驟阀 題 どして 十を なる 調査./」 
横 重なる 態度 どを 拭て 適當 なる 方法 
を 講ずる 方が なら 云々 

• 巧者 巧官閱 題な 政が 扇を 阿部 守 I 

太郞 氏が 逝去 後 特命を 權を化 どして 

白 ザ 義國駐 劉を 仰が けられた るは 勿 一 

論ず 當ま給 上の 都を じ ぉでた る J 諭： 

を俟 たず 而も 死者の 巧官じ 就て は 謡 
者め 間 じ 議論 ゐる のみならず 會計檢 
を院 じても 事實巧 ませる 者を お 命中 
わ 如くな 扱 ふは 會計 法規 じ途 反する 
ものな り どの 議論 延 もつ i るら 

9 郵船 二 大船 竣成 川 崎 造船所 じて 

建造 中の H 本部 船 會祖藏 搬鹿島 丸一 

萬显巧 順は 巧る 九 H ょら' 二十日 頃を 

1 淡路 沿岸 じがて を 础の試 運 轉を行 ひ 

今 巧 中 じは 綠裝を 終へ 巧 巧 十日 神 巧 

證じ 於て 截船曾 社へ 引渡す 都を じて 

敏船會 社 じて は 十 . 一巧 お U 攒 横解纔 I 

歐巧 初航じ 就かし むべき か 么じ先 も 

一二 塞 造船所 じて 建 遊した る 姉 か 船を i 

艰义は ホる 廿八九 H 頃長綺 ょら 神 口 

じが 潑ホ 巧】 u 横 演じ 回航し 諸般の 

準備を 整へ 八 u 解 纔歐贿 お航じ 上る 

べきを 0 て跌 卿ぶ 期 継 中最ホ 型なる 

丹 後 女藝の 一一 船は 岡 航路を 脫し而 し 

て 丹 後は 獲 溯 航路 じ 就き 魔つ て濛洲 

航路め 因 度は 义が路 じ 就くな ぶを 

二 船 回航の 上は 夫れ/ \ を 脱路の 船 

繰變 あを おる じ 至る 可し 


♦ち ナど丘 命 客胡琪 氏談规 淡を 夫 I 

:妻 はか 月 八 H を 崎： し巧眷 せる 由 じて 

を訪の 記者 じ 語 b たる 談話は 頗る 他 

ご 其 趣を まじせ るが 如し 口く 

支ナ國 民は 教育 超 度の 低き 國家觀 を 

の幼雅 なる 割底國 家を 形づくる 能力- 

な く 共 おどか 立憲 どか 稱 ずる も畢覚 

理想 じ疆 ぎず ム ra 巧 因の 現が を 見る 

じを、 孫、 黃 等の 巧 動じの み 着目して 

^國 家を 年の 大計を 忘却す るか 如き 簽 I 

如た る 時 じ ホず 化 時が 救 濟じ對 す 


lib 英 図の かきは 夕牟 之が 撲滅 じ 腐 格 の 意見 どして は 唯 巧 國の國 出 民族 


I て 今や 屬 巧を 地 じが 蕃所 ぁり 大抵 灌 

着喊 体の 施設 じ 顔す るら のじして 治 


~ 嫁よ‘ 曼は 寧ろ 保養を まどす るら の ミ 

かし 巧國じ 於て は經濟 上の 駒 係よ 6 


のがを を 根本 どして 狗國み 汾剧を 避 

るた めが 業 的に 巧國を 止を 紫げ て 


なを . 


ん ホ -;: も . る 上 お . 猿 大な如 敵 力 あ，， 建ぶ 生 . ， ' . 1 ; が お 顯も俾 又； 巧； H 々ご 占； ‘ 女 . 

は 邦家の 爲めも 争； の 蒙 ごで おおわを 表し 霞—: たらよ"、 if . 

阳额巧 亦-， 闡 民を してが 精神を 蕃レ など さへ 下された る 巧を 爵 は、 ず お 


♦新 郵頓 巧ず 趣 信 省に ては 十月 涨 

一: n の 天 技 節‘ 祝 H を朔 してち 席 一 避 
四 錢十錢 の新题 使が 手を 發資 ずるを i 


東京 評 管 化 早 晉發 

. 素 骨を 
A 對ぶ聞 題は 急轉 直下の 勢を なて 進 一 

が 化 ぉ〇當 姑を のを 渉 譲が が爾 くな 
が じ 進 渉した る じ 弗ず して、 却つ て 

民間の 與瑜ど 興 示威運動 か 目覺 しか 
らしの み、 即も 五： n じは 外務省 政 かが 
局長' 陶部 守太郞 巧の 暗殺 どならと n 
じは 對支 鬧體 曾の 大會 どなら、 國な 
大貪 どなな、 大 々的 示威運動は 巧は 
れ数 巧の 健を は 巧を 徹して 當 巧を じ 
; 肉薄し、 謹 かじ 苗 構 じ 出を せん 率を 
叟 望して、 彼の： n 露 縣お談 制 當時郎 
ち 化 八 年 九月 五日 巧の 示威 迷 働 じ も 
劣ら ざぇ 巧き 大混亂 を 惹起し ホ 惕〇 
▲岡 田滿 等の 暗殺 巧 巧 じ 就て は 識者 

巾 V . は 之を 蠻巧 どして 黎疆し 吾 國民一 

の大 不名嚳 なち VJ 論 中る も あれで、 
かを おの A± は 頗る 縮 快 •ふら どし 大 

なる 同 精を 资 せお 候〇 彼等の 巧爲の 

賞すべからず して 其の 輕擧 ならしは 

み 諭な りを 雖；® 鞭 等の ぶ舉 ばを が お 

大 じして 渾身 之れ 國 家のを じ 報ずる 

の 誠 狂の み、 其 巧を 體 して 事を 冀げ， 

し 志に 至つ ては 頗る 同情すべく、 彼 

のを那の測をがを錢上の利篇を日的 ^ 

どす る 者 どは を然 趣を 異にし 俩等利 

己 的の 觀念 なきは、 之れ 實じ 化界じ 

於て、 獨ら 吾な ネ 同胞の みの 特有せ 

る类贊 じして 回 本の 精蒂 どして ホ じ 

世界 じ 誇る じ 巧る もの、 其の 巧 ひの 

を 面の みを 見て 其 ふ 事を 洞 紫せ ず、 

漫然 之を 蠻巧 なら S して 排斥す を 如 

きは、 化の 皇國 の精髓 をが せざる の 

徒 ど 薇 おお。 - 

▲ 武威 も 屈する おはず、 富貴 も 移す 

能はずどけまナじ始-^^りし熟語なる 

も、 化靜 神は 旣じ 同國を 去らて；： 一本 一 

じの み殘ら 居候 〇 近が 稍人必 腐敗し 

黃白美 旧の 外 じ A 两の 貪を がせす 

擧世 溜々 どして 唯 だ剌じ 趣かん どす 

るの 時、 乃 木 大縣の 如き 先覺 者な 外 

じ、 微 々たる 一書 生の 間 じ、 尙ほ一 

巧 0 て國じ 報がん との あ 誠の がする 

け、 化 Q 1. 事' じても 證す るを 得べ く 

斯る 精神を 肋 長せ しむる 事は、； 白獎 j 

め 鱗 艦を 得モ 個の 軸 M を 得る よ b 

賴巧 しく あ 0 


しむる の犧巧 どなりし を 柏 心は、、 ぶ 
ず や 隙ず 巧き のみ ど 薇が 懷、 : 
A さる じても 掛支間 趣は、 當 .村は 槪 
を おちの 必要を 認め お、 规 葬、 蛇 巧 
吾 巧者 所 罰の 一二 要求を なず のみと 傅 I 

へられ 候〇今 日中 3 丘 ハし ぶ 南京を お領 


ミし など S ぐは 驚. 裕 論じして j 養 はん. 事 墓纂し 候へ ちを や. 元 


開なず るの 一策 あるの み而 して 我國 I ▲ 化 精神 じして むん か、 邸 も 日本は 

民の 通弊れ る理 あじの み執舊 すれば 亡ぶ るの 時な b 、 岡 旧 生 等の 擧 が、 


儀 じ もみ 第 じか 力に 巧 はれ 昨 十二 H 
I 錄 倉を 引 あげ 歸 京し、 厨 志を か 幹事 
b じ® をし、 近く 滅戶巧 海に 遊ばる 
ど' の 事に 御座 候〇 をが 馈雜 な 巧し 
て 今後の 涩颗を 許さち 醫郎は 皆な 
をの 返 撥して 閑 雲 W 鶴錄 かじ 晚 年を 


ホして 壬 遇 じあらず、 從 つて 吾等は I 

飽迄も 正々 堂々 周 園を 原み て、 み 率 

傷 泥棒 的の 輕舉じ 巧で ざら れ事 をが I 

鹽 し、 當お 寒め 冷靜 なる 態度を 巧て 一 

邦家 W 爲め竊 かじ 菩 ぶら のじ 有么顆 

へ 共、 彼の 對ま 硬の 運動を 等が 力^ 

I 巧大じ 之を 認め、 化め 留 巧の 後 お； ど 
利用して 大 じかを 上 じ 勝を 利すべく 
I 當厨 者の 巧 力せ ん樂 をを 鹽 する 潜に 
お 之 候、 お 巧 ま ナが查 は H 本の 火 方 i 

針な-^^どはをへごも、 而かも周鹽の 

樂 精を 察し 觉く 虛實の 策を 施さぶ 嘴 

ば、 化 大目 的を 速す るを 得ず し蓝錄 

つて 天下の 笑を 買 ひ、 他の 别谓 の乘 1 

ずる 所 どなるべく 候〇輸 穀夕 T ふ i ' ス 

か 如 豪を 挪撕 どし 惟 葬の 與論 這； お載 

孤 典 濟ぶ讓 端 逝ず る 本 ゴ鄰潘 S-fi 

導くの唯}. な榮ならミせる，^.、 おし 

て 然る や 否や、 彼等 击張 者は 袁巧霉 

めじ 買 取せられ 解る に ホず や、 將た 

をの 人格を 見誤ら 房る じあらず 
又 おたま ナ 上下 S 千年の 歷 おを なを 

るの 結 あじあらず や、 巧 ほ 叉ち 那の 

政治家 中に 一 A ごして 闕 家を 疆 へで 

する 者な く、 皆 お 己の 爲 めに 総て 巧 
問題を 决 しつ i ある 實 情を‘ 搁豁せ ざ 
じ 非ず やどの 疑問が 之、 要する ィ 
專白 本の お 支 政策は、 巧して 世が か 
-輿 論じの み當阀 すべき じあらず しで 
別じ確乎ねる定見をなて進まざる：^| 

からす 


巧が 力の 强 くして 黃 ほを 重ん する の 

A 、 •新 あ 黨树患 曾が 今少し おがぶ ち I 

で、 政ぶ 曾に 掠綻し 得ざる まで も 某 

.礎の 一政 黨 どして 確立す る 迄は 必ず 

I 盛 力すべく、 爾後は 後事を 他 じ 巧し 

て 徐ろに 引退す るな らん、 否らざる 

殴りは あす どら 世事を 抛つ 事な かる 

べし ど 親を 者に 申 居彼〇 をのを 質 じ 
舞 へても 化 言は 萬々 的を みれ ざるべ 
、新政 黨 同志 曾 も 斯くて 目 嵩の つ 
事 ど 被が 候 〇是れ 吾 窓が 0 爲め慶 

賀 ずべき / じ 候 0 

A 秋淋四 H 、 ； 吾 ホ W も 無事、 义化 

は 平が ょら 五を と旌の 農が VJ の豫板 

I 農が 務 巧よ b 發 をせられ 候へ お义の 
I 巧 煤は でを の 模樣も 見へ や 候 口 今は 
がの 眞媳 と萃じ 虫の 音 澄み ザ邮 
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參 一: 部局 長 遭難 

jv. 詳報.. 

I 為 韻 滲の 白 巧 化 目 伊集院を 彼は 午 

j 璧ハ 時. 五十 か 新橋 春の 滨単 じて 着を 

る 事 ど々々 たる 故 阿部 氏は 頃 H ホ 

I を 那間邀 ゆた を 訪を其 他 じて 繁 化を： 

I 概め宮 獻じ歸 る 厳 もな < 外務省ょ 

ッ クコ； 卜を じて 盧じ 新橋に 巧 

Ij ひ ' 同を がをお 迦 へし 後を U じて 電単 I 

で乘を 赤が 溜池 じ 下車し 巧々 が燈が 

I がを 聲び ながら 悠然 ホを 自 をに 進め 

I 窠蘭抵 を 登 6 わる 膊じ おも 後よ 崎 

一盃 十を 搭魅化 巧 五 U め 巧は 落ちて 天 

じ 散ら ホけ る 星 ホ 壌く ' 瞬 ' く、 巧の 旨 I 

邸は 靈 南が がめ 涩 もを 十 閒程奧 じ 入 

らし 所 じ をら 步ーホ .進みて を 身胳じ 
巧 巧 じ 义 らん どせ る 刹那 突如 I 傑の 
も 力 暗 じの めいで 二人の 强漢 巧の 兩 

. 御 ょらぶ はれ 其， 巧 - 一人は ㈱ を も 富は 

ネ普後ょ-^^岡巧じ紐かきたれげ巧は 

; 窥篆 すな ど || 旨 ひ捶 屑じ掛 らし 腕を' 振 

| ち ほどがん どす る 隙を 窺 ひ 他の . . j ん 

■に 銳 刹なる 短刀を がクて 巧の 赂 部を 

^ 目 赏てじ 腺 も 通れ； V 一 突き刺し 吏に， 一 

I - 戈 巧 ダサ ど 許ら じ大腮 報を 剩 して 重 

矯 傷を をはせ 巧は 曲者ょ. こ携 へね る 

I 泮 がを 振な 上げて 二人を 巧 も 据わん 

帮 I . どす る 簡も無 < 血 刀を 振つ て 一目散 

" 一 じ 撒け 度した も ’. 

i . 里兜漢 巧まぞ 流巧氛 ホな 阳部巧 も 

. 11 み 盧の暗 巧と 急所の 痛' ホ じ 怯みな が 

- ; らち 猜は 二戳 S 懲 曲者 VJ 呼び 續 けな 

I がら 傷ず じ堪 へて 盧じ 兜携を 追跡せ 

るが 兜 漢は巧 ホ じ おづる やを や 一一ず 

で みれ ー ホは ホず 潑南 がめ 方に、 他 

: め j 人は 左手 じみれ て お側め 小咯じ 

j 入 b たら、 兜 淺は樓 かじか 歲 前後の 

1 1 靑律 にて 何れもを をを ち おる も 羽織 

す 着し ' 短-'- ず薩摩 下駄を 穿 も 一見 蕾 



心 趾 i- 


- j . j 生 俸な 長し ど 


P 趴 ピ^^ 無祗 惟き 擧動 


3 一' 


力を ホ鑑南 おじ 向 

i ひたる 兜 漢は大 倉 邸の 脇 ょら 姿を 隱 I 

しぶる も.) 嗦 ぶず じ 逃げた る 港は 阿 

部 巧 邸の 左手 筋 向' ひなる 寺 庭 博 女 邸 

脇の 路 ぶじ 入ら ダラ— がを でら て I 

を 巧 じ 逃げ たれば 阿部 巧は 深ず の 傷： 

にも 屈せず 寺 足 媒 ± を 迄追驅 巧 ホら： 

たる も 遂にな ばず 朦 部の 傷を 抑へ な I 

でで I .がら 引返して ホ關じ 至り 遂に ドット 

誰み じ 巧 倒れたり、 之ょ ら兜漢 はが 

が 1 1 を 下らて 麻布を 町の 羅 をを 晒册 セを 

葡理裳巧ホ上福太郞方郁じ差懸らね 

5 I て 時 二十 五六の 一人の 興 あら ステ ッ 

嘴. ごすを れ提 わながら 踏ち おで 曲者が て 

雪： IV ' ゆび 懸け 化る がぶ 漢は白 リを振 わ 


毅 してを 易 じを づけず 禱藉 する 間に 

が 町の 雜 踏を 悠 々として 突き 拔け赤 

お觸ま 巧よ も 永川即 のみ 暗き 中 じを 

を隱 したら 

主 脚部 巧の 傷 所 同を 邸 じて はる 關 
じ 人の がれた る 物音 じ 驚きを 人が ぶ 

を 開き 見る じ ま 人 守太郎 巧は 渾身 血 1 

じ 泥れ てが 倒ら 四邊は 渡？ ごして 湧 j 

き 出づる 鮮血 浮く 許ら の 有様なる よ 
6 家人は 巧び 魂を 消し 取が へず 直ち 
に 新 町 1.11 了 目获お 醫師が 病院 順 天堂 I 

I 等よ ら覺 领を迦 へ' 應忿の 治療を 施し 
たるが 氏の 隹は瞭 の 上 じ 深さ 二 寸稻； 

の 刺傷 同 太股に ーク所 にて 柯れも 重； 

一 傷なる より 盧じ乂 院 せしめん としね 
る も お 敬へ ず旨锁 じて 始療 ずる 事 ど 
なれ も 

A 遂に 巧 去 阿部 巧を 禍の 急報 じよ 
らが原 醫師遙 早 <费 機に 疆 酌け 傷が 

を攒 せし じ騰 下の 負傷は おさ 一ニ ナン 

チメ！ トグ あら 最早 ま 當の證 なきを- 

覺ち たれで も 萬 遺漏なく 應 急ず 常を 

施したら 化 間 小 材较を 始め 外 慾 省よ 

矢 巧 外務 霄記官 なす 書記官 数を 親 

i 戚 知友 等髓せ 脾け靑 山を 膝 化 藤 等め 

I 誰 博 全じ飞 急使を 送 もて 巧 診を 求め 

たれば 巧れ も 十時疆 前を ホ 邸 るら ゆ 

る 治療を 講じた る も お 勢 剔 一 剔 危篤 

じ 觸し遂 じ 六 R 午前 十一 時 死去した 

ら革 を® 十二 歳 氏の 家族は 目下が 娠 i 

中の 夫人を 子 {化 二) は 福岡縣 未な 直 

ホ 巧の 二 女 じして 化 外 長男 ザ英 (九) 

を 女で 化 {十四 ご妄愛 (十吉 )11 一女 垄 

十一) の 巧子ゐ 6 侯 簿鎭之 巧が 夫人 I 

は 生 子 ホ 人の みがなら ど 


がくなら 木 劍を振 遇は して 慷慨 悲憤 I 

め 演說を 試み 績 いてを はれた るは 驚 一 

< べし 妙 鎌の】 女學 ホなら 群集は な 
氣の细 < r 豪い やれ—」 ど 叫び 或は 
日本 婦人 だしつ から やれ」 ど 聲援す 
れば 件の 女學 生体の 女は 裳を^ ィヵ 
ラ じ 結 ひな 良 服を 着 海老茶 梅を 穿き 
て 「まは 宮城 縣 人な とく 先づ 叫び 潜 
々な 唇を 磯へ して 論じ 巧ら 静じ まら 
名を 聞けば ホ 巧 梅 巧 (十九】 天理 敎を 

傳 道を なを ど 云 ふ 彼女は 溃說 をが み 

やお 集め 中を 脫 けて 尙 叫び 織け なが 

らを園 巧ん 口 じ 到 も 「貴 ホが たはを 

の顏を 見る よ b 早く 音 樂堂じ 巧つ て 

種 家め 大事を 譲し 給へ」 ど 人 每む誘 
ひク あ もしを 日 比み 署の巧 巧巡杳 
じ 引致され たら 


を 1 婦人 纔說 


^^乂 會ゅ 

巧 京騷擾 事が じ 就て は當 時巧電 ©儘 

己 報す 么所ゐ b しが 最あ 着の 故國新 

聞 じ 化れば、 政府 當局 者が 目 露講か 

條の 締が當 時め 幾驗に 鑑みを が響官 

の 干渉を 差を へたら とを らしは 直接 

于涉せ ざり しどの 意が じて あらね る 

らしく 實は緩 副 一千 名の 馨官 をな て 

日 比 ハ 合を 閣を 包鹽 せしめ お 一の 携を I 

じは 命 か 一 下忽七 ご. 一千の 巡查を 急派 

し 得る 丰 酷まで 無 怠 整 ひ 屠た もど 尙 

騷緩 中) 婦人の 溃說じ 就て 記す る 所 i 

左の 如し 

大曾ホ だ 終らざる 間に 奏楽 堂 じでは 

撰 止を 破つ て旣じ 屋外 演說を 為しね 

るを をら お 本樓の 委員は 化 ホ 景を見 

て 棄て搔 ザ やど 之れ を 抑 化すべ < を 

為の 一人 辯 諮 ± 摘 留荒熊 巧 樓上じ ホ 

つで 溃說を 試 むれば 群集は 〇 々じ や 

れ {ご あ號し 綴いて 演說を 爲す者 


:二 をみ b 巧 目ら 鬼 巧 神と ぶ 球--: pv をげ 了 純 日ず まの ず輕 料理は か 諭 ザい ■ 
たを 八ぞ ％ の 3^ ミワ イト シャツ ニめ 物を 得られね 事で ミ. ミク ホ 


連のを みしらぃ 振 じ 勘からの 不滿 
抱いて 度た 子は ザ 筒で 始めて ま 煮 
I 得た ど 同時 じ甘黨 でない 予め サホ盈 j 

、串 だんご、 儀 頭なん かじ 手 おし 巧 巧； 

なかつ ね 事を 殘 をに あつね 《罐詰 嫌 j 

ひ 集 


投 


◄^驟 を 目 本人 $： 要 八ザ 

间胞間 じホ國 最新 流行の 化 立 服の 注 

丈を 取 もを 額げ 利益を 得る 方法 をら 

資本 及 經驗を 要せ や、 當庙は 無代に 

て 五な の 見本ぶ 流行 新形を 烘 給し 且 

正確 じ 寸法 取 ホを 敎へ 、日'々 五 巧 0 j 

よ 十 乘め化 入を あなり、' 當 巧は 卸賣 一 

化 弗 かゎか 八 弗を の 鶴 段 じて 何處じ 

て も 比轉巧 ホざる 寓等 化ぶ 服を 販賣 

ず、 本日 直ち じ 御 由 越 るれ、 恶驗ぁ 

る ホ じは 特別 利益る る 方を あら 
D ぶ k 芭 ， Loclc Bo こ送霉 isgo 111. - 


裳 薇 


占 


A 先 遇 御載揭 になつ た爾ザ 張 目 生の 
’， 新 育の 化 頃」 じ 靑が會 云々 の 事が あ 
A ましたが 阅禽は 昨を 一先 解散し ゴ 
I 今は が 在して ちない、 敏速 銳 巧な 觀 

I 察 眼 ある 彌巧張 目を ごして 甚だを 觸 

平 巧では あらま せんか、 無資 巧な 記 
I 事 や 誤れる 報 導が 如何 じ ドンナ ホ 面 

へ 惡影蠻 を及ぽ すかを 思つ たが 其處 

じ. 一社の ま 筆 ごしての 人の 人格が 見 

へ 遂には* 曾 上の 位猜の 輕熏を 間は 

れ る時餘 りが 結果は 生みますまい 

予の誰 人なる かは 靑年會 巧 輿の 節 中 
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ブ が； 卜々！ チス 飛が 練習所 じを ち 
て慘事 じがき 材地 飛が 學お じがて 實 I 
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I です か」 を タツ カグ じを々 な 話を 持 

出し 何やら 怪しの 索 振に て 前後 左 あ 

を 見 遇しな から 某を め 身体 じす トノ醬 

「都は. ス グ真處 です よ」、 こを ひ拖て 


I 尙ほ 觀ホ鹽 にて 歸朝 すれば 再 渡が 旅な から 何處 どもな < 驚を 隱 したる か 

k ■ !>■•■ K . , ••4rA*lr:>> t » • ^ 一. > : • 


I 先を は柯の 氛もク かず 橄 じて 時 聞を 見、 あ 本 爾巧讓 々まけ 諸事な なし 


■ -*4 イ - T • 三 - . - • m . 一 "v. I ,4 "V ，づ ノ、 -I.',. ィ • • ご / l i ■ イ 、 ~v' > イ 11 3 HJ 1 .'こ m t 

I を媒 みお 顯 する を轉る 等禪 々巧を の I 巧ん こ ポッヶ ットじ 手を 入 るれば ず 腐を の使瓷 を圈る お. 

巧 .,.-‘.‘ •->!■ パ ‘，：.；.--— -^,;^ .7— i j' : r — r’lilHIliJ-.'l.c-'-J.!;- vfr..L レ， ...,‘ -ir :， . -I— i 


一此搔 しの 男は 常に 旌應の 「常覺 委員— 

VJ 稱 せられ 居る 男なる も 姓名は 預 b 

矿裔滿 戴 道理 事 野々 がを 五挪巧 は 

置 四 H 歐 かょら 巧 着-目下 ホ テグ ァス 

夕—じ 滞 巧 中なる が ビッ ッバ- 
クポ 俄を あ 東が 地方を 親蔡 したる が 

I がを 太 じ 向 ひ】 應歸 巧の エ更じ 欧州 

へ 向け お 發の绪 な-^ 

S 截船會 社の！ 二 原 巧 去 四げ 出發歸 

歸 朝の 當 なりし 所 都を じょり 延期を 

H お發 ど 確を せり 

•代議 ± 踊な 善 兵衛 ^ 觸か知 両氏 
I 八 0 夜 お 發帶府 じ 向 ひし か阅述 じが 

中妍 用を 溝せ たる 後す 百 お發歸 朝の 

一 笛な-^ 

® お 松製鐵 巧技 師長 旧ぶ 郎 巧研绝 

のた め 約々 ケ 月間 當 國じ潘 狂の 壁 

♦ 'が 上 淸巧昨 か H 來着 せら 

•一二 菱會祖 員 S 下部 義太郞 巧 並 朝鮮 
I 鐵 道お師 一二 木 巧は 遊 日歸朝 


御 禮鑽を 


ホを 儀 今画歸 朝に 就て は 不ー ホ御貯 
憑に 預 殊に お發 0 擦は 態* 夕數の 
御 見送らを 辱 ふし 難 あ奉激 .候、 闡离 
一同 無事 當地窘 お ' H お 帆の 丹 波 化に 
_で歸 截巧途 じ 就を 候閒 御を む 薇で 度 
f 御 通知を 樂ね御 麗ホ上 候 化'/ . 

_ シ ヤトグ じて 

紐 育 巧鹽訪 

:間 麵主權 若. 

薛知 諸君 


林 富' ホ 


♦歲 善. 一郎 巧 善云祕 巧の々 息な ぇ 

阔 巧は コ 0 ムぉ サ大學 へ乂學 のた み 

化賴 割着ム たら 

♦雜が 大使 舘一 二等 書記官 太 巧 爲亩を 

が 夫人よ 靜 養の 巧め 適 H 巧 巧ホブ グ 
プラザに 滯巧 中なら 

©おが 組 席 貴 お 立 巧は 孤 お 日本よ 

歸舊 '一一''-:...: 

•損 川 代議 ± 渡米 期 東を ホ 巧 彼に 

I て 新政 黨巧屬 代議 古 わぇ 旧 川 太郞拓 

は 十 1 巧 一日 歐挪 よち 到着の 善 

♦吉井 顿產會 社 貴 大野 敬 信 巧は み 

が 當地 詰を 命せられ 遊 日到舊 

♦上 中啓 一二が 巧め 慶事 間 巧 夫人 . 

j 化 程 女子 お產 世子 共 じ 健 垂な心 ご 

* 大和の 巧替 ら御馴 みの r やま ご. 

j はを ホ 离木巧 經營し 居らし か 今 固 猫 


一を'; 

で . を； i* ; 


を 


もで 


、ん が一 


'.を.： 


一一 霞 一一 


' ； •一一-己 


% 一: >1 •ふ 真.， 

、'.{...ご •， ■ . 


3 


* - ぶす- 


.七-こ. 


11 


I がに 踞が ずに 刺 おな 巧 ずれな T 媛勞 


^ 風兰 飛す 躁目を 一 

I ザ# I 么很 招さん は 歸锁化 來絶瀑 ホ 野の 帯 

P 草ぶ や. お蠢 家を 說き弓 ホ轉 題の 解み 策- 


- J つ 】’ imm% r •ィ ー tiw > ill • • 、 i. ■1 • - - / .-■••1 -v,' •• 

薇を 盼歡め 執 目 鶴を は' 慈み じを を ' 一 ' なくけ 本の 巧を 葛と してめ 砸で すか 

‘： ■ .( k r 1 >、 / V M •> / ■ •>.1 


そ 


賢： 




賽 


巧 立 f 


疆 す. . or 茜 だ强雞 でが い VJ い. ふ 

奉夕併 豫め設 臆し 鼓 だべ. き 事は. 姑 何 


^ 皆帘君 家を 說き目 米轉 題の 解 决策じ 加 贿め心 が麓歡 n ぞ .屬馬 V 其 和 

- だしで 興 論蕃導 論を 寶行 ぜん ミを々 J 人や玄 おか 貧： 面を なる 人投 がを い！ 


.括る、 擧や 素よ.-* = 'ザなら マ さる じ 非- 

す も 其 お 巧は を 為で ない ミを 覺愣 
.ずね なならぬ. 

す あ 論 蕾萄の 方法は 年額 約 二十 萬 弗； 

.展 if 勤截を 遣って お 敵 物 要 弛む 竞 法！ 

ぶより 翰 力： 3 本 0 露が ぶ 鄉ホ ずる W 

貧 だ 滴 佩は 素ぶ 古米 國を查 供は プロ 

タデ バンめ 满靖お あさし めを 西领诚 


雪 

I 


虔ほ巧 かなければ 旨み の砸 ザは.' 大墨 おを 么躁 '4- 柄が 宮ぶ 4 .':l か 巧を 錐^‘' 

• ••■••• ••■••? i . .こ ..—一 ‘ J * * T . . . -:一 - 8^ rvN'^;*';p 


也 鋭ず も 護 じは 巧かぬ をで ある、 蘇 
た. 靴が 爲片集 支る々 人の 黨與 ば' 敵 ど 
でで 综 なで. が ホを じで 賴み ホき もめ 一 

でる， る、 貪慾 我 虎 & 嚇き 彼等 か 要求 I 

に 臘 ず； る.； の 力 吾 じがて おがな- を や' 

I は 凝 賜で をる 


ら 皆し V 中 じ も 無埋じ エホを してが 
くので す 太が H 本 服の 银で すかみ 關 
の瘍 巧は 洋服で なければ 圆 らます の 
ザ 其 時は 曲の 渡で ず 米菌の 人は ク. 
ィ位じ 音から ず、 巧 ダ ダィ ネづ v ， め 
で お黨 しい 人で も 四 五 巧 溜の 裝 飾：！ 邮 
1 を 着けて 居ら もずから 
て虛 榮もぢ .やなし にむ ぅ 身体 ダす 
'^ん で 了い ます 日本 入め 財を ゼ’ はを 
苗 巧る 氣進 ひは あらません かもみ 


.一いで' を 3 .3 3 .ミ . j It 3 N ク、} •又 < ‘’ Tr -' N .え . i ク 

んお曝 物を 搜し 'せんぶず る 善 骚論も 1 賓焉 の类ん はを ぐな をの 涙です 其 上 


かが 丸太 夫 
裔野歸 直^: 

卓 野 勘を' 

輿 ホを 德 
ホ 野を 化颠 
寺が まを 工的 

たかる 

鑽化御 鞠 
武 田勝賴 
武 邊源藏 

(アト 


疵 木が ホ 
飯 志を ホ 
.'.茶 鄉原囚 ホ ホ 
两 摩が ホ 
，波 话鹿乃 ホ 
房 倉を が 木を 
'な 進 報 ホ. 
阿羅が ホ'. 
:巧野 植熊ホ 
矢 志 摩 ホ' 

は 追々) 


1 巧ぶ 慰瑚 S 裳 白 _ 

. 8 一--： い ；：：：：：：： J 


一； ! 參' 

鑛ち撞 



毎； 訖 豎がも 技 


.1 


:接 |赚 豪 I 


ホ勞 働赴會 め綴纖 論と 调 ''じ < 頗る 難 


- . ， \ " w .* *ぶ < .二/ C ij -i こ 

一嗦 の. 爹慟祖 會じ齡 してが'. ク牟該 地方 事で ある r 若し 微か お， 麥 親善 諭， ペグ 


Ij 巧が、..' ぶ 非' ブユ ''リシ '乂 ダ、 イ 1 ゲ 

，.論 モ尝 H り 慾を 級 返で 賴 もな も 履. 

f : 意ぶ‘ が寧杀 、ぉ嚼 違 I 


一づミ' 



良 短ク .て 事 精に 羅 じた 巧 ホ- < の 再に；； 

が もす ま. 4 搔 愛を 一軒， る. とい ふので ， I 

1'. のる/.'-'/'...'..‘-.，；'.；'' . 

A 蔚 葉は 攝覇 寺' ャ去 ペシ ホグみ ダぶ 
す 争 Vm ン な. る もめに 藏て當 初ょ 白 一 

•徐 .り 幾 概して 植な い灌を 一入 どし で' 

j 争獻 、ぶな ィ>埼 栽 巧 泉む 潑を化 運動 

I 锋巧成 おおむ 遂 巧せ らもべ ま 帯ぶ も 

をな もや 巧 やお 賴ひ ぶ. じ勞峨 溝を 遷 ず. 斗 一'-. 5 T ;.'v ;■ j 

笨 ほ頗- を猶雞 ではな いれと‘ 窺 閒ホ瓢 I 冻柳 ぶかが なつ ゴ难鄉 .ふぞ セ豫冷 

一''-.- ご ； V ' こ ’.' y 一..、：：..；-'.- み-だ3皆ミ」.* をもを 

ザ •みぶ 


H 皋< 歸 れげ歸 つたで 紙留 から 訪は 
れ .れ薛 じ狹黃 い 家庭に 黯く 率は お 

來 A ぶ. ザん がら 帝 國ホブ 八 じな 弓- 縣總 

C でえ で 苔し いな 本 如 生恣を 見せ ま 

どし 支ず 命 懸の時 もを VO . まず 挺で 


を 價 y - i 
本 嘗は囊 じ r 危 像な を年齡 J と 慈しす 
T ホ じ 於て お腾 せられ あ 頃.. つ大膽 な 
る現實 曝露」- るして 葵獨褲 のを 駐謡 
じ鶴譯 せ' られ 忽ち 激十巧 敬を 證ね割 
る 澄に. お前げ 皮 轉を惹 越しね ぇ 苛 痛 
なち ゐ 、あ 礫なる 年黎祗 曾の 信用' 最 

がが 最も 深き 嫌 人の 興 市 I 

は. 柯ボ 果して 爾 く危險 なる か 箸 ■ 

演 巧は 巧 離婚 前を 一年間の 皆し き"： 

経験 ご 其靑を 時化 じ當ら 奔放なる 威 

椿と 艇榮 じ擒 はれて 成 錄は宠 .を 豪 巧 

凑 I 馨絮靑 年に 


. P 中； 島 

。を 因/こ 7 ..古 ご》. Y : ci 巧 
Phone 《捷 5 .苗 旨 leg 



潜 


.雲 お.；！ 

捂ぉ 日本人 諸君 ノ御 播货 -1 寮 ザ 曇： 

ciLl ’ KW で 巧 ご お r さちち© 

を.， PeR 化 tre を夕づ S 巧 . 


♦むで * i i 袭谦按 おで 瓣潔 

を’ 冷，/ 专輩な 4^4 

ザ- I .化か 御 将理口 

S 仙 ず谢 け魄ぃ tr 溺ぉ 
。こがも..'. ぞ 一が ホ 祿ょ 。でを-.;'.. 




.濤輸 



一韓！！ 養 一 


を 


A ： j | 社を 日本 入が 要ブ 

閒胞 間に'‘ 義嚴新 流 巧め 化 立 服の が t あめし 缘寸毫 ：如藏 ふ 巧な く 1 ii 一*' 2— I . 

ff ぁ 額' 選 漢け達 為た 建 龍 国 鄕卞宿 中 


- 1 SIM 

•; な 策. W / 一〇 ぶ TI 扩。づ召‘ 

Bdt ’ Goitmib 爱 & ‘ M 占瓷 uU 霞 Avt .- . 

，•: - ' r タニぎ 空. 足 i を 茜壺 . ‘-j 

- パ ■ ミ. 文 ' さ〜/ 夕 *■ タタ •■f ■ •クタ.** ぶ 一 

l,f ?.,.rv; ■. ! 1■ ; . ! m-mif I ficI'mlT utt- i r. tj 


が も 


お： 


諮樂 耳を だ淺 けれと.' 

最大が 評を 德. し：. つ. j 

狠 穀泮臟 調進 所 1 

嶺壽変 轟の 御淳恩 S ひを を 
..お ふ ニケ 巧 閒 夏着 お？，'.. 

にで 翻を 义じ應 じ ホす，* ^ Y 候'' 


ジ- ; ; ，家、''^ ; こ j — !•.'、. ilj S.J - 

資本な 經 葦 要せ： ホ、 當 ほは y ぶげ わ| 報 四十 余. の； is 踞 り 

i て 暴の 見 豪 雄げ 渐^を 供 讀ぶ別 與を酵 を レて を然奠 か套 

正確に 寸法が ホを 敎へ 曰^で 巧り すん ば 化 もず 把に 婦人め 禮密を 誇れ 

t h をり 义 、凑 寡な も*'. 聲 馬は 韩賣 一を 藝ぶ をした. 難 おも ピー ー高 缉豪き 国 卡 


i / 


1 ,- ィ’？ 一-'' T...; 一/--. ■■;'• 1 . T-. -一 — yo HH 〜 、.- 一 I 

.繪め 帝 蒲 巧 まか 發谨廣 の 風截蠢 を. あ' 國 の家爲 どは 电 せを 渡ぎ， しぃが. がた 

I て：；：！ がを 紙 俊-いたが 化ぶ 今ぶ ど ばを する のでず/ 

I ' .. ■ • ,•• V- . • .. . t - — 


じ<^ 棠ッ 'て 按 る' 事 お 萬へ おばな、 ，ぶ 
A 誓 葉が 輿論 舊導論 丰は速 攝變 成で 
お- i 、 ぞ锐棠 ホ媒庫 段に 違缚 を. 律ぶ.' 
た 撰を は骄巧 巧を 蟹を し. スぜ材 ，の 哉 


夕 


"♦ 


去： 


上 十茹の 化乂豁 易なら ク當 巧は 錬賣 

か 巧か^ サ八雍 をめ 値段に て 巧 適に 

て も 比 狡 お 巧ざる 窗 等れ 立 服を 販輿 

す、 ホ月盧 ちじ 御 ホ 越 るれ， 錢礙ぁ 

る 方 じは 特別 刺 益を る ホ 法から'. 

口 e ' s ザ泛 ’ Lo も》 を ま . W C 吉 。がみ' ち. 


むむ-. 弓 TT 35 i .:-;. •を'^ ジ 未 苗 J ミが ミ 

'る 審は夕 しと 雖を ホだ僖 用 犀き® 卡 

み留祕 •裕を 語る でが 輿 相を 發 ホる 本 

ホけ めかき 去の なし 歎 米め 讀嘗 がを 驚- 

倒 ホ ； L めな を 亦を なぉを 寅 ふ. ベし. 一 : 

本 おもで 趣 挽 人を 說 の. 秘密を 知れ.' 
. : ttt ... 


チ. ゴ '^卜 街 一妈宇 

0 た a 田； 穿 己？ 農で ゴ‘产 . .. 

巧 h た ミ ー进が Q ミ ha を； 


r あ 




_す A 逢 


再-- 

一 


i で蠢 谨； 5 が 謹 謹が 


寒 沙遍呀 みかな で ホる ホ 敬 

•I ^ t .い I J * H， - 


’み 


|1 今 1 1 


I 


響 " I 


装. 


受 


舅 


一 t よ資 ジた巧 夕*? .バい ， 1 ぶ-. づ- ミー 

pil おも 實帶郑 一義 秉带媒 敬-. 

I ぐ •い ふま 殺 ぞ投す ホ だ. ぶ篡じ で 蹈 

審を踏 じな. かぶ 答へ お、. お 報 勞働社 

脊 巧- 寶狀に 跡 L 东を 化り 畢 ある 淸聲 

ぶ觀 歌む 辆 Q.H 特にを 對 す； る 譯 にが 

111 巧 か言受 S 5 .でず かを ち」 媒ザ主 

Ip ’ jl た朵窠 であ ク た. 

を产 I 去 漉る-じ ザ 驚 化 窠み紋 じ滞禪 じ發读 

ぞ胜 、酒. 出淸语 滞 勝 绩お靡 論、. げ .-巧 

k 丄 氏搭运 をす ホ 逆 卷满 .娘ぶ がぶ 巧 

I が府 からめ 保雞を 转詳ど さ， へ 報 かち 

:'.| -が が、 かず デ！ I 巧、 め提常 口 ざ ホ 央勘体 

一 I 一 設立を々 がが々 海を され-た 趣な をに 

;品 載ぶ だが：： する じ 如 斯迷觀 な 可. 成 的 

I 屬を じ寶が がれ 度ら め. やみる‘ 

裳 叢が 巧を をな て すれば お 西 博 ± 

: j ' j 簿 ホげ 米酥縷 のが 発 じ 熬で廣 都が 賴 

1 1 若り 音に 軍き を 糖き 邊 ぐる 傑き か么 

■11 るを 思ぶ、 無論 西 燕は トラ ブグ ぶ發 

I 源が でを る 巧と.、 盧 踐函颖 .'の ホ乂ピ 

'蔭觸 し 席る- < 々の 栽 おは 敬聽 すべ 

臀带 かるには 相違ない が 流 も' H ホ帮 

題の 解み 策に 就で 是 等の 人々 めみ 一壽 

r のん 舉〇每 がが た f 攝乃 しと 巧す は 

，犬ぶ るを 乳で あ も 

金 お 西が お 力 巧り 言に おれば ホ率洋 

I あ 俸に 化ける 勞慟 をみ 領鋪 等は 岡 地 

。ホの 腐敗 扱 客ゴ柯 簿の擴 ぶが なく、 

一| 黄を め 多 簇じ應 じて 其 育甄を 左を す 


0 



I お濟會 福な 餘か 儀に# 每作 お尋ねが 

もを ますが 本伞 は爵燦 じで 斷然辕 質 

は 致し ま. せふ聊 處で褒 で. てえ 树撼吉 

瑕 サを錢 でを 部賓れ ながれげ 贺ちホ I 


推を 智漱 お漱攀 .の. ま舉於 化が も' 近が j じ賴 化しを す 併し 驚 馨號の 都を も 

こ」 り‘.‘.*. •‘* . f . . い.. t -A ■ > 'Lr t — ^ 、.户 • •壬 一れ sv % ■ 、. . \ 


如 外 棄蹲擊 じ， が もは 熱お識 ふぶ かと 


をる か 4毕 くむ 贊 ひみ ホ如德 用で し 


.‘： .求 親營識 . 

瓜義鄕 颠鑛鮮 姻梁學 

r . 4^; が。 窄带 一な おに 於 i - ぶ， 共 あ.、 

ピ が、 キー i 


■ >、 . 


•燒敢 順次 碟著 



生殖 左 塞 韻 


.忠搜 四；. ホ. 去； 视 ■ 

: た f 輿が 遺..：！ .全 
J を牲慾 拇绝じ 

、二 —r , L ： >‘ f 


のがが 


Ip 如 一 

が齋け 

区を 

T E - 


ー シク 3 二©:;. 色 巧 一 • ./ i . .{ミ.*;;’^. ■ I ■ 

腎 C を J , を ザ i 然. 棄ホ錢 が 茵 1 やぅ 磊敎脅 福引 條 盛 順から 


H * •- ■-./ 1 •.、•‘..： J. : 、 

去み 敬を が谦 要な ぶ あずを ちわ A 某 

_ 外 警ホ違 H X なぶ 卷ゴ 葉ら 

I しだ 难ぃ ザみ がを 蒜， ふに^々 A く' 一. 

す 想 傑ムて i ご パ 功 ラな な 教の ホい 

么品 がめ お： ぃ活 巧歸り 《縛 おの お 

く抵 がれ ょ そがぶ 方； 禪恐逾 .りの 人は 

一人 A ぶ 4 え 唯ん 乾し 夫人-ごぶる 人 

み 家に 歡衛仰 助禮か ぁりま ザ かぶ レ 

す 知 もず 淮疆み 家庭の 人は； 裂 あぶ ば 

り 發 すから をく 御 見を せじな つ わ 

I ホ か谭よ 女を' 私を で おぃ 時 じは 化 

々しいを 際 撰 强じま 入うて 募す のが 

一巧よ..^を忿 い 理想でしね サ テ巧て見 

I れば ドウん 一」 端實じ . r 致し まし や 

外を 奪の 家庭は' 常 じ 敷 苦と 戦つ ち ぉ 

るめ です をれ がが， つし' て. 巧 地で 外 お 

1 をに おぶ 语 もます 巧は ホし は樂 です 

が.'. :一 顯み醫 じ 派遣され た曉 にな モ 

I 欺 目です 私 も 了 渡 セ A 率' 

么米屬 め 水 愧館お 馬-^ よしたかよ 

ま 人が 巧 册ゆ领 ぞいぶ もめは みる か 

かがめ あ ホは 外を 官の妻 だと 申して 

居ました をく 米國 があ界 中で 一‘ 滞を 

_ 滿家か 多い 嵐です かぶ 致 方. ち あ 

せんけれ W がが を 受け ましす も 一二を 


、..露 纖盤 製が をび な 他 稀々 
御窠 じ巧應 


^ ホだ韓 先. をはな 驚 お前 嘗她化 任ぶ 人 

の 其发乂 おくは' スイスず； 然ら をれ 

ば テ： N . が ラジ！ ブ 小.' フ‘ だ， 棠藥 のじ' 

叢 薇を おち、 ホる やぶず H 海 夜 おの 

一鄉巧 行、 方々 0 諸皆脯 にまで 岡 行し 

て摆 之は 侯の-フンで 卜 .某 礫户 イサ 

ナ さを は激辦 するどして 先を 或を 

I 達に 辟つ て 「な 米 利 加の 潛慣 では 男 

が 女を 訪閒 する か當然 であるの じァ 
ノ みは お 比 僕を ホブ グじ肆 ねて 巧る 

乃を は到處 吾國權 を發摇 する ね」 這 

をら わした さうな、 芝 盾 や カフぶ！ 

I 巧は 旨がの 金で ないから わ 構 ひなし 

でを ちう を も 生 渚 難 じ 常し わ 人民の 

下 曲 も 少しは 薦 へで 氣を 付け！ が 鹿 

解離. (繪の 上を) 心 靑年營 は 解散せ 1 

み ご 雖も旨 下興與 ぶ計晝 申。 じ 了 

等なる 化を ホを 排し雜 良なる 理想的 

帝 がをおて 組織 レ宿拍 巧ぶ かき も 巧 

一益を 跟 中に 瑕かず ルて ホ ミム ライフ 

め眞 趣が を 味は ふやう 設備す るを な 

を 目して 香 等 今後 ゆが 勸を 見よ 

野が 连典涛 禽の镇 藝をじ お演の _ 

役 おを の 通りなら 化 顔 か 梢 格に てな I 

御を なす 


瓜 0 本巧藏 
瑚符 取次： 


藝罐 


ぅ Jii 采圈 1.!!!: 

捧げ 炫ぇ繁 あ ガゴ ホダ 杂贷が 觉を驚 
がさ 歐？ 米 じがけ： るを 殖踏游 請 大家の 
新載ゴ をを 數 a たる ホの じして 链雜 

上' の稱 鹽は悉 .ぐ 網羅 b 細る じ 十 薇の 

liii 

法 等を 頗る 精細 じ說 •明 ザん 巧 巧 快を 

巧が 满么 肋を. 


& が 
护 かが 2 
S .- e W e 
tt 1 n 

E ‘加 か ； S 
及 巳 Bp 
V . 

一 F:. " 


ネ指 (を 朝.. {| 或 霞按绿 器！‘ 背 巧 還 


寞) 系 )； (S .(澤> 

( ( ( . 

歲 ) 1 适覆节 香) 

.感 皮. 蔡隱 I 

巧 五十 化 街 


'出 

.者い， 谷 

9i f - • -, x . t < . く 3 つ • ご . - こ.' • / . 

tot ’ ili 預金 r 您鑛禮 啤绽 


柄 良’ 器 一 S 遺る J 年拽を 一’ 唐 八を- 

諭 齡窥穫 座ぶ 金銀な 搔臂 ■態 ps 

/搜を 訪 謀 y ぶ靈 二 付ぇ貨 を拾输 ^ 

1 S 


ぶ .P 


以翻胞 韻 &| i |雲 拾 網 

割を (無ず 歎を- ニ タを行 本 度す 經テ 送を ホ孤聲 
窜駭 


瓜 柔紙歌 次ず f パき 一 並 


心蠢 讓譯 

.◄通 辨 . .. . " 

.總 I け 新報 祕 


^£い な 米 


を 嘴. ゴ j . 十侧 

バナマ 運河 開 湿な じ 於け る U 米 欄 唾 

:の 推移を 像 想し 大勢の 髓く所 お々 敷^ 

i 大事 仲を 栽き 起す 寧な かるべき' やを _ 

憂 ひて 之 じ處 する ホ 巧を. 述べ. たを も 
一の 巧 屑の 間 題に 就ても 極て 眞 面目 化 


該 郵便 發着 奉. 


二- ユ * 3 # 

船 お 

へ グシャ 

两波 化- 

ンザャ 

一を 灌苑 

n リヤ 

マ クー ブ . . 

暴が 化 

を 渡 丸 


-久本 掃 締切 午な ホ 時半 


.經由 地 

藥潑 

沙潘 

晚を化 

'桑 藩 

.同‘' 

晚蠢 

を潘 

'沙權 


4 fyfff 


■SH 

十. 卞 二百 

十み H 

十 セ： 一一 

十 化 日 

..廿 互 日 

‘ '廿四 H . 

サ置日 

化. 一' 目 


成 旧 中 劇 著' V . ' 

目 露 ホ來戰 

: . '•覆. 一， 弗册仙 

え 間义靜 . 

を. ケ ラビ ト f 卜 

譯 アン ブイ 

•を帶 二 巧 宝十亞 
か 巧 お 謙 一二 慕 ： 'T 

雍糞錄 ；：： 

，を 偕.：.： . 一 弗廿他 




♦日本 よら 到着： 

十 巧 十を 旧 十八 „ 

廿ホ 0 廿化 0 


せを 


傅义營 


接 〇试 •‘ Fil ' Kt 化す Lom . A ゴ的色 es . -0 を、. 

，電請； 二盃九 お 



なげを をぶ 0 だ 巧ぶ' も ( 

' # もせ：;：：: 至を < が〜 も U ; つ； 

:を夕 がと」 ぃ灵 す A を颜み 

よ 参を It ホ 藻、 V だ V 


巧 _ 


餐. 


.1 

一が 


マ' 凡で も 


しましても 


.罔. 本 食料 贏は 何 

新 物が 參 btf ち お 

化 油の 外は 大槪 みな 

I 颤 憂で 御 喬け申 

送料は 頂 墓 基 

鞠 用命 被 下 畫戶ィ 

鐘に 靈璧肖 器の 矢 野^ 

吾： Y を さ.，'‘. 


一當シ ャトグ 巧御經 おの 御 方の 御搜渡 

に 御 お 扱 巧 中 上 慎 ‘ 

葬 旅館 支店 

ホテ^ タコマ： 

室數 一音 廿 一、 冷 溫風留 襟の 準備 ど 
スチ 1 ムヒ； 卜 及を まめ 設備 據完を _ 


引 臟 網顯哪 


I ' lcyrE "一 T'A ご 0 M /\ 
i 请 ド； Ta 己 csonvstr 妾' r 化を 一息 J 當语 い， 


S Y . S 0 . づ 1 W 一呂 
phol . u ごご .K 置. 61: 一な。 


. .贊基 あら- 

祕脊ン キン トン 街 巧 十 一番， 

; 森 養 代雜 

/ ごさ 夏 裏な 口 0 ち 凄 ごごち 3 fl を 2 ミ (公の 名 巧 

ill 1. 香 • Ave •京 t - 27 み 2 第 h な t ? 

‘ ブ玄 ジ l . k ' S を...： 
i .を 一; 賢 r をぎ 蚕な 01 ごぶ‘ 

一 —：；. ふ ...; . i!,...y:., ■一-,. • •' 





Irf 






ぶ 


s 






ul ; ム 


編 ？^ 


f 



I ■ -• I I ! •: . >f 1 ■ 1 --■ * 1 •■ ■ 


■& . 


I が‘. 

e 

Y 


巧點與 I s 就 9 
ぉ盤與 llo 说赏 
黨の知 c 琼攻 

ぶ . dE 氏ぶ ^ ぶ 解 ミ N’ 


為 


A.W 別 ：： Ailt 競 i 地 

江 


•dEK 

化黯 

皆 N 


皆 


‘：脚 


巧 お 台 

-.3 哪が d い ，^ 
d CT C 柏が 

P& が Tte AP 如が " 5 
S 蜘 如 . ！ 姑 r 


h h . 
•i が， 

む i 

.ぶ sf 


が 


實が 巧を 憤 (靖 を 密稅 共) 
口】 部 金 お 他 旦ハヶ 巧み 一巧 
□一. ヶ年 かを 二 巧.' . 

f 千义巧 十一 重 ハ 巧".；' 冯日 巧を 晓 1 
認巧 

.あ 行 兼 編輯 人 甲 裘键ご 
あ 巧 ■巧 新 育 新 おが 
; な 育 巧 莖ハ璋 号 八 - 
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r 故 國の商 化 諭 

お 哉 尘谜驟 題め 發を 巧ぶ 故國人 ± の 

米 壊 及 在米， 阅胞 じ關ブ る智韻 濟ん又 

進來し 就中 おおの 岡 化熙題 乃を 鼠畫 

缴育疎 駿じ掛 する 謡を ぶ 意見は 衛ゃ 

をを 的 傾 巧を 帶び 巧 -^ 「お 奢み 化を 

欲せば 米 國の化 俗習 憤ピ 同化せ ざ * 0 

ベから ず」. どは 等しく 其 一を イる骄 

ごなら 巧れ ら 、欺は 畢黃 ずる じ 巧 ホ 

I 間 胞の發 逢は 昔 H みが 民 敗 策を 恶く 

^^應狹をる圍家扣必思想を巧て み目 

骑を 違し 能は ざるを 自覺 したぶ 必が 

の 結 おならと 云は ざるべからず、 然一 

るじ菩 人み 先磬 r 萬 朝 報」 記者は 其 岡 I 

化 論じ 於て 吾國お 准を をが する ミの 

ボ 可を 論じ 

k'B 地を 視 祭し 闊胞を 慰 間して 歸 

' れる 狼 旧 ' 、 だ颗兩 巧を 初め V 」 し 巧 

だ 米 同胞み 同化 力 乏し '. # 1 - を 嘆 やる 

蓄布歡 " 均しく 其觸狹 なる' 祇巧牲 

の燒 ぶぶ がらぶ る厮 なを 論が ’ 

;; . 然れ を も 其 所謂 偏狭 どが か 鄕を懷 I 

: . しかるの 靖 じ' 由 巧せ しもめ じして 

，化な 殊に 深き は 普 閒概め 特性なら 

.' 人類 相 常- て 共同の 生活を 營 むな 

^ 上么じ閒化するの必要ゐ るや說な； 

ぅ も 今 23 の毋 'き國 家め 祉會 を层せ 

る狀態 じだり vn 過 民を してを 然 

.''他 國 が じ 巧 化せょ ぶ嚼 ふるは 社會 

H ホ義の 夢想を 實 現せょ ご 言 ふじ 間 

が じ /' 、 H ホ 人の 到底 あぶ 能は ざる 逝 

ゴ . な り、 况んを 正義を 知らざる 國民 

に ' 閒 化する をを、 之れ 移 跨た 非ず 

' して 歸 化を 擲 むるな b 、 同化に 非 

ずして 谣 從を强 ふるなら 且 同化 力 I 

^ ' じ當 かご 稱 せらる！ 佛顏西 火の 殖 

，お 政策が 俩れ じな るら、，^ 其 本國の 

齒 敵を おれず 其 移住 地の H 用語を 

さへ . 知らん W 欲せざる 英ま巧 人の 

殖民 政策に 比し 遙 かにぶ 梁の 擧ら 

ぶる が 如 旁は 所謂 同化 力の 必ずし 

もを 段が 巧の 秘諭じ 非ざる を 語る 

もの じ 非ず や 

と 論じを 「移 おけ 一 補の 固 家 的速勸 


す」 ど說 けら 、' 郞も萬 朝 記者は 巧 ホ 

聞胞 をな て 飽迄も 記者の 所謂 「巧み 

の禮當 なる 臣民」 たらしめ を圖 家政 
策の 運ぶ じ 供 せんとす る もの じして 
ホ 人の 排日 理由 ごして ま 藤す る. 「ホー 

慶 領 ± 內 じ 一を 國 のがを」 を 實現ザ 

ん W 欲すぇ 意見な . o '、 若し 化 所見が 

一 術 人の 口ょ を おでし ものな らんに 

^ ま 人 ホ柯を かを はん おか もが 常 進 

ホよ 義の 鼓吹を を 0 て 巧ず る锁 報謝 
寒の 口ょ らして' 化 言を 聞 < はを だ 意 

外の 感 なき 能は ず、 殊に 化 謬れ る務 i 

民論が H 义巧 渉の 失敗 じ激 せる 吾國 I 

民のを 义鬧胞 觀じ惡 彭馨を 輿 < ん 妻 

を 怖る となら 

再を 民政 策を 諭ず るを の 簾 一に 也 得 一 

ざる； 小す 事は 吾な ホが 民じ掛 する 政 

策は 之を 十六 化が 時化 じ 於て 歐巧諸 

i 國が 施せる 政策 ご 大じ其 趣を 異にせ 

ざる ザらざる 事 之れ なら、 云 ふを も 

なくが H 巧、 が、 英 、媒 の諸國 が、 野蠻 I 

ホ 開み 地 じを 民を 送りし 時化 じるな 

ては せ 地を 制服して 丈 着 民 じ 母慶一 

の脅慣 風が を 移植す るを 目的 ごせし 

が おじが 化 民ぶ 著は かて 閒化 のが 要 一 

を瞧せ ざら しど 雖 もを 等 日本人のを 

化 地た る乂國 は紀じ 撥が たる 國家的 

I 體 制を 有し 鹽 民のを 渚は 自國な 上の 

お 度 じあら、 斯 のかを 移住 地に 掛し 

て賴棵 的に 其 嵐 家な 策を 實 現せし め 

ん ^ ずるは 時化の 推を とを 住 地國な 

の 文 がをおが せる 霧 論じ 非ず や、 更 i 

じ 磊乂が 朝 報 記者 鼓 其が 說を 間ぅ せ 

る 人々 じ 注意し 度 事は 諸 巧が 如何な 

る ま 段 ホ 法を 講じて 巧 ホ 间胞を 永久 j 

じ 「化 外め n 本 . 担 民」 たらし めん ご 欲 

ずる も 擧覚お 勞じ屬 す 可き i 之なら 

巧 諭， 歷あ 的が た 遺 傅 的じ薰 育され た 

る 吾な 乂關胞 の愛鄕 也が 歐州 移民と 

I 輿なら 一 化に L て阔 化せず、 排日 論 

者の 口 賞 ぞく 化 おじが する 事は 事實 I 

なる も 試み じ 其 子孫た るホ國 おを H 

本な 堇 のが 態を 研究 すれば 思 半ばに 

逆ぐ るら のをらん、 彼等は 雖族 どは 


十八 歳 迄 じて 深山なら W 在 得 居るな _ 

即ち 彼等は 純然 精神的 じ' 米 画 化 
したる H 本人な SVJ 去 ふを 得べ し、 
j 斯る巧 ホ 曰 本人に 對 して 時 ど 場所 VJ 
を 異にせる r 英吉刹 西 人の 髓お 政策」 
を應用 L なて 國家 政策の 運用 じ おせ 
ん ど 欲す' るが かきは 倘 々なて ホ 人の 
な 威を 数 層せ しめ 巧 ホが A の 發達じ 
I 幾を の 障碍を 齋 ずの 惡結 あを 招く や 
も 知る 可らず、 祖题 をを し 其を 達を - 

冀ふ ホ必じ 於て 現 時のを 米 同胞は 敢 j 

て乂後 じを つる 寒 じ 非ず、 おか も 偏 

叛 なる 國 家中 必 思想が 具 體的お まじ 
親 はれて ホ 人の 拂曰 思想を 高から し 
めた るは 旣往 じがけ るが 米 同胞 旨 身， 

の 経 藤じ徵 して 明かなら とす、 吾人 I 

は 萬 朝 報 ど 其 巧 信を 同ぅ する 人々 が 
巧 尺华韻 更に】 ホを 進めて 其 あおを . _ 

熙展し 新たなる 人口 過剰 處を法 ィ」、 
吾 民 嚴の世 ホ 的を 废に 向って 割 策 中 
る巧をらん；をを望ず义ものなら 
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千 本木 ホ ^ 

一富 豪 ァグ トマ ン 巧の 逝去 じ 就き ホ も 

_ か 人の な 惹を惹 きね るは 巧の 遺を 處 

かの 方法なら、' 然 6 氏の 遺を 處み法 

は 社 會ホ義 じ 傾ける 迎 時の 學 をの 中 

張す る 博愛ち 義を實 巧せ る！ 例 じし 

て大に 注意す 可き 懐が ぁる VJ おじ 肴 

人は 黄 じ 氏が 普通の 摘 人 どして 敕て 

特禪の 權勢じ 隨從諮 誤せ ず レて 一-ザ 

I 成 巧を 成せる 事實 ょり 學ぶ處 なか 

すらざる なら ' 

近時が 濟學者 殊に 當ホ國 經濟學 をの 

頻りに 巧說 せる 巧は、 現今 ホ國 じが 

て大 なる 批產を 化らん どす る 煮が ' 

緩て 政が じあ 力なる 政治家 • こおが L 

法律上 獨占專 有の ' 權 刑を 轉 るか'、，- 若 

くは 之れ ど阔 一の 結果を 化め 得る 

ラストを 組織す る じ ホ ざれば 能は ず 

となす もの； かし、 然り 吾人は 現今 I 

の 獨占拳 業なる 巻が、 肋 力を 比較的 

少 數の赏 蒙に 歸 せしめね る虑 因な 

しを 認 むる 者なら ど雖 、な 上の ホ 巧 

手段に 出づる じあら ざれ ざ 事業家 ど 

して 成 巧す る 能は ず どなす じ をら で 

は 吾人は をく 其說 じな 對 せざる を 得 j 


! ず、 ググト マン 巧の 例は 能 < 么を證 

してを り あるじ 非ず や獨が 事業 說流 

巧の 結果 どして 夕 あの世 人は をを の 

不巧 能を 認鄂丄 のづ槪 赴 會ま義 に 費 

阅じぞ 命 的 媛 敬を お會じ おき あさみ 

とすぶ 煩 向 あち、 吾人は 欺る 論を に： 

向つ て アグ トマ ン 巧の 成功 じ 就き j 

I 考 すべきを 勤吿 せざる を 得ず、 アグ 

マン 巧の 成功は 普通 事業家の 信條一 

どして 服庸す 巧き、 戴 經敏搪 ま義を 

實巧 . せぶ じ 遇ぎ や、 巧の な摄 ひたる 
巧 おは 何等 專お 的のを 貴を 有せず 义 
其 事業のを 餐は 化に 競爭 者の 創業を 

巧 止し 得る 者 じあらざる 事は 敢て論 
述す るの 要な し、 香 人は 巧 一人の が 
巧を 見て 度に 化 諮を 述 ぶる ちじ ホず 
を ご 词雜 類の 營業 にお 事 レで 成功 发 

るを、 ホ 围を遙 じて 觀 察せば 巧 じが 

擧に邊 るらず、 社 會の進 ホと 共 じ 富 
乂活骗 の 機會は 益々 を 加せられ 千藏一 

萬 化 限 b なきは 尤もな 易き の 巧 じが 
らず や、 近時 メ ー \ 才！ ダ！^ 夕巧 

'-S'-K 發逢 のかき、 若 '- は ゥ ^ クォ； 

ス がが 僅々 十 歎 年間に 二！ 二げ 弗の 赏 

本ょ もして 幾な 巧 弗の 富を 爲せ しか 

き、， 凡て 「モノ ボブ！」 「トラスト」 摩 

巧签瞭 極の ホを ず 段 じがら たる じ ホ 

やしで 平々 凡々 窜 純なる 物 馬 賣買じ 
ょ A て爲 された るが 巧 じあ ^ ず や - 
吾 A は 余ら じ 世人が 化 トラスト 說じ 
重 名を 潭 きが 自の 起業 必を たは ざら 
ん 事を 希墙す 一 

•米 墨關係 义驗惡 

ゥ五 グタ豁 軍の ク！ デ； 夕！ 

A 巧 十を の款貴 を 投獄す 

ま よ 日の 養國議 脅は 過般 規內閣 のが： 

能を お 端 じを 孽 しねを 上院議員 ド ミ 

ンゲッ 巧の 行方不明 じ 關しク ユグタ I 

鶴時乂 統領 じ おつて 巌密な & 誦査を 

要求に 巧し なれられ ぶる じがて は 誘 j 

曾を 脱 散し 化の 摸 所 じがて 會議 すべ 

しどの 意 おを 示せる 蠻吿 的み 議案を 

; 巧みした るが タエ. 八夕將 をは 畿會の 

巧 動を なて 巧な 司法 诱權 の權 域を 班 

せる 不法 行爲 どなし 數评め 軍を をな 

つて i の內 外を お圈 ましめ 該决議 

I 案の 撤回を 要求した る 後な 十を の慧！ 


。ぶを 補鷄 レ v^' 獄に 投じ^を 廢ぶ ホみ 

の 要所 / \ じは 速が 砲、 軍 糧彈藥 等 
を配请 して 巧 一 の 事 變じ猶 ふるじま 
れ クユ がみ 將 をは 逆般米 留玫廚 

の 要求に 屈服し さみは ホる 廿ムハ 日の 

總選 擧じ淚 補を たらざる 可き を 約し 

ねる 結果 、' 米 墨 巧 孫は ' 一が 巧 少康を j 

祷な るの おを ゎしが々 回の ク！ ダ！ 

み！ じょな て义 々釀惡 め 化 候を 呈 L 

巧れ を、 郞も ゥィ グ '.ソン 巧 お クエグ 

夕 おを 今回の 巧 働を がぶ ホ窝じ 翁す I 

る 不信 0 巧爲な b とし 且 如が 情势の 

下 じ 執 巧 せらる 巧き 歲選舉 がを 孕を 

おち 難き はみ 論 魔て ホ 園 政府は 其 結 

あを を 露し 能は ずピ の嚴盡 なる 通吿 

を發し 目下 選 M 政府の 圃 答を 徐 ちつ 

y>^hy . . 
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- 一等 懸賞を を 弗 ラ ッグ！ 巧 
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' 一時 蹈 かみ 六 妙 '‘ V グ パト ブック 巧 
一時間 十四 發と秒 ジャン ナス 巧 


♦义 もや 慘絕 なる 泮 上の 悲劇 ユ 

ユプう フィンの ダオ グチユ が- ノ號は 

般ぎ六 巧を 十 名を 載せ ロッタ！ ダム 
ょ々 新增へ おけ 航 巧の 途中 ま 九日が 

突然 火災を 强ム搔 力 防火に 巧め た 
ち 其 熟な < 翌朝 六 時 遂に 化な したる 
が間號 船長は 到底 巧みの 堅な きを 認 

むる ど 同時 じ 無線電信を がて 四方 じ 
歡 助を ホ 嘴た る 結果 當 時が 行中な も 

し々 r マユ； ス號外 化. 隻の 船舶は 度 じ 
她 ぶで 遣 難 雄に 到 6 ち 教じ敷 助 じ 力 

めし ‘ ため あま サ ' 一。 あ ホは 無事なる を 

得た るも餘 のな サ餘 名は K # じ もが 

方す 叹く だれな と、 ま 十一 二目な 巧 命 

敦 ホに 當 地に 着 ホる が助瓣 じあら し 

婦 をのち を 康は 巧れ も 其 悲絕縷 経な 

る ホ景を 語らざる なきが 聞 < だ じ 傷 i 

也の 極みなら ど 云 ふ 可し 
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理由を 巧て 如會 ょ貨彈 劾を をけ たる 

を彈劾 裁判 じ附 せら かお ホ 審理 申な 

し 新胥州 知事 サグザ ー 巧は 去 十六 
目 愈 裁判 確を L 有罪の 宣吿を 受けて 
軍 霞 せらる、 A 事泛 なれら： 
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勝の 天候 じ 風力 惹外じ 强く藥 巧 時 
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だら を 敵 記の 如 女% <_ 候なら し 上競爭 

條件 として 二す 眠の 裔空じ 泣 潰を 巧 I 

つべき 規 をが らしを 0 て 競ず 者 等 

頗る 繰縱 じ苦必 しねる もの i 如く ノ 

スタ バ； か附 なじ 達せし 時の 如き i 

風力 じ おし 兼ねて か 前後 左 あじ 迴轉一 

して 容易に 進まず 沿岸 並 じ 違 上 じ 人 1 
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一 i 鼓 せらる 巧き 事業は 巧 何事た る 
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米国 唯一、 元 憩、 金看板の 邦字 
沿稽巧 誌なら、 讀み 度き 奴は 
が 伽 おして 腹の 巧を 破れ 
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新 育 化み 巧 

紐ち 新靈內 を 狸 
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一等 巧 十 おみ 
二等 八十 弗 
ご 一等 巧 立 一 夷 お 十 他 

<4 巧し ニュ 1 气—ク は 

化 日 奶よ b 五日 前 じ 


每〇 

N C •‘ 

織ぉ 

だ — •ひ 巧 B 巧 --**-' 3 E 

ヴ知斗 おお 奪之囊 

ス M T 丹が 化 十月 レ 


打 


P 


I 

N 


ぶ 

十月 廿一 
十一 巧 四日 

十一 巧 十八 日 

十二 さ 百 

十一 頁 十六 日 

S 郵船 會祗 

シャト グお張 巧 

巧将化 巧が 育 新 巧 社 


阳波义 
，佐 渡义 
横 潰 化 
'讚 歧兑 
靜 瞬か 


武 巧 . 阀臀 。 

自巧 亭 U 

现席御 稱理並 御 下宿 ， 

S 

凑必 ands Ktr ま t wrocklyn N Y. 
Tel •ぎ in 747 が 


if 


母 國の馨 

A 外受 無能 巧が H ホ 巧 題 乃至 おで 

傲 題 じ 巧す る故菌 新聞の 論 謂は 頗る 

I 激烈を みめを る 食 派を 除く の 外 筆を 

1 お* て 現 巧 解の 外 ま 無能を 攻 をして 

房る、 を 僚 派の 味す たらし 苗 民、 二 

I 六 等が 鞭嘗的 態を を 0 て 現 巧 題を 攻 

一# する のは 當お どして 黛 関な 外の 大 

巧は 丸 巧 十八 H 紙上 「外 政 根本の 振 

がを 要す」 と趙 しち 當を まが 無事の 
H じ備 ふる 事を 巧さず、 事を ちて 俄 
かじ 猿 巧ず るめ 按巧 » 民を 憤 化せし j 
むる を 難 じ、， 大が每 H は 速 日の 紙上 

極めて お 恐なる 筆鋒を 0 て 「吾 外 政 

の 振 巧 上、 外 お f をち をす るは 魏 

下の 急務な A 」 どを 論じて 居る 

A ま 邪！ E 鹿 じ おする 新を 黛の 態度は 

與 確なら ず、 幹部 巧 補 速 中 捆藤类 の 

か > は 本 蘭 おじ 腊し現 政が じ警吿 を 

巧よ るは 可 なれで も 政ず の 具 じ 供す 

は 不可なら ど 論ずる 一方 大お巧 や ホ 

渡ず 化 派は おめ て强 硬なる ホ 張を 爲 

したやぅ である 

▲支那 お 祭な 萬 画な 渥 事件の 哉 網 

は 去ち 十八 日 巧 京 お ホが 割 巧で 閉廷 

され 被吿 の！ 人なる 前 營保居 長を 貸 

庚 進 巧も審 巧を をけ ね、 巧は 邢法 學； 

巧 どして 嘗ては ホ大其 化のを ぶ乂學 

じあ 授 たり 义永 < 大審院 换事 どして 

司を ホに をき を 巧し ね 人 だけ じがの 

ホ 索を 知る 者は 勿論 化 巧は を 驚異め 

おを 0 て 本 かを 迎へ傍 聽は當 日 早朝 

ょも 辩 掛けた 爲じ辨 を 時が おおじ お 

貧と なつた 

A 儀 遣 事が の 張 本は 巧 ご间縣 

巧が じて 靴 巧 弟の 間 巧なる を 川武一 

み 巧 名 じて 目下 香 渚 ブィ タト リァ 監 

獄じ腺 役 中で ある、 さぅ して 古 貧 巧 

め 嫌を どい ふは を 川が 計 塞 巧 巧の 曉 

じは S 十 お方圓 のお酬 中から 與 のを 

P 蠻親没 當じ二 万 勘 0 40* 巧 じ 六 万 

園を 巧へ る どい ふ 約ぶ をした ど 云 ふ 

事 W 、 を賀 氏が 本件を 媛を して 「中 

華 民 酉は まだ 苗 家 W 稱ず べき もめ じ 

非ず 從て化 紙が 製造は がか も 繪德書 

同樣の もの なれぶ 法挣上 差し 支' へな 

し 」' ど 巧言した ごい ふ 二つ じん るら 

しいみ 固めを 麻は ま 巧 廿と日 じ規か 

れれ 望で るる 

▲大限 伯の 一冗氣 大した もので 化ち 

中 じ 化 嗟 漫遊を なし 到る を 大氣擺 を 

吐いで 居る、 あ 巧から 侧臺じ 向ふ途 I 

中の' 窝 車の 中で 新访記 まを 巧 じを い 

た氣 がの かきは 轉 裳して 讀者 諸君 0 

おがを 下げ 巧：. 位で あるが 餘も をい 

から 止す、 巧 じ 巧 お 十回 お說 の豫ぞ 


をぶ 十回 もやつ たど iK ふので あるか i ♦法制 厨を 官吏を 行か 裁 刷 巧を 山 I 顔 ひ 巧で を 巧 どして 學を一 一容 民 子々 


ら其 衝天の 意を じは 實じ 驚かざる を 

I をい 

勘 位 式と 電信 電話の 增設遞 信 お 

じて は 明年 巧 朝 京都 じ 於て 巧は せら 

るべき 邸 位 まじは 遞信 事務 非常に 夕 

化を 極むべき を 0 て 么がお 扱 じ 遺憾 

なきを 期す るた め 東を 巧 都 間に 電線 

ぶ お 盾す るが 稱 々の 設備を なす 帯 じ 
て 追て 顚係當 局 ごの 間 じ 具 化 的 協議 
i を 巧して 决飛 すべ <經蜜 は小規 摸の 
- A の ごせば サ万圓 位 じ 遊ぎ ざる も完 

圣を 期す る じがて は 八十 巧圓 位を 要 

I すべし ど 


I 脇を 學博 ± はま 六 巧 十一 一 百 依 巧 免を 

ぶなら 同 長官の 椅子は 乂 しく 躁員中 

の處サ U おのかく 新 巧 併 ザて 法が 局 

I 長官の 更を發 まぜられた 

法制局 長官 脚 巧 敬み 郎 

巧 巧 政 裁が 所 長官 (一等)- 
i 瑚鮮擦 督巧哥 をが をを 倉富窒 一琼 

巧 法制 巧を {良 (一等】 


♦乂 連日 支 記 審大會 第二 间東 一一 一省 

日 ま 記者 大會 本曾議 はま 巧サ I 二 H 午 
前 八 時ょ b 開 ' をし】 同 記念 撮影を 爲 
しを モ巧會 長旅： i 就き 會 長の ま辭大 
巧 民政 著 長 其 他の 就 辭を大 ぉ 兩院講 
長 おを 後藤 男 其 他の 祀電 巧餘 通を 披 

をし お 午 一先 づ化息 午後 一時 再開 兩 
圉 記を の演說 あ^、 演說 後が 禪 提案 

じ 付 審議の 結果 左の 决 議案を 可决し 
I を 後 六 時半 散 會し晚 餐會に をれ り 

A 第一み 議 ま！ 二 省 記者 大脊は 言 

論自 もの ま義を 尊重し 將巧 不法な 

る 言論 壓 迫に 掛 しては 互じ雜 幾ず 

る 事を み議す 

A 第二 巧 議舉天 記者 提出 案ぶ 巧 

め 時局は 益々 曰 ま言說 をの 統一 的 

活勒を 急 どす る もの あり 乂會 はを 

員】 致を 巧て なじみの 决證 を稱す 

一、， 大延細 亞ま義 を 取る 樂 一、 

領±を 割 じ反對 する 事 】 、經濟 

が 同盟を ホ 張す 

I 尙ほホ 年 四月 奉 矢 じ 第一 二回 大會を 開 

'事 どなれ b 


1 ♦淺濱 じ舆症 ペスト 現る' 橫濱巧 足 

巧 巧 一 T 目 十一 當化兒 宝ぶ 治夕 同居 

が 勢 巧 巧 署巡杳 が本淸 一巧 (四 一) が 

丈 ハ 日 突然 發懿し 十と 日 じ まる も 熱 

度 をらざる よら 欽勸し 南 ま 巧 町の 醫 

師顯 惟義 巧 じ 診 斷を么 ひ 引績き 治療 

中なら しじ 十九 日 午後 旧時 遂に 巧む 

しねる が 巧 因 じ 不審の 点ゐ るより 蘭 

咨師は 某 旨 伊勢を 木 署じ報 吿し馨 察 

本 郁よ もは 警察 醫を 現攘じ 出張せ し 

めて 巧 体の 檢 案を 巧せ しじ ペストの 

疑 ある 事を 發見 したれば 直 じ 之を 細 

箇捡査 巧 じ 報じ 巧疫官 出張 殆体 よら 

化 液を おも 細菌の 培養 試験を 爲しサ 

二 H 午隻症 ペスト ど 確を したら、 

I 發 生の 原 困 じ 巧て は 目下 取調 中なる 

が 神を 川縣お 衛生 謀を お 田 善 ま 巧の 

I 誤 じよれば 今回のは 突を 生の もの じ 

て 今後の 傳潘 はな かるべし ど 


I ■をを の 排貨計 藍 サ日云 ザ 带產を 

春 ま 席ょ-^ 间 地方は 日本 巧 おじ おし 

ボィコットを 巧 ふの 討畫あ b こ の お 
向本 巧 じ 達せし が 滿州地 ホは 本年は 

旱 越. じして 農を 物掛 作の ねめ 一 投じ 

I を 氣沈靜 せる 巧 巧 ボィ！* ジト をな せ 

ば 益々 不况を おくぶな るを 0 て 支が 

I 巧 中 じは 反を のち もがからず 假かち 

がせら る i も ホして をる {じ をら ざ 

るすし ど 云 ふ 

H 英 銀行 解散 目 本 お區藻 I 于县 

の 資本金 拂込 一一ち 万圃の 日英 かがの 

巧國じ 創立せられ ねる は 八 年 觀の事 

なる が 昨年 五月 業 巧を あの 目的の 巧 

じ 息が 生命の 營業 所を ち 化の 上 現 巧 

じを 轉 したる！^ 營業 方針の 巧が 巧 I 

習慣 ご相容 いざる もの あらて 業が を 

巧 振は ず 今回 解散 じ决し 一巧 目前を 

0 てま 務當じ 對し屆 出の ホ績を 了し 

1 たらと お 同 巧は 從ホ 第な あ 巧を 親 お 

I 巧 どして 東 巧手 おを お 所の 代理 巧檢 

じ 加盟し ホら たるが 解散の 結 巧 廿日 

I 限ら 化 班を 換 解約 どなれら 


♦をが 語學巧 設立 ま 東洋 貴ち め游 

展じ 資する ねめ 大 がが 类會讓 巧は を 

じ關し 十九 日が 委員 會を 蘭き な 諮の 
j 結裝 別に 單獨 の語學 校を 創立す るは 
經蜜ソ '許さ y る 所なる をな て ホづホ 
立 高等 巧 業學枝 じを 渉し 閒较巧 じ 巧 
I 洋語 學 部を 鄕 ぶせ しめ 支那 語 縣ホ語 
を おめ 其 化め をが が國 語の か授ぶ S 
I おず る 事 じみを し々 西が 一二郎 巧を を 
I 員を どし 四 名の ま 員を 擧げ 之が をが 
じ酱 らしむ る 由 

を 衆 無線電話 實施遞 信 省 式 おお- 

電話は 化 程ょ 6 暖實化 試 おの 結果を 

が 巧. こ 認めた るを なて 本年度ょ 6 
般を衆 用 ごして 實旋ず & 事 じ 巧を し 

たる 由 なれで も 船舶 ホ じが 無線電信 

I 巧 じ 特稱の お 術を シ廣< や 否やは 未 

sn 賴旋 — 善 ホ 萬 雀 載 

!• おが 食に なち たる 夕め化 Rill お-し 

子英提 を話ム 得ざる 女史に - d おおじ 


i 

〇鑛 類ず き燒 
〇 うばし る 粉 
〇 た 菓子る い 


要を 推薦したら、 事の 殖ち はぶ 八月 

中 女を が 化な 道に 继 暑中 學晓 より ホ 

^ 狀 ぁら、 從ホ學 院じ教 する ホでの 巧 

績を 感謝した る 上牧廓 校長が 退隱す 

る 時 じを ぐる 最ち # 1 ¢ プ レシ ザント 

リ ダスを まし 巧 年金を 干を を 贈 盃午 十二時より 

里 せんどす 引 おは 多み 十一月 巧なら '. を トニを i で 

ををふ惹がじて言舊る不遜をみ ！ こ P 

め同女を讓後ぶをの髮巧叢をお ^^;^:^^,,,,.,,|., 、う ' P 

叢 - たる お—々 が 《-3 たる 襄 巧！ 巧 nr つつ 

t を 厨を 晓隻 をは，、 プシ 气 ンのフ ラサ あら ホ 

冷酷む 4 厳废 じを 度し 巧 中 巧が 人. の 

を驗醒 巧者 顏 じ# 力 わる 中島 力 裳 基 

夫人、 を ハ 合 川 タキ子 女子 等は f ホ宣 I 

が師 側の 患 見を 历 きね &上更 じた 為 

パ自の を勸吿 ずる 等 百 ホ 4 方' し 
な る提お巧ホのをを巧ホ t 刀|^は巧 
が 校を どして 巧 巧ず る 事 どな 斗が 乾 

は 無事 じを 着したり、 同院 は撕游 十一 

化 年 女 あがが ぶして よな 巧ぶ お 淀て 
置を 師食 よみ 仰ぎ われで 學院 のを 権 

は 一 じホ予 のま 中に な b おじ 一中 餘 

人の子 女を あ會じ 巧した るが 最近 そ 
十は 院 あのを 権を 弟ず じして： ぞ宣を I 

脚 助 じ 弄 お 塞を 巧を さ 答ち み じ 

I 巧せ るが あ ..^ たもが ' 一巧に， はホ院 


女子 學院 の內託 納まる ホモを 院 

を 矢島揖 子女 おは 本年 八十 一 歲の高 

踰 なる も ♦缴 どして 壯夕を まぐ 程な 

が 去月 九日 突が 宣お 師會 へが 載を 


一！ kll を巧吿 したる 露な むしを 町 

一 ♦义 'お 大學の 巧 g 紫 止は ぶ叛 .；； ！ 上 曲 

义科 大谭丧 為談 じ 曰 ぶぶ 泳 華 お 

I 授巧 職' 禁止’ の请巧 じ傳 みら る 3 も j 

み < 巧 ホ もな きぶ 巧 じして みお じ々 I 

ち 山 化 接を よら 巧 職 15 ^ 10 を 深'!^ _られ 

たる 巧 よら 巧る 滿康底 巧の 說を 生じ 
たる じ 巧ぎ ざるべし 素 よら 文 群 ホ 華 

j おお 中 じ もが ボ巧じ 巧 載を を， ネつ i 
あるを はかして 少し 夕 せず をむ 巧み 
の 巧 じ大學 を授の 本み を 巧が しお く 
は 之が ぶじ 巧 > ホ じがて をは 乂を內 
じがて 不萍を ホた すが か' き 事 ホら が 
余の かき もも カホ 巧 A の 巧を 陈 かん 
事を欲ず る 著なれ ど も等し く 巧載 と 

を ふ も 其の お 園 や 巧め て 廣< ちを 立 

學 校^ 兼職す る も あ 立 ホな じ 教授す 

る も义雜 誌の お榜 をを くら 一な の 巧 
一& じして 一 

巧 巧の 事な り S まは ざるべ かん 中 

は 程度の 两題 じちし 從 つて 華な 又な 

义巧 巧. よら 命々 をな て 禁止す づき 事 j 

項に ホらず してが 巧 自身め を義 ，かじ I 

訴ふぺ きを 質の もの ど 信ず 义が授 お 

ホの 說も义 巧を の ホ 望か柯 じがらず 

をみ 何等の 巧 巧な がるべし ； 


■ 手拭、 > 拭 化、 ブ ー ブグ巧 等 - 
-おお 唐が 入 元 

^ 目丰だ 满會 ^ 

N1 巧 F0N D が Y GC0CS 00 れ 

。21 wroadway 、 巧 * Y* 




吿 

今お #^^ 5 巧美をお巧なじ巧 &莫な裘 

义巧 ( 畜 お、 をみ、 かお、 一れ を 等 ) 

一 多が 菜が 化 候 * な -M 比 巧 < 化 寺 傑 曲 
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- ■ グてグ ょを が 生 

一 縛. 千里 親 単は ボ 俄を じ 到 巻いた 
I おじ 落 ごか' 料ウた 夕陽が が 端れ の 殺 

I しいぶ を哪 うやうな 銳 いが 蓮の おを 

I 化いて タラス じ 燃へ どる 閱 をく' がつ 
てぶ々 飞が ン停苹 壌に 乂 つね 時は 正 じ 
1 ホ^^ 職、 截船會 社の 同地 詰龜 ザを 
.カザ ミグ ォ キ！ 鐵遊 のん々 等， 

^為典じ 一 巧をお逆へ人員お物の運搬’ 

ホ々 しも ッ ラブ グ のな；；^ やう じ 象' 邊 

瑕備 しでぁった、： .‘ V 

.一巧は 十 時® 十を 懸 車す る戲賞 めみ 

彼 用 ホる 特が 寢臺 車を 蘇 レむ の も お 

時 欄の 肖 も 巧 動を 敗： っ お、，： 龜が 君の 

淳意 じよら 绣 はホ鹽 'マめ 稱 ある 支那 

巧 遇 金城 楼 に' 案 巧され た、 チャ プス 

ィ ，ぶ 云へ ば下證 乂の飮 貪す る もの じ 

带られ ねる 处夕ど 思惟 乎る 新 育附を 

I のん々 は祠 機め 化掛 のを 大 なる 事 や 

慕 端の 善美を 靈 しどる 事は 褚 てむ 含 

j 其 おみす る畢 をが 敦れ 、も 上流なる じ 

I は-一驚を 喫する であらう、 巧 ホ 支那 

人が を ± の津 々浦々 じ迄紹 かされて 

時 蔭’ は！ 畜’ 

j の 燕 请额を わめ ビる生 ホ じ E 敵中 

でを ふ 事で ある、 础 ずみ どし てらみ 

さぶ サァタ .八で 共嚷 なか もやつ どる 

I 化ホ矿 本人は タン.. す ンぞ眞 似て 商賈 

I 替を やる もも 商 白 わもう て、 ォャ 觀 

I ぶ 道' I .ががんでも をぃ 巧へ ホっ わ 

释撕 槛を辭 した 兩 人は 所々 の 锭款を 

j 見. て 停 本 壌に 餘ク たか 旣じ觀 員 おが 

I ; 宮め骇 藻を 撰を し 中 じが 叛 単の 中で 

な 川が かの 酱お泌 マ ごる をが ある 

I ; 锁 飯の コ！ 作 じを を 化た 時は 香々 の 

11^ 本は 祖食 ま義考 ご ピトグ を 0 てが 

I をな ミ. が' ゥォ！ ネ，— を 夢の 中 じ 過ぎ 

I ; セント お--- グを < を あまし どる、 化 

j 敢ボは 巧 f . り もや. よ 温暖で 野 ど 小 

^ 丘の かじ 見 も： もの， i をい お携 たるず 

I I 巧で をぶ が 巧 嫂す 限ら 號巧 されて あ 

I るのを 見れば 農業は 盛大で あら. ス、 

ム r しもが の 化 獲を 終を 所々 じ ホ. 山の 

始 草ぶ 鶴んで をる が T . 度 遠 ホから 魄 

める ぶ 大瑶戚 め 鳥 どもを ふかた もみ 

.川に 沿 ふて 細を 繞 らした 中 じがを 傷 一 

を獻 斑の 数'々、 流 巧 じ 大陸 趣味を 遺； 

婿な く 露し ぶ. るので 都を ホ活 じな 

が朽晋 々は 物 珍ち しく 窓み の 眺めに I 

|现 飽かな かつた、 

ミリ 目 じは 幽貴も 相を じ 隙 蘆な < を； 

I 瞭 しで 准 知の 姑き 間搞 どなつ ね、 今 

: 度の 鄕員は 永年 辛 苔 艱難を 嘗め 盡 し： 

I 所諷人 喉の 颗致 をを 茲んだ 人が 夕數， 

I いから 其 間が 頗る •圓报 で お 白い 喫煙 


室では を 旨の 苦勞 比べを がめ るから 

中， 眼 かで をる、 一巧 中 じ 一人の 滞 

稽を あらを 天 釣 諧龍じ 富ん た 巧で 化 
ホ 中げ がいた 峭は遺 逢の ホ變 なる だ 
け 變化萬 態、' 實 よ-^ 虛じ 出で 有よ も 
- I 無 じ乂ら 人を 煙たを かやば 止まぬ 鹿 
の 人物、 其 人 あるが ため 疆 いもの ご 
京 はれる 旅は 乂み 其實を 失つ ね 誘で 
ある 

京が 巧 かを 粉、' ーム V ペイ 3 ンを熏 じ 
推 地 ホで 引 巧け とる 化 ダ： T 夕を 遇ぎ 


つる ものなる が 一' ホ 乃 木 神社を 創建 

じ 之 じ蔚 して 十 萬 圓を投 ずる もの じ 

て 其 祭典 あび 維持 蠻は襄 も 化ょ な 宵 

I がを 仰がず】 な 巧の 郷 力を がて 支辨 

I する 當な るが おし 生が 中 落成を 見 ざ 

る 時は 同氏の 邀 患を 継承 せん 事を 是 

义服部 知事 鹿 島 巧を じ 化 託し 巧くて 

巧は ホ 人 須美子 {お A ) と共に 
A 乃 木 神祇の 社 ザと ならて を 後を 送 I 

-ら靜 かじ 日夕 大將 夫妻の 獲を 奉 孤せ 

i んど する ものなら 翔 建の 城は 明' 治 天 


て モンタナ 挪じ乂 つた、 相愛の 仲を 皇桃山 御 媛の 接する 山城 固化 見の 地 


黄な ゆわ じ 巧 製 かれね から 奪 然态を 

立て 戀じ 死して 事業 じ活 きんどして 

I 單身 場を 顆 つて 深山 幽 をの 間を 跋蹤 I 

して 金 鑛を發 見す る ご 云 ふ 筋のを 勸 

篇眞 でむ 馴染の 本 壌は 此邊 でぁる ど 

倭が 渚 辯 代理を やる W i 阔 大喝 ホ、 

大き なぞで 一 削 もじ 取つ たやぅな お 

崖が 藏み 重って 其 破 隙じ瘦 せわな が 

化ら ね 線を 誇つ どる かど 思へ ば 逆さ 

まじ 山驗 をを す 瑶璃一 碧の 湖を 渡つ 

て 巧く 誠 じ 水 村 送ら 水廓迎 ふの 巧絕 

景磊ム 


翁り. 

■ W 參' 

巧 木乂蔣 を崇拜 して 蕾 巧 

ガ圓 をを 共 事業 じ 棒ぐ 

辭 巧實樂 ホのを おた る 神 おのが 巧 か 

人 巧は 巧 木大か 夫妻 频巧 一. 遇 年の 九 

月 主】 百を 巧て 突然 實業 をを 退隱す 

ベき 事を 發 まし 氏が 社長れ る 神戶電 

氣會祖 を 始め 苗 お 鐵道豐 川鐵道 京が 

電単 か- 

A を 取締役を 辭 したら 氏は 豫て內 

必 深く ホす る 巧 ぁ b しも々 化を 藍 

破して 嚴らや 夫妻 稍携 へて 乃 木 おお 

夫妻 一週 年然參 列の ため 上を 中 突が 

衆 京 a ち 電報 等を 巧て 前帮諸 會祗及 j 

ひが 願 係 化へ 夫々 盤隱 のを 知を 聽し 

たら 巧は 豫て乃 水 大將夫 髮の彌 巧 じ 

j 威 奪し 一面な 進の ためじ 進路を 關か 

ん事 をみ 意した るが がを 化產を 

A を 典 事業 じ擲 ちね しごは 五 年 前 

一巧 葱した る もの じて 是 よら 先き 二 男 

I を じひ 廟子 なく 四十 尔 間を々 蓄蹟し 

たるな 萬の 富を 譲るべき ものな きよ 

がろ 之を 散 じて 貧窮 子弟の ため 徒 

^弟學 校を 設けん ごし 當 時の 兵 庵縣知 


i 事 服 部 ニニ 巧 神 芦 巧 長 魔 島 房が 郞 i 

で じ 之を 明かし 直つ 誰す る じ 巧 後の て モシ {貴 ホ 何方 オヤ 〇〇 サン 妾 

i 遺產處 みを 巧て サな而 して 巧は 

A を 助を 養 ぽ萬圓 を 悉く 徒弟 學校 

の資 おじが て 其-百 萬圃 よちを ずる 


I を 姑し 社殿の 結構が 媛で ^湊 川 神 

I 社を 據し 用が 其 他 も 乃 木 お 軍 じ緣故 

I をる^ のを 巧め べし VJ 




參 


巧 


會 

一®：: 


籠 


.▲近頃は 簾 張 ゎ 籠が 振 ひません ね 
な 蕾 欄は 新 育 同胞 社會の 反が 銳 ども 

云へ るし 又を々 請 者を 笑は' して 大な 

る感 籍を與 へ' ます 投書家 諸 若 一 雷 奪 

I 發 して 本欄を 振は し 給へ {愛 謗 濟}. 
▲新聞 崖の 巧 字間 蠻は珍 敷 事で もな 

心が， 日 ホ 補 解^ お 靑親滞 U 揃 ひも 揃 

ク て共濟 會溃藝 會廣吿 文を 間違つ て 

盾る ー ホは 力 I 子が！ ラィン ユ！ A . 

を 五十 お 了旨ピ し) みは 午後 お 時半 

j 開 紫を 乂 時半 どして 居る 新閒 送の 親 

ぶシッ 々ブシ "二 貧 員) んが頃 岡 

胞 ft 會の 風が が ー ホ じ 谢れて 巧て 輿 

1 面目な ま涩 をす る 者がない どの 評 巧 

が 領事 舘じ 入-^ 飯島總 領事は 大變ふ 

配して 居られます (注進 崖) A 君ん 

雨の 親爺は 今から 十 年 経てば 當 地の 

が 胞社會 じ 深山の 藥錐類 ど 白髮 翁が 

敢來る だら ぅど 會ょ人 毎 じ I から 巧必 

I 配を 誌して 居る、 人の 振ら 見て 吾 振 

直せ だ、 四十 あ < なつて 妻な しす 

なしの 御み 摩 御 旨 身は ド I デス かね 

(一本を る 生) A 井筒の 夕！ ナヵを 

は 巧 買 繁島で 僅か ニケ 巧 あらや じシ 

コタ マ. だ 达 だら しい 貧乏人は 

I 借ら じ 巧き 給へ、 旧 中 君は 借られ 《 

先 じを 轉 して モット 氣の 利いた 巧 じ 

をき 給 ご 置 十五 了 目を) 4 ホ國歸 

の 男 橫橫で 食へ なくな-^ 大福餅を 

盗んで 捕總 された どる ふ 小 記事を 新 

聞で 見た、 新脊の 薄馬鹿 ホ 早 <を必 

せぬ ご 同様の 運 かじ 陷乂 るよ (贊 六) 


目 本乂が 要で 

同胞 間 じホ國 最新 潇 巧の. 化 立 服が を 

义を取 も 夕销 .の. 利益を 得る. 方法 あら 

資本 及 經驗を 要せず、 嵩 巧は 無 巧に 

てぶ 巧め 見本を 流 巧 新形' & 締が踞 

亞確 ザ 法 取 ホを おべ，、.. 封々 五涛が 

I 上 十 舞の 化み が 鳥な. ザ.、. 酱腐 ば鄉遵 

化萊が-<::^.か；乂廉を のお段じ て 何處に 

て も 化 鞍 出 ホざる 髙 等れ 立 服を 販寶 

I す、 本 曰 直ち じ 御 申 越 あれ、 経験 あ 

る ホ じは 轉别 利益 もる 方法 かも 

Desk だ - Lock wox 4 癸 Chica 的 〇 II 】. 


I しビ ツクブ してよ、 タイず イじ やな 

い か 子 T 、 ォ ャ ジ ？御金を持て來て 

でさる つて、 ア ノ本當 、濟 まない の 


グ伞の 利す： 也 巧 圓を閒 校 維持を じ充 ね！、 貴 巧 ソンずに 妾を 思つ て 下さ 


るた を 知らな かつたん です もの、 デ 1 

夕子ず タザ！ か 靈來て 頂谁な 轉クて 
I 居ます ょ、、’、、 n ンナ電 詔を ご 一人 

四 人 じ も かけ 績 巧て 鹰 るズイ その 
~ 化物 見たい な 女が 居る 年は ご j 十と 八 
^^--惡運の盡きな い 熙魔でずょ 


ホ 野 秀雄譯 


I 霸思攘 震- 


- .を 憤' 八十 他 

本書は 義じ磊 媛なる 年齡 J 适題 して 

で ホ じがて おがせられ 近頃 「大膽 な 

I ご * ; -I ‘ L ぶ 現 實嚴繁 亡」 して 英獨 巧のを 國 壁';; 

僕 も ホ ホ じが- = 'つて 夏場で 儲けた をて 觀譯 '.せられ 忽七歎 十 巧 版を 重ね 到 


j る 處じ空 煎の 反響を 惹態ム 把る 奇舊 て- 

-， な もる \ ..宛 驚なる 牟 齡敬會 嫂. 倩 馬熬品 


i を 皆 取られた (後 樵を).. ▲典 濟をゆ 

I 秋期 乂會 福引の ホを を 時 評を がるべ ； i 

家？讀.^福引^^!1っでて ？ た響5||ぉ爵し|封か-著 

奥れ ね 巧 留 作' ぁ 支 九十と 了 貫 ■•遺著. は‘ 其 齡 婿 前後 一伞 闆の舊 しき 一 

渴驗ゴ 其 靑春縣 代 じ 證み奔 ななる 感 
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本 is ® 瀑鑛簽 葵 麓 直 

车ャタ ザグ、： k 夕！ .ヘッド 巧が 

ビザ、. ず，，- キ ユラ！ V '. バ 亦： 
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f 求めし 等寸蜜 も療ふ 巧な く ザ 

遭'.^. 吿を しを？® a || i ! を證 .明した 广 

端を 巧卜 耗夕 也を 本舊じ 

『"寒..。’ 咱づ* グ .管 義 i 

た' 瑰 はれ 鶏 者を して お然 資をぜ しめ 

謀胁€ 謀 滯教 im 誇驟 

女の おおを 辕 つて 其眞 相を 潑 ける ネ 

蓄 のかき ものな し歐 ホの 讀書 ホを 驚 

倒せ しめたる ホ宜 なら どを ふべ し. 
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を嗔云 十 仙 

口^ 打 運' 抑閉通 後に 於が る 目 ホ縣搔 

が おを を豫 おし 大勢の 趨く所 も々 敷- 

一大事 俾を惹 き 起す 事な かるべ， き やを 

「貧 ひでをに 處 する ホ 策を 述べた る も. 

の 焦眉の 蘭 題 じ 就ても 極て 巧 巧 目ぶ 

K* • ‘ ' :: . _ 

お 巧 か辉を お..' '. 

白 霧 未 響.. 
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ホ 間." 久譯 
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纖大會 窓 譲 

な 傑 巧を 下. 

なじ お 濟會默 期 大會忘 評む 送る、 
あ 下の 司會 せる 巧の もの じ 向つ て 

斯 0 如き 不遜の 言 おを 弄す、 事 或 

:は禱 じ 非ざる や も 知る が 心ず、 而 

かも 之れ 一 會眞 たる 予が會 其 物の 

事業に 對 する 赤誠の 餘 ホね 6、 を 

下 おして 本稿を 揭載 する のを 胸 あ 

らや姑 巧 - 嚷 々を 

A 典 濟會の 秋期 大會は 何が も 失 おで 

みる、 割 立 當時一 ご 二回 試みた のは ホ 

I 遊びみ 淸遊會 でぁ ク ね' が、 餘 もじ 放 

I 縦 旨 巧な 巧^ 方で ぁつたが 爲 じ ', 會 

寫 がか 巾で 小踢物 巧を 蘭 業す る やう 

な 醜態を 演じが 巧の 思ぴ立 もも 不爵； 

朝 VJ なつて 今度は 單じ 1 堂に 會 して^ 

I 懇親 娛 築を 共に ずる； どな ク たのが 

昨年から 巧 事で ある、 が 年の も餘 り 
上 出 巧では なかつ た、 今年の ざまは 

一 愛 じ 一曆ぶ 体載賴 まる もので ぁつね 

:4 第 J じ 非難 化を いのは 巧會 者どブ 

グラム じ 現 はれた 演說を あび 餘興 

1 出演者め 巧を せが 足らぬ 事 だ、 加 之 

で じ H 本人 0 習 憤 ごして 時間を キチ 

ザ どず ふぬ 結果 ゾ ロ-グラム じず 違 ひ 

巧 Ij を隹 じ、 を 會潘を 失 袋 ダせ る蔚 

貧ぶ ホ濟蠢 で. 魔葫 かくを 

I 泼も をったら 旅で 是られ た 者 か t い 

j 先が て 巧， でめ 耻曝 しど 云 ふべ しだ. 

1 を司會 着め 搂 おは 不槛い ザら も ユキ 

灵 を！ズするどしてブ ロ ダラ マ じな 

i いを ザ おを 紹介して 廣 きながら 本職： 

i の 家 永 博 ± を をして 又 更じ紹 かす 

i どは 一体 どう ミふ譯 か、 のみならず I 

I 其 家 ホ構± が司會 若を 差 置いて 自ら 

j 總 領事 飯 島 若を 紹介す るな どは をく 

- なて 前 側の ない 奇天激 な 行ら 方で あ 

j 一る、 之 も' 畢竟 開會 時間を 遲 らしね る 

じ 魔が がいた のか 巧し は 巧るべき 夕 

I ィム じ來る 箸の 人が 巧な かつた から 

i であら， っ、. 巧 じ 巧 打を せを あかじ 化 

1 なかつ ねのは 事！®;. ど 見へ る 

: A 尖から を おかなら ぬ 失策は 「君が 

I 化しを 增の段 じな ク てみ 巧餘 人の 人 

I 蹈が ダン マリで ミユジ ックを 蘭いた 

i 許を、 狐 じクま ^ れた樣 な 立な 生を； 

てて 夫れ で 御 化 おどは 一が を か だう： 

I したの か、 ゥォグ ドの 城を 君 さへ を 

だ懸じ 障つ た 見へ て翌 H の 紙上を i 

見る ご 痛々 しい ホ おくら 擊 鋒、 驚々 

しく ホ 人 聞 じ H 本人の 恥曝しを やつ 

ミ 居る、 何な 词會 をはを 度を 取らな 

j かつた、 で 二 劈 一 の 音樂は 「糸 鳴ら 

1 し」 だ ど 思つ た、.、.、 ソン ナ言譯 は 
' ド — f -■ 
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奏樂を じさう いつて 歷 かない、 若し 
昔樂師 共を 型め か く ホ* ダス トラ じ 
渔れ たら 一度 失敗し てら】 寸を圖 を； 

して 又 やらせる 事が 出 巧たら うじ 音 
樂師を 幕の 巧 じか 舞 ひ 込む で 置く か 
ら词會 をはで うする ru も 出 ホず 巧 壁 

始まつ て- 孩 巧の 乂 失策を やら かしだ 
A 餘 輿め 化 組 も么亦 大失敕 、健かに 
高木 德す 礫のを 歌が 巧 白く 聞かれね 
のる で ァトは 滅茶 {、をの 閒の拔 _ 

けさ 加 殺ろ いつたら 上等 舶ホ 天下 無 

鑽 0 簿稽 劇、 剣舞 おを は 上手 じ やつ 

たが 化 度 じ 十 かも 廿か 閒も豐 やして 
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能は ず、 假か巧 じして 巧び 州 議會じ I 氷 氏の みならず メキシコ 巧 じは 前任 

お 席ず る も、 氏の 髮は 必ず 氏を 貝 S 蠢習 氏の 8 じて 露醫巧 


してを 武 を どし 雖ろ 敬して 遠 かるべ 


大を 出身者 あ b て 辫樂を 開き がれり 


巧を 載き て黨 派の 巧勵を 巧す るが I を，、 よ 宋だ成 巧したり ど 云 ふじ 非ら I 
I かき 事は 萬 無 かるべき を 恐る、 みを 1 ざれ ども 前途 臘么 夕攀 なる が 如し 蓋 一 


しため 結 姑み 巧の 錢逃题 は 無効 じ歸 IA 米勵 今後の ホ針ゥ 巧は 巧^ 武氏 


せり 

^ク 


グタの 陸职擴 張斷が 


て 品 ハ じ 今後み 對叢 々計に 巧し 蜂： 诺 
ク エル だる：？， 夕み最 おめ お 盛が； がに 俊るな 


句 U 特に 語を め 錠 I ! 巧め 猛烈なる 索ッ 破が きど 巧の 諸 
. . I '. が閒视 5 操な 撃は タマ-下 派に 對す 
すが 巧め な 威を 巧 加せ しめ 目下の お 
をは；、 ツチ ふ 火 皮侧遙 かじ 漫勢 をり I 


夕縣 がは 化然 どし 一， * 乂絲領 め 椅一 . 一. 」 


©巧 をの 頸故祐 をめ 遺 彼は を句堪 


一 I 力なる 視を がを 閒さ神 ■剧 のが 向を 參一爵 じ -^ りお 巧 十！ 一一 U 化瞄 剖じ附 せら 

I 化ら 哈 かも 群が 巧 ホの 如 < お 舞び か I 酌して ながなる 辉巧平 段を 益 やるな™ れ たるが をが ちがを の稱 みら し 丈け 

市る がま 巧 廿 U 巧は 顾內 の銳 靜を剧 ん ，こ. '一ぶ 脇の 玻 描な 人に 比して 醬 しく 带き 

る貿 的を なて 現が の 常備 取 八 巧を 十 lA デ ヤス かじかけ むより，： が 擬後ゾ I おを 見され 巧 生前 摘 名ず 詳ど稱 せら 


一氏は 有罪の 寬吿を 受け 遂に 革 職 せらを 事 じ 委せん どす る者赏 深く 鑑る處 し 幾國內 じは 親り が 想 W 巧 溢 だるら 一 立方 じ お 賞すべし ど’？ な喬を あせろ ー エラ クグッ す 翻領を 密附 をみ ホ テ 聲れし 靖症も 腺 别の热 架 巧 癒なる 雜證 


巧 りみ巧がごぉぉを舅卜'這；^马ぉ セ ご-|さ一! 
れ ねる 後 儀表した る吿 白が じがて 頻 な ' 


レて 巧な らん や 


のみる を おるな じ 之を 巧 用 レて 巧 間 i 化な-言は 發を >と川 阳に化 > つじぶ 巧' 心 i 巧し .が， 巧を が お，.- つ； め.' 女し を 狩れり ど 云 ふ 
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木 博 巧縣油 盛み サ巧縣 油： 

瓜 龜甲萬 將池全 巧 印縣細 

A ちゆ S ：： 鑛詰瓜 鮑 ( I 謂) 

乂 びん 講 SS 機 瓜な 咏り兀 
瓜 軸ず り 味 增錢詰 


..が 右の 外 U 本 食 独： お 小間物 お 服な 物 U 用を 器 
畑 •說本 雜お媒 がわな 荷着敕 が 閒御 用命の 朽率缴 じ お 
^ 恥が な 円 錄御入 要の 御 ホへは 御中 越み 第 御 送 巧 中上极 I 

B ニュ 131 クホ パ 1 クロ — 一九二 ' 
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Foreign Freight Contractors and 
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and 

852 Railway Exchange 
CHICAGO, ILL. 
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Nippon Yusen Kaisha 
Sailing weakly む 91 B Tacoma to 
ports in China, J apan and Phillipiiie 
Islands in connection with Chicago, 
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十 年 二 正大 


の产 . ；-1 
巧* 巧 WV • 

よ诚ち r う 


ィ み , .. 



野::"" 吗 


號 九十 百鑽 （日 お: t ) 




◎萬醬 独 ◎福 神漬 ◎梅 酷 潰 チョ ー り’ ネ 
◎乾 芋 柄 ◎乾 鳥貝 ◎錢 
◎新 澤庵錐 詰 ◎せんまい ◎乾を ぶ 
◎をを 潰 ◎極上 白が 增 ◎別製 ホか增 
◎かまぼこ. ◎巧 干 大根 ◎するめ 
◎い b こ ◎萬 上がりん ◎白酒 


電話 プラザ 
五と か 九 




巧 桐 兄弟 廟會 I 


基督 敎 修道 會 

.裔宿 (舍西 巧 ホ S 了 目 百 〇 二番) 
日曜日 集會 午后 八 時 敎會內 じて 
.聖書 研究 當日曜 午后 一二 時 (修道 會) 
斬禱會 木曜 午后 八 時 (館 じて} 
讀書會 驚 二 第 四 金眶午 お八 時 
牧師 大掘 篤 

電話 八 一 化 ー ニモ-- ニン ダサ イド 

怒饒督 寄宿 餘藍督 S 篤 

西な 化 四 T 目 五一 八 電話 一宝 ハ 五 

モ#— ニン グ サイド 


新 育な 二十 二 一 了 目 西ち 一二 十 化を 

會 ^ 御料 狸 ^!^ 

電話 モ ー .ニン ダず イド お】 W 四 








ろ 巧 ター .r さ马 -73 : •'二- J 、. 寺-.-' 3 


ッ. 巧 巧 r ;' ぶを....-' 
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•桑 博 問題 協議 

1 槪を 商業 會議 所は を 港 大博賛 巧 閔趣一 

じ 就き 協畿を 始めた るが 席上 ホ國 を； 

十み じ 調 礎して 歸 りたる 添旧博 ± 神 

谷兩 巧め 報吿 あな 添 旧 傳± は 自ホ間 I 

の 事件は 願 係 極めて 大 なる 所 巧を 說 
き啓發 運動の 必要なる 事 VJ 是じ 依て 
H ホ融 おの 見这 るら 巧 お 間 胞も大 じ 
I 奪發 しおれら VJ 言 ひ 最後 じ 榮港大 博 I 

じは 必ず 贊 .岡す るの 要 あら ど 論 せら 


参 神な 巧の 墨國 

論 . 

I 神を 忠雄 巧は H ホ 間の 移民 制限 じ關： 

I する 紳立的 偽 約なる をの：：！ 本に 大不 I 

利益なる を 論じ 日米を 渉の 巧 晚失肢 I 

に 終るべき を 言 ひ 巧 义墨國 の 現が 皮 

^將 ホを 論じて 目 本國 民は 化 ホ 面に 向： 

j つて 大じ 着目せ ざる 可らず ど 結論ず 


> 中 野 巧の 怠 見 東京が 業會雜 所を 1 

I 中 野武營 巧は H ホ 間の 問題は 眼前の 

I 解み のみ じて は 可なら や 永久 的 根本 

巧に 解み する の 運動を 要す VJ 論 せら 


I « 目 米 新 條約說 

IA 披本的 解み の 意向 H ホが 條約說 

一じ關 しては 巧 外を 當お 者は 口を 減し 

一て 巧 事ら 語ら 中 然も 我 政府 じがて は 

I を 巧より 加卿排 H 間 遊' 5 善後策 •こし 


ゐ るを 0 て ホ 國當局 じがても 自然 I 

巧を 涉じ應 じ 得る 事 VJ なる ベ 
▲正式 交渉 開始 か 左れば 巧な 舟 じ 

がて あ < 米國じ おし 正 まじ 本 問題の 

一を 渉を 開始す る じ まるべき は 之を 推 

祭す る じ 難から ざるな り而 して ホ簡 j 

あ府じ 於て は 充を我 政府の 立 壌を も 

下 解し 間 題の 解决じ 就て 適當の ホを 

ぁら じす 成 協力して 解か じ努 むべ 
序を. 屢聲 明せ る 由 なれに 努めて 我を j 

が じ應 ずる 拳 VJ なる V きも あして 上 

おが 么じ柯 意を 與 ふるやは おじ 疑問 j 

;;?6現なじがけるホ國上院はなが黨 

たる 民 ホ 黨證員 多數を 占め 居れる 
おち 黨從來 の' 立 旗 ょらを へば 本 問題 

の 如きは 蔡ろ反 對の立 媛 じ 巧る を 0 

て假か 新條約 締結 じ掛 して 米國 政が 
が閒意 するどす る もを 府反 お 黨 たる 
おか 黨は 元より おホ黨 のかき. あし 
て 么じ间 恵す る や 巧 や 要するに 本盟 

題の 前を はま だが 易 じ 樂觀を 託さ r 
る もの あな 尙囊じ 我 政府よ b 提起せ 


巧 答な しど 云 ふ 


•陸 単 ご 刺 聞 話者 本 巧 巧は るべき 

陸张秋 朔乂斌 ぉど 新聞記者 じ 離し 夕 

古 崖み 面に お 狼 中なる 段み 川 參課潑 

おの 談話と してな 國最 お着 新聞の 報 

や る 所をお る じ 曰 < 、 今度の 大溃巧 

には 新聞 記を 諸 巧を 大じ 歡迎 ずる 尝 i 

て 單じ外 器 S & 背 的 - H 地 法案 I でめる 鬼 角 蒙 《方は 之れ まで 新聞 

I じ對 する 養 S S 馨 Q 方 蒙に 良 A かれ 声？ 蹈 るから 之 か 

みて 充を G らこ爲 すじ ホ や 今 岡' の 間 一ら 後は‘‘' お諸ぜ を微迎 し. て 大じ融 が 

盛を 磯 •こして 別に 根本的 じぶ 解み を I の途を 講じなければ ならぬ が 軍め ホ 

圖る息 巧 ありし は 再 S 化 報の 如し 而 はおが がが 外 じ おて 外闊 A どを 父の I 

I して 根本 舅 掌」 して 先づ 一、 變衝 じ？ た 者-か ぞいから 露囊董 •南を 雲壽 外務 襄 年度 豫 I 

^灌の 獲得 二、 條約こ 化ら てホ藝 じを じ 常り がない が陸带 じは 武骨者が 揃 I 算槪 算は旣 じ大藏 省へ 迴附濟 み ごな 

i ける が 人の ± 地所な 權を 認めし^ る 一つて がるから 新聞記者の 待遇が 下手- 

^ 事の ニ ホを あるか 歸化權 を 獲得す るで ある 大溃 巧を 機 會じ大 じ 記者 諸君 

じは 國 家め 面目 上米 國 をして 其國巧 j を歡迎 して 陸軍の 評判を お 商さねば 

法を な 正せし かざる ベから ざるら 這 I ならね 云々 - 


じ 限を する の 案は 多み 立 消へ yi なる 


♦娃 をの 葬儀 陸軍 大お從 一位 大劇 

一位を 爵お 太郎の 葬儀は 去月 十九 日 午： 

前 八 時 芝 增と寺 じがて 淨尘 おの 儀式， 

を 0 て 執 巧され 院殿大 居 ±號 を 贈. 

れ ねら 墓所は 化 田 ヶハか 松 蔭 神社 裏な 

尙 をは 生前の 飄巧 じょり 從 一位 じ 

叙せられ 菊花 頸 飾 章を 賜は もたら VJ 

♦深 野 前 叙事 等 拘引 さる 名を 崖 遊 I 

j 廓の 移轉 問題は をじ大 疑獄を 藤す 
至ら 遊廓 移轉 運動 じ關聯 せる 不正 事 I 

俾の 曝露を 見る じ 至ら 深 野 就を 知縣 j 

知事 安藤 化 議± 加 藤 前 市長み 田 商 装 

會議 W 長波 邊 前が 業 會議所 度 兼が 巧 

會 議長 及 前 巧 會鑛員 等 悉く 巧 引され 

盛 獄に収 藍され たるを なて を 飄係者 

等戰 々掏々 大狼 おを 始めたら 


参を 賀巧 奉が VJ 巧を S ケ をのん 獄； 

を宜吿 された る 古 巧 巧は 化魏 判じ 服 


し 璧阿抗 s ? ては まだ 何等 す 5 管す」 て おも じ お 裹訴じ 


割し 接訴 する 貴を 吿げ 巧手 緩を 終へ 

たるが 保釀を 提供の 假お 獄な詐 され 

す ィ」、 尙事か 裁判 中 辯 謹 人 高木 益 太 I 

挪 巧は 「本件な 訴の 動機は 巧を が 外 I 

巧嚴巧 時化 じて 彼を を赞 巧は 巧を を j 

磐の 溃說 を爲 した々 おなれ ば 機 遊す 

ベから やどなし 川上 發視 撼監じ 命じ 

{女 樂を 質の 兩 巧を 錯 玉に 擧 げん VJ b 

たる お歷然 たら」 ご陳 ベた る もじて 

靡變 術数 計ら 知ら 難き 政 ホの 濃 面 じ 

は斯の 如き 事 實の化 化したら しや も 

知れ 中と 思は る 


I は 上下 兩院 の决 定を诗 たざる ベから 

夕 るを なて 事 頗る お 易なら 中、 旗 約 


♦賓藥 を 規則な 正み お 省より 本議 I 

會に 提出すべき 資藥 法規 則改 立案は 


可 省に ては 巧 巧 初 巧 迄 じを 省よ ウ 

を部提 おさる ミを 俟 つて 杳ぶ せらる 

當な るが 外務省 豫算に 就て 聞 く じ 


生じ 給 輿す る經 費は 米 國と十 圓歐州 
六十 圓 南洋 四十 五圓 支那 一二 十圓 等の 
割を なら ど 云 ふ 


•伯 国 移民 甫阿着 八 巧 サ八 H 神 巧 
出 化の 帝國化 じて 渡米の 途じ 就きた 
るぉ國 n 1 ヒ ！を民千とな五名は本 
月 一日 午後 二 時 無事 アフリカ 英領 ナ 
タグ じ 到着せ る 由 じて 船中 六 名の 產 
i 兒 をら 乘客 何れも 一 冗氣膝 盛な-^ ど 


中 上 川 氏獎學 資金な 中 上 川彥み 
郞 巧の 生前 其の 知遇を をけ たる 人々 
の 間 じは 同 巧じ對 する 追慕の 情を 表 
する 爲め何 か 記を 物を 遺さん V いの筹 
ぁらし も化閒 普通の 記を 碑 像の 建造 I 

の 如きは 固ょ b 巧の 意 じ 非らざる 
し 巧は 故 福澤先 坐の 俞躁 どして 先净 

のを 撫薰 育の 下 じ 人 ごなら 慶應義 塞 

の 先輩 どして 仰がれた る 人 なれば 其 

記を どして 獎學 資金を 廳 集し 之を 慶 

應 義塾 じ委 巧し 後進 獎擲 の資じ 供す 

」 を 故人の 志 じ 適 ふ VJ 共 じ 又な 人 

のな 先生 じ對 ずる 志 じ 副 ふ 巧な な 
べし どて 去 巧と： 3 は をら 氏の 十一 一一 罔 

忌 じ相當 する をな て當日 其 計 畫を發 

まし 同 戚署の 賛成を ホめ 朝吹英 二を 

夕野承 五郎 お 田 盤 治 武藤山 治 巧 等よ 

夫れ-^ 相談 じ 及びし 绪 なら 



KB 齡 
i .文 


ii ■診察 瞒 聞 


旨 午前 化 時 至 同 十二時 
TS W 自 午后 六 時 至 同 八 時 
C か 2 但 日曜日 ご g 約ノ 患者 こ 限 

T H d ド > 

じけ T い》 

DSS トグ 


高見 豊彥 


ま 幹 山 旧 鈍 牛 


J ドン チキ 


♦趨白 飛 巧 後援を 武 お浩坡 巧の 化 

米中 其 後援でして 成立せ しス メグず 

飛巧會 触は 巧の 悲 化なる 最期 じょら 

てみ 回 組織を 變 じたら 邸ち 武お 巧の 

怠 志を 繼 ホして 其 目的を 遂巧 せんが 

爲 めが 米巧胞 飛行家め な 進 者を 援肋 

— ^巧國 飛行が じ 貢献 せん 5 を 期し ス 

メ片ザ 飛行 會祖 じ屬 する 株ち は擧つ 

て權 利を 放棄し 巧 じぶ 人数 名を も 加 j 

へ舊株 ホの 出資 ご 武石巧 遺族 よらの 

_ 常 附及お 志の 诲峭 おを なて 基本 金 ど 

しが 名 もな 鸠 飛れ 後援 會ど改 稱し本 I 


新開 業 

〇 鍋 類ず き燒 
〇 ぅば しる 粉 
〇 た >%L 

正午 十 こ 時より 
夜 十二 曝まで 


雜誌 

ホ國 唯一、 元祖、 金看板の 邦字 
馈稽雜 誌な ゎ、 讀み 度き なは 
拾 仙 おして 腹の 巧を 破れ 

シ ャトグ 、ドン チキ 社發巧 

新 育 取み 巧 

が靑 新報 社內 を 狸 


A 

打 

0 


が 育を 五十 九 了 目 
. 一一 音 二 十八番 
電 •詔 

プラザ 五八 〇 六 
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■ホ 拭、 ず 拭 地、 テ！ ブグ掛 等 
數 をな 儀乂元 

目 本 だ 商 會一 

2 PP 0 N I ) 巧 Y coops 00 
ご！^1 35 ad \ vav , N ". Y ’ 


本年度ょ なは 多少 蕾额 され ある 由な 部を 南 加州 ス^ グザじ 搔け每 其 事業 

'‘ 左の 如し 


の纔 おは ロハ 上院 S をの 二な 上の 岡 意 園 庫 化 入の 關係及 印 巧 稅等じ 願し 巧 


を 得れば 可なる をな て 歸化權 の 獲得 j 

一に 比すれば 稍々 をみ なら 故に 我® 

たては 先づ化 方法 じ 巧つ てを 力を 蕾 

ずべき 意向 ありし な. 口 然も 當 時ホ國 

たがて は 偶對墨 問題を 始め 關秘闕 題 j 

一 幣制 間 狸 等の 重要なる 間 題 もら 爲め 

じ ホ 國當局 者も搪 んど么 じに おされ 

おた るを なて 今 H 迄實 際の 巧 涉じ乂 

.能は ざり し 氣ホゐ る も々 や 乂國議 

貪 も 漸く 阴會 じを づき ホ 6 幣制 間 題 I 

のを 着 じは 尙夕少 の 時 H を 要すべき 

も關槐 問題は 將 じかを を 見ん どしつ 


務 省ょ ら大藏 おじを 渉 中め 巧 最近 じ 

を b 乂藏 省の 要 學：を おれ 修正す る 事 

どなした るが 其內 をは ホ 略 左り' 如く^ 

かを しあく 中央 衞を會 じ諮禪 せらる 

べし VJ いふ 

i .、 I 貫 藥廣吿 じ 對し谢 限を 加 ふ 事 I 

二、 海外 輸出^ 買 藥じ關 しては 本邦 

の おを に 化らず 輸出 先の 親を じ 

化る 事. 

一二、 劇藥 配を 貴を 擴大 ずる 事 

四、 賣藥請 賣鑑化 制度を 腐 化の 事 I 

I 等 じして 賣藥の 製造 確を 藥劑 邸の み 


尤も 本年度は 本省 総額 納 I 二な 四十， 

巧圓な 6 しが 巧 政 整理の おお 納 j 御： 

减 額され たる もの ょら 約 五み 位增額 

計上され あ b 、 夫は 南 ホ伯樹 西が 國 

サン パク 曰 州 じめ ける 邦人 (現な と 

モ 人) 本 年末迄 じ 渡航ず べき 四千 人 

をを せて 約 一で 一千 餘 のぞ 數じ 上る 

べきを 0 て 同 州 じ 領事館 創建の お 要 

あ b お ほ 其 他 じご ーヶ所の 新設 領事 

舘隻 用ピ本 造み じ 於け る 僅少なる 费 j 

额の斯要ホな-=>'.こ 


♦海外 實樂練 お 生の 派遣 農 商務省 

じ 於け る 海外 實樂 練習生は 應寡者 四 

十餘 名の 內經叟 の 都を 上 漸< 六 八 名 

を 採用す るに 過ぎざる が是 まで 練習 


一 每年 一巧 武お 氏の 飛巧當 目を 一 

0 て 記念 追悼 會を 故人 じ 因 ある 

、 巧'^ /\ 

二な ホ祠胞 飛行家 じして 本 曾の 

お鹽 ど 認めた るを じ對し 資金を I 

贷 典し おくは 給 輿す 

S 隨時飛 巧 機に 閥す る會 報を 發 1 

行 斯界の 進 ホを 內外 じ紹 かす 


參ま那 の 無線電信 ま那 ながは 化を 

張 家口廣 巧、 スワ トウ、 漢口 、上海 

I 等 じ 無線電信を 裝嚴 しを 線 電信 障碍 j 

の 煤を じ備 ふる J どし 其設澄 方を テ 

レ フンケ ン會 社じ縣 約した る 由完お 

の 上は 我國の 長崎臺 灣及大 連の 無線！ 

電信 巧 ど 連絡を 爲すじ 至るべし 




謹 を 

今般 東京 審美 蕾 お 岀版じ 係る 眞色寫 

眞版 (壽帖 、卷 物、 掛 物、 一が 書 等). 

多教 着荷 仕 候、 な 上は 悉く 社寺 佛閣 
あ寶 物、 富豪 籍紳 の秘藏 おを まごせ 
る H 本を 巧の 稀 有 傑作 品 じて 数年 前 
巧歐 ホの 美術界に 大 好評を 惜した る 
の、' 今回 初めて 當國じ 於て 訪賣致 
が間不 巧夕少 御用 命 奉 願 上候尙 取' 巧 
吸 J 貫 御 希望の 方は 御 相談 被 下 度相當 
巧 口 錢ま拂 可 中 候 
宮內省 株式 會社 
文部省 御用 審美 菁院 
內務省 

東京 美術 學校 - 
ホ國驗 一手 販賈 特約店 

關 根商會 

"『he I •穿 ki 養 00. 5 尝巧 dway N . Y . C . 


馴化 

おし 


左記 六隻 じて シャト ご 

香谣 間を 航海し 隔週 火 
曜日 午前 十時シ ャトグ 
を 出帆す 
▲運. 賃 

シャト グ橫濱 神 お 間 
一等 な 十 弗. 
二等と 十-五 巧 
每〇 ‘ 1 シャト グ巧司 間' 

产 C 如 一等な 十五 巧 

Err ; が こ 等 人卡弗 

^ S おご 一 S 十二 一 窒十仙 

’瓜 但し ニユ， ョ •-ク は 

化 H 蹤 ょら 五日 前 じ 

C . が^ 额ぉ霖 么度候 
、 了 丹波义 十月と- 
阿波 化 十月：？ 3 1 日 

佐渡义 十一月 四日 

橫濱化 十一月 十八 日 

因幡 化 十二 巧 二 H 

靜岡化 十二 巧 十六 日 

縣船會 社 

シャト グ巧張 所 

が鮮 取次 紐 育 渐報社 
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本社の オリ ニン タグ レビ ー は 東洋 

じ 願す る 專巧雜 誌*、 して 廣く 
歐ホ 人じ讀 まれつ、 ぁ b 
一部 廿五化 ー ヶ年購 讀を二 弗 
本社は 東洋を 歐ホじ 紹介し、 歐ホ 
を 東げ じ紹 かす 

本社は 米國 、メキシコ、 日本、 そ 

那、 巧 度、. シ个ム 、ヒ リッピ 

ンの 事情 及び 商、 エ 、金飄 、貿一 

あじ 就き 特別の 調査 じ應ず 
東洋 評論 祖 

一心 Is 0 巧 I 因 NTTA , ド！ IE <. I 巧ち 
爸穿 Issac Street sew York Ci す 
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御 下宿 

東 六十 了 目 二 巧 立 番地 

倉 巧 平 次 

電話 ホ 八 0 五 プラザ 



一巧 諸君の 御 便を を 謀 b 左記の 處じ 
營業化 愼間御 引 立の 柄 奉を 上慑 

中原 修吉譜 白 

Ja - l ) all 田 me 15 C 占 d 吉扣， な 011 もこ 
80 W ミ 乙 S 至. ささを yn 
Phone ■ 37 ご 7 ぎを 


^ 鴨 ホ 义 ^ 
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元 山 崎 下宿 

客 iy S 2 结 8 
43 養 量 PL 活二賽 2 夏か洁 

基 ご 薑这羣 


■ 曰 本雜貨 3ろ賣 || 

□□□□□□□□□□□□□ 

邮茂木 桃 ザ 組. 叫 

□□□□□己 □□□□□□己 

20 gi mo 3 き oi & C ? 

•25 Bar 巴 写隻 M N . バ • CJity 
「feiephone r > ゴな巧 ミ已 4 


ボストン 巧 代理店 
な 0 Dovo 養 hire street Bost 召， が I 養 拍. 

W . V . Rushbrook . -Agent 


西が 高等 旅館 . 

武巧 一八 四：； イス トリ ー ト 

.電話 二 0 化 お メイン 

184 田 igh 望'. た 30 さ' 己. ター.. 


匯 作口乂 事務所 

蕩議 SE 麗 I 

.電謡 ーニ〇 八 九 ブライアント 
沒 6 6th. Avu. Sr 4 ぎ N.Y.C. 
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i •天長節 視會一 東 

飯 島 緩 領事 官邸 視贊 ままち 册一 
月 午前 化 時半より 十一 時 迄の 間 西 八 
十六 T 目 二番 化の 官邸 じ 於て 祝繫式 
を擧 行し 化留 を 夕數 の參會 ぁらたら 
ホ テグ ァ スタ ー の視會 飯 島擦領 I 

事 ホ 催の 大 祝宴 會は乂 日 午後 八 時半 

よ- 〇ン セブン ョン 始ま- 〇 同 九 時祝蹇 

じ 移る 箸 じて 內 外人 多數 の參會 ぁる 

^ 巧 < 直つ 家 永、 姉 晚兩博 ± が 知名 ホ 

I 人の 演說 ぁる 篱 なれば をめ し 盛禽な 

るべ し ， 

A 基督 敎徒聯 を 視賀會 本 H 午後 八 

I 時よ ^ 修道 會絕 じがて 美な 敎會 、三 

ユ ー ョ！ ク ミッション、 修道 會の聯 
一一を 天を 節 視贊會 を 催ず 儀なら 
▲を 旅 衛の祝 贊會朝 H、 おが、 東洋 

棋樂 部、 都、 旨ぉ亭 、東 東 館、 が 他のを 

旅館 じめ ては 商を 員、 化 お 者 等の 祝 

，甚繼 さる^も な b 

iah 本供樂 部の 祝貴會 は】 昨册 H 

唐 峯博古 司會の 下に 開催され 岡 博 ± 

の 開 會の辭 、飯 島 黑領爭 の演說 了つ 

て 後 食 員 一树の 君が代を 唱ゐら 巧 じ 

々上 天皇陛下の 萬歲じ S 增 して 第】 

一 まを 了れ り、 ホれ より 輿 興じ 移ら 橋 

瓜 巧の 謠 曲、 某氏の 尺八、 某 米 人ず 

口 W がめ 巧を なる を 婚等 描を の - K 咕 巧 1 

をが せら、. 參會 者は だ餘名 じて 非常 

を盛會 なりき 

''♦旅 舘並稱 巧が 横 潜 館は 蔡 東洋 舘 

一を 譲 b 巧け 諸举 ななの 上 大姻强 じて 

顧客の 懐 强を藏 る もな も 

y ちぶ 旅 舘の牌 莱ま旧 お 章 巧は 今 

II 巧ンキ シン トン 塑ハニ 四に あ 旅 痛を 

一 開業が み 一切 新調 大游敬 じて 千を で 

二 巧を 巧つ ごの 事- 

_ 大洋 服 巧 第ー ニ 巧瞒吿 じぁる エフ 

I ーピ ー、 ォ ー 洋服： おは 確實 をな て か 巧 

I に 嗚る义 巧む るが 殊に 化ぶ 方の 巧げ 

i じして H 本人の 體 格の 適を ずる おは 

一| 本社 員の 實驗 せし 巧 G ら 

: •が 年 宵 おが 設の議 お 十 巧廿と U 


は 跡 方 もな き 風說じ 過ぎず どは 氏よ 

り 盧をじ 聞きし 巧な り 


數 回の 講演を 爲す當 な- 


'ご 


♦田 中 移民 課長 巧らん 外 あ 省 通商 

扇 移民 課長 田 中 都 ま 氏は 今回 歐ホぉ 

張を 命せられ たるが 重なる 化 命は 南 

ホ 視察 じなる もの ミ かし ど 

紳崎博 ± の 講話 ホ廿 五日 日本 俱 

築 部員の 請 じよ b 日本の 思想 巧に 關 

する 一場の 講話を 試みたり 

高 峯博止 西遊 朔 日本 月と 日當地 

一 出を 西部 地方へ 旅 巧の 答なる が隨員 


♦を 渚ポ ー トラを の 盛 况ブグ ボァ 

I の大や 洋發見 四な 年の 祝典た るボ ー 

トラを はま 巧 廿二 H よら 五 H 間 施 巧 

され 巧 內は加 卿が 地 よらの 群集 じよ 

て 非常 わ雜 機を 極めを 巧の 裝 鞠と 
親々 なる 愼 しじて 非常の 盛 觀を呈 し 

だる もなる が 中 じ も巧留 邦人の 一手 

じなりし ユニォンを 園の き 殿 並 じ 日 

I 本人 街の 装飾は 意匠 萬 端 美事の 出 ホ I 

ばへ じて 巧 おの 大喝 巧を 博し 當 日の I は高峯 事務所 員 旧 口 巧 田の 兩 巧な b 

1 み皇及 巧を を 其 他よ bT 重なる 謝辭 
I を 受け 諸 新聞 解は 筆を 揃へ て 贊墳稱 1 


かざらし ど、 を 電報 じ 對し新 育 ィブ 
ングボ スト 紙は 曰く、 此 日本人の 
I 类 擧じ對 して 數 萬の 觀 客は 特別なる 
1 感謝の 意を 表明したら、 而 して々 か 

のを 典が 化に 何等の 劾 果なから しど 

j すを も少 くど も H 本人が ホ國の 美が 

，を じ 憤が ある 貢献を 爲し 得る 事を 證 

明して 餘 あるの みならず、 加 卿 人 さ 

へも尙 且つ 化 寇義を 誌 得した る じ 非 

す やを々 ' 


參 藤本を 太 郎巧政 巧の 軟ホ 留學ホ 

ごしで 遇 去 二 年間 歐 州み 地に 硏览し 

つ ！ ぁ^し巧は化稻巧着 ニ ユ ジ ャ ジ 
州… 子 オラ 奥 代 氏を じがみ 漸時滯 
一せ の尝 

参滿鐵 理事 野々 がを 五郎 巧 は 本日 
歐 州へ 向け お發 


♦橫 澄の 黑巧掏 ペスト 發を 0 巧 益 

々墓 延の化 あるた め H 本 橋 河岸は 大一 

I 鬟戒 をな せ b 


H 本 化 質調杳 所々 長 ホ 上長 次挪氏 
^ で 去 サ化日 ホ 着 

標义 滞營業 部長 羽田 福ホ郞 氏は 
雷 版業視 をの， 巧め 過 出 巧 巧， ボブ グア 
スタ 1 じあら 


能事 ごして 居る 

のみならず 巧ぎ じ フレスノ 事 仲を 論 

I じて 曰く 

彼の フン スノ 問題の かきは 佛敎徒 I 

ど 醜類 どが 結託した もので あつて 
ク ブス チヤンを 謡 ひたので ある 加 
么佛敎 徒は 內地巧 儘の 娜敎 をを 殖 

して 廣大 なる 寺院を 建立し 大 びら 

じ 迷信を 皴 吹し 一方 じは 善男善女 

の 篤信を 利用して を圓を 捲き 上ぐ 
る 事 ばから 考 へて 居る 
I おじ 醜業婦 間 題 じ 直りて 曰く 

彼等は 閒胞 の お 巧を 慮る 識 をの 惹 
見を 巧け て 愚民を 惑は し 同胞の ち 

缺蹈 たる 不德 をを めず 特に B 本の 
國辱 どす る 醜業婦を も 看過し 其繁 
榮を 化て 國 威を 揚 ぐるの 一方 法 VJ 
必得両 を 相呼應 して 國體擁 議危除 |j 

思想 退治の 英 をの 下 じ ネリ スト 敎 
の 追 寒を やる 云々 

i 佛敎徙 の 周 園 じ 漂 ふを 彩 ど 思 おど が- 

な々 排日の おお どなる は事實 なれ ど 11 

佛敎 をが を 迷信 ど 喝破せ る じ 至つ て 


は 同藩の 後輩、 彼が み 化の 時化 じは 

I 敎 へて やつた 位の 紫 藤 君、 膝 付きを 

はしたら 君、 侯、 失敬の 間柄 だから 

水 野は 巧を キ ョト---^ -- i て 居 るんだ 

らう 位の 考 へで 別 じ 頓着せ ずに 居る 

W 醉香 大人 义 やつて 來て ▲ォィ 君 巧 

けんかね どやつた、 紫 藤を 人 ダット 
潑じ 降り ▲侯は 倭 丈の 職務を 守つて 
ので 大使が ホで うが 巧まい が 化 通 一 

で澤山 だ、 君は をの 巧き なやう じ 

'巧つ ねらす からう ど シッぺ 返しを を 

はした かで 流石の ホ 豪傑 ギャ フン ィ」 

をつ たげ な 


Ti i 4 TltT 4 TAT 4 T i t 4 Ti 
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す 正金を 巧貨巧 まが 政府は 天津な 

る 新嘗銀 巧ょり 一. 一巧 萬圓 の借欽 をな 

せり 义 まが 省は 儀 渡ぶ を 銀 巧ょ b 四 

一巧 巧圆 の借欽 をな せ 

•ホ 大使館 晝記官 東大 乂學 ホ國大 

化舘一等害記ちシ]、 ァーネグ巧は 

豫て y 本 國义學 の 研究 じ專必 しお た- 

るが この お 遂に 東大 文 巧大學 に义學 

願を 提出した b 閲巧 敎授脅 藩ぶ 山川 

總を はか 論 之を 許可す る じかし わる 
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は去サ 乂〇 帶府 よら ホ 


♦脚部 巧郞氏 新た じ 壌 起さ々 べき 

本 發聲活 働 為 眞會就 じ 入る ぶ どな 

奉 Hm ® すべし と 


り 




の 所正 巧生 ご し て 乂'學差 しま .口 な 

I げ通隙 あらたる を 0 て 文巧大 學はサ 

j と H 間 書記 宫じ おし 正 まじ 乂學 許す 

I 叢を 發 した 

_ 服 部 媛 雄 氏 ホ おせん 氏ん 歸 巧は 
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A 家 巧 的勞働 者の 給料は ーヶ月 一二 
十 あ 弗 0 上 お 十五 弗 迄で 薛 通は 四 五 I 

十 巧 2： か、 六十 弗な 上 どい ふ 口 か 稀 「お ソン」 「奇 眼」 兩 おの 投書は 凑督。 

て わるし 又夫妄 Q 赏裕を 持つ た 者 又み 攻擊 じて 心み 心實な b どす る 

は 深山ない、 H 露戰爭 前後 じは 國凰 もを 华 なる 判斷じ ホず ど 訟め揭 載せ 

I 巧餘 光. . i で S まは よか j にも ジヤバ 


ンニじ も ジャップ、 H 本人の クック 

が淸 へた 株理を H 本人の 給仕から を 

ベ さして もらわなくて は ホ 裁か 惡い 


I 词 精じ堪 へ！ 2 ぶが るる、 雅證は 後 j やうな 运の氣 風で U 本を 需用が 

適は しどして 化づ其 

主實 際のを 活狀 態を 見る ど 朝から 

曠 道家の 內じ 働いて 居て ホ婦を 初め 

: 下女に 至る 迄 何時も 女を 相手の 化 事 

ぞゐ るから 其 輔神止 及 あ體上 じあ ぼ 

i す 影響は 甚だ 駭だ しひ、. 試み じ 永が 

み巧勞 慟じ從 事して 居る H 本人の 要 

一語を 聞いて 見る ご 平生の 用語から サ 

厂ン ドが 殆んで 女の やうで 商人 や學 I 

をの 英語 どは 查く 別物で ある、 身體 

の 健康は だう かど 云 ふじ、 お 事す る 

巧 事が 独 臭い 臺所 や、 空氣の 流通の 

一惡い 家の 中で 拭 掃除を するめで 自然 

I み 出して H 光を がび、 新絳 なを 氣 を^ 

I 吸 ふ 機會が 少い爲 めじ 健康は 自然 良 

.い 方では ない、 巧 己 者 やお 氣で 餘國 

V ' る 者に 腑 病患を のぞい のは 檔 かじ 

家 巧的勞 働を ずる 結 架 だ ご 思 はれる 

; ▲人間 生れて チ ー バント どなる 勿れ 

とい ふ 古い 言葉が あるか 無い か 知ら 

1 ぬが 男 じと つて 下 巧 奉を はを く偷快 

一な 化 事では ない、 殊に 西 難な のは ホ 

j 人を なる ミセスの 御氣 嫌を が ひ 奉る. 

:事 でが 療 玉の 破裂し 易い 円本 人 じは； 


格外 じを く、 給料 も 五六 十 弗は ず氣 

で 取れた もので グリー ンホ ■ — ン でさ 

口 四十 弗は 御茶 0 すで あつた、 然る 

所 だ - 

其 後 H ホの 願 係 が少 々怪しくな 

ら 、目 本 乂勞働 者の 缺もか ホ チ 

ボ 評が ごなら かけて 0 來 戰役當 時の 

人氣 はみ 第-^ じ 下りが どなつ てぶ 

ホは 給料 もちくな つた、 先づ 四十 弗 I 

か， シ四 十五 弗、 五十 弗 0 上 ソノ ロは 確 

山ない やぅ じな つた、 を 古 盛衰は 化 

の留 ひど 諭め て 巧い 給料で も 辛抱す 

れ じょい のに まだ じ 戰役當 時の 人氣 I 

を 夢み て 年中 下宿屋 籠城の 强の 者、 

巧 庵常 搔 委員の 榮 巧を 辱 ふす るを 雑 

が 澤山ゐ るから 巧らない 

A をじ揭 げた 給料は 立派な お 室を 

もら ひ、 ぅまい S 度の 御 被を 頂い 

I 得る 所の 月末の 純化 入で、 小さな 雜 

貨小賣 商な での 純益ょりも 巧 上で 

本 なれば 郡を 様な 上の 捧給ど 云ふ譯 

じなる ので あるから 本人. の 也 得 次第 

じよつ ては 牺當の 貯菩も お 巧 义獨立 

の 人間 どなる 資本 も 出 ホる 尝 である j 


ず {籠 係 b ) A 化 四 歳 女 じみし まず 

こユ ーョ！ クの H 本人に 凡てな 巧 ホ 

正で ないから 姑谣 はがい VJ 仰つ やら 

まずげ れ で尖鹏 ながら 吾々 が 間の 巧 

じ不な 巧の， 者は おない、 新聞紙 上で 

な擊 をな さるなら 玉 巧 泥を の 御 筆法 

は 御を を裝 らたい (舆 面目 ホ) ▲が 

て 第五が じ 或 商 買を して 居た 僞巧曝 

どい ふ 巧は 贿 買を 始める 前から 破 ホ 

を 目的に て 開業し 訴所 力々 の 問 尾を 

惜 倒した 上 じ ゥス ォ ー ク をして 貯 

萬し どるを 數夕 から 化を で 八 巧 弗を 

をき 上げを < 詐僞 W 棟の 巧ら 方を し 

て 巧 外人 じ大を 銭を かけね、 此 寧は 

貴社 じ 於ても 充を御 承知で あるじ 何 

率 も 書か， ない のは 如何い ふ 露です、 

マサカ 鼻藥 では あるまい {憤慨 生) 

A か 四歲女 君、 餘 りな 尙な ミを 云つ 

て もらいます まいょ、 口で 許 b 立滤 

な^ を言 つ て も犬 n n .ホで は 滿足す 

まいが、 で 一 眞ッ平 御を なせ！ どシ 

リを卷 くる 譯ぢ やね一 が、 姉さん そ 

の 巧 幕は、、、 子 解ら やした か (巧 

肌) A ォィ-''— 新聞 屋の隊 を 九十 j 
〇 了 目の ゥス じ 巧い 稱がゐ るょ、 

近 H の內 拙を 即も ィダ 架 巧 ホ 直を 御 

社じ參 つてを 細 言上な 化る (ィ ガク； 

生) ▲本欄への 投書は 可成 衞お I 

じして 趣 ホ ある ものを 歡迎 す、 個人 


て 五 巧の 見本ぶ 流が おがを 化 給し 化 

正確 じ 寸法 お 方を 敎 へ、 U 々ぶ 弗 W 

上 十 弗の 化 入が 易なら、 常 化は 卸 巧 

化 弗から 化 八 弗を の 化 段に て W 處じ 

て も 比較 出 ホざる 高谋 化な 服を 贩質 

j す、 本 H 直 もに 御 か 越 もれ、 經驗も 
る ホ じは 特別 利益 ある 方法 あり. 
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靑年會 々館設 

立り 急 要 


I が 菩獎勵 法を 設 くべ しど 云 へら こ 

I 吾人は 大れ 等の 如き ホ 法を なて 磨を 


ホ 韋 業じ舊 らん ど 業務 じ 精额し 居れ 
るは 嬉しから き 




の 進 役を 害する ものごし 昨が 十二時 
一長 父の 宣言を 發 して 一二 巧 名の 國民黨 I 


要 ホに 關し武 巧の 新聞記者 じ 答 ふる 
巧は 頗る 朦廳 じして 其眞 想を 捕捉ず 
る じ 菊し ど雖も 示威運動 じ 類せ るを 

國 軍艦の 巧 勘 及び 隆軍 移動の 說 頻繁 I 

なる ょも 察すれば 今回の 要 ホは 前回 
の もの じ 比し 更に！ な强 破なら ど 見 
て 差 支へ なからん 

▲獨 がの ホ 國を策 非難 獨 逸の 新斯 I 

菊は な 派の 異同を 脚は ず 何れも 隹を 

へて ウイ グ ソン 氏の 對墨 方針を ホー 


な 下 選擧の 結み は 依然 どして を留に 

於け る 民 ま 黨の矮 をを 示す ものよ か 1 

如 < 、マサ チュ 七. ブ 、二' ュ！ デヤジ 

、 マブ 1 ランド諸如も亦ぉら 


增澤 ホを 

日本人 靑年爵 は 創設な ホ邑 じみ ヶを 

のま 霜を 樽み し、， 其 間 時 じ 會势の 浮 

沈 消長る らし ど雖も 今尙ほ 八十 有余 

I 名の 會 員を 有ず、 而て其 ホ 旨た る や 

日本人 靑年 相を して ス クィ！ トホ ー 

ムを 化ら 孤獨の 寂莫を 慰籍し 又を 自 I 

の 趣味を 向上し 延いては 日本人が 米 

卸 じがけ る 品位を 宿 めん ごする じを 

I りき、 不幸に して 今春 經濟 上の 都を 

じょ^ 一且其 會舘を 閉鎖す るの 己む 

なき じ 至らし が 今 义會縮 再設の 議起 

て 其 準備 己 じ 成らぬ 0 

曲 ホ 新 育 间胞間 じは 下宿 業ち 余ら 

に夕 く.. 3 て 止宿 者 至つて 少なき がた 

I め 是が經 營じ脚 難を 感じつ i ぁるを 

おの あを 铺ら か、」」‘ り 時に 擬ん .てを 

年會 がちび 止宿 巧を 會舘 內じ設 くる 

jvj るふは 極めて 議論ぶ がする 巧な 

一され で 吾人の 聞く 巧む 银れば 近時 ま 

那听 賭膊所 閉鎖せられ しな ホ、 日本 

人 下宿屋 じ赌赌 盛ん じ 流わん 殊に 帯 

一し きは 賭膊 おを 目的 どして 新 じ 下宿 

一屋を 開業す る 等の i め-^、 從 つて 趣 

一味の 下劣 じなりし 事實じ 驚く の 外な 

I く、 之れ がた め赌膊 等に 趣 ホを 巧せ 

夕る眞 面目の 靑 年は 夫れ 等で 宿 崖 じ 

止 資する じ 忍びぎ る もの 多き が 如し 

一 さはを へ....、 部屋 借 b 化 ひは 孤 獨め威 

じ湛 へず、 义 巧中廣 しど 雖も H 本-^ 

靑 年の 爲 めに 適當 なる た-宿所な 

一 55 て 己む を 得ず 彼等 靑年 が 如上の 下 
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♦水 野 巧に 就て 


淡棱ィ 

度 廣をじ 水巧總 領事の 奉が 出て 居た 

が、 ごら ずれば 話頭 じ 上る のは 間 巧 


である . 、 何 どいつて もみ ユ 1 ョ ミク 


へ 巧て 一番 深いげ 象を 內 外人に 輿へ 

巧： 夫人 後 じ 水巧總 領事 I 

であつ たらぅ、 今 だ じ ホ 人は 巧を チ 

ヤ I ミン グな乂 ' 泛 して 忘れない、 一 

I 体 氏は 一寸 人を 巧き 嫌 ひする 巧が あ 

る、 新報 記者な ども 嫌 はれた ホな の 

そ あらぅ、 併し 始め 嫌 ひな 人で も 後 j 

じ 巧き じなる と ムヤミ じ 巧き じなる 

I 様な 事が ぁる、 一一 一等 書記官 かが かで 

I 獨逸じ 居ね 時のを 使 夫人は 獨逸 皇帝 

を チヤ； ム . した VJ るふ 評 おの ある 巧 I 

名な 女傑で を つたわ 水 巧が 何だかを 

遜の 樣に見 ゎるので ホ <は靑 審 ホの 

癖 じを 意 装な デ シャバ リィ J あへ • ば 水 1 

野の ぶで も 八 ィカ ラな 键つ たが' ぶ 

空 K ふ 調子で 仲の 惡さ加 嫁 頻らた ぁ 

つたわ 某 中に 相 直 じ 知らを つて 見る 

ど モゥ 實じ意 氣の投 をした ょいぶ 達 

どなつ てし まつた、 々日で もを 使 ホ ' 

人の 手紙が 巧る ど 子供の やを に 嬉し 

がつて 梟 変の 峯子 夫人め 前で ホメち 

てる 巧 なぞな 可々 の 見 もを で . あ - を、 

i 巧が を 傑で かる か、 ない がは から 均 

か 昔から 豪傑の 資格の 1 W して 較わ 

られ てる 人を プヤ！ ム ずる 力は エラ 


イ をで ゐる〇 僕は 斷 つて 置 < が词氏 
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乂會ホ おか 下 じ 天を 節 視賀會 を蔽化 

茶 房 じがて 開懼 せ^、 出席 若廿 五名 

が 鄭巧巧 司會者 どして 開會の 辭を述 

ベ 最も 嚴肅 なる 第一 まを 了り たる 後 1 

晚餐じ 移 6 鞠々 餘興夕 を 隱藝等 出で 
み自 十二み の 歡を盡 して 散會 しわる 
は 午 巧 十一 時 頃なら き 
盛 巧 日本人 會畏を 藤 佐 重 郞巧並 夫 

人は 飯 島 総領事ち 催の 天長節 祝を じ 
出席の ためお 親 中なら しが ま 二日 歸 

巧 せら 

ホ 巧 雪 邦盡お 六と 年 前ょ ら當市 

ボ！ ド クォ； クじ蕾 室を 有せし 日本 

水 彩 書家 ホの 巧は 今回 豐 がの 美術家 I 

チンデ^ 氏の 需 じよら 不目當 地を 引 

拂ひ常 冬中滯 巧の 豫を じて 費府 じあ 

かる .. 由なら ( 巧 水を ) 
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の 如く ま 巧 册 1 H 夜 ホ ブグ户 スタ ー 

じがて 開催され、 出席者は 內 外紳卡 

叔女二 巧餘名 じて 外人 じ 重 じ： a 本と 

直接 朗 接の 願 巧 あらたる 人々 な b き 

キ後 九時ン セプシ 3 ン lib 盧 もじ 晚 

餐に 移らね るが をを 飯島攝 領事は 除 I 

ろじ 起 もて 關會 のがを 速べ 巧 じ H 本 


I な會 . 々長 ' リンゼ 1、 ラブ 七 グ抵因 本 


俱 食 長 i 博 ±兩 がの 發聲 じて 

天皇 階下が じホ圃 大統領の 萬 歲をミ 

唔し 、を 了ら て後ゼ コブ、 シフ マツ 


々ネ ー、 メ！ ビ ー 博 ± 、家み 博 ± 諸 


巧の H 米國 を、 菜 西雨洋 文明の 融和 

じ 願す る 趣味 深き お 說等ゐ り、 非常 

み' 盛會 じて 一同 散會 したる は 十二時 

半なら き、 因 じ 飯島療 領事 夫人 か 着 

I 蘭！ S ? 公 だめ 當 夜の ホステス ば 高を 

巧モホ 人と に 代れら 


參共 濟會の 役員 會ホ五 曰 夜 一宮 宜 

; 計 自を にがて 開會 .、通常 報吿 、墓地 

ぶ 金、 . 幹睾塘 俸、 會ュ 吿 等の 諸 化 

じ 就き 媒議 した 尙當が 出席した 

る 綴 領事 飯 嵩 氏 黄 他の 營貝 諸を 十一 I 

ぶは 目下 某々 有力者 間 じて 計畫 中な 

る'^ 日本人 會 創立に 闕し 意見を を 

端す る 巧ゐ りしが 結局 一間 賛成す. ベ 

し ‘ ぶの 常を 波 せら (尤も 化が が共濟 

會 .役員 會さ材 等のを 渉な きをは 明か 

な も ごず) 尙目 本人 會 創立は 特稱の 

事情の 下に 至急 創立の 必要 じを られ 

おる を なれば 具 ホ 的 成案' どして 世人 

の 郁 じ提 おせらる { の 日は 遠き じ 非； 

ざるべし 


• 高 峯似 ± お發 延期と 目 お 發の尝 1 

ならしが 都を じょり 巧る 十 巧じ延 が I 

せな 


♦ 大 橋秀 S 郞 巧の 選擧權 獲得 運動 
句 氏は 豫 てを 童 中な ^ し 日本人 選查 

獲得 運動 本部の 組織 じ 願し 巧 十一 日 
午後 八 時半 西 育 化 街 ニニ 九なる 自を 
じがて 發起人 會を關 くべ く 諸方 面に 
擲誘狀 をを したる が 目下 日 ホ 両國間 j 

の關係 昔： n のか < ならず 殊に 兩國の 
懸案 未だ 解决じ 至らざる < 1 •日 斯の如 
き 運動は 恐らく 徒勞に 麓すべし ど 云 
ふ 若 あり 


ずる 善な b ぶ二 H 發の 東京を 信じ 是 I 

へたら. 


•を 田 梅ず 女 あま 册 一 日 桑 潘ぉ祀 

を洋 化 じて 餘觀 のを じ 就ける が 同々 

1 をが ユキザ ミナ ー 紙 記者の 賓网 じ. 答 

へたる 一節 じ 曰く、 進 ホ あ播を 持つ 
て 居る 女學ま 等は 米国 遊學を 非常 じ j 

ホ 望して 居ます から 若し 巧る こした 
ち 化が 州た 學じも 大勢 入 學ず么 やう 

じなる でし やう 併しが 州では H 本の 
女擧 生なん か 巧て 欲し < はない ので 
しやう 


♦ 末廣 博 ± の 談末廣 博 ±は 目下 シ 
ャト グ滯巧 中なる が 同 階 ± は 到る 所 j 
じ 於て 加州 ± 地 法の 野蠻 極まる がな I 

を 講演し おじ 墨國 問題 じ も 論及し つ 
-- ゐり卵 もぶ じ紹 かする は 「墨 致 ど 
H 本」 公 題す る 同 博 ± 所論の 一 ' 端な 

り、 若し H 本 政府 じして 嗔釀腰 どな 

らば メキシコへ 多 < の 移民を おし 得 I 

べきら 甚 しく 乂化 府へ歲 兼せ る 傾き 

をり 余の 知れる を 藤 某の かきは 農荫 

お 省 技師 迄 勤め シック リ しねる 人物 

じして 目下 墨國内 じで 堅實じ 漁業 じ 
從事 せる じ 拘らず 彼の 要求 じ應 じて 
官憲が 旅券を 下す 人員は ーヶ年 一二 四 

あじ 限ぎ ず 斯くて 充 をが 望なる 事業 
じあ b 付きながら 人手 無き ため 活動 
し 能は ざる もの； かし 勿論 墨 國はホ 
國 ど 異な b 給料 もを くして ± 人 のか I 

きは fl 1 十を ハ 伽 乃 ま 六十 他を 得る じ 

過ぎざる お樣 なれば 时晦の 突然 夕數 

乂ら をむ もを しき 事な かるべし 左れ 

I で 巧 政府の 米國じ おする 遠慮な 餘ら I 

じ 基し をを がて 巧々 は 事愤を 逃べ て 

巧 あを 求め 相 當じ邦 A の 移 化を 許る 

所な C んば ゐらず 云々 
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覆磬 が 位を々 觀淸福 之 段秦寶 帳、 却 

說弊舘 儀は 今回 臨時 株 ま 総 會の姑 お 

ごして 前 巧 ' 霞 お 雲、 

I . 治 巧 Li 賓 渡す？ ぶら、 巧 王 

巧廿抒 よ 


尉を 名義の 下じ從 颠め營 1 

I 業を 繼績 致され 候 闆倍舊 の御吼 立を 

蒙ら 度 化て 秦 ホ 上暢 


フロリダの 拂 H じ 就て 小 數の祠 

胞が 加州ょり フ曰ブ ダ じ 移 化か 計畫 

を爲し 居る VJ て 藤 時 州會を 開く ごか 

排日 法を 制を する W か騷ぎ 出し 耐谢 

の 諸 新聞 も ホ雷间 して 時世 間の 增 I 
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一考を 煩は したい ものが ゐ る' 

▲第一 彼等 じは 彼等の 勞 働じ酬 ゆべ 

き慰籍 どい ふ もの か 更にない、 靑年 

時化に 無 < て 叫 おね 其 慰 籍を缺 ひて 

る 上 じ 彼等を 監曹 して お® 目な 生活 

じ導く巧の親ぉぉ親戚がぶぃ、 而'か 

も 其 慰籍が 精神的に も协 質的に も狹 

けで 盾る ので ゐ るから 鞭 導のを 活狀 

態は が ほひな 縱自 あ、 餅' へたる 虎を j 

羊め 難じ改 つど 间 じから ざ' る. を 得な 

すピ ' 

j A がみへ だ ミセスから 御 無埋御 ホめ： 

j 御み 言を 頂 載して ジ -1 .ッ トあ猜 でを 

1 鶏を じし 終 円の 働きを 化 舞つ てが め 

j て もの 憂さ 晴 しに ま おじ 妝 掛ける ご 

i する、 活動 寫眞 なら 兎 じ-巧で みるが 

ー ドラマ じしろ ブオデ ビグ じし' んア 'I 


じは ない 旨を も 永ぐ 辛抱して お蓄し 

I やう ど 樂んで 居る ど、 前記の やうな 

I 事 精で 解雇され 更に 他の 働き口 じぁ 

じがく を 遊ばねば ならの、 真面目で 

居ながら 運の 惡い者 じなる VJ 二 年 も 

飛马張 百' 生 己年 も 巧う いふ 境遇を 績 けて 居る の 
が ぁる、 么も 金の 溜らの 一つ 0 理由 

でる る 

A 今一つの 理由は 生 巧 整 用の 高い 事 

でゐ る、 巧 部になる 同胞は 氣 咳の 變 

化' なきわめ 奢 着 一着で 一年中を 押 通 
す 擊も出 巧、 才 ー プア 3 - 卜 なでは 
無 < ても濟 むし 食事は 一を 十五 化 乃 
ま廿五 仙で 立派な ものが 食べられる 
I 然るにち 部 地方は 氣 候の 變 化が 日本 

j 同樣 であるから 春 夏が るかく どもを 

夏の 二季 じは 必ず 衣服の 新調を 要す 


を 一 じ も 足 もの'、'' 歌は 勿論 珍粉漢 紛^ 

西洋人 か. 争 ャッ'---- ど 一言って 笑 ひ 輿 

中る 茶番を 語 も不絕 おを の 耳を 樂ま 

す 音樂ろ 半を な 上は 解を ぬから 到底 

目 本で 演劇を 見る やぅな 殿' 樂此 得ら 

れ ぬ、 ぺ！ スボ— 瓜 や 攀圖の 如き 誰 

じ も 解る、 ソ シて活 潑な扛 のは 彼等 

の 就職時 間 どを く 衝突す も タィム じ 

I 巧 はれる から 見物 じ 行けない 

A 萬 事が コン ナ 調子で 面白くない 所 

かじ 自然 燒が 半を じなら 酒、 女、 赌 

け 事 等で 平生の 聲 憤を 波す 事 じな 

隨 つてを が 善ら のど 斯うな を 


愚籍を 得ん が爲み じ宗敎 お 体 又は 其 

他の 會 をに 加 人し、 平生は 讀書 化で 

して 樂んで 居る、 併し 是 等げ 比較的 


I 眞 面目なを じさ. 口金の 溜^ 難く い理の 希學を 巧せ しちの 如くを 自らは 


由が るる ど 云 ふめは 新脊で 日本人を 


I 事を らば 必ず 頭腦 をび 躯幹を 解剖 f 

て 醫學硏 兜の 資料 じ 供せ ょど 媛 かじ 
命じ 置きね る 由 じて さて こを々 回の 
事に 及べるなら VJ いふ.. 

▲解剖は をの 持說 をは ホ 常 じ 「•力 

ン ベッタ 、ビス マグク 、ナボン オン 
S 世、 ゲ！ テ 及び シグ ングの 如き 世 
あの 椿 人は あら 其 巧體を 解剖 巧せ じ 
提供して 醫學 あじ 貫狱 せる が 巧國じ 
て も 伊藤を の 如き 大 政治家は 宣し 
巧體 をを 供して 解剖が 巧 どし 參筹じ 

資すべき は國 家のを 益 がるべし、 併 

し 伊藤を は、 J グビシ じて 俄か じ悲慘 

の 最後を 遂げ 遂に 其 機會を 得ぶ らし 

は是葬 もな し」 ど 語ら 居た る もなる 

がをは 又 腹部の 爾疾が 期 源 不明瞭な 

るを 遺據 どし 自ら 癌 研究 會の會 を 公 


其 他の 必需 お をら 併せて 買は ねばな 

i ら ず、 普通の 生活 豐 は. 一目 二 巧 0 下 

でば 遏 されない、 酒の 巧き な 着な ど 

じ 至を ど 一 H の 生活 费 がず 巧 一一 夷な； 

上 じと ぼを 

A か 論 あ 服な でも 一着 十五 弗 か 精々 

ザ 弗の 出 巧を な 物で 巧 まされの 事は 

いが ぉ來を 物は' 大化 日本人の 小さ 

I な 身體じ 適せず、 殊に 見. 口 巧を 好い 

H 本人 だからを < て もサ五 巧 0 上 一二 

四十 巧の 物、 靴な ども 四 五 巧 0 下の 

称な 穿がぬ、 朝た じ 五 スサを 送 ウタ 


I 面白い VJ 威 やもお 叟は外 園. 人 か兰を I ベに' エぇ マダムを 迦 ふる サ ー ブァン 

も 新調の ぶ 服を 着て 外出す る 風 彩 j 

を おる VJ 1 個 堂々 ねる ジャ バニ t 夕 

ザ シト少 マンで 么ホ 金の 溜ち ぬ 一つ 

の 速を でぁる 

•解 割臺 上の 植 

ぉ爵. 

故 桂を 爵遠 命じ 基け る 間を 遺骸の 解 

I 剖は 去 巧 十四日 巧 十二時よ 6 翌 十五 

日 午前 二 時 じ 置ら て 桂を 邸 じ 巧て 執 

巧され たるが 

A » が 人 じ 劣 もず 挂 をは 生前 西洋 


使用す る 家は 大ほ金 持で ある がら 時~自 みょ. らを 言す るは 烏滸がまし きも 

j 候の 代ら 目 じは 必ず 居を 移す、 をは 

大化市 巧の 本邸 じ 化たち 多數 である 

が 夏 じなる ど 家族が 揃 ふて 避暑地の 

I 別邸に 移り、 又は 歐州じ 旅 巧ず る、 

I 從 つて 雇人の 出入が 頗る 頻敷 である 

左 コン ホ居必 地の' よい 奉を 口が 滅夕 


るの みならず シャツ、 子ク タィ、 靴なら 之が ためじ 靈力 する 所 あらし お 

なれ どを 目 身の 疾病は 化然 どして 其 

お 名巧然 せす、 醫界 及び 世に 疑惑 

を胎 して 空しく 死す るが 如何にも 快 

からず ごてを 人 じ 死後 解剖 じ： 附 すべ 

き替を 命じ 置きし ものな も ご 
A 詳娜 なる 解剖 然る じを は 遂じ麗 

まの 事 ぁら 家人 近親の 人々 はか 巧 じ 

をの 遺命 どは 云へ 他事なら ぬ 繼骸じ 

巧を 當 つる 事 なれば かな子 夫人の 竟 

中を も 測 ゎかね 誰どゴ これを 言 ひ 化 

す 者な からしが 十四げ じ 至ら 巧つ て 

かなす まじ 人 よら 納棺 まも 最早 あ 
i たれ ばを お 生前の 遺命 じ從ひ 腦髓巧 

I 驅 幹を 解剖 じ附 しては ど 云 ひ おで！ 

よりあ 親の 人々 も 之じ间 意し をの 痛 

靠 ならし 二階の 室 じがて S 滞、 佐跑 

化を、 靑 山、 吉 本、 が 丹の 六 博 .± あな 

家人 親族 側 よら かな子 ホ 巴人を 島 燃 

一、 天 岡直嘉 、か 藤 文 ま、 井上 一 一視 

諸氏 並 じ 後藤 男は 醫師 ごして 尙 ほか 

前を の 希望を 聞き 盾た る 人 なれば ク 

を 加へ て 一同 立 合 ひの 上醫巧 大學敎 

^ 授長輿 又郞博 ± 執刀の 下 じ 十四 日が 

十二時よ b 二 時間 じ 渉ら 精細なる が 

剖を 巧 せら 

をの 腦量右 じ 就きを お 巧 ± は 語 

I つて 曰 < 、執で じ 先つ て ザ 上 一二 郞巧 

が r 解剖 じ 就て は 何等の 漸限も 置か 

ね、 遺憾な < 解剖して 吳れ」 ぶの 言 

葉が をつ たので おは 必 持よ < 解剖 .が 

お來 たの ば 大じ威 謝する 所で ぁる、 

腹部の 方の 結 おはを く 胃癌で、 夫 か 

ら腦の ホ ば 血栓が 集よ つて A 管が 非 

常 じ 大きくなら 從 つて 腦の 大部を が 

腐つ て 居た から 何ぅ する 事 も お 巧な 

い、 之が 直接め 死因を ぶして 居る、 

一腦 量は 本邦 人の 靑 年男 子は 平均 千 一二 

百 置 十六 克 であるが、 ぶのは！ 


ホ も 比較的 眞面目 な 者は 精神 上の I 人 ど U 本人ぶ の腦の 組織 發達 じがて 


H 本人は 西が 人に 劣れら との 說を往 

々なす 者 あるを 遺憾 どして 機會 あれ 

ばを の 眞僞を 立 證し誤 露を なめん ご 


露戰ず 及びを の戰 後の 經營 じ關 して 


I 自 みは 西洋人 じ 劣らざる 相 當の截 を 

一成し ねら ど 信ずる もの じて 决 して 西 

I 洋人 这腦の 組織 及び 能力 じがて 劣る 

もの ど 信せ や 云々 ごて 鎌 倉 じ 療養の 

際と 八月 じ 渉ら 醫師 みび 家人 じ數回 

其 意を 洩し 萬一自 をが 巧 じする 等の 
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細脊 日本人 會の 
I 設立に 就て 

囊じ添 旧 博 ± 巧 遊の 當時新 育 日本人 

創立の 讓は 一部 同胞 間 ょら 提唱せ 

てれたら しど 雖も 時期 お 未だ 熟せ ざ 

りし もの あ b しか 遂に 其 成立を 見る 

じ 至らず して 止みし が爾巧 H 米 間 題 一 

一一の 解决 渉々 しから ざるら の あら、 巧 

米岡胞 一致 協力の 必要 H を 追 ふて 辖 

I 々切なる を 加へ 巧ら しど 共 じ故國 ご 

の 聯絡を 保つ 上 じ 於て H 本人 曾の 創 

設は 一 H を 巧せ じず 巧らざる 當 頭の 

緊急 問題 どなれ- = '、なじ 於て かず ホ 


當 地な 留间胞 社を の 事業 統一 じ腐必 

し 居る 飯 島 綴 領事 或は H ホ 問題の 解 

k じを 力を 傾注し つ； ゐる高 峯巧十 

I の 如きは 勿論 嘗ては H 本人 曾の 劍 を 

じ 反 對の蘆 見を 有せし. 人々 も 自ら 進！ 

がで 緊急 創立め 必要を： i ずる じ 至 


し 


I もの！ 如し、' 昔 人に U ホ關 係を 勸 磯- 

一 どして 將じ 起らん VJ ずる H 本人 會が 

單じ 日米 間 題の 解め てふ大 旗色の 下 

に 巧 動す るの みなら や、 巧 留间胞 社 

I 會の 秩序 的な 善 あが 實 質的 發展じ 向 

夕て 努力す る 所 あらん ミを 谨み 且つ 

蠢起人 諸氏の 栽 亦 化 おじ 巧す 可き 巧 

_ 恭し 銳を をれ ざる 所な り 

一な ふじ 四 击め大 曾 社 組織 じ おれる 事 

I 業の 外 東部 地方 じめ ける 吾邦 人の 事 

榮が稍 もずれば 停滯 不振の 舊情 じ廿 

ん ずるの 僻 おを 有し、 就中 小 資本を 

なて が雖の 事業を 營 まんと 欲する 者 _ 

一巧く は 特禪專 問の 職榮を 化て 身を 立 

すん ピ 欲する 者じ不 懐を 願が しめし 

i 事 多き 所な は畢黃 ずる じ 吾 同胞が 完 

j をなる 統一的 社會 組織を 欠き、 を ム 

I をして 巧化據 ずる 所を 知らし むる の 

I 機關 なく、- 一般は 俗惡 なる 個人 思想 

じ 驅られ て、 個々 別々 の 行動を 敢て 

し、 聊か も離會 共通のを 局に 巧 益 ぁ 

る 事を 悟らざる じ 職 もす、々 や將じ 

H 本人 曾は 成らん どし 巧 留间胞 耻會' 

の 乂陷は 之 じ 化 b て 新た じな 善の 曙 

が じ おせん どず、 吾人 赏 慶賀 ザざる 

一； を 得ん や 


乍 併茲じ 日本人 會 創立の 議ど 相伴 ふ 
て 起な 巧 6 し 問題は 從ホ 同胞 社會夕 

; 唯一 機關 たもし 日本人 共 濟會を 新 日 
本人 會 どを 併すべき や 否やの 問題 之 

なら、 を 併を 巧 どす る 論者は 巧留同 

胞 のを お 事業 じ對 する おを を統】 し 

其 精力を 集中して H 本人を 体の 福利 

增 進を 圖 るべ しどな し、 日本人 曾の 

事業 聲は 之を 一般の 寄 照を じ 待つ 事^ 

どな さば 單じ 共濟 曾め を 礎を 危 ふせ 

ざるの みならず 結府 一般の 救濟 事業^ 

を 促進ず る 巧 拭な by , し、 を 併を 不 

巧 どなず 論 菊は 日本人 會の劍 立 じは 

何等の 異論な きも 事業め 性質 著しく 

相違せ る両 曾のを 同は 感は 0 て ホを 

ゐる歷 あを 有する 共 濟會の 事業 じ 影 I 

響を 及ぼず や も 計る すらず、 宜し 

先づ日 本 乂會を 創立し、 機 熟す もを 

俟 つてを 併の 舉じ出 づるも 敢て遲 し 

どなさず どま 張す、 賓巧兩 論 何 じれ 

驗 着す 可き かは ホ だ 俄じ卜 知し 難し 

itp 穿 \. J た.--<を o -要を巧-す4^::^ ia ^. 

案が お 濟會夕 事業 じ 何等の 惡 影響を 

ぶ ぼす の 患な く、 却て 一般 慈善事業 I 

の發 達を 促す ものな らん じは 須く 両^ 

會 のを 一を 圖ら 、巧 留間胞 社 會の統 

一. 的 組織 じ 向つ て 一步を 進めん 事を 

ホ 望して 化まざる をな b 、 敢 てな 湖 

諸 賞のを 論じ 訴ふ 


ぬ 


元 巧ホ國 人は 外 巧なる ものを 知ら 
、む 里で も、 倫敦 でも、 伯林で も 
巿內到 處の俱 樂部や ヵフ ユ ー で 詳論 
される ま耍の トピックは 何時でも 外 
一巧で ある、 巧が 米國の お樂部 や集會 

所ではべ ドス ボ 1 グ 、ァクトン ス氣 I 
の 利いた 所で ビジ 子 ス即も ダラ ゲプ 
ロ マシ！ だ 

巧み じホ國 中の 新聞で 堂々 ど ゥィ 
グ ソンの 對墨 政策を 批評して る もの 
が 有る か 無い かを 調べて 見 給わ、 ョ 
シ あるじしても 不眞 面目な 徹底せ ぬ 
駄 評に 過ぎない でる らぅ 凡を 一' 國が 
戰爭じ 巧て 事を 巧す るか 否かの 大間 1 

題 じ 逢着して 居る 際じ當 つて 國 民の 
輿論が 如斯 冷淡を 拖 いる どを ふ 事は 

巧して ゐ るべき 尝の もので ない’ 

A 斯樣じ 外を じ 就て は 無 經驗で おか 

も 冷淡な 米國 おの 代表者た る ウイ グ 
ソンの 外 巧な 策が 面白く 巧く 道理が 


撰ぶ 巧は ない の だ - 
A 現在の 墨國 じがて 要する 所の 人 卿 

は 英國る 化の 言つ ね 通 も ストロング 
バンドの 鐵化 政治家で ゐる 、而 して 
ウェ グタは 現を の 墨國を 統治す るに 
韻し わ A 物で ある、 空理 じ馳 せて 實 I 

瞭に 疎い 政治家は 到底 一画の 外を を 

i 談 ずるに 足らない 學 兜で ゐる〇 


•四海同胞 主義 

と 攀4 


巧 j 

戾 


宮川ホ 

▲當地 學生間 じ 於て 近時 最も 世人の 
を 意 ど 趣 かごを 引ける は コスモ ポ 
タン 俱樂 部の 新發 おなる ベく 候 同 
樂 部は ニユ！ ョ！ ク 巧ぶ 督敎靑 年會 
大學生 部の 監酱の も ごじ 設立せられ _ 

たる もの じて 當巧 のが 大學じ 留學せ 
る 外 國人學 生の 社を 幽か じ 候 

A コスモポリタン 棋樂 部の 目的 どせ 
る 所は 會員 相互の 社會 的、 智肯的 及 _ 


有を 候 

去俱樂 部は コ n ンビト 大學の 側 じて 

爾に會 員の ためじ 開放し 且つ 訪問を 
ぞ歎 逆を す 由 じ 候發お 人の 四十と ± 

げ熱必 じ新會 員を 募ら 居ら 候 同胞 伸 I 

間の 誰 幽体 も 必要 じ 候が コスモ ポリ I 

タン お樂 部の 如くが 國人聯 をの 化 事' 

を 亦 無益に ては 之れ なかる ベ < 、阻 

十 名 じぁ まる 當地 巧留の 新舊學 生の 

とれ じ 雑 ホを 持たれん 事 こを 漂 まし 

候 

A n 。 ム ビャ 小 丘上 西 巧 十四 了 目 五 

なち 十四を じ俱樂 部は 之れ ぁら 候を 

遇 W 本人 學 生じは 日曜 夕を ど铺演 VJ 

U 招锭 がを 發 送致し 候が、 おじ 姓を 

もれの 人 も 之 れゐら 候 ふべ く、 何ん 

じても 散 ホの 際 じで も 御 立ら 寄 りな 

をれ ては 如何 じ 候 哉、 年若き 幽体の 
率 ごて 萬 事 完備 どまでは 勿論 まら 居 

ら ずお必 なる 阔胞學 生 諸氏の 協力 御 

燕 力を 巧 盛せ るか じ 候 先は 巧々 頓首 I 


び道德 的の 向上を 計ら 外國學 生ピ义 
驴 呼：^ 一^も が 日 を 作；^ 適 精を お 接に し乂國 人め 

家庭的 生活の 趣が を 解し 進んで はを 

:鹽 留學を じよら て 萬國ず かの ため 何 

I 等 か 成さるべき 所 あるべき を 期待 致 


着 軍 靈霞じ 派 

(さ H 囊愛 

M 本を 府は 墨國じ 於け る 邦人が 議の 

目のを 0 て 巡洋艦 お 雲を 派遣す る 事 

みしお 雲は 円 下 橫须贊 じて を 巧 準 

照 中なる り、 あじ 對し 日本 政府は 本 

乃 其說明 書を 發 まし、 な 墨が 人 一一 一千 

爸ホ みけ 虚に就 1 闽 がな 


聞いて 辭 職し ろご あつても 一向 利 目 一 

がない 所から、 苦し紛れ じ 今度は 方 

法を 代へ て 割 塗 餓鬼 政策 ど 出掛けた 


ホ國 人は 巧論歐 州を 國 はも 墨國 政府 一し おる ものに お 


じ 金を 貸すべからず VJ 云 ふ 虫の 巧い 

話で ある 

▲隣り の 娘は お々 別 媛 おがが 己れ の 


• なる づ邏夕 1 ろ 

十八 階 樓ホ人 

H 本 ど乂國 どは 外を 政策なる もの 

じ 就て 兄た-- 難く、 弟たり 難き 間 じ 

ぁる、 U 本の 外を が 常 じ 無 ホ 義無定 

兒 で、 ち 那じ掛 しても ホ 國じ酱 し' 1 

も 巧 博 も ダー タラべ 1 の コン'-^ チ 

キ VJ 巧て るのは 誰も 细 つて 居る が ホ 

I 國の對 墨 政を といつ たら 恐ら < 天下 

第一の 滞稽 小話 ど 云 ふ 可き でぁらぅ 

•4 ゥキグ ソンは 到處じ プリン シプグ 

どか、 ビース どか 云つ て 政治なる も 

めは 恰も 聖書の 敎 文を 實巧 する もの 

なを かの かくに 演說 して-ホいて るか 

サテ實 際の 御手 際 如何 ご 拜 見して 見 

る ど 御 寛の 通 A でイヤ ヤ御氣 の 毒； 

千 萬の 至 6 じ や、 先生は 矢ツ 張り プ 

ブン ストンで 講释を やつて る ホが 可 _ 


A 巧 U 繼夕じ は會員何れ も棋樂巧じ 
集りて 夕食を 共に しを 後は 名 モの叛 
かき 溝演を 聞く 事》」 致し お-^ 巧 政治 


氣じ 食は ぬからが の おい 者 おは 决し _ 家、 學 者を 敎 が、' 大學緩 長ち 常 じか 


て 惚れ V - U ならぬ ど 言つ た 巧で 何 じ 

なる、 縦 かが 固 老爺の ホ 國が何 ど 云 

はふ ど メキシコ ど 云 ふ 別 簇がキ ャン 

デ！ がが きど 云へ じ歐 がの 若い お 共 j 

は 化 もがて 巧 < し キャン ザー も 持て 

巧く、 化つ てが 方の 經濟的 閥 係が 深 I 

なれば なる 积 婚期が 近づいて ホて 

_ 未ル藥 頭の 乂國 を魄遠 じする やう じな 

る S ' だ 

▲ウイ グ ソンは を 平な 選擧を 墨圃じ 

耍ホ ずるが 天下 柯物か 之 じ 過ぎた る 


を-じがて 出 巧 得る 丈の 盡 力を 爲 しつ 

ある も最 あの 情報は 万一の あ險じ 

痛ぶ るが 要を 威せ しむ どを へら 尙軍 

豚 孤 遣じ關 しては 日本は 豫て ホ國政 

i 時 どを 涉を 重ねた る もの！ 如し 


反對 せる 國務 卿武 雷を 巧の 提案な り 

化 提案は 歐挪誰 國の寶 同す る 所 1 

なら ど米國 新聞は 報ずれ でも 實 がは 
覺来 なからん 

ンド巧 墨 都を 去る ゥイ グジ ン 
氏の 特化れ る ブンド 巧は 墨國 政府 じ 
對し議 をの 解散を 實 巧すべき 實を要 I 

求し 十二 日 午後と 時を 期して お 回答 
を ホめ ねる も 同 魏限じ 至ら 何等の 巧 

笞じ 接せ ざら しを なて 愈を 渉 斷絕と 
認め 間 お八 時 墨 都 出 發ブユ ラク グブ 
じ 引上げ 歸國の 準備中な るが 墨 都 じ 
於け る ホ國乂 は' 夫々 引上げの 準備 じ 
にはし VJ 

A 愈 武力干渉 かを 墨 郝偷敦 タイム 
ス 通信員は 曰く、 ゥイ グ ソン 巧の 餓 
鬼な 策 じして 奏功せ ざる じ 於て は ホ If " 

國は結 厨 武力 的 手段 じょり て 墨國の 
要港を 封鎖し 新ね に 緩選擧 をが はし 
めて 最初の 要 ホを 貫徹すべし ど雖も 
武力 的 干渉の 結 あ 領± の 獲得を 爲さ 
る 事は 確かなる べしを々 
を デ ァス縣 軍の 微吿目 で B 里 じ 
なる を デ ァブは マデロ 黨ゥエ グタ黨 

ぶ 自己の 鶴ぶ 等 ど 化 ハに 墨國の 現狀じ 
關し鸠 首協識 中なる が 巧は ゥユ グタ 
將軍 じ. 一片の 郷吿 善を 送 り、 巧な の 
蘭 題け ゥユ 八' 夕將 軍が 大統働 どして 
適 巧なる か： 杏 かおね 革命軍の ま 張が 
や腹な みや を間 ふ の據をじ を 
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小生 儀 今般 上記の 所 じ 於て 特に 岡胞諸 急の 难 おを 迎ん 
ため 破格の 廉 僧を なて 撮影 仕' 候 間 御 試 影の 巧 願 とお 
カビ ネット ー 組 (四 枚) II 発 焼 あ 巧 十 仙 
五 バィと 同 五 弗 同 六十 仙 
八 バィ 十 同 八 弗 同 一 弗 
巧 ほ 御 希 堅 じ 化ら 巧 間 撮影 及 出 幕、 n ダク' フニ ッ シン 
グの 御用 じ應 ずべ く 候’ 

〔 Is 〕 ょ六ょ 一二 ント .瞬 曇興餘 li 


す 一 じ 忠誠なる 愛國 >む じがた ざるべ 

から ざれに 鬼 じ 角 お 國め要 ホを を れ i 

てを 闊ほ のぶ 幸を をれ ざるべ から や 
ど 慾 憩せ 


じの 
E Y ' が 
'則 X 巧 
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，こ 


i 名の ± を 迎へ中 候 H 本人 ゾ して 诚嘗 

て 新 渡 巧 博 ± を迎へ 近'- は 家 永 博 ± 
及び ホ 極 領事 官補等 seg 致され 候 
◄政治、 巧敎 、エ學 、理 化〇法 傅、 

醫學 、商業、 貼 玫唯祁 々の 異れる 巧 

目を 學 ベろ 化して 異れる 毛を ど顏ど 

を おする 數 十の 靑 ザが 四海 岡 胞てふ 

树 一の 击義の 下 じ 英語を 0 て 談笑し 

證 諭しを 事— 時 じは 郊外 じ 遠足す る 

所な で黃 じ® なる ホ 致 じ 候 

A 貪を は +' ザち 人、 副會 長は 即度人 


i ♦を 世挪の 地盤 愈黎 固な リ 南方 孤 

め 滅絕ど 園 會験剛 じ 成 巧した る袁は 
現 化の 議院 制度を なて 不便 なりどし I 

新た じ 自缘を 巧の 議屬を 省 総 お双大 

巧のと 十一を を 0 て 成れる 議政 巧を 

設け 上院を 憶 化し 現 化の 能 員 巧五许 

か 十六 名を が じて 一二な おどな すべ/、 

實 言せ り、 化し 现 化の 識 何： j 依 お ホ 

か 式み 集柯が 幾を 盗し 得べき ら强爲 

嫉ぶ 殿に ホたざる かなに 實 際の 政治 

跡し-」 は 何等のを がな しど 
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@ 巧 人な 上 vf . に-適 スグ大 腐 間 アリ 货家か 
式室巧淸潔純±諸を ノ 
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愚說 あらん や だ、 墨両 をみ やうな ホ 幹が’ けリぶ 入、 を 試は ま那 人、 專 巧' 


開國で 而も 宗教 じ蠢 毒され てる 國じ 

立憲 ピか 講會 どかる ふやぅな 率を 並 

ベた 所で 夫は 畢竟 やる じ 机上のを 論 

じ 過ぎない ので ある、 墨國 をして ホ 

國 のか < あれ ど 尊： むのは ホ 兒じ對 し 

て 大人の 如； をれ ど强 むの ご 何等の 




菁 記は 米國 人のを 學を じて を 神のを 

員 も 諸國人 ょく 狼を せられ お b 候俱 

樂 部は 事業を 赔 めて 怯に 一二 年余 じが 

成 候が 閒体 どして 組織せられ たるは 

あ 時の' 事 じて 現 化の 四十と おのを 員 

は 何れら 發起人 ごも 云 ふべき 人々 じ 

■ — ■;1 
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煩 隅 中の ホ國 ピが强 の藥閱 

A 饿化 政策 幾度 か 率かず 段に よ 
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©巧 國 首相 アスク 卫ス 巧め 演說ど 巧 
國の對 墨 政策 巧國 をが アスク キク 
巧は ま 十.； 倫敦 ホを の 催せる を 曾が^ 
上 じ 於て 同政祗 のを 墨 態度 じ 就で 左 

の 如く 說明ザ b 

然 6 英 墨の 利窜隅 係は 巧踐 巧の 問斷； 

なき 注 蘆を 要す‘ 巧大問 遇な り、 然. 

れ でも 吾 政 化は 間 网の巧 政に 干がず 一 

るのを をが せず 义羅國 の 擬亂を 錦を 
す 巧き 巧 巧 ある 巧に もめらず、 ち颐 
の 巧 務は單 に 3 厲内 じが 化する 英乂 
S ホ 命 助を を お 誰す る じがり 
壁 闕間题 よ 6 典え 間の 國際馳 係に つ ' I 

さを々 する あある！ 〇斯 はを < 彼披な 
き風說 なり、 尤^ 英蝴 のウ 卫グタ '政 
がに 對 せる 態度は お國 政府の 採れる 


^ ' グ 料理人 ヲ有ス @ 巧 外 書籍 雜誌 諸-新聞 球冀齒 おお 
のノ娛 樂機關 ヲ備フ 

特 
を 


城嚴职 
相. ゾー 


東 泮俱纖 


! ... 

V.. 




3 J 




骂 mr - JF * 


§} 

a 

> な 


ェグタ の 解職を 勸吿 する も 聞か ガ針ど 稍 異ならた るが ゐ みたら ど 雄 


れ ざるょ 6 ホ國か 窮餘の 策 どして 

第 出した るは 墨國じ 向つ て 資本の 供 

输 をれ 絕 ずべ しどの 餓鬼 政策 じして 

斯は 革命軍 じ 武器を 供給し ウ ュ八夕 

化 おを 顚 覆せし むべ しどなず 方舒じ 


方 

迅拉 W 

r 

K 


權新荷 着 " 


で 


iii 


成を ゆ 5 : 鐵誌血 鮑 (I 部 




封 



加 


讓誰誉 诚 


；r 'お.. 淵 右の 外 U 本を 巧が か 間 物势服 反物 U おを 廣 


- H 3 


說本雛 誌 顧を 棘 辄荷藉 致 候 間 御用 命の おお 殿 k 恢 


0 r g 如が. 荫 品目 錄御乂 要の 御 ホへは 御中が ホ 第 御を 巧 かよ 板 y 


をは ホ 墨の 願 係 ど 巧 墨の 願 係 躬墙が 

巧 異なる よ b 自然 兩 もがみ ホが 一致 
せ ざら しを じして 英 ホの 颐隙關 係は 
化然 どして 益々 親ぶ を 加へ つ； をら； 
云々 


|i 


匹 

の 


I 

B 




- 9 
> 1 


こユ 1 ヨ. ー ク巧 ^1 ク り- — 一九二 

带ゾが クォ！ 

ヒ 




^rhbbhp fc ^ 

シカゴ 支 お ホ 巧 



'一 


-4^ 


し — i i w w 




‘‘と 1 ぃ ..^ を .^:-- - t う , - 








HEC 


^viESEfi 






Mill 


•壬 T 巧き き I. 




窮 

巧 

か 

號 


參攒 巧寶じ 於け る 觀艦ま 

(十一月 十一 日 東京 發】 
す H 陛下 御 磯 李の A 觀艦 式を 橫琪贊 
軍港に 於て 巧は せられ、 參别艦 数 五™ 

I 十 置 隻 頗る 壯 觀を械 めたら、 ま 終. 〇 
I て 後 陛下には 每歲 么を擧 巧す 可き 旨 
，仰岀 されたら ど 


其 S 賽サな 到 f 儀^ ygd'i を. 5:^ を^-^ 金額を—-:^. げ^:; ■哥 は， 看 P 

- な 一 な—，、 如 < 之じぉ T!f もま ゃ大 養！.' も*^ 

する 一二 會神 伽の 態度 藉は 頗る 注 口 終らを 吿 げたり ど 

-を酱 きつ i ぁるか 巧 洋緣船 社は 伊な- 

^2^ 、 • ミ -— . • 


一善 文 お 審杳發 を 目で 開會 中の 文部 
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つ {二 - フ を 濟添む 每 

廿五 H 審査 委員に ょりて 發 表せられ 專務 のホ闽 及む を庶視 をょり 驗 巧 - 
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- ... ' ，こ --s • * 1' 一 - ' 

一四 名る り 中 お 本® の 二等に 當選 せし 

-は鹽 山 南風 巧の 難船 ど 題す るか 品に 
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1 らず 
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- ♦綱 鳥 巧の 體 米. 米國 A 宣敎師 を 動 

かして 人视的 偏見を 緩和 せん. どの 紐 

h »‘ > ■ 


-し 大に植 人の 注 遮を 惹 しらの あ. 〇 商 

I 歷 巧は 熊 本の A 常 お 皆よ 歳 今ょ^ 四 

年前卜京し刻齊々學を龜ねつ ^ あ る 

靑年轟 家に して 都下 諸 新聞紙は 何れ 

，.‘ も 驚 ふて 讚 辭を呈 し 我 棄術界 の 天才 
I を 敎會の 决議じ 被な お敎會 牧師 網島兒 となせ 6 兎に角 蛾ず ベ. ミぶ 靑牟ピ 
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I 佳 ま 巧は ホ 月み 地洋义 じて 渡航の 上， 

I 沿岸を 地 ょら 東が じ 向けて 遊 說を爲 

^ K — >L. I 
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♦金剛 お ま 着巡洋 戦艦 金剛は 五 B 

j 無事 横 須賀じ 着 港、 迴航お ± の歡迎 

一 頗る 盛んな む 
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♦一二を 懇親 會 S 宗敎 聯闆潑 親會は 

四日が 精蕃軒 じて 開會 巧を 東京 市を ~ 

整 妻 猜じ觀 决義. り接襄 を 韋軒 CEcj 
會じ决 せら 

♦新政 黨大を 裂を を 逝いて 漸 

過 H なる じ 立憲 间を會 は 將に鬼 解せ 

ん どす 郞も同 黨の領 巧た る 後藤 新 平 

巧は 脫黨 して 寺內 化を 擁立 せんど 針 

晝 しつ i ゐりホ も 加 藤 高 明 男大お 正' 

じ巧等め如きは現狀を維持せ ん計畫^ 

^れ •と黨 中 じは あ 融和せ ざる 異み子 

かから ざれば 大み 裂を をれ ざるべ 

從 つて 近く 政界 じば 大動搖 をらん 


•後 騰ぉ顺 密約 あ々 立寇 f 志を ょ 

ら脫 したる 男爵 後藤 新卒 巧は 数年 ホー 

の 政敵た 6 し 尾 崎 巧 VJ 結び ぉ 遗携し 

て 政界 じ 立つ ベ < 密約を なせり みお j 

一果 政ぶ 俱樂 部，/」 後藤 男 ご 去就を 共に 
_ せる 立憲 間 志 會脫黨 者 どを ザて j 脚 
どせ る 新政 黨 組織 せらるべし、 を 藤 
度脑雨 巧の 捏 をは なを P を 見を ごし 
て 夕大の 興がを 0 て迎 へらる 

參開 南义の 沈沒東 鄉大將 がか 名 じ 

係る 白 綱 中尉が 嘴 極 探 捻じ 使 巧した 

る銷南 見は ま 月 九 H 午前よ 時が 勢國 

律の 沖を 航巧中 志 摩國摩 志が をな 燈^ 

臺沖 數哩の 地点 じて 暗礁 じ 乗ら 上げ 

破 壌が 沒 せら 稽 荷は 木せ 炭' 等 じて を 

じ 乗組員 十 名は 無事なら しど 


せる やじ 傳 へられた る じ 反し 獨ら魏 

船 當冀者 じ 至らて はを {は悲 掘' 嘴.，- 
傾き 外额に 向つ ては 該問題 じ對 すを 

总見 ホ 皆を；：^ かす 事な で 寧ろと を 狸 
I りん. ごす るら の； 如/、 ならし も 最近 
I ぶ 重役い' 談じ 化れ じ 巧 社の 力が ヵッ 
夕 航路け 勿論 療州 航路ら 該地 じがけ 
る 排他 ホ藥 のな 施 じあく に 伴 ひ盈持 
'餘 しつ； あらて 政府が 他じ對 する 
带 情の 許す ゐ らば 之を 放擲し 化の 有心 
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I が じ 難から ざる 情勢なる より 郝船當 
樂 者に 於ても 能 ふべ <ん ば 化 潔濛贿 
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ラッセ グ 、セ； チ 夫人は 近. 頃と 十 立 
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本年 二月の 政變 0 巧 京都の が お 或は 

慕 京の 本 鄉じ在 もて 闕目巧 を樂 める 

前の 總理 大臣 酉 園 寺を 望 侯は 多年の 

巧勞 じょな 近々 大織 位に 叙 せらる ベ 
て どの 說 る^ 

-岡蠻 保 厨 長 政ま會 に乂黨 すま 月 一 

が 四 目 現. 內闡 Q 馨保 局長 岡 喜 お郞を 

は 政 友會じ 乂黨の 手織を 了せ も 

•馨禮 使來蘭 

メキシコ じて は囊 じ其獨 立な 年を じ 

當ら H 本ょ も 時の 駐米 大使 內巧廉 哉 

i 子を 參列甘 L を-;^— 掛し 

どして デ アス將 軍を 日本 じ 送る 當な 

りしら 或 事情の 下 じ 俄か じ變更 どな 

V. しより 今回 デ ラバ ー ラ おを を謝禮 
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革命 孤 銃殺 河南 省 都督 張鎭 巧は 

I 近頃 第二 革命 關係 者數十 名を 銃殺し 
I 同地の 治を を維祷 すど稱 しおれる が 
一一 其內 首謀 蓄閥子 固なる 者の 口述を 發一 

ませら 曰く 現今 孫 逸 仙黃輿 等は 日露 一 

一英 佛 印度の 五國じ 結び 飛 巧 機を 使用 
一し 袁化凯 を 暗殺し 义化京 城 巧の 某 地 

I' 点じ 隧道を 作ら 總督が じ 建せ しめ 曝 デ 
一巧 趣を なて 袁を暗 栽す る計畫 ぁり H 

本人の 隧道 工事 じ 通せる 者 ご 相 結べ 

るが 孫は 日佛 間にぶ 人を く 又 露國虛 
無黨 ご連絡し 蒙 も 東 S 备 じて 事を 擧 -- 

ぐるの 約 東を なせり 又 ま月廿 H 上海 

じ 達した る ホ 信じ よれば 黃 輿は 不 H 

大連じ 匙くべし 寺 那內地 じて 之が 準 

j 備を なすべし ご あらし ど 


一 航骄じ 化 ふるに む齋靖 新 航路を 巧て 

ホに 於て 測られた る 舞を 他 ホ じ 
I 於て 取戾 さん ピの黃 向 漸< 明瞭なら 
- ぅり， ぶ力劍 1 じ 端^, て 離ん じ 政祈输 
及 某 政 C 凛 筋 じ 載して 運動 中に して々 
ごも 會社 經營 並は 航路 狀態 等ょ 6 
推す も地臟 郵船を 措きて は 他 じ跋離 ここ（ J— 

けの 功名を 博 せんどず る 如き 者は ま 今般 東京 審美 蓄隙 出版に 杀る 眞色藉 

だ 出で ずらざる i 如し ど 眞版 (轟帖 、卷 物、 巧 物、. 一枚 謹 等) 一 
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ょり 才 5； イヲミ シボン 地方へ かける： a 本 古 巧の. 稀 有 傑作 おじて 數年前 

本年 最初の 降窒 ぁら 殊に 猛烈なる 風巧賦 米め 美術を に ホが 評を がした る 
さ， 口 加は b たれげ 么 かため 人命、 が もの J 今回 辆 めて 當國 じがて 試賣を 
産、 船舶、 を 通 機 關等じ 及ぼせし 0 候 間 不お夕 々御用 か 奉 願 上 候が 取、- 
I 上を 挪 S 蕾は 實じ 夥し < 、夕？ 販賣御 希望の 方は 御 相鑛下 度相當 
フラン ド ホの かきは 横雪サ j 巧 じ 及の 口 錢ま拂 巧 申 候. . . 
びを 逆の 斷絕ど 共 じ 一時 食糧 か乏 のを 內省 をを 害 
II じ頻 せし 位なら が 馨部巿 は 御用- 嗦 美菁院 

デトロイト ク ブブ！ ランド ヒツツ 東京 美術 學校 
バグ ゾ フワ。 1 カム バラン ド 巧 俄 ホ國総 一ず 販買 特約 巧 
一 古地 ホぶ ミシガン 州を 地の 都會な 
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谎 川、 幹事 じ西愿 、曾 計 じ 上 かの 諸 

巧當 選し 十 時半 散 曾したり お 席 者は 
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♦ U 本め 軍器 供給 說 へ ラグ ド 紙め 

帮度 通信員は 曰 < 、単 盛 頓 陸軍 參謀 

I 本部が 墨 都 よら 得た る秘 報じ 化れば 

I ゥエ グタ將 軍は S 巧 物產曾 化の 手を 

I 經 て：：！ 本よ 一巧 おり 小が ど 平 あな 

I 萬 刪ん 彈藥買 入の 契約を なし 遲 くど 

も！ 巧 中 じ 其を 部を 受取る 堂 じて ク 

エグタ をぶ は 化外间 じく 一ニ ザを 通じ 

て 四十 五 刪の 野砲を 買 入れ 旣じ乂 手 j 

じたる が雜府 陸軍 あめが 稱じ よゎて 

I 算 すれば 新た じ 買 入れた る ホが 施を 

をせ 墨國 陸軍の 碰力 はを 計 S な 五十 

個と なら 米國 現な の 野戰砲 一二 巧と 十 
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I 望す くの 事なら 


ゴ 


福 ザ 氏の 勝利 ゥユ スト フキ グド 

グ フ俱樂 部み ドク トグ シンクレア 
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•鐵 道院な 师ェ學 ± 中が 謙 j 巧 は 

化 程 ホ 巧 ー ニグ 巧 許ら 滞な の豫を 


演 を 



地所 家屋 賣 渡し 

W 武ホ 上流 社 會の化 お 地た る フラット 

マシ' じある 蒂 '麗の 家 霞、 地 巧は 長さ 

- ' n L ^ -し J 、 1,7 


〇 C : { f と.'* ゴ J 是り •ータ .屋 な 巧. 

H % が 廿五吹 幅 五十ぶ 吹 作！ ム十 

4 f 、 A • • ブ 1 ■ >■ こ k f 


が一 


大角 I、 訓術 I ぉ 

"本た 角力、 ミ 十る、 SR 女を 贩あ十 ご ff 


本大 角力、 一二 十 名、 男女 柔術 家 十 1 
餘 名のは なぐし き 巧な めり、 永る |争 

十 お 日は 特別に 日本 目 

どして 化覽じ おす、： ri 本人. 諸君の 巧 

i 巧を 望む 


靈ハ行變料 Ml ;!, 


V 霧 S 


IAS 井 物產會 社員 增ホ淸 よ 氏は 化 

程歸 朝、 同社 貴 野が 陽 一若は 不 U ぉ 

I 發 南方を 視察して 歸 朝の 當 なり 

— ; — T . 

•藤^12作率氏 夕年ボ ス ト ン 巧じな 

て 線績業 研究 中なら し 同 巧は 目 お 

I 度樂 成ら 去 十ー ニ H 出發獨 逸に 向へ 

ヶザ 間间國 じて 巧 業を 磯 察した る 

I 上歸 朝の 答； 

♦岡 部 外交官補 轉 巧偷敦 大使館へ 

一轉 巧を 命 ぞられ 十五 H お發 渡英す 

本 電氣會 社 貴 前 旧 五四郞 巧は 

I 十 SU ホ巿 暫時 滯 地の 笠 


《树姬 魚 毒に 中つ て 死す 鹿 兒島縣 

一人 ジヨ ー ジを 川なる 人は 新 育 脚 ナチ 

ユラ 八ブ ブツ デ、 ジム マミ マン 


• ニー. - X , . J I ィ V • I — in J J 

宅 じ 就職 中 去 十 云 円 巧 日本 よら 送ら 業を 繼續 致され 候 間が 舊の御 引 立を 


极輿行 觀覺料 

TThe たを Street JVI ミ ic ザ lall 
西 四十 四つ 貫フ n ^ ドク エ . I 
よら 西へ 入る 

苗あ函 


婦人 鏡® 师 入用 

結 糸縫絕 じ經驗 ある H 本 婦人) 名を 
耍 ず、 希 壁 者は 大 至急 ブ n ド ー ゥユ 
ムハ ーニ H 本 ドラィ ダブ 商會へ ホを 
をれ 


新開 業 御 下宿 

お 儀々 般 左記の 處 じて 家具 一が ご 

新調の 上、 室巧淸 瀬、 萬 拳 了 寧 こ 

親切を 旨 ピし御 下 お 並に 室貨し 
餐業仕 候 間 何卒 御 引 立の お 奉 ホ 
上 候 


吉巧宗 宴！ 


お A Lexington ivve . N . Y . cif - 一、 

neaT 5*4 stl*oot 

T* 巴 ephone Ph 豆 一 ご 段 5 
A •球 旗め-^ 


9 -1 1 i i -W I § Ay 
» T 4¥ I I i I fi .at 



的 priNg 


.特別 廣吿' 

誰を み 位 盛々 御 淸福之 段 奉賀 咳 f 却 

說弊舘 儀は 今 巧 臨時 株 ホ 緩を の おが 

して 前 河 霊 驚 ホ 


ど 




冶 巧じ賣 渡ず？ な b 、 來十 

月廿 H ょ b 岡 巧 名を の 下 じ お前の 醫 I 


器 職業 


. < こ ，、ブ 

越せし 魚を をし 其 毒 じ 中 てられた る 


. ィ ク ォ ー ド熱を併をし翌朝五時 


I 蒙ら 废 化て 奉 ホ 上 候 

東洋 俱樂部 株 ま 一同 I 


三 ュ ー ョ ー ク 巿第ホ 
街 八 晒四番 電話 ブラ 

T アン トとと 〇 九 

ホ 巧を な么巧 


旅館 讓受 廣吿 

あ 典 儀 今巧两 六十 四 了 目； 白 廿一齋 や 
まど 跡を 譲ら 受け 0 後 やまと 

I 鮮舘 ごな 名 致し 家具 一巧 新調の 止 室 
の 淸潔萬 事 叮喀親 巧を 旨 どして 

業 相 營み申 候 間 何卒 御 引 立 

の 稍が て 奉 ホ 上 候 

こュ ー ョ！ ク巿西 六十 四 了 目 百せ 
一當 電話 コロン. バス SOO と 

やまと 豁難财 

A 球 携娛樂 の 室 設備 有 之 候 



攫 皆 

.V で々 ずが 
并す奇 す 




潔 


- ■一 ' > .一 _ ? .泛 

殿 I I づ 、家み 一巧は 愚が まの 設備な 
り 今回 ま 人 地 ホへ 移 轉じ付 日本 紳 
ナ- じ資渡 度し、 條 件は 委細 面談 又 
I 新報 社へ 聞を された し 

一漢交 ralfcrd Brooldyn N . Y . 


目 本 食料品 何でも 有まず 

段 ミが 琶長 穿 . 資 arlesto 乌 n Mass. 《一 、 • / 
呈 . 7 芝 W. Ch ミ ー ま ミち n ホス トン 


蟲 

だ 


t 店米國 最大の 洋服 瓶 如 

就？ 目 本人の セ 1 少ス 

こ 疑 康髮羅 御 善 


V/ T 
な S 
U A 


9 r 

〇 a 

6 


I 

rr 

6 

hn 

T — 




打 


ぅ； c c -「4 • < nrv • J 

品質の 上等なる ど 仕 立の 入念なる とは 弊 巧の 
轉 点で ゐ らまず ■ 

スート ニ十弗0上 
ォバ！ コ I .二十 弗 望 
燕尾服 一二 十 弗な 上 

ゼ H フビ！ キユ ー が报店 

中 川 


か雜貨 たろ し；， 

巧 お 目 錄御攀 次第 無代 進呈 
ホ 俄 古 ホ 

髓藤小 化 商店 

T.iwrro- O'GAW'A&OO. 


夕服並 じ 外套 御を 文 被 下ません か^^な 上 


自、 


服地 並 化 立は 御 承知の 通ら 檐實で 

- 〇 〇 〇 レ 〇 〇 〇 

佐々 洋服ぶ 


，です 


00000 レ 0000000000 

00 

~ , - —、 ^ r,「J ~ • ian ^ i ^ — B^i - 

00 

0000000000000000 


I 磊 W . L/ake 津 • Chica 恥 0 ご 一. 
巧 hone Main 4281 


0 の w * WSTEE St •乂 • 

PHONa GR 巧 巧 尸 




日本 雛貨 

を リみン 類 



メー 瓜を ぶは 

转导辜 A 

が 板む 


新 育き 一十 ST 目 西 豆 二十 九恶 ^ 


P ? 

晴 




御料 哩 $1¢ ：$! 


電話 モ ー ニン ダサ イドと 


へ 婿々 勉強 

巧 化 ま 



森 巧 ブラ ザ！ 义 

. 54 ぞ 54 S BroacKmy , ち. パ 


<1 が 陶磁 黯及雜 賞 

卸販賣 精々 勉强巧 仕 候 

多 治 見 商會 

00 . 


望 7 巧 road 写 ay, X. Y. 
"Tel. 6 芭一泌 pri 口 g 


^ 勾 
衛数 激幾洛 {お 煤 欺 煤 激媒深 お 煤敏殺 络錶が 


-圓法 雜顧間 

居 事 及 刑事 訴談ム 切 

契約る の 促の 書' 類 作成、 貸を 取 ホ 等 

J ，> ん て 法 伴 上の ぶ 賴じ應 や、 鑑を 無料 

夕 —ザ賴 九乘感 寿嘉報 ぉへ ぉ込まれ をし 

ネ S ター 旨 辨護女 i い； づ、 

Hhnp K •化 


證化 ァ乃バ 

加 化 

帕 M が 

V - I ユーョ ー ク巧 十四が 
I 4 目 巧 十四 番 

祀リ 藤 お がを 化 


食 店 


- 

i . 當 


每 


し 

K 


- G E U 3 ^ 
■3 Nrh 22- 
■ A 〇 ん 1 ホ 
'•ぶ 仇が W 


齒科醫 岡 困 濡， 

r ミ ■ r - r>r VV 


勒巧巧 レキシントン 八十 六番 
(サ六 了 目 トサと 了 目ノ 間) 


シ‘ 

Him. an. K • 穿 ' gel 
^ttornw anti 〇^一ご一〇色ーミ at Law 


を 固 じの なか 校を ち 6 
じ學 をは 自 もじ お 巧す 
る徳を な、 柯感铅 でも 
をへ 巧が にても がか' ょ 
b を 巧ず’ 

、く，-' リップが が 

細當は 中越 巧 第 送 h が. 
梅で-^ を 概を 許す 


ま Lexi 島 ton . Ave . 夕 Y . 0 贵 
ジー' を 18 IVIadison 出 q . 


—も靜 じして 淸 潔なる 

血 貸 室 化し 湯殿 附マ 


ぎ S . Yoshirb ‘ 

" 衰 I 、 ミ vrence St . 0 ぞ 

jop ゴー ニ三 运を でで、 『。一 塞 S ター。 『ご 量" 一 


統お U 本人 舊靑 年俞 

©了 { Is 帯が 給 
レキシントン 巧と 巧 化 十八. 巧 

Ja . pn - ごつ H つ Yoiin た 古 1 こ ミ .1 叫 こ 一 ご。 

Lexiu 的 t ' pl ご Vve . N ミホぶ ork Cilv 
iTe ご〇惡 里 a だ- .で i】？p . H - 0 吊. 
















'".わ n 良 




s 酵 「式 Jf rt I . firrfiiiMffrr I.Tfl r.irr 




■ rrrlgfe , L . 




t 



四 

/IV 

大 

を 

二 

年 



巧 

十 

五 

曰 




，谊 




第 

巧 

廿 

bvu 

鼓 


\)/ 

i 

曜 

.曰 

/|\ 


.各 >***< 1 お > 


一^紐育の目本人材 

飛' す 張 目を 

如何なる 極 類の 人が 家 巧的勞 
働に 從事 しつ i ゐ るか 
どを ふじ 夫れ は 糖 補め 階級 じ 限ら 

れ てない、 ±エ 農 商 一巧を 網羅して 
居る、 上は 華族の S 男、 陸軍 中 おの 
がれ、 當豪 のみ 怎 、巧 薄え め 弟か^ 

下は ± 方 人足の おじ 至る を 玉石 泥を 

千 差 萬 別の 補 類の 人が 下男 奉を じ從 

事し つ i をる が 併し 之を 大別 するど 

..書生 的の 者 ど 純 おた る勞 働を Q 二硕 

じを たれる 

A 西部では スク！ グボ！ ィ なる 特別 

の 書生 的勞働 者が ぁクて 一週間 一盛 
五十 化 乃 ま 二 巧の 薄給を 禄て 苦學す 

る 者 澤山ゐ るが 東部 じは さう 云 ふ 口 

が殆 んで絕 無で みるから 苦學靑 年の 

爲 めには 勘から ず 不便で ある、 ジ 

デ 東部 地 ホめ 大中學 じ 學んで 居る 者 

は鄕 里から 學資を 得る 者の 外は 夏期 

化 業 中 避暑地め 球 壌を < は 家 內的勞 

劇 じ 化 事し r をを 貯め 九 巧の 央頃か 

ら學 校に 巧く ので ある、 尤も 右 じ 

述べた やう じ物僞 が髙概 であるから 

普學を 欲する 者 じは 東部 ょら 西部の 

i ホが 適 かじ 便を でぁ 6 旦つ當 乂の爲 

にも 發奮 興起の 機會が をい 

A 何故 スク！ 八ボ； .ィが 西部に あつ 

て 東靜じ 無い か VJ 云 ふじ 東部 じは 歐 

羅 化から 移に ごして 來 るみが 澤 山で 

あるから 中流な 下の 者は 安い 給料で 

是等 のみを 化 用す る、 又 高い 給料の 

W 本人を 使用す るかが の あでは 純然 

たを サ！ バントの 外じ學 僕を 滑く 必 

耍を威 じない、 學 生じ 願して は 後段 

に 書く； ピ し て 先づ 本文 の家巧的游 

I 働 若から ホを がける こど じし やう 

A 書生 的 家 N 勞働 者は 何れも 日本で 

相當の 家庭 じけつた あ 育 ある 者で 擧 

巧院 どか 早稻 ffl とか 間を など か 又は 

其 他の 官お學 校を 岀で 者で ある、 ホ 

から 又 西部の^ イぇク ー ^ など じ辑 

f 例の 東部 熱 じ 浮され て 巧た 結果 色 


j 英語 英文が 外國 人な 上 じ 巧みに お 巧 
彼等の あ膚 のをが 違つ て 居る 


飛びせ をを 霎 する 祭 あ 占 g 罰ち 目 叫 〇二娶 

j ▲話が 聊か a じを ちて 失敬し ね、 な 日曜日 集會 .午爲 八 時敎會 ，^->づ 

爲じ 愛" JQ 書記は 愚か、 肇屋下 ミく 一般の 霊的 家 內勞 働 者 じ. 磯 書 I 究 g お釋舊 1 ( 雖會) 

ろ賣 f 巧 g ィツ b ン ド *- ! ピ I f f - 就て 書いで 見や， つ ^ 富 -; マ L 醜寬： r だ 


の賓ぞ乃ま メッセ ンデャ 1 ボーィど 

I なる 事 さわ' 出 巧ない、 ソコデ 彼筹は 
I 最後の 避難所 どして コブ ソ .リ 皿を 洗 

ふこ ごじなる 

乂然らは彼等は柯なじ 一 日も早く歸 


((、 


式 文 lx •リ康 

巧 書寵ン 


國 して 夫れ 相當め 口を ホめ ぬか VJ 云 A ブグッ クリン じは 目白 人の 混血 巧 


も •叫 IT 卜以ぷ ソ ノ任 / { つ、 

i 讀書會 第二 第 四 金曜 午 お八 時 

牧師 大お 篤 
電話 乂 一み ニモ！ ユング チィ ド 

督寄宿 警—篇 

西な 化 gIT 目 五一 八 電話 S 六 五 

モ*— ニン ダ ザ ィド 


ふじ 第！ 彼等は 頭 ばから 高くて 金を 

が蓄 ずる ホ 法を 知らぬ、 を 方法 丈は 

立淚じ 知つ て 居る かも みらぬ が 賞 行 

する 事を せぬ、 ホ じ 彼等の 從事 する 

化 事は 下 巧 奉を だから 自然 巧留 日本 

人の 先輩 や 時々 漫遊し ホる 故 國の名 

一流に 接する 機會も 少なく、 不か不 謡 

の閒じ月日は遠慮なく經つて成巧の 

チヤン タは 頭じ殖 へる 白髪の 數ど反 

化. 例 じ 益々 少な < なつて 來る 
▲僕は 自 をみ 寡聞 無學を 嘆ず る ど お I 

じぶ 派な 學間 見識を 補へ た是 等の 人 

々が 巧な に自 a 】 の 力で 自己の 新 運命 

を 開が する 事を 爲さ のかを 疑 ふ、 例 

每 就職難 生活難' の聲 がを 國じ充 もて 

居らう が、. 3 シ拌 日の 巧が 世界 剧る 

所じ呜 しからう が 「確か じ出來 る」 く 

ブグを 叩いて 大 勇猛 不退 轉の覺 

悟を みめれば 大概の 事は 出來る もの 

ホ ある、 ィヤ 人間 到處々 < ども 飯の 

食へ ぬ 道理は ない、 僕を して 窓禪な 

言は しむれば 之 等の 人々 け 實に化 

大勇 猛必 をん-; > て 居る 

A 御 猎を擔 やうで あるが 人間の お 

巧 不成功は 確か じ 運命なる もの ど 深 I 

い關 係を 椅 つて 留 る、 ソシテ 人間 一 
をの 閒じ 必ず I 度 や 二度の 好機 會な 

る ものは 遇ゎを せて 巧る、 併し. を 人 

の從 事す る 職業の 如 巧 じょつ て 幸運 

の 風の 淸 <吹< 所と、 がらざる どの 

悔別 ある ミは 吾々 の 特に 注意を 要す 

る 点 だ ど 思 ふ 

▲如柯 じ勤猶 忍耐して 風 糞に 乘 ずる 

の機會 をを たう ご 準備して 音ても 其 

1 人の 巧る 巧の 地位が 瞻度 幸運の 風の 

一 吹いて ホる 反對の 方面で ゐるど 其ん 


夸働じ お 事す る 者 も 澤山ゐ 

I ◄是 等の 書生 的 ぷ巧勞 働 者の 中 じは 

立派む 學間 をが も 相 當な見 謡を 備へ 

所謂 適が 適所の 途 さへ つけて やれば 

國の爲 VJ も 社 會の爲 どもなる べき 人 

物が あるので あるが、 可憐 彼等は 立 


j 便な 境遇 じなる の だ 


をを 二十 餘 名る つて 女の子が 澤山 AAAAAAAAAAAAA 
あらあらます、 併し 望の 女の子 供 A 鳥 平. 又 ▽ 

I は 言 ひを したゃ ミ 吾々 目 本 <; を 嫌 户如づ づづづ づづ づづが 
ひます が、 どぅい ふ譯 なんでし やぅ 一 C 山嗦 て 育 
(武 靈) A 貴社 投書欄は 非常 じ 面 ぎ リ = 部訂 が々 
白く 拜見 すれで 例が 個 も 名前な き *" =這コド广 S 苗 

も往 々じし \」 人身を 擊 的。 もの あり 47 P 養 P 置 PL 羣 1 St 泛 £ ま 

呈こ薑 SS 


はゐ たら 蓮 命を キヤ ツチす る機會 を： 

々な 境遇 じ觀 せられて 不得邑 家 巧 的 化 逆す 許ら でな く、 徒らに 樽 力を 消 I 


をして 遂には 淪を 不遇 じ 一生を 終る 

事 じなる、 さぅ して 家 內的勞 働は 運 

命の 風の 一番 淸く 吹ない 所で 而も 前 

途 多望なる 靑 年の 勇氣を 阻喪》 しむ 

る 所でを る、 侯は 沸然 たる 勞 働を 諸 

I 君は 別 どして 之 等の 學巧 見返 ゐる靑 j 


I 身 おおの 階段を 見 おすの じ 極めて 不 年が】 曰 も 早く 現を の實 遇から 禪照 

I ミ ー > ■と 1 1 ) kf *' r 


して 甫 ホなら、 メキシコなら、 ま那な 


事實の 有無は 兎 も 巧 もどして 餘 6 巧 

あなる 奢 や' 女の 顏を眞 赤 じさせる や 

3 な ものは お載せざる やぅ ホ 筆 巧の 
注意を 望む (上 町讀 者) A 飛す 張 目 
生め「 - 1 . ユ ー ョ ！ クめ H 本人 一は 愈々 
巧で！ 愈々 面白い が 無暗 矢 媛 じ 素 
破 拔< ご 承知 せんぞ、 第 j 鄕 里の 親 
達から 妙な 邪推を される ど 吾々 も大 
じ 迷惑す る、 モ 少し 体裁ょ C やつて 
れ (痛み入- = '化 ) A H 本人 會 設立 
大贊 ぶで ゐ る、 共濟會 をが 會 VJ 合併 
するどの 議論は 中々 愼 重の 考慮を 要 
I するど 思へ ど 僕 ホは 贊 成なら (を お 
乎) ▲一週間 僅か 四赏の 新聞の 中 じ 
H ホ 又は 化 ホの 重なる 出 ホ 事を 書き 
I 盡 すのは 困難で あ. らまし やが 巧 報じ 
は 政治 論が を 過ぎる ど 思 ふ、 俳壇は 
薩 張ら 振は ぬが 之 もな 留 ：一 •胞の 趣が 
の曠 落して る 好い 証據 である ど 思 ふ 
(憤慨 生) ▲世間が 何 ど 云っても 構 
はぬ から 女 じ 閥す る 記事は 山の やぅ 
U 載せ 給へ、 猫じ經 節、 男に 女、 キ 
筆を 中々 みつ チョ グょ (同人) 

白 結婚の 巧を に 就て 化留 同胞 間の 意 
見を 募っ ては 如何に や 僕は 大 賛成の 
方です が (巧宮 イズム ー ▲ボストン 

の 投書家 「を 平生」 よ 該事實 は 當社じ 

一 於ても 承知し おれり 何れ 精 探の 上 じ 

王記董 
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メキシコ 义 夕 3 マ ニ十 H 

ンチ ユリヤを 港 サ 四日 

j 因幡 化 沙港 ホと 日 
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参 日本 よら 到着 目 
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本社 營業部 

A 諸 印 席^^ 鮮 8 麗 

キずタ ログ、 ンタ 1 ヘッド、 

ビ产 、ず！ キユラ 1 、 バン フン . 

ット 、電氣 盤 製作 及び 其他稱 ク| 
御望 じ巧應 

血 日本 巧藏轰 曠 
切符 取次 - 


が 

心 手紙 取次 手 If きを 

人を 國 語麵譯 
▲通辨 一 

紐 育 新報 祀 


I 讀者 諸君の 御頓剌 をは か 6 每巧 一回 

傅 文 堂 新報 。 t のを^ 

巧 致し あらゆる 新刊書の 内容を 親が 
T 寧じ說 明し 其の 他 新刊書の 召錄を 
部を 揭 載し あれば 讀者 諸君 じ 取らて 
は t も 便利の もの じ 候 間御乂 用の ホ； 
へは 御 一報 次第 無料 進呈 可 化 候 

乂弊 巧の 特色 

どして 書籍 雜 誌を 間は ず 悉く 郡稅 

無料 じして 發 送の' 进灌 なる 樂じ候 

間 物は 試し ど 云 ふ 事 も あれば 一度 

御 試しの お 奉 願 上 候 

A 新刊 書籍 

は每月 一回を 期 どして 必中 到着 致 

お 間 新聞 雜誌 等の 廣吿 じて 御覺の 
書籍は 一應 弊店 じ 御 照 か 願 度 候 

满文堂 
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□ーヶ 年を を 索 

千 九な 十一 年 六月 サ 四日 郵政 起 
認可 

發巧乘 編輯 人 巧斐健 r 
發巧巧 新 脊兢報 社 I 

紐 育 巧 第 六を 一己 八 
電語 チェ シイ六 四と 一二 


乂學を 許さぬ 學校も あら (ーヶ所は 

其 地方 巧 化 日本 入のを 活狀態 甚だ 面 

I 白から ざるが ため 地方 人民は 殘を乍 


ら己 むを 爵 ざる こどな h'w 肅み 居れ 拔擲 、十二 巧と 日ボ哇 ホノグ グじ嘗 


異種 族 排斥と 
I 英領 殖民 地 

_ 英領が 度の ± 人勞跡 者が 太擧 して 同 

_ 體罷エ を 企てた る 珍事は 別項 所載 ダ 

II ン 飛電の 報 中る 巧の かし、 不法 

i なる 太平洋 滯岸諸 州 民の 言動 じょ b 

て 甚大の 苦痛を 感じつ 主 ある 香 人は 

深き 興陳を 0 て 化 報 導 じ 接せざる を 

得 や、 殊に 間 盟罷エ み 巧 由が 賃金の 

增 額を 要求す るに 非ず、 勞役 時間の 

短縮を 欲する じ 非ず、 單じ 英領 諸國 

I 民ど阅 等の 待遇を 得ん どす る じ まつ 

_ ては 吾人の 感興 おじ 深き を覚 へやん 

I は 非ざる なな、 なみじ 化が じ 散 巧せ 

る 英領 諸 殖民 地の 人民が 間 じく ジ 

I! ジ 五世 陛下の 治下 じある 印度人 じ 

一對 して か 巧なる 待遇を 巧へ つ i ある 

かを 檢 する じ 療卿じ 於て が 巧 人を 遇 


民 地は 撼て 之れ 白暂人 補の 專 荷たら 

しめざる 巧らず て ふ 謬 想 じを き 化 目 
的を 達せん が爲 じは 人道 じ 違な する 
も、 正 理じ違 ふ も、 將た異 桃 族の 家 
I 庭を 破攘 する も 敬て 妨げず ど 爲す者 
じして 彼等 獨特 のが 惡 なる 侧 乂ち泰 
じ沒 頸せ るの 狀 、言語 岡 斷の沙 化な 
VJ 云は ざる すらざる なら 
乍 併 彼等が 巧く 冷靜じ 考慮せ ざる 巧 
ら ざる 問題は 彼等の 間斷 なき 東洋人 
排斥が 大英 帝國の 運命 じ 願して 如 阿 

なる 影譬を 及ぼすべき やの 閒題么 な 

蕴し 英國の 今日 あるは 世界の 寶 

~ 庫た るげ 度を 有する が爲 じして 一. 度 

び化寶 庫を た ふ 事 あらん か 散 巧せ る 

I 殖民 地は 獨 立して 数を の 小菊國 とな 

大英 ホ 國 の# 化は を 然其慨 がな 

きじ 至る は 今 巧ら 织 々する を須 むず 

がじ資 巧なる 朦 化め 英國 政治家は ザ 

腦 獎を倾 注して-印度 のが 備に 腐、 むし 


参 ホ廣博 ± と大 
.博 賛否 問題 

お 田 博 ± 等 慰 間 化 諸お歸 朝し を 博に 
献 する 意見を 發 表して よら 其贊 がの 
I がが し' の 可否々， くご も 出品 拒 絡の 可 
j 巧に 關 しが 田 局 者 じも廬 見岐れ 民間 
じ 於ても 稱 々の 畿論あ b てま だ歸着 


一す る じ 他の 東が 人を 排斥 するど 同獻 外を 軍備 悉く 化 地点を お 礎 どして 施 


j の 方を を 0 てし 印度 あ 民は 英語ぶ 他 

め歐 州の 一國 語の 試驗を 受けざる ベ 

からざる 規を あら、 巧な 非 利-加 じて 

は が 度 人の 妻女が 例み 其本國 じがて 

I 法律上 差 支へ なき 正當の 者な ^ ど雖 

も 二人な 上げ 妻女 ゐる 時は 一夫多妻 

者 どして 取扱 はれ 直ちに 法律違反 者 

どして 其 刑 じ 服せ ざるべからず、 加 

を陀じ 於て はが 度 總督並 じ 加 お陀總 

督 どの 間 じ 特別み 協約 あるじ も不拘 

更に 之よ ら甚 しきらの ゐら 、即も 巧 

度 人は 加を 陀じ 於て 居 化の 權 利を 有 

する も 移民法 じよら て 其 妻女 及兒お 

を树 行す るを 禁じ、 が 度 よら 加谦陀 

じ 直通 航路な きじ 拘らや 廣航者 じ ホ 

ざれば 上陸を 許さず どい ふが かき 锐_ 

篆 極まる 法律を 設け、 英領 n n ンビ 

ャじ 於て は ョリ 更に 峻嚴巧 察なる 惡 

，法を 作 欄して 異 穗同國 民の 渡 ホを 縮 

滅 せんどす、 吾人は を 治 上の 問題が 

必ずしも 一 じ 倫理 道德 上の 觀を よら 

一: 斷す 巧き もみじ 非ざる 事を 了知し'^ 

居る 者ら ど 雖も而 かも 邱度乂 の摇を 

じがて は 英領 殖民 地 人民の 暴が じ 向 

.つて 阿 等の ユキ スキ. ュ ー スを與 ふる 
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一設 せざる な < 、殊に ± 民の 懐ぶ 策 ど 

しては 可が 彼等の 傅辦を 破壊せ ずし 

て 典 智的欲 蟹 じ 遠から しむる のホ勒 

じ 出で たるは 明かな り、 然る じが 化 

の 進 ホ ど 日本の 勃 輿 VJ は 端な くもが 

I 度 人民 じ覺 醒の氣 運を 輿へ 日 新の 智 一 

I 識を ホへ る ± 民は 所 巧が 應じ てあか 

じ 英國の 鶴 牌を 賊 せんど 謀る のみな 

てず、 極東 じ 於け る剌權 のが 譲 どが 

度の 防備を なめる H 英間盟 の 僧 値は 

紛刹 せる 支那 問題 ど 相願聯 して 稍 や 

其 効力を 疑は る j じ 至れる は 現 巧 巧 

國 ながの 東洋 政策に 對 して 芭必 のが 

する 所 じ 非ず や、 若し 殖民 地ん 民の 

東洋人 排斥が 擧 じ本國 政府のを 痛 じ 

止ま b 敢て其 殖民 地 じ 些の彭 響を 及 

ぼさざる じがて は 則ち 止む 可し ど爲 

j す も、 敬 V 母國傅 巧の 政策を 破罐す 

るが 如き 彼等の 行動が 漸ホ 印ぶ 人民 

の獨 立が を 巧を せしめ 英國 めが 度 失 

脚、 じ 其 じ殖ほ 地の 運命 亦 危殆なる を 

疑 あら ば 彼等は 須く 自省して 0 で 其 

言動を 愼 むを 要す、 吾人は 今 巧の 大一 


時 々 

レ ー ネゥ！ ド じて 夕郎 
鲜 来から おが 湧く 〇 傑は 瓢 然と 被 ホ 

じ おる、 ぅら 祐の 野路 や、 祗 木立の 
:中 をみ 目途 もな くさ まよ ふ、 サ ラサ 
ブど 落葉 じ 音が して 時雨る-^、 寂し 
自然の 聲じ 耳を 傑け ながら 默 
I 然 どして 考 へる。 , 

鄉 のをが 戀し くも 戚 がらる；、 然し 
I 化 まちねば ならぬ ピの覺 悟が、 柯泣 
なく 悲慘の やぅ じ 思は る jo 
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V/- 

戀の なやみ 府 じつ^み て 黒き 攤 なが 

めて 居れば 涙ぐまる i 

〇 

黑 しほの 渦 まく ぁた .6 白驗 どぶ くら 

きじ 迷 ふ 巧れ じ 似て かなし 

' ' 〇 

I 白耀の 木立の 丘 じゅふ H 照 b ぁゎた 

r しげ じ 鳩の 飛 ぷ見ゆ 

〇 

I 草ら 水 も 皆な 描れ つくし 磐の み黑づ 

みて 見る 臟巧巧 じ 


する 所な きが かし 然を堯 港 大博覽 して 變词 出品す るが 如きは 之れ 恰も 


ば 我 披府ど 凰 おの 態度 じ 威 じて 乂國 

一般の 威 精 からぐべく 拂 a 熟ら 緩が 
せらるべし ご を ふ 事なる が 之は を < 

3 本人の & を 0 てホ國 人の 也を 推せ 
の ごい ふ' ベく 若し 此際我 國民ど 
米國 おご 县位 暦を 換 へたらん じは ホ 

I 國 段は 必 やや 其 賛 巧を お 消す に 相違 

|なわ る ベ し感：|^を蕩骨じあはすはホ 
I 國 人の 巧 癖なる を 巧て 巧國 はが 化 際^ 

威 情を 抑へ てが 意を 示す もホ國 民は 
おして 其 巧 惹を赏 ふべき か 疑な き 能 

はや 加么 吾輩は 賛同が なち じ排 H 熱 

を 緩和す るの 盛な きもの だるを 論ず 

る 他の 理由を おず 讀 者の 記 騰じも 巧 

たなる 如くを 港 じ 大愧を 開く 事 VJ な 

6た る は先年 ニ ユ ー ォ 八； ン ァ ン 巧 ど 

j 競爭 をな したる 結果 じして 當 時じ杂 

I 馬 運河の 開通を 記を すべき 大博 覺會^ 

i を 巧れ の 地 じ 隅くべき かじ 就て は 米 

I 國 中央 議 會の大 問題と な 加が 選出 

の 議員 等は 排日 述 動を 爲さ r るべ 
I 事を 畿會に 宣言して 化 州 誘 員の 赞础 

を 得 辛ぅじてを 港 じ 閒く樂 どなりし 

ものなら 事悄 化の かくなる をな て 加 I 巧 

I 挪 は米國 ほじ 對 して 少 くも 大愧 の潑 

み 迄は 排 H 述勸 を爲さ V るの 義務を 

j 負へ る わけなら 然る じ H 本が 則 顧 じ 

率先して 實问 したる 好意を 無視し# 

畿會じ 於て なした る赏 言に 違反して 

激烈なる 排り 運動を 敢 てし 遂に 止 地 

法を 制を せり 巧る 連中の 聲 なれば 日 

本が 化 際 腺の 虫を殺して 犬 博に 贊阅 

出品した b どて 之： 爲め 底ち じ姚 H 

I 熱を 緩和す るな ど 思 ひも おらぬ 事 ど 

云 ふべ し繊 つて 賛间 取消 义は 出な 拒 

I 絕 論者の ホ 張を 聞く じ 巧國は 加州の 

主 地 法 じ 化- て甚 しき 侮辱を をけ な 

がら ホ國 どの 親を のた めな ちな ど稱 


) 义 法律上 日本人の ± 地 購乂を 禁^ 

止す る おもな < 或 地 ホ じ 於て は 地 ホ 
|連中相會し て 扫 本人に ±地を^;買らざ 
事を 化議 したる 所 も あら •其の 他日 
I 本人なる 故 じ 社 曾 上 補々 迫害を 受け 
つ-^ あり (ホ 完) 


j 會化 よらは 吾國 の實间 出ぶ を 促す ベ 


ー ホ じが だれながら 尙 其の 爆 おおじ 


十ち 上 巧 じ擲誘 員を 孤邀 する 様子 I 媚を 星す るの 類 じして か 屑 千 萬 却つ 

一 , ' I . • ■ I ftr tt t * I t ■♦二 > い 3 


なる をが て擲誘 員の H 本 じ 到着ず る I 

! 迄じ國 論を 一を し 潰く の 必要 あるべ 

之 じ 願す る 吾輩の 盧 見を 述べ 參 を 
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て 相手の 侮 A を 招く 所 0 じ 非 やや ど 

之れ 一應 尤もなる 言 ひみなら 巧國じ 

I はを 雜學童 問 趙の爲 め 今 向は 排 H-H_ 

孤 案の ねめ 劣嘗 人民 だるの 扱を 受け 


當地爆 領事 舘 着電 (廿日) 

_ 墨 國巧留 民保議 どして 派遣 せらる ベ 
き 巡洋艦 お 堂は 十一' 巧 サ日橫 須賀を 


港、 翌 十) H 同地 お 發の上 十二月 廿 

H 頃墨國 T ンサ 'ニ オ港じ 到 幕の 豫を 


な- 


•眼中 米國 なし 

干渉な しど 斷 言す 二人の ホ國人 

は 十九 H 巧 朝 ゥユ' グタ將 軍を 訪 ひ、 

若 レ 米國め 干渉 ぁ b たる 旗を が ホ麗 

動の 起る なきやを 質し、 直つ 巧 際 巧 

i 墨义國 締人少 みのが 讓じ關 する 意見 

を ホめ たる じ將 軍は 即座 じ 答へ て 曰 

「米 西 政府は 徳義 的 勸吿化 外 何等 

j 武力 的 干 涉を爲 さざる べき じ 就き 諸 

若は を ふして 可な b 、 只 巧 一の 煤を 

首都 じ 無 徒の 騷援を 見る じ ま 6 余の 

力を なて 防 還し 能は ざる 事 ぁる や も 

計り 難し W 難ら をは 歸國を 希望す る 

も 其 準備な き 米 國乂じ 向つ では 可が 

I 遺减 なきやぅな 計 ふ巧丄 云々」 尙墨 

都の 宮を社 曾は 乂國の 方 かを 0 て 
般じ ブラフ じ 過ぎず どを ひ 居れり 
A 革命 おどのを 涉斷絕 過 U 巧 ゥィ 

グ ソン 氏の 特化へ ー グ氏 はを か爾首 

I 將 ヵラン ザ將取 VJ 數 凹のを 涉を をね 

しが 將軍 はへ ー グ 氏が 大統領の 

I 親 ほ狀を 所ち せず との 口實を 0 て談 

蝴繼緻 を 中止し 直ち じ 商 方 じ 向つ て 

要れり 

A 英國の 軍艦 派遣 巧即度 諸島 簿バ備 

の ほじなる 英國 巡洋應 一一 一隻は 巧 墨 お 

，人が 議の爲 めゲュ ラク グズに 急がの 

一 かみを 受けた b 、 此事じ 關し带 が 政 

は 巧 等の 涯吿じ も 接せざる ち娜國 '心 

び R 本は 軍艦 派遣の 趣を 通牒し 巧れ 


参叫ぃ 主義 y 認ず 

I 墨國 著名の 圖膝 法學 まどして お だ 前 

が 网畿 會の灘 技たら し' エメテ ブォ、 

ダ、 ラ、 ヵグザ 巧は 目下 當 巧の 旅館 ゥ 

ォグド ォゾア スト プア じ滯化 中な 

るが 氏は 义墨關 係じ對 ずる 新聞 記を 

の 質 間 じを へて 曰く、 過 ホせ 年間を 

の 乂國に 巧 b しは 前後 赏じ 二十® じ 

I して ホ 圃投が 正義を 奉 中る のな じが 

t 毫も 疑 ふ も 5 じ ホず、 然れ でもみ 

は 貴國の 所謂 モン nl ホ義 なる もの 

をな て 何等 信を 漫くじ をらず ど爲ず 

I 者な b、 貴國は 巧し 《菩墨 閣め內 政 

じ 干渉す 可き じ 非 や、 革命 乘のキ お 

ヵラン ザ將 軍が ゥエグ タ將軍 0 上に 

I 貴國の 提言 じ傾聽 すべし ご篇 すは 大 

なる 謬 想 じして 雌 巧 政 巧が 事 仲の 最 

视ょ b して 誤れる 報 吿じ其 お 墨 お 策 

を 置きし 證據 は々 ランず 將 軍の 提樂 

を拒絕 せし に徵 して 巧 かなる じあら 

，やや、 ク ユ^夕は 現 巧の 墨國 中' じが 

て 唯一の 人物な b 巧し 蒂蹄 政府が 化 

j 然 ごして が 謬れ るな 策を 獲せ ざらん 

か 米墨戰 巧は 期せず して 起るべきな 

り 云々 
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描ち 巿 のがみ’ まと L て 『- 
る 山み 田 描の】 お 罔 


s J が U 友け 


を遵‘ 人^^’ 水进’ 下水、 を巧. なお‘ 带話の巧な’ 
街燈， 並が' 巧お邱 を’ 化閒郎 おの 雄 鼓 


姻巧 家屋の 巧理 並びに 管 託 巧ぶ 
地 巧 家屋 巧を 權證叨 巧の 留巧 


璧國の 臨時 聖親 賦課 ホ 國の饿 魅 
- 政策 じ 苦しめられつ i ある， ゥ ニグ タ 
將 軍は 新たに 要する 軍備 曠張 のが 源 
どして 綿ーキ n グラム じ對し 八仙夕 

の 課 焼を 徴集す る 旨を 宣言 せら、 
尙が 軍は ホ國政 巧の 忠言 じ應 じて 辭 
磯す るの 窟な きのみなら ホ 益々 自 B 
の 地盤を 固 ふせんが 爲め去 廿日 開會 
された る 新 議會じ 出席して 自家の 政 
策を 辯 護 せら 

因 じ 重截赋 課は 之 じより て 得る 巧 じ 
より 兵 ± のち 給を ち拂ひ 化て が 等の 
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資本を 二 呂 巧 四 
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班長 岡 本 ホな 
-副站 長 ジ* 一. ェ "—ブ 

獅卿 がけ 0> レ./ K. ろ f 夕 3 た》 
が 巧 巧 チャ—ルス 
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... <g® 寫奠關 業© 嘴 

小生 酸 今般 上記の 所 じ 於て 特に 同胞 諸 遠の 離を を迎ん 
ため 彼 格の 廉 償を なて 撮影 化 候 間 御 試 繫のお 願卜お 
々ビホ ブト ー組 (四 枚) 一二 弗燒增 四十 伽 
五 バ^と 同 五 弗 岡 六十 他'' 
八 バイ 十 同 八弗閒 一 弗 
尙 ほ-御 煮 裂 じ 化 b 夜間撮影 及 出 為、 コ ダク フニ ジ シン 
、候 


^ 出グの 御用 じ應 ずべ 

’ 、電： ライアン ト 岡 巧 寫眞館 I 


話」 よ 六と 云 
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化 南な 邱度 人の 大间 .规罷 エ南强 一 

I ホ 利 加 ダ ー バン、 ナ タグ、 ンデ ー 
ミス、 グ I ブタ ウンを 化 王ら の 來電一 
じょれば 同地 方 じがけ も おが 度 人は I 
I ま 十と： n ょ b 一大 鬧盟罷 エを實 言し 
が 時 じ 所 巧の が 雜 細を 燒 くに 至 b 人 

也 實じ构 々たる もの あら、 當局 をは 
巧 一の 變事 を豫 想して 遂に 戒巌 令を 

執 巧す る じ 至らた るが、 印度人は 自 
己 等の 旧 厄 じ對し 英本國 政府の 注 患 
を 唆 起せん がた め 隊列を かりて ナタ 
グ 、トランス バグ 間の 國 噫を 橫 b た 
ら、 同地 ホ じがけ る鐵 逆、 が 糖、 茶 j 

の勞 役は 殆ん どを く即度 人の 手中に 
あるを 0 て 今回の 打擊 じよ b て 被る 
所の 損 善は 盎し 冀大 なるべし. 


@ み 巧 人な 上 ノ宴會 二 適スグ 大攒間 アリ® 家み 一切 嚴谢 
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I 木 博 巧將油 瓜山サ 巧 將細 
ん龜甲 萬 將她乂 京 巧將細 

1. 瓜を ゆ X : 鑛請乂 鮑 (嫂 巧 
II 瓜 びん 詰 •お 粉 心な 陳を 兀. 

。瓜 I ずり 陳增鑛 詰 


鄉 右の 外り 本 食 巧 品 ホ 間 物 吳擺だ 物 U 巧を 班‘. ィ 

畑 3 說本雜 誌 験を お 新 荷 着 致 候 間 御用 命の 巧 お 願 k お 
就 商 お 目 錄御入 要の 御 ホへは 御中 越 次第 御 送 可 中 上 帳 

1 ヨ ークホ パ ーク ロ ー 1 化二 


る 事な く靈 なる 白督 人が S 蠢-呈 S 言 ふ 所を 間く C 農 霞は 一を 猶雜 Q 或 地 ホ じを」 は是人 

_>，に - 一 曼、.^: ,り 一 .一^を完ち ，こ ュ - ■ ' 一" 


: r . r.J > . ，じ 产 ら？ 戶 こ、 巧 ゴ竺 1 ジ - -I--U J 巧 - 良 . < { ジ 巧 Trpp も-ノー t $ スタ ' 〇 至 i - > f -TK I, 

巧を? SS 鬆ぃ 一！ 5! らん f 切 1 る ま—!— 普 i— する！！ 
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•出 雲 到着 期 


参ム V ァ ー 氏 辭職說 .ル 巧 上 じて 圃 
; が赋武 霜を 氏 どな 見を 異にし S 巧 一 一 
H 辭職 ずべ しど 傅へ ろれ たる 國巧あ 
I 願問ム ー ア ー 博 十-は 右拡說 をな： を 
然無 破め 捏を說 なら ど 打 巧せ b 


- 電話 クオ 1 ス 1 一一 1 

I が 巧 化が 商會 

r ーノ / f ♦>. -,二1， .三 uj た— に 


シカゴ 支 庙 ま任 なみ 
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•戰線 十ぶ 里の 

大潑習 十己日 東京 發 

▲飛が 機 六 臺參加 

大元帥 經下 じは 大演習 御統 藍の ため 

昨日 名を. 崖 離宮 じ 巧 幸ゐら 十一 二目ょ 

ら '機動演習 申な りし 第 云 名る 屋 、第^ 

九金澤 、第 十！ 二高晦 、第 十五 豐橋中 I 

束 加 越の 四ヶ郁 脚及騎 砲エ輕 重のを 
干 部 験は 現じ 豫を降 地 じ 到着し ま 巧 j 

軍は 閣院 宮大縣 殿下 司 か官 とならせ 


{ Ff 巧 U つ 11151 SKI I IF ••一 UU ■£ -そ - . - : :v * ー ィ I I c ぐゴ 

られ西 軍は 大將 川が 嵩 明 子 之を 揮 指び なるべし 巧る 十二 巧 十日 過ぎ 墨 國_ 

/ * ミ ••ィ n k ATT J ミ HW ’ I • A 、 ■ f • f 一 • ‘ k _ 


ため 寧ろ 大じ 保護 獎擲の 必要 あら ど 
ぶ 記者 じ聲明 せら 



るべ からず 否な 化 ホ 面の 巧留 同胞の I 正 义 巧 病に 跃 しつ i がら 若しが 田 巧 


世論は 吾 政府の 英斷を 激賞す 化 
論は 囊に 墨裡遣 H 使節 デ アス蔣 軍を 
体が < 拒絕 したる 吾 政府が 態度' 一變 

I 今回 遺 艦の 大勇 斷じ おでた る じ 街し 

大じ 激賞し ク i あら 




>巧 雲の 解績期 軍艦 出 筆は 準備 旣： 

に 整 ひ夕を 巧る 十と 八日 項 解 篇の運 


サ 


» 'つ 

•:ぷ 


を 

疑 


茹 な-し 今早曉 ょ^ 名を 屋り西 ホ 關ヶ頗 に 

一 まる 大み原 じ 於て 一大を 擊戰 駒始さ 

I れ たるが ホ 曾 有の かお VJ を稱 すべ き 

は 飛 巧 機 六 臺の參 前して を 二 辜； を 敵 

が ホ どなら 東西 兩軍 じか 麗しが を 嵩 

入ら 亂れて 飛び 巧 ふ 樣壯觀 を 挽め 
一戦 線實じ 十五 里 じ 互ら 1 ホ じは 雄號 
I 川 架橋の 大工 事を。 地上 空中 兩 つぶ 

がら 空前の 化觀を 殺み たるが 薄 寡 前 

両軍 戰閣を 化 止して 後 講評 ゐ .〇 雨 軍' 

め 戰圓は 尙明後 目を 繼緻 せられ 大 
j 元帥 陛下 じは 引 摘き 御 統監 をら せら 一 

蠻 なら 


扫的 地に 到着 凡を 六ヶ巧 礎 あめ 豫定 

I な b 無論 お教の 如何に 化ら 伸縮 あ 




麵 


•議會 のな 集 

帝 國議會 は 巧 さ 一十 四 H じ 巧 集 さる 

べし 

▲驗事 総長 新 補 文部 大 ち 奥 旧 義人 
一氏は 本 月 十一 日 臨時 檢事 総長 兼 巧を 
一を せらる 

(凶 上 十一 日 東京 發) 


でして 從 ホの 如-- 黨務を 見る 能は ざ 

場をぁ ご せ ば最离幹部ず日 の狀 

I 態 じて は 頗る 懸 をに 堪へ ざろ ものる 

煤 敬 巧の 勢力は 黨の 六よ をを 操縱 

し 得ん も 氏の 專斷を 喜ばざる みず 亦 

歡 から ざれば 化 隙 有力なる 黨 首を 替 

る 事は 同會の 結束を 擊 固なら しむる 

捷径 なれば 山 本 伯が 何處 迄も黨 首た 

るを 肯 せざる じ 於て は 巧び 西 聞 寺る 

を 起こすべし どの 說も巧 謂 違 詔の 帳 

消しを なす 形 まどして 其 復活の 前提 

たるべし ご觀 測す るを をら 政界 漸 
I 動搖 せんごす るが 巧 同會が 巧に 結ぶ 

を 固く してが じ 向 はんごす る 事大 的 

一ち 義 運動は 密か じを々 和 じ 直な て 巧 
はれ おれる が 如 < 彼の 鐵道 政策を お I 
本 どす る 新 助な 策 じ 基き 諸般の 積極 
な 策 も黨を 年の ホ 張を 現實 して 経 割 

夕數黨 の 地位を 確實 じせん どす る 手 j 

段 じかなら ざるなら 


ご 其 隆盛 恰も 化 日を 天の 勢 あ b 最近 


の 統計 じ 依れば 平ち 一年間に 四千の 

信徒を 增 しつ j るら て 之 等の 信徒 も 

一ゐら ゆる 階級を 網羅し 現に 法學博 ± 

廣她 千九郞 巧の かきは 熱 菊なる 信者 

して 天理 中 學名擧 校長たら、 四を 

巧の 同を 徒 中 一' 異彩を あてる が此程 

_大 お 丹 波 巿じ權 ふした る同敎 信徒 大 

會の盛觀はをく本願寺孤をも凌ぐ程 

j ならし ご 


福 巧 博 ± 鬼官 千里眼、 透 親の 邸 

究を どして 有名なる 厨 博 壬は 今回が 

圍义科 大學助 敎授を 鬼 やらん 
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-る . 
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大 

'正 

二 
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•顧 時 法相 巧 命 文部 大 おお 田英人 

巧は 本 H 臨時 司法 大 を 兼任を かせら 

れ たも 


参搔西 法が 危篤 

ながが a 正义 巧は 現職の 德引籠 b 靜 

養め 篱な るが 勺 巧の 病氣は 中々 の 重 

態 じて 到麽 快復の 見送な かるべし 


> 法相 兼 巧 事情 お田义 相が 鶴時词 


一 ♦貴る モニ名 男爵を 授けら る 前の 

I お 単 i 偶川慶 喜を の 九 巧ぶ が從 長と し 
て 明を 大帝 じ 奉 化せし 徳 大寺實 則を 
の 一.1 一男は 共 じ 男爵を 授けら る 


法 大臣を 兼 巧す る じ 至らし は 後 巧み 就く ベ 


♦勸 巧參 事官巧 命 政る 會 代議 ± な 

滕巧藏 巧 並に お內 相の が 專官高 橋 ホ 

威 氏は 何れも 今回 勸巧參 奉が じ 任命 

された ろが 両氏の 任命は 义官 任用み 

I な 正 後人が 登用の 手始めな ^ ど 

後藤 夕 のか 遊化码 立憲！ >5 會よ 

脫退 せし 後藤 男は 不日 外遊の 途じ 


鍵を 曲 難なる 松 田 氏を して 巧 職の 儘 

じ 其 終らを 全ふサ しめんた め辭 ほせ 

しめざる ホ 第なら ごの 增 'をら 


巧 

が 

二 


み 基搔待 運動 


しど 


♦寒氣 益々 酪し 昨今を 地の 寒氣非 

常 じ 基し くが 都 じて はま だ 初雪を 柱 

ざる も 寒冷 曰 じ 加は つ ミ.^ り 

1 —I • ご： .. ’ll. » 

•なぶ 會の黨 首 間 題 政ぶ 會は 立憲， 


; < AT — 、、rv ご fi ■ J . ; I 

乂國^ ! バ ード大學巧身の3米乂を 词志會の動搖じ乗じ其おぶを新じし 

なて 組徽 された る 八！ バ I ド俱樂 部て 益々 黛 勢を 擴張 せんどし 例の 議員 

は H 义兩國 巧の 意志 疎通を I 厚 促進 誘致 策 じ 就ても 巡 般巧頻 りじ 蕾 策す 一 

) ^ \/ I r > ‘• 44 4 • A *» I 


せしめん が 爲め閲 校長。 I ユ^蹲 ホ 

ぶ 前大統領 じして 進 ホ 黛の 首領なる 

グ！ ズ V グト 氏を H 本 じ 招 持す るの 

が議 をな し 间俱樂 部員 一同 其 運動 じ 

I 着手した 


-墨國 遺 おに 闡し 外相の 說明 牧野 

I 外相は 墨國 への 軍艦 孤 遣 じ 關し本 H 

み 理由を 說巧 せら 曰 < 支那 勸亂 のた 

め 吾 政府は 夥多の 軍艦 あ 軍隊を 派遣 

I せ ま那じ 巧る も 墨國じ 巧る も 巧し 

之れ 日本 ホ 田の 臣民たら 濁ら 墨圖 

化 留帝國 臣民 じ對 しての み不を 平な 


ども 両 一二 名の 復黨若 < は 入 黛者ゐ 

る； を豫 巧し つ-, ゐら 巧て 講會じ 於 

ては 確實じ 過半 歎を 維持し 得べき も 

I 目下 巧會當 面の 間 題 どして 媛 裁 問題 I 

を 始め 幹部の 內情じ 多少の 引懸 6 ぁ 

桂を 逝きて 敵 將を失 ひたる 事は 豫 

あじ 違は ず 同會の 事大 的 情勞を 促進 

して 權勢迦 をの 連中を 集結し 得る 傾 

おどなら しも 山 本 化は 依然 どして 黨 

首た るを 宵せ ず纔に 次官 速の 乂黨を j 

なて 不平 連を 慰撫す るの 一方 じは 巧 

圓 寺を 復活の 成算な < 加 ふる じ 松 旧 


露 支據約 外務 當 局の 諫じ曰 < 本 

_ 年と 月 外 蒙を 問 問 じ 閥し 露國の 自由 

巧 動聲明 0 巧 間間 題 じ 願す る 露ち 兩 
1 國 聞のを 渉は 一時 中絕の 有様なら し 
最近 支那 其 和な がの 成立 ど 岡 時 じ 
露ち 間のを 渉 順調 じ進搂 L 近く 調印 
^ を 見る に まるべし 其內 をは 大化如 左 
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离梁博 ±7 が 息 目下 西部 旅行 中な 

る閲博 ± は 十六 U 羅がじ 着 岡 加 一に 一 

兩 H 間を をし 察 港に 赴きた るぎ なら 

♦幡 山海 軍 少佐 去廿 H 雌府 より 到 

j 着： n 本 俱樂部 じ滯化 中な り 

♦化 岡 外務 二等 書記官が 府じ 巧らん 

目下 露 都 じ 化 勤 中なる 大巧 舘 二等 

一 書記官の 巧 巧は々 囘ぉ 府へ轉 巧を 命 

せられ 近く 巧 任の 當な るが 巧は 今よ 

ら約 十二 年 前 オレゴン 州ポ ー トラ ン 

ドの カ レッ デを 卒業し 歸朝後 外を 官 

一 試驗じ 及第した るを 才じ してを 齡册. 

四歲 、巧手 外 巧官中 頗る 評が 善き 人 


参神滕 代議 ± 滞 化 中の 岡 巧は ホ：：：： 


を 田 大使 訪 間の ため 难府じ 趣きね る 

か 巧る 什 四日 歸巿廿 よ 目 頃 出 發歸朝 _ 

の 當なゥ 

大巧 正金 銀 巧 支店の 時な 誠 之 氏 
ょら 化 程 本社へ 晝信ゐ も 辱知 諸君へ 
I 御無沙汰 か 御難して 吳れ どの 事、 書 

一信の 一節に 曰く 

H 本 も 中々 進步 しねょ、 餘 6 永 < 
外 固 じ 居る ど 馬鹿 じなる ょ、 時に 
は 日本に 洋行す るか 可 ひ、 圃 語な 
良 論は 化大 がな で じは チト 六ケし 
過ぎます を* ブカブ マへ ンブ 、グ 

ツタイ ダス ヨ 


一 8 巧 8 货髮鬟 塞 囊養蓉 

目 本 御 料理 
新開 業 御 披露 

ぶ r 回聽 & 織化バ g 毅 

崩' 精々 大勉 

^ 開業 化 お 間 何卒 振々 激御ホ 
^ 立の 程 伏て 奉 希 上 候 

ニユ ー ョ！ ク東 五十 九 

了 旨な 册 一番の 一一 增 



奔 



新關 業. 

〇 鍋 類ず き燒 

〇 ぅばし る 粉 

ずし 

ぶ 午 十二 膊 より 

夜 十二時まで 


I が 育 東 五十 乂了目 

一一 一巧 二 十八番 
•電話 

プラザ 五八 〇 ホ 



づつ 


一 A ぅなぎ 蒲燒 ▲ たす し ▲鍋 類 
ず 他 何でも 御を 文じ應 じます で 

131 E . 呈 th St . 夕 Y . City _ 

奪》 货舅 888 養 養货塞 


-靑 年會濡 成る 豫て 副壺 中なら し 

I 靑年 をは 愈々 新設の 准 備整ひ 化特お 

五十と T 目 四 六； 五に 宏大なる 家屋を 

j 借 入れた む、 眞® をなる 靑年の 巧 治 

を 歡迎す 

•修道 會講溃 本 月 午後 八 時ょり 讀 

I 書 會ゐら 東京 巿 助役 旧 川 太ま郞 氏の 
歐 本の 郝 ホに 於け るを 槐 事業」 ご 題 

I する 講敲あ b 明が 鴨 日 じは 東京ぶ 瞥 

敎 靑年會 フキ ッシャ ー 氏の 說發 ある 

べし 


春 新開 業 料理 巧 「千歲 J 東 五十 化 T 

目 二 一 二番 じて 新た じ 關業巧 客 萬 ホ 

を 待つ ごの 事 じて 昨サ ー日は 知人を 

招待して 開業 披露の 裳を 催したり 

参 新廣吿 紹かウ イリヤ ム ブラウ 

摩 社、 靑年衙 、千歳 巧理巧 


共濟禽 領収を 額 (十一月 十と H 締切) 

( 一 ) 曾 裳 十二 弗 お 高木 契 一 楠 井貫 I 

六 弗 宛 牛 盛 弟二郎 寺下义 一郎、 

五 弗 宛 山本聲 ちを H ミリ！、 五を 

宛 高 旧 雄 稻小巧 正 j 、 四 巧 ザ 上 熊 

郞、 S 弗 宛 旧 中を 巧 郞水巧 糊 一 、 

弗 宛 舟 木 幸 一二 淺サ 枯次郞 、一 弗 五 

十 仙 お 白 江 信 一二 下問 豐巧松 旧淸ち 

山 本 淸太郎 田 中ち 太 郞か謹 夫人を _ 

牛 藻 ょね子、 一弗サ 五他增 澤ホ话 i 

弗 長 見 倉么進 . 

一) 黨 がぶ を 寄附 五十 弗 宛. 大倉 

組 Hti み 西が が 曾 H 本 綿化會 社、 二 

五 弗 お關あ 巧を 中 西 庄モ茂 木 

篱太郞 、二十 弗 葛 西 文を、 十 弗 山 

本鬻吉 、五 巧 宛 山 旧 视二嫁 口 辰 一二： 

弗 旧 中を 巧郞 

累計を 获千 九十 弗 化 十八 化 化 


特別馨 

誰發 を 位 益々 御 淸福之 段 奉賀 候、 却 

說弊舘 儀は 今 因 臨時 株 ま 摄會の 結棠一 

£ て 前 河 髮震主 

じ 賣 渡す 事 どなら、 巧 十 
巧サ 曰よ b 树巧 名義の 下じ從 前の 營 

業を 繼綾 致され 候 間 化 舊の御 引 立を I 

蒙ら 度 伏て 奉 ホ 上 候 

東 泮お樂 部 巧 ホー 同 



臟を $ 古川 精キ 心皿豫 I 

I 抓 病 じて 新 食如ゥ ォタ ー タゥ 

_巿 立 病院 じて 療養中の 處藥石 其 

一 効を 奏せ やま 十一 巧 十四 H を 前 

二 時 永 お 致お词 人を 前 辱知の 諸 

君には す 取が 御 報知 申卜： 候へ が 

汤 々の 際邀 漏な きを 化せ ホ仍 

化 段 及 御 通知 お 化 

追て 葬儀は ホる 十一月 廿 U 午 I 

を 二 一瞬 東 五-一-と 了 目 白 一二 十一 

番新巧 ミッション じ 於て 執 巧 I 

た b 候 

大正 二 年 十一 巧 十よ H 

ぶ 入 四 本を 巧 

が牟旧 喜么邮 

大道 恒 一二郎 

鴨 ザ ん 

木が 政治 


♦ 

.1 



日 人* 職業 
周旋. 所 

三ユ 1 ヨ—ク ホ第丄 ( 

巧 八 西 四を 電話 ブラ 

ィアン ト とと 〇 化 

ホ 巧 谷 政么助 


■ 

♦ 


新 關業御 下宿 ： 

f お 儀 今般 左記の 處 じて 家具 一巧 

_ 新調の 上、 室內淸 瀬、 萬 事 了 寧 

I 親切を 旨 VJ し 御 下宿 並 じ室貨 'し 

-營業 化候閒 巧を 御 引 立の お 奉 ホ 

_ 上 候 

ま旧宗 章， 

ご 2 ム ILexing す n Av 夕 N. Y- City 
near o-i 化 treot 
ITelepho 口 e Plaza 二 2 荀 

冬 ♦球 襟 あら 参' ▼ 




— 着 ■響 ■_ I 
I • I 馨 ■ 




旅館 讓受 廣吿 

一を 典 儀 今回 西 六十 四 了 百な 廿 一番 や 

まご 跡を 護ら 受け 0 後 や- と 
旅舘 VJ なを 致し 家 真 一巧が 調の 上 室 

巧 淸潔萬 事叮嘻 親切を 旨と して^ I 

業 相營み ホ候閒 何を 御が 立 

の 穂 伏て を 希 上 候 

こ ュ ？ ョ ！ ク 市西六十四了目なサ 
一當 '電話 コロンバス 11100 と 

やまと 露 藤が 

▲球 壤娛樂 の 室 設備 有 之 候 



>證 が 

を 毒で み 

ま 地 


捧 ぶ’ っ 斬- 

支.. 目 本 食料. 品 何でを 有まず 

段づ 、appi 口 g St. ohslestown IVIass . 摩 、 \ 

！ .. 療こ SfW. oharle 其 og ホ ツ t ン 


地所 家屋 賣 渡し 

_武 巧 上流 社 會の化 居 地た る フラット 

ブシ じある 美麗の あ屋 、地所は 良さ 
肯サ五 映 幅 五十 お吹グ ー ム 十】、 湯 

殿二づ 、家具 一巧は 最新 まの 設備な 
6、 今回 ま 人 地方 人移轉 じが H 本紳 
± じ賣渡 度し、 條 件は 委細 面談 又は 
新報 社へ 聞を された し 

一寞 Stralford け rooklyn 夕 Y . 


が雜貨 たろ し； 

商品目録 御聲 次第 無代 進呈 
ホ 俄古巿 

臟藤 小川 商な 

TM ^ KrTO . OGA / WA & O ? 
w 祭 W . Lake St . ohicag ご ゴ产 
巧 hone 这 ain な 8】 


k 


雌-一則 

• n 巧 し 

〇 が 0. f 

■ aii-aa 

な 曲 為 

も鸣 I I 

CO を 

F* 饼 

お 
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峭な 米國 最大の 洋服 觸 

郎設鱗 白 本人の セ 1 八ス 

7 \ を處ひ 居ります から 諸君の 御 注文 じ 
ス、》 おし 特別の 注意を 致しまず . 
品質の 上等なる ご 化 立の 入念なる とは 弊 巧の 
恃 点で あなます 

ス I 二十 弗な 上 
ォバ 1 n , 卜 二十 弗 巧 上 
燕尾服 一一 一十 巧な 上 

ゼ - 五 フ ビー み ユ ーが服店 

中 川 



を 服が に 外 蒼 御 注义被 下ません か^’ なと 
服地 並 化 立は 御 承知の 通ら 雜實 で* です 

00000 レ 0000 000000 

:: 佐々 洋服 巧 S 

口 0000000000000 Go 

G8 W- 兴 策 411 策 T; IV， It"， 

巧 苗 ONS 巧 巧 I 、 EV に 
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新 育 写す 111 了 目 西 直 二十 化發 

會 i 料哩 $1¢ 

電話 モ！ ユング チィ ドと 一 五 四 


W 巧. 

Si 一 


瑕 おむ に. 再 

^ 巧 請*^^ た 長た おた 沒 おちな なをな 控^^^ $15 


ム 歸遮谎 及 雜貨細 

- 卸販賣 精々 越 强可化 候歷— 

多 治 見商會 .12 

: m 巧、 rASSI 00. 煤は 
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597 Broadway , 夕 Y . 
I ' d . 681】 Spring 




ニ ユ ？ ョ ー ク を十四町 
& 4 目 巧 十妈播 . 

化り 藤 旧を 


•- クタ， 村 瀬. 九廊 

廚科踐 g ® - 0^ 

新 育が レキシントン 八十 六恭 

(サ六 了 旨 トサと 了 目ノ 間) 

妄 Lexin 嘗 ミ Ave •夕 Y. CUy 
Tel. 4618 浸 adison か q. 


か 


巧靜 じして 淸 潔なる 

▲貸 室ぞ 湯殿 附マ 

IVIrs . Yosh ご ミ 
182 La 乌 renc.e St . City 
opp ^ る， 一 送を S で 叫61 8972 忌〇 3 igp'hl 


ァ> バ 

が洋 


店 


、'互 圣强に 苗 だか 巧 占 
I か 州 I じ學 をけ をみ に ！； U 

rlhw 去魄を t リ、 护码诗 
昔 記；^ 敎 へが 骑 じて. 苗：：': 
品？！1节|^をおす :と 

; r I h 2 ?. ク /' , 1 . ジブ ツ .：？ •.ん 

护ん扔 li . ス . 

ご I リ茲 は受‘ が.：-. 
W か 仲 I 擲 をはみ 巧 京-. 巧が .. 
* 山 机で もを おを 許す 


紐ち H 本人 お靑が 曾' 

御 下 お*" I 

レ 幸 シン トン 巧 七が 化 卡八帶 

J 答 iine 兀 C 一 ‘ こ ミ另 二一 -;- ミ ご - 己 / 

J 7 ■公 W JJexin - gu>n 、v\.e. ソ’〇く Y こ 一 户’ご . 
Iir で 1.2 ご 吉こ>1 ミ a ご. 07 ご. c-< 
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•紐 育の 目 本人 一 


じか 殖 へて 巧る、 所が 生ま ザ 君 じ 幸 

る ご 頭から クツ み、 ウ ユタ！ の 化 ホ 
一を®:. 蔑して るから 少 ，、でも 辄賣 b い 


. ^ 耳 張 目 生 I 時間を 見出す とみ！ からかつ た 
生ま 半 書生の 家 2 ： 勞 働を 


ケッチン テ ー ブグの 上じ兩 あを 上げ 
て 文 藝お樂 部、 女學化 おの 寫眞 をな 


め 円、 生 な^^^お j 詰め ミら お寸 巧の 诞を 流し .. L ^ る 
格，。 を備 へた 不遇 じ 泣く 純然たる 書て 禪规ヶ 間 敷て、 墨 ど！ し 易く 
をを 慮 あ （ 3 たもので あを 爱じ いふ ~ 化， S 出 寒 癖に 給 浸. 育き をな む 


j 生ま ザ 書生み 家. 内的 勞働 おは 讀んで 
I 字の かく菩 ホ ごら つか や、 义勞慟 ち 
どらが かぬ 半 喃らの 連中で 巧 留鬧胞 


ナ ー バントを 誰が 歡迎 する もの か- 
一週間 盾て は 御 拂ひ箱 どなり、 ーヶ 
一巧 おて は 飛び おし、 流々 轉 々、一 化 
ず 住、 下宿屋、 化 庵、 慟 ，き 化の 閒じ 
じ 一二 巧 線を 引いて 其 間を 巧來 する か 
ス遂 じは ri 二 巧 巧 不得要領 お ±」ィ」 な 

つて 社 會的じ 巧んで しよう 
A 乍 併 0 上は 化 階級 中め 不良なる を 

子で あつて 中 じは 感 むな ふ掛を 持つ 
て 神妙 じ 勤め、 時 じは 鄉 あの 親 巧を 


I 中の 最も 不感必 なをず である 

A 是等 生ま 半 書生み 中 じは 离 等學搜 

I や 中學指 度め 學 校、 おくは M を、 慶 

一應 、を稻 田 等を ザ途 で退學 した 者が 

I 多く 普通の 敎脊 ホは 受けて 居る が 其 

|;^^た るや元々平熟で而から實際社 

脅のを 巧には 殆んど 無 經驗の 靑伞で ; 

1 あるから 獨 立して 事業を 經營 する 稅 I じ 送 余 じて 慰めた \ 又は 弟ん 學資 


の 勇 氣も膽 力 もな く、 チリ トテ ーを 

I 勞徽 著と してを を贈菩 する 上の あ必 

も恐耐 もない、 口元 許ら 達者で 不平 

j 不 溝の 間 じ 其 H {を 遊 ごして 行く 

がう いふ 靑 年は サ ー バント どして 最 

j も 不適 當な 資格を 備 へて 居る 

IA 彼等は 半熟の 學 問を 修めた 結果 や 

ら 、偶人 ホ義 のホ國 におて を々 な感 

化を 受ける やらで 「個人の 權 利」 ピ 

ふ 事は 極端 じ 信仰す るが r 服従の 美 

德」 じ 就て はを く 風馬牛で 而 かも 怠 

猜な上 じ 橫着千 萬で ある 

I 一 A 例 命 ば 一家の ホ婦 から 夕少这 も お 一 

1 巧な 命み を 受ける どか 或は 時. こして 

1 夕數の 巧 客が ある ごして 自 をの 化 事 

j が殖 へる かずる ご 忽も不 ずを 唱へお 

ず、 而 己なら ずま婦 のを 居 動 巧が 叔 

女 的で ない VJ 見る ご 「う _ もの 攀 なは 

ド 等 だ」 VJ 輕 蔑の なを 起し、 一所 じ 

働いて 居る 純然たる 勞働 者の 下男 下 

女 共を ば r 無馨 者」 ど 嘲け つて 機會 

も あれば 化 事め 上 じ も 例め 「ュ ミャ 

」 を 巧ら うどす るから 自然 主從を 

顧、 下 侯が 忠の間 もが 6 をが 惡 くな 

つて 永く 勤らない 、所謂 フ ユリ ー ボ 

!卜 の 連中は をく 化 階級の 產物 であ 

る 

▲夫れ から 化生 ま ザ 書生の 家 巧的勞 1 

働 者は 化 事の おじ 就ても 生ま 半で あ 

る、 純然たる 勞働 者の 辛抱 人で ある 

とがし でも 化め る 時間 あれば 邦語 料 

理書や 友 入 じ 就て 巧 理法、 給 化 法を^ 

習 ひ、 其實驗 を やつて 見て 首尾よく 


成 巧 するど 夫れ を 巧】 の樂 しみ どす 官 になつ ね、 陸軍， て官 をして 居 


るから 自然 腕 も 進 ホし、 ホ 人を の覺 某を 校の お授 じな つた、 某 女 ど 結婚 
も 目出度、 銀行の が をら 何時の 閒 して 子供 お 二人 あるな でい ふ，' 一事が^ 

罔 じつく、 何だか 羡ま しひな 一 ど 思 
ひながら 自 かを 堪るど 白い 诞れ 掛け 
:を ブラ 下げて カナ ヤン^-^、 愈々 權 i 

降る、 一が グット やづて 溜飲を 下 

げざる を 得な/、 なる 

雜主地 法と 遺產 

呵闕趙 じ 就き お着 東京 新聞は 左の 
報道を なし 來れり 

i 加州 尘地 法が 實施期 じ 入らて よ b 旣 
じ ニヶ 月 有 餘な間 ホだ柯 等の 損ぎ も 
一を 生せ ざり しが 最近-? 州ス レス ノ巿 
に 施て 松 お 平 六の 巧 去せ るに より 其 
逍を處 を じ關し ± 地法實 施な 巧茲じ 

媒 1 の 間 越を ホず べき 端緒を 開きた 

が妃 巧に な斐ピ ー A の 子 あを 化 ハモ 

は米國 於て 出生し たれば を衆留 のを 

I 律 じよ b て ホ 國の國 籍をおし ホ民權 

I を 有する がな じぶ 子が 亡父の 遺を た 
る 十； 地を 相 鶴す るは 當 おの 權剌 なる 
も 加が 民法 じ 「遺言な き 壌を ドは 妻 

どの 間に 遺產 をみ 配す ベぎ」 规 

1 を ある 由 なれ じ 若し 斯る 規定 かゐる 
る b て 遺產を 二み せざる を 得ざる じ 

於て は 妻 お U 本人 じして ボお權 を お I 

せず 其 巧が じ歸 ずべき 立地な 加删主 

地 法 じ 化ち がに 沒 化の 上 競 賓じ附 せ 

ら る； じ 至る み 第なる が 現 巧に 於て 
はが お 氏の 死' 亡 じ 間 題のを じ 得べき 

事實か 起ら ねら V 」 云 ふじ 過ぎず して 
今後 遺 產の處 を じ 願し 巧が かんせば 

訴訟を 提起すべき 法俸閔 遭を あやれ 

ども 若しぶ は 其 ± 化 がを 割す るじ不 

適當 (例み ばを 御せば 蕃 レく 償 格を 

枫 ずる 等の 现を によろ) y してを 部 

み 子が 之る 相總ネ るが 郵き 事る ちげ 

1 間 獲を 生ずべ ぎ理 あなき じ まるを 巧 

てを 暫く 專實が 如何 じ發展 する かを 

I 見ざる ぺ からす 


I をを： 實ぐ やぅな 人物 もを るが 要ず る 

じ 化 階級 じ屬 ずる 者は 細然 たる 勞慟 

j 者 じ 比較す る VJ 必中 常 じ 不平 不滿の 

I を絕 へず、 見る 物 聞く ものを く礁の 

j 稀 どなつ て 世を 狠み 人を 呪 ふ 傾 おを 

I 帶 び、 糖 神が 態から ホを の 巧 動じ ま 

る 迄 自然 的な 者は 一人 もない 

▲彼等 ど雖も 懐かしを 父 巧 弟 ホ じ 袖 

i を 別ら、 愛する 知己 朋友 じ獅 まされ 

て渡义 した 常 初の 考は コン ナ つ-^ 

では 無 かつた の だ、 國じ 居た 時み 赏 

敎師ゃ 新閒雜 誌の 記 奉で 見た ホ國な 

「西 お 巧 弟、 自由 ホ 等」 の 巧 お圈で 

而 かも 黃 金め 雨の 薛 る天國 だと 豫朔 

して 居れ、 然る じ實際 巧て 見る ご 小 

々さぅ でない、 ホ國 どい ふ國は 政治 

j 上 じがて は 一巧 平等の 旨由圃 である 

上い がて は歐 が、 U 本ご柯 等' 

異る 所な き 階級 制度の 圃 である 事を 

見出さ ざるを 得な かつた、 同じ 

の 子た る 亞非利 加 人は 米國人 ど词馆 

てて 神の 御前 じ 跪く 資格な き 巧で あ 

る 事を 知つ た、 自を 等で さへ. 間 族の； 

I 稼 夕を輕 蔑す るが 米 圈人も 矢 張ら 毛 

色の 變 つた 異人 稱じ 平等の 恩惠 をが 

す 事は 嫌いな 國ほ である 事を 悟つ た 

働げば 比較 釣 高給を 得られる がみし 

て 黄金の 裙の 降る 國 でない 事を 知つ 

ブ J 

嚇斯 彼等が 理想 ご實瞭 社會の 懸隔 

I 著しき 事を おつた 頃に 鄕 里の 新聞を 

i 馈げて 見る ご、 同級生の 某々 は 外を 
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電話 チ 五 グシイ 六 四と 一一 1| 


未廣博 主と 大 

博 賛否 問題 系 剪 


〇啓發 運動 どの 關係 

▲黒人 補阅樣 劣等 人 扱 ひを され 所謂 

一等 國 民の 面目は をく 蹈み 潰さる 吾 

I 輩は 斯る 侮辱を 受け 居らながら お 品 

ごは 思 ひも よらぬ 事な り どの 議論が 

I 在留 日本人の 口よ らおで ざる 事を 径 

一し む 位なら 中 野 巧 始めが 國の 有力な 

一る 人'々 が 賛同な 消し 又は おお あ絕論 

I を爲 すは 一應 無理な もぬ 事な り ど 葛 

; へざる を 得ず 

▲人 或は 桑 渚の 大巧 覺會 は一營 巧會 

社の 事業 じして 其 重役 等は 本 審± 地 

案が 加州 議會か 間 題 どな 6 し 際 熱、 む 

I じ 之が 巧對 運動を なした る じ ホず や 

I 不幸 彼等の 盡 力は 議 餅じ歸 したれ ど 

も 巧が 意は 夕ど せざる ベから ず、 さ 

れば贊 間を 取消し 义は岀 おを 枢絕す 

えは 恩を 化 じて 酬 ゆる もの じ ホ やや 

I ど 云 ふらの あるが 如く なれで も 之は 

乂 博の 事 精を 十を じ 解せ ゴる もの ど 

をはざる ベから ず、 成 稍 大跑は 一 面 

な會 社の 経營じ 逝ぎ ざれ ども 他の 


おしち 獨二國 愈々 賛同せ ず最 をが 
I 要なる 日本 もホ營 しを 取消す VJ か 或 
は少 くど も 出品を 拒絕 ずる i どなれ 
ば 一般 米國人 じょら て じ おお 運河の 
開通 大 がを ど 思惟 せらる； 巧 巧の 太 

博 證曾も 或は 不成功 じ 終る ベ < 餘ら 
じ 巧 儘 じして 傍若無人なる ホ國 じは 
I' ょき レツ クシ どもなる 事 あるべ けれ 
ス威精 論 どして は 桑 港 大博養 同は 取 
j 消すべき なり 若し 約束せ るの おを 化 

て 政が どして は 么を化 おす 能は ずと 

なさ ば實 しく お 品を 拒絕 す-へきなら 

化 瞭ホ國 の 甘必を 得ん が 爲じ强 ひて 

ふじ もな き 事を なすの 要 非ざる べし 

おらげ を傅寶 岡は な 消すべき か 或 

は 之を 取消さず どす る も 出席 ホに て 

も枢絕 すべ ミ かどを ふじ 感情 一せ じ 

I て 巧すべからず 强じ愼 重なる 葛 愈を 

要すべき 一の 先み 閔題あ 6 何 ぞや他 


I 嗽 おし 出品 拒絕 なでは 思 化 まらざる 

ベから ず 

されで 猜茲じ 注意すべき 事み b ぶ 
の 第一は 桑港大 博の 敷地が 陸軍省の 
~ 用地なる 事なら 陸軍省の 用地なる が 
なじ 將來仰 時 軍事上の か 要ょ b して 
之を 取 上ぐ る や も 知る ベから ざれば 
I 現 巧の 計畫の 如くち 甘 万圓の 賛同 壁 

1 をを 部 大憐の 爲じ餐 しみ 乂的じ 立派 

なる 建築を なす 穿は 甚た つまらぬ 事 

な b 建物な では 不化 裁なら ざる 限 
成るべく 豐 用を 節する 樣 じすべし 化 

のか < じして な サ萬圆 め 贊同叟 ょゎ 

I 剩餘 金を 得れば 么 を稱發 連動 じ投ず 

るを 可し どす 

▲第二 じ 注 怠ず べきは 先年の 英國博 

覽會 じが 1 は U 本が など 禪 する もの 

をが 〇 日本の 生活 狀 態を 紹介 せんど 

して 大 なる 失策を なしね る 事 あも不 


I なし： n 米 問 趣を 解决 する ホ 法 VJ して 体裁 極よ る 煎餅 還 や衙黃 なや 稀屋の 


1 化留 日本人 間に ホ 張 さる ミ啓發 .運動 i 

の 問題 邸 も 之れ なら 化 運動が 日 ホ 問 

題 解 决の上 じ 幾何の 効能 あらやは 旗 

る 疑問 じ廬ず 这雖も 若し 日米 問題の 

解み が 此際化 方法を 外 じして は 他 じ 


'面には をの 性質を 有ず る 事を も 注 愈 一な しど するならば 大博 取消し 又は お 


一す るを 要す 

I A 化 大博じ おしては 加州 政府は 五が 

心的 圓の補 巧を なし 米國 政府ら 词额の 

;補巧をなしたるのみならずなか^ 

I じ大 博の 成 巧 じ 力繼を 入れ 巧る 次络 I 

I なら、 米题 政府が 之を 單 純なる お 人 

の 事業 ど 見ず 廣く ホ國の 事. 榮 ど' 考ふ 

る 事は 最 あじ 英獨一 扇が 貧 同を 拒絕 

I したる じ戰 して 其决 怠を 織すべく 米 


1 おが 絕ど云 ふが 如き 事を るべ から ざ 

るなら 

A 啓を 運動は 今 H じがて は ホ 國巧留 

お蝴体 じより て 巧は れん どしつ-^ を 

れ でも 寶金 不充を じして 大規模に 之 

をな し 能は ず 又永續 的の ものた るを 


西政がはローズグ グ 

:じ狐 遺す るの 考へあ 

1 しても 知る を 得べ し 


かきものを 文明 國の眞 ぉじ 連れ おし 

て 晒し者 どなす がかき は歐乂 人め 侮 

を 招く 事當然 なり 巧る おおを 許し 

たる 當 巧 清る 氣が 知れぬ 事ながら 過 

ぎた るを 資 い る も 難な しどして 今 凹 

の 大博じ も 巧 國め名 擧を考 への 興業 

I 師 等は 义 々如何なる 不体媒 を 演出せ 

ん ども 限ら ざれば かして 油斷ゐ るべ 

からず、 巧 巧 H 本のを 所を 紹介 せん 
として 却て 彼等の 侮りを 招き 排 US 
1 氣 縮を 昂 わる 恐むな きじ 非 ざれば 愈 一 

々大博 じ 出品ず る 事 VJ なれば 官憲の 


I 叛軍の 腐め 首都の 運命 日夕を 期す ベ 

からざる を 認めた る じ 由る、 英國を 

i 使は 在留 巧國人 一般 じ訓 かを 發し可 

I 成 お 國を使 館 お 近じ轉 居すべき 事を： 

1 勸吿 せら 


さる 


ア 


得ざる 事情 あるを なて 之 じ夕大 なる 周到なる な 意を 鶏む 

巧 待を なし 難し 化 運動を なて：：！ ホ 問； ▲要する じ大 憐赞词 おおの 可否は 威 


I 題を 解决し 得る じは 非常の 大规模 の 


情を なて みすべからず 啓發 運動の 必 


巧を 英 獨二國 U のどし 而 して 十 年 十五 年の 歲月ふ 要ゐ b や 否やを 先が 問題く してみ を 


'どの 風 說に徵 


I 巧 力を 嬰ず べきが 故 じ 之が 成 巧を 見すべきな b 啓發递 動の 必要 じ 就て は 


何れ 歸 朝の 上 重ぬ て 論ずる つもらな 

れ立ハ 巧し な國 の-^ ± が 旣じ其 必要を 


ん ごなら ば是ホ VJ も か 固 词胞の 巧 力 

A ホ も 氏の 欧州 巧が 先約の 巧义 行の I 無 かる 巧らず - 

I 爲實巧 されざる べし、 さらば 貧呵取 ▲を 夫れ のみならず 餘 りじを じ 云へ I 認 わるなら じ 大懊替 同 及 おおじは 大一 

I 消一义 はお 品が 絶は 巧して' 單じ大 傅ぬ 事ながら 大 じがが の 助力を 仰が ざ I じ贊 成せら れん 事を ホ 望せ ざるを 得 

I 曾 社じ對 する 事柄 じ 非ず、 結局 ± 地 I るべ からず、 おしな 國じ 於て 化際官 ~ ず 而も 此事 たる や 單じ巧 叢】 個の ホ 

_ 法を 制定して 日本人を 侮辱した る加投 協力して 啓 發運勵 を 爲ず考 なれば I 盛の み じあらず してが 米 树胞化 萬の 

に對 しおじ 义加帅 の ± 地 法 じ裹菩 I 其の 一の 方法 どして = "本を ホ 國じ紹 等しく 希望して 化まざる 所 嬰 終) 

- かする の 機 曾を 與 ふる 大 博を 巧 用す 

スし岛 つを 發 運動の 必要を 認 むるな 


:を^^し：：：ホ間最近の外を談判じめ 

IH 本の お 幾 じ 載し 木 じて 鼻を 巧る 

i かき お 巧を なせる 米闕 がが におず る! 上は 例々 ひ 成 情 上を だ 面白から ざる 

I 1 の ザモ乂 ストン！ シ ヨン たるべし 一む のをら どず る も 出 巧る ホ 忍び 贊間 


® 墨 國大亂 源 


人公陶 々たり 

A 餓鬼 政策 稍 成 巧手を 化へ おを 化 


へたる 談判 も 威嚇 も 更に 頑强- ょるゥ 

グタを 動かす じ 足らず、 一方 叛承 
の 首領 カラン ザ どのを 涉も斷 絕じ了 
て大 ひじ 男前を 下げた るょり 窮餘 
の 一策 W して 餓 かじ 思 ひせいた る 米 
I 國 政府の 餓鬼 お 策は 稍 其 効を 奏し わ 
る もの i 如 <ゥ ユグタ 政府は 目下 非 I れた 

常の 窮境 じ陷 入ら、 反徒 征巧 どして 
を ホ 巧 じが 遺せる 軍隊の 勢 成を だ 楊 
てざる のみ か 直轄のを 嫁 さへ 給が ホ 
拂じ 憤らて 將じ反 唯を 試みん どす る 
の 形勢なら 

▲叛軍の 勝 剌米國 々境 じあき ジュ 
ンズ ，帝は 目で 叛軍のを 將 ブイラの ち 

領じ歸 し 居れる が去廿 四日な 巧な 膊 

嚴 どの 間 じ 巧 はれね る二自 間の 戰圖 

は 頗る 激烈を 極めた る 由 じて 結 おは 

1 叛軍の 勝利 どなり 政が 軍は 十五 巧の 

大 礎を 失 ひ 置な 名のを 卒は 捕虜 どな 

れら 

A ぞ命 軍は 烏を の 泉. ジュン ダボを 

I お 領し尙 政府 軍の 巧嚮じ 成功した る 

I 首領 ブイラの 勢威は 目下 隆 々たるを 

9 ゐら 、殆ん で々 ランデを 凌ぐ 許ら 

の教 なる が 戰勝じ 踰れる 彼の 態度は 

近 ホ 寒し く ヵラン ザの 反 威を 贸ひ両 

I 者の か 離は をるべからず ごの 事なら 

おはを 命 軍 イ」 稱 する も其實 眼中 國家 

なき 巧 也が 徽贼 輩の 集まり ご 云 ふを 

を適當 なり ごず. 

A お 油 旗 地の 危験墨 國お疵 の 一大 _ 

I 産地れ るタ クス パム 巧の 附近 じ 化る 

反軍の 將 ァグ イラ！ は 英國 人の お 業 

巧る ヵシ ドリ ー お池會 社を なて 政が 

_ 軍を 招致した る もの どし 速 かじ 官宽 
を 退去せ しめざる じがて は 词會趾 の 

タンク じ 向つ て發 砲し を 巧を 燒 

止たら しむ. べし ど 威嚇し おれる が 米 

一國軍 総 P — ドァ イラン ドは 石 视產地 
|が議のため时巧の化力^;^るタ ム ビ コ 
潘 じがり 

A が 都化留 外人 W 化 嚮準赖 を郡メ 

キ シコ シチ ー 化 巧め 外 國人一 树は脚 

おしてを 自〇 人命 如を を だ 誰 る蒂 

じ 決し 其舉備 VJ して 歎 ケ巧閒 を'’. ふ 

る じぶ るべき 貪 巧な。 質入れ じ 化は 

しきが 斯は ルル 方に 於け る官 ザ。 敗 化 

と询方 じがて 兢 たじ 起を たな ザ バタ 


三 カラ ガ 前大統領 當 化に 於て 捕縛 
數年前 二々 ラガ 大統領 どして 
一時 其攀 威を 谨 ふした る ゼラ ヤ將蛋 
で モ化百 一年 四月 二 名の 同國 人を 課 
殺したら ごの 嫌疑を 受け ホ國じ 逃む 
し 巧り しが 同鹽 政府は ホ國 政府 じ逊 
し 其搜索 捕縛 方を 化 頼し ホら 物色 中 
一 ま サ六目 夜 當巿ク ュ スト エンド 衔の 
トメ ン ト^ ウス じ 於て 捕縛 さ 


♦大媛 善事 業 寄 晒を 募集 成 巧基敎 

香 年會及 婦人 會舘 設立の 目的を なて 

一週間み 巧に 四な 萬 弗のを おを 募集 

じ化掛 なた る 事は 旣 報の 如くなる が 
が 計 養は 非常の 大成功 じて ま廿 六日 

をに 集ま b たる 金額は 總計四 昏五萬 

一千 五 巧 一 弗 じ 達し 即ち 豫を 額を 超 

燕す るの 巧 結果を 得たら 


♦ホ國 陸軍 飛 巧 家職 あじ 裝る加 抑 

サン デ！ ゴホ じがて 練習 中な-^ し ホ 

1 國 陸軍 飛が 部員 ケン ー 巧が 陸軍 ± を 

主 リング トンの 兩巧 はま ホ 四日 同地 

じがて 新 巧 飛 巧 機の‘ 試乗 中 八十 吹の 

高' 巧より 践 をして 哪 死せ. ら ど、 因 じ 

み掛 陸海 軍に 飛行機を 採用して よ b 

0 巧 職務 じ郝 じたる 人員 數は 總計サ 

ち あじ 達した る 由 




夕 々1 子が！ 翁と 十八 歲じ 達す ま 

サ 六日は ザ ー 子 'ギー 翁と 十八 回の 誕 

生 U じ楠當 せる が 翁は を齡じ 巧らず 

み 神 至つ て罐 をじ词 □早朝 じ 起 巧し 

ホん VJ おじ 徒 ホ じて 長時間の 巧內見 

1 物を 試み 午後は 巧 聞 記者 等の 質 間 じ 

應 じず か 問題、 墨 國率變 等 じ 願し 郁 

々なる 談話を なせ りご 


输加鄉 主 迦閒題 
. と B 獨關儒 


戈 耶雜二 巧 命戰は 化ホ袁 軍め 戰略 
わを く 獨逸及 獨逸將 校ょ 6 おで 南 

ホ 孫、 黄の 討を 軍 じは り本游 校々 

からす 化つ て： r 革命 戰は 間接の 
獨 機な b ピ稱 でられた るが 兩國故 

國を 外を 通の 加 脚 ± 地 問題ょ ら兩 

颐擲 係を 化て 左の 說を なせる めら 

' i 顧に 化すべし 

郝 が H 本人 止 地所 お權 禁止 問題は 今 

尙ほホ 解决の 葉に 停滞せ るが 本 問 顧 

の 解 巧は 今 おながら 米國の 與論 じ訴 


ふる 外な きが 如しを 何せん 日本 じは 

I 本 間 題 解决の 一手 段 ごして ホ 國じ提 I 

'供すべき 巧 等を お條 件を ちせ ざるを 

0 て 本 間 題は 例が 泣寢 入り じあら ぶ 

るを も當 をの 間は 有耶無耶め 禮じお 

I 移ず る 外な きは 遺憾なら 盏し 日本が 

正 ま 抗議 じよち で 日本人の 王 地が 有 

權 認 せしめん どず る じ 於て は ホ- 

固が 逆 藥的じ 等しく ホ 人の 日本 じめ； 

ける ± 地 所有 權を要 ホず るは 必然の I 

一事 實 じして 日本 じ 取 b て) 穗 の巧擊 

たるを 免れ ざれば 日本が 幾度 正ま抗 

議を繰 b 返す も 結局 徒 劈じ歸 する の 

外な く然 らば か 巧 じして 本 間 題を 進^ 

行すべき かは 當 面に 歸着 する 設閒な 

るが 之れ じ 就て 少しく 注意を 要すべ 

きは 帝圃 政府が 獨 b 米國な 麻を 當の 

一 敵 VJ し 毫も ホ國の 背後 じ獨逸 あるを 

閑却せ る 一事なら 元 ホ 加州 じ 於け る 

一獨 逸人の 勢力は 今やを どして 跋 くべ 

からざる もの あ^て 獨 逸人の 加が じ 

於け る 經濟的 社會的 地位は 頗る 優勢 

の ものなる が 彼等 濁 逸人は 日本人の 

加州 移住を 0 て 加州 人 円 用を 巧 品の 

廣 がを ま 配せ しむる じ ム"= 'をく は 濁 

逸 農民は 將ホ 日本 農 ほじ 醒あ せらる 

巌れ ある ものと なし 背後より 頻ら 

じホ围 人を 煽動し 益々 ホ 人の 排目思 

想を 激發 せしめつ； あら是 れ實じ 加 

一州 間 題の 窓外 じ難產 なる 巧 0 なれば 

雨 際獨を 人の 威 情を 融和すべき 手段 

じ 着眼し 延 いて ホ 人 一般の 輿論を 喚 

1 なせは 間間 題の 解かは 寧ろ 極めて 易 
々たらん のみ 殊に 他な 加州 人の 一般 
投票 じ 化て 本 問題を 解决 せんどの 豫 
望める じがて は ホ 人よ らも. 単ろ 化 ホ 
獨遮人 及 西班才 人に 對 してが 感情を^ 

儀むべき 適當の 方法を 譲せ ざるべ か 
一らず 只 夫れ 獨遮 人を して 排 H 的 煽動 
の 黒幕 よら 離れし めんじは 所 能 利を || 

なて ずる 外な く ホ國の 利權を 侵害せ 
てれざる 飽圆じ 於て 支那 じがけ る獨 

逸人の 利權 獲得を 認 がしが 上 じ 於て 
I 鶴 機獨遊 人を 懐 ホす るの 外 化 じ 方策 I 

なし 或は H 米戰 ずを 賭すと 云 ひ 或は 

离國 仲裁 戴 おに 俟 つべ しむで るふが 

日米の 開戰 は帝國 二り の 貿易を を乏 
じ歸 せし むる もの じして 索よ b 取る 
一 じ 足らずを し 夫れ 仲裁々 制 じ 至りて 
は 勝算 寧ろ ホ國じ 化り みして 黑を囑 
すべきら のじ 非ざる は 殆んど 明な の 
事實 なれば 其 際に 處 する H 本 側の サ 
などして は 本獨巧 就中 獨 逸人 懐 ホ 
I 、 むを がけ 徐ろに 米國の 與論を 改逍す 
ベく 努む るの 外な く 要する じ 之を 巧 
いて 他 じ 良策な く 止 地 案の 前途は 爲 
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s 縣 議長 離任 

痕を 院議 長 山 縣を衙 の 辭表提 おじ 就 

ては 或は 健康 近な 鬼 巧 勝れざる もの 
あるが ためな 6 どい ひ 或は 畏 間の 勢 _ 

I 力 盛 6 返しの 陰謀を をめ b ごも 稱し 
-諸說 が W た b 


♦山縣 をの 後 巧 山 縣め樞 あ 院議を； 

辭職 はおして 御 敢許ゐ みや； を やは 疑 
はし きら 後 巧者と して 松 方、 ザ 上、 
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は 米 人間 じ一祁 の啓發 運動を 戚 すじ 
就きが 國實 業が の按 巧を 仰がん とて 
化 お縮澤 男に 宛て 年額 四で 巧の 補助 一 

を 仰. ぎ 度を 依頼し 遣ゎたら ご而 して 

化 四で 巧の 內譯は 間 地 ジャパン ソサ 
ィチ ー へ 一巧 弗 講溃费 一巧 弗 谢新樹 
一 雜誌费 一巧 弗 其 化 一巧 弗 (化 項目 不 I 

詳) なる か 之 じ 就て は 今回 ホを せる 
高審博 ± も 能く 事恼を 了知し 短ら る 
やじて が じ 豫签を 編みて と 乂万巧 I 

を耍 ホして はか 何 ど 新 育 同胞は 考へ 
居る じ 似た b ピを渚 H 米 紙は 報せ b 

•神 藤 巧 議± お 發當化 じ滯留 中な 
し 間 氏は ま廿よ H お發 、機巧 都、 羅 
麻を 潘 地方の 實狀を 視察した る 上を 

巧 中 甸を灌 ょり 歸 朝の 篱 なら 
•代議 ±淸 水 巧 ホ郞巧 去廿お U 巧 

_ 着 ホ テグ マ ツ^ツ タン じなる が 海ず 

じて H 米講 員の 間に 組 撒され たる 平 
か會の 用務を あへ たる 上歸 朝の 篱 
— < 1 ^ —川 代議 王 ボストン 地方 視察 中 


♦綠 山海 軍少 を、 巧 倉 おず 少佐 
H 本 俱樂部 じ 化ら 


よ 


♦ホ國 丸 事務長 伊藤 故太郞 、醫師 .口 

あ 雅か舉 靜員楠 瀬 大太郞 め 諸氏は 過 

H 葵が ょも 巧り 若松 じな b 尙 叫船臀 

薪榮 を四郞 巧は ホ 五 H 伯 刺 西 ょら 巧； 

着 朝： n じ 巧り 

•古 旧 ±雅 堂 氏の 結婚 燕が 組 店員 I 

なる 開 巧は ま 十月 十と 目地ち 延么助 

氏の 親戚 靑木苯 子 礫 ど 目出度 お谣 


大巧 力、 柔術 興 一な 

日本 大巧 力 S 十る、 巧 女 柔術》 十餘 

I 名のは な-^^^ -- 3 き 輿 巧 あり、 H 本人 

諸 おの ホ 觀を留 む、 期 H は 

たれ £ 口 こ’ 關一 ♦十二. 巧 一 H よ 互 二日 迄 一二 H 間 


し 詳挪を 知らん ど 欲する 人は 同氏に 

問 じが おさ' る' ゾん ：； 

♦巧手 じ乘 るな 傅 馬 じて 生命 保險！ 

のエ セン- 卜を なし 居た る 高 乂化巧 

が ど 稱す るみは 阅 地。 ゼン ベス 巣 物 

會 社の 日本人が ま 巧 どなら 會 赴の 新 


L 蒼 w 一 S Delanccy Street TPhea すの 

D 色り nsy nn 也 穿 ffolk St . 

サブで 巧けば キ ヤナが 町 じて T 車 

•十二 巧 四 H ょり 同 ホ 固を！ 二 自损は 

Shub ミ t Theatre 

I ご - oadway and Howard Ave . す 00 が ly 己 

於て 輿 行 




1 籠 随識簡 画 M 觀 1!11 


ひ 入れ 前記 上 中 助手 及び 祗 ffl 技師を i き 上げた る 事 發覺し 傅 •馬 新報 並 


つ 同地な 留闊胞 よ 


マ！ カス、 口！ 輿 巧會社 









堇一 


•紐 育の 目 本人 卿 

飛 耳 張 目を 

▲不ホ 不滿燒 け 半を の 生涯を 送る 半 

書を 家內 的勞慟 者の 慰 籍は巧 かどい 

ふじ 愚 にもつかぬ 殺 法螺を 吹いて 

ヶ嚇 かしを がるぶ だ、 ャン 侯は 某 地 

の大學じ居てッ シォ 0 デ！'をやつた 

ごか、 ャン 拙 まは 西部の 某 地で 新聞 

の 一面を 受け持つ て 居た どか、 或は 

雜 誌の 表紙 丈け 覺へ这 んだ大 學者大 

政治家、 大 文豪の 名前を 並べて 織ん 

じ 熱を 吹いて 居る、 昨年 當 地の 緩領 

事 雑じ 出頭して 旨を は シャト グ姬新 

聞 こユ！ ョ！ クま社 ま 巧 だから 證明 

して 吳れく 申込んだ 男が ゐ つた さ 

であるが 巧う いふ 手を や、 傑は プ 

ンス の悴れ 、カゥント、 バロンの 弟 

で あ る なで ！ 言 つ て 歐卿 ょ ら轿巧 の 

I ォサン ドンを たぶらかす 速 中は 夕 

I 化 半 蕾 生 階級の 特產 物で ぁる 

A 日本 じ歸 つても 両親 じを はす 顔が 

無く、 來國じ 居た 所で グッ ナン 働' き 

I をす るのは 嫌 だし、 卜云 つて 今更ら 

巧を するど 云て 見る もない > ロ ハを々 

百叔々ご面白<もない不平生涯を送つ 

I て 時る VJ 云 ふめが 當地じ 於け る半專 

を勞働 者の 現狀 でぁる 

A 僕は 日常 之 等の 人々 ご 接する 度每 

じック 情のを じ 驅られ 「ちな 

禄 萬の 人口を せす る 大部 會の ニユ ー 

—クじ 何 か 斯う 云ふ乂 々じ 適當な 

j 化 事が あ b さうな もの だ や」 _ ご 連 

'しちへ て 見たら 或は 先藥者 諸君 一意 

I 見を 聞いて 見る が薩 張な. 妙案が 浮ば 

ぬ、 只 前を 見込の ない 而も 不適 當な 

あ 巧 的 勞慟じ 化 事す る ょらら 1 つを 

の 事墨國 若く は 南 おじ 高飛びして ホ 

1 命が けの 化 事を がみたら ど 思 ふ 丈で 

i ゐる 

◎純然たる 家 內的勞 働 者 

日本人の 純が たる 家 內的勞 働 者の 

j 有様は だ. うで あるか ピ いふじ 其 生活 

j 狀 態は 他 ど. 著しく 異る 所は ない が 職 

おに 忠實 でを をお甚 する 者が 比較的 

た ぞく、 書生 的勞働 者い 樣じ 理窟 ヶ 

聞 歎ろ いから サ！ バント どして ま婦 

I だる 人の 最も 徽迎 する 巧で ある、 是 

I 等の 勞働 をは 曰 本から 帆前船 じ 乗つ 

I て 巧た b 或は 巧をから 轉航 して 巧た 

I 者が 夕數 である、 勿論 敎 育の 招 度は 

あい. 


A 此 階級 じ屬 する 勞 働を は 書 ま 的勞百 


働 者の やぅ じ ホ 巧の 大臣 宰相を 夢み 

た 事 もな く、 又 自由 VJ か權利 どか 鹿 I 

瓜ら しい； 而 かも 下男 奉を じ 不必要な 

をを 持った 署 はを だ 稀で、 只 日本 流 

じ 「ま 人は ま 人、 家 巧は 家 巧 J VJ い 

ふ觀 をを なて 立は たらき 少しで ち 化 

む タィムが をれば 臺所 のせ 隅で も 掃 I 

どか、 金具を 磨いて 綺麗 じする ど 

か 散事眞 面目 じ 仕事を する、 さぅ し 

て縣 巧の 希望 VJ て％ 至つ て 單雜で ホ 

面で 脾筹 した 金を がて 日本 じ歸 もす 

成 別 潰を きに 迎 へて 一生を をを じ 慕 

したい W レ ふの かを 數でゐ る 


布 哇を信 


▲朝鮮人の 請願を 留 朝鮮人 じしで 

近時 帝 國緩領 幕 館に 其が 誰を 願出づ 

るを ゐ るが 右は 排日を 標榜す る國民 

會 Q ため 高歷 手段を 0 て お 月 多くの 

禽 叟を徵 化さる！ じな び 中 どなす じ 

じぁら 最近 巧を 島ヒ 《 鮮 人より 療領 

事 館 じ 請願し ホら たる 願書の 內をじ 

よれげ 

A 國お會 の會員 朝鮮人 間 じは 國民 

會こ稱 する 劇 体を 組織し 哲れ るが 某 

會 員の 會猎 ど 云 ふは. 一人 ーヶ巧 五 お 

郎 ち) ヶ年 六十 弗の 親を じして 同會 

は 集金人を 島 化 じ 派して 嫌應 なし じ 

あ 脅 费を徵 集し 若し 不平を 漏す を ぁ 

れば機 願 新聞 國民 報を なて を擊 する 

が 故 じぞ數 朝鮮人は 輿 苦痛に 堪へホ 

一方 經解狀 態を おる じ 耕地 勞 役者が 

ヶ月 五 弗の 金員を 徵 化されて は H 

々の 生計 じ 背 しむべく 斯くては 錦 あ 

歸朝 等は 到庭留 むべ くも ぁらず 何卒 I 

國お會 の 橫蔡よ b 救 ひ おされん 事を 

請願す ど 云 ふじ 巧 A 

會舘 ど 新 閒社巧 じ 化の 者よ りの 

請願書を 見る じ 國ほ會 の 所謂 首腦者 

は國お 會舘を 新築し をつ 國民報 新聞 

社を 建築す る 事 どし 約 r 力 弗のを 員 

を黨集 せんどす 斯くては な 布 畦の 朝 

原人は 國民會 の 首 腦者二 一二 人の 爲じ 

犠牲 どなる を じして 到底 堪 ふべき じ 

非 ざれば 帝國緩 領事 舘の 力を 0 て斯 

る橫蔡 手段を 糊 止された しご ゐら此 

補の 講 願書は 漸み其 数を 加へ つ！ ぁ 

る 巧よ 6 察すれば 巧留 朝鮮人の ぞく 

は國民 會じ對 して 不 物を 抱き 居る も 

の， こ 思は る . 

永繩潑 領事 談右じ 就て 總 領事の 惹 

見を 叩けば 曰く、 ホ 國領上 じ 於て は 

子の 職權を 0 て か 何 ども 爲す 能は ず 

义國 民會は 巧を 縣じ屆 おで 居る 圃体 

なれば 正® よら 是じ 向つ て 干渉し 能 一 

はざる や 論な し然れ ども 夕數 朝鮮人 

請願 じ對 しては 熟考の 上 何 ごか 保 


I 誰 方法を 譲せ ざるべ から 中 素 己 ‘ 

國民 報が 如何なる 事を 報道す る も 其 

新聞紙は 支那 朝旌 じは 入られざる 事 I 

W なら 居れば 大したる 影響は 無 かる 

可し ど 雖も聽 < 所 じょれば 國民會 の 

組織 ごち ふは 譬察部 或は 司法 部 ど 云 

ふが かく 自治 御を 執ら 自ら 稱 して 國 

I 家 組織 ど 爲し 居れば 朝駐 人中 じは 么 

が爲め 迷惑を 蒙り 居る もの 少 から ざ 
る 巧 < 從 つて 請 頗書頻 々到 巧す る证 

巧なる べし 化 事 じ 就て は 傅 ほ 熟 葛す 

る 所 あるべし 云々 

A 河 一淸じ 就て 天襄節 极會じ 際し 
國民 報が 警察 部を 河一淸 W 報じた る 
は 國民會 巧の 警察 部長の 由 じて ォ パ ‘ 

フ郡響 察とは 何等の 關係 なき 次第な 

ど 云 ふ然れ でら 新聞紙 上旨 稱警皇 

の 文字を 用 ゆるが かきは 不穏 當 のを 
だしき ものなる をな て是 等の 事 じ 就 1 

て も 何 ごか 方法の 講 せらるべく 何れ 
じする も國民 會じ對 する 不平に 就て 
ホ國總 領事 絕じ 請願し 巧る 事の 巧 加 
は 注目すべき 事なら 因 じ 永蕭總 領事 
は 例み 如何 じ 國民會 じ 於て 排 H を標 
榜 する も 総領事館 Q ホ 卦は何 處迄も 
親 あせし めん》」 ずる じ 巧ら て 彼等を I 

疎外す る 事な しど 知るべし 


■ホ 國义の 養 府脊港 ブラ ジグを 民 
二千餘 名を 載せて 呵國じ 赴きた る ホ 

國 化は 目下 费 がに 旌泊 中、 約 十 H 間 

神 地 じ 滯留し 巧她其 他の 商品を 搭載 

したる 上ス ュズ經 由歸國 すべし ご 

共濟會 役員 曾 ホ 十二 巧 二 H 午後 I 

と 時半 総領事 官邸 じ 於て 開 僱め善 


基督 敎 修道 會 

寄宿 ( 舍 西百サ ーニ 了 目 巧 01 一番 ) 

日曜日 集會 午を 八 時 敎會內 じて 

聖書 研究を 日曜 午后 一二 時 ( 修道 會 } 

祈禱會 木曜 午后 八 時 ( 舘 じて ) 

讀書會 第二 第 四 金曜 午后 八 時 

牧師 大お 篤 

電話 八 一 化 S モー ニン グ サイド 


顧 鱗 r 寄宿 舍馨大 響 

巧な 化 四 了 目 五一 八 電話 一二 六 五 

モミ ニン グ サイド 


^ 鴨が 乂 八. 

<ivvvvvvvvvvvv 

元 山 崎 下宿 

含 夏 y 至 LL 這 58 
ちぶ 浸 量 PL 吾 t S 泛呈 Ave 

ミ E- sd S 臺 




ホ國 一手 販販 

總裁 伯爵 大殴重 信 
副 緩 裁 男爵 媳澤を 一 

蠢業 講習 錄 

ーヶ月 (一亟 五十 仙 

ご 1 ヶ月 ( 六 册 ) 一 弗 四十 五 仙：； 

六 ヶ月 ( 十一 丽) 二 弗 八十 仙 
九 ヶ月 ( 十八 册 ) 四を 一十 他 II 
ーグ年 ( サ 四册 ) 五 弗 五十 他 I 

第一 卷ょ なを 部 取 b 揃へ 置き 候 間 
御 申を 被 下 度 候 ' 


御 下宿 
.中島 實 

:一 養 齿. 】 一. 7 莫 N . Y . 香 y . 
phos 2 器 5 Ilarlem 


科 


◄か 新聞 取次 


◄:い；：生命保臟齡マ 
特別が 哩人 
.早 川 保次識 

巧 00 3 1 GS whlger I 3 uildis 的 
149 JBroa - d 一 vay , N . Y.Citv 
色. 490 0 ；Franklin 



S ホ I 郵便 發着表 


ユ I ヨ f 

船 名 

地洋化 

シカゴ 丸 


'ク 本局 締切 午後 六 時半 

經わ地 發送日 


桑 

夕 


港 


十二 巧 一日 

ご 百 


參 日本ょ- 

十-月 サ九日 

十二月 四 H 

同 六日 

网 十 H 

同 十一 二日 


曲 着 日 


イン デ ペン デント 

@ 時代の 大勢を 知らん とする 省の 

缺 ぐべ からざる 雜誌 なら 

® を洋 文明 研究 じ 着手せ る 只) の 

雜 誌な b 

@ 日本 號增 巧の殘 部 あら 應御审 込 

@ す 頁サ五 曰 じ 臨時 增巧 一が 政 

を發巧 す 

一部 十 仙 一年を 一一 弗 I 

Th 巧 WJad 巧 P0 口 dent 

己 9 \ V - 40 th 泌 t . N . Y •た i す 


■siif fwHWWWW • ミ ■t ww ， 

新脊ホ レキ シンク トン 

アベ こユ ー、 ) 六 六 お 

巧 四 了 ご； 肖 五 了 目の 間， 


osi 橫濱館 雛 〇 


森 野は るモ 
同 ふじ子 
電話 パーレム 六 二 〇〇 


本社 營業部 

乂諸印 席 鮮明 羹 

キヤ タ ログ、 ンタ 1 へブ ド、 

ビ 八、 サ；キ ユ ラ； 、 バ ン フ ン 

ット 、電氣 盤 製作 及び 其 他 補々 

御 普： じ巧應 

.1 合本 巧 藏車緣 船 

H 本截船 
大披 商船 


切符 取次 

◄手紙 取次 手 ff き 一巧 

瓜を 國 語麵譯 

▲通辨 


大 お朝自 新聞 
東を 報知 新聞 
東京 二 六 新報 
東京 萬 朝 報 


ーヶ月 

な 

全 

を 


1 1 〇 
】 8 
i 8 

六 〇 


◄ か 郵便 巧手 販賣 

十 凝が 手 二 か 十五 化 

乂 手紙 取次 


ーケ 年金 一 弗 


讀ま 諸を の 御 お 利を はか-^ お 月 一巧 

博 文 堂 新報。 t の — 

行 致し あらゆる 孰 巧 書の 內容を 親 巧 
T 寧じ說 巧し 其の 化 新刊書の 目録み 
部を 禍 載し あれば 讀者 諸君 じ 取らて 
は c も 彼 利の もの じ 愼間御 入用の 力 I 

へは 御 一報 次第 無 巧 進呈 可 化 候 

乂 弊店の 特を 


治療 自 午前 八 時 至 十二が 
時間 自 午を 房 至 五 時 

齒—が 輿旧淸 吾! 

抑の 8 w. 108 t 苗 . ， City 

wet CJolumbus & 浸 anhattan Ave. 
"Tel Hiv さ si を赛受 


II 御 下宿 中 


wmmmmmw 

チ ユブ！ 街 一. 四と 半 
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巧 hone 1318 Orchard 



读 ) 廓 ) 呑 ) ( 理 ) 
. 馬 ) 寡 ) 香 ) ( 庭 ) 

遠 東 茶 蘭 


西 五十 丸 街 


ど して 書籍 雜 誌を 間は ず 悉< 郵稅 

無料に して あ 送の 班 速なる 事 じ 候 

間 物は 試し ど 云 ふ 事 も あれば 一 废 I 

御 試しの 释奉願 上 候 


紐 育 新報 社 


A 新刊 震 

は每巧 一回を 期 どして 必ず 到着 致 

候 間 新聞 雜誌 等の 廣吿 じて 御覺の 

逝 〔賴は 一應弊 巧に 御 照 か 願 度 候 

博 文 堂 
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靑年會 館と 吳 

學夜學 校 


が 新靑靑 年中の 純を ぶる を モじ溫 か 

一き ホ； ムを輿 ふるの 目的を 0 て企靈 

された る靑年 會舘は 今や 會貴 諸君の 

努力 ど 先輩 諸 巧ん 後援ぶ じょ b て 新 

たじ 設立せ 心れ おく 巧 開館 巧を 擧げ 

て VJ す、 吾人は 奇 しき 運命 じ 補 はれ 

て 異域 流 萬の 生活 じ 一身の 蔣 巧を 謬 

てん どす る 化留靑 年が 新會舘 の' 設立 

ービ おじ 碑 益ず る 所 多 かるべき を 思 ひ 

一中 必實じ 慶賀 じ堪 へざる 者な を然れ 

雖閲會 が 今後の 方舒 ごして な 留靑年 i 

だ赏献 する にを るべき か 何なる 具体 

一 的 成案を 巧ず るかは 吾人の 切に 聞か 

スピ 欲する 巧 じして 殊に 會絕 設立 じ 

-關 しを 额 のを 員を 帯 巧し たん 先輩 有； 

志の 好意に 缉し當 事 者 諸を の 貴 巧 ホ 

みして 輕 からざる を 思は ずん ば 非ず 

試み じ西箭 地方に 於け る 靑年會 巧 

一く は 之 ど 巧 性質を がぅ せる 糊體 S 事 

護を 檢 する じ 何れも 靑 年の 蓉發 誘導 

に 願して 柯等 かの 具 鶴 的 設備を をせ 

夕 るな < 就中 宗 敎劇體 じ附屬 せる 量 

年 會の巧 おは 特じ顯 著なる を 見る、 

一 然る じ 從ホ當 地 じ 創立せられ たる 此 

^禪攒體め逆まじ徵すれば幽體は倫巧 

I お 敎の峻 撥なる 命令を 颁ふ 不平 靑を 

; おくは ホ熟學 をの 氣猫 煤た る じ 過ぎ 

一ず、 而 して 其 會舘は 下宿屋 類似のを 

: 宿所ね るの 觀を呈 し、 世人を して 其 

一将な を さわ 疑は しめたる もの 渺 から 

マら き、 を ふに 新 會舘を まを せん VJ 

ずる 當事者 ゆ 意 蓋し ホ 化 弊 巧 じ 鑑み 

I る 町 ぁるべき は 論を 待たず VJ 雖も豆 

I 人が 具髓的 事業の 一 どして 當事ち 及 

I 會員 諸を の 一考を 煩は さんど 欲する 

I ものは、 靑年會 英語が 學 校の 新設る^ 

; なら、 當 地に 在留せ る 同胞が 風 彩 じ 

-が ては 一般 じ 他 地方な 留 をょ b も涵 

み じ 立 狐なる じ不拘 、英語を 巧 じ 操 

女-^、 英文め 充 をなる 理解力を 有す 

I るを、 其 お 比較的 じみき はま 人の 常 

j じ遺槪 どす る 巧なる か巧學 校の 新設 

i は 化か' 盾を 補 ふ' じを るべ. く 且家內 的 

! 勞働じ 铭 事す る靑年 をして 業務の 餘 


むる 点じ 於て 巧 じぶ 効果ぶ かるべき 

を 思 ふ ものな 6、 素 ょらが 學校劍 立 

の. 葵 用、 維持 方法、 おくは 敎師の 選 j 

驛其 他に 願し 幾 夕硏か 九を 要す るら の 

多 かるべき も 化の かきは 据 志を 員 並 

にホ宰 者の 熟必 如何 じより て必 やし 

も 困難なる 閒題じ 非 や、 會舘の 創立 

を視 するど 共 じ敢て 化議を 提供して 

諸氏の 眞 面目なる 硏究を 促が す 


巧 W がぶ 憤 (前金 郵我典 ご 
□一部 金 五 化 □六 ヶ月を j 巧 一 
.，□...一; ヶ ホみ 金 二 弗 

千义巧 十一 年 六 巧 サ四目 郵政 院 
認可 

發巧兼 編輯 人が 裴銘一 

發巧巧 新 育新裙 社^ 

紐 育 巧 第 六 お 二 一二 八 I 
電話 チ シイ 六吗ち 一二 


を かぎした め细何 ども 致 方な か 6 し 

'事 X 脚 長' じ 今少し 氣の巧 ひた 人間 あ 



.ド こて 

を 藤を 郞 

〇 

都戀ふ ほてら かく かさ 思しぬ、 落葉 

焚く 烟 一縷 寂しき 0 

〇 . 

昨 曰 どは 異なる 巧の 生活を 疑 ひつ 

円づ： 消ず 0 

' 〇 ’ 

お 枝 じ 夕風 畔ぶ 殘んの 葉、 潮 上を 月 

の 蒙 白く 照る 0 

〇 . 

街頭の 時き 寒し 聴の、 霜 じ 木め 葉の 

地 じを ちかき で 9 


I 東京 便り」 ど 題し がなず 君の ホ 催 じ 

か i る 新 育が 國訪間 劇 着京當 時の 行 

動じ 願し 頗る 巧 肉なる を擊を 試み 且 

ク暗 じか 中 岡々 の. 情を 吐露して 大ひ 

じ 巧 感を覺 へられた る やじ 相 察し か 

し 候' 

▲'今の 其 要点を かいつまんで 申せば 

「東京 じ 於け る' 一行の 行動は 彼是 批 

評する 稱の僵 がな からし 事」 「劇 員を 

不乎 ダラくな らし 事」 r 新 巧 じが 

留 せし 事の ある お 志 家を なて 親 織せ 

る' マン' 一' ツ タン 俱樂部 じがて は 化 

巧の ため 大歡迎 會を催 ほさん ど 準備 

せ しら 中止 どならし 事」 「東京 便 6 を I 


日米 週報 社 じ 送 6 越せし 人 等は 色々 

讀書じ 親 ましむ もの 習 偃 をれ ちし 1 便宜を 計らん ど努 むる も 一行の 統 


々振 6 じ鄕 里の 懐し き 父 巧 弟 ホを 巧 
せんどす る單 純なる 旅 巧者の 一圃に 


しならん じは ど嚷 聲を發 せし 事」 「 I 過ぎす 從 つて 直接 じ趾會 の巧逾 どな 

义は不 ホ 益と なるべき が 質を 帶び 
たるら のには 無 之 候、 斯る閣 がを を 


巧の 宿泊せ る 旅館の 前 じは 實に沿 

稽じ も、 新 育 耕 報 ホ 催 新 育 觀ホ閒 ど 

大 看板を 揭 げたる、 i が 何 どな <片 腹 

締き也 地し ねる 事」 等 じ 有 之 候 

A 「東京 便り」 の 筆者は を 樂を治 おな 

ど 確聞 致 候が 日米 紙じ褐 げられ た 
る 全文が を 樂榮治 君ょりの 韋 信其擺 
ならし や： みや じ 就て は 小生の あて 巧 
證し 得る 所じ沪 ず、 ロハ 林畜平 おの 事 
業は U ホ 週報の ためじ 手痛き が擊を I 

被りた るら のじて 小生は 友人 どして 
间若じ 對し墓 VJ じ 氣の毒 じ 威 やる ど 
刮時じ、 を乂どして世じ立つリ本人 
± じ おつて 今一. 盾の 雅眞 S 懷 をが 學 
する 者 じ 御座 候 

A 小 ホは 東京め 諸 新聞 ど 林 君の 書信 I 

どじ ょらて 當 地の 巧圃訪 間蜘 かシャ 
グ のが 良 韋氏幽 一行 ど おじ 憾 かじ 
お 途を緻 け 滯京中 もを 所に がて 非常 _ 

め 優遇を 受けた る 由を 知る のみな b 

しが H 米 紙 所載の 「を 京 便り」 脚 もを 

樂榮治 君の 蓄 信なる ものを 一: 靜 して 

歡 から 中 不快の 威を 覺へ中 校、 を ふ 

に 祗乂も 小を ど时 様の 咸じ 打たれた 
る 事なる ベ < 、ぃ隨 て 林ち の 明年のを 
畫じ關 してが 成功を 危む者 多 かるべ 

どが 候 

4 薪 育母國 訪問 脚の 着 京 當帖の 巧 働 


せる が 勝 誇つ ねる ブイラ 將 軍は 手を 

約) 巧を 率 ひて 同 ホを 占領すべく フ 
ユァ ぃスの 本陣を 出發せ り， 岡將带 
は 基督 降誕を 前後 じめ て 二 萬の 革命 
軍は 首都を な 圍 する じ 至るべし どを 
言 せら 

A 化 そ 政府が 織》」 ブイラの 巧必連 
! 滕の餘 威を 巧て 化 部 諸 州を 風靡せ る 
ブイラは 首都 政府 ど柯 等の 隅 係な S 
獨ホ 政府を 組織 けんがため 總大胳 力 
ラン.' ザじ會 見を ホめ たるが 彼に カラ 
ンザじ 新 政府 一切の 事 おを 委ね 自を 
は ホ どして 苗 ホ 征伐の 巧じ當 るべ！ 
ど 言 へら、 多を マ デ。 政 巧颇疆 前が 
じ 於け るク でグタ まを 試みん 野、 むな 
るべ し _ 

A ゥ ユ八夕 びく どら ザず 词將 常. は 
戳 明して 曰 < 、予は 飽を米 閱の要 ホ 
じ應 せざる 可く ホ 命の あらん 限ら 予 <1 

の 贼責を ザる 可し 云々 
A 渡 H 墨 化の じ 里 出 發墨國 の驻佛 

を废 たる フランシスコ、 テ、 ラ、 バ 1 

ラ 氏は 去 S H じ 単； お 發答臟 化 どして 
本に おへら 巧 歷は獨 露両國 經か贿 
比 剌亞線 じ 據る篱 なり 

难朱 統領の 敎書 

义戲 大統領 ウイ グ ソン 巧は ま 二 H 自 
ら 上下 両 なの 聯を 議會じ 麻み で 施政' 一 

の ホ 針を 朗讀 したり、 今が 婴 同を 摘 


磐した なごて I 体 何 じなら 候 や 

ザ 國の風 省じ减 化された るな 乂閲 
肥の 故 園 漫遊 中にはを めし 面黑 きも I 

敗談も あるべく、 行 違 ひ 威 違 ひもを I 

る 可し、 ホを 殊更 じ 取 立て i が 評し I 

或はぶ ホ 侮 おの 前途を 阻礙 し、 其 人 
の 知人の 聲業 じまで も 側が をな はさ I 

んピ する がか 旁は 畢竞 ずるに ホ 人の I 

i 、 ホ おず の爲す 巧き 所 じは 無 之 候^ 

ホ も斯は 一般 H 本. 人の ヶチ奥 A ：! 島簡 
化を じ おして 小を 年 巧の 恐痴を コボ 
したる まで、 敢て 賢明なる H ホ 遇 報 一 

記者 じ對 してかず 譯じ はち 頭 御座 無 
候 、 一一 
人間は 神 横 じ 無を、 御 直樣告 度し 
難き 衆生の 一を すじて 爲す事 する 事 I 

おじ 東西 賢 巧の 敎じ逆 ふ 第の み 多く 1 I 
お、 左れば 自 みより 後進の 人：^ た j 記 すれば、 世界の 平 かじ 搜； る利轉 


なる 事業を を畫 する 事 あ も ごすれば 


■ 三 -- aMMMn 


都め 諸 お 聞 紙は ゥ氏 . S 現 墨 政府 態度 
を不 常な り VJ し ゥマー グタ巧 じ 非 ずん 
は 到底 雜袍 たるみ 國を平 おじ 萬く 能 I 

はや ごな せら ど 

•佛國 9 激 なは 化然た ^ 前獨 國ぞ； 
化 ビユ。 1 化は 化 程 一新 聞に 薄を 寄 
せ、 娜國を 策の 大ホ跟 は ァ^サ ス 、 I 

口. — ンンわ 二 州を がが する じがり ふ 
お獨 國じ對 する 敵 窓は 蟹 も 昔 H i 異 
る 率な し薛 ，帝 國找は 须く化 点に おな 
してな 事を 處辨 すぶ を 要ず ど 諭せら 

•獨 ホめ ぶ 願 風 嫌ひ獨 速の 巧 人 社 
巧 じて は あ ホ 稍.？ ホ國 戚を模 する の 
阳を ホじ结 下の ヵィ ゼグ鬆 を 化め て 
が' かき ピデ ネス 溝を 萬 ふる 者 お 加せ 
し 由なる が あ 巧の 國 貼を 雜 誌は ft 
ヒ ゲの撫 b ホは 郁く 獨帝 のぶ 一瞬に 觸 
れ たる おを 報せ b ど 

• 义國滿 が 避め 作鄉 せる 别園 おお 顿 
~ 规 を 類聚 本 巧' 1 H 迄を 限 どして た 
幽 海' お み 乱算 せる 词國海 常め 既战 
な 製を 中の 軍絕喉 数は 英國の 一巧で 
十九 お 一千 二な 义 十一 顺 どが. ーピし 
鄉ホ挪 H 篮が噢 5 順 巧なる が U 本は 
お 五位 じ 巧ら てよ 十 さ 一千 化 十 化额 
なら ご 


VJ の 條約じ 院 3 ホ認 をを 留 する 栽 
其 目的が 善意に おでた るな 上、. 例み I 中央 銀 巧 及逝貨 制度の な 化 法制ぶ に 
巧 人の お 格 どず 段 どじ 夕少 批潍す 巧より て 地方 農 ほの 信用 機 關に剌 便を _ 

きお あり どす る も、 わを 覚や かじして 輿へ 巧 業の 進ホピ 平れ せしめて を 劇' 

が 人を がれ、 諫獎 し、 激勸 し、 巧 人 i の 開 發繁を じ 資する 奉、 ホ 巧 賓に純 


目ホ遞 報と 母國 

訪問 鹽 ぃぉ郎 

A ホち サ化 日發 巧の： n 乂遇報 紙は ユ がか 何なら しかは 後日を 待て 判明ず 


の爲じ 第二の 新述 命じ 乘 ずべき スブ 
ッ プを與 ふるは 御 互め 義務； を 

遺り」 ど 申す もの じは 無 之 や .1 

A 小生 0 知れる が 君は スマー トな男 


る； に 可お么 懐が 社會 の先覺 者を 0 

て 巧ず る 新聞紙の 後進 辜樂 家を 遇す 

る 態度て ふ 点ょ b 見て 日米 週報の 訪 

間 勘 力まが 君じ與 へたる 巧擊 はおし 

其 職責を を ふした るら のなる 巧き 
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璧鹽 籍驟火 侦一朽 の着壤 盤闡敕 

脯の據 リ咎體 大他ピ いふ 记云ふ 遠 も 

巧 町 彼の 參 閑せ るに#^ おせ 

ん どす るら のなる か踩 答碟大 化に 關 
し t は 遊 お 一二が 間に'' 片 b が々 の ホ 掃 
化ら 最初 じは マ ダ。 太 統領 S を答臟 
化た らん どせ る巧づ 大致領 殺戮の 事 
め.？ 次に ザァ K 胳 軍の 渡疏み 立は 巧 
めて 報す るを もな きがなる が 今 阿 巧 
かごれ たる 触國駐 化錫輕 をが ド ラバ 
ク氏 U 赏に谋 一二 间罔ぺ答锁化なるが 
ん-巧 化 頓る夕 明なる じよ b 今 阿 も ホ： 
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翰然當 巧の 言 貴を 實巧玻 候、 ホ 生は 

を乂 どして 化じ處 する 人々 が 今少し 

大陸 的め 氣ぞ 、巧を 海 渦 的の 难懷 j 

を 0 て 後進 靑 年を 遇せられん'、 とを 繰^ 

返して 巧 學：致 候な 上 
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A チワワ 市 階を クュ アンス 附近の 
戰じ胞 くも 失敗し だる 官軍は 端 氣旣 

じ 阻喪した るら の-^ かく 化 部 墨國の 
都を たる チワワ じ駐 巧し おれえ 官軍 一 
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に實は 正使 ドラ バラ 氏は 巧 地 じ およ 
ら酣比 利 亞餓逆 じて 出發 する 事 どな 

りお ' r わたる 八ィ ズガグ パン、 外兰 
，がは， みかが 部 船 ペリ.— 號 じて 着を し 

近々 お發 U 本 じ \L '正 化 ドぅ バラ 巧 ど 

爵 をず る豫を なり どが グィ ゾガグ 
ン にはが 剤閒 なより？^ 訪閒 をを-け 巧 

し-*^ 

お 歲：ん 々や 戰夕に 倦み たれげ す 常 
一巧ん り 本より 綺甚 する を じは 夕 
を ザお克 おを 化るな らん 
語れ < 'のみ 對 U 腳係 & が 巧 盛 娘 等 
'じ 瞬し.- じ ムス n を昭ム 1 言 もを i 
右 敎幫じ 對し藻 甘 ざ りき 


員鞭濟 法、 大統領が 補 者の 商搂 選を 

I 装なる が 最後め 從 ホの コン ベン シヨ 

ン選擧 制を 麽し選 擧の際 コン' ベン シ 
ヨンは 單じ 政綱の 編脚發 表を 巧す に 
止め、 人民 庶接じ 大統領 候補者を 選 I 
擧す 巧し どの 議は颇 る 急激い なぞ 栽 
をな b ど 評せら る、 巧 お 墨 剛係じ 就 一々 巧 ぉ-の 矢を 巧た 
てに ゥ 氏は 魄迄ゥ て 八夕の 退職を 一- 
圃ず かの 緊急 條 かなり ビし現 墨な が 
か H 1 H ピ 危殆 じ 瀬し つ 5 ある 带を 
說 きお ホ國 3 對 墨み 針を 錢 ずるの 巧 
なし ど 論せ b 
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益 ゐら從 つて 若し 化 制度を 廢 止せば 

更に 他の ホ 法を 講 せざる ベから ざる 

なら」 云々 


♦支那 共和 國議 會開會 せず 支那 お！ 

和 國議會 は 囊じ袁 世 凱が 上下 兩 院議 

員と 巧 九十 六 名 中 よら 國民黨 議員 一 こ 

な 八十 五名の 資格を 挪奪 せる 結 あを 

員に 不足を 巧し々 尙ほ 開會の 運び じ 
立ち 到らず 


•臺 灣獨立 陰謀 

A お 動 者は 支那 人 S が 巧 
1 臺灣 ょらの 特電 じょれば 同 島 王 民間 

じ 日本な がの 統治を 脫し 共和 國を 組； 

織す るの 陰謀 ぁら 事 ホ 發じ發 覺し暧 

謀 建 累者陸 績お引 中なら 撥擧 せられ 
たる 陰謀 連累 者 中 じは 學校敎 師總督 
府雇 若干 雜 b 居れ b 陰謀 煽動 者は を， 
ぐ 王 民間 じぶ 金を 慕 集せ る 事 ぁるょ- 
察する も 支那 人た る 事 略々 疑な し 
サと y 東京 發電 

♦巧手 じ歸 せんどす る 大油旧 目下 _ 
巧 政府 ど 支那 政府 この間 じ 採掘 じ關 1 
する を涉を 重ねつ {ぁる 狹巧 卷延を I 
府 延長 縣の浊 田は 支那 第一の 巧油坑 j 
じして 化區の 面積は 二 千 八 巧 八十 化 || 
巧吳 巧じ餘 6 測を の 地 巧は おが じ 上 ' I 
れら をて 曰 本 あ師の 測を せる 處 じよ' 

れば 重油、 •爆 池、 發渾 池の 一二 じ驗別 


ら ど、 氏は 肥前大 が 藩 ± 、十と 歲じ 
してな 口 じ 出で、 ま 巧 息 軒の 巧 じ 學®^ 

び义劍 道を 時の 名 ± 齊藤疆 九 郞じ受 

けて 其 盤 奥を 極め、 維新の 際 じは 坂： 

本 龍馬 等 VJ 共 じ國事 じ奔 をす る 巧 あ 

、後 穂々 なる 官歷 を經 だる 上 退官 

し 後專ら ± 道の 鼓吹 じ 巧た る 人な 
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'.定 れ於單 じ 一個 ホの 使用を 巧て 疵み I 





電氣抵 おは 純を 製， 
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-柯人 じても 此 指輪 
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得べ く ホ辦册 S 年發見 0 巧 前な 四 個 

の 独 井を 掘 盤して 何れも 良が の 成績 

を 示し たれば 前 巡 無は 官金 旧 萬 元を I 

投じて 民業 VJ なすの ホ 針を を めんと 

せし も 成らず 其 後 おじ 官業 ごな すべ 

六 千 巧 一 冗を な 下ず るの 方針を 立て 

しも 是ホ 意の か < ならず 遂に 官金 六 

巧 萬 元 及 おを 四 巧 萬 元を 計 一千 萬 元 

を 巧て 經營 する の 案を 立て 且つ 採油 
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舊 まの 採掘を なし 培る のみ 是 ょ， りえ 
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の勸吿 じよみ 渡 支を 明春 迄 延期す る 

j 拳 どし 間 巧め 豫を ならし 倉 知 中闕興 

I 樂副總 裁は ま月廿 H 野 ロホ藏 巧を 伴 

ひ 渡 支した も ご 

♦飛 巧 機 ど 戰術 今回の 演習 中 最も 

を 目すべき は 言 ふを もな く 両軍 共に 

飛 巧 機を 有する 事 じして 戰術 上夕大 j 
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^事した るが化巧務は今ゃ飛行機のた 

め おひ まら れんと する 觀 あ.^ 故 じ 避 
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兵の 巧 お 縱小ノ するど 词 時じ碰 兵め な 

務は 非常 じ攒大 せらるべし . 
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して 愼 重の 上 じも愼 重を 加へ 溝を 
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一行の 巧 H ある ど 聞き 朝 巧の ± は大 

微迎 をな さんど 準備中 なれば 前答禮 

使を 枢絕 せる 時 どは 變らて 十を なる 

薇迎 をな すべき 模樣 なら 

•を 墙賓あ 問題は 過日のを 苗 商業 
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て 從巧大 なる 巧 便を 感じつ i あ- 現 

じ 動員 計畫じ 際し 是 じょり て少 く》」 

も 一万 人の 靑 年が 校を 補充し 得る 巧 
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fST 左記 の 處が じ て 日 本巧^ 
i ^ s ^ IH 理巧を開業仕ら諸器具^ 

||? 精々 大 勉强； 

成 開業 仕 候 間 何卒 娠 々敷 御 巧 店 御 
JiH ? ちの 稱 化て 奉 希 上 候 一 
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難を を 位 益々 御 淸福之 段奉贊 お、 却 

說弊舘 儀は 今回 臨時 株 ホ 絕會の お 梁 

どし 玉 刖靈襲 望 

淮 巧に 賣 渡す f 」 なり、 ホ 十一 

巧廿 U よら 同氏 名義の 下じ從 前の 營 I 

業を 繼續 致され 候 間 倍 舊の御 引 立を； 

蒙ら 度 化て 奉 希 上 慎 

.策 泮俱樂 部 株主 一同 
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し 於て 農閒を 絲營し ホり たるが 秩序 

硝繫顿 し 前を 益々 相 巧なる を 確信す 

なじま b たるに ょ b おに お黨曠 張の _ 

じめ 資本を 一で 弗 H みを 投資 せんど 

做. する お 罚經營 ホ 巧者を ホ わ、 詳細 

な 新報 班 又は 小を 宛 缸お問 ひを せ ぁ 
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♦共 濟會慕 地 購乂じ 着手せ ん同會 一 

の 役員 例 會は去 二日 飯島潑 領事 私邸 

じ 於て 開會 、會 計及庶 おの 報吿 、會 

I 豐ホ納 者の 件、 前 共同墓地 償 祭の 始 
未 等を 巧議 したる が豫て 募集 中なら 
I し 间會ホ 倦黨地 購入 豐嘗附 金は おじ 
豫 をの 二 千 五な 弗 0 上 じ 達せし をを 

て 愈々 マウント、 オリべ クト 墓地の 
一一 部を 麟乂 ずる じ决し 委員は 不日を 1 

涉じ着 ホす る 蟹なら、 尙を黨 化內じ 

は會 員外の •死む 著 ど雖も 埋葬を 許す 

I 事 じを めたら 因に 役員 諸氏は 閉會を 

银島總 領事 ホ 夫人の 響應を 受けた- 


♦靑 年會絕 成る 豫て 計畫 中なら し 

日 乂乂靑 年會舘 はち 志 家 諸氏の 後拨 I 

にょらて 諸事 意外に 渉 取 6 旣に東 五 

十と T 目 四 六 五 じ 宏大なる 家屋を 借 

入れ 家 其 一切 も 略 ぼ 整 ひたる 由 じて 

明： n は會員 一同 相會 しを 自が會 のを 

達 じ 努力すべき 嘗を爲 す VJ 共 じ眞面 

目なる な留靑 年を 碟益 する じ 足る ベ 

き 具體的 事業 じ 願し 協議 會を關 き 終 

夕 てを 員の 懇話 會を 催す 當 なり グ 


♦條道 會の祗 禱會ま 四日 腑禱會 あ 

6 ホ 遊 中なる 前前 議± 服 部 綴 雄 巧の 

瑪說 あらた b 


高木 光太郎 氏の 記事 じ 就て 傷番 

を 命 巧險會 社の 代理 乂 たる 间 巧は 前 

璧 一面 所載 r 其 手 じ 乗るな」 く 題せ し 

I 記事 じ關し 態々' ホ 前の 上み してを 港 1 

« 米、 傅 馬 新報、 コ n ラ ド 新報 じ 記 

I 載 ぁりし が 如き 不 あ巧爲 ぶく 查く西 I 

狐地 ホ じがけ る 黨派的 お惡必 $ 犠牲 

ごならし ちの ならし，/」 大じ辯 巧じ铅 

めたら、 傅縣 じめ ける 不正 巧爲 云々 

じ 願して は 目下 取調べ 中なる が 氏が 

傷蕃 生命が 險會 化の 代理人なる 事は' 

事實 なり 


♦乂國 出を 巧の ず績は なお 閒胞が 

蠻兒 のをれ たる. 旗を 策碟 じ’ 屉 出での 

みを せて 其 父た るを が 一向 じ ホ圓政 

I 廳へ屉 おでない から 他 H ッ ラブ 少が 

起る だら ぅど 必 配し 間 胞の 父た るを 一 

はを 嬰の 屈 おじの み 委ねず 自ら もが 

おなけれ ばなら のど 非常 じ必 配した 

了 も あつたが 過 H 巧を ホノ八 八秘化 

の 永 觸領舉 が 间胞送 遠を 問題 じ關 すな 6 ど 

る 事 巧を 等ぬ た 際 おが 領爭 の圃 答の ： , 

一部 じは 义國 にて 日本人 出 ホ 拆壺お 參陸雨 ホを 中佐 伊丹が 雄 氏 


はな かつた 時 じ 限つ て 出生な の 父 若 
は 巧が 屆岀を なせば をし いさう だ 


♦、ー ッグ ョ ィャ殘 つた^.,^ 目下 當 j 

地 じ 於て 興 巧 中なる 巧 力 j 巧の 熊 風 
關じ大 瀑れ事 あり、 •關 取らは 近々 露 
巧亞 をれ の 夷し い ダン サ！ ど 結婚す 
るげ な VJ 兩 人の 爲あ迄 出して ゥオ I 
グド 紙が 素ッ 破が いたる 始 ホ、 當ら 
前なら まし 嬉しい わと 首ツ玉 じシガ 
付く 箸の 別攒 さん 忽ち 女 巧 叉め 面 I 

相凄まじく、 物騷千萬じもゥォ1グ 
ド 紙を 相丰 なら 逝 日 名 擧毁镇 の認訴 
を 提起した るが 色男で あつね 望の 熊 一 

關大 くびを 傾け ソン ナ當 じだ ゴンセ 
ヌゾェ 


•工科 大學助 敎提を 野 利器 巧 は 建 
築 事業 視察 どして 目下 當地じ 巧ら 磬 1 

時滯 巧の 酱 なら 


♦窩峯 博 ± の 新 事業 ど 英紙同 憐± 

の 新 事業 じつきを 港の ク 。'ニク グ紙 

は 盛んに 巧の 天才を 賞 殺し 且つ 化 新 

事業の ため 加州は 少 くも モ五巧 •力 弗 I 

の 物 產を增 加ず る譯 なら ど 言へ り、 

一 尙新曾 社は シトラ スフ グ ー ブプ。 

デュ ー ス會社 ど 巧し 最 がの 資本金は 

サ五万 巧 じして 簽ーエ 填を が 如樓摹 一 

じ 創立し 追つ て 第ニ エ攘 を羅府 ホ® 

に 階く 計畫 なる が 博 ± が化發 明じ關 

し 非常の 芭 也を 爲 したる 点は、 不良： 

品は 不良 食料 お滿 規則に ょり 嚴重 r 

處を せらる ミた め完を 無害の 液 かを I 

製 せんどして 数々 製法を 錢 巧し 义試 

藤を 重ねた る じ 化ら 從 つて 今日まで 

のを 日ち を豐 したる 次第な など 


♦山旧膊巧君ホシ ピ？ど戰はん ビ 

リヤ 1 ド チの ヤン ピ オシた る ホ？ プ 

巧は 化 程 デマン ストを 破 b て 依然 化 

ホ 第一の タィト 八を おめ 居れる が斯 

道 諸 名家は 現今の 名手 中 ホッブ 巧ょ 

り 其 タィト グを 奪取すべき 見込 ある 

港は 山 田 氏の 外 じあらず どなし、 明 

年约 々兩 人の 手を はせ を 爲す単 じみ 

巧し おれら ど、 氏は 今を の おを 選手 

競 枝 じがて 一巧 美事 じ ホ ジブ 氏を 破 

りたる 事 あら 目下は 巧サ五 T 目なる 

モ — ニン グ サイド ビリャ 1 ド 八！ ム 

じて 實料 中な り . 


參聲 府词胞 の劇體 組織 岡 地な 留あ i 

志を はお 通，^ お 益を 圖る 目的を 0 て 

P 隙體を 組織 せんど 目下 夫々 相談 中 1 


ザ 上 中 I 


出じ縣 する 事が なまれて 居つ た 夫れ j 佐 じ 代て 悼府 大使館が 武官 じ 任命 さ 


じよる ど米國 の官廳 はお 童 出生の 事 

賞は 之を をく 鹿灌お < は出產 立合醫 

め 屈 出に 待つ 0 であつ て 只 日本人の 

成 撰を S ' 如 < 康樂 もな < 臀師も ホを 


れ たる 間 氏は 巧 ホ 視察を 了へ てま 二 

H 當地じ 着し 四 円 巧 地 じ 赴きたら 中 I 

をは 陸軍 大學 を學 教官 じて 大山 元 姉 

副官た 6 し 人なら 


♦ザ 上 中を 歸朝か 丹 中' をの 着 巧 じ 
I が 不日 歸 朝すべし ど - 


♦松 岡 書記官 巧 巧 期 巧は 十一 二日 リ 

バ I プ！ グ發 船グシ タニヤ 號じ乘 じ 
ホ 米の 望なら . 


♦前 代議 ± 服 部 綾雄 氏は ま 一日 着 

目下 ダ ランド ュ三 オン ホ テグ じ 巧ら 

ホ 八日まで 滯 巧の 當 


♦ホ 大敎授 文學博 ± を 田 熊 治 氏は 
化 程來着 巧な 廿二衔 二 一二 じなり 暫 j 

時滯 巧の 當 なり 


- 山川 美な 氏 夕着大 お 每自の 特派 
員 どして 當地じ 在 b し 巧 氏は ま 月 十 


▼新年 號豫隹 ▲ 

本紙 新年 號は諸 名家の 時事 閒 題に 關； 

一ず る論說 、談話を 揭げる 外、 同胞 間 一 

じ 家庭 趣味を 喚起す る爲め おじな 留 I 

前 g ベ ー ビ ，！ の寫眞 

を祸げ ベく、 故山 遮 客、 聽劍 、獨巧 
處等 はを 其 特長を 發播 して 日米 閒題 
社會 問題 等 じ 醜す る大氣 おを 化き、 
ばな i 、 五峯 、夕郞 、嘗 天、 媒雨等 
は 得意の 颁必細 應を化 露して 大 じな 

留 邦人の 文藝 趣味 鼓吹 じ おむ 巧 けれ 

ばを 紙面は 例 じ攸て 光彩 陸離た を も 

の ある 巧し 


I • 

舅 方は 

ま 急 申' 込まる' 可し 


八 R 加賀化 じて 歐卿 ょち 神 戶じぷ 着 

せむ ご 


♦早 川 氏 妻女の 巧 ま J 1 子 1 球 煤 

ホ乂 巧 川 氏 妻み は 化 お 巧娩後 入院 中 

な卜 ，しが 不幸 じも餘 病を 發 しま'; 

死去した るが 巧 川 巧は 豫て よら 股が 

を 患 ひ兩眼 共じ殆 んで义 明のを なる 

も 盛ね-^ の 不幸 氣の 靖じ堪 へや 


♦ィン ゲ ペン デント 話 U ホ 親善の 

ため 多年 巧 力す も 所 あり 且つ 邦人 間 

じ 数多の 知己を 有する^ ミグ ト / ホ 

グト巧 の經營 ずる 迦巧雜 誌な り、 巧 

紙が 本 巧 初が 特にを 巧した る 「 U 本 

號」 じは 大隣 化め 「 H 本 どじを 踞運 

河」 ど 題す る窗 書る り 


♦紐 育 H 本 評論 お 川 益 次 郞氏發 巧 

の 十一月 號は去 巧 ホ發巧 せら、 記事 

萍論 例に 依て 娠 かなみ 








も'' L . ド i 、.、 




.1-^- r 





閉 .就 S 胞服 な! 牺 

No . 1 . \ V . 80th St . Coi \ 5 し. 八け . 
K い w York City 
Phone IVla おみ n Sq . J5770 







Rrefr *- 一げ が.' -か -ょ可 巧で'*'^ 巧が? 巧 巧 3 じ そ' .气 っを r 


-' ち ザづ? か よ,. ザ, みが". . L ，> H い •リ .♦.，扉 川. 巧 巧，® 


を 


(日曜が 號四 ザな 第 


を" 

翁 


-’》 識 J - 诗> 

肩 ィミ逸 


H 六月 二十 年 二' 正大 （四） 


夫 





xcsir 

御 

注 

文 

の 

が 




る 


馳業 H ホピ洩 けれど. 

坂 轉泮贩 調進 所 

顧客 御 愛顧の 御 摩 恩に 酬 ひんた め . 

向 ふ ニケ 巧閲义 \ 般大剧 引 
じて 御 注文 じ應じ 申すべく 候 


も义で 

タダ .4 り， か 

$ 向 着を 建 
わぶ め 冷》 こ k t 

が 幾 0 値、 5ず I 直 

祕 — ''^ ro -^>-6 ゾ 面 ^ 

ながす ふ 斗 ぞ奏 茶^? 

み、 ホ 巧た <え が、。 
がが〜、 > 'が々 ま W 

タホ f そ错 みを を Y 
-がく 《ク '‘ を-^ 这 
を 健ぐ ぇを みな 一 

H 本人 職業 周旋 所 

A A A A • 

貸 室 ぁ b 

紐 育；^ キシ トン 巧 巧 十) 番 

森 喜が 治 

fapan 裘 econl 爱 t 另お 31 -loy 吕 entAgeii さ. 
ご 1 Lex . A ve - bet . 27 & 凑 を 化 t ‘ 

ISIe 写ぶ rk 0 导 
、 rel . 器 58 Madison 化 q . 


を. 


夕 


J 


® if 支那 科埋 
萬. 雲里獅 

特 こり 本人 諸な ノ御媪 幻二阐 
cf 三乂 FC て K D1 二 、‘ MCNJCO 
2 . 一一ぶ 一一 St ミを N. Y. oitv 





おがに して 淸潔 

一 S 贏南樓 

》 午前 十 時よ b 
午前 六が まで 






御 下宿. 


米圓 一手 販贩 

總裁 伯爵 大隣重 信 
剧お裁 男爵 澀澤榮 一 

A 實業 講習 錄 

ーヶ巧 三册) 五十 仙 

S ヶ月 (六 册) 一 弗 四十 五 仙 i 

ホヶ巧 (十一 丽) 二 弗 八十 仙 

九グ巧 (十八 册一 四を一十仙^ 

ーケ年 (サ 四册】 五 弗 五十 仙 
第一 卷 よな 垂部 取ら 揃へ 思き 候 間 

御 申を 被 下 巧 候 


108 E ' ! 
Phioa 


ホ も軒實 

17 た 1. X Y . C さ' 

: 2 じ 苗. 出： 一一 . ii 


心 义 ，で 

A 本 顧良哦 次 

大が瑚 H 新聞 ーヶ巧 
おを 報知 新聞 を 
東京 二 六 新報- を 
東京 萬 朝 報 を 


1 1 〇 
)00 
1 〇〇 
六 〇 


乂 I 郵便切手 販賣 

十錢 巧手 二 お 十五 仙 

乂 手紙 取次 


; 年金 一 弗 



豕 




自ザも 一一 - i . ホ 五 時 


倒 言が 輿® 疆吾 i 

巧 8 >v . た 3 策 TI 产 ，つ ITY 

な ミ ooh 養 lb ごで & 公ミーご背 ご n AVC . 

IJel River side 95 片 一 

，ミ >—•1 jlnAJal — A ミ — を— > — VOD « —《 ■等， ■■■>>* «■ 


圈御 下宿 


3 iw ■こ 賺导 

中 別 


'ナ 五 リ 1 巧 一四と ザ 
Gh ご. 化 乂 akpgavra, 

Phoi 一 C 1P>1S orchard 


K 

D t t 

R 川 弓. 

け h d 

& w 削 c 

A ^5 
ミ 

T I / 4 
T g が 2 


が 

A k ^ パ 
狂 化 w < 


w e 
1 ^ 


-B 


该 >1 那 ) ( 料.) i ) 

晶一 (化】 岳} (な. 


遠 


茶騷 I 

扼 五十 化 街 


譜者 諸君の 御が 利を はからが 巧 一网 

博 文 堂 新報— ものを 發 

わ 致し あらゆる 新刊書の 內 をを 親が 

T 寧じ說 明し 其の 他 新 巧蓄の 目錄を 

部を お 載し あれば 請 者 諸君に 取 ゎて 

は 忙も俄 利の もの じ 候閒御 入用の ホ 

へは 御 一報み 第 無 巧 進呈 可仕愼 

A 難 庙の特 を 

ごして 書籍 雜 誌を 間は や 悉く 鄰稅 

無料 じして 發 送の 班 速なる 事 じ お 

間 物は 試し ど 云 ふ樂も あれば 一ぶ 

御 試しの 释奉願 上 お 


乂 新刊 書籍 

は每巧 一回を 期 どして 必中 到着 致 

候 間 新聞 雜誌 等の 廣吿 じて 御覺の 
書籍は 一 應弊巧 じ 御 照 か 願 度が 
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をもク^^ '心 *資、辨&し：^^ 




當 シャト^ ホ御經 山の 御 ホの 御 便宜 

じ 御 化 あ 巧 中 上 お - 

藤 ザ 旅館 支店. 

ホテ^ クコ マ 

莲數 一一な サ ー 、 冷溫風 爵躁の 準備 ど 

ス チ！ ムヒ！ 卜 なを 靈の 設備 極完を 
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飛 耳 張 目 生 
'.◎純然たる をべ 的 勞働者 観き 
H 本流 じ 「服從 W 策德」 ごい ふ 事を 
j 辨へ比 殺 的 職務に 忠實 なる は 感必の 
至- 〇でゐ るが 此階 叛じ處 する H 本人 

じ缺ぐ 巧は アム ビン ヨンの 無い •爭で 

否る 0 

A 僕が 兹じ いふ 「アム ビ シヨ ン玄は 

I みして 學者 若く は 大金 持を 意 かする 

のでは ない、 兵自を 旨み の 職務を 化 

上に も 巧 兜して 腕を 磨き、 ソシテ 立 

I 派な I 人前の 專巧 家に なれ どい ふみ 

ザ ある、 化 事は 特に 料理を がつ て 居 

么乂 々じ 御觀 めを する 

一 A 家内 的勞働 ごいへ ば义圓 では 最下 

等な 職業 どして 娘 まれて 居る が ホ テ 

グの クック やスチ ユワ！ ドの 如きは 

I 耶 しからぬ 專 巧の 職業 ど 認められ 當 

I 地 じ 於け る 大ボテ 八の 首席 お 巧 人は 

ムヶ 年乂千 弗な 上 一で 五 千 弗の 高給 

I を 取つ て 居る 

A H 本人 3 巧 斑 人は 最上級の をで 

ヶ月ぶ と 十 弗な 上を 得て 居らの が而 

かも 彼等は 此 俸給 じ滿 足して 旨を め 

I 腕 次第 おな 上の 高給を 将られ る もの 

たどい ふ； を 化 切らから ぬから 遺憾 

である 0 

A 然 らば 專 巧の 巧 巧 人 ごなる じは 如 

巧なる 手 歎を 要する かど 云 ふじ 或 人 

の 實驗談 じよる ど、 先づホ 巧の 有名 

な ボブ' グ义は クラブ 八 ウス じ 申込ん 

で 六 ヶ月 乃 まーヶ 年の 間 無給で 働 < 

ので ある、 か 論 或 所では 拒 結され る 

かも 知れぬ が 何しろ 口、 一で 働く VJ い 

ふの だから 熱み じ 口を 求める やうに 

すれば 必ず 得られる 0 

▲六ヶ 巧な 上 も 無給で 慟 ぐのは 如が 

じ も 馬鹿-^. i いやう じ 聞へ るが 其 

間 じ 習得す る實 地の 經驗 どな 經験じ 

よって 將巧 得べ を 俸 級额を 差引勘定 

するど 之 程を 易で 旦つ 利益 ある 修業 

法は ない ので ある、 殊に 日み 人は を 

光が 器用で 敏捷な 性質 だから 西が 人 

よ b も 比較的 じ 進 ホが ぷくホ ブグの 

ま 乂ど雖 もさう 何時を も 無給で 使 ふ 

爭を せぬ、 必ず 相 當な小 化を 與 ふる 

でう じなる、 ソ シブ 其 家を おる 時 じ 

は 美事な 信用が を 吳れて 他の ホブグ 

我くは供樂部八 ウ ス のチ》 フじ推薦 

して 吳れる ごい ふ 話で ある 0 

▲ホ ブ作若 < は クラブ；^ ウスの チ 


ど 


フ なれば 目下の 著を 監错 する ホの j 偉い 巧 天狗 劇 扇の 風 


一 頸を 要する が セ n ン ド、 サ ー ドは 腕 

み 築で あつて 腺が 達者で さへ あれに 


I 祭 六衔頭 悲ぜ巧 目す 
_ 飛ぜ ずを 化へ てみ 敎 がに 


6*-^ な寻ク 3 心 J 解雇され る v $ 配らな く、 目下の 者 等諸贊 巧き 給へ お义へ メキシコへ 

夕*-^ 章ク 巧も從 ミ服從 して ホる し 妻 ミを を聪口 おを 變へ てなみ 嚴じ 


な 生を を與 ふる 事も敎 ちを 授ける 事 1 な樣 巧け ょ廚 ホへ メキシコへ 
も 叉を 易で ゐる〇 六尺 巧イ爲 るに おを 欠いて 
▲償は 夕數巧 巧 巧 人 諸君に ホ强 する 皿を 巧つ て 慨じ年 世を 送る か 
I 所は 先づ巧 上述べ たやぅな 方法で な 一 U 巧 可が 一一 一巧 お 
-1 巧 內のあ 名な ホ テグ 又は レスト ラ 巧 年 ざつ ど 一 千ぶ 十万 
卜 じを 渉を がみる； だ、 ぶも吳 々も 一 御が 益を くして 巧て 神威を 損す 
I 中 上げて 最 くが 何事を 爲 すじら 精神 知らぬ が颁な ホず 加滅を 要ず 
を か 也 じごめ て 一度 决 、化したら 飽迄 巧ん もろ b んもホ 東を 知らず 
:貫 くどい ふ 覺惜が 化 要で みる、 ナポ 讀お 大抵 化 ザ 前進を 解す 
ン オンの 兵法は 單じ 軍事 じがて 切要 夫れ サブ じ 入つ て 銀漢を 學み 難' 
i な詳 りで なく 人間 俗界の 事々 物々 じ I キッ キン じな て 天下の 雲 巧は 見. 口ず 


I 應 用して かず 奏功す る、 諸君々々、 

五十 や 六十の 端た をじ滿 ぶせ やがら 
ゆる ホ 面 じ 向上して 卑く一 _ 人前の 巧 
じなら なくら や 割 底 も 氣の刺 ひた 嗔 
ァは 持てん ぞ〇 

◎夏 煤 商買乘 業め 家 內勞慟 者 
A 家 內的勞 働 者の 中で 商 買氣の ある 
I 者は を季中 働いて 金を 蓄へ 五六 巧 頃 

から 避暑地 じがて 側の 「玉 n n ダシ— 

I 或は 「センべ ィ燒」 をす る 夏攘商 買の 

I 事は 別じ陳 ベる ごして 化 階級 じ戚す 

者は H 本で も 商 買 人のを じ靑 つた 

者が ぞく 出生地は 京都、 名を 尾、 な 

i 州、 中國邊 のをれ である 0 

化 外 家 內的驚 働じ從 事して おなが 

I ら輔 々なる 發明 おじ 苦必 する 靑 年は 

少 くな’ いやぅ で 「專賣 特許」 を 得ん か 

爲に 取る 限りの 給料を 悉<豐 消して 

惜 まない やぅな 威、 むな 巧 も ある、 併 

し 之 等の 熱 也 家 じかぐ 所は 一般 發明 

がの 趨勢 じ 暗く、 先藥じ 相談す る 機 

會 少なき 結果 往 々じして 數ザ 間り 勞 

力 ど 費用 どを 水泡に 歸せ しむる のが 

夕 いのは 返す ら遺滅 千万で ある 


二が 洒を 傾けて 天狗を 罵れげ 
; 觀 'にお 化り 巧 亦 飛 耳 張 目 


<1 Z \ り AZ \» AA.AAAA 

^ 鴨が 人^ 

.立 3< v '7 <vvvvvvv 

先山 崎 下宿. 

Miy 贾 LL 這 岩 

47 で 養 P 登 PL 羣 一 S を 2 基を 8 

0 三-た nd S 乏 ef; 


口 敬 


中 旧 巧 


'洋 巧歸 りの 機 者昔陛 氣の隱 おの 所へ 

掏氣 見舞 じ 巧つ た 

略 2 r 贵 所の 揭氣は 精み を かける やぅ 
じすれば おぐ に 治る、 ス ー ブの極 
濃い のを 不絕飮 むがょ ろしい 
隱 r 如何 お身體 じを くつても あ 株い 
ふ 西が 奥い 物は 昔から 乂嫌 ひだ 
醫 -，— 夫れ では おを 充を袭 出し 

て 其 かを 御 飲みな ざるが 辞しい 
隱 「^イ 夫れ なれば 棋 きます 


1 某 総領事の 子供は 父； さん に似てを 

が 黑いピ 云 ふので 或 人が 子供 じ 向て 

ボジ チヤンは 化で 黒ん ぼ だね 

子供 口く 

ナ こおし 然 うち やない の ホん ぼよ 


〇 「悲耳 嵩 目」 

A A A 

風 吹けば ± 曜目來 

兩 .降れば 月曜 も 巧ず 

飄 々ごして 勝手なる 哉 新聞紙 

_ 嬉し 論 說の氣 儘なる じ 似て 

昨日な 山 逸 客 巧つ て 

I 寸鐵 能く 阅 きぬを 道の 围じ 

I 今 飛 耳 張 目の 怪 跳梁して 

白 U 敢て 漏らす 天狗の 笑 ひを 

I 働き 前き、 棵 庵、 おた 下宿屋 

一 一巧 形 航路の フ ユリ！ ボ 

を 口 罵を 雨 も 辛ら しされで 思へ 

一一 巧洲 上の 却ニユ ー ョ ー ク なれげ を 

カゥント バロンの モ 散々 の 体 

i 學者义 1 豪の 弟子を 化 じ 
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が 本 矿垂便 發着表 

こユ ー ョ ー ク 本な 締が 午後 六时ザ 

船 名 經も地 發送日 

ナィ グ を 港 十二月 一 u 

I 靜岡化 .沙港 十 一 H 

モン ゴリャ 桑 港 十 音 

I サ波化 沙灌 廿六一 

f Ar^-yyyy. 

♦ u 本ょ b 到着：：！ 

十二月 六 u 间 十 H 

が 十一 一一け 闊 ホ H 


基督 敎 修道 會 

宵 宿 (を 西 巧 ホ ーー 下目な 0 二 帯 
日 鴨 H 集會 午后 八 時 敎會內 じて 
，聖書 研呢食 H 曜 午后 1.11 時 ~ 修道 舒 
祈憾 齊木賴 午を 八 巧 i 館に て 
讀臀曾 第二 第 阻を 曜 午を 八瞄 
わ卽 大 掘. 族 
電話 八】 化 ー ニモ ー ニン グナ イド 

督 寄宿 舍 8 大瑞窺 

栖な册 の 下 旨 五一 八 電話 云六书 

モ— ニン グ サイド 
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が 旧が (ごまめ )• @ 松茸 錐 詰.® 竹の す 錐 詰 く : 'イ 
® 萬 上が 淋酒燒 豆腐 罐 詩® 特製 白が 增鑛 詰^ 'み 
谭极媒 菊 錐 詰® お 蘇 散 @ 黒を® が 星 か / た t も.、 
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ir 烧 が® 竹輪 蒲® 鉢が の 素 
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某 名主の 目 米 

問題 解决 意見 

左は 化释當 地じ來 遊せられ るた な 

國某名 ± の 意見な り、 所論 中排目 

の 原因 及 満州 閒 適に 關し 著しく 吾 

人の 所見 W 異る所 あれ》」 も讀 者の 

參考 どして なじ 褐ぐ 、不日 巧の 所 

見じ對 して 駭 論を がむべし、 記 着 j 

H 米 間間は 銳 じを ホ 面ょ ら觀察 論議 

I せられ たらと 雖も其 解 决策じ ま b て 

I は逾 ごしで 何等 具体的 成案を 見る じ 

至らず、 或悲觀 論濟は 日本の 要求を 

I く 泣 寢んじ 終るべき を豫 想し 居る も 

I の； 如し.、 然も ど雖も 化の かきは 昔 

國現 巧の 立锡 ょらして 到底 堪へ得 

所に ホざる が 故に 吾等は 飽を本 轉獲一 

を ホが 的 解かを 畫 しなて 化 ホに 對す 

扛吾國 民の 平等 的 化を を 確保せ ざる 

一可らず 

1 ▲排 S の‘ 原因は 政策 間 題 

世人のを < は 排日の 原因を 巧て A 鞠 

間 題 おくは 經濟 問題に 巧ら どなせ ど 


.H W 供ぶ 鳴 (前金 郵栽 共) 
□一部を 五 他 □六 ヶ月を 一 弗 
，: □ー ヶ库を 嗦二沸 

千 丸な 十一 年 六月 廿 四日 部政院 I 

認可 

發巧兼 髓輯人 甲斐 健 一 
發巧が 新肯 新報 社 1 

お 育 巧 第み 街 ニー' 二八 一 
電話 チェ. t /' シイ六 四と 二 I 


國 資本家の 滿州披 資を排 拒す るの 態 

度じおでだ-^、 茲に於てか米國の政 

治を は 漸みじ 日本の 誠意を 疑 ふの 傾 

を 生じね b しが、 間 もな <發 をした 
藥 港の 學重巧 題は 米 國當路 ちめ 
.排日 的 傲 向、 顯が どし で 覆 ふ 可ら ざ 
るを 示す に まもたり、 即も •學童 事俾 i 

のを あ條化 ごして 吾が 巧哇を 民轉航 
禁止、 移民 制限を 餘義な < せられ 
僅か じ 日米 條約巧 書め 删 陰て ふ 約束 

を 得て 白ら 潑む るの 外な からき、 之 

か 一地 ホめ 問題たら し 排日 案が 國際 

問題 じ 連結され たる' 初め じして 爾ホ 

を々 其範 園を 攒 大して なて ホ 目に 及 

ベら、 而 して 満州 じ 於け る機會 均等 

ま義を 信せ る ホ 國は其 後 ノックス 氏 

の 東淸鐵 道中 立 提案を 0 て自國 資本 

家を 益す る 巧 あらん VJ せし が 日本は 

又もや 露國ど 提携して 共 じお國 のを 

請を 排 拒し 去れら、 化の かく 日本の 

所謂 積極 政策は 事每 じ米國 のを 洋じ 

對 する 野必を 视隔 する の觀 をら しが 

な， じ 米 固の 朝野は 漸次 排日の 随 向を 


も予の 見る 所 じがれば 排 H の お 巧 中 ~帶 ぶる じ まわ、 尘地間 遇の 發隻じ 乗 

人 郁 的 並 經濟的 意義を をむ はか 論な I じて 益々 其 気勢を 高めた る もの ど 

-る もが' 最大が 因を 爲せ えものな 日 儀 ふべ く、 予か排 K の 巧 由を 0 て 寧ろ 

戰役後 吾 政が の 踏' 一繫し 巧れ る 大陸 政 吾 政府の 誤謬 じ 基 < と爲 し、 排 H の 


なる を 免れず、 左れば 滿 州の 實がじ 

通せる 後藤 男の 如き 疾じ滿 州な 棄說 

を 持し 犬 養を が おち 陸 從ホ義 を 持し I 

て 山 本 內閣の 一 部 ホ 針ご间 一の 意見 
を 有する は 之が 巧め なら、- 若し お師- 

論 まの 息 見の かく 朝鮮を 防備 せんが 
爲じ滿 州の 領有を 要し ニヶ 師國 の增 
設を 必要なら どせば、 滿 卿の 領有を 
を ふせん か爲 じは 五ヶ 師脚若 < は 十 
ヶ師勵 の 增設の 必要を 感ずる じ まら 
ん 、此の. 如きは 到底 吾國 民の 堪へ得 
る 所 じ 非 や、 子の 所な を 0 て すれば 
吾國 今後の 政策は 寧ろ 所謂 大陸 政策 
をな 擲 し-, L 防備の 限度を 朝鮮 領主の 
保持 じ 止め、 巧ホ兩 固の 資本家 ど 典 
间し てま 舟を is お 源. を 開發し 0 て 
:獨娜 露の 摇濟的 勢力 じ對 おする じ 在 
り、 世人は 吾 國の鐵 道 數設其 他の 利 
權を 獲得 せらと て 善べ でも か 何 じ 名 
目上の 剌權を 得たら どで 巧 利 權の實 

益を を ふす る 資本を 巧せ ホん ばす 可 

な b 、 H 英岡盟 の 利益は 吾 國じ取 b 

て 稍 や 過 まじ 屬す るの 觀 めれ ごもを 

那聞題 じ關し 菩國が 孤立の 地位 じ 化 

るは 决 して 策の 得た る ものに ホず、 

おし 吾國が 化際從 ホの 焼撼 政策を 改 

めて 誠實じ ま那に 於け る機會 均等 ホ 


今义爱 じ度驅 お 馨の老 紳± VJ 語る の I 

機會を 得、 胸中 ホ 前の 快感を 覺 へた 
る； じ 御座 候 

▲神 藤 代議 ± は 神を 川 聴 高座 郡 直 お 
村の 人、 幼 じして 文武 雨 道を 山岡鐵 
ホ、 离橋 がか、 千 巣秀簡 等の 巧 じを 
け 其 精神的 敎脊に 於て は 獨眼龍 お 盛 
山地 元 治 巧の 提撕 最も' をき じ 居る、 
陸軍 モを學 校 ホ 業 後明を 十八 年を 聯 
硏觉 のた め 佛國じ 留學を 命せられ し 
が 吾 軍が 佛國兵 式を なめて 獨逸ま 
どなす じぶ び 恵を 轉 じて 國際 法外を 
I 等を 硏 兜し、 巧 儲 十一を、 明治 サ八 
年歸 朝後數 多の 大 學じ敎 甥を 執ら、 
词化 S 年 化 識± じ 選ばれ、 目下は 立： 

I 憲同 恵會の 一為 どして が あ 積々 わを 

人物 じ 有 之 お . 

A 氏が 歐州外 巧 ホの 過 ま 現な じ 就て 
逛詣 深き 事は 其お才 万國畿 員を 代表 
者 どして 円本を 化を したる じ徵 して 
も 明かなる ベく おが 氏は 父ち 那 問題 
に 留意す る 事 殊に 深く 第一み を 命な 
ホ 歎々 南 化で 那を 跋渉して 親しく 其 
實 がを 究め， 歸來大 じ 献策す る 所 ぁら 
たる やじ 聞 及び 申 慎 - 
A 小生が 神 膝' 代議 ± じ 就て 最も 深く 
敬服した る おは 巧が H ホ 間 題の 眞相 


ざる 前 じ先づ 投票 賣 付の 利益を 圖る 

-度し 難き は 吾 國の巧 性 じ 有 之 候 
▲現 時の 吾 政治 界 じがて 最も 必要な 

る 人物は 剛健なる 蠻骨を 持し、 

ぇ ラなる 世が 的が 想を 抱ける 人物 じ 
候、 皇室の 歷を 的威嚴 ど 圣國 巧必の 
統一と がか 巧に 新 巧 思 あの 調節 じ甚 

深なる 願 係を 有する かを 解し、 文 阻 

軍 関、 金 脚 等の 跳梁 跋厦を 欄して 內 

外の 施設 おきじ 町 ふ 献策を 爲 さん 程 
の' おはか 極の 人物を 措いて 他 じ 無 さ 

候、 ホ 生は 神 藤 博 ± 獨特 の蠻营 ど ザ 
該 蹲なる 智識 どが か 上の 要 ホ じ應じ 
て吾國 運の 進 渉 じ 資する 所 ぁらん 冀 
を期恃 する 者 じ 御座 候 
▲旧 本俱樂 部の 應接室 じ 於け る 半 H 
巧 會談は 小生を して 摇 年の 溜飮を T 
げたる やの 戚を爲 さしめ 候、 終らに 
臨 U で 小生は 夫 どなく 小生を かして 
化を 雄 じ 接する の 機 會を禄 せしめ 0 
て 其 高論 卓說を 聞く の榮 をら しめね 


策 じしで、 此 謬れ る 政策は 蕃しく 米 碳兢は ホ 1 ツマ ウス 傑 約の 失敗 じ膊 義を遂 巧ず る じ 至らで 朱闕 朝野の 排 を補捉 せんかた. 盖 M せ‘ ら たる 熱 


■脂す ど 爲すも 蓋し 化理 おに 外なら 中 

"滿州 放棄 V 」 日英 米共祠 、目 米問^ 

題^ 愛 

山刖 大統領 グ！ ズ べグト 巧の 仲 栽 じ 化' 所謂 大陸 政策なる ものは おじ 得た る 

广て 成立した るポー ツマ ウスの 講か ~ 觀鮮 を根據 どして 巧滿州 よら 大陸 じ 


國の 排日 觀 をを 助長せ む どい ふ 巧， 

隨て化 政策を 變巧ゼ ぎる 限：- 米 間 I 

題は 永ん じ 解 决め途 なかる 可き なら I 


日 的 傾向は 自然に 緩 かし 巧り、： n ホ 

問題の 圓滿 なる 解 巧 じよ 6 て 日本人 


は 願 時 大統領の 化 巧朔を 十ー ケ巧じ 
限る ど巧定 せる じ も 巧 はら や クェグ 
:夕 はな 逃朔を 依然 現職に がまる 舉ど 


必の巧 度 じ お 之 候、 氏は 當地滞 化 中 
或は 相が じ 珍 旧 大使を 訪 間し 或は 當 j 

が 則 國民ど 寒 S Q 待遇を 受 i i 地 奮 0 內 外輩签 して 該間趙 の 

じ 至るべき は必 しら 不可能に めらず 一 研 兜に 席砸 かなら ざるのを 穂なら し 
排日の 理由を 0 て 人 郁 的 おた 經濟 的-が 巧は 出 慾 節 一義 もな き 小生を 捕 I なれ 

,1 ，-内 闕馈蟲 集' おか U じ 講 具の 匙 費 1 

I 官史 め 像が 义挪 U 。 b しも 政が U が 

か阳難めためち独’^ぉは中、 化'-,-十 


!隊 司み 長官 フン ツ .チヤ ー氏は 同ボあ 

j 岸 じ 中立 地域を 劃して を留民 保議の 

在 じ當 ら英獨 軍艦 も 间樣の 手段 じよ 

てを々 自國 民の が 護に 努めつ i あ 


♦中米 保護 政策 大統領 クキグ ソン 

巧は ホ國 上院 か墨留 問題の 解决 ど 同 

時 じ國務 卿武當 を 巧の 提案た る こ 力 

ラダ 共和 國保 證條 約を 承證 せん 事を I 

懲滋し 上院 外ず 委員 中の 有力 家 ごし 

てグ I 卜巧じ 化 肩す るボ！ ラ 氏は を 

提案を 解释 してむ を お な 南の 星 驚 旗 I 

を 意が す どを 言せ し ょら 中 ホ 諸 お 和 

國及南 ホ 諸國の ぉが 駐な 外を 官は不 

歡 恐怖のを じ 打たれ 居る 由なる が 米 

留當路 者は ニ カラ ダが 態條 約は 强制 

的 じ實巧 せんごす る もの じあらず 

辯 解 せら 


ク 大統領 ど 女 權黨過 H 帶府 じお^ 

張し 阅氏ど 直接 脅 見の 上、 締 人選 擧 1 

る 某 巧 ホ 妻め 温情 じ對 して 深く 感謝™ 權 獲得に 願し 陳述す る 巧 めら たる 運 


の藏を 表し 候な 上 

み 墨國の 形勢’ 

A 擺お 提案 藻國現 政府の 媪か 孤は I 

目下の お 勢 日 じ-^ 官軍 じす 巧な を 

を覺 b しじ やゥエ グタ將 軍を して 叛 

I での ぁ將 たる カラン デ將軍 おくは な 

指を じ 化る 人物を 巧て 大統領 候補者 

たらしむ る條 伸の 下 じ化戰 せし むべ 

しど ホ 張し 居れる が々 ランず 氏は 目 

可の 處化 提案 じ難應 ごを 言 せら ど 

A 十月 選擧 無効 VJ 巧 選 擧期去 化 U 
の 墨 國議會 はま 十月の 選舉を 巧て 無 
熟 り どし 明年 お 巧 第 一 H 腿 H 巧に 


働 員に 對し 大統領は 頗る 遁辭 じ窮せ 

るが 如く、 曰く 予 々日の 位 醒は國 民 
を 体の 愈 見 じ お ふて 國 なをが ふべき 
じがれば、 斯る 亟大の 問題 じ關 して 

は 子の 間條 ど おじ 論 幾 熱 考の後 じを 

ら ざれば 慮 見を 發 表する 事を 欲 甘 ホ 
されで 講 なをして 委 貴を 設け 間間 題^ 

じ 就 旁 討 兜せ しむる 事は 賛成なら ど 
I 答へ たり，/ J - 


日 ホ 關稅化 下を 渉化橫 渡米 國驗 

領嚴卜 1 マス、 サム モンス 巧 巧は ホ 
國 太平が 沿 おの 鹿 お 物じ對 する H 木 
輸入 願 枕の 低率 じ 願し 目 ド 東を 外務 


巧 動ずべ きらの ど 信じたら しかな、 

小が 巧 巧の 大方 かたらし 彼 大陸 政策 


され、 刹す 所 僅か じ 化 おなき 骨 ど巧_ 

どのみ、 加之勞 銀の 化廉 なる 到 あ勞一 


はを 然滿州 じ 於け' る機轉 均等 ホ 義を一 働 者め 移住に 適すべく も 非 ざれば 吾 

無視し 巧み じ 差別 的 方が を 採 5'、 ホ ほ娱の 海外 發展地 ごして 特に 不適 當： 


一條 約 じ 於て 吾 政ぶ は 満州の 機會 巧え 吾國 民の 勢力を 張らを する もの 吃閒趣 化と 爲ず奋 ちよを， 這 役の 時 6 一へ て 小生が 化 ホ 十四 年間の 見聞 ミ 

_を約したら、 而して米圃じ對しでは;してニヶ師劇お設問題は化政策の實|を解せざる，、_-一。^!;:^;7日^邊8がを'りて得たるリホ間匙の實か並じ將巧 

! 太平洋 S が馨 てふ囊 i-i よら B 現卜 首ら 唱？ ら る^ ミら、 即 j ん譜 f して 取？ も 不^^ 一^一 じ？ る 歳 見を？ を！^、 小生は 

本の 朝鮮、 墓 潰 じ 管る 領 ±權、 ホ マ 朝鮮のを 固を 圆 らん どす をは 是！ ら>1 らも。，-、‘.,； す 一 一 聊か 愈 外の 威を なし たれ どもが むじ 

國の布 畦？ 比 利贊じ 於け る 領±權 を 非 共 南滿を 領有せ ざる 可ら や ごな す 

I 相互 じ 確認し、 をし 第一 一 一圃が 如上 兩 I ものな 6 ど雖も 足】 度び 滿师じ ま-^ 

國の領 丈 じ 壁を 及ぼす 褚 をは 兩國は I てが 實狀を 知る 者よ ら觀れ ばか 欺は 

菲じ協 龍の 上 適 當のホ 巧を 講ずべ し 戰ずじ 依らて 自己の 榮 建を 圖 らん ど 

I ご 約 せら、 當時グ 氏を 始め 米國 のが ~ する 武斷 派の ホ 張の み、 お 州は を ホ _ 

一力 家 等は y 本の 寬澗 なる 態度を 稱揚 I 幾度 か多數 人 おの 住居せ し 所 じし.-」 

-、 H 本は 何 處をも 化 誓約を 奉じ ふ 天然め 富 源は 巧 じ 之 等の 住は じ掩出 


• 一 神 藤が 議± と 

語る 


•L 

t 卜 T な 


もなく^ 禪る所なく鄙見を陳じて吾 

贼 民め 海外 發胆じ 巧 力 せられん ミを 

ホ堪 し、 且つ 巧 對墨及 割 南え 策じ關 

しては 吾爲 政が を ベン 撥して 疾風 迅 


A 當化得 易から ざる 蠻 骨ろ 該博ぶ お W 巧 坪、 巧 < モン。！ ホ義の 鼻が 

る學巧 識見 どを 巧で H 比を お 頭の じ j をが く 可き 奉を 搞論致 候 

と稱 せらる； 代議 ± 神膝才 一 氏は 化 A 氏は 吾 選 擧-阮 ほの 腐敗を 槪し 之が 

特歐巧 視察を 了へ ての 歸を當 地 じ 立 I 救 正策ピ して 地力 巧を 巧の お 達を 歸 


I 寄られ 申 候、 昨 夏 白 髮薰顔 敬す 可く 

親た' べき 江 戚素六 翁 じ 曾’」 てが 懐舊 I 

談じ U の沒 する を おれた b し 小生は 


るは 目下の 急がなる が おに 巧 自ら も 

を 地靑年 曾の ため 盤 力し ばれり ど 語 

らむ お、 立憲 刷 度の 何物た るる 解せ 


改選を 巧 ふ 事 じ 難み せる がが 國 憲法 一省と 非を 式 じを 涉 中なる がをは じを^ 

馬 運河 開を の曉き 师國巧 貿易に 夕大 I 

の 効果を 及ぼすべし どのを 患 じ おけ 

る もの じて お 化を が じして 首-足ょ < 

日本の 承諾す る 所 どな b て 太 ホが 沿 

をのを 物 殊じ雜 詰 類、 加州 廉補 荀辆 

乾 あ 物、 ナッ、 がが、 が 木 等の 關 焼が 

j 率 さるれば 日本は な惠 的巧遐 どして 

絹織物 じ おする ホ國 W 關稅减 率を を 

くべ- > ど， 巧 右を 渉 じ 關し萊 京 電報 
は 附記して 曰ィ H 本に 輸入す る來國 
おは 急速 じ增大 しつ： みら' 電要瑜 お 
入な 中 綿携械 類を 戚测鏡 お 池 灘輿焉 
多く 何れら 太. 两ホ沿 迷ょり す るら の' 

なをが 運河 隅 通じ 加 ふるに 願 就滅巧 
を 巧せ に 時閒粥 貸. 连に ホ おの 節娩 
を 得る 化な 化 どして 朝鮮 地 ホの 瓣山 
翅 道橋染 用ぶ お 品輸‘ おの 便を b お ク 
化國 なの 東が 資 あはが 巧め 数 おを 一；.」 


がの 歲 をは 一な 苗べ ソ描 ちか 化け 五 千 

お 巧- 蹈游 償み 件を ホ認 し、 をつ ゥ 
: 工^ツ 解が にがが、. だ お， がな じ關す 

る 獨ぶ權 を與ふ V く 巧ぶ せり、 を 
が ホ 越.、' ゥ王 1 声 1 フワ！ ゴ 迷送會 
化 15 八十' 力べ ソ 、倫 敦ノキ シコ 銀 巧 

亦を みみ 强欄應 蟲を餘 襟な くせられ 

た-^ VJ 薛 さる 

4 タム ピ J 巧のを 戰 石 独の 產地ど 

して お 名なる 叫 ホを 攻擊 せんがた め 

巧 千ろ を 命带は 目下 岡 巧 附をじ 於て 


化 U 0 來昏 ずど對 陣中なる が 米國艦 I すに まらん 云々 



- I .去.. 王； J 王ゴろ 弓 


■夕 づ . 


•- 




•臺 灣獨立 陰謀. 
首領の 死刑 

A 大化ホ 街の 騷搂 
A 斬せ は 僅か 六を 


参 墨 使 接待 役 

I 墨 国答禮 大使 ドラ バラ 巧は 佛國 よら 
I 西 比 利® 鐵道 じて 巧 後し 隨員 一巧は 
過 Ur 效港出 發の曲 夫々 外務 當厨じ 通 
報ゐも 一巧 入を^ 9漸< 巧 おせる じ 

ょ々 外務 當じ ては 正 まじ 接待 役を 巧. 窒吴化 發電じ 化れ じ搬立 陰謀 じ 
命して 徽迎 をぃょ ざん が爲め 目下 其、 一 て檢擧 されね る 支那 人 二な 六十 化 名 I 

.選 ホなる が兩 stn 中 お裝を おるべく j じ對 する 審观 はも 鮮高 寒法院 じがて 
牺民閒 お 志 者及實 業滚侧 にても 渐く 一管 進 巧 中の 處今 為を の おお 首領 

I 墨國疊 C 管 ミ際璧 一井 物 fi 六 名は 巧？ を 路傍 長て 斬首 じ 
I 始めを ホ 巧 じて 盛大なる 歡迎を 見る 


じみるべし 


'♦麗 會ど增 節 案 政治 季節 漸くが お 

たれで を 黨共內 がの 動搖 烈し きれ 

I め氣勢 甚だ 揚ら乎 化を ならば 今期 畿 

^會は 無事 通過すべく 增師 案の 如き も 

一首 化と 陸相 間の 問 趣 じ 遊ぎ" さるべし 

-ィ」 風聞 さる 


、阿部な を 暗殺 速 類を 豫雜 終結 故 


處 せられ 次 じ お 罪 者： 冉サ S をは 非狀， 

の 輕垂じ 從ひ四 年 乃 ま廿五 年のを 幾 
銅じ處 せられ 题 らの间 四十 名は 無罪 
どして 词 時じ驛 放せられ た. 〇 
本 H 割 决及處 刑 執 巧 さるべし ご S 風 I 

說 逸早く 巿投 間じ傳 はらた るた めボ 

巧を 街道は ザ 朝 ホ 非常の 騷搔 を爲し 

嫌疑 巧 引 巧の 妻ず 等が 悲鳴を 發 して 

無罪め 巧を 號 泣す るら あ b 殊に 流說 

粉々 VJ して 或は； 叫 無罪なる べし ど 


_ 外 お 省 政務 風 長 阿部 ザ 太郞氏 暗殺 速 1 云 ひ 成は 义 悉く 死刑 じ處 せらるべし 


一類 者 宮本及 お ® 外！ 二 あじあす る豫審 I 

I 終結し 結局 殺人罪、 殺人 敎唆 罪が じ 

I 罪人 隱階 罪を がて をが じ 移ざる 事 ど 

なれ ^ 


、議會 召集の 詔嘗 .十一月 十 S 目の 

官報を R てぶ の おく 議會巧 集の 詔書 I 

を 巧せられ たら 

朕ホ國 憲法 第と 條 及第 闺十 一條に 

化ら 本年 十二 巧 サ四 日を なて 帝國一 

議會を 東京 じな 集す 


•お 雲 派遣の 巧 

^ ほじ 願し 最近 着な 藝斩 聞の 

I 報ずる 所 じ 化れば 臆病なる 吾當府 者 ^ 

が 其 平生 じ徵 して 斯 のかき 决斷 を爲 

すじ 至らし 理由は 英米 巧 國が墨 國擾； 

就 じ 就き 利害 相反す るめ 立携じ 巧ら 

て 別 じ 英國じ 對し氣 兼ねす る 必要な 

かりし 事情 も おつて 大じ 力る るか、 

茄帅主 地 法の 御を U ホ 南化ァ メタ カ 

じ 巧 化せ も 邦人は 日本 政府の 爲す無 

きを 憤慨し 殊にな 加 如 日本人 等は 米 

j 國永 化の なを 絕ち 漸次 南 ホ じ 向つ て 

- 發展 の 地を あめん VJ 計畫 ずる めら 現 

じな 加 有力者は 一 A ち 弗を 出金して 

墨 國め淹 業が 態を 調査 みんどす る 等 ^ 

大 ひじ 墨國の 有望なる を か b て間國 

じ 移動 せんどす るの 傾 あら、 化 形勢 

を 見て取 b ねる 吾當厨 者は 巧は 內外 _ 

邦人を 感を 鼓舞して 顔 勢を 支へ 外み 

I 排日 運動を おさん どす るを 地 じ對し I 

或る 暗 ホを おへ 同時 じ 墨國じ おつて I 

が 威を 表せん どす る 等の 事情より 遂： 

で 遣 艦の 决議 を爲 したる み 第なら ふ 


どい び人必 梅々 如柯 なる 播 事を 演ぉ 

: する や も 測ら 難き を 様な 6 しが 頓が 
て 審理の 結果 死刑は 六 あじ 過ぎず ど 
のが 决發 表され 間もなく 上記 首領 六 

をは 巌 蕾なる 護衛い 下に 巿內 中央の 

空地を 引き 巧され 兼ねて 設けの 攘 所 ' 

じ ホみ ある や 順次 一名 づつ 斬首され 

お 集 叫 鳴の 間 じ 忽も處 刑を 終れり 尙 

词 巧の 所 刑 終る や 数での 鮮集 大擧し 

て 閑地 監獄を 藥ひ化 禁中の ち 罪 者を 

奪 ひ おさん どす るの 形勢 あらした め 

當 が じて は 特に 衛戍隊 の 巧 動を 乞 ひ 

嚴盡 なる 警戒を なし わるた め 熱 化せ 

る 尘民等 も 遂に 手を おすべき 餘 地な 

からし ご 見へ 間もなく 四散して 無 率 

一大事の 終結を 吿 ぐる じ 至れり 


i がせる お裝 八を W 成功を 姑た るが 氏 

は： 把 じぶな なる ものを 製作 せんごて 

碱ホ邱 々裤 & する 巧 あ b 々回り 一 

スプリング ごへ ソ カラス プリング ど 

を 糾合せ て 製造せ る雜 一巧 五 寸橫一 
巧 一一 一寸の 胸 當防禪 あ 重量 一貫 二が 五 

十目げ ものを 完成し ねる を 0 て 十二 
H 大 森が 的 壌 じがて 千 九な 一年 製の 
獨逸 モ ー ゼ 八 銃じ て 實地郝擊試驗夕 

なせる じ 六十 ホが の 距離 じて S 發發 

がせる じ對 して 何れも 充み 2 効力を 

おたり どを ふ 

® 列 卓內の 馬 賊ホ巧 十四 y 午後 八 
時 頃-^ ビン 發柬 淸鐵道 聯合 刈 おか 
党 城ず じ 近づき 線路の 急 W 配 じ 差 掛_ 
b 徐巧 せる 隊列が 內じ 八を の 馬賊現 _ 
はれ 何れも 攀銃 又は 叛 W を 0 て 先づで 
車孽を 侮け 巧に 藻を を 脅 おし 金品を； 
奪 ひまれ b 化 急報 じを したる 慕國ザ 
I 備を 約な 名は 附 あかを を搜 索し 且ク 
十 里の 地点 じ巧營 し厳垂 なる 警戒を 
がへ し^ 化ん は 遂に 捕縛され ず賊は 
掠奪せ る 荷物を 馬革 じ 積み 遠方 じ 逃' 
げ 去らたら どを ふ 1- 


•日本 驚 船の 差 巧 辰 馬 漁船を 資會 

社 所有 船 千壽化 { 五 千 施) 十月 册 日と 

千 嗯の猜 荷 じて 北米 ぼ ー トラ/一 

入港 中 十一月 六 a ホ 國勞働 人夫 一人 

船 繪內じ 墜落 貧 傷せ しため 被害者は 

四 萬圓の 損害 赔 借を 訴へ岡 時 じ 本船 

は 差 巧 へられた るを なて 巧山词 船長 I 

は 直ち じ 一ニ ザ 物 產會趾 へ 波 賴しポ ー 

ランド 領事へ をが 中なる が呵 船は 

去月 未 横 漬じ义 港め 上眞 相を 明かに 

したる 上 辰 靖巧會 は 後 巧の ため 外務 ^ 

堪 じを 渉し 何を の 處歷を 取れる 堂な 


•巧彈 具の 發巧 東を 麻布 飯 四 

了 目 六 番巧島 本 佐 一 氏 ( 廿 こは 数年 I 

巧巧彈 具の 發明じ 苦 也し 巧れ るが ま 


せし 乂じ をし 每牟巧 輿す るが どなり 


居れる が 乂國と 院議 員 グート 氏は 國 



務卿ホ 陸 麗卿巧 職 中み 揚 、非 島 及 H 
米關 係の や 和じ盡 力せ し 巧 じより ノ 
—べご 貫を 巧 萬 弗の 贈 おを ずげ た 
ど 云 ふ 


廣 


堂 


〇 御 下宿 


ュ ー ョ！ ク巿西 六十 四 了 目： 白サ 
當 電話 コ日ン バス ーニ 00 と 

やまと 歡睐縣 

~ 球 壌 娛樂の 室 設備 巧を 煩 




_ 手拭、 手が 地、 テ！ ググ巧 等 
製造 島 藏入无 

.日本 n •パ 商 會_ 

ッ‘】 PP 0 K ご IIY 企 00 D 化 00 
ご 21 Kroad ち ay , K 


Y . 


• H 本酒渝 お数 增 今回な 國 ょら 達 

したる 報吿じ 化れば： n 本 酒の 輸出は 

本年 じ 至ら 著し <增 加し 本年 十月 中 

な 迄の 髓巧 額は モぜ 五十 巧圓じ 達し 

客年 じ 此し約 S 倍餘の 激增を 示せら 

之れ 邦人 海外 移住 增 加の 結 おじ 外な 
ら やして 支那 就中 關東 州の 增率 最も 
おるべく 次で 化 米 等を 重なる もの ど 
なす 由、 內地造 巧 高の 消長を 妊る じ 
本年は 約 四な 五十 餘萬 巧を 計上し 客^ 

年に 比し 懂 々五十 萬 巧の 增 かを-ホせ 

る じ 過ぎず ど 雖も 年々 四 五十 萬 おの 

增 がを 維持せ b 然る じ內 地の 需用 趨 I 
勢は 顿 偕の 鳥 騰殊じ おお 巧 請求の 爲 

め慨格 著し / 、 掛 進せ るを 0 て势ひ 退： 

嬰の 狀め b 去れば 增 石高の 增 加は ホ 

して 輸出に 對 する 要求 じ 由れ るが 

如し ど 

•工業 地 どしての 新 育 最近 新 育 州 

勞働 局の 報吿じ 化れば 工業の 稱别的 

巧 六十 六禪ぁ 6エ 攘勞働 者の 歎は 男 

ず 四十 万 餘女モ ニ十で 餘 なち 然して 

最も ホ 要なる は)、 衣類 製造業 じし 

て 之 じ お 事す るを 約 二十 五 方 人 一一、 

金物 績製逛 じを 事す る 者 約 十万 S 、 

はお 版な 印刷業 じして 之じ從 事ず る 

者 約と 萬 五 千 人なら ど 




ネ觀は リユ マチス 祐ゆ 特化た る、 熱 ぁかみ、 腫脹、 を娇 、機能- 帖巧等 

の 挟 おを 緩辄 し、 翩 節を 强盧 じし、 骨が ゎトノ 、骨 崩け、 略が 猿-態 等の 
諸 お狀を 化を する 妙薬 じして 殊に 使用 上臂膽 を番せ さる 率' は義 近の 化 
をを 應が 'したる 結染 どして 他 0 類似品の 遙 かじ 及げ ざる 特色な b ' 

お者諸君並 に 代理乂を望ま る i ホは下記 のお^じ て 御中达.4 心 




玉 


化 




ぞ年嫌 摘に 巧む 人の 弱点 じかけ 
込み、 稱 々なる 罪 欺的藥 品を 巧 


寶 6 ずる 者 ぁ 患 お 諸君は 充 
お踩 五を の 注を を 0 て是 等の 託 欺 節 じ 
一 こ-を か i るべ からず、 本 器は 精巧な 
り' 段る 機械的が 巧 じょ b 病毒を 驅逐 ^ 
ク目被 法せ し， じる 最新 發 明の 藥 管な ‘， 
をれば 單じ 一個 ホの 使用を 巧て 麻. 

繪 ずる 事受 



作 ♦ 電氣 指輪は 純を 製 
一の 指 输じ電 氣を装 
一が 置せ る もの じして 

を 何た H も 化 露 

旨を 常 巧 すれげ 身體 
春 ♦语 の强 健を 保 も 殊に 
をブユ マチス、 化 液 一 

ご|亩4 一 


前 

2 


t 

〇 


♦ ♦ 


五 不順、 神 經避敏 、曇 


輪 


を醫祐 頭痛、 眼まい、 一 
巧 精力 かま 等じ轉 効： 

山 




が 






'控氣 おろ 最期 おこ 效准顯 をなる 率は 化旣 じを 評 あら、 然れ ども 射利を 巻ら とする 薰 
お々 狐 题齡狀 惡 もを 紙賀そ 化を 欺く をず 砂、 本 貧 社 製造の 電気 帶は夕 年の 實滯 
じ 5 な 龍 躺肺齡 8 配を を 巧に しを 硕 'の。 摘を じ 適を 奏^し むる 機觸 製した る 最新 發 
明な なれぶ 十数 年聞臀 藥の效 なかり 

加 例 令 廿年お 
の 疾患と 離を 永久 

に 病患 y 根治し II. ; 

巧を 唐し、 構 力 巧 盛、 元 氣が恪 、天 I 
壽 の鲁禍 をを ふす 可し 神經 衰弱 貧血 臓 神経衰弱、 ず おお、 遺精、 陰々 一 胃弱；： 痛 
化晕 、記 瞪力义 乏等じ 巧む 人は が 速 本 品を 使用 あれ 〇御報 次第 お 密じ說 明 書 送呈，. 
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.謹 吿 

今般 東京 審美 蕾 お 岀版じ 係る 眞色 寫， 

眞版 (嘉帖 、卷 物、 掛 物、 一枚 書 等 
を數 着荷 化 候、 巧 上は 悉< 社寺 佛閣 

の寶 物、 富豪 績紳 の秘藏 品を まごせ 

る：：！ 本ち 巧の 稀爸 傑作 風 じて 數年前 

巧歐 ホの 藥術 ホ じ 大巧 評を 構した 
もの、 今回 初めて 當國 にがて 試賣致 

お閒不 拘夕少 御用 か 奉 願 上 候 尙取ホ 

^販 I 買 御を 望の ホは 御 相談 被 下 度栖當 j 

の 口 錢ま拂 可 申 候 
を內省 株 ま會社 
文部省 御用 審美 書院 

內務を 
東を 美術 學校 
ホ國総 一手 販買 特約店 

關 、被 商會 

die I . 穿 kine Go . 受 Q B 一 dw ち N . Y . P 


善グ ー ト 氏の 平 か貫献 受賞 ノ！ ぺ 

グ プライ ズは諾 威のを 豪 故ノ！ ペグ 


六月 十と U 大森 か的據 じて 化 八 年式 氏が 世が 平和の 目的 じ おつで 遺せし 

が 田 銃を 巧 ひ 五十 米突の i じて 發 基本を の 中 ょら 年々 平和 事業 じ 努力 


東京 館 


打 

A 

K 

A 

N 

ん 


切 諸君の 御 便宜を 謀らぶ 記の 處じ 

營 業 化 候 間 御 引な の 釋奉希 上 候 

中原 渡 昔 謹 も 

•Japanese Uoadi ヴ g — Mouse 

塞の an を •巧 rooklyn 

Phone 8707 Main 




旨 


東 六十 T 目 二百 五番 地 

倉 巧 平 ホ 

電話 六 八 0 五 プラザ 


.を 診察 時間 


A ^ 

M 自 午前 化 時ま词 II 時 
T み W 自 午后 六 時 ま 同 八 時 
じみえ 化扫 曜日-前約/患を 一 _ 限 


TH ^ 

じ 2 T 


•トク 

トグ 


高見 豊彥 


武巿岡 野 

Mi 

r !■■ 

^ Bn B __- V 



即席 御料 巧 並 御 下宿 



左記 六隻 にて シャ トグ 

香 渚 間を 航海し 隔週 か 



曜 H 午前 十 時 シャト 
を お晚す 
A 運賃 

シャト ，グ橫 潑神戶 間 
一等 巧 十 弗 
二等と 十五 弗 

シャト グ巧司 間 
一等な 十五 巧 
が 二等. ' 八十 巧 
,,, 一二 等 四十 一二 茹 五十 仙 

.2 A 但し ニユ ー ョ I クは 

•がふ 化 日賦よ b 五 H 前 じ 


n 






5》 S ; 一己を -street な rooklyn N 
Tel •穿 in 7475 


Y . 


が n . g . 

s の，， 2 

K a か；：：； 
nNk *8 
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参 排日 主 地 法の 

影響 


加州 ± 化 法の ためが ザ 平 六 遣を 問題 
の 起ら し 事は 世人の 旣じ 知る 所なる 
か 今义フ U 1 ブン ± 地所 お 者 横 ホ秀 
ち 死亡 じが 新たなる 疑問を 生せ b 、 
此横ホ ど 云へ る 人は 愛知 縣の乂 じて 
フロ） リン じ 一二 十五 英胖の 葡萄園を 

所 巧し 短た るかを は间乂 一個の 所在 

に 非ず 其 ザ かは 横 巧 新が 祖父 江 梅み^ 

飯の 兩人雙 かの 權 利を 有した る もの 

一なら、 然る じ 秀吉は 本年 二月 歸國が 

I 九月 じ 死亡し、 妻み はお 人の 死な 一 

ヶ月 じ 子供を 生み たれで も H 本 じを 

れ たるず 供故义 國の巿 民た る 權利も 

上 地を 相續 する 資格 もな く從 つて 遺 

をた る ± 地は 加州 新 虫 地 法 じ 化り 當 

該官 おか 賣拂ひ 邀產相 織乂じ 賣拂巧 

想を 引渡す 事 どなら ざるを 得ざる 煤 

を どなれら、 乍 併 化 尘 地た る や 一二 十 

I 五英 町の 一枚の 地券證 どなら おり、 

际 域を がけて か 配し 居れる じ 非ず 只 

を 止 地上 じ橫井 秀话か 半み の權 利を 

ちし 他の 二人 かを 四を の 一の 權 利を 

ちす る ものなる を 0 て 當該を をは 只 

其廣 さじ ょら ザを じみ 割ず るな らん 

も 凡を ± 地なる ものは 部を じょ ゎて 

は 巧め り、 如何 じして ホ ± 地 をを 平 

I じ 巧 半す 可き か义 1 1 1 十五 英町 じて 事 

- 業なる べき も 之を が 半 すれば' 柯 等の 

.傾 傾な きもの VJ な b 地代 じ も 影響す 

る や も かれ や 且つ 例 令を 止 地の ザみ 

を 當該官 あか 袭 貫に おし 或 米 人 か 買 

取 b た bvj ずる も 一枚の 地を 證化只 

が ザを の權 利を 得る を じて 止 地は を I 

劇せ ず 化 米 人は 化の 二 名の 日本人と 

共同 じて ± 地を 支配す る ものなる や 

巧れ じしても 法律の 精神 まだ 明かな 

らや 化て 關 係を は 其 所 磨 じ 普み 桑 港 

總 領事 舘 じが 書を 提出した る 由なる 

か 巧 じ 巧 裁 巧の 巧を を 待つ 事 ごなる 

可く、 如斯新 問題 續出 する じ 從ひ巧 

が 同胞は 签 々晒 難を 威ず る じ 至らん 


I 求婚 典 子の 不注 愚を がめ たる 後 「化 I 地 お發歸 朝のを じ 就けり 

知 辛き H 本ど異 ら米國 では 身 體壯錐 

じして 眞 面目 じ 働き さ へせば ホ 巧 難 

の 如きは 藥 じしね < も なく 一年み く 

ども 數呂乃 ま 数千 弗の おを 爲 すを 得； 度 服 部 綾雄 氏 

く、 妻た る 者は 夫の 家 じ 入る じ 及 


ん では 喧しき 異 姑のを るに ホず、 鬼 


千 匹み ホ 姑 あるじ. ホず をく 夫婦 差 向 一に 晚香 波を 除 {の 外 加奈陀 地 ホは H 


ひの 生活を おすので 到底 H 本 じがて 

j 見出す 事の お 巧ぬ 天 巧の 樂簡じ 幸福 

畫 巧を する® で* る、 吾 S 結 遮^^ 領事の 剖 

人の 夕數か 現 狀じ滿 足し 或は 野 じ 
I 或は 家 じ 巧 b て 夫の 手助けを 爲 しつ 
ゐ るは 誠 じ 喜ばしき； である、 夕- 

I 幸な れ篇眞 結婚 婦人」 ど 言 へら、 吾 
人ら 巧 ± ど 至 愤间感 な-^ 


云 


♦篇眞 結婚 婦人 巧 太ず 洋沿 をの U 

本人が 近年 益々 發腹 する じ 連れ 篇眞 

結婚 嫌 人の 渡米ず る 者 非常 じず く々 

b と 年 前 じ 四千ち 二十 人の 婦人を 

巧し ね 加 卿を 留 同胞 社 會は夫 よら 三 

年後に 击千二 巧 十乂 を算し 大正 一. 年 


® 岡 部 當記官 十一 日雜府 ょら 來巧 

ホ ブグア スタ 1 じ 投宿 

滯巧 中な りし 闷 氏は 
まか H お發 南方 諸 州 視察の 上歸 朝の 
I 豫 をなる か 巧の が糸陀 視察 談じ 化れ 


一養 が W 養— 襄 —鬟—巧髮 袋 i 

^ 日本 御料 埋自 
新開 業 御 披露 


今回 FS が韦 選を 


L 理 巧を 開業 仕 ^ 諸 器具 ^ 


J 精々 大 勉强； 


本人を 微 逆し： 5 れら ご 


▼新年 號 豫吿乂 

本紙 新年 號は諸 名家の 時事問題 じ 願 

1 ずる 論說 、談話を 揭げる 外、 岡胞閒 

じ 家庭 趣が を 喚起す る 爲め特 じだ 留 

薇べ 1 ビ 1 の寫 眞； 

を 描げ ベく、 故山 逸を、 聽劍 、獨ホ 

處等 はを 其 特長を 發 揮して 日 乂問趙 

社會 問題 等 じ 願す る 大氣焰 を 吐き、 

ばな；、 五讓、 夕郞、 嘗天、 緣雨等 


ボストンなる 吾 名 
I 擧 領事 ウオグ コット 巧は 去 九 U 巧 ま 
せ り、 を じ 付齊藤 副領事は を 葬の た 
め 同地 じ 赴きたら 


調の上ホ ，ノ 

開業 仕 候 間 何卒 娠 々敷 御 ホ 店 御，^ 
引 立の 疆 伏て 奉 希 上 お 
ニユ ー ョ ー ク東 五十 九 
了 目な 册 一番の 二階 


〇蜘燒 

〇 ぅばし る第灼 
ずし 

正午 十二 踩 より 
巧 十二時 4 で 


參 修道 會讀 書を 本 H 午後ん が 河 井 
j 信兰 巧の r を 巧 おじを 有する 細猜じ 
就て」 VJ 題す る 講話 ある 當 



一| 細脊 東ぶ 十九 了 目 

一二な 1,1 十八番 
i 電話 

I プラザ 五八 Q 六 



'電話 プラザ ー ーー 參ご亢 
▲うなぎ 蒲燒 A むすし ▲鍋 類 
'其 化 何でら 御 注 义じ應 じます 
】 ご 因 . 59 を 蛋 . X. Y. C さ 


A ♦を 廣を ♦▼伯 刺 西 移民 二千餘 

をを 乘 せて 巧れ 帝國 化の 事務長 前 旧が を^ 

君の 話 じ 化る V 」 A 伯观西 移民は 着々 養》 萬 黨黨羣 ぶ ぉ货蒙 I 

故 巧の 見这か ある A 現今 目 本務 民の .斗 -^ MsMlrr 

夕數馨 ずる サンボ 1 。 郡は 藝か 躬男 邊谭 


可い ので 子供の をれ る i は夥 だしい 謹啓み 位 益々 御 淸福么 段奉智 候、 却 
▲ソシ テを 民は ま 梅を 穩じ 生活を し 說弊絕 儀は 今回 臨時 株 ま 総 會のお 巧 

て f V 」 ？ だ ▲巧 帝國を 航海 中 V 」 し T 前 河： 靈箱璧 

• • 二 * > • 」 1 > ‘Al 、 I 、 I > I f> 


は 得意の 錦 必规騰 を 吐露して 大じ化 じ まつて 驚かざる を 得ない ▲ぶら 今 


に 生れたず 雙爭人 あつ？」？ 治巧提 渡す 事 ミり、 李 一 


A な 巧 十 3 發行 一部が 他 


留巧 人の 文！！ 趣が 鼓吹 じ 誇む 可 けれ 


I 度の 移民は お 府の命 かで 獨身 者を 送 I 


月廿 H よ b 同氏 名義の 下 じを 前め 營 


ばを 紙® は 例 じ 化て 光彩 陸離た を もらね 事 じした さう である 


め ある 巧し - 

_ 新年 廣常稱 載 御 希聲の ホは 

，至急 申这 まる 可し 


♦お 蕾 艦 巧 巧 着 同 艦は 去 六自ホ 

作 グじ着 港した るか 同化 狂留 同胞は 

盛んなる 歡 迎を爲 せら ど 


廣 


崇 


日本人を 山 發見元 n ス アン ぉ少 

I 巿 じな 6 しか 歌 山縣乂 巧が 义ぉ郞 な 

る乂 今ょ b 八 年 前 アリゾナ州 じ おき 六、 お學 校の 件 

0 巧 專ら鑛 山 じ 働きな からを 鑛探驗 

じ 身を 委ね 居らし か 遂に ニケ 巧の 金 

鐵 をを 見し 其 筋ょ b を 掘 權を猿 得し 

たる由じて其巧のーケ所カバー、 ク 

1 キ附 あじて 旣じ 五千餘 巧を なじ 

ミな 餘趴み 試掘を なし 鑛山拔 邮の正 一 

I 確なる 就 驗を經 たる 結 あ 平 巧一顺 じ- 

つき 一二 十餘 弗のを 金ゐ るを 確め 前を 

一巧 望 どの 評が 立 も： よち 白人 投資家 

の 共 鬧經營 を ホ 學し 巧る ぷ多數 のを 

する か 白人 どの 共同は 危檢の 恐れ あ 


靑年 會總會 

I 十二月 十® H 午後 乂時靑 年を々 舘内 

♦討潑 事項 
一、 會舘進 疎の 報吿 

一一、 窗宿 部の が‘' 

1111、 曾 則な 正の か 

四、 役員な 選 

五、 銷絕 式の 件 


I 榮 を繼續 致され 候 閒倍舊 の' 御 引 立を 

I 絮 b おがて 奉 希 上 候 

東 泮俱樂 部釋ホ ー同 
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♦ 繪 育の 日本人 g 

飛す 張 目 ホ 

家 內的勞 働の 精神 上 じ 及ぽ乎 影響 I 

家 巧勞 慟じ從 事す る H 本人 靑 年が 

一其戰 業ょり 受 くる 巧の 精神的 感化は 


おじ 基 < のでる る 

_ A 今は 歸國 して 當地じ 在らぬ 或る 巧 

で約廿 年' 許ら な 前' じ 渡米した 男が あ 

つた、 此靑 年は 渡ホ當 時を 渚へ 一 

がの 靑年會 化 お 者み 最もな 留 なを ど' 

愚 はれ 自を旨 身 も】 ッ廉の 大人物た 

らん どして 東部 じ ホた 譯 であつ たが 

典 後 非常 じ お 必地巧 巧い 奉を 口を 得 

だのが 幸か不幸か 永らく ホ 棒 すれば 

する おがを の 高が 难 へで ずるので 而 

日 < な〇豫 ての ホ 留： たらし 學 問は 獨 

學獨 おじ 化め 歷き 、一を 懸命を 溜め 


はない、 其 後 洗濯屋は 失敗 じ 了り 彼 

I は 幾み め お金を 失 ひ 色 ホ 於 磨き 去 
」 して 歸國 して 仕舞つ ね 
A 「若し 無くし ねら J W 心 ふ 怖れ ど 

「純益の ある 本業を 棄 てるのは 惜し 


ひ」 どい ふ ホ 揀必は 一体 何處 から 巧 (中 巧を) ' A 「新 育の 日本人」 稿を 重 


るかと いふじ、 永年の. 間 ま 人の かか I 

一を 聞く ミ 許ら 練習して 居た 結 あか 柯 

じすれば 他人の 要 ホ おがを じ 巧 ふ i 


如何で るる かど 研究して 見る ど、 元 ~ が 出 巧る かどい ふ 他 敷 的 & 巧 化 用は 

巧 家 >2% 働なる ものは 手ッ 取ら 早く 

金が 取れる 巧ら じ おがの 見‘ 込 どては 

殆ん で絕無 どい ふ 巧き 職業で あるか 

永 < 化 職業に 化 事して 居る ご 自然 

婚 巧じ對 する 向上み が 薄くな り 且つ 

常 じ 「服従」 を强 要せら る i 結 あ潛慣 

は 第二の 天性を 巧して 鶴 棘が を 屈 じ 

なる、 獨 立、 かの 織 恐な 米國 生れの々 

や 猶太 人の 女が 例が 女郎は しても サ 


I 發 達しで 居で も、 如何にせば 化 人を 

てて 吾 ホ 姿を がれし むべき かどい ふ 

ホ 動 巧、 む 狸が 用に 於て は 著しく 缺け 

て 庭る、 從 つて 一度び 地位を 變 じて 

人 じ 命 かを をすべき 濁 立み 人間たら 

んど 欲しても 常 じ 化 「怖れた 附 纏は 

I れ て不絕 後ろを 顧る じ 至る めでる る 

A 例み 一過 間 互 弗 か 四 弗の メッセン 

デヤ！ ボ！ イご雖 ち 彼等の 前を じは 


ン トにはならの ごい ふのはを.巧~ホホの 0 ッ ク フ H ラ！ねら、 カーす 


，ギ I た. る 見 这がぁ b 、 又 日常 有ら ゆ 

る 階級の 人 じ 接して 實隙社 會じ數 す 

る 常識を 養ぶ 事が 出 巧る けれで も 家 _ 

I 內勞慟 者は 巧年經 つても ユ スメ ン應 

巧の 家内 勞働 者た る じ 適ぎ む、 殊に 

副 夕 後す る厮の 人物は お 療特の 御 神 

さんど 外留 生れの ォサン ドンの みで 

をる から 實際肺 會の狀 態 どは 緣が薄 

なら 一身の 將來じ おず る 向上 也は 

'小知す 識の間 じ减少 する 様 じなる 

▲乍 併當 地方れ 家 w 驚 働を じな つて 

大 不幸 どもい ふべき 事は 彼等 か發 


:る結 あ籠黨 諸君 ょらの 不平 催促 等 化 

上に 山を 爲 す、 眞 VJ じ失禮 なれで も 

揭載す る餘 白な きを 0 て ゥユ！ ス 
スケットへ 沒 VJ したら、 不惡 、(籠 

I 係) ▲西 園 寺 運は 寢て 待て 大動位 


にか； つた おお 十五 年な じは 約 四千 驚 也を 激發 せし むべき 村が ど 機 食の 


I 弗の 額に 達した 

A 円 十く 獨 立の 人間 じなら たいごは 银 

が豫 L の ホ 塔で ぁつたから 栖 當な脾 

をが 巧 巧た のを ホ ひじ 彼 戌 小規模な 

洗濯屋を 始め 贿 買の ホば自 をの 色々 

じ やらせて 旨み はが 然家巧 的 勞慟に 

徒 事し；」 居た、 化 時 僕は 彼に 向つ て 

斤 手間 商 買の 不巧 能な 孽 や、 ん r 少し 

I 資本を 注ぎ 这んで 他め 呵楽者 ご 競ず 

をす る じ 足る ホの 設備を 爲す事 や 

义 I H ら 早く 足を 洗 クて熱 也 じが 買 

じ從 事す る やう じ忠吿 した 譯 でぁつ 

た、 然る じ 彼は 傑 w 忠言に 威必 して 

.化ながら 頓ど實 がを せぬ、 何な せぬ 

かどい ふじ 「をし 商 買 じ 損を してが 

I 巧が めた 四千 弗の おの 子を 無 < した 

ら どうし やう」 ご 云ぶ 怖れが 第一 じ 

恨の 頭 じ 浮んだ の VJ 「巧 買 どい ふ も 

のは 案外 利益の 薄い もので 食つて 寢 

て 純益 六と 十 弗を 得る 職業を 棄 てる I 

のは 惜しい」 どい ふ觀 なか 第二 じ 彼 I 

の 頭を ま 配した からでる つた 

不熱必 な 斤 手間 巧 買が 成 巧す る 善 


少なき 事で ある、 此释巧 遊 ぜられ た 

脈 部 綴 雄 氏の 談 じょる ど 西部 地 ホの 

^ 胞中家 问矮働 じを 事す る 者 近 巧 著 

し <减 少した どい ふ 事で あるが 静か 

じ考 へて 見る ど 其 理由を 見出す 事が 

甚だが おで ある、 を 谷 君で あれ、 堂 

_ 本 君で あれ、， か鳥替 であれ 苟 にも 苗 

部で 成 巧者 どま はれる' 人々 は 何れも 

鍋の あ 叩きから 出世した 立志 傅 中の 

I 錯 々たる もので、 之 旣じ靑 を發 奮の 

巧 村 料で あるの みなら 中農 紫、 巧 業 

I 受負 仕事、 アラスカ 漁業 其他稱 々な 

る ホ 面で 家內勞 働な 上の 給金を 得ら 

れる化 事が ある、 然る じ當 地では 錫 

の 底た； きから 出 化した 先輩 もな 

が當な 収入 ある 事業 も少ひ 所から 約 

一千 名の 六尺 巧 等は ズシ ベンダ ラリ 

の 無趣味な ホ活を 送つ て 居る どい ふ 
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- S る じ 從ひ實 じ 趣が 深く 拜見致 慎が 

あ 間には 馬鹿な 奴 も ぁらて 化い 卵子 

を 四 巧 じ 解す る i なし ども 不 限、 時 

には 彼等の 氣じ乂 る やぅな 緩和 翔を 

御投藥 希望に 不堪、 尙吾 々ヶッチン 

黨じ專 巧 家 たれ どの 御注意は 千金の 

僧 値を^ ど 敬服 致 候 (エス メン を) 
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遇を 受けた る 事は 「が 事」 「萬 朝」 等 じ 

て拜 見し ましたが 貴 新聞は 巧な じ轉 

I 載して 讀 者じ紹 かしませ なんだ、 夫 
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おいなら 么も敎 へて やる、 新聞 屋さ 
ん新ぉ 日本人 社會の 暗黒面が 知り テ 
なら 拙者の 所 じ 巧 給へ (實驗 十 年 

男) ▲巧 濟會 墓地 じ會 員外の 巧 C 

著 お 葬を 許す ごの 役員 會の决 議は大 

贊成ぢ や、 墓地ぶ 金 じ脊附 した 人々 
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じ 御 取扱 巧 申 上 候 

藤 ホ 旅館 变巧 

ホタ火 タコマ 

を數 二な か 一、 冷溫 風呂 燒の 準備 ど 

スチームヒ！卜及を室の設備極完を_ 
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•白 w がぶ 償 (前を 郵視 お) 
□一部 金击仙 □六 ヶ月を 一 弗 
.口 ーヶ 年を を壳 

千 九 百 十一 年 六巧廿 四日 郵政 院 j 
認可 I 
發巧乘 編輯 人 甲斐 健 r | 

發行巧 新 育 新帮社 I 

. お 育 巧 第 六 街 二 一二 八 ^ 
i 電話 チュ^シ イ六 四と 一二 I 


. 妻 揚子式 外交 ^ 

r 事 外を め 秘 をじ屬 ずるが なじ 答 辯 

の 殿ら じ ホず」 ごいぶ が 我 外務 當厨 

が議 為の 質 閔じ答 ふる 常 奪 語 じして 

I .「育 目 滅法の 外を 論 聞く じ 足らず」 

了は 之 ホ 彼等が 民間 志 ± めを 論を を 

I 顿 ける 言葉な ゎ、. 然ら音 人は 一部 煽 

j 動 政 客の 化 娘 じ雷间 して 徒ら じ 外を _ 

常 巧者を 溝 地じ陷 入れん VJ する 巧 謂 

I 高等 遊民の 散漫なる みを 論が 鶴が じ 

一如 上の 嘲罵 じ 適應ず ザき を 信じ 殊に 

1外 をめ 形式、 慣 倒： ィ> 、刻 强諸國 の 機 P 

I 微 じ通曉 する 点じが て 巧 當廚者 じ 島 

j 日の 長を るすき を 疑は ざる ものな 扛 

I 乍 併 過 まじ 徵し 現を に鑽る •化を 智一 

多才なる 諸を のかを 的 手腕 ど 事實じ 

現 はれた る 結果 どは 往 々吾人 巧み 漢 

をして 諸を 平生の 言動に 疑を を か レ 

め 就中 硬が 寬嚴 の手必 、時 じ數 井が _ 

庵の 投藥振 b じ 類す み もめ ぁるは 吾 

j 入の 頗る 遺 城 とすを 巧たら ずん ば あ 

らずご 

强き义 圃じ對 して 「メを シコ じ も 移 j 

民は 送ら ませね' I ..ど 紳主的 お人好し 


謂 紳± 的 約束ぶ ずら 從厢じ 巧 吳れど 

なく ホ 歐の氣 嫌 じ 逆は ざらん 事を 巧 

むる と共に 香 巧 ホ 祠胞が お ホ じ 於て 

避々 發展し 一れ かん 事を あ. 也ょ^ ホ 契 

し 居る もの じんて 現な ホ國じ 巧り て 

幾多の 事業、 藤 業 じが 事し ある 间胞 

をが 返し 或み .一! 時歸 朝を のが 益を 犧 

おとして 遼 も. 班 謂圓滿 外を、 聲明玫 j 

策の 實 現じ 腐 & す 可し W はが 释せざ 

i ' b し 巧なら、 若 ム巧當 局 者 じし ぁ眞 

個 じ 邦人め 海外 發 おを 欲せば 化 ホた 

る ど 南 ホた ると 湊渊 なるとを 間は ず 

苟じ もか國 どを のがぐ 巧 じは す 成 多 

數め 日本 民族 ぁ もて 織ん じ 繁殖を 如 

ずるめ 力 釣を 撰が、 渡航、 巧 渡航の 

ず 續き證 明の 如き 區 々たる 鑛ホ事 じ 

無益なる 妻據 すま 費 明み をを 應 用せ 

I ず、 須 ふ 一 「大和 お 族の 海外 潑 漲」 で 
ふ 大方 針に 從クて 蘭 磯 適 應め不 得 里 
領 なる ホ 加藏を 巧す じが-^、 親善、 

理窟、 一應 尤も じして 排日の 勢威を； 

だ猛烈を秘み、 グ J ズ ベ グ ト の替、 

イグ ソンの 賢、 共 じ 日本 政が の抗 


謀る 誠む る も 聊か 時機 じす 適 ど 愚 葛 

致 候 儘、 右 某名モ 心意 見じ關 する 一 

二の 所感を 申 述て責 を 塞ざ痕 
▲某 巧の 意見は 御覺の 如く 寧ろ 「な 
策 上よ も 見れ る 目 米 問題」 ど稱 する 
ガ適當 なら ど ホず 可く、 るは ば 日米 

問題の 側® おじ 有 之 候、 結論 じがて 
「大陸が 策を 放棄 すれば 米國 のが 日 
ST 念は 渐 おにが 却す る」 かの か < じ 
言は る； も、 現 化 じ 於け る 米 國の排 I 

日 思 おは 斯 かる 樂觀 的解决 案じ 化り 

て 一掃す る じは 其が 底餘 なじ 深く 
隨 つて 俯 幾多の 方面 よら 考究ず るの 

餘 地を がし 居候 

A みを は 元 巧 日本 民族み 褒漲ど 申す I 

事を ま義ご 致が る 者 じて、 退き 守る 

どい ふ よらら 寧ろ、 進む で 取る 事 を- 

み ぶ 者 なれ じぶ 1 の滿卿 放棄 論じ も， 
お I 論大 々的 不賛成 じ有么 候、 尤も 進 
むで 取る どは 中せ 巧 月を 捉 へで 吾 庭 I 

園の 眺めたら しめん どす る じは 非ず 

ロハ 下さる 物は 夏 も 小 巧 ど 思 ふて 避寒 一 

の 戌 意を 爲す 事が 耗 民族の 酸 漲 上 ま 


對し滿 巧を なめる 支那 全 止の 機會 IT 

等を 約した るは 一大 失敗に 有 之 候 ひ 
き 乍 併國際 間の 道德は 現じ 排リ閒 題 
じても 御覽の 通ら 餘ら發 達した 方 じ 
は 無 之 事故 例み 一旦 約束を した から- 

どて. 一々 遵奉す る 義務は あらや、 巧 
屈 じ 敗 けても 實際 上の おを 得る 事が 
肝要 じ 候、 况んや 一兵 じがらず、 一 
一 他を ら费 さ； る 者 じ 巧 等め 機 食を 典 




，巧 歎 r 


vt;- マ - 


:を ，- 一.* f 卜马 


I 鷄を拂 斥し まるめ 力 あ り VJ 雖 V 自然 I 菓を大 の 要件 ごが 候 


の 犬 威力 じ 命せられ て 年々 現れ ホる 


の 巧ぶ を 爲し墨 國答禮 使の 待遇 じさ 一が 加 H 本乂を 童 二 千 名を 如何 ごもす. 


A 満州は を 目上 支那の 領主 じ 楠 違 無 

之 候が 其實 際の ホ權 者は H 露 兩國じ 


へ—— 雲靈ぉ ii — 輩 、 f < ミ 


の 賢明なる 我 外熬當 .局 者は 米國 よな 人の 觀光醜 員を 副 留めた**^ どて、 鹏 I 


I 歸朝 する 瓣き觀 光 鹽じ猶 して 化稱 突た 徵兵 猶豫 願の 違-反 者を 罰したり ど 

_ 然峻嚴 なる 取締 おがを 設け. 一時 歸朝 I て 大局 よら 見た る國 なの 運行 上 何等 

者の 巧 渡航を して 愈々 闲 難なら しむめ 影響を 舆 ふるもの じ 非ざる な 


一る の擧じ 出で た り、 試みに 其 取締 規； 

一を の 傑 項を おる じ、 上陸 後 おも じ 解 

I 散して 觀ホ 蜘の實 なきら の あら 星 旨 I 

ひ、 或は 曲を は 信用 ある 人物れ るを j 

一 要すと いふが 如き 神經 過敏を 巧て 名_ 

唐き 諸を どして は先づ 可な もを する 

も 一二 脚體の 行動を 稼 準 どして 之を 一 

ぶ餘じ 及ぼし、) 旦默諾 したる 特徐 


要么我 外交 當局 者の 長所は がわ 人が 

しなる 点じなら てが 所 も ホ 爱じ枉 す 

十 化せが 中葉の 權變 かを は 0 て 今 U 

の 銘ど爲 すに 巧らざる 巧 けん も、 而 

かも 境を 願て： 國を 成す 者、 を錯 巧； 

衙の 間、 豈 多少の 晒 引な からん や 

敬て 當路濟 の 考慮を 化す 0 


ホ 義を廢 して 新たた 冷酷なる 取締 規 


をを 謀く るが 如きは 偶 巧て 再 當局者 

の 外感內 がま 義 を遺械 なく 發揮 し- 

だ 外 邦人を して 邸國 政府の 共 じ爲す 
あるじ 足らぎ るを 感知せ しむる もの 

じして 吾人 其 何のな たも かを 解す る 

じ 苦しむ 者なら、 ち 人が 平生 解釋し 

南る 吾が 府の對 ホ 態度なる ものを 耸ぶ 


•某 名主の 意見 

に^て 


卓 郞 


A 前 號巧載 「某る ±のり ホ間趟 解み 

窓 見」 じ 對し驳 論を 物す ベ/、 約束 致 

じ 嚴お處 みを の. 排 H 理由 意見け 豫々 

操ら 退して を 表を 淚 次第 じて 今 おら 

冗々 敷ホ述 ぶる 必要 も 無么且 巧謂當 i 


償 どして 错 たる 所の もの じて 平たく 

4 •せ ば 露 助と ジャップの 兩 人が 大蜡 

雖 をした るら 直 じ ー ホを 撼ぢ 化せる 

丈の 力なから し よら、 隣家の チヤ プ 

スィ 崖 よら 豚肉を 奪ひ來 b て 之を を I 

配した るに 止まら ま 那じ對 しては 氣 

の 葦 なれで も獻 米諸國 よら 巧 ひ覺へ 

し强 者の 權 巧の 競 爭上勢 ほひ 不得化 

結 おを 巧し 慎 

A 抑 も H 本が 國俞を 賭する おの 覺徑 

を 0 て露幽 ど 干ぶ をを へし 所 0 は 單_ 

に 千島を 換 乃至 遼 東還附 め 從 蠻を瑟 

ホした るの み じは 非ず、 實は 彼め 不 

凍潘 獲得て ふ 大目 的じ對 し、 巧は 其 


◎第二 巧洋聲 會佛句 互選 會開僅 
はしかき 

「化 中の 閑」 語は をし ど雖 も、 常 じ 
骄 らしき 幕が をち ず 0 j 夕め 脚繁、 
0 て 激務に 興 奪せ る頭腦 じ、 一満の 
鑛靜劍 を 灌ぐも ホ ザなら ず や 〇挪輿 

の 精が、 萬 象の 詩趣を、 が 諮に 委ね 

雅懷悠 々、总 年の 窓を を じせんく す 

おがの ± は 盛ん じ、 拘 巧、 ホ爵 せら 

れん 事を 啓む や 巧なら 0 
萊 河の 欄 月 さわて 
を 橋の 影 凍る 宵 

同 人 記す 
U 本人 靑年 會舘 
十二 巧 か 六 リ尘 幡 U 午後 I 
• V 時 

サ立 茶 おぶ 貞化化 


會攘 
期 H 


を 支那の 現が、 列强の 勢力 均衡 じ鑑； 

み、 露國年 ホの 宿暨 ご歐亞 連絡の 鐵 
路じ徵 し、 巧 じ 之を 吾大が 民族の 露 

漲 じ 顧みて 某 ± の滿 州あ棄 論じ 異議 

を裙む 者は 獨ら 巧外漢 たる 小生の み 
には 有 么閒數 候、 尙化件 じ 就て は 申 I 

述度 事を々 有 之 候へ 共本號 じは 餘白 1 

撫么 、ザ 遺憾 一陽 ホ 福の 期を がって 
鄙見を ずべ < 候な 上 

• 排目 案 IgM. 

一^, る 十 S 日 摩が 電報 

亞細 盛-八 排斥 案は 女 權黨並 煩 敷 的外^ 

人が 斥を ど おじ々 期 議會じ 提出 さる! 

移ぶ 鄉委 為は おじを S 排巧 法を^ 

ホ認し 不日 潑會の 提案た るべき 箸な 
るが 今 巧の 排斥 法には 前大統領 タフ 
をが 巧 認 したる バ！ 子ッ t 排巧畫 

の條 項.. 一', 自 國の國 語を 書き 又は 蔬々 
能は ざぶ 者は 义國 を拒絕 す」' を ぁ も 
をを みぶ つ 排日を ま 眼 どした る 傑 文 
こま 

法律 王 ホ 國の市 おた る 資格な き 奢 I 

は 旅行を 狀じ關 する 契約 (ァ グリ 
1 メ' シト) 若 < は 將巧設 を せらる 
巧き 突 約、 協商、 條約 等に 浓り てを I 

みられた る 者の 外 入國を 禁ず 
ぁりで 加が 選 おの 委遺等 味' 猶條义 ^ 

中 特に j 『 H 本人 ま 那人及 其 他の 亞細一 

盛 人」 だる 文を を 明確 じ 記入 せん 事 I 

を 極力ち 張し わる も 適 半 歎じて 巧み 
され ♦輿 後 じ ま-^ を 委員 等は 「日ぶ 


商菌の IHa にあがる を 動 塞げざる 

す郊 人の 感ホ をから げんちめ ぶ もや 

- 知れ ホ， とがず るち ぁら、 巧に 度綠 

當巧駐 巧の 别留 陸軍ち おはち 本モ A 
巧 六十ぶ、 を チ 四 主 ス英二 千と 巧 
五十 五、 健 千西宮 二、‘. 獨 四な 五十 か 
夷 八十と、 か 二ち ホー、 白 化 一、 蘭 
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をな て 御 制を 相 成りた る 天皇 服を' 御 

署 用の 上 新た じ 御 採 影 遊 じさる •！ 御 

都を なる が 渡邊を 相は 化の 耸き 御眞 

影を 民間に がて 諷 制せし いる 事の か 

例 じら 畏れを けれに 宮中 じ 採 駭攘を 

設 C る 事に 致した し V の将 をよ- = 'が 

旨 暮上じ 及びし 所 今 画 御聽許 あらせ 
られを 巧 避 調 巧 寮囑託 どし 飞ま月 十 

五 H 巧 命の 黒 旧淸が 小川 一. 眞 丸木 利 
陽の 一二 帝室な 藝員 をして 御眞 影爐戟 

許め 事を 命じたり" 說おじ 中々 の大 I 

か模 じて 便殿 化 莊お等 も 取 設けら ろ 

绪な るが 御 眞駭御 下 贿の數 は 頗る 

をく 六で 枚を 要する 事 VJ て邱 書は 化 

て 不變色 力； ボンを なて 難‘ 製み 事 じ 

みした る 由 化 力！ ボツ 巧 盡は 優秀な 

る 技術を 要する 化り じ 出 巧を へい ど 

見事 じて 御 缚嚴を 傷く るで ぅめ 事は 

ホして 之な く 小川 化 木の 兩 巧は ホ ど 

して 技術の 方面を 擔當し 黒 旧 氏は 卿 

姿势 御位歷 等の 事を 御擔 巧を し 上ぐ 

る 事じ內 をしたら ピ 申す. 


ブミ • 


.'試 藤を 撒 燃す るが'..' ' ' .か 英文り 本案 內 記配附 
、同上 豫備試 厳を 廢止 する 事 - 部を 設 おせる ジャパン、 

二、 倒綠事 試験な 之を‘ 資格 認定 試 驗ビユ ー n — は設 ぶな 巧大 速、 京 城、 
ど なず 攀 : I .な. 化に ミ お を帅口 橫楠長 崎に 案 巧が 

、父官 及 司法を 試驗 . w 筆記 試驗の I を 設けみ 國 旅を. 5 觀 ホ. し懊 せを 與 
巧 力 保留す る 率.，'.' .... I つ： みるが 本を 一巧 卜 1 十 巧を じ 細 
. -口 袭內所 3 お 扱、 U たるん 員に 約 化 丹 

あを 算し义 十 巧 中に： 卿 口 橫潑を 崎み 


鐵道院 じ 本 I て 漸< 其 償還 期じ乂 b たるを 發哥し 

旣 往十ヶ 年間の 巧す を 除 まされ 爲に 

所を 者は 非常なる 不慮め 大摄巧 じ 貼 
り么 みたる 如き 举 あれば 時 餓巧國 償 

所有者は 注 窓を 要すべし ど リ銳當 
者は 語れら - 


♦議轉 の 飛躍 諮 支 協約は 旣じ獨 却 
を 了し なる，^ 露國 はが 么じ 甘ん せず 
過般 巧ぶ 邪 政が に 對し黑 龍 化 勉道あ 


をを 内所に 立.^ をり 銳光 上に 打を せ 


.齊 でぶ SS 布 5 を； 篆」 着々 進を ミミ 外人 幫 .基 じ 专觀ホ 

行し 拿義 S 逆. じ 協約 略 蜜 甘 外を に」 5 S 所を 利用ず る者漸 

る やじが ける が 今. 兩攀 迫み ホ要參 きを 加 ふるを 0.'」 化 際 S 5 
判擎 れば黑 SSS は；..- すみを なじ 周 おせ」 む&ど 典に 邮 


ホぶ 國じ對 し U 本の 事情 並に ま內記 

を配附 して 觀ホ おを 吸 樂し大 じ 事業 一 

め發 展を圖 らん どて 化 づ巧义 H 本案 
内 記を 印刷して 爆く 歐 米を 國の 要所 
じ酷附 する 由 


♦憲政 擁議貪 委县貧 憲政 雜護會 じ 

ては まち サ击日 京 橋 區を詢 社 じ 於て 

I 常 巧委身 曾を 開き 义養尾 略 巧 氏を 始_ 

I め 菊 地、 本 多、 靑 地、 前 川、 を 島のを 委 一 
I 員出雜 今後のを 動 方法 じつき 協議せ i 
しが 縣ホ將 巧 益々 憲政 擁講 のね め活 

I 動す るは か 論 更に 政を 上の 大巧 趙じ 

一就 さ 研究 調査め 上大じ 活動す ベ <會 

の 維持 方法は 化 巧 篤志を のを 限 じょ 

らし も 今後は 會 員を 自じ 於て 會 裳を 

す 出す る 事 どし 义從ホ 事務所は 政を 

俱樂部 ど 共间な b しも 發展上 狹隘を 

1 威 やる じょら 別 じ 適 當の事 あ 所を 選 _ 

I {足の 上移轉 する 事じ决 せゎ ィ」 

! ♦桑 博 お 品荫题 段が はを 博 贊间を 

I 取消 さで る 事 じかし 其 旨 中 野 東を 巧 

I 業 會議所 會頭じ 內示ム たれば 中 野 氏 

は 從來不 貧 巧 側 じ 立 も お b たる も旣 

じな がが おお 勸 誘の 方針を おる 事 じ 

I 决 をした る 0 上 之じ勒 ずる おおを 側 

の 意向を 一定し 置く 0 必要 あら どし 

I 近 自重なる 商工業を を 外 會議所 じ 召 

棄 協議す る 由 


ン 巧巧靑 山ょ-^ 呼賴 おお 倫 9 地を： 絶 
て 两化じ 出， で 墨 辭破じ まち 巧び 巧 叱 
じ 向つ て 愛渾じ 至ら 夫れ ょな' 黑龍 江： 

岸 じ 沿 ふて ブラ ゴェシ チェン ツク對 一 
偉め 大黒 河 じ まるら のじし，」 '其を 駆 

離は 約 •二が 五十 卿' な b 黑 りぅ •江 沿岸！ ♦を 償 所 お あ 注ぶ 償還 期の 經 逆し 
は 元荒ぷ S 地な りしが 現今は 一變し I たる 國债 じ對 しては 則み 所爸を じが 
豊沃の 地 ごな b 將 巧開聖 すべきな j て 之が 僞 還を 受け ざら しどす るら 政 
旧は 實に 一千 お 献か上 じして 旦っ本 府は最 ザぶ じ點し 利子 挪を篇 さ ぐる 
鐵 道は ブラ ゴェ ' シ チュン タクの 要 楽は 勿論が 唯抽畿 償還を 受けた る國僮 
ご！；. 八 ピン ご を 逆 絡し - r 旦拳 あれば 一の 機を にあら ては 一々 番號を 調を せ 
軍事上 じ 偉 犬なる 効力を がず 巧し 又ざる 0 上或國 償が 莱 して 償 遠 期を 經 
齊 てう 鐵 道は デ、 バ'グ よら 東讓 をの 過した る ものなる や 否やを お 別ず る 
化 部を 撥斷 して 篆 をの t う 询胞じ ま 事 能は 乎 ホら H 本 銀 巧な 代理店 じ 於 i 


る もの じして 化鐵道 じし-^ 達せん か 


ては 利挪 びの 巧 じ 一々 當該圓 債の 雷 


試 8 度 改正 運動 お 立大學 出身 I 

者 じ 化 b て 組織 せらる i 敍驗 制度な 

正 お あ 會は其 意見を 貫徹 せんが 爲め 

± 崖 幹事 外 八 同 文部省 じ岀 頭し 左の 

聚ケ條 じ 就て 委細 陳述せ り 

、ホ 大法 巧の 特權 を廢 止す る 事 

、义官 及 司法官 試驗の 受驗を 資格 


橫 


を 


〇 御 下宿！ 

n ュ ー ョ！ ク市西 六十 四 了 目 百 甘 

一' 當 電話 コロンバス 11100 と 

やまと 露睐賊 

A 球 壤娛樂 の 室 設備 有 之 候 




■手拭、 丰が 化、 テ！ ブグ掛 等 
穀造 直輸入 元 

日本 だ廊會 _ 

NW 巧 巧 CN OliY GOOD 化む 0 
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一 衆 蒙を ど滞强 どを 連 雛せ しめ 極東 敌號を 調査し 遺漏な きを 朔 ずる 當 なる 
_ 策 じ 多大の 影鄕 せを 爲す べしを 繁 固め „ が 何み 事務を 端の 巧 柄 どて 時 じは 霜 

鐵道耍 ホ じ 願して は 我 外務省に 圣然號 の 調 杳を爲 さず して 提供され たる 

事實 なし ど 云 ひ おる も參謀 本部 は. 一利 化 面のを 额をま 挪ふ事 も ホ少か 

馳東 都督 巧ょり 報吿 ありし もの； か 一ず 化結柴 どして をなる 國懷 所な 者は 

し 自己 所 もの 園 償が 己 じ 償還 朝の 經過 

♦恩赦の 成績 明年の 即位 大禮じ 際 1 し 去らた るを 知らず して 依然 利子の 

し 恩 歎 令を 觀巧 せらる ミホなる が 昨 I 支挪を 受け 其 儘 •五 ザ 十 年い 畏時 H を_ 

年 御大 喪 S じがは 甘ら れ たる 成績 j 霞ず る 事は 往 々賓 見す る與狀 なわ 


■ 

_ 


じ 就き 聞く 巧 じょれば 昨年は 恩典に 

浴すべき 罪人 じ 願し 綿密なる 調醬 を： 

行 ひたる のみなら 中 出獄 後 ど 雖も糊 

口じ窮 せざる やぅ 巧みの 保護を 加へ 

旦つ 其の 行 勸じも 注意を 加へ たる 結 

お槪 してち 化を 少なく 其 成綾喊 めて 

をが なな 現じ 大お 監獄に ては 擺川及 j 

躍の 兩を監 を 加へ 約 四千 おの 化獄を 


而 して 化壤を じ 於て 斯る不 嵩なる 利 

子の ま挪を 受けた る 者' は 如何なる 結 一 

果を ホた す や ごい' ふじ 國債 所有者 側 I 

じ 於て 或は 銀 巧 側に 於て する じ 論な 

< 當該國 償が 償還 欺を 經過 せし 事を 一 

發 見ず る 時は 償還 巧な 後に 支拂 ひた 

るが でを 國债 元本よ b 除去し 其殘餘 

のみを 償還す る 事 どなるべく 哪 も國； 


中 恩赦 じ おした るら の 大赦 四 人 特赦 I 償 所 お 者は 償還 期な 後よ 6 償 違期經 


謹 吿 

今 殺 東京 審美 嘗院岀 版 じ 係る 谊 爸寫- 

眞版 (嘉帖 、卷 物、 掛 物、 一が 馨 等) 
多数 着荷 仕 候、 巧 上は あく 就 考娜蘭 1 

の寶 物、 富豪 緯紳 のが 藏 おを まごせ 
る H 本を 巧の 稀 有 傑作 品 じて お 年 前 

巧 欧米の 美術 ホに 大巧 評を 樽した る 

もの、 今回 初めて 當菌 じがて 試賣 致； 

候 間不巧 多々 御用 命 奉 願 上候尙 取次 

販賣御 希望の ホは 御 相談 被 Fj-- 度栖當 I 

の 口 潑支拂 巧 申 候. 

を 巧 省 株 ま會を 
文部 堪 御用 • 審美 書院 

內寒 

東を 美術 學校 
ホ國総 一手 販買 特約店 

欄 根. 靖會 

扫 le I . 穿 氏 ミ 00 .赛〇 巧 d 与 Jlyk . Y . p 


一白 人减刑 四百 化 十九 人 計と だ 一二 人 

ならしが 其 後ー ヶ 年を 經 過せ る 今日 

大赦の 者 じは 一名の 巧 犯 者な く 其 他 

特赦减刑の恩典じぉしてぉ獄せ る者^ 

じして 巧び 刑罰に 觸れ しものは 僅か 

十二 一二 じ 過ぎず 义被减 刑 者 じして 直 


過を 發見 する 迄 所を 國 債のを 額 ホを 

無 利ず じて 放糧 しまらた る ど お】 の 

結 あ VJ なるべく をつ 闕僮 元本の 時 巧 I 

は十ケ 年なる を 0 て 遷延 义 しきに 渡 

れば 元本の 償還 請求 獲を 失 ふの 危險 

あ h- 然も 際 際の 网を 見れば 此 禪の汪 


もじ 出獄ず る 能は ず 其 後 も 引 綾き 巧なる 所有 着 甚だを く H 銀大 おと 巧 じ 


獄せ るを も 巧が 著しく 善良 じして 更 j 

じ假 出獄の 恩典 じがせ し者少 からず 

W 云 ふ 


がて 實 見せし が 最も 協 端なる 例は 明 

治册五 年度 じがて 償還 期 じ 入りた る 

嵐 倩を 昨年度 十一 一巧 末の が 拂期じ 於 


東京 鎭 


H 

A 

区 


巧 諸君の 御 便宜を 謀 も左說 の 處に一 

營棠 tt 候 閒御引 立の 辞 奉 希 ふ 候 

.中原 修 省. 謹 写 

Jrapjseroo Bonding , Kouse 

妄 Sands 史 t . Brooklyn 

巧 hone 驾 07 Main 
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•お獨 のを 博を 加が 絶英國 政府 じ 

1 於て 久しく 熟を みならし を博遂 加の 

件は 去 十八 H 內閣 を 議じ 於て 愈不剧 

窓 ご 决し 獨國 政府 も ホ 英國ど 閒樣不 

葱 前じ决 した b 、 尙佛國 政府の 意向 

は ホ だ 明確なら ざる も 夕み英 獨両國 

と树 一の ホ 調を 採る 巧き 模樣な b 

•ニユ ー ョ ー ク せ國訪 閒劇銜 .息が 

當巧 巧の 觀ホ 日誌は 載せて 繁 四面に 

をら、 岡 一巧は ホ ー巧 十四日 橫演お 

一 化の 橫濱义 じ 乗じ 歸米 する 旨 通知 あ 

I ら ねれば 夕み 二月 巧 巧 じは 當地じ 鱗 i 

舊 ずるな らんが 間 驗な京 中 マ ン户ブ 

タン 俱樂 部め 歡迦 曾が 中止され たる 

i などい ふ 報道は 何ち か爲 じず る 所 あ 

らん どした る虛 構の 說 じて 中が 嘉壽 

女 樂榮治 君 等 ご 共 じ 同 俱樂部 じて 磕 

んじ 談笑 痛飮 したる 事 右が 誌の 記す 

所の か L 



社.， 吿 


千 化な 十 S 年の ニユ ー ョ ー ク新 

報は 本號を 0 て 終 b とし、 廿と 

目發行 のかを 年末 じ發 巧して 新 

年 號ど卞 、年 貧廣吿 巧 化 大ま急 

御 ホ をを 請 ふ 

チト 早蔣き なから メ ー リ ー クリ 

スマス、 エンド、、 乂 ッピ！ 、と 

ユ 1 イヤ 1 

が 讀を 諸君 么巧福 


I 出生した る 者は 洩れな く 猶豫賴 を 差 

I 出す 可き もめ どす 

猶 豫願霄 式は 別段の 規定な き^ 
左記の 事項は 必ず 願書の 中に 明記す 
るを 奕ず る もみじし ておし 此中一 率 

I 項 じても か點 ある 時は 突き戻さる 
もの ど 知るべし 

本籍地 氏 あ 及 生年 巧 H 
お留地 

云 大正 何年の 徵 をを 猶豫 せられた 

き盧を 明記し 盧く事 
画日附 巧を 擦即 
f . 本 織地の 聯隊 隙 (蠻備 隊瞄) 徴兵 

眞苑 ど卞る 奉' 

▲國 おお 役の か 化俾じ 願す る 其 筋 

の 本义じ 「外國 じ 巧留の 故を 0 て徴 

集猶豫 中のを じして 引續 きか 國 じな 

留 する 膊は 大正 云 年中 じ 於て 國 民を 

役に 脈せ しむべ きらのは 明治 十五 年 

巧 一日ょり 同 十五 年 十二， 巧 化 
迄の 間に をれ わるもの どず 但し 大正 

三 1 年 じお豫 願を 差 おすべき 者は 大正 

一一 一年 四ち 巧 後 じ 滿册二 歳 じ 達する 者 

郞も 明治 十五 年 四月 十み H な 後出 生 


♦を 料亭の 忘年 會巧享 朝 H の爾客 

たる 所謂 朝 H 黨の 有志 者 一二 十 名は 奎 

か 八り 同を にて 破天荒の お 年 會をゃ 

る篱 じて 發起 人は 獨巧處 外 数を、 此 

i 他を お 河 添 開 盛を 岡 巧 東京 舘 


I 千歳 大が都 等 夫々 一年中の 罪業を が 巧が 巧が § がが 巧が 袋 


忘れる 由 


♦ S 井 物 產ルお ま お 副 支配人 お 本 松， 

111 一氏 は 十二 一口 巧 着 十六 日 渡欧 せら 

材木 事業 視 おのた め 約 一年 半 滞 歎の 

篱 


參 クリスマス 巧况 メ 1 リ； ク ブス 

'マス もを 巧 五 H の 間 じ 迫らし 今日 化 

頃 大小の 巧舖 、一年中 頭を なつた 意 

つ 眩 華麗 善美を 梅め クグ シミ マスの 記 

; 者 等 さへ ウィンド ー を规 けば 泌 み々 

々親不孝の 罰當 りを 觀 じながら 欲し 

いナ ー の 歎聲を 独す 見事 さ、 チ リン 
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機 じは 香々 もを 縮' する 所 だが 乂凰化 香 

込い ' 脚 員が 何で 邊慮 がるら ぅ、 給仕 

ほ 忽も雜 夕のォ ー ダー じ 眼 玉を 引く 

: 知 返す の 太を 化、 閣体觀 席の 間は 酒 

一 池 お 林 ど 云 ふは ク々 大架裝 すぎる が 

とじ かく 宛た る 小 { を 曾を 演出した、 

療 ふなつ てがる ご 流石の 洋巧耿 々ッ 

1 弦 も 巧 時の 間に やら 不 ホを ホみ 消を 

れ 「日本の 觀 劇には 又 日本 固有の お 

がを る哩」 どは 可笑しが つた 0 巧の I 

回 旅程を 變更 しては ホを 見物ず か. 事 

ごな つた、 U ホは 海 お 何千 巧 どを ぶ - 


-高地 じ 位しと る攘 巧で 峻陋の 路を開 


•ら 


1 がして 鐵 道を 巧 設 しねめ であを か 

一時間 平均 五 哩ど云 ふを 巧 r の大ク 

ロ ー 列車で 十 幾哩の 遠隔 がら 驟上じ 

社 洞を 仰 見した がらが 數保 間を. 髓る 

之れ も 同所め r 名物ね るを 失は み 
向山を おる 狗呈哩 の 地点から 亭 々た 

も おお 暖の兩 側を 掩ひ 晝尙ほ 暗き の 

I 威が ぁる、 維 裁 前 迄は を 藩の 盘拜す 

る 時 御 逆 ど 稱 'へられ たかをな 辩 道で 

をを が、 紫 痴奥ひ 文明の 利器 ど 云 ふ 

1 漁 車. のためにを 趣を 破變 され 今は 只 

I 寂 じい 名殘 らを留 をて 居る のみで あ 

を 0 ' 日 ホの 山で で 革を 下らる ご 直ぐ 

時跑云十錢化らめ^をがホ 
I 先づ 事務所に 速れ 込んで」 人を 八十 

錢 み拜觀 料を 綾 化しみ じ寡錢 、たか 

む ザ 護、 む 水 i た 热繪ィ J 去 ふ 風 じ 一一 
錢五錢 を 參託咕 者から 捧 る，. 米 國のぺ 

たど まふ 氣で 投げで 巧 < が S 十 

幾 所の 社祠 だから 何時の 間に-か 铜貸 

が 去つて 銀貨が 巧き わ あには 五斷か 

わ 飛び出す なんで J 案 巧を はズ J ヶ 

々辯ながら 本 かめ 爲 かじは 缺 ぐべ か 

ら ざぇ 忠勤を で ホる とを みて 廣く 

聞く 政が は 本 化の ため 年々 數万圓 み 

; 維 持费を ザ おして 居 お 巧 だが が 

I 政 整理の 結集 おんど 去 媛 公な つた か 

.神 子 連は ぉ 衣食 問鐵に 追 ホ 

がるので 神 誌 じは 误 をが 應急策 どし 

て德 w 家の 故智に 做 ひ 人 ほめ 間 じを 

j おし どるので みる どか 〇 

H ホ じ 一泊 じち 歸を つてみ たら 

ョーク じ 緣汝の ある 人々 じ 化つ て 

組織され ' ゴも マン .' ーッ 'み ン侮樂 廓 員 

i から 徽迎 のが どして 粗餐を 差 

もから な ± 見 ¥」猶 ホ 臨め々 たし ご 

S ふ 文意の 巧嚷 な： . る 案. 巧が が 幽体に 

ゐてミ あつたが、 先約が を々 た爲め 

惑を 乍ら i 目を を 期し 會 壌を H 本 橋 I 

席の マッ 'V ッ久ン 俱染部 じ. 避 あして 香 

もらぅ 事と なつた 〇當 夜の 脅を をの 春 

I 中 じは 巧 育 じ綠お 深き 安樂、 中が、 竹 

算 、遠 藤、 化 本 * を稻 、糸み の 諸氏を 初 

み ごし 廿餘 名、- 當番 幹事 遠 藤 君は 词 

: 藥 部の 起源 かも 現 時の が 態を 述 •へ 

j るれ ね 後間 俱樂 部の 計畫 中なる 一二 個 

I ゅ箭 事業を 紹 かされた、 が ' I は俱樂 

部員を 株 まごす るン スト ラント (逝 

巧發 をして ホ テ 八 どなす の 目的) 巧 

ま會 社を 起す 事、 其 二は 海外 じ 化 

脅 負を 寡 集し 彼等 どの. 肆 通を 圖ら相 

を 的 巧 益 じ 巧クで 提供す る事而 して 

I を 牟‘巧 地の 實情じ 遠が る 彼等 じして 

歸 朝し スト レン デヤ ー の攘巧 じがて 

窜 業を 巧 じ 叉は 求職 せんごず る 際 じ 


ば 俱樂谦 は極窒 乂の爲 めじ 便宜を 


圖る 事、 第ー ニは 多年 無 越 ホ 乾燥の 生 

渚を 送りつ.！ ぁる あ 外の 會員 じして 

求婚 せんどす る 煤を じは 俱樂 部は 兩 I 

者の 身元が 證人 となら 夫婦 間に 最 
忌むべき 相互の 誤解を おくの 弊を 除 一 

き 所謂 理想の ホ I ムを 造らし むる の 

媒か 者た らん どす ももの なら S て 現 

じ俱築 部に クエ 1 トンス ごして 就職； 

し VJ る 二 名の 候補を を紹 かされた、 
中ケの 美人で ぁる 學力も 中等 敎 育を 

受けて 居られる さぅ だから 希- 遵 着は 
幹事の 遠 藤 若まで 申込んだら だぅ か 
をれ かち ま 客 打を りて 懐 舊談じ 耽ら 
モ ー 十み で 電車が 通 巧せ ぬ やう じな 
ど注惠 されね ので 殘 をながら 歡 を - 

殺いで 散を しねので ある 0 


な 


曹 


籠 


A 家內勞 働が 何故 じ惡 いか、 精神 上 

じ 影響す るな で 詰らぬ 事を 云 ふけれ 

ど、 僕 等の 頭は 金儲けを 知らぬ やぅ 一 

な 新聞 屋 なでの 腐れ 頭 どは 柿 類が 違 I 

ふ哩 い、 化 人の 惡 口を 並べて がまれ 

るょ らも 皿を 洗ふ途 でも 潛 つて 飯を 

食へ 产 キッチン 黨 ) A 新育ブ 八ック 

ンの 巧巧屋 、下宿屋を 勘を するど 
都を 十と 軒 之に 下宿屋 類似の か 劇を 

をは すれば 1. 1 十二 一四 軒な 上 も ある だ 

をつ、 年々 殖 へる 下宿 還料现 崖の 数 一 

ど レ 1 デ！ 秀藥罐 白 髮頸グ ムへグ の j 
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迎新么 辞 


大ぶ春 一二 年、 遙 かじ 故國の 天を 想望 すれば 說 
閱の 雲激漸 < じして 散 じ、 闊圃 鼓腹 擊壞 、瑞氣 ' 
化 重を こめて 彩旗戶 々じ 翻る 〇香人 日夕 筆稅じ 
親む 者 歳甫じ 臨みて 豈】 言な きを 得ん や、 然れ 
グも 聖代を 驅歌 する じ 狎れて 妄りに 陳 奪の 誠 辭 
を 刻の る こど 俗 馈の經 を 誦する じ 似た るは 霉人 
の おじ るらず、 唯 赤裸々 の 巧 威を 披 渥して 聊か 
世を譬 め 民を 齋 ゆる じ 資せん とす 0 
をを 按ずる じ 花 開きて は 葉 落ち 〇雲 行きでは 
水流る i 事茲じ 幾千 年、 人事 徒ら じ忽 化を 極む 
ど 雖柯れ の 時化に がて か 韓療の 所謂 衣を じ 奔走 
する 者を 0 て 充溢せられ ざる 〇遊 まじが ける 人 
間の 記 錄が波 欄萬疊 、稍 も すれば 革命 ど 戰爭と 
じ 化 もて 其 貴重なる 部み を 占む るを 視ん どす る 
は、 要する じ强者 VJ 弱者 どの 街 突 爭阅じ 願す る 
が 禪の閒 題を 解决 する の 手段を 表示した る じ 外 
ならず、 而も 少數 の强 者が 由 ホ 生ぜ じ 適する の 
先天的 素質 ど 地位 どを 利用して 巧み じ 運命の 寵 
既 どなる じだし、 夕數の 弱者は 朦惡 なる 時化の 
風濤 に纖莽 せられつ i を 衣 じ 奔走し、 慘 どして 
自ら獲る ~'を通則とするもの；如し0 

遮奧噫 おどを ひがた 貧當 是非 どを ふ も 是れ恒 
义不變 め 「デ フキこ シ ョン」 じ缺 けたる 化較の 
巧 度を 說明 する じ 過ぎず、 故 じ r 力」 のか 藍に 
稱 なる 者は 肖 己の 强を 0 て おく 轉 きを 致し、 克 
く 賢を 稱 し、 或は 當を 作ら 或は 是じ おらん どす 

るの 餘 、弱者を 見て はぶかき を拇 摘し、 恐なる 

を嗤 笑し、 其を しきを 賤^ ど 共に 遂には なて 弱 

若の ま 繫を非 化 どす る じ 至る 〇然れ 共强者 じし 
て 大悟 一番、 「力」 の黃 麻を 愼み 弱者の ためじ 

計る は卽も 自己の 强を 化つ 所 0 なる を理 貪せば 

社 曾の 調和 じ 帯 輿し、 文明の 巧 上に 赏锁 し隨て 

人類が 互の 福她を 助-おす るを 得る じ 庶幾 からん 

夕。 . 

試み じ視ょ 彼の 政治家の 擁する 所は 權力じ 非 

ず や、 而も 其權 力を 行 化する じ濫 なれば) 大磋 

狭を 施 かの 上 じ 被ぇを をれ や 〇實業 家の 賴む所 

は 金力 化、 而も 其を 力を 「ァビ ュス」 すれば 必 

ず や 時化の 反抗を 招く W し〇學 者の 誇 どす る 所 

は學力 化、 而も 巧學 力を 惡用 すれば 曲學脚 世の 

謗を 受く 〇操舰 者の 武器 VJ する 所は 筆力 化、 丽 

も 吾人 じして 其， 筆力を 驅 るに 急 なれば 筆禍 忽じ 

して 到らむ 〇 蓋し 單じ 「力」 の 所 化に 化 b て 正 

邪を 判じ 蕃 惡を洪 せんとす るは 是れ 進化' 論者の 

口吻に お 仰ず る 强者萬 能の 說 じして 吾ん の 所謂 

機轉巧 等、 双互ち 義と相 まる； 千里なる ものな 

り〇 吾人は 社會の 調が、 文明 向上の 巧 あを 現實 

せんど 欲せば 須 らく 先づ强 菊の 距離を おふし 直 

つ强踢 のを 觸を繁 くす るを 喫緊 爭な b どす る 見 

化 じが もてなて 大正の 論渔じ 降魔の 剌劍を 揮は 

ん どす 矣〇 




お 雲 雛 y 太 於 
洋 沿岸に 迴航 

ぞ しめよ 


—俗 佛 

A 墨 國巧留 民 保 譲の U 實の下 じ 派遣 

された 巡 洋繼お 雲は 冷 頃墨國 西岸の 
アヵ 'ブグ コ 潍じ礎 沿 中の 當 でぁる、 
墨國の 媛锁が 何時 鎭 靜じ歸 すべき か 

は 今日 じがて 豫 溯し 難き 巧で 随て吾 

政府の 方 鈍の 如何 も 知る i はお 巧ぬ 

が 吾輩は 南 化 ホ 大陸 じがけ る 邦人の 

對巧じ 對し化 守 南進 論を ホ 張す る 潜 

の 一人 W して、 墨 齒鎭を 娘 出 雲 艦を 

I 太 西洋 沿岸 じ迴航 せしめ 伯漸 巧、 ア 

グゼ チン 及 墨國み 要港を 訪閔 せしめ 

ん 事を 切遵 ずる、 

▲明治 四十 二を でぁつ たど 記騰 ずる 

I 吾 政府は アグ ゼン チン 共が 國獨 立な 

_ 年を じ 參 列せ しむる がた め巡泮 艦を 

蜘を 派遣した 事が ぁる、 常時 岡閱首 

都ポノ サリ ホの 巧 留巧人 僅か じ お 十 

j あ 足らずで ぁつた じ不 巧、 口 本人 ピ 

いふ 事 じ 就て は 何等の 知識な きお 地 

人民は 此 少数の 岡 胞に對 して 少しの 

注意 も拂 はな かづね 結 あ 憐れなる お 

十餘 名の 同胞. は 殆んで 衣を じさり 窮 I 

ずるの お 棟で あつね、 

A 然る じ 新 ホ 艦 律 駒の 乘 貴が 當膊施 


1、 野猪 的 要領 政策を 採る ので あ 
.ダ--^ ど. 列の 妻揚子 重箱を 外を 
じ腐必 してる ど 五 年 十库の 中には 南 
ー ホ じがても ホ拂 巧され るぞ 、要は ロハ 
j 疾風 迹舊 のな 策、 列强 をして 目を し 
ばた ぶく じ 暇 あらしめ ざる 义映斷 じ 
り だ、 

巧 雲 艦を 太 西洋 沿岸 じ迴航 せしめ 
王 どの 吾 孽の化 提案が 恐らく 香 賢明 

外を家 の豫を企晝韦じ 巧る^ ど 思 ふ 
が歲末 所感の 一 施 どして 敢 てな 湖の 
考を 煩は す 0 


を 


をが つて 第 一等賞を 得て な來 俄か じ 

U 本人の 評 巧が 巧くなら、 な 巧 邦人 

の 需要は 化ての 方® じ 夕< なつて 化 

一國 人な 上の 給が を. 得られる 様になつ 

た、 之が ため ブラ ジグ、 智 利、 ぺ术 

等 じか 堅して 居た 巧 人が 漸次 アが 


ゼン チン じ 流れ 达む やぅ じな つね 軍 得 要領の 事の み、 化を け 御を 知の 日 

I 


目 海 度 申納候 


卓 郞 

A ご 音 六十 立 H は 何時の間にか 夢と 

，過ぎ去ら 早く も茲じ 一千 九な 十四 年 

のが 審を迦 へみ 候、 先づ 第一に 御禮 

审上 度は 觀報 愛讀者 諸君の 御 厚情、 

足らぬ 學閲 、無い 智惠を 絞り おして 

j 嗚呼 かまし ぐ陳べ 立てます る 化が の 

大勢 •氏族の 蠻废 T 巧 だ 詰ら ネ ー」 

&も何 ども 云は ず じ 御 愛 讚を 給 はら 

j 板の みならず、 あ 接 間接の 御 助势を 

'揮 ふせし y 、 千 萬 難 有、 社中 お 人を 

化 表して 深ぐ 威 謝の 患を をし、 おじ 

韶 君の 万福を 麻 も 候 ■ 

A ま 年は ホの 歲 なりし 故 じ やお おの 


馆ホ事 兎 巧 キ ど ラ チが 明かず 

を まく 巧つ たな ど 思 ひし バグ ガン 戰 

泊 中の 别國 軍艦の 媳 潰どボ ー } 競ず 带も 案外 ±巧 をの 死命を 制ず る じ ま 


ら ずして 止み、 柬洋の 新 共和 國 . W 威 

かめし き 金看板を ブラ 下げた 支那 も 

寧韋 命の ホ 販ど共 じ 元の 等 欄 政治 

に逆戾 り、 米黨談 がは ウイ グ ソンの 

'仁 道 外を 端な くも 不仁 道の 騷亂を 起 

ず 基 ひを 成した る彎 何れを 見ても 不 


實がゐ る、 ▲一軍 艦 水を のボ！ 卜競 

ずが 斯 くも 惹 外なる が おを 化め たの 

を 見ても 軍艦の 派 退が 如何 じが 外が 

人の 盧氣 を强 からしめ、 岡が じ化留 

I 固に をして 呑國 おの 眞慨 ど 吾 國の藝 

I 力を 誠 得せし むる じ 有力で あるか r 

I 解る ので ある、 

排斥 されても、 が 逐ぅ」 れて も' をが 

I 應 でも 吾 民族は 海 かじ 向つ て ドシ々 


ホを 涉は例 じ 化て 例の かき 遠慮 外を 

一を 賢明 政策の 御腾を 0 て 牛の 延れ 

の 長々 しきが 問答、 薩張 b 物 じ 成 
さぅ じ 見へ ず、 散々 馬鹿面ら じ 化を 

I 塗られた 上 じ r ゲド アウト」 を峻 つて 

ら 持て 生れね 意な 地な しご 習慣の 惰 

力は 恐ろしき もの、^ イ 移民 
1 瑚 メキシコ はも 送ら もせぬ、 ヘイ々 

夕 親善、 脚滿 、を 博 おお、 H ツサ 應 


々お 漲す 巧き 天 典の 化かを おイて お-が サ、 ± 地を 化 上げられ、 營 業を 巧 


▲夫れ じ 付ても グ！ ズを獻 迎會の 席 
上 じ 於て モン ロ！ ま 義を巧 物 ど瞒破 
しまり グ君 をして 顔色な からしめ た 
'チみ パが ± ご其演 說の裹 書し 
たる 智剌巧 閣は流 巧 じ 南义諸 國の爲 
じ 萬 丈の 氣媚を 化き たる もの じて 近 
I 巧の 决ふ 事、 小生は 彼 記事を】 讀す 

る や不思 まを れつて か 哉を 叫び 申 候 

I 之を お ホ 列 强の一 だる 東洋のを 子國 j 

が 事每に 化の 赛 息を なつて 事を みす 
るの 陋 態に 比すれば 實 にや 天地 宵 幾 
の 差、 吾等 國モを 0 てな する をの 胸 
I 臆を 颜す i 巧なる もの 有 之 候. 

▲言 ふべき 善の 事を 章つ わから どて 
何も 戰 ずせ ねばならぬ どい ふ理 なし 
ホ 國じ漫 壊し 巧る 故 國の名 ± 達は 無 

益なる 巧言 かを を 止めて 大膽無 遠ぶ I 

じ巧國 おの 立 爆を 明か じする の 方 か 

I を 採 \ おゆる 階級を 化 表せる 米国 一 

のを 會堂じ 魔む で 大演說 を 試みる が 

宮 しく、 徒らに 當路 者のを 惹じ傾 耳 

I して 圓滿 、親善を 並べる 必要 じ無么 

候而 して ホれ が 所謂 嘗發蓮 動の 最 
ち 力なる もの じが 
A 本年は 牛を が じ 兼-*^ 代へ た 事故 諸 

事户キ 々々ど 參 るべ く否斯 くわらん 

事を ホ 堅 致 候、 殊に 日 ホ 間のを 渉は 

一 何とかを く 目鼻を つけ 度‘ 到底 お 目 

だ ご 見达を かけだら H 米 條約垂 部を 

破棄して 新 だに 平等を ずな な 惠條約 

を 締結す るが 得策なる や も 不か曠 
A 小生が 何 彼 じつけ て 過 数說を 採る 

やぅ じ 思 巧 さるょ 方 も あらぅ が ル ホ 

は 性 ホロ 數 のぞきみ 必者 じて 常じ穩 

I 當 なる 說を がみ 日乂閒 題を 生當 時な 

i ども I 1 說を 採りした め 硬派た る 親を 

の 故山 逸を じ 可ら れ 論難 徹宵 二- < 乍 

j ら ボヶ 巧ら を 下げて 別れた 稍 じ 候 
I 米 問題 じ 願し 熱必の 人々 は 小生を な 

て 漫らじ 大言化 語を 喜 ぷ者ど 誤解 無 

を 様 顧 上 候 

左る じても 吾 新 育の 巧 胞化會 は 牛 

の 歳に も不拘 パ' ネ々 々ど 物を 斤 付け 

1 候 特筆して 御同綠 慶賀 じ 堪へざ 
事は 夕 年の 宿望た る 簾 化 購入の 仲が 
共濟會 役員 諸 巧の 盡 力に よらて 成就 
したる 事 じ 有 之惕尙 御禮旁 桃々 ホ陳一 

度 事有么 候へ 共本號 じは 余白 無 之な 
下 次號ど 略式して 失禮致 候な 上 


I 化 滞の 巧 ふさは しき 曇 空を 

サフ ンデ ストの 列 動き 巧る 
I 見返へ ば 疑の 膊を 投げて お < 

を 間し 吾れ の柯 いぶかしき 
レ デスタ！ の 巧が 名 解せ ず W 
I くど は 

郵保 局の 畫る日 ま ば 巧き 
がかね く 寒さを 握る 掌 じ 
錢 幾何 ぞ 新聞 賣る子 
I 見知 もたる 藝 題のを 居 化 巧 じ 
か i れ るを 見て， つな づく必 


◎大正の 新春 を 藤夕郞 
j 君がず 等 國の審 れを肩 じ おひ 
外國じ 居て 祝 ふ 巧 春 
初日 影 物 じ ょごれの 雪のを 
富 ± の 高嶺は 千古 じ 白く 
初秦の 光大 浮の 潮のを 
紫 巧 ふ 波が しら かな 
す 春の 靜 けき 物の 始め どて 

海は なぎ けら 野 山は 晴れぬ 


る 


而 して 化 化 命を 遂巧 ずる じは 難 

巧 逆を 避けて 易 巧 逆を 步 むので ある 

一水の 流れ じ 逆 ふょら も 水の 流れ じ お 

つて 艦を 操つ るので ある、 難 巧 道の 

化が 大陸 r 向つ ては お實 なる が‘ ザ 的 

巧 嚮的不 得 巧領欧 策を はら、 易 巧 道 

たも 墨國及 南米 大陸に 向つ ては 振 進 


おさる；、 御树 様は パャ R て眞 どじ 

雜巧 化を に 御座ら' 舉 るが 繁じ 有么傾 

义も 泣い ねとて 悔 むだ どて 化 方な し 一 

お 等は 愚痴る 事を 止めて 切せ ど 吾等 

春 自の實 力を 養成し、 嫌ん じ 結婚し 

て獨特 の長拔 たる 子供の 製造を 爲す 

歌が 肝要 じ 候 


◎都のを の戀 しかりければ. 

五 峯 

1 汝が常 じ 口が みたる 戀歐 ぅね ひ 

暮れ行く窓じねちてぁら巧れは 

I 遠ざかれは 世 じ 忘らる i 習 ひじ も 
もれて 君の み 慕し 懐かし 


000000000 


00000000 


i 、 

{( 

参 

(( 




寸 


f ) 




ぃ 




◎都の ぶ 人 見 君の 文 じ 答へ て 
I 假 染めの 契 b じは あれ どね むごろ め 
..言の葉い かで かじやは せむ 
000000000 

◎談林 風が を 樹 
酷 ふて 峻ふホ 粉もぅ まし 年始め 
初日の お 峰 じ 茂れるな 一木 
獨寐 もょ き 夢見た し寶船 
雜榮 すぎて 四十 男の 鍋雜ふ 
貴踞 をを 化 一 樣じ初 化 
若水 や必淸 むる 瓜 地して 


ご 00000000 


◎新年を 迦 へて- を 藤夕郞 
I 鷄鳴曉 を 報じて® 巧は 新しい 年を 迎 

へた、 紀元は モ九目 十四 年 どなつ た 

金ホ燦 がた る 初 化を がび て、' 森羅萬 

を、 皆 希望のを じ 輝き、 活動の 氣じ 

I 滿ち 、をして 吾人を して’ 板 渚と 健闕 

どを 促して 居る 0 

時々 刻々 じ 進 ホして 巧く お會は 益々 

繫雜を 極め、 人間の 智力 ど 精力 ごの 

發展を 要求して 居る 0 


，も 
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が 新報 詩壇 お 

◎町を 步 いて. ばな i 
I 停 革 機 や ホし 彼の 時の 化び しさを 

/ ) 2^ ン f ,3 P 良り^?- こ 


一み 一陽 來縷 して 大 ぶの 春を 迎ふ 

てな じ 巧 度寸鐵 モが秀 頭を 撫 してを 

筆を 呵 する も 要する じ醉 屠蘇 而 かが 

® 大統領 維衛遜 巧手 前巧理 の關祗 

なぎ 案じ 成功せ る餘 力を 割いて 夕年 

の 懸案た b しお 制々 度のを 礎を 定む 

を畢究 の r ァ々 デミ ブクポ ブシィ 

どして 政敵の 嘲笑を 播 きし 維 巧の 
政見が着々實巧せらる{は先0面黒 
® 最近 じ 於け る 電話 トラスト のが 
散じ對 して 發 ませる 維 巧の 書翰の 如 

I きは 確か じ 隅 じ 置き 難き を證 がせら 

み雖 然關税 化 殺の ホ 國經濟 み じ 及 

ぼすべき 反 應は善 惡じ拘 はらず 必ず^ 
や 巧 端を 本年 化 獲 巧の 前後 じ發 せむ I 

® 世間 ホ 國の經 濟を議 する 者 おも 
すれば 農作の 豐览を 計算 外 じ おかん 
どず 是れ 皮相の見 じして 聽< じ不を 
i ® 對墨關 係は 頃 巧み 康を 維持す る^ 

者の かし 蕃し 無策の 武 雷を 居击 がか 
佈數 をの 間 「ヒ タンタ」 は師 赞が需 

受蠻勇 彼の かく 蠻智 彼の 如ぎ は强 
^ 隣じ销 する 墨國 0 .つ アクブ ィタ ー」 
どして 米 墨 外を 舞臺 の適當 なる 役者 I 

一度 敵役を 0 て 自ら 巧 じながら 彼が 
一喝を 雖盛顿 加 ふる 崎 儲け^ 

の 維 巧は 薩張脫 が剌か サ舞裹 は寂窠 I 
® 觀劇摄 見の 末席 じ 東洋の 君子 ぁ i 
-其 名を 農 葦原 •の 瑞穗 V 」 を ふ 眉目 巧 j 
らじ 秀麗 なれで も 外を 舞 辜の 馬の 脚 I 
み哨然 どして 獨語 すらく 傑 將來世 I 
がの 名優た らん ミを 朔 すかかず 「ヒ 
ウレタ」‘ の 巧 じ 走らて 敎 をた はんじ 
® 隣席の ち 紳± ジョン、 ブ グ氏眞 
率 じな 吿 して 曰 < 何ぞ化 機を じ 乗じ 一 

て 日米 問題を 解かす る じ 努めざる 軟 
® 機會 のま 巧は 一 踩の間 化 磬モ天 
下の 形勢 じ 明なら や 狼 おが 德巧逞 の 
出 巧 損を 演ずる は 外を の 禁物な b ど 
® 瑞穗 先生 頓 傑して ジョン ブグ氏 

の 巧蹈じ 跨らん とすれば 哉 料らん や 
_ 氏の 爲 めじち 那 問題を 解か 仰がら る 
あ H 英 同盟の 義務を 重 じて 英 のを 
I 狗 となる どら 日米 問題の 解か じ英の 
醫を 望む は 難し 所謂 ホ榮 なき 孤立 


失敗した 過 まを 悔 ゆる も 厘ち の 益な® 新 育 西 州 モント セイ。 じ) 婦人 


I し、 只な むる じかかざる を 思 ひ 新し 

き 年 ど 共 じ 新しき 生涯 じ 入ら、 理想 
を實 現し、 大器 晚巧 をを ずは 必ずし 
も遲 きじ 非ざる ぺ くが じ覺 悟ど诀 必 

り 疑ち， f 巧ら 0 


が戀を 弄び て 一二 年の 間 秘密 じ间 棲を 1 

|繼績せる者ぁ6近^々ぉ々の親韦 
® 妻子を が 居せ しめて 典 巧ず る じ 
一 まる 迄 秘密を 維持せ る じ まつて は 霞 

i 願 かを 0 上の 秘密' 力 能 ホ 義若ど 巧 龍 
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一 かの 巧 y 想 ふ 


1 . .濁 ホ處’ 

巧 巧が ゃ 武途の 旅の 一 里 塚、 新年 じ 
際する おじ 先づ 化の 巧を 想 ふ、 年た 
I も 回へ る 初日の 影は 年々 麗 かに’ 巧 

に樹 つる 松の 綠は歲 々を 相刮 じご 雖 I 

I も、 今年の お： n 影は 去年の をれ じは 
えらず、 緣 9 色闽 じを 松ら 而も 舊の 

I が じは 非らず、 一年 j 里、 新年を な ^ 

で 人生 0 一里塚 ど觀 る、 實じ 千古の 

i 名 かたら ずん ば あら ホ 〇 

| 〇 大正め 新春、 サ把 がめ 今 H • 去 6 

-. 1 どは 餘らを 腐さから ず やどを は r 云 

1 ふべ し、 然れ f も 年の 去り 年の 來 b 

i 人の 生れ 人の 巧す る あるな 上、 决し 

すぶ の 句のを 腐さき を 巧て 怠の 新ら 

巧なる を 薬つべからず、 巧し 之を し 

; らを赎 さし ご 云は ', 新が ホた 腐さ L 

する ふべ { 、巧 年の々 義ホ遂 じを ’—'' 

されん めみ o' .. 

a 1 H は 地球め . 一巧 顿 、一を はげ 嫌 

か 云が 六十 五阳轉 、巧 .- ム 陽を； 周 

闻す るを 雷がず、 而 し ‘- 今 U まで 比 

み裝 して 幾 化！； 轉 、幾 缸閒间 したる 

すを 知るべからず、 り發 け。 りごる 

な 年 新な b ど 云 ふ ど雖ら 、之を 超ん 

みがより 觀 る、 骗黃 匙れ ぞ をなる 大 

I 器械の 一疯輪 S 轉 々に 過 ざ や、 ん を 

i を 腐き 舉 こし . • ぞ巧 間 恐ら {之れ は 

I 上を 腐き ホ あらん や 0 

jou 諸 パが、 一 憂 一 萬、 ホ」 だ： び 碁 

に 喘ぎ、 秋に おな をに 悲しむ、 おし 

.- 」 脖 W へり - 」 之を 翔を . こおへ、 如 W 

にらな 義ムる 如 < 云 ふ， 寧ろ 掛巧^ よ 

飞ご化 わ やや、 然む でら 人 ゆ 球 5 

涵兆 W 轉 止まる $ 帖挪 ち‘ が 如，'、 なる 

德 はす、 是に於 > 」 か 人より 觀 る、 が 

一 球 ^ 一巧 轉 .' ，亦 大 にな 義 をを ホ 0 

|: 1 } 時に限6なく人化限めり、 限み^9 

一の' 人生を w >」 限な き W 時に お -' す、 化 

i 處じ 始め V 」 人 化に ぶ義 hb 、 かく. 一 

時間 ど人尘 どに なに 離る . ベ かもざる ' 

大总義 の お 照と ぶる、 是れ 實に敢 

: ホ腐 かるべき 地球 速 動の 一期 刹を 3 

七觀ら たな b どむ す 所な . じし ' _ し、. ホ 

.實 に此巧 $ 年々 新た； ^ る 所 - 一: たらず 

ん主 あらす 〇 

む 旣じ巧 がをお 途め 旅の 一 恥 塚ど觀 


化 側々 の 民ね らし めん どす る もの、 化 

め 句の 如きを 0 て 何 すれを 能く 當世 

じ 新ら たなら ど 云 ふべ けんや ど、 夫 

れ然ら 豈じ然 らん や 0 
〇 我れ 是 のかく 聞く、 昔 者 僧 一休 欄 I 

磯を 手 じして 化の 句を 稱 へ、 と 五 S 

鄉 したる 京師 じ 化 飯す る や-、 時人 皆 

な だ ど - 呼び、 ザ 出度き 新年 じ 不祥の 

巧を 說く嘟 々怪僧 ごな せら、 而も 化 

の 門松 どな 途て ふ絕 妙の お 照を 巧て 

人生の 意義を 僅々 H -- V 义字中 じ 化め 

だる 化 親 詩は、 今尙 じびず、 而も 却 

つで 年々 じ 其寇の 新ら たなる を覺ゆ 

るは 何ぞ や、 眞埋は 永久 じして 又：：：！ 

に 新ら たなむ ばな り 0 
〇 我れ 常 じ 思へ ら、 人 ご 動物の 姜は 

: ー ハ 自ら 知る ご； を ごじ 化 . 〇 ご、 而 して 

自ら 知る め 始めは 活 くるの 自覺ど 巧 

ずるの 旨覺 よ -^ 來 る、 活^^る を铺る 

は邱も 死す るを 知る 所 0、 而 して 死 

する を 知る は即 も . 活 < るを 知 も 所 巧 



嫌を を 之 助 氏々 躁 ‘ 

落す ちぶ 

.茜奶 ず お才 


ホき H はわ どぎ 喊の姬 めみ に 

率 あるら しめ 當 びじ 照る 


一れ 微 6 せ だ 所謂 醉 化 夢 巧、 禽獸じ 

おらざるい * り、 死の觀なじ旧はる： 

は撫 化に 陷る も、 巧を 知らず して 眞 

し活 くる 能なざる を 忘るべからず、 

人類 iT ぶ敎 のがず る ホ 之が 爲 めなら 

ずん ば あらず 

1〇 一. 化の が 的 態 巧は、 溜々 たる 醉ホ 

夢 巧 9 徒藥 ： J ; 大攀 策を 姉へ たる も 

の、 之を あお 的 じ 解して 最も 悔大な 

を ほ肉械 まる アィ n 二！ たるを 失は 

ず、 が 語を 正 おじ 解し V 」 ち 經 さしと 

なし、 化大ほ あを 威知し 将ざ るかき 

ものは、 まだ おに 談 ずる じ ぶら さる 

もの ミみ 0 

〇 大丈夫な じを しく 巧す ベ けんや、 

而も 地球の® 轉は 一刻 だ も 化む 可 か 


や、 英雄 お ± 、英人 白骨、 人 ホ 誰れ ' シ ず、 ま 年の が 顔 明年は 白顚 、.一 


， ‘ 能く 巧 世なる 巧き、 巧 あお 貴、 も 

ど 浮 雲 じの たり、 乂須 らく 無 爲じ如 


努力せ ざれば 一月 逸れ、】 年 疑 力せ 

_ ざが ば 十 年 退き、 忽 もじして 空しく 


かや どなす、 巧し 人 皆な 化の 如くん I 死せ ざるの 機を 失するな からず、 殊 


ば 是れ近 化め 文明 化 ホを して、 太を！ じ 化 態の 進 ホは 時間を 縮 少し、々 の 


一年は 昔の 十 年 じ も牺當 すべく、 巧 _ 

がは 樹 てざる も 人を 0 1 里 曝は 月々 
若く は 日々 じ 巧る、 大丈夫 堂 じ 空し 
く 死す ベ けんや 0 - ' 

0 近 化的觀 念を 巧て すれば、 人生は 
個人 どして よなら 導ろ 社 會の二 貝と 
してを < の 意義 あら、 社 會は乂 じよ 
ら成 るも乂 は社會 無くして 活 くべ か 
ら ホ、 人の 生れ 人の 巧す るは 祇會の 
繼纔ど 新陳を 意が し、 化の 祉會ど 人 
生の 循環が 巧は 時 ど おじ 須臾 も かむ 
時な < 、化 處に邵 も 向上 ゐら 進ホゐ 
る 化 0 

0 趾會ど 人生は 互 じ 相發展 して 離る 
ベから す、 を 人の 巧 力は 郎も 社會の 
發展 じして、 社會 S 發 おはを 人を お 
力せ しめ 中ん ば已 まず、 柳 もを 人の 
努力は 肖 己の 爲 じして 實は 自己の 爲 
なら 中、 自己の 爲 ならず して 實は自 
己の 爲 なら ずん ば あらず 〇 
OA の活 くるは 權剌 じして 同時 じ畿 
務な ^ てふ觀を亦之れよ -<?> 巧る、 所 _ 
離 天職 ど 云ム邸 も是れ 、而 して 正黨一 

なる 其の 權 利の ホ 張は 頓 てぶ 當 なる 

みの 義務の 媳 巧を 窓がず" 言を 換ゆ 

れば是 れ實じ 天職に 對 する 努力に し 

1、 斯くてを 人が 天職を 完 ふす るが 

なは、 やがて 社會 の發惡 向上す る 所 

化たら ずん ば わらず 0 
〇 ホの な领 地な/、 も 自ら 天賦の 權剌 

ど義 あを 放张 し、 自らを 知らず 天職 

を辭せ ホ、 自 もを 祷て餘 して-蛾 世 じ 
おる かきものは、 間 時 じ义化 間より 

持て 餘 さる； を覺 巧せ ざる 可ら す 

娜の 如き ものは 醉 ホを 死の 徒 じ も あ 

るを々、 現 化社會 じが 巧の 理由 だ じ 

める ベ がら 中、 人の 生死す る尝 偶然 

ならん や 0 

u ホ 死は 一大事、 一 かの がは 化 一大 

ホ じ おし 千載 じ 互ら て響雕 する もの 

永ん じ 相 悼ら 中、 實 におち じ 通 やる 

一大 獅ず视 たらずん ば あらず、 特に 

お 化の 無常な 速は 一段の 巧 速を 加へ 

おなめ 旅 も 頗る 速 かじして、！ 里 塚 

め ホる みして 一年を 埃たず、 一刻の 

池 斷は忽 もじして 道を じ邀藥 され T 

らんの み 0 

〇 年な じ 新な り、 あ、 誰れ か 最も 能 
化の ー ホの 大 反語 大巧 肉 じ 臘へ得 

も のぞ 0 


日本の 朝野 じ 充満して 居る、 を 通、 


寶 易、 商業、 工業 何一つ 巧ら ぅどし 

て も 一度 政府の 役人 じ 晩 まれたら 最 

後 駄目で ある、 斯 樣な狀 態で あるか 
らを國 民の 頭 じは 自然 濁を 濁 巧の 氣 _ 

i 象が をし くなら、 只モ V 目前の 欲留 

を滿 たす 事 じの み芭必 して 永遠の 計 



. 福 井藤 ま 氏 

長男 鐵男ー ニグち 

搖證の 夢、 緋か紫 か 職く 口 


勤勉 じが 自の 業務 じ從 事す る J であ 統計の 示ず 所 じよる ど H 本かブ 


を爲 すを は 無い、 おは 英語の サ ー ブ 

スど いふ 事を 松 じ 滞して、 午前は 
I 午後の 爲 、今 U は 明 H の爲 、今 世は I だ、 など 
巧 世の 爲 として H 々業 擦じ從 事して 
おる 次第です、 隨て 政が の 厄' かじな 

ら なくても 自 みは 滿 を。 て 個人 ごし 

ての 義務を 莖 せる ごい ふ譯 です 0 

參 新ホ領 一郡 氏 

近來 啓發述 動なる 言 藻が 頗る 八 祭 j 

しい やうで あるか 本 間 題じ關 ずえ 栽 i 

の考 を槛ら なく 言は じわれ ば 元來斯 
樣な デリ ケ I 卜な 問題を 捕へ て白襄 


を 然論謙 するど 云 ふのは 甚だ 面白 
ない のみならず、 其 結果 巧つ てホ國 I 


入の 威 精を 蕾し はせ ぬか ど 思 ふ、 み 

論兩國 ほの 意志の 巧 殖を圆 る 上 じが 

て 化の 如き 運動の 必要は あるじ 相違 
ない がが 方法 手段 じ充 かの 葛 慮を 截， 

やし、 巧 違 策な き 肖を がを まつて 然 


つて、 如何 じ 議論 上 立派な 民族なる 

j 事を 證據 立て -^ も、 實際上 個人 どし 

て耻 しからぬ 民族で ある 事を 證據立 

てなくて は * ホ陶 人の U 本人 じ對 ず ^ 

る 威 精は 幾で 年 総 つても 變 ずる 事は 
無い ので ある、 蓉發述 動じ 熱が な 人 
々は 先 づ化點 じ 巧 窓して 巧 米 H 本人 
自身 等を 蓉發 する わ 要が をる ど 思 ふ 
掘 越商會 

够矢島 俊吉氏 

ャ ー 瞥時 だね、 成腊 をの 言 ふ 通ら 絹 
識 物は 昨牟ホ 頗る 上 致氣の ホで 御蔭 
樣で 傑の 店な でも 儲かる どい ふ譯 だ； 

尤も 昨年 迄み 不景氣 ど ホたら 實じミ 
ジメな もめで 巧 期 閒も長 かつた 爲じ 
一般の 祠 業者は 不 脚. 頭を 嫌め たらん 
サ 、併し 子 君、 昔の 人の 言つ た疆 b 
お儲けは 述お鈍 じなりで 候の かき 鈍 I 

( 敏 か } な 者で も お 能 ぐ阔 じ 商 贵じ增 ^ 

I 付いて る VJ 巧內 じは 一陽 巧 俊の が 磯 
齊る遇 ぐら〜'^^^ つて 來る どい ふ もの 
富んで 輕はづ みな 舉 をす 
る VJ 飛んだ 尖 股 じ 終る から 要する じ 
化 隙 勝て 兜み 緖を 締め るんだ ょ、 ァ 
ッ ァレ ヵ子、 をれ は女幡 子の おな 迦 

越荫 曾の サィド ビジ 子ス どして 之 も 
大 ひじ お 望 だ、 ィャ近 巧は 僕ち パ 
じ 成つ たから 見 化へ たお 聖人 じ 
なつた ょ 

(み 瀬を 孝 之 助 氏 

じがが 速 河の 開通が 南化両 大陸を 

一な をせ しむる どい ふのは 無論で ゐる 
が 東洋 對ホ隨 貨易じ 如何なる 影響を 
與ふ るかは 目下の 所が 易 じ 知る 事 か 
西 難で ある、 何 おなれ ば 運河 じ關ず 


ラシ 



製 遊を 始 みた 當峭め 輸出 额と 今日 ど 

を 比敏す れ ば約廿 巧の 增加ャ あつて 
米國じ 於て は 今や 益々 其 販路を 機 張 

し 從ホ殆 んグ獨 占げ をで あつた 佛國 

製 おの 敵 どして 戰を 挑む やぅに なつ 
た、 ロハ 還 城な のは 戚 がな 郞も豚 毛の 
供給地た る 露 國が巧 ブラシ ユ製遊 業 
の 發達じ 伴 ふて を 八 刀の 供給を 爲 ずべ 
きな 凌 少なを 事で ある、 ぶ も 需要 か 
ゐれば 旨ら 做 給のを は 開けて ホる を 
ので 餘 計な 取 越 苦 勞は目 下の 所不が 
耍でゐ らう、 ォィ 君モ！ 歸る のかね 
、、、頗る 現金 だネ ー 

高 旧 廚會 . ' 

參 S 上 孝 巧 巧 

何の 斯 のど 議論を 捏ね だ 所で 當领 
はを だ、 其 余を かるに 肯 身の 精力を 

集中して 事た 當る めだ、 世人は 柯 ど； 

いふか 知らぬ が 君は 商 買 人 どして 適 
I 當 だな、 大きな 口を 開けて 笑 ふ 瞬の 
憂 癒 どい つれら 確かに 西洋 婦人を チ 
ャ！ ム して 品物を 寶ら がける じ 持て 
巧い じ や ( 記を 曰く、 拙者を なて が 
人に 適ず と 評した 人は を 下を 巧て 嚼一 

_ 矢 どす、 天 ド 知ち あ - C ' ど 謂つべし だ 
化 間 化郷晒 じを 民を 連れて ホた が 
巧な が 南 义じ關 してを々 厨 白い 話を 
したのを 聞く どを なで もホ國 はずい 
加戚 じがり 上げて 大 ひじ 南進 策を 講 
ホる か 可い ね、 要する じ ホ 國じ居 
本人は 理屈 許ら 措ね わがつ て寶巧 

をせ ぬか も 間る 

多 治 見廊曾 . 

@ 小 野 正 一巧 

H 本雜货 です か、 排製だ 溢 造 だ 




に 通 ミ l iiiw 


謂賀 新年 


大 
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支 


正 S 年 一巧 元旦 ょ 

資本を 四千 八を 巧圓. . . V 
穗立金 千 八 百で 十 お 乃闡‘ 

..撥 獲ぶ 金銀 巧 總脊诚 張 所 

資な さ kohimia Specie B;-r 井 55 w'uh て t. X. Y. Chy 

. ® 本 支 巧 出張所 

店橫濱 ■ ' ■ 

が 東を 大巧 神戶 .長 崎 偷 致.. 
里昂 'を 港 ホ 畦 を 買 香淺. 
上海 攀口 天津 化 京 や湛 
旅 順 口 大連 遼暢 奉， 天鐵 
長 春 業 縣、： ピン、 カグ 々ブタ 、口！ サン ゼグス 
あの 外 巧地樞 要の 地 じ お 引代鄰 おが 之 候 じ' が 巧 外國爲 換靖爲 
お 信用 狀發巧 等 專必御 便利 をげ •こし 御が 康 可也、 尙 U 本 巧 地 
が 本】 化 宛 定期預金 及鄕里 送を 等.？ f 胞 諸君の 爲め 彼な 迅速 じ 御 


な 扱 ザ 中 候 




寶新 争， 



る 义國政 おのち 針 か 明確 じる 表せら™ 隨み 八ケ閒 敷う 御座いま すが ホ國じ 


れ ず、 貨物 撫送 上嚴 も駭臀 を 受く可 
き 大陸 諸 總道轉 社は 今後の 方針を 語 
る 事を 巧 まざ。々 H 、 東西み 致 易は . 

斯ぅなる であらぅ どの 恕像 さへ ホケ i 

敷い ので ある、 尤ら從 巧み 乂ュズ 運 I 

河よ b ら巧じ 化つ ては 航海 時間が 著 I 

くが 縮され るのは 明む であるか 而か I 
ら U 本の 航海 業者 S 如きが 東洋 往國！ 


於け る 9 .冊 巧は 盆々 あ 加の 力で あ ま 
ず、 么ら畢 なは ホ國め 人口 增加 じが 

ふ 一现象 ご も 可 中で しやぅ か义 j つ 
は U . 本 乃 ま 東が 尴 がと 中す 事が ホ圃 
' i 般じ 巧き 波り つ*^ ある 證辕 どもい 
へまし やう ，' 葬 化なん ぞも 御蔭 樣で 
漸次 業が の 機 張を 致します 裸な ホ嶺 
で、 イュ 大した 描で も あらません、 


み 訪問 主產 

(訪問の 順序に 擦る) 

自稱 ぶ盧男 

@ 村 ホ 巧 固 氏. 

政が 万能 ホ義は 今も尙 依然 どして 


. 矢 离後吉 巧を々 

ゆら 子 一 一オ ニケ 巧 I 

英 しい 母君 じジ ックリ 、亞米 利 

加 式の 化ポ チヤ、々 から 十五 年 

經 てば ゆら もやん は ドンナ 夢を 

見る ど截 つて 


からこ ュ ー ョ ー クじ 直接 航路を 開 < 1 ェ！ 兎 じ 巧 W 本雜 おの 猫を は 別じ悲 
ぞうな 事は 政府が 難の 關係巧 他の 樂祗 する おな 掌は あらますまい 0 、 一 
噫から 商 •りに 實 がする 速び じ まる ま 


る 後に 贊行 する 事が 切要で ある 、 <r 

一つは 巧 ホ 岡 胞が刪 人 どして 誠實じ 


い、 鬼に 巧 現な じ 於て は 運 . 何の 開通 i 

が 柬萍劉 米 國の巧 易 じ お 敷 影響を 及 
ぼす 事は あるる まいご 思 はれる 0 

.京都 商工 會社 
藝ザ上 能！ 二廊氏 
义御互 じ 年を 化る 事 じなら ました 

子！、 ブラシ ュの 前途です か、 か 論 

僕は 樂觀 論者で 前遂 不足 憂 ど 思 ふ、 
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兢て 

.渐育 山' 中商會 

牛 逢 第次郎 

ホる 丐 きを 港の じ 余 馬逮河 開通が 
I 念傑覺 を じ我國 よら おおすべき やを 
一 やの 間 題は 今や 政府、 ほ 間め 議論 協 
如 じ をれ てま だぶ 是非を がを する じ 
'まらず、 お ふじ 加州 虫 地を じ 願す る 

':り 米両 國ホ义 ホの が槪 みよ b 當 いおの 

一 立 撰と、 我對ホ 外を のす 振 じ 嫌 厭た 
:る技 閒お志 旅の 威 精 かか 錯綻 して 急 
I 速に 參 加不參 加を 巧定し 難き 事情の 

一が する もの あるな らんが 予み 觀么所 

'じ 化れ げ吾 政府 じ 一旦を 博 おおを 約 

- 束した るな 上 其 約 巧を 礙巧 して 言責 

I をを ふずる を 得策な b どす 巧し ご 雖 

^も而 からが おな ホ 法 じして を 然舊巧 

か 弊 おを 踏襲す るが かき 事 ぁらん か 

I 大枚 自 五十 萬 圓の费 額は 徒ら じを 费 

I せらる； の惡 結果を 來 さず どろ 限る 

.. 1 ^ •ら 

I 從ホ數 々が はれた るを 撕博 覽會の 

:實 驗じ徵 する じ 我 おおちの 目的は 目 

I 本の 銷樂を 化 巧じ紹 かして か 國資易 

を 常 逢を 種らん ィ J ずるよ b も 寧ろ ホ 

I おみ 物を 貞 巧して 一時み 奇 巧を 機せ 

I ん どせ しじが らしが 故 じ 開催 當 かじ 

一め け も 彼等は 船 勢を 張 b て 自家 雙口 

I を おす S 必要 上 フロッグ コ ー トじシ 

i グク V ットを 載き 政府 泌 遣の 官を巧 

一ど牺 化な して 一時の 一繁を を拖 むる じ 

I ず拘 、會の 殺 f 朔胳 じあかん どして 

野 おの 賣れ 行き 豫期 のかから ざを を 

j 見る や、 周章 狼顆 、俄か じが 態度を 

二變 して コ！ ナ^ — の セリ' 屋 V 」 化け 舍 

谣巧じ 陳列され おる 當 が、 一 萬 弗 

千 弗の お 化附 ならし 品物は 巧 巧 乃至 

五な 弗の 棄て がを 0 て 一貿巧 せらる； 

を 常， こせ り、 か 化は 畢竟ず るに 當お 

をの 方針が 懐 覺を出 おの 眞 趣旨 ピー 

: 致せず、 おお 人の 目的 ホ ー時的め が 

巧を 夢み たる 謬り じして S 結 おは 部- 

ら じ 我を 康 物の 外 國巧攜 じ 有する 轉 

搜を 下落せ しめたる ものな b 、 故 じ 

み r 回のを 港 博 覚轉お 品に 對 しては み 

I 然其 規模を なめて 純ず たる 國 をの 紹 

かじ 化め 陳則據 のかき も、 淺草 二王 

巧を 建築して 無益の 裳 用を なず るが 

一如き i を爲 さず、 巧國 美術の 精 離た 

るを 化の 建築物は 一、 切模遥 なを 出品 

し、 を 宵.、 衞 を、 お 術、 巧 工業 品 姿. 

はを 其粹を 選んで 出品す る 事 どせば 

豐额の おにが て 夕大の 節 减を爲 す 事 

を臂ぺ きのみ ならず、 巧び 鶴 巧の 範 


1 寒を 繰ら 返す 憂な く、 國產紹 かの 目 

的は 充をじ 達 せらるべし、 予は巧 政 
巧 當お者 及 おお 人が 豫め 如上の ホ 針 
1 をな てを 博參 加の ホた る 目的たら し 
めん 事を ホ 啓； じ堪 へざる ものな り 0 


©今日が 斬 年 也 

聽劍 

A 1 巧 明 くれに 借を な b も 爲の聲 ど 
I や 言 ひけむ、 愛し VJ 見し 化め 今は た 
戀 しき ぞ 是非な き、 をぶ 獨巧 處大が 
1 朝 H じ 通信して 一ー ユーョ ークん± は 
I 巧ぬ 間ら なきを じ 化し ど 言へ る譬巧 
けさる 事 乍ら、 移して 巧て 當 代の 义 

明を 評し 得べ けん 乎、 

A 1 をを 十 ニヶ 巧 じ' 际 をして 一陽 巧 

I 俊の 元盘 を、 今 H が 新年 ど改 りたる 

; 電 澄の 多く 巧 ゐられ ざ 6 し 昨の 事な 

マチ 箱を 積み重ねて 摩 天 樓を築 
きたらん かき 建築の 速り ては、 白日 

の 巧 b 仰ぎなん 術ら あらな く、 絳の 

I 裝じも 似た る 窓よ b 電燈の ホ- 0外 じ 

零れて、 夜 讚め けじめ 范じ なく、 唯 

I 織へ て唤ひ 疲れて は 憩 ふ、 月末のを 



一二 井 物 產臂社 商木舜 一二 がか 嫂 

笑す =1 才 

育子 ニオ 


唐 あ キヤ ブコの 巧 どか わる ど. 

句 ひは 祠じ 大和撫子 


化なる は 帳 巧を 締め 巧れば な り、 が 

一 末にが て ホ 特じ然 9 

奉 千 九； 目 十一 一一 年は 鐘聲ど おじ 葬られ 

終ら たれ ど 手を 着けた る 仕事の ホ 付 

かぬ 間は、 菩れ もな く 正 巧 もな く 

ホ： n の 巧を 事務所の 一隅 じ 徹する 今 

と、 む 範を涵 みながら 八々 じ 巧せ し 

頂 どは、 化 相の 自ら 遇なる を 茶 何、 

A 邸 も かるが 年の む 梁 出度き は、 年^ 

W じ企畫 せし 事業の 滿 足に) 段落の 

一着き し 人と、 更に 現代の 大勢 VJ はを 

をを 渉の、 今猶 武陵桃源の 夢に 術 

祥 しつ、、 ぁる、 だめで たき 人の み じ 一 

ためで 度き を、 

A 舊 年は 米國じ 巧ら ては 大統領の な 

選を 見たり、 ウイ グ ソン 氏が 就任 匈 

々じな 集せ し 臨時 議 をは、 關秘 問題 

一迪 貨 問題 等に 化 殺せられ つ； 一二 化の 


お 當も猶 且つ 化 曾を 得ず、 おじ 秋風 
ポトマ ツクを 渡 b 木枯しの 聲ホ ワィ 
卜- ウスめ 老樹 じ 悲しき 頃 じ まら、 

一通 常 議會巧 集の 機： n じ 到 連せ り、 日 
ホ 間 題の かきは 元ょり ウ 氏の 一顧を 
値せ ざらん も、 パナマ 大 博じ觀 する 
英獨 の離然 たる 不雙 則の 處殿 や、 朱 
一 墨 問題の かき じ^らて は 先方め 腰の 
磕き ホけ、 大じ ずを 擢 りたる 氣咏は 
あれ ど 粟 6 か； b し 船の、 柯處 じか- 
I 落着せ やばなら ず剧國 環視の 裹 じ、 
アンク \ サム 今 碑し 懊槪の 態-- も 言 

ふ-ベく、 む 正 巧なん ぞの騷 ぎじ 非 や 
されで 化 事は 着々 ごして 進 巧し つ、、 
あら、 改正 稅 率ら 巧 巧ね し、 所得 祿 
法 も通货 問題ら 雜會を 通過 だ V 、 何 
れ も緣算 天引き 的、 識者を 愚 じせし 
一時的の 行政 整理の 比 じ 非ず して、 
j 鬼 も 巧 もが 本 的 のらの なれば 國 おじ 
對 しての 面目ら あら、 先 づた芽 出 獲 

しど 言 ふべき な b 

A ホる から じ 照 化 じ 遭遇せ し 吾人 何 

めタホダ、 大正兰年の初〇のおじ娘 

じて、 太平洋め 彼を H 章 旗め 磯々 た 

るを 瞻 る、 視 着なる 哉圈權 中外 じ 敷 

き、 國戚 八荒 じ闽 し、 唯な じ 恐る 墨 

拇灣頭 水は が磬の 色を 湛 へて、 别强 

の縱隊 怒濤 微て速 山の かき 所、 一雙 

の岀 雲が 巧 かお 信 課を 墙原 巧を 搭齡 

一して 巧せ り ど； し、 今更 何事を か 化 お 

I 來 かし 得べき、 

去ん ぬる 夏の ザ ば、 墨國遣 H 答 磯 

大使の 事 あり、 當時老 ザ ァスの 潜 勢 

一カ ホ だを く 消滅 ぜ ホ、 マ デ 曰め なぞ 

不満な りし 徒は、 少ザ アスを 擁し 

一擧 じウユ 八夕假 政府を 樹立せ b 

々デ アは前 デアス 大統領の 甥 じして 

立 ハ餘黨 の椎ず 所、 义 軍人 中に も聲巧 

めら、 加 ふる じを 命の 巧 あり おしを 
初の 計畫 のかく、 遣外 大禮 使の 巧を 一 

を ふし 歐 州を 膝訪 して 歸巧 せんか、 

み 十ち のず 統領 選 擧じ當 りて、 化ナ 

シヨ ナ八 、ヒ^ — ロ ー の當 選を 見る お 

が務 どして 乂を视 るが かか b し 化、 

A 想へ 渠 じして 如斯事 精の 下 じ 革命 

一 软府の 大統領た るを 得た る 時機 じが 

>, 一、 H 本 政府が 墨 國じ對 して 驚然稱 

たるべき 威信 ど利權 どの、 如何 じ夕 

大 ならけんを、 . 

A 己 おる 哉 好機 一度 逸して 巧漢 のが 

化を 踐跌じ 泣かせし のみならず 、化 

_ ホ' 外を あ 上 じ、 ホ國 政府 失な の 一 

を 附記して 一 千 九. 百 十 S 年のを を お 

A 大正 一一 一年 元 & の 朝風 必化 よく 墨 お 

一 じ 入りし 出壑を 見れば、 をぞろ r 活 I 


j 動寫眞 の、 熟睡 中 じ ホゲの 黑髮ふ b 

j 亂 して フワ--^ ど ホみ 出づる 女よ 人 

をを 想ひ岀 でら る、 一は 國威 海外 じ 


I 密排 なで わ靑 々して 居て、 ス トリー 

には 水を 撒かね ぶなら ず、 人は H 
I 中 じ 時々 げを 出す 位、^ 词胞 はを し、 


I 敷く ものなる がな じ飽 迄ら L 茅岀废 IH 本へは 近し、 十 年 辰 b . の舊 友は 我 


は 薄命の 佳人なる が 故 じ 悲しけ 
れ ど、 ぶ 無我夢中なる じがて 卸 も 
なら* 



高木 褲 一二 巧を 男 
..ぶ 一 ー ニケ 巧 


大きくな つたら 墨國 じ’ 

鐵 砲®！!: 这を しさうな 面 


A 新年む 芽 お 度き 事 多 かれ ど、 をは 

I 永赐の H を 則し で縷 々申 上ぐ る ど 言 

ふが 慣例なる がかし、 殊に 0' T 次號 

め 特權を 巧す る 吾等 じ 於て たや、 ま 

らば ベン 尖を なめて あじ 時事を 論が 

ん かな、 


') 


© 加が より ^ 

化雜府 

* ‘ 、 一二 一 ^ 

ソ 沼 

A 永らく 柬韶に ドぃ つて、 拂 H の 中 屯 

たたる 加州へ 巧る のは. 如ら 鐵 みの 中 

へ 飛び込む か 或は ホ蠻 地/、 でら 入ら 

j みむ 棟な 氣 がして、 里に 歸 つてが つ 

た 嫁がを 地惡 るの 姑め おる みへ 房る 

2 よりも 一 層ィ ャな氣 がする 0 
▲.テ 僕ら ホ 加の 怠は 疾 くじ 决 して お 

にが 舊 ぶよら みが 誘ら だし 難く 畢に 

錄 しい 菊 巧を 後 じ 蠻游じ 入る 事 じし 

ち 

ん來て 見る ご瑟 つたよ^も 良い どこ 



.藤 雜孝遣 氏 令娘 

チ ニ！ 六才 


才 - 


，グ- リング、 

ハク* ラフ、 S 、 


户ネ， 

S ュ、 


ア 1 


ろ、 氣 候は 暖 くて 天氣 はよ し、 新ち 

もたり では 吹雪 どを 水 どじ 抓を 製 か 

I れて留 る 今 H 化 頃、 化 地では が 策 や 


を 歓迎して 吳れ るし、 只 是れが 毛唐 
切國 でなければ、、、 嗟 呼、 貴め て 
排リ の呼臀 さへ なければ \ 、、、ど 
思 はれる 位 0 

AT 胞 の發展 じは 正さに 喫驚す る、 

一巧 甫 加の 邦人は 今や 二' 刀を 餘ど註 さ 
れて拓 るが 化 A 等が 實業的 ホ 面 じ 巧 

動して 居るな 棟の 服 ざまし い' のじは 

久しく 東が じ 短て：： 3 本 A 社 脅ら しい 

ものを 永らく 見な かつた 者には 巧ァ 

こ 言つ て 感歎す る よら 外は ない、 

ナ ー グお 白人の 怖 ゎかる の も 無理は 
すい 哩ど獨 b 首肯 さるく。 

A 羅 がの 巧衔 でも 其 東 第一 巧の ホ耍 

部は 今や 悉く 賊- 人が 占領して 居て 祀 
廠割 正さ じ 小 H 本を 建 謀して 居る 

U 本人の グ 。ツサ ー、 に ラ' ギ スト 

洋服 尾、 巣す 崖、 時計屋、 洗濯屋、 
自動車 麗 、活動 竊眞屋 、野‘ 楽屋な ど 

東部では 珍ら しい 獨立幾 者 か 軒を 州 

ベて 其 間には 無数の 料理屋、 をに や 

ずし 摇 、風呂屋、 巧 突 尾な でか かな 

;して談聲笑話悉く口本語0 '' 

▲銜齡 軒 列のを 巧 おじは 何れも 墨く 

4:^ の H 本 父 字 ベタ 術 上を 

南を は 大部を 糾服 S . 大 か夕兒 か、 服 

裳 格が がに 甚だ 格が よき 大和 撫す 
、、ィ ャ是 では 毛 席 か 眉を ひを 

める 當 だ、、、， どら 思は ざるを 得 

ない、 特にが 中な では 驚ぐ 勿れ 街卜 

を 鍋 やき-スタ」 ん 、を ばな どか 通る、 

A デ 話 じ 聞/、 ど 苗 加、 特じ羅 がは お 

加州 中で 排 U の聲 のみ さいど ころ 

で、 換言せば 最ら H ' 本人を よく 待遇 

する 所 だを ぅだが、 をれ でも ブロ 
ドウ. ス . — なでの レスト ラントる た 
では巧々 リ本人ををじせ ぬ ど一でふ嗔 

か ある 〇 . 

▲然 かし 其ブ 01 ドクと 一 じは 東部 

じが 比を おぬ 立派な り 本 雜貨巧 やよ 

ご 商 會や高 橋 巧 會や其 他 二 S の大商 

巧が める 0 

4' け 本人 ホ 幹の おわ 家學 校が あれば 

女流の 飛 巧が も あら、 活動 寫眞 の々 

I 媛 どして が 省な 1 週な 五十 弗 取-^ の 

元 S 川上 鶴 もやん も 居る し义 長さ S 

尺り' 愿 を 大 が も ある 〇 
A を 港 及 サン デ！ ゴの大 博 施設 着々 
どして 進 巧して 馆る樣 す、 しかし H 

I 本の 參 加は ホだ沒 要領、 然 かし 目今 

の樣 芋では をを 參加お 品す る 拳 じな 

る だら うから 東部の 活動家 も ソロ々 


々大 儲けに 巧る 用意 ぁつて 然ら むか 

A 言 ひ 忘れた が、 ニユ ー ョ ー ク ょら 

加 调へ來 るには ペンみ グバこ ァ線か 

ニユ 1 ョ 1 クをン トラ 八 線に て シカ 

ゴ迄來 て をれ から ユニオン バシ フキ 

ックか サンタフェ！ で 巧 加ず るの が 

番懐剌 且つ 經濟 でぁる、 一 弗 中二 
一 弗の 差で 忘れても ビ ー、. オ ー 線 やィ- 

，線な どを 化 b 給 ふな、 シカゴ 着 
迄じ療 おの 動摇で 半殺し じなる 0 
サンタ プユー は 實じ感 必ずべき シ 
スブム を 化つ て短么 、睡眠 車 も 特別 
{女 傾 旦つ憤 巧な ッー リストの フグマ 

it 、' 第' 5 が 朝、- 晝 、を 一京 
のを 率を 停 ザ 磯の 食堂で させるべく 
一每サ 五み 間 づ：停 単す る やぅ じして 
める、 其 食 狩は 十 仙な 上の ランチょ 

り と 十 五 仙 の デ ン ナ ー 迄 め る か ら シ 
カゴ から サンド ウネ ブチ なでを 買 ひ 


を^;^^^^^ をを^ を 私を^;^^^^^ 



を 谷 極が 蘭會 

寧 價竹猎 氏の す 供 衆 

-バ！ 、ス 、カン ミン ダ ホ， 
ク ブス ブス イブ 巧の 外 


がめ て 乗 革す る 要はな し、 ま祿 便が 

である、 サン タフ ザ 11 の^^ — ベ* — 會 

j 堂の シス ブム は實じ 天下一 おで ある 

千は 特に 化 事を 東部の 旅が 家 じ 紹介 

潭く〇 

A 借是れ から ボッ ど 加州の 現况 

や 排日の 實際的 おを を 御 報し やう 


謹贊 新年 

ぶ 素 \一 御 疎遠を 謝し 
將來 之御瞎 泣を 請ぶ 
ナィ ヤク市 

も 甲 林 巧 

问 號廊 
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恭賀新年 

不相變 御 引 立の 程 奉 希と お 


巧 元且 
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I たこ ま 丸 
I しや どる 化 
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■めきし こみ 
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; ニユ ー ョ 1 ク 駐在員 

挪. 


P 

- aalLW 





Y 

死 

区， 


〇 

Y 

ミ I 讚 

Gil 

盼 口 ^ 

がが r 
乃以 P 
T G , 

抓 

B 

8 


かぶ 


奉 


S 



Ml 


c — 

劇 

禱 


~ . 

大を一 卒一茸 H 

.近 藤， 商會 




を視 


大畢卒 一巧 一日.. 


新年 


紐 育 . 目 * けが ®- 



本店 濟 山上 町ろ 十截地 
支 巧 を 港 サム サン 街 ミの C 


in ^ 



W 囊 義^ 


謹贊新 



大亞 一一-年 一巧 r U 


み中隨 


: 囊蒙榮 おが 囊 榮 をす 榮が絮 寿がみ 采 








... rK— V 卜 




— L - t ... 


tff 










XOXAWAYA & CO, 

い . s) EAST えう th STREET, N. Y. 
TEL. 3800 MAD ， お Q. 


甲が みみ ! 

い * ■ け •" い IliUi* れ ， •• け • バ hi い I ■ けむけ t がけ 


yrr^fff 

1 

み 

ffl 

を 

♦ 

i 

重 

s 

国 

国 

を 


い ■ け •" い れけ い I ■けむけ t がけ 

MITSI I & CO. LT む . 

ぶ 北 U) お 0IS ， SQ. N.Y U. 

<t レ ■ け •け 


弄 


大 
ぶ 

革 

紐 株 元 
脊 式な 
出會 
張 社 



I • け * け " が •ffiMMI" け 《. 




'V 

、レ 





奉祝 新禱 

大正 一二 年 一巧 一日. 

絹織物 輸入 巧 

野澤 屋瞒會 

本 赔橫媒 巧 本を あ 曾脏. 

' ち' お 敦オバ r コホ 
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摘 引 弓 人 
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新年 

大重卒 一 丹 一日 
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謹 賞 新年 

尙 祈が ホ 之 御 厚 誌 


巧 元旦 


早 川 保次那 


辜 祝新薩 


夫 辜卒 一巧 一日 赤 尾 森が 廓會 





奉祝 新年 


本年 二 巧 一日より 

な JI 因 • 1 TTTI ST ， N - Y ， C ， 


へ移轉 仕る 巧く 候 


奈都エ 蘭會社 




带義 夕義榮 榮榮義 




恭贊 新年 


倍 舊の御 愛顧 Y 新る. 

陶破黑 雜貨直 輸人商 

多 治 見靖會 


巧 一 曰 
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恭賀 新薩 
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霸贊 新禱’ 

‘ 本年 も 棺變每 ませず. 

.一月 元旦 佐*^ 洋暇 ^5 
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巧 外へ 絕越 候爲め 
新年の 御 おお 欠 禮化候 

窩峯譲 巧 
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參米國 經濟界 

の 前途 

なじが し 

國述時 どして' 消長な き 能は や、 國 

率 或は 是非な きを をれ ず、， 過 まか 年： 

ホン 黨 資本 滚ホ義 め 統轄の 下 じ 一時 

をを 閱ど目 せられし 米 嵐 助 巧 も、 昨 
が'. テ黨 掌握. の 天下 どな b し 0 巧、 或 
は 關悅じ 或は 所得 稅じ 成は 货弊 p - 篮 

に 所謂 化が 的 政策 據榜の 下 じ、 を大 
释餓を 加-へしお 裝 一 がが ホ觸 沈の 巧 

i 棋を呈 した b 株 ま市攜 じがけ る 化 引 

颠 のかき 十月が 巧 十一月 ホ じ 於て 巖 

I 化赖 おに 達し、 適 去廿五 年間 ホだ嘗 

V 見 ざり し 所の 現象を 呈せ り、 索よ 

j らが 周て 巧ら し 所は、 願 秘化减 に 新 

する 豫 測、 貨幣 測巧變 おじ 伴 ふ危禱 

I 殷を 物の 収獲 豫 則の 如くな 好なら ざ 



タタ 廚會乂 ホ文藏 氏め ホ 供 衆 

和モ S 才 五ケ 巧 

巧才 四 ケ巧半 

太平洋 上の 夢 じ 見た 龍 宮城の 榮 

帶 、正夢と なつて 今 二人の ル 供 

是ぞ 萬珠千 巧の 干寶 


飞し 事、 大統領の トラスト 政策 じ對； 

I ずる 思惑 及 米墨關 係の ホ 解か 等 其 重^ 

! なる もの じして 化の かき 一時的の が 


策の 一事なら き、 が 誰 政策は 幼 維の 
ホ 業を 養ち し 資本家の 資 をを 增殖せ 
しむる おじが-しは 確 じげ' 劾龄 なきに 
ホず、 然れ でも 一方が 然の結 おどし 
て 諸 物 偕を 騰赏 せしめ 貨粮價 格を 下 
をせ しむ、 貨衝憤 格の 下落は 漸ぶ游 
働 者の 賃銀を 钟 '騰 せしめ、 おつ'. 、あ 
くを 得て 多くを 聲 がする じ まる かげ 
じほ 層 的 じ 么を觀 おせば 贊叢 がの 巧 
態 甚だ 瓶 調なる か 如く 斑 ゆるら'- 朝 
を融 が じ亂 調の 現にれ ホる や ぷ巧轉 
を 威 中る 巧 度 誠 じ 猛-烈 なる ものみる 
は 旣 じ 逝去 じ 於 て 來 國的 界 實瑜 サ 
し 所 じし.， し ゥ氏か 巧が 第一に 醜 税制 i 

巧の 改訂を が ひ 次で 永年 懸案の 儘な I 

しお 國 貨幣制度 のな 正にを 必 せし 
巧 0 蓋狎 'なき じ 非ざる なり、 人は If 
ふ 關稅は 化. 減せられ たる も物慨 じが 
じ 下を せ ホと、 誠に 然 b 然れ どら 關一 

视 政策の お 響は な もに ホ 國ホ叢 ホみ 
般に议 ぶら のじ 非 や 踩じ乂 幽製お 中 
一道ら 外國 輸入品 ど 何巧挪 速な きらの 
胁 から やおって 物 偕に 巧觸税 かお 戳 

を 度 ぼす は牺當 めが U を經 過せ ざる 

から や 0 

貨潑制 巧の なをは 化に 實 けせられ _ 

た 6、 化 巧 想に めて 化 計潑 じがて ホ 

だを くぶ 備 せら どる ふ 事を 得ざる 可 

し 巧れ でら 該 制度が を 融が據 の 偏を 

叟禪を 化ん ため 八 欄な 上の 巾 央ぶお 

銀 巧を 爵 き' 一宜を 變 みる じ隊し 其を 

が 制废じ 怖縮自 比み 機能を 附與 せし 

なは. 大進 ホと いふ ザし、 

を じ 巧 大統領 ゥ 氏の 政策は な 巧 来 

齒がホ ー般の 迦望 せし 所. じして. 何等 

ホ 雜 ずべき じ ホ ホ、 現 化を 裝 のず 振 

は 改革 じが ふ 一時的 必然の 結柴 じし 

て 泼く褒 ふる じ 足ら 中、 

化を が あめを 巧は 何人も 明確 じ豫 

測し 能は ざる 巧な るら 吾人 研 兜の 結 

おは 實業ホ じ 遠からず 活氣の ホる す 

きを 信ず、 R 蝶の 將じ 伸びん どず る 

や 必ず 规す るを 要し 纖 火の 將じホ 明 

々たらん ごする や ホ 明滅の 墙じ 化む 

わ國 脚が 今 H の 現が は必 しも 悲觀す 

る じ 足ら 中 •が おは 不振なら 無れ 共 


1 あ 不况か 或は 襲來 せんや. も 不可 針 ど 

なおく じ 世人の 豫測ゼ し 巧、 今 お 驚 ~ 銀 巧には 遊を を おし、 贊 易は 順調な 


梅の 背 聲を發 すべき じ ホ や、 乂圃が _ 

みの 現 巧は 上述の かくなる か然 らば 

ィグ ソン 氏の 政策は 將巧 一二 年内 

じ 果して 化現狀 を轉換 し、 國民 をし 

て 歡天善 地せ しむる の見这 あるか 莖 

ふ 吾人を して 少しく 之を 研究せ しめ 

よ。 

從ホ 乂國助 ホの 中堅 どなら® つが 

霞絳 どが 奉せられ し 者は 實じ保 誰 政 


、株式 巿 攘は不 がの 觀を韋 す然れ 

でもを 傭の 賣 買は 漸く 活氣を 呈し巧 

る、 元ょ らゥ氏 政策の 完備は 尙 多少 j 

の 時 H を 要し、 かを 不振の 現 况は尙 

多少の 時日を 繼戀 せん も 而も 數 年を 

み r 日を 顧れば 確 じホ國 化を のみ 水嶺 I 

の觀あ もべ く 乂國は ゥ氏じ 向つ て 傑 

刻なる 感謝を 爲 すじ まらん 0 


二三 |:|で乙占ブ 


f <でさ こ I ; si 7 t ■こ 5 a 7 lfl ■こ ■♦么 t •古 •乙で 


•墨 使大 独歡. 

A 廿六 H 東京 發電 

墨 國答禮 大使 フランシスコ、 ダ、 ラ、 

バ ー ラ 巧は 昨 ホ ニ H 着 京 せら、 豫ヴ 
にの ホ 着を 待 も 受け おた る數 中の 巧 

比は 本 U 一旦 H 比み を 聞 じ 集まりた 
る 後、 例の 提灯が 判を 組みて バ ー ラ 



武部 純一 一 一氏 5 愛磯 

マ ザレット 十才 

へ レン 九才 

を 問が ょ < 出 巧 \ し、 賢し く 而も 
でしい、 今々 し 拙者が 若 か！ つ 
たら ど 思* U せる 


氏滯 がの ホテ^に を ゎ 萬 歳を 三 鳴し 

觀迎を 貴は 歡规 のげ ごして；：： 劍化她 

の 贈物を おしたら、 ホれ^' 〇 巧に 環 

國 を化舘 前じ樂 を」 て ホ闕排 H 案の 

不法を 嗚 らし、 り ネは斷 じて を灌博 

略な 脊に參 加す ベから やピ の决艱 をな 

せら 

A 御 化 食ご劍 黃贈與 今上 階下 じは' 

サ の リ墨國 大使 じ 御 お 食 仰せ付けら 

れサお H 化 H 桐 化 寒を 賜は- 〇 た b 

▲實 業が の 徽迎實 業が 速は 一巧を 

化 隙 お 脊じ請 待して 晚餐 會を備 ほす 

A 答 禮化ど 義± 答 礎 使は， 哲巧乂 ぉ 

訪問 後 泉 岳 寺 じ 到り 義 十の 累前じ 化 

蕴を吊 へら . 



を 村季雄 巧み 息 

朝 雄 ニオと ヶ月 


御 父う さんは 總 領事 舘じ 御精勸 

この ヤン チヤ ー体 何 ど 化け々、' 

陸が か 小が か 
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正 


水谷涉 S 
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-す 
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み 一 









犬 

ぶ 

ご 一 

年 

- 

巧 


細 


I 觀光鹽 目 誌 

- 化 東を が 生 
j 大 限化禽 見 記 
1 吾々 の お ホ H 释 中、 東を 滞 巧の お H 
: 目は 彼め 世を 的 大名 ± どして 名聲內 
床じ膺 噴た る 大殿伯 じを 見す るの 豫 
I をで ぁつたか 一: n を 繰 6 上げる 事 ど 
一な つた、 理由は 其 U は 了 度が 爵は化 

'州地方の有お家から招請され講横！ 

j 出張され る がらで ぁる 0 

I ホ 巧 卿の 江 口川 終ぉ還 電車 じ乘 b お 

1 庭から 十數年 前を 町 端れ の鶴卷 旧聞 

どて 寂しい 一寒材 、今は 人家 稠密し 

た 大繁带 な 町筋を 今昔の 威に 打たれ 

なから 人カ ホで 通 もがけ 早稻担 化の 

I 邸に 着い ねのは 午前 十 時、 正 裝の家 

:か 、書生、 巧衞 なで 巌然 ごして 繫立 

I するな ど眞じ 鄭重なる 出迎 へを 受け 

た、 先づち 名なる 庭園を 觀覽 ずる じ 

巧 邸を 圃繞 した 數和 ホの 庭內 じは 宏 

犬なる 楠 物 温暖 室 かあつて 化 あ 中め 

名木を 草、. 今を 猫ら ど 晓き揃 ひ 一力 物 


など 其 擧巧應 答 宛が 慈 域の 愛 おを 
I 脊 する かくで 豫 ねて 承知は して 后た 
の、 斯 くを 無 階級 的な 毕民 主義な 
I 仁 どは 思は なかつ た 0 
'席 じ模 された 伯は 一巧を 見迴し 乍ら 
'新脊 ど 云へ ば彼處 じは 高 峯ど云 ふ 
親玉 か 居る、 をれ から 正を じ靑 年敏 


べき お 手國は H みの 手を 經て 取引せ 
ねばならぬ'‘' 邪 大陸で みる、 である 
から 今 H 本は 化 必然の 問題を 粗へ 之 
之を 按排 處嚴 ずるた め 邸 も 或 窓が じ 
I がける 權力 扶植-」 就て を 力を がな し 
どる ど 云 ふが 樣 だ、 今後 十數 をを 出 

で 中して り 米 兩國は 密接なる 經濟關 


るから 御 覽を冀 ふ、 採 影 か 終る ご 食 II 

j 堂に おやられ 茶菓の 攀應を 受けた、 

其 時 も 化は 手づ から 果物な どを 幽員 I 

し 配るな で】 岡 恐縮して 威 謝の が じ 

一窮 する 次第で あつた。 




報 


神 崎麵獄 商會ホ 人の 小 供 衆 

ホ 子、 明 喜、 早 枝 子 


「子 曰く」 の 祖父から 一二 化 目、 乎 

憐は をへ 化き のろ ュョ ー ク つず、 

は 族の 生命 斯 くして 連綿 


お 佐 洋服 巧よ 人を 巧 

フランク 四 才九ケ 月 

可憐 アップ グの頰 、.親は 今歲の 
がの 虎' のをよりも 秘藏 、一朝 一 
夕の 御手 際 じ 非 中 


巧 

二 

十 

と 

號 


五 


调を のかを 知らね 顔で ぁる、 漏露靑 

々たる 野を 闆の献 を 横切つ て 小山 じ 

をれば 一膊 展開、 挪 をを 掩ふ黎 松の 

商に 隱見 する 早大の 幾 棟は 最も 深き 

一 印象を 喚起す る、 化の 巧 泮を盛 じた 

ぇ 政治的 生命は さて 置き 吾人の 欽慕 

曲 日 < 能 はざる ものは 敎靑 家と して 社' 

會じ 貢献せ し' 刀を 不滿の 大偉劍 でみ 

I る ど 思 ふ、 像ん な 感想 じ 耽つ とる 時 

案內 者は を 刻 じ 近き し诗を 通じて 來' 

たから 一同は 應接室 じ 入つ た、 褚 か 論 現下は ホ 國の狀 態 

事 数 か、 大學 部の 時報 か 十 時を 吿げ 

もの、 一み も經 たぬ ぅち じ戶 外は 蠻 

j 娑 どな 摺 のを かした ど お ふ ど ニニ ーの 

帶 落を 隨 へだ 化は 滿 面は 微笑を 漂へ 

乍ら 入 巧 「御 一行は 新 巧から、 御 遠 

路の 巧を ョ ー コソ御 訪ね」 を 科顚じ 

突が なら 一行 中の 小を じ 接し 「化な 

は 栽 脊で出 をれ たの、 日本語 か 解る 

わね 一 VJ 爾冀 > 乍ら 頭を 撫られ 


一 一 - i , / ■ ,ぅ i— - I Jsfl »W 7 » I— 

腕 家の 一宮 ど 言つ て不圖 おひ 出した 巧の 上 じ 成立す るから 排 H をが 號す 

ご 云 ふ樣じ 一巧 中の 婦人 じ 眼を 注ぎ！ 

「彼 地では 一當ホ 人に 會 ひました か」 

ど 聞かれた かが 婦人は 遠慮して か應 
をす るのを 禱幾 しく. るから 驚は 氣を 
利かして 「才貌 巧 絶の 御 夫人で ず」 ど 
I 合植を 巧クご 「ッ ー 元 河原 勉で其 頃 

ち耶じ 巧つ て、 蒙を での 家庭 敎育じ 
從 事した お 名な 女傑」 など 普通 一 化 

め 世間話から 當然 巧るべき 本 間 題 じ 
切り込まれる、 さて か 何なる ホ 面 か 
でで あらぅ かご 巧 吸を 窺つ どる 屛間 

は 蓋し 躍 龍 雲 蒸の 威 あら ごら 罰 ふべ 

きか、 伯は 更に 僕 じ おつて 「新 育の 

H 本人め 狀 態は 如何」 との 質問の 矢 

を 放たれた から 現狀じ 就て 略述す る 

夫れ を 切つ 掛け じ 現下の 懸案 中な 

- u 乂閒 趙じ對 する 解か 策 どもを ふ 

き惹 見を 大略ぶ のかき 意 ホ じがて 

語られた 「义國 じがけ るを 國人 補の 

麽 あを 徵 ずる じ 彼等は が. 人邱 であ b 

乍ら 一度は 必ず 激烈なる が 巧 じ 曾つ 

る、 併し 夫れ じ 癖 易して ホ國 から 

I 逃げ出しれ 例は ない、 敦 'れも 不燒不 - 

巧ろ 蹄 神を 祷 して ある 限 b の 隐碍を 

; 排除して 猛進した から 今回では か 牛ず 

VJ して 拔く ベから ざる 冀 固の 地盤を 

薛が しどる、 ホ國の 排外 思想は 時化! 

j 的 流 巧 ども 見るべき でみ して 义國は 

之を 國是 どして 遂巧お ホない 國体じ 

なつて 居る のでを るから 其 時運 じ 逢 

遇する 外國移 化を はを く 其 間の 消息 

を 解し 之れ じ對 して 截然ね る 巧 動を 

I 執らず がるべ'^ 時が 模糊の 態度を 持 

しを して 出 ホる ホ多數 のが ボ 即ち 岡 

I 人禪を 集中せ しむる ホ 舒を講 せ ば 所 

I 謂 勢カ ホ 維の 結 おじょり 漸次 彼等の 

一 反抗を ゆ るめ るから ち然じ 排斥 思想 

は 消滅す る」 とて 從ホ ホ國じ 於て 排一 

I 斥され しを 國人 禪の歷 をを 引證し 

晋 H の 如 

- でない から 直ち じ 之を 日米 問題に 引 

一 用す るのは 不可能なる も 幸 ひ ホ國は 
人口の 激增化 じ 巧 比を 見ざる 程で 然 

かも 國內 には 人煙 不毛の ± 地 充實し 

どるから 今後は ドシ 開 巧され る 

それ V 」 閒時 じ殖產 工業の 途か發 達し 

て 來るボ 其 製造品は 內國 人の 需用 じ 

- 超過す るので 他 じ 其 柳け 口を 發 見せ 

ねばならる、 而 して 米 苗 か當然 ホむ 


る 藤な 暇 か 無くなる、 されは 日本人 
は 化 先天的 趨勢を 舶 察して 今の 內か 
ら がるべく 多教 出掛け ほ 族が 發艇の 
實 を擧げ ねばなら 泪 i 云る、 僕は 之 

じ對 して 1 '化 の 答 辯と もを ふべき 簡 

I 短なる 謝盧 をを し 且つ 伯み 對 日間 題 

じ辑 すを を 見 ど 見るべき 可戚 く夕數 

の 巧 族を 集中せ ょ即も 日本人は 本國 

じ プッシュせ ねばなら ぬのじ C 良 局 者 

の對ホ 意見 かと かく 遠 應ホ義 じ 了る 

はな 义词胞 の 遺 減と する 所なる のみ 

_ ならず 進んで 民族の 消 度に 關 すべ 

大 問題で あれば 伯の かき 勢力家 じ 

嵌 b 日本 當お者 じ 反省を 促 かして 

いたい どの 希望を 述べた 〇 をれ か 

一ら 庭 內で伯 並 じ 巧ケ崎 早大 敎授等 


日本人 會設 
立と 學生 

宮 川節廊 

_ 西部に 日本人 會 代表者のを 集す る あ 
て 中央 邸 体 設立 せられん どす る 時 
じ當ら 東部には ニユ t ョ！ ク 日本人 

;會 設立の 議 や； 熟せん ぶす、 蓋しな 

留間胞 か 益ク阐 体を の もの； 必要を 
が じ 威 じ 巧 b たると 共 じ ± 化 巧 有權， 

問題の 如きら の 一 現は る； じ 際しで 
は 更に 岡胞 間め 隨体的 運動の か-くべ 
からざる を 知る じ 至 b しなる 巧し を 
じ 新 じ 設立 せらるべき H 本人 會ガお 

I 濟會 どを 併すべき や 否やは 別間 題 ど. 一 

して 新擲体 ど學を どの 關係じ 就き 讀 

をの 一考を 煩さん ど 欲す、 

嘗て 共濟を ダ n ロム ビャ 大學 留學中 

の 池を 巧なる 學籍じ 巧る 人 じ 化り て 

I 統一せられ 居 b し當 時は 一般の 學ホ 

も 共 濟會の 事業 じ 多大の 趣 ホを 有し 

一たら しガ ず や 前日の 關 係を く絕 へれ 

る樣 芋なら、 五十 年の 昔ょ も 黒奴 

人間な り W 繫を羣 C 至つ て 女 
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奉 巧 新年 

併て 倍舊の 御を 巧 奉 願 上 媛 

一巧 一 B 都旅舘 I 

西 五十八 T 目 S な 四十 番 一 
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恭賀新年 

大正 S 年 一巧 一日 

合資を 社窩 旧商會 

紙 育 支巧满 


お 祝 新年 

尙祈 將來之 御交設 


ご 



大ぶ 一二. 年 
一巧 一 


村 瀬 九 郡 
岡巧滿 


恭賀 新を 


おせ 組 足 立 巧 馬 氏の 子供を 

ク ィリヤ ム 、チヨ^ ジ * フランセス 


東西 両洋 文明の 精華を 打て 一 化 ど 

なした る 血の塊の 一二つな-^ 


互 ハ じ 一同 採 影、 寫眞師 は 新 育に 吾ら 

れた中 鉢 巧で あつた、 ホるべき 大陽 

み 新年 號の口 繪じ揭 載ず る さう であ 一 


も ド 人なら VJ 巧 せらる、 さらば 遂に 

學をも ホ 人間のぅ ちなら*」 認められ 

て 設立 せらるべき 日本人 會の 一部を 

^ をが 立せ しめらる べきを 望む、 少な 

とも 三ユ ー ョ ー ク 総領事館 下 じる 

る學 をは 日本人 會の會 員ィ」 な b て鱼 

の 一部を 組織した きものなら 吾等が 

東部 じ 巧る 留學 をの 中央 鹽 体を 創立 

せんど‘ 試む や旣じ 久しく 遂に 二 一二の 

學 生俱藥 部の 聯を的 運動 ミな b て 現 

はれ 遂に 置ム ハの 大學の 代表的 學 生じ 
ょ b て 論議 せらる i じ 至らし も 
常、 學 生は ミ闽年 にして 卒業 又は 退 一 

^ 學し其 多少の 抱負を 實 巧し 得べき 位 

置 じ 立つ は 極めて 短期 じて 遂に々 日 

まで 其 設立を 見ず して 終れる も、 其 

必要を 感ずる の 度 や 益々 高し、 是じ 

がて 專 人は 日本人 會を 0 て 東部 謠 州- 

に 散 化せる 學 生の 中央 戲 体たら しむ 
，べきを 建議す 

即ち 日本人 會の 一部の 事業 どして 學一 

生 部なる ものを 設けを 大學の 日本人 

俱樂 部の 親圃 かどなら 而 して 俱樂部 

のな き學校 じ巧學 せる 學を 及び 事情 

じ 化 ょらて 現を 學 中の 學 生が 本部 直 

’ (六 貢 じ 續<) 
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千 本才生 

I 昨秋 新 育 州 知事 チ V ザ ー 巧の 革 職 事 j 

I 件 及び 十一月 新育巿 長選擧 運動 じ 伴 

I ふて 一時 タマ ニー なる 政 黛 結社い 名 ~ する 事 どなつ わ 

I 巧 お每扫 吾人の 耳 じする 所で あつた 

I 今が も 新 育 じ 選擧の ある 每じ夕 
ホ ー K なる 名 稱は麗 吾人の 聞 < 巧 

であらう、 化て 吾人は 新靑の 政が に 

i 斯る 勢力を 振ひク 、ある 化の 政黨の 

藤を 及び 其 他 じ 就て 大略を 述べ やう： 

一 今 U では タマ ニ ー ホ！^ ど 云 ふ ど 新 I じ 願な したる 巧 間は 實じ 五十 五ケ 串 


育ボの 民ち 黨 派を 巧 表せる 政黨 結社 

である VJ 云 ふ 事は 何人もを 知して 居 

る 所で あるか 最初は 純然たる 社を 俱 

樂 部で あつて、 アィリッシュ 生れで 

室內裝 飾を 替業 どして おた るゥ ィリ' 

アム、 ム1ニーなる濟のホ導に化.て 

一千と な 八十 九 年 立 月 十二 H じ 設立 さ 

1 れ ためで ある、 會 の名稱 タマ-ー ー な 

一る 語は テ ラウエ ー ア 、インディアン 

;禍 族の 西 長のを で 語の ながは 「親 （ 



飯島總 領事の 愛縷 

化す. 一一 一才 

凍る ずに 拾 ふ 銀杏の 葉の 幾つ 

域の あへの 鬻の巧 6 ど 


I みあき」 ど 云 ふ 事で ある、 會辭 立の 

葡 機は 當時 「才 1 ダー、 ォプ 、シン 

シナ チ ー」 ど稱 しを 裕 なる 人 等の 親 

颖 しおた る俱樂 部じ對 抗サん VJ 欲し 

て 起された る もので 會 のを 質は 本 ホ 

'ごから ホ找黨 のちで あつた、 此 タマ 

-、 

; II ホ 


も 

巧 

.廿 

と 

発 


^ ど树禪 類の 會ば栽 巧の 外 じ 事 どして が 名なる 「サミ ユ； グ 、ゼ、 

i も設 ぶされ たので あるか、 夫 等の 會 テグ デン」 の 指導の 下 じ 巧' を 彼等の 

ぶ 皆 幾 巧ら なく 敗滅して しまつた が 把提 よら 敎濟 した か、 僅か 數 年を 溜 

猶ら 化の タマ - 一 1 ホ！ 八の みは 益隆 遊せ ざる d じ巿 政は 巧び タマ ニ！ が 

1 盛に あいたので ある、. をの 目的は をの 掌を 化め をた、 どうして 斯 


一巿お 皆が 投票 權を 所持して 居る 所 か 

夕 數の會 身を 有し 居る 化 曾は 自然 

I 政み じ野必 をを し 居る 者 じ 利用 さ 
る樣 じな つてを じ々 H では タマこ 
グど 云へ ば 純然たる 政黨を 意が 

而 して 同會を 政治 

1 上 じ 尤も 最初 じ 利用した 者は 「一… 
ン」 の 政敵 どして 有名なる 「ア 
II 日ン 、バ ー」 であつ て 之 じみで 會の 

I を 領ご なつた のか 「ゥ エリアみ、 マ 
シ- 、トウ ェ* — ド」 である、」 卜 
ウュ ー ド」 か會の 有力者 どして 同會 


の 長き は 直 b 權力 掌握の 永績 じが ふ 

白 然の結 あどして 會の 支配 權は 遂に 

委員の ずを 離れて を然 「トゥ ユ！ ド」 

一人の 掌中 じ歸し 即ち 「ボス」 欄なる 
ものが 生じ ホた 原因で ぁる、 其處で 
が 人は タマ ニ ー の 政を じがけ る 勢力 

を 用 ゐて卞 八な と 十 年 新 育 卿 議會か 
らボじ おつて シ チ！ チヤ； 夕 I を 獲 
博し 新 育 巧の 行政を を 然ボじ 蔵せ し 
め 從て巿 長の 權力 を增大 ならしめ た 

S ' である、 么ピ間 時 じ タマ ニ.一 派の 

巧 政 じがげ る 專橫は 甚だしく なつた 

ので、 道路を 修築す る》」 か 下水工事 


のをい 貧民の 微 ふを 得た る 者は 必ず 

I 政を じ 有力者 ごなる ので ゐる 
I トウ エ 1 ド」 じ ホで ボス ごならた 

るは 「ジョン ケン 1 , 1 で％ また 「ジ弓 
ン ケン 1」 じ 次て タマ ュ ー — 孤の 「ボ 
ス」 どなりた るは 「ブ チヤ ー ド、 ク 
り！々！」 で 化 男は 譬察部 ど 結 巧し 



ド クタ' 


，离見 豐を巧 長男 
正 唐 一 


-才 


じ 同 食の 勢力 じより て 官職 じあ b 化 

を起す ど か 築港费 だ ど ' か を園を作 る ~ きた る 者ェ 6 ^請な人酒 屋 ぶ 他を ら 大 


費用 だ どか 云 ふ 口實の 下じ巿 をして 

お 僮を ドシ- ^發巧 ザし め 其 額實じ 

八 千 萬 弗 じ 到達した、 今 H 巧 新 育 じ 

化ら ては 八 モー-な 巧 弗の 巿 債は 何で 

もない か 五十 年 前の 新胥じ 取らて は 

莫大の 貧 債で ぁつた、 處か巧 债か增 

加す るの みで 治績は 少しも 顯 はれて 

巧ない、 巧ない 巧 由は 此 金額の 大部 

かか 「トゥ H } ド」 派の 手中 じ 落 もた 

からでみ る、 其方 法は 工事 請資人 等^ 

ご 結 巧し r - 事 實畳與 弗で 出來る もの I 

を 五な 萬 弗 どか 匹な 巧 弗 どかで 請負 j 參 H 本人 會 設立 ど學生 

はしめ 殘 綴は 彼等 か 着服した ので あ 

巿 なの 腐敗は 械度じ 達し 遂に ホ 

I はの 激昂ず る 巧 VJ なら、 後 新 育 巧知 


I 禀數で ま 配 さる、 政体で あるから 數 _| 國の大 學じ學 びた る經驗 のる る而し 

て 一般の 學生 ょらは 夕少巧 年長 まじ 
て 留學生 間の 思潮 ど學 生の 氣風 をを 
み ' 込む 人なら ば充 みなら どす、' 幹事 

はを 大學 の俱樂 部を 調和 統一ず’ る ご 
共 じ 常 じ 大學當 厨 ど 舉を 、領事 舘 ど 
I 學 生、 學 生と 世人 どの 中間 じ 巧ら-て 
: 必要なる 質 間 ご 提議 どを なすべき も 
のどす、 な 山 じての 學 歷を僞 つて 大 
1 學じ乂 學し义 はな ホ 中の 學 おを 镑證 

してな 山 じ 歸るダ 如き 橫着靑 年を 監 

I 督 す、 この 學 位の 僞稱は 一般 眞 面目 

なる 學 生の 評 僧を 下落せ しむる ど 共 

じ 僞稱者 自身め 信用を 損じて 縣來事 

を爲 すに 甚だ 不便なる をな て、. 巧る 

誘惑 じ陷 らしめ ざる やぅな す も 先冀一 

年長を め 親切な b ど 信ず、 從 つて 領 

事おょり下おせらる！な學証明書の 

かきら 本 郁い 手を 經て 出願 せらる ベ 

きもの どす、 而 して 幹事は 常に 東部 

のを 大學は 勿論 專巧學 校 及び-ィス 

ク！ グの案 內蓄を 集め 置き、 を 地ょ 

I らの 質問 じ 答へ 適 當の學 校を 紹介し 

乂學 の手績 等を 世話す、 お 年 事情 不 

零內 のた めじき 己 じ 適せざる 义は丢 

'異れ る そ 面め 學校じ 入らて を だし 

き 不利 どなら 遂に 休 學し义 は 一生の 

進路を 誤る じ まる 靑を のぞ々 あるを 

見て は 化 禪の紹 か 事業の 必要を 切 じ 

威 中る は實 見す る 所の 人の 间盧 せら 

おなる べし、 巧 自活 學 生の ため 

は 適 當の勞 働を 罔 施す •る 等 も 本部の 

I 事業 ごすべきな 

み じ 故山には 學踢ど 巧 せらる 1 もの 

一を なて この 學闡 たる や 藩閱ど 共じ晋 

人の 最も 巧まざる もの なれで も實巧 

ザるな 上は 相當 之じ對 する 用意が か 
I ら ざるべからず、 即ち 學生 本部の 力 


化く 肥つ た 身 體じ智 恵が 一が 
天下-力 はの 毒 取 どなる 巧し 

て 女郎屋 どか 酒屋が 膊旗 どかから を 

I を 捲き 上げた ので ある どの 事で み 
_ かをり タマ ニ ー を 維持す るに 入は 重 


びら じ 言 はれ い 事 精を おする 營業 

者から 强 制の じ徴發 する 化 入で、 政 

界 じがけ る 勢力の 維持は 煎じ 述べた 
貧民 懷ホ 策で 多数の 投粟 をぶ 配して 
唐る からで ある、 斯る鹏 劣 手段に 依 

て 政界 じ 勢力を 維持す る ご 云 ふ 事は 
I 越 民の あを 巧 巧 漸み戀 速し 巧る ご お j 

じ 旧 難 どなる 巧き である 〇昨 巧が 派 

のを 敗は 歸 したる かきは 之を 潑 呪し 

て おる 者で めち う 0 


一員の 愛國 也を 困 養し、 お 員 相 一直を 扶 

^ 波ず る どを ふので あつた、 平 八な 十 

一年 じ 至 b 初めて 自か 等で 待舘 をず 

あ ホ廳の 化る 附近で フランク フォ八 

ート 街じ設 ホした か 後 千 八が 六十と 年 

で 至 主 宏大なる 會 館を 建設した 今 H 

i 十四 一-目 じ 立つ て 居る ホ ー がは 词年 

蓮 てられた る ものである 

1 會の 目的は 前述の かく 元 巧 軒を 俱樂 

; 部で あつたか 、共和政体 必然の おお 


_ 彼等の 不正 巧 爲か嚴 露せられ たる 後 

:幾巧 もな < 巧び 祠じ政 黨に政 權か徑 

歸し ねかと 云ぶ じ、 前 じ 述べた る 如 

く^はホの巧政費を着服するが义 

之 ど剧 時' じ 其 大部み を 貪 投じ 向クて 

j が瘦 する からで ある、 夏 じなる ご 選 

擧瞄 巧の 家族を エキス カ ー シヨ ンじ 

j 招き 或は 舞踏 會を 催して 選擧區 おの 

I 家族を 善 ばし める 等の 事を して 下層^ 

社 會の歡 、かを 収 いるからで をる、 投 


_ 自 五 貫) 

I 接の 轉員 どなるな 6、 本部 じは 專巧 I じ 化 b て留學 生の 眞價を 上 i 、 ベ 

i 共 じ米國 大學岀 身を をが 裤神的 じ も 

物質的 じ も 一致 協力して 他の 學闕じ 

對 すべ， X 、 本部は 是れ が本營 どもな 

るべき なり、 これ 或は 日本め 寧 校 お 

身 者の 賛成せられ ざる 所なる ベ けん 

も 必要 上が 化 事 じても ぁ b 旦づゃ 化 
間 じがす る 率 情を 善意 じ 解 せられん 

事を 學むや 切なら 

先與 ょく 六 巧の 閲胞を 一堂 じ 集め 得 

たるに 集 貧を の ものは 最良の 結 おを 

得 ざ b しや じ 聞く、 或は もし 異れを 

そがの 人-'-々 をち 加へ. をる f ならぶ 時 
じ 磯 想な 上の 成績を 擧げ 得られず ど 
も かる バ からず 〇 日本人 會創ぶ 巧 志 

I 者 か學生 ど 稱 するめ 人間み 同胞 間 じ 

あるを 認めら るる ど 興じ 學违 諸氏 か 

i 會の 設立、 特じ學 生 部の 組織に 就き 

て.... 一考せられ A 事を 希望ず、- 
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そシ曰 1 主義 

巧爲 もの ブ 

一 AAl ズ ベ^卜 一本を る 
棘 米 错利國 政府は 目下 南 ホ 潜 遊 中な 
1 る 前ホ轉 大統領 八 1 ズべ グト巧 じが 
I 歳を おず る爲 めまサ り 首都 智利 じが 
_ て 巧の 爲 めじ 微迎 巧を 開き 當 巧の 哥 
一 宵 者は 戚郎 ホを 化に しで 4 闊外 をが 
め择內 たる マ ー ナ子 ダ 隙 t なりし が 
隙卜ょ U ^ 巧微迎 S 辭を述 ぶる じ當 b 
「モン U ! ホ義は モン U 1 巧が とを 

化を した b し 常時 ど 世が のが 勢を し 

く猶 化しが るを 0 て 今 U じがて は 己 

じ 巧 物に 戚 せり」 ど 明 破し ぶ b たる 

に ^^ 氏はお然どししおなし 「モン ロ 

た義 は化然 どし V 」 ホ國 外を の 一大 

ぉ 要み 針な り、 而 して 化 i 施 上 じ 於て 

斯 かる 麗 論の 發言 せらる； は 甚だ 巧 

; ま しかち ざる 所な b 」 ど 述べ 尙 退席 

み 際 r 予の 南米 誰國 じがて せる 溃說 

の 単 稿は ガ ーの 誤解を 避く る ためお 

一 壌 前故踐 政が 當姑お 並に 南米 諸國を 

被 じ 一 錢せ しめたる 次 潔な り」 ど 言 

むし じ 博 ± は巌然 たる 態度 じて 「子 

の 化 席上 じがけ るが 說め 草稿は 足下 

の 巧 遊 せらる； ー ニ U 巧 前 じ 豫め智 則 

钟務 省當向 者の 捣閱を 緩た る もの じ 

I して 何等の 異議な か b しもの なら 本 

での 席上 じ 於て モン 曰 1 ホ 義を論 や 

る 事が 何枚 じ 不可なる やは 予の 解す 

るに 苦しむ 所なら」 ど 答へ たるめ じ 

て 化 電報 じ 接した る単府 のがを がは 

^ 非常の 輿 ホを なて 之を 迎 へ' 卸處 論難 

の聲咕 しかを きど 

j •出 雲 艦を 着 

巡 巧 艦 お 雲は 去廿 マン サ ニり 港 

I じ 着せ b 、 艦を 巧で 盤廿 五 . U 首鄉メ 

I キ シコを 訪問した る篱な b 

I 參 II 關院式 

ホ國懿 會はサ 五り 開院 式 をれ へ 

黨派難 員の 数を 云へ ばぶ 憲 村を 禽所 1 

館 九十 一を 國民黨 は 四十り あ 政ぶ を I 

二な S を 面して 政 友 曾 じ t はお わ 総 I 

あじを を 煤が 藤 乂八野 旧 お 等を 擧げ i 

たら 
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一一 


き， 


, 給の 子等 

{ず 鳴く や雜 がの 狹 筵け 
ぶかた しき 獨 かも ねん 
j 小誤氣 だな あ 一、 何 どか 成らん 物 か 
な、 獨 り で 不读氣 からず VJ もで し々 



山 rn だ二郞 氏の 小 供 お 

一' 郞 よし子 

歸る父 則脑じ 抱かれに 潜る 口の 
高き にど 3 •く 手の 嬉し さも 

々何 どで もずる さ、 見渡す 巧む 膝々 

の®々 此の 除 巧を おへて、 濁ら かも 

ねん も氣か 利かな 過ぎる、 所で 待て 

よ、 昔から 钩惠の 出の 時は しりで 

なれ ど 云 ふから な ホ ー策 かも 知れぬ 

其のき ゎ"''-^ ずの 歌の じらを た 互 じ 

-ぢ らうでは ないか、 よし、' 己れ か 

やる 

獨 b から ねん-^ 寐言 うは 言 じ 

外 奪 欲し ど 言う かくせなら 

まづ いな 一 み 年の 智惠は をれ 切ら か 

一 卿 等 後 學の爲 めじ 一 つ 要領を 示さ 

遮學 生なら どは 知れで を も 何の 

學 びに® 〇 彼の 道の 君 

こおつ け ダ耍領 どは！ 一水れ たね、 よし 

かね ももの 君 じして 觀齊附 おの 

勸 誘を なで ずげ なく もずる や 
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悄氣 なく も 爲る事 別に 無 からん や 
時 や 今が いやを だっ た 
いや 確た たつた 二 枚の ク ー ボンダ 
是が をなら 一が やれる 
■ィツ バヤ ヤン ー グ どを は迴 b 得ず 
耳 じ も 疎き 才ー ヶス トラ 哉 
が 語で 化め たな、 人が 盛い、 巧、 本 
年 も あど 十を だと、 急かせる なょ、 
年を じ おしたら しいね 化生、 巧 八 巧 
I 憾の 鈍か进 る、 お • いでぅ した？ 

大ム なおら こ 心つ け. こ リルん 次の 巧 
此の 新年 9 グン ボグ •こ 知け 
一巧 葬は ない さ 

ジンが 作た一 一一: ぼ掉 るもぅ 举だ 
ぅ掉 Ms 手辆 らボ 物な 
ひで い 奴 だい • 、が」 ら ..っ 今 歳 だせ 
何 いつだつて 今が だ？ をに 巧 i が お 
罹う、 大 ひじ お H 巧 塔つ 

きわぎ. 〇 ず も だ b 通せば 化 ごな 
雀 じ 返れ 磯の 始 
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が咕 しくなる じ從 つて、 さすがた 人 

: よしの， は 人 も 打 輪て： 堀く 澤じ巧 か 

ず、 可成、 あじ 會は せない やう じど 

努めた が、 をれ からどい ふらのは 彼 

等 ホ 蹄め 間 じは、 いつも 風波の 絕ゆ 


た 幾は#: 白い 頰じ 、あま， 口る やうな I る 時な < 、或 化の 如きは、. た 幾が 髮_ 

I 淡い 巧 影を をけ て、 邸 ど考へ 込んで j を おどろ じ お .6 亂 して 家を 飛び出し 


おねが、 やがて 力ない 脈に 涙を じじ 

ませて*- 

「ね わ、 貴郞、 〇〇 さんは おの 猜 

遇を 可哀 さぅ とは 思は ない。.」 ど 

1 云つ て、 親 や 巧 弟の 據 ろない 義理 じ 

1 迫られて、 今の 良人 VJ 結婚した 事 か 

ら 、.愛 精の ない 結婚は 化 じ も 恐る す 

き义 罪なる 事、 乃至は 良人の 妻じ對 

I ずる 理解が 餘 もじ 單純じ して、 彼々 

の 理想 ご 一を しない 事まで すつ か b 

巧 明けて、 をう して 話して 終う こ、 

今自 みの 語つ た 言葉の 愤な さじつ ま 

されて か、 私の 骇 じう も 伏して さめ 


I たどい ふやうな 增 が、 をれ から をれ 

へ ど 傅へ らるミ やう じなら ましで 0 

化が： やかの 攪亂者 どして 世間の 攻 

1 擊を ずけ、 大陸 じ 逃れた のは.、 をれ 

から 四 H 目で あつた やう じ 記 臆しょ 

I す〇而 うして む 幾が 薄命 巧 ビリー .を 

產も 落す ど词時 じ、 ザ ば 化 亂狀態 じ 

陷っ ておの 旅路 じを いたのぶ 渡米 後 

六 ヶ月目 であ b ました 0 

A A A A 

あなたみ 親切なる 御ず 紙じ腳 まさ 

れ て、 これ だけの 事を 吿 白し 得た の 

I を、 切 めても の慰籍 どいた （ます、 


i 眞敵 (盡帖 、卷 物、 掛 物、 一枚 蠢 等) 

多數 着荷 仕 候、 0 上は 悉く 社寺 佛願 
の寶 物、 窝豪績 純の お藏 品を ホ どせ 
る H 本 古 來の稀 お 傑が おじて 數ザ前 
^ホ歐 米の 美術界 じ大 好評を 博した る 
もの、 今间 おめ て 當國じ 於て 試賣を 
お間不 拘夕少 御用 か 奉 願 上 候 尙おホ 
I 贩苗お 御を 醬めモ は 御 相談 被 下 度が を 
の 口 錢ま挪 巧 申 候 ■ 

を內省 株式 會社 
文部省 御用 審美 書院 
巧務答 

おを ぉ 術學校 
义國総 一手 販買 特約 巧 ， 

.關根 商を 

Th こ' を 己 ne 00. 岩 0 巧 (1 写ち、 X . Y . C . 


東京 嚴 


打 

A 

K 

A . . 

N 

一硕 諸君の 御 懐 宵を 謀 b 左記の 處じ 

I 營棠化 磅間獅 則 立の 积奉希 上 候 

中原 蔭 吉讓白 
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义〇化 and 了 St . た rookly ご 
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特二 日本人 諸君 ノ御遍 資二預 リ度候 

0 巧 IN ■掉 の巧 0 巧 LM； 01 'Jioo 

24 巧 eii 穿ミを ダ\ Y. C： 葺 


.，心ん し 

I 八 S 
巧 A q 
To h 2 w 

作^‘} 
；ri - r ィ 

I 昔 


..讓 じじ' p. 霉‘！ 

齡碑細 器 南 機 

午前 十 時 よら 3 一 占 
午前 ホ 時まで 辟 化 




呼吸し、 凉 ホを 露 じしながら、 白い 一 氣で 唐れ ど 注意され でも 


-国み I 


被の 上に ポッリ {ど、 黒い 影を 投 
げた、 巧 女の 幾 組を 眺めて、 戀 じ' 酷 I 

つね 昔を 思 ひ、 戀じ 遠ざかつ た 現在 
を考 ベて る 時 じ、 突然 自 をの 腕を 擾 
って 〜 ■ 

「今晚 は、 驚いて」 

ど、 聲を 掛けた のは々、 自 をの 伽に 
居る、 化の 女 だ 0 誘は る i 儘に 其晚 j 

みのを じ 行つ て 非常 じ醉 つた。 をれ 
から シ ー ズ 'ンの 終ら じ 近づいて、 木 
の 葉が 散り 始めた 今日まで、 夢中で 
願 係して 居た もの；、 昨 巧 別れて 歸 
る 時 じ 「をは 結婚して 廣る のょ」 ミ 
さも、 を必 なさい どを はぬ 計らの 調^ 

子で 話された 時 じは 何ん ども 思は な 
かった が、 今 U 黨間 一 H 着 へれば 考 
へる 稍、 自 をで 自 をを 黃 める 樣な氧 

がした ので、 今 巧 女と 逢つ て 居で も 
常 U もの 樣 じ；； ッビ！ でない 0 
「自 をが いや だつ て、 でう かしてる 

と' ' - 

女は 轉く L てから 化默を 破つ て 

体を 擦 6 寄せね、 

「だつ てを うじ やない か、 今迄 おは 

貴女の、、.、 な 女の 玩弄物 だつ たの 

ど 

「玩弄物、 どうして」 

「己う してつ. て、 貴女 じは ホが ある 

のでし やう」 

「ホ、、、、 を 下は 餘っお 勝手ね わ 

私が 貴下の 慰み者に 成つ てる ども 云 

へる わ」 

「巧んだ つて、. おは 人の 妻ど觸 係し 

て 居る 事は 巧 巧ません、' 最^ 賤 むべ 

き罪惡 だ」 

「貴' 下 何を 一玄つ てるみ、 もつ どら 謡 1 

が 絞いて がない わ、 姑 弄 物 だの、 罪 

惡 だのつ て、、、.、、」 

「赏女 じは みら なく つても おじは を 

つてる、 を じ 巧失禮 します、 左橫な 

と . 

ど、 超立ゴ うど 化た 正 男め 兩 ずを 握 

つ 引き おて な. がら、 眞ぶ面 じ 座を 

がした 女が 

'「 随 みがい のね、 結婚 どを ふ 形 まが 

柯ん です > 、、、、お 体を 離れて 戀 I 

が ある ピ思 つて、、、、- 

綾う 云った 時め 脈め を、、、 

顚の极 でもを 明き^ どぶ 3 力の がを 糾； 

た、 其の バッシ 3 ンじ炎 ゆる 靑い ホ^ 

、'.、.、 ， I 

性ず 脯 弱な 正 巧は、 をの 初めまで I 

願 係して おた 女 VJ 別れで、 血を 吸 ひ _ 

取. 卜 れた殘 被を、 病院へ 運ばれた 9 

病が じ携巧 つ V 、 郁な わ 如 ふる 吿 I 


は 遂に 玩弄物で あつた、、 而 し、 

暮 しも 自 をの 体力が 女 じ 勝つ てが 立 

ならば、 、、々のちが 病に 化された 
ならば、、、 いや、 玩弄物で はない 
む 互じ戀 したの だ、 宜 をは 懿の 犧牲； 

じな つたの だ、 をれ も 只 だ 巧 体 ホけ； 

で 精神は 變ら ない、 ごる つても 女は I 

I 今頃は 外の 巧 VJ 樂 しさう じな 露き を' 

つてる だら う、 をう だ 女が 云つ たつ 

あ 体を 離れて 戀が ある w 思つ て」、 
、自 をは 戀じ 破れた、 矢 張ら 一時 

の慰籍 物、、、 嗟々 をらない、 をら； 

ないど 正 男は、 髮を搔 き、 頭を 抱い 
て 思 ひ亂る i をで みつた 0 
千义巧 十四 年の 元旦の 麟 ホが、 贿 
子 越し じ 力！ ブンじ 映る と、 窓に 流 
ミ 靑い 影が、 穂 妻め 樣じち 男の 腦 I 

藻 じ 閑め < ，、情慾の 嵩 跡に をした 
がの ホの 脈、-、 T 巧餓 へね る 虎が 一 

繼 物を 晩， けで 飛び掛からん ごする！： 
閒じ爛 々ど ホる 眼の 樣じ〇 


ッ タヮ、 窜天巧 ダが の總 領事は を 愚 j 

高給の 八 千圓、 藥潘總 領事よ 千 ど お 
巧圓 だ、 圓が弗 だ W 領事館 員も懷 ホ ^ 

溫く でぁらぅ が 日本を の 一 化が I 

盛 ホ 巧が のぶ 厘、 ャレ 龍が 巧ね 夕食 I 

ッ： 彼が 巧ね 畫 飯、 ど 無暗 矢 健 じ 食 I 
ひ 倒さ れち やを { 巧らね ^ ~ なを . — 、 
:內 巧々々 




基督 敎 修道 會. 

脊宿 (舍西 巧 サ ーニ 了 目 巧 〇 二番) 
日曜日 集會 夕后乂 時 敎會內 じて 
聖書が 兜會 日曜 午 盾 一二 時 (修道 會) 

禱會 木曜 午后 八が {館 じて) 

静書會 驚 二 第 画 金曜 午后 八 時 
牧邮 ■大掘 篤 
電話 八 一丸 ー ニモ}- ーング サイド 


鱗督 寄宿 舍馨蠢 篤 I 


祗な册 國了目 五一 . 八電講 ーニ六 } 

モト ニン グザ イド 


ぁ乂が 新聞 取次 


® 領事館 員の 

00 懐ろ 採し ホ 

I 貴君の 給料は 一体 ォィ クラ こ 尋ねる 

ど、 ィヤ 大した MJ はない か- .k 何時ら 

I 貧乏を ずるの サと 答へ て 一向 要領を 

得ない、^! さぅ です か眞 ごに 御 菊 

の 毒 様 ど 机の 上を 見る ど新發 行の 外 

務省 年鑑が ぁる、 一寸 拜 借して 領事 
舘 貴の 俸給 額の 赏を 筆記し、 極 巧々 
の 巧ろ 一 で 0 て讀者 諸を お蘇氣 嫌の 

話趙じ 供す >と ごした、 前な て斷 つて 

昭 くが 捕 おは 諸な ザ 巧の 御 愛顧 じ酬一 I 

ゆる 爲ど且 は クリスマスの 進物を 胳 

巧 失敬 ど 化 C ' わ中譯 旁々 本當 じ祿々 

巧 所で 知らす の だから 他人 じ 言つ ち 

や 一 不 巧ん せ 

總 領事 

綴 領事 巧理 

頼 事 

副領奉 

i . 領事 官郁 

幾 領事々 務化理 

書記を 

- る； 次 
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元 山 崎 下宿 

査驾 『避 至 LL 這 送 

4? ぷ哀覆 PL 羣 一義 2 基 巧ち 

基： 薑 SI 臺 



牟俸 八千圓 

詞 と千勵 

祠 六千圓 

詞 '一二 千圓 

巧 一二 千圆. 

刮 四千 二巧圓 

二 千 六な 圆 

おを 化 勤 俸な 外 本給 も 支給 

I 等 じて が 本給 3 割を 如 左 


，さ 居 i ■ 店 ■gw H M WW ew l w l wls さ ！ W W W WW さ Itgg — sg 

颖山円 ホ レキ シン ダ トン I 

アベ こュ！ 、一六ち お i 

.な 四 了 こだ 五 了 巧の 闆 

◎si 橫濱館 liO 

森 野は るず 
同 ふじず 
I 靖請 、一！ ンム六 1100 

一 ミ fnlrtfMnlwwwi 呂弓 a 喜 


米國 一. 手販販 

總 .裁 伯爵 大暧重 信 
副 緩 裁 男爵 漉 澤榮一 

乂實 業 講習 錄. 

ーヶ巧 三 型 五十 伽 
兰 ヶ月 (六 册) 一 弗 四十 五 仙 I 

六ヶ巧 (十二 册) 二 弗 八十 仙 
化 ヶ月 (十八 術). 四を 一十 仙 I 

ーヶ年 (サ四 冊) ぶ 弗 五十 他 
第】 卷 ょ-^ を 部なら 揃へ 置き 候 間 
御 お 込 被 下 度 候 ■ 


鄉 下宿 

中 驗 


實 


108 . 田. 117 St. N. Y. ClUy. 
Phone 2985 Uarle 3 




離 


科 _ 

宜 午前 八 時を 十二時 


自 午後 二 喃 至‘ ぶ 時 

齒巧醫 が 與西淸 吾 i 

68 ■w. 108 t 占.， Cfty 

Bet: 〇〇一一ごーニミ执 & Manha^ttan'Ave’ 

勺 el 巧 iver Ri を 夕装听 


因 御 下宿 中 


大が 朝日 新聞 
裘京 報知 新聞 
東京 二 六 新報 
東京 萬 朝 報 


ーヶ月 

な 

全 

を 


1 1 〇 
1 〇〇 
1 〇〇 
ホ 〇 


一級 八十 五圓 

一二 級 六十 冗圆 

立 級 五十 圆 

と 級 四十 圓 

九 終 一二 十圓 

十一 終 二十 圆 


二毅と 十あ勵 

四 級 五十 五圆 

六 級 四十ぶ 圆 

乂綴兰 十五 圓 

十 終 二十 五圓 


ヶ月 餘の間 度'- へ醫师 から、 虛必平 I 右の 通らで. ニュ！ ョ ー ク 、渝敦 、才 


本 祗營業 部 

瓜 諸 印 綱 物— 垂 

. . _ 

ネグタ ログ、 ンタ！ ヘッド、 

ビ； サ ミキ ユラ i 、 バン ブン 

. ット 、電氣 盤 製作 及び 其 化 補々 

御鹽 じ巧應 

瓜 日本 巧 緣車鑛 船 

切； 符取 ホが 鑛 I 

瓜 手紙 取次ず ff き i 

瓜 各國語 麵譯， 

盡辨. 


乂 5 郵便切手 販賣 

十錢 切手 二 枚 十五 他 

血 手紙 歌 次 

. 1 ヶ 年. ぶ一萊 

讀を 諸君の 细懐 巧を はか b 每巧 一回 

穂 文 堂 新報— ミを^ 

巧 致し あらゆる 箭巧蓄 の 巧が を 親切 

r 寧じ說 明し ぶの 化 新 巧冀の 目錄を 

部を 揭 載し あれば 讀者講 ちじ 化 b て 

は a も颗 巧の ものに お踢御 入用の ホ 

へは 御 r 報み 溝無緋 進呈 可 化 候 

◄弊店の 轉 を. 

どして 兽絕 雜茲を 間は ず 悉く 郵税 

無料 じして‘ 發 惑の 巧 速なる 単 じ お 

間 物は 訪 しど 云 ふ 輩：-^ をれば；. 度 j 

御 試しの お 奉 願 上 惕 ■ 

瓜 新刊 書籍， 

はおち」 闷を朔 どして 必や剑 窝额. 

お 間げ 聞雜誌 等め 巧吿 じて 御 蟹み 

基 糖は 一 應弊巧 じ 御 照 か 願 巧 候 


I 1 h. A 

扫 M お c 

お 5 2 
邸ぶ が 

T が 

がぶ^ 細 
於 2 W 

C B P 


瓣育 新報 
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搏文堂 


H 

1 IX 

チぶ ブ ー 衙】 四 お 半 

. Chi 妄ツ己 oagawsi, 

Fhone 1 B 1 W Orchard 




g 或 


受 ) ( 那 ) ( 料)... (選 
慮) (蛾) (准).. 点) 

遠 萊慕顧 

西 五十 化 街’ 



巧！ 一 冷 デが をな L ‘？ ろ 化 is A 

參 をち：' ツ よを# T t じ - r 
簽 々を 中」 い 1 ブム么 轟' へ i 
をを 4J 〜 でを 辑韓も レ訂 

巧 ■し.. 

W ... 1 !5 


巧 


お 


ち 0 其. Fir 稱 で： 16 ぶ. An お古； 
電請 エフ ir 立 九最： 


ごこ」 


漠邀 



當 シャトル ボ御總 もの 御 方の 御蹈 一口 
じ 御 取が 可 中 上 お'：,'‘： 

藤 井 旅館 支店 

ホ テグ タコ ..'マ：. 

莖數二巧が 一 、 が溫風ぉ據の窄備^^ 
X チ t ムヒ 1- 卜义を 室の 設備 晚 {を 

た 0T5 、r ち 〇岂 A 
を仪 Ja を で§ S ごさみ， 穿 attle, づ 、是 h- 




ろ 




安-を；. 


'がを 


虎の 

ま 囚嘗天 
千 九 一白 十一 一一 年の 嚴 終を 報ずる 十二 
の 晉じ 合して、 方々 で 鳴 ゎ 始めた 徐 
j 穗か 觀销如 止. だ 後、 病室の ラ、 ディ 
I エ！ タ ー のブッ /fA— 云 ふのを 聞きな I 

がら、 正 男は ブロー ドゥエ ー の娠か 
さを 想像す るので あつた、、、 芝居 

歸ら の难美 かな 巧 女、、、、、 カッ ー 

フエ— のィ グミ 子， シ ョン、 馬革、 

自働 事、 ど、、、 をれ から ゐの 女、， 

、、自 みが、 化の 社 會の生 巧 競ず 襟 

I 巣から、 見搭 てられた 廢 物の 集を 所 

I である お院じ 化な さる 5 樣じ なつた 

1 重なる 煩 因を 造つ たのは、 あの 女で 

i をる 0 

、 、 ， . 、 

.'「でう したの」 

夏 じは 珍ら しい 濃霧の 宵 じ、 未だ 晝 

閒 0 餘熟が 冷め 切らぬ 砂の 上に、 正 

勇 ど 並んで 座ク てる女 力 さ ミ やした 

i 「、、、、、、渡」 

I 常 じ 見馴れて 居る 燈 葦の ある 邊は 

索が ぼん や b 巧る い、 ボ^ — —どホ 

ー ッグ、 ホ 1 ンが ロング、 アィ ランド 

おら 海を 渡つ て、 正夕 のがる 溶まで 

響く。 

一 「どうしたの」 

; ど、 女は 再びぶ 巧 じ 耳 打しながら、 

正 巧の 手を 据 つて おた おじ 力を入れ 

一た、 

.1 「何ち；、：」 

一 r. 一寸ち グ戀 ~ * く なつた めでし やう」 

々は 俯いて るぶ 巧の 顔を ドから 骗 

て。.，' ■ 

I 「い！ ゎ、. 現 巧が いやに 成つ た、， 實 

じ 不滿ら 巧」 

了、 正 巧は 自 みめ 滕の 上から、 女の 

ずを 靜 かじ 挪っだ 0 

「まあ！、、、.， こうせ、 巧ん な 攫 さ 

ん •はね」 

「を うぢ や 無い」 

「をつ て 居ます ょ」 

女は 肩の 所を ぶ 巧から 離して、 体 

を おじ、 砂の 上 じ 何 か 薄いて おる 

がは 貴み を 嫌つ V ろの ぃわない 

あ 自身が いや じ G つた」 

「 ： : I 一 

i 正 巧は、 自 をが 働いて るビ！ チの 

一. 玉屋 じがめ て 女が ホた 時 じ、 ナャ！ 

I ミン グ なを 彼 ひの 荒い、 好い む醫だ 

ぶ 思つ た 〇 .1 日 じ 二度は 必ず 巧た' 0 

I 或る 魄 巧を 巧め でから、 海が の おじ 

-搜を 掛け \」 、ォゾン じな むだ 鄉 風を 
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時 巧米圃 最大の 洋服 巧； 

說 練？！ 目 本人の セ 1 少ス 

ぞ \ を 雇 ひ 居らます から 諸君の 御 注文 じ 
スこ數 し 特別の 注 患を 致します 
品質の 上等なる ど 化 立の 乂 念なる どは 弊 巧の 
時点で あちます . 

ス ，卜 二十 弗 巧 上 
ォバ ー コ ！ 卜 二十が な 上 
燕馬臟 一二 十 弗 0 上 

ゼ H フビ！ ネユ！ 津服店 
I , ■ I 中— 川 
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支 目 本 食料 赢 何でも 有まず 

21 ち ing ohari 蛋 to 弓 n 慧寞 S . 、 ド、 く 、 / 
勺 el 784 W . Omrl 惡 to 弓 n ホ 卜 、が 


-Kii 



贷上 
をす 


冬 腿 並に 外蒼麵 注文 被 下ません か 
服地 盤 化 立は 御 承知の 通ら 確實 で*^ _ ダ-. 
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■ r 。 佐々 洋服 巧 S 
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新育巿 レキシントン 足 十六 番 

(せ 六 了 目 卜かお 了 目 ノ 間) 
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参 • ♦ 

曾て 當舘內 じな-^ し 青年 曾は 新じ會 

館を 創立 致 候へ 共 當館じ 左の 名稱の 

下 じな 前の 通ら T 寧 親 巧を 育 ごし 營 I 

業 化 候 間 何卒 御 引 立の 程 奉 希 上 候 

•御 下宿 靑年舘 

.大井 扭廣典 

.ンキ シン トン おとな 化 十八番 
， J 芒 ) allege folmgmenm 110 g 巧 
づ妄 Lexingto 己 .^ ve;New York CJity 
T*eL 送霉 plasl Iprort- ubida 


地所 家屋 賣 渡し 

武巧 上流 祖會の 住居 地れ る フラツ 
ブシ じある 藥麗 のを 崖、 地所は 長さ 

:白廿 五 眠 幅 五十 五 映グ！ ム 十一、 湯 

殿ニッ 、家具 一巧は 最新式の 設備な 
ら 、今回 ま 人 地 ホへ を 轉じ付 日 ネ紳 
± じ賣渡 度し、 條 件は 委細® 誤 又は 
新報 社へ 聞を されね し 

】寞 8tra 曼 rd wrooklyn N’ Y ‘ 


新 育き す ミ 了 目 西 豆 字 九 蚕 

會席御 料理 若松 

電話 モ 1 ユング チ イドと】 五 四 


♦ 珍 田 大使 着が 期歸朝 中な りし 珍 I 

田强米 大使 夫人は 巧 十み 日 着を 兩 一二 
H 滯 巧の 後 華が じ 向 ふ 由' 

« 飯 島 夫人の 徽恙 過日 巧ょ も 病気 I 

じて 队ホ 中なる 由 

廣見 共濟會 々長の 招宴 同氏は 不 I 

日 共濟會 役員 並 じ 有 お 家を 開 盛亭じ 
招待して 晚餐を 響す る當 なる が 期日 
は夕み 十と 日なる べし ど 


♦宮 旧醫師 開業を 狀を受 < を 田 軍 
啓 正は 過般 加师の 醫術銷 業試驗 じを 
格し を狀を 得たら ど 


•新 脊 ミッションの 基蒋 降誕 視賓 會. 

まサ六 H 擧巧頗 ぶ 盛會 


参 修道 會の讀 書 會ま廿 と H 巧 開 脅 
りム ビヤ 大學 生物 科 巧手 中 あ 源 治 
氏の 「生殖 作用 並 形質 遺 傅 じ 就て」 と 
題す る 講話 をら たら. 


♦靑 年會 講話 巧る 一二： 3 淸水お S 郞 

皮の 「を 管敎 ど祖會 ホ義」 ど 題す る 議_ 

話 あら 有志の 巧 會を绍 むとの 事 


•開 盛 亭同亭 は 本日 ょらと 日 迄 化 

業す る 由なる がを 人数の パ！ チ！ は 

元 H からで も 引受けて 獨特の 板前を I 

供す VJ 

雜熟 日の-底 お 总年爵 は去サ 八日 有^ 

をめ 大息 年會 ぁらたら 化の 如き か泮 

の 美人が 盃 藩の 間を 間 施した る さへ 

雜お いじ、 白髪の 串 逛翁柯 時の 間に 

か 巧 返 b 成 旧 屋の聲 を、 隻脚 ステ テ 

コ 蹲らを 巧つ て 巧 客を 驚かし、 蓄 一音 

磯の 夕野君 怪しげな 入 搏で端 歐をか 

き 込むな で 一同が 態縱橫 階ず 段を 轉 

々げを V て 退散な 仕つ たり 


•両基 敎會の 職を 脈 騰會本 巧 五 U 

ょり 九 H を 修道 曾 及 新 育 ミッション 

の 聯 を； 祈騰曾 ぁ- 〇 躁所度 順が 下の 如 

し 五 H 「社 曾に 對 ずるぶ 敎 徒め 寅 巧 

庭 一六 马敎會 の： 致的活 勘」 (： 

ッシ ョン) と H 「國ぶ 及ち 權者 9 爲 I 

.'惨) 八 H 「敎 役者の 爲」 (ミッ ショ 

ン) 化 H 「.一般 唇 者め 持」 (修) 

•十二 巧 號义學 世が 矢胖蓄 音 氏ょ 

ゎか か 贈を 受く 巧號 じは 亮巧周 一氏 妻 

女の 記事々 b r 歐乂の 腐 擅を 騷 かし 

たる マ ダ A スミ子」 ど 書いて ゐ 


< \ 

ス 


投 

ぃ 


書 寵 


ピ 


▲新を じ 際し 籠黨 諸を の 萬々 歳を 祈 


じ コン ナ廣吿 が ある 曰 < 「お 婚〇 十八 

年生 お 巧 血統 正 巧 ホ ' 十四 年 學モ博 ± 

離 有 サ六ホ 滿の處 女と 文 韻を 望入ム 

差 支 無 申を ば 略歷巧 篇眞を 要す 化 
乘加州ビ . 1 ィ！ァグヶーィーュ 八ィ 
- ィ甫 ザ！ ユ ー エ ヌユ！ 銜琪 一二 一一 
お 蕾 J r を 米 十 年 博 ± 學ホ號 有」 ど义 
. 入ム コ 差 支 無」 どは 振つ て 居る、 爹 

j み乂ム n 差 支な しの 方を 望む の だら 
が 近頃は 目 本の 女 も 進んで るから 
I 怪しげな 膊± 號じ嚇 かされて 大學ゴ 
口な どを 養子 じ 取る やうな を 闊な事 
は せんぞ ( 大學 生 ) 瓜大 おがと. ロフ 
エ ッサ ー 弟ず が ド クタ！ ど 云 ふ 看板 I 

で 二人な から ン n じ大 あつ''— ボス 
フイ ゴでぷ -- おかし さうた から 
〇 型を かへ るの かど 思へ ば、 巧の こ 
つたい ン n じ 遺る 指輪 ど ピンを 鞭へ 
てるの だ ア ^ 、、、 ( 廿六 了 目を ) 

A 井简の 親父は 輕便 斯理の 上手 どい 
ふので 千 客 萬 ホ だ。 化 間 巧つ ねら 連 
じ 頭を なつて がの 繪を 書いて るか 
I ら ソン ナ猫 見たい なおを 書いて でう 

ずるの ぢ やど 聞いた‘。 巧 年は 虎の 年 

のグ ー ド ラックで なければ ならの が 

I 貸を 猫壤 々じされ もや 堪ら のから マ 
デ ナィ じ 猫 虎. を 書く のな やは 滞稽だ 

ィキを ) A 古澀 君へ 「新年の 餅 

I 增ひ 過ぎたち 狸、 がつ じ やが ねれぬ 
I 腹鼓 哉 ( 大 狸 ) / ; 


S 

w . が，^.:: 

加 じ ^ が . 3 リ 


丽 


•農業' 一^が 綱を 

ホ國 中西部に がける 諸 補 事業の 發達 

は 實じ巧 驚を 足の 進 ホを 示しが 結果 

を 間 胞勞慟 者の 需要 俄然 徵增 して、 

貸金の 如き 五 年 前の 二倍 どな b スク 

1 グボ ー イ さへ 一過 五 巧て ふ 商 給を 


得る お樣 なれば 純 粹の勞 働 者は j ヶ 

? 優 答 弗 2 1 千乘酔 

蓄し 得べ きら 入國を 少なき VJ 獨 立を 

裴 をの 多き ため 勞働 をの 供給 不 ぶな 

を邀威 どす る应 なり、 岛農 裳を 塔 

者は 氷國 人の 銀が より 収獲 じ對す 

詔な 低利 資本金 5 観？ 

現じ 昨年の 如き 閲胞搜 業が は無資 I 


_ し ，妾 强 


る蘿 係) 底 ▲女學 世 ♦の 十二月 號 I 夏 


散 $ 作數千 弗の 純 

を 収めたり 本年ら 豐 作の 珥丛 じて を 

がなる ± 地 数多め ら、 輕樂じ 成 巧せ 

ん VJ する 人は 化が 機を 態せ ず 調が 通 

信 费を戴 巧を 添へ 左へ 照 曾 あるべし 

揖一-. H . Y . Takashii ゴ a 

06ロミ己 labol - coruracu}、 itnci bllslnosss : 

inf 04 ジー ittion bureau 

I-. 0. IBox 妄 Denver, 00 ご ) rado 

o 和洋 服 裁縫 o 

御 嫌 人 用 洋服 一切、 巧 女 用 和服 一が， 

を进速 T 寧 じ 調製 化 慎 

一 jq ■旧 華 

\v. 1 ; 夏 h 泌 t. cuy.Tel. 1 寞弓 S 己一 


巧 望なる！ 

- 人物の 如何 じょら ては 相當の 資本 
を 貸 輿ず 

壤 所は ダラゥ ユ ャ 河の 上流 じて 產 お； 

物を 大都會 じ 送る 便宜 多し、. 一名 じ 
二 ご 一英 巧 R 上 貸 輿し、 リース は 一二 年 I 

或は 五 年 じても 可なら、 若し 買 取を 
望の 人には 一英 啼サ五 弗ょ 弓な 五十 j 

弗を じて 夕少じ 不巧賣 渡す、 農具は 
相談 じよら 貸 巧し、 あ樹 植付、 養鷄 
密蜂 飼養、 養豚、 乳牛 等 じ 蘭す る實 I 

地の 經驗を 敎授す 可し、 希望者は 新 
報 社へ 申这 みあれ 
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今回 左記の 處が じて 巧 

す稱々 ブ變奧 

可 致 お 間 振々 敷 御 ホ ホ 

舉願上 候 

經 かば 燒 A 手が を ば ▲鍋 類 

j ▲其 他柯 でも 御 注文 じ應 じまず 蹤 i 

j ニュ ー ョーク お 五十 九 

一番 地 
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新た じ 御 下宿 開業 化ら 萬 1 

事 親 巧 了 寧を 旨ピ し大勉 
强化候 間 何卒 御 引 立の お 
奉 希 上 お 

巧 俄を 巧 カツ テ-- ジ 
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H 本 お 具の 前途 

▲ホ 國甫燒 の 日 獨競爭 

米國 人が 子弟 お 育 上 購買す るを 雜玩 

具は 年々 非常の j 商 額に 上 b 本年の 如 

きは 自國製 巧 具 千 方 巧を 算 する じ 加 

へ外國 製な 具の 輸入 も 巧 約 千で 巧 じ 

篷 しを 計 二す で 弗を 算 する のが 况じ 

_ 巧ら 從 つてな 具 輸入業者 じ 取らて は 

米國 お前を 有望の お 場な <獨 日英 佛 一 

读の 諸圖爭 つて 輸入を 爲 しつ > ，ある 

わ 変じ 其 輸入 狀 態を おる じ絕 輸入 敷 

のん みのとは 悉<獨 逸 おじして 是を 

"金額の 上ょり 見る-^ 獨 のとな 巧 弗に 

苗し H は 一二 十二 萬と が 五十 四 弗英は 

ザ 八 萬 六 千 弗擲は 十六 萬 击千弗 填は 

一十 八 萬 五 千 弗の 鞠を じ 化ら 之れ を 拭 

す 見れ も 獨の制 品 か 如が に 日本の 强 

敵た るかを 知るべく 而ら獨 品が ぞく 

lu 本 雜貨を 模造して おもがて：：： 本 製 

I 品を 擊 退す るの 一' 事は 特に 注意を 耍 

I すべく 只；： 一本 製 おは 勞働 賃金の 化廉 

I なる ご 特補 技能の 上 じ 特敏を 有せる 

で 化 b 斯業 者 間 じ 於て 能く 前途を 塔 

i ら 粗製 滞 造を 戒め 且つ 時好を 追 ふじ 

I 勉 めさへ すれば 今後 獨逸ど お 抗し十 

す 優勢の 發 達を G し 得べ しどなら 


ュュ ー ョ I ク挣國 訪間劇 第二 消息 


i . 閒賞 一岡の 旅券は 無 おじ 下附 され 

; 愈 巧 ー パ 十四 H 橫演お 帆の 横 磁化 じ 

-て歸 米の 主に ホを したれば 化げ 辱知 

蘇 巧へ 傅へ 吳れ よごの 書信 あ b た b 


•總領 お 舘巧 年遙贺 まじ 就-:' 本が 

も 例年め かく 一月 元旦 繳 領事 舘者じ 

めて 巧 年 拜贺式 ある 乾な らしが 飯 烏 

:夫 A が氣 5 ため 式は 見を はせ S なる 

そ も 知れず ど - . 


、森が おの お 年 脅 化 一目 料を おが 

に 於て 憔 された h . 


> 未 横 博 十 _ 一皇 H 横 馨の靈 


♦ U ホを 換敎授 佐 藤 博 古は を々 巧 

I 着 來廿 一二 日々一 子ギ； ホ；^ じ 於て 

擦の 演說を 試む る篱 なら 


♦ 田 川 化 議± は 昨 か 一目 晚番 波發 

源 じて 歸朝 したる 堂 


♦走 




が雜 貸た ろし 賣 
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